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はじめに

『 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイ ド 』 は、 Oracle Secure Global Desktop 
(SGD) を使用して設定、管理、および問題の ト ラブルシューティングを行う方法につ
いて説明する総合的なガイ ドです。 このマニュアルは、 SGD 管理者向けに記述され
ています。

内容の紹介
第 1 章では、使用しているネッ ト ワークインフラス ト ラ クチャーに SGD を組み込み、
SGD で使用されるネッ ト ワーク接続をセキュ リ テ ィー保護する方法について説明し
ます。

第 2 章では、ユーザーが SGD サーバーに対して認証を実行して SGD にログインす
る方法について説明します。 また、ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンサーバー対して認証
を実行してアプ リ ケーシ ョ ンを実行する方法についても説明します。

第 3 章では、組織階層を使って SGD ユーザーを管理し 、 SGD ユーザーがアプ リ ケ
ーシ ョ ンにアクセスできるよ うにする方法について説明します。

第 4 章では、ユーザーが SGD を介して実行できるアプ リ ケーシ ョ ンを設定するため
のアドバイス と 、アプ リ ケーシ ョ ンに関する問題を診断および修正する方法について
説明します。

第 5 章では、 SGD に表示されるアプ リ ケーシ ョ ンから周辺装置や他のク ラ イアン ト
デバイス機能へのサポート を可能にする方法について説明します。

第 6 章では、 SGD Client のインス トール、設定、および実行の方法について説明し
ます。 また、 Webtop の設定についても説明します。

第 7 章では、 SGD サーバーおよびアレイの設定および監視の方法について説明しま
す。 Administration Console 、 ログフ ィルタ 、 インス トールのバッ クアップなど 、
SGD のシステム管理機能の一部についても説明します。
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付録 A では、パスワードキャ ッシュやトークンキャ ッシュなど 、アレイ内のすべて
の SGD サーバーに適用されるグローバル設定について説明します。

付録 B では、アレイ内の指定された SGD サーバーに適用されるサーバー設定につい
て説明します。

付録 C では、 SGD およびその属性に含まれる 、サポート されているオブジェク ト型
について説明します。 Administration Console を使って属性を設定する方法と 、そ
れに対応する  SGD コマンド行の使用法について詳し く説明します。

付録 D では、使用可能な SGD コマンドについて説明します。 コマンドごとに、使用
例も記載されています。

付録 E には、 SGD ログインスク リプ トに関する参照情報が記載されています。 この
情報を使って、標準の SGD ログインスク リプ ト をカスタマイズするこ と も 、ユーザ
ー独自のログインスク リプ ト を開発するこ と もできます。

UNIX コマンドの使用法
このマニュアルには、システムのシャ ッ ト ダウン 、システムのブート 、デバイスの設
定といった基本的な UNIX® のコマンドや手順に関する情報は記載されていない場合
があ り ます。 このよ う な情報については、使用しているシステムのマニュアルを参照
して ください。ただし 、それぞれの SGD コマンドに関する情報はこのマニュアルに
記載されています。
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シェルプロンプ ト

表記上の規則

注 - ブラウザの設定によって、文字の表示が異なり ます。文字が正し く表示されない
場合は、使用しているブラウザの文字エンコーディングを  Unicode UTF-8 に変更し
て ください。

シェル プロンプ ト

C シェル machine-name%

C シェルスーパーユーザー machine-name#

Bourne シェルおよび Korn シェル $

Bourne シェルおよび Korn シェルスーパーユーザー #

字体 意味 使用例

AaBbCc123 コマン ド名、 ファ イル名、およ
びディ レク ト リ名を示します。
または、画面上のコンピュータ
出力を示します。

.login ファ イルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファ イルを表
示します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を 、画
面上のコンピュータ出力とは区
別して示します。

% su

Password:

AaBbCc123 書名、新規語や新規用語、強調
する語句を示します。 コマンド
行の変数を示します。実際に使
用する特定の名前または値で置
き換えます。

『 ユーザーガイ ド 』 の第 6 章を参照して
ください。

これらはクラスオプションと呼ばれます。

ファ イルを削除するには、 rm filename 
と入力します。
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関連マニュアル
次の表は、 この製品に関するマニュアルの一覧を示しています。オンラ インマニュア
ルは、次のサイ トで参照できます。

http://download.oracle.com/docs/cd/E19351-01/index.html

サードパーティーの Web サイ ト
Sun は、 このマニュアルに記載されているサードパーティーの Web サイ トが 利用可
能かど うかについて責任を負いません。 Sun は、そのよ うなサイ トやリ ソース上に存
在する 、 またはそれらを通じて得られる 、あらゆる内容、広告、製品、 またはその他
の資料を保証するものではなく 、それらに対するいかなる責任または義務も負いませ
ん。 Sun は、そのよ うなサイ トやリ ソース上に存在する 、 またはそれらを通じて得ら
れる 、それらのあらゆる内容、商品、 またはサービスによって、 またはそれらの使用
に関連して、 またはそれらを信頼するこ とによって生じた、実際の損害または損失あ
るいは主張される損害または損失に対する 、いかなる責任または義務も負いません。

アプリケーシ ョ ン タイ トル Part Number 形式 ロケーシ ョ ン

リ リース ノー ト 821-1928 HTML
PDF

オンライン

ソフ ト ウェア CD およびオン
ライン

インス トール Oracle Secure Global Desktop 4.6 イ
ンス トールガイ ド

821-2162 HTML
PDF

オンライン

ソフ ト ウェア CD およびオン
ライン

管理 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管
理者ガイ ド

821-2167 HTML
PDF

オンライン

ユーザー Oracle Secure Global Desktop 4.6 ユ
ーザーガイ ド  

821-2157 HTML
PDF

オンライン

管理 Oracle Secure Global Desktop 4.6 
Gateway 管理者ガイ ド

821-2166 HTML
PDF

オンライン
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マニ ュ アルのフ ィ ー ド バ ッ ク
こ の マ ニ ュ ア ル に 関 す る コ メ ン ト は 、 VIRT-DOCS-EXT_WW@ORACLE.COM へ 送 付 
し て く だ さ い 。 フ ィ ー ド バ ッ ク には 、 次のよ う に 、 マニ ュ アルのタ イ ト ル と
 Part Number を含める よ う にし て く だ さ い 。

Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガ イ ド 、 Part Number 821-2167
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第 1 章

ネッ ト ワーク とセキュ リ テ ィー

この章では、使用しているネッ ト ワーク インフラス ト ラ クチャーに Oracle Secure 
Global Desktop (SGD) を組み込み、 SGD で使用されるネッ ト ワーク接続をセキュ リ
テ ィー保護する方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 1 ページの 「 ネッ ト ワーク とセキュ リ テ ィーの概要 」

■ 3 ページの 「 DNS 名 」

■ 8 ページの 「 プロキシサーバー 」

■ 13 ページの 「 ファ イアウォール 」

■ 19 ページの 「 SGD サーバーへのセキュ リ テ ィー保護された接続 」

■ 39 ページの 「 SGD サーバーへのセキュ リ テ ィー保護された接続の調整 」

ネッ ト ワーク とセキュ リ テ ィーの概要
SGD の使用時には、 ク ラ イアン トデバイスがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに直接接続
するこ とはあ り ません。代わりに、 ク ラ イアン トデバイスは HTTP (Hypertext 
Transfer Protocol) または HTTPS (HTTP over Secure Sockets Layer) および SGD 
Adaptive Internet Protocol (AIP) を使用して SGD に接続します。次に、 SGD がユ
ーザーに代わってアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに接続します。

SGD の使用時に関係している主要なネッ ト ワーク接続を次に示します。

■ ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバーの間の接続

■ SGD サーバーとアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの間の接続

■ アレイ内の SGD サーバー間の接続

デフォル トの SGD インス トールでは、ほとんどのネッ ト ワーク接続がセキュ リ テ ィ
ー保護されていません。以降の節では、 これらのネッ ト ワーク接続をセキュ リ テ ィー
保護する方法について説明します。
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ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバーの間の接続

ク ライアン トデバイスは SGD サーバーに対して以下の接続を確立します。

■ HTTP 接続。 SGD Web サーバーに対する接続であ り 、 SGD Web サービス 、
SGD に対する認証、および Webtop を表示するために使用されます。

■ AIP 接続。 SGD Client と  SGD サーバーの間の接続であ り 、アプ リ ケーシ ョ ンの
表示に使用されます。

これらの接続を保護するためには、 SGD Web サーバーを安全な Web サーバー 
(HTTPS) と して設定し 、 SGD セキュ リ テ ィーサービスを有効にします。詳細につい
ては、 19 ページの 「 SGD サーバーへのセキュ リ テ ィー保護された接続 」 を参照して
ください。

ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバーの間のセキュ リ テ ィーのレベルを向上させる
ために SGD Secure Gateway を使用できます。 Gateway を使用する場合、 ク ラ イア
ン トデバイスは SGD に直接接続します。 SGD Gateway をインス トール、設定、お
よび使用するための手順については、 Oracle Secure Global Desktop 4.6 Gateway 管理者
ガイ ドを参照して ください。

SGD サーバーとアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの間の
接続

SGD サーバーとアプ リ ケーシ ョ ンサーバー間の接続は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー
上でアプリ ケーシ ョ ンを起動するため、および、キーを押す操作や表示の更新など 、
アプ リ ケーシ ョ ン との間でデータを送受信するために使用されます。

SGD とアプ リ ケーシ ョ ンサーバー間のセキュ リ テ ィーレベルは、アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーのタイプと使用するプロ ト コルによって変わり ます。

UNIX または Linux システムのアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ー

telnet プロ ト コルまたは rexec コマンドを使用して接続する と きは、すべての通信
およびパスワードが暗号化されないで送信されます。

UNIX® または Linux システムのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーへのセキュ リ テ ィー保護
された接続には、 SSH (Secure Shell) を使用します。 SSH は、送信前に SGD ホス ト
間のすべての通信とパスワードを暗号化します。 190 ページの 「 SSH の使用 」 を参
照して ください。

デフォルトで、 SGD は X 認証を使用して X ディ スプレイのセキュ リティーを保護し 、
アクセスが許可されていないユーザーからの X ディ スプレイへのアクセスを防止し
ます。
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Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバー

Windows アプ リ ケーシ ョ ンは Microsoft Remote Desktop (RDP) プロ ト コルを使用し
ます。つま り 、すべての通信は暗号化され、 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーへの接続はセキュ リ テ ィー保護されます。

Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバー

次に示すよ うに、セキュ リ テ ィーのレベルは、 Web アプ リ ケーシ ョ ンをホス トする
ために使用する  Web サーバーのタイプによって異な り ます。

■ HTTP Web サーバー – すべての通信が暗号化されません

■ HTTPS Web サーバー – すべての通信が暗号化されます

Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへのセキュ リ テ ィー保護された接続には、 HTTPS 
Web サーバーを使用します。

アレイ内の SGD サーバー間の接続

アレイ全体の静的および動的なデータの共有には、 SGD サーバー間の接続が使用さ
れます。 これらの接続で伝送される情報の詳細については、 357 ページの 「 アレイ全
体へのデータの複製 」 を参照して ください。標準インス トールでは、アレイ内の 
SGD サーバー間で送信されるデータは暗号化されません。 これらの接続をセキュ リ
テ ィー保護する方法の詳細は、 358 ページの 「 アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された
通信 」 を参照して ください。

DNS 名
SGD の主要な DNS (Domain Name System) 要件を次に示します。

■ ホス トの DNS エン ト リは、すべてのク ラ イアン トで解決可能であるこ とが必要
です。

■ ホス トの DNS 検索と逆検索が常に成功する必要があ り ます。

■ すべてのク ラ イアン トデバイスが DNS を使用する必要があ り ます。

SGD サーバーは複数の DNS 名を持つこ とができます。各 SGD サーバーには、
1 つのピア DNS 名と  1 つ以上の外部 DNS 名が割り当てられます。

注 - SGD を設定する と きは、完全指定 DNS 名を使用するのが 良の方法です。
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「 ピア DNS 名 」 とは、アレイ内の SGD サーバーが相互に識別するために使用する  
DNS 名のこ とです。たとえば、 boston.example.com などです。

「 外部 DNS 名 」 とは、 SGD Client が SGD サーバーへの接続に使用する  DNS 名の
こ とです。たとえば、 www.example.com などです。

上記の 2 種類の DNS 名は、 SGD ホス ト上の同一ネッ ト ワーク インタフェースに関
連付けるこ と も 、それぞれ別のネッ ト ワーク インタフェースで使用するこ と もできま
す。 これらの DNS 名は、完全修飾 DNS 名である必要があ り ます。

SGD のインス トール時に、 SGD サーバーの DNS 名の入力を要求されます。 これに
は、 ファ イアウォールの内側で使用されるピア DNS 名を指定する必要があ り ます。
これは、 SGD Web サーバーがバインドする  DNS 名です。

インス トール後、各 SGD サーバーに 1 つ以上の外部 DNS 名を設定できます。外部 
DNS 名は、 SGD Client が SGD サーバーへの接続時に使用します。デフォル トでは
、 ピア DNS 名は外部 DNS 名と しても使用されます。

ファ イアウォールがあるネッ ト ワークでは、一部の名前を 、 インターネッ ト上などフ
ァ イアウォールの外側で使用できるよ うにし 、他の名前をファ イアウォールの内側で
使用できるよ うにするこ とが必要になる場合もあ り ます。たとえば、 ファ イアウォー
ルの外側にいるユーザーは、 www.example.com を使用できるよ うにし 、
boston.example.com を使用できないよ うにします。 ファ イアウォールの内側にい
るユーザーは、 どちらの名前も使用できるよ うにします。

注意 - すべての SGD サーバーをファ イアウォールの外側で使用可能にする必要はあ
り ません。ただし 、ユーザーがファ イアウォールの内側と外側の両方から  SGD サー
バーにログインする場合、 ファ イアウォールの外側からログインした際に一部のアプ
リ ケーシ ョ ンを再開できないこ とがあ り ます。

SGD Gateway を使用する場合、 ク ラ イアン トデバイスは Gateway またはロードバラ
ンサの DNS 名を使用するのではな く 、直接 SGD に接続します。外部 DNS 名は、
Gateway を経由せずにク ラ イアン トに直接接続する場合にのみ使用されます。
Gateway をインス トール、設定、および使用するための手順については、 Oracle 
Secure Global Desktop 4.6 Gateway 管理者ガイ ドを参照して ください。

外部ハード ウェアロードバランサやラウンド ロビン DNS などの機構を使用している
場合に、ユーザーの接続先となる  SGD サーバーを制御するには、 これらの機構と連
携して動作するよ うに SGD を設定する必要があ り ます。 376 ページの 「 ユーザーセ
ッシ ョ ンの負荷分散 」 を参照して ください。

この節の内容は、次のとおりです。

■ 5 ページの 「 外部 DNS 名の設定 」

■ 6 ページの 「 SGD サーバーのピア DNS 名の変更 」
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外部 DNS 名の設定

SGD Client は、 SGD サーバーに直接接続する場合、 SGD サーバーが提供する外部 
DNS 名を使用します。実際に使用される  DNS 名は、 ク ラ イアン トの IP (Internet 
Protocol) アドレスをも とに決ま り ます。  

SGD Gateway を使用する場合は、 SGD Gateway を経由しない、 ク ラ イアン トの直
接接続にのみ外部 DNS 名が使用されます。

外部 DNS 名は、 ク ラ イアン ト  IP アドレスを  DNS 名に適合させる  1 つ以上のフ ィル
タを設定するこ とによって設定します。各フ ィルタの形式は、
Client-IP-Pattern:DNS-Name ÇÝÇ²ÅB

Client-IP-Pattern には、次のいずれかを指定できます。

■ 1 つ以上のク ラ イアン トデバイスの IP アドレスに合致する正規表現。たとえば、
192.168.10.* のよう に指定します。

■ 1 つ以上のク ラ イアン トデバイスの IP アドレスに合致する 、 ビッ ト数で表現され
るサブネッ ト マスク 。たとえば、 192.168.10.0/22 のよう に指定します。

SGD サーバーには複数のフ ィルタを設定できます。 SGD は 初に合致する  
Client-IP-Pattern を使用するため、 フ ィルタの順番は重要です。  

注意 - SGD がファ イアウォール転送に対応するよ うに設定されている場合は、 SGD 
がク ラ イアン トデバイスの IP アドレスを決定できな くなるため、複数の外部 DNS 
名を使用できません。 この場合は、 1 つの外部 DNS 名 ( たとえば、
*:www.example.com) を設定できます。次に、分割 DNS を使用するこ とによ り 、
ク ラ イアン トはファ イアウォールの内側にあるか外側にあるかに応じて、 DNS 名を
異なる  IP アドレスに解決できます。 25 ページの 「 ファ イアウォール越え 」 を参照し
て ください。

外部 DNS 名の設定例を次に示します。

この設定によ り 、次の内容が適用されます。

■ IP アドレスが 192.168.10 で始まるク ラ イアン トは、 boston.example.com 
に接続します。

■ それ以外のク ラ イアン トはすべて、 www.example.com に接続します。

フ ィルタの順番を逆にした場合は、すべてのク ラ イアン トが www.example.com 
に接続します。

"192.168.10.*:boston.example.com,*:www.example.com"
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▼ SGD サーバーの外部 DNS 名を設定する方法

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中のアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む ) がないこ
とを確認して ください。

1. Administration Console で、 「 SGD サーバー 」 タブに移動し 、 SGD サーバー
を選択します。

「 一般 」 タブが表示されます。

2. 「 外部 DNS 名 」 フ ィールドに、外部 DNS 名の 1 つ以上のフィルタを入力します。

各フ ィルタがク ラ イアン ト  IP アドレスを  DNS 名に適合させます。

フ ィルタを入力するたびに、 Return キーを押します。

各フ ィルタの形式については、 5 ページの 「 外部 DNS 名の設定 」 を参照して くだ
さい。

フ ィルタの順番は重要です。 初に一致したエン ト リが使用されます。

3. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

4. SGD サーバーを再起動します。

外部 DNS 名の設定を変更したと き 、 これを反映するには SGD サーバーを再起動
する必要があ り ます。

SGD サーバーのピア DNS 名の変更

ソフ ト ウェアを再インス トールしな くても  SGD サーバーのピア DNS 名を変更でき
ます。 7 ページの 「 SGD サーバーのピア DNS 名を変更する方法 」 を参照して くだ
さい。

ピア DNS 名を変更する前に、 SGD サーバーをアレイから切り離して停止する必要
があ り ます。

DNS 名の変更後、 /opt/tarantella/var/log/SERVER_RENAME.log ファ イル
には変更内容の詳細が記録されています。既存のサーバーセキュ リ テ ィー証明書は、
/opt/tarantella/var/tsp.OLD.number ディ レク ト リにバッ クアップされます。

SGD サーバーをアプ リ ケーシ ョ ンサーバーと して使用する場合は、アプ リ ケーシ ョ
ンサーバーオブジェク ト を手動で再設定する必要があ り ます。そのためには、アプ リ
ケーシ ョ ンサーバーの DNS 名を変更し 、必要に応じてオブジェク トの名前を変更し
ます。
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SGD プ リ ンタキューを  UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバーにインス トールした場合は、 SGD サーバーの古い DNS 名を使用するプ リ ン
タキューを削除し 、 SGD サーバーの新しい DNS 名を使用する新しいプ リ ンタキュ
ーを設定するこ とが必要になるこ とがあ り ます。 243 ページの 「 UNIX および Linux 
プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの印刷の設定 」 を参照して ください。

▼ SGD サーバーのピア  DNS 名を変更する方法

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中のアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む ) がないこ
とを確認して ください。

ピア DNS 名の変更は、 コマンド行からのみ行う こ とができます。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

2. SGD サーバーをアレイから切り離します。

プラ イマ リ  SGD サーバーのピア DNS 名を変更する場合は、 初に別のサーバー
をプラ イマ リサーバーにしてから 、サーバーを切り離して ください。

切り離したサーバーで tarantella status コマンドを実行して、そのサーバー
がアレイから切り離されているこ とを確認して ください。

3. SGD サーバーを停止します。

4. SGD ホス トの DNS 名の変更が反映されたこ とを確認します。  

DNS 設定を確認し 、ほかの SGD サーバーがこの新しい DNS 名を解決できる こ と
を確認します。場合によっては、 SGD ホス トの /etc/hosts および
/etc/resolv.cnf ファ イルも編集する必要があ り ます。

5. SGD サーバーの DNS 名を変更します。

次のコマンドを使用します。

完全指定 DNS 名を使用するのが 良の方法です。

サーバーの外部 DNS 名を変更するには、 --extdns オプシ ョ ンを使用します。
このオプシ ョ ンが機能するのは、 SGD サーバーの外部 DNS 名が 1 つの場合のみ
です。サーバーの外部 DNS 名が複数ある場合は、外部 DNS 名を手動で更新する
必要があ り ます。 5 ページの 「 外部 DNS 名の設定 」 を参照して ください。

プロンプ トが表示されたら 、 Y と入力して名前の変更を続行します。

# tarantella array detach --secondary serv

# tarantella serverrename --peerdns newname [ --extdns newname ]
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6. アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信に使用される証明書を再生成します。

アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信の詳細は、 358 ページの 「 アレイ内の
セキュ リ テ ィー保護された通信 」 を参照して ください。

SGD Gateway を使用している場合は、それぞれの SGD Gateway に新しいピア認
証局 (CA) 証明書をインス トールする必要があ り ます。

7. ( 省略可能 ) サーバー SSL 証明書を置き換えます。

新しいピア DNS 名が SGD サーバーによって使用される  SSL 証明書の中に含まれ
ていない場合、その証明書を置き換える必要があ り ます。詳細については 24 ペー
ジの 「 サーバー SSL 証明書を置き換える方法 」 を参照して ください。

SGD Gateway を使用している場合は、それぞれの SGD Gateway に新しいサーバ
ー SSL 証明書をインス トールする必要があ り ます。

8. SGD Web サーバーと  SGD サーバーを再起動します。

9. SGD サーバーをアレイに連結します。

アレイに連結するサーバーの時刻がそのアレイ内の他のサーバーの時刻と同期し
ている必要があ り ます。時間差が 1 分を超えている場合、アレイの連結操作は失
敗します。

プロキシサーバー
プロキシサーバーを介して SGD に接続できるよ うにするには、プロキシサーバーの
アドレス とポー ト番号を使ってク ラ イアン トデバイスを設定するこ とが必要となる場
合があ り ます。 また、サーバー側プロキシサーバーに関する情報をク ラ イアン トに渡
すよ う 、 SGD を設定する必要がある場合もあ り ます。

この節の内容は、次のとおりです。

■ 9 ページの 「 サポート されているプロキシサーバー 」

■ 9 ページの 「 ク ラ イアン トプロキシ設定の設定 」

■ 11 ページの 「 プロキシサーバーのタイムアウ ト 」

■ 11 ページの 「 サーバー側のプロキシサーバーの設定 」

# tarantella security keystoregen

# tarantella array join --primary p-serv --secondary s-serv
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サポート されているプロキシサーバー

サポート されているプロキシサーバーは、
http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1928 で参照可能な 『 』 に一覧表示
されています。

ク ラ イアン トプロキシ設定の設定

ク ライアン トプロキシ設定を設定するには、 HTTP 接続と  AIP 接続の両方に対して
プロキシ設定を設定する必要があ り ます。設定方法の詳細は、後続の節を参照して く
ださい。

HTTP 接続

HTTP 接続とは、ユーザーのブラウザと  SGD Web サーバー間の接続のこ とで、
Webtop を表示する場合などに使用されます。 これらの接続では、ブラウザ用に設定
されたプロキシ設定が常に使用されます。

AIP 接続

AIP 接続とは、 SGD Client と  SGD サーバー間の接続のこ とで、アプ リ ケーシ ョ ン
を表示するために使用されます。 これらの接続では、 ク ラ イアン トプロファ イル内の
設定によって、 SGD Client がプロキシ設定をブラウザ側の設定またはク ラ イアン ト
プロファ イル自身の設定のどちらをも とに決めるかが制御されます。  

SGD Client は常に、直近に使用したプロキシ設定をク ラ イアン トプロファ イルキャ
ッシュに保存しています。詳細については、 339 ページの 「 プロファ イルキャ ッシュ
について 」 を参照して ください。

注 - AIP 接続用の SOCKS プロキシは、アレイルート を指定するこ とによってのみ設
定できます。詳細は、 11 ページの 「 サーバー側のプロキシサーバーの設定 」 を参照
して ください。

ブラウザ側の設定をも とにプロキシ設定を決定する

ク ライアン トプロファ イルで 「 デフォル トの Web ブラウザ設定を使用する 」 チェ ッ
クボッ クスが選択されている場合は、ユーザーのデフォル トブラウザ側の設定をも と
にプロキシサーバー設定が決められます。 SGD Client は、 このプロキシ設定をク ラ
イアン トデバイス上のプロファ イルキャ ッシュに格納し 、次回の起動時にこれらの設
定を使用します。
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ク ラ イアン トプロファ イルで 「 セッシ ョ ン開始時にプロキシ設定を確立する 」 が選択
されている場合は、 SGD Client が起動するたびに、ブラウザからプロキシ設定が取
得されます。保存済みのプロキシ設定は使用されません。 ク ラ イアン トプロファ イル
で 「 自動ク ラ イアン ト ログイン 」 が選択されている場合は、 「 セッシ ョ ン開始時にプ
ロキシ設定を確立する 」 設定は無効にな り ます。

SGD Client が統合モードであ り 、プロファ イルキャ ッシュにプロキシ設定が存在し
ない場合、 SGD Client は直接接続を試みます。

ブラウザ側の設定をも とにプロキシ設定を決めるためには、ブラウザ側で Java テク
ノ ロジが有効になっている必要があ り ます。 Java テク ノ ロジが使えない、あるいは
ブラウザ側で無効にしている場合は、 ク ラ イアン トプロファ イルに手動でプロキシ設
定を指定する必要があ り ます。

注 - プロキシサーバー設定が Sun Java Plugin ツール用の Java コン ト ロールパネル
で定義されていれば、ブラウザ側の設定の代わりにこの設定が使われます。

ク ラ イアン トプロファ イルにプロキシ設定を指定する

ク ライアン トプロファ イルで 「 手動プロキシ設定 」 チェ ッ クボッ クスが選択されてい
る場合は、 ク ラ イアン トプロファ イル自身に HTTP または SSL プロキシサーバーを
指定できます。

プロキシサーバーの自動設定スク リプ トの使い方

ブラウザ側の設定をも とにク ラ イアン トプロキシサーバー設定を決める場合は、自動
設定スク リプ ト を使って自動的にプロキシ設定を行う こ とができます。

設定スク リプ トの URL (Uniform Resource Locator) を 、ブラウザの接続設定に指定
します。自動設定スク リプ トは JavaScript™ プログラ ミ ング言語で記述する必要があ
り ます。 ファ イル拡張子は .pac ですが、 ファ イル拡張子がな くてもかまいません。
詳細については、 「  Proxy Auto-Config File 」 を参照して ください。

注 - この形式は、 SGD がサポート しているすべてのブラウザで使用します。

プロキシサーバーの例外リ ス ト

プロキシサーバーの例外リ ス ト を使用して、プロキシを使用しない接続を制御できま
す。プロキシ例外リ ス トは、ブラウザ側の設定をも とにプロキシ設定を決める場合に
のみ使えます。例外リ ス トは、 ク ラ イアン トプロファ イルでは設定できません。例外
リ ス トはブラウザまたは Sun Java Plugin ツールで設定できます。
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例外リ ス ト とは、 DNS ホス ト名の リ ス ト のこ とです。 Internet Explorer では、 この
リ ス トはセ ミ コロン区切りの リ ス ト にな り ます。 Mozilla ベースのブラウザのでは、
この リ ス トはコンマ区切りの リ ス ト にな り ます。例外リ ス トには、 ワイルドカード  * 
を含めるこ とができます。  

例外リ ス トでは、 DNS ホス ト名と  IP アドレスの間の変換が実行されません。たと
えば、 *.example.com とい う例外リ ス ト を使用した場合、
chicago.example.com および detroit.example.com への接続ではプロキシサ
ーバーが使用されませんが、 これらのホス トに IP アドレスを使用する接続ではプロ
キシサーバーが使用されます。

例外リ ス トには、必ず次のエン ト リ を含める必要があ り ます。

プロキシサーバーのタイムアウ ト

アクティ ビテ ィーが何も行なわれない接続については、プロキシサーバーが一定時間
の経過後にその接続を停止する可能性があ り ます。デフォル トでは、 SGD が AIP キ
ープアライブパケッ ト を  100 秒に 1 度送信して、接続が開いた状態で維持されます。

一定時間が経過したあとにアプ リ ケーシ ョ ンの表示が消える場合は、 AIP キープア
ライブパケッ トの送信頻度を高く してみて ください。

Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 通信 」 タブに移動し 、
「 AIP keepalive の頻度 」 フ ィールドの値を減らします。 または、次のコマンドを実
行します。

注 - この属性に対する変更を反映するには、アレイ内のすべての SGD サーバーを再
起動して ください。

サーバー側のプロキシサーバーの設定

SGD Client がサーバー側の SOCKS version 5 プロキシサーバーを介して接続するよ
うに SGD を設定できます。実際に使用されるプロキシサーバーは、 ク ラ イアン トの 
IP アドレスをも とに決ま り ます。 これは、 「 アレイルート 」 と して知られています。

SGD Gateway を使用する場合は、 SGD Gateway を経由しない、 ク ラ イアン トの接
続にのみアレイルートが使用されます。

localhost; 127.0.0.1

$ tarantella config edit --sessions-aipkeepalive secs
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アレイルートは、 ク ラ イアン ト  IP アドレスをサーバー側のプロキシサーバーに適合
させる  1 つ以上のフィルタを設定するこ とによって設定します。各フィルタの形式は、
Client-IP-Pattern:type:host:port です。

Client-IP-Pattern には、次のいずれかを指定できます。

■ 1 つ以上のク ラ イアン ト  IP アドレスに合致する正規表現。たとえば、
192.168.10.* のよう に指定します。

■ 1 つ以上のク ラ イアン ト  IP アドレスに合致する 、 ビッ ト数で表現されるサブネッ
ト マスク 。たとえば、 192.168.10.0/22 のよう に指定します。

type は接続タイプを表します。 SOCKS version 5 による接続の場合は、 CTSOCKS と
指定します。プロキシサーバーを使用しないで直接接続する場合は、 CTDIRECT と
指定します。

host および port は、接続に使用するプロキシサーバーの DNS 名または IP アドレス
と 、ポート を表します。

SGD には複数のフ ィルタを設定できます。 SGD は 初に合致する  Client-IP-Pattern 
を使用するため、 フ ィルタの順番は重要です。

SSL の処理に SGD ではな く外部 SSL アクセラレータを使用する場合は、アレイルー
ト を  :ssl と と もに追加します。次の例を参照して ください。 これは、 SGD Client 
に対し 、 SOCKS 接続を続行する前にその接続で SSL を使用するよ うに指示します。
詳細については、 42 ページの 「 外部 SSL アクセラレータの使用 」 を参照して くださ
い。  

注意 - SGD がファ イアウォール転送に対応するよ うに設定されている場合は、
SGD がク ラ イアン トデバイスの IP アドレスを決定できな くなるため、複数のアレイ
ルート を使用できません。 1 つのアレイルート  ( たとえば、
*:CTSOCKS:taurus.example.com:8080) を設定できます。 25 ページの 「 ファ イ
アウォール越え 」 を参照して ください。

アレイルートの設定例を次に示します。

この設定によ り 、次の内容が適用されます。

■ IP アドレスが 192.168.5 で始まる ク ラ イアン トは、直接接続が許可されます。

■ IP アドレスが 192.168.10 で始まるク ラ イアン トは、ポート  8080 上で SOCKS 
プロキシサーバー taurus.example.com を使って接続します。  

■ それ以外のク ラ イアン トはすべて、ポート  8080 上で SOCKS プロキシサーバー 
draco.example.com を使って接続します。 これらのク ラ イアン トは、 SOCKS 
接続で続行する前に SSL による接続も試みます。

192.168.5.*:CTDIRECT: \
192.168.10.*.*:CTSOCKS:taurus.example.com:8080 \
*:CTSOCKS:draco.example.com:8080:ssl
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▼ アレイルート を設定する方法

アレイルートの設定は、 コマンド行からのみ行う こ とができます。

アレイ内の SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中
のアプリケーシ ョ ンセッシ ョ ン ( 中断されているアプリケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む ) 
がないこ とを確認して ください。

1. アレイルートのフ ィルタを設定します。

次のコマンドを使用します。

routes を引用符で囲み、各フ ィルタをコンマで区切り ます。次に例を示します。
"filter1,filter2,filter3"

各フ ィルタの形式については、 11 ページの 「 サーバー側のプロキシサーバーの設
定 」 を参照して ください。

フ ィルタの順番は重要です。 初に一致したエン ト リが使用されます。

2. アレイ内のすべての SGD サーバーを再起動します。

アレイルートの設定を変更した場合、それを反映させるためには、アレイに属す
るすべてのサーバーを再起動する必要があ り ます。

フ ァ イアウォール
ファイアウォールはネッ ト ワークのさまざまな箇所を保護するために使用でき 、
SGD が必要とする接続を許可するよ う設定する必要があ り ます。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 14 ページの 「 ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバーの間のファ イアウォール 」

■ 15 ページの 「 SGD サーバー間のファ イアウォール 」

■ 15 ページの 「 SGD サーバーとアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの間のファ イアウォール
」

■ 17 ページの 「 ほかのファ イアウォール 」

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-array-netservice-proxy-routes routes
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ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバーの間のファ
イアウォール

ク ライアン トデバイスは、アレイ内のどの SGD サーバーに対しても  HTTP 接続およ
び AIP 接続を行える必要があ り ます。 これは、ユーザーの SGD セッシ ョ ン とユーザ
ーのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが、異なる  SGD サーバーでホス ト される可能性が
あるからです。

次の表に、 ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバーの間の接続を可能にするために開
く必要のあるポート を示します。

TCP (Transmission Control Protocol) ポート  80 と  443 は、 インターネッ トで HTTP 
と  HTTPS に使用される標準ポートです。ポート  443 は、 SGD Web サーバーで 
HTTPS が有効になっている場合にのみ使用されます。 SGD Web サーバーで使用す
るポートは任意に設定できます。

デフォル トのインス トールでは、 ファ イアウォールでポート  3144 とポート  5307 の両
方を開いておく必要があ り ます。 SGD Client は、 初はポート  5307 でセキュ リ テ ィ
ー保護された接続を行いますが、ユーザーの認証後はポート  3144 での標準接続にダ
ウングレード します。 これらのポート を開く こ とができないと きに SGD を設定する
方法については、 25 ページの 「 ファ イアウォール越え 」 を参照して ください。

SGD セキュ リ テ ィーサービスを有効にして HTTPS だけを使用する場合は、 ファ イア
ウォールでポート  443 とポート  5307 のみを開いておく必要があ り ます。

ポート  3144 とポート  5307 は Internet Assigned Numbers Authority (IANA) に登録
され、 SGD 専用と して予約されています。

ソース 宛先 ポート プロ ト コル 目的

ク ラ イアン ト SGD Web 
サーバー

80 TCP 標準の暗号化されない HTTP 要求と  HTTP 
応答。

Webtop を表示するためと  Web サービスに使
用されます。

ク ラ イアン ト SGD Web 
サーバー

443 TCP 安全性が高く 、暗号化される  HTTPS 要求と  
HTTPS 応答。

Webtop を表示するためと  Web サービスに使
用されます。

ク ラ イアン ト SGD サーバー 3144 TCP 標準の暗号化されない AIP 接続。

制御、およびアプ リ ケーシ ョ ンの表示を更新す
るために使用されます。

ク ラ イアン ト SGD サーバー 5307 TCP SSL を使用し 、安全性が高く 、暗号化される  
AIP 接続。

制御、およびアプ リ ケーシ ョ ンの表示を更新す
るために使用されます。
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SGD サーバー間のファ イアウォール

ネッ ト ワークでは、アレイ内の SGD サーバー間にファ イアウォールが存在する場合
があ り ます。たとえば、複数のオフ ィ スにそれぞれ SGD サーバーが存在する場合な
どです。アレイ内の SGD サーバーは、アレイのほかのどのメンバーにも接続できる
必要があ り ます。

次の表に、 SGD サーバー間の接続を可能にするために開く必要のあるポート を示し
ます。

ポート  5427 は IANA に登録され、 SGD 専用と して予約されています。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンでオーディオ、 スマート カード 、 またはシ リ アルポート
のサポート を有効にしている場合は、 ファ イアウォールで TCP ポート  1024 以上での 
SGD サーバー間の接続が許可されている必要があ り ます。 これらの機能を管理する
プロ ト コルエンジンはユーザーセッシ ョ ンをホス トする  SGD サーバーで実行され、
これはアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをホス トする  SGD サーバーと異なるサーバーで
ある可能性があ り ます。 これらの機能を使用しない場合は、 SGD でこれらのサポー
ト を無効にするこ とをお勧めします。詳細については、次の節を参照して ください。

■ 299 ページの 「 SGD Windows オーディオサービスを有効にする方法 」

■ 315 ページの 「 SGD でスマート カードを有効にする方法 」

■ 321 ページの 「 シ リ アルポートへのアクセスを有効にする方法 」

SGD サーバーとアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの間の
ファ イアウォール

SGD サーバーは、アプ リ ケーシ ョ ンを実行するために、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー
に接続できる必要があ り ます。

ソース 宛先 ポート プロ ト コル 目的

SGD サーバー 別の SGD サーバー 515 TCP tarantella print move コマンドを使用
して SGD サーバー間で印刷ジ ョブを移動す
る と きに使用されます。

SGD サーバー 別の SGD サーバー 1024 以上 TCP Windows アプ リ ケーシ ョ ンでオーディオ、
スマート カード 、およびシ リ アルポート をサ
ポートするために使用されます。

SGD サーバー 別の SGD サーバー 5427 TCP SGD サーバー間の接続に使用されます。ア
レイを複製し 、アレイ間で静的データ と動的
データを共有するこ とができます。
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SGD サーバーとアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの間の接続に使用されるポートは、アプ
リ ケーシ ョ ンのタイプ、およびアプ リ ケーシ ョ ンサーバーへのログインに使用される
接続方法によって決ま り ます。ほかのポートは、アプ リ ケーシ ョ ンの使用中にサポー
ト を提供するために必要にな り ます。

次の表に、 SGD サーバーとアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの間の接続を可能にするため
に開く必要のあるポート を示します。

ソース 宛先 ポート プロ ト コル 目的

SGD サーバー アプリ ケーシ ョ ンサ
ーバー

22 TCP SSH を使用して X アプ リ ケーシ ョ ン と文字
型アプ リ ケーシ ョ ンに接続するために使用さ
れます。

SGD サーバー アプリ ケーシ ョ ンサ
ーバー

23 TCP Telnet を使用して Windows アプ リ ケーシ ョ
ン 、 X アプ リ ケーシ ョ ン 、および文字型ア
プリ ケーシ ョ ンに接続するために使用され
ます。

アプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバー

SGD サーバー 139 TCP UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのク ラ
イアン ト ド ラ イブマッピングサービスで使用
されます。 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング
サービスが使用可能になっているか否かに関
係な く 、サーバーは起動時にこのポートにバ
イン ド されます。

SGD サーバー アプリ ケーシ ョ ンサ
ーバー

512 TCP rexec を使用して X アプ リ ケーシ ョ ンに接
続するために使用されます。

アプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバー

SGD サーバー 515 TCP アプ リ ケーシ ョ ンサーバーから  SGD サーバ
ーに印刷ジ ョブを送信するために使用され
ます。

SGD サーバー アプリ ケーシ ョ ンサ
ーバー

3389 TCP Microsoft RDP プロ ト コルを使用する  
Windows アプ リ ケーシ ョ ンに接続するため
に使用されます。

SGD サーバー アプリ ケーシ ョ ンサ
ーバー

3579 TCP プラ イマ リ  SGD サーバーと 、アプ リ ケーシ
ョ ンサーバーで実行される  SGD 負荷分散サ
ービス との間の接続に使用されます。
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X アプ リ ケーシ ョ ンの場合、ポート  6010 以上が使用されるのは、 X アプ リ ケーシ ョ
ンの接続方法が Telnet または rexec の場合だけです。接続方法が SSH の場合、接
続にはポート  22 が使用されます。 X アプ リ ケーシ ョ ンのオーディオを有効にした場
合は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD の間ですべてのポート を開いておく必要が
あ り ます。 これは、 SGD オーディオデーモンがランダムなポート で SGD サーバー
に接続するからです。 これは、接続方法が SSH の場合にも当てはま り ます。詳細に
ついては、 296 ページの 「 オーディオ 」 を参照して ください。

ポート  3579 は IANA に登録され、 SGD 専用と して予約されています。 これらのポ
ート を開く必要があるのは、 SGD Advanced Load Management を使用する場合だ
けです。詳細については、 385 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散 」 を参照して
ください。

ほかのファ イアウォール

認証サービスやディ レク ト リサービスが使用されている場合、 SGD はこれらに接続
する必要があ り ます。

次の表に、 SGD サーバーとほかのサービスの間の接続を可能にするために開く必要
のあるポート を示します。

アプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバー

SGD サーバー 3579 UDP アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで実行される  
SGD 負荷分散サービス と 、プラ イマ リ  SGD 
サーバーとの間の接続に使用されます。

SGD サーバー アプリ ケーシ ョ ンサ
ーバー

5999 TCP Wincenter プロ ト コルと  Telnet 接続を使用
するよ うに設定された Windows アプ リ ケー
シ ョ ンに接続するために使用されます。
Wincenter プロ ト コルのサポートは終了して
いますが、以前の Windows アプ リ ケーシ ョ
ンオブジェク ト で使用されている可能性があ
り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバー

SGD サーバー 6010 以上 TCP X アプ リ ケーシ ョ ンを  SGD サーバー上のプ
ロ ト コルエンジンに接続するために使用され
ます。

ソース 宛先 ポート プロ ト コル 目的

SGD サーバー Windows サーバー 88 TCP また
は UDP

Active Directory フォレス トのユーザーを認
証するために使用されます。

SGD サーバー Windows サーバー 137 UDP Microsoft Windows ド メ インのユーザーを
認証するために使用されます。

SGD サーバー Windows サーバー 139 TCP Microsoft Windows ド メ インのユーザーを
認証するために使用されます。

ソース 宛先 ポート プロ ト コル 目的
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ポート  88 、 464 、 3268 、 3269 が必要なのは、 Active Directory 認証を使用する場
合だけです。ポート  88 および 464 は、パケッ トサイズと  Kerberos 設定に応じて、
TCP または UDP プロ ト コルを使用できます。詳細については、 59 ページの 「
Kerberos 認証用の SGD の設定 」 を参照して ください。ポート  3268 および 3269 は、
Active Directory に対する  SSL 通信にのみ使用されます。詳細については、 58 ペー
ジの 「 Active Directory への SSL 接続 」 を参照して ください。

ポート  137 および 139 が必要なのは、認証にド メ インコン ト ローラを使用する場合だ
けです。詳細については、 88 ページの 「 Windows ド メ イン認証 」 を参照して くだ
さい。

ポート  389 および 636 が必要なのは、 LDAP ディ レク ト リ を使用してユーザー識別
情報を確立するか、アプリケーシ ョ ンをユーザーに割り当てる場合だけです。 これは、
次の認証機構に当てはま り ます。

■ Active Directory 認証。 54 ページの 「 Active Directory 認証 」 を参照してください
。

■ LDAP 認証。 66 ページの 「 LDAP 認証 」 を参照して ください。

■ LDAP 検索方法を使用するサードパーティについては、 76 ページの 「 サードパー
ティーの認証 」 を参照して ください。

SGD サーバー LDAP ディ レク ト リ
サーバー

389 TCP LDAP (Lightweight Directory Access 
Protocol) ディ レク ト リ を使用して 、ユーザ
ーの認証やユーザーへのアプ リ ケーシ ョ ンの
割り当てを行う ために使用されます。

SGD サーバー Windows サーバー 464 TCP また
は UDP

有効期限が切れたパスワードの変更をユーザ
ーに許可するために使用されます。

SGD サーバー LDAP ディ レク ト リ
サーバー

636 TCP LDAP ディ レク ト リへのセキュ リ テ ィー保護
された接続 (LDAPS) を使用して 、ユーザー
の認証やユーザーへのアプ リ ケーシ ョ ンの割
り当てを行う ために使用されます。  

SecurID 
Authentication 
Manager

SGD サーバー 1024 ～ 
65535

UDP SecurID を使用してユーザーを認証するため
に使用されます。

SGD サーバー Windows サーバー 3268 TCP Active Directory フォレス トのユーザーを認
証するために使用されます。

SGD サーバー Windows サーバー 3269 TCP Active Directory フォレス トのユーザーを認
証するために使用されます。

SGD サーバー SecurID 
Authentication 
Manager

5500 UDP SecurID を使用してユーザーを認証するため
に使用されます。

ソース 宛先 ポート プロ ト コル 目的
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ポート  1024 ～ 65535 が必要なのは、 SecurID 認証を使用する場合だけです。 RSA 
SecurID Authentication Manager が Agent Host と して動作する  SGD サーバーと通
信するためには、 Master Authentication Manager および Slave Authentication 
Manager の IP アドレスからすべての Agent Host の IP アドレスまで、 1024 ～ 
65535 のすべてのポート を開いておく必要があ り ます。詳細については、 72 ページ
の 「 SecurID 認証 」 を参照して ください。

ポート  5500 が必要なのは、 SecurID 認証を使用する場合だけです。 RSA SecurID 
Authentication Manager が Agent Host と して動作する  SGD サーバーと通信するた
めには、 Agent Host の IP アドレスから  Master Authentication Manager および 
Slave Authentication Manager の IP アドレスまで、ポート  5500 を開いておく必要が
あ り ます。

SGD サーバーへのセキュ リ テ ィー保護
された接続

SGD を 初にインス トールしたと きは、 SGD Web サーバーへの HTTP 接続はセキ
ュ リ テ ィー保護されません。 SGD サーバーへの初期 AIP 接続はセキュ リ テ ィー保護
されますが、ユーザーがログインしたあと 、 AIP 接続は標準接続にダウングレード
されます。

SSL 証明書を SGD サーバーにインス トールし 、 SGD セキュ リ テ ィーサービスを有効
にするこ とで AIP 接続をセキュ リ テ ィー保護できます。 SGD セキュ リ テ ィーサービ
スを使用する と 、 SGD は TLS (Transport Layer Security) または SSL (Secure Sockets 
Layer) によって SGD サーバーに対してセキュ リ テ ィー保護された接続が行えるよ う
にな り ます。

HTTP 接続をセキュ リ テ ィー保護するには、 SGD Web サーバーで HTTPS 接続を有
効にする必要があ り ます。 SGD サーバーまたは SGD Web サーバーを起動する際に 
--https 引数を使用するこ とで HTTPS 接続を有効にできます。 SGD Web サーバー
は、 HTTPS Web サーバーになるよ うに事前構成されており 、 SGD サーバーと同じ  
SSL 証明書を使用します。 HTTPS 接続を有効にする場合は、アレイ内のすべての 
SGD Web サーバーに対して HTTPS 接続を有効にする必要があ り ます。同一の SGD 
アレイの中に HTTP と  HTTPS の Web サーバーを混在させてはいけません。 また、
アレイ内の SGD Web サーバーは同一の HTTPS ポート を使用する必要があ り ます。

セキュ リ テ ィー保護された接続を有効にしたあとは、ユーザーのク ラ イアン トプロフ
ァ イルにログイン URL 用の HTTPS URL が含まれているこ とを確認して ください。
333 ページの 「 ク ラ イアン トプロファ イル 」 を参照して ください。

保護付きの接続の設定は、自動設定でも手動設定でも有効にできます。自動設定を
利 用するのがもっと も簡単な方法です。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。
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■ 20 ページの 「 SSL 証明書 」

■ 25 ページの 「 ファ イアウォール越え 」

■ 26 ページの 「 保護付きの接続の有効化 ( 自動設定 ) 」

■ 29 ページの 「 保護付きの接続の有効化 ( 手動設定 ) 」

■ 34 ページの 「 セキュ リ テ ィー保護された接続およびセキュ リ テ ィーの警告 」

SSL 証明書

SSL 証明書は、符号化されたファ イルであ り 、 Web サーバーなどのセキュ リ テ ィー
保護されたサービスがク ラ イアン トにそのサービス自体を識別させるために使用され
ます。セキュ リ テ ィー保護された接続を有効にした場合、 SGD サーバーには SSL 証
明書が必要です。

SGD Web サーバーは、 SGD サーバーと同じ  SSL 証明書を使用するよ う事前 s に設
定されています。 これは、 Apache 構成ファ イル 
/opt/tarantella/webserver/apache//conf/httpd.conf に設定されてい
ます。 SGD Web サーバー用に別個の SSL 証明書を使う こ と もできます。

SGD は、 Privacy Enhanced Mail (PEM) Base 64 で符号化された X.509 証明書をサポ
ート しています。 このよ う な証明書は、次のよ う な構造になっています。

SGD は、サーバー SSL 証明書のサブジェク ト代替名 (subjectAltName) 拡張をサポ
ート しています。 これによ り 、複数の DNS 名を証明書に関連付けるこ とができます。
SSL 証明書に subjectAltName フ ィールドがある場合は、 subject フ ィールドは
無視され、 subjectAltName だけが使用されます。サブジェク ト代替名のいずれか
が接続先の SGD サーバーの名前に一致した場合は、 SGD Client によって SSL 証明
書が受け入れられます。

サポート されている認証局

サーバー SSL 証明書は、認証局 (Certificate Authority 、 CA) によって発行されます。
CA は信頼できるサードパーティーであ り 、 CA 証明書またはルート証明書を使って
サーバー SSL 証明書をデジタル 署 名します。  

SGD では、デフォル トでいくつかの CA 証明書をサポート しています。
/opt/tarantella/etc/data/cacerts.txt ファ イルには、 SGD でサポート さ
れるすべての CA 証明書の X.500 識別名 (Distinguished Name 、 DN) および MD5 
シグニチャーが含まれています。

-----BEGIN CERTIFICATE-----
...certificate...
-----END CERTIFICATE-----
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CA による 署名を受けるために証明書発行要求 (CSR) を作成する必要がある場合は、
22 ページの 「 証明書発行要求を生成する方法 」 を参照してください。

サポート されていない CA によって 署 名されたサーバー SSL 証明書を使用するこ と
もできます。ただし 、 このよ う な証明書は SGD によ り有効性が検証されていないの
で、デフォル トでは、すべてのユーザーが証明書を承認するか拒否するかの確認を要
求されます。 これは、セキュ リ テ ィーに対する潜在的な危険です。詳細については、
34 ページの 「 セキュ リ テ ィー保護された接続およびセキュ リ テ ィーの警告 」 を参照
して ください。

SGD は、証明書チェーンの使用をサポート しています。証明書チェーンを使用する
と 、中間 CA は別の CA によって発行された CA 証明書を使って SSL 証明書に 署 名
します。

使用しているサーバー SSL 証明書が、サポート されていない CA または中間 CA に
よって 署 名された場合は、 CA 証明書または証明書チェーンをインス トールする必
要があ り ます。

自己 署 名付き  SSL 証明書

SGD では、テス ト目的で、たとえば SSL 証明書を生成できるよ うになるまでの登録
要件の完了を待っている間に、自己 署 名付きサーバー SSL 証明書を作成するこ とが
できます。自己 署 名付き証明書は 365 日間有効です。

自己 署 名付き  SSL 証明書は、正確にはセキュ リ テ ィー保護されていないため、テス
ト環境でのみ使用して ください。自己 署 名付き  SSL 証明書はユーザーにセキュ リ テ
ィー保護された接続を提供するために使用できますが、ユーザーが接続しているサー
バーが本物である とい う保証はあ り ません。

自己 署 名付き  SSL 証明書は、次のコマンドを使用して作成できます。

■ tarantella security selfsign – tarantella security certrequest 
コマンドを使用して生成された CSR に自己 署 名するこ とができます。

■ tarantella security enable – セキュ リ テ ィー保護された SGD サーバーを
自動的に設定し 、サーバー SSL 証明書をインス トールできます。

別の製品用と して取得した SSL 証明書の使用

Web サーバーなど 、 も と も と別の製品用と して取得した SSL 証明書を使用するこ と
ができます。 このためには、その証明書の非公開鍵を持っている必要があ り ます。非
公開鍵の暗号化に、 SSLeay または OpenSSL 証明書ライブラ リ を使用する製品が 利
用されている場合は、 tarantella security decryptkey コマンドでこの暗号
化を解除するこ とで非公開鍵を入手できます。非公開鍵を持っていない場合は、新し
いサーバー SSL 証明書を入手する必要があ り ます。
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▼ 証明書発行要求を生成する方法

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

2. CSR を生成します。

tarantella security certrequest コマンドを使用して CSR を生成します。

SGD は、サーバー SSL 証明書のサブジェク ト代替名 (subjectAltName) 拡張を
サポート しています。 これによ り 、複数の DNS 名を  SSL 証明書に関連付けるこ と
ができます。詳細については、 3 ページの 「 DNS 名 」 を参照して ください。

SGD は、 ド メ イン名の 初の部分にワイルドカード  * を使用するこ とをサポート
しています。たとえば、 *.example.com のよ うに指定できます。

CSR を生成する と 、公開鍵と非公開鍵のペアも作成されます。

SGD サーバーでは、 CSR は /opt/tarantella/var/tsp/csr.pem ファ イルに
格納され、非公開鍵は /opt/tarantella/var/tsp/key.pending.pem ファ イ
ルに格納されされます。

有効期限が近くなっているなどの理由でサーバー SSL 証明書を置き換えている場
合は、現在の証明書に影響を与えるこ とな く  CSR を生成できます。

次の例では、 CSR が SGD サーバー boston.example.com に対して生成されま
す。 このサーバーには www.example.com とい う外部 DNS 名も割り当てられて
いるため、 この名前がサブジェク ト代替名と して追加されます。

# tarantella security certrequest \
--country US --state Massachusetts --orgname "Example Com"

The certificate’s common name (CN) will be:  boston.example.com

This hostname is included in the Certificate Signing Request (CSR) and
corresponds to the name of the server that users will connect to.

 - If DNS names are used to connect to the server, the hostname above
   MUST be a fully qualified DNS name.

 - If clients are required to connect to the server using an IP address,
   the hostname above should be the IP address. A DNS record for this
   IP address SHOULD NOT exist.

For clients to accept the certificate once it’s installed, a DNS
lookup of the hostname followed by a reverse lookup of the result must
return the original hostname.

The hostname to be used in the certificate request is
boston.example.com.

Do you want to use this hostname? [yes] y
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Do you want to add any additional hostnames? [no] y

Type in the subject alternative names for the certificate, one per line. Enter a 
blank line to finish.

subjectAltName: www.example.com
subjectAltName:
2048 semi-random bytes loaded
Generating RSA private key, 1024 bit long modulus
..++++++
...........................................................++++++
e is 65537 (0x10001)

--------------------------------------------------------------------------
Certificate Signing Request (CSR): Summary
--------------------------------------------------------------------------

Subject:
 C=US
 ST=Massachusetts
 O=Example Com
 CN=boston.example.com

Subject Alternative Names:
 DNS:boston.example.com, DNS:www.example.com

The information above will be contained in the CSR.

Create CSR now? [yes] y

Send the following Certificate Signing Request (CSR) to a Certificate
Authority, such as VeriSign (www.verisign.com). Check with your CA
that you’re providing all the information they need.

------CUT HERE------
-----BEGIN CERTIFICATE REQUEST-----第 第 1 章  章ネッ トワークとセキュリテ ィー 23



3. CSR を CA に送信します。

SGD がデフォルト でサポート している  CA の詳細は、 20 ページの 「 サポート さ
れている認証局 」 を参照して ください。

コマンド行の出力の CSR をコピーするか、 SGD サーバーの 
/opt/tarantella/var/tsp/csr.pem ファ イルに格納されている  CSR のコピ
ーを使用します。

▼ サーバー SSL 証明書を置き換える方法

元の SSL 証明書の有効期限が近くなっているなどの理由で SGD サーバーのサーバー 
SSL 証明書を置き換えるには、次の手順を実行します。

1. ( 省略可能 ) CSR を生成して CA に送信します。

22 ページの 「 証明書発行要求を生成する方法 」 を参照してください。  

2. サーバー SSL 証明書をインス トールします。

30 ページの 「 サーバー SSL 証明書をインス トールする方法 」 を参照してください
。

3. ( 省略可能 ) CA 証明書をインス トールします。

この手順を実行するのは、サーバー SSL 証明書が、サポート されていない CA ま
たは中間 CA によって 署 名された場合だけです。 20 ページの 「 サポート されて
いる認証局 」 を参照して ください。

インス トールする必要がある証明書は、次のとおりです。

■ サポート されていない CA 。 CA 証明書またはルート証明書をインポート します。
31 ページの 「 サポート されていない CA の CA 証明書をインス トールする方法
」 を参照して ください。

■ 中間 CA 。 CA 証明書チェーンをインポート します。 32 ページの 「 CA 証明書チ
ェーンをインス トールする方法 」 を参照して ください。

35eSPZm42dyp
-----END CERTIFICATE REQUEST-----
------CUT HERE------

When you receive your certificate, use ’tarantella security certuse’
to install it.
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4. SGD サーバーと  SGD Web サーバーを再起動します。

新しいサーバー SSL 証明書がセキュ リ テ ィー保護された接続に確実に使用される
よ うにするには、 SGD サーバーを再起動する必要があ り ます。

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中のアプ リ
ケーシ ョ ンセッシ ョ ン  ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む ) がな
いこ とを確認して ください。

次のコマンドを使用します。

フ ァ イアウォール越え

SGD サーバーに対する  AIP 接続は、 TCP ポート  3144 および 5307 上で確立されま
す。 ファ イアウォール内で必要なポート を開く こ とができない場合は、すべての 
SGD ト ラフ ィ ッ クを単一のポート  ( 通常はポート  443) で転送するこ とができます。
このためには、次のいずれかを実行します。

■ SGD Gateway – 詳細については、 25 ページの 「 SGD Gateway 」 を参照して くだ
さい。

■ ファ イアウォール転送 – 詳細については、 26 ページの 「 ファ イアウォール転送の
使用 」 を参照して ください。

SGD Gateway はファ イアウォールを超えた転送に 善の対処方法で、 HTTP 接続の
負荷分散などのその他の 利 点もあ り ます。

SGD Gateway

SGD Gateway は SGD のオプシ ョ ンコンポーネン ト です。 SGD Gateway は非武装ゾ
ーン (DMZ) で SGD アレイの前に配備されるよ うに設計されたプロキシサーバーで、
これによ り 、組織内のネッ ト ワーク上に SGD アレイを配置できるよ うにな り ます。
また、アレイ内の SGD サーバーに接続する前に、すべての接続を DMZ で認証でき
ます。

SGD Gateway をインス トール、設定、および使用するための手順については、
Oracle Secure Global Desktop 4.6 Gateway 管理者ガイ ドを参照して ください。

# tarantella restart
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ファ イアウォール転送の使用

SGD Gateway を使用しない場合は、 ファ イアウォール転送を使用して、単一のポー
ト を使用した SGD へのアクセスをユーザーに提供します。 ファ イアウォール転送を
使用する と きは、ポート  443 で待機するよ うに SGD サーバーを設定します。その後、
SGD サーバーは、 AIP ト ラフ ィ ッ ク以外のすべての ト ラフ ィ ッ クを  SGD Web サー
バーに転送します。

SGD がファ イアウォール転送に対応するよ うに設定されている場合は、 ク ラ イアン
トデバイスの IP アドレスのフ ィルタ リ ングに依存するどの SGD 機能も使用できま
せん。つま り 、次の機能は使用できません。

■ SGD Gateway – 詳細については、 25 ページの 「 SGD Gateway 」 を参照して くだ
さい。

■ 複数の外部 DNS 名 – 詳細については、 5 ページの 「 外部 DNS 名の設定 」 を参照
して ください。

■ 複数のアレイルート  – 詳細については、 11 ページの 「 サーバー側のプロキシサー
バーの設定 」 を参照して ください。

■ 接続定義 – 詳細については、 45 ページの 「 接続定義の使用 」 を参照してください。

ファ イアウォール転送を使用する場合は、 1 つの外部 DNS 名 ( たとえば、
*:www.example.com) を設定できます。次に、分割 DNS を使用するこ とによ り 、
ク ラ イアン トはファ イアウォールの内側にあるか外側にあるかに応じて、 DNS 名を
異なる  IP アドレスに解決できます。

保護付きの接続の有効化 ( 自動設定 )
tarantella security enable コマンドを使用する と 、セキュ リ テ ィー保護され
た接続をすばやく設定し 、有効にするこ とができます。 このコマンドを使用できるの
は、次の条件を両方と も満たしている場合だけです。

■ SGD のインス トールが新規インス トールであ り 、セキュ リ テ ィー保護された接続
の設定を一度も試みていないこ と 。

■ SGD サーバーがアレイ内のほかの SGD サーバーと連結されていないこ と 。

これらの条件が満たされない場合、 tarantella security enable コマンドは失
敗するため、手動でセキュ リ テ ィーを設定して有効にする必要があ り ます。 29 ペー
ジの 「 保護付きの接続の有効化 ( 手動設定 ) 」 を参照して ください。

tarantella security enable コマンドは、次の設定を行います。

■ 指定したサーバー SSL 証明書をインス トールします。

■ SGD Web サーバーへの HTTPS 接続を有効にする 。

■ ( 省略可能 ) ファ イアウォール転送に対応するよ うに SGD サーバーを設定する 。

■ SGD セキュ リ テ ィーサービスを有効にする 。
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■ SGD サーバーと  SGD Web サーバーを再起動する 。

SSL 証明書をインス トールするには、証明書と非公開鍵をあらかじめ持っている必要
があ り ます。 CA による 署 名を受けるために CSR を送信する必要がある場合は、
22 ページの 「 証明書発行要求を生成する方法 」 を参照して ください。

インス トールするサーバー SSL 証明書を指定しない場合は、 tarantella 
security enable コマンドによって自己 署 名付き  SSL 証明書が作成され、 インス
トールされます。あとでサーバー SSL 証明書をインス トールする場合は、
tarantella security disable コマンドを使用してセキュ リ テ ィー設定を以前
の状態に戻します。次に、 tarantella security enable コマンドを再度実行し
て、サーバー SSL 証明書を指定します。

デフォル トでは、 tarantella security enable コマンドによって 、 ファ イアウ
ォール転送に対応するよ うに SGD サーバーが設定されます。 ファ イアウォール転送
を使用しないセキュ リ テ ィーを有効にする場合は、 --firewalltraversal off オ
プシ ョ ンを指定します。あとでファ イアウォール転送を有効にするには、次のどちら
かの操作を実行します。

■ tarantella security disable コマンドを使用して、セキュ リ テ ィー設定を
以前の状態に戻します。次に、 tarantella security enable コマンドを使
用して、 ファ イアウォール転送に対応するよ うに SGD サーバーを設定します。

■ ファ イアウォール転送を有効にします。 この方法の詳細については、 33 ページの
「 ファ イアウォール転送を設定する方法 」 を参照して ください。

注意 - ファ イアウォール転送に対応するよ うに設定されている  SGD サーバーを  SGD 
Gateway で使用するこ とはできません。

▼ セキュ リ ティ ー保護さ れた接続を有効にする方法 
( 自動設定 )
作業を開始する前に、サーバー SSL 証明書、および必要に応じて非公開鍵と  CA 証
明書にアクセスできる こ とを確認して ください。証明書は PEM 形式で作成されてい
る必要があ り ます。

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中のアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む ) がないこ
とを確認して ください。

SGD サーバーが実行中であるこ とを確認します。 SGD サーバーの現在の状態を示す
には、 tarantella status コマンドを使用します。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。
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2. サーバー SSL 証明書をインス トールし 、 SGD セキュ リ テ ィーサービスを有効に
します。

tarantella security enable コマンドを使用して、サーバー SSL 証明書を
インス トールし 、 SGD セキュ リ テ ィーサービスを有効にします。

tarantella security certrequest コマンドを使用して CSR を生成した場
合は、 --keyfile オプシ ョ ンを省略できます。
/opt/tarantella/var/tsp/key.pending.pem ファ イルに格納されている鍵
が使用されます。サーバー SSL 証明書をインス トールする と 、非公開鍵が 
/opt/tarantella/var/tsp/key.pem ファ イルに移動されます。

注意 - --certfile オプシ ョ ンと  --keyfile オプシ ョ ンを一緒に使用した場合は、
SGD サーバーの /var/tsp ディ レク ト リにある  SSL 証明書ファ イルと鍵ファ イルへの
「 シンボ リ ッ ク リ ンク /opt/tarantella 」 が作成さ れます。 このコマンドを実行
したあとに、 SSL 証明書ファ イルまたは鍵ファ イルを削除した り移動した り しない
でください。

インス トールするサーバー SSL 証明書を指定しない場合は、 tarantella 
security enable コマンドによって CSR が生成され、次に自己署名付き  SSL 証
明書が作成されてインス トールされます。自己 署 名付き  SSL 証明書は、テス ト目
的でのみ使用して ください。

SGD はデフォル トでいくつかの CA をサポート しています。 --rootfile オプシ
ョ ンは、サポート されていない CA 、 または中間 CA によってサーバー SSL 証明
書が 署 名された場合にだけ使用します。詳細については、 20 ページの 「 サポー
ト されている認証局 」 を参照して ください。

サーバー SSL 証明書が中間 CA によって 署 名された場合は、 CA 証明書チェーン
内のすべての証明書を  1 つのファ イルにま とめます。証明書は PEM 形式で作成さ
れている必要があ り ます。サーバー SSL 証明書の 署 名に使用される  CA 証明書が
初に表示される必要があ り ます。次に例を示します。

証明書または鍵ファ イルのパスを指定する場合は、 ファ イルの 「 フルパス 」 を指
定する必要があ り ます。

-----BEGIN CERTIFICATE-----
...Intermediate CA’s certificate...
-----END CERTIFICATE-----
-----BEGIN CERTIFICATE-----
...CA root certificate...
-----END CERTIFICATE-----
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注意 - SGD Gateway を使用する場合は、 --firewalltraversal off オプシ ョ ン
を指定して、 ファ イアウォール転送を使用しないセキュ リ テ ィーを有効にする必要が
あ り ます。 ファ イアウォール転送に対応するよ うに設定されている  SGD サーバーを  
SGD Gateway で使用するこ とはできません。  

CSR 、 SSL 証明書、非公開鍵、および CA 証明書が SGD サーバーの 
/opt/tarantella/var/tsp ディ レク ト リに格納されます。

■ サーバー  SSL 証明書が、サポート される  CA によって 署 名されており 、 CSR 
を生成するために tarantella security certrequest コマンドを使用し
た場合は、次のコマンドを使用します。

■ サーバー SSL 証明書が、サポート される  CA によって署名されており 、 CSR を
生成するために tarantella security certrequest コマンドを使用しな
かった場合は、次のコマンドを使用します。

■ サーバー SSL 証明書が、サポート されていない CA または中間 CA によって 署
名されている場合は、次のコマンドを使用します。

■ 自己 署 名付き  SSL 証明書を使用して SGD セキュ リ テ ィーサービスを有効にす
るには、次のコマンドを使用します。

保護付きの接続の有効化 ( 手動設定 )
手動設定を使って保護付きの接続を有効にするには、次の手順を実行する必要があ り
ます。

1. ( 省略可能 ) 証明書発行要求 (CSR) を生成して CA に送信します。

22 ページの 「 証明書発行要求を生成する方法 」 を参照して ください。  

tarantella security certrequest コマンドで CSR を生成しないでサーバ
ー証明書を取得する場合は、 この手順を省略できます。

# tarantella security enable [ --firewalltraversal off ]\
--certfile certificate-path

# tarantella security enable [ --firewalltraversal off ]\
--certfile certificate-path --keyfile key-path

# tarantella security enable [ --firewalltraversal off ]\
--certfile certificate-path [--keyfile key-path] \
--rootfile CA-certificate-path

# tarantella security enable [ --firewalltraversal off ]
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Web サーバーなど 、別のの製品用の SSL 証明書がすでにある場合は、その証明書
を使用できる こ とがあ り ます。 21 ページの 「 別の製品用と して取得した SSL 証明
書の使用 」 を参照して ください。

2. アレイ内の SGD サーバーごとに SSL 証明書をインス トールします。

セキュ リ テ ィー保護された接続を使用するには、 SGD サーバーが SGD Client に
そのサーバー自体を識別させるための SSL 証明書を提示する必要があ り ます。
6 ページの 「 SGD サーバーの外部 DNS 名を設定する方法 」 を参照してください。

3. ( 省略可能 ) CA 証明書をインス トールします。

この手順を実行するのは、サーバー SSL 証明書が、サポート されていない CA ま
たは中間 CA によって 署 名された場合だけです。 20 ページの 「 サポート されて
いる認証局 」 を参照して ください。

インス トールする必要がある証明書は、次のとおりです。

■ サポート されていない CA 。 CA 証明書またはルート証明書をインポート します。
31 ページの 「 サポート されていない CA の CA 証明書をインス トールする方法
」 を参照して ください。

■ 中間 CA 。 CA 証明書チェーンをインポート します。 32 ページの 「 CA 証明書チ
ェーンをインス トールする方法 」 を参照して ください。

4. ( 省略可能 ) ファ イアウォール転送用に SGD を設定します。

ファ イアウォール転送を使用するタイ ミ ングについての詳細は、 25 ページの 「 フ
ァ イアウォール越え 」 を参照して ください。

33 ページの 「 ファ イアウォール転送を設定する方法 」 を参照して ください。

5. SGD セキュ リ テ ィーサービスを有効にし 、 SGD を再起動します。

セキュ リ テ ィー保護された接続を有効にするには、 SGD セキュ リ テ ィーサービス
を有効にし 、 SGD を再起動する必要があ り ます。

34 ページの 「 SGD サーバーの SGD セキュ リ テ ィーサービスを有効にする方法 」
を参照して ください。

▼ サーバー SSL 証明書をインスト ールする方法

tarantella security certrequest コマンドで CSR を生成して取得したサー
バー SSL 証明書をインス トールするには、次の手順を実行します。

作業を開始する前に、サーバー SSL 証明書にアクセスできる こ とを確認して くださ
い。 SSL 証明書は PEM 形式で作成されている必要があ り ます。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。
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2. サーバー SSL 証明書をインス トールします。

tarantella security certuse コマンドを使用して SSL 証明書をインス トー
ルします。

元の SSL 証明書の有効期限が近くなっているなどの理由でサーバー SSL 証明書を
置き換えている場合は、 tarantella security certuse コマンドから 、 SSL 
証明書と非公開鍵を上書きする前の確認が求められます。

サーバー SSL 証明書をインス トールする と 、
/opt/tarantella/var/tsp/key.pending.pem ファ イルに格納されている非
公開鍵が /opt/tarantella/var/tsp/key.pem ファ イルに移動されます。

ファ イルのパスを指定する場合は、 ファ イルの 「 フルパス 」 を指定する必要があ
り ます。

CSR 、 SSL 証明書、および非公開鍵が SGD サーバーの 
/opt/tarantella/var/tsp ディ レク ト リに格納されます。

■ 標準入力から  SSL 証明書をインス トールするには、次のコマンドを使用します。

サーバー SSL 証明書を標準入力にペース ト し 、 Ctrl+D キーを押します。

■ 一時ファ イルから  SSL 証明書をインス トールするには、次のコマンドを使用し
ます。

■ 永続的なファ イルから  SSL 証明書をインス トールするには、次のコマンドを使
用します。

注意 - このコマンドによ り 、 SGD サーバーの /var/tsp ディ レク ト リにある  SSL 証明
書ファ イルへの 「 /opt/tarantellaシンボリ ッ ク リ ンク 」 が作成されます。 この
コマンドを実行したあとに、 SSL 証明書ファ イルを削除した り移動した り しないで
ください。

▼ サポート さ れていない  CA の  CA 証明書をインスト ール
する方法

作業を開始する前に、 CA 証明書にアクセスできる こ とを確認して ください。
CA 証明書は PEM 形式で作成されている必要があ り ます。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

# tarantella security certuse

# tarantella security certuse < /tmp/cert

# tarantella security certuse --certfile /opt/certs/cert.pem
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2. CA 証明書をインス トールします。

tarantella security customca コマンドを使用します。

■ 標準入力から  CA 証明書をインス トールするには、次のコマンドを使用します。

CA 証明書を標準入力にペース ト し 、 Ctrl+D キーを押します。

■ ファイルから  CA 証明書をインス トールするには、次のコマンドを使用します。

▼ CA 証明書チェーンをインスト ールする方法

作業を開始する前に、 CA 証明書チェーン内にすべての証明書が存在するこ とを確認
して ください。証明書は PEM 形式で作成されている必要があ り ます。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

2. チェーン内のすべての証明書を結合して 1 つのファ イルにします。

たとえば、 chainedcerts.pem とい う ファ イルを作成します。

サーバー SSL 証明書の 署 名に使用される  CA 証明書が 初に表示される必要があ
り ます。次に例を示します。

3. CA 証明書チェーンをインス トールします。

tarantella security customca コマンドを使用します。

■ 標準入力から  CA 証明書をインス トールするには、次のコマンドを使用します
。

CA 証明書チェーンを標準入力にペース ト し 、 Ctrl+D キーを押します。

■ ファイルから  CA 証明書をインス トールするには、次のコマンドを使用します。

# tarantella security customca

# tarantella security customca --rootfile /tmp/cert

-----BEGIN CERTIFICATE-----
...Intermediate CA’s certificate...
-----END CERTIFICATE-----
-----BEGIN CERTIFICATE-----
...CA root certificate...
-----END CERTIFICATE-----

# tarantella security customca

# tarantella security customca --rootfile /tmp/chainedcerts.pem
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▼ ファ イアウォール転送を設定する方法

1. localhost および TCP ポート  443 にバインドするよ うにアレイ内の各 SGD Web 
サーバーを設定します。

アレイ内の各 SGD Web サーバーで、次の手順を繰り返します。

a. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

b. Apache 構成ファ イルを編集します。

構成ファ イルは 
/opt/tarantella/webserver/apache//conf/httpd.conf です。

c. SSL Support セクシ ョ ンの <IfDefine SSL> 指令を変更します。

指令を次のよ うに変更します。

d. 変更を保存します。

2. アレイのプライマ リ  SGD サーバーにスーパーユーザー (root) と してログインし
ます。

3. 暗号化された接続に TCP ポート  443 を使用するよ うに、アレイ内の各 SGD サー
バーを設定します。

次のコマンドを使用します。

ヒン ト  - Administration Console でポート を設定するこ と もできます。 「 グローバ
ル設定 」 → 「 通信 」 タブに移動します。 「 暗号化されている接続ポート 」 フ ィール
ドに 443 と入力します。

4. HTTP ト ラフ ィ ッ クを  SGD Web サーバーに転送するよ うに、アレイ内の各 SGD 
サーバーを設定します。

次のコマンドを使用します。

<IfDefine SSL>
Listen 127.0.0.1:443
</IfDefine>

# tarantella config edit --array-port-encrypted 443

# tarantella config edit --array \
--security-firewallurl https://127.0.0.1:443
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ヒン ト  - Administration Console でポート を設定するこ と もできます。 SGD サーバ
ーを選択し 、 「 セキュ リ テ ィー 」 タブに移動します。 「 ファ イアウォール転送 URL
」 フ ィールドに https://127.0.0.1:443 と入力します。

5. アレイ内の SGD サーバーごとに、 ファ イアウォール転送 URL が有効になってい
るこ とを確認します。

次のコマンドを使用して、各サーバーを確認します。

▼ SGD サーバーの  SGD セキュ リ ティ ーサービスを有効に
する方法

SGD サーバーが実行中であるこ とを確認します。 SGD サーバーの現在の状態を示す
には、 tarantella status コマンドを使用します。

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中のアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む ) がないこ
とを確認して ください。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

2. SGD セキュ リ テ ィーサービスを有効にします。

次のコマンドを使用します。

3. SGD サーバーと  SGD Web サーバーを再起動します。

次のコマンドを使用します。

セキュ リ テ ィーを一度有効にする と 、 SGD を再起動するたびに必ずセキュ リ テ ィ
ーサービスが使用可能にな り ます。

セキュ リ テ ィー保護された接続およびセキュ リ テ
ィーの警告

SGD に対する保護付きの接続を使用する と きは、次のセキュ リ テ ィー警告の一部ま
たはすべてが表示されます。

# tarantella config list --server serv --security-firewallurl

# tarantella security start

# tarantella restart --https 
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■ ブラウザと  Java Plugin ツールのセキュ リ テ ィー警告

■ SGD サーバー SSL 証明書のセキュ リ テ ィー警告

■ 信頼されない初期接続の警告

注 - SGD セキュ リ テ ィーサービスが有効でない場合でも 、 これらの警告が表示され
るこ とがあ り ます。 これは、 SGD Client と  SGD サーバー間の初期接続が常にセキ
ュ リ テ ィー保護されるからです。

この節では、 これらの警告が表示される理由とその対処方法について説明します。

ブラウザと  Java Plugin ツールのセキュ リ テ ィー警告

SGD Web サーバーへのセキュ リ テ ィー保護された接続 (HTTPS) を有効にしている場
合、 Web サーバー SSL 証明書の 署 名に使用される  CA 証明書またはルート証明書
がブラウザの証明書ス ト アで使用可能になっていないと 、警告が表示されます。セキ
ュ リ テ ィーの警告を表示しないで Web サーバー SSL 証明書の有効性を検証できるよ
うにするには、 CA 証明書またはルート証明書をユーザーのブラウザ証明書ス ト アに
インポート します。 このためには、ブラウザのツールを使用します。

ブラウザで Java テク ノ ロジが有効になっている場合は、 Java Plugin ツールによって 
Web サーバーの  SSL 証明書に関する警告が表示されるこ と もあ り ます。 これは Java 
コン ト ロールパネルの設定によ り ます。デフォルト では、 Java Plugin ツールはブラ
ウザ証明書ス ト アにある証明書を使用する設定になっています。 Plugin ツールがこ
のよ う な設定になっていない場合は、必要に応じ 、 Java コン ト ロールパネルを使っ
て CA 証明書またはルート証明書をインポート して ください。

SGD サーバー SSL 証明書のセキュ リ テ ィー警告

サーバー SSL 証明書を保持している  SGD サーバーにユーザーがログインする と 、
SGD Client は処理を続行する前に証明書の有効性を検証します。  

サーバー SSL 証明書に問題がある場合は、セキュ リ テ ィー警告メ ッセージが表示さ
れます。セキュ リ テ ィー警告メ ッセージを使用する と 、ユーザーは、 SSL 証明書を
永続的に承認するか、一時的に承認するか、 または拒否するかを選択する前に SSL 
証明書の詳細を表示できます。図 1-1 は、セキュ リ テ ィー警告メ ッセージの例を示し
ています。
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図 1-1 SGD サーバー SSL 証明書のセキュ リ テ ィー警告メ ッセージの例

ユーザーが SSL 証明書を拒否した場合は、 SGD への接続が終了します。

ユーザーが SSL 証明書を一時的に承認し 、初期接続に同意した場合、 SSL 証明書の
詳細はユーザーセッシ ョ ンが存続している間キャ ッシュに保存されます。ユーザーが
次回ログインする と きに、 SSL 証明書の確認メ ッセージが再度表示されます。ユー
ザーが SSL 証明書を永続的に承認し 、初期接続に同意した場合は、ふたたび SSL 証
明書の確認が求められるこ とはあ り ません。初期接続への同意の詳細については、
36 ページの 「 信頼されない初期接続の警告 」 を参照して ください。

SSL 証明書に関するセキュ リ テ ィー警告は、次の状況で表示されます。

■ 無効な日付 – 現在の日付が SSL 証明書内の 「 Not Before 」 の日付よ り前になって
いるか、 または現在の日付が SSL 証明書内の 「 Not After 」 の日付のあとになっ
ている

■ 正し くないホス ト名 – SGD Client が接続しているホス トの名前が、 SSL 証明書内
の 「 Subject 」 または 「 Subject Alt Name 」 に一致しない

■ 発行者不明 – SSL 証明書が、サポート されていない CA によって 署 名されている

発行者不明のセキュ リ テ ィー警告を回避する方法の詳細については、 39 ページの 「
発行者不明のセキュ リ テ ィー警告を回避する 」 を参照して ください。

信頼されない初期接続の警告

SGD では、信頼できるサーバーだけに接続するよ うに、 SGD への接続をユーザーが
承認する必要があ り ます。 SGD サーバーに 初に接続する と きは、図 1-2 に示すよ う
に、ユーザーがサーバーにはじめて接続しているこ とを通知する 「 信頼されない初期
接続 」 メ ッセージが表示されます。
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図 1-2 信頼されない初期接続の警告

ユーザーは、 「 証明書の表示 」 ボタンをク リ ッ ク し 、有効期間とサブジェク トの詳細
が正しいこ とを確認するこ とによって SSL 証明書の詳細を確認できます。ユーザー
は、 この確認を行なってから 、 「 はい 」 をク リ ッ ク して接続に同意する必要があ り ま
す。ユーザーが接続に同意する と 、 ク ラ イアン トデバイス上の次のファ イルが更新さ
れます。

■ hostsvisited

■ certstore.pem

hostsvisited ファ イルと  certstore.pem ファ イルは、ユーザーのク ラ イアン ト
プロファ イルキャ ッシュ と同じ場所に保存されます。詳細については、 339 ページの
「 プロファ イルキャ ッシュについて 」 を参照して ください。

ユーザーが SGD サーバーへの接続に同意する と 、 ク ラ イアン トデバイス上の 
hostsvisited ファ イルがその SGD サーバーの名前で更新されます。サーバー SSL 
証明書が、サポート されていない CA によって 署 名されている場合は、 CA 証明書
のフ ィンガプ リ ン ト も追加されます。問題が発生しないかぎ り 、接続に関するプロン
プ トがユーザーにふたたび表示されるこ とはあ り ません。

ユーザーが SGD サーバーへの接続に同意したと きに、サーバー SSL 証明書が有効な
場合は、そのサーバー SSL 証明書がク ラ イアン トデバイス上の certstore.pem フ
ァ イルに追加されます。

サポート されていない CA によって 署 名されているなどの理由でサーバー SSL 証明
書に問題が発生した場合は、 35 ページの 「 SGD サーバー SSL 証明書のセキュ リ テ
ィー警告 」 で説明されているよ うに、証明書のセキュ リ テ ィー警告が表示されます。
ユーザーが SSL 証明書、 または SSL 証明書とその CA チェーンを永続的に承認し 、
SGD サーバーへの接続に同意した場合は、その SSL 証明書がク ラ イアン トデバイス
上の certstore.pem ファ イルに追加されます。ユーザーが次回ログインする と き
に、 SSL 証明書の確認メ ッセージは表示されません。ユーザーが SSL 証明書を一時
的に承認し 、 SGD サーバーへの接続に同意した場合、 SSL 証明書はク ラ イアン トデ
バイス上の certstore.pem ファ イルに追加されません。ユーザーが次回ログイン
する と きに、 SSL 証明書の確認メ ッセージが表示されます。

サーバー SSL 証明書が変更されたなどの理由で接続に問題が発生した場合は、
図 1-3 に示すよ うに、 「 安全でない可能性のある接続 」 メ ッセージが表示されます。
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図 1-3 「 安全でない可能性のある接続 」 メ ッセージ

ユーザーが信頼されている  SGD サーバーだけに接続されるよ うにするために、 SGD 
管理者は次のこ とを実行できます。

■ SGD サーバーへの接続に同意する とセキュ リ テ ィー上どのよ うに影響があるかを
ユーザーに説明します。

■ 事前構成された hostsvisited ファ イルをユーザーに提供します。 38 ページの
「 事前構成された hostsvisited ファ イルの使用 」 を参照して ください。

発行者不明のセキュ リ テ ィー警告が表示されないよ うにする方法の詳細について、
39 ページの 「 発行者不明のセキュ リ テ ィー警告を回避する 」 も参照して ください。

事前構成された hostsvisited ファ イルの使用

事前構成された hostsvisited ファ イルは、 SGD Client が SGD サーバーに 初に
接続したと き警告が表示されないよ うにするために使用できます。 また、 このファ イ
ルは SGD Client が接続できる  SGD サーバーを制限するためにも使用できます。

事前構成された hostsvisited ファ イルを使用するには、 初にすべての SGD サ
ーバーのホス ト名が含まれているファ イルを作成します。 SGD サーバーのサーバー 
SSL 証明書が、サポート されていない CA によって 署 名されている場合は、 CA 証
明書のフ ィンガプ リ ン ト も追加する必要があ り ます。 もっ と も簡単な作成方法は、既
存の hostsvisited ファ イルをコピーおよび編集してから 、 ク ラ イアン トデバイス
にインス トールするこ とです。 また、 tarantella security fingerprint コマ
ンドを使用して CA 証明書のフ ィ ンガプ リ ン ト を取得するこ と もできます。

<allowhostoverride> 行を  hostsvisited ファ イルに手動で追加できます。
<allowhostoverride> 行の値が 0 の場合、 SGD Client は、 hostsvisited ファ
イル内にエン ト リがある  SGD サーバーにのみ接続できます。
<allowhostoverride> 行の値が 1 の場合、 または <allowhostoverride> 行が
ない場合、 SGD Client は任意の SGD サーバーに接続できます。 SGD Client が 
hostsvisited ファ イルに一覧表示されていない SGD サーバーに接続した場合は、
警告だけが表示されます。
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hostsvisited ファ イルの例を次に示します。

発行者不明のセキュ リ テ ィー警告を回避する

発行者不明のセキュ リ テ ィー警告は、 SGD サーバーのサーバー SSL 証明書が、サポ
ート されていない CA によって発行された場合に表示されます。 この警告が表示され
るのは、証明書の発行者を検証できないためです。  

発行者不明のセキュ リ テ ィー警告を回避するためのもっと も簡単な方法は、サーバー 
SSL 証明書が必ず、サポート される  CA によって 署 名されるよ うにするこ とです。
詳細については、 20 ページの 「 サポート されている認証局 」 を参照して ください。

SSL 証明書の有効性を検証できるよ うにするには、 CA 証明書または証明書チェーン
をインス トールする必要があ り ます。ただし 、 CA 証明書をインス トールした場合で
も 、ユーザーが SGD サーバーに 初に接続する と きは、 SSL 証明書に関するセキュ
リ テ ィー警告が表示されます。証明書に関する警告が表示されないよ うにするための
唯一の方法は、サーバー SSL 証明書をク ラ イアン トデバイス上の certstore.pem 
ファ イルに追加するこ とです。サーバー SSL 証明書は、各 SGD サーバーの 
/opt/tarantella/var/tsp/cert.pem ファ イルに格納されます。

SGD サーバーへのセキュ リ テ ィー保護
された接続の調整
この説では、 SGD サーバーに対するセキュ リ テ ィー保護された接続の調整方法につ
いて、次のとおり説明します。

■ 40 ページの 「 SSL デーモンの調整 」

■ 42 ページの 「 外部 SSL アクセラレータの使用 」

■ 43 ページの 「 セキュア接続の暗号化方式群の選択 」

■ 45 ページの 「 接続定義の使用 」

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<array>
 <allowhostoverride>0</allowhostoverride>
 <server peername="boston.example.com">

<certfingerprint>51:B7:6D:FA:6E:3B:BE:ED:37:73:D4:9D:5B:C5:71:F6
</certfingerprint>

</server>
</array>
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SSL デーモンの調整

SSL デーモンは、 SGD サーバーへのセキュ リ テ ィー保護された接続を処理する  SGD 
コンポーネン トです。 SGD ホス トでは、 SSL デーモンは 1 つ以上の ttassl プロセ
ス と して表示されます。

デフォル トでは、 SSL デーモンは SSL で暗号化された AIP ト ラフ ィ ッ クを TCP ポ
ート  5307 で待機します。ただし 、 ファ イアウォール転送を使用している場合は、
AIP ト ラフ ィ ッ クおよび HTTPS ト ラフ ィ ッ クを受け入れるデーモンと してポート  
443 で待機します。 この場合、 AIP ト ラフ ィ ッ クは処理しますが、 HTTPS ト ラフ ィ
ッ クは SGD Web サーバーに転送します。

SSL デーモンにかかる負荷でパフォーマンスが低下するこ とがあ り ます。マルチプロ
セッササーバーを使用している場合も 、 SSL デーモンプロセスの数をプロセッサの
数に合わせるこ とでパフォーマンスが向上する可能性があ り ます。 SSL デーモンの
調整は、各 SGD サーバーに固有の調整です。デフォル トでは、 SGD は 4 つの SSL 
デーモンプロセスを起動します。 SSL デーモンプロセスの数を変更する方法の詳細
は、 40 ページの 「 SSL デーモンプロセスを調整する方法 」 を参照して ください。

SSL デーモンプロセスの監視には、 ログフ ィルタを使用できます。デフォルト では、
すべてのエラーが記録されます。調整やト ラブルシューティングに役立つよ うに、 ロ
グ出力の量を増やすこ とできます。 41 ページの 「 SSL デーモンのログフ ィルタを変
更する方法 」 を参照して ください。使用するログフ ィルタの形式は、 SGD サーバー
に使用するログフ ィルタの形式と同じです。 415 ページの 「 ログフ ィルタを使用した 
SGD サーバーの ト ラブルシューティ ング 」 を参照して ください。同じ重要度オプシ
ョ ンおよび出力先ファ イルオプシ ョ ンを使用できます。デフォル トでは、すべてのエ
ラーが /opt/tarantella/var/log ディ レク ト リに記録されます。  

SSL デーモンが予期せず終了した場合は、完全に失敗にする前に 10 回だけ再起動を
試みます。再起動の 大試行回数は変更できます。 41 ページの 「 SSL デーモンの再
起動の 大試行回数を変更する方法 」 を参照して ください。

▼ SSL デーモンプロセスを調整する方法

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中のアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む ) がないこ
とを確認して ください。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。
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2. SSL デーモンプロセスの数を変更します。

次のコマンドを使用します。

デフォル トの num は 4 です。  

プロセスの 大数および 小数に同じ値を使用します。  

SSL デーモンプロセスの数はプロセッサの数に合わせて調整するのであ り 、プロ
セッサコアの数に合わせるのではあ り ません。各プロセッサに設定する  SSL デー
モンは 1 つまでです。

3. SGD サーバーを再起動します。

変更内容を反映するには、 SGD サーバーを再起動する必要があ り ます。

▼ SSL デーモンのログフィ ルタを変更する方法

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中のアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む ) がないこ
とを確認して ください。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

2. SSL デーモンのログフ ィルタを変更します。

次のコマンドを使用します。

フ ィルタをコンマで区切った リ ス ト を使用します。

デフォル トのフ ィルタを次に示します。

ssldaemon/*/*error,multi/daemon/*error:sslmulti%%PID%%.log

3. SGD サーバーを再起動します。

変更内容を反映するには、 SGD サーバーを再起動する必要があ り ます。

▼ SSL デーモンの再起動の 大試行回数を変更する方法

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中のアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む ) がないこ
とを確認して ください。

# tarantella config edit \
--tarantella-config-ssldaemon-minprocesses num \
--tarantella-config-ssldaemon-maxprocesses num

# tarantella config edit \
--tarantella-config-ssldaemon-logfilter filter ...
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1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

2. SSL デーモンの再起動の 大試行回数を変更します。

次のコマンドを使用します。

デフォル トの 大数は 10 です。再起動の試行回数を  -1 に設定する と 、再起動の
試行回数に制限がなくな り ます。

3. SGD サーバーを再起動します。

変更内容を反映するには、 SGD サーバーを再起動する必要があ り ます。

外部 SSL アクセラレータの使用

SGD は、外部 SSL アクセラレータの使用をサポート しています。 SSL 接続に必要な
、プロセッサに負荷がかかる ト ランザクシ ョ ンを外部 SSL アクセラレータへオフロ
ードするこ とでパフォーマンスが向上する可能性があ り ます。外部 SSL アクセラレ
ータは、サーバー SSL 証明書を集中管理するためにも使用できます。

この節の情報は、 SGD サーバーへの接続に SSL アクセラレータを使用している場合
に適用されます。 Oracle Secure Global Desktop 4.6 Gateway 管理者ガイ ドには、 SSL 
アクセラレータを SGD Gateway と と もに使用する方法の詳細が記載されています。

SGD で外部 SSL アクセラレータを使用するには、次の手順を実行します。

■ アレイ内の各 SGD サーバーの SSL 証明書を外部 SSL アクセラレータにインス ト
ールします。

■ SSL 接続を復号化し 、それらを暗号化されていない接続と して SGD に転送するよ
うに外部 SSL アクセラレータを設定します。

■ SGD での外部 SSL アクセラレータのサポート を有効にします。

外部 SSL アクセラレータのサポート を有効にする と 、 SGD の SSL デーモンはセキュ
リ テ ィー保護された接続用に設定されたポートでプレーンテキス ト ト ラフ ィ ッ クを受
け入れ、自身で復号化した SSL ト ラフ ィ ッ ク と して SGD に転送するこ とができます。

サーバー側プロキシサーバーを使用している場合は、使用しているアレイルート を外
部 SSL アクセラレータ用に設定するこ とが必要になる場合があ り ます。 11 ページの
「 サーバー側のプロキシサーバーの設定 」 を参照して ください。

# tarantella config edit \
--tarantella-config-ssldaemon-maxrestarts num
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▼ 外部 SSL アク セラ レータのサポート を有効にする方法

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中のアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む ) がないこ
とを確認して ください。

1. Administration Console で、 「 Secure Global Desktop サーバー」 タブに移動し 、
SGD サーバーを選択します。

2. 「 セキュ リ テ ィー 」 タブに移動します。

3. 「 SSL アクセラセータのサポート 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

4. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

5. SGD サーバーを再起動します。

変更内容を反映するには、 SGD サーバーを再起動する必要があ り ます。

セキュア接続の暗号化方式群の選択

SGD サーバーへの保護付きの接続に使用される暗号化方式群を選択できます。詳細
は、 44 ページの 「 保護付きのク ラ イアン ト接続用の暗号化方式群を変更する方法 」
を参照して ください。

暗号化方式群は、次の目的に使用される暗号化アルゴ リ ズムの集ま りです。

■ 鍵交換 – 共有鍵の作成に必要な情報を保護します

■ 一括暗号化 – ク ラ イアン ト とサーバーとの間で交換される メ ッセージを暗号化し
ます

■ メ ッセージ認証 – メ ッセージの整合性を確保するためにメ ッセージのハッシュお
よび 署 名を生成します

暗号化方式群では、 これらの作業のために 1 つずつアルゴ リ ズムを指定します。たと
えば、 RSA_WITH_RC4_128_MD5 暗号化方式群では、キー交換のために RSA 、一
括暗号化のために 128 ビッ ト キーの RC4 、およびメ ッセージ認証のために MD5 が
使用されます。

表 1-1 に、サポート されている暗号化方式群の一覧を示します。

表 1-1 保護付きのク ラ イアン ト接続用にサポート されている暗号化方式群

サポート されている暗号化方式群 クライアン トの優先順位 OpenSSL 名

RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA 1 AES256-SHA

RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA 2 AES128-SHA

RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA 3 DES-CBC3-SHA
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暗号化方式群を選択する と きは、表 1-1 に示すよ うに、暗号化方式群の OpenSSL 名を
使用します。複数の暗号化方式群を選択した場合は、上記の表に示されている ク ラ イ
アン トの優先順位に基づいて、 SGD Client は使用する暗号化方式群を決めます。

デフォル トでは、 SGD Client は RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA 暗号化方式群を使
用します。

▼ 保護付きのク ラ イアント 接続用の暗号化方式群を変更す
る方法

アレイ内の SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中
のアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン  ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む
) がないこ とを確認して ください。

1. アレイのプライマ リ  SGD サーバーにスーパーユーザー (root) と してログインし
ます。

2. アレイ内のすべての SGD サーバーを停止します。

3. 暗号化方式群を指定します。

次のコマンドを使用します。

こ こでの cipher-suite は、 43 ページの 「 セキュア接続の暗号化方式群の選択 」  に
一覧表示されている 、暗号化方式群の OpenSSL 名です。

複数の cipher-suite を指定する場合は、 コロン区切りの リ ス ト を使用します。

デフォル ト値は AES256-SHA:RC4-MD5 です。

4. アレイ内のすべての SGD サーバーを再起動します。

変更内容を反映するには、 SGD サーバーを再起動する必要があ り ます。

RSA_WITH_RC4_128_SHA 4 RC4-SHA

RSA_WITH_RC4_128_MD5 5 RC4-MD5

RSA_WITH_DES_CBC_SHA 6 DES-CBC-SHA

# tarantella config edit \
--tarantella-config-security-ciphers cipher-suite ...

表 1-1 保護付きのク ラ イアン ト接続用にサポート されている暗号化方式群

サポート されている暗号化方式群 クライアン トの優先順位 OpenSSL 名
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接続定義の使用

接続定義を使用する と 、 SGD サーバーへ接続する際に、セキュ リ テ ィー保護された
接続と標準接続のどちらを使用するかを制御できます。接続タイプは、次の要因の影
響を受けます。

■ ユーザーのク ラ イアン トデバイスの DNS 名 または IP アドレス

■ ユーザーがログインする  SGD サーバー

SGD サーバーで SGD セキュ リ テ ィーサービスが有効でない場合は、ユーザーの接続
定義に関係なく 、そのサーバーへの保護付きの接続は使用できません。

注意 - SGD がファ イアウォール転送用に設定されている場合は、接続定義を使用し
ないでください。 ファ イアウォール転送では常に保護付きの接続を使用します。 25 
ページの 「 ファ イアウォール越え 」 を参照して ください。

SGD Gateway を使用する場合は、 SGD Gateway を経由しない、 ク ラ イアン トの直
接接続にのみ接続定義が使用されます。

接続定義を使用するには、次の手順を実行する必要があ り ます。

■ 接続定義処理を有効にする  – 46 ページの 「 接続定義処理を有効にする方法 」
を参照して ください。

■ 接続定義を設定する  – 46 ページの 「 接続定義を設定する方法 」 を参照して くだ
さい。

接続定義処理が有効になったら 、標準接続またはセキュ リ テ ィー保護された接続を使
用するユーザーを判別するよ うに接続定義を設定します。接続定義は、組織レベルで
設定します。 これは組織単位レベルまたはユーザープロファ イルレベルで変更できま
す。デフォル トでは、 SGD セキュ リ テ ィーサービスが有効な場合、すべてのユーザ
ーがセキュ リ テ ィー保護された接続を使用できます。

接続定義では、 ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバーの IP アドレスまたは DNS 名
を使って、標準接続またはセキュ リ テ ィー保護された接続のどちらが使用されるかを
判断します。 初に一致したエン ト リが使用されるため、接続定義の順番は重要です。
接続定義にワイルドカード  * または ? を含めるこ とで、複数の DNS 名や IP アドレ
スに一致させるこ とができます。

たとえば、 Elizabeth Blue のユーザープロファ イルオブジェク トには、次の接続定義
が設定されています。

クライアン トデバイスのアドレス SGD サーバーのアドレス 接続タイプ

*.example.com * 標準

* * セキュア
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Elizabeth が、通常使用するク ラ イアン トデバイス  sales1.example.com から  SGD 
にログインすると 、 リ ス ト内の 初の接続定義が一致して、標準接続が使用されます。

Elizabeth が、 example.com に所属しないク ラ イアン トデバイスから  SGD にログイ
ンする と 、 リ ス ト内の 2 番目の接続定義が一致して、セキュ リ テ ィー保護された接続
が使用されます。

Elizabeth が接続定義を保持していない場合は、組織階層内の親オブジェク トの接続
定義によ り 、接続タイプが決定されます。

▼ 接続定義処理を有効にする方法

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 セキュ リ テ ィー 」 タブに
移動します。

2. 「 接続定義 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

3. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

▼ 接続定義を設定する方法

1. Administration Console で、 「 ユーザープロファ イル 」 タブに移動し 、設定する
オブジェク ト を選択します。

多数のユーザーの接続定義を一度に設定でき 、管理が容易になるため、組織およ
び組織単位オブジェク トに対して接続定義を設定するこ とをお勧めします。

2. 「 セキュ リ テ ィー 」 タブに移動します。

3. 接続定義を追加します。

接続定義内の DNS 名または IP アドレスには、 ワイルドカード  * または ? を含め
るこ とができます。

a. 「 接続定義 」 テーブルの 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。  

「 新規接続定義の追加 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

b. 「 ク ラ イアン トデバイスのアド レス 」 フ ィールドに、 IP または DNS 名を入力
します。

c. 「 Secure Global Desktop サーバーのアド レス 」 に、 IP または DNS 名を入力
します。

d. リ ス ト から 「 接続タイプ 」 を選択します。

e. 「 追加 」 をク リ ッ ク します。  

「 新規接続定義の追加 」 ウ ィ ン ド ウが閉じて、接続定義が 「 接続定義 」 テーブ
ルに追加されます。
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4. 必要に応じて、接続定義を追加します。

「 接続定義 」 テーブルには、組織階層内の親オブジェク トから継承した定義も表
示されます。  

5. 「 上に移動 」および 「下に移動 」 ボタンを使って、接続定義の順番を変更します。

接続定義の順番は重要です。 初に一致したエン ト リが使用されます。固有の定
義は、一般性の高い設定よ り も前に配置するよ うにして ください。
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第 2 章

ユーザー認証

この章では、ユーザーが Oracle Secure Global Desktop (SGD) サーバーに対して認証
を行って SGD にログインする方法について説明します。 これは 「 Secure Global 
Desktop 認証 」 と して知られています。アプ リ ケーシ ョ ンを実行するためのアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーに対する認証はアプリ ケーシ ョ ン認証と呼ばれ、 196 ページの 「 ア
プ リ ケーシ ョ ン認証 」 で説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 49 ページの 「 Secure Global Desktop 認証 」

■ 54 ページの 「 Active Directory 認証 」

■ 64 ページの 「 匿名ユーザーの認証 」

■ 66 ページの 「 LDAP 認証 」

■ 72 ページの 「 SecurID 認証 」

■ 76 ページの 「 サードパーティーの認証 」

■ 85 ページの 「 UNIX システム認証 」

■ 88 ページの 「 Windows ド メ イン認証 」

■ 91 ページの 「 認証のためのディ レク ト リサービスの 調整 」

■ 108 ページの 「 Secure Global Desktop 認証の ト ラブルシューティング 」

Secure Global Desktop 認証
SGD は、既存の認証インフラス ト ラ クチャーとの統合を目的と して設計されており 、
次の 2 つの方法でユーザーを認証できます。

■ システム認証。 SGD は、 LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) ディ レク
ト リ など 、 1 つ以上の外部認証サービスに基づいてユーザーの資格情報の認証を
確認します。使用可能なシステム認証機構の詳細は、 51 ページの 「 システム認証
機構 」 を参照して ください。
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■ サードパーティー認証。外部機構がユーザーを認証し 、 SGD はその認証が正しい
ものと信頼します。サードパーティー認証のもっと も一般的な使用方法は、 Web 
サーバー認証です。詳細については、 76 ページの 「 サードパーティーの認証 」 を
参照して ください。

認証が成功した場合に得られる主な結果は、次のとおりです。

■ ユーザー識別情報。ユーザーを識別する名前。詳細については、 50 ページの 「 ユ
ーザー識別情報 」 を参照して ください。

■ ユーザープロファ イル。ユーザーの SGD 関連の設定。詳細については、 51 ページ
の 「 ユーザープロファ イル 」 を参照して ください。

ユーザー識別情報とユーザープロファ イルは同じ場合があ り ます。

SGD Administration Console で、ユーザー識別情報またはユーザープロファ イルを
使って、ユーザーセッシ ョ ンとアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを監視できます。

ユーザーの認証方法に応じて、 SGD は、ユーザーが期限切れのパスワードを使って
ログインを試みたときに、パスワードを変更するよ うユーザーに促すこ とができます。
詳細については、 53 ページの 「 パスワードの有効期限 」 を参照して ください。

SGD 認証はグローバルです。ユーザーは、同じユーザー名とパスワードを使用して、
アレイ内の任意の SGD サーバーにログインできます。

SGD 管理者は、次の方法で各認証機構を個別に有効 / 無効にできます。

■ Administration Console で、 「 グローバル設定 」  → 「 Secure Global Desktop 認
証 」 タブを使用します。

■ コマンド行で、 tarantella config コマンドを使用します。

ユーザー識別情報

ユーザー識別情報とは、ユーザーを識別する名前です。ユーザー識別情報を判定する
規則は、認証機構ごとに異な り ます。

ユーザー識別情報とは、 SGD が割り当てた名前のこ とで、 「 完全修飾名 」 と呼ばれ
るこ と もあ り ます。ユーザーの識別情報は、 ローカルリポジ ト リ内のユーザープロフ
ァ イルの名前とは限り ません。たとえば LDAP 認証の場合、識別情報は、 LDAP リ
ポジ ト リ内のユーザーの識別名 (DN) です。

ユーザー識別情報は、ユーザーの SGD セッシ ョ ン 、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 、
およびアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュのエン ト リに関連付けられ
ます。
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ユーザープロファ イル

ユーザープロファ イルは、ユーザーの SGD 固有の設定を制御します。 LDAP ディ レ
ク ト リ を使用してアプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに割り当てるかど うかに応じて、
ユーザープロファ イルはユーザーが SGD を介してアクセスできるアプ リ ケーシ ョ ン  
( 「 Webtop コンテンツ 」 と呼ばれるこ と もある ) を制御するこ と もできます。ユー
ザープロファ イルを判定する規則は、認証機構ごとに異な り ます。

ユーザープロファ イルは、常にローカルリポジ ト リ内のオブジェク トであ り 、 「 同じ
名前 」 で呼ばれるこ と もあ り ます。ユーザープロファ イルは、 System Objects 組織
に格納されているプロファ イルオブジェク ト と呼ばれる特殊なオブジェク トである場
合があ り ます。たとえば、 LDAP 認証では、デフォル トのユーザープロファ イルは 
o=System Objects/cn=LDAP Profile とな り ます。

システム認証機構

次の表に、使用可能なシステム認証機構、および認証のベースを示します。

表 2-1 システム認証機構

機構 説明

匿名ユーザー ユーザーがユーザー名とパスワードを使用せずに 
SGD にログインできるよ うにします。

すべての匿名ユーザーに、同じ  Webtop コンテンツ
が表示されます。

64 ページの 「 匿名ユーザーの認証 」 を参照して くだ
さい。

認証トークン SGD Client から有効な認証トークンが発行された場
合にユーザーが SGD にログインできるよ うにします。

設定に応じて、ユーザーごとに異なる  Webtop コン
テンツが表示される場合があ り ます。

SGD Client が統合モードで動作する場合に使用し
ます。 342 ページの 「 統合モード 」 を参照してく だ
さい。

UNIX システム - ローカルリポジ ト リ
内で Unix ユーザー ID を検索する

ローカルリポジ ト リ内にユーザープロファ イルを持
ち、 SGD ホス ト上に UNIX® または Linux システム
アカウン ト を持つユーザーが SGD にログインできる
よ うにします。

設定に応じて、ユーザーごとに異なる  Webtop コン
テンツが表示される場合があ り ます。

85 ページの 「 UNIX システム認証 」 を参照して くだ
さい。
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ユーザーがログインする と きに、有効になっている認証機構が、表 2-1 に記載されて
いる順序で試みられます。 SGD 認証を設定する と 、認証機構の試みられる順序が 
Administration Console に表示されます。 初の認証機構でユーザーの認証に
「 成功 」 した場合、それ以降の認証機構は使用されません。

Windows ド メ イン 指定された Windows ド メ インに属しているユーザ
ーが SGD にログインできるよ うにします。

設定に応じて、ユーザーごとに異なる  Webtop コン
テンツが表示される場合があ り ます。

88 ページの 「 Windows ド メ イン認証 」 を参照して
ください。

LDAP LDAP ディ レク ト リにエン ト リがあるユーザーが 
SGD にログインできるよ うにします。

設定に応じて、ユーザーごとに異なる  Webtop コン
テンツが表示される場合があ り ます。

66 ページの 「 LDAP 認証 」 を参照して ください。

Active Directory Active Directory フォレス トにアカウン ト を持つユー
ザーが SGD にログインできるよ うにします。

設定に応じて、ユーザーごとに異なる  Webtop コン
テンツが表示される場合があ り ます。

54 ページの 「 Active Directory 認証 」 を参照して く
ださい。

UNIX システム - ローカルリポジ ト リ
内で Unix グループ ID を検索する

SGD ホス ト上に UNIX または Linux システムアカウ
ン ト を持つユーザーが SGD にログインできるよ うに
します。

同じ  UNIX システムグループのすべてのユーザーに
、同じ  Webtop コンテンツが表示されます。

85 ページの 「 UNIX システム認証 」 を参照して くだ
さい。

UNIX システム - デフォルトのユーザ
ープロファ イルを使用する

SGD ホス ト上に UNIX または Linux システムアカウ
ン ト を持つユーザーが SGD にログインできるよ うに
します。

すべての UNIX システムユーザーに、同じ  Webtop 
コンテンツが表示されます。

85 ページの 「 UNIX システム認証 」 を参照して くだ
さい。

SecurID RSA SecurID トークンを持つユーザーが SGD にログ
インできるよ うにします。  
設定に応じて、ユーザーごとに異なる  Webtop コン
テンツが表示される場合があ り ます。

72 ページの 「 SecurID 認証 」 を参照して ください。

表 2-1 システム認証機構

機構 説明
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パスワードの有効期限

SGD は、事前に設定されていれば、ユーザーのパスワードの期限切れに対応するこ
とが可能です。

ユーザーが有効期限の切れたパスワードを使って SGD にログインを試みる と 、
「 期限経過パスワード 」 ダイアログが表示されます。 このダイアログでは、次のこ と
ができます。

■ パスワードの有効期限が切れているこ とを確認できます。

■ 新しいパスワードの入力および確認入力を行う こ とができます。

新規パスワードが受け付けられてから 、ユーザーは SGD にログインします。

次の表は、どの認証機構が期限経過パスワードをサポート しているかを示しています。

認証機構 期限経過パスワードのサポート

Active Directory はい。詳細については、 59 ページの 「 Kerberos 
認証用の SGD の設定 」 を参照して ください。

匿名ユーザー 該当なし 。ユーザー名とパスワードを使用しない
でログインします。

認証トークン 該当なし 。ユーザー名とパスワードを使用しない
でログインします。

LDAP なし。 パスワード の有効期限が切れたユーザーは、
SGD にログインできません。ただし 、パスワード
の有効期限が切れる前にパスワードの変更をユー
ザーに強制するよ うに SGD を設定するこ とがで
きます。詳細については、 69 ページの 「 LDAP 
のバインド  DN とパスワードの変更 」 を参照して
ください。

SecurID はい。ユーザーの PIN ( 個人識別番号 ) が期限切
れになっている と きは、 「 期限経過パスワード 」
ダイアログの代わりに新規 PIN のダイアログが表
示されます。

サードパーティー

(Web サーバー認証を含む )
なし 。ユーザーのパスワードの有効期限切れは、
SGD とは無関係に、サードパーティーの認証機構
によ り処理されます。

UNIX システム はい。詳細については、 87 ページの 「 UNIX シ
ステム認証と  PAM 」 を参照して ください。

Windows ド メ イン  なし 。
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セキュ リ テ ィーとパスワード

SGD にログインする と きは、 HTTPS (Hypertext Transfer Protocol over Secure 
Socket Layer) 接続がある場合にのみ、パスワード と認証トークンが暗号化されます。

SGD は、ユーザーの認証に外部機構を使用します。ユーザー認証時のパスワードの
セキュ リ テ ィーは、次のとおりです。

■ Active Directory の認証では、セキュ リ テ ィー保護された Kerberos プロ ト コルが
使用されます。

■ LDAP の認証は、セキュ リティー保護された接続を使用するよ うに設定できます。

■ Web サーバーの認証は、ユーザーが HTTPS 接続を使用する場合にのみセキュ リ
テ ィー保護されます。

■ その他のすべての認証機構では、ネイテ ィブプロ ト コルを使ってユーザーの認証
が行われます。

Active Directory 認証
Active Directory 認証では、 Active Directory フォレス トにアカウン ト を持つユーザ
ーが SGD にログインできるよ うにします。 Active Directory 認証はユーザーに、
LDAP 認証よ り も高速で、安全性および拡張性の高い認証機構を提供します。
Kerberos 認証プロ ト コルを使用するこ とによ り 、 SGD は、任意のユーザーをフォレ
ス ト内の任意のド メ インと照合して安全に認証できます。

Active Directory 認証は、デフォルト では無効になっています。

この節の内容は、次のとおりです。

■ 54 ページの 「 Active Directory 認証の仕組み 」

■ 56 ページの 「 Active Directory 認証の設定 」

■ 56 ページの 「 Active Directory 認証の準備 」

■ 59 ページの 「 Kerberos 認証用の SGD の設定 」

■ 63 ページの 「 Active Directory 認証を有効にする方法 」

Active Directory 認証の仕組み

SGD のログイン画面で、ユーザーはユーザーの名前とパスワードを入力します。
通常、ユーザー名と ド メ イン名は 「 @ 」 記号でつながれています。たとえば 
indigo@example.com のよ うにな り ます。
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SGD では、 Kerberos プロ ト コルを使用してド メ インの鍵配布センター (KDC) にア
クセスするこ とで、ユーザー名とパスワードを確認します。

認証が失敗した場合は、次の認証機構が試されます。

Kerberos 認証が成功した場合、 SGD は、 Active Directory の LDAP 検索を実行す
るこ とによってユーザー識別情報を確立します。次に、 SGD はユーザープロファ イ
ルを検索します。詳細については、 55 ページの 「 ユーザー識別情報とユーザープロ
ファ イル 」 を参照して ください。ユーザープロファ イルの 「 ログイン 」 属性が有効に
なっていない場合、ユーザーはログインするこ とができず、ほかの認証機構が試され
るこ とはあ り ません。ユーザープロファ イルの 「 ログイン 」 属性が有効な場合、ユー
ザーはログインできます。

ユーザー識別情報と ユーザープロファ イル

ユーザー識別情報は LDAP ユーザーの DN です。 SGD データス ト アで、ユーザー
識別情報は LDAP 名前空間にあ り ます。 Administration Console で、テキス ト
「 (LDAP) 」 はユーザー識別情報の横に表示されます。 コマンド行では、ユーザー識
別情報は .../_service/sco/tta/ldapcache にあ り ます。

SGD は、 LDAP と  SGD の命名体系の差に対応できるよ うに、 ローカルリポジ ト リ
を検索してユーザープロファ イルを確立します。 SGD は、一致するものが見つかる
まで次の検索を行います。

■ ユーザーの LDAP オブジェク ト と名前が同じユーザープロファ イル。

たとえば、ユーザーの LDAP オブジェク トが cn=Emma Rald,cn=Sales,dc=
example,dc=com である場合、 SGD はローカルリポジ ト リで dc=com/dc=
example/cn=Sales/cn=Emma Rald を検索します。

■ ユーザーの LDAP オブジェク ト と同じ組織単位に含まれるが、 cn=LDAP 
Profile とい う名前を持つユーザープロファ イル。

たとえば、 dc=com/dc=example/cn=Sales/cn=LDAP Profile です。

■ いずれかの親の組織単位に含まれ、 cn=LDAP Profile とい う名前を持つユーザ
ープロファ イル。

たとえば、 dc=com/dc=example/cn=LDAP Profile です。

一致するものが見つからない場合は、プロファ イルオブジェク ト  o=System 
Objects/cn=LDAP Profile がユーザープロファ イルと して使用されます。

Active Directory 認証は、 Directory Services Integration と と もに使用できます。
Active Directory ユーザーに割り当てられるアプ リ ケーシ ョ ンは、ユーザープロファ
イルと  LDAP 検索の組み合わせに基づいて決められます。アプ リ ケーシ ョ ンがユー
ザーに割り当てられる方法の詳細は、第 3 章を参照して ください。
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Active Directory 認証の設定

Active Directory 認証を設定するには、次の設定手順を実行する必要があ り ます。

1. Active Directory 認証の準備をします。

SGD には、 Active Directory 認証を有効にする前に設定する必要のある 、特定の
要件があ り ます。 56 ページの 「 Active Directory 認証の準備 」 を参照して くだ
さい。

2. Kerberos 認証用に SGD を設定します。

Kerberos 認証に使用される  KDC の詳細を使って SGD を設定します。
59 ページの 「 Kerberos 認証用の SGD の設定 」 を参照して ください。

3. Active Directory 認証を有効にします。

Active Directory 認証を使用するよ うに SGD を設定し 、 Active Directory のド メ
インの詳細を指定します。 63 ページの 「 Active Directory 認証を有効にする方法
」 を参照して ください。

Active Directory の配備が複雑な組織では、サービスオブジェク ト を使用して 
Active Directory の設定を管理および調整します。 95 ページの 「 サービスオブジ
ェク トの使用法 」 を参照して ください。

Active Directory 認証の準備

Active Directory 認証の準備を行うには、次の手順を実行します。

■ サポート対象バージ ョ ンの Active Directory を使用しているこ とを確認します。
57 ページの 「 Active Directory のサポート対象バージ ョ ン 」 を参照してく ださい。

■ Active Directory ド メ インが正し く設定されているこ とを確認します。
57 ページの 「 ド メ インの要件 」 を参照して ください。

■ SGD サーバーが Active Directory に接続できる こ とを確認します。
57 ページの 「 Active Directory 認証のネッ ト ワーク要件 」 を参照して ください。

■ システムク ロ ッ クの同期をと り ます。 58 ページの 「 システムク ロ ッ クの同期化 」
を参照して ください。

■ ( オプシ ョ ン ) SSL 接続の準備を行います。

Active Directory への SGD 接続は、常にセキュ リ テ ィー保護されています。
SGD では、 Active Directory への接続を認証する 、 Kerberos と  SSL. の 2 つの方
法がサポート されています。 Kerberos は、デフォルトで使用される方法です。
SSL を使用するには、追加設定が必要です。 58 ページの 「 Active Directory への 
SSL 接続 」 を参照して ください。
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Active Directory のサポート 対象バージョ ン

サポート されている  Active Directory のバージ ョ ンは、
http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1928 で参照可能な 『 』 に一覧表示
されています。

ド メ インの要件

Active Directory で Kerberos 認証が有効になっている必要があ り ます。デフォル ト
では有効になっています。

各 Active Directory フォレス トにグローバルカタログサーバーが含まれているこ とを
確認します。

Active Directory 認証を有効にする と きは、ユーザー名とパスワードを入力します。
ユーザーは、 Active Directory でユーザー情報を検索する権限が必要です。
Active Directory 認証に予約された特別なユーザーを作成するこ と もできます。

Active Directory 認証のネッ ト ワーク 要件

Active Directory 認証を有効にする前に、アレイ内のすべての SGD サーバーが、
Active Directory に接続できる こ とを確認して ください。

SGD は、次のポートで Active Directory に接続できる必要があ り ます。

■ Active Directory での DNS 検索の場合は、ポート  53

■ KDC に対する  Kerberos 認証の場合は、ポート  88 および 464

■ ド メ インコン ト ローラに対するセキュ リ テ ィー保護された LDAP 接続の場合は、
TCP ポート  389

■ グローバルカタログサーバーに対するセキュ リ テ ィー保護された LDAP 接続の場
合は、 TCP ポート  3268

ポート  88 および 464 は、 Kerberos 認証の標準ポートです。 これらのポートは設定
可能です。ポート  464 は、パスワードの変更操作でのみ必要です。ポート  88 および 
464 は、パケッ ト  サイズと  Kerberos 設定に応じて、 TCP または UDP プロ ト コルを
使用できます。詳細は、 62 ページの 「 ネッ ト ワークプロ ト コル 」 を参照して くださ
い。

ク ラ イアン ト証明書なしで SSL 接続を使用している場合、 SGD は次の追加ポート
で Active Directory に接続できる必要があ り ます。

■ ド メ インコン ト ローラに対するセキュ リ テ ィー保護された LDAP 接続の場合は、
TCP ポート  636

■ グローバルカタログサーバーに対するセキュ リ テ ィー保護された LDAP 接続の場
合は、 TCP ポート  3269
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詳細については、 58 ページの 「 Active Directory への SSL 接続 」 を参照して くだ
さい。

SGD は DNS 検索を数回実行して LDAP 情報を検出します。詳細は、 106 ページの
「 Active Directory 認証と  LDAP 検出 」 を参照して ください。 これらの検索が機能
するためには、必要な情報が Active Directory から返されるよ うに DNS を正し く設
定するこ とが不可欠です。  

システムク ロッ ク の同期化

Kerberos 認証を使用するには、時刻が Active Directory サーバーの Kerberos セキュ
リ テ ィーポ リ シーおよびデフォル ト ド メ インセキュ リ テ ィーポ リ シーに定義されてい
る 「 コンピュータの時計の同期の 長ト レランス 」 に準拠するよ うに、アレイ内の 
KDC サーバーと  SGD サーバー上のク ロ ッ クが同期されている必要があ り ます。 これ
を 「 ク ロ ッ クスキュー 」 と呼びます。 ク ロ ッ クスキューの ト レランスを超える と 、
Kerberos 認証が失敗します。

時刻の同期は重要であるため、 Network Time Protocol (NTP) ソフ ト ウェアを使って
時刻を同期します。 または、 rdate コマンドを実行します。

Active Directory への SSL 接続

Active Directory への接続に SSL を使用するには、 LDAP 署 名をサポートするよ う
に Active Directory サーバーを設定する必要があ り ます。 LDAP 署 名をサポートす
る方法については、使用しているシステムのマニュアルを参照して ください。
Microsoft KB article 935834 に、 Windows Server 2008 に対する  LDAP 署名
をサポートする方法が詳述されています。

Active Directory サーバーから提示される  SSL 証明書を  SGD が検証できるよ うにす
る必要があり ます。 Active Directory サーバーの認証局 (CA) またはルート証明書を、
SGD サーバーの CA 証明書ト ラス ト ス ト アにインポートする必要がある場合があ り
ます。サポート される  CA の確認方法および CA 証明書のインポート方法の詳細は、
433 ページの 「 CA 証明書ト ラス ト ス ト ア 」 を参照して ください。

デフォル トでは、 SGD はユーザー名とパスワードを使用して Active Directory に対
する認証を行います。セキュ リ テ ィ を強化するために、代わりにク ラ イアン ト認証を
提示するよ うに SGD を設定するこ とができます。その場合、 Active Directory 証明
書サービスを使用して 署 名された有効なク ラ イアン ト証明書が、アレイ内の各 SGD 
サーバーで必要にな り ます。 Active Directory は、 ク ラ イアン ト証明書の使用をサポ
ートするよ うに設定する必要があ り ます。

ク ラ イアン ト証明書の作成プロセスは次のとおりです。

1. SGD サーバーのク ラ イアン ト証明書の証明書発行要求 (CSR) を作成します。
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435 ページの 「 SGD サーバーのク ラ イアン ト証明書の CSR を作成する方法 」 を参
照して ください。

2. Active Directory 証明書サービスを使用してク ラ イアン ト証明書を作成します。

Active Director 証明書サービスを使用してク ラ イアン ト証明書を作成する方法に
ついては、使用しているシステムのマニュアルを参照して ください。

CSR を  Base 64 でエンコード された証明書要求 (Advanced Certificate Request) と
して送信します。

証明書の証明書テンプレート を選択する必要がある場合は、デフォル トの管理者
テンプレート またはユーザーテンプレートで十分です。選択するテンプレートは、
証明書がユーザー認証またはク ラ イアン ト認証に使用できるよ うにする必要があ
り ます。

Base 64 でエンコード された形式のク ラ イアン ト証明書をダウンロードするよ うに
して ください。証明書が中間 CA によって 署 名されている場合は、証明書とチェ
ーンをダウンロード します。

3. SGD サーバーのク ラ イアン ト証明書をインス トールします。

436 ページの 「 SGD サーバーのク ラ イアン ト証明書をインス トールする方法 」
を参照して ください。

Kerberos 認証用の SGD の設定

Active Directory 認証を使用するには、アレイ内の 「 すべての SGD サーバー 」 を 
Kerberos 認証用に設定する必要があ り ます。

アレイ内の各 SGD サーバーには Kerberos 構成ファイルが存在する必要があり ます。
SGD サーバーで使用される  Kerberos 構成ファ イルは、次のいずれかです。

■ システムのデフォルト  Kerberos 構成ファ イル。

通常、 これは次のどちらかのファ イルにな り ます。

■ /etc/krb5/krb5.conf (Solaris OS プラ ッ ト フォームの場合 )

■ /etc/krb5.conf (Linux プラ ッ ト フォームの場合 )

■ SGD の Kerberos 構成ファ イル。

これは、 /opt/tarantella/bin/jre/lib/security/krb5.conf ファ イル
です。

このファ イルを手動で作成するか、 または既存の構成ファ イルをコピーする必要
があ り ます。 この構成ファ イルが存在する場合は、システムのデフォル ト構成フ
ァ イルの代わりに使用されます。

Kerberos 構成ファ イルには、 Kerberos 認証を制御するための多数のオプシ ョ ンが含
まれています。詳細は、使用しているシステムのマニュアルを参照して ください。次
を設定する必要がある場合があ り ます。
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■ Kerberos レルムと  KDC 。 SGD がユーザーの認証に使用する  KDC 。
60 ページの 「 Kerberos レルムと  KDC 」 を参照して ください。

■ パスワードの有効期限。パスワードの有効期限が切れている と きに、 SGD がユー
ザーに新しいパスワードの入力を要求するかど うか。 61 ページの 「 Active 
Directory パスワードの有効期限 」 を参照して ください。

■ ネッ ト ワークプロ ト コル。 SGD が Kerberos 認証にユーザーデータグラムプロ ト
コル (UDP) と ト ランス ミ ッシ ョ ンコン ト ロールプロ ト コル (TCP) のどちらを使用
するか。 62 ページの 「 ネッ ト ワークプロ ト コル 」 を参照して ください。

■ KDC タイムアウ ト 。 KDC への接続で障害が発生した場合にど う なるか。
62 ページの 「 KDC タイムアウ ト 」 を参照して ください。

注意 - krb5.conf ファ イルの形式に注意して ください。正し くない形式のファ イル
は、特にパスワードの有効期限切れへの対応で、問題を引き起こす可能性があり ます。

Kerberos 構成ファ イルに加えた変更が SGD で検出されるよ うにするには、 SGD サ
ーバーの再起動が必要です。 または、次のコマンドを使用する と 、 SGD サーバーを
再起動しな くても 、 Kerberos の構成および接続情報を更新できます。

Kerberos レルムと  KDC
少な く と も 、 Kerberos 構成ファ イルには次のセクシ ョ ンが含まれている必要があ り
ます。

■ [libdefaults] 。 Kerberos 認証のデフォル ト を設定します。 default_realm 
を設定する必要があ り ます。デフォル ト レルムが指定されていない場合、ユーザ
ーは期限切れのパスワードを変更できないこ とがあ り ます。

■ [realms] 。各 Kerberos レルムの KDC を設定します。 1 つのレルムに複数の 
KDC を設定してもかまいません。各 KDC のエン ト リは、 host:port の書式で指定
します。デフォル ト ポートの 88 が使用される場合は、 port を省略できます。

■ [domain_realm]。 これはネッ ト ワーク ド メ インを  Kerberos レルムにマッピング
します。

Kerberos 構成ファ イルの例を 、次に示します。

$ tarantella cache --flush krb5config
$ tarantella cache --flush ldapconn

[libdefaults]
default_realm = EXAMPLE.COM

[realms]
EXAMPLE.COM = {

kdc = kdc.example.com
}
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Active Directory パスワード の有効期限

Active Directory パスワードの有効期限が切れている と きに、ユーザーに新しいパス
ワードの入力を要求するよ うに SGD を設定できます。デフォル ト レルムが 
krb5.conf ファ イルに指定されていない場合、ユーザーは期限切れのパスワードを
変更できません。

パスワードの有効期限を設定するには、次に示すよ うに、各 Kerberos レルムのパスワ
ード変更を処理するサーバーの詳細を  Kerberos 構成ファ イルに追加する必要があ り
ます。

kpasswd_server と  admin_server の行は、パスワード変更を処理する  Kerberos 
管理サーバーを識別します。 kpasswd_server を省略した場合は、代わりに 
admin_server が使用されます。デフォル ト ポートの 464 が使用される場合は、
port を省略できます。

レルムに対するパスワードの有効期限の設定例を 、次に示します。

EAST.EXAMPLE.COM = {
kdc = ad01.east.example.com
kdc = ad02.east.example.com

}
WEST.EXAMPLE.COM = {

kdc = ad01.west.example.com
kdc = ad02.west.example.com

}

[domain_realm]
example.com = EXAMPLE.COM
.east.example.com = EAST.EXAMPLE.COM
east.example.com = EAST.EXAMPLE.COM
.west.example.com = WEST.EXAMPLE.COM
 west.example.com = WEST.EXAMPLE.COM

kpasswd_server = host:port
admin_server = host:port
kpasswd_protocol = SET_CHANGE

EAST.EXAMPLE.COM = {
 kdc = ad01.east.example.com
 kdc = ad02.east.example.com
 admin_server = ad01.east.example.com
 kpasswd_protocol = SET_CHANGE
}
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SGD は、ユーザーにパスワードの有効期限が近付いているこ とを警告し 、パスワー
ドの変更を強制するよ うに設定するこ とができます。 100 ページの 「 パスワードの有
効期限 」 を参照して ください。 SGD でこれが可能なのは、 ド メ インコン ト ローラの

大パスワード経過期間設定とユーザーの 「 Password Last Set 」 属性を読み取るこ
とができる場合のみです。グローバルカタログのみを検索するよ うに SGD を設定し
た場合、 この属性は使用できません。詳細については、 103 ページの 「 グローバルカ
タログのみの検索 」 を参照して ください。

ネッ ト ワーク プロ ト コル

KDC または Kerberos 管理サーバーにメ ッセージを送信する と きには、 SGD では 
UDP または TCP プロ ト コルが使用されます。使用されるプロ ト コルは、 Kerberos 
構成ファ イルの [libdefaults] セクシ ョ ンにある次の行によって決ま り ます。

この行には、 UDP を使用して送信できる 大パケッ ト  サイズ ( バイ ト単位 ) を設定
します。 メ ッセージがこのサイズよ り大きい場合は、 TCP が使用されます。つま り 、
KDC または管理サーバーがパッケージが大きすぎるこ とを検出する と 、代わりに 
TCP が使用されます。常に TCP を使用するには、 udp_preference_limit を次の
よ うに設定します。

KDC タイムアウト

SGD が KDC からの応答をどの程度待機するか、および各 KDC に何回接続を試みる
かを制御する  KDC タイムアウ ト を設定できます。

KDC タイムアウ ト を設定するには、 Kerberos 構成ファ イルの [libdefaults] セ
クシ ョ ンに次の行を追加します。

kdc_timeout には、 KDC からの応答の 大待機時間 ( ミ リ秒 ) を設定します。
max_retries は、各 KDC への 大接続試行回数です。各レルムの KDC への接続
は、 Kerberos 構成ファ イルの [realms] セクシ ョ ンに設定されている順序に従って
行われます。

KDC タイムアウ ト と  LDAP 検出タイムアウ トの関係は保持するこ とを推奨します。
KDC タイムアウ ト を増やした場合、 LDAP 検出タイムアウ ト も増やして ください。
95 ページの 「 LDAP 検出タイムアウ ト 」 を参照して ください。

udp_preference_limit = bytes

udp_preference_limit = 1

kdc_timeout = time
max_retries = number
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SGD からユーザーのレルムの KDC に接続できない場合は、認証に失敗します。

▼ Active Directory 認証を有効にする方法

1. Administration Console で、 Secure Global Desktop 認証の Configuration 
Wizard を表示します。

「 グローバル設定 」  → 「 Secure Global Desktop 認証 」 タブに移動し 、
「 Secure Global Desktop 認証を変更 」 ボタンをク リ ッ ク します。

2. 「 サードパーティー / システム認証 」  の手順で、 「 システム認証 」 チェ ッ クボッ
クスが選択されているこ とを確認します。

3. 「 システム認証 - リ ポジ ト リ 」 の手順で、 「 LDAP/Active Directory 」 チェ ッ ク
ボッ クスを選択します。

4. 「 LDAP リ ポジ ト リの詳細 」 の手順で、 Active Directory フォレス トの詳細を設
定します。

a. 「 リ ポジ ト リ タ イプ 」 の 「 Active Directory 」 オプシ ョ ンを選択します。

b. 「 URL 」 フ ィールドに Active Directory フォレス トの URL を入力します。

たとえば、 ad://example.com のよ うに入力します。

URL は、 ad:// で始まる必要があ り ます。入力できる  URL は 1 つだけです。

c. Active Directory へのセキュ リ テ ィー保護された接続を設定します。

■ セキュ リ テ ィー保護された接続のために Kerberos プロ ト コルのみを使用す
るには – 「 接続のセキュ リ テ ィー 」 の Kerberos オプシ ョ ンを選択し 、
「 User Name 」 および 「 Password 」 フ ィールドにユーザー名とパスワー
ドを入力します。 このオプシ ョ ンは、デフォル トで選択されています。

■ セキュ リ テ ィー保護された接続のために Kerberos および SSL を使用するに
は – 「 接続のセキュ リ テ ィー 」 の SSL オプシ ョ ンを選択し 、 「 User Name
」 および 「 Password 」 フ ィールドにユーザー名とパスワードを入力します。  

■ セキュ リ テ ィー保護された接続に Kerberos 、 SSL 、およびク ラ イアン ト証明
書を使用するには – 「 接続のセキュ リ テ ィー 」 の SSL オプシ ョ ンを選択し 、
「 証明書を使用する 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。  

SSL 接続を使用するために必要な追加の設定の詳細は、 58 ページの 「 Active 
Directory への SSL 接続 」 を参照して ください。

ユーザー名を入力する場合、ユーザー名は user@example.com の形式にしま
す。ユーザー名から ド メ イン名を省略する場合、 SGD は、 「 URL 」 、 Active 
Directory の 「 Base Domain 」 、および Active Directory の 「 Default Domain
」 フ ィールドの情報を使用してド メ インを取得します。ユーザーは、 Active 

Directory でユーザー情報を検索する権限が必要です。
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d. ( 省略可能 ) 「 Base Domain 」 フ ィールドに、 ド メ インの一部の名前を入力し
ます。

「 Base Domain 」 は、 ログイン時にド メ インの一部だけが入力された場合に使
用されます。たとえば、ベース ド メ インが example.com に設定されている と
きに、ユーザーが rouge@west とい うユーザー名でログインした場合、 SGD 
はユーザーを  rouge@west.example.com と して認証します。

e. ( 省略可能 ) Active Directory の 「 Default Domain 」 フ ィールドに、デフォル
ト と して使用する ド メ イン名を入力します。

「 Default Domain 」 は、ユーザーがログイン時にド メ インを入力しなかった
場合に使用されます。たとえば、デフォル ト ド メ インが east.example.com 
に設定されている と きに、ユーザーが rouge とい うユーザー名でログインした
場合、 SGD はユーザーを  rouge@east.example.com と して認証します。

5. 「 選択項目の確認 」 の手順で、 認証の設定を確認して、 「 終了」 をク リ ッ クします。

「 終了 」 をク リ ッ クする と 、 SGD は generated とい うサービスオブジェク ト を
作成します。サービスオブジェク トは、ディ レク ト リサービスの設定を管理する
ために使用されます。詳細は、 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」 を
参照して ください。

匿名ユーザーの認証
匿名ユーザーの認証では、ユーザーがユーザー名とパスワードを使用せずに SGD に
ログインできるよ うにします。

匿名ユーザーには、 SGD によってそれぞれ一時的なユーザー識別情報が割り当てら
れます。 このユーザー識別情報は、そのユーザーがログインしている間だけ有効にな
り ます。

匿名ユーザーの認証は、デフォル トでは無効になっています。

この節の内容は、次のとおりです。

■ 64 ページの 「 匿名ユーザーの認証の動作 」

■ 65 ページの 「 匿名ユーザーの認証を有効にする方法 」

匿名ユーザーの認証の動作

SGD のログイン画面で、ユーザーは、ユーザー名とパスワードを空白にしたまま
「 ログイン 」 ボタンをク リ ッ ク します。
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ユーザーがユーザー名またはパスワードを入力した場合は、認証が失敗し 、次の認証
機構が試されます。

ユーザー名とパスワードが両方と も空の場合、ユーザーは認証されてログインします。

ユーザー識別情報と ユーザープロファ イル

ユーザーはログイン時にユーザー名またはパスワードを入力しないため、 SGD によ
って一時的なユーザー識別情報が割り当てられます。 SGD データス ト アで、ユーザ
ー識別情報は DNS 名前空間にあ り ます。 Administration Console では、ユーザー識
別情報は server:number (anon) のよ うに表示されます。 コマンド行では、ユーザー
識別情報は .../_dns/server/_anon/number のよ うに表示されます。

プロファ イルオブジェク ト  System Objects/Anonymous Profile が常にユーザ
ープロファ イルと して使用されます。すべての匿名ユーザーに、同じ  Webtop コンテ
ンツが表示されます。

アプリ ケーショ ンセッ ショ ンと パスワード キャッ シュエ
ント リ

匿名でログインしたユーザーは、それぞれ独立したアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを使
用します。アプ リ ケーシ ョ ンが常に再開可能に設定されている場合でも 、ユーザーが
ログアウ トする と 、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンは自動的に終了します。

すべてのパスワードキャ ッシュエン ト リは、 System Objects/Anonymous User 
Profile オブジェク トに属します。すべての匿名ユーザーが同一のアプリ ケーシ ョ
ンサーバーパスワードを共有します。匿名ユーザーは、パスワードキャ ッシュでエン
ト リ を追加した り変更した りするこ とはできません。つま り 、 SGD 管理者にキャ ッ
シュ されたアプ リ ケーシ ョ ンサーバーパスワードがないかぎ り 、匿名ユーザーはアプ
リ ケーシ ョ ンを起動するたびにパスワードの入力を要求されます。 System 
Objects/Anonymous User Profile オブジェク ト を管理するには、
Administration Console または tarantella passcache コマンドを使用します。

▼ 匿名ユーザーの認証を有効にする方法

1. Administration Console で、 Secure Global Desktop 認証の Configuration 
Wizard を表示します。

「 グローバル設定 」  → 「 Secure Global Desktop 認証 」 タブに移動し 、 「 Secure 
Global Desktop 認証を変更 」 ボタンをク リ ッ ク します。

2. 「 サードパーティー / システム認証 」  の手順で、 「 システム認証 」 チェ ッ クボッ
クスが選択されているこ とを確認します。
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3. 「 システム認証 - リ ポジ ト リ 」 手順で、 「 匿名 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

4. 「 選択項目の確認 」 の手順で、認証の設定を確認して、 「終了 」 をク リ ッ クします。

LDAP 認証
LDAP 認証では、 LDAP ディ レク ト リにエン ト リがあるユーザーが SGD にログイン
できるよ うにします。

デフォル トでは、 この認証機構は無効になっています。

この節の内容は、次のとおりです。

■ 66 ページの 「 LDAP 認証の動作 」

■ 67 ページの 「 LDAP 認証の設定 」

■ 68 ページの 「 LDAP 認証の準備 」

■ 70 ページの 「 LDAP 認証を有効にする方法 」

LDAP 認証の動作

SGD のログイン画面で、ユーザーはユーザー名とパスワードを入力します。ユーザ
ー名には、次のいずれかを指定できます。

■ 共通名 (Indigo Jones Ç»Ç«)

■ ユーザー名 (indigo Ç»Ç«)

■ 電子メールアドレス  (indigo@example.com Ç»Ç«)

SGD  は、 LDAP ディ レク ト リ を検索して、ユーザーが入力したユーザー名と一致す
る属性を持つ LDAP オブジェク ト を探します。デフォル トでは、 SGD は次の属性を
検索します。

■ cn

■ uid

■ mail

LDAP オブジェク トがない場合は、次の認証機構が試されます。

LDAP オブジェク トがない場合、 SGD は LDAP オブジェク トの名前とユーザーによ
って入力されたパスワードを使用してバインドを実行します。バインドが失敗した場
合は、次の認証機構が試されます。
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認証が成功した場合、 SGD はローカルリポジ ト リ を検索してユーザープロファ イル
を探します。詳細は、 67 ページの 「 ユーザー識別情報とユーザープロファ イル 」 を
参照して ください。ユーザープロファ イルの 「 ログイン 」 属性が有効になっていない
場合、ユーザーはログインするこ とができず、ほかの認証機構が試されるこ とはあ り
ません。ユーザープロファ イルの 「 ログイン 」 属性が有効な場合、ユーザーはログイ
ンできます。

ユーザー識別情報と ユーザープロファ イル

ユーザー識別情報はユーザーの LDAP オブジェク トの DN です。 SGD データス ト ア
で、ユーザー識別情報は LDAP 名前空間にあ り ます。 Administration Console で、
テキス ト 「 (LDAP) 」 はユーザー識別情報の横に表示されます。 コマンド行では、
ユーザー識別情報は .../_service/sco/tta/ldapcache にあ り ます。

SGD は、 LDAP と  SGD の命名体系の差に対応できるよ うに、 ローカルリポジ ト リ
を検索してユーザープロファ イルを確立します。 SGD は、一致するものが見つかる
まで次の検索を行います。

■ ユーザーの LDAP オブジェク ト と名前が同じユーザープロファ イル。

たとえば、ユーザーの LDAP オブジェク トが cn=Emma Rald,cn=Sales,dc=
example,dc=com である場合、 SGD はローカルリポジ ト リで dc=com/dc=
example/cn=Sales/cn=Emma Rald を検索します。

■ ユーザーの LDAP オブジェク ト と同じ組織単位に含まれるが、 cn=LDAP 
Profile とい う名前を持つユーザープロファ イル。

たとえば、 dc=com/dc=example/cn=Sales/cn=LDAP Profile です。

■ いずれかの親の組織単位に含まれ、 cn=LDAP Profile とい う名前を持つユーザ
ープロファ イル。

たとえば、 dc=com/dc=example/cn=LDAP Profile です。

一致するものが見つからない場合は、プロファ イルオブジェク ト  o=System 
Objects/cn=LDAP Profile がユーザープロファ イルと して使用されます。

LDAP 認証は、 Directory Services Integration と と もに使用できます。 LDAP ユー
ザーに割り当てられるアプ リ ケーシ ョ ンは、ユーザープロファ イルと  LDAP 検索の
組み合わせに基づいて決められます。アプ リ ケーシ ョ ンがユーザーに割り当てられる
方法の詳細は、第 3 章を参照して ください。

LDAP 認証の設定

LDAP 認証を設定するには、次の設定手順を実行する必要があ り ます。

1. LDAP 認証の準備を行います。
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LDAP ディ レク ト リで SGD を使用するには、追加設定が必要になる場合があ り
ます。 68 ページの 「 LDAP 認証の準備 」 を参照して ください。

2. LDAP 認証を有効にします。

LDAP 認証を使用するよ うに SGD を設定し 、 LDAP ディ レク ト リの詳細を指定
します。 70 ページの 「 LDAP 認証を有効にする方法 」 を参照して ください。

LDAP の配備が複雑な組織では、サービスオブジェク ト を使用して LDAP の設定
を管理および調整します。 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」 を参照
して ください。

LDAP 認証の準備

LDAP 認証の準備を行うには、次の手順を実行します。

■ サポート対象バージ ョ ンの LDAP ディレク ト リ を使用しているこ とを確認します。
68 ページの 「 サポート される  LDAP ディ レク ト リ 」 を参照して ください。

■ SGD サーバーが LDAP ディ レク ト リサーバーに接続できる こ とを確認します。
68 ページの 「 LDAP 認証のネッ ト ワーク要件 」 を参照して ください。

■ LDAP のバインド  DN と  SGD のパスワードの変更操作の要件について理解してい
るこ とを確認します。 69 ページの 「 LDAP のバインド  DN とパスワードの変更
」 を参照して ください。

■ Novell eDirectory ユーザーが認証できる こ とを確認します。 70 ページの 「 Novell 
eDirectory に対する認証 」 を参照して ください。

サポート さ れる  LDAP ディ レク ト リ

サポート されている  LDAP ディ レク ト リは、
http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1928 で参照可能な 『 』 に一覧表示
されています。

LDAP 認証のネッ ト ワーク 要件

LDAP 認証を有効にする前に、アレイ内のすべての SGD サーバーが、認証に使用さ
れる各 LDAP ディ レク ト リサーバーに接続できるこ とを確認して ください。

LDAP ディ レク ト リサーバーへの接続に使用する標準ポートは、標準の接続では 
TCP ポート  389 で、セキュ リ テ ィー保護された (ldaps://) 接続ではポート  TCP 
636 です。ディ レク ト リサーバーで別のポートが使用されている場合は、 LDAP 認証
を有効にする と きにポート を指定します。 SGD がこれらのポート を使用して LDAP 
接続を行う こ とができる こ とを確認する必要があ り ます。
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セキュ リ テ ィー保護された (ldaps://) 接続を使用するには、 LDAP ディ レク ト リ
サーバーから提示される  SSL 証明書を SGD が検証できるよ うにする必要があり ます。
LDAP ディ レク ト リサーバーの CA 証明書を SGD CA 証明書ト ラス ト ス ト アにイン
ポートする必要がある場合があ り ます。サポート される  CA の確認方法および CA 証
明書のインポート方法の詳細は、 433 ページの 「 CA 証明書ト ラス ト ス ト ア 」 を参照
して ください。

LDAP のバインド  DN と パスワード の変更

デフォルトでは、 SGD では、管理者バインド  DN とユーザーバインド  DN の 2 つの 
LDAP バインド  DN が使用されます。

管理者バインド  DN は、 LDAP 認証用に設定されたユーザー名とパスワードです。
管理者バインド  DN は、ディ レク ト リサーバーに対してクエ リーを実行するためだ
けに使用されるため、 このユーザーにはディ レク ト リ を検索する権限が必要です。
SGD で使用する特別な LDAP ユーザーを作成するこ と もできます。管理者バインド
は匿名バインドであってもかまいません。 Active Directory では、匿名バインドはサ
ポート されません。

ユーザーバインド  DN は、ユーザーのログイン時に入力されたユーザー名とパスワ
ードです。デフォルト では、ユーザーバインド  DN は認証およびパスワード変更操
作で使用されます。

ユーザーのパスワードの有効期限が切れる と 、ユーザーは SGD にログインできず、
SGD はパスワードの変更をユーザーに強制するこ とはできません。 SGD は、ユーザ
ーにパスワードの有効期限が近付いているこ とを警告し 、有効期限が切れる前にパス
ワードの変更を強制するよ うに設定するこ とができます。 100 ページの 「 パスワード
の有効期限 」 を参照して ください。 SGD でこれを可能にするには、次の要件を満た
している必要があ り ます。

■ LDAP ディ レク ト リで、ユーザーと してディ レク ト リにバインドする と きに SGD 
がユーザーのパスワードポ リ シー制御を読み取るこ とができる必要があ り ます

■ Active Directory で、 SGD がド メ インコン ト ローラの 大パスワード経過期間設
定とユーザーの 「 Password Last Set 」 属性を読み取るこ とができる必要があ り ま
す

ディ レク ト リサーバーでこれらの要件が満たされておらず、 SGD にパスワードの変
更を処理させたい場合は、パスワード変更操作で管理者バインド  DN を使用するよ
うに SGD を設定する必要があ り ます。 101 ページの 「 LDAP のパスワード更新モー
ド 」 を参照して ください。

注 - 一部の LDAP ディ レク ト リ では、管理者バインド  DN を使用して実行されたパ
スワード変更操作は、変更操作ではなくパスワード リセッ ト操作と して扱われます。
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Oracle Directory Server Enterprise Edition では、パスワードの更新に管理者バインド  
DN を使用するよ うに SGD を設定する場合、 SGD がパスワード変更を処理するため
には次のよ う な追加設定が必要になる場合があ り ます。

■ グローバルパスワードポ リ シーと個別パスワードポ リ シーのどちらの場合でも 、
「 User must change password after reset 」 オプシ ョ ンは使用しないでください。
このオプシ ョ ンを使用する と 、パスワードの変更が失敗します。

■ 管理者バインド  DN に管理権限が必要です。

Active Directory の場合、パスワードの有効期限 ( 次回ログオン時にパスワードの変更
をユーザーに強制するこ と も含む ) を処理できるのは、 SGD サーバーと  Active 
Directory サーバーとの間にセキュ リ テ ィー保護された接続 (ldaps://) が存在する
と きだけです。

デフォル トでは、 Novell eDirectory の場合、パスワードを含む LDAP の単純バイン
ドで SSL 接続が使用される必要があ り ます。 SGD で eDirectory を使用するには、
次のいずれかを行います。  

■ ldaps:// URL を入力して、 eDirectory へのセキュ リ テ ィー保護された接続を使
用するよ うに SGD を設定します

■ eDirectory で LDAP グループオブジェク ト を設定し 、単純バインドに対する  TLS 
を無効にします

Novell eDirectory に対する認証

ユーザーが Novell eDirectory を認証できない場合があ り ます。 LDAP 認証のユーザ
ーログインフ ィルタが cn 属性に対してフ ィルタを適用し 、 この属性が eDirectory で
制限されているためです。

ユーザーが SGD にログインできるよ うにするには、次のいずれかを行います。

■ LDAP のバインド  DN に cn 属性に対するアクセス権があるこ とを確認します。
詳細については、 69 ページの 「 LDAP のバインド  DN とパスワードの変更 」 を
参照して ください。

■ cn 属性に対してフ ィルタが適用されないよ うにユーザーログインフ ィルタを変更
します。詳細については、 92 ページの 「 LDAP または Active Directory のログイ
ンのフ ィルタ リ ング 」 を参照して ください。

▼ LDAP 認証を有効にする方法

1. SGD Administration Console で、 Secure Global Desktop 認証の 
Configuration Wizard を表示します。

「 グローバル設定 」  → 「 Secure Global Desktop 認証 」 タブに移動し 、
「 Secure Global Desktop 認証を変更 」 ボタンをク リ ッ ク します。
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2. 「 サードパーティー / システム認証 」  の手順で、 「 システム認証 」 チェ ッ クボッ
クスが選択されているこ とを確認します。

3. 「 システム認証 - リ ポジ ト リ 」 の手順で、 「 LDAP/Active Directory 」 チェ ッ ク
ボッ クスを選択します。

4. 「 LDAP リ ポジ ト リの詳細 」 手順で、 LDAP ディ レク ト リの詳細を設定します。

a. 「 リ ポジ ト リ タ イプ 」 で、 「 LDAP 」 オプシ ョ ンを選択します。  

LDAP 認証で Microsoft Active Directory サーバーを使用している場合でも 、
このオプシ ョ ンを選択してください。 「 Active Directory 」 オプシ ョ ンによ り 、
Active Directory 認証が有効にな り ます。 54 ページの 「 Active Directory 認証
」 を参照して ください。

b. 「 URL 」 フ ィールドに、 1 つ以上の LDAP ディ レク ト リサーバーの URL を
入力します。

たとえば、 ldap://melbourne.example.com のよ うに入力します。

複数の URL を入力する場合は、各 URL をセ ミ コロン (;) で区切り ます。

複数の URL が存在する場合、 SGD は記載されている順に URL を使用します。
リ ス ト内の 初の LDAP ディ レク ト リサーバーを使用できない場合に、次の 
LDAP ディ レク ト リサーバーの使用が試みられます。

LDAP ディ レク ト リサーバーへのセキュ リ テ ィー保護された接続を使用するに
は、 ldaps:// URL を入力します。

URL は、 ldap:// または ldaps:// のいずれかの、すべて同じタイプである
必要があ り ます。 ldap:// の URL と  ldaps:// の URL を組み合わせて使用
するこ とはできません。

LDAP ディ レク ト リサーバーが非標準ポート を使用する場合は、そのポート番
号を URL に含める必要があ り ます。たとえば、
ldap://melbourne.example.com:5678 のよ うに指定します。非標準ポー
ト を使用しない場合、ポート番号は省略できます。

検索ベース と して使用する  DN を指定できます。たとえば、
ldap://melbourne.example.com/dc=example,dc=com のよ うに指定しま
す。 これによ り 、ユーザー識別情報の検索に使用する  LDAP ディ レク ト リの一
部が指定されます。
第 2 章 ユーザー認証 71



c. 「 User Name 」 および 「 Password 」 フ ィールドに LDAP ユーザーの詳細情
報を入力します。

ユーザー名は、ユーザーの DN にする必要があ り ます。たとえば、 cn=
sgd-user,cn=Users,dc=example,dc=com のよ うに指定します。 これは管
理者バインド  DN です。詳細は 69 ページの 「 LDAP のバインド  DN とパスワ
ードの変更 」 を参照して ください。

入力できるユーザー名とパスワードは 1 組だけであるため、 このユーザーが
「 URL 」 フ ィールドに記載されたすべての LDAP ディ レク ト リサーバーを検
索できる必要があ り ます。

ディ レク ト リサーバーで匿名バインドがサポート される場合、ユーザー名とパ
スワードは省略できます。匿名バインドを使用するには、ユーザーデータに対
して LDAP クエ リーを実行できる必要があ り ます。

LDAP サービスオブジェク トに対して設定する  URL は、 ldap:// または 
ldaps:// のいずれかの、すべて同じタイプである必要があ り ます。 ldap:// 
の URL と  ldaps:// の URL を組み合わせて使用するこ とはできません。

5. 「 選択項目の確認 」 の手順で、認証の設定を確認して、 「 終了 」 をク リ ッ ク し
ます。

「 終了 」 をク リ ッ クする と 、 SGD は generated とい うサービスオブジェク ト を
作成します。サービスオブジェク トは、ディ レク ト リサービスの設定を管理する
ために使用されます。詳細は、 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」
を参照して ください。

SecurID 認証
SecurID 認証では、 RSA SecurID トークンを持つユーザーが SGD にログインできる
よ うにします。 SGD は、ユーザーを  RSA Authentication Manager ( 以前の 
ACE/Server) と照合して認証します。

RSA SecurID は RSA Security, Inc. の製品で、ユーザーが知っているこ と  (PIN) および
ユーザーが所持しているもの (PIN パッ ド 、標準カード 、 ソフ ト ウェア トークンなどの
別のトークンから提供される トークンコード ) という  2 つのファ クタから成る認証を実
行します。 PIN およびトークンコードを組み合わせる と 、パスコードになり ます。 こ
のパスコードが、 SGD にログインする と きのパスワード と して使用されます。

デフォル トでは、 この認証機構は無効になっています。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 73 ページの 「 SecurID 認証の動作 」

■ 74 ページの 「 SecurID 認証の設定 」

■ 74 ページの 「 Agent Host と しての SGD サーバーの設定 」
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■ 75 ページの 「 SecurID 認証を有効にする方法 」

SecurID 認証の動作

SGD のログイン画面で、ユーザーは SecurID ユーザー名 ( たとえば、 indigo) およ
びパスコードを入力します。

この認証機構は、 ローカルリポジ ト リ内で、ユーザーの入力したユーザー名に合致す
る 「 名前 」 属性を持つユーザープロファ イルを検索します。一致する人物オブジェク
トがない場合、 「 ログイン名 」 属性を対象に、 後に 「 電子メールアド レス 」 属性を
対象に検索を繰り返します。

ユーザープロファ イルが見つかった場合は、そのオブジェク トの 「 ログイン名 」 属性
が SecurID ユーザー名と して使用されます。ユーザープロファ イルが見つからない場
合は、ユーザーが入力した名前が SecurID ユーザー名と して使用されます。

次に、 SGD は、ユーザーの入力した SecurID ユーザー名およびパスコードを  RSA 
Authentication Manager と照合します。認証が失敗した場合は、使用できる認証機
構がほかに存在しないため、ユーザーはログインできません。

認証が成功しても 、ユーザープロファ イルの 「 ログイン 」 属性が有効になっていない
場合、ユーザーはログインできません。認証が成功して、ユーザープロファ イルの 「
ログイン 」 属性が有効になっている場合に、ユーザーはログインできます。

ユーザー識別情報と ユーザープロファ イル

ユーザープロファイルがローカルリポジ ト リ内に見つかった場合、そのプロファイル
がユーザー識別情報とユーザープロファイルに使用されます。 SGD データス ト アで、
ユーザー識別情報はローカル名前空間にあ り ます。 Administration Console で、テ
キス ト 「 ( ローカル ) 」 はユーザー識別情報の横に表示されます。 コマンド行では、
ユーザー識別情報は .../_ens にあ り ます。

ローカルリポジ ト リ内にユーザープロファ イルが見つからない場合は、ユーザー識別
情報が SecurID ユーザー名にな り ます。 SGD データス ト アで、ユーザー識別情報は 
SecurID 名前空間にあ り ます。 Administration Console で、テキス ト 「 (SecurID) 」
はユーザー識別情報の横に表示されます。 コマンド行では、ユーザー識別情報は 
.../_service/sco/tta/securid にあ り ます。  

プロファ イルオブジェク ト  System Objects/SecurID User Profile がユーザ
ープロファ イルと して使用されます。
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SecurID 認証の設定

SecurID 認証を設定するには、次の設定手順を実行する必要があ り ます。

1. RSA SecurID をインス トールして設定します。

使用している  RSA SecurID が、サポート対象のバージ ョ ンである こ とを確認しま
す。サポート されている  SecurID のバージ ョ ンは、
http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1928 で参照可能な 『 』 に一覧表
示されています。

RSA Authentication Manager が 新版であ り 、 RSA によって リ リースされた
新のパッチが適用されているこ とを確認します。

2. アレイ内の各 SGD サーバーを  Agent Host と して設定します。

アレイ内の各 SGD サーバーは、 Agent Host のよ うに動作するので、ユーザーを  
RSA Authentication Manager と照合して認証できます。

74 ページの 「 Agent Host と しての SGD サーバーの設定 」 を参照して ください。

3. SGD で SecurID 認証を有効にします。

SecurID 認証を設定して、 SecurID ユーザーが SGD にログインできるよ うにし
ます。

75 ページの 「 SecurID 認証を有効にする方法 」 を参照して ください。

Agent Host と しての SGD サーバーの設定

SecurID 認証を使用するには、アレイ内の各 SGD サーバーを  Agent Host と して設
定する必要があ り ます。 SecurID 実装にはさまざまな種類があるため、次に示す手順
は参考例にすぎません。 Agent Host の設定方法の詳細は、使用している  SecurID の
マニュアルを参照して ください。

▼ SGD サーバーを  Agent Host と し て設定する方法

作業を開始する前に、 RSA Authentication Manager 構成ファ イル sdconf.rec に
アクセスできる こ とを確認して ください。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

2. SGD サーバーがネッ ト ワーク上の RSA Authentication Manager と通信できる こ
とを確認します。  

SGD サーバーが RSA Authentication Manager と通信できるよ うにするために、
ファ イアウォールでポート を開く こ とが必要になる場合があ り ます。

開く必要のあるデフォル ト ポートは、次のとおりです。
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■ UDP ポート  5500 (SGD サーバーから  Authentication Manager への通信用 )

■ UDP ポート  1024 ～ 65535 (Authentication Manager から  SGD サーバーへの通
信用 )

3. RSA Authentication Manager 構成ファ イルの場所を指定します。  

a. 次の内容を含む /etc/sdace.txt ファ イルを作成します。  

b. ファ イルを保存します。

4. RSA Authentication Manager 構成ファ イルを  SGD サーバーにコピーします。  

a. /opt/ace/data ディ レク ト リ を作成します。

b. sdconf.rec ファ イルを  /opt/ace/data ディ レク ト リにコピーします。

5. SGD が構成ファ イルを読み書きできるよ うにファ イルアクセス権を設定します。

6. SGD サーバーを  Agent Host と して 、 RSA Authentication Manager データベー
スに登録します。  

RSA Authentication Manager データベース管理アプリ ケーシ ョ ン 、 または 
sdadmin アプ リ ケーシ ョ ンを使用します。

SGD サーバーを 、完全修飾名 server.domain.com を使用して、 UNIX Agent 
Host と してデータベースに追加します。

Agent Host ごとに、 Group Activation または User Activation を設定します。
また、 「 Open to All Locally Known User 」 オプシ ョ ンを設定してもかまいま
せん。

▼ SecurID 認証を有効にする方法

1. SGD Administration Console で、 Secure Global Desktop 認証の 
Configuration Wizard を表示します。

「 グローバル設定 」  → 「 Secure Global Desktop 認証 」 タブに移動し 、
「 Secure Global Desktop 認証を変更 」 ボタンをク リ ッ ク します。

2. 「 サードパーティー / システム認証 」  の手順で、 「 システム認証 」 チェ ッ クボッ
クスが選択されているこ とを確認します。

VAR_ACE=/opt/ace/data

# chmod 444 /etc/sdace.txt
# chown -R ttasys:ttaserv /opt/ace
# chmod -R 775 /opt/ace
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3. 「 システム認証 - リ ポジ ト リ 」 の手順で、 「 SecurID 」 チェ ッ クボッ クスを選択
します。

4. 「 選択項目の確認 」 の手順で、認証の設定を確認して、 「 終了 」 をク リ ッ ク しま
す。

サードパーティーの認証
サードパーティー認証では、外部機構で認証されたユーザーが SGD にログインでき
るよ うにします。

SGD Webtop を使用している場合、使用できるサードパーティー認証の形式は Web 
サーバー認証だけです。 SGD Web サービスを使用してユーザー独自の Webtop アプ
リ ケーシ ョ ンを開発する場合は、任意のサードパーティー認証機構を使用できます。

サードパーティー認証は、デフォル トでは無効になっています。

この節の内容は、次のとおりです。

■ 76 ページの 「 サードパーティー認証の仕組み 」

■ 79 ページの 「 サードパーティー認証の設定 」

■ 80 ページの 「 サードパーティー認証を有効にする方法 」

■ 82 ページの 「 SGD 管理者とサードパーティー認証 」

■ 82 ページの 「 信頼できるユーザーとサードパーティー認証 」

サードパーティー認証の仕組み

ユーザーは、通常は Web ブラウザの認証ダイアログを使って、ユーザー名とパスワ
ードを外部機構に直接入力します。

サードパーティー認証は、信頼に基づきます。 SGD は、サードパーティー機構がユ
ーザーを正し く認証したと信じているため、ユーザーは SGD に対しても認証され
ます。

次に、 SGD は検索を行って、ユーザー識別情報とユーザープロファ イルを確立し
ます。次の検索方法を使用できます。

■ ローカルリポジ ト リの検索

■ LDAP リ ポジ ト リ を検索

■ デフォル トのサードパーティー識別情報を使用
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複数の検索方法が有効になっている場合は、各検索方法が上記の順序で試行されます。
初に一致したユーザー識別情報が使用されます。検索方法については、後続の節を

参照して ください。

検索を実行しても一致するものが存在しない場合、 SGD はユーザー識別情報を確立
できないため、ユーザーはログインできません。 SGD Webtop を使用している場合
は、標準ログインページが表示されるため、ユーザーはシステム認証を使ってログイ
ンできます。

ローカルリ ポジト リ の検索

「 ローカルリポジ ト リの検索 」 方法では、 ローカルリポジ ト リ を検索して、ユーザー
のサードパーティーユーザー名に一致する 「 名前 」 属性を含むユーザープロファ イル
を探します。一致する人物オブジェク トがない場合、 「 ログイン名 」 属性を対象に、
後に 「 電子メールアドレス 」 属性を対象に検索を繰り返します。一致するユーザー

プロファ イルがない場合は、次の検索方法が試されます。

ユーザー識別情報とユーザープロファ イル

ユーザープロファ イルが見つかった場合は、そのオブジェク トがユーザー識別情報お
よびユーザープロファ イルと して使用されます。 SGD データス ト アで、ユーザー識
別情報はローカル名前空間にあ り ます。 Administration Console で、テキス ト 「 ( ロ
ーカル ) 」 はユーザー識別情報の横に表示されます。 コマンド行では、ユーザー識別
情報は .../_ens にあ り ます。

LDAP リ ポジト リ を検索

「 LDAP リ ポジ ト リ を検索 」 方法では、 LDAP ディ レク ト リ を検索して、属性がユ
ーザーによって入力されたユーザー名と一致する  LDAP オブジェク ト を探します。
デフォル トでは、 SGD は次の属性を検索します。

■ cn

■ uid

■ mail

LDAP オブジェク トが見つかった場合、ユーザーが入力したパスワードを  LDAP オ
ブジェク ト と照合します。認証が失敗した場合は、次の認証機構が試されます。

一致する  LDAP オブジェク トがない場合は、次の検索方法が試されます。
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ユーザー識別情報とユーザープロファ イル

ユーザー識別情報はユーザーの LDAP オブジェク トの DN です。 SGD データス ト ア
で、ユーザー識別情報は LDAP 名前空間にあ り ます。 Administration Console で、
テキス ト 「 (LDAP) 」 はユーザー識別情報の横に表示されます。 コマンド行では、
ユーザー識別情報は .../_service/sco/tta/ldapcache にあ り ます。

次に、 SGD はユーザープロファ イルを検索します。ユーザープロファ イルを検索す
る と きは、 「 デフォルトの LDAP プロファ イルを使用 」 または 「 もっ と も近い 
LDAP プロファ イルを使用 」 を指定できます。 「 デフォル トの LDAP プロファ イル
を使用 」 がデフォルト です。

「 デフォル トの LDAP プロファ イルを使用 」 が選択されている場合は、プロファ イ
ルオブジェク ト  o=System Objects/cn=LDAP Profile がユーザープロファ イル
と して使用されます。

「 もっ と も近い LDAP プロファ イルを使用 」 が選択されている場合、 SGD は、
LDAP と  SGD の命名体系の差に対応できるよ うに、 ローカルリポジ ト リ を検索する
こ とでユーザープロファ イルを確立します。 SGD は、一致するものが見つかるまで
次の検索を行います。

■ ユーザーの LDAP オブジェク ト と名前が同じユーザープロファ イル。

たとえば、 LDAP オブジェク トが cn=Emma Rald,cn=Sales,dc=
example,dc=com である場合、 SGD はローカルリポジ ト リで dc=com/dc=
example/cn=Sales/cn=Emma Rald を検索します。

■ ユーザーの LDAP オブジェク ト と同じ組織単位に含まれるが、 cn=LDAP 
Profile とい う名前を持つユーザープロファ イル。

たとえば、 dc=com/dc=example/cn=Sales/cn=LDAP Profile です。

■ いずれかの親の組織単位に含まれ、 cn=LDAP Profile とい う名前を持つユーザ
ープロファ イル。

たとえば、 dc=com/dc=example/cn=LDAP Profile です。

一致するものが見つからない場合は、プロファ イルオブジェク ト  o=System 
Objects/cn=LDAP Profile がユーザープロファ イルと して使用されます。

デフォルト のサード パーティ ー識別情報を使用

「 デフォル トのサードパーティー識別情報を使用 」 方法では、検索を行いません。
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ユーザー識別情報とユーザープロファ イル

ユーザー識別情報は、サードパーティーのユーザー名です。 SGD データス ト アで、
ユーザー識別情報はサードパーティー名前空間にあ り ます。 Administration Console 
で、テキス ト 「 ( サードパーティー ) 」 はユーザー識別情報の横に表示されます。 コ
マンド行では、ユーザー識別情報は .../_service/sco/tta/thirdparty にあ り
ます。

プロファ イルオブジェク ト  System Objects/Third Party Profile が常にユー
ザープロファ イルと して使用されます。

サードパーティー認証の設定

サードパーティー認証を設定するには、次の設定手順を実行する必要があ り ます。

1. ( オプシ ョ ン ) LDAP ディ レク ト リ を使用する準備を行います。

サードパーティー認証は、 LDAP ディ レク ト リ を検索してユーザーの識別情報を
設定するよ うに設定するこ とができます。

サポート対象バージ ョ ンの LDAP ディレク ト リ を使用しているこ とを確認します。
68 ページの 「 サポート される  LDAP ディ レク ト リ 」 を参照して ください。

LDAP ディ レク ト リで SGD を使用するには、追加設定が必要になる場合があ り
ます。 68 ページの 「 LDAP 認証の準備 」 を参照して ください。

LDAP の配備が複雑な組織では、サービスオブジェク ト を使用して LDAP の設定
を管理および調整します。 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」 を参照
して ください。

2. サードパーティー認証を有効にします。

80 ページの 「 サードパーティー認証を有効にする方法 」 を参照して ください。

デフォル トでは、サードパーティー認証が有効になっている と きに SGD 管理者が 
SGD にログインするこ とはできません。 82 ページの 「 SGD 管理者とサードパー
ティー認証 」 を参照して ください。

3. サードパーティー認証機構を有効にします。

サードパーティー認証でもっと も一般的に使用される認証機構は、 Web サーバー
認証です。
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▼ サード パーティ ー認証を有効にする方法

1. SGD Administration Console で、 Secure Global Desktop 認証の 
Configuration Wizard を表示します。

「 グローバル設定 」  → 「 Secure Global Desktop 認証 」 タブに移動し 、
「 Secure Global Desktop 認証を変更 」 ボタンをク リ ッ ク します。

2. 「 サードパーティー / システム認証 」  の手順で、 「 サードパーティーの認証 」 チ
ェ ッ クボッ クスを選択します。

3. 「 サードパーティーの認証 - ユーザー識別情報とユーザープロファイル 」 の手順で、
ユーザー識別情報の検索方法と して、 1 つ以上のチェッ クボッ クスを選択します。

検索方法の詳細については、 76 ページの 「 サードパーティー認証の仕組み 」 を参
照して ください。

「 LDAP リ ポジ ト リ を検索 」 チェ ッ クボッ クスが選択されている場合は、 LDAP 
ユーザープロファ イルを検索するオプシ ョ ンを選択します。

4.  ( 省略可能 ) 「 LDAP リ ポジ ト リの詳細 」 手順で、 LDAP ディ レク ト リの詳細を
設定します。

「 LDAP リ ポジ ト リの詳細 」 手順が表示されるのは、手順 3 で LDAP 検索方法を
選択した場合だけです。

a. 「 リ ポジ ト リ タ イプ 」 で、 「 LDAP 」 オプシ ョ ンを選択します。  

LDAP 認証で Microsoft Active Directory サーバーを使用している場合でも 、
このオプシ ョ ンを選択してください。 「 Active Directory 」 オプシ ョ ンによ り 、
Active Directory 認証が有効にな り ます。 54 ページの 「 Active Directory 認証
」 を参照してください。
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b. 「 URL 」 フ ィールドに、 1 つ以上の LDAP ディ レク ト リサーバーの URL を
入力します。

たとえば、 ldap://melbourne.example.com のよ うに入力します。

複数の URL を入力する場合は、各 URL をセ ミ コロン (;) で区切り ます。

SGD では、一覧表示されている順に URL が使用されます。 リ ス ト内の 初の 
LDAP ディ レク ト リサーバーを使用できない場合に、次の LDAP ディ レク ト リ
サーバーの使用が試みられます。

LDAP ディ レク ト リサーバーへのセキュ リ テ ィー保護された接続を使用するに
は、 ldaps:// URL を入力します。

URL は、 ldap:// または ldaps:// のいずれかの、すべて同じタイプである
必要があ り ます。 ldap:// の URL と  ldaps:// の URL を組み合わせて使用
するこ とはできません。

LDAP ディ レク ト リサーバーが非標準ポート を使用する場合は、そのポート番
号を URL に含める必要があ り ます。たとえば、
ldap://melbourne.example.com:5678 のよ うに指定します。非標準ポー
ト を使用しない場合、ポート番号は省略できます。

検索ベース と して使用する  DN を指定できます。たとえば、
ldap://melbourne.example.com/dc=example,dc=com のよ うに指定しま
す。 これによ り 、ユーザー識別情報の検索に使用する  LDAP ディ レク ト リの一
部が指定されます。

c. 「 User Name 」 および 「 Password 」 フ ィールドに LDAP ユーザーの詳細情
報を入力します。

ユーザー名は、ユーザーの DN にする必要があ り ます。たとえば、 cn=
sgd-user,cn=Users,dc=example,dc=com のよ うに指定します。 これは管
理者バインド  DN です。詳細は 69 ページの 「 LDAP のバインド  DN とパスワ
ードの変更 」 を参照して ください。

入力できるユーザー名とパスワードは 1 組だけであるため、 このユーザーが 「
URL 」 フ ィールドに記載されたすべての LDAP ディ レク ト リサーバーを検索で
きる必要があ り ます。

ディ レク ト リサーバーで匿名バインドがサポート される場合、ユーザー名とパ
スワードは省略できます。匿名バインドを使用するには、ユーザーデータに対
して LDAP クエ リーを実行できる必要があ り ます。

5. 「 選択項目の確認 」 の手順で、認証の設定を確認して、 「終了 」 をク リ ッ クします。

LDAP の検索方法を有効にする と 、 SGD は generated とい うサービスオブジェ
ク ト を作成します。サービスオブジェク トは、ディ レク ト リサービスの設定を管
理するために使用されます。詳細は、 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用
法 」 を参照して ください。
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SGD 管理者とサードパーティー認証

デフォルトでは、サードパーティー認証は SGD 管理者が SGD にログインするこ と
を許可しません。 これはセキュ リ テ ィー対策です。 この動作を変更するには、次のコ
マンドを使用します。

信頼できるユーザーとサードパーティー認証

サードパーティー認証を使用する と 、ユーザーは SGD サーバーに対して認証を行わ
な くても  SGD にアクセスできます。 SGD は、サードパーティー認証機構を信頼す
るこ とができます。 これは、 Webtop などのク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンと  SGD 
サーバーが、信頼できるユーザーのユーザー名とパスワード とい う共有シークレッ ト
を持つためです。

標準インス トールでは、信頼できるユーザーは 1 人しかいません。ただし 、次の場合
には、信頼できるユーザーを追加するこ とをお勧めします。

■ Webtop を別のホス トの別の JavaServer Pages™ (JSP™) テク ノ ロジコンテナに再
配置する場合。

■ SGD com.tarantella.tta.webservices.client.views パッケージを使用
して、 SGD と同じホス ト上または別のホス ト上で、ユーザー独自のク ラ イアン ト
アプ リ ケーシ ョ ンを開発する場合。

■ デフォル トの信頼できるユーザーの安全性を確信できない場合。

アレイ内の各 SGD サーバーで、信頼できるユーザーの 「 データベース 」 を作成およ
び維持します。データベースは、 SGD サーバー間で共有されません。信頼できるユ
ーザーを追加する方法の詳細は、 83 ページの 「 信頼できるユーザーを新規作成する
方法 」 を参照して ください。次の点に注意して ください。

■ 信頼できるユーザーを  SGD サーバーに格納するには、tarantella webserver 
add_trusted_user コマンドを実行する必要があ り ます。

■ 既存の信頼できるユーザーのパスワードを変更するには、 初に tarantella 
webserver delete_trusted_user コマンドでユーザーを削除してから 、
ユーザーを作成し直します。

■ 信頼できるユーザーに変更を加えた場合は、必ず SGD Web サーバーを再起動し
て ください。

■ ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンは通常、 1 人の信頼できるユーザーの資格情報を使
用して、 SGD サービスにアクセスします。

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-login-thirdparty-allowadmins 1
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アプリ ケーショ ン開発者のための情報

SGD Web サービスを使用してユーザー独自のアプリ ケーシ ョ ンを開発する場合は、
ITarantellaExternalAuth Web サービスがサードパーティー認証で使用されま
す。 この Web サービスは、 「 基本 」 Web サーバー認証によって保護されます。 した
がって、信頼できるユーザーの資格情報を使用しないと 、 このサービスにアクセスで
きません。設定方法は次のとおりです。

■ http://SGD-server/axis/services/document/externalauth URL は、
Axis Web アプ リ ケーシ ョ ン  
/opt/tarantella/webserver/tomcat//webapps/axis/WEB-INF/web.xml 

の構成ファ イルで保護さ れます。

■ SGD Web サーバーの Tomcat コンポーネン トは、 Tomcat の MemoryRealm と  
SHA (Secure Hash Algorithm) ダイジェス トパスワードを使用して、 「 基本 」
Web サーバー認証をサポートするよ うに設定されます。 この設定は、 Tomcat 構
成ファ イル /opt/tarantella/webserver/tomcat//conf/server.xml で行
われます。

■ 信頼できるユーザーのリ ス トは、 Tomcat のユーザー構成ファ イル 
/opt/tarantella/webserver/tomcat//conf/tomcat-users.xml に格納
されます。

com.tarantella.tta.webservices.client.views パッケージを使用してユー
ザー独自のクライアン ト アプリケーシ ョ ンを開発した場合は、 Webtop と同じ方法で、
開発したアプ リ ケーシ ョ ンの信頼できるユーザーの資格情報を格納できます。
83 ページの 「 信頼できるユーザーを新規作成する方法 」 を参照して ください。
それ以外の場合は、資格情報を保存する方法を新し く開発する必要があ り ます。  

▼ 信頼できるユーザーを新規作成する方法

アレイ内の各 SGD サーバーで、次の手順を繰り返します。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

2. SGD Web サーバーを停止します。  

3. SGD サーバー上の信頼できるユーザーのデータベースに、新規の信頼できるユー
ザーを追加します。  

a. 信頼できるユーザーのユーザー名とパスワードを決めます。

b. 信頼できるユーザーを作成します。  

次のコマンドを使用します。

プロンプ トが表示されたら 、パスワードを入力します。

# tarantella webserver add_trusted_user username
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c. ユーザーが作成されたこ とを確認します。 . 

次のコマンドを使用します。

d. その信頼できるユーザーが有効になっているこ とを確認します。

http://SGD-server/axis/services/document/externalauth URL に移
動します。プロンプ トが表示されたら 、信頼できるユーザーと してログインし
ます。

4. 新規の信頼できるユーザーを 、 Webtop アプ リ ケーシ ョ ンの Web サービス リ ソー
スファ イルに追加します。

Webtop を別のホス トに再配置してある場合は、 この手順を遠隔ホス トで実行する
必要があ り ます。

a. 信頼できるユーザーのユーザー名とパスワードを符号化します。

次のコマンドを使用します。

b. 符号化されたユーザー名とパスワードを出力からコピーします。

c. 共有リ ソースディ レク ト リに移動します。

d. Resources.properties ファ イルを編集します。

e. sgdaccess= の後ろのテキス ト を 、符号化されたユーザー名とパスワードで置
き換えます。

f. 変更を保存します。

5. SGD Web サーバーを起動します。

# tarantella webserver list_trusted_users

# /opt/tarantella/bin/jre/bin/java -classpath \
/opt/tarantella/webserver/tomcat//webapps/sgd/WEB-INF/lib/
sgd-webservices.jar \
com.tarantella.tta.webservices.client.views.SgdPasswd \
--encode username:password

# cd /opt/tarantella/webserver/tomcat/
# cd shared/classes/com/tarantella/tta/webservices/client/views
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UNIX システム認証
UNIX システム認証では、 SGD ホス トに UNIX または Linux システムアカウン ト を
持つユーザーが SGD にログインできるよ うにします。

UNIX システム認証は、デフォル トで有効に設定されています。

この節の内容は、次のとおりです。

■ 85 ページの 「 UNIX システム認証の動作 」

■ 87 ページの 「 UNIX システム認証と  PAM 」

■ 88 ページの 「 UNIX システム認証を有効にする方法 」

UNIX システム認証の動作

ユーザーを  UNIX または Linux システムのユーザーデータベース と照合して認証し
、ユーザー識別情報およびプロファ イルを決定するために、 UNIX システム認証がサ
ポートする検索方法は次のとおりです。

■ ローカルリ ポジ ト リで Unix ユーザー ID を検索

■ ローカルリ ポジ ト リで Unix グループ ID を検索

■ デフォル トのユーザープロファ イルを使用する

これらの検索方法については、以降の節で説明します。

ローカルリ ポジト リ で Unix ユーザー ID を検索

SGD のログイン画面で、ユーザーはユーザー名とパスワードを入力します。ユーザ
ー名には、次のいずれかを指定できます。

■ 共通名 (Indigo Jones など )

■ ユーザー名 (indigo など )

■ 電子メールアドレス  (indigo@example.com など )

SGD は、ユーザーの入力した内容と一致する 「 名前 」 属性を持つユーザープロファ
イルを、 ローカルリポジ ト リ内で検索します。一致する人物オブジェク トがない場合、
「 ログイン名 」 属性を対象に、 後に 「 電子メールアドレス 」 属性を対象に検索を繰
り返します。ユーザープロファ イルが見つからない場合、次のログイン認証機構が試
されます。
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ユーザープロファ イルが見つかる と 、そのオブジェク トの 「 ログイン名 」 属性が 
UNIX または Linux システムユーザー名と して使用されます。 このユーザー名および
ユーザーの入力したパスワードが、 UNIX または Linux システムユーザーデータベ
ース と照合されます。認証が失敗した場合は、次の認証機構が試されます。

認証が成功しても 、ユーザープロファ イルの 「 ログイン 」 属性が有効になっていない
場合、ユーザーはログインできず、ほかの認証機構が試されるこ とはあ り ません。認
証が成功して、ユーザープロファイルの 「 ログイン 」属性が有効になっている場合に、
ユーザーはログインできます。

デフォル トでは、 この検索方法は使用可能になっています。

ユーザー識別情報とユーザープロファ イル

ローカルリポジ ト リ内の一致するユーザープロファ イルが、ユーザー識別情報とユー
ザープロファ イルに使用されます。 SGD データス ト アで、ユーザー識別情報はロー
カル名前空間にあ り ます。 Administration Console で、テキス ト 「 ( ローカル ) 」
はユーザー識別情報の横に表示されます。 コマンド行では、ユーザー識別情報は 
.../_ens にあ り ます。

ローカルリ ポジト リ で Unix グループ ID を検索

SGD は、ユーザーがログイン画面で入力したユーザー名およびパスワードを 、
UNIX または Linux システムユーザーデータベース と照合します。

認証が失敗した場合は、次の認証機構が試されます。

認証が成功した場合、 SGD はユーザープロファイルを検索します。詳細については、
86 ページの 「 ユーザー識別情報とユーザープロファ イル 」 を参照して ください。
ユーザープロファ イルオブジェク トの 「 ログイン 」 属性が有効になっていない場合、
ユーザーはログインするこ とができず、ほかの認証機構が試されるこ とはあり ません。
ユーザープロファ イルの 「 ログイン 」 属性が有効な場合、ユーザーはログインでき
ます。

デフォル トでは、 この検索方法は使用可能になっています。

ユーザー識別情報とユーザープロファ イル

ユーザー識別情報は、 UNIX または Linux システムのユーザー名です。 SGD データ
ス ト アで、ユーザー識別情報はユーザー名前空間にあ り ます。 Administration 
Console で、テキス ト 「 (UNIX) 」 はユーザー識別情報の横に表示されます。 コマン
ド行では、ユーザー識別情報は .../_user にあ り ます。
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SGD は、 ローカルリ ポジ ト リ内でユーザープロファ イル cn=gid を検索します。
こ こで、 gid は、認証されたユーザーの UNIX システムグループ ID です。見つかっ
た場合、そのオブジェク ト をユーザープロファ イルと して使用します。ユーザーが複
数のグループに所属している場合は、そのユーザーのプライマ リ グループまたは実効
グループが使用されます。ユーザープロファ イルがローカルリポジ ト リ内に見つから
ない場合、プロファ イルオブジェク ト  System Objects/UNIX User Profile が
ユーザープロファ イルと して使用されます。

デフォルト のユーザープロファ イルを使用する

SGD は、ユーザーがログイン画面で入力したユーザー名およびパスワードを 、
UNIX または Linux システムユーザーデータベース と照合します。

認証が失敗した場合は、次の認証機構が試されます。

認証に成功した場合、そのユーザーはログインできます。

デフォル トでは、 この検索方法は無効になっています。

ユーザー識別情報とユーザープロファ イル

ユーザー識別情報は、 UNIX または Linux システムのユーザー名です。 SGD データ
ス ト アで、ユーザー識別情報はユーザー名前空間にあ り ます。 Administration 
Console で、テキス ト 「 (UNIX) 」 はユーザー識別情報の横に表示されます。 コマン
ド行では、ユーザー識別情報は .../_user にあ り ます。

プロファ イルオブジェク ト  System Objects/UNIX User Profile がユーザープ
ロファ イルと して使用されます。すべての UNIX システムユーザーに、同じ  Webtop 
コンテンツが表示されます。

UNIX システム認証と  PAM
SGD は、 PAM (Pluggable Authentication Modules) をサポート します。 UNIX シス
テム認証では、ユーザー認証、アカウン ト操作、およびパスワード操作に PAM が使
用されます。

SGD を  Linux プラ ッ ト フォームにインス トールする と 、 SGD インス トールプログラ
ムによ り 、 passwd プログラムの現在の設定がコピーされ、
/etc/pam.d/tarantella ファ イルが作成されて、 SGD 用の PAM 設定エン ト リ
が自動的に作成されます。  
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SGD を Solaris OS プラ ッ ト フォームにインス トールする と きは、 PAM 設定エン ト
リ を手動で追加する必要があ り ます。たとえば、 tarantella のこれらのエン ト リ
を  /etc/pam.conf ファ イルに追加します。  

▼ UNIX システム認証を有効にする方法

1. SGD Administration Console で、 Secure Global Desktop 認証の 
Configuration Wizard を表示します。

「 グローバル設定 」  → 「 Secure Global Desktop 認証 」 タブに移動し 、
「 Secure Global Desktop 認証を変更 」 ボタンをク リ ッ ク します。

2. 「 サードパーティー / システム認証 」  の手順で、 「 システム認証 」 チェ ッ クボッ
クスが選択されているこ とを確認します。

3. 「 システム認証 - リ ポジト リ 」 の手順で、 「 Unix 」 チェッ クボックスを選択します。

4. 「 Unix 認証 - ユーザープロファ イル 」 の手順で、ユーザープロファ イルの検索方
法と して、 1 つ以上のチェッ クボッ クスを選択します。

検索方法の詳細は、 85 ページの 「 UNIX システム認証の動作 」 を参照して くだ
さい。

5. 「 選択項目の確認 」 の手順で、認証の設定を確認して、 「終了 」 をク リ ッ クします。

Windows ド メ イン認証
Windows ド メ イン認証では、指定された Windows ド メ インに属しているユーザー
が SGD にログインできるよ うにします。

Windows ド メ イン認証は、デフォル トでは無効になっています。

この節の内容は、次のとおりです。

■ 89 ページの 「 Windows ド メ イン認証の動作 」

■ 90 ページの 「 Windows ド メ イン認証を有効にする方法 」

■ 90 ページの 「 パスワード 、 ド メ イン 、およびド メ インコン ト ローラ 」

tarantella auth required pam_unix_auth.so.1
tarantella password required pam_unix_auth.so.1
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Windows ド メ イン認証の動作

SGD のログイン画面で、ユーザーはユーザー名とパスワードを入力します。ユーザ
ー名には、次のいずれかを指定できます。

■ 共通名 (Indigo Jones など )

■ ユーザー名 (indigo など )

■ 電子メールアドレス  (indigo@example.com など )

SGD は、 ローカルリ ポジ ト リ を検索して、 「 名前 」 属性が、ユーザーによって入力
されたユーザー名に一致するユーザープロファ イルを探します。一致する人物オブジ
ェク トがない場合、 「 ログイン名 」 属性を対象に、 後に 「 電子メールアドレス 」 属
性を対象に検索を繰り返します。

ユーザープロファ イルが見つかった場合は、そのユーザープロファ イルの 「 ログイン
名 」 属性が Windows ド メ インのユーザー名と して処理されます。ユーザープロファ
イルが見つからない場合は、ユーザーが入力した名前が Windows ド メ インユーザー
名と して使用されます。 SGD は次に、ユーザーが入力した Windows ド メ インユー
ザー名とパスワードを ド メ インコン ト ローラ と照合します。

認証が失敗した場合は、次の認証機構が試されます。

認証が成功しても 、ユーザープロファ イルの 「 ログイン 」 属性が有効になっていない
場合、ユーザーはログインできず、ほかの認証機構が試されるこ とはあ り ません。

認証が成功して、ユーザープロファ イルの 「 ログイン 」 属性が有効になっているか、
または一致するユーザープロファ イルが見つからない場合、ユーザーはログインし
ます。

ユーザー識別情報と ユーザープロファ イル

ローカルリポジ ト リ内にユーザープロファ イルが見つかった場合は、そのオブジェク
トがユーザー識別情報およびユーザープロファ イルと して使用されます。 SGD デー
タス ト アで、ユーザー識別情報はローカル名前空間にあ り ます。 Administration 
Console で、テキス ト 「 ( ローカル ) 」 はユーザー識別情報の横に表示されます。 コ
マンド行では、ユーザー識別情報は .../_ens にあ り ます。

ローカルリポジ ト リ内に一致するユーザープロファ イルがなかった場合、ユーザー識
別情報は Windows ド メ インのユーザー名にな り ます。 SGD データス ト アで、ユー
ザー識別情報は NT 名前空間にあ り ます。 Administration Console で、テキス ト
「 (NT) 」 はユーザー識別情報の横に表示されます。 コマンド行では、ユーザー識別
情報は .../_service/sco/tta/ntauth にあ り ます。プロファ イルオブジェク ト  
System Objects/NT User Profile がユーザープロファ イルと して使用され
ます。
第 2 章 ユーザー認証 89



▼ Windows ド メ イ ン認証を有効にする方法

1. SGD Administration Console で、 Secure Global Desktop 認証の 
Configuration Wizard を表示します。

「 グローバル設定 」  → 「 Secure Global Desktop 認証 」 タブに移動し 、 「 Secure 
Global Desktop 認証を変更 」 ボタンをク リ ッ ク します。

2. 「 サードパーティー / システム認証 」  の手順で、 「 システム認証 」 チェ ッ クボッ
クスが選択されているこ とを確認します。

3. 「 システム認証 - リ ポジ ト リ 」 の手順で、 「 Windows ド メ インコン ト ローラ 」 チ
ェ ッ クボッ クスを選択します。

4. 「 Windows ド メ イン認証 - ド メ インコン ト ローラ 」 の手順で、 「 Windows ド メ
イン 」 フ ィールドにド メ インコン ト ローラの名前を入力します。

5. 「 選択項目の確認 」 の手順で、認証の設定を確認して、 「終了 」 をク リ ッ クします。

パスワード 、 ド メ イン 、およびド メ インコン ト ロ
ーラ

Windows ド メ イン認証では、大文字と小文字が区別される  8 ビッ トのパスワードを
サポート しています。ユーザー名にはどんな文字も含めるこ とができます。

複数のド メ インのユーザーを認証する必要がある場合は、他のすべてのド メ インから
信頼されている ド メ インが 1 つ必要です。 Windows ド メ イン認証を設定する場合は、
この信頼できる ド メ インを  Windows ド メ インコン ト ローラ と して使用する必要があ
り ます。

別のド メ インのユーザーが SGD にログインする と きには、ユーザー名と して 
domain\username とい う形式を使用する必要があ り ます。 この形式を使用しない場
合は、 SGD は認証ド メ インを使ってユーザーを認証しよ う と し 、認証に失敗します。

注 - ユーザープロファ イルのド メ イン名 (--ntdomain) 属性は、 SGD のログインで
は使用されません。

SGD サーバーがド メ インコン ト ローラ とは異なるサブネッ トにある場合は、 ド メ イ
ンコン ト ローラの情報をハード コーディングする必要があ り ます。 91 ページの 「 別
のサブネッ ト上のド メ インコン ト ローラを指定する  方法 」 を参照して ください。
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▼ 別のサブネッ ト 上のド メ イ ンコント ローラ を指定する
方法

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中のアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む ) がないこ
とを確認して ください。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

2. SGD サーバーを停止します。

3. ド メ インコン ト ローラを設定します。

次のコマンドを実行します。

こ こで、 NTNAME はド メ インコン ト ローラの NetBIOS 名、 my.domain.name は
ド メ インコン ト ローラの DNS 名または IP アドレスです。

4. SGD サーバーを起動します。

認証のためのディ レク ト リサービスの
調整
この節では、ディ レク ト リサービスの設定を調整する方法について説明します。
この節は、次の ト ピッ クから構成されます。

■ 92 ページの 「 LDAP または Active Directory のログインのフ ィルタ リ ング 」

■ 95 ページの 「 LDAP 検出タイムアウ ト 」

■ 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」

■ 100 ページの 「 パスワードの有効期限 」

■ 101 ページの 「 LDAP のパスワード更新モード 」

■ 102 ページの 「 ホワイ ト リ ス ト 」

■ 101 ページの 「 サイ ト 」

■ 103 ページの 「 グローバルカタログのみの検索 」

# tarantella config edit \
--com.sco.tta.server.login.ntauth.NTAuthService.properties-authConfig \
authnbt=NTNAME
# tarantella config edit \
--com.sco.tta.server.login.ntauth.NTAuthService.properties-authConfig-append \
authserver=my.domain.name
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■ 104 ページの 「 接頭辞マッピング 」

■ 104 ページの 「 ド メ イン リ ス ト 」

■ 105 ページの 「 ルッ クアップキャ ッシュのタイムアウ ト 」

■ 105 ページの 「 LDAP 操作のタイムアウ ト 」

■ 106 ページの 「 Active Directory 認証と  LDAP 検出 」

LDAP または Active Directory のログインのフ ィ
ルタ リ ング

SGD にログインできるユーザーを制御した り 、ユーザーの識別に使用する属性を指
定した りする際は、 ログインフ ィルタを使用できます。 フ ィルタには、ユーザーログ
インフ ィルタ とグループログインフ ィルタの 2 つがあ り ます。

ログインフ ィルタは次の状況で設定するこ とをお勧めします。

■ ユーザーがログインできない。ユーザーを識別するための特定の属性をディ レク
ト リで使用できない場合、ユーザーは SGD にログインできないこ とがあ り ます。
この問題を解決するには、 SGD が追加属性を検索できるよ うにユーザーのログイ
ンフ ィルタを設定します。

■ ログインに時間がかかる 。 SGD はユーザーを識別する と きにいくつかの属性をチ
ェ ッ ク し 、ディ レク ト リが大きい場合はこれが原因でログインに時間がかかる可
能性があ り ます。少数の属性をチェッ クするよ うにユーザーログインフ ィルタを
変更するこ とによって、 ログイン時間を短縮できます。

■ ユーザーログインを制限する 。 SGD にログインできるユーザーを制限したい場合
は、グループログインフ ィルタまたはユーザーログインフ ィルタを設定します。

ユーザーログインフィ ルタ

SGD がユーザーの識別情報を設定するためにディ レク ト リ を検索する と きは常に、
ユーザーログインフ ィルタを使用してそのディ レク ト リのオブジェク トの属性をチェ
ッ ク します。

LDAP およびサードパーティー認証の場合は、次のログインフ ィルタが使用されます。

(|(cn=${name})(uid=${name})(mail=${name}))

Active Directory 認証の場合は、次のログインフ ィルタが使用されます。

(|(cn=${user})(sAMAccountName=${user})(userPrincipalName=
${user}@${domain})(userPrincipalName=${name})(mail=${name}))

これらのログインフ ィルタには、次の変数が含まれます。

■ ${name} – SGD ログインページでユーザーが入力する完全名
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■ ${user} – ユーザー名の記号 「 @ 」 の前の部分

■ ${domain} – ユーザー名の記号 「 @ 」 のあとの部分これは、サービスオブジェク
トのベース ド メ イン 、デフォル ト ド メ イン 、 または接頭辞マッピングの設定を使
用して、 SGD で生成されます。

ユーザーログインフ ィルタの変更方法については、 93 ページの 「 ユーザーログイン
フ ィルタを設定する方法 」 を参照して ください。

グループログインフィ ルタ

グループのメンバーシップをテス トする こ とによって、 SGD にログインできる  
LDAP または Active Directory ユーザーを制限するには、グループ検索フ ィルタを使
用します。グループのメンバーではないユーザーは、 SGD にログインできません。

フ ィルタを  SGD に適用する方法の詳細は、 94 ページの 「 グループログインフ ィルタ
を設定する方法 」 を参照して ください。

▼ ユーザーログインフィ ルタを設定する方法

アレイ内のプライマ リ  SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、お
よび実行中のアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン  ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ
ョ ンを含む ) がないこ とを確認して ください。

1. アレイのプライマ リ  SGD サーバーにスーパーユーザー (root) と してログインし
ます。

2. SGD サーバーを停止します。

3. ユーザーログインフ ィルタを設定します。

注意 - この手順で誤りがある と 、ユーザーがログインできなくなる可能性があり ます。

■ LDAP 認証およびサードパーティー認証では、次のコマンドを使用します。

# tarantella config edit \
--com.sco.tta.server.login.ldap.LdapLoginAuthority.properties-searchFilter filter
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■ Active Directory 認証では、次のコマンドを使用します。

たとえば、 uid および mail 属性のみを検索するよ うにユーザーログインフ ィル
タを設定するには、次のフ ィルタを使用します。

"(&(|(uid=\${name})(mail=\${name}))"

たとえば、 cn および mail 属性のみを検索した り 、営業部のユーザーに対しての
みログインを許可した りするよ うにユーザーログインフ ィルタを設定するには、
次のフ ィルタを使用します。

"(&(|(cn=\${name})(mail=\${name}))(department=sales))"

フ ィルタで変数を使用する場合は、 「 $Åv記号をバッ クスラ ッシュでエスケープ
する必要があ り ます。

4. SGD サーバーを起動します。

▼ グループログインフィ ルタを設定する方法

アレイ内のプライマ リ  SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、お
よび実行中のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン  ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ
ョ ンを含む ) がないこ とを確認して ください。

1. アレイのプライマ リ  SGD サーバーにスーパーユーザー (root) と してログインし
ます。

2. SGD サーバーを停止します。

3. グループログインフ ィルタを設定します。

注意 - この手順で誤りがある と 、ユーザーがログインできなくなる可能性があり ます。

グループログインフ ィルタを設定するには、次のコマンドを使用します。

group_dn は、 1 つ以上の LDAP グループです。

たとえば、 cn=sgdusers または cn=sgdadmins グループのメンバーであるユー
ザーからのログインのみを許可するには、次のコマンドを使用します。

# tarantella config edit \
--com.sco.tta.server.login.ADLoginAuthority.properties-searchFilter filter

# tarantella config edit \
--com.sco.tta.server.login.DSLoginFilter.properties-loginGroups group_dn ...

# tarantella config edit \
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4. SGD サーバーを起動します。

LDAP 検出タイムアウ ト

LDAP 検出タイムアウ トは、初期接続要求に対するディ レク ト リサーバー (LDAP ま
たは Active Directory) からの応答を  SGD が待機する時間を制御します。デフォル ト
値は 20 秒です。

SGD は ディ レク ト リサーバーとの接続を  2 回試みます。応答がない場合、 SGD は
別のディ レク ト リサーバーとの接続を試みます。すべてのディ レク ト リサーバーがタ
イムアウ トする と 、 SGD はユーザーを認証した り 、ユーザーにアプ リ ケーシ ョ ンを
割り当てた りできな くなる可能性があ り ます。

タイムアウ ト値を変更するには、次のコマンドを使用します。

Active Directory 認証では、 LDAP 検出タイムアウ トは KDC タイムアウ ト よ り も長
くなければな り ません。 62 ページの 「 KDC タイムアウ ト 」 を参照して ください。
たとえば、 KDC タイムアウ トが 10 秒で、再試行回数が 3 回の場合、 LDAP 検出タ
イムアウ ト を  35 秒 (3 x 10 秒 + 追加の 5 秒 ) に設定します。 KDC タイムアウ ト と  
LDAP 検出タイムアウ トの関係は保持して ください。 KDC タイムアウ ト を増やした
場合、 LDAP 検出タイムアウ ト も増やして ください。

サービスオブジェク トの使用法

サービスオブジェク トは、次の SGD 認証機構で使用されるディ レク ト リサービスの
設定のグループです。

■ Active Directory 認証。 54 ページの 「 Active Directory 認証 」 を参照してください
。

■ LDAP 認証。 66 ページの 「 LDAP 認証 」 を参照して ください。

■ LDAP リ ポジ ト リ検索を使用するサードパーティー認証。 76 ページの 「 サードパ
ーティーの認証 」 を参照して ください。

Active Directory 認証または LDAP 認証を有効にできます。同時に両方を有効にする
こ とはできません。

--com.sco.tta.server.login.DSLoginFilter.properties-loginGroups \
"cn=sgdusers,cn=groups,dc=example,dc=com" \
"cn=sgdadmins,cn=groups,dc=example,dc=com"

$ tarantella config edit --tarantella-config-ldap-timeout secs
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SGD Administration Console の 「 グローバル設定 」 → 「 Secure Global Desktop 認
証 」 タブの認証ウ ィザードを使用してこれらの認証機構のいずれかを有効にする と 、
SGD は自動的に generated とい うサービスオブジェク ト を作成します。 コマンド
行でこれらの認証機構のいずれかを有効にする と 、少な く と も  1 つのサービスオブジ
ェク ト を手動で作成する必要があ り ます。

サービスオブジェク トは、 SGD Administration Console の 「 グローバルオブジェク
ト 」 → 「 Service Objects 」 タブで作成および管理できます。 「 Service Objects List
」 の表には、 SGD アレイで使用可能なサービスオブジェク トが表示されます。

コマンド行では、 tarantella service コマンドを使用してサービスオブジェク
ト を作成および管理します。

サービスオブジェク トに関しては、次の点に留意して ください。

■ サービスオブジェク トにはタイプがある 。 これは、 LDAP タイプまたは Active 
Directory タイプのいずれかです。 タイプは、オブジェク ト を使用できる  SGD 認
証機構を制御します。 Active Directory サービスオブジェク トは、 Active 
Directory 機構でのみ使用されます。

■ サービスオブジェク トは有効または無効にできる 。サービスオブジェク トは、認
証に使用する前に有効にする必要があ り ます。通常、サービスオブジェク ト を無
効にするのは、ディ レク ト リサービスが一時的に使用できないこ とがわかってい
る場合、 または今後使用可能になるこ とがわかっている場合のみです。

■ サービスオブジェク トには位置がある 。  SGD では、 「 Service Objects List 」 の表
で指定された順に有効なサービスオブジェク トが使用されます。 リ ス ト内の 初
の有効なサービスオブジェク ト を使用して認証またはユーザー識別ができなかっ
た場合は、 リ ス ト内の次に有効なサービスオブジェク トが試されます。

Administration Console では、ディ レク ト リサーバーの URL 、ユーザー名とパスワ
ードなど 、サービスオブジェク ト で一般的に使用される設定のみを行う こ とができま
す。詳細は、 97 ページの 「 Active Directory サービスオブジェク ト を作成する方法
」 および 98 ページの 「 LDAP サービスオブジェク ト を作成する方法 」 を参照して く
ださい。

tarantella service new または tarantella service edit コマンドが含ま
れるコマンド行からのみ設定可能な、詳細なサービスオブジェク ト設定もあ り ます。

LDAP サービスオブジェク ト タ イプでの詳細設定は、次のとおりです。

■ 100 ページの 「 パスワードの有効期限 」

■ 101 ページの 「 LDAP のパスワード更新モード 」

■ 105 ページの 「 ルッ クアップキャ ッシュのタイムアウ ト 」

■ 105 ページの 「 LDAP 操作のタイムアウ ト 」

AD サービスオブジェク ト タ イプでの詳細設定は、次のとおりです。

■ 100 ページの 「 パスワードの有効期限 」

■ 101 ページの 「 サイ ト 」
96 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



■ 102 ページの 「 ホワイ ト リ ス ト 」

■ 103 ページの 「 ブラ ッ ク リ ス ト 」

■ 103 ページの 「 グローバルカタログのみの検索 」

■ 104 ページの 「 接頭辞マッピング 」

■ 104 ページの 「 ド メ イン リ ス ト 」

■ 105 ページの 「 ルッ クアップキャ ッシュのタイムアウ ト 」

■ 105 ページの 「 LDAP 操作のタイムアウ ト 」

▼ Active Directory サービスオブジェク ト を作成する方法

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 Service Objects 」 タブを
表示します。

2. 「 Service Objects List 」 の表で、 「 新規作成 」 ボタンをク リ ッ ク します。

「 Create New Service Object 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

3. 「 名前 」 フ ィールドに、サービスオブジェク トの名前を入力します。

一度作成したサービスオブジェク トの名前は変更できません。名前で使用できる
のは、小文字、数字、 または 「 _ 」 および 「 - 」 の文字のみです。

4. 「 Type 」 の 「 Active Directory 」 オプシ ョ ンを選択します。

一度作成したサービスオブジェク トのタイプは変更できません。

5. ( 省略可能 ) 「 有効 」 チェ ッ クボッ クスを選択解除します。

サービスオブジェク トは、 SGD で使用される前に有効にする必要があ り ます。
サービスオブジェク トは、使用する準備ができているこ とを確認してから 、
有効にします。

6. 「 URL 」 フ ィールドに Active Directory フォレス トの URL を入力します。

たとえば、 ad://example.com のよ うに入力します。

URL は、 ad:// で始まる必要があ り ます。入力できる  URL は 1 つだけです。

URL は一意である必要があ り ます。異なるサービスオブジェク ト で同じ  URL を
使用するこ とはできません。

URL への接続をテス トするには、 「 テス ト 」 ボタンを使用します。

7. Active Directory へのセキュ リ テ ィー保護された接続を設定します。

■ セキュ リ テ ィー保護された接続のために Kerberos プロ ト コルのみを使用する
には – 「 接続のセキュ リ テ ィー 」 の Kerberos オプシ ョ ンを選択し 、 「 User 
Name 」 および 「 Password 」 フ ィールドにユーザー名とパスワードを入力し
ます。  
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注 - デフォルト では、 Kerberos オプシ ョ ンが選択されています。

■ セキュ リ テ ィー保護された接続のために Kerberos および SSL を使用するには 
– 「 接続のセキュ リ テ ィー 」 の SSL オプシ ョ ンを選択し 、 「 User Name 」 およ
び 「 Password 」 フ ィールドにユーザー名とパスワードを入力します。  

■ セキュ リ テ ィー保護された接続に Kerberos 、 SSL 、およびク ラ イアン ト証明書
を使用するには – 「 接続のセキュ リ テ ィー 」 の SSL オプシ ョ ンを選択し 、 「 証
明書を使用する 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。  

SSL 接続を使用するために必要な追加の設定の詳細は、 58 ページの 「 Active 
Directory への SSL 接続 」 を参照して ください。

ユーザー名を入力する場合、ユーザー名は user@example.com の形式にします。
ユーザー名から ド メ イン名を省略する場合、 SGD は、 「 URL 」 、 「 Base 
Domain 」 、および 「 Default Domain 」 フ ィールドの情報を使用してド メ インを
取得します。ユーザーは、 Active Directory でユーザー情報を検索する権限が必
要です。

8. ( 省略可能 ) 「 Base Domain 」 フ ィールドに、 ド メ インの一部の名前を入力し
ます。

「 Base Domain 」 は、 ログイン時にド メ インの一部だけが入力された場合に使用
されます。たとえば、ベースド メ インが example.com に設定されている と きに、
ユーザーが rouge@west とい うユーザー名でログインした場合、 SGD はユーザ
ーを  rouge@west.example.com と して認証しよ う と します。

9. ( 省略可能 ) Active Directory の 「 Default Domain 」 フ ィールドに、 ド メ イン名
を入力します。

「 Default Domain 」 は、ユーザーがログイン時にド メ インを入力しなかった場合
に使用されます。たとえば、デフォル ト ド メ インが east.example.com に設定
されている と きに、ユーザーが rouge とい うユーザー名でログインした場合、
SGD はユーザーを  rouge@east.example.com と して認証しよ う と します。

10. 「 作成 」 ボタンをク リ ッ ク します。

「 Create New Service Object 」 ウ ィ ン ド ウが閉じ 、サービスオブジェク トのエン
ト リが 「 Service Objects 」 タブの 後の位置にある 「 Service Objects List 」 の表
の一番下に追加されます。

11. 「 上に移動 」 および 「 下に移動 」 ボタンを使用して、表内のサービスオブジェク
トの位置を変更します。

SGD では、表示されている順に有効なサービスオブジェク トが使用されます。

▼ LDAP サービスオブジェク ト を作成する方法

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 Service Objects 」 タブを
表示します。
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2. 「 Service Objects List 」 の表で、 「 新規作成 」 ボタンをク リ ッ ク します。

「 Create New Service Object 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。  

3. 「 名前 」 フ ィールドに、サービスオブジェク トの名前を入力します。

一度作成したサービスオブジェク トの名前は変更できません。名前で使用できる
のは、小文字、数字、 または 「 _ 」 および 「 - 」 の文字のみです。

4. 「 Type 」 で 、 「 LDAP 」 オプシ ョ ンを選択します。

LDAP 認証で Microsoft Active Directory サーバーを使用している場合でも 、 この
オプシ ョ ンを選択して ください。

一度作成したサービスオブジェク トのタイプは変更できません。

5. ( 省略可能 ) 「 有効 」 チェ ッ クボッ クスを選択解除します。

サービスオブジェク トは、 SGD で使用される前に有効にする必要があ り ます。サ
ービスオブジェク トは、使用する準備ができているこ とを確認してから 、有効に
します。

6. 「 URL 」 フ ィールドに、 1 つ以上の LDAP ディ レク ト リサーバーの URL を入力
します。

たとえば、 ldap://melbourne.example.com のよ うに入力します。

複数の URL を入力する場合は、各 URL をセ ミ コロン  (;) で区切り ます。

SGD では、一覧表示されている順に URL が使用されます。 リ ス ト内の 初の 
LDAP ディ レク ト リサーバーを使用できない場合に、次の LDAP ディ レク ト リサ
ーバーの使用が試みられます。

LDAP ディレク ト リサーバーへのセキュ リティー保護された接続を使用するには、
ldaps:// URL を入力します。

LDAP サービスオブジェク トに対して設定する  URL は、 ldap:// または 
ldaps:// のいずれかの、すべて同じタイプである必要があ り ます。 ldap:// の 
URL と  ldaps:// の URL を組み合わせて使用するこ とはできません。

LDAP ディ レク ト リサーバーが非標準ポート を使用する場合は、そのポート番号
を  URL に含める必要があ り ます。たとえば、
ldap://melbourne.example.com:5678 のよ うに指定します。非標準ポート を
使用しない場合、ポート番号は省略できます。

検索ベース と して使用する  DN を指定できます。たとえば、
ldap://melbourne.example.com/dc=example,dc=com のよ うに指定します。
これによ り 、ユーザー識別情報の検索に使用する  LDAP ディ レク ト リの一部が指
定されます。

URL は一意である必要があ り ます。異なるサービスオブジェク ト で同じ  URL を
使用するこ とはできません。

URL への接続をテス トするには、 「 テス ト 」 ボタンを使用します。
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7. 「 User Name 」 および 「 Password 」 フ ィールドに LDAP ユーザーの詳細情報
を入力します。

ユーザー名は、ユーザーの DN にする必要があ り ます。たとえば、 cn=
sgd-user,cn=Users,dc=example,dc=com のよ うに指定します。 これは管理
者バインド  DN です。詳細は 69 ページの 「 LDAP のバインド  DN とパスワード
の変更 」 を参照して ください。

入力できるユーザー名とパスワードは 1 組だけであるため、 このユーザーが 「
URL 」 フ ィールドに記載されたすべての LDAP ディ レク ト リサーバーを検索でき
る必要があ り ます。

ディ レク ト リサーバーで匿名バインドがサポート される場合、ユーザー名とパス
ワードは省略できます。匿名バインドを使用するには、ユーザーデータに対して 
LDAP クエ リーを実行できる必要があ り ます。

8. 「 作成 」 ボタンをク リ ッ ク します。

「 Create New Service Object 」 ウ ィ ン ド ウが閉じ 、サービスオブジェク トのエン
ト リが 「 Service Objects 」 タブの 後の位置にある 「 Service Objects List 」 の表
の一番下に追加されます。

9. 「 上に移動 」 および 「 下に移動 」 ボタンを使用して、表内のサービスオブジェク
トの位置を変更します。

SGD では、表示されている順に有効なサービスオブジェク トが使用されます。

パスワードの有効期限

次の情報は、 LDAP および Active Directory サービスオブジェク ト タイプに適用さ
れます。 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」 を参照して ください。

SGD は、ユーザーのパスワードの有効期限切れに次の方法で対応できます。

■ Web ト ップに警告メ ッセージを表示し 、パスワードの有効期限が近付いているこ
とをユーザーに通知する

■ 認証を拒否し 、次回のログイン時にパスワードの リセッ ト をユーザーに強制し
ます。

パスワードの有効期限機能は、デフォル トでは無効になっています。

認証およびパスワードの有効期限に関する重要な情報については、 61 ページの 「
Active Directory パスワードの有効期限 」 および 69 ページの 「 LDAP のバインド  
DN とパスワードの変更 」 を参照して ください。

パスワードの有効期限機能は、サービスオブジェク ト ご とに別々に設定します。たと
えば、 mainldap サービスオブジェク トに対して LDAP パスワードの有効期限機能
を有効にするには、次のコマンドを使用します。

$ tarantella service edit --name mainldap --check-pwd-policy 1
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この設定によ り 、パスワードの有効期限が切れる前の 7 日間、 Web ト ップ上に警告
メ ッセージが表示されます。パスワードの有効期限が切れる前日、 SGD はパスワー
ドの変更をユーザーに強制します。 これらはデフォルトです。

パスワードの有効期限機能が有効にするタイ ミ ングは制御できます。次の例では、
mainldap サービスオブジェク トに対してパスワードの有効期限機能が有効になって
います。 SGD は、パスワードの有効期限が切れる前の 14 日間 (1209600 秒 ) 、警告
メ ッセージを表示するよ うに設定されており 、ユーザーは、有効期限が切れる前の 3 
日間 (259200 秒 ) 、パスワードの変更を強制されます。

LDAP のパスワード更新モード

次の情報は、 LDAP サービスオブジェク ト タイプにのみ適用されます。 95 ページの
「 サービスオブジェク トの使用法 」 を参照して ください。

デフォル トでは、 SGD は LDAP ユーザーと してバインドを実行するこ とによってパ
スワードの変更を実行します。詳細については、 69 ページの 「 LDAP のバインド  
DN とパスワードの変更 」 を参照して ください。

パスワードの更新モードは、 LDAP サービスオブジェク ト ご とに別々に設定できま
す。たとえば、 mainldap サービスオブジェク トに対して管理者バインドを使用す
るには、次のコマンドを使用します。

サイ ト

次の情報は、 Active Directory サービスオブジェク ト タ イプにのみ適用されます。
95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」 を参照して ください。

Active Directory のサイ トオブジェ ク トは、サブネッ ト を含むオブジェク トです。

サービスオブジェク トに対してサイ ト認識が有効な場合、 SGD はグローバルカタロ
グに接続するこ とによってサイ ト情報を自動的に検出しよ う と します。 また、サービ
スオブジェク トに対して独自のサイ ト名を設定するこ と もできます。

SGD にサイ ト情報がある場合、 SGD は、そのサイ トに適切な Active Directory サー
バーに対してのみ、 クエ リーを実行します。

$ tarantella service edit --name mainldap --check-pwd-policy 1 \
--pwd-expiry-warn-threshold 1209600 \
--pwd-expiry-fail-threshold 259200

$ tarantella service edit --name mainldap
--password-update-mode ldapadmin
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注意 - ホワイ ト リ ス ト を設定する場合、サービスオブジェク トのサイ ト設定は無視さ
れます。詳細は、 102 ページの 「 ホワイ ト リ ス ト 」 を参照して ください。

サイ トの使用方法については、 106 ページの 「 Active Directory 認証と  LDAP 検出 」
を参照して ください。

サイ トは、サービスオブジェク ト ご とに別々に設定できます。たとえば、 east サー
ビスオブジェク トに対してサイ ト認識を有効にするには、次のコマンドを使用します。

たとえば、 east サービスオブジェク トに対して boston とい うサイ ト名を設定する
には、次のコマンドを使用します。

ホワイ ト リ ス ト

次の情報は、 Active Directory サービスオブジェク ト タ イプにのみ適用されます。
95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」 を参照して ください。

ホワイ ト リ ス トは、 LDAP クエ リーで常に使用されるグローバルカタログサーバー
のリ ス トです。ホワイ ト リ ス ト に含まれるサーバーのみが LDAP クエ リーで使用さ
れます。

注意 - ホワイ ト リ ス ト を設定する場合、サービスオブジェク トのサイ ト設定は無視さ
れます。詳細は、 101 ページの 「 サイ ト 」 を参照して ください。

ホワイ ト リ ス トのサーバーの順序は重要です。 SGD は、 リ ス ト内の 初のサーバー
に接続できない場合、次のサーバーへの接続を試みます。

ホワイ ト リ ス トの使用方法については、 106 ページの 「 Active Directory 認証と  
LDAP 検出 」 を参照して ください。

ホワイ ト リ ス トは、サービスオブジェク ト ご とに別々に設定できます。たとえば、
east サービスオブジェク トに対してホワイ ト リ ス ト を設定するには、次のコマンド
を使用します。

$ tarantella service edit --name east --site-aware 1

$ tarantella service edit --name east --site-aware 1 --site-name boston

$ tarantella service edit --name east --white-list \
"good1.east.example.com" "good2.east.example.com"
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ブラ ッ ク リ ス ト

次の情報は、 Active Directory サービスオブジェク ト タ イプにのみ適用されます。
95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」 を参照して ください。

ブラ ッ ク リ ス トは、サーバーが一時的に使用できないなどの理由から 、 LDAP クエ
リーで決して使用されない Active Directory サーバーのリ ス トです。ブラ ッ ク リ ス ト
は、サイ トやホワイ ト リ ス ト などの他の設定を置き換えます。

ブラ ッ ク リ ス トは、サービスオブジェク ト ご とに別々に設定できます。たとえば、
east サービスオブジェク トに対してブラ ッ ク リ ス ト を設定するには、次のコマンド
を使用します。

グローバルカタログのみの検索

次の情報は、 Active Directory サービスオブジェク ト タ イプにのみ適用されます。
95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」 を参照して ください。

SGD は、 Active Directory からユーザー情報を検索する際、デフォル トでユーザー
のド メ インのド メ インコン ト ローラを使用します。

ド メ インコン ト ローラにはユーザー情報のもっと も完全かつ信頼性の高いソースが含
まれていますが、 SGD はド メ インコン ト ローラ とグローバルカタログの両方への接
続を管理する必要があるため、 タイムアウ トや遅延時間が長くなる可能性があ り ます
。その代わりに、ユーザー情報をグローバルカタログからのみ検索するよ うに SGD 
を設定できます。

注意 - このオプシ ョ ンを有効にした場合、 SGD はユーザーの 「 Password Last Set
」 属性にアクセスできないため、サービスオブジェク トのパスワードの有効期限オプ
シ ョ ンは使用できません。詳細については、 100 ページの 「 パスワードの有効期限 」
を参照して ください。 また、 SGD はド メ インのローカルセキュ リ テ ィーのグループ
情報にアクセスできないため、グループ情報へのアクセスが減少します。

このオプシ ョ ンの使用方法については、 106 ページの 「 Active Directory 認証と  
LDAP 検出 」 を参照して ください。

グローバルカタログのみを検索するかど うかは、サービスオブジェク ト ご とに別々に
設定できます。たとえば、 east サービスオブジェク トに対してグローバルカタログ
のみの検索を有効にするには、次のコマンドを使用します。

$ tarantella service edit --name east --black-list \
"bad1.east.example.com" "bad2.east.example.com"

$ tarantella service edit --name east --ad-alwaysusegc 1
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このコマンドを実行したあとで、 LDAP データのキャ ッシュをフラ ッシュする必要
があ り ます。アレイ内のすべての SGD サーバーで、 スーパーユーザー (root) と して
次のコマンドを実行します。

接頭辞マッピング

次の情報は、 Active Directory サービスオブジェク ト タ イプにのみ適用されます。
95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」 を参照して ください。

接頭辞マッピングによ り 、ユーザーが入力したド メ インタイプを認証ド メ インに再マ
ッピングするこ とができます。

接頭辞マッピングは、サービスオブジェク ト ご とに別々に設定できます。たとえば、
east サービスオブジェク トに対して接頭辞マッピングを設定するには、次のコマン
ドを使用します。

各接頭辞マッピングには suffix=domain とい う形式があ り ます。複数のマッピン
グがある場合は、各マッピングをスペースで区切り ます。

ド メ イン リ ス ト

次の情報は、 Active Directory サービスオブジェク ト タ イプにのみ適用されます。
95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」 を参照して ください。

SGD が起動する と 、設定済みの Active Directory フォレス トに接続され、必要な個
々のド メ インにのみ接続されます。場合によっては、 SGD がド メ インへの接続を確
立している間にユーザーがログインする と 、そのユーザーに対して遅延が発生するこ
とがあ り ます。 SGD が起動したと きに接続する ド メ インの リ ス ト を  SGD に提供す
るこ とによって 、パフォーマンスが向上する可能性があ り ます。

ド メ イン リ ス トは、サービスオブジェク ト ご とに別々に設定できます。たとえば、
east サービスオブジェク トに対してド メ イン リ ス ト を設定するには、次のコマンド
を使用します。

複数のド メ インがある場合は、各ド メ イン名をスペースで区切り ます。

# tarantella cache --flush all

$ tarantella service edit --name east --suffix-mappings \
"test.east.example.com=east.example.com"

$ tarantella service edit --name east --domain-list \
"boston.east.example.com" "cambridge.east.example.com"
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ド メ イン リ ス トによって認証に使用される  Active Directory ド メ インが制限されるこ
とはあ り ません。

ルッ クアップキャ ッシュのタイムアウ ト

次の情報は、 LDAP および Active Directory サービスオブジェク ト タイプに適用さ
れます。 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」 を参照して ください。

ルッ クアップキャ ッシュのタイムアウ トは、ユーザーのログイン後、 SGD が LDAP 
ユーザーデータを保持する期間を制御します。デフォル トは 1200 秒 (20 分 ) です。

LDAP データがそれほど頻繁に変更されない場合は、 このタイムアウ ト を増やすこ と
をお勧めします。

ルッ クアップキャ ッシュのタイムアウ トは、サービスオブジェク ト ご とに別々に設定
できます。たとえば、 east サービスオブジェク トに対してルッ クアップキャ ッシュ
のタイムアウ ト を設定するには、次のコマンドを使用します。

LDAP 操作のタイムアウ ト

次の情報は、 LDAP および Active Directory サービスオブジェク ト タイプに適用さ
れます。 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」 を参照して ください。

LDAP ディ レク ト リサーバーまたは Active Directory サーバーの LDAP 検索に時間
がかかる場合のために、 LDAP タイムアウ ト を設定できます。 LDAP タイムアウ ト
は、データ要求などの LDAP 操作に対するディ レク ト リサーバーからの応答を  SGD 
が待機する時間を制御します。デフォル ト値は 20 秒です。  

SGD は ディ レク ト リサーバーとの接続を  2 回試みます。応答がない場合、 SGD は
リ ス ト内の別のディ レク ト リサーバーを試みます。 Active Directory サービスオブジ
ェク トの場合、サーバーの SGD 接続については、 106 ページの 「 Active Directory 
認証と  LDAP 検出 」 を参照して ください。 LDAP サービスオブジェク トの場合、
LDAP サーバーのリ ス トはサービスオブジェク トに対して設定された URL に基づい
ています。

すべてのディ レク ト リサーバーがタイムアウ トする と 、 SGD はユーザーを認証した
り 、 LDAP を使用してアプ リ ケーシ ョ ンを割り当てた りできな くなる可能性があ り
ます。

$ tarantella service edit --name east --lookupcache-timeout secs
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LDAP 操作のタイムアウ トは、サービスオブジェク ト ご とに別々に設定できます。た
とえば、 east サービスオブジェク トに対してタイムアウ ト を設定するには、次のコ
マンドを使用します。

Active Directory 認証と  LDAP 検出

Active Directory 認証で、 Kerberos を使用してユーザーが認証される と 、 SGD は 
Active Directory の LDAP 検索を実行して、ユーザー識別情報や他のユーザー情報を
設定します。デフォルトでは、 SGD は次の手順を実行して LDAP 情報を検出します。

1. グローバルカタログの DNS 検索。 SGD は、サービスオブジェク トに対して設定
された URL を使用して DNS 検索を実行して、 フォレス トのグローバルカタログ
サーバーのリ ス ト を取得します。

2. グローバルカタログに対する  LDAP クエ リー。 SGD は、グローバルカタログに
対して LDAP クエ リーを実行して、ユーザー識別情報を設定します。

SGD は、 DNS 検索から返された順に、グローバルカタログサーバーに対してク
エ リーを実行します。 SGD は、 初のグローバルカタログに接続できない場合、
リ ス ト内の次のグローバルカタログへの接続を試みます。

3. ド メ インコン ト ローラの DNS 検索。 SGD は、ユーザーのド メ インのド メ インコ
ン ト ローラに対して、 DNS 検索を実行します。

この検索に使用される ド メ インは、ユーザーがログイン時に入力したド メ イン 、
またはデフォル トのド メ インおよびサービスオブジェク トに対して設定されたベ
ース ド メ インを使用して構築されたド メ インのいずれかです。

4. ド メ インコン ト ローラに対する  LDAP クエ リー。 SGD は、 ド メ インコン ト ロー
ラに対して LDAP クエ リーを実行して、グループのメンバーシップなど 、ユーザ
ーの属性一式を設定します。  

SGD は、 DNS 検索から返された順に、 ド メ インコン ト ローラに対してクエ リー
を実行します。 SGD は、 初のド メ インコン ト ローラに接続できない場合、
リ ス ト内の次のド メ インコン ト ローラへの接続を試みます。

$ tarantella service edit --name east --operation-timeout secs
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サービスオブジェク トの設定が、 LDAP 情報の検出に重大な影響を与える可能性が
あ り ます。 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」 を参照して ください。次
の表は、 SGD によって実行される手順に対するサービスオブジェク トの影響をま と
めたものです。

サービスオブジェク ト

設定オプシ ョ ン 実行される手順 注

ホワイ ト リ ス ト 2, 3, 4 LDAP クエ リーは、ホワイ ト リ ス ト内のグローバルカタログに対しての
み実行されます。

グローバルカタログ
の検索

1, 2 DNS 検索と  LDAP クエ リーは、グローバルカタログに対してのみ実行
されます。

ド メ インコン ト ローラに対して実行される操作はあ り ません。

ホワイ ト リ ス ト

グローバルカタログ
の検索

2 LDAP クエ リーは、ホワイ ト リ ス ト内のグローバルカタログに対しての
み実行されます。

ド メ インコン ト ローラに対して実行される操作はあ り ません。

サイ ト認識

サイ ト名

1, 2, 3, 4 DNS 検索は、設定されたサイ トのグローバルカタログと ド メ インコン ト
ローラに対してのみ実行されます。

サイ ト認識

サイ ト名

グローバルカタログ
の検索

1, 2 DNS 検索は、設定されたサイ トのグローバルカタログに対してのみ実行
されます。

ド メ インコン ト ローラに対して実行される操作はあ り ません。

サイ ト認識 1, 2, 3, 4 SGD は、 さ らに DNS 検索を実行してグローバルカタログの リ ス ト を取
得し 、グローバルカタログに対して LDAP ping を実行してサイ ト名を
検出します。

DNS 検索は、検出されたサイ トのグローバルカタログと ド メ インコン ト
ローラに対してのみ実行されます。

サイ ト認識

グローバルカタログ
の検索

1, 2 SGD は、 さ らに DNS 検索を実行してグローバルカタログの リ ス ト を取
得し 、グローバルカタログに対して LDAP ping を実行してサイ ト名を
検出します。

DNS 検索は、検出されたサイ トのグローバルカタログに対してのみ実行
されます。

ド メ インコン ト ローラに対して実行される操作はあ り ません。
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Secure Global Desktop 認証の ト ラブル
シューティング
SGD へのユーザーのログイン時に発生する問題を解決する場合は、 この節の情報を
参照して ください。 この節の内容は、次のとおりです。

■ 108 ページの 「 認証の問題に使用するログフ ィルタの設定 」

■ 109 ページの 「 ログインに失敗したユーザーの SGD へのアクセスの拒否 」

■ 110 ページの 「 どの SGD サーバーにもログインできない 」

■ 111 ページの 「 ゲス トユーザー用の共有アカウン トの使用 」

■ 111 ページの 「 セキュ リ テ ィーが有効な場合に、 Solaris OS ユーザーがログインで
きない 」

■ 112 ページの 「 ユーザーがログインしよ う とする とユーザー名にあいまい性がある
こ とを示すダイアログが表示される場合 」

認証の問題に使用するログフ ィルタの設定

Secure Global Desktop 認証に関する問題を診断する場合は、次の表に示すログフ
ィルタの 1 つまたは複数を使って詳細な情報を取得します。

ログフ ィルタの設定については、 415 ページの 「 ログフ ィルタを使用した SGD サー
バーの ト ラブルシューティ ング 」 を参照して ください。

ログフ ィルタ 目的

server/directoryservices/* ディ レク ト リサービスを使用する認証機構に関する情報です。

Active Directory 、 LDAP 、およびサードパーティー認証に適用されます。

server/login/* ユーザーがログインを試みたと きの処理に関する情報です。

すべての認証機構に適用されます。

server/securid/* RSA Authentication Manager への接続に関する情報です。

SecurID 認証に適用されます。
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ログインに失敗したユーザーの SGD へのアクセス
の拒否

SGD 管理者は、 ログイン失敗ハンド ラを有効にして、 ログインに 3 回失敗したユー
ザーの SGD へのアクセスが拒否されるよ うにできます。 109 ページの 「 ログイン失
敗ハンド ラを有効にする方法 」 を参照して ください。 この追加のセキュ リ テ ィー対策
は、ユーザー独自のユーザープロファ イルオブジェク トがローカルリポジ ト リに格納
されている場合にだけ有効です。 System Objects 組織のデフォルトのプロファ イル
オブジェク トには効果があ り ません。詳細は、 を参照して ください。

ログイン試行回数は設定可能です。 109 ページの 「 ログインの試行回数を変更する方
法 」 を参照して ください。デフォル トでは、ユーザーは 3 回試行できます。 ログイン
試行回数は、各 SGD サーバー固有な値であ り 、アレイ全体にはコピーされません。
特定のサーバーでログイン制限に到達したと きにだけ、アレイ全体でアクセスを拒否
されます。たとえば、各 SGD サーバーでログインの試行は 2 回まで許可されます。
特定のサーバーへのログイン失敗数が 3 回目になったと きに、はじめてアレイの他の
メンバーへのアクセスが拒否されます。

アクセスを拒否される場合は、 SGD へのアクセスだけが拒否されます。 SGD がイ
ンス トールされているホス トへのアクセスは拒否されません。

SGD へのアクセスを拒否されたユーザーについては、 Administration Console のそ
のユーザープロファ イルオブジェク トの 「 一般 」 タブで、 「 ログイン 」 チェ ッ クボッ
クスが選択解除されます (--enabled false) 。 このユーザーにも う一度アクセス権
を付与するには、 このチェ ッ クボッ クスを再び選択します (--enabled true) 。

セキュ リ テ ィー上の理由から 、ユーザーのアカウン トが無効になっているこ とを示す
メ ッセージは表示されません。代わりに、不正なパスワードを入力した場合と同じ メ
ッセージが表示されます。

▼ ログイン失敗ハンド ラ を有効にする方法

ログイン失敗ハンド ラの有効化は、 コマンド行からのみ行う こ とができます。

● 次のコマンドを使用します。

▼ ログインの試行回数を変更する方法

アレイ内の SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中
のアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン  ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む
) がないこ とを確認して ください。

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-components-loginfailurehandler 1 \
--tarantella-config-components-loginfailurefilter 1
第 2 章 ユーザー認証 109



1. プライマ リ  SGD サーバーにスーパーユーザー (root) と してログインします。

2. プライマ リ  SGD サーバーを停止します。

3. ログインの試行回数を設定します。  

次のコマンドを使用します。

4. プライマ リ  SGD サーバーを起動します。

5. すべてのセカンダ リ  SGD サーバーをウォーム リ スタート します。

次のコマンドを使用します。

どの SGD サーバーにもログインできない

すべてのユーザー (UNIX システムの root ユーザーを含む ) がどの SGD サーバーに
もログインできない場合は、次のどちらかが原因である可能性があ り ます。

■ すべての認証機構が無効になっている

■ すべての SGD サーバーへのユーザーログインが無効になっている

すべての認証機構が無効になっているかど うかを確認するには、次のコマンドを使用
します。

すべての認証機構が無効になっている場合は、次のよ うに、 コマンド行から  UNIX 
システム認証機構を有効にします。

UNIX システム認証機構を有効にする と 、ユーザー名 「 Administrator 」 と  UNIX シ
ステムの root ユーザーのパスワードを使って Administration Console にログインで
きます。その後、認証を再設定できます。

ユーザーログインが SGD サーバーに対して無効になっているかど うかを確認するに
は、次のコマンドを使用します。

# tarantella config edit \
--com.sco.tta.server.login.LoginFailureHandler.properties-attemptsallowed num

# tarantella restart sgd --warm

$ tarantella config list | grep login

$ tarantella config edit --login-ens 1

$ tarantella config list --server serv... --server-login
110 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



すべての SGD サーバーへのユーザーログインが無効になっている場合は、次のコマ
ンドを使用してユーザーログインを有効にします。

ゲス ト ユーザー用の共有アカウン トの使用

SGD では、ゲス トユーザー用のアカウン ト を共有する場合のよ うに、複数のユーザ
ーが同一のユーザー名とパスワードを使用してログインできます。

注 - 匿名ユーザーは常に共有アカウン ト を使用しているものと して処理されます。
64 ページの 「 匿名ユーザーの認証 」 を参照して ください。

ユーザープロファ イルオブジェク ト を共有するユーザーは、同じアプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバーパスワードを共有します。ゲス トユーザーは、パスワードキャ ッシュでエン ト
リ を追加した り変更した りする こ とはできません。つま り 、 SGD 管理者にキャ ッシ
ュ されたアプ リ ケーシ ョ ンサーバーパスワードがないかぎ り 、ゲス トユーザーはアプ
リ ケーシ ョ ンを起動するたびにパスワードの入力を要求されます。ゲス トユーザー用
のアプリ ケーシ ョ ンサーバーパスワードを管理するには、 Administration Console 
または tarantella passcache コマンドを使用します。

▼ ユーザー間でユーザープロファ イルを共有する方法

1. Administration Console で、 「 ユーザープロファ イル 」 タブに移動します。

2. 共有するユーザープロファ イルを選択します。  

「 一般 」 タブが表示されます。

3. 「 ログイン 」 の 「 複数 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

4. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

セキュ リ テ ィーが有効な場合に、 Solaris OS ユー
ザーがログインできない

SGD セキュ リ テ ィーサービスが有効な状態で、 Solaris OS ク ラ イアン トデバイスの
ユーザーが SGD サーバーにログインできない場合は、 /dev/random デバイスがク
ラ イアン トデバイス上に存在するこ とを確認して ください。

$ tarantella config edit --array --server-login 1
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SGD セキュ リ テ ィーサービスには /dev/random デバイスが必要です。 このデバイ
スが存在しない場合は、 このデバイスを含む Solaris OS パッチをインス トールして く
ださい。

ユーザーがログインしよ う とする とユーザー名に
あいまい性があるこ とを示すダイアログが表示さ
れる場合

ユーザー名にあいまい性があるこ とを示すダイアログが表示されるのは、人物オブジ
ェク トの属性を共有していて、同じパスワードを使用しているユーザーに限られます。

たとえば、 John Smith とい う名前を持つユーザー (cn=John Smith) が 2 人いて、同
じパスワードを選択している と します。 これらのユーザーの電子メールアドレス とユ
ーザー名は異なっています。 これらのユーザーが John Smith の名前を使用してログ
インする と 、ユーザー名にあいまい性があるこ とを示すダイアログが表示され、電子
メールアドレスまたはユーザー名のどちらかを入力するよ う要求されます。 このダイ
アログが表示されるのは、提供された資格情報が複数のユーザーに一致するためです。
電子メールアドレスまたはユーザー名を使用してログインした場合は、 ログインが許
可されます。

ユーザー名にあいまい性があるこ とを示すダイアログが表示されるのは、 ローカルリ
ポジ ト リ内のユーザー ID を検索する  LDAP 認証または UNIX システム認証を使用し
ている場合だけです。

この問題を解決するには、ユーザーのパスワードが一意になるよ うにして ください。
あるいは、一意の属性を持つよ うにユーザープロファ イルを設定して ください。
SGD は、名前 (--name) 、 ログイン名 (--user) 、および電子メールアドレス  
(--email) を使用してユーザーを識別し 、ユーザーのあいまい性を排除しています。
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第 3 章

ユーザーへのアプリ ケーシ ョ ンの
公開

この章では、組織階層を使用して Oracle Secure Global Desktop (SGD) ユーザーを管
理し 、アプ リ ケーシ ョ ンへのアクセスを許可する方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 113 ページの 「 組織とオブジェク ト 」

■ 131 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの公開 」

組織とオブジェク ト
SGD は、ディ レク ト リサービスの原則に基づいて構築されています。ユーザー、ア
プ リ ケーシ ョ ン 、およびアプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、ディ レク ト リ内のオブジェク
トで表現されます。 これらのオブジェク トは、組織を表現する組織階層に構造化され
ます。

組織階層は、 ト ップレベルのディ レク ト リ オブジェ ク ト  ( 通常は組織オブジェク ト ) 
から始ま り ます。ほかのディ レク ト リ オブジェク ト  ( 組織単位 (OU) など ) は、組織
階層を分割するために使用できるコンテナです。グループオブジェク ト を作成するこ
とができます。グループオブジェク トはコンテナではあ り ません。グループには、
組織階層のほかの部分に存在するオブジェク トである メ ンバーが含まれています。

また、 SGD にも 、ユーザー、アプ リ ケーシ ョ ン 、およびアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
を表現するためのさまざまなオブジェク ト タ イプがあ り ます。

各オブジェク トには、属性と呼ばれるいくつかの設定があ り ます。たとえば、アプ リ
ケーシ ョ ンオブジェク トには、ユーザーに表示するアイコンの名前である 「 アイコン
」 属性があ り ます。
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SGD オブジェク ト と 、各オブジェク ト で使用される属性は、一般的に使用されてい
る  LDAP Version 3 スキーマに基づいています。 SGD 機能をサポートするために、
これらのオブジェク トは標準的な方法を使用して拡張されています。 LDAP スキー
マの詳細については、
RFC 2256 (http://www.faqs.org/rfcs/rfc2256.html) を参照してください。

SGD は、 ローカルリ ポジ ト リ を使用して、組織階層内にすべてのオブジェク ト を格
納します。各オブジェク トは、属性名を接頭辞と して使用するこ とで ( たとえば、
ou=Sales) 、同じコンテナ内のほかのオブジェク トから区別されます。 この属性は、
名前属性または相対識別名 (RDN) と呼ばれます。同じコンテナ内の 2 つのオブジェ
ク トが同じ  RDN を持つこ とはできません。階層の ト ップレベルからのすべての 
RDN を含むオブジェク トの完全な名前が識別名 (DN) ( たとえば、 o=example/ou=
Sales) です。 DN は、オブジェク ト を一意に識別する名前です。

SGD のオブジェク ト名は、 ファ イルシステムのパス と同様の形式で、上位から下位
へスラ ッシュで区切って表記されます。次の表に、オブジェク ト と 、その RDN およ
び DN の例をいくつか示します。

オブジェク ト間の関係は重要です。たとえば、ユーザーにアプリ ケーシ ョ ンを配備す
るには、ユーザープロファ イルオブジェク ト をアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トに関連
付けます。 SGD では、 これらの関係を割り当てと呼びます。割り当てについては、
131 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの公開 」 でさ らに詳し く説明します。

階層とオブジェク トの詳細については、以降の節を参照して ください。

■ 115 ページの 「 組織階層 」

■ 117 ページの 「 SGD オブジェク ト タ イプ 」

■ 122 ページの 「 組織階層の設計 」

■ 123 ページの 「 組織階層内のオブジェク トへの命名 」

■ 123 ページの 「 バッチスク リプ ト を使用した SGD 組織階層の移植 」

■ 125 ページの 「 LDAP ミ ラー化 」

■ 129 ページの 「 SGD 管理者 」

オブジェク ト

タイプ 相対識別名 識別名

組織 o=example o=example

OU ou=Sales o=example/ou=Sales

ユーザープ
ロファ イル

cn=Violet Carson o=example/ou=Sales/cn=Violet Carson

ユーザープ
ロファ イル

cn=Elizabeth Blue o=example/ou=Sales/cn=Elizabeth Blue
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組織階層

SGD は、ユーザー、アプリケーシ ョ ン 、アプリ ケーシ ョ ンサーバーの各組織階層と 、
SGD が使用するオブジェク トが含まれたシステムオブジェク ト階層の 4 つの組織階
層を使用します。 Administration Console では、次のタブを使用してこれらの組織
階層を管理します。

■ 「 ユーザープロファ イル 」 タブ

■ 「 アプ リ ケーシ ョ ン 」 タブ

■ 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブ

以降の節では、 これらのタブ、そのタブに含めるこ とのできるオブジェク ト 、および
その使用方法について説明します。 また、システムオブジェク ト組織についても説明
します。

コマンド行では、 tarantella object コマンドを使用して組織階層を管理します。
また、 このコマンドでは、バッチスク リプ ト を使用して組織階層を移植するこ と もで
きます。 123 ページの 「 バッチスク リプ ト を使用した SGD 組織階層の移植 」 を参照
して ください。

「 ユーザープロファ イル」 タブ

Administration Console の 「 ユーザープロファ イル 」 タブでは、 SGD ユーザーを管
理するためのオブジェク ト を作成して設定します。 このタブにあるオブジェク ト を使
用して、ユーザーの SGD 関連の設定や、ユーザーが SGD を介してアクセスできる
アプ リ ケーシ ョ ンを制御します。

デフォル トでは、 このタブには、 o=organization と呼ばれる組織オブジェク ト と
、 dc=com と呼ばれる ド メ インコンポーネン トオブジェク トの 2 つのオブジェク トが
含まれています。 これらは、組織階層内の ト ップレベルのオブジェク トです。 これら
のオブジェク トの名前変更や削除、 または新しい ト ップレベルのオブジェク トの作成
を行う こ とができます。ユーザーの管理に必要なオブジェク トはすべて、 これらの ト
ップレベルのオブジェク ト内で作成します。

「 ユーザープロファ イル 」 タブで使用可能な SGD オブジェク ト タ イプを次に示し
ます。

■ ディ レク ト リオブジェ ク ト : 組織

■ ディ レク ト リ  ( 軽量 ) オブジェク ト : ド メ インコンポーネン ト

■ ディ レク ト リオブジェ ク ト : 組織単位

■ ディ レク ト リ  ( 軽量 ) オブジェク ト : Active Directory コンテナ

■ ユーザープロファ イルオブジェク ト
第 3 章  ユーザーへのアプリケーシ ョ ンの 公開 115



「 アプリ ケーショ ン」 タブ

Administration Console の 「 アプ リ ケーシ ョ ン 」 タブでは、ユーザーが SGD を介し
てアクセスできるアプ リ ケーシ ョ ンやドキュ メ ン ト を表現するオブジェク ト を作成し
て設定します。 これらのオブジェク トは常に、アプ リ ケーシ ョ ン組織内で作成されま
す。 コマンド行では、 この組織は o=applications と呼ばれます。

「 アプ リ ケーシ ョ ン 」 タブで使用可能な SGD オブジェク ト タ イプを次に示します。

■ ディ レク ト リオブジェ ク ト : 組織単位

■ グループオブジェク ト

■ X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト

■ ドキュ メ ン ト オブジェ ク ト

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト

■ 動的アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト

「 アプリ ケーショ ンサーバー」 タブ

Administration Console の 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブでは、 SGD を介して
表示されたアプ リ ケーシ ョ ンを実行するアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを管理するための
オブジェク ト を作成して設定します。 これらのオブジェク トは常に、アプ リ ケーシ ョ
ンサーバー組織内で作成されます。 コマンド行では、 この組織は o=appservers と
呼ばれます。

「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブで使用可能な SGD オブジェク ト タ イプを次に示
します。

■ ディ レク ト リオブジェ ク ト : 組織単位

■ グループオブジェク ト

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト

■ 動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト

システムオブジェク ト 組織

システムオブジェク ト組織には、 SGD の運用と保守に不可欠なオブジェク トが格納
されています。 コマンド行では、システムオブジェク ト組織は o=Tarantella 
System Objects と して表示されます。
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システムオブジェク ト組織には、 「 Global Administrators 」 ロールオブジェク トが
含まれています。 このオブジェク トによって 、だれが SGD 管理者であ り 、だれが 
SGD グラフ ィカル管理ツールを使用できるかが決定されます。 129 ページの 「 SGD 
管理者 」 を参照して ください。

システムオブジェク ト組織にはまた、プロファ イルオブジェク ト も含まれています。
これらのオブジェク トは、各種の SGD 認証機構で使用されるデフォル トのユーザー
プロファ イルオブジェク トです。たとえば、 LDAP または Active Directory 認証を
使用している場合は、プロファ イルオブジェク ト  System Objects/LDAP 
Profile がデフォル トのユーザープロファ イルです。

システムオブジェク ト組織内のオブジェク ト を編集するこ とは可能ですが、オブジェ
ク ト を作成、移動、削除した り 、名前を変更した りするこ とはできません。

SGD オブジェク ト タ イプ

ここでは、使用可能な SGD オブジェク ト タイプとその使用方法について説明します。

ユーザー、アプ リ ケーシ ョ ン 、およびアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを編成するために使
用されるオブジェク ト タイプを次に示します。

■ 118 ページの 「 ディ レク ト リ オブジェ ク ト : 組織 」

■ 118 ページの 「 ディ レク ト リ  ( 軽量 ) オブジェク ト : ド メ インコンポーネン ト 」

■ 118 ページの 「 ディ レク ト リ オブジェ ク ト : 組織単位 」

■ 119 ページの 「 ディ レク ト リ  ( 軽量 ) オブジェク ト : Active Directory コンテナ 」

ユーザー、アプ リ ケーシ ョ ン 、およびアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを表現するために使
用されるオブジェク ト タイプを次に示します。

■ 119 ページの 「 グループオブジェク ト 」

■ 119 ページの 「 ユーザープロファ イルオブジェク ト 」

■ 120 ページの 「 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト 」

■ 120 ページの 「 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト 」

■ 120 ページの 「 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト 」

■ 121 ページの 「 ドキュ メ ン ト オブジェ ク ト 」

■ 121 ページの 「 3270 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト 」

■ 121 ページの 「 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト 」

■ 121 ページの 「 動的アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト 」

■ 122 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト 」

■ 122 ページの 「 動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト 」
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ディ レク ト リ オブジェク ト : 組織

組織オブジェク トであるディ レク ト リ オブジェク トは、組織全体に適用する設定のた
めに使用されます。組織オブジェク トは常に、組織階層の ト ップレベルにあ り 、 OU 
オブジェク ト 、 Active Directory コンテナオブジェク ト 、 またはユーザープロファ イ
ルオブジェク ト を含めるこ とができます。

コマンド行では、 tarantella object new_org コマンドを使用して組織オブジ
ェク ト を作成します。  

組織オブジェク トには、 「 o= 」 名前属性を指定します。

ディ レク ト リ  ( 軽量 ) オブジェク ト : ド メ インコンポーネ
ント

ド メ インコンポーネン ト オブジェク トであるディ レク ト リ  ( 軽量 ) オブジェク トは、
ディ レク ト リ構造 ( 通常は Microsoft Active Directory 構造 ) を SGD 組織階層内に複
製するために使用されます。 ド メ インコンポーネン トオブジェ ク トは組織オブジェク
トに似ていますが、追加の SGD 固有属性が含まれていないか、ユーザーがアプ リ ケ
ーシ ョ ンを割り当てるこ とができません。 これが、ディ レク ト リ  ( 軽量 ) オブジェク
ト と呼ばれる理由です。  

ド メ インコンポーネン トオブジェク トが表示されるのは、組織階層のト ップレベルか、
別のド メ インコンポーネン トオブジェク ト内に限られます。 ド メ インコンポーネン ト
オブジェク トには、 OU オブジェク ト 、 ド メ インコンポーネン トオブジェク ト 、
Active Directory コンテナオブジェク ト 、 またはユーザープロファ イルオブジェク ト
を含めるこ とができます。

コマンド行では、 tarantella object new_dc コマンドを使用してド メ インコン
ポーネン トオブジェク ト を作成します。

ド メ インコンポーネン ト オブジェク トには、 「 dc= 」 名前属性を指定します。

ディ レク ト リ オブジェク ト : 組織単位

OU オブジェク トであるディ レク ト リオブジェク トは、ユーザー、アプリケーシ ョ ン 、
およびアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを各部門、サイ ト 、 またはチームに分割するために
使用されます。

OU は、組織オブジェク ト またはド メ インコンポーネン トオブジェク トに含めるこ と
ができます。

コマンド行では、 tarantella object new_orgunit コマンドを使用してディ レ
ク ト リ オブジェク ト を作成します。

ディ レク ト リ オブジェ ク トには、 「 ou= 」 名前属性を指定します。
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ディ レク ト リ  ( 軽量 ) オブジェク ト : Active Directory コ
ンテナ

Active Directory コンテナオブジェク トは、 Microsoft Active Directory 構造を  SGD 
組織階層内に複製するために使用されます。

Active Directory コンテナオブジェク トは OU に似ていますが、 SGD 固有の属性は
含まれていません。また、アプリケーシ ョ ンを割り当てるこ と もできません。 これが、
ディ レク ト リ  ( 軽量 ) オブジェク ト と呼ばれる理由です。

Active Directory コンテナオブジェク トは、組織オブジェク ト 、 OU オブジェク ト 、
またはド メ インコンポーネン トオブジェク トに含めるこ とができます。

コマンド行では、 tarantella object new_container コマンドを使用して 
Active Directory コンテナオブジェク ト を作成します。

Active Directory コンテナオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

ユーザープロファ イルオブジェク ト

ユーザープロファ イルオブジェク トは、組織内のユーザーを表現し 、そのユーザーが
アプリ ケーシ ョ ンにアクセスできるよ うにするために使用されます。 また、ユーザー
に関連付けられた SGD 設定も定義します。

SGD がユーザープロファ イルオブジェク ト をユーザーに関連付ける方法は、使用さ
れている認証機構によって異な り ます。認証機構によっては、ユーザープロファ イル
オブジェク ト を作成する必要がまった くない場合もあ り ます。詳細については、
49 ページの 「 Secure Global Desktop 認証 」 を参照して ください。

コマンド行では、 tarantella object new_person コマンドを使用してユーザ
ープロファ イルオブジェク ト を作成します。

ユーザープロファ イルオブジェク トには、 「 cn= ( 共通名 ) 」 、 「 uid= ( ユーザー
識別情報 ) 」 、 または 「 mail= ( 電子メールアドレス ) 」 名前属性を指定できます。

グループオブジェク ト

グループオブジェク トは、アプ リ ケーシ ョ ンのグループを 「 ユーザープロファ イル 」
タブのオブジェク トに関連付けた り 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのグループを 「 アプ
リ ケーシ ョ ン 」 タブのオブジェク トに関連付けたりするために使用されます。

グループオブジェク トはディ レク ト リ オブジェク ト と同じではあ り ません。アプ リ ケ
ーシ ョ ンまたはアプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、 1 つのディ レク ト リにしか所属できま
せんが、 さまざまなグループのメンバーになるこ とができます。  
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グループのメンバーにするこ とができるのは、アプ リ ケーシ ョ ン 、アプ リ ケーシ ョ ン
サーバー、 またはその他のグループです。グループは、グループメンバーシップに影
響を与えずに、移動した り 、名前を変更した りできます。

アプリケーシ ョ ンサーバーオブジェク トのグループを使用すると 、負荷分散のために、
類似したアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを関連付けるこ とができます。詳細については、
375 ページの 「 負荷分散 」 を参照して ください。

コマンド行では、 tarantella object new_group コマンドを使用してグループ
オブジェク ト を作成します。

グループオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

Windows アプリ ケーショ ンオブジェク ト

Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トは、ユーザーに Microsoft Windows グラフ
ィカルアプ リ ケーシ ョ ンを提供するために使用されます。詳細については、 145 ペー
ジの 「 Windows アプ リ ケーシ ョ ン 」 を参照して ください。

コマンド行では、 tarantella object new_windowsapp コマンドを使用して 
Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

X アプリ ケーショ ンオブジェク ト

X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トは、ユーザーに X11 グラフ ィカルアプ リ ケーシ ョ
ンを提供するために使用されます。詳細については、 163 ページの 「 X アプ リ ケー
シ ョ ン 」 を参照して ください。

コマンド行では、 tarantella object new_xapp コマンドを使用して X アプ リ
ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。

X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

文字型アプリ ケーショ ンオブジェク ト

文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トは、ユーザーに VT420 、 Wyse 60 、 または 
SCO コンソールの文字型アプリ ケーシ ョ ンを提供するために使用されます。詳細に
ついては、 170 ページの 「 文字型アプ リ ケーシ ョ ン 」 を参照して ください。

コマンド行では、 tarantella object new_charapp コマンドを使用して文字型
アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。

文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。
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ド キュメ ント オブジェク ト

ドキュ メン トオブジェ ク トは、ユーザーにドキュ メン ト を提供するために使用されま
す。 ドキュ メ ン トオブジェ ク トは、任意の URL (Uniform Resource Locator) を参照
できます。

コマンド行では、 tarantella object new_doc コマンドを使用してドキュ メ ン
トオブジェク ト を作成します。

ドキュ メ ン ト オブジェ ク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

3270 アプリ ケーショ ンオブジェク ト

3270 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トは、ユーザーに 3270 ( メ インフレーム ) アプ リ
ケーシ ョ ンを提供するために使用されます。

コマンド行では、 tarantella object new_3270app コマンドを使用して 3270 
アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。

3270 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定ます。

5250 アプリ ケーショ ンオブジェク ト

5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トは、ユーザーに 5250 (AS/400) アプ リ ケーシ ョ
ンを提供するために使用されます。

コマンド行では、 tarantella object new_5250app コマンドを使用して 5250 
アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。

5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

動的アプリ ケーショ ンオブジェク ト

動的アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トは、実行するアプ リ ケーシ ョ ンをユーザーが選択
できるよ うにするために、動的な起動で使用されます。詳細については、 180 ページ
の 「 動的起動 」 を参照して ください。

コマンド行では、 tarantella object new_dynamicapp コマンドを使用して動
的アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。動的アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト
には、 「 cn= 」 名前属性を指定します。
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アプリ ケーショ ンサーバーオブジェク ト

アプリ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トは、 SGD を介してアプ リ ケーシ ョ ンを実行
するために使用されるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを表現するために使用されます。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは負荷分散で使用されます。 2 つ以上のアプリ ケーシ ョ ン
サーバーオブジェク ト を  1 つのアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トに割り当てる場合、
SGD では、すべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにおける負荷に基づいて、使用する
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが選択されます。詳細については、 375 ページの 「 負荷分
散 」 を参照して ください。

コマンド行では、 tarantella object new_host コマンドを使用してアプ リ ケー
シ ョ ンサーバーオブジェク ト を作成します。アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト
には、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

動的アプリ ケーショ ンサーバーオブジェク ト

動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トは、アプ リ ケーシ ョ ンを実行するアプ リ
ケーシ ョ ンサーバーをユーザーが選択できるよ うにするために、動的な起動で使用さ
れます。詳細については、 180 ページの 「 動的起動 」 を参照して ください。

コマンド行では、 tarantella object new_host --dynamic コマンドを使用し
て動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を作成します。動的アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

組織階層の設計

組織階層をモデル化するために作成するオブジェク ト を完全に制御できます。ただし 、
組織階層を実装する前に、その組織階層を設計してテス トする こ とが重要です。設計
に影響する要素と しては、次のものがあ り ます。

■ 認証機構。組織階層の設計にもっと も重要な影響を与えるものは、使用する  
Secure Global Desktop 認証機構です。たとえば、 UNIX システム認証を使用する
場合は、階層を任意の方法で構造化できます。 しかし 、 LDAP 認証の場合は、
LDAP ディ レク ト リ構造の一部のミ ラー化が必要になるこ とがあ り ます。詳細に
ついては、 49 ページの 「 Secure Global Desktop 認証 」 を参照して ください。

■ 組織図。場合によっては、 OU を使用して、組織内の部門またはオフ ィ スを表現す
る方法が適しているこ とがあ り ます。ただし 、組織が再構築された場合は、階層
の再構成が必要になるこ とがあ り ます。

■ 継承。ユーザープロファ イルオブジェク ト と  OU オブジェク トの設定は、組織階
層内のそのオブジェク トの親から継承できます。たとえば、ある部門内の全員に
アプリ ケーシ ョ ンが必要な場合は、その部門を表現する  OU にアプ リ ケーシ ョ ン
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を割り当てます。その OU に属するすべてのユーザーが、 OU に割り当てられた
アプ リ ケーシ ョ ンを使用できます。継承は、 LDAP 割り当てを使用していない場
合にもっと も よ く機能します。

■ ユーザープロファ イルオブジェク ト 。ユーザープロファ イルオブジェク ト を設定
する と 、ユーザーに特定のアプ リ ケーシ ョ ンやカスタマイズされた設定へのアク
セスを許可できます。有効になっている認証機構によっては、一般にデフォルト
のユーザープロファ イルが使用され、 これで十分ニーズを満足できる可能性があ
り ます。 これは特に、 LDAP 割り当てを使用してユーザーにアプ リ ケーシ ョ ンを
割り当てる場合に当てはま り ます。

■ 命名規則。各アプ リ ケーシ ョ ンまたはドキュ メン ト オブジェ ク ト タ イプ用の命名
規則を使用します。アプ リ ケーシ ョ ンまたはドキュ メン トオブジェク トの名前は
ユーザーに表示されます。ユーザープロファ イルオブジェク トの場合は、人物の
フルネーム  ( たとえば、 「 Indigo Jones 」 ) を使用する方法が 適です。

組織階層内のオブジェク トへの命名

Administration Console でオブジェク ト を作成する際、オブジェク トの名前には、
バッ クスラ ッシュ  (\) とプラス  (+) を除く任意の文字を使用できます。

コマンド行で、オブジェク ト名の中でスラ ッシュを使用する と きは、バッ クスラ ッシ
ュでエスケープ処理を行う必要があ り ます。 SGD では、 スラ ッシュが組織階層の一
部分と して解釈されるためです。たとえば、ユーザーが o=organization の下位に 
cn=a/b とい う相対名のオブジェク ト を作成しよ う とする と 、 SGD は o=
organization/cn=a の内部に b とい うオブジェク ト を作成しよ う と します。実際
には o=organization/cn=a とい うオブジェク トは存在しないため、エラーが発生
します。 この名前のオブジェク ト を作成するには、 cn=a\/b と入力します。

空白文字を含むオブジェク ト名をコマンド行で使用する場合は、名前を引用符で囲み
ます ( たとえば、 ".../_ens/o=Indigo Insurance") 。  

tarantella object コマンドでは、 ローカルリポジ ト リ内の名前はすべて、大文
字と小文字が区別されません。オブジェク トの作成や名前の変更を行う際は、使用さ
れる大文字と小文字の区別が保持されます。ただし 、 tarantella 
webtopsession コマンドや tarantella emulatorsession コマンドなどのその
他のコマンドでは、大文字と小文字が区別されます。

バッチスク リプ ト を使用した SGD 組織階層の移植

多数のオブジェク ト を含む組織階層を移植する場合、 Administration Console を使
用してこれを行うのはあま り効率的ではあ り ません。 この問題を解決するには、
tarantella object コマンドのバッチスク リプ ト処理機能を使用します。
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SGD 組織階層の構造を設計したら 、必要なオブジェク トのタイプごとにファ イルを
作成します。各ファ イルには、適切な tarantella object コマンドからオブジェ
ク ト を作成するための正しい構文で、オブジェク ト ご とに 1 行を記述します。たとえ
ば、 5 つの OU を作成するには、 orgunits.txt とい う ファ イルに次のよ う な行を
記述します。

各行の一部と して 、実際の tarantella object コマンド名 ( たとえば、 object 
new_orgunit) を指定しないでください。

次のこ とに留意して ください。

■ アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト  ( グループと  OU を含む ) は、 o=applications 
組織で作成する必要があ り ます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト  ( グループと  OU を含む ) は、 o=
appservers 組織で作成する必要があ り ます。

■ すべてのアプ リ ケーシ ョ ンにアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トが必要です。

■ すべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにアプリ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トが
必要です。

すべてのファ イルを作成し終えたら 、 tarantella object script コマンドを使
用してすべてのファ イルを一度に処理します。次に例を示します。

tarantella object script コマンドによって 、各コマンドが順番に実行され
ます。指定したファ イルが各コマンドによって読み込まれ、処理されます。

tarantella object script コマンドでは、任意の tarantella object サブ
コマンドを一緒に使用できます。ほかのファ イルからオブジェク トの詳細を読み込む
必要はあ り ません。

たとえば、 tarantella passcache コマンドなど 、ほかの多くのコマンドで 
--file 引数を使用できるため、関連する複数のアクシ ョ ンを一度に実行できます。

--name "o=Indigo Insurance/ou=IT" \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Sales" \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Marketing" \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Finance" \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Finance/ou=Administration"

#!/bin/sh
tarantella object script << EOF
new_orgunit --file orgunits.txt
new_group --file groups.txt
new_host --file hosts.txt
new_person --file people.txt
new_xapp --file xapps.txt
new_windowsapp --file windowsapps.txt
new_charapp --file charapps.txt
EOF
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LDAP ミ ラー化

ユーザーが LDAP 認証、 Active Directory 認証、 または LDAP 検索を使用したサー
ドパーティー認証のいずれかによって認証されている場合、 SGD はローカルリ ポジ
ト リ を検索してユーザーのユーザープロファ イルを確立します。 これによって、
LDAP と  SGD の命名体系の違いに対応できます。 SGD は、一致するものが見つか
るまで次の検索を行います。

■ ユーザーの LDAP オブジェク ト と名前が同じユーザープロファ イル。

たとえば、 LDAP オブジェク トが cn=Emma Rald,cn=Sales,dc=
example,dc=com である場合、 SGD はローカルリポジ ト リで dc=com/dc=
example/cn=Sales/cn=Emma Rald を検索します。

■ LDAP オブジェク ト と同じ組織単位に含まれるが、 cn=LDAP Profile とい う名
前を持つユーザープロファ イル。

たとえば、 dc=com/dc=example/cn=Sales/cn=LDAP Profile です。

■ いずれかの親の組織単位に含まれ、 cn=LDAP Profile とい う名前を持つユーザ
ープロファ イル。

たとえば、 dc=com/dc=example/cn=LDAP Profile です。

一致するものが見つからない場合は、プロファ イルオブジェク ト  o=System 
Objects/cn=LDAP Profile がユーザープロファ イルと して使用されます。  

通常、 LDAP ユーザーおよび Active Directory ユーザーはデフォル トの LDAP プロ
ファ イルを使用し 、アプ リ ケーシ ョ ン と ドキュ メ ン トは LDAP 割り当てを使用して
これらのユーザーに割り当てられます。 134 ページの 「 LDAP 割り当て 」 を参照し
て ください。ただし 、ユーザープロファ イルオブジェク ト を使用して、 コピー＆ペー
ス ト を使用する機能やク ラ イアン トプロファ イルを編集する機能など 、ユーザーの 
SGD 固有の設定を制御するこ と もできます。 LDAP または Active Directory ユーザ
ーの SGD 設定をカスタマイズする場合は、 LDAP 構造の一部をローカルリポジ ト リ
に ミ ラー化しなければいけないこ とがあ り ます。

LDAP 構造を ミ ラー化する と きは、次のこ とに留意して ください。

■ LDAP 構造全体をローカルリ ポジ ト リに ミ ラー化しないでください。必要とする
だけの構造を作成して ください。

■ 組織階層内のほかのオブジェク トから 、可能なかぎ り多く を継承するよ うにして
ください。

■ すべてのユーザーのユーザープロファ イルオブジェク ト を作成しないでください
。個別の設定が必要なユーザーのユーザープロファ イルオブジェク トのみを作成
して ください。ほとんどの場合は、 cn=LDAP Profile オブジェク ト を作成する
だけで十分です。

LDAP URL の一部と してベース  DN ( 検索ルート ) を指定するサービスオブジェク ト
を設定するこ とができます。 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」 を参照
して ください。ベース  DN は、 LDAP 構造を ミ ラー化する と きの開始位置と して使
用できます。 SGD では、組織オブジェク ト  (o=) またはド メ インコンポーネン ト  
第 3 章  ユーザーへのアプリケーシ ョ ンの 公開 125



(dc=) オブジェク トのみが 上位オブジェク ト と して許可されます。 LDAP 構造で国 
(c=) オブジェク トや場所 (l=) オブジェク ト などの他のオブジェク トが使用されてい
る場合は、サービスオブジェク トの基本 DN で、組織またはド メ インコンポーネン
トオブジェク トからの ミ ラー化が可能であるこ とを確認する必要があ り ます。 SGD 
では、ディ レク ト リ コンテナと して使用可能なオブジェク ト も制限されます。たとえ
ば、組織オブジェク ト を組織オブジェク トの入れ子にするこ とはできます。すなわち、
必要なすべてを ミ ラー化するためには、別のベース  DN を持つサービスオブジェク
ト を作成する必要がある場合があ り ます。

Administration Console で LDAP ミ ラー化を操作する場合は、操作するオブジェク
トの名前属性を表示する と役立ちます。デフォルト では、 Administration Console 
に名前属性は表示されません。名前属性の表示は、 Administration Console の 「 設
定 」 で有効にします。

Administration Console でユーザープロファ イルを操作する場合は、 「 ユーザープロ
ファ イル 」 タブの 「 リ ポジ ト リ 」 リ ス ト から 「 ローカル + LDAP 」 を選択します。
ローカルリポジ ト リに ミ ラー化された LDAP オブジェク トは、次のアイコンで示さ
れます。

次に挙げるのは、 LDAP 組織を ミ ラー化して、ユーザーに異なる  SGD 設定を行う方
法を示した例です。

LDAP ミ ラー化の例

Indigo Insurance には、 IT 、 Sales 、 Marketing 、 Finance 、 Administration の 5 
つの部門があ り ます。 Finance 部門と  Marketing 部門には、ほかの部門とは異なる  
SGD 設定が必要です。 Finance 部門の Sid Cerise には、 Finance 部門のほかのユー
ザーとは異なる  SGD 設定が必要です。

作成するオブジェク トは、使用している  LDAP ディ レク ト リサーバーの種類に依存
します。 これについては次の節で説明します。

Oracle Directory Server Enterprise Edition

Oracle Directory Server Enterprise Edition (旧 Sun Java System Directory Server) 
で、 ローカルリポジ ト リに ミ ラー化する必要のあるオブジェク トの LDAP 名と 、
使用するオブジェク ト タ イプは次のとおりです。

■ o=indigo-insurance.com

組織オブジェク ト を使用します。

■ ou=Finance,o=indigo-insurance.com

OU オブジェク ト を使用します。
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■ ou=Marketing,o=indigo-insurance.com

OU オブジェク ト を使用します。

注 - Administration Console で、ディ レク ト リ オブジェ ク ト を作成します。名前属性
は自動的に設定されます。

図 3-1 は、 Administration Console で ミ ラー化されたオブジェク ト を示しています。

図 3-1 Oracle Directory Server のミ ラー化された LDAP オブジェク トの例

この構造が適切に配置されている場合は、 ローカルリポジ ト リに次のユーザープロフ
ァ イルオブジェク ト を作成します。

■ o=indigo-insurance.com/ou=Finance/cn=LDAP Profile

■ o=indigo-insurance.com/ou=Marketing/cn=LDAP Profile

■ o=indigo-insurance.com/ou=Finance/uid=Sid Cerise

注 - Administration Console では、ユーザープロファ イルオブジェク ト  o=
indigo-insurance.com/ou=Finance/uid=Sid Cerise の名前属性と して uid 
を必ず選択して ください。

この組織階層では、ユーザーの設定は次のよ うにな り ます。

■ Sid Cerise の設定は、次のユーザープロファ イルオブジェク ト で定義されたものに
な り 、 これには組織階層の親オブジェク トから継承されたすべての設定が含まれ
ます。

o=indigo-insurance.com/ou=Finance/uid=Sid Cerise

■ Finance 部門のユーザーの設定は、次のユーザープロファ イルオブジェク トで定義
されたものにな り 、 これには組織階層の親オブジェク トから継承されたすべての
設定が含まれます。

o=indigo-insurance.com/ou=Finance/cn=LDAP Profile 

■ Marketing 部門のユーザーの設定は、次のユーザープロファ イルオブジェク トで
定義されたものにな り 、 これには組織階層の親オブジェク トから継承されたすべ
ての設定が含まれます。

o=indigo-insurance.com/ou=Marketing/cn=LDAP Profile
第 3 章  ユーザーへのアプリケーシ ョ ンの 公開 127



■ ほかのすべてのユーザーの設定は、デフォル トの LDAP ユーザープロファ イル 
System Objects/cn=LDAP Profile で定義されたものになり ます。

Microsoft Active Directory

Microsoft Active Directory では、 ローカルリポジ ト リに ミ ラー化する必要のあるオ
ブジェク トの LDAP 名と使用するオブジェク トのタイプは次のとおりです。

■ dc=indigo-insurance,dc=com

ド メ インコンポーネン トオブジェク ト を使用します。

■ cn=Finance,dc=indigo-insurance,dc=com

Active Directory コンテナオブジェク ト を使用します。

■ cn=Marketing,dc=indigo-insurance,dc=com

Active Directory コンテナオブジェク ト を使用します。

注 - Administration Console では、ディ レク ト リ  ( 軽量 ) オブジェク ト を作成し
てから正しい名前属性を選択するこ とによって 、 ド メ インコンポーネン ト と  Active 
Directory コンテナを作成します。

図 3-2 は、 Administration Console で ミ ラー化されたオブジェク ト を示しています。

図 3-2 Microsoft Active Directory のミ ラー化された LDAP オブジェク トの例

この構造が適切に配置されている場合は、 ローカルリポジ ト リに次のユーザープロフ
ァ イルオブジェク ト を作成します。

■ dc=com/dc=indigo-insurance/cn=Finance/cn=LDAP Profile

■ dc=com/dc=indigo-insurance/cn=Marketing/cn=LDAP Profile

■ dc=com/dc=indigo-insurance/cn=Finance/cn=Sid Cerise

この組織階層では、ユーザーの設定は次のよ うにな り ます。

■ Sid Cerise の設定は、次のユーザープロファ イルオブジェク ト で定義されたものに
な り ます。

o=indigo-insurance.com/cn=Finance/cn=Sid Cerise
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■ Finance 部門のユーザーの設定は、次のユーザープロファ イルオブジェク トで定義
されたものにな り ます。

o=indigo-insurance.com/ou=Finance/cn=LDAP Profile

■ Marketing 部門のユーザーの設定は、次のユーザープロファ イルオブジェク トで
定義されたものにな り ます。

o=indigo-insurance.com/ou=Marketing/cn=LDAP Profile

■ ほかのすべてのユーザーの設定は、デフォル トの LDAP ユーザープロファ イル 
System Objects/cn=LDAP Profile で定義されたものになり ます。

注 - SGD 設定をド メ インコンポーネン トおよび Active Directory コンテナオブジェ
ク トから継承するこ とはできません。

SGD 管理者

SGD では、管理者特権は、システムオブジェク ト組織内の 「 Global Administrators
」 ロールオブジェク ト を使用して管理されます。

「 Global Administrators 」 ロールオブジェク トには、 メ ンバーの リ ス ト と 、割り当
て済みアプリ ケーシ ョ ンの リ ス ト が含まれています。 SGD 管理者はすべて、 「
Global Administrators 」 ロールオブジェク トのメ ンバーと して定義されます。割り
当て済みアプリ ケーシ ョ ンの リ ス トは、 SGD 管理者に管理ツールを割り当てるため
に使用されます。 SGD 管理者には、割り当てられているほかのすべてのアプ リ ケー
シ ョ ンに加えて、 これらのアプ リ ケーシ ョ ンが割り当てられます。

SGD グラフ ィカル管理ツール、 Administration Console 、および Profile Editor を
使用して SGD を設定できるのは SGD 管理者だけです。 SGD コマンド行ツールを使
用するためには、次の条件が適用されます。

■ SGD サーバーおよび SGD Web サーバーを制御するコマンドを実行できるのは、
スーパーユーザー (root) だけです。

■ SGD サーバーのアレイを作成および管理するためのコマンドを実行できるのは、
SGD 管理者だけです。

■ その他のコマンドはすべて、 ttaserv グループ内のどのユーザーでも実行でき
ます。

ユーザーを  ttaserv グループのメンバーにするには、 usermod-G コマンドを使用
します。 ttaserv グループは、ユーザーのプライマ リ グループまたは実効グループ
でな くてもかまいません。

SGD Administration Console または tarantella role コマンドを使用して、
SGD 管理者を追加または削除できます。
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「 Global Administrators 」 ロールオブジェク トのメ ンバーと してユーザープロファ
イルオブジェク トが定義されていない場合は、 UNIX または Linux システムの root 
ユーザーに管理者特権が付与されます。

注 - LDAP ディ レク ト リ または Active Directory 認証を使用して SGD 管理者を認証
する場合は、 SGD 管理者のユーザープロファ イルを作成する必要があ り ます。詳細
については、 125 ページの 「 LDAP ミ ラー化 」 を参照して ください。

▼ SGD 管理者を追加する方法

1. Administration Console で、 「 ユーザープロファ イル 」 タブに移動します。

2. 「 Global Administrators 」 ロールオブジェク ト を選択します。

a. ナビゲーシ ョ ンツ リーで、 「 システムオブジェク ト 」 をク リ ッ ク します。

「 システムオブジェク ト 」 テーブルが表示されます。

b. 「 システムオブジェク ト 」 テーブルで、 「 Global Administrators 」 ロールオ
ブジェク ト をク リ ッ ク します。

「 メ ンバー 」 タブが表示されます。

3. 「 メ ンバー 」 タブにユーザープロファ イルオブジェク ト を追加します。

a. 「 編集可能なメンバー 」 テーブルの 「 追加 」 をク リ ッ ク します。

「 ユーザー割り当ての追加 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

b. ユーザープロファ イルオブジェク ト を検索します。

「 検索 」 フ ィールド またはナビゲーシ ョ ンツ リーを使用して、必要なオブジェ
ク ト を検索します。

c. ユーザープロファイルオブジェク トの横にあるチェッ クボッ クスを選択します。

複数の SGD 管理者を追加するには、複数のユーザープロファ イルオブジェク ト
を選択します。

d. 「 割り当ての追加 」 をク リ ッ ク します。

「 メ ンバー 」 タブが表示され、選択されているユーザープロファ イルオブジェ
ク トが示されます。

ヒン ト  - tarantella role add_member --role global --member pobj コマ
ンド も使用できます。
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▼ SGD 管理者を削除する方法

1. Administration Console で、 「 ユーザープロファ イル 」 タブに移動します。

2. 「 Global Administrators 」 ロールオブジェク ト を選択します。

a. ナビゲーシ ョ ンツ リーで、 「 システムオブジェク ト 」 をク リ ッ ク します。

「 システムオブジェク ト 」 テーブルが表示されます。

b. 「 システムオブジェク ト 」 テーブルで、 「 Global Administrators 」 ロールオ
ブジェク ト をク リ ッ ク します。

「 メ ンバー 」 タブが表示されます。

3. 「 メ ンバー 」 タブからユーザープロファ イルオブジェク ト を削除します。

a. 「 編集可能なメンバー 」 テーブルで、ユーザープロファ イルオブジェク トの横
にあるチェ ッ クボッ クスを選択します。

複数の SGD 管理者を削除するには、複数のユーザープロファ イルオブジェク ト
を選択します。

b. 「 削除 」 をク リ ッ ク します。

警告メ ッセージが表示されます。

c. 「 OK 」 をク リ ッ ク します。

「 メ ンバー 」 タブが表示されます。

ヒン ト  - tarantella role remove_member --role global --member pobj 
コマンド も使用できます。

アプ リ ケーシ ョ ンの公開
組織内のアプリ ケーシ ョ ン 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー、およびユーザーを表現する
オブジェク ト を作成しても 、それだけでユーザーが SGD を介してアプ リ ケーシ ョ ン
にアクセスできるわけではあり ません。アプリケーシ ョ ンを公開する必要があり ます。
アプ リ ケーシ ョ ンは、組織階層内のオブジェク ト間の関係を作成するこ とによって公
開します。 SGD では、 これらの関係を割り当てと呼びます。アプ リ ケーシ ョ ンを公
開するには、次の手順を実行します。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにアプ リ ケーシ ョ ンを割り当てます。 これによ り 、
そのアプ リ ケーシ ョ ンを実行できるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが設定されます。

■ ユーザーにアプリ ケーシ ョ ンを割り当てます。 これによ り 、 Web ト ップでアプ リ
ケーシ ョ ンを参照できるユーザーが設定されます。
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割り当てには、次の種類があ り ます。

■ ローカル割り当て。 これは SGD リ ポジ ト リ内に存在するオブジェク ト間の関係で
す。 132 ページの 「 ローカル割り当て 」 を参照して ください。

■ LDAP 割り当て。 これは SGD リ ポジ ト リ内のオブジェク ト と  LDAP ディ レク ト
リ内のオブジェク トの間の関係です。 134 ページの 「 LDAP 割り当て 」 を参照し
て ください。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへのアプリ ケーシ ョ ンの割り当ては、 ローカル割り当てを
使用して実行されます。

ユーザーへのアプリケーシ ョ ンの割り当ては、 ローカル割り当て、 LDAP 割り当て、
またはその両方の組み合わせを使用して実行されます。

Administration Console には、割り当てを確認するためのいくつかの方法が用意され
ています。 140 ページの 「 割り当ての確認 」 を参照して ください。

ローカル割り当て

ローカル割り当ては、 ローカルリポジ ト リ内のオブジェク ト間の関係です。

Administration Console の 「 アプ リ ケーシ ョ ン 」 タブで、次のよ うにアプ リ ケーシ
ョ ンを割り当てます。

■ 「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブを使用して、アプ リ ケーシ
ョ ンサーバーにアプ リ ケーシ ョ ンまたはアプ リ ケーシ ョ ンのグループを割り当て
ます。

133 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンにアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを割り当てる方法 」
を参照して ください。  

ヒン ト  - グループおよびアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの 「 ホス ト されて
いるアプ リ ケーシ ョ ン★ Hosted Applications ★ 」 タブからアプ リ ケーシ ョ ンを割り
当てるこ と もできます。

■ 「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブを使用して、ユーザーにアプ リ ケ
ーシ ョ ンを割り当てます。

134 ページの 「 ユーザーにアプ リ ケーシ ョ ンを割り当てる方法 」 を参照して くだ
さい。  

ヒン ト  - ディ レク ト リおよびユーザープロファ イルオブジェク トの 「 割り当て済み
のアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブからアプ リ ケーシ ョ ンを割り当てるこ と もできます。
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SGD は、 ローカル割り当てをよ り管理しやすく 、 よ り効率的にするために継承を使
用しています。 OU およびユーザープロファ イルオブジェク トは、組織階層内の親オ
ブジェク トの割り当てや設定を継承できます。継承は、デフォル トで有効になってい
ます。継承を使用するには、 OU オブジェク ト内にユーザープロファ イルオブジェク
ト を作成し 、それらの OU にアプ リ ケーシ ョ ンを割り当てます。

Administration Console には、割り当てを確認するためのいくつかの方法が用意され
ています。 140 ページの 「 割り当ての確認 」 を参照して ください。

▼ アプリ ケーショ ンにアプリ ケーショ ンサーバーを割り 当
てる方法

1. Administration Console で、 「 アプ リ ケーシ ョ ン 」 タブに移動し 、アプ リ ケーシ
ョ ンオブジェク ト またはグループオブジェク ト を選択します。

アプ リ ケーシ ョ ンのグループを選択した場合は、そのグループ内のすべてのアプ
リ ケーシ ョ ンにアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを割り当てるこ とができます。

「 一般 」 タブが表示されます。

2. 「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブに移動します。

3. 「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 追加 」 をク リ ッ ク します。

「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー割り当ての追加 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

4. アプ リ ケーシ ョ ンサーバーまたはグループオブジェク ト を検索します。

「 検索 」 フ ィールドまたはナビゲーシ ョ ンツ リーを使用して、必要なオブジェク
ト を検索します。

5. アプ リ ケーシ ョ ンサーバーまたはグループオブジェク トの横にあるチェ ッ クボッ
クスを選択し 、 「 追加 」 をク リ ッ ク します。

複数のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーまたはアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのグループを
選択した場合は、 SGD によって、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー間の負荷分散が行わ
れます。 375 ページの 「 負荷分散 」 を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのグループを選択した場合は、そのグループ内のすべ
てのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが選択されます。

「 有効なアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 テーブルが、選択したアプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバーで更新されます。
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▼ ユーザーにアプリ ケーショ ンを割り 当てる方法

1. Administration Console で、 「 アプ リ ケーシ ョ ン 」 タブに移動し 、アプ リ ケーシ
ョ ンオブジェク ト またはグループオブジェク ト を選択します。

アプ リ ケーシ ョ ンのグループを選択した場合は、ユーザーにそのグループ内のす
べてのアプ リ ケーシ ョ ンを割り当てるこ とができます。

「 一般 」 タブが表示されます。

2. 「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブをク リ ッ ク します。

3. 「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 追加 」 をク リ ッ ク します。

「 ユーザー割り当ての追加 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

4. ユーザープロファ イルまたはディ レク ト リオブジェク ト を検索します。

「 検索 」 フ ィールドまたはナビゲーシ ョ ンツ リーを使用して、必要なオブジェク
ト を検索します。

アプ リ ケーシ ョ ンは、ユーザープロファ イルまたはディ レク ト リ オブジェ ク トに
割り当てるこ とができます。

アプ リ ケーシ ョ ンをディ レク ト リ オブジェ ク トに割り当てた場合は、そのディ レ
ク ト リ オブジェク トに含まれるすべてのユーザープロファ イルが自動的にそのア
プ リ ケーシ ョ ンを受け取り ます。 これは、継承と呼ばれます。アプ リ ケーシ ョ ン
をディ レク ト リ オブジェ ク トに割り当てる と 、 よ り効率的です。

5. ユーザープロファ イルまたはディ レク ト リオブジェク トの横にあるチェ ッ クボッ
クスを選択し 、 「 追加 」 をク リ ッ ク します。

「 有効なユーザープロファ イル 」 テーブルが、選択したユーザーで更新されます
。

LDAP 割り当て

LDAP 割り当てでは、 SGD の Directory Services Integration 機能を使用します。
Directory Services Integration では、 ローカルリポジ ト リの代わりに LDAP ディ レク
ト リ を使用してユーザー情報を管理します。つま り 、 ローカルリ ポジ ト リにユーザー
プロファ イルオブジェク ト を作成する必要はあ り ません。

Directory Services Integration は、 LDAP ディ レク ト リ または Active Directory を検
索するこ とによってユーザーの識別情報が確立されているユーザーに対してのみ使用
できます。つま り 、ユーザーは次の認証機構のいずれかによって認証される必要があ
り ます。

■ Active Directory 認証。 54 ページの 「 Active Directory 認証 」 を参照して くだ
さい。

■ LDAP 認証。 66 ページの 「 LDAP 認証 」 を参照して ください。
134 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



■ LDAP リ ポジ ト リ検索を使用するサードパーティー認証。 76 ページの 「 サードパ
ーティーの認証 」 を参照して ください。

LDAP 割り当ては、 SGD リ ポジ ト リ内のオブジェク ト と  LDAP ディ レク ト リ内のオ
ブジェク トの間の関係です。 LDAP 割り当てでは、ユーザーにアプ リ ケーシ ョ ンを
割り当てるのではな く 、アプ リ ケーシ ョ ンにユーザーを割り当てます。
Administration Console では、アプ リ ケーシ ョ ン 、 ドキュ メ ン ト 、およびグループオ
ブジェク トの 「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブでこれを行います。次の
よ うにしてユーザーの割り当てを実行できます。

■ LDAP ユーザー。 LDAP ディ レク ト リ内の個々のユーザーを選択します。

詳細については、 136 ページの 「 LDAP ユーザーにアプリ ケーシ ョ ンを割り当て
る方法 」 を参照して ください。

■ LDAP グループ。 LDAP ディ レク ト リ でグループを選択する と 、 SGD によってそ
のグループ内のユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンに割り当てられます。

詳細については、 136 ページの 「 LDAP グループのメンバーにアプ リ ケーシ ョ ン
を割り当てる方法 」 を参照して ください。

LDAP グループ検索を正常に使用するには、追加の設定が必要になるこ とがあ り
ます。詳細については、 140 ページの 「 LDAP グループ検索の調整 」 を参照して
ください。

■ LDAP 検索。 LDAP 検索フ ィルタまたは URL を設定する と 、 SGD によって一致
するユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンに割り当てられます。

詳細については、 137 ページの 「 LDAP 検索を使用してアプ リ ケーシ ョ ンを割り
当てる  方法 」 を参照して ください。

Administration Console で LDAP 割り当てを操作する場合は、操作するオブジェク
トの名前属性を表示する と役立ちます。デフォルト では、 Administration Console 
に名前属性は表示されません。名前属性の表示は、 Administration Console の 「 設
定 」 で有効にします。

コピー＆ペース ト を使用する機能や、 クライアン トプロファイルを編集する機能など、
LDAP ユーザーに対する  SGD 固有の設定をよ り詳細に管理する場合は、
125 ページの 「 LDAP ミ ラー化 」 を参照して ください。

Administration Console には、 LDAP 割り当てを使用して、 どのユーザーがアプ リ
ケーシ ョ ンを受け取るよ うに設定されているかが表示されます。
140 ページの 「 割り当ての確認 」 を参照して ください。

SGD は、取得したディ レク ト リデータをキャ ッシュします。詳細は、
142 ページの 「 ディ レク ト リサービスキャ ッシュの管理 」 を参照して ください。

LDAP 割り当ての操作に関する ヒ ン トについては、 143 ページの 「 LDAP 割り当て
の ト ラブルシューティ ング 」 を参照して ください。
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▼ LDAP ユーザーにアプリ ケーショ ンを割り 当てる方法

1. SGD Administration Console で、 「 アプ リ ケーシ ョ ン 」 タブに移動します。

2. アプ リ ケーシ ョ ンまたはグループオブジェク ト を選択し 、 「 割り当て済みのユー
ザープロファ イル 」 タブに移動します。

「 検索 」 フ ィールドまたはナビゲーシ ョ ンツ リーを使用して、必要なオブジェク
ト を検索します。

グループオブジェク ト を選択した場合は、 LDAP ユーザーはそのグループ内のす
べてのアプ リ ケーシ ョ ンを受け取り ます。

3. 「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。

「 ユーザー割り当ての追加 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

4. 「 リ ポジ ト リ 」 の リ ス ト から 、 「 ローカル + LDAP 」 を選択します。

5. ( 省略可能 ) 「 表示 」 リ ス ト からサービスオブジェク ト を選択します。

デフォル トでは、サービスオブジェク トの リ ス ト内の 初の有効なサービスオブ
ジェク トが選択されます。 「 表示 」 リ ス トに表示されるのは、有効になっている
サービスオブジェク トのみです。 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」
を参照して ください。

6. オブジェク トに割り当てる  LDAP ユーザーを検索します。

「 検索 」 フ ィールドまたはナビゲーシ ョ ンツ リーを使用して、 LDAP ディ レク ト
リ内のユーザーを検索します。

7. LDAP ユーザーの横にあるチェ ッ クボッ クスを選択し 、 「 追加 」 ボタンをク リ ッ
ク します。

オブジェク トに複数の LDAP ユーザーを割り当てる場合は、 LDAP 検索を使用す
る方が効率的です。

ヒン ト  - コマンド行では、 --ldapusers オプシ ョ ンを使用して LDAP ユーザーを
割り当てるこ とができます。

「 ユーザー割り当ての追加 」 ウ ィ ン ド ウが閉じ 、 「 編集可能な割り当て 」 テーブ
ルが LDAP ユーザーで更新されます。

▼ LDAP グループのメ ンバーにアプリ ケーショ ンを割り 当
てる方法

1. Administration Console で、 「 アプ リ ケーシ ョ ン 」 タブに移動します。
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2. アプ リ ケーシ ョ ン 、 ドキュ メ ン ト 、 またはグループオブジェク ト を選択し 、 「 割
り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブに移動します。

「 検索 」 フ ィールドまたはナビゲーシ ョ ンツ リーを使用して、必要なオブジェク
ト を検索します。

グループオブジェク ト を選択した場合は、 LDAP グループのすべてのメンバーが、
そのグループ内のすべてのアプ リ ケーシ ョ ンを受け取り ます。

3. 「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。

「 ユーザー割り当ての追加 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

4. 「 リ ポジ ト リ 」 の リ ス ト から 、 「 ローカル + LDAP 」 を選択します。

5. ( 省略可能 ) 「 表示 」 リ ス ト からサービスオブジェク ト を選択します。

デフォル トでは、サービスオブジェク トの リ ス ト内の 初の有効なサービスオブ
ジェク トが選択されます。 「 表示 」 リ ス トに表示されるのは、有効になっている
サービスオブジェク トのみです。 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」
を参照して ください。

6. オブジェク トに割り当てる  LDAP グループを検索します。

「 検索 」 フ ィールドまたはナビゲーシ ョ ンツ リーを使用して、 LDAP ディ レク ト
リ内のグループを検索します。

7. LDAP グループの横にあるチェ ッ クボッ クスを選択し 、 「 追加 」 ボタンをク リ ッ
ク します。

複数のグループをオブジェク トに割り当てる場合は、 LDAP 検索を使用する方が
効率的です。

ヒン ト  - コマンド行では、 --ldapgroups オプシ ョ ンを使用して LDAP グループの
メンバーを割り当てるこ とができます。

「 ユーザー割り当ての追加 」 ウ ィ ン ド ウが閉じ 、 「 編集可能な割り当て 」 テーブ
ルが LDAP グループで更新されます。

▼ LDAP 検索を使用してアプリ ケーショ ンを割り 当てる
方法

1. Administration Console で、 「 アプ リ ケーシ ョ ン 」 タブに移動します。

2. アプ リ ケーシ ョ ン 、 ドキュ メ ン ト 、 またはグループオブジェク ト を選択し 、
「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブに移動します。

3. 「 LDAP 検索 」 領域で、 LDAP 検索を設定します。

次のいずれかを実行します。
第 3 章  ユーザーへのアプリケーシ ョ ンの 公開 137



■ 「 簡易検索 」 オプシ ョ ンを選択し 、 LDAP クエ リービルダーを使用して LDAP 
検索を構成します。

■ 「 詳細検索 」 オプシ ョ ンを選択し 、 「 LDAP URL またはフ ィルタ 」 フ ィールド
に LDAP 検索文字列を入力します。

詳細については、 138 ページの 「 LDAP 検索の使用 」 を参照して ください。

設定した検索によって期待した結果が返されるかど うかを確認するには、
「 プレビュー 」 ボタンを使用します。

ヒン ト  - コマンド行では、 --ldapsearch オプシ ョ ンを使用して LDAP 検索を設定
できます。

4. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

LDAP 検索の使用

LDAP 検索は、次のいずれかにするこ とができます。

■ RFC 2254 検索フ ィルタ 。 (http://www.faqs.org/rfcs/rfc2254.html)

■ RFC 1959 LDAP URL 。 (http://www.faqs.org/rfcs/rfc1959.html)

LDAP 検索の設定と して 、 Administration Console には 「 簡易検索 」 と
「 詳細検索 」 が用意されています。

注 - Administration Console では、 RFC2254 で指定されている特殊文字が自動的に
エスケープされるこ とはあ り ません。 Administration Console で特殊文字を使用す
るには、エスケープシーケンスを手動で入力する必要があ り ます。たとえば、
「 John Doe (123456) 」 とい う共通名を持つユーザーを検索するには、検索フ ィール
ドに cn=John Doe\0x28123456\0x29 と入力します。

SGD では、 RFC2254 で指定されている拡張可能な一致検索フィルタを使用できます。
これによ り 、オブジェ ク トの DN を構成しているコンポーネン トから情報を検索す
るこ とができます。たとえば、 managers とい う任意の OU (ou=managers) に含ま
れているユーザーにアプ リ ケーシ ョ ンを割り当てる場合は、 (&(ou:dn:=
managers)) とい う検索フ ィルタを使用できます。 Active Directory では、拡張可能
な検索フ ィルタはサポート されません。

LDAP 検索を設定する と きは、 「 プレビュー 」 ボタンを使用して、検索によって期待
した結果が返されるこ とを確認します。
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「 簡易検索 」 の使用

「 簡易検索 」 では、次の一般的に使用されている  LDAP と  Active Directory 属性を
使用して LDAP 検索を構成できます。

「 参照 」 ボタンをク リ ッ クする と 、 「 Select Root for LDAP Search 」 ウ ィ ン ド ウが
表示されます。 このウ ィ ンド ウでは、検索ルート と して使用する  LDAP オブジェク
ト を選択できます。サービスオブジェク ト を複数設定している場合は、 「 表示 」 リ ス
ト を使用して、検索ルートに使用するサービスオブジェク ト を選択します。 「 表示 」
リ ス ト に表示されるのは、有効になっているサービスオブジェク トのみです。検索ル
ート を指定した場合、検索は LDAP URL と してフォーマッ ト されます。検索ルート
を指定しなかった場合、検索は LDAP フ ィルタ と してフォーマッ ト されます。 この
フ ィルタは、有効になっているすべてのサービスオブジェク トに適用されます。

「 簡易検索 」 を保存する と 、検索文字列が 「 詳細検索 」 フ ィールドに表示されます。

「 詳細検索 」 の使用

「 詳細検索 」 フ ィールドを使用する と 、ユーザー独自の LDAP 検索フ ィルタまたは 
URL を入力した り 、別のツールから検索にペース ト した りできます。

LDAP URL を入力する場合は、 ldap:///search の形式を使用します。 URL に指定
したホス ト 、ポー ト 、および戻り値の属性は無視されます。  

「 簡易検索 」 を使用する と 、基本的な検索を構成してそれを保存できます。 これによ
って簡易検索が 「 詳細検索 」 フ ィールドに読み込まれます。そして 「 詳細検索 」 オプ
シ ョ ンを選択し 、検索を微調整します。

属性名 説明

c 2 文字の ISO 3166 国コードを含む countryName 属性。

cn オブジェク トの名前を含む commonName 属性。人物オブジェク ト
の場合、通常はその人のフルネームにな り ます。

departmentNumber 部門のコードを含む属性。 このコードには、数字または英数字を指
定できます。

l 都市や国などの地域名を含む localityName 属性。

memberOf Active Directory のユーザーを管理するために一般的に使用される属
性。ユーザーが所属するグループの リ ス トが含まれています。

sn 人物の姓を含む surname 属性。
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注 - 「 詳細検索 」 フ ィールドで 「 簡易検索 」 を微調整し 、 「 簡易検索 」 と互換性のな
い方法で編集する と 、再度 「 簡易検索 」 と して検索を編集するこ とができな くなる場
合があ り ます。 このよ うになった場合は、 「 詳細検索 」 フ ィールドをク リ アして変更
を保存する必要があ り ます。次に 「 簡易検索 」 を再構築します。

割り当ての確認

Administration Console を使用する と 、次のよ うに割り当てを確認できます。

■ アプ リ ケーシ ョ ン 、 ドキュ メ ン ト 、 グループ、および OU オブジェク トの 「 割り
当て済みのユーザープロファ イル 」 タブ – 「 有効なユーザープロファ イル 」 テー
ブルに、アプ リ ケーシ ョ ンが割り当てられているユーザーが表示されます。

■ ユーザープロファ イル、 OU 、および組織オブジェク トの 「 割り当て済みのアプ リ
ケーシ ョ ン 」 タブ – 「 有効なアプ リ ケーシ ョ ン 」 テーブルに、ユーザーに割り当
てられているアプ リ ケーシ ョ ンが表示されます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンおよびグループオブジェク トの 「 ホス ト しているアプ リ ケーシ
ョ ンサーバー 」 タブ – 「 有効なアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 テーブルに、アプ リ
ケーシ ョ ンを実行できるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが表示されます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーおよびグループオブジェク トの 「 ホス ト されているア
プ リ ケーシ ョ ン★ Hosted Applications ★ 」 タブ – 「 有効なアプ リ ケーシ ョ ン 」 テ
ーブルに、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で実行できるアプ リ ケーシ ョ ンが表示さ
れます。

■ グループオブジェク トの 「 メ ンバー 」 タブ – 「 有効なメンバー 」 テーブルに、グ
ループのメンバーが表示されます。

デフォル トでは、 LDAP 割り当ては表示されません。 LDAP 割り当てを表示するに
は、有効な割り当てテーブルにある 「 LDAP のロード★ Load LDAP ★ 」 リ ンクをク
リ ッ ク します。

有効な割り当てテーブルを使用する と 、割り当ての発生元 ( 割り当てが、継承、
グループメンバーシップ、 LDAP 検索のどの結果であるか ) を ト レースできます。

LDAP グループ検索の調整

LDAP グループ検索を調整して、 LDAP 割り当てに必要なユーザーを返すこ とがで
きます。 このためには、 SGD がグループ内のユーザーをどのよ うに識別するかや、
SGD が入れ子のグループやサブグループを検索できるかど うかを設定します。
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よ り 深い階層にグループ検索の範囲を広げる

デフォルトでは、 LDAP グループ検索では入れ子のグループまたはサブグループは
検索されません。組織で入れ子のグループまたはサブグループが使用されている場合
は、 よ り深い階層に検索範囲を広げるこ とができます。深さの値を大き くする と 、パ
フォーマンスが低下するこ とがあ り ます。

よ り深い階層に検索範囲を広げるには、次のコマンドを使用します。

デフォル トの depth は 0 です。入れ子のグループの深さに一致するよ うに、 depth の
値を増やします。

グループメ ンバーシッ プ属性

SGD は、 LDAP ユーザーオブジェク ト と  LDAP グループオブジェク トの属性を検索
するこ とによって 、グループメンバーシップを確立します。 LDAP グループオブジ
ェク トの前に、 LDAP ユーザーオブジェク トが確認されます。  

ユーザーグループメンバーシップ属性は、 LDAP ユーザーオブジェク トの属性で、
ユーザーが属するグループを一覧表示します。デフォル トでは、 SGD はグループを
、 LDAP ユーザーオブジェク トの isMemberOf 、 nsroledn 、 memberOf 属性で
検索します。ユーザーグループメンバーシップ属性を設定するには、次のコマンドを
使用します。

複数の attribute を指定できます。各 attribute は空白文字で区切る必要があ り ます。
デフォル ト属性の isMemberOf 、 nsroledn 、 memberOf は必ずリ ス トに含めるよ
うにして ください。

グループユーザーメンバーシップ属性は、 LDAP グループオブジェク トの属性で、
グループに属するユーザーを一覧表示します。デフォルトでは、 SGD はユーザーを、
LDAP グループオブジェク トの uniquemember および member 属性で検索します。
グループユーザーメンバーシップ属性を設定するには、次のコマンドを使用します。

複数の attribute を指定できます。各 attribute は空白文字で区切る必要があ り ます。
デフォル ト属性の uniquemember および member は必ずリ ス トに含めるよ うにして
ください。

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-ldap-nested-group-depth depth

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-ldap-object-member-attributes attribute ...

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-ldap-group-member-attributes attribute ...
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短縮属性

グループメンバーシップ属性にユーザーの DN が含まれていない場合、グループ検
索は失敗します。  

ユーザーの識別に使用できる短縮属性を検索するよ うに SGD を設定するこ とができ
ます。短縮属性が有効に機能するには、一意の値が含まれている必要があ り ます。短
縮属性は、 LDAP ユーザーオブジェク ト または LDAP グループオブジェク トに設定
できます。  

LDAP ユーザーオブジェク トの短縮属性を検索するよ うに SGD を設定するには、次
のコマンドを使用します。

複数の attribute を指定できます。各 attribute は空白文字で区切る必要があ り ます。

LDAP グループオブジェク トの短縮属性を検索するよ うに SGD を設定するには、次
のコマンドを使用します。

複数の attribute を指定できます。各 attribute は空白文字で区切る必要があ り ます。

ディ レク ト リサービスキャ ッシュの管理

SGD は、取得したディ レク ト リサービスデータをキャ ッシュします。  

SGD が変更を検出していない場合は、 tarantella cache コマンドを使用してキ
ャ ッシュを手動で、 フラ ッシュ 、更新、 または取り込むこ とができます。

グループデータのキャ ッシュを更新するには、次のコマンドを使用します。

このコマンドを実行する と 、 SGD は LDAP グループのキャ ッシュを検索し 、各 
LDAP グループのメンバーシップのディ レク ト リ をクエ リーし 、ユーザーのリ ス ト を
キャ ッシュに追加します。

グループデータをキャ ッシュに追加するには、次のコマンドを使用します。

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-ldap-object-short-attributes attribute ...

# tarantella config edit \
--tarantella-config-ldap-group-short-attributes attribute ...

$ tarantella cache --refresh ldapgroups

$ tarantella cache --populate ldapgroups
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このコマンドを実行する と 、 SGD は LDAP グループが割り当てられているオブジェ
ク トのローカルリポジ ト リ を検索し 、その LDAP グループをキャ ッシュに追加しま
す。その後、 SGD は各 LDAP グループのメンバーシップのディ レク ト リ をクエ リー
し 、ユーザーのリ ス ト をキャ ッシュに追加します。

キャ ッシュからグループデータを削除するには、次のコマンドを使用します。

キャ ッシュから  LDAP 検索データを削除するには、次のコマンドを使用します。

すべての LDAP 接続を リセッ トするには、次のコマンドを使用します。

キャッシュからすべての LDAP データを削除するには、次のコマンドを使用します。

デフォル トでは、 SGD はグループデータをキャ ッシュに 4300 秒間 (12 時間 ) 保持し
ます。 LDAP データの変更頻度に応じて、 SGD がグループデータを保持する期間を
変更するこ とをお勧めします。 これを実行するには、次のコマンドを使用します。

LDAP 割り当ての ト ラブルシューティ ング

LDAP グループ検索によって期待した結果が返されない場合は、 140 ページの 「
LDAP グループ検索の調整 」 を参照して ください。  

SGD は、 LDAP ディ レク ト リから収集したデータをキャ ッシュします。 SGD が変
更を検出していない場合は、キャ ッシュ されたデータを手動で消去できます。 142 ペ
ージの 「 ディ レク ト リサービスキャ ッシュの管理 」 を参照して ください。

LDAP ディ レク ト リの LDAP 検索に失敗した場合のために、 LDAP タイムアウ ト を
設定できます。 105 ページの 「 LDAP 操作のタイムアウ ト 」 を参照して ください。

$ tarantella cache --flush ldapgroups

$ tarantella cache --flush ldapconn-lookups

$ tarantella cache --flush ldapconn

$ tarantella cache --flush all

# tarantella config edit \
--tarantella-config-ldap-ldapgroups-timeout secs
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LDAP 割り当てに関する問題の診断に役立てるために、次のログフ ィルタを設定して
ください。

ログフ ィルタの設定および使用の詳細については、 415 ページの 「 ログフ ィルタを使
用した SGD サーバーの ト ラブルシューティ ング 」 を参照して ください。

Administration Console には、ユーザーの識別に使用する属性など 、 LDAP データ
の表示に影響を与えるいくつかの設定があ り ます。 Administration Console での 
LDAP の操作が想定したとおりに動作しない場合、設定を調整しなければいけない場
合があ り ます。詳細については、 407 ページの 「 Administration Console の設定 」
を参照して ください。

server/webtop/*:ldapwebtop%%PID%%.log
server/webtop/*:ldapwebtop%%PID%%.jsl
server/directoryservices/*:ldapwebtop%%PID%%.log
server/directoryservices/*:ldapwebtop%%PID%%.jsl
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第 4 章

アプ リ ケーシ ョ ンの設定

この章では、ユーザーが Oracle Secure Global Desktop (SGD) を介して実行できるア
プ リ ケーシ ョ ンの設定に関する ヒ ン ト と 、アプ リ ケーシ ョ ンに関する問題を診断して
解決するための方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 145 ページの 「 Windows アプ リ ケーシ ョ ン 」

■ 163 ページの 「 X アプ リ ケーシ ョ ン 」

■ 170 ページの 「 文字型アプリ ケーシ ョ ン 」

■ 180 ページの 「 動的起動 」

■ 190 ページの 「 SSH の使用 」

■ 196 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」

■ 202 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの設定に関する ヒ ン ト 」

■ 217 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの ト ラブルシューティング 」

Windows アプ リ ケーシ ョ ン
こ こでは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を設定する方法について説明し
ます。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 146 ページの 「 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定 」

■ 148 ページの 「 コマンド行での Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの作成 」

■ 149 ページの 「 SGD で使用する  Microsoft Windows ターミナル サービスの設定 」

■ 153 ページの 「 Microsoft Windows ターミナルサービスのライセンス 」

■ 154 ページの 「 Microsoft Windows リ モー ト  デスク ト ップ 」
145



■ 155 ページの 「 シームレスウ ィ ンド ウ 」

■ 156 ページの 「 Windows ターミナル サービスのキー処理 」

■ 158 ページの 「 Windows ターミナル サービス  セッシ ョ ンのク ラ イアン トデバイ
スの情報を返す 」

■ 159 ページの 「 SGD Remote Desktop Client 」

■ 162 ページの 「 ク ラ イアン トデバイス上での Windows アプ リ ケーシ ョ ンの実行 」

Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定

ユーザーに Microsoft Windows グラフ ィカルアプ リ ケーシ ョ ンを提供する場合は、
Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を使用します。

Administration Console では、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定が次
のタブに分けられています。

■ 「 一般 」 タブ – これらの設定によって、ユーザーのリ ンクを作成する と きに使用
される名前とアイコンが制御されます。

■ 「 起動 」 タブ – これらの設定によって、アプ リ ケーシ ョ ンの起動方法や、アプ リ
ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを中断および再開できるかど うかが制御されます。

■ 「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブ – これらの設定によって、アプ リ ケーシ ョ ンをユー
ザーに表示する方法が制御されます。

■ 「 パフォーマンス 」 タブ – これらの設定は、アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンス
を 適化するために使用されます。

■ 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブ – これらの設定によって、ユーザーのク ラ イアン
トデバイスがアプ リ ケーシ ョ ンと対話する方法が制御されます。

次の表に、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を設定するためにもっと も一般
的に使用される設定と 、その使用方法を示します。

属性 説明

名前 ユーザーに表示される名前。

アイコン ユーザーに表示されるアイコン 。

アプ リ ケーシ ョ ンコマンド ユーザーがリ ンクをク リ ッ ク したと きに起動されるアプ リ ケーシ ョ ンへのフルパ
ス 。

アプ リ ケーシ ョ ンのインス トール先は、すべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で
同じ場所でなければいけません。

Windows デスク ト ップセッシ ョ ンを実行する場合は、 このフ ィールドを空白の
ままにします。

コマン ドの引数 アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に使用するすべてのコマンド行引数。
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SGD Remote Desktop Client デフォル トでは、 SGD Remote Desktop Client は、 Microsoft Windows アプ リ
ケーシ ョ ンサーバー上でアプ リ ケーシ ョ ンを実行するために使用されます。
SGD は Microsoft RDP プロ ト コルを使用してアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに接続
します。 149 ページの 「 SGD で使用する  Microsoft Windows ターミナル サー
ビスの設定 」 を参照して ください。

ローカルク ラ イアン ト起動 ユーザーのク ラ イアン トデバイス上でアプ リ ケーシ ョ ンを実行するには、 「 ロー
カルク ラ イアン ト起動 」 を選択します。 162 ページの 「 ク ラ イアン トデバイス上
での Windows アプ リ ケーシ ョ ンの実行 」 を参照して ください。

ド メ イン名 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの認証プロセスに使用する  Windows ド メ イン 。

このフ ィールドは空白のままにするこ とができます。 このド メ インはまた、アプ
リ ケーシ ョ ンサーバーまたはユーザープロファ イルのどちらでも設定できます。
199 ページの 「 Windows ド メ イン とパスワードキャ ッシュ 」 も参照してく ださ
い。

セッシ ョ ン数 ユーザーが実行できるアプ リ ケーシ ョ ンのインスタンスの数。デフォル ト値は 3 
です。

アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 アプ リ ケーシ ョ ンを再開可能にする期間を指定します。次のオプシ ョ ンが使用で
きます。

• 使用しない – アプ リ ケーシ ョ ンを再開できません

• ユーザーセッシ ョ ン中 – アプ リ ケーシ ョ ンは稼働し続け、ユーザーが SGD か
らログアウ トするまで再開可能です

• 一般 – アプ リ ケーシ ョ ンは、ユーザーが SGD からログアウ ト したあと も一定
時間 ( タ イムアウ ト設定で制御される ) 稼働し続け、ユーザーが次回にログイ
ンしたと きに再開できます

ウ ィ ン ド ウタ イプ アプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに表示する方法。

フルスク リーンのデスク ト ップセッシ ョ ンにキオスクを使用します。 「 ウ ィ ン ド
ウのサイズ 」 の 「 ウ ィ ン ド ウに合わせて拡大縮小する 」 チェ ッ クボッ クスを選択
する と 、 SGD は、 ク ラ イアン トデバイスのディ スプレイに合わせてアプ リ ケー
シ ョ ンウ ィ ン ド ウを拡大縮小できます。

independent ウ ィ ン ド ウの場合は、 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ 」 の 「 高さ 」 と 「 幅 」
を指定するか、 または 「 ク ラ イアン トの 大サイズ 」 チェ ッ クボッ クスを選択す
る必要があ り ます。

ユーザーのデスク ト ップ環境には関係な く 、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ー上に表示される場合と同じ方法でアプ リ ケーシ ョ ンを表示するには、 「 シーム
レスウ ィ ン ド ウ 」 モードを使用します。 155 ページの 「 シームレスウ ィ ン ド ウ 」
を参照して ください。

発色数 アプ リ ケーシ ョ ンの発色数。

詳細については、 152 ページの 「 発色数 」 を参照して ください。

属性 説明
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また、 この設定に加えて、次の設定を行う こ と もできます。

■ 印刷 – 237 ページの 「印刷 」 を参照して ください。

■ ク ラ イアン ト ド ラ イブ – 276 ページの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 を参照
して ください。

■ オーディオ – 296 ページの 「 オーディオ 」 を参照して ください。

■ スマート カード  – 313 ページの 「 スマート カード 」 を参照して ください。

■ コピー＆ペース ト  – 308 ページの 「 コピー＆ペース ト 」 を参照して ください。

■ シ リ アルポート  – 319 ページの 「 シ リ アルポート 」 を参照して ください。

コマンド行での Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブ
ジェク トの作成

コマンド行では、 tarantella object new_windowsapp コマンドを使用して 
Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。 また、 tarantella 
object script コマンドを使用して、一度に複数の Windows アプ リ ケーシ ョ ンオ
ブジェク ト を作成するこ と もできます。 123 ページの 「 バッチスク リプ ト を使用した 
SGD 組織階層の移植 」 を参照して ください。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トは、 o=applications 組織階層内でのみ
作成できます。

アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散 SGD がアプ リ ケーシ ョ ンの実行にもっ と も適したアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを
選択する方法を指定します。

詳細については、 385 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散 」 を参照して くだ
さい。

「 ホス ト しているアプ リ ケー
シ ョ ンサーバー 」 タブ

「 編集可能な割り当て 」 テーブルを使用して、アプ リ ケーシ ョ ンを実行できる
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーまたはアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのグループを選択し
ます。

アプ リ ケーシ ョ ンのインス トール先は、すべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で
同じ場所でなければいけません。

割り当て済みのユーザープロ
ファ イルタブ

「 編集可能な割り当て 」 テーブルを使用して、アプ リ ケーシ ョ ンを表示できるユ
ーザーを選択します。ディ レク ト リ オブジェク ト またはディ レク ト リ  ( 軽量 ) オ
ブジェク ト を選択する と 、多数のユーザーに一度にアプ リ ケーシ ョ ンを提供でき
ます。 また 、 LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) ディ レク ト リ を使
用してアプ リ ケーシ ョ ンを割り当てる こ と もできます。 134 ページの 「 LDAP 
割り当て 」 を参照して ください。

属性 説明
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SGD で使用する  Microsoft Windows ターミナル 
サービスの設定

Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を設定する と 、 Microsoft Windows ターミ
ナルサービスの機能を使用できるよ うにな り ます。

注 - Windows Server 2008 R2 以降、 ターミナル サービスはリモート  デスク ト ップ 
サービス とい う名称に変更されます。

SGD によってサポート されるターミナルサービス機能と 、それらがサポート される
アプ リ ケーシ ョ ンサーバープラ ッ ト フォームは、
http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1928 で参照可能な 『 Oracle Secure 
Global Desktop 4.6 Platform Support and Release Notes 』 に一覧表示されています。

Microsoft Windows ターミナル サービスに対しては、数多くの設定が考えられます。
ターミナル サービスの設定の詳細については、使用しているシステムのマニュアル
を参照して ください。 SGD で ターミナル サービスを使用するには、次の設定を行う
必要があ り ます。

■ 150 ページの 「 認証の設定 」

■ 150 ページの 「 セッシ ョ ンの再開機能とセッシ ョ ン  ディ レク ト リ 」

■ 150 ページの 「 Windows プリ ンタ  マッピング 」

■ 150 ページの 「 ド ラ イブの リ ダイレク ト 」

■ 151 ページの 「 暗号化レベル 」

■ 151 ページの 「 複数のターミナル サービス  セッシ ョ ン 」

■ 151 ページの 「 Remote Desktop Users 」

■ 151 ページの 「 タイム  ゾーン リ ダイレク ト 」

■ 151 ページの 「 オーディオの リ ダイレク ト 」

■ 152 ページの 「 スマート カードデバイスの リ ダイレク ト 」

■ 152 ページの 「 COM ポート  マッピング 」

■ 152 ページの 「 発色数 」

■ 152 ページの 「 ト ランスポート層セキュ リ テ ィ 」

■ 152 ページの 「 ターミナル サービスのグループ ポ リ シー 」

■ 153 ページの 「 Windows ターミナル サーバーのキープアライブ設定 」

注 - ターミナル サービスの設定に加えた変更は、新しい Windows ターミナル サー
バー セッシ ョ ンでのみ有効にな り ます。
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認証の設定

Windows ターミナル サービスを 、ユーザーがログインしたと きにパスワードの入力
が要求されないよ うに設定する必要があ り ます。

デフォル トでは、 Windows 2000 Server は、 SGD がそのパスワードキャ ッシュから
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにパスワードを提供するかしないかにかかわらず、ユーザ
ーのログイン時に必ずパスワードの入力を要求します。デフォル トでは、 Windows 
Server 2003 以降ではパスワードの入力が要求されません。

セッ ショ ンの再開機能と セッ ショ ン  ディ レク ト リ

Windows ターミナルサービスでは、接続が切断されたあと もユーザーのセッシ ョ ン
を実行し続けるこ とができます。  

セッシ ョ ン  ディ レク ト リ を使用していない場合は、 Windows ターミナル サーバー
でこの機能を無効にして、セッシ ョ ンの再開機能を  SGD で処理するよ うにするこ と
をお勧めします。 これによ り 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上のリ ソースを不必要に使
用するこ とを予防し 、ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上のアカウン ト を共有し
ている場合に、ほかのユーザーの Windows セッシ ョ ンを相互に再開するこ とのない
よ うにします。 この機能を無効にするには、 「 ターミナル サービスの構成 」 で 「 セ
ッシ ョ ンの制限に達した り接続が中断した場合 : 」 オプシ ョ ンの 「 セッシ ョ ンを終了
する 」 を選択する必要があ り ます。

セッシ ョ ン  ディ レク ト リ を使用してセッシ ョ ンの再開機能を処理している場合は、
「 ターミナル サービスの構成 」 で 「 セッシ ョ ンの制限に達した り接続が中断した場
合 : 」 オプシ ョ ンの 「 セッシ ョ ンを中断する 」 を選択する必要があ り ます。 また、セ
ッシ ョ ン  ディ レク ト リ を使用するには、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの
「 ウ ィ ン ド ウを閉じるアクシ ョ ン 」 属性を 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了 」 に
設定するこ と も必要です。

Windows プリ ンタ  マッ ピング

Windows ターミナル サーバー セッシ ョ ンから ク ラ イアン トプ リ ンタへの印刷をサポ
ートするには、 Windows プ リ ンタ  マッピングを使用可能にする必要があ り ます。
Windows プリ ンタ  マッピングは、デフォル トで有効になっています。

ド ラ イブのリ ダイレク ト

Windows ターミナルサーバーセッシ ョ ンでク ラ イアン ト ド ラ イブのマッピングをサ
ポートするには、 ド ラ イブの リ ダイレク ト を有効にする必要があ り ます。 ド ラ イブの
リ ダイレク トは、デフォル トで有効になっています。
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暗号化レベル

SGD では、低、 ク ラ イアン ト互換、 または高の暗号化レベルのみを使用できます。
SGD は、 Federal Information Processing Standards (FIPS) 暗号化レベルをサポート
していません。  

複数のターミ ナル サービス  セッ ショ ン

デフォルトでは、 Microsoft Windows Server では 1 つのターミナル サービス  セッシ
ョ ンの開始しか許可されません。別のデスク ト ップセッシ ョ ンを開始した場合、 また
は同じ引数で別のアプ リ ケーシ ョ ンインスタンスを開始した場合は、 2 番目のターミ
ナル サービス  セッシ ョ ンが 初のセッシ ョ ンに置き換わり 、 初のセッシ ョ ンを切
断します。つま り 、同じ  Windows Server 上で、 2 つのデスク ト ップセッシ ョ ンまた
は同じアプ リ ケーシ ョ ンの 2 つのインスタンスを開始するこ とはできません。

Microsoft Windows Server 2003 以降のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーでは、複数のター
ミナル サービス  セッシ ョ ンのサポート を有効にするこ とができます。

Remote Desktop Users

Microsoft Windows Server 2003 以降のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーでは、 Remote 
Desktop Users グループのメンバーだけがターミナル サービスを使用できます。

タ イム  ゾーン  リ ダイレク ト

ク ラ イアン ト コンピュータは、デスク ト ップまたはアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンに正
しいタイムゾーン時間が表示されるよ うに、 タ イムゾーン設定をターミナル サーバ
ーにリ ダイレク ト できます。 ターミナルサービスは、 ターミナルサーバー上のサーバ
ー時間と ク ラ イアン ト タイムゾーンの情報を使用して、セッシ ョ ンの時間を計算しま
す。 この機能は、複数のク ラ イアン トデバイスが異なるタイムゾーンに存在する場合
に有効です。デフォルト では、 この機能は使用不能になっています。

Administration Console では、 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タ
ブの 「 タ イムゾーンマップファ イル 」 属性によって、 UNIX プラ ッ ト フォームのク ラ
イアン トデバイス と  Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのタイムゾーン名との間の
マッピングを含むファ イルが指定されます。

オーディ オのリ ダイレク ト

Windows ターミナル サーバー セッシ ョ ンからオーディオを再生するには、アプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーでオーディオのリ ダイレク ト を有効にする必要があ り ます。デフォ
ル トでは、オーディオの リ ダイレク トは無効になっています。  
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スマート カード デバイスのリ ダイレク ト

Windows ターミナル サーバー セッシ ョ ンからスマート カード リーダーを使用するに
は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーでスマート カードデバイスの リ ダイレク ト を有効にす
る必要があ り ます。デフォル トでは、 スマート カードデバイスの リ ダイレク トは有効
になっています。

COM ポート  マッ ピング

Windows ターミナル サーバー セッシ ョ ンから ク ラ イアン トデバイス上のシ リ アルポ
ートにアクセスするには、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで COM ポート マッピングを有
効にする必要があ り ます。デフォル トでは、 COM ポート マッピングは無効になって
います。

発色数

SGD は、 Windows ターミナルサーバーのセッシ ョ ンで 16- ビッ ト 、 24- ビッ ト 、
および 32- ビッ トの発色数をサポート します。  

32- ビッ トは Windows Vista 、 Windows Server 2008 、 Windows Server 2008R2 、
および Windows 7 プラ ッ ト フォームで使用可能です。 32- ビッ トの発色数では、
ク ラ イアン トデバイスは 32- ビッ トの色を表示できる必要があ り ます。

15- ビッ トの発色数はサポート されていません。 この発色数がターミナルサーバーで
指定されている場合、 SGD は自動的に発色数を  8- ビッ トに調整します。

ト ラ ンスポート 層セキュリ ティ

Microsoft Windows Server 2003 以降では、サーバーの認証およびターミナル サーバ
ーの通信の暗号化に ト ランスポート層セキュ リ テ ィ  (TLS) を使用できます。 SGD は 
TLS の使用をサポート していません。

ターミ ナル サービスのグループ ポリ シー

Windows Server 2003 以降では、 ターミナル サービスの設定を 、次のよ うにグルー
プ ポ リ シーを使用して設定できます。

■ 個々の Windows ターミナル サーバーは、 ローカル グループ ポ リ シー オブジェ
ク ト  (LGPO) を使用して設定できます。グループ ポ リ シー オブジェク ト  エディ タ
では、 ターミナルサービスの設定はローカル コンピュータ  ポリ シー \ コンピュー
タの構成 \ 管理用テンプレート \Windows コンポーネント \ ターミ ナル サービス  
にあ り ます。  
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■ 複数の Windows ターミナル サーバーは、 ド メ インまたは組織単位 (OU) に リ ン
ク されたグループ ポ リ シー オブジェク ト  (GPO) を使用して設定できます。

パフォーマンスを向上させるために、次のポ リ シーの一部またはすべてを設定するこ
と もできます。

■ キープアライブ接続。 このポ リ シーは、 ターミナル サービスセッシ ョ ンのキープ
アライブ時間間隔を指定します。 153 ページの 「 Windows ターミナル サーバー
のキープアライブ設定 」 も参照して ください。

■ 表示色の 大値を制限する 。 このポ リ シーは、 ク ラ イアン トデバイスの表示色を
制御します。 このポ リ シーを設定する方法の詳細については、 Microsoft サポート
技術情報の記事 278502 を参照して ください。

Windows ターミ ナル サーバーのキープアラ イブ設定

SGD サーバーと  Windows ターミナル サーバーの間の接続が予期せず中断されてい
るこ とがわかった場合は、 Windows ターミナル サーバーのキープアライブメカニズ
ムの設定が必要になるこ とがあ り ます。  

その方法については、 Microsoft サポート技術情報の記事 216783 で説明されています

Microsoft Windows ターミナルサービスのラ イセ
ンス

SGD には、 Microsoft Windows ターミナルサービスのライセンスは含まれていませ
ん。 Microsoft オペレーティ ングシステム製品で提供されるターミナルサーバー機能
にアクセスするには、該当する製品を使用するための追加ライセンスを購入する必要
があ り ます。使用している  Microsoft オペレーティ ングシステム製品のライセンス契
約書を参照して、入手する必要のあるラ イセンスを確認して ください。

ターミナルサービスのライセンス付与は CAL. を使用して行われます。 CAL は、 ク
ライアン トに Windows ターミナルサーバーへのアクセスを許可するライセンスです。
ラ イセンスモードに応じて、 ク ラ イアン トは 「 ユーザー 」 、 「 デバイス 」 、 またはそ
の両方の組み合わせにな り ます。

Microsoft Windows ターミナルサービスのク ラ イアン ト ラ イセンス管理は、 ク ラ イア
ン トプラ ッ ト フォームによって次のよ うに異な り ます。

■ Windows プラ ッ ト フォーム - ターミナルサーバーに接続するク ラ イアン トデバイ
スの CAL は、 Microsoft のポ リ シーに基づいて割り当てられます。 CAL はク ラ
イアン トデバイスの Windows レジス ト リに保存されます。  
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■ UNIX 、 Linux 、 または Mac OS X プラ ッ ト フォーム - ターミナルサーバーに接続
するク ラ イアン トデバイスの CAL は、 SGD サーバーのデータス ト アのラ イセン
スプールに保存されます。 このラ イセンスプールの管理は、 SGD 管理者が tscal 
コマンドを使用して行います。 154 ページの 「 CAL をコマンド行から管理する 」
を参照して ください。

CAL をコマンド 行から管理する  
tarantella tscal コマンドを使用して、 Windows 以外のク ラ イアン トデバイス
の Microsoft Windows ターミナルサービス  CAL を次のよ うに管理できます。

■ Windows 以外のク ラ イアン トに現在予約されているターミナルサービス  CAL の
一覧を表示するには、次のコマンドを入力します。

■ 別の Windows 以外のク ラ イアン ト で使用するためにターミナルサービス  CAL 
を解放するには、次のコマンドを入力します。

■ 解放されているすべてのターミナルサービス  CAL を  Windows ラ イセンスサーバ
ーに戻すには、次のコマンドを入力します。

Microsoft Windows リ モー ト  デスク ト ップ

Microsoft Windows の一部のエディシ ョ ンには、 Microsoft RDP を使用してコンピ
ュータにアクセスできる リモート  デスク ト ップ機能が含まれています。たとえば、
SGD と リモート  デスク ト ップを使用して、オフ ィ スの外部のユーザーにオフ ィ スの 
PC へのアクセスを許可できます。

サポート されているプラ ッ ト フォームと リモートデスク ト ップの機能は、
http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1928 で参照可能な 『 Oracle Secure 
Global Desktop 4.6 Platform Support and Release Notes 』 に一覧表示されています。

SGD を導入する前に、 Microsoft Windows コンピュータへの リモート  デスク ト ップ
接続が機能しているこ とを確認する必要があ り ます。  

リモート  デスク ト ップを使用できるよ うに SGD を設定するには、次の作業を行い
ます。

■ Microsoft Windows コンピュータごとにアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト
を作成します。

$ tarantella tscal list

$ tarantella tscal free

$ tarantella tscal return --free
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■ Windows デスク ト ップアプ リ ケーシ ョ ンの Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェ
ク ト を作成します。

ユーザーが各自のコンピュータに確実にアクセスできるよ うにするには、
Microsoft Windows コンピュータごとに個別の Windows デスク ト ップアプ リ ケ
ーシ ョ ンオブジェク ト を作成する必要があ り ます。

SGD Webtop を表示せずにフルスク リーンのデスク ト ップセッシ ョ ンを実行する方法
の詳細については、 187 ページの 「 My Desktop の使用 」 を参照して ください。

シームレスウ ィ ン ド ウ

シームレスウ ィ ンド ウを使用する場合、 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサー
バーがアプ リ ケーシ ョ ンの表示を管理します。つま り 、ユーザーのデスク ト ップ環境
にかかわらず、そのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上に表示される場合と同様にアプ リ ケ
ーシ ョ ンのウ ィ ンド ウが動作します。 ウ ィ ンド ウは、サイズ変更、重ねて表示、 大
化、および 小化するこ とができます。シームレスウ ィンドウを使用しているときは、
Windows の 「 スター ト 」 メニューと タスクバーは表示されません。

シームレスウ ィ ンド ウは、 Windows デスク ト ップセッシ ョ ンの表示には適していま
せん。代わりに、キオスク ウ ィ ン ド ウまたは独立ウ ィ ンド ウを使用して ください。

シームレスウ ィ ンド ウを使用するための条件を 、次に示します。

■ Windows 対応の SGD 拡張モジュールがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにインス トー
ルされている必要があ り ます。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トは、 ウ ィ ン ド ウタイプをシームレスウ ィ
ンド ウで設定する必要があ り ます。

上記の条件のいずれかが満たされていない場合、 SGD は代わりに independent ウ ィ
ンド ウに Windows アプ リ ケーシ ョ ンを表示します。

シームレスウィ ンド ウの使用に関する注意事項と ヒ ント

アプリ ケーシ ョ ンをシームレスウ ィ ン ド ウに表示する場合の注意事項と ヒ ン ト をいく
つか次に示します。

■ アプ リ ケーシ ョ ンがシームレスウ ィ ン ド ウに表示されている場合は、 Scroll Lock 
キーを押すこ とによって、シームレスウ ィ ンド ウ と  independent ウ ィ ンド ウを切
り替えるこ とができます。 これは SGD Client が統合モードのと きは機能しません
。

■ スキンがカスタマイズされたメディアプレイ ヤ ーなど 、四角形以外のウ ィ ンド ウ
を持つアプ リ ケーシ ョ ンは、四角形のウ ィンド ウに表示されます。
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■ Windows ク ラ イアン トデバイスでは、 「 重ねて表示 」 、 「 上下に並べて表示 」 、
または 「 左右に並べて表示 」 ウ ィ ン ド ウコマンドを実行しても 、シームレスウ ィ
ンド ウには効果はあ り ません。

■ スク リーンセーバーまたは 「 Windows セキュ リ テ ィー 」 ダイアログボッ クスが表
示される と 、 ウ ィ ン ド ウは自動的に独立ウ ィ ンド ウに切り替わり ます。アプ リ ケ
ーシ ョ ンをロ ッ ク解除する と 、 ウ ィ ン ド ウは自動的にシームレスウ ィ ンド ウに戻
り ます。

■ シームレスウ ィ ンド ウアプ リ ケーシ ョ ンが、元のセッシ ョ ンよ り大きいサイズま
たは小さいサイズのディ スプレイで再開される場合、アプ リ ケーシ ョ ンは 
independent ウ ィ ンド ウに表示されます。

■ シームレスウ ィ ンド ウに表示されるアプ リ ケーシ ョ ンには、それぞれ個別の RDP 
接続が割り当てられます。

■ シームレスウ ィ ンド ウに表示されるよ う設定されているアプ リ ケーシ ョ ンに 
GNOME 2.0.0 デスク ト ップからアクセスする と 、アプ リ ケーシ ョ ンが正し く表示
されないこ とがあ り ます。原因は、 Metacity ウ ィ ンド ウマネージャーが、パッチ
の適用されていないバージ ョ ンであるためです。 この問題を解決するためには、
GNOME 2.0.0 ウ ィ ンド ウマネージャーのパッチをインス トールします。パッチ 
ID は 115780 です。 Sun Support Center (http://www.sun.com/support) か
ら入手できます。

Windows ターミナル サービスのキー処理

Windows ターミナル サービス  セッシ ョ ン内のク ラ イアン トデバイス上でキーボード
が押されたと きの SGD での処理方法を 、次のよ うに設定できます。

■ 157 ページの 「 Windows ターミナル サービスでサポート されるキーボードシ ョー
ト カッ ト 」

■ 157 ページの 「 Windows キーと ウ ィ ンド ウ管理キー 」

■ 158 ページの 「 Windows キーボードマップの設定 」
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Windows ターミ ナル サービスでサポート さ れるキーボー
ド ショ ート カッ ト

SGD は、 Windows ターミナル サービス  セッシ ョ ン用に次のキーボードシ ョー ト カ
ッ ト をサポート しています。

Windows キーと ウィ ンド ウ管理キー

SGD Windows ターミナル サービス  セッシ ョ ンでは、 Windows キーおよびウ ィン
ド ウ管理用のキーボードシ ョー ト カッ ト を 、 リモート セッシ ョ ンに送信するこ と も 、
ローカルで実行するこ と もできます。デフォル トでは、 ローカルで実行されます。

「 キオスク 」 モードで表示するよ うに設定されている  Windows アプ リ ケーシ ョ ンオ
ブジェク トの場合は、 「 ウ ィ ン ド ウ管理キー 」 (--remotewindowkeys) 属性によっ
てキーボードシ ョー ト カッ ト の動作が設定されます。 Windows キーと ウ ィ ンド ウ管
理キーを リモー ト セッシ ョ ンに送信するには、次のどちらかを実行します。

■ Administration Console で、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 ク ラ イ
アン トデバイス 」 タブに移動し 、 「 ウ ィ ン ド ウ管理キー 」 チェ ッ クボッ クスを選
択します。

キーボードシ ョート カ

ッ ト 説明

Ctrl + Alt + End 「 Windows セキュ リ テ ィー 」 ダイアログを表示します。

Alt + Page Up ウ ィ ン ド ウを左から右に切り替えます。

Alt + Page Down ウ ィ ン ド ウを右から左に切り替えます。

Alt + Insert ウ ィ ン ド ウを開かれた順番で繰り返し表示します。

Alt + End Windows の 「 スター ト 」 メニューを表示します。

Alt + Delete 現在のウ ィ ン ド ウのポップアップメニューを表示します。

Ctrl + Alt + マイナス テンキーパッ ドのマイナス  (-) キーを使用します。

Windows ターミナル サーバーのク リ ップボードにアクテ ィブなク ラ
イアン ト ウ ィ ン ド ウのスナップシ ョ ッ ト を格納します。

ローカルコンピュータ上で Alt + PrintScrn を押した場合と同じ機能を
提供します。

Ctrl + Alt + プラス テンキーパッ ドのプラス  (+) キーを使用します。

Windows ターミナル サーバーのク リ ップボードにク ラ イアン ト ウ ィ
ン ド ウ領域全体のスナップシ ョ ッ ト を格納します。

ローカルコンピュータ上で PrintScrn を押した場合と同じ機能を提供
します。

Alt + Ctrl + Shift + 
スペース

アクテ ィブウ ィ ン ド ウを 小化します。 「 キオスク 」 モードにのみ適
用されます。
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■ 次のコマンドを使用します。

Windows キーと ウ ィ ンド ウ管理キーを リモー ト セッシ ョ ンに送信している場合に 「
キオスク 」 モードを終了するには、キーシーケンス  Alt + Ctrl + Shift + スペースを使
用します。 これによ り 、 ローカルデスク ト ップ上でキオスクセッシ ョ ンがアイコン化
されます。 または、 「 キオスク 」 モードを終了するために、 「 キオスクモードのエス
ケープ 」 (--allowkioskescape) 属性を使用してアプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ンド ウのプ
ルダウンヘッダーを有効にするこ と もできます。プルダウンヘッダーには、キオスク
セッシ ョ ンの 小化と終了のアイコンが含まれています。

「 キオスク 」 モードで表示するよ うに設定されていない Windows アプ リ ケーシ ョ ン
オブジェク トの場合は、 SGD Remote Desktop Client の -windowskey オプシ ョ ン
を使用して、 Windows キーを強制的にリモート セッシ ョ ンに送信するこ とができ
ます。 Windows キーを リモート セッシ ョ ンに送信するには、次のどちらかを実行し
ます。

■ Administration Console で、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 起動 」
タブに移動し 、 「 引数 」 フ ィールドに -windowskey on と入力します。

■ 次のコマンドを使用します。

Windows キーボード マッ プの設定

SGD で Windows キーボードマップを設定するプロセスは、 X アプ リ ケーシ ョ ンの
キーボードマップの設定に使用されるプロセス と同じです。 169 ページの 「 キーボー
ドマップ 」 も参照して ください。

注 - Windows アプ リ ケーシ ョ ンの場合は、キー配列がク ラ イアン トデバイス上とア
プ リ ケーシ ョ ンサーバー上で同じである必要があ り ます。

Windows ターミナル サービス  セッシ ョ ンのク ラ
イアン トデバイスの情報を返す

デフォルトでは、 Microsoft RDP プロ ト コルを使用して SGD から  Windows アプ リ
ケーシ ョ ンを実行する と 、 ク ラ イアン トデバイスのホス ト名が Windows ターミナル 
サービス  セッシ ョ ンの %CLIENTNAME% 環境変数で返されます。 Sun Ray デスク ト
ップユニッ ト  (DTU) ク ラ イアン トデバイスを使用している場合は、 DTU ID が 
%CLIENTNAME% 環境変数で返されます。 DTU ID は Sun Ray のハード ウェアアドレ
スです。

$ tarantella object edit --name obj --remotewindowkeys 1

$ tarantella object edit --name obj --protoargs "-windowskey on"
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DTU ID は wcpwts.exp ログインスク リプ トでク ラ イアン トデバイスの名前を指定
するために使用できます。 SGD では、 Microsoft RDP プロ ト コルを使用して接続す
るすべての Windows アプ リ ケーシ ョ ンにこのログインスク リプ トが使用されます。

SGD Remote Desktop Client
SGD Remote Desktop Client (ttatsc と も呼ばれる ) は、 SGD サーバーと  
Windows ターミナル サーバーの間の接続を処理するク ラ イアン トプログラムです。

コマンド行から  ttatsc を実行するための構文は次のとおりです。

ttatsc [-options..] server.example.com

こ こで、 server.example.com は Windows ターミナル サーバーの名前です。

ttatsc を使用して、次の方法で Windows ターミナル サービス  セッシ ョ ンを設定
できます。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの属性を設定します。一部の ttatsc コ
マンドオプシ ョ ンは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの属性と して使用
できます。 これらは次の表に示します。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 引数 」 (--protoargs) 属性を設定
します。 この属性を使用する と 、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トのため
に使用される  ttatsc コマンドオプシ ョ ンを指定できます。

■ wcpwts.exp ログインスク リプ ト を編集して、 ttatsc コマンドオプシ ョ ンを指
定します。 このファ イルに加えた変更はすべて、 Microsoft RDP プロ ト コルを使
用して接続するすべての Windows アプ リ ケーシ ョ ンのために使用されます。

ttatsc コマンドでは、次のオプシ ョ ンがサポート されています。

オプシ ョ ン 説明

-application application ターミナルサービスセッシ ョ ンで実行されるアプ リ ケーシ ョ ン 。

-audioquality 
low|medium|high

オーディオの リダイレク ト の品質を設定します。

-bulkcompression on|off 接続のデータ圧縮を有効または無効にします。

-console 標準の RDP セッシ ョ ンを開始する代わりに、 コンソールセッシ ョ ンに接続
します。

このオプシ ョ ンは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンの 「 Console Mode 」
(--console) 属性と して使用できます。

-crypt on|off 接続の暗号化を設定します。デフォル ト設定 (on) によって 、ユーザーに
高の操作性が提供されます。

-default depth ターミナルサーバーで X セッシ ョ ンのデフォル トの発色数を設定できるよ
うにするかど うかを指定します。
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-desktop フルスク リーンのデスク ト ップセッシ ョ ンを表示するかど うかを指定し
ます。

-dir working_dir ターミナルサービスセッシ ョ ンの作業用ディ レク ト リ 。 これはアプ リ ケー
シ ョ ンで上書きできます。

このオプシ ョ ンは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンの 「 Working Directory
」 (--workingdir) 属性と して使用できます。

-display X display 接続先の X ディ スプレイ 。

-domain domain 認証の対象となるターミナルサーバー上のド メ イン 。

-keyboard language_tag 入力ロケール。 RFC1766 言語タグを指定します。

-name client name ク ラ イアン トデバイスの名前。

-netbiosname name ク ラ イアン トデバイスの NetBIOS 名。 ターミナルサーバー上のリ ダイレク
ト されたプ リ ンタ名のために使用されます。

-noaudio オーディオの リダイレク ト を無効にします。

-nofork ttatsc をバッ クグラウンドプロセス と して実行しません。

-noprintprefs プ リ ンタの設定をキャ ッシュしません。

このオプシ ョ ンは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンの 「 Printer Preference 
Caching 」 (--noprintprefs) 属性と して使用できます。

-opts file ファ イルからの読み取り コマンドオプシ ョ ン 。詳細については、
162 ページの 「 設定ファ イルの使用 」 を参照して ください。

-password password ターミナルサービスユーザーのパスワード 。

オプシ ョ ン 説明
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-perf disable

wallpaper|fullwindowdrag|
menuanimations|theming|

cursorshadow|cursorsettings

パフォーマンスを向上させるために表示オプシ ョ ンを無効にします。使用
可能な設定は次のとおりです。

• wallpaper – デスク ト ップの壁紙を無効にします。 このオプシ ョ ンは、
Windows アプ リ ケーシ ョ ンの 「 Desktop Wallpaper 」
(--disablewallpaper) 属性と して使用できます。

• fullwindowdrag – ウ ィ ン ド ウの移動時にウ ィ ン ド ウの内容を表示する
オプシ ョ ンを無効にします。 このオプシ ョ ンは、 Windows アプ リ ケー
シ ョ ンの 「 Full Window Drag 」 (--disablefullwindowdrag) 属性
と して使用できます。

• menuanimations – メニューとツールヒ ン トの切り替え効果を無効にし
ます。 このオプシ ョ ンは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンの「 Menu 
Animations 」 (--disablemenuanimations) 属性と して使用できます。

• theming – デスク ト ップテーマを無効にします。 このオプシ ョ ンは、
Windows アプ リ ケーシ ョ ンの 「 Theming 」 (--disabletheming) 属
性と して使用できます。

• cursorshadow – マウスポインタのシャ ド ウを無効にします。 このオプ
シ ョ ンは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンの 「 Cursor Shadow 」
(--disablecursorshadow) 属性と して使用できます。

• cursorsettings – マウスポインタの配色とカスタマイズを無効にしま
す。 このオプシ ョ ンは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンの 「 Cursor 
Settings 」 (--disablecursorsettings) 属性と して使用できます。

複数の表示オプシ ョ ンを無効にするには、 -perf disable オプシ ョ ンを
複数使用します。

-perf enable fontsmoothing デスク ト ップのテキス トのフォン ト スムージングを有効にします。

このオプシ ョ ンは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンの 「 Font Smoothing 」
(--enablefontsmoothing) 属性と して使用できます。

-port port ターミ ナルサーバー上の接続先の RDP ポート 。 デフォルト 設定は 3389 です。

-printcommand command このオプシ ョ ンは推奨されていません。

-remoteaudio オーディオをターミナルサーバーに委ねます。

このオプシ ョ ンは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンの 「 Remote Audio 」
(--remoteaudio) 属性と して使用できます。

-sharedcolor 個人用のカラーマップを使用しません。

-size width height ターミナルサービスセッシ ョ ンの表示幅と表示高 ( ピクセル単位 ) 。

-spoil このオプシ ョ ンは推奨されていません。

-stdin 標準入力からの読み取り コマンドオプシ ョ ン 。 ttatsc にコマンドオプシ
ョ ンを渡すために、 ログインス ク リプ トによって使用されます。

-storage data_dir このオプシ ョ ンは推奨されていません。

-swmopts on|off シームレスウ ィ ン ド ウを使用するアプ リ ケーシ ョ ンのローカルウ ィ ン ド ウ
階層を有効にします。一部の Borland アプ リ ケーシ ョ ンに必要です。

-timeout connect secs ターミナルサーバーへの接続のタイムアウ ト  ( 秒単位 ) 。

オプシ ョ ン 説明
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設定ファ イルの使用

設定ファ イルは、接続に使用する  ttatsc コマンド行オプシ ョ ンを格納しているテキ
ス ト ファ イルです。オプシ ョ ンは、先頭にダッシュ  (-) を付けず、 1 行に 1 つずつ記
述する必要があ り ます。引数とその値は空白で区切り ます。 リ テラルな空白を含める
場合は、単一引用符または二重引用符で囲みます。

エスケープ文字は \ です。次のエスケープシーケンスがサポート されています。

■ \n は改行文字 (0xA) です

■ \r はキャ リ ッジ リ ターン  (0xD) です

■ \t はタブ (0x9) です

■ \\ はリ テラルな \ です

■ \" は、引数を囲むためのものではない、 リ テラルな二重引用符です

■ \' は、引数を囲むためのものではない、 リ テラルな単一引用符です

設定ファ イルの例を 、次に示します。

ク ラ イアン トデバイス上での Windows アプ リ ケ
ーシ ョ ンの実行

Windows アプ リ ケーシ ョ ンを 、 SGD を介して表示するのではな く 、 ク ラ イアン ト
デバイス上で実行できます。アプ リ ケーシ ョ ンがク ラ イアン トデバイス上で使用で
きず、 「 SGD Remote Desktop Clien 」 チェ ッ クボッ クスが選択されている場合、
SGD はアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で実行しよ う と します。

アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能が設定されていても 、 ク ラ イアン トデバイスで実行され
ているアプ リ ケーシ ョ ンは再開できません。

-timeout establish secs RDP 接続の確立のタイムアウ ト  ( 秒単位 ) 。

-uncompressed このオプシ ョ ンは推奨されていません。

-user username ターミナルサービスユーザーのユーザー名。

-windowskey on|off ターミナルサービスセッシ ョ ンの Windows キーを有効にするか無効にす
るかを指定します。デフォル ト設定は on です。

u "Indigo Jones"
p "Wh1teh4ll"
a "C:\\program files\\notepad.exe"
naples.indigo-insurance.com

オプシ ョ ン 説明
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アプ リ ケーシ ョ ンのインス トール先は、すべてのク ラ イアン トデバイス上で同じ場所
でなければいけません。

X アプ リ ケーシ ョ ン
こ こでは、 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を設定する方法について説明します。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 163 ページの 「 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定 」

■ 166 ページの 「 サポート されている  X の拡張機能 」

■ 166 ページの 「 X 認証 」

■ 166 ページの 「 X フォン ト 」

■ 169 ページの 「 キーボードマップ 」

X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定

Administration Console では、 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定が次のタブ
に分けられています。

■ 「 一般 」 タブ – これらの設定によって、ユーザーのリ ンクを作成する と きに使用
される名前とアイコンが制御されます。

■ 「 起動 」 タブ – これらの設定によって、アプ リ ケーシ ョ ンの起動方法や、アプ リ
ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを中断および再開できるかど うかが制御されます。

■ 「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブ – これらの設定によって、アプ リ ケーシ ョ ンをユー
ザーに表示する方法が制御されます。

■ 「 パフォーマンス 」 タブ – これらの設定は、アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンス
を 適化するために使用されます。

■ 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブ – これらの設定によって、ユーザーのク ラ イアン
トデバイスがアプ リ ケーシ ョ ンと対話する方法が制御されます。
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次の表に、 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を設定するためにもっと も一般的に使
用される設定と 、その使用方法を示します。

属性 説明

名前 ユーザーに表示される名前。

アイコン ユーザーに表示されるアイコン 。

アプ リ ケーシ ョ ンコマンド ユーザーがリ ンクをク リ ッ ク したと きに起動されるアプ リ ケーシ ョ ンへのフル
パス 。

アプ リ ケーシ ョ ンのインス トール先は、すべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で
同じ場所でなければいけません。

デスク ト ップセッシ ョ ン用に一般的に使用されるコマンドを 、次に示します。

• /usr/dt/config/Xsession.jds – Sun Java Desktop System デスク ト ッ
プ用

• /usr/bin/gnome-session – GNOME デスク ト ップ用

• /usr/bin/startkde – KDE (K Desktop Environment) デスク ト ップ用

212 ページの 「 共通デスク ト ップ環境アプ リ ケーシ ョ ンの設定 」 および
215 ページの 「 VMS アプ リ ケーシ ョ ンの設定 」 も参照して ください。

コマン ドの引数 アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に使用するすべてのコマンド行引数。

注 - -display 引数を指定しないでください。 この引数は SGD によって設定さ
れます。

接続方法 SGD がアプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続に使用する メカニズム  ( たとえば、
telnet または ssh) 。

セッシ ョ ン数 ユーザーが実行できるアプ リ ケーシ ョ ンのインスタンスの数。デフォル ト値は 3 
です。

アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 アプ リ ケーシ ョ ンを再開可能にする期間を指定します。次のオプシ ョ ンが使用で
きます。

• 使用しない – アプ リ ケーシ ョ ンを再開できません

• ユーザーセッシ ョ ン中 – アプ リ ケーシ ョ ンは稼働し続け、ユーザーが SGD か
らログアウ トするまで再開可能です

• 一般 – アプ リ ケーシ ョ ンは、ユーザーが SGD からログアウ ト したあと も一定
時間 ( タ イムアウ ト設定で制御される ) 稼働し続け、ユーザーが次回にログイ
ンしたと きに再開できます

セッシ ョ ン終了 SGD サーバーがアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了する と きの環境。
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また、 この設定に加えて、次の設定を行う こ と もできます。

■ 印刷 – 237 ページの 「印刷 」 を参照して ください。

■ ク ラ イアン ト ド ラ イブ – 276 ページの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 を参照
して ください。

■ オーディオ – 296 ページの 「 オーディオ 」 を参照して ください。

■ コピー＆ペース ト  – 308 ページの 「 コピー＆ペース ト 」 を参照して ください。

ウ ィ ン ド ウタ イプ アプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに表示する方法。

フルスク リーンのデスク ト ップセッシ ョ ンにキオスクを使用します。 「 ウ ィ ン ド
ウのサイズ 」 の 「 ウ ィ ン ド ウに合わせて拡大縮小する 」 チェ ッ クボッ クスを選択
する と 、 SGD は、 ク ラ イアン トデバイスのディ スプレイに合わせてアプ リ ケー
シ ョ ンウ ィ ン ド ウを拡大縮小できます。

アプ リ ケーシ ョ ンを 、 ク ラ イアン トデバイス上で実行されているかのよ うに表示
するには、 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理 」 を使用します。

ほかのウ ィ ン ド ウタ イプの場合は、 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ 」 の 「 高さ 」 と 「 幅 」
を指定するか、 または 「 ク ラ イアン トの 大サイズ 」 チェ ッ クボッ クスを選択す
る必要があ り ます。

発色数 アプ リ ケーシ ョ ンの発色数。

SGD は、複数の発色数を使用する  X アプ リ ケーシ ョ ンをサポート しています。
したがって、たとえば 24/8 ビッ ト を選択するこ とによって 、 24 ビッ ト のデスク
ト ップセッシ ョ ン内で 8 ビッ ト アプ リ ケーシ ョ ンを実行できます。

アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散 SGD がアプ リ ケーシ ョ ンの実行にもっ と も適したアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを
選択する方法を指定します。

詳細については、 385 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散 」 を参照して くだ
さい。

「 ホス ト しているアプ リ ケー
シ ョ ンサーバー 」 タブ

「 編集可能な割り当て 」 テーブルを使用して、アプ リ ケーシ ョ ンを実行できる
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーまたはアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのグループを選択し
ます。

アプ リ ケーシ ョ ンのインス トール先は、すべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で
同じ場所でなければいけません。

割り当て済みのユーザープロ
ファ イルタブ

「 編集可能な割り当て 」 テーブルを使用して、アプ リ ケーシ ョ ンを表示できるユ
ーザーを選択します。ディ レク ト リ オブジェク ト またはディ レク ト リ  ( 軽量 ) オ
ブジェク ト を選択する と 、多数のユーザーに一度にアプ リ ケーシ ョ ンを提供でき
ます。 また 、 LDAP ディ レク ト リ を使用してアプ リ ケーシ ョ ンを割り当てる こ
と もできます。 134 ページの 「 LDAP 割り当て 」 を参照して ください。

属性 説明
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コマンド 行での X アプリ ケーショ ンオブジェク ト の作成

コマンド行では、 tarantella object new_xapp コマンドを使用して X アプ リ
ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。 また、 tarantella object script コマ
ンドを使用して、一度に複数の X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成するこ と も
できます。 123 ページの 「 バッチスク リプ ト を使用した SGD 組織階層の移植 」 を参
照して ください。

X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トは、 o=applications 組織階層内でのみ作成でき
ます。

サポート されている  X の拡張機能

サポート されている  X の拡張機能は、
http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1928 で参照可能な 『 Oracle Secure 
Global Desktop 4.6 Platform Support and Release Notes 』 に一覧表示されています。

X 認証

デフォルトでは、 SGD は X 認証を使用して X ディ スプレイを保護します。 この属性
を設定する と 、承認されていないユーザーが X ディ スプレイにアクセスするこ とを
防ぐこ とができます。

X アプ リ ケーシ ョ ンに対する  X 認証の ト ラブルシューティ ングについては、 222 ペ
ージの 「 X 認証が有効になっている と きにアプ リ ケーシ ョ ンの起動に失敗する 」 を
参照して ください。

X フォン ト

SGD には、 コンパイル形式と圧縮形式 (.pcf.gz) の標準の X Window System フォ
ン ト と 、 さまざまな UNIX システムで必要な追加フォン トが含まれています。詳細
は、 「 Fonts in X11R6.8.2 」  を参照して ください。 フォン トは、
/opt/tarantella/etc/fonts ディ レク ト リにインス トールされます。
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SGD で使用可能な X フォン トおよびフォン トディ レク ト リ を次に示します。

ユーザー独自の X フォント の使用

SGD では、次の方法を使用してユーザー独自の X フォン ト を使用可能にできます。

■ フォン トディ レク ト リ を使用します。 168 ページの 「 フォン トディ レク ト リの使用
」 を参照して ください。

■ フォン トサーバーを使用します。 168 ページの 「 フォン トサーバーの使用 」 を参照
して ください。

X フォン ト を使用可能にしたあと 、そのフォン ト を使用するよ うにアレイ内の各 
SGD サーバーを設定する必要があ り ます。 168 ページの 「 ユーザー独自の X フォン
ト を使用するよ うに SGD を設定する方法 」 を参照して ください。

ディ レク

ト リ 説明

75dpi 可変ピッチの 75 dpi フォン ト 。

100dpi 可変ピッチの 100dpi フォン ト 。

andrew 一部の IBM アプ リ ケーシ ョ ンに必要な Andrew ツールキッ トのフォン ト 。

CID CID キー指定フォント のプレースホルダ。 ユーザー独自の CID フォント を追加し
て  SGD で使用する場合は、 このディ レク ト リ にフォント をインスト ールします。

cyrillic キ リル文字のフォン ト 。

encodings Type1 および TrueType フォン トハン ド ラで使用されるエンコーディ ングファ
イルのセッ ト 。

hangul 韓国語フォン ト 。

hp 一部の Hewlett-Packard アプ リ ケーシ ョ ンに必要なフォン ト 。

icl 一部の ICL アプ リ ケーシ ョ ンに必要なフォン ト 。

misc 固定ピッチフォン ト 、 カーソルフォン ト 、および 旧 バージ ョ ンの X との互換
性のために必要なフォン ト 。

oriental 漢字およびその他の東洋諸語のフォン ト 。

scoterm カーソルフォン ト 。

TTF True Type フォン ト 。

Type1 PostScript™ Type 1 フォン ト 。
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フォン トディ レク ト リの使用

フォン トディ レク ト リ を使用するには、 .pcf 形式のフォン ト をアレイ内の各 SGD 
サーバー上のディ レク ト リにコピーし 、 ファ イル名を  X 論理フォン ト記述にマッピ
ングする  fonts.dir ファ イルを含めます。  

フォン トは gzip 形式 (.pcf.gz) で圧縮できますが、 compress コマンド  (.pcf.Z) 
を使用して圧縮されたフォン トはサポート されません。 フォン トが .Z ファ イルで圧
縮されている場合は、 SGD サーバーにコピーする前にまずファ イルを解凍します。

fonts.dir ファ イルには、次の例のよ う な行が記載されています。

フォン トディ レク ト リに fonts.dir ファ イルが含まれていない場合は、ほとんどの 
UNIX システムで使用可能な mkfontdir などのプログラムを使用して作成できます。

また、ディ レク ト リ内のフォン トの別名を指定する  fonts.alias ファ イルを含める
こ と もできます。 fonts.alias ファ イルは、 1 つの別名を  1 つの X 論理フォン ト記述
にマッピングします。次に例を示します。

フォン トサーバーの使用

フォン トサーバーは、ホス ト上のフォン ト をネッ ト ワークで使用できるよ うにするプ
ログラムです。 フォン トサーバーを使う と 、 フォン ト を集中管理して重複作業を減ら
すこ とによ り 、 フォン ト管理が容易にな り ます。

フォン トサーバーをフォン トパスに指定するには、 フォン トサーバーの名前と 、サー
ビスに使うポー トについて知っている必要があ り ます。たとえば、 フォン トサーバー 
boston が TCP (Transmission Control Protocol) ポート  7100 を使用している場合は、
フォン トパスにエン ト リ  tcp/boston:7100 を追加します。  

▼ ユーザー独自の  X フォント を使用するよ う に  SGD を設
定する方法

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および中断されているア
プ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンも含め、 SGD サーバー上で実行されているアプ リ ケーシ
ョ ンセッシ ョ ンがないこ とを確認して ください。

1. Administration Console で、 「 Secure Global Desktop サーバー 」 タブに移動し 、
SGD サーバーを選択します。

2. 「 プロ ト コルエンジン 」 → 「 X 」 タブに移動します。

COURBO10.pcf -Adobe-Courier-Bold-0-Normal-10-100-75-75-M-60-ISO8859-1

variable *-helvetica-bold-r-normal-*-*-140-*
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3. 「 フォン トパス 」 フ ィールドに、 X フォン ト を含むディ レク ト リへのパス 、 また
はフォン トサーバーの場所を入力します。

アレイ内の各 SGD サーバーで、異なるフォン トパスを使用できます。ただし 、
アプ リ ケーシ ョ ンの表示に一貫性がなくなるのを防ぐため、すべての SGD サーバ
ーに同じフォン ト を同じ順番で適用して ください。

4. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

5. SGD サーバーを再起動します。

6. フォン トパスの有効性を検査します。

xset コマンドを使用して、フォン トパスが設定されているかど うかを確認します。

キーボードマップ

SGD は、キーボードマップ ( キーマップ ) ファ イルを使用して、 X アプ リ ケーシ ョ
ンのキーボード入力を処理します。キーマップファ イルには、キーボードのキーの リ
ス ト と 、 これらのキーが押されたと きに生成される対応する文字が含まれています。

デフォル トでは、 SGD サーバーは、 Administration Console の SGD サーバーの 「
プロ ト コルエンジン 」 → 「 X 」 タブにある 「 キーボードマップ 」 属性で指定された
ロケールに対応するキーマップファ イルを使用します。  

使用可能なロケール設定は次のとおりです。

■ LANG 変数 – SGD サーバーのロケールを使用します。 これは SGD サーバー上の 
LANG 環境変数の値です。

■ ク ラ イアン トの入力ロケール – ク ラ イアン トデバイスのロケールを使用します。

■ カスタムキーボードマップを選択 – ユーザー独自のキーボードマップを指定し
ます。

特定のユーザーのロケールは、ユーザープロファ イルオブジェク トの 「 キーボードマ
ップ 」 (--keymap) 属性を設定するこ とによって上書きするこ とができます。

アプ リ ケーシ ョ ンがデフォル トのキーボードマッピングを変更できないよ うにするに
は、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 キーボードマップ : ロ ッ ク 」
(--lockkeymap) 属性を設定します。

キーマップファ イルは、 SGD サーバーの /opt/tarantella/etc/data/keymaps 
ディ レク ト リにあ り ます。 このディ レク ト リには、 もっ と も一般的なキー配列のキー
マップファ イルが含まれています。 このディ レク ト リ内のキーマップファ イルは、 x 
で始まるファ イル名を持っています。たとえば、 xuniversal.txt キーマップファ
イルは、汎用 ( 英語 ( 米国 )) キーボードのキーをマッピングするために使用されます。  

$ xset q
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SGD は、 /opt/tarantella/etc/data/keymaps/xlocales.txt ファ イルを使
用して、指定されたロケールのキーマップファ イルを検索します。 このファ イルは、
ロケールをキーマップファイルにマッピングします。たとえば、 xlocales.txt は、
en_US のロケール設定に対して xuniversal.txt キーマップファイルを指定します。

文字型アプ リ ケーシ ョ ン
ここでは、文字型アプリケーシ ョ ンオブジェク ト を設定する方法について説明します。
また、端末エ ミ ュレータのマッピングについても説明します。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 170 ページの 「 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定 」

■ 172 ページの 「 端末エ ミ ュレータのキーボードマップ 」

■ 177 ページの 「 端末エ ミ ュレータの属性マップ 」

■ 179 ページの 「 端末エ ミ ュレータのカラーマップ 」

文字型アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定

VT420 、 Wyse 60 、 または SCO コンソールの文字型アプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに
提供する場合は、文字型アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を使用します。

Administration Console では、文字型アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定が次のタ
ブに分けられています。

■ 「 一般 」 タブ – これらの設定によって、ユーザーのリ ンクを作成する と きに使用
される名前とアイコンが制御されます。

■ 「 起動 」 タブ – これらの設定によって、アプ リ ケーシ ョ ンの起動方法や、アプ リ
ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを中断および再開できるかど うかが制御されます。

■ 「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブ – これらの設定によって、アプ リ ケーシ ョ ンをユー
ザーに表示する方法が制御されます。

■ 「 パフォーマンス 」 タブ – これらの設定は、アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンス
を 適化するために使用されます。

■ 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブ – これらの設定によって、ユーザーのク ラ イアン
トデバイスがアプ リ ケーシ ョ ンと対話する方法が制御されます。
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次の表に、文字型アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を設定するためにもっと も一般的に
使用される設定と 、その使用方法を示します。

属性 説明

名前 ユーザーに表示される名前。

アイコン ユーザーに表示されるアイコン 。

アプ リ ケーシ ョ ンコマンド ユーザーがリ ンクをク リ ッ ク したと きに起動されるアプ リ ケーシ ョ ンへのフル
パス 。

アプ リ ケーシ ョ ンのインス トール先は、すべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で
同じ場所でなければいけません。

VMS (Virtual Memory System) 文字型アプ リ ケーシ ョ ンを設定する方法の詳細に
ついては、 215 ページの 「 VMS アプ リ ケーシ ョ ンの設定 」 も参照してく ださい
。

コマン ドの引数 アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に使用するすべてのコマンド行引数。

接続方法 SGD がアプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続に使用する メカニズム  ( たとえば、
telnet または ssh) 。

セッシ ョ ン数 ユーザーが実行できるアプ リ ケーシ ョ ンのインスタンスの数。デフォル ト値は 3 
です。

アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 アプ リ ケーシ ョ ンを再開可能にする期間を指定します。次のオプシ ョ ンが使用で
きます。

• 使用しない – アプ リ ケーシ ョ ンを再開できません

• ユーザーセッシ ョ ン中 – アプ リ ケーシ ョ ンは稼働し続け、ユーザーが SGD か
らログアウ トするまで再開可能です

• 一般 – アプ リ ケーシ ョ ンは、ユーザーが SGD からログアウ ト したあと も一定
時間 ( タ イムアウ ト値で制御される ) 稼働し続け、ユーザーが次回にログイン
したと きに再開できます

ウ ィ ン ド ウを閉じるアクシ ョ
ン

ユーザーがウ ィ ンド ウマネージャーデコレーシ ョ ンを使って、 メ インアプ リ ケー
シ ョ ンウ ィ ン ド ウを閉じた場合の処理。 この属性を適用できるのは、独立ウ ィ ン
ド ウを使用するアプ リ ケーシ ョ ンに限られます。

ウ ィ ン ド ウタ イプ アプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに表示する方法。

「 independent ウ ィ ン ド ウ 」 が選択されている場合は、 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ 」
の 「 高さ 」 と 「 幅 」 を指定するか、 または 「 ク ラ イアン トの 大サイズ 」 チェ ッ
クボッ クスを選択する必要があ り ます。

端末ウ ィ ン ド ウに表示するカラム数と行数を指定します。

エ ミ ュレーシ ョ ンタ イプ エ ミ ュレー トする文字型アプ リ ケーシ ョ ンのタイプ。 SGD は、 VT420 、 Wyse 
60 、 または SCO コンソールの文字型アプ リ ケーシ ョ ンをサポート しています。

端末タイプ アプ リ ケーシ ョ ンの端末タイプ。デフォル トの端末タイプを受け入れるか、 また
は 「 カスタム 」 フ ィールドにユーザー独自のタイプを入力します。
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ユーロ文字を使用および表示するには、端末セッシ ョ ンが 8 ビッ ト文字を表示できる
よ うに設定されている必要があ り ます。 これを設定するには、 stty -istrip コマ
ンドを入力します。 また、 ク ラ イアン トデバイスも 、ユーロ文字を入力できるよ うに
設定されている必要があ り ます。

コマンド 行での文字型アプリ ケーショ ンオブジェク ト の
作成

コマンド行では、 tarantella object new_charapp コマンドを使用して文字型
アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。 また、 tarantella object 
script コマンドを使用して、一度に複数の文字型アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を
作成するこ と もできます。 123 ページの 「 バッチスク リプ ト を使用した SGD 組織階
層の移植 」 を参照して ください。

文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トは、 o=applications 組織階層内でのみ作成
できます。

端末エ ミ ュレータのキーボードマップ

SGD 端末エ ミ ュレータは、ユーザーのク ラ イアン ト キーボードのキーを実際の端末
のキーと対応させます。端末エ ミ ュレータのタイプ (SCO コンソール、 Wyse 60 、
VT420) ごとに、デフォルトのキーボードマッピングがあ り ます。

デフォル トのマッピングを変更した り 、特定のアプ リ ケーシ ョ ン用に追加のマッピン
グを定義した りするために、オブジェク トの 「 キーボードマップ 」 属性を使用して、
ユーザー独自のキーボードマップファ イルを指定できます。

アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散 SGD がアプ リ ケーシ ョ ンの実行にもっ と も適したアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを
選択する方法を指定します。

詳細については、 385 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散 」 を参照して くだ
さい。

「 ホス ト しているアプ リ ケー
シ ョ ンサーバー 」 タブ

「 編集可能な割り当て 」 テーブルを使用して、アプ リ ケーシ ョ ンを実行できる
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーまたはアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのグループを選択し
ます。

アプ リ ケーシ ョ ンのインス トール先は、すべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で
同じ場所でなければいけません。

割り当て済みのユーザープロ
ファ イルタブ

「 編集可能な割り当て 」 テーブルを使用して、アプ リ ケーシ ョ ンを表示できるユ
ーザーを選択します。ディ レク ト リ オブジェク ト またはディ レク ト リ  ( 軽量 ) オ
ブジェク ト を選択する と 、多数のユーザーに一度にアプ リ ケーシ ョ ンを提供でき
ます。 また 、 LDAP ディ レク ト リ を使用してアプ リ ケーシ ョ ンを割り当てる こ
と もできます。 134 ページの 「 LDAP 割り当て 」 を参照して ください。

属性 説明
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デフォルト のマッ ピング

エミ ュレータには組み込みのキーボードマップがあ り 、その内容は 
/opt/tarantella/etc/data/keymaps ディ レク ト リにある次のサンプルキーマ
ップファ イルと同一です。

■ ansikey.txt – SCO コンソールエ ミ ュレータ用

■ vt420key.txt – VT420 エ ミ ュレータ用

■ w60key.txt – Wyse 60 エ ミ ュレータ用

注 - 上記のキーボードマップを変更しても 、 SGD が使用するデフォル トのマッピン
グは変更されません。そのための唯一の方法は、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの
「 キーボードマップ 」 属性にキーボードマップを指定するこ とです。

キーボード マッ プの作成

ユーザー独自のキーボードマップを作成するには、サンプルのキーボードマップファ
イルのコピーを作成して、アプ リ ケーシ ョ ンに合わせて変更します。キーボードマッ
プは任意のテキス トエディ タで変更できます。

マッピングの形式は次のとおりです。

こ こで、 ClientKeys は、ユーザーがク ラ イアン トデバイス上で押す 1 つまたは複数の
キーです。 また、 Translation は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上のアプリ ケーシ ョ ン
に送信される  1 つまたは複数のキース ト ロークです。次に例を示します。

上記のマッピングでは、ユーザーが Page Down キーを押すと 、エ ミ ュレータがキー
ス ト ローク  Next をアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに送り ます。

特定のキーにユーザー定義のマッピングがある場合、デフォル ト設定は無効にされま
す。ユーザー定義のマッピングが存在しない場合は、デフォル トのマッピングがアプ
リ ケーシ ョ ンサーバーに送信されます。

文字列を二重引用符 (") で囲むこ とによ り 、 キーを  1 回押すだけで完全な文字列を送
信できます。次に例を示します。

ClientKeys=Translation

PageDown=Next

F1="hello world"
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文字列をマッピングする際に印字されない文字を入力するには、次の表に示すコード
を使用します。

マッピングで修飾キー (Shift 、 Control 、 Alt など ) を指定するには、キーをプラス
記号 (+) で区切り ます。次に例を示します。

キーの名前

次のリ ス トに、 SGD キーボードマップで有効なキーの名前を示します。 ク ラ イアン
トデバイスのキーの リ ス トはユーザーのク ラ イアン トデバイス上で表示されるキーの
名前です。 これらのキーの名前は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのキース ト ロークに示
すエ ミ ュレータキーの名前にマッピングでき 、そのキース ト ロークが 終的にアプ リ
ケーシ ョ ンサーバー上のアプ リ ケーシ ョ ンに送信されます。

注 - これらのキーの名前の間のデフォルト マッピングは、 SGD で提供するキーボー
ドマップに記載されている とおりです。キーボードマップにキーがない場合、そのキ
ーはマッピングされていません。

ク ラ イアント デバイスのキー

SGD は、ユーザーのク ラ イアン トデバイス上で次のキーをサポート しています。

■ CURSOR_DOWN

■ CURSOR_LEFT

■ CURSOR_RIGHT

コード 意味

\r キャ リ ッジ リ ターン

\n ラ インフ ィード

\" 二重引用符

\e エスケープ

\t タブ

\nnn 8 進数値 nnn の文字

\xHH 16 進数値 HH の文字

Shift+NUMLOCK=INSLINE
Shift+F1="\0330a"
Alt+Shift+Control+DELETE="\003[33~"
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■ CURSOR_UP

■ DELETE

■ END

■ F1 から  F12
■ HOME

■ INSERT

■ KP0 から  KP9
■ KPADD

■ KPDELETE

■ KPDIVIDE

■ KPENTER

■ KPMULTIPLY

■ KPSUBSTRACT

■ NUMLOCK

■ PAGEDOWN

■ PAGEUP

アプリ ケーショ ンサーバーのキースト ローク

SCO コンソールアプ リ ケーシ ョ ンでは、次のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのキース ト
ロークがサポート されています。

■ CURSOR_DOWN

■ CURSOR_LEFT

■ CURSOR_RIGHT

■ CURSOR_UP

■ DELETE

■ END

■ F1 から  F12
■ HOME

■ INSERT

■ KP0 から  KP9
■ KPADD

■ KPDIVIDE

■ KPDOT

■ KPMULTIPLY
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■ KPSUBSTRACT

■ NUMLOCK

■ PAGEDOWN

■ PAGEUP

VT420 アプ リ ケーシ ョ ンでは、次のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのキース ト ロークがサ
ポート されています。

■ CURSOR_DOWN

■ CURSOR_LEFT

■ CURSOR_RIGHT

■ CURSOR_UP

■ F1 から  F20
■ FIND

■ INSERT

■ KP0 から  KP9
■ KPCOMMA

■ KPDOT

■ KPENTER

■ KPMINUS

■ NEXT

■ PF1 から  PF4
■ PREV

■ REMOVE

■ SELECT

Wyse 60 アプ リ ケーシ ョ ンでは、次のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのキース ト ロークが
サポート されています。

■ CLRLINE

■ CLRSCR

■ CURSOR_DOWN

■ CURSOR_LEFT

■ CURSOR_RIGHT

■ CURSOR_UP

■ DELCHAR

■ DELETE

■ DELLINE

■ F1 から  F16
176 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



■ HOME

■ INSCHAR

■ INSERT

■ INSLINE

■ KP0 から  KP9
■ KPCOMMA

■ KPDELETE

■ KPENTER

■ KPMINUS

■ NEXT

■ PREV

■ PRINT

■ REPLACE

■ SEND

■ SHIFTHOME

端末エミ ュレータの属性マップ

端末エミ ュレータの属性マップを使用する と 、太字や下線などの文字属性を  SGD 端
末エミ ュレータで表示する方法を変更できます。たとえば、通常は太字で下線が付い
ているテキス ト を 、 SGD 端末エミ ュレータでは赤字で表示するよ う指定できます
( ただし 、赤字かつ太字下線付きではあ り ません ) 。

SGD には、デフォル トの属性マップ /opt/tarantella/etc/data/attrmap.txt 
が用意されています。 これは、文字属性を論理色 Color_15 ( 白 ) にマッピングし
ます。 また、ユーザー独自の属性マップを作成するこ と もできます。

▼ ユーザー独自の属性マッ プを作成する方法

1. スーパーユーザー (root) で、作業用の 
/opt/tarantella/etc/data/attrmap.txt のコピーを作成します。

2. コピーした新しいファイルを編集し 、文字属性を選択した色にマッピングします。

3. アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 属性マップ 」 属性にファ イルの名前を使用し
ます。
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文字属性の編集

SGD 属性マップを使用する と 、次の属性をマッピングできます。

■ Normal

■ Bold

■ Dim

■ Blinking

■ Underline

■ Inverse

属性の組み合わせをマッピングするには、属性をプラス記号 (+) で区切り ます。
たとえば、 Bold+Underline のよ うに指定します。

端末エ ミ ュレータで色を表示するために、 SGD は論理色を  RGB 値にマッピングし
ます。たとえば、論理色 Color_9 は RGB 値 128 0 0 ( 赤 ) に対応します。

属性マップで属性を色にマッピングする場合、論理色名を指定します。次に例を示し
ます。

■ 太字で下線付きのテキス ト を赤色のテキス トに変更 :

■ 反転して点滅しているテキス ト を薄赤色のテキス トに変更 :

論理色と  RGB 値 のマッピングの一覧表については、 attrmap.txt のコ メン ト を参
照して ください。

端末エ ミ ュレータで使う カラーマップを編集するこ とによ り 、デフォル トの色マッピ
ングを変更できます。 179 ページの 「 端末エ ミ ュレータのカラーマップ 」 を参照して
ください。

注 - Wyse 60 端末には白黒のみが表示されます。ただし 、 SGD Wyse 60 端末エミ ュ
レータを使用するこ とによ り 、 Wyse 60 アプ リ ケーシ ョ ンで色を表示できます。そ
のためには、属性マップを使う こ とによ り 、 Wyse 60 アプ リ ケーシ ョ ンの文字属性
を色にマッピングします。

Bold+Underline=Color_9

Inverse+Blinking=Color_1
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端末エミ ュレータのカラーマップ

SCO コンソール (ANSI) と  VT420 端末は、 16 色をサポート しています。 SGD 端末
エ ミ ュレータはカラーマップを使って、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンでの色の表示方
法を決定します。

注 - Wyse 60 端末は白黒です。切り換えるこ とができるのは、カラーマップを使う背
景の色と文字の色 ( 白と黒 ) に限られます。 しかし 、太字や下線などの文字属性を端
末エミ ュレータでサポートする  16 色の論理色のいずれかにマッピングできます。
177 ページの 「 端末エ ミ ュレータの属性マップ 」 を参照して ください。

カラーマップは、論理色 Color_0 から  Color_15 まで ( 始めと終わり を含む ) を 、
SGD がこれらの色を表示するのに使う色と  RGB 値にマッピングします。デフォルト
のマッピングは次のとおりです。

特定のアプ リ ケーシ ョ ン用にデフォル ト値を変更するには、ユーザー独自のカラーマ
ップを作成し 、アプリケーシ ョ ンオブジェク トの 「 カラーマップ 」属性に指定します。

論理色 端末での色

SGD によって使用される 
RGB 値

Color_0 黒 0 0 0

Color_1 明るい赤 255 0 0

Color_2 明るい緑 0 255 0

Color_3 黄色 255 255 0

Color_4 明るい青 0 0 255

Color_5 明るい赤紫 255 0 255

Color_6 明るい藍色 0 255 255

Color_7 明るい白 255 255 255

Color_8 灰色 128 128 128

Color_9 赤 128 0 0

Color_10 緑 0 128 0

Color_11 茶色 128 128 0

Color_12 青 0 0 128

Color_13 赤紫 128 0 128

Color_14 藍色 0 128 128

Color_15 白 192 192 192
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デフォル トのテキス ト形式のカラーマップは、
/opt/tarantella/etc/data/colormap.txt です。

カラーマッ プの使用例
■ 赤色をよ り明る くするには、 Color_9 の RGB 設定を  192 0 0 に変更します。

■ 明るい緑で表示されている項目を黄色の表示に変更するには、 Color_2 の RGB 
設定を  255 255 0 ( 黄色の RGB 値 ) に変更します。

■ また、黒色と白色とで、文字色を背景色とを交換するこ と も よ く あ り ます。 この
場合には、文字の色と背景の色そのものを変更するのではな く 、黒 (Color_0) と
白 (Color_15) の表示方法を変更します。 したがって、アプ リ ケーシ ョ ンが白の
背景色を使用している と きに、黒の背景色に変更する場合は、 Color_15 の値を  
0 0 0 ( 黒の RGB 値 ) に変更します。

動的起動
動的起動は、ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを起動したと きに適用される実行時の変更
を表すために使用される用語です。通常、実行時の変更によ り 、ユーザーは、アプ リ
ケーシ ョ ンを実行するアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを選択した り 、起動されるアプ リ ケ
ーシ ョ ンを選択した り 、その両方を選択した りするこ とができます。動的起動の設定
には、動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバー、動的アプ リ ケーシ ョ ン 、およびク ラ イアン ト
オーバーライ ドが含まれます。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 180 ページの 「 動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」

■ 184 ページの 「 動的アプ リ ケーシ ョ ン 」

■ 186 ページの 「 ク ラ イアン トオーバーライ ド 」

■ 187 ページの 「 My Desktop の使用 」

■ 188 ページの 「 SGD と  Oracle VDI の統合 」

動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバー

動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーは、仮想サーバーブローカ (Virtual Server Broker 、
VSB) を表すオブジェク トです。 SGD では、 VSB を使用して、アプ リ ケーシ ョ ンを
実行できるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのリ ス トが取得されます。ユーザーがアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーを選択する と 、チューザページが表示され、ユーザーがアプ リ ケー
シ ョ ンサーバーを指定できます。
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動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーは、 Administration Console の 「 アプ リ ケーシ ョ ン
サーバー 」 タブ、 または tarantella object new_host --dynamic コマンドを
使用して作成します。

動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで使用する  VSB は、仮想サーバブローカク ラス  
(--vsbclass) 属性を使用して指定します。 VSB の設定可能なパラ メータは、仮想
サーバーブローカパラ メータ  (--vsbparams) 属性を使用して指定します。

使用している  VSB ごとに動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト  1 つだけ作成
する必要があり ます。通常、同じ  VSB に異なるパラ メータを渡す必要がある場合は、
その VSB に対して複数の動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーを作成するだけです。

SGD には次の VSB が用意されています。

■ SGD 。 このブローカによ り 、ユーザーが、アプ リ ケーシ ョ ンに割り当てられたア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーのリ ス トからアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを選択できるよ
うにな り ます。

この VSB については、 182 ページの 「 SGD ブローカ 」 を参照して ください。

■ ユーザー定義の SGD 。 このブローカによ り 、ユーザーが、アプ リ ケーシ ョ ンサー
バーを指定した り 、アプ リ ケーシ ョ ンに割り当てられたアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーのリ ス トから選択した りできるよ うにな り ます。

この VSB については、 182 ページの 「 ユーザー定義の SGD ブローカ 」 を参照し
て ください。

■ VDI 。 このブローカによ り 、 SGD が Oracle Virtual Desktop Infrastructure (VDI) 
インス トールにデスク ト ップを要求できるよ うにな り ます。

この VSB については、 183 ページの 「 VDI ブローカ 」 を参照して ください。

SGD で使用する独自の VSB を開発できます。ブローカは、
/opt/tarantella/bin/java/com/sco/tta/services/proxy ディ レク ト リの 
sgd-webservices.jar に含まれている  IVirtualServerBroker インタフェース
を実装する必要があ り ます。

動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、 133 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンにアプ リ ケーシ
ョ ンサーバーを割り当てる方法 」 で説明した、通常のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーと同
じ方法で、アプ リ ケーシ ョ ンに割り当てます。

注意 -  1 つのアプ リ ケーシ ョ ンに 1 つの動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーのみを割り
当てます。

動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーによ り 、アプ リ ケーシ ョ ンが実行される場所をユーザ
ーが選択できるよ うになるため、アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散の標準の SGD 機構は
無効にな り ます。アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが過負荷にならないよ うに、アプ リ ケー
シ ョ ンサーバーオブジェク トの属性を使用して、チューザページに表示されるアプ リ
ケーシ ョ ンサーバーをフ ィルタするこ とができます。詳細については、 388 ページの
「 動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと負荷分散 」 を参照して ください。
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動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーの使用時は、通常、 SGD パスワードキャ ッシュのエ
ン ト リが、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのほか、動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを使用
して格納されます。ただし 、 これは、 VSB や設定されている ク ラ イアン トオーバー
ライ ドによって異なる可能性があ り ます。

SGD ブローカ

SGD ブローカは、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トに割り当てられるアプ リ ケーシ ョ
ンサーバーを一覧表示します。動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバー自体は一覧表示されま
せん。  

SGD ブローカ使用時のユーザーエクスペリエンスは次のとおりです。

■ ユーザーがアプリ ケーシ ョ ンを起動する と 、チューザページが表示され、アプ リ
ケーシ ョ ンを実行できるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが一覧表示されます。ユーザ
ーは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを選択し 、 「 スター ト 」 ボタンをク リ ッ ク して
アプ リ ケーシ ョ ンを実行する必要があ り ます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンを実行できるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが 1 つだけの場合、チ
ューザページは表示されません。アプ リ ケーシ ョ ンはそのアプ リ ケーシ ョ ンサー
バーで自動的に実行されます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンが動的アプ リ ケーシ ョ ンの場合、ユーザーはアプリ ケーシ ョ ン
とアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの両方を選択します。

コマンド行で、 SGD ブローカの完全指定ク ラス名 (--vsbclass) は、
com.tarantella.tta.webservices.vsbim.SGDBroker です。

SGD ブローカには、設定可能なパラ メータはあ り ません。

SGD をインス トールする と 、 o=appservers/cn=SGD Broker とい うデフォル ト
の動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トが自動的に作成されます。 この動的ア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーは、 My Desktop アプ リ ケーシ ョ ンで使用されます。詳細に
ついては、 187 ページの 「 My Desktop の使用 」 を参照して ください。

ユーザー定義の SGD ブローカ

ユーザー定義の SGD ブローカは、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トに割り当てられた
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを一覧表示し 、ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの名
前または IP アドレスを指定できるよ うにします。ユーザーは、対応するアプ リ ケー
シ ョ ンサーバーオブジェク トがローカルリポジ ト リにないアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
上でアプ リ ケーシ ョ ンを実行できます。動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバー自体は一覧表
示されません。

ユーザー定義の SGD ブローカ使用時のユーザーエクスペリエンスは次のとおりです。
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■ ユーザーがアプリ ケーシ ョ ンを起動する と 、チューザページが表示されます。ユ
ーザーは、チューザページに用意されているフ ィールドにアプ リ ケーシ ョ ンサー
バーの名前または IP アドレスを入力するか、 リ ス ト からアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーを選択し 、 「 起動 」 ボタンをク リ ッ ク してアプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

■ SGD によって設定されたアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが表示されない場合、ユーザ
ーはアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの名前または IP アドレスを入力する必要があ り ま
す。

■ アプ リ ケーシ ョ ンが動的アプ リ ケーシ ョ ンの場合、ユーザーはアプリ ケーシ ョ ン
とアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの両方を選択する必要があ り ます。

コマンド行で、ユーザー定義の SGD ブローカの完全指定クラス名 (--vsbclass) は、
com.tarantella.tta.webservices.vsbim.UserDefinedSGDBroker です。

ユーザー定義の SGD ブローカには、オプシ ョ ンのパラ メータが 1 つあ り ます。
「 仮想サーバーブローカパラ メータ 」 (--vsbparams) 属性に createAppserver 
を指定する と 、 SGD はローカルリポジ ト リにまだ存在しないユーザー指定のアプリ
ケーシ ョ ンサーバーに対して新しいアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を自動的
に作成します。

VDI ブローカ

VDI ブローカによ り 、 SGD が Oracle VDI インス トールにデスク ト ップを要求でき
るよ うにな り ます。詳細については、 188 ページの 「 SGD と  Oracle VDI の統合 」
を参照して ください。

VDI ブローカ使用時のユーザーエクスペリエンスは次のとおりです。

■ ユーザーがアプリ ケーシ ョ ンを起動する と 、 ログインページが表示されます。ユ
ーザーは、 VDI のユーザー名とパスワードを入力し 、 「 ログイン 」 ボタンをク リ
ッ クする必要があ り ます。  

デフォル トではユーザーの SGD 資格情報が試されるため、 ログインページが表示
されない場合があ り ます。 SGD は、 VDI 資格情報をキャ ッシュするよ うに設定
するこ と もできます。 これによ り 、認証ページはユーザーごとに 1 回だけ表示さ
れます。  

■ ユーザーが複数の VDI デスク ト ップに割り当てられている場合、専用のデスク ト
ップまたはデスク ト ッププールを選択するチューザページが表示され、使用可能
なデスク ト ップが一覧表示されます。ユーザーは、デスク ト ップを選択し 、
「 スタート 」 ボタンをク リ ッ ク してアプリケーシ ョ ンを実行する必要があり ます。

■ ユーザーが単一の VDI デスク ト ップまたはデスク ト ッププールに割り当てられて
いる場合、チューザページは表示されません。 VDI デスク ト ップは自動的に実行
されます。

コマンド行で、 VDI ブローカの完全指定ク ラス名 (--vsbclass) は、
com.sun.sgd.vsbim.SunVDIVirtualServerBroker です。
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VDI ブローカには 1 つの必須パラ メータ 、 VDI サーバーのホス ト名があ り ます。
VDI ブローカの動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを作成する と きは、 「 仮想サーバーブ
ローカパラ メータ 」 (--vsbparams) 属性に localhost を指定します。

動的アプ リ ケーシ ョ ン

動的アプリ ケーシ ョ ンは、 1 つ以上のアプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を表します。ユ
ーザーが動的アプ リ ケーシ ョ ンを起動する と 、チューザページが表示され、ユーザー
が実行するアプ リ ケーシ ョ ンを選択できます。

動的アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トは、 type 文字列と  SGD アプ リ ケーシ ョ ンオブジ
ェク トの間の一連のマッピングから構成されます。たとえば、ユーザーが Windows 
デスク ト ップセッシ ョ ンまたは Linux デスク ト ップセッシ ョ ンから選択できるよ う
にするために、動的アプ リ ケーシ ョ ンを作成できます。そのよ う な動的アプ リ ケーシ
ョ ンでは、次の表に示すマッピングが使用されます。

動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、 Administration Console の 「 Applications 」
タブ、 または tarantella object new_dynamicapp コマンドを使用して作成し
ます。 185 ページの 「 動的アプ リ ケーシ ョ ンを作成する方法 」 を参照して ください。

動的アプ リ ケーシ ョ ンのタイプとアプ リ ケーシ ョ ンのマッピングは、動的アプ リ ケー
シ ョ ンの 「 Mappings 」 タブ、 または tarantella object add_mapping および 
tarantella object remove_mapping コマンドを使用して設定できます。

タイプは、マッピングの追加時に指定される文字列です。 タイプはチューザページに
表示されるため、通常はタイプによってアプ リ ケーシ ョ ンのタイプが識別されます。
ただし 、 タ イプは必要な一意の文字列になるこ とができます。

動的アプ リ ケーシ ョ ンは、 131 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの公開 」 で説明した、通
常のアプ リ ケーシ ョ ンと同じ方法で、ユーザーに割り当てます。 1 人のユーザーに複
数の動的アプリ ケーシ ョ ンを割り当てるこ とができます。

SGD をインス トールする と 、 o=applications/cn=My Desktop とい うデフォル
トの動的アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トが自動的に作成され、 My Desktop アプ リ ケ
ーシ ョ ンで使用されます。詳細については、 187 ページの 「 My Desktop の使用 」 を
参照して ください。

タイプ アプリケーシ ョ ン

ÉEÉBÉìÉ
hÉE

o=applications/cn=Windows Desktop

linux o=applications/cn=Linux Desktop
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▼ 動的アプリ ケーショ ンを作成する方法

動的にアプリ ケーシ ョ ンにマップするアプ リ ケーシ ョ ンがすでに存在するこ とを確認
します。

1. Administration Console で、 「 アプ リ ケーシ ョ ン 」 タブに移動します。

2. 動的アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。

a. 組織階層内のオブジェク ト を選択します。

ナビゲーシ ョ ンツ リーを使用して、動的アプ リ ケーシ ョ ンを含むディ レク ト リ
オブジェク ト を選択します。

b. コンテンツ領域の 「 新規 」 をク リ ッ ク します。

「 新規オブジェク トの作成 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

c. 「 名前 」 フ ィールドに、動的アプ リ ケーシ ョ ンの名前を入力します。

入力した名前は、 Webtop 上のリ ンクで使用されます。

d. 「 動的アプ リ ケーシ ョ ン 」 オプシ ョ ンが選択されているこ とを確認し 、 「 作成
」 をク リ ッ ク します。

「 新規オブジェク トの作成 」 ウ ィ ン ド ウが閉じ 、 コンテンツ領域に新しいオブ
ジェク トが反映されます。

3. 動的アプ リ ケーシ ョ ンを設定します。

a. 「 新規オブジェク トの表示 」 リ ンクをク リ ッ ク します。  

動的アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 一般 」 タブが表示されます。

b. ( 省略可能 ) 動的アプリ ケーシ ョ ンのアイコンを変更します。

アイコンは Webtop 上で使用されます。

c. 「 Mappings 」 タブをク リ ッ ク します。

d. 「 Editable Mappings 」 テーブルの 「 追加 」 をク リ ッ ク します。

「 Add a New Mapping 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

e. 「 Mapping Type 」 フ ィールドに、マッピングを識別する文字列を入力します。

文字列は任意です。 この文字列は、ユーザーに表示されるチューザページに表
示されます。通常はこのタイプによってアプ リ ケーシ ョ ンのタイプが識別され
ます。

f. アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの横にあるチェ ッ クボッ クスを選択します。

ナビゲーシ ョ ンツ リーを使用して、アプ リ ケーシ ョ ンを含むディ レク ト リオブ
ジェク ト を参照します。

選択できるのはアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トのみです。
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g. 「 追加 」 をク リ ッ ク します。

「 Add a New Mapping 」 ウ ィ ン ド ウが閉じ 、 「 Mappings 」 タブが新しいマ
ッピングで更新されます。

h. 手順 d から  g を繰り返してさ らにマッピングを作成します。

4. ユーザーに動的アプリ ケーシ ョ ンを割り当てます。

動的アプ リ ケーシ ョ ンは、通常のアプ リ ケーシ ョ ン と同じ方法でユーザーに割り
当てます。 131 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの公開 」 を参照して ください。

ク ラ イアン トオーバーライ ド

ク ライアン トオーバーライ ドは、動的起動の設定に使用されるオプシ ョ ンのコンマ区
切りの リ ス ト です。デフォル トでは、動的アプ リ ケーシ ョ ンと動的アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーのサポート を設定するためのク ラ イアン ト オーバーライ ドが有効になってい
ます。

ク ラ イアン トオーバーライ ドを設定するには、次のコマンドを使用します。

こ こで、 opt はコンマ区切りの リ ス ト です。次の表に、使用可能なオプシ ョ ンを示し
ます。

たとえば、すべてのク ラ イアン トオーバーライ ドを無効にするには、次のコマンドを
使用します。

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-applaunch-allowclientoverrides opt ... 

オプシ ョ ン 説明

appserver_pw アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュエン ト リ を読
み込みます。

array_pw ユーザーの SGD パスワードのパスワードキャ ッシュを読み込み
ます。

dynamic 動的アプ リ ケーシ ョ ン と動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのサポー
ト を有効にします。

dynamicappserver_pw 動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュエン ト リ
を読み込みます。

false すべてのク ラ イアン トオーバーライ ドを無効にします。

true ク ラ イアン ト オーバーラ イ ドを有効にします。

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-applaunch-allowclientoverrides false 
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たとえば、 Oracle VDI と統合する場合や、ユーザーの VDI 資格情報のパスワードキ
ャ ッシュを読み取るために SGD が必要な場合は、次のコマンドを使用します。

My Desktop の使用

My Desktop を使用する と 、ユーザーは Webtop を表示せずにログインしてフルスク
リーンのデスク ト ップを表示できます。

My Desktop を使用するには、 My Desktop (cn=My Desktop) と呼ばれるアプ リ ケ
ーシ ョ ンオブジェク トがユーザーに割り当てられている必要があ り ます。  

SGD をインス トールする と 、デフォル トの My Desktop オブジェク ト  (o=
applications/cn=My Desktop) が自動的に作成されます。 このオブジェク トは、
次の表に示すタイプとアプ リ ケーシ ョ ンのマッピングのある動的アプ リ ケーシ ョ ンオ
ブジェク トです。

デフォル トでは、 このオブジェク トは SGD サーバーで使用可能なデフォルトのデス
ク ト ップアプ リ ケーシ ョ ンを 、 o=applications/cn=Unix Desktop アプ リ ケー
シ ョ ンオブジェク トに対して設定されているよ うに実行します。 My Desktop のウ ィ
ンド ウタイプとアプ リ ケーシ ョ ンのマッピングは、 Windows デスク ト ップアプ リ ケ
ーシ ョ ンを実行するよ うに設定されます。ただし 、 Windows Desktop を使用できる
よ うにするには、 まず、少な く と も  1 つのアプリ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を  
o=applications/cn=Windows Desktop アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トに割り当
てる必要があ り ます。 これを行う場合、ユーザーは、実行するデスク ト ップアプ リ ケ
ーシ ョ ンを選択するよ うに求められます。詳細については、 184 ページの 「 動的アプ
リ ケーシ ョ ン 」 を参照して ください。

デフォル トの My Desktop オブジェク トは、任意のアプ リ ケーシ ョ ンを実行するよ う
に再設定できますが、 フルスク リーンのデスク ト ップアプ リ ケーシ ョ ンで 適に動作
します。ユーザーが別のデスク ト ップアプ リ ケーシ ョ ンを必要と している場合は、必
要に応じて追加の My Desktop オブジェク ト を作成するこ とができます。

ユーザーは、 Webtop から 、 または http://server.example.com/sgd/mydesktop の 
My Desktop URL を使用して、 My Desktop にアクセスします。 こ こで、
server.example.com は SGD サーバーの名前です。 この URL (Uniform Resource 
Locator) を開く と 、 SGD のログインページが表示されます。ユーザーがログインし 、

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-applaunch-allowclientoverrides dynamic,dynamicappserver_pw 

タイプ アプリケーシ ョ ン

ÉEÉBÉìÉ
hÉE

o=applications/cn=Windows Desktop

unix o=applications/cn=Unix Desktop
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アプリケーシ ョ ンとアプリ ケーシ ョ ンサーバー ( 設定されている場合 ) を選択する と 、
デスク ト ップセッシ ョ ンが表示されます。 ログインしたあとは、ブラウザウ ィ ンド ウ
は閉じてもかまいません。

あるいは、ユーザーは、 SGD Web サーバーの開始画面 (http://server.example.com) 
で 「 My Desktop 」 リ ンクをク リ ッ クする こ と もできます。

ユーザーには任意の数のアプ リ ケーシ ョ ンを割り当てるこ とができますが、 My 
Desktop の URL からアクセスできるのは My Desktop アプ リ ケーシ ョ ンだけです。
My Desktop URL を使用するには、 My Desktop と呼ばれる  1 つのアプ リ ケーシ ョ
ンだけがユーザーに割り当てられている必要があ り ます。

ユーザーが印刷ジ ョブを一時停止した場合、 ログイン時にブラウザウ ィ ンド ウにメ ッ
セージが表示され、印刷を再開できます。 この機能を無効にするには、
mydesktop/index.jsp ファ イルで次の値を設定します。 このファ イルは、
/opt/tarantella/webserver/tomcat//webapps/sgd/ ディ レク ト リにあ り
ます。

SGD と  Oracle VDI の統合

SGD には、 Oracle VDI サーバーによって提供されるデスク ト ップにユーザーがアク
セスできるよ うにする  VDI ブローカが用意されています。  

サポート されている  Oracle VDI のバージ ョ ンは、
http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1928 で参照可能な 『 Oracle Secure 
Global Desktop 4.6 Platform Support and Release Notes 』 に一覧表示されています。

SGD を VDI と統合するには、 SGD と  VDI が同じホス トにインス トールされている
必要があ り ます。  

SGD と  Oracle VDI の統合には、次の設定手順が必要です。

1. VDI で使用する  Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。

SGD は RDP を使用して VDI に接続するため、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブ
ジェク ト を使用する必要があ り ます。  

VDI の統合専用のアプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成するこ と も 、
My Desktop アプ リ ケーシ ョ ンを適合させるこ と もできます。
187 ページの 「 My Desktop の使用 」 を参照して ください。

2. VDI ブローカの動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーを作成します。

189 ページの 「 VDI ブローカの動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーを作成する方法 」
を参照して ください。

boolean promptForPrintResume=false
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動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  VDI ブローカについては、 180 ページの 「 動的
アプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 を参照して ください。

3. VDI 動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを  VDI Windows アプ リ ケーシ ョ ンに割り当
てます。

動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、 133 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンにアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーを割り当てる方法 」 で説明した、通常のアプ リ ケーシ ョ ンサー
バーと同じ方法で、アプ リ ケーシ ョ ンに割り当てます。

注意 - VDI 動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーのみがアプリ ケーシ ョ ンに割り当てられ
ているこ とを確認します。通常のアプリケーシ ョ ンサーバーの割り当ては削除します。

4. ユーザーに VDI Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を割り当てます。

131 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの公開 」 を参照して ください。

5. ( 省略可能 ) パスワードのキャ ッシュを有効にするよ うにク ラ イアン トオーバーラ
イ ドを設定します。

デフォル トでは、 SGD は VDI ブローカを使用して VDI デスク ト ップに接続する
たびに資格情報を要求します。 186 ページの 「 ク ラ イアン トオーバーライ ド 」 を
参照して ください。

▼ VDI ブローカの動的アプリ ケーショ ンサーバーを作成す
る方法

1. Administration Console で、 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブに移動します。

2. VDI ブローカの動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を作成します。

a. 組織階層内のオブジェク ト を選択します。

ナビゲーシ ョ ンツ リーを使用して、動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを含むディ
レク ト リ オブジェ ク ト を選択します。

b. コンテンツ領域の 「 新規 」 をク リ ッ ク します。

「 新規オブジェク トの作成 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

c. 「 名前 」 フ ィールドに、動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの名前を入力します。

たとえば、 VDI Broker のよ うに入力します。

d. 「 動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 オプシ ョ ンが選択されているこ とを確認し
、 「 作成 」 をク リ ッ ク します。

「 新規オブジェク トの作成 」 ウ ィ ン ド ウが閉じ 、 コンテンツ領域に新しいオブ
ジェク トが反映されます。

3. 動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を設定します。
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a. 「 新規オブジェク トの表示 」 リ ンクをク リ ッ ク します。  

動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの 「 一般 」 タブが表示されます。

b. 「 仮想サーバーブローカク ラス 」 リ ス ト で、 VDI を選択します。

c. 「 仮想サーバーブローカパラ メータ 」 フ ィールドで、 ローカルホス ト を入力し
ます。

SGD と  Oracle VDI が同じホス トにインス トールされている場合、使用できる
のは VDI ブローカのみです。

d. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

SSH の使用
SGD は SSH を使って、 SGD サーバーとアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの間のセキュ リ
テ ィー保護された接続を提供できます。 SSH を使用するこ とには、次の 利 点があ り
ます。

■ SSH を使ったアプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD サーバー間の通信はすべて暗号化
される 。 X アプ リ ケーシ ョ ンを実行している場合、 X プロ ト コルも暗号化される

■ ユーザー名とパスワードは、ネッ ト ワーク上で送信する前に常に暗号化される

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 190 ページの 「 SSH のサポート 」

■ 191 ページの 「 SSH ク ラ イアン トの設定 」

■ 193 ページの 「 X アプ リ ケーシ ョ ン用の X11 の転送の有効化 」

■ 194 ページの 「 SSH と  X セキュ リ テ ィー拡張機能の使用 」

■ 195 ページの 「 SSH と  X 認証の使用 」

■ 195 ページの 「 高度な SSH 機能の使用 」

SSH のサポート

SGD では、 SSH version 2 以降の SSH を使用できます。 SSH にはバージ ョ ン間の互
換性の問題があるので、すべての SGD ホス ト とアプ リ ケーシ ョ ンサーバーで、 メジ
ャーバージ ョ ンが同じ  SSH (version 2 か version 3) を使用して ください。

SGD は、 SSH が次のいずれかのディ レク ト リにインス トールされる場合には、
そのこ とを自動的に検出できます。

■ /usr/local/bin

■ /usr/bin
190 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



■ /usr/sbin

■ /usr/lbin

■ /bin

■ /sbin

SSH ク ラ イアン ト を別の場所から実行する場合、 またはク ラ イアン トに対して特定
のコマンド行引数を指定する場合、その詳細については 191 ページの 「 SSH ク ラ イ
アン トの設定 」 を参照して ください。

SSH を使用してアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに接続するには、次の条件が満たされて
いる必要があ り ます。

■ SSH が SGD ホス ト とアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにインス トールされているこ と

■ アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 接続方法 」 属性が ssh になっているこ と

SSH ク ラ イアン トの設定

SGD で SSH を使用する場合は、 SSH ク ラ イアン トで使用するコマンド行引数を設
定できます。引数はグローバルに設定するか、個々のアプ リ ケーシ ョ ンに対して設定
するか、 またはその両方を組み合わせて設定するこ とができます。

SSH ク ラ イアン トに対して 「 グローバルオプシ ョ ン 」 を設定するには、
TTASSHCLIENT 環境変数を設定します。詳細は、 192 ページの 「 SSH ク ラ イアン ト
のグローバルオプシ ョ ンを設定する方法 」 を参照して ください。 SSH ク ラ イアン ト
のグローバル設定は、次の場合に使用します。

■ SSH がデフォル トの格納場所のいずれかにインス トールされていない

■ すべてのアプ リ ケーシ ョ ンに対して同じ  SSH ク ラ イアン ト コマンド行引数を使用
する

SSH ク ラ イアン トに対して 「 アプ リ ケーシ ョ ンオプシ ョ ン 」 を設定するには、 「
SSH 引数 」 属性をアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トに対して設定します。詳細は、
192 ページの 「 SSH ク ラ イアン トのアプ リ ケーシ ョ ンオプシ ョ ンを設定する方法 」
を参照して ください。

SSH ク ラ イアン トのグローバル設定とアプ リ ケーシ ョ ン設定を組み合わせて、 SSH 
ク ラ イアン トのパス と コマンド行引数を設定できます。

注 - この場合、グローバルなコマンド行引数はすべて無視されます。
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次の表は、使用される  ssh コマンドがグローバル設定とアプ リ ケーシ ョ ン設定によ
ってどのよ うに影響されるかを示しています。

▼ SSH ク ライアント のグローバルオプショ ンを設定する方法

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中のアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む ) がないこ
とを確認して ください。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログオンします。

2. SGD サーバーを停止します。

3. TTASSHCLIENT 環境変数を設定します。

SSH ク ラ イアン トプログラムへのフルパス と必要なコマンド行引数を含めます。
次に例を示します。

注 - SSH ク ラ イアン トに対してコマンド行引数だけを設定する場合は、 SSH ク ラ イ
アン トプログラムへのフルパスを含める必要があ り ます。 これは、 SSH プログラム
が SGD によって自動的に検出される場所にある場合でも同様です。

4. SGD サーバーを再起動します。

▼ SSH ク ラ イアント のアプリ ケーショ ンオプショ ンを設定
する方法

1. Administration Console で、 「 アプ リ ケーシ ョ ン 」 タブに移動し 、アプ リ ケーシ
ョ ンを選択します。

2. 「 起動 」 タブに移動します。

3. 「 接続方法 」 の SSH オプシ ョ ンが選択されているこ とを確認します。

グローバル設定 アプリケーシ ョ ン設定 使用される SSH コマンド

[ なし ] [ なし ] ssh -l user@host

[ なし ] -X ssh -X -l user@host

/usr/ssh -X [ なし ] /usr/ssh -X -l user@host

/usr/ssh -X -p port /usr/ssh -p port -l user@host

# TTASSHCLIENT="/usr/local/bin/ssh -q -X"; export TTASSHCLIENT
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4. 「 ssh 引数 」 フ ィールドで、そのアプ リ ケーシ ョ ンで使用する  SSH 引数を入力し
ます。

5. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

X アプ リ ケーシ ョ ン用の X11 の転送の有効化

SGD で SSH 接続を使用して X アプ リ ケーシ ョ ンを表示するには、 X11 転送を有効
にする必要があ り ます。 193 ページの 「 X11 転送を有効にする方法 」 を参照して く
ださい。

代替策と して 、 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト で 「 SSH のダウングレードを許可
」  (--allowsshdowngrade) 属性を有効にするこ とができます。 この属性が有効に
なっていて X11 転送が機能していないか設定されていない場合、 SGD は標準のセキ
ュ リ テ ィー保護されていない X11 接続を使用してアプ リ ケーシ ョ ンを表示しよ う と
します。設定によっては、ユーザーがダウングレードを受け入れるよ うに求められる
場合があ り ます。次の表に、 「 SSH のダウングレードを許可 」 属性を有効にした場
合の影響を示します。

X11 接続が使用される場合、 SGD は DISPLAY 変数と  X 認証 cookie を通常の方法で
設定します。 SSH 接続は、アプ リ ケーシ ョ ン認証とアプ リ ケーシ ョ ンの起動でのみ
使用されます。

▼ X11 転送を有効にする方法

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

X11 転送

が設定されてい

るか

X11 転送

が機能しているか

「 SSH のダウングレー

ドを許可 」

属性が有効になっている

か

ユーザーがアプリケーシ ョ ンを

起動するとどうなるか

はい はい はい アプ リ ケーシ ョ ンが起動する と 、 SSH 接続が使用される

はい はい いいえ アプ リ ケーシ ョ ンが起動する と 、 SSH 接続が使用される

はい いいえ はい ユーザーが X11 接続のダウングレードを許可するかど う
かの確認を受ける

はい いいえ いいえ アプ リ ケーシ ョ ンが起動しない

いいえ 使用不能 いいえ アプ リ ケーシ ョ ンが起動しない

いいえ 使用不能 はい アプ リ ケーシ ョ ンが起動する と 、 X11 接続が使用される
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2. SSH デーモンを設定します。

sshd_config ファ イルを編集して、次の行を追加します。

X11Forwarding yes

3. SSH ク ラ イアン ト を設定します。

次のいずれかを実行します。

■ ssh_config ファ イルを編集して、次の行を追加します。

ForwardAgent yes

ForwardX11 yes

■ -X コマンド行引数を使用するよ うに SSH ク ラ イアン ト を設定します。

詳細については、 191 ページの 「 SSH ク ラ イアン トの設定 」 を参照して くだ
さい。

4. SSH デーモンを再起動します。

SSH と  X セキュ リ テ ィー拡張機能の使用

SGD は X セキュ リ テ ィー拡張機能をサポート します。 X セキュ リ テ ィー拡張機能は
、 -Y オプシ ョ ンをサポートする  SSH のバージ ョ ンでのみ動作します。 OpenSSH の
場合、 これは 3.8 以降のバージ ョ ンです。 X セキュ リ テ ィー拡張機能を有効にするに
は、次に示すよ うに個々のアプ リ ケーシ ョ ンのアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を設定
します。

▼ X セキュ リ ティ ー拡張機能を有効にする方法

1. Administration Console で、 「 アプ リ ケーシ ョ ン 」 タブに移動し 、アプ リ ケーシ
ョ ンを選択します。

2. 「 起動 」 タブに移動します。

3. 「 接続方法 」 の SSH オプシ ョ ンが選択されているこ とを確認します。

4. 「 X セキュ リ テ ィー拡張機能 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

5. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。
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SSH と  X 認証の使用

X 認証が有効になっている と きに SSH 接続に失敗する場合は、 IPv4 だけを使用する
モードで SSH デーモンを実行してみて ください。 これは、サーバーで使用している  
X セキュ リ テ ィー拡張機能が SGD でサポート されていないこ とがあるためです。
IP version 4 モードを有効にするには、システムの SSH 構成ファ イルを編集します。

たとえば、 Red Hat Enterprise Linux では、 /etc/sysconfig/sshd ファ イルを編
集して、次の行を追加します。

この変更を加えたら 、 SSH デーモンを再起動する必要があ り ます。

高度な SSH 機能の使用

ク ライアン ト鍵などの一部の SSH 機能では、 SSH ク ラ イアン トプロセスを特権ユー
ザーと して実行する必要があ り ます。 しかし 、セキュ リ テ ィー上の理由によ り 、
SGD サーバープロセスおよび SSH ク ラ イアン トプロセスを非特権ユーザーと して実
行します。

高度な SSH 機能を使用するには、 SGD ttasshhelper アプ リ ケーシ ョ ンを  setuid 
root プロセスにする必要があ り ます。 このためには、アレイ内の各 SGD サーバーで
スーパーユーザー (root) と して次のコマンドを実行します。

注意 - これらの変更を行った場合は、承認されていないアクセスから  SGD サーバー
を保護する必要があ り ます。

ク ラ イアント 鍵に関する既知の制限

SSH ク ラ イアン ト鍵の機能を使用している場合、ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを起
動したと きに、ユーザー名とパスワードの入力を要求されるこ とがあ り ます。 この入
力を要求されるのは、 SSH 接続のために使用するユーザー名を  SGD が認識している
必要があるためです。ユーザーはパスワードの入力も要求されますが、 このパスワー
ドは実際には使用されません。ユーザーがユーザー名とパスワードの入力を要求され
るのは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュ内にそのユーザーのエン
ト リがない場合か、 またはパスワードキャ ッシュが無効になっている場合だけです。
ユーザーが入力を要求された場合、指定する必要があるのはユーザー名だけです。パ
スワードフ ィールドは空白のままにするこ とができます。

OPTIONS="-4"

# chown root /opt/tarantella/bin/bin/ttasshhelper
# chmod 4510 /opt/tarantella/bin/bin/ttasshhelper
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アプ リ ケーシ ョ ン認証
ユーザーがリ ンクをク リ ッ ク してアプ リ ケーシ ョ ンを起動する と 、アプ リ ケーシ ョ ン
用に設定されているログインスク リプ トがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに接続し 、認証
処理後、アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。  

ログインスク リプ ト を実行する  SGD コンポーネン ト と して 、実行プロ ト コルエンジ
ンがあ り ます。 ログインスク リプ トは、 SGD アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワー
ドキャ ッシュに格納されているユーザー名とパスワードを送信するこ とで、アプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーでユーザーを認証します。ユーザーの資格情報に問題がある場合、
SGD に次のよ う な 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 ダイアログが表示されます。

図 4-1 「 SGD アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 ダイアログのスク リーンキャプチャー

「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 ダイアログでは、ユーザーが自身の資格情報を入力し 、ア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュに格納できます。パスワードキャ ッ
シュに格納するこ とで、次回同じアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上でアプリ ケーシ ョ ンを
実行したと きに資格情報の入力を要求されな くな り ます。

また、 Shift キーを押しながら  Webtop 上でアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクをク リ ッ ク し
て 、 SGD に 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 ダイアログを強制的に表示させるこ と もでき
ます。  

注 - SGD Client が統合モードになっている と きは、 この方法で Shift キーを使用する
こ とはできません。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 197 ページの 「 ログインスク リプ ト 」

■ 197 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証の設定 」

■ 198 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュ 」

■ 201 ページの 「 入力方式と  UNIX プラ ッ ト フォームアプ リ ケーシ ョ ン 」

■ 201 ページの 「 異なる言語のシステムプロンプ トのサポート を追加する 」
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■ 202 ページの 「 RSA SecurID を使用したアプ リ ケーシ ョ ン認証 」

ログインスク リプ ト

SGD では、 ログインスク リプ ト を使って、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続の処
理、アプ リ ケーシ ョ ンの実行、および追加の作業を行います。  

通常、 ログインスク リプ トでは次の作業を実行します。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにログインし 、必要に応じてユーザーにパスワードの
入力を要求する 。

■ 環境変数を設定する 。 これらは、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 起動 」 タブ
の 「 環境変数 」 属性で指定された環境変数です。

■ すべてのウ ィンド ウマネージャープログラムを起動する 。 これらは、アプ リ ケー
シ ョ ンオブジェク トの 「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブの 「 ウ ィ ン ド ウマネージャー
」 属性で指定されたプログラムです。

■ 必要に応じて入力方式を起動する  (UNIX プラッ ト フォームアプリケーシ ョ ンのみ ) 。

■ コマンドを実行してアプ リ ケーシ ョ ンを起動する 。

ログインスク リプ トは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー間の相違を考慮に入れて、 ログイ
ンプロセス中に発生する可能性のあるエラーを検査します。処理できないエラーを検
出した場合、制御をユーザーに返します。

SGD ログインスク リプ トは、可能なかぎ りの一般性と堅牢性を備えるよ うに設計さ
れています。 しかし 、一般的ではない状況に対処しなければならない場合もあり ます。
たとえば、サポート されていないシステムプロンプ ト を使用している場合は、 スク リ
プ トが認識するプロンプ トの リ ス ト に、そのプロンプ ト を追加できます。

SGD に付属のログインスク リプ トには、 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 ダイアログの表
示をカスタマイズするためのコマンド とプロシージャーも含まれています。たとえば、
「 ユーザー名 」 フ ィールド と 「 パスワード 」 フ ィールドにユーザー独自のラベルを追
加できます。

ログインスク リプ ト をカスタマイズする必要がある場合は、 SGD ログインスク リプ
トのコピーを作成し 、そのコピーで作業します。標準の SGD ログインスク リプ ト を
変更しないでください。付録 E には、 SGD ログインスク リプ トに関する詳しい参照
情報が記載されています。

アプ リ ケーシ ョ ン認証の設定

Administration Console では、 「 グローバル設定 」  → 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 タ
ブの属性に基づいてアプリケーシ ョ ン認証を制御します。 これらの属性を使用すると 、
次の設定を行う こ とができます。
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■ ユーザーの SGD ユーザー名とパスワードがキャ ッシュ されている場合、アプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーへのログイン時にこれらの情報を自動的に試すかど うか

■ ユーザーのアプリ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードの有効期限が切れている場合
にどのよ う なアクシ ョ ンを実行するか

■ スマート カードを使用して Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにログ
インするかど うか

■ 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 ダイアログをいつ表示するか、ダイアログのデフォル
ト設定を何にするか、およびユーザーにその設定の変更を許可するかど うか

アプリ ケーショ ンサーバーのパスワード キャッシュ

デフォルトでは、 SGD はアプリ ケーシ ョ ンを実行するために使用するユーザー名と
パスワードをそのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュに格納します。
また、 SGD は SGD へのログインに使用するユーザー名とパスワード も格納します。

注 - ユーザーがサードパーティーによって認証される場合、 SGD は SGD へのログ
インに使用するユーザー名とパスワードを格納できません。

Windows applications では、 ターミナルサーバーによって認証プロセスが処理されま
す。認証が成功したか失敗したかを示す情報は、 SGD に返されません。 またパスワ
ードが正しいか間違っているかにかかわらず、 SGD パスワードキャ ッシュに情報の
詳細が保持されます。

アプリ ケーショ ンサーバーのパスワード キャッ シュの管理

Administration Console で、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュを次
のよ うに管理できます。

■ 「 キャ ッシュ 」  → 「 パスワード 」 タブ - パスワードキャ ッシュ内のエン ト リ を管
理できます

■ ユーザープロファ イルオブジェク トの 「 パスワード 」 タブ - 選択したユーザープロ
ファ イルのパスワードキャ ッシュエン ト リ を管理できます

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの 「 パスワード 」 タブ - 選択したアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュエン ト リ を管理できます

■ 動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの 「 パスワード 」 タブ – 選択した動
的アプリ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュエン ト リ を管理できます

コマンド行では、 tarantella passcache コマンド群を使用してアプ リ ケーシ ョ
ンサーバーのパスワードキャ ッシュを管理します。
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Administration Console と コマンド行を使用して、パスワードキャ ッシュ内のエン ト
リ を一覧表示した り 、削除した りする こ とができます。 また、パスワードキャ ッシュ
内にエン ト リ を作成するこ と もできます。 tarantella passcache コマンドを使
用する と 、バッチスク リプ トでパスワードキャ ッシュを生成できます。

パスワードキャ ッシュ内の各エン ト リには次の要素が含まれます。

■ ユーザー名 - アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名

■ パスワード  - アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワード

■ リ ソース  – パスワードがキャ ッシュ されるアプ リ ケーシ ョ ンサーバー、動的アプ
リ ケーシ ョ ンサーバー、 またはド メ イン名

■ ユーザー識別情報  - パスワードキャ ッシュ内のエン ト リ を所有するユーザー識別
情報

注 - パスワードキャ ッシュには、ユーザーの SGD パスワード も格納できます。

セキュ リ ティ ーと パスワード キャッ シュ

アプリ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュ内のエン ト リは、暗号化鍵によっ
て暗号化されます。アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に、パスワードは必要に応じて復号化
されます。

デフォル トでは、パスワードキャ ッシュ用の暗号化鍵は決して変更されません。パス
ワードキャ ッシュ用の新規暗号化鍵を  SGD サーバーの再起動時に常に生成するよ う
に SGD を設定できます。 Administration Console で、 「 グローバル設定 」  → 「 セ
キュ リ テ ィー 」 タブに移動し 、 「 新規パスワード暗号化鍵 」 チェ ッ クボッ クスを選択
します。 または、次のコマンドを実行します。

パスワードキャッシュ内の既存のエン ト リは、新しい鍵によって再び暗号化されます。

Windows ド メ インと パスワード キャッ シュ

SGD が Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバー用のユーザーのパスワードを
キャ ッシュする と きは、 Windows ド メ イン名を使ってパスワードキャ ッシュエン ト
リが作成されます。

ド メ イン名は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト 、 Windows アプ リ ケーシ ョ
ンオブジェク ト 、 またはユーザープロファ イルオブジェク トの 「 ド メ イン名 」 属性を
使って指定できます。ユーザーは 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 ダイアログでド メ イン名
を指定するこ と もできます。

$ tarantella config edit --security-newkeyonrestart 1
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ユーザーがアプリ ケーシ ョ ンを起動する と 、 SGD は次のプロセスを実行して、使用
する ド メ イン名とパスワードキャ ッシュエン ト リ を確立します。

1. ド メ イン名がアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト で設定されているかど うか
確認する 。

ド メ イン名が設定されている場合、 SGD はパスワードキャ ッシュ内でユーザー識
別情報のエン ト リ を検索します。

ド メ イン名が設定されていない場合、 またはパスワードキャ ッシュ内にエン ト リ
が存在しない場合、手順 2 に進みます。

2. ド メ イン名がアプリ ケーシ ョ ンオブジェク トで設定されているかど うか確認する 。

ド メ イン名が設定されている場合、 SGD はパスワードキャ ッシュ内でユーザー識
別情報のエン ト リ を検索します。

ド メ イン名が設定されていない場合、 またはパスワードキャ ッシュ内にエン ト リ
が存在しない場合、手順 3 に進みます。

3. ユーザーが SGD へのログイン時にド メ イン名のタイプを入力したかど うかを確認
する 。

Windows ド メ イン認証を使用している場合、ユーザーは SGD へのログイン時に
ド メ イン名を指定できます。 このためには、 domain\name 形式でユーザー名を
入力します。たとえば、 example\rusty のよ うに指定します。

ド メ イン名が設定されている場合、 SGD はパスワードキャ ッシュ内でユーザー識
別情報のエン ト リ を検索します。

ド メ イン名が設定されていない場合、 またはパスワードキャ ッシュ内にエン ト リ
が存在しない場合、 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 ダイアログが表示されます。

ユーザーは、 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 ダイアログの 「 NT ド メ イン 」 フ ィールドを
使用してド メ イン名を設定できます。 「 ド メ イン名 」 属性がアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーまたはアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トで設定されている場合、 またはド メ インがパ
スワードキャ ッシュにキャ ッシュ されている場合、 このフ ィールドは自動的に入力さ
れます。 「 ド メ イン名 」 属性がユーザープロファ イルオブジェク ト でのみ設定されて
いる場合、 「 NT ド メ イン 」 フ ィールドは自動的には入力されません。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンをはじめて起動する と きにド メ インを指定するよ うユー
ザーに要求するには、ユーザープロファ イルオブジェク ト 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーオブジェク ト 、およびアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 ド メ イン名 」 属性を空白
にする必要があ り ます。

ユーザーの SGD パスワードが Windows ド メ インパスワードでもある場合、次の条
件を満たせば、 ド メ イン名とパスワードをキャ ッシュできます。

■ SGD が、ユーザーの SGD ユーザー名とパスワードをパスワードキャ ッシュに格
納するよ うに設定されているこ と 。 SGD がデフォル トでこの設定を行う こ と 。

■ 「 ド メ イン名 」属性がユーザープロファイルオブジェク トで設定されているこ と 。
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注 - ユーザーが Windows ド メ イン認証を使用して認証される場合、 ド メ イン名は自
動的に推定されるため、ユーザープロファ イルオブジェク ト で 「 ド メ イン名 」 属性を
設定する必要はあ り ません。

入力方式と  UNIX プラ ッ ト フォームアプ リ ケーシ
ョ ン

入力方式はプログラムまたはオペレーティングシステムコンポーネン トであ り 、
キーボードにない文字や記号をユーザーが入力できるよ うにします。

デフォル トでは、 SGD は、 C および POSIX を除くすべてのロケールに対して IM 
を実行します。

IM 設定を変更するには、 vars.exp ログインスク リプ ト で変数を編集します。
変数は次のとおりです。

■ IM_runByDefault – この変数は、デフォル トで、 IM を有効にするか ( 変数を  1 
に設定 ) 、 または無効にするか ( 変数を  0 に設定 ) を制御します。デフォルト値は 
1 です。

■ IM_localeNotList – IM_runByDefault を  1 を設定する と 、 SGD は 
IM_localeNotList 変数に一覧表示されているロケールを除くすべてのロケール
に対して IM を実行します。

■ IM_localeList – tIM_runByDefault を  0 に設定する と 、 SGD は 
IM_localeList 変数に一覧表示されているロケールに対してのみ、 IM を実行し
ます。

SGD では、環境変数 TTA_PreferredLocale 、 TTA_HostLocale 、および LANG 
を使用してロケールが決定されます。 907 ページの 「 ログインスク リプ トの変数 」 を
参照して ください。

異なる言語のシステムプロンプ トのサポート を追
加する

デフォルトでは、 SGD に含まれるログインスク リプ トは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ー上で英語のシステムプロンプ ト をサポート しています。 SGD 管理者は、他言語の
システムプロンプ トのサポート を追加できます。

このためには、 vars.exp ログインスク リプ ト を編集して、定義されている英語プ
ロンプ ト ご とに翻訳を追加します。 vars.exp ログインスク リプ トは、 SGD サーバ
ーの /opt/tarantella/var/serverresources/expect ディ レク ト リにあ り ま
す。すべてのプロンプ ト を翻訳する必要はあ り ません。英語と異なるプロンプ トだけ
第 4 章  アプリケーシ ョ ンの設定 201



を翻訳して ください。 このファ イルに含まれる例を参照するこ とをお勧めします。
また、 ク ラ イアン トやユーザーのロケールに合わせて、変数、文字列、およびエラー
メ ッセージセクシ ョ ンの翻訳を追加するこ と もできます。

Administration Console で、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの 「 一般 」 タブ 
→ 「 プロンプ トのロケール 」 属性を 、 vars.exp で定義されているロケールに一致
するよ うに設定します。

RSA SecurID を使用したアプ リ ケーシ ョ ン認証

SGD は、 X アプ リ ケーシ ョ ンおよび文字型アプ リ ケーシ ョ ン用に RSA SecurID 認証
をサポート しています。

SecurID 認証を使用する と きは、 SGD を導入する前に、ユーザーが SecurID を使用
してアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにログインできる こ とを確認して ください。 SecurID 
認証を使用する準備ができたら 、 securid.exp ログインスク リプ ト を使用するよ う
にアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を設定します。

SecurID 認証を使用するアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにログインする と き 、ユーザーは
ユーザー名とパスワードを入力します。 「 OK 」 をク リ ッ クする と 、パスコードの入
力が求められます。

Administration Console で、 「 グローバル設定 」  → 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 タブ
に移動し 、 「 パスワードキャ ッシュの使用 」 チェ ッ クボッ クスを選択解除します。 こ
れによ り 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへのログイン時に、 SGD が SGD ログインの
詳細を使用しな くな り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンの設定に関する ヒ ン ト
こ こでは、アプ リ ケーシ ョ ンの設定に関する ヒ ン ト と 、 SGD で使用する ドキュ メ ン 
ト について説明します。 こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 203 ページの 「 Webtop を表示せずにアプリ ケーシ ョ ンまたはデスク ト ップセッシ
ョ ンを起動する 」

■ 204 ページの 「 マルチヘッ ドモニターまたはデュアルヘッ ドモニターの使用 」

■ 207 ページの 「 Windows アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスの 向上 」

■ 208 ページの 「 Java Desktop System デスク ト ップセッシ ョ ンまたはアプ リ ケーシ
ョ ンのパフォーマンスの向上 」

■ 209 ページの 「 ドキュ メ ン ト と  Web アプ リ ケーシ ョ ン 」

■ 210 ページの 「 仮想教室の作成 」

■ 212 ページの 「 共通デスク ト ップ環境アプ リ ケーシ ョ ンの設定 」
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■ 215 ページの 「 VMS アプ リ ケーシ ョ ンの設定 」

■ 216 ページの 「 3270 および 5250 アプ リ ケーシ ョ ン 」

Webtop を表示せずにアプ リ ケーシ ョ ンまたはデ
スク ト ップセッシ ョ ンを起動する

SGD では、 Webtop を表示せずに単一のアプリ ケーシ ョ ンまたはフルスク リーンの
デスク ト ップセッシ ョ ンを起動できます。 これを行うには、次のいずれかの方法を使
用します。

■ My Desktop の使用 – My Desktopeによ り 、 Webtop を表示せずに、ユーザーがロ
グインし 、アプ リ ケーシ ョ ンを表示できるよ うにな り ます。通常、 これはフルス
ク リーンのデスク ト ップアプ リ ケーシ ョ ンで使用されます。詳細については、
187 ページの 「 My Desktop の使用 」 を参照して ください。

■ 統合モードの使用 – 統合モードによ り 、アプ リ ケーシ ョ ンを実行するためのリ ン
クが、 ク ラ イアン トデバイスのデスク ト ップの 「 スタート 」 または 「 起動 」 メニ
ューに追加されます。詳細については、 342 ページの 「 統合モード 」 を参照して
ください。

■ SGD Web サービスの使用 – 単一のアプリ ケーシ ョ ンを起動するための独自のア
プ リ ケーシ ョ ンを開発します。詳細については、 203 ページの 「 SGD Web サー
ビスの使用 」 を参照して ください。

SGD Web サービスの使用

SGD Web サービスを使用して、 URL から単一のアプリケーシ ョ ン起動するための、
ユーザー独自のアプリケーシ ョ ン起動ツールを開発できます。 この方法を使用すると 、
ブッ クマークやお気に入りからアプ リ ケーシ ョ ンを起動できます。 SGD には、 SGD 
Web サービスを使用して何を実現できるかを示すサンプルアプ リ ケーシ ョ ンが用意
されています。

SGD のサンプルアプ リ ケーシ ョ ンを使用するための URL は次のとおりです。

http://server.example.com/sgd/launcher.jsp?o=application&u=username&p=
password&e=true|false

こ こで、 server.example.com は SGD サーバーの名前です。
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この URL に含まれるパラ メータは、次のとおりです。

注 - どのパラ メータ も省略可能です。

たとえば、次の URL は、 Administration Console で定義されたアプ リ ケーシ ョ ンオ
ブジェク トの設定を使用して Write-o-Win アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

http://server.example.com/sgd/launcher.jsp?o=Write-o-Win&u=indigo&p=
purple&e=false

マルチヘッ ドモニターまたはデュアルヘッ ドモニ
ターの使用

SGD では、マルチヘッ ドモニターまたはデュアルヘッ ドモニターを使用できます。
ただし 、 ウ ィ ン ド ウタイプ (--displayusing) が 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理 」
または 「 キオスク 」 に設定されている  X アプ リ ケーシ ョ ンがある場合は、複数のモ
ニターを使用できるよ うにアプ リ ケーシ ョ ン とモニターの設定の変更が必要になるこ
とがあ り ます。

163 ページの 「 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定 」 も参照して ください。

「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」 が 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理 」 または 「 キオスク 」 に設定
されている  X アプ リ ケーシ ョ ンで動作するよ うに複数のモニターを設定するには、
次の設定手順を実行します。

1. 共有リ ソースを無効にします。

■ 205 ページの 「 共有リ ソースの無効化 」 を参照して ください。

2. 正しいデスク ト ップサイズを設定します。

■ 205 ページの 「 正しいデスク ト ップサイズの設定 」 を参照して ください。

3. モニターを設定します。

パラ メータ 説明

o=application アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の名前。 これは完全修飾名でな くても
かまいません。

u=username SGD へのログインに使用するユーザー名。  

p=password SGD へのログインに使用するパスワード 。

e=true|false true は、いくつかのアプ リ ケーシ ョ ン属性を上書きできる編集ページ
を表示するこ とを意味します。 false は、編集ページを表示しないこ
とを意味します。
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■ 207 ページの 「 モニターの設定 」 を参照して ください。

共有リ ソ ースの無効化 
SGD では、 メモ リーのオーバーヘッ ドを削減するために、類似したアプ リ ケーシ ョ
ンで リ ソースを共有できます。複数のモニターを使用して表示するアプ リ ケーシ ョ ン
がある場合は、 この機能を無効にする必要があ り ます。

Administration Console で、複数のモニターに表示するアプ リ ケーシ ョ ンの 「 パフォ
ーマンス 」 タブに移動し 、 「 類似セッシ ョ ン間で リ ソースを共有 」 チェ ッ クボッ クス
の選択を解除します。

または、次のコマンドを実行します。

複数のモニターに表示するアプ リ ケーシ ョ ンごとに、 この設定を繰り返します。

正しいデスク ト ッ プサイズの設定

すべてのモニターを表示するために必要なデスク ト ップ領域を  SGD サーバーから ク
ラ イアン トデバイスに送信する必要があ り ます。

注 - この操作を行う と 、 ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバーで使用される メモ リ
ー量が増えます。

主モニターのサイズだけではな く 、デスク ト ップ領域全体のサイズをク ラ イアン トデ
バイスに送信するよ うに、 SGD を設定する必要があ り ます。デスク ト ップ領域全体
のサイズを 、次の図の 「 仮想画面 」 で示しています。

$ tarantella object edit --name obj --share false
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たとえば、図の Monitor 1 のサイズが 1200 x 768 、 Monitor 2 のサイズが 800 x 600 
の場合は、デスク ト ップサイズは 2000 x 768 に設定する必要があ り ます。

ク ラ イアン ト ウ ィ ンド ウ管理アプ リ ケーシ ョ ンのデスク ト ップサイ
ズの設定

Administration Console で、 SGD サーバーの 「 プロ ト コルエンジン 」 → 「 X 」 タ
ブに移動します。 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウのサイズ 」 の 「 高さの 大値 」 および 「
幅の 大値 」 フ ィールドに、仮想画面のサイズをピクセル単位で入力します。

または、次のコマンドを実行します。

アレイ内の SGD サーバーごとに、 この設定を繰り返します。

「 キオスク 」 モードのアプリケーシ ョ ンのデスク ト ップサイズの設定

X アプ リ ケーシ ョ ンは、ディ スプレイを  2 台接続した構成のモニターで 「 キオスク 」
モードで表示できます。

ク ラ イアン トデバイスのク ラ イアン トプロファ イル、 profile.xml の 
<localsettings> セクシ ョ ンの <KioskArea> エン ト リで 「 キオスク 」 モードの
表示機能を設定します。 <localsettings> セクシ ョ ンがク ラ イアン トプロファ イ
ルに存在しない場合は、新しいセクシ ョ ンを作成します。

<KioskArea> エン ト リは、 「 キオスク 」 モードで使用される画面領域を定義します。
使用可能な値は次のとおりです。

■ virtual – 仮想画面サイズを使用します。両方のモニターが使用されます。

$ tarantella config edit --array \
--xpe-cwm-maxwidth pixels --xpe-cwm-maxheight pixels
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■ 0 – 主モニターのみを使用します。 これはデフォル ト値です。

■ 1 – 副モニターのみを使用します。

たとえば、 「 キオスク 」 モードの表示を両方のモニターに広げるには、次のよ うに指
定します。

モニターの設定

前の図に示すよ うに、すべての副モニターが主モニターの右側に表示されるよ うにモ
ニターを設定します。

X サーバーが負の画面座標を処理できないために、 この設定が必要にな り ます。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスの
向上

Windows ターミナルサービスを使用している と 、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンのパ
フォーマンスが低下するこ とがあ り ます。 この問題は、 Windows セッシ ョ ンでアニ
メーシ ョ ン効果やその他の表示設定を使用しているために発生します。 これらの機能
では、画面の頻繁に更新する必要があ り 、使用される帯域幅が大幅に増加するこ とが
あるために、パフォーマンスに影響を与えます。接続速度が低いほど 、問題が大き く
な り ます。

これらの問題の原因と して、次のよ う なこ とが考えられます。

■ アニメーシ ョ ンマウスポインタ

■ マウスポインタのシャ ド ウ

■ スク リーンセーバー

■ 通知領域のアニメーシ ョ ンアイコン

■ プログラムのアニメーシ ョ ン画像

■ アニメーシ ョ ン壁紙

■ 壁紙と して使用される画像

■ フォン ト スムージング

デフォル トでは、 SGD ターミナルサービスク ラ イアン ト 、 ttatsc では、 フォン ト
スムージングを除く これらの機能のすべてが有効になっています。

<KioskArea>virtual</KioskArea>
第 4 章  アプリケーシ ョ ンの設定 207



Windows アプリケーシ ョ ンオブジェク トの 1 つ以上の属性を設定するこ とによって、
表示機能をオフにできます。設定可能な属性を 、次の表に一覧表示します。

159 ページの 「 SGD Remote Desktop Client 」 も参照して ください。

Java Desktop System デスク ト ップセッシ ョ ンま
たはアプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスの向上

こ こでは、 Java Desktop System で SGD を使用している場合に、ユーザーに 高の
操作性を提供するための方法に関する ヒ ン ト をいくつか示します。

次の方法で、 Java Desktop System デスク ト ップセッシ ョ ンおよびアプ リ ケーシ ョ ン
のパフォーマンスを向上させるこ とができます。

■ Java Desktop System のために X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を設定する

■ デフォル トの Java Desktop System 設定の一部を無効にする

Java Desktop System のための X アプリ ケーショ ンオブ
ジェク ト の設定

Java Desktop System デスク ト ップセッシ ョ ンまたはアプ リ ケーシ ョ ンでは、 X アプ
リ ケーシ ョ ンオブジェク トの正しいコマンドパスを指定する必要があ り ます。 「 アプ
リ ケーシ ョ ンコマンド 」 (--app) 属性を  /usr/dt/config/Xsession.jds に設定
します。 /usr/bin/gnome-session のパスを使用する と 、一部の Java Desktop 
System 構成パラ メータが失われるため、ユーザーの操作性が低下します。

属性 説明

Cursor Settings マウスポインタの配色とカスタマイズを無効にします。

Cursor Shadow マウスポインタのシャ ド ウを無効にします。

Cursor Shadow デスク ト ップの壁紙を無効にします。壁紙を無効にする と 、デスク ト
ップ上の項目を移動する と きに更新されるデータ量を減らすこ とがで
きます。

Font Smoothing アプリ ケーショ ンのテキスト のフォント スムージングを有効にします。

Full Window Drag ウ ィ ン ド ウが移動される と きにその内容を表示するオプシ ョ ンを無効
にします。

メニューのアニメ
ーシ ョ ン

メニューと ヒ ン ト の切り替え効果を無効にします

Theming デスク ト ップテーマを無効にします。
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アニメーシ ョ ン効果の表示を改善するために、 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの
パフォーマンス設定を設定できます。 230 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンのアニメーシ
ョ ンがとびとびに表示される場合 」 を参照して ください。

デフォルト の Java Desktop System 設定の無効化

Java Desktop System デスク ト ップセッシ ョ ンおよびアプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマ
ンスは、アニメーシ ョ ン効果やその他のデフォルトのデスク ト ップ設定によって影響
されるこ とがあ り ます。 これらの機能では、画面の頻繁に更新する必要があ り 、使用
される帯域幅が大幅に増加するこ とがあるために、パフォーマンスに影響を与えます
。接続速度が低いほど 、問題が大き くな り ます。

多くの場合は、次の Java Desktop System デスク ト ップ機能の一部を無効にするか、
または変更するこ とによってパフォーマンスを向上させるこ とができます。

■ アンチエイ リ アス処理されたフォン ト

■ 大きいフォン ト

■ ログイン画面、 スプラ ッシュ画面、 「 バージ ョ ン情報 」 画面、およびログアウ ト
画面

■ アニメーシ ョ ン

■ デスク ト ップアプレッ ト

■ ド ラ ッグしている と きのウ ィ ンド ウの内容の表示

■ デスク ト ップの壁紙

■ テーマ

ドキュ メ ン ト と  Web アプ リ ケーシ ョ ン

ドキュ メン トオブジェ ク トは、任意の URL を参照できます。 StarOffice™ ソフ ト ウ
ェアの文書や Adobe™ Acrobat ファ イルなど 、 Web 上のどのよ う なドキュ メ ン ト
でも参照できます。 ドキュ メ ン トから  Web アプ リ ケーシ ョ ンを参照するこ と もでき
ます。

URL を実際に取得するのはユーザーのク ラ イアン トデバイスであるため、 ファ イア
ウォールやその他のセキュ リ テ ィー機能のために、ユーザーがドキュ メン トにアクセ
スできな くなる可能性があ り ます。

SGD を使用して、 Web アプ リ ケーシ ョ ンにアクセスできます。 Web アプ リ ケーシ
ョ ンは実際には Web ページ、つま り  URL にすぎません。ただし 、アクセスする と
きにユーザー名とパスワードの入力が必要になり ます。ユーザーに Web アプ リ ケー
シ ョ ンへのアクセスを許可するには、 Web アプ リ ケーシ ョ ンの URL に リ ンク した
ドキュ メ ン ト オブジェ ク ト を作成します。
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アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにアクセスするためのパスワード とは異な り 、 SGD では 
Web アプ リ ケーシ ョ ンにアクセスするためのユーザー名とパスワードはキャ ッシュ
できません。ただし 、ユーザーが再度ログインしな くても  Web アプ リ ケーシ ョ ンか
ら  SGD にアクセスできるよ うに、 Web サーバーの認証を設定できます。 または、
SGD ユーザーの認証を  Web アプ リ ケーシ ョ ンで行う こ と もできます。

Web アプ リ ケーシ ョ ンにアクセスする場合は、送信前にすべての通信が SSL を使っ
て暗号化されるよ うに、セキュア (HTTPS) Web サーバーを使用します。

仮想教室の作成

こ こでは、仮想教室で使用されるよ うにアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を設定する方
法について説明します。

SGD シャ ド ウイングを使用して仮想教室を作成できます。 この場合、教室内の生徒
は、先生が実演するアプ リ ケーシ ョ ンをシャ ド ウイングします。

この状態を実現するには、先生のアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト と教室アプ リ ケーシ
ョ ンオブジェク ト を作成する必要があ り ます。

初に先生がアプ リ ケーシ ョ ンを起動し 、次に生徒が教室アプリ ケーシ ョ ンを起動し
て先生をシャ ド ウイングする必要があ り ます。教室でシャ ド ウイングできるアプ リ ケ
ーシ ョ ンは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンまたは X アプ リ ケーシ ョ ンだけです。

先生のアプ リ ケーシ ョ ンを使用できる人物は、一度に 1 人だけです。複数の人物が先
生のアプ リ ケーシ ョ ンを起動した場合は、 後に起動されたアプ リ ケーシ ョ ンが教室
でシャ ド ウイングされます。 このため、先生のアプ リ ケーシ ョ ンは 1 人のユーザーだ
けに割り当てて ください。数人の先生がいる場合は、先生ごとに異なるアプ リ ケーシ
ョ ンオブジェク ト を作成して ください。

教室アプ リ ケーシ ョ ンには、 16 ビッ ト以上の発色数が必要です。教室アプ リ ケーシ
ョ ンのディ スプレイのサイズは、先生のアプ リ ケーシ ョ ン以上のサイズにする必要が
あ り ます。 良の結果を得るには、教室には independent ウ ィ ン ド ウを使用して く
ださい。

先生がアプ リ ケーシ ョ ンを起動する と 、その教室でシャ ド ウイングできるアプ リ ケー
シ ョ ンに関する情報が SGD サーバーに格納されます。 この情報は、アレイの他のメ
ンバーにはコピーされません。つま り 、教室アプ リ ケーシ ョ ンが先生のアプ リ ケーシ
ョ ン と異なる  SGD サーバーで起動された場合は、シャ ド ウイングできるアプ リ ケー
シ ョ ンに関する情報が使用できないため、教室アプ リ ケーシ ョ ンが失敗します。先生
のアプ リ ケーシ ョ ンと教室アプ リ ケーシ ョ ンが確実に同じ  SGD サーバーで起動され
るよ うに、負荷分散グループを 利 用するこ とができます。 この場合、アプ リ ケーシ
ョ ンサーバーと  SGD サーバーの負荷分散グループを設定する必要があ り ます。設定
しない場合は、 1 つの SGD サーバーから成る  SGD アレイだけで教室シャ ド ウイン
グを使用して ください。
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229 ページの 「 ユーザーの問題を解決するためのシャ ド ウイングの使用 」 も参照して
ください。

▼ 先生のアプリ ケーショ ンオブジェク ト を作成する方法

1. Administration Console で、新規の Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト ま
たは X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。

2. 「 起動 」 タブに移動し 、 「 ログインスク リプ ト 」 フ ィールドに次のいずれかを入
力します。

■ unixclass.exp – X アプ リ ケーシ ョ ンの場合

■ winclass.exp – Windows アプ リ ケーシ ョ ンの場合

3. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

4. 先生のアプ リ ケーシ ョ ンのほかの設定を必要に応じて設定します。

5. 「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブをク リ ッ ク し 、 このアプ リ ケ
ーシ ョ ンを実行できるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを選択します。

6. 「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブで、先生のユーザープロファ イル
をこのアプ リ ケーシ ョ ンに割り当てます。

▼ 教室アプリ ケーショ ンオブジェク ト を作成する方法

1. Administration Console で、新規の X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成し
ます。

注 -  教室アプリ ケーシ ョ ンは、先生のアプ リ ケーシ ョ ンが Windows アプ リ ケーシ
ョ ンの場合でも 、 X アプ リ ケーシ ョ ンです。

「 一般 」 タブが表示されます。

2. 「 起動 」 タブに移動し 、アプ リ ケーシ ョ ンを次のよ うに設定します。

a. 「 アプ リ ケーシ ョ ンコマンド 」 フ ィールドに、
/opt/tarantella/bin/bin/ttashadow と入力します。

b. 「 コマンドの引数 」 フ ィールドに、 -readonly -silent -pointer 
$SHADOWDISPLAY と入力します。

c. 「 接続方法 」 では、 telnet オプシ ョ ンを選択します。

SGD サーバーで telnet が無効になっている場合でも 、 このオプシ ョ ンを選択し
ます。
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d. 「 ログインスク リプ ト 」 フ ィールドに、 pupil.exp と入力します。

e. 「 環境変数 」 フ ィールドで、 MYCLASS 変数を設定します。

形式は、 MYCLASS="name_of_teacher ’ s_application" です。次に例を示します。
MYCLASS=".../_ens/o=applications/ou=Finance/cn=XClaim"

3. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

4. 「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブに移動します。

5. 「 発色数 」 に 「 16 ビッ ト  - 数千色 」 を選択し 、 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

6. 教室アプ リ ケーシ ョ ンのほかの設定を必要に応じて設定します。

7. 「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブに移動し 、 このアプ リ ケーシ
ョ ンを実行できるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを選択します。

ttashadow アプ リ ケーシ ョ ンは、 SGD がインス トールされているサーバー上で
のみ使用できます。

8. 「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブに移動し 、 ク ラス内のすべてのユ
ーザーのユーザープロファ イルを教室アプ リ ケーシ ョ ンに割り当てます。

共通デスク ト ップ環境アプ リ ケーシ ョ ンの設定

共通デスク ト ップ環境 (CDE) アプ リ ケーシ ョ ンに必要な設定は、デスク ト ップセッ
シ ョ ンまたは個別のアプ リ ケーシ ョ ンのどちらを実行するかによって異な り ます。

ssh の接続方法を使用して設定されている  CDE デスク ト ップセッシ ョ ンでは、ユー
ザーが CDE セッシ ョ ンから終了しよ う とする と問題が発生する場合があ り ます。
CDE セッシ ョ ンがハングアップして 、システムから正常にログアウ トできな くなる
こ とがあ り ます。 214 ページの 「 CDE と  SSH の使用 」 を参照して ください。
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CDE デスク ト ッ プセッ ショ ンの設定

SGD を介して CDE デスク ト ップセッシ ョ ンを実行するには、次の表に示す設定を使
用して X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。

CDE アプリ ケーショ ンの設定

CDE フロン トパネルからではな く 、 CDE アプ リ ケーシ ョ ンを直接実行するには、
次の表に示す設定を使用して X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。

属性 設定内容

アプ リ ケーシ ョ ンコマンド Xsession アプ リ ケーシ ョ ンのフルパス  ( たとえば、
/usr/dt/bin/Xsession) 。

コマンド行では、 --app pathname を使用します。

起動接続をオープンしたまま保
持

「 有効 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

コマンド行では、 --keepopen true を使用します。

セッシ ョ ン終了 リ ス ト から 「 ログインスク リプ トの終了 」 を選択します。

コマンド行では、 --endswhen loginscript を使用します。

ウ ィ ン ド ウタ イプ リ ス ト から 「 キオスク 」 を選択します。

コマンド行では、 --displayusing kiosk を使用します。

ウ ィ ン ド ウのサイズ 「 ウ ィ ン ド ウに合わせて拡大縮小する 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

この設定は、異なるサイズの表示に対してユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを中断
および再開する場合にだけ使用します。

コマンド行では、 --scalable true を使用します。

属性 設定内容

アプ リ ケーシ ョ ンコマンド 実行するアプ リ ケーシ ョ ンのフルパス

コマンド行では、 --app pathname を使用します。

起動接続をオープンしたまま
保持

「 有効 」 チェ ッ クボッ クスを選択解除します。

コマンド行では、 --keepopen false を使用します。

注 - この属性のデフォル ト値にな り ます。
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CDE と  SSH の使用

ssh の接続方法を使用して設定されている  CDE デスク ト ップセッシ ョ ンでは、 CDE 
デスク ト ップユーザーが CDE セッシ ョ ンから終了しよ う とする と問題が発生する場
合があ り ます。 CDE セッシ ョ ンがハングアップして 、システムから正常にログアウ
トできな くなる こ とがあ り ます。  

CDE セッシ ョ ンには、 TT_ERR_NO_MATCH のエラーメ ッセージが表示されます。

この問題の回避方法は次のとおりです。

■ スーパーユーザー (root) で CDE ホス トにログインし 、次のコマンドを入力します。

■ /etc/dt/config/sessionetc ファ イルに次の行を追加します。

セッシ ョ ン終了 リ ス ト から 「 表示中のウ ィ ン ド ウがない 」 を選択します。

コマンド行では、 --endswhen nowindows を使用します。

注 - この属性のデフォル ト値にな り ます。

ウ ィ ン ド ウタ イプ リ ス ト から 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理 」 を選択します。

コマンド行では、 --displayusing clientwm を使用します。

ウ ィ ン ド ウマネージャー フ ィールドに次の行を入力します。

/usr/dt/bin/dtwm -xrm "Dtwm*useFrontPanel: false" -xrm 
"Dtwm*ws0*backdrop*image: none"

コマンド行では、 --winmgr '/usr/dt/bin/dtwm -xrm 
"Dtwm*useFrontPanel: false" -xrm "Dtwm*ws0*backdrop*image: 
none"' を使用します。

# mkdir /etc/dt
# mkdir /etc/dt/config
# cp /usr/dt/config/sessionetc /etc/dt/config
# cp /usr/dt/config/sessionexit /etc/dt/config
# cp /usr/dt/config/sys.dtprofile /etc/dt/config
# chgrp bin /etc/dt/config
# chmod 555 /etc/dt/config/*
# chown bin:bin /etc/dt/config/*

if [ "$SSH_TTY" != "" ]
then
SSHPTTY=‘echo $SSH_TTY | cut -c6-15‘
ps -ef | grep -v grep | grep $SSHPTTY | grep Xsession | awk ’{print $3}’ >
/var/dt/tmp/$DTUSERSESSION/sshd_pid
fi

属性 設定内容
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■ /etc/dt/config/sessionexit ファ イルに次の行を追加します。

■ /etc/dt/config/sys.dtprofile ファ イルに次の行を追加します。

VMS アプ リ ケーシ ョ ンの設定

SGD を使用して、 VMS アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上の X アプ リ ケーシ ョ ンおよび
文字型アプリ ケーシ ョ ンにアクセスできます。  

VMS サーバー上のアプ リ ケーシ ョ ンにアクセスするよ うに SGD を設定するには、
次の設定手順を実行する必要があ り ます。

1. アプ リ ケーシ ョ ンで使用されるログインスク リプ ト を設定します。

■ 215 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンで使用されるログインスク リプ トの設定 」
を参照して ください。

2. ログインスク リプ ト内で ト ランスポート変数を設定します。

■ 216 ページの 「 ログインスク リプ ト内での ト ランスポート変数の設定 」 を参照
して ください。

3. X セキュ リ テ ィーを無効にします。

■ 216 ページの 「 X セキュ リ テ ィーの無効化 」 を参照して ください。

アプリ ケーショ ンで使用されるログインスク リ プト の設定

X アプ リ ケーシ ョ ンまたは文字型アプ リ ケーシ ョ ンで使用されるログインスク リプ ト
を設定する必要があ り ます。

Administration Console で、設定するアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 アプ リ ケー
シ ョ ン 」 → 「 起動 」 タブに移動します。  

「 ログインスク リプ ト 」 ボッ クスに、次のいずれかを入力します。

■ vms.exp – 「 接続方法 」 と して telnet または ssh が選択されている場合

■ vmsrexec.exp – 「 接続方法 」 と して rexec が選択されている場合

if [ -f /var/dt/tmp/$DTUSERSESSION/sshd_pid ]
then
/bin/kill -HUP ‘/bin/cat /var/dt/tmp/$DTUSERSESSION/sshd_pid‘
/bin/rm /var/dt/tmp/$DTUSERSESSION/sshd_pid
fi

dtstart_session[0]="/usr/local/bin/ssh-agent /usr/dt/bin/dtsession"
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または、次のコマンドを実行します。

ログインスク リ プト 内でのト ランスポート 変数の設定

デフォルトでは、 vms.exp または vmsrexec.exp ログインスク リプ トによって ト
ランスポート変数が TCPIP に設定されます。 この設定は、 UCX (Ultrix 
Communications Extensions) などの Digital TCP/IP (Transmission Control 
Protocol/Internet Protocol) スタ ッ クを使用するためのものです。  

この変数を変更する必要がある場合は、 ログインスク リプ ト内で ト ランスポート変数
の設定を編集します。 ト ランスポート変数は、 ログインスク リプ ト内の次のエン ト リ
によって設定されます。

ログインスク リプ トは、 /opt/tarantella/var/serverresources/expect デ
ィ レク ト リにあ り ます。

X セキュリ ティ ーの無効化

VMS X アプ リ ケーシ ョ ンを使用するには、 SGD で X セキュ リ テ ィーを無効にする
必要があ り ます。 これは、 VMS が X 認証をサポート していないためです。

Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 セキュ リ テ ィー 」 タブに移動
し 、 「 X ディ スプレイの X 認証 」 チェ ッ クボッ クスの選択を解除します。

または、次のコマンドを実行します。

3270 および 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

SGD では、 3270 および 5250 アプ リ ケーシ ョ ンのために、他社製の Unix 用 
TeemTalk エ ミ ュレータアプ リ ケーシ ョ ンが使用されます。詳細については、 SGD 
に付属の 『 TeemTalk for Unix User's Guide 』 を参照して ください。

ユーザーがはじめて 3270 または 5250 エ ミ ュレータを実行する と 、 SGD サーバー上
のそのユーザーのホームディレク ト リに tta3270.nv 設定ファイルが作成されます。

$ tarantella object edit --name obj --login vms.exp | vmsrexec.exp

set transport "TCPIP"

$ tarantella config edit --security-xsecurity 0
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アプ リ ケーシ ョ ンの ト ラブルシューティ
ング
こ こでは、アプ リ ケーシ ョ ンで発生する可能性のあるいくつかの一般的な問題と 、
それらの解決方法について説明します。

アプ リ ケーシ ョ ンの起動および終了時の問題を ト ラブルシューティングするには、
次を参照して ください。

■ 218 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンが起動しない場合 」

■ 222 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンが起動直後に終了する場合 」

■ 222 ページの 「 X 認証が有効になっている と きにアプ リ ケーシ ョ ンの起動に失敗す
る 」

■ 224 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンが約 2 分後に表示されな くなる場合 」

■ 225 ページの 「 ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを終了しても 、アプ リ ケーシ ョ ンセッ
シ ョ ンが終了しない 」

■ 227 ページの 「 異なるユーザー名とパスワードでアプ リ ケーシ ョ ンを起動できる場
合 」

■ 228 ページの 「 Windows ターミナルサービスを使っていて、ユーザーが頻繁にユ
ーザー名とパスワードの入力を要求される場合 」

アプ リ ケーシ ョ ンの使用時の問題を ト ラブルシューティ ングするには、次を参照して
ください。

■ 229 ページの 「 ユーザーの問題を解決するためのシャ ド ウイングの使用 」

■ 230 ページの 「 キオスクアプ リ ケーシ ョ ンがフルスク リーン表示されない場合 」

■ 230 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンのアニメーシ ョ ンがとびとびに表示される場合 」

■ 230 ページの 「 X アプ リ ケーシ ョ ンでのフォン トの問題 」

■ 231 ページの 「 High Color の X アプ リ ケーシ ョ ンでの表示の問題 」

■ 233 ページの 「 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理 」 アプ リ ケーシ ョ ンのウ ィ ンド ウが
切り取られて表示される場合 」

■ 234 ページの 「 Sun キーボードのエ ミ ュレーシ ョ ン 」

■ 235 ページの 「 低帯域幅の接続でシャ ド ウイングしている と きの表示の更新の問題
」

■ 236 ページの 「 マウス ド ラ ッグ遅延の問題の ト ラブルシューティ ング 」

■ 236 ページの 「 Windows アプ リ ケーシ ョ ンに正し くないタイムゾーン名が表示さ
れる 」
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アプ リ ケーシ ョ ンが起動しない場合

ユーザーがリ ンクをク リ ッ ク してもアプ リ ケーシ ョ ンが起動しない場合は、 まずアプ
リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定を確認します。 218 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンオ
ブジェク トの設定の確認 」 を参照して ください。  

それでも問題を解決できない場合は、起動の詳細またはログファ イルを調べて、起動
のエラーメ ッセージが記録されていないかど うかを確認します。 219 ページの 「 起動
の詳細およびエラーログの確認 」 を参照して ください。

ユーザーが SGD にログインできない場合や、アプ リ ケーシ ョ ンを起動できない場合
は、次のコマンドを実行するこ とによって SGD サーバーをウォーム リ スタート し
ます。

アプリ ケーショ ンオブジェク ト の設定の確認

Administration Console で、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定を確認します。

初に、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ー 」 タブを確認します。アプ リ ケーシ ョ ンを実行するには、少な く と も  1 つのアプ リ
ケーシ ョ ンサーバーを指定する必要があ り ます。一覧表示されているアプ リ ケーシ ョ
ンサーバーが使用可能であるこ とを確認します。

次に、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 起動 」 タブを確認します。次の表に示され
ている属性を確認します。

# tarantella restart sgd --warm

属性 確認項目

アプ リ ケーシ ョ ンコマンド コマンドには、アプ リ ケーシ ョ ンの実行可能ファ イルのフルパス名が含まれていま
すか。  
Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの場合は、 コマンドに含まれているファ
イル名拡張子も正しいですか。

そのパス名は、 Windows シ ョー ト カッ ト を指していますか。 Windows シ ョー ト
カッ ト を指している場合は、アプ リ ケーシ ョ ン自体のフルパス名に変更して くださ
い。

アプ リ ケーシ ョ ンは、 「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブに表示さ
れているすべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で同じ場所にインス トールされてい
ますか。

コマン ドの引数 コマンド引数は正しいですか。
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アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トが正し く設定されている場合は、アプ リ ケーシ ョ ン自
体が、すべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で実際に実行されるこ とを確認します。

起動の詳細およびエラーログの確認

アプリ ケーシ ョ ンが起動に失敗する と 、 SGD では 「 接続の進捗 」 ダイアログの詳細
領域にエラーメ ッセージが表示されます。 このエラーメ ッセージは、ユーザーのホー
ムディ レク ト リ内の SGD Client ログファ イル (tcc.txt) に出力されます。

エラーメ ッセージはまた、次のログファ イルにも出力されます。

■ /opt/tarantella/var/log/execpePID_error.log

このファ イルには、実行プロ ト コルエンジンプロセスからのログ出力が含まれて
います。

■ /opt/tarantella/var/log/launchhelperPID_error.log

このファ イルには、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの接続方法が SSH である場合
の追加のログ出力が含まれています。

エラーメ ッセージは、次の形式をしています。

ErrorMessage と  error-code は、問題の ト ラブルシューティ ングに使用できます。 もっ
と も一般的なエラーメ ッセージを次に示します。

■ ErrApplicationServerTimeout

220 ページの 「 ErrApplicationServerTimeout エラーの ト ラブルシューティ
ング 」 を参照して ください。

■ ErrApplicationServerLoginFailed

221 ページの 「 ErrApplicationServerLoginFailed エラーの ト ラブルシュー
ティ ング 」 を参照して ください。

エラーメ ッセージと コードの完全な リ ス ト 、およびト ラブルシューティング情報につ
いては、 920 ページの 「 ログインスク リプ トのエラーメ ッセージ 」 を参照して くだ
さい。

接続方法 X アプリ ケーショ ンオブジェク ト と 文字型アプリ ケーショ ンオブジェク ト の場合は、
アプリ ケーショ ンサーバーのタイプに適した「 接続方法」 が選択されていますか。

ログインスク リプ ト ログインスク リプ トが設定されていますか。

そのログインスク リプ トは、アプ リ ケーシ ョ ンのタイプに適していますか。

環境変数 アプ リ ケーシ ョ ンに必要なすべての環境変数が正し く設定されていますか。

ErrorMessage
Script process-id exited with code error-code and signal signal

属性 確認項目
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起動の詳細またはログファ イルに 「 Failed to find xauth 」 または 「 Attempt 
to run xauth failed 」 などのエラーメ ッセージが表示される場合は、 222 ペー
ジの 「 X 認証が有効になっている と きにアプ リ ケーシ ョ ンの起動に失敗する 」 を参
照して ください。

ログ出力の追加

依然と して問題を解決できない場合は、 ログファ イルに出力される情報量を増やすこ
とができます。それには、実行プロ ト コルエンジンのログフ ィルタを修正し 、 さ らに 
X アプ リ ケーシ ョ ン と文字型アプ リ ケーシ ョ ンについてのみ、 ログインスク リプ トで
のデバッグを有効にします。

実行プロ ト コルエンジンのログフィルタを修正するには、次のコマンドを使用します。

ログインスク リプ ト でのデバッグを有効にするには、次のファ イルを編集します。

■ アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トに対して設定されたログインスク リプ ト 。

startdebug 行の先頭からコ メン ト記号 (#) を削除します。

ログインスク リプ トは通常、 unix.exp 、 securid.exp 、 vms.exp 、
unixclass.exp 、 pupil.exp のいずれかです。

■ procs.exp

stopdebug 行の先頭にコ メン ト記号 (#) を挿入します。

問題を解決したら 、実行プロ ト コルエンジンのログフ ィルタをデフォル トの設定にリ
セッ ト し 、 さ らにログインスク リプ トでのロギングを無効にする必要があ り ます。 ロ
グフ ィルタを リセッ トするには、次のコマンドを使用します。

ErrApplicationServerTimeout エラーのト ラブルシ
ューティ ング

アプリ ケーシ ョ ンの起動時に ErrApplicationServerTimeout エラーが発生した
場合は、通常、ユーザーがログインする前にログインスク リプ トがタイムアウ ト した
こ とを示しています。

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-execpeconfig-logfilter \
"execpe/*/*" "pem/*/*" "launchhelper/*/*"

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-execpeconfig-logfilter \
"execpe/*/*error" "pem/*/*error" "launchhelper/*/*error"
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この問題は、 ログインスク リプ トのタイムアウ ト時間を増やすこ とによ り解決できま
す。使用可能なタイムアウ ト時間の詳細については、 915 ページの 「 ログインスク リ
プ トのタイムアウ ト時間 」 を参照して ください。

タイムアウ ト時間を変更する場合は、 初に Expect のタイムアウ ト時間を増やしま
す。アプ リ ケーシ ョ ンの起動が依然と して失敗する場合は、いずれかのク ラ イアン ト
タイマーが短すぎる可能性があ り ます。アプ リ ケーシ ョ ンの起動が特に遅い場合は、
すべてのク ラ イアン ト タイマーを増やして ください。

ログインスク リプ トのタイムアウ ト時間を増やすと 、アプ リ ケーシ ョ ンの起動に時間
がかかり ます。 タイムアウ ト時間を変更するのは問題が発生している場合だけにし 、
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの能力に合わせてタイムアウ ト時間を調整して ください。

注 - 実行プロ ト コルエンジンのタイムアウ ト を除く タイムアウ トのいずれも 、
Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンの実行時には適用されません。

ErrApplicationServerLoginFailed エラーのト ラブ
ルシューティ ング

アプリ ケーシ ョ ンの起動時に ErrApplicationServerLoginFailed エラーが発生
した場合は、 ログインスク リプ トがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーへのログインに失敗し
ました。  

手動でアプリ ケーシ ョ ンサーバーにログインできるか確認して ください。

手動でログインできる場合、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのシステムプロンプ トがログ
インスク リプ トで識別されるか確認して ください。 この障害の原因と してよ く あるの
は、一般的でないシステムプロンプ トであ り 、 これは次のこ とが原因で発生する可能
性があ り ます。

■ 英語以外の言語のシステムプロンプ ト

■ 今日のメ ッセージ (/etc/motd) または発行メ ッセージ (/etc/issue)

■ ユーザーのログインプロファ イルがメニューを実行するよ うに設定されている

デフォル トでは、 SGD は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で英語のシステムプロンプ
ト をサポート しています。管理者は、ほかの言語のシステムプロンプ トのサポート を
追加できます。詳細については、 201 ページの 「 異なる言語のシステムプロンプ トの
サポート を追加する 」 を参照して ください。

標準の SGD ログインスク リプ ト を使用している場合は、 vars.exp ログインスク リ
プ トで定義されているシステムプロンプ ト を確認して ください。

今日のメ ッセージまたはメニューが原因でログインスク リプ トが失敗している場合は、
この状況に対処するよ うにログインスク リプ ト を設定する必要があ り ます。 または、
テクニカルサポートに問い合わせて ください。
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ログインスク リプ ト でタイムアウ トが発生している可能性もあ り ます。起動の詳細ま
たはログファ イルに 「 echo SYNC 」 が記録されており 、システムプロンプ トが $ 、
% 、 # 、 または > で正常に終了する場合は、 vars.exp ログインスク リプ ト内の 
timeouts(prelogin) 値を増やしてみて ください。詳細については、 916 ページの
「 Expect のタイムアウ ト時間 」 を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ンが起動直後に終了する場合

この問題は X アプ リ ケーシ ョ ンで発生する可能性があ り ます。 この問題を解決する
には、アプリケーシ ョ ンの起動に使用されるネッ ト ワーク接続を開いたままにします。

Administration Console で、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 起動 」 タブにある
「 起動接続をオープンしたまま保持 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

または、次のコマンドを実行します。

X 認証が有効になっている と きにアプ リ ケーシ ョ
ンの起動に失敗する

デフォルトの SGD インス トールでは、 X 認証が有効になっています。 X 認証に問題
がある場合には、ユーザーはアプ リ ケーシ ョ ンを起動できません。 X 認証が原因で
アプリ ケーシ ョ ンの起動に失敗した場合は、アプ リ ケーシ ョ ンの起動の詳細およびロ
グファ イルに 「 Failed to find xauth 」 または 「 Attempt to run xauth 
failed 」 とい う メ ッセージが表示されます。

次のチェッ ク リ ス ト を使用して、 X 認証の何が原因でアプリ ケーシ ョ ンの起動に失
敗しているのかを判断して ください。それでも問題を解決できない場合は、 219 ペー
ジの 「 起動の詳細およびエラーログの確認 」 の説明に従ってログファ イルを確認して
ください。

X 認証がアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにインス トールされていますか。

SGD で X 認証を使用できるよ うにするには、すべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに 
xauth がインス トールされている必要があ り ます。

xauth がインス トールされていない場合は、 xauth をインス トールするか、 または
すべてのアプ リ ケーシ ョ ンでの X 認証の使用を無効にする必要があ り ます。 X 認証
を無効にするには、 Administration Console の 「 グローバル設定 」 → 「 セキュ リ
テ ィー 」 タブにある 「 X ディ スプレイの X 認証 」 チェ ッ クボッ クスの選択を解除し
ます。

$ tarantella object edit --name obj --keepopen true
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SGD は xauth バイナリ を見つけるこ とができますか。

アプ リ ケーシ ョ ン起動ダイアログまたはログファ イルに 「 Failed to find 
xauth 」 とい う メ ッセージが表示される場合は、 SGD が xauth バイナリ を見つけ
るこ とができません。デフォル トでは、 SGD は次の場所で xauth バイナリ を検索し
ます。

■ /usr/bin/X11/xauth

■ /usr/X/bin/xauth

■ /usr/X11R6/bin/xauth

■ /usr/bin/X/xauth

■ /usr/openwin/bin/xauth

■ /usr/bin/xauth

xauth バイナリが別の場所にある場合は、その場所を 
/opt/tarantella/var/serverresources/expect/vars.exp ログインスク リ
プ トに追加する必要があ り ます。 「 set xauthcmds 」 で始まる行を探します。

注 -  xauth バイナリが 1 か所だけにある場合は、 vars.exp ログインスク リプ トか
らほかの場所を削除するこ とによってアプ リ ケーシ ョ ンの起動時間を短縮できます。

ユーザーはアプリ ケーシ ョ ンサーバーに UNIX システムのアカウン ト を持っていま
すか。

ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを起動する と 、 X プロ ト コルエンジンプロセスによっ
て Cookie が生成され、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上のそのユーザーのホームディ レ
ク ト リ内の .Xauthority ファ イルに保存されます。 Cookie は、ユーザーが X ディ
スプレイに接続する権限を持っているかど うかを検証するために使用されます。

ユーザーがホームディ レク ト リ を持っていない場合は、ユーザーの .Xauthority フ
ァ イルに Cookie を保存できないため、そのユーザーを検証するこ とはできません。

次のいずれかの操作を行えます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上にそのユーザーのホームディ レク ト リ を作成します
。

■ X 認証を無効にします。  

Administration Console の 「 グローバル設定 」 → 「 セキュ リ テ ィー 」 タブにある
「 X ディ スプレイの X 認証 」 チェ ッ クボッ クスの選択を解除します。 または、次
のコマンドを実行します。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上の設定ファ イルを編集して、 Cookie が一時ディ レク
ト リに保存されるよ うにします。

$ tarantella config edit --security-xsecurity 0
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アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上の /etc/profile ファ イルに次の行を追加します。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上に、次の SSH デーモンの構成ファ イル 
/etc/ssh/sshrc を作成します。

アプ リ ケーシ ョ ンが約 2 分後に表示されな くなる
場合

アプリ ケーシ ョ ンが約 2 分後に予期せずにユーザーに表示されな くなる場合は、プロ
キシサーバーの接続がタイムアウ ト している可能性があ り ます。アクティ ビティーが
何も行なわれない接続については、プロキシサーバーが一定時間の経過後にその接続
を停止します。

SGD は、接続を開いたままにするために、デフォル トでは 100 秒ごとに keepalive 
パケッ ト を送信します。アプ リ ケーシ ョ ンが表示されな くなる場合は、接続を開いた
ままにするために keepalive パケッ ト を送信する頻度を上げるこ とができます。  

Administration Console で、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 グローバル設定 」
→ 「 通信 」 タブに移動し 、 「 AIP Keepalive の頻度 」 をデフォル ト値よ り小さい値 
( たとえば、 60) に設定します。

または、次のコマンドを実行します。

XAUTHORITY=/tmp/.Xauthority.$LOGNAME
export XAUTHORITY

HOME=/tmp
XAUTHORITY=$HOME/.Xauthority.$USER
export XAUTHORITY
 
if read proto cookie && [ -n "$DISPLAY" ]
then
       if [ ‘echo $DISPLAY | cut -c1-10‘ = ’localhost:’ ]
       then
               # X11UseLocalhost=yes
               echo add unix:‘echo $DISPLAY |
               cut -c11-‘ $proto $cookie
       else
               # X11UseLocalhost=no
               echo add $DISPLAY $proto $cookie
       fi | /usr/openwin/bin/xauth -q -
 fi

$ tarantella config edit --sessions-aipkeepalive secs
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注 - この属性に対する変更を反映するには、アレイ内のすべての SGD サーバーを再
起動して ください。

ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを終了しても 、アプ
リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが終了しない

ユーザーがアプリ ケーシ ョ ンを閉じてもアプ リ ケーシ ョ ンが終了しない場合は、 まず
アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定を確認します。 225 ページの 「 セッシ ョ ン終了
設定の確認 」 を参照して ください。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンの問題を ト ラブルシューティ ングするには、 225 ページ
の 「 Windows アプ リ ケーシ ョ ンが閉じない 」 を参照して ください。

UNIX デスク ト ップセッシ ョ ンの問題を ト ラブルシューティ ングするには、 226 ペー
ジの 「 ログアウ ト後に UNIX デスク ト ップセッシ ョ ンが閉じ  ない 」 を参照して くだ
さい。

セッ ショ ン終了設定の確認

Administration Console で、アプリケーシ ョ ンオブジェク トの 「起動 」 タブに移動し 、
「 セッシ ョ ン終了 」 属性の値を確認します。

「 表示中のウ ィンド ウがない 」 が選択されている場合、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
は、表示中のウ ィ ンド ウがない状態になった時点で終了します。

Windows アプリ ケーショ ンが閉じない

Microsoft Windows Terminal Server 上でアプ リ ケーシ ョ ンを実行している場合、ア
プ リ ケーシ ョ ンを閉じてもセッシ ョ ンが閉じる とは限り ません。 これは、 Windows 
対応の SGD 拡張モジュールがまだ実行されているためです。解決策は、特定のシス
テムプロセスを無視するよ うに SGD 拡張モジュールを設定して、セッシ ョ ンが閉じ
るよ うにするこ とです。それには、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で、 レジス ト リ内の 
HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Sun Microsystems, Inc.\Enhancement 

Module for Windows キーの System processes 値を編集します。 この値は文字
列であ り 、 SGD 拡張モジュールが無視できる  .exe バイナリのコンマ区切り リ ス ト
を含みます。 この値を修正し 、セッシ ョ ンのク ローズ失敗時に実行されていたプロセ
スをそのリ ス ト内に含める必要があ り ます。それには、 ク ローズに失敗したセッシ ョ
ンが存在している間にタスク  マネージャーを開き 、 「 プロセス 」 タブに移動します。
実行中のすべての .exe プロセスから成る リ ス ト を作成します。ただし 、次のプロセ
スは含めないでください。
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■ clipsrv.exe

■ conime.exe

■ csrss.exe

■ EventLog.exe

■ lmsvcs.exe

■ lsass.exe

■ MsgSvc.exe

■ nddeagnt.exe

■ netdde.exe

■ NETSTRS.EXE

■ os2srv.exe

■ proquota.exe

■ rdpclip.exe

■ screg.exe

■ smss.exe

■ spoolss.exe

■ ttaswm.exe

■ userinit.exe

■ wfshell.exe

■ win.com

■ winlogon.exe

ユーザーが単一のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを実行している場合、 System 
processes レジス ト リ設定の編集が完了しても 、そのセッシ ョ ンが終了しない可能
性があ り ます。セッシ ョ ンが強制終了されるよ うにするには、
HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Sun Microsystems, Inc.\Enhancement 

Module for Windows キーの Logoff application sessions 設定を修正し 、
その DWORD 値を 1 に変更します。

ログアウ ト 後に UNIX デスク ト ッ プセッ ショ ンが閉じ
ない

デスク ト ップの 「 スター ト 」 メニューを使用してアプ リ ケーシ ョ ンからログアウ トす
る と 、 フルスク リーンのデスク ト ップセッシ ョ ン と して設定された X アプ リ ケーシ
ョ ンが閉じない場合があ り ます。たとえば、アプ リ ケーシ ョ ンからログアウ ト したあ
とに、デスク ト ップアプレッ トが開いたままになる場合があ り ます。その後、アプ リ
ケーシ ョ ンウ ィ ンド ウのプルダウンヘッダーを使用してアプ リ ケーシ ョ ンを閉じる必
要があ り ます。
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回避方法は、 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 アプ リ ケーシ ョ ンコマンド 」
(--app) 属性を変更して、アプ リ ケーシ ョ ンが閉じる と きにルート ウ ィ ン ド ウから  
TTA_SESSION_STATE プロパティーが削除されるよ うにするこ とです。

次の例は、 Java Desktop System デスク ト ップセッシ ョ ンで 「 アプ リ ケーシ ョ ンコマ
ンド 」 を変更する方法を示しています。

■ 次のよ うに簡単なシェルスク リプ ト を作成します。

■ たとえば /usr/local/bin/launch.sh など 、 SGD サーバー上の場所にスク リ
プ ト を保存します。

■ Administration Console で、 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 起動 」 タブに
移動し 、 スク リプ トのパスを使用するよ うに 「 アプ リ ケーシ ョ ンコマンド 」 フ ィ
ールドを編集します。

または、次のコマンドを実行します。

異なるユーザー名とパスワードでアプ リ ケーシ ョ
ンを起動できる場合

デフォルトでは、 Shift キーを押しながら  Webtop 上でアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを
ク リ ッ ク して 、 SGD に 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 ダイアログを強制的に表示させる
こ とができます。 これによ り 、ユーザーは異なるユーザー名とパスワードでアプ リ ケ
ーシ ョ ンを起動できます。

注 - SGD Client が統合モードのと きは、 Shift キーを押しながらのク リ ッ クを使用で
きません。

Shift キーを押しながらのク リ ッ ク動作を無効にするこ とができます。
Administration Console で、 「 グローバル設定 」  → 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 タブ
に移動し 、 「 Shift キーを押しながら ク リ ッ ク したと き 」 チェ ッ クボッ クスを選択解
除します。 または、次のコマンドを実行します。

Shift キーを押しながらのク リ ッ ク動作を無効にするこ とは、パスワードに問題があ
るか、パスワードが存在しない場合にだけ 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 ダイアログが表
示されるこ とを意味します。

#! /bin/sh
/usr/dt/config/Xsession.jds
/usr/openwin/bin/xprop -root -remove TTA_SESSION_STATE

$ tarantella object edit --name objname --app "/usr/local/bin/launch.sh"

$ tarantella config edit --launch-showauthdialog system
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Windows ターミナルサービスを使っていて、ユー
ザーが頻繁にユーザー名とパスワードの入力を要
求される場合

Windows ターミナルサービスを使用している場合、ユーザーは SGD またはターミ
ナルサーバーによって、ユーザー名とパスワードの入力を要求されるこ とがあり ます。

SGD がユーザーに入力を要求する場合

SGD によってユーザーが常にユーザー名とパスワードの入力を要求される場合、 こ
の問題は通常、 ド メ イン名が見つからないこ とが原因です。パスワードキャ ッシュ内
にド メ イン名を含むユーザーのエン ト リがない場合は、 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 ダ
イアログが表示されます。

この問題を解決するには、パスワードキャ ッシュに詳細情報を保存する と きに、 ド メ
イン名を指定する必要があ り ます。 ド メ イン名の指定は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー
がド メ インに属していない場合にも行います。

ド メ イン名を設定するもっ と も簡単な方法は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク
ト またはアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト で 「 ド メ イン名 」 属性を使用するこ とです。
「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 ダイアログでは、ユーザー独自のド メ イン名を指定するこ
と もできます。 199 ページの 「 Windows ド メ イン とパスワードキャ ッシュ 」 を参照
して ください。

ターミ ナルサーバーがユーザーに入力を要求する場合

SGD は、ユーザー名とパスワードの情報を  Windows ターミナルサービスに送信し
て、ユーザーを認証します。認証が失敗した場合、 Windows がユーザーに再度入力
を要求します。認証が成功したか失敗したかを示す情報は、 SGD に返されません。
またパスワードが正しいか間違っているかにかかわらず、 SGD パスワードキャ ッシ
ュに情報の詳細が保持されます。

ユーザーが間違ったユーザー名、パスワード 、 またはド メ イン名をパスワードキャ ッ
シュに保存した可能性があ り ます。

この問題を解決するには、アプリケーシ ョ ンを起動する際に、 Shift キーを押しながら
リ ンクをク リ ッ クする必要があり ます。 これによ り 、 「 アプリ ケーシ ョ ン認証 」 ダイ
アログが表示され、ユーザーは自身のユーザー名、パスワード 、およびド メ イン名を
訂正できます。あるいは、パスワードキャッシュからユーザーのエン ト リ を削除して、
アプリケーシ ョ ンの次回起動時に SGD がユーザーに入力を要求するよ うにします。
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ユーザーのログイン時に必ずパスワードの入力を要求するよ うにターミナルサーバー
を設定するこ と もできます。 この動作は、 Microsoft Windows 2000 Server ではデフ
ォル トで行われますが、 Microsoft Windows Server 2003 以降では行われません。
この動作の変更方法の詳細は、 150 ページの 「 認証の設定 」 を参照して ください。

ユーザーの問題を解決するためのシャ ド ウイング
の使用

アプリ ケーシ ョ ンで問題が発生している場合は、 Administration Console を使用し
てユーザーのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを検出したあと 、そのセッシ ョ ンをシャ ド
ウイングするこ とができます。シャ ド ウイングを使用する と 、ユーザーと  SGD 管理
者がアプ リ ケーシ ョ ンを同時に表示した り 、使用した りできます。

ユーザーのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを検出するには、ユーザープロファ イルオブ
ジェク トの 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブに移動します。 または、アプ リ ケー
シ ョ ンオブジェク トの 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブに移動します。 これによ
り 、現在そのアプ リ ケーシ ョ ンを実行しているユーザーが一覧表示されます。

「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブル内のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを
選択します。シャ ド ウイングを開始するには、 「 シャ ド ウイング 」 ボタンをク リ ッ ク
します。

ユーザーの画面に、セッシ ョ ンのシャ ド ウイングを許可するかど うかを確認するダイ
アログボッ クスが表示されます。ユーザーが同意する と 、管理者の画面に新しいウ ィ
ンド ウが開き 、実行中のアプ リ ケーシ ョ ンが表示されます。管理者とユーザーの双方
が、マウスポインタを操作した りアプ リ ケーシ ョ ンを使用した りできます。

ユーザーの問題を解決したら 、シャ ド ウイングウ ィ ンド ウを閉じます。ただし 、アプ
リ ケーシ ョ ンは終了しないでください。ユーザーの画面に、現在このセッシ ョ ンをだ
れもシャ ド ウイングしていないこ とを示すダイアログボッ クスが表示されます。

「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブには、セッシ ョ ンが開始された日付と時刻、セ
ッシ ョ ンが中断されているか、現在アクティブ状態であるかなど 、その他のアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン情報も表示されます。

シャ ド ウイングできるのは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン と  X アプ リ ケーシ ョ ンだけ
です。アプ リ ケーシ ョ ンを中断してはいけません。

ユーザーのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンで複数のアプ リ ケーシ ョ ンが リ ソースを共有
して使用している場合は、そのセッシ ョ ンをシャ ド ウイングする と 、 リ ソースを共有
しているすべてのアプ リ ケーシ ョ ンが表示されます。シャ ド ウイングウ ィ ンド ウのボ
タンバーを使用すれば、アプ リ ケーシ ョ ンを切り替えるこ とができます。

また、 tarantella emulatorsession shadow コマンドを使用して、 コマンド
行からユーザーのセッシ ョ ンをシャ ド ウイングするこ と もできます。
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低帯域幅の接続でシャ ド ウイングしている と きに表示の更新に問題が発生する場合、
その解決方法の詳細については、 235 ページの 「 低帯域幅の接続でシャ ド ウイングし
ている と きの表示の更新の問題 」 を参照して ください。

キオスクアプ リ ケーシ ョ ンがフルスク リーン表示
されない場合

キオスクウ ィ ンド ウに表示されるよ うに設定されているアプ リ ケーシ ョ ンを元のディ
スプレイよ り も大きいディ スプレイまたは小さいディ スプレイで再開した場合、アプ
リ ケーシ ョ ンは画面のサイズと正確には一致しな くな り ます。

この問題を解決するには、 SGD でキオスクウ ィ ン ド ウが画面のサイズに合わせて拡
大縮小されるよ うにします。  

Administration Console で、アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 プレゼンテーシ ョ ン 」
タブに移動し 、 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ 」 を 「 ウ ィ ン ド ウに合わせて拡大縮小する 」 に
設定します。

または、次のコマンドを実行します。

アプ リ ケーシ ョ ンのアニメーシ ョ ンがとびとびに
表示される場合

アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トのパフォーマンス設定を変更する と 、アプ リ ケーシ ョ
ンセッシ ョ ンでのアニメーシ ョ ン効果の表示が改善される場合があ り ます。  

Administration Console で、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 パフォーマンス 」 タ
ブに移動し 、 「 コマンドの実行 」 属性を 「 順番に 」 に設定します。 「 遅延更新 」 チェ
ッ クボッ クスを選択解除します。

または、次のコマンドを実行します。

X アプ リ ケーシ ョ ンでのフォン トの問題

X アプ リ ケーシ ョ ンでフォン トの問題がユーザーに発生している場合は、次のこ とを
確認して ください。

$ tarantella object edit --name obj --scalable true

 $ tarantella object edit --name obj \
--execution inorder --delayed false
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フォン トサイズが間違っている場合

Administration Console で、 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 ク ラ イアン トデ
バイス 」 タブに移動し 、 「 モニターの解像度 」 属性の値を確認します。アレイ内の各 
SGD サーバーの 「 プロ ト コルエンジン 」 → 「 X 」 タブを表示し 、 「 モニターの解像
度 」 属性の値を確認します。

「 モニターの解像度 」 属性は、要求元の X アプ リ ケーシ ョ ンに SGD がレポートする
モニターの解像度を  1 インチあた りのド ッ ト数で指定するために使用されます。使用
するフォン トサイズを決めるために、一部の X アプ リ ケーシ ョ ンでは、 この値が必
要とな り ます。

デフォル トの解像度では、 X アプ リ ケーシ ョ ンが通常選択するフォン ト よ り もサイ
ズの大きいフォン トが選択される場合があ り ます。 この現象が生じた場合には、小さ
い値 ( たとえば、 75) を指定して、解像度を下げてください。

間違ったフォン トが表示される場合

Administration Console で、アレイ内の各 SGD サーバーの 「 プロ ト コルエンジン 」
→ 「 X 」 タブに移動し 、 「 フォン トパス 」 属性が正しいこ とを確認します。  

SGD にはいくつかの X フォン トが用意されています。 また、ユーザー独自の X フォ
ン ト を設定するこ と もできます。 168 ページの 「 ユーザー独自の X フォン ト を使用
するよ うに SGD を設定する方法 」 を参照して ください。

High Color の X アプ リ ケーシ ョ ンでの表示の問題

X アプ リ ケーシ ョ ンを  High Color で表示する と きに、次のよ う な問題が発生するこ
とがあ り ます。

■ カラープレーンのエラーで X アプ リ ケーシ ョ ンが失敗する

■ 色が適切に表示されない

■ X アプ リ ケーシ ョ ンが大量の帯域幅を使用する

■ 8 ビッ ト アプ リ ケーシ ョ ンが PseudoColor 視覚エラーで終了する

カラープレーンのエラーで X アプリ ケーショ ンが失敗する

X アプ リ ケーシ ョ ンの実行に失敗し 、 「 Cannot Allocate Enough Color Planes 」 な
どのエラーで終了する場合、そのアプ リ ケーシ ョ ンで表示できるカラーが 8 ビッ ト カ
ラーだけに設定されている可能性があり ます。アプリケーシ ョ ンの表示仕様を確認し 、
アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの発色数を調整します。

Administration Console で、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 プレゼンテーシ ョ ン
」 タブに移動し 、 「 発色数 」 を 「 8 ビッ ト  - 256 色 」 に設定します。
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または、次のコマンドを実行します。

色が適切に表示さ れない

16 ビッ ト または 24 ビッ ト カラーのアプ リ ケーシ ョ ンの表示に問題がある場合は、ア
プ リ ケーシ ョ ンオブジェク トのカラー品質を変更します。

Administration Console で、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 パフォーマンス 」 タ
ブに移動し 、 「 カラー品質 」 を  16 ビッ ト アプ リ ケーシ ョ ンの場合は 16 ビッ トに、
24 ビッ ト アプ リ ケーシ ョ ンの場合は 24 ビッ トに設定します。

または、次のコマンドを実行します。

X アプリ ケーショ ンが大量の帯域幅を使用する

帯域幅が重要な場合は、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トのカラー品質を下げてみてく
ださい。

Administration Console で、 X アプリケーシ ョ ンオブジェク トの 「 パフォーマンス 」
タブに移動し 、 「 カラー品質 」 を  9 ビッ ト または 6 ビッ トに設定します。

または、次のコマンドを実行します。

注 - この設定変更を行なっても 、帯域幅が節約される とい う絶対的な保証はあ り ませ
ん。 また、アプ リ ケーシ ョ ンの表示に悪影響を及ぼす可能性もあ り ます。

8 ビッ ト アプリ ケーショ ンが PseudoColor 視覚エラーで
終了する

CDE などのデスク ト ップから 、 16 ビッ ト または 24 ビッ ト  High Color の X アプ リ
ケーシ ョ ンセッシ ョ ン内で 8 ビッ ト アプ リ ケーシ ョ ンを実行する と 、 ÅuCannot 
find a matching 8-bit PseudoColor visualÅvなどのエラーでアプ リ ケーシ
ョ ンが終了するこ とがあ り ます。

この問題を解決するには、 X アプ リ ケーシ ョ ンの発色数を変更して、複数の発色数
がサポート されるよ うにします。  

$ tarantella object edit --name obj --depth 8

$ tarantella object edit --name obj --quality 16 | 24

$ tarantella object edit --name obj --quality 9 | 6
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Administration Console で、 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 プレゼンテーシ
ョ ン 」 タブに移動し 、 「 発色数 」 を 「 16/8 ビッ ト  - 数千色 」 または 「 24/8 ビッ ト  - 
数百万色 」 に設定します。

8 ビッ ト アプ リ ケーシ ョ ンのプライマ リ発色数を 8 ビッ トにする必要がある場合は、
「 発色数 」 を 「 8/16 ビッ ト  - 数千色 」 または 「 8/24 ビッ ト  - 数百万色 」 に設定し
ます。

または、次のコマンドを実行します。

注 - これらの設定を使用する と 、 メモ リーとパフォーマンスに影響があ り ます。

発色数を変更しても依然と してアプ リ ケーシ ョ ンが終了する場合は、回避方法と し
て 、そのアプ リ ケーシ ョ ンの別の X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成し 、発色
数を  8 ビッ トに設定して ください。

「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理 」 アプ リ ケーシ ョ
ンのウ ィ ンド ウが切り取られて表示される場合

ク ライアン ト ウ ィ ン ド ウ管理を使用するよ うに設定されている  X アプ リ ケーシ ョ ン
の使用時に、 ウ ィ ンド ウが切り取られて表示される場合、ディ スプレイの解像度が適
切な解像度よ り高いこ とが原因です。

この問題を解決するには、 X プロ ト コルエンジンのディ スプレイ解像度を高く し
ます。

Administration Console で、アレイ内の各 SGD サーバーの 「 プロ ト コルエンジン 」
→ 「 X 」 タブに移動し 、 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウのサイズ 」 の設定を変更します。
「 高さの 大値 」 および 「 幅の 大値 」 フ ィールドに、必要とする 高のディ スプレ
イ解像度を入力します。  

注 - 「 幅の 大値 」 および 「 高さの 大値 」 属性の値を大き くする と 、 ク ラ イアン ト
デバイスおよび SGD サーバー上で 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理 」 アプ リ ケーシ ョ
ンのために必要なメモ リー量が増えます。

または、次のコマンドを実行します。

$ tarantella object edit --name obj --depth 16/8 | 24/8

$ tarantella config edit --array \
--xpe-cwm-maxwidth pixels \
--xpe-cwm-maxwidth pixels
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Sun キーボードのエ ミ ュレーシ ョ ン

アプリ ケーシ ョ ンによっては、 Sun ワークステーシ ョ ンの左側のキーパッ ドからの
入力を受け付けるものがあ り ます。 ク ラ イアン トデバイスの Shift キー + ファンクシ
ョ ンキーのス ト ロークを使用してこれらのキーをエ ミ ュレートするには、カスタムの
キーマップファ イルを使用する必要があ り ます。

root ( スーパーユーザー ) で SGD にログインし 、 xuniversal.txt キーマップファ
イルのコピーを作成します。 このファ イルは、 SGD サーバーの 
/opt/tarantella/etc/data/keymaps ディ レク ト リにあ り ます。 このファ イル
の名前を  xsunkey.txt に変更します。

xsunkey.txt ファ イル内のファンクシ ョ ンキーの定義を次のよ うに編集します。

これによ り 、 ク ラ イアン トデバイスのファンクシ ョ ンキーが、次の表に示すよ うに 
Sun ワークステーシ ョ ンのキーにマッピングされます。

112  F1 Cancel NoSymbol NoSymbol 0x3b
113  F2 Redo NoSymbol NoSymbol 0x3c
114  F3 0x1005ff70 NoSymbol NoSymbol 0x3d
115  F4 Undo NoSymbol NoSymbol 0x3e
116  F5 0x1005ff71 NoSymbol NoSymbol 0x3f
117  F6 0x1005ff72 NoSymbol NoSymbol 0x40
118  F7 0x1005ff73 NoSymbol NoSymbol 0x41
119  F8 0x1005ff74 NoSymbol NoSymbol 0x42
120  F9 Find NoSymbol NoSymbol 0x43
121  F10 0x1005ff75 NoSymbol NoSymbol 0x44
122  F11 Help NoSymbol NoSymbol 0x57

ファンクシ ョ

ンキー

Sun ワークステーシ

ョ ンのキー

Shift-F1 Stop

Shift-F2 Again

Shift-F3 Props

Shift-F4 Undo

Shift-F5 Front

Shift-F6 Copy

Shift-F7 Open

Shift-F8 Paste

Shift-F9 Find

Shift-F10 Cut

Shift-F11 Help
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アプ リ ケーシ ョ ンを実行するアプ リ ケーシ ョ ンサーバーで、
/usr/dt/lib/bindings/xmbind.alias ファ イルに次の行を追加します。

Administration Console で、ユーザープロファ イルオブジェク トの 「 ク ラ イアン トデ
バイス 」 タブに移動します。 「 キーボードマップ 」 属性の 「 カスタム値 」 オプシ ョ ン
を選択し 、 フ ィールドに xsunkey.txt と入力します。

または、次のコマンドを実行します。

注 - 新しいキーボードマップは、指定されたユーザーのすべてのグラフ ィカルアプ リ
ケーシ ョ ンで使用されます。

低帯域幅の接続でシャ ド ウイングしている と きの
表示の更新の問題

低帯域幅の接続で SGD に接続しているユーザーをシャ ド ウイングする と 、表示の更
新の問題が発生するこ とがあ り ます。

この問題を解決するには、次の手順で X プロ ト コルエンジンのキューの長さを増や
し 、 コマンドの実行を 適化します。

■ Administration Console で、アレイ内の各 SGD サーバーの 「 プロ ト コルエンジン
」 ♦ 「 X 」 タブに移動し 、 「 コマンド行引数 」 フ ィールドに -mql 8192 と入
力します。

または、次のコマンドを実行します。

行なった変更は、新しい X プロ ト コルエンジンでのみ有効にな り ます。既存の X 
プロ ト コルエンジンに影響はあ り ません。

■ Administration Console で、シャ ド ウイングされたアプ リ ケーシ ョ ンの 「 パフォ
ーマンスタブに移動し 、 「 コマンドの実行 」 属性を 「 適化 」 に設定します。

または、次のコマンドを実行します。

"Sun Microsystems, Inc." sun

$ tarantella object edit --name obj --keymap xsunkey.txt

$ tarantella config edit --xpe-args "-mql 8192"

$ tarantella config edit --name obj --execution optimized
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行なった変更は、シャ ド ウイングされたアプ リ ケーシ ョ ンを次に起動したと きに
有効にな り ます。

マウス ド ラ ッグ遅延の問題の ト ラブルシューティ
ング 
マウス ド ラ ッグ遅延の問題によ り 、 ド ローイングアプ リ ケーシ ョ ンの使用時にユーザ
ーエクスペリエンスが低下する場合があ り ます。

この問題を解決するには、 SGD ク ラ イアン トのマウス ド ラ ッグ遅延設定を減らし
ます。ユーザーのク ラ イアン トプロファ イルの <localsettings> セクシ ョ ンに新
しい <mousethrottledelaywithbutton> エン ト リ を追加します。
<localsettings> セクシ ョ ンがク ラ イアン トプロファ イルに存在しない場合は、
新しいセクシ ョ ンを作成します。

たとえば、マウスド ラ ッグ遅延を 10 ミ リ秒に設定するには、次のよ うに入力します。

マウス ド ラ ッグ遅延のデフォル ト値は 100 ミ リ秒です。

ク ラ イアン トプロファ イルに対する変更が反映されるのは、新規ユーザーセッシ ョ ン
だけです。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンに正し くないタイムゾ
ーン名が表示される

Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーでタイムゾーンの リ ダイレク トが有効になって
いる と きに、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンに表示されるタイムゾーン名が正し くない
場合があ り ます。 この問題は、 UNIX プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスに 
Windows アプ リ ケーシ ョ ンを表示したと きに見られます。

この問題を解決するには、 ク ラ イアン トデバイス上で $TZ タイムゾーン変数をユー
ザーの場所の正しい値に設定します。 tzselect コマンドを使用して、地理的な場
所で可能なタイムゾーン値を一覧表示するこ とができます。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーでのタイムゾーン リ ダイレク トの使用について
は、 151 ページの 「 タイム ゾーン  リ ダイレク ト 」 を参照して ください。

<localsettings>
<mousethrottledelaywithbutton>10</mousethrottledelaywithbutton>
...

<localsettings>
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第 5 章

ク ラ イアン トデバイスのサポート

この章では、 Oracle Secure Global Desktop (SGD) に表示されたアプ リ ケーシ ョ ンか
ら 、周辺装置やその他のク ラ イアン トデバイス機能のサポート を有効にする方法につ
いて説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 237 ページの 「 印刷 」

■ 276 ページの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」

■ 296 ページの 「 オーディオ 」

■ 308 ページの 「 コピー＆ペース ト 」

■ 313 ページの 「 スマート カード 」

■ 319 ページの 「 シ リ アルポート 」

印刷
こ こでは、 SGD で印刷サービスを設定する方法について説明します。 こ こで説明す
る内容は次のとおりです。

■ 238 ページの 「 SGD 印刷の概要 」

■ 239 ページの 「 印刷の設定 」

■ 240 ページの 「 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの印刷の設定 」

■ 243 ページの 「 UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
の印刷の設定 」

■ 248 ページの 「 SGD サーバーの印刷の設定 」

■ 252 ページの 「 Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスへの印刷の設定 」

■ 257 ページの 「 UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン
トデバイスへの印刷の設定 」
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■ 260 ページの 「 印刷の管理 」

■ 263 ページの 「 SGD を使って表示したアプ リ ケーシ ョ ンからユーザーが印刷でき
ない場合 」

■ 272 ページの 「 その他の印刷の問題の ト ラブルシューティング 」

SGD 印刷の概要

SGD では、 PDF 印刷とプ リ ンタ直接印刷という  2 種類の印刷がサポート されてい
ます。

PDF 印刷では、ユーザーは、 SGD PDF プリ ンタを使用してアプ リ ケーシ ョ ンから印
刷します。印刷ジ ョブは PostScript™ 形式である必要があ り ます。 PostScript 印刷ジ
ョブは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーから  SGD サーバーに送信され、そこで PDF 
(Portable Document Format) ファ イルに変換されます。次に、 SGD サーバーによっ
て、 PDF ファ イルがユーザーのク ラ イアン トデバイス上の PDF ビューアに送信され
ます。 PDF ビューア上で、 ファ イルを表示、保存、および印刷できます。  

プ リ ンタ直接印刷では、ユーザーは、 ク ラ イアン トデバイスに接続されたプ リ ンタに
アプ リ ケーシ ョ ンから印刷します。 SGD は、 SGD ホス ト上の lp または lpr 印刷
システムおよびアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上のネイティブ印刷システムと連携するこ
とによ り 、 これを実行します。印刷ジ ョブは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーから  SGD 
サーバーに送信されます。その後、印刷ジ ョブは SGD サーバーから  SGD Client に
送信され、 さ らにそこからユーザーのク ラ イアン トプ リ ンタに送信されます。アプ リ
ケーシ ョ ンサーバーで使用される印刷ジ ョブの形式がク ラ イアン トプ リ ンタに必要な
形式と異なっている場合、 SGD は、印刷ジ ョブを変換してから  SGD Client に送信
します。

PDF 印刷は通常、プ リ ンタ直接印刷に比べて信頼性が高く 、出力結果もよ り優れて
います。

SGD には、 「 Universal PDF Printer 」 と 「 Universal PDF Viewer 」 の 2 種類の 
PDF プ リ ンタが存在します。

Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスでは、 「 Universal PDF Printer 」 は、印
刷ジ ョブを  Adobe® Reader 内の PDF ファ イルと して表示します。 この PDF ファ イ
ルは、ユーザーのデフォル トプ リ ンタで印刷されます。 「 Universal PDF 」 ビューア
も 、印刷ジ ョブを  Adobe Reader 内の PDF ファ イルと して表示しますが、ユーザー
はこの PDF ファ イルを印刷するか保存するかを決定できます。

UNIX® 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ライアン トデバイスでは、
「 Universal PDF Printer 」 と 「 Universal PDF Viewer 」 に違いはあ り ません。印刷
ジ ョブは常に PDF ビューア内の PDF ファ イルと して表示されます。ユーザーは、 こ
の PDF ファ イルを印刷するかまたは保存するかを決定できます。
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SGD では、分散印刷を使用します。印刷ジ ョブは、ユーザーのアプ リ ケーシ ョ ンセ
ッシ ョ ンをホス ト している  SGD サーバーに送信されます。 このため、ユーザーの印
刷ジ ョブはアレイ全体に分散され、ボ トルネッ クやシングルポイン ト障害がな くな り
ます。

SGD では、ユーザーのク ラ イアン トデバイスに接続されている  PostScript 、 PCL 
(Printer Command Language) 、およびテキス ト専用プリ ンタへのプ リ ンタ直接印刷
がサポート されています。 SGD の tta_print_converter スク リプ トは、 ク ラ イ
アン トプ リ ンタに合わせて印刷ジ ョブを正し く フォーマッ トするために必要な変換を
すべて実行します。 Postscript から  PCL に変換するには、 SGD サーバーに 
Ghostscript がインス トールされている必要があ り ます。

印刷の設定

印刷の設定には、次の設定手順が必要です。

1. 印刷用のアプリ ケーシ ョ ンサーバーを設定します。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに必要な設定は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのプラ ッ
ト フォームによって異な り ます。

240 ページの 「 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの印刷の設定 」
を参照して ください。

243 ページの 「 UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーの印刷の設定 」 を参照して ください。

2. 印刷用の SGD サーバーを設定します。

248 ページの 「 SGD サーバーの印刷の設定 」 を参照して ください。

3. ク ラ イアン トデバイスへの印刷を設定します。

必要な設定は、 ク ラ イアン トデバイスのプラ ッ ト フォームによって異な り ます。

252 ページの 「 Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスへの印刷の設定 」 を参
照して ください。  

257 ページの 「 UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イア
ン トデバイスへの印刷の設定 」 を参照して ください。
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Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの
印刷の設定

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で実行されているアプ リ ケーシ ョ ン
から印刷するために必要な設定は、そのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続に使用さ
れている  Microsoft リ モー トデスク ト ッププロ ト コル (RDP) プロ ト コルのバージ ョ ン
によって異な り ます。次を参照して ください。  

■ 240 ページの 「 Microsoft RDP 5.0 以降の印刷の設定 」

■ 242 ページの 「 ほかの Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの印刷を設
定する 」

Microsoft RDP 5.0 以降の印刷の設定

アプリ ケーシ ョ ンサーバーで Microsoft RDP バージ ョ ン  5.0 以降がサポート されてい
る場合、 SGD は Windows アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンでプ リ ンタキューを自動的
に作成します。 これは、 Microsoft Windows 2000 Server 以降のアプリ ケーシ ョ ンサ
ーバーに適用されます。

ユーザーが Windows アプ リ ケーシ ョ ンを起動または再開する と 、 SGD Client は、
ク ラ イアン トのプ リ ンタに関する情報を  SGD に送信します。 SGD がこの情報をア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーに提供する と 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは Windows ター
ミナル サービス  セッシ ョ ン内でプ リ ンタを作成 ( またはマッピング ) します。ユー
ザーには、 ク ラ イアン トデバイスに接続されているプ リ ンタだけでな く 、アプ リ ケー
シ ョ ンサーバーに直接接続されているプ リ ンタ も表示されます。

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンでク ラ イアン トプ リ ンタを作成する
には、次の条件を満たしている必要があ り ます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上でプリ ンタマッピングが有効になっている 。詳細に
ついては、 149 ページの 「 SGD で使用する  Microsoft Windows ターミナル サー
ビスの設定 」 を参照して ください。

■ SGD Client がク ラ イアン トプ リ ンタ用のプ リ ンタ ド ラ イバの名前を決定し 、それ
をアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに送信する 。

■ ク ラ イアン トプ リ ンタ用のプ リ ンタ ド ラ イバが、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにイ
ンス トールされている 。  

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにインス トールされている必要のあるプ リ ンタ ド ラ イバは
次のとおりです。

■ PDF 印刷 – PDF 印刷で使用するために選択されたプ リ ンタ ド ラ イバ。  

プ リ ンタ ド ラ イバの選択については、 241 ページの 「 Windows ターミナル サー
ビス  セッシ ョ ンで使用可能なプ リ ンタの設定 」 を参照して ください。

■ プ リ ンタ直接印刷 – すべてのク ラ イアン トプ リ ンタ用のプ リ ンタ ド ラ イバ。  
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Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスの場合は、プ リ ンタ ド ラ イバマッピン
グを使用して、あるプ リ ンタ ド ラ イバ名を別のプ リ ンタ ド ラ イバ名にマッピング
できます。 254 ページの 「 プ リ ンタ ド ラ イバマッピング 」 を参照して ください。

UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスの
場合は、プ リ ンタ設定ファ イルによって、使用されるプ リ ンタ ド ラ イバが指定さ
れます。 257 ページの 「 UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームの
ク ラ イアン トデバイスへの印刷の設定 」 を参照して ください。

SGD 管理者は、 Windows ターミナル サービス  セッシ ョ ンで使用可能な SGD プ リ
ンタを制御できます。 241 ページの 「 Windows ターミナル サービス  セッシ ョ ンで
使用可能なプリ ンタの設定 」 を参照して ください。

Windows ターミナル サービス  セッシ ョ ンで使用可能なプリ ンタの
設定

SGD では、管理者は、 Windows ターミナル サービス  セッシ ョ ンで使用可能なプリ
ンタを制御できます。プ リ ンタを次のよ うに設定できます。

■ グローバルに。  Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 印刷 」 タブ
に移動します。

■ 個別に。 Administration Console で、組織オブジェク ト 、組織単位オブジェク ト 、
ユーザープロファ イルオブジェク ト 、 または Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェ
ク トの 「 印刷 」 タブに移動します。  

組織または組織単位オブジェク ト を設定している場合は、 これによ り 、その組織
または組織単位内のすべてのユーザーが影響を受けます。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を設定する と 、組織オブジェク ト 、組織
単位オブジェク ト 、 またはユーザープロファ イルオブジェク トの印刷設定よ り も
優先されます。印刷設定の優先順位は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン  → ユーザー
プロファ イル → 組織単位 → 組織とな り ます。

「 印刷 」 タブでは、次の属性を設定できます。

表 5-1 ターミナル サービス  セッシ ョ ンからの印刷を設定するために使用される属性

属性 説明

ク ラ イアン ト印刷 ユーザーが印刷できる ク ラ イアン トプ リ ンタを制御します。ユーザ
ーはすべてのク ラ イアン トプ リ ンタまたはデフォル トのク ラ イアン
トプ リ ンタのみに印刷できるか、あるいはク ラ イアン トプ リ ンタに
印刷できません。

デフォル トでは、すべてのク ラ イアン トプ リ ンタに出力できます。

Universal PDF プ リ ンタ 「 Universal PDF Printer 」 プ リ ンタを有効にします。

Universal PDF プ リ ンタ
をデフォル トにする

Windows アプ リ ケーシ ョ ンのク ラ イアン トデバイスのデフォル ト
プリ ンタ と して 「 Universal PDF Printer 」 プ リ ンタを設定します。
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注 - 「 印刷 」 タブで行なった設定の変更はすべて、新しいユーザーセッシ ョ ンでのみ
有効にな り ます。

PDF プ リ ンタを  Windows アプ リ ケーシ ョ ンのデフォルトプ リ ンタに設定し 、かつユ
ーザーがデフォルトプリ ンタだけに印刷できるよ うに SGD が設定されている場合は、
2 つのプリ ンタが Windows アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンに表示されます。つま り 、
ユーザーのデフォルトのク ラ イアン トプ リ ンタ と  PDF プリ ンタが表示されます。

PDF 印刷を使用するには、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに、 PDF 印刷に使用する  
PostScript プ リ ンタ ド ラ イバをインス トールする必要があ り ます。それらのプ リ ンタ
ド ライバに、ユーザーに必要な機能があるこ とを確認してください。デフォルトでは、
SGD は HP Color LaserJet 2800 Series PS プ リ ンタ ド ラ イバを使用するよ うに設定さ
れます。 「 印刷 」 タブの 「 Postscript プ リ ンタ ド ラ イバ 」 フ ィールドに入力したプ リ
ンタ ド ラ イバ名は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにインス トールされているプ リ ンタ ド
ラ イバの名前と正確に一致している必要があ り ます。特に、大文字と空白文字に注意
して ください。 /opt/tarantella/etc/data/default.printerinfo.txt ファ
イルには、製造元別に並べられた一般的なプリ ンタ ド ラ イバ名のリ ス トが含まれてい
ます。エラーを防ぐために、 このファ イルから ド ラ イバ名をコピー＆ペース ト して く
ださい。

注 - PDF ビューアがク ラ イアン トデバイス上で設定されていない場合、 PDF プリ ン
タが使用可能に設定されていたと しても 、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンで 
PDF プ リ ンタを使用するこ とはできません。

ほかの Microsoft Windows アプリ ケーショ ンサーバーの
印刷を設定する

バージ ョ ン  5.0 よ り も前のバージ ョ ンの Microsoft RDP プロ ト コルを使用する  
Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーから印刷するには、アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーで、 LPR (Line Printer Remote) 互換の TCP/IP (Transmission Control 
Protocol/Internet Protocol) プ リ ンタを設定する必要があ り ます。印刷ジ ョブをアレ

Universal PDF ビューア 「 Universal PDF Viewer 」 プ リ ンタを有効にします。

Universal PDF ビューア
をデフォル トにする

Windows アプ リ ケーシ ョ ンのク ラ イアン トデバイスのデフォル ト
プリ ンタ と して 「 Universal PDF Viewer 」 プ リ ンタを設定します。

Postscript プ リ ンタ ド ラ
イバ

PDF 印刷に使用する  PostScript プ リ ンタ ド ラ イバの名前。

表 5-1 ターミナル サービス  セッシ ョ ンからの印刷を設定するために使用される属性

属性 説明
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イ内のプライマ リ  SGD サーバーに送信するよ うにプ リ ンタを設定します。プ リ ンタ
を設定する方法の詳細については、使用しているシステムのマニュアルを参照して く
ださい。

次の制限事項に注意して ください。

■ PDF 印刷はサポート されていません。

■ 複数のプリ ンタはサポート されていません。 ク ラ イアン トデバイスのデフォルト
プ リ ンタにのみ印刷できます。ユーザーはプリ ンタを選択できません。ユーザー
が別のプリ ンタに印刷する必要がある場合は、 SGD からログアウ ト し 、デフォル
トプ リ ンタを変更してから 、 も う一度ログインする必要があ り ます。

■ 印刷ジ ョブが削除されるこ とがあ り ます。印刷ジ ョブをアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーから  SGD サーバーに転送する と き 、印刷ジ ョブの送信先のク ラ イアン トデバイ
スを特定するために、ユーザーの SGD 名が必要にな り ます。 Microsoft Windows 
の一部のバージ ョ ンでは、印刷ジ ョブを  SGD ユーザーに直接関連付ける方法があ
り ません。 SGD が特定の印刷ジ ョブを実行したユーザーを識別できない場合、そ
の印刷ジ ョブは削除されます。 こ う した状況は、 2 人のユーザーが同じ名前でア
プリケーシ ョ ンサーバーにログインしている場合などに発生するこ とがあ り ます。

■ 分散印刷が使用できません。すべての印刷ジ ョブが SGD アレイ内のプライマ リサ
ーバーを経由します。

UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーの印刷の設定

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーから  PDF 印刷を
使用するには、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに少なく と も  1 つの SGD プリ ンタキュー
をインス トールする必要があ り ます。 Universal PDF プ リ ンタ と  Universal PDF ビ
ューアのプ リ ンタキューをインス トールする必要はあ り ません。ただし 、使用してい
る  UNIX または Linux プラ ッ ト フォームアプ リ ケーシ ョ ンでプ リ ンタ引数の設定が
許可されていない場合、 または名前に空白文字が含まれているために Universal PDF 
プ リ ンタや Universal PDF ビューアを指定できない場合は、 tta_pdfprinter とい
う名前の追加のプリ ンタキューをインス トールし 、そのキューに印刷する必要があ り
ます。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーからプ リ ンタ直接
印刷を使用するには、次のよ うに SGD プリ ンタキューをインス トールする必要があ
り ます。

■ プ リ ンタキューを  1 つだけ。アレイ内のプライマ リ  SGD サーバーに SGD プリ ン
タキューをインス トールします。すべての印刷ジ ョブがプライマ リ  SGD サーバー
に転送され、プラ イマ リサーバーがその印刷ジ ョブをク ラ イアン トデバイスに送
信します。

■ 複数のプリ ンタキュー。アレイ内の SGD サーバーごとに SGD プリ ンタキューを
インス トールします。各プ リ ンタキューが印刷ジ ョブを  SGD サーバーにリ ダイレ
ク ト し 、 SGD サーバーがその印刷ジ ョブをク ラ イアン トデバイスに送信します。
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注 - 複数のプ リ ンタキューを使用するこ とによ り 、印刷ジ ョブがアレイ全体に分散さ
れ、ボ トルネッ クやシングルポイン ト障害がなくなるよ うにするこ とをお勧めします。

プ リ ンタキューの設定には、 SGD プ リ ンタキューインス トールスク リプ ト を使用し
ます。 244 ページの 「 UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバーに SGD プ リ ンタキューをインス トールする方法 」 を参照して ください。

SGD プ リ ンタキューインス トールスク リプ トは、 lp または lpr 置換スク リプ ト を
インス トールします。 これらのスク リプ ト を標準スク リプ トの代わりに使用するこ と
で、印刷を実行するユーザーを  SGD が識別するための十分な情報が印刷ジ ョブに含
まれるよ うにな り ます。詳細については、 247 ページの 「 SGD lp および lpr スク
リプ トによる印刷 」 を参照して ください。

▼ UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプリ ケーショ
ンサーバーに  SGD プリ ンタキューをインスト ールする
方法

アプリ ケーシ ョ ンサーバーが SGD サーバーも兼ねている場合は、 SGD をインス ト
ールする と 、プ リ ンタキューが自動的にインス トールされます。

1. /opt/tarantella/bin/scripts/prtinstall.en.sh スク リプ ト を 、 SGD 
サーバーからアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上の一時ディ レク ト リにコピーします。

2. アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにスーパーユーザー (root) と してログインします。

3. 一時ディ レク ト リに移動します。

4. プ リ ンタキューをインス トールするためのスク リプ ト を実行します。

SGD プリ ンタキューインス トールスク リプ トのすべてのコマンドオプシ ョ ンの詳
細については、 245 ページの 「 SGD プ リ ンタキューインス トールスク リプ ト 」
を参照して ください。

■ アレイが単一の SGD サーバーで構成される場合は、次のコマンドを使用します。

入力を要求されたら 、 SGD サーバーの完全なド メ インネームシステム  (DNS) 
名を入力します。

■ アレイに複数の SGD サーバーが含まれている場合は、アレイ内の SGD サーバ
ーごとにプ リ ンタキューを作成します。次のコマンドを使用します。

# sh prtinstall.en.sh

# sh prtinstall.en.sh --ttahost DNS-name --appprinter name
244 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



DNS-name は、 SGD サーバーの完全 DNS 名です。 --appprinter 引数で指
定する各プ リ ンタキューの名前は自由に決定できますが、それらの名前は一意
である必要があ り ます。

Common UNIX Printing System (CUPS) を使用している場合は、
prtinstall.en.sh で --cups オプシ ョ ンを指定して、 CUPS の使用を示すこ
とが必要な場合があり ます。 また、 CUPS の再設定が必要になるこ と もあ り ます。
247 ページの 「 CUPS 用の印刷設定 」 を参照して ください。

SGD プリ ンタキューインスト ールスク リ プト

SGD プ リ ンタキューインス トールスク リプ ト  prtinstall.en.sh は、 UNIX また
は Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに SGD プ リ ンタキューをイ
ンス トールします。 また、 SGD の lp または lpr 置換スク リプ ト も インス トールし
ます。

prtinstall.en.sh スク リプ トは、 SGD サーバー上の 
/opt/tarantella/bin/scripts ディ レク ト リにあ り ます。

このスク リプ ト を実行するには、 スーパーユーザー (root) になる必要があ り ます。

このスク リプ トの構文は次のとおりです。

sh prtinstall.en.sh [--ttahost SGD_hostname]
[--ttaprinter printer_name]

 [--appprinter printer_name]
 [--uninstall [printer_name]]

[--cups y | n | auto]
[--cupsconf filename]
[--cupscontrol filename]
[--gsbindir gs_bin_dir]
[--append]
[--help]
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次の表は、 このスク リプ トで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに tta_london とい う名前の SGD プリ ンタを
インス トールします。

オプシ ョ ン 説明

--ttahost SGD_hostname SGD サーバーの完全修飾 DNS 名。

--ttaprinter printer_name このオプシ ョ ンを使用して、プ リ ンタキューの名前を指定します。 このオプシ
ョ ンは、 SGD サーバーがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーも兼ねている場合に使用
します。 このオプシ ョ ンを使用しない場合、プ リ ンタは tta_printer とい う
デフォル ト名で作成されます。

--appprinter printer_name このオプシ ョ ンを使して 、 UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケー
シ ョ ンサーバー上のプ リ ンタキューの名前を指定します。 このオプシ ョ ンを使
用しない場合、プ リ ンタキューは tta_printer とい うデフォル ト名で作成さ
れます。

--uninstall [printer_name] SGD プ リ ンタキューをアンインス トールします。プ リ ンタキューを指定しない
場合は、プ リ ンタキューを入力するよ う要求されます。

--cups y | n | auto CUPS を使用するこ とを示します。

このオプシ ョ ンを使用しない場合は、デフォル ト値の auto が指定されている
と見なされ、 SGD は CUPS が使用されているかど うかを自動的に検出します
。 CUPS が正し く検出されない場合は、 このオプシ ョ ンを使用して、 CUPS が
使用されているこ と  (y) または使用されていないこ と  (n) を指定します。

--cupsconf filename CUPS 設定ファ イルのパスを指定します。  
このオプシ ョ ンを使用しない場合、 CUPS 設定ファ イルは 
/etc/cups/cupsd.conf である見なされます。

--cupscontrol filename CUPS 起動スク リプ トのパスを指定します。  
このオプシ ョ ンを使用しない場合、 CUPS 起動スク リプ トは 
/etc/init.d/cups である と見なされます。

--gsbindir gs_bin_dir このオプシ ョ ンを使用して 、 Ghostscript がインス トールされているディ レク
ト リ を指定します。

このオプシ ョ ンは、 Ghostscript がデフォル トの場所のいずれかにインス トー
ルされていない場合、 または使用する  Ghostscript のバージ ョ ンを指定するた
めに ( 複数のバージ ョ ンがインス トールされている場合 ) 使用します。

このオプシ ョ ンは、 SGD ホス ト上でプ リ ンタキューインス トールスク リプ ト
を実行している場合にのみ使用します。詳細については、 248 ページの 「
Ghostscript が SGD ホス トにインス トールされているこ とを確認する 」 を参照
して ください。

--append 既存のプ リ ンタキューを置き換えるのではな く 、追加のプ リ ンタキューをイン
ス トールします。

--help prtinstall.en.sh スク リプ ト オプシ ョ ンの一覧を表示します。

# sh prtinstall.en.sh --appprinter tta_london
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CUPS 用の印刷設定

SGD 印刷は、 CUPS Version 1.1.19 以降でのみ動作します。 CUPS での印刷を有効
にするために、次の設定変更が必要になるこ とがあ り ます。

■ すべての LPD ク ラ イアン トで CUPS LPD 互換モードが有効に設定されている必
要がある 。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上に LPD (Line Printer Daemon) ク ラ イアン トが存在
している場合、 CUPS が LPD ク ラ イアン トからの リモート印刷ジ ョブを受け取れ
るよ うに、 CUPS LPD 互換モードを有効にする必要があ り ます。 LPD 互換モー
ドを有効にする方法については、 『 CUPS Software Administrators 
Manual 』 を参照して ください。

■ CUPS の raw 印刷機能が有効に設定されている必要がある 。

SGD がインス トールされているホス ト上で、 /etc/cups/mime.convs および 
/etc/cups/mime.types ファ イルを編集して、 CUPS の raw 印刷機能を有効に
します。詳しい手順については、 これらのファ イル内のコ メン ト を参照して くだ
さい。文字列 「 raw 」 を含むコ メン ト を検索します。

注 - CUPS の設定変更が完了したら 、通常は CUPS デーモンを再起動する必要があ り
ます。

CUPS を印刷に使用するには、 /opt/tarantella/bin/lp スク リプ ト を使用する
必要があ り ます。

SGD lp および lpr スク リ プト による印刷

SGD プ リ ンタキューインス トールスク リプ ト  prtinstall.en.sh は、 SGD の lp 
または lpr 置換スク リプ ト をインス トールします。 UNIX または Linux プラ ッ ト フ
ォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーから印刷する場合、ユーザーはこれらの置換スク
リプ ト を使用する必要があ り ます。 これらの置換スク リプ トによって 、印刷を実行す
るユーザーを  SGD が識別するための十分な情報が印刷ジ ョブに必ず含まれるよ うに
な り ます。

SGD ログインスク リプ トは、ユーザーの環境変数 PATH を設定して、置換スク リプ
トがシステムスク リプ ト よ り も優先されるよ うにします。ただし 、アプ リ ケーシ ョ ン
がフルパス名 ( たとえば、 /usr/bin/lp) を使用する場合、 または PATH 自体を変
更する場合は、 /opt/tarantella/bin/lp または /opt/tarantella/bin/lpr 
を使用するよ うにアプ リ ケーシ ョ ンを再設定する必要があ り ます。

次のよ うに置換スク リプ ト を使用して印刷を行います。

$ lp -d printer file

$ lpr -P printer file
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-d または -P 引数を省略する と 、出力はク ラ イアン トのデフォル トプ リ ンタに送信
されます。 printer の指定方法は、 ク ラ イアン トデバイスによって異な り ます。詳細
については、 252 ページの 「 Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスへの印刷の
設定 」 および 257 ページの 「 UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォーム
のク ラ イアン トデバイスへの印刷の設定 」 を参照して ください。

SGD サーバーの印刷の設定

SGD サーバーの印刷を設定するには、次の設定手順が必要です。

■ SGD ホス トに Ghostscript をインス トールするこ とが必要な場合があ り ます。
Ghostscript インス トールを検索するよ うに SGD を設定するこ とが必要な場合が
あ り ます。

248 ページの 「 Ghostscript が SGD ホス トにインス トールされているこ とを確認
する 」 を参照して ください。

■ リ モー ト印刷要求を受け付けるよ うに SGD ホス ト を設定するこ とが必要な場合が
あ り ます。  

250 ページの 「 リモート印刷要求を受け付ける  SGD ホス トの設定 」 を参照して く
ださい。

■ 形式が異なる印刷ジ ョブを変換するよ うに SGD を設定するこ とが必要な場合があ
り ます。  

250 ページの 「 SGD 印刷ジ ョブ変換の設定 」 を参照して ください。

Ghostscript が SGD ホスト にインスト ールさ れているこ
と を確認する

SGD では、 Ghostscript を使用して印刷ジ ョブが PDF ファ イルに変換されます。
PDF 印刷を使用するには、 Ghostscript Version 6.52 以降が SGD ホス トにインス ト
ールされている必要があ り ます。 Ghostscript ディ ス ト リ ビューシ ョ ンに、 ps2pdf 
プログラムが含まれている必要があ り ます。

プ リ ンタ直接印刷では、 tta_print_converter スク リプ トは Ghostscript を使用
して、印刷ジ ョブを  PostScript 形式から  PCL 形式に変換します。 良の結果を得る
ために、追加フォン ト をダウンロード してインス トールして ください。

Ghostscript は、 SGD ソフ ト ウェアには含まれていません。

Ghostscript が次のいずれかの場所にインス トールされている場合、 SGD のインス ト
ール時に SGD によってその Ghostscript が自動的に検出されます。

■ /usr/local/bin

■ /usr/bin
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■ /usr/sfw/bin

■ /opt/sfw/bin

■ /bin

■ /usr/sbin

■ /sbin

■ /usr/lbin

Ghostscript が別の場所にインス トールされている場合は、 SGD ホス ト上の SGD プ
リ ンタキューインス トールスク リプ ト を実行します。 Ghostscript の場所を設定する
には、 このスク リプ トの --gsbindir オプシ ョ ンを使用します。詳細については、
245 ページの 「 SGD プ リ ンタキューインス トールスク リプ ト 」 を参照してく ださい。

複数バージ ョ ンの Ghostscript がインス トールされている場合は、使用するバージ ョ
ンを  SGD に指示するために、 --gsbindir オプシ ョ ンを指定して SGD プリ ンタキ
ューインス トールスク リプ ト を実行します。  

Ghostscript が SGD ホス トにインス トールされていない場合、 または Ghostscript デ
ィ ス ト リ ビューシ ョ ンに ps2pdf プログラムが含まれていない場合は、 Ghostscript 
をインス トールしてから  SGD プリ ンタキューインス トールスク リプ ト を実行する必
要があ り ます。

gstest スク リプ ト を使用した Ghostscript インス トールのテス ト

gstest スク リプ ト を使用して、 SGD ホス ト上の Ghostscript インス トールをテス ト
する こ とができます。 このスク リプ トは、 SGD をインス トールしたと きにデフォル
トで実行されます。

gstest スク リプ トは、 Ghostscript インス トールにエラーがないかど うかを確認し 、
ps2pdf を使用してテス ト  PDF ファ イルを生成します。 スク リプ トの出力は画面上
に報告されるほか、 /opt/tarantella/var/log/print.log ファ イルにも書き込
まれます。

gstest は、次のよ うに実行します。

この方法で gstest を使用する と 、 SGD ホス ト上のフォン ト インス トールの基本的
なテス トが実行され、 フォン ト テス ト ファ イル 
/opt/tarantella/var/info/sample.pdf が生成されます。 Ghostscript フォン
トが正し く インス トールされている場合は、 sample.pdf ファ イルに、それぞれ別
のフォン トで出力された 3 行が書き込まれます。使用されるフォン トは、
/opt/tarantella/var/log/print.log ファ イルに一覧表示されています。

# /opt/tarantella/bin/scripts/gstest
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または、 gstest で使用する入力ファイルと出力ファイルを指定するこ と もできます。
次に例を示します。

出力ファ イルを指定しない場合は、 gstest によって出力 PDF ファ イルが 
/tmp/sgd_sample.pdf に作成されます。  

注 - ユーザー独自の入力ファ イルを指定した場合は、 gstest によってフォン ト テス
ト  PDF ファ イル /opt/tarantella/var/info/sample.pdf は生成されません。  

リ モート 印刷要求を受け付ける  SGD ホスト の設定

印刷ジ ョブは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーから  SGD サーバーに送信されたあと 、
SGD サーバーから ク ラ イアン トデバイスに送信されます。印刷ジ ョブをアプ リ ケー
シ ョ ンサーバーから ク ラ イアン トデバイスに直接出力できるよ うにするには、 リモー
ト印刷要求を受け付けるよ うに SGD ホス ト を設定する必要があ り ます。 これを行う
方法は、プラ ッ ト フォームによ り異な り ます。詳細については、ご 利 用のシステム
の管理マニュアルを確認して ください。

たとえば、 Linux システムで lpd を使用している場合は、印刷要求を送信する可能
性のあるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーごとに、 /etc/hosts.equiv または 
/etc/hosts.lpd ファ イル ( 使用可能な場合 ) 内にエン ト リ を追加する必要があ り
ます。 これらの変更を行ったあとは、必ず lpd デーモンを再起動して ください。

SGD 印刷ジョ ブ変換の設定

プリ ンタ直接印刷では、印刷ジ ョブがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーから  SGD サーバー
に送信されます。その後、印刷ジ ョブは SGD サーバーから ク ラ イアン トデバイスに
送信され、 さ らにそこからユーザーのプリ ンタに送信されます。印刷ジ ョブによって
は、 SGD サーバーに届いた時点で、 ク ラ イアン トのプ リ ンタに適した形式への変換
が必要な場合もあ り ます。

注 - Windows RDP セッシ ョ ンからの印刷ジ ョブは、正しい形式である と見なされる
ため、変換されません。

印刷ジ ョブに変換が必要かど うかを判断する際、 SGD サーバーは、プ リ ンタタイプ
構成ファ イルを調べ、 ク ラ イアン トのプ リ ンタで必要と される形式とアプ リ ケーシ ョ
ンサーバーで使用される形式が一致するかど うかを確認します。形式が一致した場合、

# cd /opt/tarantella/bin/scripts
# gstest /tmp/myPostScriptFile.ps /home/indigojones/myPDFFile.pdf
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その印刷ジョブは変換されないままクライアン トデバイスのプリ ンタに転送されます。
形式が一致しなかった場合、 SGD サーバーは、 tta_print_converter スク リプ
ト を使用してその印刷ジ ョブを正しい形式に変換します。

印刷ジ ョブが正し く フォーマッ ト されるよ うにするために、プ リ ンタタイプ構成ファ
イルおよび tta_print_converter スク リプ トの編集が必要な場合があ り ます。 こ
れについて以降の節で説明します。

注意 - これらのファ イルは、プ リ ンタ直接印刷を使用する必要があ り 、かつ印刷ジ ョ
ブ形式に関する問題を解決する必要がある場合にのみ編集して ください。ほとんどの
場合は、 PDF 印刷によって、印刷ジ ョブ形式に関する問題へのよ り優れた解決策が
提供されます。

プ リ ンタタイプ構成ファ イル

SGD は、次の構成ファ イルを使用してプ リ ンタタイプを確認します。

■ Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイス 。
/opt/tarantella/etc/data/printertypes.txt ファ イルが使用されます。

252 ページの 「 Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスへの印刷の設定 」 を参
照して ください。

■ UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイス 。
次のいずれかのファ イルが使用されます。

■ /opt/tarantella/etc/data/default.printerinfo.txt – これはグロー
バルな構成ファ イルです。

■ $HOME/.tarantella/printerinfo.txt – これはユーザー固有の構成ファ イ
ルです。

257 ページの 「 UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イア
ン トデバイスへの印刷の設定 」 を参照して ください。

特定のプリ ンタをサポート した り 、新しいタイプのプ リ ンタを追加する場合は、 これ
らのファ イルを編集できます。

注 - 新しいプ リ ンタタイプを追加する場合は、 tta_print_converter スク リプ ト
の編集も必要になる可能性があ り ます。

これらのファ イル内に不十分な情報や不正確なマッピングが存在している と 、
SGD が印刷ジ ョブを不必要に変換した り 、 まった く変換しなかった りする可能性が
あ り ます。
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tta_print_converter スク リプ ト

tta_print_converter スク リプ トは、印刷ジ ョブを 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー
で使用される形式から ク ラ イアン トデバイスに必要な形式 ( プリ ンタタイプによって
決定される ) に変換します。 このスク リプ トは、 PostScript 形式と  PostScript 以外の
形式をデフォルトで認識します。印刷ジ ョブを PostScript から  PCL に変換するには、
SGD ホス トに Ghostscript がインス トールされている必要があ り ます。 SGD 印刷の
ための Ghostscript のインス トールと設定の詳細については、 248 ページの 「
Ghostscript が SGD ホス トにインス トールされているこ とを確認する 」 を参照して く
ださい。

tta_print_converter スク リプ ト を編集するこ とで、印刷ジ ョブ形式の認識、
別の印刷ジ ョブ形式への変換、および新規プリ ンタタイプのサポート追加を実行でき
ます。

注 - このスク リプ ト を編集するには、 スーパーユーザー (root) と してログオンしてい
る必要があ り ます。

tta_print_converter スク リプ トは、 /opt/tarantella/bin/scripts ディ レ
ク ト リにあ り ます。 このスク リプ ト内には、容易にカスタマイズを行えるよ うにコ メ
ン トが記されています。

シェル機能の GetDataType は、印刷ジ ョブの 初の 128 バイ ト目から印刷ジ ョブ形
式を決定します。データは URL (Uniform Resource Locator) エンコードです。たと
えば、 % 文字は、 %25 と してコード化されます。

ク ラ イアン トのプ リ ンタタイプは、 POSTSCRIPT や MYNEWTYPE のよ うに、大文字
でこのスク リプ トに渡されます。

PCL プ リ ンタへの印刷時に問題が発生する場合は、 tta_print_converter スク リ
プ ト内でコ メン ト アウ ト されたコードを参照して ください。そのコードで問題が解決
するか確認してみて ください。

Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスへの印
刷の設定

Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスへの印刷に必要な設定は、以降の節で説明
されているよ うに、 PDF 印刷とプ リ ンタ直接印刷のどちらを使用するかによって異
な り ます。
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PDF 印刷

PDF 印刷を使用するには、 ク ラ イアン トデバイスに Adobe Reader Version 4.0 以
降がインス トールされている必要があ り ます。

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンから通常の方法で印刷を実行し 、アプ リ ケーシ
ョ ンの 「 印刷 」 ダイアログで 「 Universal PDF Printer 」 または 「 Universal PDF 
Viewer 」 を選択します。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で稼働中のアプ
リ ケーシ ョ ンから 、 SGD の lp または lpr 置換スク リプ ト を使用して、通常の方法
で印刷します。 PDF プリ ンタを印刷コマンドの一部と して選択します。次に例を示
します。

注 - filename は PostScript ファ イルにして、アプ リ ケーシ ョ ンから  PostScript を出力
できるよ うにする必要があ り ます。

ユーザーが印刷する と 、 Adobe Reader には PDF ファ イルが表示されます。 「
Universal PDF Printer 」 が選択されている場合、 PDF ファ イルは自動的にユーザー
のデフォル トプ リ ンタで印刷されます。 Adobe Reader は 小化された状態で実行さ
れ、印刷ジ ョブが完了しても終了しません。 「 Universal PDF 」 ビューアが選択され
ている場合、 PDF ファ イルは Adobe Reader のウ ィ ンド ウに表示されます。ユーザ
ーは、 このファ イルを印刷するかまたは保存するかを決定できます。

UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスでは、
PDF ファ イルはデフォルトの PDF ビューアまたはク ラ イアン トプロファ イルに設定
されている  PDF ビューアに表示されます。ユーザーは、 この PDF ファ イルを印刷す
るかまたは保存するかを決定できます。印刷ジ ョブは常に PDF ビューアに表示され
るため、 「 Universal PDF Printer 」 と 「 Universal PDF Viewer 」 に違いはあ り
ません。

プリ ンタ直接印刷

こ こでは、プ リ ンタ直接印刷を使用して Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイス
に印刷する場合に必要になる可能性のある設定について説明します。 こ こで説明する
内容は次のとおりです。

■ 254 ページの 「 プ リ ンタ ド ラ イバマッピング 」

■ 255 ページの 「 プ リ ンタタイプ構成ファ イル 」

$ /opt/tarantella/bin/lp -d "Universal PDF Printer" filename

$ /opt/tarantella/bin/lpr -P "Universal PDF Viewer" filename
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■ 256 ページの 「 UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
からの印刷 」

プ リ ンタ ド ラ イバマッピング

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷する際、使用可能なク ラ イアン トプ リ
ンタの数と種類が多い場合に、問題が発生するこ とがあ り ます。問題の多くは、正し
いプ リ ンタ ド ラ イバがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにインス トールされていないこ とが
原因で発生します。 1 つの解決策と して 、 PDF 印刷を使用する方法があ り ます。
Windows ク ラ イアン トデバイスのみに適用可能な別の解決策は、プ リ ンタ ド ラ イバ
マッピングを使用するこ とです。  

プ リ ンタ ド ラ イバマッピングを使用する と 、あるプ リ ンタ ド ラ イバ名を別のプ リ ンタ
ド ラ イバ名にマッピングできます。 この操作を行うには、
/opt/tarantella/etc/data/default.printerinfo.txt ファ イルの 
[Previous Names] セクシ ョ ンを編集します。

default.printerinfo.txt ファ イル内のエン ト リの例を次に示します。

この場合、 「 my HP driver 」 または 「 my other HP driver 」 とい うプ リ ンタ ド ラ イ
バを使用するク ラ イアン トプ リ ンタについては、 SGD がこのプ リ ンタを作成する と
きに 「 HP LaserJet 5 」 とい うプ リ ンタ ド ラ イバを使用します。

= 記号の右辺には、 * や ? などのワイルドカード文字を使用するこ と もできます。
* は、空の文字列を含めて、任意の文字列を表します。 ? は、任意の 1 文字を表し
ます。 ワイルドカードは、 さまざまなク ラ イアン トデバイスがある環境で、汎用的な
プ リ ンタマッピングを作成する と きなどに役立ちます。

たとえば、 このファ イルに次のエン ト リが含まれている と します。

この場合、 「 HP LaserJet 5 」 、 「 HP LaserJet 5M 」 、 「 HP Color LaserJet 5 」 な
どの名前を持つプ リ ンタ ド ラ イバはすべて、 「 HP LaserJet 5 」 とい うプ リ ンタ ド ラ
イバに関連付けられます。

default.printerinfo.txt ファ イルには、 これ以外にもマッピングの作成方法に
関する詳細な命令が含まれています。

[Previous Names]
"HP LaserJet 5" = "my HP driver", "my other HP driver"

[Previous Names]
"HP LaserJet 5" = "hp*laserjet 5*"
254 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



プリ ンタタイプ構成ファ イル

Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスの場合、 SGD は 
/opt/tarantella/etc/data/printertypes.txt ファ イルを使用して、印刷ジ
ョブをク ラ イアン トデバイスに送信する前にその印刷ジ ョブの形式を別の形式に変換
するかど うかを判断します。 printertypes.txt ファ イルによって、
pscript.dll などのプ リ ンタ ド ラ イバが PostScript などのプ リ ンタタイプにマッピ
ングされます。

注 - Windows RDP セッシ ョ ンからの印刷ジ ョブは、正しい形式である と見なされる
ため、変換されません。

printertypes.txt ファ イル内には、容易にカスタマイズを行えるよ うにコ メ ン ト
が記されています。 このファ イルにはデフォル トで、 PostScript プ リ ンタ 、 PCL プ
リ ンタ 、およびテキス ト専用プ リ ンタに対するマッピング情報が含まれています。 こ
のファ イルを編集するには、 スーパーユーザー (root) と してログオンする必要があ り
ます。

注 - Windows ク ライアン トに対して使用される  printertypes.txt ファイルにも 、
UNIX プラ ッ ト フォームおよび Apple Macintosh ク ラ イアン ト用のエン ト リが含ま
れています。 これは、 フォールバッ ク と してのみ使用されます。 UNIX または Linux 
プラ ッ ト フォームの場合、 UNIX タイプがプ リ ンタタイプにマッピングされます。
Apple Macintosh の場合、プ リ ンタ名がプ リ ンタタイプにマッピングされます。

ク ラ イアン トデバイスが使用しているプ リ ンタ ド ラ イバの名前を調べるには、テス ト
ページを印刷して 「 ド ラ イバ名 」 フ ィールドを確認します。

新規のプリ ンタタイプをサポートするためには、同じ形式の行を追加して ください。
次に例を示します。

たとえば、 ク ラ イアン トデバイス  cairo が Windows 2000 を実行しており 、そのデフ
ォル トプ リ ンタが PCL 形式である と します。使用されているプ リ ンタ ド ラ イバは 
unidrv.dll です。 printertypes.txt 内の [Windows*] セクシ ョ ンの形式は次
のとおりです。

MyNewType=mydriver.drv

[Windows*]
PostScript=pscript5.dll;pscript.dll
PCL=rasdd.dll
PostScript=*
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unidrv.dll に一致する固有の記述はないので、 後のエン ト リである  PostScript 
が適用されます。 これは、ユーザーが印刷する と 、印刷ジ ョブは cairo に送られる前
に間違って PostScript 形式に変換されるこ とを意味します。

この問題を解決するには、 root ユーザーで printertypes.txt ファイルを編集し 、
unidrv.dll と一致する固有の記述を次のよ うに追加します。

この変更に従って、 cairo で設定されているプ リ ンタが SGD によって正し く識別さ
れ、 このク ラ イアン トデバイスの印刷ジ ョブが PCL 形式に変換されるよ うにな り
ます。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
からの印刷

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーから  Microsoft 
Windows ク ラ イアン トデバイスに印刷する場合、ユーザーは、次のいずれかを使用
して印刷先のプリ ンタを指定できます。

■ ク ラ イアン トからアクセス可能なネッ ト ワークプ リ ンタの UNC (Universal 
Naming Convention) 名。次に例を示します。

■ 「 フレン ド リ 」 な名前。次に例を示します。

■ ク ラ イアン ト上のポート 。例 :

UNC 名を使用するには、前の例に示すよ うに、プ リ ンタ名を引用符で囲み、かつ各
バッ クスラ ッシュを追加のバッ クスラ ッシュでエスケープする必要があ り ます。バッ
クスラ ッシュの処理方法はシェルごとに異なるため、必要なバッ クスラ ッシュの個数
は、実際に試してみないとわからない場合があ り ます。バッ クスラ ッシュの代わりに
下線を使用するこ と もできます。次に例を示します。

注 - 下線を使用できるのは、プ リ ンタ名の先頭の 2 文字が下線になっている場合だけ
です。

PCL=rasdd.dll;unidrv.dll

$ lp -d '\\\\PRTSERVER\\HPLJ5' filename

$ lpr -P label-printer filename

$ lpr -P LPT1: filename

$ lp -d __PRTSERVER_HPLJ5 filename
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「 フレン ド リ 」 な名前を使用するこ とで、 UNC 名で発生する問題を避けるこ とがで
きます。 「 フレンド リ 」 な名前は、
/opt/tarantella/etc/data/printernamemap.txt ファ イルに設定します。 こ
のファ イル内のエン ト リ を使って、 「 フレンド リ 」 な名前が UNC 名にマッピングさ
れます。次に例を示します。

注 - バッ クスラ ッシュをエスケープする必要はあ り ません。

UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォ
ームのク ラ イアン トデバイスへの印刷の設定

UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスへの印
刷に必要な設定は、以降の節で説明されているよ うに、 PDF 印刷とプ リ ンタ直接印
刷のどちらを使用するかによって異な り ます。

PDF 印刷

PDF 印刷を使用するには、 ク ラ イアン トデバイスに PDF ビューアがインス トールさ
れている必要があ り ます。 SGD は、デフォル トでは次の PDF ビューアをサポート し
ています。

注 - Adobe Reader PDF ビューアが、 -openInNewWindow コマンドオプシ ョ ンをサ
ポート している必要があ り ます。 Preview App PDF ビューアが、 open -a コマン
ドオプシ ョ ンをサポート している必要があ り ます。

"label-printer"="\\PRTSERVER\HPLJ5"

クライアン ト プラ ッ ト フォーム デフォルト  PDF ビューア

SPARC プラ ッ ト フォーム上の 
Solaris OS

Adobe Reader (acroread) 
GNOME PDF Viewer (gpdf)

x86 プラ ッ ト フォーム上の 
Solaris OS

GNOME PDF Viewer (gpdf)

Linux GNOME PDF Viewer (gpdf)
Evince Document Viewer (evince)
X PDF Reader (xpdf)

Mac OS X Preview App (/Applications/Preview.app)
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デフォル ト  PDF ビューアを使用するには、そのアプ リ ケーシ ョ ンがユーザーの PATH 
上に存在する必要があ り ます。

代替の PDF ビューアを使用する場合は、ユーザーのク ラ イアン トプロファ イルで代
替ビューアアプ リ ケーシ ョ ン用のコマンドを設定できます。アプ リ ケーシ ョ ンがユー
ザーの PATH 上に存在するかど うかに応じて、プロファ イルにコマンド またはコマン
ドのフルパスのいずれかを入力します。詳細については、 337 ページの 「 ク ラ イアン
トプロファ イルの設定 」 を参照して ください。

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンから通常の方法で印刷を実行し 、アプ リ ケーシ
ョ ンの 「 印刷 」 ダイアログで 「 Universal PDF Printer 」 または 「 Universal PDF 
Viewer 」 を選択します。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で稼働中のアプ
リ ケーシ ョ ンから 、 SGD の lp または lpr 置換スク リプ ト を使用して、通常の方法
で印刷します。 PDF プリ ンタを印刷コマンドの一部と して選択します。次に例を示
します。

注 - filename は PostScript ファ イルにして、アプ リ ケーシ ョ ンから  PostScript を出力
できるよ うにする必要があ り ます。

PDF ファ イルは、デフォルトの PDF ビューアまたはク ラ イアン トプロファ イルに設
定されている  PDF ビューアに表示されます。ユーザーは、 この PDF ファ イルを印刷
するかまたは保存するかを決定できます。印刷ジ ョブは常に PDF ビューアに表示さ
れるため、 「 Universal PDF Printer 」 と 「 Universal PDF Viewer 」 に違いはあ り ま
せん。

プリ ンタ直接印刷

プリ ンタ直接印刷を使用して、 UNIX 、 Linux 、 または Mac OS X プラ ッ ト フォー
ムのク ラ イアン トデバイスに接続されたプ リ ンタに印刷するには、 ク ラ イアン トプ リ
ンタを次のプリ ンタ構成ファ イルのいずれかで定義する必要があ り ます。

■ グローバルプリ ンタ構成ファ イル – 
/opt/tarantella/etc/data/default.printerinfo.txt 。

このファ イルでは、 SGD サーバーを使用して印刷を行うすべてのユーザーのデフ
ォル ト を設定します。 このファ イルはアレイ内で複製されないため、ほかの SGD 
サーバーに手動でコピーする必要があ り ます。

■ ユーザー固有のプリ ンタ構成ファ イル – 
$HOME/.tarantella/printerinfo.txt 。

$ /opt/tarantella/bin/lp -d "Universal PDF Printer" filename

$ /opt/tarantella/bin/lpr -P "Universal PDF Viewer" filename
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ユーザー固有のプリ ンタ構成ファ イルの使用は任意であ り 、 ク ラ イアン トデバイ
ス上に手動で作成する必要があ り ます。ユーザーは独自のファ イルを作成するこ
と も 、管理者がグローバル構成ファ イルをテンプレート と して使用してユーザー
に配布するこ と もできます。ユーザーがどの SGD サーバーを印刷に使用するかに
関係な く 、 このファ イルには個別のユーザー用の設定が含まれます。 このファ イ
ル内の設定は、グローバル構成ファ イルの設定よ り も優先されます。

グローバルおよびユーザー固有のプリ ンタ構成ファ イルの書式は同じです。

printer-name は、 ク ラ イアン ト上の lp または lpr システムに認識されているプ リ ン
タの名前です。プ リ ンタ名は二重引用符 (") で囲み、直後に等号 (=) を  1 つ付ける必
要があ り ます。ユーザーは、 UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ
ョ ンサーバーから印刷する場合にこの名前を指定できます。ユーザーが Microsoft 
Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーから印刷する場合は、 「 印刷 」 ダイアログにも
この名前が表示されます。

windows-driver は、 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーから印刷を行う場
合に使用するプ リ ンタ ド ラ イバの名前です。プ リ ンタ ド ラ イバ名は二重引用符で囲む
必要があ り ます。プ リ ンタ ド ラ イバの名前は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバー
にインス トールされているプ リ ンタ ド ラ イバと正確に一致している必要があ り ます。
特に、大文字と空白文字に注意して ください。 default.printerinfo.txt ファ
イルには、製造元別に並べられた一般的なプリ ンタ ド ラ イバ名のリ ス トが含まれてい
ます。エラーを防ぐために、 このファ イルから ド ラ イバ名をコピー＆ペース ト して く
ださい。

printer-type は、印刷ジ ョブで使用されるべき形式です。有効な値は、 PostScript 、
PCL 、 または Text です。 この情報は省略可能ですが、省略した場合には 
PostScript がデフォル トで使用されます。 SGD はこの情報に基づいて、アプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーが使用する形式から ク ラ イアン トプ リ ンタが使用する形式に印刷ジ
ョブを変換するかど うかを判断します。 250 ページの 「 SGD 印刷ジ ョブ変換の設定
」 も参照して ください。

[UNIX] セクシ ョ ンの先頭に記載されたプ リ ンタが、 ク ラ イアン トのデフォル トプ リ
ンタです。

SGD をはじめてインス トールした場合、 default.printerinfo.txt ファ イルに
は次のエン ト リが含まれています。

[UNIX]
"printer-name" = "windows-driver" printer-type
"printer-name" = "windows-driver" printer-type
...

[UNIX]
"_Default" = "QMS 1060 Print System" PostScript
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この設定を使用する場合、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーからの印刷時に、
_Default とい う名前のプ リ ンタがユーザーに表示されます。 このプ リ ンタは、基本
的な PostScript プリ ンタ ド ラ イバである 「 QMS 1060 Print System 」 を使って、 ク ラ
イアン ト上のデフォルトプ リ ンタに印刷を行います。

注 - つま り 、 ク ラ イアン トデバイスにプ リ ンタが接続されていな くても 、 Windows 
アプ リ ケーシ ョ ン内でプ リ ンタを使用できます。

たとえば、 SGD ユーザーの $HOME/.tarantella/printerinfo.txt ファ イルに
次のエン ト リが含まれている場合を考えてみます。

ユーザーが Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーから  UNIX プラ ッ ト フォ
ームのク ラ イアン トデバイスに印刷する場合は、次のプ リ ンタを使用できます。

■ drafts

■ salespersons

ユーザーのデフォルトプ リ ンタは drafts であ り 、 この例では PCL プ リ ンタ と して
定義されています。

印刷の管理

こ こでは、 SGD の印刷ジ ョブ管理機能について説明します。 こ こで説明する内容は
次のとおりです。

■ 260 ページの 「 tarantella print コマンド 」

■ 261 ページの 「 印刷ジ ョブの制限時間の設定 」

■ 262 ページの 「 印刷ジ ョブのユーザー管理 」

tarantella print コマンド

SGD 管理者は、 tarantella print コマンドを使用して印刷サービスを制御でき
ます。 このコマンドを使用する と 、次の操作を実行できます。

■ スプールに格納されている印刷ジ ョブを一覧表示し 、それらのジ ョブを所有して
いる  SGD ユーザーを特定する 。 この機能を使って、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの
印刷システムからの印刷ジ ョブが、 SGD 印刷キューに届いているか確認できます。

■ SGD 印刷キューから印刷ジ ョブを削除する 。

■ SGD 印刷サービスを一時停止および再開する 。

[UNIX]
"drafts" = "HP Diskette 970Cxi" PCL
"salespersons" = "HP Lacerate 5/5M" PostScript
260 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



■ 印刷ジ ョブを  SGD サーバー間で移動する 。

tarantella print コマンドの構文は次のとおりです。

tarantella print start | stop | status | pause | resume | list 
| cancel | move

次の表は、 tarantella print で使用可能なサブコマンドを示しています。

印刷ジョ ブの制限時間の設定

SGD 管理者は、印刷ジ ョブが SGD サーバー上でどのく らい経過したらサーバーから
削除されるかに関する時間制限を設定できます。 この機能は、大量の印刷を管理する
必要がある場合に役立ちます。

印刷ジ ョブがサーバー上に存在できる時間を指定するには、次のコマンドを使用し
ます。

SGD をデフォル トの動作に戻し 、印刷ジ ョブがサーバー上に無期限に存在できるよ
うにするには、次のコマンドを使用します。

サブコマンド 説明

cancel 印刷ジ ョブをキャンセルします。

list 印刷ジ ョブを表示します。

move ある  SGD サーバーのキューにある印刷ジ ョブを 、別の 
SGD サーバーに移動します。

pause 印刷を一時停止します。

resume 印刷を再開します。

start アレイの印刷サービスを開始します。

status 印刷サービスに関する情報を表示します。

stop 印刷サービスを停止します。

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-array-printjoblifetime hours

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-array-printjoblifetime 0
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印刷ジョ ブのユーザー管理

図 5-1 に示すよ うに、ユーザーは Webtop 上の印刷領域からユーザー独自の印刷ジ ョ
ブを管理できます。

図 5-1 SGD Webtop 上の印刷領域

印刷領域には、印刷キュー内の現在のジ ョブ数、および印刷ジ ョブの管理用コン ト ロ
ールが表示されます。

ドキュ メ ン トが印刷中である場合、印刷キュー内の印刷ジ ョブの個数が Webtop 上に
表示されます。保留中の印刷ジ ョブをすべて削除するには、 「 すべて取消し 」 をク リ
ッ ク します。

印刷を一時的に停止するには、 「 一時停止 」 をク リ ッ ク します。印刷を一時停止した
場合、保留中の印刷ジ ョブはすべて、ユーザーが印刷を取り消すか再開するまで印刷
キュー内に保持されます。印刷を再開するには、 「 再開 」 をク リ ッ ク します。印刷が
一時停止される と 、プ リ ンタアイコンの表示が変わり ます。  

印刷ジ ョブを個別に管理するには、 「 すべてのジ ョブの リ ス ト 」 をク リ ッ ク します。
Webtop 上に、待ち行列内のすべての印刷ジ ョブが一覧表示され、印刷部数や選択さ
れているプ リ ンタなど 、各ジ ョブの関連情報も表示されます。  

印刷を一時停止した場合は、 「 再開 」 ボタンをク リ ッ クする と 、その印刷ジ ョブだけ
が印刷されます。  

特定の印刷ジ ョブを取り消すには、 「 取消し 」 ボタンをク リ ッ ク します。

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバー、あるいは UNIX または Linux プラ
ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーから印刷する場合、ユーザーは印刷先のプ
リ ンタを選択できます。ユーザーがプリ ンタを選択しなかった場合、デフォルトプ リ
ンタに出力されます。その他のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーでは常に、 ク ラ イアン トデ
バイスのデフォルトプ リ ンタに出力されます。

ユーザーは、 Webtop 上のプリ ンタアイコンをポイン トする こ とで、 どのプ リ ンタが
デフォル トプ リ ンタになっているかを確認できます。ポップアップが表示され、そこ
にデフォル トプ リ ンタの名前が表示されます。

ユーザーが自身のデフォル トプ リ ンタを変更するには、 SGD からいったんログアウ
ト してデフォル トプ リ ンタを変更したあと 、再度ログインする必要があ り ます。
262 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



SGD を使って表示したアプ リ ケーシ ョ ンからユー
ザーが印刷できない場合

次のチェッ ク リ ス ト を使用して、 この問題を診断および解決して ください。

■ 263 ページの 「 ク ラ イアン トデバイスのチェ ッ ク リ ス ト 」

■ 264 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのチェ ッ ク リ ス ト 」

■ 267 ページの 「 SGD サーバーのチェッ ク リ ス ト 」

それでも問題を解決できない場合は、 268 ページの 「 印刷ジ ョブの追跡 」 の手順に従
って ください。

ク ラ イアント デバイスのチェッ ク リ スト

次のク ラ イアン トデバイスの ト ラブルシューティ ング手順を使用して、 SGD での印
刷の問題を診断します。

そのク ラ イアン トデバイスまたはプ リ ンタタイプでの印刷は SGD でサポート されて
いますか。

Webtop 上の印刷領域を確認します。プ リ ンタアイコンに赤い×印が付き 、 「 利 用
可能なク ラ イアン トプ リ ンタなし 」 とい う メ ッセージが表示されていますか。その場
合は、 このク ラ イアン トデバイスまたはプ リ ンタタイプでの印刷が SGD でサポート
されていないか、 ク ラ イアン トプ リ ンタの作成中にエラーが発生したこ とを示してい
ます。

ク ラ イアン トデバイスで印刷が一時停止されていませんか。

印刷が一時停止されていないこ とを確認します。プ リ ンタの一時停止中アイコンが表
示されていないこ とを確認して ください。

tarantella webtopsession list コマンドを使用して、ユーザーが印刷を一時
停止しているかど うかを確認します。

プ リ ンタが正し く設定されていますか。

プ リ ンタが正し く設定されているこ とを確認するために、 ク ラ イアン トデバイスの 
Web ブラウザから  Web ページをプリ ンタに印刷するなどの操作をしてみてください。
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーによっては、一部の印刷ジ ョブはク ラ イアン トデバイスの
デフォル トプ リ ンタにしか印刷できない場合があ り ます。

UNIX 、 Linux 、 または Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスに印刷
する場合は、 これらのク ラ イアン ト タ イプ用の印刷を設定したこ とを確認して くださ
い。 257 ページの 「 UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イ
アン トデバイスへの印刷の設定 」 を参照して ください。
第 5 章  クライアン トデバイスのサポート 263



PDF 印刷を行う場合、 ク ライアン トに PDF ビューアがインス トールされていますか。

SGD で PDF 印刷を使用するには、 ク ラ イアン トデバイスに PDF ビューアがインス
トールされている必要があ り ます。

サポート されているビューアまたはユーザーのお気に入りのビューアがク ラ イアン ト
にインス トールされているこ と 、およびそのビューアが実行可能であるこ とを確認し
ます。

UNIX 、 Linux 、 または Mac OS X システムのク ラ イアン トデバイス上で、ユーザー
が /tmp ディ レク ト リに対する読み取り / 書き込みアクセス権を持っているこ とを確
認します。  

PDF ビューアが Adobe Reader (acroread) の場合、 ビューアが 
-openInNewWindow コマンドオプシ ョ ンをサポート しているこ とを確認します。
PDF ビューアが Preview app (/Applications/preview.app) の場合、 ビューア
が open -a コマンドオプシ ョ ンをサポート しているこ とを確認します。

PDF ビューアがインス トールされていないか、 ビューアにアクセスできない場合、
ユーザーは SGD PDF プ リ ンタを使用できます。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーから  PDF 印刷を
行う場合、印刷ジ ョブは適切な形式になっていますか。

ユーザーの PDF ビューアが起動する とファ イル形式エラーが表示される場合は、
UNIX または Linux プラ ッ ト フォームアプ リ ケーシ ョ ンサーバーで印刷中のファ イル
の形式が PostScript であるこ とを確認して ください。

そのユーザーは必要なレジス ト リ権限を持っていますか。

Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスを使用するには、
HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Cryptography\RNG\Seed レジ
ス ト リ キーへの書き込みアクセス権と 、 レジス ト リの残りの部分への読み取り アクセ
ス権が必要です。

このアクセス権は、印刷用の Windows アプ リ ケーシ ョ ンプログラ ミ ングインタフェ
ース  (API) のいくつかで必要にな り ます。

アプリ ケーショ ンサーバーのチェッ ク リ スト

次のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの ト ラブルシューティ ング手順を使用して、 SGD で
の印刷の問題を診断します。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上にプリ ンタが設定されていますか。

ユーザーが印刷できるよ うにするには、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上での SGD プ リ
ンタの設定が必要な場合があ り ます。次を参照して ください。  
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■ 240 ページの 「 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの印刷の設定 」 .

■ 243 ページの 「 UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
の印刷の設定 」 .

プ リ ンタが Windows アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンで作成されていますか。

Windows ターミナル サービスを使用してアクセスした Microsoft Windows アプ リ
ケーシ ョ ンサーバーから印刷しよ う と したユーザーには、そのユーザーのプ リ ンタが
自動的に設定されます。 240 ページの 「 Microsoft RDP 5.0 以降の印刷の設定 」 を参
照して ください。そのよ うにならない場合は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの System 
イベン ト ログで次のエラーを確認して ください。

■ Event ID: 1111 Description: Driver drivername required for 
printer printertype is unknown. Contact the administrator to 
install the driver before you log in again.

■ Event ID: 1105 Description: Printer security information for 
the printername / clientcomputername /Session number could not be 
set

■ Event ID: 1106 Description: The printer could not be 
installed.

これらのエラーは、 ク ラ イアン トプ リ ンタのプ リ ンタ ド ラ イバがアプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバーでサポート されていない可能性があるこ とを示しています。 このプ リ ンタ ド ラ
イバをアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにインス トールするか、 またはほかのプリ ンタ ド ラ
イバのサポート方法について 254 ページの 「 プ リ ンタ ド ラ イバマッピング 」 を参照し
て ください。 ワイルドカードを使用して複数のプ リ ンタ ド ラ イバ名をサポートする方
法も説明されています。

また、 /opt/tarantella/etc/data/default.printerinfo.txt またはユーザ
ーの $HOME/.tarantella/printerinfo.txt 内のプ リ ンタ ド ラ イバの名前が、ア
プ リ ケーシ ョ ンサーバー上のド ラ イバの名前と一致しているこ と も確認するこ とをお
勧めします。

それでも問題を解決できない場合は、詳細について Microsoft サポート技術情報の記
事 239088 を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ンが正しいプ リ ンタに印刷していますか。

アプ リ ケーシ ョ ンは、管理者が設定したプ リ ンタキューに印刷する必要があ り ます。
UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの場合、
prtinstall.en.sh スク リプ トによ り  tta_printer とい うプ リ ンタキューがデフ
ォル トで作成されます。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの場合、アプ リ ケ
ーシ ョ ンは、 prtinstall.en.sh によってインス トールされた lp または lpr 置換
スク リプ ト を使用して印刷する必要があ り ます。 SGD ログインスク リプ トは PATH 
を設定して、置換スク リプ トがシステムスク リプ ト よ り も優先されるよ うにします。
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アプ リ ケーシ ョ ンがフルパス名 ( たとえば、 /usr/bin/lp) を使用する場合、 また
は PATH 自体を変更する場合は、 /opt/tarantella/bin/lp または 
/opt/tarantella/bin/lpr を使用するよ うにアプ リ ケーシ ョ ンを再設定して くだ
さい。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上でアカウン トが共有されていますか。

複数のユーザーが同時に同じユーザー名で同じアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにログイン
する と 、 SGD は、 どのユーザーが印刷ジ ョブを所有しているかを区別できな くなる
場合があ り ます。その場合、 SGD はその印刷ジ ョブを破棄し 、破棄したこ とをログ
に記録します。 この状態は、 SGD プ リ ンタキューが存在しない UNIX または Linux 
システムのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーで発生します。

この問題を解決するには、 prtinstall.en.sh スク リプ ト を実行してプ リ ンタを設
定します。 245 ページの 「 SGD プリ ンタキューインス トールスク リプ ト 」 を参照し
て ください。

tarantella print コマンドを使用して、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの印刷シス
テムから送信された印刷ジ ョブが SGD 印刷キューに届いているこ とを確認して くだ
さい。

サーバーの Windows 名は DNS 名と同じですか。

Microsoft Windows NT サーバーの DNS 名が naples.indigo-insurance.com で
、 NetBIOS 名が VESUVIUS の場合、 このサーバーの印刷ジ ョブに含まれるホス ト識
別子は naples ではな く  VESUVIUS になるので、 この印刷ジ ョブは失敗します。

/opt/tarantella/etc/data ディ レク ト リの hostnamemap.txt ファ イルを編集
するこ とによ り 、 この問題を回避できます。 このファ イルでホス ト名と  DNS 名を対
応付けるこ とができます。マッピングの作成方法については、 ファ イルに説明されて
います。

PDF 印刷を使用する場合は、すべての Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーに同じ  PostScript プ リ ンタ ド ラ イバがインス トールされていますか。

PDF 印刷を使用するには、すべての Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバー
に同じ  PostScript プ リ ンタ ド ラ イバをインス トールする必要があ り ます。

Administration Console で、 ド ラ イバの名前が、 「 グローバル設定 」 → 「 印刷 」
タブ、あるいはユーザープロファ イルまたは親オブジェク トの 「 印刷 」 タブにある
「 Postscript プ リ ンタ ド ラ イバ 」 フ ィールドで設定された名前と一致しているこ とを
確認して ください。名前が一致していない場合は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの 
System イベン ト ログにエラーが表示されます。
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SGD サーバーのチェッ ク リ スト

次の SGD サーバーの ト ラブルシューティ ング手順を使用して、 SGD での印刷の問
題を診断します。

アレイ全体で印刷が一時停止中または無効になっていませんか。

tarantella print status コマンドを使用して、アレイの印刷が一時停止中また
は無効になっていないか確認します。  

必要に応じて、 tarantella print start または tarantella print resume 
コマンドを使用して印刷を有効にします。

Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイス上で印刷を行う場合、 ク ラ イアン トプ リ
ンタが無効になっていませんか。

Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 印刷 」 タブ、あるいはユーザ
ープロファ イルまたは親オブジェク トの 「 印刷 」 タブを確認します。ユーザーがすべ
てのク ラ イアン トプ リ ンタにアクセスできるのか、デフォル トのク ラ イアン トプ リ ン
タにのみアクセスできるのか、 ク ラ イアン トプ リ ンタに一切アクセスできないのかを
確認します。

PDF 印刷を行う場合は、 SGD PDF プリ ンタが有効になっているこ とを確認します。

アレイの設定が変更されていますか。

次のいずれかの操作を実行した場合、印刷は再設定されません。

■ アレイを作成したと き

■ 新規のセカンダ リサーバーをアレイに追加したと き

■ アレイのプライマ リサーバーを変更したと き

アレイを変更した場合は、印刷ジ ョブを正しいプ リ ンタに送るために、印刷の再設定
が必要になるこ とがあ り ます。

PDF 印刷を行う場合、 Ghostscript を  SGD ホス ト上で使用できますか。

SGD での PDF 印刷の印刷ジ ョブは、 Ghostscript を使用して PDF ファ イルに変換さ
れます。 SGD では、印刷ジ ョブを  PostScript から  PCL に変換する と き も  
Ghostscript を使用します。

/opt/tarantella/var/log/print.log ファ イルに ÅuCan't find ps2pdfÅv
や ÅuConsider obtaining Ghostscript from 
http://www.ghostscript.comÅv などのメ ッセージが含まれている場合は、
Ghostscript がインス トールされていないか、標準以外の場所にインス トールされて
います。
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Ghostscript のインス トールに関する問題の解決方法の詳細については、 248 ページ
の 「 Ghostscript が SGD ホス トにインス トールされているこ とを確認する 」 を参照
して ください。

印刷ジョ ブの追跡

上のチェッ ク リ ス ト によっても  SGD 印刷の問題を解決できない場合は、次の ト ラブ
ルシューティング手順を試して ください。 これらの手順を使用する と 、アプ リ ケーシ
ョ ンサーバーから  SGD サーバー、 さ らにク ラ イアン トデバイスへの印刷ジ ョブの進
捗状況を追跡できます。

手順 1: SGD サーバーから印刷できますか。

SGD サーバー上で動作する  X アプ リ ケーシ ョ ンまたは文字型アプ リ ケーシ ョ ンを設
定します。端末ウ ィ ンド ウ  ( たとえば、 xterm) を表示し 、 SGD の Webtop から こ
のアプ リ ケーシ ョ ンを起動します。  

/opt/tarantella/bin/scripts/printtestpage.en.sh スク リプ ト を実行し
て、テス トページを印刷してみます。  

テス トページが印刷されない場合は、
/opt/tarantella/bin/scripts/printtestpage.en.sh --direct を実行し
ます。 これによ り 、 UNIX または Linux システムのスプーラが使用されな くな り
ます。

次の点を確認して ください。

■ 初のテス トページは印刷されましたか。

この問題は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーから  SGD サーバーへの印刷ジ ョブの移動
に関連しています。

■ UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの場合は、
269 ページの 「 手順 3: 印刷ジ ョブが UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーから送信されていますか。 」 に進みます。

■ Windows ターミナル サービスの場合は、 270 ページの 「 手順 5: 印刷ジ ョブが 
Windows ターミナル サービスのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーから送信されてい
ますか。 」 に進みます。

■ 2 番目のテス トページは印刷されましたか。

この問題は、 SGD ホス ト上の UNIX または Linux システムの印刷システムに関
連しています。  

使用している  UNIX または Linux システムのマニュアルを参照し 、問題を調査し
て解決して ください。その後、 も う一度印刷してみます。

■ どちらのテス トページも印刷されませんでしたか。

この問題は、 SGD サーバーに関連しています。  
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269 ページの 「 手順 2: SGD プ リ ンタキューが SGD サーバーにインス トールされ
ていますか。 」 に進みます。

手順 2: SGD プリ ンタキューが SGD サーバーにインス トールされていますか。

ホス ト上のプ リ ンタの リ ス ト に、 tta_printer のエン ト リがある こ とを確認して く
ださい。  

プ リ ンタの リ ス トの表示方法については、使用している  UNIX または Linux システ
ムのマニュアルを参照して ください。一部のシステムでは、 lpstat -t を使用でき
ます。使用しているシステムに /etc/printcap ファ イルがある場合、 このファ イ
ルにはプレーンテキス ト形式でプリ ンタの リ ス トが記載されています。

次の点を確認して ください。

■ tta_printer プ リ ンタが SGD ホス トに存在しますか。

この問題は、 SGD サーバーから ク ラ イアン トデバイスへの印刷ジ ョブの移動に関
連しています。 271 ページの 「 手順 7: 印刷ログファ イルを調査しましたか。 」 に
進みます。

■ tta_printer プ リ ンタが SGD ホス トに存在しないですか。

SGD サーバー上で prtinstall.en.sh スク リプ ト を実行します。その後、
も う一度印刷してみます。

245 ページの 「 SGD プリ ンタキューインス トールスク リプ ト 」 も参照して くだ
さい。

手順 3: 印刷ジ ョブが UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサー
バーから送信されていますか。

UNIX または Linux システムのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で端末ウ ィン ド ウを表示
するよ う設定されているアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を使用して、容量の小さいテ
キス ト ファ イルを  SGD プ リ ンタに印刷してみます。たとえば、 lp -d 
tta_printer /etc/hosts コマンドを入力します。

次の点を確認して ください。

■ このコマンドからエラーメ ッセージが返されますか。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが、 SGD を使
用して印刷するよ うに設定されているこ とを確認します。 prtinstall.en.sh 
スク リプ トの実行が必要な場合があ り ます。詳細については、 245 ページの 「
SGD プ リ ンタキューインス トールスク リプ ト 」 を参照して ください。

■ このコマンドから印刷ジ ョブ ID が返されますか。

これは、 SGD の印刷は正し く設定されているが、 UNIX または Linux 印刷シス
テムのどこかに問題がある可能性を示しています。 270 ページの 「手順 4: 印刷ジ
ョブが UNIX または Linux システムのスプールディ レク ト リに存在しますか。 」
に進みます。
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手順 4: 印刷ジ ョブが UNIX または Linux システムのスプールディ レク ト リに存在し
ますか。

印刷スプールディ レク ト リは、 UNIX または Linux システムによって異な り ます。
詳細については、使用している  UNIX または Linux システムのマニュアルを参照し
て ください。

次の点を確認して ください。

■ 印刷ジ ョブがスプールディ レク ト リに存在しますか。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD サーバーの間のネッ ト ワークに問題がある と考
えられます。 271 ページの 「 手順 6: 印刷ジ ョブが SGD サーバーに届いています
か。 」 に進みます。

■ 印刷ジ ョブがスプールディ レク ト リに存在しないですか。

UNIX または Linux システムの LPD 印刷の設定を調べます。たとえば、
/etc/hosts.equiv または /etc/hosts.lpd ファ イルに適切なエン ト リが存在
するこ と 、および /etc/hosts.equiv.deny などの .deny ファ イルが存在しな
いこ とを確認します。  

lpd デーモンが稼働し 、待機しているこ とを確認します。たとえば、次のコマン
ドを使用します。

も う一度印刷してみます。

手順 5: 印刷ジ ョブが Windows ターミナル サービスのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーか
ら送信されていますか。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上の印刷キューを調べます。 この方法に関するヘルプが必
要な場合は、使用しているシステムのマニュアルを参照して ください。

次の点を確認して ください。

■ 印刷ジ ョブがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーから送信されていますか。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD サーバーの間のネッ ト ワークに問題がある と考
えられます。 271 ページの 「 手順 6: 印刷ジ ョブが SGD サーバーに届いています
か。 」 に進みます。

■ 印刷ジ ョブがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーから送信されていますか。

SGD プリ ンタの設定を次のよ うに確認します。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーから  SGD サーバーに ping および telnet できるか
調べます。

■ イベン ト ログにエラーが記録されているかど うかを調べます。

# ps -ef | grep lpd
# netstat -a | grep printer
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■ コマンドプロンプ トから 、 lpr -s server -p tta_printer filename コマン
ドを使用して印刷します。 これが機能する場合、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上
のプリ ンタ ド ラ イバがインス トールされていないか、正し く設定されていない
ものと考えられます。

手順 6: 印刷ジ ョブが SGD サーバーに届いていますか。

SGD サーバー上の SGD 印刷スプールディ レク ト リ  /opt/tarantella/var/spool 
と  /opt/tarantella/var/print/queue を調べます。

次の点を確認して ください。

■ 印刷ジ ョブが SGD サーバーに存在しますか。

アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト内で完全修飾 DNS 名を使用しており 、名前解決が
正確に機能しているかど うかを調べます。

詳細については、印刷ログファ イルを調べます。 271 ページの 「 手順 7: 印刷ログ
ファ イルを調査しましたか。 」 に進みます。

■ 印刷ジ ョブが SGD サーバーに存在しないですか。

SGD サーバーの設定を次のよ うに確認します。

■ UNIX または Linux システムの LPD 印刷の設定を調べます。

たとえば、 /etc/hosts.equiv または /etc/hosts.lpd ファ イルに適切な
エン ト リが存在するこ と 、および /etc/hosts.equiv.deny などの .deny フ
ァ イルが存在しないこ とを確認します。

lpd デーモンが稼働し 、待機しているこ とを確認します。たとえば、次のコマ
ンドを使用します。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーから  SGD サーバーに ping および telnet できるか
調べます。

■ Windows ターミナル サービスを使用している場合は、 コマンドプロンプ ト を
表示し 、 lpr -s server -p tta_printer filename コマンドを使用して印刷
します。 これが機能する場合、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上のプリ ンタ ド ラ イ
バがインスト ールされていないか、 正しく 設定されていないものと 考えられます。

手順 7: 印刷ログファ イルを調査しましたか。

tarantella query コマンドを使用して、アレイ全体のログを調査できます。 ログ
ファ イルは、アレイ内の各 SGD サーバー上の /opt/tarantella/var/log に格納
されています。

# ps -ef | grep lpd
# netstat -a | grep printer
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印刷ログファ イルが空の場合、 「 ログフ ィルタ 」 を編集して、印刷メ ッセージのログ
を出力します。 Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 監視 」 タブに
移動し 、次のログフ ィルタを追加します。

ログにユーザー名マッピングに関する問題を示すメ ッセージが含まれている場合、
アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で共有アカウン ト を使用している可能性があ り ます。
266 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上でアカウン トが共有されていますか。 」
を参照して ください。

その他の印刷の問題の ト ラブルシューティング

こ こでは、 SGD を使用して印刷する場合に発生する一般的な問題について説明しま
す。 こ こで説明する内容は次のとおりです。

■ 272 ページの 「 プ リ ンタの設定に関する問題の解決 」

■ 274 ページの 「 SGD 印刷システムを無効にしても 、印刷ジ ョブがキューに格納さ
れる 」

■ 274 ページの 「 PDF 印刷でフォン トが正し く印刷されない場合 」

■ 275 ページの 「 Windows アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンのプ リ ンタ名を変更する 」

■ 275 ページの 「 SGD PDF プ リ ンタの名前を変更する 」

■ 276 ページの 「 Windows アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンで 「 _Default 」 とい う名前
のプリ ンタが表示される 」

プリ ンタの設定に関する問題の解決

ユーザーは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷する と きに、使用するプ リ ンタの
設定を変更できます。プ リ ンタの設定に関する一般的な問題を次に示します。  

■ 273 ページの 「 ク ラ イアン トプ リ ンタの現在の設定が無視される 」

■ 273 ページの 「 プ リ ンタ設定に加えた変更が適用されない 」

■ 273 ページの 「 プ リ ンタ設定が壊れている 」

■ 273 ページの 「 プ リ ンタを変更する とプ リ ンタ設定が失われる 」

■ 273 ページの 「 ローカルプリ ンタ設定が リモート  Windows アプ リ ケーシ ョ ンセッ
シ ョ ンで設定されない 」

■ 274 ページの 「 PDF 印刷を使用する と きにプ リ ンタ設定が無視される 」

server/printing/*:print%%PID%%.log
server/printing/*:print%%PID%%.jsl
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ク ラ イアン トプ リ ンタの現在の設定が無視される

はじめて定義したク ラ イアン トプ リ ンタの設定 ( 用紙サイズや印刷方向など ) には、
ク ラ イアン トプ リ ンタの現在の設定ではな く 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに設定され
ているそのプ リ ンタ ド ラ イバのデフォル ト値が適用されます。

ユーザーはアプリ ケーシ ョ ンサーバー上のプリ ンタ設定を変更でき 、変更した設定は
ク ラ イアン トデバイスを使ってそのプリ ンタに次回に接続する と使用されます。

プ リ ンタ設定に加えた変更が適用されない

デフォル トの用紙サイズなどのプ リ ンタ設定を変更しても 、次回の Windows アプ リ
ケーシ ョ ン実行時にその変更が適用されないこ とがあ り ます。

設定を変更しても 、その新しい設定はすぐにク ラ イアン トに送信されるわけではあ り
ません。プ リ ンタ設定を変更したと きには、数分経ってから  Windows アプ リ ケーシ
ョ ンからログアウ トする こ とをお勧めします。

プ リ ンタ設定が壊れている

多数のク ラ イアン トプ リ ンタが存在している場合、プ リ ンタ設定が壊れるこ とがあ り
ます。  

「 プ リ ンタ設定のキャ ッシュ 」 (--noprintprefs) 属性を使用して、 Windows ア
プ リ ケーシ ョ ンのプ リ ンタ設定の格納を無効にするには、次の手順を従います。

こ こで、 appname は Windows アプ リ ケーシ ョ ンの名前です。

プ リ ンタを変更する とプ リ ンタ設定が失われる

プリ ンタ設定はド ラ イバ名に直接関連付けられます。つま り 、使用するプ リ ンタを変
更する と きに、新しいプ リ ンタで別のド ラ イバ名を使用する場合には、プ リ ンタ設定
を再設定する必要があ り ます。

ローカルプ リ ンタ設定がリモート  Windows アプ リ ケーシ ョ ンセッ
シ ョ ンで設定されない

SGD を使用する と きに、 ローカルプ リ ンタのプ リ ンタ設定はリモート  Windows ア
プ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンのプ リ ンタには設定されません。ただし 、 Microsoft ター
ミナルサービスク ラ イアン ト を使用する と きには設定されます。

$ tarantella object edit --name appname --noprintprefs 1
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SGD では、 この機能はサポート されていません。

PDF 印刷を使用する と きにプ リ ンタ設定が無視される

Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスで PDF 印刷を使用する と きに、一部のプ
リ ンタ設定が Adobe Reader で無視されるこ とがあ り ます。

この問題は、 PDF 印刷に使用するプ リ ンタ ド ラ イバに、 ク ラ イアン トプ リ ンタで 利
用できない設定が含まれている場合に発生する可能性があ り ます。

印刷方向などの一部の設定は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンのプ リ ンタだ
けでな く 、 Adobe Reader の印刷ダイアログボッ クスでも設定する必要があ り ます。
Adobe Reader を設定すれば、設定が記憶されます。

SGD 印刷システムを無効にしても 、 印刷ジョ ブがキュー
に格納さ れる

tarantella print stop を実行して SGD 印刷システムを停止しても 、そのあと
でアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上の印刷キューに印刷ジ ョブがスプールされる場合があ
り ます。 これらの印刷ジ ョブは、 SGD 印刷システムを再起動するまで、印刷キュー
内に残り ます。

印刷ジ ョブがサブ ミ ッ ト されないよ うにするには、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上の 
SGD 印刷キューを手動で無効にします。

PDF 印刷でフォント が正し く 印刷さ れない場合

PDF 印刷を使用する と きに、印刷されるフォン トが予期したフォン トでないこ とが
あ り ます。  

PDF 印刷は、 Windows プ リ ンタ ド ラ イバ (Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷す
る場合 ) 、 Ghostscript 、および PDF ビューアの機能を 利 用して出力されます。 こ
のため、 これらのコンポーネン トのフォン ト設定をそれぞれ試みて、結果が改善され
るかど うかを確認するこ とをお勧めします。

TrueType フォン ト と  Windows アプ リ ケーシ ョ ン

Windows アプ リ ケーシ ョ ンからの印刷時にドキュ メン トに TrueType フォン トが含
まれている場合、 TrueType フォン トの代わりに、デバイスフォン ト と呼ばれるプ リ
ンタ独自のフォン トが使用されます。その結果、一部の文字が 「 空のボッ クス 」 ([]) 
と して印刷されるこ とがあ り ます。  
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この問題を解決するには、 TrueType フォン ト をダウンロード して印刷するよ うにプ
リ ンタを設定します。  

Windows アプ リ ケーシ ョ ンで 「 印刷 」 ダイアログを表示し 、 「 プロパティ 」 → 「 拡
張機能 」 を選択します。 「 グラフ ィ ッ ク 」 セクシ ョ ンで、 「 TrueType フォン ト 」 オ
プシ ョ ンを 「 ソフ ト  フォン ト と してダウンロード 」 に変更します。  

Windows アプリ ケーショ ンセッ ショ ンのプリ ンタ名を変
更する

Windows ターミナルサービスセッシ ョ ンで作成されるプ リ ンタ名は、 ク ラ イアン ト
デバイスプラ ッ ト フォームによって異な り ます。

UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのクライアン トデバイスの場合、
名前はそのク ラ イアン トデバイスで使用されているプ リ ンタ構成ファ イルに基づいて
決められます。詳細については、 257 ページの 「 UNIX 、 Linux 、および Mac OS X 
プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスへの印刷の設定 」 を参照して ください。  

Windows ク ラ イアン トデバイスの場合、名前はプ リ ンタ ド ラ イバに基づいて決めら
れます。

PDF 印刷を使用している場合は、 PDF プ リ ンタの名前を修正できます。 275 ページ
の 「 SGD PDF プ リ ンタの名前を変更する 」 を参照して ください。

SGD PDF プリ ンタの名前を変更する

SGD PDF プリ ンタの名前は設定可能です。 これらの名前は次のよ うに修正できます。

すべてのユーザーの PDF プリ ンタ名を変更するには、次のコマンドを使用します。

組織オブジェク ト 、組織単位オブジェク ト 、 またはユーザープロファ イルオブジェク
トの PDF プ リ ンタ名を変更するには、そのオブジェク トが親オブジェク トの印刷設
定内容を上書きするよ うに設定されているこ と も必要にな り ます。次のコマンドを使
用します。

$ tarantella config edit \
--printing-pdfprinter name --printing-pdfviewer name

$ tarantella object edit --name object \
--userprintingconfig true --pdfprinter name --pdfviewer name
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Windows アプリ ケーショ ンセッ ショ ンで「 _Default 」
と いう 名前のプリ ンタが表示さ れる

ユーザーが UNIX 、 Linux 、 または Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデ
バイスから  Windows アプ リ ケーシ ョ ンにアクセスした場合、 Windows アプ リ ケー
シ ョ ンセッシ ョ ンに 「 _Default 」 とい う名前のプ リ ンタが表示されるこ とがあ り ま
す。 ク ラ イアン トプ リ ンタの名前が異なっていた り 、 ク ラ イアン トプ リ ンタが存在し
ない場合、 これはユーザーにとって紛らわしいものです。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷する と きは、プ リ ンタ ド ラ イバ名と印刷ジ ョブ
を関連付けるために printerinfo.txt ファ イルが使用されますが、そのデフォル
ト設定が原因でこのよ う な状態にな り ます。

プ リ ンタ名を修正するには、 printerinfo.txt ファ イルを編集します。

「 _Default 」 のプ リ ンタ名を削除するには、 printerinfo.txt ファ イルから  
Åu_DefaultÅv のエン ト リ を削除します。

printerinfo.txt ファ イルの詳細については、 257 ページの 「 UNIX 、 Linux 、
および Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスへの印刷の設定 」 を参照
して ください。

ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング
クライアン ト ド ライブマッピング (CDM) を使用する と 、 SGD ユーザーは、 UNIX 、
Linux 、 または Microsoft Windows プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
で実行中のアプリ ケーシ ョ ンから 、 ク ラ イアン トデバイスのド ラ イブにアクセスでき
るよ うにな り ます。

こ こでは、 SGD ユーザー用に CDM を設定する方法について説明します。 また、
SGD で CDM を使用している場合に発生する一般的な問題とその解決方法に関する
ヒ ン ト も説明します。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 276 ページの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピングの設定 」

■ 286 ページの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピングの ト ラブルシューティ ング 」

■ 294 ページの 「 CDM のログ出力 」

ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピングの設定

CDM の設定には、次の設定手順が必要です。
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1. アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを  CDM 用に設定します。

■ 277 ページの 「 UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサー
バーを CDM 用に設定する 」 を参照して ください。

SGD 拡張モジュールがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにインス トールされている必
要があ り ます。

■ 280 ページの 「 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを CDM 用に設
定する 」 を参照して ください。

2. SGD の CDM サービスを有効にします。

■ 280 ページの 「 SGD の CDM サービスを有効にする 」 を参照して ください。

3. SGD からのアクセスをユーザーに許可する ド ラ イブを設定します。

■ 282 ページの 「 ユーザーが使用可能なク ラ イアン ト ド ラ イブを設定する 」 を参
照して ください。

UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーを  CDM 用に設定する

UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを  CDM 用に設定
するには、次の手順が必要です。

1. UNIX および Linux プラ ッ ト フォーム対応 SGD 拡張モジュールをインス トールし
ます。

拡張モジュールをインス トールする方法の詳細については、 Oracle Secure Global 
Desktop 4.6 インス トールガイ ドを参照して ください。  

『 』 で、 SGD 拡張モジュールでサポート されているプラ ッ ト フォームについて説
明されています。

2. CDM に使用する  Network File System (NFS) 共有を設定します。

277 ページの 「 CDM 用の NFS 共有を設定する 」 を参照して ください。

3. アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの CDM プロセスを起動します。

279 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの CDM プロセスを起動する 」 を参照し
て ください。

CDM 用の NFS 共有を設定する

CDM 用の NFS 共有を設定するには、次の手順が必要です。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上の共有ディ レク ト リ を設定する

■ UNIX プラ ッ ト フォームでのク ラ イアン ト ド ラ イブの表示方法を設定する
第 5 章  クライアン トデバイスのサポート 277



アプリ ケーショ ンサーバー上の共有ディ レク ト リ を設定
する

NFS サーバーがアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上にインス トールされ、稼働している必
要があ り ます。 NFS サーバーは、 CDM に使用するディ レク ト リ を共有 ( エクスポ
ート ) する必要があ り ます。デフォルト では、 このディ レク ト リは /smb です。 この
ディ レク ト リ を手動で作成およびエクスポートする必要があ り ます。  

CDM の設定ファ イル /opt/tta_tem/etc/client.prf で代替 NFS 共有を指定で
きます。共有の名前を反映するよ うに [nfsserver/mount/mountpoint=
{(/smb)}] の設定を編集します。

localhost から  NFS 共有にアクセス可能であ り 、ユーザーがこの共有への読み取り /
書き込みアクセス権を保持している必要があ り ます。 NFS サーバーの設定方法およ
びディ レク ト リのエクスポート方法の詳細については、使用しているシステムのマニ
ュアルを参照して ください。

UNIX プラ ッ ト フォームでのク ラ イアント ド ラ イブの表
示方法を設定する

CDM を使用可能にする と 、ユーザーのク ラ イアン ト ド ラ イブまたはファ イルシステ
ムが、デフォル トでユーザーのホームディ レク ト リの My SGD Drives ディ レク ト
リ内で使用可能にな り ます。 My SGD Drives ディ レク ト リは、 CDM に使用され
る  NFS 共有へのシンボ リ ッ ク リ ンクです。

シンボ リ ッ ク リ ンクの名前および場所を設定するには、次のよ うに CDM 設定ファ イ
ル /opt/tta_tem/etc/client.prf に設定を追加します。

■ シンボ リ ッ ク リ ンクの名前。 これは、次の設定を使用して設定されます。

[nfsserver/user/symlinkname={(symlink)}]

デフォル ト設定は My SGD Drives です。

たとえば、シンボ リ ッ ク リ ンクの名前を  Client Shares に変更するには、次の
行を設定ファ イルに追加します。

■ シンボ リ ッ ク リ ンクを作成するディ レク ト リ 。 これは、次の設定を使用して設定
されます。

[nfsserver/user/symlinkdir={(dir)}]

デフォル ト設定は $HOME です。

[nfsserver/user/symlinkname={(Client Shares)}]
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たとえば、 /tmp ディ レク ト リ内にシンボ リ ッ ク リ ンクを作成するには、次の行
を設定ファ イルに追加します。

環境変数を使用してディレク ト リ を指定するこ と もできます。使用可能な変数は、
nfsserver/user/envvars の設定で制御します。

たとえば、 /tmp/username ディレク ト リ内にシンボ リ ッ ク リ ンクを作成するには、
次の行を設定ファ イルに追加します。

■ シンボ リ ッ ク リ ンクを作成するディ レク ト リ を指定するための環境変数。 これら
は、次の設定を使用して設定されます。

[nfsserver/user/envvars={(var)...}]

デフォル ト設定は (USER)(HOME)(LOGNAME) ÇÝÇ²ÅB

各変数を括弧で囲みます。変数名の前のドル記号 ($) は含めません。

デフォル トの変数は、 リ ス ト内の変数で置換されます。

たとえば、 HOME 、 USER 、 DISPLAY 、および TMPDIR 変数を使用可能にするに
は、次の行を設定ファ イルに追加します。

CDM 設定ファ イルを変更したあとは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの CDM プロセス
を再起動する必要があ り ます。 この方法の詳細については、 279 ページの 「 アプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーの CDM プロセスを起動する 」 を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの CDM プロセスを起
動する

アプリ ケーシ ョ ンサーバーの CDM プロセスを起動するには、 スーパーユーザー 
(root) と してログインし 、次のコマンドを使用します。

[nfsserver/user/symlinkdir={(/tmp)}]

[nfsserver/user/symlinkdir={(/tmp/$USER)}]

[nfsserver/user/envvars={(HOME)(USER)(DISPLAY)(TMPDIR)}]

# /opt/tta_tem/bin/tem stopcdm
# /opt/tta_tem/bin/tem startcdm
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Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを  
CDM 用に設定する

CDM で Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを使用するには、アプ リ ケー
シ ョ ンサーバーでド ラ イブの リ ダイレク ト を有効にする必要があ り ます。 ド ラ イブの
リ ダイレク トは、デフォル トで有効になっています。

SGD の CDM サービスを有効にする

こ こでは、 SGD サーバーのアレイ用の CDM サービスを有効にする方法について説
明します。  

CDM は、 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で実行されるアプ リ ケー
シ ョ ン (Windows CDM) と  UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ン
サーバー上で実行されるアプ リ ケーシ ョ ン  (UNIX プラ ッ ト フォーム CDM) でそれぞ
れ有効にするこ とができます。

デフォル トでは、 Windows CDM と  UNIX プラ ッ ト フォーム CDM は無効になって
います。

デフォル トでは、 SGD ホス トで UNIX プラ ッ ト フォーム CDM を使用しつつ、
Server Message Block (SMB) サービス  (Samba など ) を実行するこ とはできません。
SGD ホス トで UNIX プラ ッ ト フォーム CDM を使用しつつ、 SMB サービスを実行す
る場合に必要な設定については、 281 ページの 「 UNIX プラ ッ ト フォーム CDM を
別の SMB サービス と と もに実行する 」 を参照して ください。

CDM サービスを有効にする と 、動的なド ラ イブマッピングを有効または無効にする
こ と もできます。 この機能によ り 、ユーザーセッシ ョ ン中に、 USB メモ リースティ
ッ クなどの取り外し可能ド ラ イブの 「 ホッ トプラグ 」 がサポート されます。 SGD ア
レイの動的なド ラ イブマッピングは、デフォルト では有効になっています。

▼ SGD Client のド ラ イブマッ ピングサービスを有効にする
方法

CDM に対する変更が反映されるのは、新規ユーザーセッシ ョ ンだけです。ユーザー
は、 SGD からログアウ ト し 、再度ログインしてク ラ イアン トデバイスのド ラ イブに
アクセスする必要がある場合があ り ます。

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデバイス 」
タブを表示します。

2. ( 省略可能 ) Windows CDM を有効にします。

「 Windows ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。
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3. ( 省略可能 ) UNIX プラ ッ ト フォーム CDM を有効にします。

a. 「 Unix ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

b. アレイ内の各サーバーで、 UNIX プラ ッ ト フォーム  CDM サービスを起動しま
す。

アレイ内のすべての SGD サーバーを再起動するか、 またはアレイ内の SGD サ
ーバーごとに tarantella start cdm コマンドを使用します。

SGD サーバーを再起動する場合は、 SGD サーバーにログインしているユーザ
ーがいないこ と 、および中断しているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンも含め、
SGD サーバー上で実行されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンがないこ とを確
認して ください。

4. ( 省略可能 ) 動的なド ラ イブマッピングを有効にします。

SGD アレイの動的なド ライブマッピングは、デフォルトでは有効になっています。

「 動的なド ラ イブマッピング 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

UNIX プラ ッ ト フォーム CDM を別の SMB サービ
ス と と もに実行する

デフォルトのインス トールでは、 SGD ホス トで UNIX プラ ッ ト フォーム CDM を使
用しつつ、別の SMB サービス  (Samba など ) を実行するこ とはできません。 これは、
両方が TCP (Transmission Control Protocol) ポート  139 を使用するためです。 UNIX 
および Linux プラ ッ ト フォームアプ リ ケーシ ョ ン用の CDM を使用するには、ほかの 
SMB サーバーを使用不能にするか、 または複数のサービスが TCP ポート  139 を使用
できるよ うにホス ト を設定する必要があ り ます。  

複数のサービスが TCP ポート  139 を使用できるよ うにするには、 SGD ホス トに複数
の IP (Internet Protocol) アドレスを設定する必要があ り ます。それには、別のネッ ト
ワーク インタフェースカード  (NIC) を取り付けるか、 IP エイ リ アスを使って 1 つの 
NIC に複数の IP アドレスを割り当てます。 これについては、 281 ページの 「 UNIX 
プラ ッ ト フォーム CDM と別の SMB サービスを同一ホス ト上で実行する方法 」 で説
明されています。

▼ UNIX プラ ッ ト フォーム  CDM と 別の  SMB サービスを
同一ホスト 上で実行する方法

この手順を 、 SMB サービスも有効になっている各 SGD サーバーで繰り返します。

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および中断しているアプ
リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンも含め、 SGD サーバー上で実行されているアプ リ ケーシ ョ
ンセッシ ョ ンがないこ とを確認して ください。
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1. SGD サーバーを停止し 、 CDM に割り当てる  IP アドレスを設定します。  

次のコマンドを使用します。

ip-address のデフォル ト設定は * であ り 、すべてのインタフェースにアドレスが割
り当てられます。各 IP アドレスは空白文字で区切り ます。

2. IP アドレスを設定したら 、 SGD サーバーを起動します。

3. 別の SMB サービスには異なる  IP アドレスを割り当てます。

ユーザーが使用可能なク ラ イアン ト ド ラ イブを設
定する

ユーザープロファ イル、組織単位、および組織オブジェク トの 「 ク ラ イアン トデバイ
ス 」 タブの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 属性を使って、ユーザーにアクセス
を許可するク ラ イアン ト ド ラ イブを設定します。 CDM では、継承が使用されます。
ク ラ イアン ト ド ラ イブへのアクセスは、組織レベルで定義します。 これは組織単位レ
ベルまたはユーザープロファ イルレベルで変更できます。デフォル トでは、ユーザー
にはすべてのド ラ イブに対する読み取り / 書き込みアクセス権が付与されます。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンの場合は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの
「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 属性を使用し
て、アプ リ ケーシ ョ ン固有のク ラ イアン ト ド ラ イブアクセスを設定できます。 この設
定は、組織オブジェク ト 、組織単位オブジェク ト 、 またはユーザープロファ イルオブ
ジェク トに設定されているどの CDM 設定よ り も優先されます。 Windows アプ リ ケ
ーシ ョ ンオブジェク トの CDM を設定する際の優先順位は、 Windows アプ リ ケーシ
ョ ン → ユーザープロファ イル → 組織単位 → 組織とな り ます。

ユーザーが Windows ク ラ イアン トデバイスから  SGD サーバーにログインする と 、 ク
ラ イアン トデバイスのド ラ イブについての情報が収集されます。使用可能なド ラ イブ
ごとに、ユーザープロファ イルの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 属性が確認さ
れます。一致するク ラ イアン ト ド ラ イブが設定されていない場合、親の組織単位の 「
ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 属性が検査され、それでも一致するク ラ イアン ト
ド ラ イブが見つからない場合には、同様に組織階層が組織オブジェク ト まで検査され
ます。

一致が見つかる と 、関連付けられたアクセス権がそのド ラ イブに付与されます。マッ
プされたク ラ イアン ト ド ラ イブのアクセス権は、 ド ラ イブ名のあとの括弧内に示され
ます。 (rw) は読み取り / 書き込みアクセス権を意味し 、 (ro) は読み取り専用アク
セス権を意味します。

# tarantella config edit \
--tarantella-config-cdm-externalnbtaddress ip-address ...
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組織レベル内のレベルごとに、多数のド ラ イブマッピング指定を設定します。 これら
はそれぞれ、 ク ラ イアン ト ド ラ イブの文字とそのド ラ イブに対するアクセス権を示し
ます。たとえば、 ク ラ イアン ト ド ラ イブ A に対する読み取り / 書き込みアクセス権
をユーザーに付与するこ とを指定できます。 リ ス ト内で 初に一致したエン ト リが使
用されます。 ド ラ イブ A や B などの固有の設定が、たとえば 「 すべてのド ラ イブ 」
など一般性の高い設定よ り も前に表示されるよ うにします。

UNIX 、 Linux 、 または Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスから  
SGD サーバーにログインする と 、 SGD Client は、 ローカルの設定ファ イルを使用し
て、 ク ラ イアン ト ファ イルシステムへのアクセスを設定します。詳細については、
283 ページの 「 UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン ト
デバイスで使用できるよ うにド ラ イブを設定する 」 を参照して ください。

注 - ク ラ イアン ト ド ラ イブ設定に対する変更が反映されるのは、新規ユーザーセッシ
ョ ンだけです。

UNIX 、 Linux 、 および Mac OS X プラ ッ ト フォームの
ク ラ イアント デバイスで使用できるよ う にド ラ イブを設
定する

デフォルトでは、 UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イア
ン トデバイスのユーザーは、ホームディ レク ト リへのアクセス権を保持します。ホー
ムディ レク ト リは、 My Home とい う名前のド ラ イブにマッピングされます。

ユーザーは、 $HOME/.tarantella/native-cdm-config 設定ファ イルを編集す
るこ とで、 ク ラ イアン ト ファ イルシステムのどの部分にアプ リ ケーシ ョ ンからアクセ
スできるかを設定できます。 このファ イルは、 SGD Client のインス トール時に自動
的に作成されます。 このファ イルには、マッピングされたド ラ イブの作成方法に関す
るユーザー向けの詳細な手順が含まれています。

この設定ファ イルの [CDM] セクシ ョ ンには、 <path> <type> <label> の形式の
エン ト リが含まれます。各表記の意味は次のとおりです。

■ <path> は、 ク ラ イアン ト ファ イルシステムの絶対パス名です。

■ <type> は、 fixed 、 floppy 、 cdrom 、 remote 、 または removable です。

■ <label> は、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンで使用される名前です。

ド ラ イブごとに改行し 、 フ ィールド間は空白かタブで区切り ます。空白やタブを含む 
<path> フ ィールド または <label> フ ィールドは、引用符で囲みます。

<path> フ ィールド と  <label> フ ィールドでは、環境変数を使用できます。それら
はドル記号 ($) で区切り ます。 リ テラルの $ を使用するには、それをも う  1 つの $ で
エスケープします。
第 5 章  クライアン トデバイスのサポート 283



設定ファ イルの例を 、次に示します。

注 - native-cdm-config 設定ファ イルに対する変更が反映されるのは、新規ユー
ザーセッシ ョ ンだけです。

マップされたク ラ イアン ト ド ラ イブのアクセス権は、 ド ラ イブ名のあとの括弧内に示
されます。 (rw) は読み取り / 書き込みアクセス権を意味し 、 (ro) は読み取り専用
アクセス権を意味します。

ユーザーに対するド ラ イブの可用性の設定例

次の例は、 Indigo Insurance 組織内のすべてのユーザーのすべてのク ラ イアン ト ド ラ
イブに対するアクセスを無効にする方法を示しています。組織内の 1 ユーザー、
Ruby Port のみが、 Windows コンピュータ上のフロ ッピード ラ イブへのアクセスを
許可されます。

Administration Console で、 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブに移動し 、 o=Indigo 
Insurance 組織オブジェク トの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 テーブルを表
示します。 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 テーブルで、 「 すべてのド ラ イブ 」
の横にあるチェ ッ クボッ クスを選択します。 「 編集 」 ボタンをク リ ッ ク し 、 「 アクセ
ス権 」 を 「 なし 」 に設定します。 これによ り 、すべてのク ラ イアン ト ド ラ イブに対す
るアクセスが無効にな り ます。

Administration Console で、 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブに移動し 、 Ruby Port 
ユーザープロファ イルオブジェク トの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 テーブル
を表示します。 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 テーブルで、 「 新規 」 ボタンを
ク リ ッ ク し 、次の設定を設定します。

■ 「 ク ラ イアン トデバイス  ド ラ イブ 」 。 Ruby のフロ ッピード ラ イブのド ラ イブ文
字である 「 A: 」 、 または 「 R/W リ ムーバブル 」 を選択します。 「 R/W リ ムー
バブル 」 は、 フロ ッピード ラ イブなど 、すべての読み取り / 書き込み可能な取り
外し可能ド ラ イブに一致します。

■ 「 アクセス権 」 。 「 読み取り / 書き込み 」 を選択します。 これによ り 、 Ruby はフ
ロ ッピーディ スクが書き込み保護されていないかぎ り 、 ド ラ イブに対するフルア
クセス権を持ちます。

これによ り 、 Ruby は Windows コンピュータ上のフロ ッピード ラ イブに対するフル
アクセス権を持ちます。

[CDM]
$HOME$ fixed "My Home"
/tmp/$USER$ fixed Temp
"/mnt/win/My Documents" fixed "My Local Documents"
...
[/CDM]
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取り 外し可能ド ラ イブを検出する

ユーザーが USB (Universal Serial Bus) メモ リースティ ッ クなどの取り外し可能ド ラ
イブを接続する と 、 SGD はそのデバイスを自動的に検出し 、マウン ト します。 この
機能は動的なド ラ イブマッピングと呼ばれます。  

SGD アレイの動的なド ラ イブマッピングは、デフォル トでは有効になっています。

動的なド ラ イブマッピングを使用するには、 Windows CDM または UNIX プラ ッ ト
フォーム  CDM のいずれかを有効にする必要があ り ます。

ハード ウェア抽象レイ ヤ ー (Hardware Abstraction Layer 、 HAL) が使用されない 
UNIX および Linux プラ ッ ト フォームク ラ イアン トデバイスでは、 SGD は 
$HOME/.tarantella/native-cdm-config 設定ファ イルの [DYNAMICSTORAGE] 
セクシ ョ ンに一覧表示されている場所を監視するこ とによって 、取り外し可能ド ラ イ
ブを探します。 ク ラ イアン トプラ ッ ト フォームに応じて、次のデフォル トのシステム
の場所がこのファ イルの [DYNAMICSTORAGE] セクシ ョ ンに一覧表示されます。

[DYNAMICSTORAGE] セクシ ョ ンに 1 つ以上のエン ト リ を追加するこ とによって 、
追加で監視するディ レク ト リ を指定できます。たとえば、次のエン ト リによ り 、
SGD は、 ク ラ イアン トプラ ッ ト フォームのデフォル トの場所に加えて、取り外し可
能ド ラ イブの /opt ディ レク ト リ を監視するよ うにな り ます。

Mac OS X ク ラ イアン トデバイスで、仮想ド ラ イブ (.dmg ファ イル ) は動的なド ラ イ
ブと して検出されません。

クライアン ト プ

ラ ッ ト フォーム ロケーシ ョ ン タイプ

Linux /media removable

Solaris OS /rmdsk 
/cdrom

removable

cdrom

Sun Ray ${DTDEVROOT}/mnt removable 

Mac OS X /Volumes removable 

[DYNAMICSTORAGE]
...
/opt removable
[/DYNAMICSTORAGE]
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ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピングの ト ラブルシュ
ーティ ング

SGD で CDM を使用している場合に発生する一般的な問題を次に示します。

■ 286 ページの 「 UNIX プラ ッ ト フォーム CDM で、ユーザーのセッシ ョ ン内でク ラ
イアン ト ド ラ イブがマッピングされていない場合、 またはド ラ イブの数が予想よ
り少ない場合 」

■ 290 ページの 「 Windows CDM で、ユーザーのセッシ ョ ン内でク ラ イアン ト ド ラ
イブがマッピングされていない場合、 またはド ラ イブの数が予想よ り少ない場合
」

■ 292 ページの 「 ユーザーセッシ ョ ン中に取り外し可能ド ラ イブが自動的に検出され
ない 」

■ 292 ページの 「 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上の無効なパスワ
ードのエラー 」

■ 293 ページの 「 予想よ り も多くのク ラ イアン ト ド ラ イブがマッピングされている場
合 」

■ 293 ページの 「 「 ごみ箱 」 が予想どおりに機能しない場合 」

■ 294 ページの 「 マッピングされたド ラ イブが一般的でない名前を持つ場合 」

■ 294 ページの 「 共用ユーザーに対する  CDM の制限事項 」

■ 294 ページの 「 ク ラ イアン トデバイスの CDM を無効にする 」

■ 294 ページの 「 CDM のログ出力 」

UNIX プラ ッ ト フォーム  CDM で、 ユーザーのセッ ショ ン
内でク ラ イアント ド ラ イブがマッ ピングさ れていない場
合、 またはド ラ イブの数が予想より 少ない場合

次のチェッ ク リ ス ト を使用して、 この問題を解決して ください。

SGD 拡張モジュールがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにインス トールされていますか。

SGD を使用して表示された UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ
ンから ク ラ イアン ト ド ラ イブにアクセスするには、 SGD 拡張モジュールがアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーにインス トールされている必要があ り ます。

『 』 で、 SGD 拡張モジュールでサポート されているプラ ッ ト フォームについて説明
されています。

UNIX プラ ッ ト フォーム CDM が有効になっていますか。
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Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブ
に移動し 、 「 Unix ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 チェ ッ クボッ クスが選択され
ているこ とを確認して ください。

アレイ内のすべての SGD サーバーを再起動した場合にのみ、 UNIX プラ ッ ト フォー
ム CDM サービスが使用可能にな り ます。アレイを再起動せずに、手動で CDM サー
ビスを開始するには、アレイのすべてのメンバーで tarantella start cdm コマ
ンドを実行します。

ユーザーのク ラ イアン ト ド ラ イブが正し く設定されていますか。

組織オブジェク ト 、組織単位オブジェク ト 、およびユーザープロファ イルオブジェク
トの 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 属性によ
り 、各ユーザーがアクセスできる ク ラ イアン ト ド ラ イブが決ま り ます。ユーザーがア
クセスできる ク ラ イアン ト ド ラ イブがないよ うに設定されている可能性があ り ます。
組織階層内の先祖の組織単位を忘れずに検査します。 CDM の設定内容は継承される
ので、 1 つの設定を変更するこ とによ り多数のユーザーがアクセスできるよ うにする
こ とができます。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンの場合は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの
「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 属性を使用し
て、アプ リ ケーシ ョ ン固有のク ラ イアン ト ド ラ イブアクセスを設定できます。 この設
定は、組織オブジェク ト 、組織単位オブジェク ト 、 またはユーザープロファ イルオブ
ジェク トに設定されているどの CDM 設定よ り も優先されるこ とに留意してください。

UNIX 、 Linux 、 または Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスのユー
ザーの場合は、ユーザーの $HOME/.tarantella/native-cdm-config ファ イル
が存在しており 、含まれるエン ト リが有効であるこ とを確認します。 このファ イルが
存在しない場合は、ユーザーが次回 SGD にログインしたと きに、デフォルトのバー
ジ ョ ンが自動的に作成されます。

UNIX プラ ッ ト フォーム CDM プロセスが稼働していますか。

SGD がインス トールされているホス ト上で、次のコマンドを使用します。

UNIX プラ ッ ト フォーム CDM プロセスが稼働している場合は、 ttacdmd とい う名
前のプロセスが少な く と も  2 つ存在します。  

ド ラ イブマッピングプロセスが存在しない場合は、次のコマンドを使用します。

出力を調べて、 メ ッセージがないか確認します。

# ps -ef | grep ttacdmd

# grep cdm /opt/tarantella/var/log/*
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UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの場合は、次のコ
マンドを使用して CDM プロセスが稼働しているこ とを確認します。

CDM プロセスが稼働していない場合は、次のコマンドを使用します。

CDM プロセスの起動によ り  ÅuFailed to mount /smbÅv などのエラーが発生し
た場合は、 NFS サーバーが稼働しており 、 CDM に使用するディ レク ト リが正し く
エクスポート されているこ とを確認します。  

別のサービスがポート  4242 を使用していないかど うかを確認します。別のサービス
がこのポート を使用している場合は、 /opt/tta_tem/etc/client.prf ファ イル
を編集して [nfsserver/mount/port={(4242)}] 行のポート番号を変更し 、
CDM プロセスを再起動します。

プロキシサーバーを使用していますか。

アクテ ィ ビティーが何も行なわれない接続については、プロキシサーバーが一定時間
の経過後にその接続を停止します。

SGD は、 ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバーの間の接続を開いたままにするため
に、デフォル トでは 100 秒ごとに keepalive パケッ ト を送信します。 この接続は 
CDM に使用されます。 keepalive パケッ トの送信頻度を上げてみてください。

11 ページの 「 プロキシサーバーのタイムアウ ト 」 も参照して ください。

SGD 拡張モジュールと  SGD サーバーのバージ ョ ン番号が一致していますか。

SGD がインス トールされているホス ト上で、次のコマンドを実行します。

バージ ョ ン番号を書き留めます。

UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で、次のコマン
ドを実行します。

他のサービスが TCP ポート  139 を使用していますか。

UNIX プラ ッ ト フォーム CDM サービスは、 SMB サービスで使用される  TCP ポート  
139 にバインドする必要があ り ます。 このポートは、たとえば Samba などの製品に
よって、すでに使用されているこ とがあ り ます。

# /opt/tta_tem/bin/tem status

# /opt/tta_tem/bin/tem startcdm

$ tarantella version

$ /opt/tta_tem/bin/tem version
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ほかのプロセスがポート  139 を使用しているかど うかを確認するには、 SGD サーバ
ーを停止してから 、 SGD がインス トールされているホス ト上で次のコマンドを実行
します。

UNIX プラ ッ ト フォーム CDM サービスを確実に使用できるよ うにするには、 TCP 
ポート  139 にバインド されている他の製品を停止してから 、 SGD サーバーを再起動
します。

281 ページの 「 UNIX プラ ッ ト フォーム CDM と別の SMB サービスを同一ホス ト上
で実行する方法 」 の手順に従って ください。

すべてのク ラ イアン ト ド ラ イブが見つかり ましたか。

Windows ク ラ イアン トデバイスの場合は、 SGD Client に、検出されたド ラ イブに
関する情報が表示されます。システム ト レイアイコンをマウスの右ボタンでク リ ッ ク
して 、 「 接続情報 」 を選択します。

UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスの場合は、 この情報が 
SGD Client ログファ イルに書き込まれます。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスのユーザーの場合は、
ユーザーの $HOME/.tarantella/native-cdm-config ファ イルが存在しており
、含まれるエン ト リが有効であるこ とを確認します。 ク ラ イアン ト ド ラ イブが自動的
に検出されない場合は、 このファ イルの [CDM] セクシ ョ ンにエン ト リ を追加して、
ド ラ イブをマウン トする場所を指定します。

ログにエラーが記録されていませんか。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの 
/opt/tta_tem/var/log ディ レク ト リ内にある  clerr.log および clPID.log フ
ァ イルで、 ド ラ イブマッピングエラーをすべて調べます。

294 ページの 「 CDM のログ出力 」 も参照して ください。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD サーバー
間のド ラ イブマッピング接続は機能していますか。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーでは、 ド ラ イブマ
ッピングエラーは /opt/tta_tem/var/log ディ レク ト リ内の clerr.log および 
clPID.log ファ イルに報告されます。 295 ページの 「 UNIX または Linux プラ ッ ト
フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー用の CDM 診断 」 も参照して ください。

$ netstat -an | grep 139
$ grep 139 /etc/xinetd.conf
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Windows CDM で、 ユーザーのセッ ショ ン内でク ラ イア
ント ド ラ イブがマッ ピングさ れていない場合、 またはド
ラ イブの数が予想より 少ない場合

次のチェッ ク リ ス ト を使用して、 この問題を解決して ください。

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーでド ラ イブの リ ダイレク ト が有効に
なっていますか。

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーでは、 ド ラ イブの リ ダイレク トがデフ
ォル トで有効になっています。

SGD を使用して表示された Windows アプ リ ケーシ ョ ンから ク ラ イアン ト ド ラ イブ
にアクセスするために、 SGD 拡張モジュールがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにインス
トールされている必要はあ り ません。

Windows CDM が有効になっていますか。

Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブ
に移動し 、 「 Windows ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 チェ ッ クボッ クスが選択
されているこ とを確認して ください。

ユーザーのク ラ イアン ト ド ラ イブが正し く設定されていますか。

組織オブジェク ト 、組織単位オブジェク ト 、およびユーザープロファ イルオブジェク
トの 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 属性によ
り 、各ユーザーがアクセスできる ク ラ イアン ト ド ラ イブが決ま り ます。ユーザーがア
クセスできる ク ラ イアン ト ド ラ イブがないよ うに設定されている可能性があ り ます。
組織階層内の先祖の組織単位を忘れずに検査します。 CDM の設定内容は継承される
ので、 1 つの設定を変更するこ とによ り多数のユーザーがアクセスできるよ うにする
こ とができます。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンの場合は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの
「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 属性を使用し
て、アプ リ ケーシ ョ ン固有のク ラ イアン ト ド ラ イブアクセスを設定できます。 この設
定は、組織オブジェク ト 、組織単位オブジェク ト 、 またはユーザープロファ イルオブ
ジェク トに設定されているどの CDM 設定よ り も優先されるこ とに留意してください。

UNIX 、 Linux 、 または Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスのユー
ザーの場合は、ユーザーの $HOME/.tarantella/native-cdm-config ファ イル
が存在しており 、含まれるエン ト リが有効であるこ とを確認します。 このファ イルが
存在しない場合は、ユーザーが次回 SGD にログインしたと きに、デフォルトのバー
ジ ョ ンが自動的に作成されます。

Windows CDM プロセスが稼働していますか。
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Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで、 Terminal Services Manager を使
用してユーザーの RDP セッシ ョ ンがある こ とを確認します。

プロキシサーバーを使用していますか。

アクテ ィ ビテ ィーが何も行なわれない接続については、プロキシサーバーが一定時間
の経過後にその接続を停止します。

SGD は、 ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバーの間の接続を開いたままにするため
に、デフォル トでは 100 秒ごとに keepalive パケッ ト を送信します。 この接続は 
CDM に使用されます。 keepalive パケッ トの送信頻度を上げてみてください。

11 ページの 「 プロキシサーバーのタイムアウ ト 」 も参照して ください。

すべてのク ラ イアン ト ド ラ イブが見つかり ましたか。

Windows ク ラ イアン トデバイスの場合は、 SGD Client に、検出されたド ラ イブに
関する情報が表示されます。システム ト レイアイコンをマウスの右ボタンでク リ ッ ク
して 、 「 接続情報 」 を選択します。

UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスの場合は、 この情報が 
SGD Client ログファ イルに書き込まれます。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスのユーザーの場合は、
ユーザーの $HOME/.tarantella/native-cdm-config ファイルが存在しており 、
含まれるエン ト リが有効であるこ とを確認します。 ク ラ イアン ト ド ラ イブが自動的に
検出されない場合は、 このファ イルの [CDM] セクシ ョ ンにエン ト リ を追加して、 ド
ラ イブをマウン トする場所を指定します。

ログにエラーが記録されていませんか。

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で Windows イベン ト  ビューアを
調べて、 ド ラ イブマッピングエラーがないか確認します。

294 ページの 「 CDM のログ出力 」 も参照して ください。

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD サーバー間のド ラ イブマッ
ピング接続は機能していますか。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD サーバー間のド ラ イブマッピング接続が機能して
いるかど うかを確認するには、 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの 
Terminal Services Manager を使用して、ユーザーの RDP セッシ ョ ンがあるこ とを確
認します。 295 ページの 「 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバー用の CDM 
診断 」 も参照して ください。
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ユーザーセッ ショ ン中に取り 外し可能ド ラ イブが自動的
に検出さ れない

SGD アレイの動的なド ラ イブマッピングが有効になっているこ とを確認します。

デフォル トでは、動的なド ラ イブマッピングは有効になっています。

動的なド ラ イブマッピングを使用するには、アレイで CDM が有効になっている必要
があ り ます。 Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデ
バイス 」 タブに移動し 、 Windows ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピングまたは Unix ク
ラ イアン ト ド ラ イブマッピングが有効になっているこ とを確認します。

組織オブジェク ト 、組織単位オブジェク ト 、およびユーザープロファ イルオブジェク
トの 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 属性によ
り 、各ユーザーがアクセスできる ク ラ イアン ト ド ラ イブが決ま り ます。ユーザーがア
クセスできる ク ラ イアン ト ド ラ イブがないよ うに設定されている可能性があ り ます。
組織階層内の先祖の組織単位を忘れずに検査します。 CDM の設定内容は継承される
ので、 1 つの設定を変更するこ とによ り多数のユーザーがアクセスできるよ うにする
こ とができます。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンの場合は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの
「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 属性を使用し
て、アプ リ ケーシ ョ ン固有のク ラ イアン ト ド ラ イブアクセスを設定できます。 この設
定は、組織オブジェク ト 、組織単位オブジェク ト 、 またはユーザープロファ イルオブ
ジェク トに設定されているどの CDM 設定よ り も優先されるこ とに留意してください。

UNIX 、 Linux 、 または Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスのユー
ザーの場合は、ユーザーの $HOME/.tarantella/native-cdm-config ファ イル
が存在しており 、含まれるエン ト リが有効であるこ とを確認します。取り外し可能ド
ラ イブが自動的に検出されない場合は、 このファ イルの [DYNAMICSTORAGE] セクシ
ョ ンにエン ト リ を追加して、 ド ラ イブをマウン トする場所を指定します。

接続されている ド ラ イブが正し く検出されたかど うかについて、 SGD Client のログ
ファ イルを確認します。 SGD Client のログレベルを 「 すべて 」 に設定する と 、動的
なド ラ イブマッピングに関する詳細なメ ッセージがログに記録されます。

Microsoft Windows アプリ ケーショ ンサーバー上の無効
なパスワード のエラー

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン内でク ラ イアン ト ド ラ イブがマッピ
ングされておらず、 CDM ログ出力に Add device failed with 
ERROR_INVALID_PASSWORD などのエラーが含まれている場合、 このエラーは LAN 
Manager 認証レベルの設定によって発生している可能性があ り ます。 LAN Manager 

$ tarantella config list --array-dyndevice
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認証レベルは、 ク ラ イアン ト と  Microsoft Windows サーバー間の通信で使用される
認証プロ ト コルを制御します。設定された認証レベルが高すぎる場合、 CDM は失敗
します。

この問題を解決するには、 ÉZÉLÉÖÉäÉeÉB ÉIÉvÉVÉáÉì\ÉlÉbÉgÉèÅ[ÉN 
ÉZÉLÉÖÉäÉeÉB\LAN Manager îFèÿÉåÉxÉã ポ リ シーを編集して、 「 LM と  
NTLM を送信する  - ネゴシエーシ ョ ンの場合、 NTLMv2 セッシ ョ ン セキュ リ テ ィ を
使う 」 を選択します。

詳細については、 Microsoft サポート 技術情報の記事 823659 を参照して くださ
い。

294 ページの 「 CDM のログ出力 」 も参照して ください。

予想よ り も 多く のク ラ イアント ド ラ イブがマッ ピングさ
れている場合

ク ライアン ト ド ラ イブは組織階層内で継承されるので、 1 つの設定を変更するこ とに
よ り多数のユーザーがアクセスできるよ うにするこ とができます。ユーザープロファ
イルオブジェク トが所属する組織単位オブジェク トの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピ
ング 」 属性を調べます。必要に応じて、 ト ップレベルの組織オブジェク ト を含む、ユ
ーザープロファ イルの先祖をすべて調べます。ユーザープロファ イルの 「 ク ラ イアン
ト ド ラ イブマッピング 」 属性を設定するこ とによ り 、親の組織単位 (OU) オブジェク
ト または組織オブジェク トで指定されている設定内容を上書きできます。 初に一致
したド ラ イブ指定が使用されます。

UNIX 、 Linux 、 または Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスのユー
ザーの場合は、ユーザーの $HOME/.tarantella/native-cdm-config ファ イル
が存在しており 、含まれるエン ト リが有効であるこ とを確認します。

「 ごみ箱」 が予想どおり に機能しない場合

Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスでは、 SGD を使ってアクセスされる ク ラ
イアン ト ド ラ イブは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーによってネッ ト ワーク ド ラ イブと
して扱われます。 このため、 ク ラ イアン ト ド ラ イブでは 「 ごみ箱 」 機能を使用できま
せん。

ファ イルを削除しても 、 ファ イルは 「 ごみ箱 」 に送られません。 Recycled ディ レ
ク ト リが存在する場合は、 「 ごみ箱 」 と しては表示されず、その内容は表示されま
せん。
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マッ ピングされたド ライブが一般的でない名前を持つ場合

Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスで、マッピングされたド ラ イブの名前の形
式は、 clientdrive (access) on clientname です。次に例を示します。

UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスでは、
マッピングされたド ラ イブの名前は、ユーザーの 
$HOME/.tarantella/native-cdm-config ファ イルで設定されます。 このファ イ
ルに含まれるエン ト リが有効であるこ とを確認します。

共用ユーザーに対する  CDM の制限事項

Unix または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーでは、 ク ラ イアン
ト ファ イルシステムへのアクセス権は、 UNIX システムのユーザー ID および標準の 
NFS ファ イルシステムのアクセス権に基づいてユーザーに付与されます。共有アカ
ウン ト を使ってアプ リ ケーシ ョ ンにアクセスする場合、 CDM は使用できません。 こ
れは、 これらのユーザーがすべて同じユーザー ID を使用するため、 SGD が各ユー
ザーを区別するこ とができないためです。

ク ラ イアント デバイスの CDM を無効にする

セキュ リ テ ィのために、 ク ラ イアン トデバイスの CDM を無効にしたいという場合が
あ り ます。

ク ラ イアン トデバイスの CDM を無効にするには、 ク ラ イアン トプロファ イルの 
<localsettings> セクシ ョ ンの <enablecdm> エン ト リ を編集します。 0 に設定
する と 、 CDM は無効にな り ます。

CDM のログ出力

ログ出力を使用して、 CDM に関する問題を診断できます。 SGD アレイ とアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーのログ出力は、次のよ うに設定して使用するこ とができます。

■ SGD アレイの CDM ログ出力を有効にします。

■ Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバー用の CDM 診断を使用します。

■ UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー用の CDM 診
断を使用します。

■ ク ラ イアン トデバイスの SGD ク ラ イアン ト ログを使用します。

C (rw) on MYCOMPUTER
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SGD アレイの CDM ログ出力を有効にする

Administration Console の 「 監視 」 タブにある 「 ログフ ィルタ 」 フ ィールドで、次の
フ ィルタを追加します。

Microsoft Windows アプリ ケーショ ンサーバー用の CDM 
診断

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーでは、 ド ラ イブマッピングエラーが 
Windows イベン ト ビューアに書き込まれます。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプリ ケーショ
ンサーバー用の CDM 診断

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーでは、 ド ラ イブマ
ッピングエラーは /opt/tta_tem/var/log ディ レク ト リ内の clerr.log および 
clPID.log ファ イルに報告されます。

ク ラ イアント デバイスの SGD Client ログ

デフォルトでは、 SGD Client は、 ク ラ イアン ト ド ラ イブに関する警告メ ッセージを
すべてログに記録します。 ログ メ ッセージは、 ク ラ イアン トデバイス上のファ イル、
tcc.txt に格納されます。

CDM に関する詳細情報を記録するには、 SGD Client のログレベルを 「 すべて 」 に
設定します。 SGD Client のログの設定および使用法については、 432 ページの 「
SGD Client のロギング 」 を参照して ください。

Windows ク ラ イアン トデバイスの場合は、 SGD Client に、検出されたド ラ イブに
関する情報が表示されます。システム ト レイアイコンをマウスの右ボタンでク リ ッ ク
して 、 「 接続情報 」 を選択します。 CDM の情報が SGD Client ログファ イルに書き
込まれます。

UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスの場合は、 CDM の情
報が SGD Client ログファ イルに書き込まれます。

cdm/*/*:cdm%%PID%%.jsl
cdm/*/*:cdm%%PID%%.log
server/deviceservice/*:cdm%%PID%%.log
server/deviceservice/*:cdm%%PID%%.jsl
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オーディオ
こ こでは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンおよび X アプ リ ケーシ ョ ンで SGD オーディ
オサービスを設定する方法について説明します。 また、 SGD オーディオの ト ラブル
シューティング情報も含まれています。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 296 ページの 「 オーディオの設定 」

■ 297 ページの 「 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーをオーディオ用に
設定する 」

■ 297 ページの 「 UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
をオーディオ用に設定する 」

■ 299 ページの 「 SGD オーディオサービスを有効にする 」

■ 300 ページの 「 ク ラ イアン トデバイスをオーディオ用に設定する 」

■ 301 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンでのオーディオの ト ラブルシューティ ング 」

オーディオの設定

オーディオの設定には、次の設定手順が必要です。

1. アプ リ ケーシ ョ ンサーバーをオーディオ用に設定します。

■ Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを設定します。

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで、オーディオのリ ダイレク ト
を設定する必要があ り ます。

297 ページの 「 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーをオーディオ用
に設定する 」 を参照して ください。

■ UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを設定し
ます。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で、
SGD 拡張モジュールのオーディオモジュールを設定します。

297 ページの 「 UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサー
バーをオーディオ用に設定する 」 を参照して ください。

2. 正しいオーディオデバイス とオーディオ形式を使用するよ うに X アプ リ ケーシ ョ
ンオブジェク ト を設定します。

299 ページの 「 X アプ リ ケーシ ョ ンをオーディオ用に設定する 」 を参照して くだ
さい。
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3. SGD オーディオサービスを有効にします。

299 ページの 「 SGD オーディオサービスを有効にする 」 を参照して ください。

4. オーディオを再生するよ うにク ラ イアン トデバイスを設定します。

300 ページの 「 ク ラ イアン トデバイスをオーディオ用に設定する 」 を参照して くだ
さい。

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを
オーディオ用に設定する

オーディオを再生できるのは、 Windows ターミナル サーバーでオーディオの リ ダイ
レク ト が有効になっている場合だけです。オーディオの リ ダイレク ト をサポートする  
Windows プラ ッ ト フォームの詳細については、 149 ページの 「 SGD で使用する  
Microsoft Windows ターミナル サービスの設定 」 を参照して ください。

UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーをオーディオ用に設定する

X アプ リ ケーシ ョ ンでオーディオを聞くには、 SGD 拡張モジュールのオーディオモ
ジュールを 、 UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに
インス トールして実行する必要があ り ます。

オーディ オモジュールのインスト ール

オーディオモジュールのインス トール方法については、 Oracle Secure Global Desktop 
4.6 インス トールガイ ドを参照して ください。 SGD 拡張モジュールのインス トール時
にオーディオモジュールをインス トールしなかった場合は、 SGD 拡張モジュールを
アンインス トールしてから 、再インス トールする必要があ り ます。

注 - Solaris™ オペレーティ ングシステム (Solaris OS) プラ ッ ト フォームでゾーンを使
用している場合は、オーディオモジュールが大域ゾーンにインス トールされている必
要があ り ます。

オーディオモジュールによ り 、 SGD オーディオデーモンおよびオーディオド ライバエ
ミ ュレータがインス トールされます。 Linux プラ ッ ト フォームでは、オーディオド ラ
イバエミ ュレータの動作にはカーネル内に soundcore モジュールが必要です。 このオ
ーディオド ライバエミ ュレータは、 Open Sound System (OSS) エミ ュレータです。
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注 - オーディオモジュールにはオーディオド ラ イバエ ミ ュレータが含まれるため、
アプ リ ケーシ ョ ンサーバー自体にサウンドカードは不要です。

オーディ オモジュールの起動

オーディオモジュールをインス トールしたら 、 /opt/tta_tem/bin/tem 
startaudio コマンドを使用してオーディオサービスを開始します。 このコマンド
を使用するには、 スーパーユーザー (root) になる必要があ り ます。

SGD オーディ オデーモンについて

オーディオが有効になっている場合は、ユーザーが X アプ リ ケーシ ョ ンを起動する
と 、 SGD ログインスク リプ トによ り アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で SGD オーディ
オデーモン  (sgdaudio) が起動します。  

オーディオデーモンは、 SGD オーディオド ラ イバエ ミ ュレータ  (sgdadem) に接続し
て、 /tmp/SGD/dev/sgdaudio ディ レク ト リ内でオーディオデバイス ノードを起動
します。オーディオデーモンは、 SGDAUDIODEV 、 AUDIODEV 、および  
ÉIÅ[ÉfÉBÉI  環境変数をオーディオデバイス ノードの場所に設定します。その後、
アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン中にオーディオデバイス ノードがオーディオの再生に使
用されます。

オーディオデーモンはオーディオデータを  SGD サーバーに送信し 、 SGD サーバー
はデータをク ラ イアン トに送信します。

オーディオデーモンがサポートするオーディオデータ形式を次に示します。

■ 8 ビッ ト精度の u-law および A-law

■ 16 ビッ ト リ ニア PCM (Pulse-code modulation)

オーディオを再生するには、 ク ラ イアン トデバイスでも これらの形式がサポート され
ている必要があ り ます。

オーディオデーモンは、 1 または 2 チャネル用の 8000 Hz ～ 48 kHz の任意のサンプ
リ ングレート をサポート します。オーディオデーモンは、 Administration Console 
の 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブにある 「 UNIX オーディオ
の音質 」 属性で指定されたサンプ リ ングレー ト を使用します。デフォル トのサンプ リ
ングレートは 22.05 kHz です。

SGD オーディオデーモンは、 ランダムなポート上で SGD サーバーに接続します。ア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD サーバーの間にファ イアウォールが存在する場合、
ファ イアウォールは、すべてのポート上で、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーから  SGD サ
ーバーへの接続をすべて許可する必要があ り ます。
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X アプ リ ケーシ ョ ンをオーディオ用に設定する

X アプ リ ケーシ ョ ンでオーディオを聞くには、適切なオーディオデバイス とオーディ
オ形式を使用してオーディオを出力するよ うに X アプ リ ケーシ ョ ンを設定するこ と
が必要な場合があ り ます。

一部の X アプ リ ケーシ ョ ンは、オーディオ出力に /dev/audio または /dev/dsp デ
バイスを使用するよ うにハード コード されています。 SGD オーディオ リ ダイレク ト
ラ イブラ リ を有効にして、 SGDAUDIODEV 環境変数で指定されたデバイスを  X アプ
リ ケーシ ョ ンが使用するよ うにします。

Administration Console で、 X アプ リ ケーシ ョ ンの 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブ
に移動し 、 「 オーディオ リ ダイレク ト ラ イブラ リ 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

または、次のコマンドを実行します。

SGD オーディオド ラ イバエ ミ ュレータは OSS ド ラ イバであるため、 OSS を使用する
よ うに X アプ リ ケーシ ョ ンを設定するこ とが必要な場合があ り ます。システムが 
Advanced Linux Sound Architecture (ALSA) を使用している場合、カーネル内で 
ALSA OSS エ ミ ュレーシ ョ ンモジュールを有効にするこ とが必要な場合があ り ます。

X アプ リ ケーシ ョ ンで使用される接続方法 (--method) が SSH で、アプ リ ケーシ ョ
ンの 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」 (--displayusing) が 「 キオスク 」 の場合、 「 セッシ ョ
ン終了 」 (--endswhen) 属性が 「 ログインスク リプ トの終了 」 または 「 表示中のウ ィ
ンド ウがない 」 (--loginscriptnowindows) に設定されている必要があ り ます。

SGD オーディオサービスを有効にする

Windows アプ リ ケーシ ョ ンおよび X アプ リ ケーシ ョ ンでオーディオを聞くには、
SGD アレイでオーディオサービスが有効になっている必要があ り ます。

SGD サーバー間のファ イアウォールによって、 Windows オーディオに必要な接続
が妨害されるこ とがあ り ます。 15 ページの 「 SGD サーバー間のファ イアウォール 」
を参照して ください。

▼ SGD Windows オーディ オサービスを有効にする方法 
Windows アプ リ ケーシ ョ ンでオーディオを聞くには、アレイで SGD Windows オー
ディオサービスが有効になっている必要があ り ます。 Windows オーディオサービス
は、デフォル トでは無効に設定されています。

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデバイス 」
タブに移動し 、 「 Windows オーディオ 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

$ tarantella object edit --name obj --unixaudiopreload true
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ヒン ト  - tarantella config edit --array-audio コマンドを使用して、
SGD Windows オーディオサービスを有効にするこ と もできます。

オーディオサービスは、新しいユーザーセッシ ョ ンを開いたときに有効になり ます。
現在の Windows ターミナル サーバー セッシ ョ ンでオーディオを有効にするには、
ユーザーは SGD からログアウ ト してから再度ログインする必要があり ます。

2.  ( 省略可能 ) オーディオの品質を設定します。  

「 Windows オーディオの音質 」 のオプシ ョ ンを選択します。

デフォル トの設定は 「 中音質オーディオ 」  (22.05kHz のサンプ リ ングレー ト を使
用 ) です。オーディオの品質に問題がある場合にのみ、 この設定を変更して くださ
い。

▼ SGD UNIX オーディ オサービスを有効にする方法 
X アプ リ ケーシ ョ ンでオーディオを聞くには、アレイで SGD UNIX オーディオサー
ビスが有効になっている必要があ り ます。 UNIX オーディオサービスは、デフォルト
では無効に設定されています。

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデバイス 」
タブに移動し 、 「 UNIX オーディオ 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

ヒン ト  - tarantella config edit --array-unixaudio コマンドを使用して、
SGD UNIX オーディオサービスを有効にするこ と もできます。

注 - オーディオサービスは、新しいユーザーセッシ ョ ンを開いたと きに有効にな り ま
す。 X アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンでオーディオを有効にするには、ユーザーは 
SGD からログアウ ト してから再度ログインする必要があ り ます。

2.  ( 省略可能 ) オーディオの品質を設定します。  

「 UNIX オーディオの音質 」 のオプシ ョ ンを選択します。

デフォル トの設定は 「 中音質オーディオ 」  (22.05kHz のサンプ リ ングレー ト を使
用 ) です。オーディオの品質に問題がある場合にのみ、 この設定を変更して くだ
さい。

ク ラ イアン トデバイスをオーディオ用に設定する

Windows アプ リ ケーシ ョ ンまたは X アプ リ ケーシ ョ ンでオーディオを聞くには、
ク ラ イアン トデバイスでオーディオが再生可能になっている必要があ り ます。
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Solaris OS または Linux プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスのユーザーは、次
のオーディオデバイスに対する読み取りおよび書き込みアクセス権を保持している必
要があ り ます。

■ Solaris OS プラ ッ ト フォーム上の /dev/audio デバイス

■ Linux プラ ッ ト フォーム上の /dev/dsp デバイス

Linux プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスの場合は、 ク ラ イアン トデバイス上
で Enlightened Sound Daemon (ESD または EsounD) が実行されている必要があ り
ます。

ESD は通常、 ク ラ イアン トデバイスのデスク ト ップセッシ ョ ンが開始される際に起
動されます。それ以外の場合は、要求時に ESD ラ イブラ リによってデーモンが自動
生成される必要があ り ます。 ESD 設定ファ イル /etc/esd.conf 内で自動生成が有
効になっているこ とを確認します。正しい設定は、 auto_spawn=1 です。

ク ラ イアン トデバイス上のオーディオ ミ キシングがサポート されています。 Solaris 
OS ワークステーシ ョ ン 、 Microsoft Windows 、および Mac OS X ク ラ イアン トデバ
イスでは、 ク ラ イアン トハード ウェアが ミ キシングを実行します。 Linux および 
SunRay ク ラ イアン トデバイスで ミ キシングを実行するには、 ESD が必要です。

アプ リ ケーシ ョ ンでのオーディオの ト ラブルシュ
ーティ ング

Windows アプ リ ケーシ ョ ンおよび X アプ リ ケーシ ョ ンでオーディオを使用している
場合に発生する一般的な問題を次に示します。

■ 301 ページの 「 オーディオがまった く再生されない 」

■ 306 ページの 「 オーディオがこ もっているまたは歪んでいる 」

■ 307 ページの 「 すべてのユーザーにオーディオが必要である とは限らない場合 」

■ 307 ページの 「 UNIX オーディオデバッグログの有効化 」

オーディ オがまったく 再生さ れない

アプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンでオーディオがまった く再生されない場合は、次のチェ
ッ ク リ ス ト を使って問題を解決して ください。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンおよび X アプ リ ケーシ ョ ンの場合は、次のチェッ ク リ ス
ト を使用できます。  

ク ラ イアン トデバイスにオーディオデバイスが装備されていますか。
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オーディオを再生するには、 ク ラ イアン トデバイスにオーディオデバイスが装備され
ている必要があ り ます。オーディオデバイスが装備されている場合は、動作するこ と
を確認して ください。

Solaris OS または Linux プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスのユーザーは、次
のオーディオデバイスに対する読み取りおよび書き込みアクセス権も保持している必
要があ り ます。

■ Solaris OS プラ ッ ト フォーム上の /dev/audio デバイス

■ Linux プラ ッ ト フォーム上の /dev/dsp デバイス

注 - Solaris OS プラ ッ ト フォームで AUDIODEV 環境変数が別のデバイスに設定され
ている場合、 SGD Client は /dev/audio デバイスを使用する前にそのデバイスを使
おう と します。

Linux プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスの場合、 ESD は実行されていま
すか。

Linux プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスの場合は、 ESD が実行されている
必要があ り ます。

次のコマンドを使用して、 ESD が実行されているこ とを確認します。

ESD は通常、 ク ラ イアン トデバイスのデスク ト ップセッシ ョ ンが開始される際に起
動されます。 ESD が実行されていない場合は、 ESD 設定ファ イル /etc/esd.conf 
内で自動生成が有効になっているこ とを確認します。正しい設定は、 auto_spawn=
1 です。

ク ラ イアン トデバイスが消音になっていませんか。

クライアン トデバイスの音量コン ト ロールを調べ、ユーザーが消音に設定していたり 、
音量レベルが聞き取れないほど低くなっていたり しないかを確認します。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが消音に設定されていませんか。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーまたはアプ リ ケーシ ョ ンの音量コン ト ロールを調べ、ユー
ザーが消音に設定していた り 、音量レベルが聞き取れないほど低くなっていた り しな
いかを確認します。

SGD サーバーのオーディオサービスが有効になっていますか。

SGD アレイの SGD オーディオサービスは、デフォル トで無効になっています。  

$ ps -ef | grep esd
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SGD Windows オーディオサービスを有効にする方法の詳細については、 299 ページ
の 「 SGD Windows オーディオサービスを有効にする方法 」 を参照して ください。

SGD UNIX オーディオサービスを有効にする方法の詳細については、 300 ページの
「 SGD UNIX オーディオサービスを有効にする方法 」 を参照して ください。

オーディオの品質が変更されていますか。

デフォル トでは、 SGD オーディオサービスは 「 中音質オーディオ 」 を使用します。
オーディオの品質を 「低音質オーディオ 」 または 「高音質オーディオ 」 に変更すると 、
アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンで使用されるオーディオ形式が制限され、 ク ラ イアン ト
デバイスでオーディオを再生できな くなる こ とがあ り ます。

Administration Console の 「 グローバル設定」 → 「 ク ライアン トデバイス 」 タブで、オ
ーディオの品質を 「 中音質オーディオ 」 に戻して ください。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンの場合は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーでオーディオの リ
ダイレク トが有効になっていますか。

オーディオを再生できるのは、 Windows ターミナル サーバーでオーディオの リ ダイ
レク ト が有効になっている場合だけです。オーディオの リ ダイレク ト をサポートする  
Windows プラ ッ ト フォームの詳細については、 149 ページの 「 SGD で使用する  
Microsoft Windows ターミナル サービスの設定 」 を参照して ください。

デフォル トでは、 Windows ターミナル サーバーでオーディオの リ ダイレク トは無効
になっています。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンの場合、 「 リ モート オーディオ 」 属性が有効になってい
ますか。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 リ モート オーディオ 」
(--remoteaudio) 属性によ り 、オーディオが、 ク ラ イアン トデバイスではな く 、
Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで再生されます。デフォル トでは、 Windows 
アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト でこの属性は無効になっています。

Administration Console で、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 ク ラ イア
ン トデバイス 」 タブで 「 リモートオーディオ 」 属性を無効にします。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンの場合、ユーザーセッシ ョ ンをホス ト している  SGD サ
ーバーとアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをホス ト している  SGD サーバーの間にファ イ
アウォールは存在しますか。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンの場合、 SGD サーバー間のファ イアウォールによって
オーディオの接続が妨害されるこ とがあ り ます。 15 ページの 「 SGD サーバー間のフ
ァ イアウォール 」 を参照して ください。

X アプ リ ケーシ ョ ンの場合、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD サーバーの間にファ
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イアウォールは存在しますか。

X アプ リ ケーシ ョ ンの場合、 SGD オーディオデーモンは、 ランダムなポート上で 
SGD サーバーに接続します。アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD サーバーの間にファ
イアウォールが存在する場合、 ファ イアウォールは、すべてのポート上で、アプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーから  SGD サーバーへの接続をすべて許可する必要があ り ます。

X アプ リ ケーシ ョ ンの場合、 SGD と  SGD 拡張モジュールの互換性のあるバージ ョ
ンを実行していますか。

SGD と  SGD 拡張モジュールのバージ ョ ンが異なる場合は、 UNIX オーディオサービ
スが正し く動作しない可能性があ り ます。たとえば、 SGD バージ ョ ン 4.6 を使用し
て表示された X アプ リ ケーシ ョ ンのオーディオを再生するには、 Linux および 
UNIX プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが拡張モジュールのバージ ョ ン 
4.6 を実行している必要があ り ます。

次のコマンドを使用して、 SGD 拡張モジュールの現在のバージ ョ ンを確認して くだ
さい。

次のコマンドを使用して、 SGD の現在のバージ ョ ンを確認して ください。

SGD 拡張モジュールをアップグレードする方法については、 『 Oracle Secure Global 
Desktop 4.6 インス トールガイ ド 』 を参照して ください。

X アプ リ ケーシ ョ ンの場合、 SGD 拡張モジュールのオーディオモジュールをインス
トールしましたか。

X アプ リ ケーシ ョ ンでサウンドを再生するには、 SGD 拡張モジュールのオーディオ
モジュールをアプリケーシ ョ ンサーバーにインス トールして実行する必要があり ます。

SGD 拡張モジュールをインス トールする方法の詳細については、 Oracle Secure 
Global Desktop 4.6 インス トールガイ ドを参照して ください。

注 - Solaris OS プラ ッ ト フォームでゾーンを使用している場合、オーディオモジュー
ルが動作するのは、大域ゾーンにオーディオモジュールがインス トールされている場
合だけです。

次のコマンドを使用して、 UNIX オーディオプロセスが実行されているこ とを確認し
て ください。

$ /opt/tta_tem/bin/tem version

$ tarantella version

$ /opt/tta_tem/bin/tem status
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次のコマンドを使用して、 UNIX オーディオモジュールを開始します。

このコマンドを使用するには、 スーパーユーザー (root) になる必要があ り ます。

/dev/audio または /dev/dsp デバイスを使用するよ うに X アプ リ ケーシ ョ ンがハ
ード コード されていますか。

/dev/audio または /dev/dsp デバイスを使用するよ うにアプ リ ケーシ ョ ンがハー
ド コード されている場合は、アプ リ ケーシ ョ ンが SGD オーディオド ラ イバエ ミ ュレ
ータを確実に使用するよ うに、 SGD オーディオ リ ダイレク ト ラ イブラ リ を有効にす
るこ とが必要な場合があ り ます。 299 ページの 「 X アプ リ ケーシ ョ ンをオーディオ
用に設定する 」 を参照して ください。

X アプ リ ケーシ ョ ンはサウンドを適正な形式で出力していますか。

SGD オーディオド ラ イバエ ミ ュレータは、 OSS ド ラ イバです。 OSS を使用するよ う
に X アプ リ ケーシ ョ ンを設定するこ とが必要な場合があ り ます。システムが ALSA 
を使用している場合、カーネル内で ALSA OSS エ ミ ュレーシ ョ ンモジュールを有効
にするこ とが必要な場合があ り ます。

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの場合は、 SGD 
オーディオド ラ イバがカーネルにロード されていますか。

SGD 拡張モジュールをアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにインス トールする際、 SGD オー
ディオド ラ イバ (sgdadem) がインス トールされます。オーディオド ラ イバがカーネ
ルにロード されているこ とを確認して ください。

■ Solaris OS プラ ッ ト フォームでは、 modinfo -c コマンドを使用して sgdadem モ
ジュールがロード されているかど うかを確認します。

■ Linux プラ ッ ト フォームでは、 lsmod コマンドを使用して sgdadem および 
soundcore モジュールがロード されているかど うかを確認します。

オーディオド ラ イバがインス トールされているが、 ロード されていない場合は、次の
方法でモジュールを手動でロード して ください。

■ Solaris OS プラ ッ ト フォームでは、 modload -i moduleID コマンドを使用します。
moduleID の検索には、 modinfo -c コマンドを使用します。

■ Linux プラ ッ ト フォームでは、 modprobe sgdadem コマンドを使用します。

オーディオド ラ イバを手動でロードする と きにエラーが発生した場合は、エラーを修
正してから ド ラ イバのロードを再度試みます。

SGD オーディオド ラ イバが リ ス トに表示されない場合は、オーディオモジュールの
インス トールログでエラーを確認します。 インス トールログは、
/opt/tta_tem/var/log/tem_unixaudio_inst.log です。 ログにエラーが記録
されている場合は、エラーを修正してから ド ラ イバのロードを再度試みます。

# /opt/tta_tem/bin/tem startaudio
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それでもオーディオド ラ イバがカーネルにロード されない場合は、 Oracle のサポー
トにお問い合わせください。

X アプ リ ケーシ ョ ンの場合、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで SGD オーディオデーモン
は稼働していますか。

SGD を使用してアクセスする  X アプ リ ケーシ ョ ンごとに、 sgdaudio と呼ばれる  
SGD オーディオデーモンが稼働しています。次のコマンドを使って、オーディオデ
ーモンのインスタンスを表示します。

オーディオデーモンが表示されない場合は、オーディオデーモンのログファ イルでエ
ラーを確認します。 SGD オーディオデーモンは、すべての致命的エラーを  
/opt/tta_tem/var/log/sgdaudioPID.log ファ イルに記録します。

X アプ リ ケーシ ョ ンの場合、 SGD オーディオデバイス ノードが存在しますか。

SGD オーディオデーモンが稼働中の場合は、 このデーモンによ り  
/tmp/SGD/dev/sgdaudio ディ レク ト リ内のオーディオデバイス ノードが起動し
ます。

 X アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン内で、ユーザーの SGDAUDIODEV 、 AUDIODEV 、お
よび AUDIO 環境変数の値を確認します。 これらは、 SGD オーディオデバイス ノード
の場所に設定されている必要があ り ます。

これらの環境変数が正し く設定されている場合は、デバイスファ イルが 
/tmp/SGD/dev/sgdaudio ディ レク ト リ内に存在するこ とを確認します。

X アプ リ ケーシ ョ ンの場合、オーディオデバッグログにアプ リ ケーシ ョ ンのエラーが
記録されていますか。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで UNIX オーディオデバッグログを有効にし 、 ログファ
イルでエラーを確認します。  

詳細については、 307 ページの 「 UNIX オーディオデバッグログの有効化 」 を参照
して ください。

オーディ オがこ も っているまたは歪んでいる

オーディオがこ もっていた り歪んでいた りする場合は、オーディオ品質およびオーデ
ィオ圧縮設定を調整して、オーディオが改善されるかど うかを確認して ください。次
の方法で調整できます。

■ Administration Console の 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブ
にある 「 サウンド品質 」 属性

$ ps -ef | grep -i sgdaudio
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■ Administration Console の SGD サーバーの 「 プロ ト コルエンジン 」 → 「 オーデ
ィオ 」 タブにある 「 パケッ ト圧縮 」 属性

注 - 圧縮済みのオーディオデータを圧縮しても 、圧縮効果はそれほど得られません。

すべてのユーザーにオーディ オが必要であると は限らな
い場合

Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーでオーディオを有効にして、 SGD オーディオ
サービスを有効にする と 、すべてのユーザーが Windows ターミナル サービス  セッ
シ ョ ンでオーディオを再生できるよ うにな り ます。ただし 、オーディオを再生する と
使用されるネッ ト ワーク帯域幅が増加するため、サウンドの使用を制限するこ とが望
ましい場合があ り ます。現在のと ころ 、 この制限を行うには、 Windows アプ リ ケー
シ ョ ンサーバー上のユーザーグループのオーディオを無効に設定する方法しか用意さ
れていません。 これを実行するには、コンピュータの 構成 \ 管理用テンプレート \
Windows コンポーネント \ ターミ ナル サービス \ ク ラ イアント / サーバー データ  
リ ダイレク ト にある 、グループ ポ リ シー オブジェク トの 「 オーディオの リ ダイレク
ト を許可する 」 設定を無効にする必要があ り ます。

上記の設定内容の変更が反映されるのは、新しい Windows ターミナルサーバーセッ
シ ョ ンに限られます。

UNIX オーディ オデバッ グログの有効化

UNIX オーディオデバッグログを有効にするには、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにスー
パーユーザー (root) と してログインし 、 /etc/sgdtem.conf ファイルを編集します。
このファ イル内の SGDUNIXAUDIODEBUG 環境変数の値を次のよ うに変更します。

デバッグログの出力を取得するには、ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンの新しいインスタ
ンスを起動する必要があ り ます。アプ リ ケーシ ョ ンを中断して再開しても 、 SGD オ
ーディオデーモンの新しいインスタンスが起動しないため、出力は生成されません。

デバッグログの出力は、 /opt/tta_tem/var/log/sgdaudioPID.log ファ イルに
記録されます。

SGDUNIXAUDIODEBUG=1; export SGDUNIXAUDIODEBUG
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コピー＆ペース ト
こ こでは、 SGD を使用して表示されたアプ リ ケーシ ョ ンのコピー＆ペース トへのア
クセスを設定および制御する方法について説明します。 また、 コピー＆ペース トに関
する一般的な問題についても説明します。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 308 ページの 「 コピー＆ペース トの使用 」

■ 309 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンでのコピー＆ペース トの制御 」

■ 310 ページの 「 ク リ ップボードセキュ リ テ ィーレベルの使用例 」

■ 311 ページの 「 コピー＆ペース トの設定に関する ヒ ン ト 」

■ 312 ページの 「 コピー＆ペース トの ト ラブルシューティング 」

コピー＆ペース トの使用

ユーザーは、 SGD を使用して表示されたアプ リ ケーシ ョ ン間でテキス ト をコピー＆
ペース トできます。 また、 ク ラ イアン トデバイスで稼働中のアプリ ケーシ ョ ンと 、
SGD を使って表示したアプ リ ケーシ ョ ンの間でも 、テキス ト をコピー＆ペース トで
きます。 SGD は、 Unicode 文字のコピー＆ペース ト をサポート します。

グラフ ィ ッ クスのコピー＆ペース トは、 Microsoft Windows 2000 以降のアプ リ ケー
シ ョ ンでのみ可能です。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンおよび X アプ リ ケーシ ョ ンでは、 コピー元のアプ リ ケー
シ ョ ンで通常の方法を使用してコピーしてから 、 コピー先のアプ リ ケーシ ョ ンで通常
の方法を使用してペース ト します。

文字型アプリ ケーシ ョ ンの場合は、マウスの右ボタンでク リ ッ ク してから 、必要に応
じて 「 コピー 」 または 「 ペース ト 」 を選択します。文字型アプリ ケーシ ョ ンでテキス
トのカラムを選択するには、 Shift キーを押しながらテキス ト を選択します。

ユーザーが、セキュ リ テ ィーレベルが異なるなどの理由によって許可されていないコ
ピー＆ペース ト操作の実行を試みる と 、 コピーしたデータではな く次のメ ッセージが
ペース ト されます。 Oracle Secure Global Desktop Software: Copied 
data not available to this application

SGD 管理者は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンおよび X アプ リ ケーシ ョ ンでのコピー
＆ペース ト操作を完全に制御できます。 309 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンでのコピー
＆ペース トの制御 」 を参照して ください。
308 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



アプ リ ケーシ ョ ンでのコピー＆ペース トの制御

Administration Console では、次の操作を実行するこ とによ り 、 SGD を使用して表
示された Windows アプ リ ケーシ ョ ンおよび X アプ リ ケーシ ョ ンのコピー＆ペース ト
操作を制御できます。

■ SGD アレイのグローバルなコピー＆ペース ト設定を設定する

■ 特定のユーザーのコピー＆ペース ト を設定する

■ 特定のアプリ ケーシ ョ ンのコピー＆ペース ト を設定する

SGD アレイのグローバルなコピー＆ペースト 設定を設定
する

「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブで、 SGD 全体と してのコピー
＆ペース ト を有効または無効にするこ とができます。デフォル トでは、 コピー＆ペー
ス トは有効に設定されています。  

「 ク ラ イアン トの Clipboard Security Level 」 属性を使用して、 SGD Client にセキ
ュ リ テ ィーレベルを割り当てるこ とができます。 SGD Client がソースアプ リ ケーシ
ョ ン と同等以上のセキュ リ テ ィーレベルを保持している場合、 SGD から ク ラ イアン
トデバイス上で稼働しているアプリケーシ ョ ンに対してだけデータをコピーできます。
これによ り 、 SGD 管理者は SGD 外部のデータ転送をセキュ リティー保護できます。
「 ク ラ イアン トの Clipboard Security Level 」 のデフォルト値は 3 です。  

特定のユーザーのコピー＆ペースト を設定する

組織オブジェク ト 、組織単位オブジェク ト 、 またはユーザープロファ イルオブジェク
トの 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブの 「 コピー＆ペース ト 」 属性を使って、組織内の
どのユーザーにコピー＆ペース トの使用を許可するかを制御できます。

この属性の設定を組織階層内の親オブジェク トから継承するこ とで、 SGD 管理者は
多数のユーザーのコピー＆ペース ト を有効 / 無効にでき 、各ユーザープロファ イルオ
ブジェク ト を編集しな くて済みます。デフォル トでは、 コピー＆ペース トは有効に設
定されています。  

特定のアプリ ケーショ ンのコピー＆ペースト を設定する

Windows アプ リ ケーシ ョ ンおよび X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 ク ラ イアン
トデバイス 」 タブの 「 コピー＆ペース ト 」 属性を使って、アプ リ ケーシ ョ ンへのコピ
ー＆ペース ト 、 またはアプ リ ケーシ ョ ンからのコピー＆ペース ト を有効 / 無効にでき
ます。  
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アプ リ ケーシ ョ ンには、 ク リ ップボードセキュ リ テ ィーレベルも割り当てる こ とがで
きます。ユーザーは、 SGD を使用して表示されたアプ リ ケーシ ョ ンのセキュ リ テ ィ
ーレベルがソースアプ リ ケーシ ョ ン と同等以上である場合にのみ、そのアプ リ ケーシ
ョ ンにデータをコピー＆ペース トできます。 ソースアプ リ ケーシ ョ ン とは、データの
コピー元のアプリ ケーシ ョ ンです。 これによ り 、 SGD 管理者は特定のアプリ ケーシ
ョ ンで使用可能なデータの安全性を確保できます。デフォル トのセキュ リ テ ィーレベ
ルは 3 です。

セキュ リ テ ィーレベルを設定する場合、数が大き くなるについてセキュ リ テ ィーレベ
ルも高くな り ます。

注 - SGD を使用して表示された文字型アプリ ケーシ ョ ンは、 ク ラ イアン トで実行中
のアプリ ケーシ ョ ンと同様に扱われます。 これは、文字型アプリ ケーシ ョ ンでは、 コ
ピー＆ペース ト操作にローカルク ラ イアン ト ク リ ップボードが使用されるためです。

ク リ ップボードセキュ リ テ ィーレベルの使用例

この例では、 コピー＆ペース トが組織内のすべてのユーザーに対して有効になってい
ます。 「 ク ラ イアン トの Clipboard Security Level 」 属性は、デフォル ト設定の 3 に
設定されています。次の表は、 SGD を使用して表示されたアプ リ ケーシ ョ ンのセキ
ュ リ テ ィーレベルを示しています。

アプリケーシ ョ ン アプリケーシ ョ ンのク リ ップボードセキュリテ ィーレベル

XFinance 3

XClaim 4

Write-o-Win 4

Slide-o-Win 2
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SGD ユーザーがこれらのアプ リ ケーシ ョ ンを実行した場合は、次のコピー＆ペース
ト操作が許可されます。

コピー＆ペース トの設定に関する ヒ ン ト

SGD オブジェク トのコピー＆ペース ト設定を指定する必要のある  SGD 管理者のため
のヒン ト を次に示します。

■ ク ラ イアン トデバイスで実行中のアプリ ケーシ ョ ンから 、 SGD を使用して表示さ
れたすべてのアプ リ ケーシ ョ ンへのコピー＆ペース ト を使用不可にするには、 「
ク ラ イアン トの Clipboard Security Level 」 属性の値を 、組織階層内のアプリ ケー
シ ョ ンに適用された 「 アプ リ ケーシ ョ ンの Clipboard Security Level 」 属性のもっ
と も高い値よ り も高くする必要があ り ます。

■ SGD を使用して表示されたすべてのアプ リ ケーシ ョ ンから 、 ク ラ イアン トデバイ
スで実行中のアプリ ケーシ ョ ンへのコピー＆ペース ト を使用不可にするには、 「
ク ラ イアン トの Clipboard Security Level 」 属性の値を 、組織階層内のアプリ ケー
シ ョ ンに適用された 「 アプ リ ケーシ ョ ンの Clipboard Security Level 」 属性のもっ
と も低い値よ り も低くする必要があ り ます。

■ ク ラ イアン ト をコピー元またはペース ト先とするコピー＆ペース ト操作をすべて
使用不可にするには、 Administration Console の 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イ
アン トデバイス 」 タブで、 「 コピー＆ペース ト 」 チェ ッ クボッ クスを選択解除し
ます。

アプリケーシ ョ ン SGD ユーザーがデータをペース ト可能なペース ト元アプリケーシ ョ ン

XFinance • Slide-o-Win 。 このアプ リ ケーシ ョ ンは、下位のセキュ リ テ ィーレベル
を持ちます。

• ク ラ イアン トデバイス上で実行中のアプ リ ケーシ ョ ン 。 ク ラ イアン ト
デバイスは、同等のセキュ リ テ ィーレベルを持ちます。

XClaim • XFinance および Slide-o-Win 。 これらのアプ リ ケーシ ョ ンは、下位の
セキュ リ テ ィーレベルを持ちます。

• ク ラ イアン トデバイス上で実行中のアプ リ ケーシ ョ ン 。 ク ラ イアン ト
デバイスは、下位のセキュ リ テ ィーレベルを持ちます。

• Write-o-Win 。 このアプ リ ケーシ ョ ンは、同等のセキュ リ テ ィーレベ
ルを持ちます。

Write-o-Win • XFinance および Slide-o-Win 。 これらのアプ リ ケーシ ョ ンは、下位の
セキュ リ テ ィーレベルを持ちます。

• ク ラ イアン トデバイス上で実行中のアプ リ ケーシ ョ ン 。 ク ラ イアン ト
デバイスは、下位のセキュ リ テ ィーレベルを持ちます。

• XClaim 。 このアプ リ ケーシ ョ ンは、同等のセキュ リ テ ィーレベルを持
ちます。

Slide-o-Win • コピー＆ペース トは許可されません。すべてのアプ リ ケーシ ョ ンおよ
びク ラ イアン トデバイスが高位のセキュ リ テ ィーレベルを持ちます。
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■ SGD を使用してアクセスする個別の Windows アプ リ ケーシ ョ ンまたは X アプ リ
ケーシ ョ ンのコピー＆ペース ト操作をすべて使用不可にするには、
Administration Console のそのアプ リ ケーシ ョ ンの 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タ
ブで、 「 コピー＆ペース ト 」 チェ ッ クボッ クスを選択解除します。

■ コピー＆ペース ト設定は、可能なかぎ り組織階層内のほかのオブジェク トから継
承するよ うにして ください。ユーザーごとにコピー＆ペース ト を有効 / 無効にす
るのは、本当に必要な場合だけにします。 これによ り 、 コピー＆ペース ト設定の
管理が簡略化されます。

■ ASCII テキス ト以外でも適切にコピー＆ペース トできるよ う 、 UTF-8 ロケールで 
SGD を実行して ください。 これを実行できない場合は、 UTF-8 ロケールが SGD 
ホス トにインス トールされていれば、 TTA_TEXTCONV_LANG 環境変数を設定する
こ とで、 UTF-8 ロケールを指定できます。次に例を示します。

この環境変数を有効にするには、 SGD を再起動する必要があ り ます。

コピー＆ペース トの ト ラブルシューティ ング

Windows アプ リ ケーシ ョ ンおよび X アプ リ ケーシ ョ ンでは、ユーザーは次の条件下
でのみテキス ト をコピー＆ペース トできます。

■ Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タ
ブに移動し 、 SGD 全体でのコピー＆ペース ト を有効に設定する必要があ り ます。
コピー＆ペース トは、デフォル トで有効に設定されています。

■ コピー＆ペース ト操作がユーザーに許可されている必要があ り ます。ユーザープ
ロファ イルの 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブで 「 コピー＆ペース ト 」 属性が選択
されている場合、ユーザーはコピー＆ペース ト を実行できます。 この属性は、親
の組織単位または組織オブジェク トの設定を使用するよ うに設定するこ と もでき
ます。 コピー＆ペース トは、デフォル トで有効に設定されています。

■ SGD を使用して表示された別の Windows アプ リ ケーシ ョ ンまたは X アプ リ ケー
シ ョ ンにデータをペース トするためには、 ソースアプ リ ケーシ ョ ンの 「 アプ リ ケ
ーシ ョ ンの Clipboard Security Level 」 がターゲッ ト アプ リ ケーシ ョ ンのレベル以
下でなければな り ません。 ソースアプ リ ケーシ ョ ンとは、データのコピー元のア
プ リ ケーシ ョ ンです。 ターゲッ ト アプ リ ケーシ ョ ンとは、データのペース ト先の
アプ リ ケーシ ョ ンです。デフォル トのセキュ リ テ ィーレベルは 3 です。

■ ク ラ イアン トデバイス上で実行中のアプリ ケーシ ョ ンにデータをペース トするた
めには、 ソースアプ リ ケーシ ョ ンの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの Clipboard Security 
Level 」 が 、 「 ク ラ イアン トの Clipboard Security Level 」 以下でなければなり ま
せん。 「 ク ラ イアン トの Clipboard Security Level 」 は、 Administration Console 
の 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブに表示されます。
「 ク ラ イアン トの Clipboard Security Level 」 のデフォルト値は 3 です。

TTA_TEXTCONVLANG=en_US.UTF8; export TTA_TEXTCONVLANG
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これらの条件を満たさない場合は、 コピーしたデータではな く次のメ ッセージがペー
ス ト されます。 Oracle Secure Global Desktop Software: Copied data 
not available to this application

Windows アプ リ ケーシ ョ ンの場合、グラフ ィ ッ クスのコピーやペース トは Microsoft 
Windows 2000 以降のアプリ ケーシ ョ ンでのみ可能です。

X アプ リ ケーシ ョ ンで Unicode テキス ト をコピー＆ペース トするには、その X アプ
リ ケーシ ョ ンが Unicode をサポート している必要があ り ます。たとえば、共通デス
ク ト ップ環境 (CDE) や Motif アプリケーシ ョ ンは Unicode をサポート していません。

スマー ト カード
こ こでは、 SGD を使用して表示された Windows アプ リ ケーシ ョ ン用にスマート カ
ードを設定する方法について説明します。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 313 ページの 「 Windows アプ リ ケーシ ョ ンでのスマート カードの使用 」

■ 314 ページの 「 スマート カードへのアクセスを設定する 」

■ 314 ページの 「 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーをスマート カード
用に設定する 」

■ 315 ページの 「 SGD でスマート カードを有効にする 」

■ 316 ページの 「 ク ラ イアン トデバイス上のスマート カード リーダーを設定する 」

■ 317 ページの 「 スマート カードを使用して Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーにログインする方法 」

■ 318 ページの 「 スマート カードの ト ラブルシューティング 」

Windows アプ リ ケーシ ョ ンでのスマート カードの
使用

SGD では、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で動作するアプ リ ケーシ ョ ンか
ら 、 ク ラ イアン トデバイスに取り付けられたスマート カード リーダーにアクセスでき
ます。ユーザーは次の操作を行う こ とができます。

■ スマート カードを使用して、 Windows アプリケーシ ョ ンサーバーにログインする 。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で動作するアプ リ ケーシ ョ ンを使用しなが
ら 、 スマート カード上のデータにアクセスする 。たとえば、証明書を使用して電
子メールの 署 名や暗号化を行う 。
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SGD は、 PC/SC (Personal Computer/Smart Card) 準拠のスマート カードおよびリ
ーダーに対応しています。 SGD でテス トに成功したスマート カードの詳細は、
http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1928 で参照可能な 『 』 に一覧表示
されています。

スマート カードへのアクセスを設定する

SGD 管理者は、 SGD を使用して表示された Windows アプ リ ケーシ ョ ンからスマー
ト カード リーダーへのアクセスをユーザーに許可するこ とができます。 スマート カー
ドへのアクセスを設定するには、次の設定手順が必要です。

1. アプ リ ケーシ ョ ンサーバーでスマート カードサービスを有効にします。

314 ページの 「 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーをスマート カード
用に設定する 」 を参照して ください。

2. SGD ユーザーに対してスマート カードへのアクセスを有効にします。

315 ページの 「 SGD でスマート カードを有効にする 」 を参照して ください。

3. ク ラ イアン トデバイスでスマート カード リーダーを設定します。

316 ページの 「 ク ラ イアン トデバイス上のスマート カード リーダーを設定する 」
を参照して ください。

4. スマート カードを使用してアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにログインします。

317 ページの 「 スマート カードを使用して Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーにログインする方法 」 を参照して ください。

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを
スマート カード用に設定する

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーをスマート カード用に設定するには、
次の手順を実行します

■ Microsoft Windows Server ド メ インにスマート カードを配備します。  

スマート カードを配備する場合に必要な主な設定手順については、 「 Planning 
a Smart Card Deployment 」 を参照して ください。

■ Windows ターミナル サーバーでスマート カードデバイスの リ ダイレク トが有効に
なっているこ とを確認します。 スマート カードデバイスの リ ダイレク ト をサポー
トする  Windows プラ ッ ト フォームの詳細については、 149 ページの 「 SGD で使
用する  Microsoft Windows ターミナル サービスの設定 」 を参照して ください。

■ SGD を導入する前に、 スマート カードが動作するこ とを確認します。
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アプリ ケーショ ンサーバーの認証ダイアログの設定

Administration Console の 「 グローバル設定 」 → 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 タブに
は、 SGD スマート カードサービス使用時の 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの認証 」 ダ
イアログの動作を制御する属性がいくつかあ り ます。

「 スマート カード認証 」 ボッ クスでは、 スマート カードを使用してログインするこ と
をユーザーに許可するか、 またはユーザー名とパスワードを使用するログインのみを
許可するかを制御します。

「 常にスマート カードを使う 」 ボッ クスの属性では、 スマート カードを使用したログ
インをユーザーが選択した場合に、その選択を記憶 ( つま り 、キャ ッシュ ) して同じ
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの次回のログイン時に 利 用するかど うか、およびユー
ザーがその設定を変更できるかど うかを制御できます。

注 - 認証方式の選択や、 スマート カードに関する決定をキャ ッシュするかど うかの選
択は、 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの認証 」 ダイアログにアクセスできる場合にのみ
行う こ とができます。 Shift キーを押しながら ク リ ッ クする機能を無効にする と 、
「 アプリ ケーショ ンサーバーの認証」 ダイアログへのユーザーアクセスが制限されます。
227 ページの 「 異なるユーザー名とパスワードでアプ リ ケーシ ョ ンを起動できる場合
」 を参照して ください。

SGD でスマート カードを有効にする

スマート カードへのユーザーアクセスをサポートするには、 SGD を設定する必要が
あ り ます。

SGD サーバー間のファ イアウォールによって、 スマート カードに必要な接続が妨害
されるこ とがあ り ます。 15 ページの 「 SGD サーバー間のファ イアウォール 」 を参照
して ください。

▼ SGD でスマート カード を有効にする方法

1. SGD スマート カードサービスが有効になっているこ とを確認します。  

Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タ
ブに移動し 、 「 スマート カード 」 チェ ッ クボッ クスが選択されているこ とを確認
します。

スマート カードサービスは、デフォル トで有効に設定されています。
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2. スマート カード認証が有効になっているこ とを確認します。  

スマート カード認証は、デフォルト で有効に設定されています。

Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 タ
ブに移動し 、 「 スマート カード認証 」 チェ ッ クボッ クスが選択されているこ とを
確認します。

「 グローバル設定 」 → 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 タブには、 「 アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーの認証 」 ダイアログの 「 常にスマート カードを使う 」 チェ ッ クボッ クス
の動作に影響するほかの設定もあ り ます。 315 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンサー
バーの認証ダイアログの設定 」 を参照して ください。

ク ラ イアン トデバイス上のスマート カード リーダ
ーを設定する

SGD は、 PC/SC 準拠のカードおよびリーダーに対応しています。詳細については、
PC/SC Workgroup Web サイ ト を参照して ください。

SGD でテス ト されたスマート カードは、
http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1928 で参照可能な 『 』 に一覧表示
されています。

Microsoft Windows ク ラ イアント デバイス

Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスでは、 SGD から実行するターミナルサー
ビスセッシ ョ ンでスマート カードを 利 用できるよ うにするには、 スマート カード リ
ーダーと必要なド ライバをクライアン トデバイスにインス トールする必要があり ます。

Linux プラ ッ ト フォームおよび Solaris OS のク ラ イアン
ト デバイス

Linux プラ ッ ト フォームおよび Solaris OS のク ラ イアン トデバイス上の SGD がスマ
ート カード リーダーと対話できるよ うにするには、 PCSC-Lite ラ イブラ リ をインス
トールする必要があ り ます。 PCSC-Lite は、 UNIX および Linux プラ ッ ト フォーム
上の PC/SC フレームワークへのインタフェースを提供します。

Linux プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイスの場合は、次の場所から  PCSC-Lite 
を入手できます。

■ Linux プラ ッ ト フォームのベンダー。

■ MUSCLE プロジェク ト 。

PCSC-Lite version 1.2.0 以降が必要です。
316 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月

http://www.pcscworkgroup.com
http://www.pcscworkgroup.com
http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1928
http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1928
http://www.musclecard.com


Solaris OS ク ラ イアン トデバイスの場合は、次のパッケージから  PCSC-Lite 互換ライ
ブラ リ を入手できます。

■ PC/SC Shim for SCF パッケージ (PCSCshim)

■ Sun Ray PC/SC Bypass パッケージ (SUNWsrcbp)

PC/SC Shim for SCF パッケージを適用する と 、 PC/SC アプ リ ケーシ ョ ンを  Solaris 
Card Framework (SCF) で使用できます。 このパッケージは、 Sun の内部リーダーお
よび Sun Ray の リーダーで動作するよ うになっています。 Version 1.1.1 以降が必要
です。 PC/SC Shim は Solaris 10 に組み込まれています。その他の Solaris バージ ョ
ン用の PC/SC Shim は、 MUSCLE プロジェク ト から入手できます。  

Ray PC/SC Bypass パッケージには、 Sun Ray リーダー用の PCSC-Lite インタフェ
ースが用意されています。 Sun Ray Server Software 用の 新パッチおよび 新の 
SUNWsrcbp パッケージが必要です。

SGD ク ラ イアン トには、 PCSC-Lite libpcsclite.so ラ イブラ リ ファ イルが必要で
す。通常は /usr/lib にインス トールされていますが、 この場所は動的リ ンカーパ
スによって異な り ます。 このファ イルが動的リ ンカーパス以外の場所にインス トール
されている場合、 または別のライブラ リ ファ イルを使用する場合は、
TTA_LIB_PCSCLITE 環境変数を使用してその場所を指定してください。 この変数は、
ユーザーの環境またはログインスク リプ トに設定できます。

▼ スマート カード を使用し て  Microsoft Windows 
アプリ ケーショ ンサーバーにログインする方法

1. SGD にログインします。

2. Webtop 上のリ ンクをク リ ッ ク して 、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

3. 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの認証 」 ダイアログが表示されたら 、 「 スマート カ
ードを使用する 」 をク リ ッ ク します。

4. 常にスマート カードを使用してログインする場合は、 「 Always use smart card 」
ボッ クスをク リ ッ ク します。

5. 「 Windows セキュ リ テ ィー 」 ダイアログが表示されたら 、 スマート カードを挿
入します。

6. PIN の入力を要求されたら 、 PIN を入力します。
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スマート カードの ト ラブルシューティング

Windows アプ リ ケーシ ョ ンでスマート カードを使用するよ うに SGD を設定する方
法については、 313 ページの 「 Windows アプ リ ケーシ ョ ンでのスマート カードの使
用 」 を参照して ください。

ユーザーが Windows アプ リ ケーシ ョ ンでスマート カードを使用できない場合は、
次のチェッ ク リ ス ト を使用して問題を解決して ください。

Windows ターミナル サーバーでスマート カードデバイスの リ ダイレク トが有効にな
っていますか。  

スマート カードを使用できるのは、 Windows ターミナル サーバーでスマート カード
デバイスの リ ダイレク ト が有効になっている場合だけです。 スマート カードデバイス
の リ ダイレク ト をサポートする  Windows プラ ッ ト フォームの詳細については、
149 ページの 「 SGD で使用する  Microsoft Windows ターミナル サービスの設定 」
を参照して ください。

スマート カードサービスがアレイ内のすべての SGD サーバーで有効になっていま
すか。

Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブ
に移動し 、 「 スマート カード 」 チェッ クボッ クスが選択されているこ とを確認します。

Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 タブ
に移動し 、 「 スマート カード認証 」 チェ ッ クボッ クスが選択されているこ とを確認し
ます。

ユーザーセッシ ョ ンをホス ト している  SGD サーバーとアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
をホス ト している  SGD サーバーの間にファ イアウォールは存在しますか。

SGD サーバー間のファ イアウォールによってスマート カードの接続が妨害されるこ
とがあ り ます。 15 ページの 「 SGD サーバー間のファ イアウォール 」 を参照して くだ
さい。

ク ラ イアン トデバイスが正し く設定されていますか。

Microsoft Windows ク ラ イアン トプラ ッ ト フォームでは、次の手順を実行します。

■ Windows の 「 デバイス  マネージャ 」 の リ ス トにスマート カード リーダーが含まれ
ているこ とを確認します。

■ スマート カードサービスがク ラ イアン ト上で動作しているこ とを確認します。
「 スター ト 」 メニュー → 「 プログラム 」 → 「 管理ツール 」 → 「 サービス 」 の順
にク リ ッ ク します。

■ SGD Client がスマート カード リーダーおよびカードを検出しているこ とを確認し
ます。 Windows のシステム ト レイで SGD のアイコンをマウスの右ボタンでク リ
ッ ク し 、 「 接続情報 」 を選択します。 「 スマート カード リーダーのプロパティー
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」 に、詳細が reader:ATR_string の形式で表示されます。 こ こで、 reader はスマー
ト カード リーダーの製造元とモデルです。 ATR_string は、カードの識別に使用さ
れる  ATR (Automatic Terminal Recognition) 16 進文字列です。

Linux プラ ッ ト フォームでは、次の手順を実行します。

■ PCSC デーモン (pcscd) が動作しているこ とを確認します。たとえば、次のコマ
ンドを使用できます。

■ --debug stdout オプシ ョ ンを指定して、 PCSC デーモンを再起動してみます。
スマート カードを リーダーに挿入して、 リーダーおよびカードが検出されるかど
うかを確認します。

Solaris OS プラ ッ ト フォームでは、次の手順を実行します。

■ PC/SC Shim for SCF パッケージを使用している場合は、 OCF サーバー 
(ocfserv) が動作しているこ とを確認します。 OCF サービスが動作していない場
合は、次のコマンドを使用して OCF サーバーを有効にします。

■ Sun Ray PC/SC Bypass パッケージを使用している場合は、 Sun Ray Server 
Software の設定を確認します。

ログファ イルに何かエラーメ ッセージが記録されていますか。

スマート カードデバイスのアクセスデータやエラーメ ッセージは、 SGD Client ログ
ファ イルに格納されています。 このデータは、 SGD の Webtop の 「 詳細な診断 」 ペ
ージに表示されます。

シ リ アルポート
こ こでは、 SGD を使用して表示された Windows アプ リ ケーシ ョ ンでシ リ アルポー
トへのアクセスを設定する方法について説明します。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 320 ページの 「 シ リ アルポートへのアクセスを設定する 」

■ 320 ページの 「 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの設定 」

■ 320 ページの 「 SGD でシ リ アルポートへのアクセスを有効にする 」

■ 321 ページの 「 ク ラ イアン トデバイスの設定 」

# /sbin/service pcscd status

# svcadm enable svc:/network/rpc/ocfserv
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シ リ アルポートへのアクセスを設定する

 シ リ アルポートへのアクセスを設定するには、次の設定手順が必要です。

1. アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで COM ポート マッピングを有効にします。

320 ページの 「 Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの設定 」 を参照し
て ください。

2. SGD ユーザーに対してシ リ アルポートへのアクセスを有効にします。

320 ページの 「 SGD でシ リ アルポートへのアクセスを有効にする 」 を参照して く
ださい。

3. ク ラ イアン トデバイスのシ リ アルポートへのアクセスを設定します。

321 ページの 「 ク ラ イアン トデバイスの設定 」 を参照して ください。

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの
設定

シ リ アルポートにアクセスできるのは、 Windows ターミナル サーバーで COM ポー
ト マッピングが有効になっている場合だけです。 COM ポート マッピングをサポート
する  Windows プラ ッ ト フォームの詳細については、 149 ページの 「 SGD で使用す
る  Microsoft Windows ターミナル サービスの設定 」 を参照して ください。

SGD でシ リ アルポートへのアクセスを有効にする

シ リ アルポートへのアクセスはすべてのユーザーに対してデフォル トで有効になって
います。シ リ アルポートが無効になっている場合は、シ リ アルポートへのアクセスを
すべてのユーザー、 または特定のユーザーに対して有効にするこ とができます。

ユーザーが Windows アプ リ ケーシ ョ ンを起動する と 、 SGD はそのユーザーのユー
ザープロファ イルを検査してから 、組織階層の上位にあるすべての親オブジェク ト を
検査して、シ リ アルポートへのアクセスが有効になっているか無効になっているかを
確認します。検査したすべてのオブジェク トが親の設定を使用するよ うに構成されて
いる場合は、グローバル設定が使用されます。

SGD サーバー間のファ イアウォールによって、シ リ アルポートに必要な接続が妨害
されるこ とがあ り ます。 15 ページの 「 SGD サーバー間のファ イアウォール 」 を参照
して ください。
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▼ シリ アルポート へのアク セスを有効にする方法

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデバイス 」
タブに移動し 、 「 シ リ アルポート マッピング 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

「 シ リ アルポート マッピング 」 チェ ッ クボッ クスは、デフォルト で有効に設定さ
れています。

2.  ( 省略可能 ) Administration Console で、組織オブジェク ト 、組織単位オブジェ
ク ト 、 またはユーザープロファ イルオブジェク トの 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タ
ブに移動します。

a. 「 親の設定を上書き 」 または 「 グローバル設定の上書き 」 チェ ッ クボッ クスを
選択します。  

b. 「 シ リ アルポート マッピング 」 属性を設定します。

シ リ アルポートへのアクセスを有効にするには、 「 有効 」 チェ ッ クボッ クスを
選択します。シ リ アルポートへのアクセスを無効にするには、 「 有効 」 チェ ッ
クボッ クスの選択を解除します。

組織または組織単位オブジェク ト を設定している場合は、 これによ り 、その組織
または組織単位内のすべてのユーザーが影響を受けます。

注 - 行なった変更は、新しいユーザーセッシ ョ ンでのみ有効にな り ます。

ク ラ イアン トデバイスの設定

Windows ターミナルサービスセッシ ョ ンでマップされるシ リ アルポート を調べるに
は、 ク ラ イアン トデバイスの設定が必要になる場合があ り ます。

UNIX および Linux ク ラ イアン トプラ ッ ト フォームでは、ユーザーは、マッピングさ
れるすべてのシ リ アルデバイスへの読み取り / 書き込みアクセス権を保持している必
要があ り ます。 SGD は、次のう ちで 初に一致したものを使用します。

1. SUN_MAP_SERIALPORTS 環境変数でリ ス ト されたシ リ アルポート 。

リ ス ト内の各シ リ アルポートは、セ ミ コロンで区切られ、 serial device=
com-port-name の形式にな り ます。次に例を示します。

=com-port-name の部分は省略可能ですが、 これを省略する と 、シ リ アルポートは 
Windows アプリケーシ ョ ンセッシ ョ ンで COMx にマッピングされます。 こ こで、
x はリ ス ト内のシ リ アルポートの位置を示します。

2. ユーザーのク ラ イアン トプロファ イルに記載されたシ リ アルポート 。

/dev/ttyS0=COM1;/dev/ttyS4=COM8
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ユーザーのク ラ イアン トプロファ イルの <localsettings> セクシ ョ ン内の 
<serialports> エン ト リに、マッピングされるシ リ アルポートが リ ス ト表示さ
れます。 337 ページの 「 ク ラ イアン トプロファ イルの設定 」 を参照してください。

<serialports> エン ト リは、手動で追加する必要があ り ます。

シ リ アルポートは、上記と同じ形式で リ ス ト表示されます。

注意 - ユーザーがク ラ イアン トプロファ イルを編集していないと 、 profile.xml 
ファ イルに加えられた手動の変更は、ユーザーが次回ログインしたと きにすべて失わ
れます。

3. SUN_DEV_SERIAL 環境変数でリ ス ト されたシ リ アルポート 。

これは単一のシ リ アルデバイスです ( たとえば、 /dev/ttyS2) 。 これは、
Windows アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン内で常に COM1 にマップされます。

Microsoft Windows ク ラ イアン トプラ ッ ト フォームでは、 SGD は次のうちで 初に
一致したものを使用します。

1. ユーザーのク ラ イアン トプロファ イルに記載されたシ リ アルポート 。

ユーザーのク ラ イアン トプロファ イルの <localsettings> セクシ ョ ン内の 
<serialports> エン ト リに、マッピングされるシ リ アルポートが リ ス ト表示さ
れます。 337 ページの 「 ク ラ イアン トプロファ イルの設定 」 を参照してください。

<serialports> エン ト リは、手動で追加する必要があ り ます。

リ ス ト内の各シ リ アルポートは、セ ミ コロンで区切られ、 serial device=
com-port-name の形式にな り ます。

=com-port-name の部分は省略可能ですが、 これを省略する と 、シ リ アルポートは 
Windows アプリケーシ ョ ンセッシ ョ ンで COMx にマッピングされます。 こ こで、
x はリ ス ト内のシ リ アルポートの位置を示します。

注意 - ユーザーがク ラ イアン トプロファ イルを編集していないと 、 profile.xml 
ファ イルに加えられた手動の変更は、ユーザーが次回ログインしたと きにすべて失わ
れます。

2. COM1 ～ COM9 のう ちで使用可能なポート 。

SGD Client は、ポート  COM1 ～ COM9 を開こ う と試みます。検出された COM 
ポートは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン内と同じ  COM ポート番号にマ
ップされます。

COM1=COM5;COM2=COM8
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第 6 章

SGD Client と  Webtop

この章では、 Oracle Secure Global Desktop (SGD) ク ラ イアン ト をインス トール、設
定、および実行する方法について説明します。 また、 Webtop の設定についても説明
します。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 323 ページの 「 SGD Client 」

■ 333 ページの 「 ク ラ イアン トプロファ イル 」

■ 342 ページの 「 統合モード 」

■ 352 ページの 「 Webtop 」

SGD Client
SGD Client は SGD の一部であり 、 ク ライアン トデバイス上にインス トールされます。
SGD Client がないと 、アプ リ ケーシ ョ ンを実行できません。  

こ こでは、 SGD Client をインス トールして実行する方法の詳細について説明します。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 323 ページの 「 SGD Client の概要 」

■ 325 ページの 「 SGD Client のインス トール 」

■ 328 ページの 「 コマンド行からの SGD Client の実行 」

■ 332 ページの 「 Java テク ノ ロジを使用しない場合の SGD の使用法 」

SGD Client の概要

SGD Client は、次のいずれかのモードで動作できます。
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■ ブラウザの使用。ブラウザを使用して、 Webtop と呼ばれる特殊な Web ページを
表示できます。 Webtop には、ユーザーが SGD で実行できるアプ リ ケーシ ョ ンが
列挙され、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンや印刷を制御するためのコン ト ロールが
付いています。 これは SGD を使用するためのデフォル トの方法です。  

Webtop の詳細については、 Oracle Secure Global Desktop 4.6 ユーザーガイ ドを参
照して ください。

■ 統合モード 。ユーザーが SGD で実行できるアプ リ ケーシ ョ ンの リ ス トは、 ク ラ イ
アン トデバイスのデスク ト ップにある 「 スター ト 」 メニューまたは 「 起動 」 メニ
ューに表示されます。統合モードを使用する と 、ユーザーは、 リモート アプ リ ケ
ーシ ョ ンをローカルアプ リ ケーシ ョ ン と同じ方法で実行できます。ほかの設定事
項にもよ り ますが、通常は、ユーザーはブラウザを使う必要があ り ません。

詳細については、 342 ページの 「 統合モード 」 を参照して ください。

ク ラ イアン トプラ ッ ト フォームによって異な り ますが、 SGD Client の稼動中は、シ
ステム ト レイやワークスペーススイ ッチにアイコンが表示されます。

SGD Client には次のよ う な機能があ り ます。

■ オペレーティングシステム 、 ローカルプリ ンタ 、 ク ラ イアン ト ド ラ イブなど 、 ク
ラ イアン トデバイスに関する情報を取得する 。

■ アプ リ ケーシ ョ ンの表示を管理する 。

■ SGD サーバーとの通信接続を 、 Adaptive Internet Protocol (AIP) プロ ト コルを使
用して維持する 。

■ SGD サーバーからのイベン ト を受け取り 、必要な処理を行う 。たとえば、印刷ジ
ョブの到着があ り ます。

SGD Client を設定する

SGD Client を適切に設定して、 SGD サーバーに接続できるよ うにする必要があ り ま
す。 SGD Client の接続設定は、 ク ラ イアン トプロファ イルで定義されます。 ク ラ イ
アン トプロファ イルは、 ク ラ イアン トデバイスに格納されています。

ク ラ イアン トプロファ イルは、 SGD Client が起動する と きの接続先の URL 
(Uniform Resource Locator) や、 SGD Client の動作モードなどを制御します。  

SGD でのク ラ イアン トプロファ イルの使用方法、およびク ラ イアン トプロファ イル
で設定できる設定の詳細については、 333 ページの 「 ク ラ イアン トプロファ イル 」 を
参照して ください。

SGD Client Helper

Java テク ノ ロジ対応のブラウザを使用している場合、 SGD Client の機能は SGD 
Client Helper によって実現されます。
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SGD Client Helper は、次の機能を実行する  Java アプレッ トです。

■ SGD Client をダウンロード してインス トールする 。 これは自動インス トールした
場合にのみ実行可能です。 325 ページの 「 SGD Client の自動インス トール 」 も参
照して ください。

■ プロキシサーバーの設定をブラウザから取得し 、 SGD Client に送信する 。 これは
ユーザーのク ラ イアン トプロファ イルの設定にも依存します。

■ SGD Client を起動する 。 これは、ユーザーがブラウザを起動してログイン  URL 
を開こ う と したと きにのみ実行されます。

■ SGD Client から受信した指示に応答する 。たとえば、ブラウザに画面の再描画を
要求します。

SGD Client Helper の使用は任意です。 332 ページの 「 Java テク ノ ロジを使用しな
いで SGD にアクセスする方法 」 を参照して ください。

SGD Client のインス トール

SGD Client は、次の方法でインス トールできます。

■ 自動インス トール。 Java テク ノ ロジ対応のブラウザを使用して、 SGD Client のダ
ウンロード と インス トールを自動的に処理できます。 325 ページの 「 SGD Client 
の自動インス トール 」 を参照して ください。

■ 手動インス トール。 SGD Client を手動でクライアン トデバイスにダウンロード し 、
インス トールできます。 327 ページの 「 SGD Client の手動インス トール 」 を参照
して ください。

SGD Client の自動インス トール

Java テク ノ ロジ対応のブラウザを使用している場合は、 URL 
http://server.example.com/sgd で示されるページを開いた時点で、自動的に SGD 
Client がインス トールされます。 こ こで、 server.example.com は SGD サーバーの名前
です。

注 - Microsoft Windows Vista プラ ッ ト フォームで Internet Explorer を使用する場合、
SGD Client のダウンロード と インス トールを自動的に実行するには、 Internet 
Explorer の 「 セキュ リ テ ィ設定 」 の 「 信頼済みサイ ト 」 リ ス トに SGD サーバーを追
加しておく必要があ り ます。

SGD Client の自動インス トールでは、 SGD Client のバージ ョ ンが異なる と 、
別々のディ レク ト リにインス トールされます。 これは、次のこ とを示しています。

■ ユーザーは、アップグレード された SGD サーバーにログインするだけで、
SGD Client をアップグレードできます。
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■ SGD のバージ ョ ンに合わせ、該当する  SGD サーバーにログインするだけで、
適切な SGD Client を実行できます。

SGD Client は次のディ レク ト リにインス トールされます。

■ Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイス 。ユーザーに固有の書き込み可能なデ
ィ レク ト リ 。

Microsoft Windows XP プラ ッ ト フォームでの例を次に示します。

C:\Documents and Settings\username\Local Settings\Temp\tcc\
version

Microsoft Windows Vista プラ ッ ト フォームでの例を次に示します。

C:\Users\username\AppData\Local\Temp\tcc\version

実際の場所は、ユーザーの権限、オペレーティングシステム 、および使用されて
いる  Java Plugin ツールのバージ ョ ンによって異な り ます。

Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスを使用するユーザーは、 ローミ ングユ
ーザープロファ イルを持つこ とができます。 ローミ ングユーザープロファ イルに
よ り 、ユーザーがどの Microsoft Windows コンピュータを使用する場合でも 、同
じ環境が提供されます。  

Microsoft Windows ユーザーがローミ ングユーザープロファ イルを所有している
場合、 SGD Client は次のディ レク ト リにインス トールされます。

Microsoft Windows XP プラ ッ ト フォームの場合

C:\Documents and Settings\username\Application Data\Temp\tcc\
version

Microsoft Windows Vista プラ ッ ト フォームの場合

C:\Users\username\AppData\Roaming\Temp\tcc\version

ローミ ングユーザープロファ イルを処理するよ うに SGD を設定する方法の詳細に
ついては、 327 ページの 「 ローミ ングユーザープロファ イルでの自動インス トー
ルを有効にする方法 」 を参照して ください。

■ UNIX® 、 Linux 、 または Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイス 。
ユーザーのホームディ レク ト リ 。

$HOME/.tarantella/tcc/version

自動インス トールを使用し 、 しかも  SGD Client のインス トール先を細かく制御しよ
う とする場合は、 SGD Client をインス トールし 、 SGD Web サービスを使用してイ
ンス トール先を指定するユーザー独自の Web アプ リ ケーシ ョ ンを開発できます。

SGD Client の自動インス トールの詳細については、 Oracle Secure Global Desktop 4.6 
インス トールガイ ドを参照して ください。
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▼ ローミ ングユーザープロファ イ ルでの自動インス
ト ールを有効にする方法 
ローミ ングされるディ レク ト リに SGD Client が自動的にインス トールされるよ うに
するには、アレイ内の各 SGD サーバーで次の手順を実行します。

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および中断しているアプ
リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンも含め、 SGD サーバー上で実行されているアプ リ ケーシ ョ
ンセッシ ョ ンがないこ とを確認して ください。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

2. jsp ディ レク ト リに移動します。

3. webtopsession.jsp ファ イルを編集します。

webtopsession.jsp 内の tccRoaming 行を 、次のよ うに変更します。

変更を保存します。

4. SGD Web サーバーを再起動します。

SGD Client の手動インス トール

手動インス トールの場合、 SGD Client のインス トール先はどこでも任意の場所に決
めるこ とができます。  

Microsoft Windows プラ ッ ト フォームに SGD Client をインス トールするには、管理
者権限が必要です。

SGD Web サーバーの開始画面から  SGD Client をダウンロード してインス トールし
ます。 SGD Web サーバーの開始画面は、 http://server.example.com にあ り ます。
こ こで、 server.example.com は SGD サーバーの名前です。  

開始画面の 「 Oracle Secure Global Desktop Client のインス トール 」 をク リ ッ ク しま
す。 Oracle Secure Global Desktop Client のダウンロードページには、 SGD Client 
をダウンロード してインス トールする手順が記載されています。

# cd /opt/tarantella/webserver/tomcat//webapps/sgd/resources/jsp

String tccRoaming = "true";

# tarantella restart webserver
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Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスでは、デフォルトのインス トールディ レク
ト リは C:\Program Files\Sun\Secure Global Desktop Client です。 SGD 
Client のシ ョー ト カッ ト が Windows の 「 スター ト 」 メニューにも追加されます。

注 - Mac OS X ク ラ イアン トプラ ッ ト フォームでは、手動インス トールを行う こ とは
できません。

SGD Client の手動インス トールの詳細については、 Oracle Secure Global Desktop 4.6 
インス トールガイ ドを参照して ください。

コマンド行からの SGD Client の実行

ユーザーは通常、ブラウザを起動し 、 http://server.example.com/sgd とい う  URL 
にアクセスするこ とによって SGD にログインします。 こ こで、 server.example.com は 
SGD サーバーの名前です。

このよ うにして SGD に接続する と 、自動的に SGD Client がダウンロード され、起
動されます。一方、 SGD Client をコマンド行から起動し 、 SGD サーバーに接続す
るこ と も可能です。 コマンド行から 、ブラウザを使用して、 または統合モードで 
SGD Client を実行できます。

SGD Client は、 Microsoft Windows ク ラ イアン トプラ ッ ト フォームでは tcc コマン
ドを使用して、 UNIX 、 Linux 、 または Mac OS X ク ラ イアン トプラ ッ ト フォーム
では ttatcc コマンドを使用して起動します。次に例を示します。

tcc
 [ -profile name ]
 [ -loginurl url ]
 [ -preferredlanguage lang ]

 [ -logdir file ]
[ -use-java ]

 [ -version ]
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次の表に、 tcc および ttatcc コマンドの引数の一覧を示します。

注 - 引数では大文字と小文字が区別されます。

コマンド行にユーザー名やパスワードを指定するこ とはできません。ただし 、ユーザ
ーが自動的にログインできるよ うに SGD Client を設定するこ とは可能です。 これは
統合モード と呼ばれます。詳細については、 345 ページの 「 SGD Client の統合モー
ドを設定する 」 を参照して ください。

コマンド 行の例

SGD Client のコマンド行を使用して、ユーザー独自のシ ョー ト カッ トやシェルスク
リプ ト を作成できます。  

引数 説明

-profile name SGD Client の起動時に使用するプロファ イルの名前。  
現状では、 SGD サーバーごとに 1 つ、 Default とい うプロファ イルがあるだけ
です。

特定のサーバーのプロファ イルを指定するには、 -profile 
server.example.com::Default を使用します。 こ こで、
server.example.com は SGD サーバーの名前です。

注 - プロファ イル名には大文字と小文字の区別があ り ます。

-loginurl URL ログイン  URL 。プロファ イルで URL が定義されていても こちらが優先します。

完全修飾ド メ イン名を使用して ください。

-preferredlanguage lang SGD Client によって表示される任意のダイアログやメ ッセージで使用される言語
。プロファ イルに言語が定義されていても 、 この指定が優先します。サポート さ
れている言語には次のよ う なものがあ り ます。

• en ( 英語 )
• de ( ド イツ語 )
• fr ( フランス語 )
• ja ( 日本語 )
• ko ( 韓国語 )
• zh_CN ( 簡体字中国語 )
• zh_TW ( 繁体字中国語 )

-logdir file SGD Client のログファ イルが作成されるディ レク ト リ 。

-use-java SGD Client での Java テク ノ ロジの検出を有効にします。

-version SGD Client のバージ ョ ン番号を表示します。

-help ヘルプ情報を表示します。 このオプシ ョ ンは、 UNIX 、 Linux 、 または Mac OS 
X ク ラ イアン トプラ ッ ト フォームでのみ使用できます。
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ユーザーのプロファ イルで 「 システムログイン時に接続 」 と 「 「 スター ト 」 メニュー
へのアプ リ ケーシ ョ ンの追加 」 オプシ ョ ンのどちらかが有効になっている場合、
SGD Client は、そのユーザーのデスク ト ップの 「 スター ト 」 メニューにそれ自体の
シ ョー ト カッ ト を自動的に追加します。 これらの機能をサポートするデスク ト ップシ
ステムは、 http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1928 で参照可能な 『 』
に一覧表示されています。

コマンド行から  SGD Client を実行する例をいくつか次に示します。

引数なしで SGD Client を起動する

次の例では、 SGD Client を起動し 、ユーザーのプロファ イルキャ ッシュにある  
Default プロファ イルに定義された設定を使用します。

プロファ イルがない場合や、プロファ イルにログイン  URL が含まれていない場合、
SGD Client は起動しても 、 SGD サーバーに接続できません。

ユーザーが以前に複数の SGD サーバーに接続している場合、 SGD Client は、ユー
ザーが接続した 後の SGD サーバーに、そのサーバーのプロファ イルを使用して接
続します。

このコマンドは、ユーザーが常に同じ  SGD サーバーに接続する場合に SGD Client 
を起動するために使用します。

特定の SGD サーバーに接続する

次の例では、 SGD Client を起動し 、ユーザーのプロファ イルキャ ッシュにある  
server.example.com のプロファ イルに定義された設定を使用します。

キャ ッシュ内に使用可能な server.example.com のプロファ イルがない場合、 SGD 
Client は接続設定の入力を求めます。

このコマンドは、ユーザーが異なる  SGD サーバーに接続する可能性がある場合に 
SGD Client を起動するために使用します。

$ ttatcc

$ ttatcc -profile server.example.com::Default
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通常とは異なる  ログイン URL を指定して接続

次の例では、 SGD Client を起動し 、ユーザーのプロファ イルキャ ッシュにある  
Default プロファ イルに定義された設定を使用します。ただし 、接続先はコマンド行
で指定された URL です。

こ こで、 url は SGD サーバーのログインページの URL です。たとえば、
http://server.example.com/sgd Ç»Ç«ÇÝÇ²ÅB

URL の書き方によ り 、アプ リ ケーシ ョ ンを起動するためにも この方法が使えます。

このコマンドは、 SGD Client を起動して 1 つの SGD サーバーに接続するが、
そのサーバー上のさまざまな Web アプ リ ケーシ ョ ンに接続するために使用します。

Web サービス開発者用オプショ ン

SGD Client では、次のコマンド行引数もサポート されています。 これらの引数は、
SGD Web サービスを使用したアプ リ ケーシ ョ ンを開発する場合にのみ有効です。

注 - 引数では大文字と小文字が区別されます。

$ tcc -loginurl url

引数 説明

-port tcp SGD Client が SGD サーバーに接続する際に使用するポート 。
SGD と の接続をセキュリ ティ ー保護する場合、 これは通常、
TCP (Transmission Control Protocol) ポート  5307 になり ます。

-baseroute SGD Client が SOCKS プロキシサーバーの ト ラバースに使
用するベースネッ ト ワーク経路。

-firewalltraversal SGD サーバーがファ イアウォール越えを使用している こ と
を示します。 SGD サーバーへの接続と  Webtop への接続は
どちら も同じポート使用します。通常は、ポート  443 です。

-connectioncookie cookie SGD Client の使用対象となっているユーザーセッシ ョ ンを
特定するために SGD サーバーが使用する  Cookie を指定し
ます。

-portfile file SGD Client が待機ポート番号を書き込むファ イルの名前。

-psn Mac OS X ク ラ イアン トデバイスでのみ使用されます。 X サ
ーバーが稼働している こ とを確認します。

-server server SGD サーバーの完全修飾ド メ インネームシステム  (DNS) 名。

-no-browser SGD Client の起動時にブラウザを起動しません。  
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Java テク ノ ロジを使用しない場合の SGD の使用法

組織が Java テク ノ ロジを使用した くない場合でも 、 SGD を使用するこ とはできます
が、次の制限があ り ます。

■ SGD Client は、手動でダウンロードおよびインス トールする必要があ り ます。

■ ユーザーが SGD にログインするには、 初に、 コマンド行またはデスク ト ップの
「 スタート 」 メニューのシ ョー ト カッ ト から 、 SGD Client を起動する必要があ り
ます。 初にブラウザを起動してログインするこ とはできません。

■ プロキシサーバーの設定は、設定済みのユーザーのク ラ イアン トプロファ イル
である必要があ り ます。 この設定をブラウザから自動的に取得するこ とはできま
せん。

■ 現在の状態を表示するには、 Webtop を手動で リ ロードする必要があ り ます。

次に説明するのは、 Java を使用しないで SGD を使用するために必要な手順です。

▼ Java テク ノ ロジを使用しないで SGD にアク セスする方法

1. SGD Client をダウンロード してインス トールします。

SGD Client を  SGD Web サーバーの開始画面、たとえば 
http://server.example.com からダウンロード します。 こ こで、 server.example.com 
は SGD サーバーの名前です。

「 Oracle Secure Global Desktop Client のインス トール 」 とい う リ ンクをク リ ッ ク
します。

SGD Client をインス トールする方法の詳細については、ダウンロードページおよ
び Oracle Secure Global Desktop 4.6 インス トールガイ ドを参照して ください。

2. SGD Client を起動し 、 SGD に接続します。

次のいずれかの方法を使用します。

■ デスク ト ップの 「 スター ト 」 メニューにあるシ ョー ト カッ ト から  SGD Client を
起動します。

SGD Client をはじめて起動する と 、接続先の URL を入力するよ う求められ
ます。 これは通常、 http://server.example.com/sgd です。 こ こで、
server.example.com は SGD サーバーの名前です。 SGD Client からは、使用する
プロキシサーバー設定の入力も求められます。

接続する と 、 SGD Client はデフォル トブラウザを起動して SGD のログインペ
ージを表示します。

■ コマンド行から  SGD Client を起動します。  

詳細については、 328 ページの 「 コマンド行からの SGD Client の実行 」 を参照
して ください。
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3. SGD にログインします。

SGD の Webtop が表示されます。

4. ク ラ イアン トデバイスのプロファ イルを編集する 。

Webtop のアプ リ ケーシ ョ ン領域にある 「 編集 」 ボタンをク リ ッ ク します。
「 ク ライアン トの設定 」 タブに移動し 、 ク ライアン トプロファイルを編集します。

337 ページの 「 ク ラ イアン トプロファ イルの設定 」 も参照して ください。

a. SGD Client の動作モードを設定します。

SGD には、ブラウザと統合モードのどちらを使用してもアクセスできます。

統合モードは、 Java テク ノ ロジが使用できない場合でも操作しやすい環境をユ
ーザーに提供します。 「 スター ト メニューへのアプ リ ケーシ ョ ンの追加 」 チェ
ッ クボッ クスにチェ ッ クマークを付けます。 342 ページの 「 統合モード 」 も参
照して ください。

自動ログインを使用してブラウザの使用を 小限に抑えるには、 「 自動ク ラ イ
アン ト ログイン 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。 345 ページの 「 認証トーク
ンの認証 」 を参照して ください。

Webtop やログインページなど 、 SGD Client のページをブラウザに表示する必
要がある場合は、常にデフォル トブラウザが起動されます。

Webtop の表示を更新するため、手動でページを更新しなければならない場合
があ り ます。

b. プロキシサーバーの設定を行います。  

ブラウザ側のプロキシサーバー設定を使用するこ とはできないので、プロファ
イルに定義する必要があ り ます。 9 ページの 「 ク ラ イアン トプロキシ設定の設
定 」 を参照して ください。

c. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

注 - SGD 管理者は、組織または組織単位のプロファ イルを編集するこ とによって 、
これに属するユーザーに関するこれらの設定の多く を 、あらかじめ済ませておく こ と
ができます。

5. SGD からログアウ ト します。

ク ラ イアン トプロファ イル
こ こでは、 SGD Client のク ラ イアン トプロファ イルを管理および設定する方法の詳
細について説明します。
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こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 334 ページの 「 ク ラ イアン トプロファ イルと  SGD Client 」

■ 335 ページの 「 ク ラ イアン トプロファ イルの管理 」

■ 337 ページの 「 ク ラ イアン トプロファ イルの設定 」

■ 339 ページの 「 プロファ イルキャ ッシュについて 」

■ 341 ページの 「 ローミ ングユーザープロファ イルを所有する  Microsoft Windows 
ユーザー 」

ク ラ イアン トプロファ イルと  SGD Client
ク ラ イアン トプロファ イルとは、 SGD Client を制御する一連の設定のこ とです。 ク
ラ イアン トプロファ イルの設定には、次の内容が含まれます。

■ SGD Client が起動する と きの接続先の URL 。通常、 これは SGD にログインする
ための URL と同じです。

■ SGD Client の動作モード 。ユーザーが実行できるアプ リ ケーシ ョ ンを  Webtop に
表示するか、 またはユーザーのデスク ト ップの 「 スター ト 」 メニューまたは 「 起
動 」 メニューに表示するか。

■ SGD Client の起動時にユーザーが SGD に自動ログインするかど うか。

■ ユーザーがデスク ト ップシステムにログインしたと きに SGD Client を自動的に起
動するかど うか。

■ プロキシサーバー設定。プロキシ設定をプロファ イル内で手動で設定するか、 ま
たはブラウザから引き継ぐか。

注 - SGD Client が SGD サーバーに接続できるのは、 どちら も同じ メジャー / パッチ
バージョン番号を持っている場合に限られます。たとえば、 Version 4.40.917 などです。

ユーザーが接続する  SGD サーバーごとに 1 つのク ラ イアン トプロファ イル (1 つの設
定グループ ) が存在します。プロファ イルは、ユーザーが SGD サーバーに接続する
とダウンロード されます。 SGD Client を手動でインス トールした場合、 SGD Client 
の初回起動時に、初期接続情報を確認するよ う要求されます。

注 - ク ラ イアン トプロファ イルは、ユーザープロファ イルとは異な り ます。ユーザー
プロファ イルは、 Webtop コンテンツや、その他の SGD 固有の設定 ( 印刷など ) を
制御します。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 335 ページの 「 ク ラ イアン トプロファ イルの管理 」

■ 336 ページの 「 ユーザーのク ラ イアン トプロファ イルの編集を設定する方法 」
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■ 337 ページの 「 ク ラ イアン トプロファ イルの設定 」

■ 339 ページの 「 プロファ イルキャ ッシュについて 」

■ 341 ページの 「 ローミ ングユーザープロファ イルを所有する  Microsoft Windows 
ユーザー 」

ク ラ イアン トプロファ イルの管理

SGD 管理者は、 ク ラ イアン トプロファ イルを 、 SGD 管理ツールである  Profile 
Editor を使用して管理します。 Profile Editor ツールは、 SGD 管理者だけが使用で
きます。

SGD 管理者は、次のオブジェク トのク ラ イアン トプロファ イルを作成、編集、およ
び削除できます。

■ 組織オブジェク ト

■ 組織単位 (OU) オブジェク ト

■ System Objects 組織内のプロファ イルオブジェク ト 。たとえば、 System 
Objects/LDAP Profile

これらの各オブジェク トに作成できる ク ラ イアン トプロファ イルは 1 つだけです。
ク ラ イアン トプロファ イルは、 SGD サーバーに格納されています。

デフォル ト システムク ラ イアン トプロファ イルは、 System Objects 組織のプロフ
ァイルです。 このクライアン トプロファイルは、編集可能ですが、削除はできません。

ユーザーは、 Webtop からユーザー独自のクライアン トプロファイルを編集できます。
Webtop のアプ リ ケーシ ョ ン領域にある 「 編集 」 ボタンをク リ ッ ク し 、 「 ク ラ イアン
トの設定 」 タブに移動します。

ユーザーが編集できるのは、現在接続している  SGD サーバーのク ラ イアン トプロフ
ァイルだけです。ユーザーのクライアン トプロファイルは、 SGD サーバーではなく 、
ク ラ イアン トデバイスに格納されます。

注 - 匿名ユーザーは、 ク ラ イアン トプロファ イルを編集できません。 これらのユーザ
ーは一時的なユーザーであるためです。詳細については、 64 ページの 「 匿名ユーザ
ーの認証 」 を参照して ください。
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▼ ユーザーのク ラ イ アント プロファ イルの編集を設
定する方法

1. SGD のプロファ イル編集を有効にします。

SGD のプロファ イル編集は、デフォル トで有効になっています。

a. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 ク ラ イアン トデバイス
」 タブに移動します。

b. 「 プロファ イルの編集 」 セクシ ョ ンで、 「 編集 」 チェ ッ クボッ クスが選択され
ているこ とを確認します。  

デフォルト では、チェ ッ クボッ クスは選択されています。

注 - プロファ イルの編集を禁止する と 、それは SGD 管理者を含む全ユーザーについ
て禁止したこ とにな り ます。その場合でも 、 SGD 管理者は Profile Editor アプ リ ケ
ーシ ョ ンを使用してク ラ イアン トプロファ イルを作成および編集できます。

2. 組織階層内のプロファ イル編集を設定します。

プロファ イル編集は、組織、組織単位、 またはユーザープロファ イルに対して設
定できます。

プロファ イル編集を組織階層内の親オブジェク トから継承するこ とによ り 、 SGD 
管理者は、各ユーザーオブジェク ト を編集せずに多数のユーザーのプロファ イル
編集を有効 / 無効にできます。デフォル トでは、すべてのユーザーのプロファ イ
ル編集が有効になっています。

a. Administration Console で、 「 ユーザープロファ イル 」 タブに移動し 、組織階
層内のオブジェク ト を選択します。

b. 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブに移動します。

c. ク ラ イアン トプロファ イルの編集を 、次のよ うに有効にします。

■ 「 親の設定を上書き 」 または 「 グローバル設定の上書き 」 チェ ッ クボッ クス
を選択します。

このチェ ッ クボッ クスを選択する と 、任意の親オブジェク トのプロファ イル
編集設定を上書きできます。たとえば、 OU のプロファ イル編集を無効にす
る一方で、その OU 内のあるユーザープロファ イルのプロファ イル編集を有
効にするこ とができます。

■ 「 有効 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

このチェッ クボッ クスを選択する と 、ユーザープロファイル、あるいは組織単
位または組織内のすべてのユーザーのプロファイル編集が有効になり ます。

このチェ ッ クボッ クスの初期状態は、その親オブジェク トの設定です。

d. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。
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ク ラ イアン トプロファ イルの設定

次の表に、 ク ラ イアン トプロファ イルで使用可能な設定とその機能について説明し
ます。

設定内容 説明

ログイン  URL プロファ イルが使用する  SGD の URL 。 これは通常、
http://server.example.com/sgd です。 こ こで、 server.example.com は SGD サ
ーバーの名前です。

ユーザーが Webtop をブラウザに表示するこ とによって SGD を実行する場合
は、ユーザーが Webtop にログインしてアクセスできるよ うに、 この URL が
ユーザーのデフォル トブラウザに自動的にロード されます。

統合モード では、 URL がユーザーのデフォルト ブラウザにロード されるのは、
そのユーザーが SGD にログインする必要がある場合だけです。

常に完全修飾ド メ イン名を使用して ください。

ク ラ イアン トプロファ イル内の URL は、 コマンド行引数を使用して上書きで
きます。 328 ページの 「 コマンド行からの SGD Client の実行 」 を参照して く
ださい。

デフォル トのログイン  URL は、
http://server.example.com:80/sgd/index.jsp です。

システムログイン時に接続 有効な場合、 ク ラ イアン トデバイスにログインするたびに、 SGD Client がこ
のク ラ イアン トプロファ イルを使用して自動的に起動します。

これを有効にする と 、アプ リ ケーシ ョ ンのシ ョー ト カッ ト またはシンボ リ ッ ク
リ ンクが、 SGD Client によ りデスク ト ップシステムのスター ト アップフォル
ダ内に作成されます。 リ ンクは、次の場所に作成されます。

• Microsoft Windows 。現在のユーザー用の Windows スター ト アップフォ
ルダ。 このフォルダは通常、 C:\Documents and Settings\username\
Start Menu\Programs\Startup ÇÝÇ²ÅB

• KDE 。  $HOME/.kde/autostart
• GNOME 。  $HOME/.config/autostart
• Java Desktop System 。 $HOME/.config/autostart

デフォル トでは、 この設定は無効になっています。

「 スター ト 」 メニューへのアプ
リ ケーシ ョ ンの追加

ユーザーが SGD と どのよ うに対話するかを制御します。

有効な場合、ユーザーが実行できるアプ リ ケーシ ョ ンが、 ク ラ イアン トデバイ
スのデスク ト ップの 「 スタート 」 または 「 起動 」 メニューに表示されます。 こ
れは統合モード と呼ばれます。ユーザーは、アプ リ ケーシ ョ ンの中断や再開な
ど 、 Webtop 上でアプ リ ケーシ ョ ンを制御するこ とはできません。

無効な場合、ユーザーが実行できるアプ リ ケーシ ョ ンがブラウザ上の Webtop 
に表示されます。

デフォル トでは、 この設定は無効になっています。
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自動ク ラ イアン ト ログイン 有効な場合、 SGD Client は起動する とすぐに、認証トークンを使用してユー
ザーをログインさせよ う と します。

このオプシ ョ ンを有効にできるのは、 「 「 スター ト 」 メニューへのアプ リ ケー
シ ョ ンの追加 」 設定が有効な場合だけです。

デフォル トでは、 この設定は無効になっています。

詳細については、 342 ページの 「 統合モード 」 を参照して ください。

代替 PDF ビューア PDF 印刷で使用する代替 PDF (Portable Document Format) ビューア用のアプ
リ ケーシ ョ ンコマンド 。

アプ リ ケーシ ョ ンがユーザーの PATH に存在しない場合は、アプ リ ケーシ ョ ン
のフルパスを入力します。

この設定が適用されるのは、 UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フ
ォームのク ラ イアン トデバイスだけです。

ログ SGD Client ログファ イルに出力される情報量を制御します。

出力は、 SGD Client と同じディ レク ト リ内にテキス ト ファ イルで保存され
ます。

デフォル トは、 「 エラーのみ 」 です。

言語の選択 SGD Client がコマンド行から起動される際に使用すべきデフォル ト言語。
たとえば、 SGD Client が統合モードの場合など 。

選択した言語は、 SGD Client 、 ログインダイアログ 、および Webtop で表示
される メ ッセージで使用されます。

詳細については、 352 ページの 「 Webtop の言語を設定する 」 を参照して くだ
さい。

デフォル ト値は en です。

設定内容 説明
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プロファ イルキャ ッシュについて

SGD 管理者によって作成されたク ラ イアン トプロファ イルは、作成先の SGD サーバ
ーに格納されます。 これらのプロファ イルは次に、アレイ内のすべての SGD サーバ
ーにコピーされ、任意の SGD サーバー上で編集できるよ うにな り ます。

ローカル X サーバーの確認 有効な場合、 SGD Client がク ラ イアン トデバイス上で動作している  X サーバ
ーがあるかど うかを確認します。

X アプ リ ケーシ ョ ンがク ラ イアン トデバイス上で X サーバーを使って表示され
るよ うに設定されている と きは、 このオプシ ョ ンを有効にする と  X アプ リ ケ
ーシ ョ ンを起動する と きのパフォーマンスが向上します。 ローカル X サーバ
ーを使用できない場合は、 代わり に independent ウィ ンド ウが使用されます。

この設定は、 Windows ク ラ イアン トデバイスにだけ適用されます。

デフォル トでは、 この設定は無効になっています。

プロキシ設定 この設定によ り 、 SGD Client が使用するプロキシサーバーの決定方法が制御
されます。

「 デフォル トの Web ブラウザ設定を使用する 」 を使用する と 、ユーザーのデ
フォル トブラウザ内のプロキシサーバー設定が使用されます。

手動プロキシ設定を使用する と 、プロファ イルにプロキシサーバー設定を定義
できます。ハイパーテキス ト転送プロ ト コル (HTTP) プロキシサーバーを指定
できます。

ブラウザ上でプロキシを設定する と 、設定が保存され、 SGD Client の次回起
動時に使用されます。

「 セッシ ョ ン開始時にプロキシ設定を確立する 」 が有効になっている場合は、
SGD Client が起動するたびに、ブラウザからプロキシ設定が取得されます。
保存済みのプロキシ設定は使用されません。 「 自動ク ラ イアン ト ログイン 」 が
選択されている場合は、 「 セッシ ョ ン開始時にプロキシ設定を確立する 」 設定
が無効にな り ます。

デフォル トでは、 「 デフォル トの Web ブラウザ設定を使用する 」 チェ ッ クボ
ッ クスが選択され、 「 セッシ ョ ン開始時にプロキシ設定を確立する 」 チェ ッ ク
ボッ クスは選択されていません。

接続障害 SGD サーバーへの接続が失われた場合の SGD Client の動作を制御する設定 (
常に再接続する 、再接続しない、ユーザーに確認する 、のいずれか ) 。

再接続する場合、 これらの設定によ り 、接続試行回数および接続試行間隔 ( 秒
単位 ) が制御されます。

SGD Client が再接続できない場合、ユーザーセッシ ョ ンは終了します。実行
中のアプ リ ケーシ ョ ンは、アプ リ ケーシ ョ ンの 「 再開機能 」 設定に応じて終了
または中断します。

デフォル トの設定は 「 常に再接続を試行する 」 であ り 、試行回数は 6 、間隔は 
10 秒です。

設定内容 説明
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ユーザーがはじめて SGD にログインする と 、 SGD Client は、 ク ラ イアン トデバイ
スのプロファ イルキャ ッシュにク ラ イアン トプロファ イルをダウンロード します。次
に示すクライアン トプロファイルの中で 初に一致したものがダウンロード されます。

■ そのユーザーに割り当てられている 、システムオブジェク ト組織内のユーザープ
ロファ イルオブジェク トに対して定義されたク ラ イアン トプロファ イル。たとえ
ば、ユーザーが LDAP 認証を使用して認証されており 、System Objects/LDAP 
Profile オブジェク トのク ラ イアン トプロファ イルが存在する場合は、 このプロ
ファ イルがダウンロード されます。

■ SGD 管理者がユーザーの所属する組織単位または組織に定義したク ラ イアン トプ
ロファイル。ユーザーの組織単位のクライアン トプロファイルが存在しない場合、
SGD は上位の組織階層の親オブジェク トにク ラ イアン トプロファ イルが存在する
かど うかを確認します。

■ System Objects オブジェク トに定義されたシステムのデフォル ト ク ラ イアン ト
プロファ イル。

ユーザーがク ラ イアン トプロファ イルを編集して保存する と 、 SGD 管理者が定義し
たク ラ イアン トプロファ イル、 またはシステムのデフォル ト ク ラ イアン トプロファ イ
ルが上書きされてユーザー固有のク ラ イアン トプロファ イルが作成されます。 このプ
ロファイルは、 クライアン トデバイスのプロファイルキャッシュにのみ保存されます。

注 - ク ラ イアン トプロファ イルに加えた変更を有効にするには、 SGD からログアウ
ト してから再度ログインする必要があ り ます。

プロファ イルキャ ッシュは、 ク ラ イアン トデバイスから  SGD にログインする各ユー
ザーに固有のもので、次の場所に格納されます。

■ UNIX 、 Linux 、および Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイス  – 
$HOME/.tarantella/tcc/profile.xml

■ Microsoft Windows XP ク ラ イアン トデバイス  – C:\
Documents and Settings\username\Local Settings\Application 
Data\Sun\SSGD\profile.xml

■ Microsoft Windows Vista ク ラ イアン トデバイス  – C:\Users\username\
AppData\Local\Sun\SSGD\profile.xml

注 - Windows ユーザーがローミ ングユーザープロファ イルを持っている場合は、
327 ページの 「 ローミ ングユーザープロファ イルでの自動インス トールを有効にする
方法 」 を参照して ください。

SGD Client を手動でインス トールしたか、自動でインス トールしたかに関係なく 、
同一のプロファ イルキャ ッシュが使用されます。

管理者によって定義されたク ラ イアン トプロファ イルを使用している場合でも 、ユー
ザーがク ラ イアン トプロファ イルを編集する と きまたはユーザーがログインする と き
には、そのたびにプロファ イルキャ ッシュが更新されます。
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注意 - ユーザーがク ラ イアン トプロファ イルを編集していないと 、 profile.xml 
ファ イルに加えられた手動の変更は、ユーザーが次回ログインしたと きにすべて失わ
れます。

プロファ イルキャ ッシュには、ユーザーが接続する  SGD サーバーごとに 1 つのク ラ
イアン トプロファ イルが格納されます。

ク ラ イアン トプロファ イルを編集したあとに 「 リ セッ ト 」 ボタンをク リ ッ クすれば、
デフォル ト設定を復元できます。 これによ り 、 ク ラ イアン トプロファ イルはリセッ ト
され、 System Objects オブジェク トのシステムのデフォルト ク ラ イアン トプロフ
ァ イルに定義されている設定に戻り ます。

ロー ミ ングユーザープロファ イルを所有する  
Microsoft Windows ユーザー

Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスを使用するユーザーは、 ローミ ングユーザ
ープロファ イルを持つこ とができます。 ローミ ングユーザープロファ イルによ り 、ユ
ーザーがどの Microsoft Windows コンピュータを使用する場合でも 、同じ環境が提
供されます。 Microsoft Windows ユーザーがローミ ングユーザープロファ イルを所
有している場合、 この環境を実現するために、次のよ うに SGD ク ラ イアン トプロフ
ァ イルが自動的に調整されます。

■ プロキシサーバー設定などの、ユーザーのク ラ イアン トデバイス固有の設定がク
ライアン トデバイス上に格納されます。デフォルトの格納場所は次のとおりです。

■ Microsoft Windows XP ク ラ イアン トデバイス  – C:\
Documents and Settings\username\Local Settings\
Application Data\Sun\SSGD\profile.xml

■ Microsoft Windows Vista ク ラ イアン トデバイス  – C:\Users\username\
AppData\Local\Sun\SSGD\profile.xml

■ 言語設定などのユーザー固有の設定がローミ ングユーザープロファ イルの場所に
格納されます。

■ Microsoft Windows XP ク ラ イアン トデバイス  – C:\
Documents and Settings\username\Application Data\Sun\SSGD\
profile.xml

■ Microsoft Windows Vista ク ラ イアン トデバイス  – C:\Users\username\
AppData\Roaming\Sun\SSGD\profile.xml

注 - この場所には、ユーザーの hostsvisited ファ イルと  certstore.pem ファ イ
ルも含まれています。
第 6 章  SGD Client と  Webtop 341



SGD ク ラ イアン トプロファ イルの次の設定が、ユーザーのローミ ングプロファ イル
の場所に格納されます。

ユーザーのローミ ングプロファ イルと一緒に格納されている設定は、プロパティーフ
ァ イル 
/opt/tarantella/var/serverconfig/local/roamingattributes.propert

ies で制御されます。

ローミ ングユーザープロファ イルは、デフォルト では有効に設定されていません。 ロ
ーミ ングプロファ イルを使用するよ うに SGD を設定する方法の詳細については、
327 ページの 「 ローミ ングユーザープロファ イルでの自動インス トールを有効にする
方法 」 を参照して ください。

統合モード
こ こでは、 ク ラ イアン トデバイスのデスク ト ップにある 「 スター ト 」 メニューまたは
「 起動 」 メニューから  SGD にアクセスする方法について説明します。 この方法での 

SGD の動作は、統合モード と呼ばれます。

ユーザーがはじめて SGD サーバーに接続する場合、通常はブラウザを起動してから 、
http://server.example.com/sgd とい う  URL にアクセスします。 こ こで、
server.example.com は SGD サーバーの名前です。ユーザーはそこで SGD にログイン
し 、 Webtop を表示できます。ただし 、ユーザーがログインしたあと 、統合モードを
使用するよ うに SGD Client を設定するこ と もできます。  

SGD Client が統合モードで動作する場合、アプ リ ケーシ ョ ンを起動するための リ ン
クは、 Webtop ではな くデスク ト ップの 「 スター ト 」 メニューまたは 「 起動 」 メニュ
ーに表示されます。つま り 、ユーザーは、 リモート アプ リ ケーシ ョ ンをローカルアプ
リ ケーシ ョ ン と同じ方法で実行できます。 「 スター ト 」 メニューとの統合の設定によ
っては、ブラウザを使用する必要がない場合もあ り ます。

設定内容 プロファイルのエン ト リ

ログイン URL <url>

「 スター ト 」 メニューへのアプ
リ ケーシ ョ ンの追加

<mode>

自動ク ラ イアン ト ログイン  <autologin><AT>

システムログイン時に接続 <autostart>

接続障害 <reconnect_mode>

<reconnect_attempts>

<reconnect_interval>
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ク ラ イアン トデバイス上で Java テク ノ ロジを使用しない組織の場合は、統合モード
を使用して ください。 332 ページの 「 Java テク ノ ロジを使用しない場合の SGD の使
用法 」 も参照して ください。

統合モードでサポート されるデスク ト ップシステムは、
http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1928 で参照可能な 『 』 に一覧表示
されています。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 343 ページの 「 統合モードでの操作 」

■ 345 ページの 「 SGD Client の統合モードを設定する 」

■ 345 ページの 「 認証トークンの認証 」

統合モードでの操作

SGD Client が統合モードの場合、ユーザーはデスク ト ップの 「 スター ト 」 メニュー
または 「 起動 」 メニューの 「 ログイン 」 リ ンクをク リ ッ ク して SGD にログインしま
す。

図 6-1 デスク ト ップの 「 スタート 」 メニューからのログイン

ユーザーが複数の SGD サーバーにログインしている場合は、各サーバーの 「 ログイ
ン 」 リ ンクが 「 スター ト 」 メニューまたは 「 起動 」 メニューに表示されます。

注 - 統合モードを使用するには、 「 スター ト 」 メニューまたは 「 起動 」 メニューを使
用してログインする必要があ り ます。ブラウザを起動してログインした場合、統合モ
ードは使用できません。

ユーザーが SGD にログインする と 、 「 スター ト 」 メニュー内または 「 起動 」 メニュ
ー内の SGD から実行可能なアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクが更新されます。
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図 6-2 デスク ト ップの 「 スタート 」 メニュー内のアプ リ ケーシ ョ ン リ ンク

アプ リ ケーシ ョ ンを起動する と きは、 「 スター ト 」 メニューまたは 「 起動 」 メニュー
上のそのアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクをク リ ッ ク します。アプ リ ケーシ ョ ンの別のイン
スタンスを起動する場合は、そのリ ンクを再度ク リ ッ ク します。

統合モードで操作する と 、セッシ ョ ン管理が簡単にな り ます。 Webtop とは異な り 、
アプ リ ケーシ ョ ンを中断および再開するこ とはできません。その代わりに、ユーザー
がログアウ トする と 、 SGD Client は実行中のすべてのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
を自動的に中断または終了します。ユーザーが再度ログインする と 、 SGD Client は、
中断していたすべてのセッシ ョ ンを自動的に再開します。

統合モードでは、ユーザーは、 Shift キーを押しながらアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを
ク リ ッ ク しても 、別のユーザー名とパスワードではアプ リ ケーシ ョ ンを起動できませ
ん。 227 ページの 「 異なるユーザー名とパスワードでアプ リ ケーシ ョ ンを起動できる
場合 」 を参照して ください。

印刷も簡単にな り ます。印刷は常に 「 実行できる状態 」 になっていて、印刷ジ ョブは
ユーザーが選択したプ リ ンタに直接送信されます。 Webtop とは異な り 、印刷ジ ョブ
を個別に管理するこ とはできません。

プロファ イルの編集、中断しているアプ リ ケーシ ョ ンの再開、印刷の管理などのため
に Webtop を表示する必要がある場合は、 「 スター ト 」 メニューの 「 Webtop 」 リ ン
クをク リ ッ ク します。すでにユーザーセッシ ョ ンが割り当てられているので、 ログイ
ンは求められません。ユーザーのデフォル トブラウザに Webtop が表示されます。

Webtop コンテンツをグループで表示するよ うに設定した場合は、 「 スター ト 」 メニ
ューまたは 「 起動 」 メニューでもそれらのグループが使用されます。 Webtop コンテ
ンツを表示しないよ うに設定されているグループは、 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メ
ニューにコンテンツは表示されません。

SGD からログアウ トするには、 「 スター ト 」 メニューまたは 「 起動 」 メニューの
「 ログアウ ト 」 リ ンクをク リ ッ ク します。
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SGD Client の統合モードを設定する

SGD Client の統合モードを設定するには、次の設定手順を実行する必要があり ます。

1. ほかの認証機構を少な く と も  1 つ有効にします。  

ユーザーが認証トークンを生成したと きに、 SGD がそのユーザー識別情報とユー
ザープロファ イルを格納できるよ うに、ユーザーはログインして別の認証機構か
ら認証される必要があ り ます。

匿名ユーザーの認証以外に、サードパーティー認証、 またはほかの任意のシステ
ム認証機構を使用できます。

49 ページの 「 Secure Global Desktop 認証 」 を参照して ください。

2. SGD の認証トークンの認証を設定します。  

統合モードでは、ユーザーが SGD に自動的にログインするよ うに SGD Client が設
定されている場合は、ユーザーを認証するために認証トークンが使用されます。

345 ページの 「 認証トークンの認証 」 を参照して ください。

3. ク ラ イアン トのプロファ イル編集を有効にします。

ユーザーが認証トークンを生成できるよ うにするには、 ク ライアン トのプロファイ
ル編集が有効になっている必要があり ます。すべてのユーザーか、 または認証トー
クンが必要なユーザーだけのプロファイル編集を有効にするこ とができます。

336 ページの 「 ユーザーのク ラ イアン トプロファ イルの編集を設定する方法 」 を参
照して ください。

4. ク ラ イアン トプロファ イルの統合モードを設定します。

ク ライアン トプロファイルで、統合モードを有効にする必要があり ます。 ク ライア
ン トプロファイル内のその他の設定も 、統合モードの動作に影響を及ぼします。

350 ページの 「 ク ラ イアン トプロファ イルの統合モードを設定する 」 を参照して く
ださい。

5. ユーザーが操作しやすいよ うに、アプリケーシ ョ ンの設定が必要な場合があり ます。

352 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの統合モードを設定する 」 を参照して ください。

認証 トークンの認証

SGD Client から有効な認証トークンが送信されたら 、ユーザーは認証トークンの認
証を使用して SGD にログインできます。

認証トークンの認証を使用できるのは、 SGD Client が統合モードで動作しており 、
ユーザーが認証トークンを持っている場合だけです。

認証トークンの認証は、デフォル トでは無効になっています。
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この節の内容は、次のとおりです。

■ 346 ページの 「 認証トークンの認証の動作 」

■ 346 ページの 「 認証トークン とセキュ リ テ ィー 」

■ 347 ページの 「 認証トークンの認証を有効にする方法 」

■ 347 ページの 「 認証トークンの管理 」

■ 350 ページの 「 自動ログインの ト ラブルシューティング 」

認証ト ーク ンの認証の動作

SGD Client が起動する と 、認証トークンが SGD に送信されます。ユーザーはユーザ
ー名やパスワードを入力しません。

認証トークンが無効な場合、 または SGD Client から トークンが送信されない場合、
ユーザーはログインできません。 SGD のログイン画面がブラウザに表示されるため、
ユーザーは別のシステム認証機構を使用してログインできます。

SGD Client から有効な認証トークンが送信された場合、ユーザーはログインでき
ます。

ユーザー識別情報とユーザープロファ イル

認証トークンが生成されたら 、 SGD サーバーにはユーザー識別情報の代わりに認証
トークンが格納されます。つま り 、 初にユーザーを認証した認証機構のユーザー識
別情報とユーザープロファ イルが使用されるこ とにな り ます。 SGD 認証機構の詳細
については、第 2 章を参照して ください。

認証ト ーク ンと セキュ リ ティ ー

ユーザーが認証トークンを生成し 、自分のク ラ イアン トプロファ イルを保存する と 、
認証トークンが SGD サーバーから  SGD Client に送信されます。 SGD Client は、
ク ラ イアン トデバイス上のプロファ イルキャ ッシュに トークンを保存します。
339 ページの 「 プロファ イルキャ ッシュについて 」 を参照して ください。

認証トークンが第三者に盗聴、使用されないよ う 、セキュ リ テ ィー保護された 
HTTPS (HTTP over Secure Sockets Layer) Web サーバーを使用し 、 SGD セキュ リ テ
ィーサービスを有効にします。

ユーザーが認証トークンを生成する と 、 SGD は、 トークンキャ ッシュ内に発行され
た トークンのレコードを管理します。 SGD は、 トークンが生成された時点のユーザ
ー識別情報を使用して認証トークンを格納します。  
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ユーザーが認証トークンを使用してログインする と 、 SGD はその認証トークンを使
用して、そのユーザーの元の識別情報およびユーザープロファ イルを 「 思い出す 」 こ
とができます。すべてのユーザーセッシ ョ ンおよびアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンは、
元のユーザー識別情報およびユーザープロファ イルを使って管理されます。  

元のログインが無効になった場合 (UNIX システムのアカウン トが無効になっている 、
パスワードの有効期限が切れている 、など ) でも 、有効な トークンが管理されていれ
ば、そのユーザーは引き続き自動的にログインできます。ただし 、無効な資格情報を
使用してアプ リ ケーシ ョ ンを実行するこ とはできません。

▼ 認証ト ーク ンの認証を有効にする方法

1. Administration Console で、 Secure Global Desktop 認証の Configuration 
Wizard を表示します。

「 グローバル設定 」 → 「 Secure Global Desktop 認証 」 タブで、 「 Secure Global 
Desktop 認証を変更 」 ボタンをク リ ッ ク します。

2. 「 サードパーティー / システム認証 」  の手順で、 「 システム認証 」 チェ ッ クボッ
クスが選択されているこ とを確認します。

3. 「 システム認証 - リ ポジ ト リ 」 手順で、 「 認証 トークン 」 チェ ッ クボッ クスを選択
します。

4. 「 選択項目の確認 」 の手順で、認証の設定を確認して、 「 終了 」 をク リ ッ ク し
ます。

Secure Global Desktop 認証の Configuration Wizard が終了します。

5. 「 Secure Global Desktop 認証 」 タブで、 「 トークン生成 」 チェ ッ クボッ クスを
選択します。

6. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

認証ト ーク ンの管理

SGD 管理者は、 Administration Console または tarantella tokencache コマン
ドを使用して認証トークンを管理できます。次の管理タスクを実行できます。

■ トークンキャ ッシュ内の トークンを表示する

■ トークンキャ ッシュから トークンを削除する

■ ユーザーが新しい トークンを生成できないよ うにする

トークンの生成が有効になっている場合、ユーザーは Webtop から新しい認証トーク
ンを生成できます。
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▼ 認証 トークンを表示する方法

特定のユーザー識別情報またはユーザープロファ イルに所属する トークンキャ ッシュ
内のエン ト リ を表示できます。

● Administration Console を使用して、ユーザーの認証トークンを表示します。

■ 「 キャ ッシュ 」 → 「 トークン 」 タブで、必要に応じてユーザー識別情報を検索
します。

■ 「 セッシ ョ ン 」 タブで、ユーザー識別情報をク リ ッ ク し 、 「 トークン 」 タブを
ク リ ッ ク します。

■ 「 ユーザープロファ イル 」 タブで、ユーザープロファ イルを選択し 、 「 トーク
ン 」 タブをク リ ッ ク します。

ヒン ト  - コマンド行では、 tarantella tokencache list コマンドを使用して、
トークンキャ ッシュ内のすべてのエン ト リ を表示できます。

▼ 認証 トークンを削除する方法

トークンを トークンキャ ッシュから削除する と 、 ク ラ イアン トデバイスに格納されて
いる トークンが無効になり ます。 SGD Client の提供する トークンが無効である場合、
ユーザーはユーザー名とパスワードを使用してログインするよ うに求められます。そ
れらのユーザーが自動的にログインするには、別の認証トークンを生成する必要があ
り ます。

● Administration Console を使用して、認証トークンを削除します。

■ 「 キャ ッシュ 」 → 「 トークン 」 タブで、必要に応じて、検索機能を使用してユ
ーザー識別情報を検索します。

トークンの横にあるチェ ッ クボッ クスを選択し 、 「 削除 」 をク リ ッ ク します。

■ 「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブで、ユーザー識別情報をク リ ッ ク し 、 「 トークン
」 タブに移動します。

「 削除 」 をク リ ッ ク します。

■ 「 ユーザープロファ イル 」 タブで、ユーザープロファ イルをク リ ッ ク し 、
「 トークン 」 タブに移動します。

トークンの横にあるチェ ッ クボッ クスを選択し 、 「 削除 」 をク リ ッ ク します。

ヒン ト  - コマンド行では、 tarantella tokencache delete コマンドを使用し
て トークンキャ ッシュエン ト リ を削除できます。  
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ヒン ト  - tarantella tokencache delete コマンドは、アレイ内の任意の SGD 
サーバー上で実行できます。 この変更は、アレイ内のほかのサーバーに複製されます。

▼ トークンの生成を無効にする方法

SGD から新しい認証トークンが発行されないよ うにするには、 この手順を使用しま
す。認証トークンの認証が引き続き有効であれば、既存の認証トークンを持っている
ユーザーはそのまま  SGD にログインできます。

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 Secure Global Desktop 
認証 」 タブに移動します。

「 トークン生成 」 チェ ッ クボッ クスを選択解除し 、 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

2.  ( 省略可能 ) コマンド行で、次のコマンドを実行します。

▼ 新しい認証 トークンを生成する方法

ユーザーが新しい認証トークンを生成する必要がある場合は、 ク ラ イアン トプロファ
イルを編集する必要があ り ます。

1. Webtop のアプ リ ケーシ ョ ン領域にある 「 編集 」 ボタンをク リ ッ ク し 、
「 ク ラ イアン トの設定 」 タブに移動します。

2. 「 自動ク ラ イアン ト ログイン 」 チェ ッ クボッ クスのチェ ッ クマークを消します。

3. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

4. 「 自動ク ラ イアン ト ログイン 」 チェ ッ クボッ クスにチェ ッ クマークを付けます。

5. 「 保存 」 をク リ ッ ク します。

認証トークンを使用して SGD にログインする方法の詳細については、
345 ページの 「 SGD Client の統合モードを設定する 」 を参照して ください。

$ tarantella config edit --login-autotoken 0
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自動ログインのト ラブルシューティ ング

自動ログインに関する問題の ト ラブルシューティ ングを行うには、次のログフ ィルタ
を使用します。

server/login/* フ ィルタを使用する と 、認証トークンがいつ認証で使用され、認
証トークンがいつ失敗したかを確認できます。

server/tokencache/* フ ィルタを使用する と 、 トークンキャ ッシュの操作で発生
したエラーを確認できます。たとえば、 トークンが トークンキャ ッシュに追加されな
い理由を確認できます。

SGD ログフ ィルタの設定および使用の詳細については、 415 ページの 「 ログフ ィル
タを使用した SGD サーバーの ト ラブルシューティ ング 」 を参照して ください。

ク ラ イアント プロファ イルの統合モード を設定する

統合モードを使用する場合は、次に示すク ラ イアン トプロファ イルの設定が適用され
ます。

server/login/*:autologin%%PID%%.log
server/login/*:autologin%%PID%%.jsl
server/tokencache/*:autologin%%PID%%.log
server/tokencache/*:autologin%%PID%%.jsl

設定内容 説明

「 スター ト 」 メニューへのアプ
リ ケーシ ョ ンの追加

統合モードを有効にします。

SGD Client によって 、アイコンがユーザーのデスク ト ッ
プの 「 スター ト 」 メニューまたは 「 起動 」 メニューに追
加されます。
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SGD 管理者は、 「 自動ク ラ イアン ト ログイン 」 を除き 、 これらの設定をすべて設定
できます。

統合モードを設定する と きは、 ク ラ イアン トプロファ イルのログイン  URL に完全修
飾ド メ イン名が入力されているこ とを確認して ください。

「 自動ク ラ イアン ト ログイン 」 の設定を除き 、統合モードで使用可能なク ラ イアン ト
プロファ イル設定はすべて、 SGD 管理者とユーザーの双方が設定できます。  

「 自動ク ラ イアン ト ログイン 」 の設定は、 SGD への自動ログインを有効にするもの
であ り 、個別のユーザーだけが設定できます。 これは、 「 自動ク ラ イアン ト ログイン
」 が 初に有効になったと きは、 ク ラ イアン トプロファ イルの保存時に SGD によっ
てそのユーザーの一意の認証トークンが生成されるためです。 この認証トークンは、
そのユーザーのク ラ イアン トデバイス上のプロファ イルキャ ッシュに格納されます。
つま り 、認証 トークンを生成するには、ユーザーが自分のク ラ イアン トプロファ イル
を編集できる こ とが必要です。

ユーザーが別の SGD サーバーにログインする場合は、各 SGD サーバーにログイン
して 、自分のク ラ イアン トプロファ イルを編集する必要があ り ます。

ユーザーがクライアン トプロファイルに変更を加えた場合、変更を有効にするために、
ユーザーは SGD からログアウ ト して再度ログインする必要があ り ます。

自動ク ラ イアン ト ログイン SGD への自動ログインを有効にします。

無効の場合、ユーザーはブラウザを使用してログインす
る必要があ り ます。つま り 、 Webtop が表示される と 、
デスク ト ップの 「 スター ト 」 メニューまたは 「 起動 」 メ
ニューにアプ リ ケーシ ョ ンが表示されます。

これが有効になっている場合は、 ク ラ イアン トプロファ
イルが保存される と きに認証トークンが生成されます。

このチェ ッ クボッ クスを選択できるのはユーザーだけ
です。

システムログイン時に接続 有効な場合、ユーザーがデスク ト ップシステムにログイ
ンするたびに SGD Client に接続されます。

「 自動ク ラ イアン ト ログイン 」 も有効な場合、ユーザー
はシングルサインオンを 利 用できます。

プロキシ設定 プロキシサーバーの設定は、 ク ラ イアン トプロファ イル
自体に設定するこ と も 、ユーザーのブラウザから取得す
るこ と もできます。

ク ラ イアン トプロファ イルに設定する と 、ブラウザを使
う こ とが少な くな り ます。

詳細については、 9 ページの 「 ク ラ イアン トプロキシ設
定の設定 」 を参照して ください。

設定内容 説明
第 6 章  SGD Client と  Webtop 351



ユーザーが自動ログインを使用するには、デスク ト ップの 「 スター ト 」 メニューにあ
る  SGD の 「 ログイン 」 リ ンクをク リ ッ ク します。 ク ラ イアン トプロファ イルで 「 シ
ステムログイン時に接続 」 チェ ッ クボッ クスが選択されている場合は、ユーザーがデ
スク ト ップにログインする と 、 SGD Client が自動的にログインします。

アプ リ ケーシ ョ ンの統合モードを設定する

「 ウ ィン ド ウタイプ 」 と して independent ウ ィ ンド ウが設定されたアプ リ ケーシ ョ
ンの場合、 ウ ィ ンド ウを閉じる と 、アプ リ ケーシ ョ ンの 「 ウ ィ ン ド ウを閉じるアクシ
ョ ン 」 属性の設定に従ってアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが終了または中断するこ とが
あ り ます。

統合モードの場合、アプ リ ケーシ ョ ンインスタンスを個別に中断および再開するこ と
はできません。常に再開するよ うに設定されたアプ リ ケーシ ョ ンは、 ログアウ トする
と自動的に中断し 、 ログインする と自動的に再開します。 Administration Console 
では、常に再開可能なアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トは 「 起動 」 タブの 「 アプ リ ケー
シ ョ ンの再開機能 」 設定が 「 一般 」 になっています。

統合モードで中断したセッシ ョ ンを再開するには、 Webtop を表示してアプ リ ケーシ
ョ ンのセッシ ョ ン制御機能を使用する必要があ り ます。

また、 「 インスタンス数 」 属性を設定するこ とで、ユーザーが実行可能なアプ リ ケー
シ ョ ンのインスタンスの数を制限するこ と もできます。

Webtop
Webtop は JavaServer Pages™ (JSP™) テク ノ ロジを使用した Web アプ リ ケーシ ョ ン
です。標準の Webtop をカスタマイズするこ と も 、 SGD Web サービスを使用してユ
ーザー独自の Webtop を開発するこ と もできます。

Webtop の言語を設定する

デフォルトでは、 SGD Web サーバーの開始画面は http://server.example.com にあ
り  (server.example.com は SGD サーバーの名前 ) 、英語で表示されます。

SGD Web サーバーの開始画面のデフォル ト言語を変更するには、 このディ レク ト リ
内の別のインデッ クスページに リ ンクするよ うに、シンボ リ ッ ク リ ンク  
/opt/tarantella/webserver/apache//htdocs/index.html を修正します。
たとえば、デフォルトの開始画面を日本語で表示するには、 index_ja.html ペー
ジにリ ンク します。
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ユーザーがブラウザを使用して http://server.example.com/sgd とい う  URL 
(server.example.com は SGD サーバーの名前 ) にログインした場合、 ログインダイアロ
グおよび Webtop によって表示される メ ッセージに使用されるデフォル ト言語は、 フ
ァ イル 
/opt/tarantella/webserver/tomcat//webapps/sgd/WEB-INF/web.xml 

にある  defaultlanguage パラ メータの設定によって制御されます。

デフォル ト言語を変更するには、 このファ イルを編集して、パラ メータ値 en を次の
サポート される言語のいずれかの言語識別子に置換します。

web.xml ファ イルへの変更を保存し 、 SGD Web サーバーを再起動します。

デフォル トの言語は、ユーザーのク ラ イアン トプロファ イルの 「 言語の選択 」 によっ
ても制御されます。 コマンド行から  SGD Client が起動する場合 (SGD Client が統合
モードのと きなど ) 、 SGD Client 、 ログインダイアログ 、および Webtop によって
表示される メ ッセージには常に、 このプロファ イルに指定されている言語が使用され
ます。 SGD 管理者は、組織階層内のプロファ イルを編集するこ とによって 、デフォ
ル ト言語を設定できます。 337 ページの 「 ク ラ イアン トプロファ イルの設定 」 も参照
して ください。

注 - 特定のロケールのテキス ト を表示するには、対応するフォン トがク ラ イアン トデ
バイスにインス トールされている必要があ り ます。

Webtop のデフォルト 言語を上書きする

各ユーザーは、次の方法で、 Webtop のデフォル ト言語を上書きできます。

■ SGD Web サーバーの開始画面で、 リ ス ト から言語を選択し 、 「 ログイン 」 をク リ
ッ ク してその言語の Webtop にアクセスします。  

SGD Web サーバーの開始画面は、 http://server.example.com にあ り ます。
こ こで、 server.example.com は SGD サーバーの名前です。

言語 識別子

英語 en

フランス語 fr

ド イツ語 de

日本語 ja

韓国語 ko

簡体字中国語 zh_CN

繁体字中国語 zh_TW
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■ ク ラ イアン トプロファ イルの 「 言語の選択 」 で別の言語を指定します。

■ 言語の選択を指定する  URL を使用して SGD にログインします。 この URL は、
http://server.example.com/sgd/index.jsp?langSelected=lang です。 こ こで、
lang は SGD でサポート される言語識別子であ り 、 server.example.com は SGD サー
バーの名前です。ユーザーはこの URL を手動でブラウザに入力できます。

■ コマンド行から  SGD Client を実行し 、 -preferredlanguage lang コマンド
行引数を使用して言語を設定します。 こ こで、 lang は SGD でサポート される言
語識別子です。 この引数は、シ ョー ト カッ トおよびシェルスク リプ トで使用でき
ます。

注 - デフォルト言語を上書きする場合、ユーザーのク ラ イアン トプロファ イルで指定
されたログイン  URL を変更する必要はあ り ません。 これは通常、
http://server.example.com/sgd です。 こ こで、 server.example.com は SGD サーバー
の名前です。
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第 7 章

SGD サーバー、アレイ 、および負
荷分散

この章では、 Oracle Secure Global Desktop (SGD) サーバーおよびアレイの設定およ
び監視を行う方法について説明します。 Administration Console 、 ログフ ィルタ 、
インス トールのバッ クアップなど 、 SGD のシステム管理機能の一部についても説明
します。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 355 ページの 「 アレイ 」

■ 375 ページの 「 負荷分散 」

■ 404 ページの 「 SGD Web サーバーと  SGD Administration Console 」

■ 410 ページの 「 監視と ロギング 」

■ 433 ページの 「 SGD サーバーの証明書ス ト ア 」

■ 437 ページの 「 SGD のインス トール 」

■ 445 ページの 「 アレイ と負荷分散の ト ラブルシューティング 」

アレイ
SGD では、 「 アレイ 」 とは、設定情報を共有する一連の SGD サーバーを指します。

アレイには、次のよ う な 利 点があ り ます。

■ ユーザーとアプリケーシ ョ ンセッシ ョ ンが、アレイ全体で 「負荷分散 」 されます。
ユーザー数の増加に対応するには、単にこのアレイに SGD サーバーを追加します。
詳細については、 375 ページの 「 負荷分散 」 を参照して ください。

■ 複数のサーバーを使うので、シングルポイン ト障害がな くな り ます。ユーザーへ
の影響を 低限に抑えて、サーバーを一時的に運用停止するこ とができます。
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■ 組織階層内のすべてのオブジェク ト を含む設定情報が、アレイのメンバーすべて
に複製されます。アレイのすべてのメンバーが、すべての情報にアクセスするこ
とができます。

どの SGD サーバーにログインした場合でも 、同じ  Webtop が表示され、ユーザーは
アプリ ケーシ ョ ンを再開するこ とができます。

この節の内容は、次のとおりです。

■ 356 ページの 「 アレイの構造 」

■ 357 ページの 「 アレイ全体へのデータの複製 」

■ 357 ページの 「 アレイ メ ンバー間の通信 」

■ 358 ページの 「 アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信 」

■ 360 ページの 「 アレイ と  SGD サーバーの管理 」

■ 360 ページの 「 アレイ回復 」

■ 365 ページの 「 アレイの設定 」

■ 371 ページの 「 アレイ回復の設定 」

アレイの構造

アレイは、次のサーバーで構成されます。

■ 1 台のプライマ リサーバー - このサーバーは、グローバルな SGD 情報の権限を持
つソースであ り 、 ローカルリポジ ト リ と呼ばれる組織階層 を定義するコピーを管
理します。

■ 1 台以上のセカンダ リサーバー - これらのサーバーには、プラ イマ リサーバーによ
って情報が複製されます。

1 台のスタンドアロンサーバーは、セカンダ リサーバーがないアレイ内のプライマ リ
サーバーと見なされます。

アレイ内の SGD サーバーでは、異なるオペレーティ ングシステムを実行できます。
ただし 、アレイのすべてのメンバーが、同じバージ ョ ンの SGD を実行する必要があ
り ます。

アレイ内の SGD サーバーはユーザーセッシ ョ ンとアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンに関
する情報を共有するため、 SGD ホス トの時刻を同期させるこ とが重要です。
Network Time Protocol (NTP) ソフ ト ウェアまたは rdate コマンドを使用して、
すべての SGD ホス トの時刻を確実に同期させて ください。
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アレイ全体へのデータの複製

プライマ リサーバーは、セカンダ リサーバーにデータを複製する際、次のデータを複
製します。

■ ローカルリ ポジ ト リ

■ セッシ ョ ンの情報

■ グローバル設定も含む設定情報

■ SGD 管理者によって作成されたク ラ イアン トプロファ イル

■ SGD ユーザーによって Webtop から作成されたユーザー設定

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュ

■ トークンキャ ッシュ

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのログインスク リプ ト などの リ ソースファ イル

リ ソースファ イルを除く上記のデータは、変更される とすぐに複製されます。  

リ ソースファ イルの同期は 1 日 1 回、サーバーの稼働中にのみ実行されます。同期さ
れる リ ソースファ イルは、 /opt/tarantella/var/serverresources ディ レク
ト リに含まれているファ イルです。プラ イマ リサーバー上のこれらのディ レク ト リに
あるファ イルだけを追加、変更、 または削除して ください。

アレイの同期にかかる時間と労力は、アレイのサイズに直接比例します。  

リ ソースの同期を実行する時刻は選択できます。 Administration Console では、各 
SGD サーバーの 「 パフォーマンス 」 タブの 「 毎日の リ ソース同期時刻 」 属性でこれ
を設定します。

アレイ メ ンバー間の通信

アレイでは、各 SGD サーバーにピア DNS ( ド メ インネームシステム ) 名と  1 つ以上
の外部 DNS 名が割り当てられています。 SGD サーバーど う しは、常にピア DNS 名
を使用して通信します。 SGD の設定ツールでアレイ メンバーを指定する と きにも 、
ピア DNS 名を使用します。外部 DNS 名は、 SGD Client が SGD サーバーに接続す
る場合にのみ使用されます。詳細については、 3 ページの 「 DNS 名 」 を参照して く
ださい。

アレイ内の SGD サーバー間の接続は、 TCP (Transmission Control Protocol) ポート  
5427 で行われます。明示的に有効にしないかぎ り 、 この接続は暗号化されません。
アレイ内の SGD サーバー間の接続は、アレイ内のセキュア通信を使用して暗号化す
るこ とができます。 358 ページの 「 アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信 」 を参
照して ください。
第 7 章  SGD サーバー、アレイ 、および負荷分散 357



アレイ内の各サーバーは、アレイ内のすべての SGD サーバーについてピア DNS 名
の記録を保持しています。次の場合、サーバーは TCP ポート 5427 でのみ接続を受け
入れます。

■ 自身の記録による と 、接続はアレイ メ ンバーからのものです。

■ アレイ メ ンバー間の接続を認証するために、アレイ メ ンバーのみが知っている共
有シークレッ トが使用されます。 Secret Key Identification (SKID) 認証が使用され
ます。 SKID 認証ではデータは暗号化されません。

ほとんどの接続は、プライマリサーバーからセカンダリサーバーに対して行われます。
このよ う な接続でデータが複製され、アレイの同期が保たれます。ただし 、アレイ メ
ンバーはほかのアレイ メンバーと直接通信できる必要があ り ます。

アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信

標準インス トールでは、アレイ内の SGD サーバー間で送信されるデータは暗号化さ
れません。 SGD 管理者は、 SSL を使用してアレイのメンバー間の接続をセキュ リ テ
ィー保護するこ とができます。 これらの接続に SSL を使用する と 、次のよ うにデー
タの完全性が保証されます。

■ 相互に認証済みの SGD サーバー間だけで通信が行われます。

■ 送信前にデータが暗号化されます。

■ 送信時にデータが変更されていないこ とを検査できます。

このよ うに SSL を使用する方法は、アレイ内のセキュア通信と呼ばれます。

SGD サーバーでアレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信を有効にできるのは、そ
のサーバーがアレイ内のほかの SGD サーバーと連結されていない場合だけです。ア
レイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信がアレイに対して有効になっている と きは、
同様にアレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信が有効になっている  SGD サーバー
だけをそのアレイに追加できます。詳細については、 366 ページの 「 アレイ内のセキ
ュ リ テ ィー保護された通信を有効にする方法 」 を参照して ください。

アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信を使用する場合、信頼できる認証局 (CA) 
によって 署 名された有効な SSL 証明書が、アレイ内の各 SGD サーバーで必要にな
り ます。

アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信用の SSL 証明書は SGD の内部でのみ使用
されるため、アレイ内のプライマ リ  SGD サーバーが CA と して機能します。プラ イ
マ リ  SGD サーバーには、自己 署 名付きの CA 証明書と非公開鍵が格納されます。ア
レイ内のすべてのセカンダ リ  SGD サーバーの信頼できる証明書ス ト ア ( ト ラス ト ス
ト ア ) には、プラ イマ リ  SGD サーバーの CA 証明書のコピーが格納されます。

プラ イマ リ  SGD サーバーを含めて、アレイ内のすべての SGD サーバーに、 SSL 証
明書と非公開鍵が格納されます。 SSL 証明書は、プラ イマ リ  SGD サーバーの CA 証
明書によって 署 名され、 SGD サーバーのピア DNS 名を共通名 (CN) と して含んで
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います。 SSL 証明書は自己署名付きの CA 証明書を使用して作成されるため、 SGD 
関連の他の接続の保護には使用できません。 これらの証明書は 「 ピア SSL 証明書 」
と呼ばれ、他の種類の SSL 証明書と区別されます。

アレイ内の 1 つの SGD サーバーが別のサーバーに接続する際 ( 管理ツールを使用す
る場合を含む ) 、接続先の SGD サーバーは SSL ネゴシエーシ ョ ンの一環と して自身
のピア SSL 証明書を提示します。接続元のサーバーはピア SSL 証明書を評価し 、次
のこ とを確認します。

■ 証明書の CN が接続元サーバーのピア DNS 名と一致しているこ と

■ 証明書の有効期限

■ 証明書の発行者がプライマ リサーバーの CA 証明書であるこ と

ピア SSL 証明書が有効な場合は、セキュ リ テ ィー保護された接続が確立されます。

アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信を有効にする と 、 SGD では CA 証明書と
ピア SSL 証明書が自動的に生成されて、アレイのメンバーに配布されます。アレイ
の構造が変更されるたびに、 SGD では CA 証明書とピア SSL 証明書が自動的に更新
されます。次の表に、動作の概要を示します。

SGD 管理者は、 tarantella security peerca --show コマンドを使用して ト
ラス ト ス ト アに格納されている証明書を表示できます。 ト ラス ト ス ト アには、プラ イ
マ リ  SGD サーバーの CA 証明書が格納されています。

アレイの変更 動作

サーバーがアレイに追加された
と き

1. プライマ リ  SGD サーバーの CA 証明書が新しいセカン
ダ リサーバーにインス トールされます。

2. 新しいセカンダ リ  SGD サーバーは、プラ イマ リ  SGD 
サーバーの CA 証明書によって 署 名された新しいピア 
SSL 証明書を取得します。

サーバーがアレイから切り離さ
れたと き

1. 切り離された SGD サーバーは、 1 つのサーバーだけ
で構成されるアレイのプライマ リ  SGD サーバーにな り
ます。

2. 切り離された SGD サーバーは、自身の新しい CA 証明
書を作成します。

3. 切り離された SGD サーバーは、自身の新しいピア SSL 
証明書を作成します。

新しいプラ イマ リサーバーが指
定されたと き

1. 新しいプライマ リ  SGD サーバーは、新しい CA 証明書
を生成します。

2. 新しいプライマ リサーバーの CA 証明書がすべてのセカ
ンダ リ  SGD サーバーにインス トールされます。

3. すべての SGD サーバーが、新しいプライマ リ  SGD サ
ーバーの CA 証明書によって 署 名された新しいピア 
SSL 証明書を取得します。
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デフォル トでは、 SGD は、アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信のために 
TLS_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA 暗号化方式群を使用します。暗号化方式群の
変更方法については、 370 ページの 「 アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信用の
暗号化方式群を変更する方法 」 を参照して ください。

アレイ と  SGD サーバーの管理

アレイに対して SGD サーバーを追加した り削除した りするには、 Administration 
Console の 「 Secure Global Desktop サーバー 」 タブ、 または tarantella array 
コマンドを使用します。すべてのアレイ操作は、アレイのプライマ リ  SGD サーバー
で実行するこ とが 善です。アレイの設定手順については、次の情報を参照して くだ
さい。

■ 367 ページの 「 アレイにサーバーを追加する方法 ( アレイ内のセキュ リ テ ィー保護
された通信が有効になっている場合 ) 」

■ 368 ページの 「 アレイにサーバーを追加する方法 ( アレイ内のセキュ リ テ ィー保護
された通信が無効になっている場合 ) 」

■ 369 ページの 「 アレイのプライマ リサーバーを変更する方法 」

■ 369 ページの 「 アレイからサーバーを削除する方法 」

Administration Console の 「 グローバル設定 」 タブにある属性は、アレイ全体に適用
される設定です。 これには、ユーザーが SGD に対して認証を行う方法などが含まれ
ます。付録 A には、すべてのグローバル設定の詳細が記載されています。
「 Secure Global Desktop サーバー 」 タブで SGD サーバーの名前をク リ ッ クする と 、
その SGD サーバーの外部 DNS 名など 、その SGD サーバーだけに適用される属性が
表示されます。付録 B には、すべてのサーバー固有設定の詳細が記載されています。

コマンド行では、 tarantella config コマンドを使用して、グローバル設定やサ
ーバー固有設定を一覧表示した り編集した り します。

アレイ回復

アレイ回復は、 SGD アレイ内のプラ イマ リサーバーの喪失が自動的に処理される機
能です。プライマリサーバーが使用不可能になる原因としては、ネッ ト ワークの問題、
SGD サーバーの停止の 2 つが考えられます。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 361 ページの 「 アレイ回復の動作 」

■ 363 ページの 「 アレイ回復の動作の例 」
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アレイ回復の動作

アレイ回復は、次の段階から構成されます。

■ フェイルオーバー段階。プライマ リサーバーが使用不可能になる と 、アレイは 1 つ
以上のアレイに自動的に再構成され、それぞれがプライマリサーバーを持ちます。
361 ページの 「 フェイルオーバー段階 」 を参照して ください。

■ 復 旧 段階。元のプライマ リサーバーが使用可能になる と 、元のアレイ配列が再作
成されます。 これは自動的に行う こ と も手動で行う こ と もできます。
362 ページの 「 復 旧 段階 」 を参照して ください。

フェイルオーバー段階

アレイでフェイルオーバーが有効になっている場合、 「 猶予期間 」 と呼ばれるユーザ
ーが設定可能な期間、プラ イマ リサーバーが使用できないと 、 フェイルオーバー段階
が自動的に開始されます。デフォル トの猶予期間は 10 分です。  

猶予期間は、次のよ うに、 「 監視の間隔 」  (--array-monitortime) 属性と 「 監視
の試行回数 」  (--array-maxmonitors) 属性の値から計算されます。

猶予期間 = 監視の間隔 x 監視の試行回数

デフォル トの設定を使用する と 、次のよ うにな り ます。

猶予期間 = 60 秒 x 10 = 600 秒、つま り  10 分

フェイルオーバー段階では 「 バッ クアッププライマ リ リ ス ト 」 に基づいて、昇格して
アレイの新しいプライマ リサーバーにすべきセカンダ リサーバーが選択されます。バ
ッ クアッププライマ リの リ ス トはアレイのセカンダ リサーバーのリ ス トであ り 、優先
度はリ ス トの上から下に向けて低くなっています。 この リ ス ト中で 利 用できるもっ
と も優先順位の高いセカンダ リサーバーが接続されて昇格し 、アレイの新しいプライ
マ リサーバーにな り ます。

新しいプライマ リサーバーには、新しいプライマ リ検索のタイムアウ ト と呼ばれる期
間内に接続する必要があ り ます。 このタイムアウ ト期間中に新しいプライマ リに接続
できない場合は、バッ クアッププ リマ リ リ ス トの次のサーバーに接続されます。

新しいプライマ リ検索のタイムアウ ト期間は、次のよ うに、 「 プラ イマ リ検索の間隔
」  (--array-resubmitfindprimarywait) 属性と 「 プラ イマ リ検索の試行回数 」  

(--array-resubmitfindprimarymax) 属性の値から計算されます。

新しいプライマ リ検索のタイムアウ ト  = プライマ リ検索の間隔 x プライマ リ検索の
試行回数

デフォル トの設定を使用する と 、次のよ うにな り ます。

新しいプライマ リ検索のタイムアウ ト  = 60 秒 x 3 = 180 秒、つま り  3 分
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新しいプライマ リサーバーになるための昇格で選択できるのは、バッ クアッププライ
マ リ リ ス トにある  SGD サーバーだけです。

SGD アレイを構築する と 、バッ クアッププライマ リ リ ス トがユーザーに代わって自
動的に作成されます。セカンダ リサーバーをアレイに追加する と 、 リ ス トの末尾にエ
ン ト リが追加されます。あるセカンダ リサーバーをアレイから削除する と 、そのサー
バーのエン ト リが リ ス ト から削除されます。

バッ クアッププライマ リ リ ス トはアレイの各 SGD サーバー上に格納されます。 この
リ ス トが変更される と必ず、その変更内容がアレイの各 SGD サーバーにコピーされ
ます。

バッ クアッププライマ リ リ ス ト が空の場合、アレイフェイルオーバーの実行後にアレ
イ内のすべての SGD サーバーがスタンドアロンサーバーにな り ます。

フェイルオーバー段階が完了したアレイは、修復済みの状態にある といいます。

tarantella status コマンドは、アレイが修復済みの状態にあるかど うかを示し
ます。 このコマンドの --originalstate オプシ ョ ンを使用する と 、修復前のアレ
イのメンバーが一覧表示されます。 tarantella status を使用してアレイの状態
情報を表示する方法については、 445 ページの 「 SGD アレイの状態情報の表示 」 を
参照して ください。

注意 - フェイルオーバー段階では、アレイ配列やアレイ回復設定を変更しないでくだ
さい。変更する と 、復 旧 段階で元のアレイ配列が正常に再作成されない場合があ り
ます。

復 旧 段階

アレイが修復済みの状態になったときに元のプライマリサーバーが使用可能になると 、
復 旧 段階が自動的に開始されます。  

デフォル トでは、復 旧 段階では元のプライマ リサーバーはそのアレイのプライマ リ
サーバーと して復元されます。 「 フェイルオーバー終了時のアクシ ョ ン 」  
(--array-primaryreturnaction) 属性を使用して、復 旧 段階でアレイを再構成
する方法を指定するこ とができます。  

アレイ回復を使用したあとの状況によっては、手動でアレイを再構築する必要がある
場合があ り ます。 これは手動復 旧 と呼ばれます。

たとえば、復 旧 段階が元のアレイ配列を自動的に再作成するのに失敗した場合は、
元のアレイを手動で再構築し 、単一のスタンドアロン SGD サーバーから起動するこ
とができます。それを行うには、 tarantella array clean コマンドを使用し
ます。
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注意 - SGD アレイのプライマ リサーバーでの tarantella array clean の実行が
完了する と 、セカンダ リサーバーがプライマ リサーバーと通信できな くな り ます。

フェイルオーバー段階で 1 つのアレイを複数のアレイに分割する と 、元のアレイ配列
を自動的に再作成できな くなるため、手動復 旧 を使用する必要があ り ます。

アレイ回復の動作の例

SGD アレイ内の 1 つ以上のサーバーからプライマ リサーバーが使用できな くなって
アレイ回復が発生するシナリオと しては、 さまざまなものが考えられます。 ここでは、
次の各シナリオにおけるアレイ回復の動作の例を示します。

■ 363 ページの 「 プラ イマ リサーバーの停止 」

■ 364 ページの 「 アレイの 2 つのアレイへの分割 」

次の例では、 ド メ イン  example.com に SGD サーバーの 4 つのノードアレイがあ り
ます。

■ プライマ リサーバー – boston

■ セカンダ リサーバー – newyork 、 detroit 、 seattle

図 7-1 は、アレイ回復を使用する前の元のネッ ト ワーク構成を示したものです。

図 7-1 元のネッ ト ワーク構成

プラ イマ リサーバーの停止

SGD アレイのプライマ リサーバーが停止した場合に発生するアレイ回復のイベン ト
の典型的な順序を 、次に示します。
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1. プライマ リサーバー boston が停止し 、アレイ内のどのセカンダ リサーバーから
も使用できな くな り ます。

2. 猶予期間が過ぎても  boston を使用できない場合は、 フェイルオーバー段階が開
始されます。

3. アレイのバッ クアッププライマ リ リ ス ト中で 利 用できる 初のセカンダ リサーバ
ーが昇格し 、アレイの新しいプライマ リサーバーにな り ます。  

4. 既存のセカンダ リサーバーはそれぞれ、新しいプライマ リサーバーと連携するよ
うに自動的に設定し直されます。 このアレイは、 3 つのノードから成るアレイに
な り ます。アレイは修復済みの状態になっています。

図 7-2 に、 フェイルオーバー段階のあとのネッ ト ワーク構成を示します。

5. boston が再び使用できるよ うになる と 、復 旧 段階が開始されます。デフォル ト
では、 boston はプライマ リサーバーと して自動的にアレイに再連結されます。

6. アレイ内の他のサーバーは、新しいプライマ リサーバー、 boston と連携するよ
うに自動的に再設定されます。

図 7-2 プライマ リサーバー停止時のフェイルオーバー段階のあとのネッ ト ワーク構
成

アレイの 2 つのアレイへの分割

SGD アレイが 2 つのアレイに分割される場合に実行されるアレイ回復のイベン トの
典型的な順序を 、次に示します。
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1. ネッ ト ワークの問題によ り 、プラ イマ リサーバー boston と通信できるセカンダ
リサーバーが、 newyork だけにな り ます。アレイ内の残りのセカンダ リサーバー
である  seattle および detroit とは通信できません。

2. 猶予期間が過ぎてもまだプライマ リサーバーが seattle および detroit と通信
できない場合には、 フェイルオーバー段階が開始されます。

3. 元のアレイは 4 つのノードから成るアレイのままですが、 seattle および 
detroit サーバーは、そのアレイ内で通信不可能と して報告されます。同じプラ
イマ リサーバー boston が使用されますが、 この元のアレイ内で通信可能なセカ
ンダ リサーバーは、 この時点で newyork だけになっています。

4. セカンダ リサーバー seattle と  detroit は互いに通信できます。 これらのサー
バーがいっし ょにな り 、 2 つのノードから成る新しいアレイが形成されます。バ
ッ クアッププライマ リ リ ス ト中で 利用できる 初のセカンダ リサーバーが昇格し 、
このアレイのプライマ リサーバーにな り ます。

図 7-3 に、 フェイルオーバー段階のあとのネッ ト ワーク構成を示します。

5. ネッ ト ワークの問題が修正されます。復旧段階が開始されます。デフォルトでは、
2 つのアレイが一緒に連結されます。 boston をプライマ リサーバーと して 、元の
アレイ配列が自動的に再作成されます。

図 7-3 アレイが 2 つののアレイに分割される場合のフェイルオーバー段階のあとの
ネッ ト ワーク構成

アレイの設定

アレイの設定には、次の手順が必要です。

1. アレイに SGD サーバーを追加します。
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アレイを構築する前に、アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信を有効にする
こ とをお勧めします。 366 ページの 「 アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信
を有効にする方法 」 を参照して ください。

アレイにサーバーを追加する方法は、アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信
を使用しているかど うかによって異な り ます。次を参照をして ください。

■ 367 ページの 「 アレイにサーバーを追加する方法 ( アレイ内のセキュ リ テ ィー保
護された通信が有効になっている場合 ) 」

■ 368 ページの 「 アレイにサーバーを追加する方法 ( アレイ内のセキュ リ テ ィー保
護された通信が無効になっている場合 ) 」

2. アレイの構造を変更します。

次を参照して ください。  

■ 369 ページの 「 アレイのプライマ リサーバーを変更する方法 」

■ 369 ページの 「 アレイからサーバーを削除する方法 」

3. ( 省略可能 ) アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信で使用される暗号化方式群
を変更します。

370 ページの 「 アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信用の暗号化方式群を変更
する方法 」 を参照して ください。

▼ アレイ内のセキュ リ ティ ー保護さ れた通信を有効にする
方法

SGD サーバーでアレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信を有効にできるのは、
そのサーバーがアレイ内のほかの SGD サーバーと連結されていない場合だけです。

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中のアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む ) がないこ
とを確認して ください。

アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信の有効化は、 コマンド行からのみ行う こ と
ができます。

1. SGD サーバーにスーパーユーザー (root) と してログインします。

2. SGD サーバーを停止します。

3. アレイ内のセキュア通信を有効にします。

次のコマンドを使用します。

4. SGD サーバーを起動します。

# tarantella config edit \
--tarantella-config-security-peerssl-enabled 1
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▼ アレイにサーバーを追加する方法 ( アレイ内のセキュ リ
ティ ー保護さ れた通信が有効になっている場合 )
アレイ内のセキュ リティー保護された通信がアレイに対して有効になっているときは、
同様にアレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信が有効になっている  SGD サーバー
だけをそのアレイに追加できます。

アレイに連結するサーバーの時刻がそのアレイ内の他のサーバーの時刻と同期している
必要があり ます。時間差が 1 分を超えている場合、アレイの連結操作は失敗します。

1. アレイに追加する  SGD サーバーにログインします。

2. SGD サーバーの CA 証明書のフ ィ ンガプ リ ン ト を表示します。

次のコマンドを使用します。

3. SGD サーバーの CA 証明書のフ ィ ンガプ リ ン ト を書き留めます。

4. アレイ内のプライマ リ  SGD サーバーにログインします。

5. SGD サーバーをセカンダ リサーバーと してアレイに追加します。

次のコマンドを使用して SGD サーバーを追加します。

serv の完全指定 DNS 名を使用するのが 良の方法です。

セカンダ リ  SGD サーバーの CA 証明書を信頼するよ うに要求され、証明書のフ ィ
ンガプ リ ン トが表示されます。

6. フ ィ ンガプ リ ン トが正しいこ とを確認し 、アレイへの追加を完了します。

証明書のフ ィンガプ リ ン トが Step 2 で表示されたフ ィンガプ リ ン ト と一致してい
る こ とを確認します。 この作業は、プラ イマ リ  SGD サーバーが正規のセカンダ リ
サーバーと通信するこ とを確認する う えで重要です。

フ ィ ンガプ リ ン トが一致している場合は、セカンダ リ  SGD サーバーの CA 証明書
を受け入れてアレイへの追加を完了します。

7. アレイの状態を確認します。

tarantella status コマンドを使用して、アレイの状態を確認します。

$ tarantella security peerca --show

$ tarantella array join --secondary serv
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▼ アレイにサーバーを追加する方法 ( アレイ内のセキュ リ
ティ ー保護さ れた通信が無効になっている場合 )
アレイに追加するサーバーは、 スタン ドアロンサーバーでなければな り ません。
言い換える と 、サーバーはアレイ内に単独で存在する必要があ り ます。

アレイに連結するサーバーの時刻がそのアレイ内の他のサーバーの時刻と同期してい
るこ とを確認します。時間差が 1 分を超えている場合、サーバーの追加操作は失敗し
ます。

1. プライマ リ  SGD サーバーで Administration Console にログインします。

2. 「 Secure Global Desktop サーバー 」 タブに移動します。

3. 「 Secure Global Desktop サーバーのリ ス ト 」 の 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク し
ます。

「 Secure Global Desktop サーバーの追加 」 画面が表示されます。

ヒン ト  - tarantella array join コマンドを使用してアレイに SGD サーバーを
追加するこ と もできます。

4. 「 DNS 名 」 フ ィールドに、 SGD サーバーの DNS 名を入力します。

完全指定の DNS 名を使用する必要があ り ます。

5. 「 ユーザー名 」 フ ィールド と 「 パスワード 」 フ ィールドに、 SGD 管理者のユーザ
ー名とパスワードを入力します。

6. 「 追加 」 をク リ ッ ク します。

「 Secure Global Desktop サーバー 」 タブが表示されます。

「 Secure Global Desktop サーバー 」 タブには、サーバーの変更処理と同期処理が
完了するまで待つよ うに勧める メ ッセージが表示されます。

注 - アレイの構造に変更を加えた場合は、その変更がアレイ内のすべての SGD サー
バーにコピーされるのを待ってから 、次の変更を行う よ うにして ください。プラ イマ
リ  SGD サーバーで tarantella status コマンドを実行して、アレイの状態を確
認して ください。

Advanced Load Management を使用する負荷分散アプリ ケーシ ョ ンサーバーを追
加する場合は、アレイに追加したあとにウォーム リ スター ト を実行する  
(tarantella restart sgd --warm) 必要があ り ます。 395 ページの 「
Advanced Load Management の仕組み 」 も参照して ください。
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▼ アレイのプラ イマリ サーバーを変更する方法

1. プライマ リ  SGD サーバーで Administration Console にログインします。

2. 「 Secure Global Desktop サーバー 」 タブに移動します。

3. 「 Secure Global Desktop サーバーのリ ス ト 」 の 「 プラ イマ リ化 」 ボタンをク リ
ッ ク します。

ヒン ト  - tarantella array make_primary コマンドを使用してアレイのプライ
マ リサーバーを変更するこ と もできます。

4. プロンプ トが表示されたら 、 「 了解 」 をク リ ッ ク します。

「 Secure Global Desktop サーバー 」 タブには、サーバーの変更処理と同期処理が
完了するまで待つよ うに勧める メ ッセージが表示されます。

以前のプライマ リサーバーは、セカンダ リサーバーにな り ます。

注 - アレイの構造に変更を加えた場合は、その変更がアレイ内のすべての SGD サー
バーにコピーされるのを待ってから 、次の変更を行う よ うにして ください。プラ イマ
リ  SGD サーバーで tarantella status コマンドを実行して、アレイの状態を確
認して ください。

▼ アレイから サーバーを削除する方法

アレイからプライマ リサーバーを削除するには、 まず、ほかのサーバーをプライマ リ
サーバーに変更する必要があ り ます。次に、古いプライマ リサーバーをアレイから削
除します。

1. プライマ リ  SGD サーバーで Administration Console にログインします。

2. 「 Secure Global Desktop サーバー 」 タブに移動します。

3. 「 Secure Global Desktop サーバーのリ ス ト 」 の 「 削除 」 ボタンをク リ ッ ク し
ます。

ヒン ト  - tarantella array detach コマンドを使用してアレイから  SGD サーバ
ーを削除するこ と もできます。

4. プロンプ トが表示されたら 、 「 了解 」 をク リ ッ ク します。

「 Secure Global Desktop サーバー 」 タブには、サーバーの変更処理と同期処理が
完了するまで待つよ うに勧める メ ッセージが表示されます。
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注 - アレイの構造に変更を加えた場合は、その変更がアレイ内のすべての SGD サー
バーにコピーされるのを待ってから 、次の変更を行う よ うにして ください。プラ イマ
リ  SGD サーバーで tarantella status コマンドを実行して、アレイの状態を確
認して ください。

▼ アレイ内のセキュ リ ティ ー保護さ れた通信用の暗号化方
式群を変更する方法

アレイ内の SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中
のアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン  ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む
) がないこ とを確認して ください。

1. アレイ内のすべての SGD サーバーを停止します。

2. アレイのプライマ リ  SGD サーバーにスーパーユーザー (root) と してログインし
ます。

3. 暗号化方式群を指定します。

次のコマンドを使用します。

こ こでの cipher-suite は暗号化方式群の JSSE 名です。

次の表に、使用可能な暗号化方式群を示します。

デフォル ト値は TLS_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA です。

4. アレイ内のすべての SGD サーバーを起動します。

# tarantella config edit \
--tarantella-config-security-peerssl-ciphers cipher-suite

JSSE 名 暗号化方式群

TLS_RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA RSA_WITH_AES_256_CBC_SHA

TLS_RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA RSA_WITH_AES_128_CBC_SHA

SSL_RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA RSA_WITH_3DES_EDE_CBC_SHA

SSL_RSA_WITH_RC4_128_SHA RSA_WITH_RC4_128_SHA

SSL_RSA_WITH_RC4_128_MD5 RSA_WITH_RC4_128_MD5

SSL_RSA_WITH_DES_CBC_SHA RSA_WITH_DES_CBC_SHA
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アレイ回復の設定

アレイ回復の設定には、次の手順が必要です。

1. アレイのアレイフェイルオーバーを有効にする

SGD アレイのアレイフェイルオーバーは、デフォル トでは無効になっています。

■ 372 ページの 「 アレイのアレイフェイルオーバーを有効にする方法 」 を参照し
て ください。

2. ( 省略可能 ) アレイフェイルオーバーの猶予期間を設定します。

アレイフェイルオーバーは、猶予期間が過ぎる と自動的に開始されます。

■ 372 ページの 「 アレイフェイルオーバーの猶予期間を設定する方法 」 を参照し
て ください。

3. ( 省略可能 ) バッ クアッププライマ リ リ ス ト を設定します。

バッ クアッププライマ リ リ ス トによ り 、新しプラ イマ リサーバーに昇格するセカ
ンダ リサーバーが決ま り ます。  

詳細は、次の情報を参照して ください。

■ 372 ページの 「 アレイのバッ クアッププライマ リ リ ス ト を表示する方法 」

■ 373 ページの 「 バッ クアッププライマ リ リ ス トにエン ト リ を追加する方法 」

■ 373 ページの 「 バッ クアッププライマ リ リ ス トに含まれるエン ト リの位置を変
更する方法 」

■ 373 ページの 「 バッ クアッププライマ リ リ ス ト からエン ト リ を削除する方法 」

4. ( 省略可能 ) 新しいプライマ リ検索のタイムアウ ト期間を設定します。

このタイムアウ ト期間中に新しいプライマ リに接続できない場合は、バッ クアッ
ププ リマ リ リ ス トの次のサーバーに接続されます。

■ 374 ページの 「 新しいプライマ リ検索のタイムアウ ト を設定する方法 」 を参照
して ください。

5. ( 省略可能 ) 復 旧 段階を設定します。

デフォル トでは、復 旧 段階では、元のプライマ リサーバーが使用可能になる と 、
元のアレイ配列が自動的に再作成されます。  

■ 374 ページの 「 フェイルオーバー終了時のアクシ ョ ンを設定する方法 」 を参照
して ください。

元のアレイ配列を手動で再作成するには、手動復 旧 を使用します。

■ 375 ページの 「 アレイを手動で再構築する方法 」 を参照して ください。
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▼ アレイのアレイフェイ ルオーバーを有効にする方法

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 Resilience 」 タブに移動
します。

2. SGD アレイのアレイフェイルオーバーを有効にします。

「 アレイフェイルオーバー 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

ヒン ト  - tarantella config edit コマンドを使用して 「 アレイフェイルオーバ
ー 」  (--array-failoverenabled) 属性を有効にするこ と もできます。

▼ アレイフェイルオーバーの猶予期間を設定する方法

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 Resilience 」 タブに移動
します。

2. 猶予期間を設定します。

「 監視の間隔 」 属性と 「 監視の試行回数 」 属性の値を入力します。

たとえば、猶予期間を  120 秒 (2 分 ) に変更するには、 「 監視の間隔 」 属性を  60 に
、 「 監視の試行回数 」 属性を  2 に設定します。

デフォル トの猶予期間は 10 分です。

ヒン ト  - tarantella config edit コマンドを使用して 「 監視の間隔 」  
(--array-monitortime) 属性と 「 監視の試行回数 」  (--array-maxmonitors) 属
性を設定するこ と もできます。

▼ アレイのバッ ク アッ ププラ イマリ リ ス ト を表示する方法

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 Resilience 」 タブに移動
します。

2. バッ クアッププライマ リ リ ス ト内のエン ト リ を表示します。

「 Backup Primaries 」 テーブルに、アレイのバッ クアッププライマ リ リ ス ト が表
示されます。

ヒン ト  - tarantella array list_backup_primaries コマンドを使用してアレ
イのバッ クアッププラ イマ リ リ ス ト を表示するこ と もできます。
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▼ バッ クアッ ププライマリ リ スト にエント リ を追加する方法

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 Resilience 」 タブに移動
します。

2. バッ クアッププライマ リ リ ス トにエン ト リ を追加します。

a. 「 Backup Primaries 」 テーブル内の 「 新規 」 ボタンをク リ ッ ク します。  

「 Available Secondaries 」 テーブルが表示され、バッ クアッププライマ リ リ ス
トにない、使用可能なセカンダ リサーバーが表示されます。

b. 「 Available Secondaries 」 テーブル内でサーバーを選択し 、 「 追加 」 をク リ
ッ ク します。

「 Backup Primaries 」 テーブルが自動的に更新されます。

ヒン ト  - tarantella array add_backup_primary コマンドを使用してバッ ク
アッププライマ リ リ ス ト にエン ト リ を追加するこ と もできます。

▼ バッ ク アッ ププラ イマリ リ ス ト に含まれるエント リ の位
置を変更する方法

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 Resilience 」 タブに移動
します。

2. バッ クアッププライマ リ リ ス トに含まれるエン ト リの位置を変更します。

「 Backup Primaries 」 テーブル内でサーバーを選択し 、 「 上に移動 」 または 「 下
に移動 」 をク リ ッ ク します。

ヒン ト  - tarantella array edit_backup_primary コマンドを使用してバッ ク
アッププライマ リ リ ス ト に含まれるエン ト リの位置を変更するこ と もできます。

▼ バッ ク アッ ププラ イマリ リ ス ト から エント リ を削除する
方法

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 Resilience 」 タブに移動
します。

2. バッ クアッププライマ リ リ ス ト でエン ト リ を削除します。

「 Backup Primaries 」 テーブル内でサーバーを選択し 、 「 削除 」 をク リ ッ ク し
ます。
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ヒン ト  - tarantella array remove_backup_primary コマンドを使用してバッ
クアッププライマ リ リ ス ト からエン ト リ を削除するこ と もできます。

▼ 新しいプラ イマリ 検索のタイムアウ ト を設定する方法

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 Resilience 」 タブに移動
します。

2. 新しいプライマ リ検索のタイムアウ ト期間を設定します。

「 プラ イマ リ検索の間隔 」 属性と 「 プラ イマ リ検索の試行回数 」 属性の値を入力
します。

たとえば、新しいプライマ リ タ イムアウ ト を  60 秒 (1 分 ) に変更するには、 「 プラ
イマ リ検索の間隔 」 属性を  60 に、 「 プラ イマ リ検索の試行回数 」 属性を  1 に設定
します。

デフォル トの新しいプライマ リ検索のタイムアウ ト期間は 3 分です。

ヒン ト  - tarantella config edit コマンドを使用して 「 プラ イマ リ検索の間隔
」  (--array-resubmitfindprimarywait) 属性と 「 プラ イマ リ検索の試行回数 」  

(--array-resubmitfindprimarymax) 属性を設定するこ と もできます。

▼ フェイルオーバー終了時のアク ショ ンを設定する方法

1. Administration Console で、 「 グローバル設定 」 → 「 Resilience 」 タブに移動
します。

2. 元のプライマ リサーバーが使用可能になったと きにアレイを再設定する方法を設
定します。

「 フェイルオーバー終了時のアクシ ョ ン 」 で必要なオプシ ョ ンを選択します。  

■ 元のプライマ リサーバーをプライマ リサーバーと してアレイに戻すこ とを受け
入れるには、 「 Restore original primary 」 オプシ ョ ンを選択します。

元のプライマ リサーバーおよび接続されているすべてのセカンダ リサーバーが
、アレイに再連結されます。元のプライマ リサーバーがそのアレイのプライマ
リサーバーと して復元されます。現在のプライマ リサーバーは、セカンダ リサ
ーバーにな り ます。 これは、デフォルト設定です。

■ 元のプライマ リサーバーをアレイから除外するには、 「 Do not restore original 
array 」 オプシ ョ ンを選択します。

元のプライマ リサーバーも接続されているどのセカンダ リサーバーも 、アレイ
に再連結されません。元のプライマ リサーバーおよび接続されているすべての
セカンダ リサーバーが、 フェイルオーバー段階後の状態のままにな り ます。
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■ 元のプライマ リサーバーをセカンダ リサーバーと してアレイに戻すこ とを受け
入れるには、 「 Restore array with a new primary 」 オプシ ョ ンを選択します。

元のプライマリサーバーおよび接続されているすべてのセカンダ リサーバーが、
セカンダ リサーバーと してアレイに再連結されます。

ヒン ト  - tarantella config edit コマンドを使用して 「 フェイルオーバー終了
時のアクシ ョ ン 」  (--array-primaryreturnaction) 属性を設定するこ と もでき
ます。

▼ アレイを手動で再構築する方法

1. アレイ状態の情報をすべて削除します。

アレイ内の各 SGD サーバーで次のコマンドを実行します。

tarantella array clean コマンドはデフォル トで、すべてのアレイ情報を削
除し 、 SGD サーバーを単一のスタンドアロンサーバーと して設定します。 この 
SGD サーバーを 、通信可能で同じアレイ メ ンバーシップを報告するほかの SGD 
サーバーと と もにアレイ内に残す必要がある場合には、 このコマンドの 
--contactmembers オプシ ョ ンを使用します。

2. 手動でアレイを再構築します。

tarantella array コマンドを使用します。 この方法の詳細については、
360 ページの 「 アレイ と  SGD サーバーの管理 」 を参照して ください。

負荷分散
負荷分散を使用する と 、シングルポイン ト障害を発生させるこ とな く 、信頼性に優れ
た、高性能なサービスを受けるこ とができるよ うに、サポート対象のユーザー数を増
やすこ とができます。  

SGD では、次の負荷分散メカニズムがサポート されています。

■ ユーザーセッシ ョ ンの負荷分散 – ユーザーがアレイ内のどの SGD サーバーにログ
インするかを決定します

詳細については、 376 ページの 「 ユーザーセッシ ョ ンの負荷分散 」 を参照して く
ださい。

$ tarantella array clean
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■ アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの負荷分散 – アレイ内のどの SGD サーバーがユーザ
ーのアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを管理するかを決定します 

詳細については、 385 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの負荷分散 」 を参
照して ください。

■ アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散 – どのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーがユーザーのアプ
リ ケーシ ョ ンを実行するかを決定します

詳細については、 385 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散 」 を参照して くだ
さい。

■ 負荷分散グループ – 高速ネッ ト ワークで リ ンク された SGD サーバーとアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーを選択するこ とによって 、 適なユーザー操作性の実現を試み
ます。

詳細については、 387 ページの 「 負荷分散グループ 」 を参照して ください。

ユーザーセッシ ョ ンの負荷分散

ユーザーセッシ ョ ンの負荷分散は、 ログイン先の SGD サーバーの選択に関連してい
ます。ユーザーは、アレイ内の任意の SGD サーバーにログインして 、同じアプ リ ケ
ーシ ョ ンにアクセスできます。

ユーザーセッシ ョ ンの負荷分散は、 SGD に 初に接続する前に行われます。多数の
機構を使って、適切な SGD サーバーを選択できます。次に例を示します。

■ SGD Gateway

■ ラウンド ロビンまたはダイナミ ッ ク  DNS

■ 外部ハード ウェアロードバランサ

■ SGD 負荷分散 JavaServer Pages™ (JSP™) テク ノ ロジページ

■ 部門別に異なる  SGD サーバーを割り当て、各部門に 1 つの URL (Uniform 
Resource Locator) を提供する

ユーザーセッシ ョ ンの負荷分散におけるもっ と も重要な要素は、セッシ ョ ンの持続性
です。ユーザーセッシ ョ ンは、ユーザーが SGD サーバーにログインした時点で始ま
り 、そのサーバーによって所有されます。ユーザーが SGD とやり と りする と 、 さ ら
に要求が HTTP (Hypertext Transfer Protocol) 接続を介して SGD サーバーに送信さ
れます。ネッ ト ワーク接続の負荷分散が行われている場合、 HTTP 要求はアレイ内
の任意の SGD サーバーに転送される可能性があ り ます。 HTTP 要求がそのユーザー
セッシ ョ ンを所有していない SGD サーバーに送信される と 、次のこ とが発生する可
能性があ り ます。

■ ユーザーセッシ ョ ンがその SGD サーバーに移り 、実行中のすべてのアプ リ ケーシ
ョ ンのウ ィ ンド ウが消える 。 これは、 「 セッシ ョ ンの乗っ取り 」 と呼ばれるこ と
があ り ます。

■ ユーザーのセッシ ョ ンの可視状態が正し く表示されな くなる 。  
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ユーザーセッシ ョ ンの負荷分散を正常に行うには、 HTTP 要求が常に正しい SGD サ
ーバーに送信されるよ うに 「 持続 」 する必要があ り ます。

デフォル トの SGD インス トールで HTTP 接続を持続させるためには、追加設定を行
う必要があ り ます。 SGD では、次の機構がサポート されます。

■ SGD Gateway。 SGD Gateway には、 SGD への HTTP 接続の負荷分散を管理する  
Apache Web サーバーが含まれています。

■ 負荷分散 -JSP テク ノ ロジページ。負荷分散 -JSP テク ノ ロジページには Cookie を
設定する JavaScript™ テク ノ ロジスク リプ トが含まれており 、その Cookie が、
HTTP 要求を正しいサーバーにリ ダイレク トするために使用されます。

Gateway は負荷分散ユーザーセッシ ョ ンの 善の対処方法を提供します。負荷分散
-JSP テク ノ ロジページは、 SGD の今後のリ リースでは使用できない可能性があ り
ます。

SGD Gateway をインス トール、設定、および使用するための手順については、
Oracle Secure Global Desktop 4.6 Gateway 管理者ガイ ド  を参照して ください。

負荷分散 JSP テク ノ ロジページは、次の条件が満たされている場合にのみ使用でき
ます。

■ ブラウザで Cookie と  JavaScript テク ノ ロジが有効になっている必要があ り ます

■ SGD Client が統合モードであってはいけません

負荷分散 -JSP テク ノ ロジページは、次の方法で使用できます。

■ ラウン ド ロビン機構を使用して、 JSP テク ノ ロジページが SGD サーバーを リ ス ト
から選択する 。

SP テク ノ ロジページをこの方法で使用するには、 「 アレイの 1 つのメンバー 」 で
負荷分散 -JSP テク ノ ロジページを設定します。 377 ページの 「 負荷分散 JSP テク
ノ ロジページを使用してユーザーセッシ ョ ンを分散する 」 を参照して ください。

■ JSP テク ノ ロジページが SGD サーバーを選択するための外部機構をサポートする 。

JSP テク ノ ロジページをこの方法で使用するには、 「 アレイのすべてのメンバー 」
で負荷分散 -JSP テク ノ ロジページを設定します。 379 ページの 「 外部機構を使用
してユーザーセッシ ョ ンを分散する 」 を参照して ください。

負荷分散 JSP テク ノ ロジページを使用してユーザーセッ
ショ ンを分散する

負荷分散 JSP テク ノ ロジページを使用してユーザーセッシ ョ ンを分散する場合は、
「 アレイ メ ンバーの 1 つ 」 が負荷分散サーバーと して機能します。通常、 これはアレ
イのプライマ リサーバーです。負荷分散サーバーで、ユーザーセッシ ョ ンをホス ト で
きる  SGD サーバーのリ ス ト を使用して負荷分散 JSP テク ノ ロジページを設定します。
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ユーザーが負荷分散サーバーに接続する と 、負荷分散 -JSP- テク ノ ロジページはラ
ウンド ロビン機構を使用して リ ス ト内の SGD サーバーにユーザーを リ ダイレク ト し
ます。

ユーザーは、負荷分散 -JSP テク ノ ロジページに接続する  URL を使って負荷分散サー
バーに接続する必要があ り ます。通常、 これは http://server.example.com/sgd にな
り ます。 こ こで、 server.example.com は SGD サーバーの名前です。

HTTPS (Hypertext Transfer Protocol over Secure Socket Layer) 接続を使用するには、
SGD を次のよ うに設定します。

■ 負荷分散サーバーに対して、 HTTP 接続を使用します。

■ 負荷分散 JSP テク ノ ロジページで SGD サーバーの HTTPS URL を設定します。

▼ 負荷分散 -JSP テク ノ ロジページを設定してユーザーセッ
ショ ンを分散する方法

負荷分散サーバーと して機能する 「 アレイ メ ンバーを  1 つ 」 選択します。次の手順で
は、アレイのプライマ リ  SGD サーバーを使用しています。

1. アレイの 「 プラ イマ リ 」  SGD サーバーにスーパーユーザー (root) と してログイ
ンします。

2. 負荷分散 JSP テク ノ ロジページを  /sgd Web アプ リ ケーシ ョ ンディ レク ト リにコ
ピーします。

次に例を示します。

注 - ファ イルをコピーする際は、 -p オプシ ョ ンを使用して、 ファ イルのアクセス権
を保持して ください。

3. 負荷分散 JSP テク ノ ロジページを編集します。

負荷分散 -JSP テク ノ ロジページは、 swcd.jsp です。

# cd /opt/tarantella/webserver/tomcat//webapps/sgd/
# cp -rp admin/loaddist/ swcd/
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a. 負荷分散の対象となる  SGD サーバーの外部 DNS 名を追加します。

詳細については、 5 ページの 「 外部 DNS 名の設定 」 を参照して ください。

hosts = new Array セクシ ョ ンを修正します。次に例を示します。

セキュ リ テ ィー保護された接続を使用している場合は、 URL が https:// で
始まっているこ とを確認して ください。

プラ イマ リサーバーでユーザーセッシ ョ ンをホス トする場合にのみ、プラ イマ
リ  SGD サーバーを リ ス トに含めて ください。

b. LBHOST 変数を設定します。

次のよ うに、 初のコ メン ト記号 (//) を削除します。

c. 変更を保存します。

4. 負荷分散 JSP テク ノ ロジページを使用するよ う  SGD エン ト リ ポイン ト  JSP テク
ノ ロジページを設定します。

エン ト リ ポイン ト  JSP テク ノ ロジページは、 index.jsp です。

a. 初の行を次のよ うに変更します。

b. 変更を保存します。

外部機構を使用してユーザーセッ ショ ンを分散する

ハード ウェアロードバランサやラウンド ロビン DNS などの外部機構を使用してユー
ザーセッシ ョ ンの負荷分散を行う場合は、次の要素が重要にな り ます。

■ 外部 DNS 名。アレイ内の SGD サーバーに、外部 DNS 名で直接アクセスできる
必要があ り ます。外部ロードバランサがファ イアウォール、 スイ ッチ、 またはル
ーターと して機能している場合は、外部 DNS 名によるアクセスを許可するよ う設
定する必要があ り ます。 5 ページの 「 外部 DNS 名の設定 」 を参照して ください。

■ AIP (Adaptive Internet Protocol) 接続。 AIP 接続はアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
をホス ト している  SGD サーバーに転送される必要があ り ます。外部ロードバラン
サは、アレイ内のほかの SGD サーバーに接続を分散してはいけません。

hosts[0] = "http://www1.example.com"
hosts[1] = "http://www2.example.com"
...
hosts[4] = "http://www5.example.com"

var LBHOST = null // Not in Load Balancer/Round Robin DNS mode

<%@ include file="swcd/swcd.jsp" %>
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■ AIP は HTTP ではない - SGD セキュ リ テ ィーサービスを有効にした場合、 AIP 接
続は SSL (Secure Sockets Layer) を使用して暗号化されます。外部ロードバランサ
は、 AIP 要求の SSL を復号化する場合、残りの内容を処理するこ とはできません。

■ URL リ ラ イテ ィ ング - 外部ロードバランサは、 URL を書き換えるよ う設定できま
す。 SGD サーバーの外部 DNS 名と一致しないホス ト名を含んでいる  URL を使用
して SGD に接続する場合、その影響は不明です。

■ 複数の HTTPS 接続の仮想ホスティング - 外部ロードバランサおよび SGD Web サ
ーバーに対して HTTPS 接続を使用するには、 2 つの SSL 証明書が必要です。
1 つはロードバランサの DNS 名の証明書、 も う  1 つは SGD サーバーの外部 DNS 
名の証明書です。 これを行うには、仮想ホスティ ングを使用して、同じホス ト上
に 2 つの Web サーバーをそれぞれ異なる  DNS 名で作成します。ただし 、 これら
の Web サーバーでは、異なる  TCP ポート または異なる  IP (Internet Protocol) ア
ドレスを使用する必要があ り ます。

外部機構を使用してユーザーセッシ ョ ンを分散するには、 「 アレイ内のすべての
SGD サーバー 」 で負荷分散 -JSP テク ノ ロジページの設定を行います。  

ハード ウェアロードバランサを使用している場合は、 SGD サーバーに外部 DNS 名
でアクセスするこ とを許可するよ うにロードバランサを設定する必要があ り ます。
通常、 ロードバランサは SSL アクセラレータでもあ り ます。 この構成では、
SGD への接続は次のよ うに処理されます。

1. ユーザーは、 ロードバランサの DNS 名に HTTPS 接続を確立します。

2. ロードバランサは、 SSL 要求を復号化し 、選択された SGD サーバーの外部 DNS 
名に HTTP 要求と して転送します。

3. SGD サーバーの負荷分散 JSP テク ノ ロジページは、負荷分散 Cookie を調べ、必
要に応じて HTTP 要求を正しい SGD サーバーにリ ダイレク ト します。

ユーザーは、 ロードバランサの DNS 名を含んでいる  URL を使用して SGD に接続す
る必要があ り ます。たとえば、 https://loadbalancer.indigo-insurance.com/
sgd です。

SGD セキュ リ テ ィーサービスが有効になっており 、かつ外部ロードバランサが SSL 
接続を復号化して、それを暗号化されていない接続と して転送するよ う設定されてい
る場合は、セキュ リ テ ィー保護されたポートでプレーンテキス ト接続を受け入れるよ
う アレイの各 SGD サーバーを設定する必要があ り ます。詳細については、 42 ページ
の 「 外部 SSL アクセラレータの使用 」 を参照して ください。

ロードバランサと  SGD サーバーの間で HTTPS 接続を使用するには、負荷分散 -JSP 
テク ノ ロジページ内の URL が https:// で始まっているこ とを確認して ください。
その後、次のいずれかの設定を行います。

■ 負荷分散された HTTPS 接続を終了してから 、 SGD サーバーの外部 DNS 名に対す
る  HTTPS 接続と して接続を再生成するよ う 、外部ロードバランサを設定します。
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■ SGD ホス トに追加の IP アドレスを割り当て、 このアドレスを使用するよ う ホス ト
を設定します。追加の IP アドレスで待機するよ う  SGD Web サーバーを設定し 、
ロードバランサの SSL 証明書をこのアドレスに関連付けます。 SGD サーバーの外
部 DNS 名をサーバーの元の IP アドレスに関連付けるよ う  SGD Web サーバーを
設定します。追加の IP アドレスを使用するよ う ロードバランサを設定します。

SGD をファ イアウォール越えモードで使用する と 、外部ロードバランサの使用時に
必要となる構成を簡素化するこ とにも役立ちます。 ファ イアウォール越えでは、
SGD への HTTP 接続と  AIP 接続がすべて単一のポート  ( 通常は TCP ポート  443) 経
由で確立されます。 25 ページの 「 ファ イアウォール越え 」 を参照して ください。

▼ 外部負荷分散メ カニズムのために負荷分散 -JSP テク ノ ロ
ジページを設定する方法

次に示す手順は、外部負荷分散メカニズムを使用している場合に SGD サーバーの負
荷分散 -JSP テク ノ ロジページを設定する手順例です。

「 アレイ内のすべての SGD サーバー 」 を同じ方法で設定する必要があ り ます。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

2. 負荷分散 JSP テク ノ ロジページファ イルを  /sgd Web アプ リ ケーシ ョ ンディ レク
ト リにコピーします。

次に例を示します。

注 - ファ イルをコピーする際は、 -p オプシ ョ ンを使用して、 ファ イルのアクセス権
を保持して ください。

3. 負荷分散 JSP テク ノ ロジページを編集します。

負荷分散 -JSP テク ノ ロジページは、 swcd.jsp です。

a. 負荷分散の対象となる  SGD サーバーの外部 DNS 名を追加します。

詳細については、 5 ページの 「 外部 DNS 名の設定 」 を参照して ください。

hosts = new Array セクシ ョ ンを修正します。次に例を示します。

# cd /opt/tarantella/webserver/tomcat//webapps/sgd/
# cp -rp admin/loaddist/ swcd/

hosts[0] = "http://www1.example.com"
hosts[1] = "http://www2.example.com"
...
hosts[4] = "http://www5.example.com"
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b. LBHOST 変数を設定します。

初のコ メン ト記号 (//) を削除し 、 SGD サーバーの外部 DNS 名を入力しま
す。次に例を示します。

c. 変更を保存します。

4. 負荷分散 JSP テク ノ ロジページを使用するよ う  SGD エン ト リ ポイン ト  JSP テク
ノ ロジページを設定します。

エン ト リ ポイン ト  JSP テク ノ ロジページは、 index.jsp です。

a. 初の行を次のよ うに変更します。

b. 変更を保存します。

▼ 負荷分散 -JSP テク ノ ロジページを  My Desktop で使用で
きるよ う に設定する方法

My Desktop の機能の詳細については、 187 ページの 「 My Desktop の使用 」 を参照
して ください。

「 アレイ内のすべての SGD サーバー 」 を同じ方法で設定する必要があ り ます。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

2. 負荷分散 JSP テク ノ ロジページファ イルを  /sgd/mydesktop Web アプ リ ケーシ
ョ ンディ レク ト リにコピーします。

次に例を示します。

注 - ファ イルをコピーする際は、 -p オプシ ョ ンを使用して、 ファ イルのアクセス権
を保持して ください。

3. 負荷分散 JSP テク ノ ロジページを使用するよ うに My Desktop を設定します。

var LBHOST = "http://www1.example.com" // LB mode

<%@ include file="swcd/swcd.jsp" %>

# cd /opt/tarantella/webserver/tomcat//webapps/sgd/
# cp -rp admin/loaddist/ mydesktop/swcd/
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a. My Desktop のエン ト リ ポイン ト  JSP テク ノ ロジページの名前を変更します。

エン ト リ ポイン ト  JSP テク ノ ロジページは、 mydesktop/index.jsp です。  

次に例を示します。

b. My Desktop の新しいエン ト リ ポイン ト  JSP テク ノ ロジページを作成します。

次の内容を含む新しい JSP テク ノ ロジページファ イル mydesktop/index.jsp 
を作成します。

c. My Desktop の JSP テク ノ ロジページファ イルのファ イルアクセス権を確認し
ます。

4. 負荷分散 JSP テク ノ ロジページを編集します。

負荷分散 -JSP テク ノ ロジページは、 mydesktop/swcd/swcd.jsp です。

a. 負荷分散の対象となる  SGD サーバーの外部 DNS 名を追加し 、 LBHOST 変数
を設定します。

■ 負荷分散 JSP テク ノ ロジページを使用してユーザーセッシ ョ ンを分散する場
合は、 378 ページの 「 負荷分散 -JSP テク ノ ロジページを設定してユーザーセ
ッシ ョ ンを分散する方法 」 の Step 3 を参照して ください。

■ 外部機構を使用してユーザーセッシ ョ ンを分散する場合は、 381 ページの 「
外部負荷分散メカニズムのために負荷分散 -JSP テク ノ ロジページを設定する
方法 」 の Step 3 を参照して ください。

b. TARGET 変数を設定します。

ユーザーを  Webtop にではな く  My Desktop に送るよ うに、 TARGET 変数を変
更する必要があ り ます。

c. 変更を保存します。

負荷分散 -JSP テク ノ ロジページの追加の設定

こ こでは、負荷分散 -JSP テク ノ ロジページで使用できる追加の設定について説明し
ます。

# mv mydesktop/index.jsp mydesktop/mydesktop.jsp

<%@ include file="/mydesktop/swcd/swcd.jsp" %>

# chmod root:ttaserv mydesktop/index.jsp mydesktop/mydesktop.jsp

var TARGET="/sgd/mydesktop/mydesktop.jsp"
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別の Webtop を使用する

負荷分散 -JSP テク ノ ロジページは、ユーザーを標準 Webtop に接続します。カスタ
マイズされた Webtop など 、別の Webtop を使用するには、次の行を修正します。

ローカラ イズされたスプラ ッシュ画面

負荷分散 JSP テク ノ ロジページは、 /sgd/swcd/ ディ レク ト リにある画像を使用し
て英語のスプラ ッシュ画面を表示します。 ローカラ イズされたスプラ ッシュ画面を表
示するには、 スプラ ッシュ画面画像のデフォルトの格納場所を次の行で変更します。

その他の変数

次に、負荷分散 JSP テク ノ ロジページで使用されるその他の変数を示します。

■ SGDLDCOOKIE

負荷分散のために使用される  Cookie の名前。  

デフォル トは SGD_SWCDCOOKIE です。

■ TIMEOUT

負荷分散 JSP テク ノ ロジページが、選択されたホス トの SGD Web サーバーから
応答を待つ時間 ( ミ リ秒単位 ) 。 このタイムアウ ト時間が経過する と 、 リ ス ト内の
次のホス トが試されます。

デフォル トは 10000 ミ リ秒です。

■ TESTGIF

負荷分散 JSP テク ノ ロジページが、選択されたホス トの SGD Web サーバーから
取得を試みるファ イル。 これは、ホス トが使用可能かど うかを調べるために使用
されます。

デフォル トは /sgd/resources/images/webtop/secure.gif です。

var TARGET="/sgd/standard.jsp"

// ** Location of gif files
<%
// If the gifs are located in the locale dependent resource use the Path below
String path = getContextPath(request) + "/resources/images/splash/locale=" +
getBestSupportedLocale(request) + "/";
// Default location
//String path = "swcd/";
%>
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アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの負荷分散

アプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの負荷分散は、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを管理する  
SGD サーバーの選択に関連しています。

アプリケーシ ョ ンセッシ ョ ンは、セッシ ョ ンを開始したユーザーのユーザー識別情報、
プロ ト コルエンジンプロセス といった、セッシ ョ ンに関する一連のデータで構成され
ます。プロ ト コルエンジンプロセスは SGD サーバー上で実行され、次のタスクを実
行します。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上のアプリ ケーシ ョ ンへの接続を維持します。

■ アプ リ ケーシ ョ ンの表示データを保存します。

■ AIP 接続経由でク ラ イアン トデバイス とのデータの送受信を行います。

プロ ト コルエンジンプロセスは、アレイ内の任意の SGD サーバー上で実行するこ と
ができます。 これはユーザーセッシ ョ ンをホス ト しているサーバー、つま りユーザー
がログインした SGD サーバーと同じである必要はあ り ません。

SGD は、アレイ内のすべての SGD サーバーにわたってアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
の負荷を分散できます。サーバーが多ければ多いほど 、各メンバーの負荷は低くな り
ます。 Administration Console では、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの負荷分散を 「
グローバル設定 」  → 「 パフォーマンス 」 タブで設定します。アプ リ ケーシ ョ ンセッ
シ ョ ンをホス トする  SGD サーバーを選択するための方法と して 、次のいずれかを使
用するよ うに SGD を設定できます。

■ ユーザーセッシ ョ ンをホス ト しているサーバー - ユーザーセッシ ョ ンをホス ト して
いる  SGD サーバー

■ 小の CPU 使用量 – CPU ( 中央演算処理装置 ) のアイ ドル時間がもっと も長い 
SGD サーバー

■ 少のアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン  - 少のアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをホス ト
している  SGD サーバー

デフォル トでは、 SGD はユーザーセッシ ョ ンをホス ト しているサーバーを使用して
アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの負荷分散を行います。

アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散

アプリ ケーシ ョ ンの負荷分散は、次の処理に関連しています。

■ ユーザーが 良のパフォーマンスを得られるよ うに、アプ リ ケーシ ョ ンを実行す
るアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを選択する

■ 各アプリ ケーシ ョ ンサーバーのワークロードが相対的に似たものになるよ うに、
アプ リ ケーシ ョ ンの起動を分散させる
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SGD 管理者は、アプリケーシ ョ ンを実行できるアプリケーシ ョ ンサーバーを定義し 、
使用する負荷分散方式を選択するこ とによって 、アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散を管理
します。

アプリ ケーショ ンを実行するアプリ ケーショ ンサーバー
を定義する

アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トにアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を割り当て
るこ とによって 、そのアプ リ ケーシ ョ ンを実行できるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを定
義します。

Administration Console では、 この操作を 、アプ リ ケーシ ョ ンの 「 ホス ト しているア
プ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブで実行します。あるいは、アプ リ ケーシ ョ ンをアプ リ
ケーシ ョ ンサーバーに割り当てるこ と もできます。 この操作は、アプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバーオブジェク トの 「 ホス ト されているアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブで実行します。

また、アプ リ ケーシ ョ ンのグループをアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに割り当てた り 、ア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーのグループをアプ リ ケーシ ョ ンに割り当てた りする こ と もで
きます。グループは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのプール ( アプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーファームと も呼ばれる ) や、アプ リ ケーシ ョ ンのプールを作成する場合に役立ち
ます。

Administration Console では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの 「 一般 」 タ
ブで 「 アプ リ ケーシ ョ ン起動 」 チェ ッ クボッ クスを選択および選択解除するこ と もで
きます。 これによって、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが、アプ リ ケーシ ョ ン実行可能ま
たはアプ リ ケーシ ョ ン実行不可能と してマーク されます。 これは、たとえば、保守作
業中にサーバーを一時的に使用不可にする場合に有効です。

負荷分散方式を選択する

SGD がユーザーにとって 適なアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを決定する際に使用する
負荷分散方式を選択します。

Administration Console では、デフォル トの負荷分散方式を 「 グローバル設定 」  → 
「 パフォーマンス 」 タブで設定します。個々のアプ リ ケーシ ョ ンに対しては、アプ リ
ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 パフォーマンス 」 タブで異なる方式を選択するこ とによ
って 、グローバル負荷分散方式を上書きするこ とができます。

SGD がデフォル トで使用する方式は、各サーバーが SGD 経由でホス ト しているアプ
リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの個数を数え、セッシ ョ ン数のもっ と も少ないサーバーを選
択するこ とで、アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散を行います。 SGD はまた、ユーザーが
アプ リ ケーシ ョ ンを起動した時点の 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの実際の負荷 」 に基
づいてアプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散を行うための方式も提供できます。 これは 
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Advanced Load Management と呼ばれます。 Advanced Load Management を使用
するには、すべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに SGD 拡張モジュールをインス トー
ルする必要があ り ます。

負荷分散方式およびほかの要因が負荷分散にどのよ うに影響するかについての詳細は、
387 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散の仕組み 」  を参照して ください。

負荷分散グループ

SGD は、負荷分散グループを使用して、 SGD サーバーとアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
間で高速リ ンクを使って接続を確立します。

SGD のプロ ト コルエンジンは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD サーバー間で使用
されるネイティブプロ ト コル (X11 など ) を 、 SGD サーバーと ク ラ イアン トデバイス
間で使用される  AIP に変換します。 AIP は低帯域幅用に 適化されていますが、ネ
イテ ィブプロ ト コルは 適化されていません。

ネッ ト ワークに低速リ ンクが含まれている場合は、負荷分散グループを使用して、ア
プリケーシ ョ ンのパフォーマンスを向上させるこ とができます。負荷分散グループは、
SGD サーバーとアプ リ ケーシ ョ ンサーバーをま とめてグループ化するために使用し
ます。ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを実行する と 、 SGD は、そのアプ リ ケーシ ョ ン
サーバーと同じグループにある  SGD サーバー上でプロ ト コルエンジンプロセスを稼
働させるこ とを試みます。 この処理は、グループ内のすべてのアプ リ ケーシ ョ ンサー
バーと  SGD サーバーが高速リ ンクで接続されている場合に 適に機能します。

Administration Console では、負荷分散グループを 、 SGD サーバーまたはアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーの 「 パフォーマンス 」 タブで定義します。負荷分散グループ名は単
に、文字列または文字列のコンマ区切り リ ス ト です。 この名前は、世界の地名や建物
のコードなど 、 どのよ う なものでもかまいません。

アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散の仕組み

アプリ ケーシ ョ ンの負荷分散は、特定のアプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスを 適化
するためのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを選択するこ とが目的です。アプ リ ケーシ ョ ン
を起動する と きに、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 ホス ト しているアプ リ ケーシ
ョ ンサーバー 」 タブに指定されているアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを使用して、アプ リ
ケーシ ョ ンサーバーの候補リ ス トが作成されます。次に、 SDG によ り これらの う ち
ユーザーにもっと も適した候補が決定されます。 このと き 、次の点が考慮されます。

■ 動的アプリ ケーシ ョ ンサーバー

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが使用できるかど うか

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーフ ィルタ

■ 負荷分散グループ
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■ サーバーアフ ィニティー

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの相対的な処理能力

■ もっ と も負荷の少ないアプ リ ケーシ ョ ンサーバー

以降の節では、 これらの項目および SGD の設定がアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの選択
にどのよ うに影響するかについて説明します。

動的アプリ ケーショ ンサーバーと 負荷分散

動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーはアプリ ケーシ ョ ンに対して設定され、ユーザーはア
プ リ ケーシ ョ ンの実行場所を設定できるため、アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散の標準の 
SGD 機構は無効にな り ます。詳細については、 180 ページの 「 動的アプ リ ケーシ ョ
ンサーバー 」 を参照して ください。

動的アプリケーシ ョ ンサーバーを使用すると 、次のアプリケーシ ョ ンサーバー属性が、
ユーザーに提示されるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのリ ス トに影響を与えます。

■ 「 アプ リ ケーシ ョ ン起動 」  (--available) – 詳細は、 388 ページの 「 アプ リ ケー
シ ョ ンサーバーが使用できるかど うか 」 を参照して ください

■ 「 ユーザー割り当て 」  (--userassign) – 詳細は、 389 ページの 「 アプ リ ケーシ
ョ ンサーバーフ ィルタ 」 を参照して ください

■ 「 大数 」  (--maxcount) – 詳細は、 389 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーフ
ィルタ 」 を参照して ください

アプリ ケーショ ンサーバーが使用できるかどう か

アプリ ケーシ ョ ンが起動する と きに、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの候補リ ス トの中で
、現在使用できないサーバーがあるかど うかが SDG によ り確認されます。使用でき
ないアプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、 リ ス ト から削除されます。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの 「 アプ リ ケーシ ョ ン起動 」  (--available 
false) 属性を使用して、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを使用できないものと してマー
クするこ とができます。 この作業は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの保守中にアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーを使用できない状態にする場合などに行ないます。

SGD Advanced Load Management を使用している場合は、負荷分散サービスから  
SGD に定期的に keep alive パケッ トが送信されます。 これらのパケッ トが停止した
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーについては接続が切断されている と見なされ、負荷分散サ
ービスが接続を再度確立するまで 「 使用できない 」 サーバーと して処理されます。
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アプリ ケーショ ンサーバーフィ ルタ

アプリ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トには 「 大数 」 (--maxcount) 属性と 「 ユー
ザー割り当て 」  (--userassign) 属性があ り 、ユーザーに対してアプ リ ケーシ ョ ン
を実行するアプ リ ケーシ ョ ンサーバーをフ ィルタするために使用できます。  

「 大数 」 属性は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で実行可能なアプ リ ケーシ ョ ンの数
を制限するために使用されます。制限に達する と 、 SGD ではそれ以上のアプ リ ケー
シ ョ ンを実行するためのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーは選択されません。たとえば、ア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーのグループをアプ リ ケーシ ョ ンに割り当て、各アプ リ ケーシ
ョ ンサーバーオブジェク トの 「 大数 」 の設定が 1 である場合、 SGD は別のアプ リ
ケーシ ョ ンサーバーでアプ リ ケーシ ョ ンの各インスタンスを実行し 、各アプ リ ケーシ
ョ ンサーバーが使用されるのは一度だけです。

「 ユーザー割り当て 」 属性は、ユーザーのユーザー識別情報 ( 完全指定ユーザー名 ) 
に基づいてアプ リ ケーシ ョ ンサーバーをフ ィルタするために使用されます。 これによ
り 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの使用が LDAP グループの特定のユーザーまたはメ
ンバーに制限されます。検索フ ィルタには、次のいずれかを使用できます。

■ RFC2254 に準拠する  LDAP 検索フ ィルタ

■ RFC1959 に準拠する  LDAP URL

■ scottasessionowner= フ ィルタ

注 - ユーザー識別情報が LDAP 識別情報ではない場合でも 、 SGD では LDAP ベー
スの検索フ ィルタが適用されます。

「 ユーザー割り当て 」 の検索フ ィルタの設定方法については、 684 ページの 「 ユーザ
ー割り当て 」 を参照して ください。

「 大数 」 属性と 「 ユーザー割り当て 」 属性は個別または一緒に使用して、ユーザー
に対してアプ リ ケーシ ョ ンを実行できるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを制御するこ とが
できます。次の表に、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの選択時にこれらの属性を使用した
場合の影響を示します。

ユーザー割り当て 大数 影響

なし 設定されない アプ リ ケーシ ョ ンサーバーがすべてのユーザーに対して実行できるアプ リ
ケーシ ョ ンの数に制限はあ り ません。

なし N Ç…ê›íË アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、すべてのユーザーに対して、 N 個のアプ リ
ケーシ ョ ンインスタンスのみを実行できます。

ユーザー検索フ
ィルタ

設定されない アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが検索フ ィルタに一致するユーザーに対して実
行できるアプ リ ケーシ ョ ンの数に制限はあ り ません。
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負荷分散グループ

負荷分散グループは、 SGD サーバーとアプ リ ケーシ ョ ンサーバーをま とめてグルー
プ化するために使用します。ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを実行する と 、 SGD は、
そのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーと同じ負荷分散グループにある  SGD サーバー上でプ
ロ ト コルエンジンプロセスを稼働させるこ とを試みます。 この処理は、グループ内の
すべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD サーバーが高速リ ンクで接続されている
場合に 適に機能します。

詳細については、 387 ページの 「 負荷分散グループ 」  を参照して ください。

サーバーアフィ ニティ ー

アプリ ケーシ ョ ンの起動時には、そのユーザーがいずれかのアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ー上でほかのアプ リ ケーシ ョ ンをすでに実行中であるかど うかが考慮されます。 この
作業は、サーバーアフ ィニティーと呼ばれます。サーバーアフ ィニティーとは、ユー
ザーが 後に起動したアプ リ ケーシ ョ ン と同じアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で、アプ
リ ケーシ ョ ンを起動しよ う とする こ とです。

注 -  サーバーアフ ィニティーが有効に機能するには、アプ リ ケーシ ョ ンが同じアプ
リ ケーシ ョ ンサーバーセッ トに関連付けられている必要があ り ます。

サーバーアフ ィニティーはパーセン トで表現されます。現在設定できる値は次の 2 つ
だけです。

■ 0 - 実行中のアプリケーシ ョ ンはアプリケーシ ョ ンサーバーの選択に影響しません。

■ 100 - 選択されたアプ リ ケーシ ョ ンを実行する と きに、既存のアプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバーができるだけ再 利 用される必要があ り ます。 これはデフォル ト値です。

サーバーアフ ィニティーの値を変更するには、次のコマンドを実行します。

ユーザー検索フ
ィルタ

N Ç…ê›íË アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、検索フ ィルタに一致するユーザーに対して
のみ、 N 個のアプリ ケーシ ョ ンインスタンスのみを実行できます。

LDAP グループ
検索フ ィルタ

設定されない アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが LDAP グループのメンバーに対してのみ実行
できるアプ リ ケーシ ョ ンの数に制限はあ り ません。

LDAP グループ
検索フ ィルタ

N Ç…ê›íË アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、 LDAP グループのメンバーに対してのみ、
N 個のアプリ ケーシ ョ ンインスタンスのみを実行できます。

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-applaunch-appserveraffinity 0|100

ユーザー割り当て 大数 影響
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注意 - Windows アプ リ ケーシ ョ ンを使用している場合、 この値を変更するこ とはお
勧めしません。 これは、複数のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを使用する場合に、問題 
( 特にローミ ングプロファ イルの問題 ) が発生するためです。 また、同じアプ リ ケー
シ ョ ン群に属する複数のアプ リ ケーシ ョ ンを互いに異なるサーバー上で実行する と 、
ラ イセンスの問題が発生するこ とがあ り ます。

アプリ ケーショ ンサーバーの相対的な処理能力

SGD では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの相対的な処理能力を考慮して、アプ リ ケー
シ ョ ンの起動場所を決定できます。

相対的な処理能力は、パーセン トで表現されます。デフォル トでは、すべてのサーバ
ーに値 100 が割り当てられます。サーバーの負荷分散プロパティー weighting を編
集してその負荷係数を増減する と 、 SGD によってアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが選択
される可能性を増減できます。負荷係数の詳細については、 396 ページの 「 アプ リ ケ
ーシ ョ ンの負荷分散の調整 」 を参照して ください。

アプリケーシ ョ ンサーバーの相対的な処理能力を使用して、次の操作を実行できます。

■ 特定のサーバー上で起動するアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの数を減らす。たとえ
ば、特定のサーバーを  SGD 以外のプロセスで使用する場合に、 この操作を行い
ます。

■ 特定のサーバー上で起動するアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの数を増やす。たとえ
ば、あるサーバーが CPU 容量は小さ くても  IO( 入出力 ) 性能が優れている場合に、
この操作を行います。

負荷係数の使用方法の詳細については、 392 ページの 「 もっ と も負荷の少ないアプ リ
ケーシ ョ ンサーバー 」  の負荷計算を参照して ください。

相対的な処理能力の計算例 1

2 つのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー london および paris が動作しています。 paris の負
荷係数は 50 で、 london の負荷係数は 100 です。その他のアプ リ ケーシ ョ ン起動条
件がすべて満たされていて、現時点でサーバーの負荷が同じ場合には、アプ リ ケーシ
ョ ンを起動するために選択される可能性は london の方が高くな り ます。

相対的な処理能力の計算例 2

100 個のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが動作していて、その中の 1 つだけを 「 よ り強力
な 」 サーバーと して割り当てる と します。そのサーバーの負荷係数を  200 に増やし
ます。
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も っと も 負荷の少ないアプリ ケーショ ンサーバー

SGD では、 もっ と も負荷の少ないアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを選択する方式がいく
つかサポート されています。

デフォル トの方式は、 Administration Console の 「 グローバル設定 」  → 「 パフォー
マンス 」 タブで設定します。アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 パフォーマンス 」 タ
ブに異なる方式を指定するこ とで、デフォル ト を上書きできます。 この方法を 利 用
すれば、アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散をさまざまな方法で行う こ とができます。

アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散の方式と して 、次のものがサポート されています。

■ 少アプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン数

■ 小 CPU 使用量

■ 大空き メモ リー

「 小 CPU 使用量 」 方式および 「 大空き メモ リー 」 方式では、ユーザーがアプリ
ケーシ ョ ンを起動した時点の 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの実際の負荷 」 が計算され
ます。 これは Advanced Load Management と呼ばれます。詳細については、
395 ページの 「 Advanced Load Management の仕組み 」 を参照して ください。

少アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン数

「 少アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン数 」 方式を使用した場合は、実行中のアプ リ ケー
シ ョ ンセッシ ョ ンがもっ と も少ないアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが選択されます。 この
選択は、 SGD から運用しているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン数のみに基づいて行わ
れます。

これはデフォル トの方式です。

アプ リ ケーシ ョ ンの起動時にアレイからアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷情報を取得
できないなどの理由で、 Advanced Load Management の使用で問題が発生した場合
は、代わりに 「 少アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン数 」 方式が使用されます。 こ う した
状況は、プラ イマ リ  SGD サーバーを再起動している と きなどに発生するこ とがあ り
ます。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷計算には、次の数式が使用されます。

少アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン数を使用した負荷計算の例

こ こでは、アプ リ ケーシ ョ ン負荷分散の 「 少アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン数 」 方式
を使用して負荷を計算する例を紹介します。

number of application sessions x 100 /server weighting
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現在、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー london では 10 個のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
が動作しています。負荷係数値は 100 です。

現在、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー paris では 12 個のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが
動作しています。負荷係数値は 100 です。

london の負荷値は、次のとおりです。

paris の負荷値は、次のとおりです。

その他のアプ リ ケーシ ョ ン起動条件が満たされている場合は、それ以降の 2 つのアプ
リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの起動に london が使用されます。 london のサーバー負荷
係数値を  50 に下げた場合、 london の負荷は 20 (10 x 100 / 50) になるため、それ以
降の 8 個のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの起動には paris が選択されます。

小 CPU 使用量

「 小 CPU 使用量 」 方式を使用した場合は、 CPU アイ ドル時間のもっと も長いア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーが選択されます。 この方式は、プロセッササイ クルを大量に
必要とするアプ リ ケーシ ョ ンに適しています。

この方式では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷が CPU 性能 ( 単位は BogoMips) お
よび CPU 使用量に基づいて測定されます。測定は、負荷分散サービスが行ないます。

使用可能な容量の計算には、次の数式が使用されます。

小 CPU 使用量を使用した負荷計算の例

こ こでは、アプ リ ケーシ ョ ン負荷分散の 「 小 CPU 使用量 」 方式を使用して負荷を
計算する例を紹介します。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバー london の CPU 性能は 500 BogoMips 、サーバー負荷係
数値は 75 、 CPU アイ ドル率は 25% です。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバー paris の CPU 性能は 100 BogoMips 、サーバー負荷係数
値は 100 、 CPU アイ ドル率は 50% です。

london の使用可能な容量は、次のとおりです。

10 x 100/100 = 10

12 x 100/100 = 12

(BogoMips x CPU idle %) x weighting /100

(500 x 25) x 75/100 = 9375
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paris の使用可能な容量は、次のとおりです。

その他のアプ リ ケーシ ョ ン起動条件が満たされている場合は、 paris の方が CPU 使
用率が低く 、サーバーの負荷係数値が高くても 、 london がアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーと して選択されます。

大空き メモ リー

「 大空き メモ リー 」 方式を使用した場合は、空き仮想メモ リー容量のもっと も多い
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが選択されます。 この方式は、大量のメモ リーを必要とす
るアプ リ ケーシ ョ ンに適しています。

この方式では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの実仮想メモ リーと現在使用中のメモ リー
容量を比較して、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷が測定されます。測定は、負荷分
散サービスが行ないます。

使用可能な容量の計算には、次の数式が使用されます。

大空き メモ リーを使用した負荷計算の例

こ こでは、アプ リ ケーシ ョ ン負荷分散の 「 大空き メモ リー 」 方式を使用して負荷を
計算する例を紹介します。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバー london のサーバー負荷係数値は 100 、仮想メモ リーの空
き容量は 250M バイ トです。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバー paris のサーバー負荷係数値は 75 、仮想メモ リーの空き
容量は 500M バイ トです。

london の使用可能な容量は、次のとおりです。

paris の使用可能な容量は、次のとおりです。

その他のアプ リ ケーシ ョ ン起動条件が満たされている場合は、 paris がアプ リ ケーシ
ョ ンサーバーと して選択されます。

(100 x 50) x 100/100 = 5000

virtual memory free x weighting /100

250 x 100/100 = 250

500 x 75/100 = 375
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Advanced Load Management の仕組み

Advanced Load Management では、アプ リ ケーシ ョ ンが起動された時点でそのアプ
リ ケーシ ョ ンサーバーに割り当てられている空き メモ リー量または空き  CPU 時間の
どちらかに基づいてアプ リ ケーシ ョ ンの負荷を分散できます。 これらの方式を使用し
て負荷分散を行えるのは、 X アプ リ ケーシ ョ ン 、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン 、およ
び文字型アプリ ケーシ ョ ンに対してだけです。

Advanced Load Management を使用するには、すべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
に SGD 拡張モジュールをインス トールする必要があ り ます。 これによ り 、負荷分散
サービスがインス トールされます。 このサービスは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの 
CPU やメモ リーの負荷に関する情報を  SGD に リ アルタイムで提供します。 また、 こ
れは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが使用不可かど うかを  SGD が容易に検出できるよ
うにも します。たとえば、再起動する場合などです。

負荷分散サービスの動作方法の概要を 、次に示します。

1. プライマ リ  SGD サーバーは、起動するたびに、負荷分散のために考慮する必要の
あるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのリ ス ト を作成します。 この リ ス トは、ホス トの
アプ リ ケーシ ョ ンへの割り当てまたはアプ リ ケーシ ョ ンからの削除が行われるた
びに更新されます。

2. プライマ リ  SGD サーバーは、負荷分散対象アプリ ケーシ ョ ンサーバーのそれぞれ
に接続し 、初期の負荷情報を要求します。そのために、各アプ リ ケーシ ョ ンサー
バーの TCP ポート  3579 上の負荷分散サービスに接続します。 また、 この接続が
確立できれば、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーがアプ リ ケーシ ョ ンを実行可能である
こ とを確認できたこ とにもな り ます。

3. プライマ リ  SGD サーバーは、アレイ内のセカンダ リサーバーに更新を送信します。
この更新には、各方式に対する容量値と 、使用不可のアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
に関する情報が含まれています。

4. 負荷分散サービスは、 UDP ( ユーザーデータグラムプロ ト コル ) ポート  3579 を使
用して、定期的な更新をプライマ リ  SGD サーバーに送信します。 この更新は、負
荷に変化がない場合でも発生します。 この定期的な更新が途絶えるかど うかによ
って 、 SGD は、各アプ リ ケーシ ョ ンサーバーがアプリ ケーシ ョ ンを実行可能かど
うかを判断するこ とができます。

5. プライマ リ  SGD サーバーは、アレイ内のセカンダ リサーバーに定期的な更新を送
信します。 この更新には、各方式に対する容量値と 、使用不可のアプリ ケーシ ョ
ンサーバーに関する情報が含まれています。 この更新は、負荷に変化がない場合
でも発生します。

注 - 負荷分散サービスは常に、プラ イマ リ  SGD サーバーに対してアプ リ ケーシ ョ ン
サーバーの負荷データを送信します。プラ イマ リサーバーが使用不可の場合は 
Advanced Load Management も使用できないため、セカンダ リサーバーは代わりに、
セッシ ョ ンに基づくデフォル トの負荷分散に戻り ます。
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6. プライマ リ またはセカンダ リの SGD サーバーは、更新で受け取る負荷情報に基づ
いてアプ リ ケーシ ョ ンの起動を行います。

アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散の調整

SGD 管理者は、アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散プロパティーを編集するこ とによって
、アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散を調整できます。 これらのプロパティーは、
Advanced Load Management に使用される負荷分散サービスがどのよ うに動作する
か、および SGD がアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷をどのよ うに計算するかを制御
します。アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散をグローバルに調整するこ と も 、個々のアプ リ
ケーシ ョ ンサーバーに対して調整するこ と もできます。負荷分散プロパティーの編集
方法の詳細については、 399 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散プロパティーの
編集 」  を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散を調整する前に、必ず次の項目を読み、理解しておいて
ください。

■ 387 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散の仕組み 」

■ 395 ページの 「 Advanced Load Management の仕組み 」

アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散の動作を次の点で調整するこ とができます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの相対的な処理能力

■ 負荷分散待機ポート

■ SGD サーバーがアプリ ケーシ ョ ンサーバーに更新を送信するよ うに要求する

■ 負荷計算の頻度

■ プライマ リ  SGD サーバーに更新を送信する頻度

■ CPU およびメモ リーのデータの信頼性

■ アレイのメンバーに更新を送信する頻度

この調整については、以降の節で説明します。

注意 - アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの相対的な処理能力の調整を除き 、 この調整は 
Advanced Load Management を使用している場合にのみ使用できます。

アプリ ケーショ ンサーバーの相対的な処理能力

weighting プロパティーを使用する と 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの相対的な処理
能力を考慮して、アプ リ ケーシ ョ ンの起動場所を  SGD で決定できます。詳細につい
ては、 391 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの相対的な処理能力 」  を参照して
ください。
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負荷分散待機ポート

アレイのプライマ リ  SGD サーバーは、 TCP ポート  3579 を使用してアプ リ ケーシ ョ
ンサーバーの SGD 負荷分散サービス と対話します。 この動作は、 listeningport 
プロパティーによって制御されます。

負荷分散サービスは、 UDP ポート  3579 を使用して、更新をプライマ リ  SGD サーバ
ーに送信します。 この動作は、 probe.listeningport プロパティーによって制御
されます。

これらのポートは Internet Assigned Numbers Authority (IANA) に登録され、 SGD 
専用と して予約されています。 これらのプロパティーの変更は、 Oracle のサポート
から依頼された場合にのみ行なって ください。プラ イマ リ  SGD サーバーとアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーの間にファ イアウォールがある場合は、 これらのポート を開く必要
があ り ます。

SGD がアプリ ケーショ ンサーバーに更新を送信するよ う
に要求する

connectretries プロパティーは、負荷の更新を要求するために、プラ イマ リ  SGD 
サーバーからアプ リ ケーシ ョ ンへの接続を試みる回数です。試行の間隔は、
shorttimeout プロパティーによって制御されます。 これらの接続に失敗する と 、
SGD サーバーは、 longtimeout プロパティーに指定されている期間が経過してか
ら も う一度接続を試みます。

たとえば、 これらのプロパティーのデフォル ト を使用した場合、プラ イマ リ  SGD サ
ーバーは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続を  20 秒間隔 (shorttimeout) で 5 回 
(connectretries) 試みます。 5 回と も失敗した場合には、 600 秒 (longtimeout) 
経過してから 、 20 秒間隔でさ らに 5 回の接続を試みます。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの再起動に時間がかかる場合などには、 タイムアウ トのプ
ロパティーを変更してみて ください。

scaninterval プロパティーは、 SGD サーバーの負荷分散対象アプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバーリ ス ト を走査する間隔を制御しています。走査では、負荷の更新を要求するた
めに通信 (connectretries) する必要があるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが確認され
ます。

sockettimeout プロパティーは、 SGD サーバーが負荷分散サービスへの接続を試
みても収集できるデータがなかった場合の、エラーが返されるまでの時間を制御して
います。
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負荷計算の頻度

probe.samplerate プロパティーと  probe.windowsize プロパティーは、負荷分
散サービスがアプリケーシ ョ ンサーバーの平均負荷を計算する頻度を制御しています。

たとえば、 probe.samplerate を  10 秒、 probe.windowsize を 5 に設定する と
します。 50 秒 (5 x 10) が経過する と 、平均値の計算に必要な測定が 5 回実行されて
います。 さ らに 10 秒が経過する と 、負荷分散サービスは次の測定を実行し 、一番古
い測定を破棄して新しい平均負荷を計算します。

計算の頻度は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷が変化する頻度の予測に基づいて増
減できます。たとえば、ユーザーが 1 日の始めにアプ リ ケーシ ョ ンを起動し 、その日
の終わりにアプ リ ケーシ ョ ンを閉じる場合は、負荷計算の頻度を下げます。逆に、
ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンの起動と停止を繰り返す場合は、負荷計算の頻度を上げ
ます。

プラ イマリ  SGD サーバーに更新を送信する頻度

replyfrequency プロパティーは、負荷分散サービスがプライマ リ  SGD サーバー
に更新を送信する間隔を制御しています。

percentagechange プロパティーは、使用される  CPU/ メモ リーの増減率のしきい
値を制御しています。使用率がこのしきい値以上に増減したら 、プラ イマ リ  SGD サ
ーバーに報告されるものと します。負荷分散サービスは、使用率が変化するとすぐに、
更新を送信します。たとえば、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが 30% の CPU 負荷で動作
し 、 percentchange の値が 10 の場合は、負荷が 20% または 40% になる と更新が
発生します。負荷分散サービスは、使用率が突然大き く変化する状況にも対応してい
て、 このよ う な場合にも調整を行います。たとえば、 percentagechange の値が 
20% であるのに、サーバーの CPU 負荷が 81% に達した場合にも対応するこ とがで
きます。

replyfrequency の更新は、負荷が変化していない場合や、 percentagechange 
の更新が発生した場合にも送信されます。 percentagechange 計算の基になる値は、
replyfrequency の更新が送信されるたびに再設定されます。

updatelimit x replyfrequency 秒の間にアプ リ ケーシ ョ ンサーバーから更新が
送信されない場合、 SGD はアプ リ ケーシ ョ ンサーバーとの接続が切断されている と
見なします。つま り 、そのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、 SGD サーバーとの接続を
再度確立できる状態になるまでは、アプ リ ケーシ ョ ンを起動できないサーバーと見な
されます。
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CPU およびメ モリ ーのデータの信頼性

SGD は、 updatelimit x replyfrequency 秒の間にアプ リ ケーシ ョ ンサーバーか
ら更新が送信されない場合、 CPU およびメモ リーに関して受信したデータの信頼性
が低いと見なします。

注 - 負荷分散サービスは、負荷が変化していない場合でも更新を送信します。

信頼性の低いデータは、アプ リ ケーシ ョ ンをどのサーバーで起動するかを決定する と
きに無視されます。つま り 、そのアプリケーシ ョ ンサーバーはキューの 後に移動し 、
アプ リ ケーシ ョ ンを起動するために他のサーバーが 利 用できないか適切でない場合
にだけ使用されます。

アレイのメ ンバーに更新を送信する頻度

プライマ リ  SGD サーバーは、 maxmissedsamples x replyfrequency/2 秒ごとに
、アレイのほかのメンバーに CPU およびメモ リーの負荷の更新を送信します。 この
更新は、負荷が変化していない場合にも実行されます。

1 度でも更新を受け取らなかったセカンダ リ  SGD サーバーは、保有している負荷デ
ータの信頼性を低いと見なし 、 「 少アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン数 」 負荷分散方式
に戻り ます。 このサーバーでは、新しい更新を受け取るまでこの方式が使用されます。

アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散プロパティーの編集

SGD のアプ リ ケーシ ョ ン負荷分散は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散のプロ
パティーを編集するこ とによって調整できます。負荷分散プロパティーは、プロパテ
ィーファ イルに保存されていて、テキス トエディ タを使って編集できます。次の 3 つ
のプロパティーファ イルがあ り ます。

■ グローバルプロパティーファ イル - このファ イルには、アレイ内のすべての SGD 
サーバーに対するデフォル ト設定が含まれています。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのプロパティーファ イル - このファ イルを使用する と 、
特定のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーについて、グローバルプロパティーファ イルで
のデフォル ト設定の一部を上書きできます。

■ 負荷分散サービスのプロパティーファ イル – このファ イルには、 UNIX® または 
Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で負荷分散サービスが初回
起動時または再起動時に使用する設定が含まれています。

この節では、プロパティーファ イルの編集方法と編集可能なプロパティーについて説
明します。プロパティーの使用方法の詳細については、 396 ページの 「 アプ リ ケーシ
ョ ンの負荷分散の調整 」  を参照して ください。
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注意 - アプ リ ケーシ ョ ンが起動できな くなる可能性があるため、 これらのプロパティ
ーを編集する際は慎重に行なって ください。

グローバル負荷分散プロパティ ーファ イル

グローバル負荷分散プロパティーファ イルには、アレイ内のすべての SGD サーバー
に対するデフォルトの負荷分散プロパティーが含まれています。  

このファ イルは /opt/tarantella/var/serverconfig/global/
tier3lb.properties です。  

注意 - これらの負荷分散プロパティーは、アレイのプライマ リ  SGD サーバーでのみ
編集して ください。変更されたプロパティーファ イルは、プラ イマ リサーバーからセ
カンダ リサーバーにコピーされます。

tier3lb.properties プロパティーファ イルのプロパティーには、
tarantella.config.tier3lb.weighting のよ うに、プロパティー名の前に 
tarantella.config.tier3lb とい う接頭辞が付いています。

次の表に、変更可能なプロパティーと 、 SGD が 初にインス トールされたと きのプ
ロパティーのデフォルト値を示します。 また、各プロパティーがどのよ う な目的で使
用されるかについても説明します。

プロパティー デフォル ト値 目的

connectretries 3 CPU および メモ リーの使用量の更新を要求するために、 SGD サー
バーからアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに接続を試みる回数。

listeningport 3579 負荷分散サービスから送信されるデータを待機するために SGD サー
バーが使用する  UDP ポート 。

longtimeout 900 SGD サーバーが次にアプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの一連の接続を試
みるまでの一時停止期間 ( 秒 ) 。

maxmissedsamples 20 失われたサンプルの数。アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに関する  CPU お
よび メモ リーのデータの信頼性を計算するために使用されます。

probe.listeningport 3579 SGD サーバーからの要求 ( 更新の送信をいつ開始するか、など ) を待
機する と きに負荷分散サービスが使用する  TCP ポート 。

probe.percentchange 10 使用される  CPU および メモ リーの増減率のしきい値。使用率がこ
のしきい値以上に増減したら 、 SGD サーバーに報告されるものと し
ます。

probe.replyfrequency 30 負荷分散サービスが測定した CPU およびメモ リーの値を  SGD サー
バーに送信する間隔 ( 秒 ) 。 このプロパティーの 小値は 2 です。
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次のプロパティーも  tier3lb.properties プロパティーファ イルにあ り ますが、
決して変更しないでください。

アプリ ケーショ ンサーバーの負荷分散プロパティ ーファ
イル

アプリ ケーシ ョ ンサーバー固有の負荷分散プロパティーファ イルを作成するこ とによ
り 、 グローバル負荷分散プロパティーの一部を上書きできます。 このファ イルは、
402 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散プロパティーファ イルを作成す
る方法 」  の説明に従って、 「 手動 」 で作成する必要があ り ます。

上書きできるグローバルプロパティーは次のとおりです。

■ probe.listeningport

■ probe.percentchange

■ probe.replyfrequency

■ probe.samplerate

■ probe.windowsize

■ weighting

probe.samplerate 15 CPU およびメモ リーを測定する間隔 ( 秒 ) 。 このプロパティーの 小
値は 1 です。

probe.windowsize 3 CPU およびメモ リーの平均使用率を計算するために使用される 、
CPU およびメモ リーの測定回数。 このプロパティーの 小値は 1 
です。

scaninterval 60 SGD サーバーの負荷分散対象アプ リ ケーシ ョ ンサーバーリ ス ト を走
査する間隔 ( 秒 ) 。

shorttimeout 60 SGD サーバーが次にアプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続を試みるま
での間隔 ( 秒 ) 。

sockettimeout 5 ソケッ ト のタイムアウ ト  ( 秒 ) 。

updatelimit 5 負荷分散サービスがいつ更新データの送信を停止したかの計算に使用
される制限。

weighting 100 負荷測定の重み付け ( 他のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに対する相対
値 ) 。

tarantella.config.type=server
tarantella.config.name=tier3lb

プロパティー デフォル ト値 目的
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サーバー固有のプロパティーファ イルのプロパティーには、
tarantella.config.tier3hostdata.weighting のよ うに、プロパティー名の
前に tarantella.config.tier3hostdata とい う接頭辞が付いています。

▼ アプリ ケーショ ンサーバーの負荷分散プロパティ ーファ
イルを作成する方法

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と と 、中断しているアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ンも含め、 SGD サーバー上で実行されているアプ リ ケーシ ョ ンセ
ッシ ョ ンがないこ とを確認します。

1. プライマ リ  SGD サーバーにスーパーユーザー (root) と してログインします。

注意 - 負荷分散プロパティーファ イルは、アレイ内のプライマ リ  SGD サーバーでの
み作成して ください。 このファ イルは、プラ イマ リサーバーからセカンダ リサーバー
にコピーされます。

2. /opt/tarantella/var/serverconfig/global/t3hostdata ディ レク ト リ
に移動します。

3. 負荷分散プロパティーファ イルを作成します。

template.properties ファ イルをコピーして、同じディ レク ト リに 
hostname.properties とい う名前のファ イルを作成します。 こ こで、 hostname 
はアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの名前で、たとえば 
paris.indigo-insurance.com.properties とな り ます。

4. 負荷分散プロパティーファ イルを編集します。

a. プロパティーファ イルをテキス トエディ タで開きます。

b. アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの完全修飾名を追加します。

tarantella.config.tier3hostdata.name プロパティーが含まれている行
を見つけます。

「 = 」 の後ろに、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの完全修飾名を入力します。

名前は引用符で囲み、ホス ト名の各部分はバッ クスラ ッシュを使用してエスケ
ープします。次に例を示します。

".../_ens/o\=Indigo Insurance/cn\=paris"
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c. サーバー固有のプロパティーを設定します。

上書きするプロパティーが含まれている行の 「 # 」 を削除して、 コ メ ン ト を解
除します。  

コ メ ン ト を解除するのは、グローバルなデフォル トに変更を加えるプロパティ
ーだけです。

上書きするプロパティーの値を変更します。

ヒン ト  - template.properties ファ イルには、サーバー固有のファ イルを作成す
る と きに役立つコ メン トが記述されています。

d. 変更を保存してファ イルを閉じます。

5. プライマ リ  SGD サーバーをウォーム リ スタート します。

負荷分散サービスのプロパティ ーファ イル

負荷分散サービスのプロパティーファ イルには、 UNIX または Linux プラ ッ ト フォ
ームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で負荷分散サービスが初回起動時および再起動の
たびに使用する設定が含まれています。

注意 - これらのプロパティーの変更は、 Oracle のサポートから依頼された場合か、
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの物理メモ リーまたは仮想メモ リーを変更したと きに 
SGD 拡張モジュールを再インス トールしなかった場合のみ行なって ください。

負荷分散サービスのプロパティーファ イルは /opt/tta_tem/var/serverconfig/
local/tier3loadbalancing.properties です。

これらのプロパティーを変更する場合は、手動で負荷分散サービスを停止して再起動
する必要があ り ます。

上書きできるプロパティーは次のとおりです。

■ probe.listeningport

■ probe.percentchange

■ probe.replyfrequency

■ probe.samplerate

■ probe.windowsize

■ weighting

# tarantella restart sgd --warm
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負荷分散サービスのプロパティーファ イルのプロパティーには、
tarantella.config.tier3loadbalancing.weighting のよ うに、プロパティ
ー名の前に tarantella.config.tier3loadbalancing とい う接頭辞が付いてい
ます。

SGD Web サーバーと  SGD 
Administration Console
この節では、 SGD に含まれている  Web サーバーと  SGD Administration Console に
ついて説明します。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 404 ページの 「 SGD Web サーバーの概要 」

■ 405 ページの 「 SGD Web サーバーのセキュ リ テ ィー保護 」

■ 405 ページの 「 Administration Console の使用 」

■ 407 ページの 「 Administration Console の設定 」

■ 410 ページの 「 Administration Console へのアクセスをセキュ リ テ ィー保護する 」

SGD Web サーバーの概要

SGD をインス トールする と 、 SGD Web サーバーもインス トールされます。 SGD 
Web サーバーは、 SGD で使用するよ うに事前設定されています。 SGD Web サーバ
ーに含まれるコンポーネン トは、 http://docs.sun.com/app/docs/doc/
821-1928 で参照可能な 『 』 に一覧表示されています。  

SGD ホス ト上に既存の Web サーバーが存在していても 、そのサーバーは SGD Web 
サーバーの影響を受けません。なぜなら 、 SGD Web サーバーは別のポート上で待機
するからです。

SGD Web サーバーは標準の Apache 指令を使って設定できます。詳細については、
Apache ド キュメ ント  を参照して ください。

SGD Web サーバーの制御は SGD サーバーとは独立して行えますが、その際、
tarantella start webserver 、 tarantella stop webserver 、および 
tarantella restart webserver コマンドを使用します。
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SGD Web サーバーのセキュ リ テ ィー保護

デフォルトでは、 SGD Web サーバーはセキュア (HTTPS) Web サーバーと して設定
され、 SGD セキュ リ テ ィーサービスに使用される  SGD サーバー SSL 証明書を共有
します。

SGD Web サーバーでは、ディ レク ト リ インデッ クスがデフォル トで無効になってい
ます。つま り 、 SGD Web サーバー上のディ レク ト リ を参照するこ とはできません。

高いセキュ リ テ ィーが必要な場合のために、 SGD Web サーバーで使用されるよ りセ
キュアなバージ ョ ンの httpd.conf Apache 設定ファ イルが用意されています。 こ
のファ イルの詳細については、 405 ページの 「 httpd.conf.secure ファ イル 」 を
参照して ください。

httpd.conf.secure ファ イル

httpd.conf.secure ファ イルは、高いセキュ リ テ ィーが必要な SGD Web サーバ
ーを設定するための Apache サーバー設定ファ イルです。 このファ イルは SGD ホス
ト上の /opt/tarantella/webserver/apache//conf/httpd.conf.secure と
して 、 SGD ディ ス ト リ ビューシ ョ ンに含まれています。

httpd.conf.secure ファ イルは、 SGD Web サーバーで使用される標準の 
httpd.conf ファ イルに比べ、次の追加セキュ リ テ ィー機能を提供します。

■ SGD で使用されない Apache モジュールは無効化される

■ SGD Web サーバーの /cgi-bin ディ レク ト リへのアクセスが許可されない

以前にセキュ リ テ ィー保護されていた SGD サーバーで httpd.conf.secure を使
用するには、 httpd.conf.secure ファ イルをインス トールする前に、 まずその 
SGD サーバーのセキュ リ テ ィーを無効にする必要があ り ます。続いて、 19 ページの
「 SGD サーバーへのセキュ リ テ ィー保護された接続 」 の説明に従って SGD サーバ
ーのセキュ リ テ ィーサービスを有効化できます。

注意 - tarantella security enable コマンドを使って SGD サーバーのセキュ
リティーを自動設定した場合には、 httpd.conf.secure を使用しないでください。

Administration Console の使用

この節では、 Administration Console を実行する方法について説明します。
Administration Console を使用する際の一般的ないくつかの問題について、回避方法
の詳細も説明します。
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Administration Console でサポート さ れるブラウザ

Administration Console を表示するには、サポート されているブラウザを使用します。
ブラウザで JavaScript プログラ ミ ング言語が有効になっている必要があ り ます。サポ
ート されているブラウザは、 http://docs.sun.com/app/docs/doc/821-1928 
で参照可能な 『 』 に一覧表示されています。

注意 - Administration Console の使用中は、ブラウザの 「 戻る 」 ボタンを使用しない
でください。代わりに、 「 オブジェ ク ト ビューへジャンプ 」 リ ンク 、 「 ナビゲーシ ョ
ンビューへジャンプ 」 リ ンク 、 または 「 オブジェ ク ト履歴 」 リ ス ト を使用して、
Administration Console のページ間を移動します。

Administration Console を起動する

Administration Console は、アレイ内のプライマ リ  SGD サーバー上で実行する と
適に機能します。

Administration Console は、次のいずれかの方法で起動できます。

■ SGD 管理者の Webtop にある  Administration Console のリ ンクをク リ ッ ク します。

■ http://server.example.com の SGD Web サーバーの開始画面で、 「 Oracle Secure 
Global Desktop Administration Console の起動 」 リ ンクをク リ ッ ク します。
こ こで、 server.example.com は SGD サーバーの名前です。

■ http://server.example.com/sgdadmin URL にアクセスします。

注 - Administration Console は SGD 管理者専用です。 Administration Console を使
用するには、 SGD 管理者と してログインするか、 SGD 管理者と してログイン済み
であるこ とが必要です。

ほかの Web アプリ ケーショ ンコンテナに Administration 
Console を配備する

Administration Console は、 SGD Web サーバーで使用する場合のみサポート されて
います。

Administration Console には、 Web アプ リ ケーシ ョ ンアーカイブ (WAR) ファ イル 
sgdadmin.war が付属しています。 このファ イルを使って Administration Console 
を別の Web アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに再配備するこ とはできません。
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SGD データスト アの更新の問題を回避する

アレイ内の任意の SGD サーバーから  Administration Console を使用して、 SGD デ
ータス ト アに対して新規オブジェク トの作成やオブジェク トの属性の編集といった操
作を実行できます。

SGD データス ト アを編集する と 、変更内容がプライマ リ  SGD サーバーに送信され
ます。その後、プラ イマ リ  SGD サーバーからアレイ内のすべてのセカンダ リサーバ
ーに、 これらの変更が複製されます。

Administration Console をプライマ リ  SGD サーバーから実行するこ とで、次の原因
による問題を回避できます。

■ 低速なネッ ト ワーク  - ネッ ト ワークが低速な場合、 「 オブジェ ク トが見つからない
」 または 「 オブジェク トが作成されない 」 とい うエラーが返されるこ とがあ り ま
す。 また、設定の変更が正し く反映されないなど 、古いデータに関する問題が発
生するこ とがあ り ます。

■ プライマ リサーバーの停止 - プライマ リサーバーが停止した場合や使用できな くな
った場合、 SGD データス ト アに加えた変更が適用されないこ とがあ り ます。

Administration Console を使用してアレイの操作を実行
する

アレイの結合や切り離し といったアレイ操作を  Administration Console で実行する
場合は、次の制限が適用されます。

■ プライマ リ  SGD サーバーを使用して ください。 Administration Console をプライ
マ リサーバー上で実行するこ とで、データ複製の問題を回避できます。 407 ペー
ジの 「 SGD データス ト アの更新の問題を回避する 」 も参照して ください。

■ アレイ操作に関連するサーバーはすべて稼働している必要があり ます。たとえば、
Administration Console を使用して、停止しているセカンダ リサーバーを切り離
すこ とはできません。代わりに、 tarantella array detach コマンドを使用
して ください。

■ 時刻は、アレイ操作にかかわるすべてのサーバー上で同期させる必要があ り ます
。たとえば、時刻の同期が 1 分を超えてずれている場合は、セカンダ リサーバー
を追加できません。 NTP ソフ ト ウェアまたは rdate コマンドを使用して、すべ
ての SGD ホス トの時刻を確実に同期させて ください。

Administration Console の設定

Administration Console Web アプ リ ケーシ ョ ンの配備記述子には、 Administration 
Console の処理を制御する設定が入っています。配備記述子は次のファ イルです。

/opt/tarantella/webserver/tomcat//sgdadmin/WEB-INF/web.xml
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この節では、ユーザーが設定する可能性のある配備記述子の設定について説明します。
設定のほとんどは、 <context-param> 要素に含まれているコンテキス トパラ メー
タです。 web.xml ファ イル内のその他の設定は変更しないでください。

配備記述子の設定を操作する場合は、次の点に留意して ください。

■ 操作の内容を理解している場合のみ web.xml を変更して ください .

■ 以前のバージ ョ ンに戻す必要が生じる場合に備えて、常に元の web.xml のバッ ク
アップを作成して保存して ください。その方法については、 440 ページの 「 SGD 
インス トールのバッ クアップと復元 」  を参照して ください。

■ web.xml を変更したあとは常に、変更を有効にするために SGD Web サーバーを
再起動する必要があ り ます。

■ web.xml に対する変更は Administration Console をホス ト しているサーバーにの
み適用されます。  

■ web.xml に含まれる  XML (Extensible Markup Language) 要素の順序は変更しな
いでください。

検索結果の数

com.sun.tta.confmgr.DisplayLimit コンテキス トパラ メータを使用する と 、
Administration Console に表示できる検索結果の 大数を設定できます。デフォル ト
値は 150 です。結果が表示の制限値よ り多い場合は、 Administration Console にメ
ッセージが表示されます。表示の制限値を増やすとパフォーマンスに影響を与える可
能性があ り ます。検索結果を無制限に表示するには、表示の制限値を  0 に設定して く
ださい。

同期の待機期間

com.sun.tta.confmgr.ArraySyncPeriod コンテキス トパラ メータは、
Administration Console をセカンダ リサーバーから実行しており 、 SGD データス ト
アのオブジェク ト を作成または編集する場合にのみ使用されます。 このパラ メータを
使用する と 、 Administration Console が処理を続行する前に、変更がアレイ間でコ
ピーされるのを待機する時間を ミ リ秒単位で設定できます。デフォルト値は 250 です。
Administration Console は、 この設定値の 2 倍、つま りデフォル トでは 0.5 秒待機し
てから 、処理を続行します。
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LDAP データの検索と 表示

com.sun.tta.confmgr.LdapSearchTimeLimit コンテキス トパラ メータを使え
ば、 LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) ディ レク ト リの検索時に許され
る 大時間を ミ リ秒で設定できます。デフォル ト値は 0 で、検索時間に制限がないこ
とを意味します。特に低速な LDAP ディレク ト リサーバーを使用している場合のみ、
このコンテキス トパラ メータを変更して ください。

次のコンテキス トパラ メータは、 Administration Console で LDAP データの表示を
絞り込むために使用します ( 「 リ ポジ ト リ 」 リ ス ト で 「 ローカル + LDAP 」 を選択し
た場合 ) 。

■ ナビゲーシ ョ ンツ リーによって使用されるフ ィルタ 。 これらは、次のコンテキス
トパラ メータです。

■ com.sun.tta.confmgr.LdapContainerFilter

■ com.sun.tta.confmgr.LdapUserFilter

■ com.sun.tta.confmgr.LdapGroupFilter

■ LDAP ディ レク ト リ を検索する と きに使用されるフ ィルタ 。 これらは、次のコン
テキス トパラ メータです。

■ com.sun.tta.confmgr.LdapContainerSearchFilter

■ com.sun.tta.confmgr.LdapUserSearchFilter

■ com.sun.tta.confmgr.LdapGroupSearchFilter

■ ユーザープロファ イルの 「 割り当て済みのアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブの LDAP 割り
当てをロードする と きに使用されるフ ィルタ 。 これは、
com.sun.tta.confmgr.LdapMemberFilter コンテキス トパラ メータです。

これらのコンテキス トパラ メータには、 Administration Console が何を  LDAP コン
テナ、ユーザー、およびグループと して認識するかの定義が入っています。パフォー
マンスを向上させるためや、 LDAP ディ レク ト リで使用されているものと一致する
よ うにこれらの LDAP オブジェク ト タ イプの定義を変更する場合に、 これらのフ ィ
ルタを変更するこ と もできます。一貫性がな くなるのを防ぐため、ナビゲーシ ョ ンツ
リーのフィルタを変更した場合は、 LDAP 検索のフィルタも変更する必要があり ます。

セッ ショ ンのタイムアウト

session-timeout 設定は、 Administration Console でアクティ ビテ ィーのない、
つま り  HTTP 要求のない時間がどのく らい継続する とユーザーがログアウ ト される
かを定義します。操作されていない Administration Console セッシ ョ ンが無制限に
開いたままにならないよ うに、デフォル トの設定値は 30 分になっています。
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注 - session-timeout 設定は、アクティブでないユーザーセッシ ョ ンのタイムア
ウ ト属性 tarantella-config-array-webtopsessionidletimeout とは別個の
ものです。

Administration Console へのアクセスをセキュ リ
テ ィー保護する

Administration Console は Web アプ リ ケーシ ョ ンであるため、 どのク ラ イアン トデ
バイスにアクセスを許可するかを制御するこ とができます。

そのためには、たとえば、 Apache <Location> ディ レクティブを使用するよ うに 
SGD Web サーバーを設定します。次に例を示します。

この例では、 IP アドレス  129.156.4.240 を持つクライアン トデバイスだけが、 SGD 
Web サーバーの /sgdadmin ディレク ト リへのアクセスを許可されます。 /sgdadmin 
ディレク ト リには Administration Console のホームページが入っています。

<Location> 指令の設定方法の詳細については、 Apache ÉhÉLÉÖÉÅÉìÉg を参照し
て ください。

監視と ロギング
この節では、 SGD データス ト ア 、ユーザーアクティ ビティーの監視方法、およびロ
ギングの設定方法について説明します。

こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 411 ページの 「 SGD データス ト ア 」

■ 411 ページの 「 ユーザーセッシ ョ ンとアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」

■ 415 ページの 「 ログフ ィルタを使用した SGD サーバーの ト ラブルシューティング
」

■ 423 ページの 「 ログフ ィルタを使用した監査 」

■ 426 ページの 「 ログフ ィルタを使用したプロ ト コルエンジンの問題解決 」

<Location /sgdadmin>
Order Deny,Allow
Deny from all
Allow from 129.156.4.240

</Location> 
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■ 431 ページの 「 SGD Web サーバーのロギング 」

■ 432 ページの 「 SGD Client のロギング 」

SGD データス ト ア

アレイ内の SGD サーバーは情報を共有します。各 SGD サーバーが知っている内容
は、次のとおりです。

■ 設定済みのアプリ ケーシ ョ ンと 、それらのアプ リ ケーシ ョ ンの実行元となるアプ
リ ケーシ ョ ンサーバー

■ アプ リ ケーシ ョ ンにアクセス可能なユーザー

■ SGD にログインしているユーザー

■ ユーザーが実行しているアプ リ ケーシ ョ ン

情報のコレクシ ョ ンは 「 データス ト ア 」 と呼ばれます。

ユーザー、アプ リ ケーシ ョ ン 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー、および Webtop に関する
情報はディ スク上のローカルリポジ ト リ内に格納されます。ユーザーセッシ ョ ン とア
プ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンに関する情報は、 メモ リー内に格納されます。

データス ト アは、 コマンド行やログファ イルで表示および使用されるネームスペース
に編成されます。一般的な構造は、 .../namespace/name-within-namespace 
です。 ... はデータス ト アのルート を表します。ネームスペースは DNS など 、情報
のソースを示します。ネームスペースのあとに、そのネームスペースに適した任意の
命名規則に従って名前が記述されます。名前はファ イルシステムのパス と同様に記述
されます ( スラ ッシュで区切られた ト ップダウン形式 ) 。

次に、一般的に使用されるネームスペースをいくつか示します。

ユーザーセッ ショ ンと アプリ ケーショ ンセッ ショ ン

この節では、 SGD でのユーザーセッシ ョ ンとアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの違いに
ついて説明します。 Administration Console と コマンド行を使ってユーザーセッシ
ョ ン とアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの監視や制御を行う方法についても説明します。

ネームスペ

ース 説明 例

ローカル ローカルリポジ ト リ内の SGD オブ
ジェ ク ト

.../_ens/o=Indigo Insurance/ou=Marketing/cn=
Cust-o-Dat

LDAP LDAP ディ レク ト リにあるオブジェ
ク ト

.../_service/sco/tta/ldapcache/cn=
Cust-o-Dat,ou=Marketing,o=Indigo Insurance

DNS ネッ ト ワークに接続しているマシン .../_dns/verona.indigo-insurance.com
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こ こで説明する内容は、次のとおりです。

■ 412 ページの 「 ユーザーセッシ ョ ン 」

■ 413 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」

■ 415 ページの 「 匿名ユーザーと共有ユーザー 」

ユーザーセッ ショ ン

ユーザーセッシ ョ ンは、ユーザーが SGD にログインした時点で始ま り 、ユーザーが 
SGD からログアウ ト した時点で終わり ます。ユーザーセッシ ョ ンは、ユーザーがロ
グインした SGD サーバーによってホス ト されます。ユーザーが入力したユーザー名
とパスワードが、ユーザーのタイプを決定します。ユーザー認証の詳細については、
第 2 章 を参照して ください。

すでにユーザーセッシ ョ ンが開かれている場合にユーザーがログインする と 、ユーザ
ーセッシ ョ ンは新しい SGD サーバーに転送され、古いセッシ ョ ンは終了します。 こ
れは、 「 セッシ ョ ンの移動 」 または 「 セッシ ョ ンの乗っ取り 」 と呼ばれるこ とがあ り
ます。

ユーザーセッシ ョ ンには、 「 標準 」 セッシ ョ ンまたは 「 セキュアセッシ ョ ン 」 を使用
できます。セキュアセッシ ョ ンが使用可能なのは、 SGD セキュ リ テ ィーサービスが
有効になっている場合だけです。詳細については、 19 ページの 「 SGD サーバーへの
セキュ リ テ ィー保護された接続 」 を参照して ください。

Administration Console では、次の手順でユーザーセッシ ョ ンを一覧表示できます。

■ ナビゲーシ ョ ンビューの 「 セッシ ョ ン 」 タブには、アレイ内のすべての SGD サー
バーで実行されているすべてのユーザーセッシ ョ ンが表示されます。

■ SGD サーバーの 「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブには、その SGD サーバーでホス ト
されているすべてのユーザーセッシ ョ ンが表示されます。

■ ユーザープロファ イルの 「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブには、そのユーザープロフ
ァ イルに関連付けられているすべてのユーザーセッシ ョ ンが表示されます。

「 セッシ ョ ン 」 タブと 「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブでは、ユーザーセッシ ョ ンを選択
して終了させるこ とができます。 「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブでは、ユーザーセッシ
ョ ンの詳細を表示するこ とができます。たとえば、 ク ラ イアン トデバイスに関して 
SGD Client で検出された情報などです。

コマンド行からユーザーセッシ ョ ンを一覧表示した り終了した りするには、
tarantella webtopsession コマンドを使用します。
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アイ ドル状態のユーザーセッシ ョ ンのタイムアウ ト

アクテ ィブでないユーザーセッシ ョ ンのアイ ドルタイムアウ ト時間を設定できます。
SGD Client と  SGD サーバーの間の AIP 接続で指定された期間アクティ ビテ ィーが
何も行われない場合、ユーザーセッシ ョ ン自動的に終了します。 SGD アレイのタイ
ムアウ トは、デフォルト では無効になっています。

次のデバイスでのアクティビティーはアイ ドルタイムアウ ト時間に影響を与えません。

■ シ リ アルポート

■ スマート カード

■ オーディオ

「 アイ ドルタイムアウ ト 」 属性を指定するには、 Administration Console の 「 グロ
ーバル設定 」 → 「 通信 」 タブに移動し 、 「 ユーザーセッシ ョ ンのアイ ドルタイムア
ウ ト 」 フ ィールドに値を入力します。

または、次のコマンドを実行します。

こ こで、 secs はタイムアウ ト値 ( 単位は秒 ) です。 0 に設定する と 、アイ ドル状態の
ユーザーセッシ ョ ンのタイムアウ ト機能はオフにな り ます。 これは、デフォルト設定
です。

注意 - 300 秒 (5 分 ) 未満のアイ ドルタイムアウ トは設定しないでください。

この属性に対する変更を反映するには、アレイ内のすべての SGD サーバーを再起動
して ください。

アプリ ケーショ ンセッ ショ ン

アプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンは、ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを起動した時点で始ま
り 、アプ リ ケーシ ョ ンを終了した時点で終わり ます。各アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
は、 SGD を使って実行中のアプ リ ケーシ ョ ンの 1 つに、それぞれ対応しています。

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンは、アレイ内の SGD サーバーのいずれでもホス トでき
ます。ユーザーがログインしたのと同じ  SGD サーバーではない場合もあ り ます。
355 ページの 「 アレイ 」  を参照して ください。

各アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンには、対応するプロ ト コルエンジンプロセスがあ り ま
す。プロ ト コルエンジンは、 ク ラ イアン トデバイス とアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの間
の通信を処理します。 さ らに、プロ ト コルエンジンは、アプ リ ケーシ ョ ンで使われて
いるディ スプレイプロ ト コルを 、 ク ラ イアン トデバイス上で実行中の SGD Client が
認識する  AIP に変換します。

$ tarantella config edit --webtop-session-idle-timeout secs
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アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの負荷分散を使って、プロ ト コルエンジンの負荷を 、
アレイ内の SGD サーバー間で分散させるこ とができます。詳細については、
385 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの負荷分散 」 を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ンの中には、表示されていな くても実行し続けるよ うに設定されるも
のもあ り ます。それらは 「 再開可能 」 なアプ リ ケーシ ョ ンと呼ばれます。

各アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トには 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 」 属性があ り 、
これによってアプ リ ケーシ ョ ンを再開できるかど うかが決定されます。各アプ リ ケー
シ ョ ンは、次に示す 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 」 設定のいずれかを持ちます。

アプ リ ケーシ ョ ンが再開可能な場合、 タイムアウ ト で指定されている一定期間のみ再
開できます。 SGD Client が予期せず終了した場合は、設定されているタイムアウ ト
に 20 分を加えた値がタイムアウ ト期間にな り ます。

再開可能なアプ リ ケーシ ョ ンは、次の理由で役立ちます。

■ 起動に時間がかかるアプ リ ケーシ ョ ンを 、ユーザーが SGD からログアウ ト したあ
と も実行したままにしておく こ とができる

■ モバイルユーザーが、移動中にアプリ ケーシ ョ ンを実行したままにするこ とがで
きる

■ ブラウザなどがク ラ ッシュした場合に、ユーザーが容易に復 旧 できる

Administration Console では、次の手順でアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを一覧表示で
きます。

■ SGD サーバーの 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブには、そのサーバーでホス
ト されているすべてのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが表示されます。

■ ユーザープロファ イルの 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブには、そのユーザ
ープロファ イルに関連付けられているすべてのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが表
示されます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブには、そのア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーで実行されているすべてのアプ リ ケーシ ョ ンが表示され
ます。

設定内容 説明

使用しない アプ リ ケーシ ョ ンは、ユーザーが SGD からログアウ トする と き
に終了します。再開可能でないアプ リ ケーシ ョ ンを中断または再
開するこ とはできません。

ユーザーセッシ ョ ン中 アプ リ ケーシ ョ ンは、ユーザーが SGD からログアウ トするまで
実行し続けます。ユーザーはログインしている間、それらのアプ
リ ケーシ ョ ンを中断および再開できます。

一般 アプ リ ケーシ ョ ンは、ユーザーが SGD からログアウ ト したあと
も 、実行し続けます。再度ログインした際に、 「 再開 」 ボタンを
ク リ ッ クすると 、 実行中のアプリ ケーショ ンが再度表示されます。
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「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブでは、各アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの詳細を
表示できます。 また、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了した りシャ ド ウ ィ ングした
りする こ と もできます。セッシ ョ ンをシャ ド ウ ィ ングする と 、管理者とユーザーが同
じアプ リ ケーシ ョ ンを同時に使って対話するこ とができます。

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンのシャ ド ウ ィ ングの詳細については、 229 ページの 「 ユ
ーザーの問題を解決するためのシャ ド ウイングの使用 」  を参照して ください。

注 - シャ ド ウ ィ ングできるのは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン と  X アプ リ ケーシ ョ ン
だけです。アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを中断してはいけません。

コマンド行からユーザーセッシ ョ ンを一覧表示した り終了した りするには、
tarantella emulatorsession コマンドを使用します。

匿名ユーザーと 共有ユーザー

次のよ うに、特殊な場合が 2 つあ り ます。

■ 匿名ユーザー。ユーザー名とパスワードを入力せずにログインするユーザーです。
64 ページの 「 匿名ユーザーの認証 」 を参照して ください。

■ 共有ユーザー。 「 ゲス ト ユーザー 」 と も呼ばれます。同じユーザー名とパスワー
ドを使ってログインするユーザーです。 111 ページの 「 ゲス トユーザー用の共有
アカウン トの使用 」 を参照して ください。

これらのユーザーを区別するために、ゲス トユーザーと匿名ユーザーにはログイン時
に SGD によって一時的なユーザー識別情報が割り当てられます。 これは次の影響を
与えます。

■ ユーザーが SGD に複数回ログインする とユーザーセッシ ョ ンが転送されません

■ アプ リ ケーシ ョ ンの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 」 設定にかかわらず、ユーザ
ーセッシ ョ ンが終了する とすぐにアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが終了します

■ ユーザーがログアウ ト しない場合は、サーバーのリ ソースが消費されます。

ログフ ィルタを使用した SGD サーバーの ト ラブル
シューティング

SGD の初回インス トール時に、デフォル トのログフ ィルタに SGD サーバーのエラー
がすべて記録されます。問題解決などのため、 よ り詳細な情報が必要な場合は、追加
のログフ ィルタを設定できます。  

追加のログフ ィルタは次の方法で設定できます。
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■ Administration Console の 「 グローバル設定 」  → 「 監視 」 タブで、 「 ログフ ィル
タ 」 フ ィールドにフ ィルタを入力します。各フ ィルタは、 Return キーを押して区
切る必要があ り ます。

■ 次のコマンドを使用します。

各 filter は、空白文字で区切る必要があ り ます。

各ログフ ィルタの形式は次のとおりです。

フ ィルタの各部分のオプシ ョ ン 、およびログ出力の表示方法については、以降の節で
説明します。

注 - ログフ ィルタによ り 、大量のデータが生成される可能性があ り ます。 フ ィルタは
可能なかぎ り具体的に設定し 、不要になったら削除するこ とをお勧めします。

コンポーネント と サブコンポーネント の選択

コンポーネン トおよびサブコンポーネン ト を選択するこ とで、 SGD サーバーから記
録したい情報の分野を選択できます。  

次の表に、使用可能なコンポーネン ト とサブコンポーネン トの組み合わせ、および各
組み合わせで得られる情報の種類について説明します。

$ tarantella config edit --array-logfilter filter...

component/subcomponent/severity:destination

コンポーネン ト とサブコンポーネン ト 提供される情報

audit/glue SGD サーバー設定またはローカルリポジ ト リ設定に加え
た変更および変更の実行者に関する監査。

たとえば、 これを使用して、ユーザープロファ イルオブ
ジェク ト を変更したユーザーを確認できます。

audit/session ユーザーセッシ ョ ンおよびアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
の開始と停止。

たとえば、 これを使用して、ユーザーによるアプ リ ケー
シ ョ ンセッシ ョ ンの実行期間を確認できます。

cdm/audit ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング (CDM) のための SGD 
ユーザーの認証。

たとえば、 これを使用して、ユーザーの資格情報が原因
で CDM が失敗しているかど うかを確認できます。
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cdm/server CDM サービスに関する情報。

たとえば、 これを使用して、 ク ラ イアン ト接続エラーが
原因で CDM が失敗しているかど うかを確認できます。

common/config アレイ全体で SGD サーバー設定を格納およびコピーす
る方法。

たとえば、 これを使用して、グローバル設定の設定変更
が SGD サーバーに適用されない理由を確認できます。

metrics/glue メモ リーおよびタイ ミ ング 。

たとえば、 これを使用して、 SGD コマンドの実行に要
した時間を確認できます。

metrics/soap Tomcat の SOAP プロキシの SOAP コンポーネン ト 。

たとえば、 これを使用して、 SOAP 要求が完了するまで
にかかった時間を追跡できます。

server/billing SGD 課金処理サービス 。

たとえば、 これを使用して、課金処理データが失われた
理由を調べるこ とができます。

server/common SGD の一般情報。

たとえば、 これを使用して、 DNS エラーの問題を ト ラ
ブルシューティングできます。

server/config SGD サーバー設定への変更。

たとえば、 これを使用して、 SGD サーバー設定への変
更をログに記録する 、 または設定が壊れているかど うか
を確認するこ とができます。

server/csh SGD ク ラ イアン ト セッシ ョ ンハンド ラ 。

たとえば、 これを使用して、ユーザーがアプ リ ケーシ ョ
ンセッシ ョ ンを再起動できない理由を確認できます。

server/deviceservice アクセス可能なデバイスデータへのユーザーのマッピン
グ 。

たとえば、 これを使用して、ユーザーがク ラ イアン ト ド
ラ イブにアクセスできない理由を確認できます。

server/directoryservices Active Directory または LDAP への接続。

たとえば、 これを使用して、 Active Directory または 
LDAP のユーザーがログインできない理由を確認できま
す。

server/diskds ローカルリポジ ト リに関する情報。

たとえば、 これを使用して、破壊されているオブジェク
トやローカルリポジ ト リ内の不一致に関する情報を取得
できます。

コンポーネン ト とサブコンポーネン ト 提供される情報
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server/failover アレイフェイルオーバーに関する情報。

たとえば、 これを使えば、プラ イマ リサーバーが使用不
可能になっている  SGD アレイの問題の ト ラブルシュー
ティ ングを行えます。

server/glue SGD サーバー間の通信に使用されるプロ ト コル。

たとえば、 これを使用して、 SGD サーバーが通信でき
ない理由を確認できます。

server/install インス トールおよびアップグレード 。

たとえば、 これを使用して、 インス トールに関する問題
を調査できます。

server/kerberos Windows Kerberos 認証。

たとえば、 これを使用して、 Active Directory のユーザ
ーがログインできない理由を確認できます。

server/launch アプ リ ケーシ ョ ンの起動または再開。

たとえば、 これを使用して、ユーザーがアプ リ ケーシ ョ
ンを起動できない理由を確認できます。

server/loadbalancing ユーザーセッ ショ ンおよびアプリ ケーショ ンの負荷分散。

たとえば、 これを使用して、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ
ンをホス トする  SGD サーバーが選択されていない理由
を確認できます。

server/logging ログ 。

たとえば、 これを使用して、 ログ メ ッセージがファ イル
に書き込まれない理由を確認できます。

server/login SGD にログインします。

たとえば、 これを使用して、ユーザーおよび使用するユ
ーザープロファイルを認証した認証機構を確認できます。

server/mupp SGD MUPP (MUltiplePlexing Protocol) プロ ト コル。

サポートから依頼された場合にのみ、 このフ ィルタを使
用する 。

server/printing SGD 印刷サービス 。

たとえば、 これを使用して、印刷ジ ョブが失敗する理由
を確認できます。

server/replication アレイ内の SGD サーバー間でのデータコピー。

たとえば、 これを使用して、アレイ メ ンバー間でデータ
がコピーされない理由を確認できます。

server/securid SecurID RSA Authentication Manager への接続。

たとえば、 これを使用して、 SecurID 認証が機能しない
理由を確認できます。

コンポーネン ト とサブコンポーネン ト 提供される情報
418 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



server/security セキュアな SSL ベースの接続。

たとえば、 これを使用して、 SSL デーモンが実行されな
い理由を確認できます。

server/server SGD サーバーコンポーネン ト 。

たとえば、 これを使用して、ほかの場所には記録されな
い Java™ テク ノ ロジ実行時例外などの、 SGD サーバー
の失敗を ト ラブルシューティ ングできます。

server/services 内部の SGD サーバーサービス 。

たとえば、 これを使用して、サービスが失敗する理由を
確認できます。

server/session ユーザーセッシ ョ ン 。

たとえば、 これを使用して、セッシ ョ ンが中断に失敗す
る理由を確認できます。

server/soap SOAP Bean インタフェース 。

たとえば、 これを使用して、 SOAP Bean の問題を診断
できます。

server/soapcommands SOAP 要求。

たとえば、 これを使用して、受信した SOAP 要求をログ
に記録できます。

server/tier3loadbalancing アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散。

たとえば、 これを使用して、アプ リ ケーシ ョ ンを起動す
るアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが選択されていない理由を
確認できます。

server/tokencache 認証トークンのキャ ッシュ 。

たとえば、 これを使用して、あるユーザーに認証トーク
ンが作成されない理由を確認できます。

server/tscal Windows 以外のク ラ イアン ト用の Windows ターミナ
ルサービス  Client Access License (CAL) 。

たとえば、 これを使用して、 Windows 以外のク ラ イア
ン トが CAL を保持しない理由を確認できます。

server/webtop Webtop コンテンツ  (Directory Services Integration を使
用している場合 ) 。

たとえば、 これを使用して、アプ リ ケーシ ョ ンがユーザ
ーの Webtop に表示されない理由を確認できます。

コンポーネン ト とサブコンポーネン ト 提供される情報
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重要度の選択

各ログフ ィルタについて、次の重要度レベルのいずれかを選択できます。

重要度 fatalerror の場合に、生成される情報がもっと も少な くな り ます。
重要度 moreinfo の場合に、生成される情報量がもっと も多くな り ます。

重要度レベルの選択は、累積的ではあ り ません。たとえば、 info を選択しても 、
warningerror または fatalerror ログ メ ッセージは表示されません。

複数の重要度レベルをログに記録する場合は、 ワイルドカードを使用します。

ワイルドカードの使用

ワイルドカード  (*) を使用して、複数のコンポーネン ト 、サブコンポーネン ト 、およ
び重要度に一致させるこ とができます。

たとえば、すべての警告、エラー、および致命的エラーメ ッセージを印刷用と してロ
グに記録する場合、 server/printing/*error ログフ ィルタを使用できます。

注 - コマンド行でワイルドカードを使用する場合は、 フ ィルタを引用符で囲んで、
シェルによ り展開されないよ うにする必要があ り ます。

出力先の選択

ログの出力先と して 、次のいずれかを指定できます。

重要度 説明

fatalerror 致命的エラーに関する情報をログに記録します。致命的エラーが発生する
と 、 SGD サーバーは実行を停止します。 SGD の初回インス トール時に
は、すべての致命的エラーがデフォル トでログに記録されます。

error 発生したすべてのエラー情報をログに記録します。 SGD の初回インス ト
ール時には、すべてのエラーがデフォルトでログに記録されます。

warningerror システム リ ソースの減少などの、発生したすべての警告に関する情報をロ
グに記録します。 SGD の初回インス トール時には、すべての警告がデフ
ォル トでログに記録されます。

info 情報ログ 。バグの解決や識別に役立ちます。

moreinfo 詳細な情報ログ 。

auditinfo SGD サーバー設定の変更など 、選択したイベン トのログを監査目的で記
録します。詳細については、次を参照して ください , 423 ページの 「 ログ
フ ィルタを使用した監査 」 .
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■ ログファ イル

■ ログハンド ラ

これらの出力先について以降の節で説明します。

ログファ イルの使用

ログファ イルに出力する場合、次の種類のファ イルに出力が可能です。

■ filename.log

SGD によ り 、 このログ出力は読みやすく書式設定されます。

tarantella query errlog コマンドの実行には、 この形式が必須です。 この
コマンドは、名前の末尾が error.log であるログファ イルだけを検索します。

■ filename.jsl

SGD によ り 、 このログ出力は自動構文解析および検索に合わせて書式設定され
ます。

tarantella query audit コマンドの実行には、 この形式が必須です。

ファ イルの形式は、出力先ファ イルのファ イル拡張子によ り制御されます。

ファ イル名に %%PID%% プレースホルダーを含めるこ とで、プロセス  ID ごとに別個
のログファ イルを作成するこ と もできます。

ログファ イルは、 /opt/tarantella/var/log ディ レク ト リに出力されます。 ロ
グファ イルの位置を変更するこ とはできませんが、シンボ リ ッ ク リ ンクを使用してロ
グを別の場所にリ ダイレク ト できます。 また、 syslog ログハンド ラを使用するこ と
もできます。詳細は、 421 ページの 「 ログハンド ラの使用 」  を参照して ください。

ログハンド ラの使用

ログハンド ラは、 ログ メ ッセージの出力先と して使用される  JavaBeans™ コンポーネ
ン トです。 ログハンド ラを指定する場合は、その完全な名前を使用する必要があ り ま
す。 SGD では、次のログハンド ラが提供されます。

■ ConsoleSink - ConsoleSink ログハンド ラは、 ログ メ ッセージを読みやすい書式で
標準エラーに書き出します。 このログハンド ラは、デフォル トで有効で、すべて
の致命的エラーをログに記録します。  

このログハンド ラの完全な名前を 、次に示します。

■ SyslogSink - SyslogSink ログハンド ラは、 ログ メ ッセージを  UNIX または Linux 
プラ ッ ト フォームの syslog 機能に書き出します。

.../_beans/com.sco.tta.server.log.ConsoleSink
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このログハンド ラの完全な名前を 、次に示します。

ログフィ ルタの使用例

次に、一般的に使用されるログフ ィルタの例を示します。

■ ユーザーログインをデバッグする :

■ CDM の問題を解決する :

■ 印刷の問題を解決する :

■ サーバーパフォーマンスのタイ ミ ング測定を取得する :

■ すべての警告、エラー、および致命的エラーを syslog に送信する :

ログ出力の表示

ログ出力を表示するには、次のいずれかを実行します。

■ .log ファ イルをビューアまたはテキス トエディ タで開きます。

■ tarantella query コマンドを使用します。

tarantella query コマンドを使用する場合は、次のコマンドオプシ ョ ンを使用し
ます。

.../_beans/com.sco.tta.server.log.SyslogSink

server/login/*:login%%PID%%.log
server/login/*:login%%PID%%.jsl

cdm/*/*:cdm%%PID%%.log
cdm/*/*:cdm%%PID%%.jsl
server/deviceservice/*:cdm%%PID%%.log
server/deviceservice/*:cdm%%PID%%.jsl

server/printing/*:print%%PID%%.log
server/printing/*:print%%PID%%.jsl

metrics/*/*info:metrics.log
metrics/*/*info:metrics.jsl

*/*/*error:.../_beans/com.sco.tta.server.log.SyslogSink
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■ tarantella query errlog - 特定の SGD サーバーコンポーネン トのエラーお
よび致命的エラーだけを表示する場合

■ tarantella query audit - 人物、アプ リ ケーシ ョ ン 、 またはアプ リ ケーシ ョ
ンサーバーに関する メ ッセージのログをすべて検索する場合

注 - これらのコマンドを使用してログ出力を表示できるのは、 ログがアーカイブされ
るまでです。アーカイブの設定は SGD のインス トール時に行いますが、
tarantella setup コマンドを実行するこ とでいつでも設定を変更できます。

ログフ ィルタを使用した監査

SGD では、 ログフ ィルタを設定して次のシステムイベン ト を監査できます。

■ SGD サーバーの開始と停止

■ SGD セキュ リ テ ィーサービスの開始と停止

■ ローカルリ ポジ ト リのオブジェク ト設定の変更

■ グローバル設定と  SGD サーバー設定への変更

■ SGD サーバーへのログインの失敗

■ SGD に対するログイン と ログアウ ト

■ アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの開始と停止

これらのイベン ト を監査するには、 */*/*auditinfo ログフ ィルタを設定する必要
があ り ます。  

任意の標準出力先を使用できますが、監査情報をコマンド行から表示するためには、
.jsl ファ イルに出力する必要があ り ます。

ログフ ィルタの設定についての詳細は、 415 ページの 「 ログフ ィルタを使用した 
SGD サーバーの ト ラブルシューティ ング 」  を参照して ください。

注 - ログの出力は、 SGD サーバーが実際に実行されている場合のみ作成されます。
SGD サーバーが停止している場合、 UNIX システムの root ユーザーのみが監査可能
なイベン ト を実行できます。

各イベン トに関する次の情報が、 ログフ ィルタによって記録されます。

■ イベン トの日時

■ イベン トの種類

■ イベン トの結果 ( 成功または失敗 )

■ イベン ト を実行したユーザー識別情報

■ イベン トに関連するその他の情報 ( 変更された設定や値など )
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監査ログ情報の表示

ログ出力は、標準の方法を使用して表示できます。ただし 、次のコマンドがもっ と も
役立ちます。

text 形式を選択した場合、 SGD は画面上で読みやすい形式のログを出力しますが、
これには記録されたすべての詳細情報は表示されません。 csv 形式を使用する と 、
記録された詳細情報はすべて表示されますが、 これはファ イルに出力する場合のみに
適しています。

"filter" は、 RFC2254 èÄãíÇÃ LDAP 検索フ ィルタです。 このコマンドで、 ログファ
イルのログフ ィールドから該当するエン ト リ を検索して表示します。次の表に、監査
の際に特に役立つログフ ィールドを示します。

注 - すべてのログフ ィールドの リ ス トは、 /opt/tarantella/var/
serverresources/schema/log.at.conf スキーマファ イルで参照できます。

# tarantella query audit --format text|csv|xml --filter "filter"

ログフ ィールド 説明

log-category log-category は監査を行う場合は常に *auditinfo ですが、任意
の標準ログフ ィルタのコンポーネン ト / サブコンポーネン ト / 重
要度の設定にするこ とができます。

log-date イベン ト発生時のシステム日時。

形式は yyyy/MM/dd HH:mm:ss.SSS です。

log-event イベン トの名前。

log-ip-address イベン トに関連付けられている ク ラ イアン ト またはサーバーの IP 
アドレス 。

log-keyword 監査可能なイベン トのキーワード  ID 。

log-localhost イベン トが発生した SGD サーバーのピア DNS 名。

log-pid イベン トのプロセス  ID 。

log-security-type 接続に使用されているセキュリ ティ ーのタイプ (std または ssl) 。

log-systime イベン ト発生時のシステム時刻を表す UTC (Coordinated 
Universal Time) 時間 ( ミ リ秒単位 ) 。

log-tfn-name イベン トに関連付けられているオブジェク ト の完全な名前。

たとえば、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを起動する と 、ユーザー、
アプ リ ケーシ ョ ン 、およびアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの名前が記録
される場合があ り ます。
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すべての log-keyword と該当する  log-event を次の表に示し 、 イベン トについて説明
します。

Log-keyword Log-event 説明

createFailure createFailure ユーザーがローカルリポジ ト リのオブジェク ト の作成
に失敗しました。

createSuccess createSuccess ユーザーがローカルリポジ ト リのオブジェク ト を作成
しました。

deleteFailure deleteFailure ユーザーがローカルリポジ ト リのオブジェク ト の削除
に失敗しました。

deleteSuccess deleteSuccess ユーザーがローカルリポジ ト リのオブジェク ト を削除
しました。

loginFailure loginResultReconnect SGD サーバーから ク ラ イアン トに対して 、異なるポー
トへの再接続が要求されました 。

loginFailure loginResultFailed 有効にされている認証機構のいずれによっても 、ユー
ザーが認証されませんでした 。

loginFailure loginResultRejected ログインフ ィルタによってユーザーのログインが拒否
されました。 これには、特定のサーバーで現在ログイ
ンが許可されていない、ユーザーのログインが現在許
可されていない、などの原因が考えられます。

loginFailure loginResultDisabled 現在、 SGD サーバーは接続を受け付けていません。

loginFailure loginResultNoAmbig SGD サーバーであいまいなユーザーのログインがサポ
ート されていないため、あいまいなログインが失敗し
ました 。

loginFailure loginResultAmbiguous ユーザーが十分な情報を指定したため、あいまいなロ
グインが失敗しました。

loginFailure loginResultAnonymous SDG サーバーで匿名ログインがサポート されていない
ため、匿名ログインが失敗しました 。

loginFailure loginResultNoSecurity 標準ポートで接続が確立されたため、セキュ リ テ ィー
保護された接続を要求するユーザーのログインが失敗
しました。

loginFailure loginResultUnresolveable SGD サーバーでユーザーを解決できなかったため、 ロ
グインが失敗しました。

loginFailure loginResultUnknown SGD サーバーで予測外のログイン結果を処理できなか
ったため、 ログインが失敗しました。

loginSuccess webtopSessionStartedDetails ユーザーのユーザーセッシ ョ ンが開始されました。

logout webtopSessionEndedDetails ユーザーのユーザーセッシ ョ ンが停止されました。

modifyFailure modifyFailure ユーザーがローカルリ ポジト リ のオブジェク ト の変更、
グローバル設定の変更、 または SGD サーバーの設定
の変更に失敗しました。
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ログフィ ルタを使用した監査の例

失敗したログインを検索するには、次のフ ィルタを使用します。

SGD サーバーの設定に対する 、管理者 Bill Orange による変更を検索するには、次の
フ ィルタを使用します。

ログフ ィルタを使用したプロ ト コルエンジンの問
題解決

SGD を初めてインス トールした時点でのデフォル トのログフ ィルタでは、プロ ト コ
ルエンジン  (PE) のすべてのエラーが記録されます。 PE のアクティ ビティーに関す
るよ り詳細な情報を取得する必要がある場合には、追加の PE ログフ ィルタを設定で
きます。

modifySuccess modifySuccess ユーザーがローカルリ ポジト リ のオブジェク ト の変更、
グローバル設定の変更、 または SGD サーバーの設定
の変更を行いました。

renameFailure renameFailure ユーザーがローカルリポジ ト リのオブジェク ト の名前
変更に失敗しました。

renameSuccess renameSuccess ユーザーがローカルリポジ ト リのオブジェク ト の名前
を変更しました 。

serverStart serverStart SGD サーバーが起動しました。

serverStop serverStop SGD サーバーが停止しました。

sessionEnded sessionEndedDetails ユーザーのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが停止されま
した 。

sessionStarted sessionStartedDetails ユーザーのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが開始されま
した 。

sslStart securitySSLStart SGD セキュ リ テ ィー (SSL) サービスが開始しました 。

sslStop securitySSLStop SGD セキュ リ テ ィー (SSL) サービスが停止しました 。

--filter "(&(log-category=*auditinfo)(log-keyword=loginFailure))"

 --filter "(&(log-category=*auditinfo)(log-keyword=
modifySuccess)(log-tfn-name=.../ens/o=Indigo Insurance/ou=IT/cn=Bill Orange))"

Log-keyword Log-event 説明
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PE ログフ ィルタの設定は、個々の PE に対してと 、プロ ト コルエンジンマネージャ
ー (PE マネージャー ) プロセスに対して行えます。 PE ログフ ィルタを設定するには、
次の表に示す属性のいずれかを設定します。

PE ログフ ィルタの設定はコマンド行からしか行えません。次のコマンドを使用し
ます。

こ こで、 PE-filter-attribute は設定する  PE フ ィルタ属性を、 filter はログフ ィルタを 、そ
れぞれ定義します。複数のログフ ィルタを定義する場合には、二重引用符を使って各 
filter パラ メータを区切り ます。

各ログフ ィルタの形式は次のとおりです。

次の表に、 PE ロギングで使用可能なコンポーネン ト名を示します。

PE フ ィルタ属性 プロ ト コルエンジン

--tarantella-config-auxserver-logfilter PE マネージャー

--tarantella-config-execpeconfig-logfilter 実行プロ ト コルエンジン

--tarantella-config-xpeconfig-logfilter X プロ ト コルエンジン

--tarantella-config-tpeconfig-logfilter 文字型プロ ト コルエンジ
ン

--tarantella-config-ppeconfig-logfilter 印刷プロ ト コルエンジン

--tarantella-config-cpeconfig-logfilter チャネルプロ ト コルエン
ジン

$ tarantella config edit --PE-filter-attribute filter...

component/subcomponent/severity

プロ ト コルエンジン コンポーネン ト

PE マネージャー pem

proxy

実行プロ ト コルエンジン execpe

launchhelper

X プロ ト コルエンジン xpe

pem
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サブコンポーネン トについては、 * と入力する と 、すべてのサブコンポーネン トの情
報が含められます。

選択可能な重要度レベルは、次のとおりです。

■ * – すべてのエラーおよび警告メ ッセージを含めます。

■ *info – info 、 moreinfo 、および auditinfo メ ッセージを含めます。

■ *error – error 、 fatalerror 、およびwarningerror メ ッセージを含めます。
これはデフォル トの重要度です。

実行、 X 、文字型、印刷、およびチャネル PE ログフ ィルタに対する変更は、新しい 
PE の起動時に有効にな り ます。

PE マネージャーログフ ィルタに対する変更を有効にするには、 SGD サーバーを再起
動する必要があ り ます。

注 - ログフ ィルタによ り 、大量のデータが生成される可能性があ り ます。 フ ィルタは
可能なかぎ り具体的に設定し 、不要になったら削除するこ とをお勧めします。 この方
法の詳細については、 430 ページの 「 PE ログフ ィルタの リセッ ト 」 を参照して くだ
さい。

PE ログフィ ルタの使用例

次に、 PE ログフ ィルタの使用例をいくつか示します。

■ X および Windows アプ リ ケーシ ョ ンの CDM の ト ラブルシューティングを行うに
は、次のよ うにします。

■ X および Windows アプリケーシ ョ ンの問題のト ラブルシューティングを行うには、
次のよ うにします。

文字型プロ ト コルエンジ
ン

tpe

pem

印刷プロ ト コルエンジン ppe

pem

チャネルプロ ト コルエン
ジン

cpe

pem

--tarantella-config-xpeconfig-logfilter "xpe/cdm/*"

--tarantella-config-xpeconfig-logfilter "xpe/*/*" "pem/*/*"

プロ ト コルエンジン コンポーネン ト
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■ アプ リ ケーシ ョ ン起動の ト ラブルシューティングを行うには、 まず、 218 ページの
「 アプ リ ケーシ ョ ンが起動しない場合 」 の説明に従って SGD ログインスク リプ ト
でのデバッグを有効にする必要があ り ます。次に、実行プロ ト コルエンジンのロ
グフ ィルタを次のよ うに設定します。

注 - execpe 、 xpe 、 tpe 、 ppe 、および cpe ログフ ィルタで pem/* フ ィルタを
使用する と 、そのプロ ト コルエンジンに関係する  PE マネージャーメ ッセージが表示
されます。

PE ログファ イルの出力先

PE ログファ イルのファ イル名拡張子は、 .log です。 SGD によ り 、 このタイプのロ
グ出力は読みやすく書式設定されます。

PE コンポーネン トの名前とプロセス  ID が含まれる  PE ログファ イル名。たとえば、
プロセス  ID 4512 で実行されている  PE マネージャーメ ッセージは、
pemanager4512.log です。

重要度が error 、 fatalerror 、 または warningerror のエラーメ ッセージは、
error.log で終わる名前を持つ PE ログファ イルに格納されます。たとえば、プロ
セス  ID 2256 で実行されている文字型プロ ト コルエンジンのエラーメ ッセージは、
cpe2256_error.log とい う名前のファ イルに格納されます。 このよ う なファ イル
は、 error.log で終わる名前を持つログファ イルだけを検索する  tarantella 
query errlog コマンドによって使用されます。

PE ログフ ィルタ出力は自動的に、 SGD ホス ト上の /opt/tarantella/var/log 
ディ レク ト リ内のログファ イルに格納されます。 ログファ イルの位置を変更するこ と
はできませんが、シンボ リ ッ ク リ ンクを使用してログを別の場所にリ ダイレク ト でき
ます。

PE ログ出力の表示

PE ログを表示するには、次のいずれかを行います。

■ .log ファ イルをビューアまたはテキス トエディ タで開きます。

アレイ内の各 SGD サーバーの .log ファ イルには、その特定の SGD サーバーで
実行されている  PE のメ ッセージが含まれています。

■ tarantella query errorlog コマンドを使って PE のエラーメ ッセージを表
示します。

このコマンドを使えば、アレイ内のすべての PE エラーログを検索できます。

--tarantella-config-execpeconfig-logfilter "execpe/*/*"
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たとえば、アレイ内のすべての SGD サーバーの X プロ ト コルエンジンのエラーメ
ッセージを表示するには、次のコマンドを使用します。

たとえば、 SGD サーバー boston.indigo-insurance.com の X プロ ト コルエンジン
のエラーメ ッセージを表示するには、次のコマンドを使用します。

注 - これらのコマンドを使用してログ出力を表示できるのは、 ログがアーカイブされ
るまでです。アーカイブの設定は SGD のインス トール時に行いますが、
tarantella setup コマンドを実行するこ とでいつでも設定を変更できます。

PE ログフィ ルタのリ セッ ト

ログフ ィルタを使用する と大量のデータが作成される可能性があるため、不要になっ
たフ ィルタはリセッ ト してデフォル ト設定に戻すこ とをお勧めします。

PE ログフ ィルタのデフォル ト設定では、 PE コンポーネン トのすべてのサブコンポ
ーネン トに対して重要度レベル *error が設定されます。次の表に、各ログフ ィルタ
のデフォル ト設定を示します。

$ tarantella query errlog xpe

$ tarantella query errlog xpe --server boston.indigo-insurance.com

プロ ト コルエンジン ログフ ィルタのデフォル ト設定

PE マネージャー pem/*/*error

proxy/*/*error

実行プロ ト コルエンジン execpe/*/*error

pem/*/*error

launchhelper/*/*error

X プロ ト コルエンジン xpe/*/*error

pem/*/*error

文字型プロ ト コルエンジ
ン

tpe/*/*error

pem/*/*error

印刷プロ ト コルエンジン ppe/*/*error

pem/*/*error

チャネルプロ ト コルエン
ジン

cpe/*/*error

pem/*/*error
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たとえば、 X プロ ト コルエンジンのログフ ィルタを リセッ トするには、次のコマン
ドを使用します。

SGD Web サーバーのロギング

SGD Web サーバーのメ ッセージは次のログ内に記録されます。

■ Tomcat JSP テク ノ ロジコンテナのログ

■ Apache Web サーバーのログ

Tomcat JSP テク ノ ロジコンテナのログ

SGD Web サーバーの Tomcat JSP テク ノ ロジコンテナコンポーネン トのログ メ ッセ
ージは、 SGD ホス ト上の /opt/tarantella/webserver/tomcat//logs ディ レ
ク ト リ内の次のファ イルに書き込まれます。

■ catalina.out – このログファ イルがいっぱいになるか Tomcat JSP テク ノ ロジコ
ンテナが再起動される と 、 このファ イルのローテーシ ョ ンが行われ、その内容が 
catalina.out.sav の末尾に追加されます。

■ localhost_log.date.txt – これは日次ログファ イルであ り 、 date はメ ッセージ
が記録された日付です。

これらのログファ イルはテキス トエディ タを使って読むこ とができます。

Tomcat JSP テク ノ ロジコンテナのログファ イルを使えば、次の各項目に関する問題
を診断できます。

■ Tomcat JSP テク ノ ロジコンテナの起動と停止

■ AJP 1.3 Connector の起動

■ SGD Webtop Web アプ リ ケーシ ョ ンのロード

■ Webtop JSP ソフ ト ウェアの例外エラー

Tomcat JSP テク ノ ロジコンテナのロギングプロパティーの設定は、 /opt/
tarantella/webserver/tomcat//conf/logging.properties ファ イル内で行
います。 Tomcat JSP テク ノ ロジコンテナのロギングを設定する方法については、
Tomcat ド キュメ ント を参照して ください。

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-xpeconfig-logfilter "xpe/*/*error" "pem/*/*error"
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Apache Web サーバーのログ

SGD Web サーバーの Apache Web サーバーコンポーネン トのログ メ ッセージは、
SGD ホス ト上の /opt/tarantella/webserver/apache//logs ディ レク ト リ内
の次のファ イルに書き込まれます。

■ errors_log – Apache Web サーバーのエラーメ ッセージをロギングします

■ access_log – Apache Web サーバーによって処理されたすべてのアクセス要求
をロギングします

これらのログファ イルはテキス トエディ タを使って読むこ とができます。

Apache Web サーバーのログファ イルを使えば、次の各項目に関する問題を診断でき
ます。

■ Apache Web サーバーの起動と停止

■ SGD Webtop ページのク ラ イアン ト要求

■ Web サーバーの認証機能

これらのログファ イルについては、 Apache ド キュメ ント を参照して ください。

SGD Client のロギング

SGD Client のログメ ッセージはデフォル トで、 ク ラ イアン トデバイス上の次の場所
にあるファ イル tcc.txt に格納されます。

■ Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイス 。ユーザーに固有の書き込み可能なデ
ィ レク ト リ 。

Microsoft Windows XP プラ ッ ト フォームでの例を次に示します。

C:\Documents and Settings\username\Local Settings\Temp\tcc\
version

Microsoft Windows Vista プラ ッ ト フォームでの例を次に示します。

C:\Users\username\AppData\Local\Temp\tcc\version

実際の場所は、ユーザーの権限、オペレーティングシステム 、および使用されて
いる  Java™ Plugin ツールのバージ ョ ンによって異な り ます。

■ UNIX 、 Linux 、 または Mac OS X プラ ッ ト フォームのク ラ イアン トデバイス 。ユ
ーザーのホームディ レク ト リ 。

$HOME/.tarantella/tcc/version

このファ イルの内容はテキス トエディ タを使って表示できます。

SGD Client のログファ イルを使えば、次の各項目に関する問題を診断できます。

■ SGD Client および SGD Client Helper の起動
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■ SGD Webtop ページのロード

■ CDM 、印刷、 スマート カードサービスなどのク ラ イアン トデバイス

■ SGD Client と  SGD サーバー間の接続

SGD Client メ ッセージのログレベルを設定するには、 ク ラ イアン トプロファ イル内
の 「 ログレベル 」 設定を変更します。使用可能なログレベルを冗長レベルの低い順に
並べたものを 、次に示します。

■ ログなし  – SGD Client のロギングを無効にします。

■ エラーのみ – エラーメ ッセージを記録します。 これは、デフォルト設定です。

■ エラーと警告のみ – エラーメ ッセージと警告メ ッセージを記録します。

■ すべて – エラーメ ッセージ、警告メ ッセージ、情報メ ッセージなど 、すべてのメ
ッセージを記録します。

ク ラ イアン トデバイスの情報は、ユーザーの Webtop の 「 情報 」 → 「 詳細な診断 」
ページに表示されます。

管理者は Administration Console を使って、あるユーザーセッシ ョ ンのク ラ イアン
トデバイス情報を表示できます。 「 ユーザーセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブルでユーザー
セッシ ョ ンを選択し 、 「 詳細の表示 」 ボタンをク リ ッ ク してその詳細情報を表示し
ます。

SGD サーバーの証明書ス ト ア
各 SGD サーバーには、 CA 証明書ト ラス ト ス ト アと ク ラ イアン ト証明書ス ト アとい
う  2 つの証明書ス ト アがあ り ます。  

CA 証明書ト ラス ト ス ト ア

各 SGD サーバーには、独自の CA 証明書ト ラス ト ス ト アがあ り ます。 これは /opt/
tarantella/bin/jre/lib/security/cacerts ファ イルです。

CA 証明書ト ラス ト ス ト アには、 SGD サーバーで信頼されている  CA 証明書が格納
されます。  

/opt/tarantella/etc/data/cacerts.txt ファ イルには、 SGD の 初のイン
ス トール時に CA 証明書ト ラス ト ス ト アにあるすべての CA 証明書の、 X.500 識別名 
(DN) と  MD5 署 名が入っています。 これらは、 SGD がデフォルトでサポート して
いる  CA です。ほかの CA のサポート を追加するには、 CA 証明書を ト ラス ト ス ト ア
にインポート します。

次に挙げる状況では、 CA 証明書のインポートが必要になるこ とがあ り ます。
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■ Active Directory 認証 – Active Directory に対して SSL 接続が使用されている場合
で、 Active Directory サーバーの SSL 証明書がサポート されていない CA または
中間 CA によって 署 名されている と き 。

58 ページの 「 Active Directory への SSL 接続 」 を参照して ください。

■ LDAP 認証 – LDAP ディ レク ト リに対して SSL 接続が使用されている場合で、
LDAP ディ レク ト リサーバーの SSL 証明書がサポート されていない CA または中
間 CA によって 署 名されている と き 。

68 ページの 「 LDAP 認証のネッ ト ワーク要件 」 を参照して ください。

インポートする必要がある証明書は次のとおりです。

■ サポート されていない CA - CA 証明書またはルート証明書をインポート します。

■ 中間 CA - CA 証明書チェーンをインポート します。

tarantella security customca コマンドを使用して CA 証明書または CA 証明
書チェーンをインス トールする と 、 CA 証明書は CA 証明書ト ラス ト ス ト アにも イン
ポート されます。 これが行われるのは、 このコマンドを実行した SGD サーバー上だ
けです。

CA 証明書を手動でインポートするには、 keytool アプリケーシ ョ ンを使用します。
keytool アプ リ ケーシ ョ ンの使用方法の詳細については、 「 JDK Tools and 
Utilities 」 を参照して ください。 SGD ホス トの /opt/tarantella/var/tsp/
ca.pem ファ イルには、 CA 証明書または証明書チェーンが格納されています。

CA 証明書チェーンをインポートする必要がある場合は、チェーン内の各証明書を個
別にインポート して ください。

CA 証明書ト ラス ト ス ト アのパスワードは changeit です。

▼ CA 証明書または証明書チェーンを  CA 証明書ト ラ スト
ス ト アにインポート する方法

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中のアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む ) がないこ
とを確認して ください。

アレイ内の各 SGD サーバーで、次の手順を繰り返します。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。
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2. CA 証明書をインポート します。

CA 証明書チェーンをインポートするには、チェーン内の各証明書を個別にインポ
ートする必要があ り ます。

次のコマンドを使用します。

-alias オプシ ョ ンを使って、証明書を一意に識別します。

3. SGD サーバーを再起動します。

CA 証明書を有効にするには、 SGD サーバーを再起動する必要があ り ます。

ク ラ イアン ト証明書ス ト ア

各 SGD サーバーには、独自のク ラ イアン ト証明書ス ト アがあ り ます。 これは /opt/
tarantella/var/info/certs/sslkeystore ファ イルです。

ク ラ イアン ト証明書ス ト アには、 SGD サーバーが別のサーバーに接続する際に自身
の識別に使用する 、 ク ラ イアン ト証明書が格納されます。  

サーバーのク ラ イアン ト証明書の作成と インス トールには keytool アプ リ ケーシ ョ
ンを使用します。 keytool アプ リ ケーシ ョ ンの使用方法については、 「 JDK 
Tools and Utilities 」 を参照して ください。

ク ラ イアン ト証明書ス ト アに対して証明書の追加または削除を行う と きは、パスワー
ドを入力する必要があ り ます。 ク ラ イアン ト証明書ス ト アのパスワードは SGD ごと
に固有で、 /opt/tarantella/var/info/key ファ イル内にあ り ます。  
-storepass および -keypass オプシ ョ ンの両方で、 このパスワードを使用します。

▼ SGD サーバーのク ラ イ アント 証明書の  CSR を作成する
方法

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

# /opt/tarantella/bin/jre/bin/keytool -importcert \
-keystore /opt/tarantella/bin/jre/lib/security/cacerts \
-storepass changeit -file CA-certificate-path \
-alias alias
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2. ク ラ イアン ト証明書のキーペアを生成します。

-alias オプシ ョ ンを使って、キーペアを一意に識別します。

3. ク ラ イアン ト証明書の証明書発行要求 (CSR) を生成します。  

alias には、鍵ペアの生成時に使用したエイ リ アスを指定して ください。エイ リ ア
スの大文字と小文字は区別されません。

▼ SGD サーバーのク ラ イ アント 証明書をインスト ールする
方法

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および実行中のアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン ( 中断されているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを含む ) がないこ
とを確認して ください。

アレイ内の各 SGD サーバーで、次の手順を繰り返します。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログインします。

2. ク ラ イアン ト証明書をインス トールします。  

ク ラ イアン ト証明書の CSR の生成時に使用したエイ リ アスを指定して ください。
エイ リ アスの大文字と小文字は区別されません。

# /opt/tarantella/bin/jre/bin/keytool -genkeypair \
-keyalg rsa \
-keystore /opt/tarantella/var/info/certs/sslkeystore \
-storepass "$(cat /opt/tarantella/var/info/key)" \
-alias alias \
-keypass "$(cat /opt/tarantella/var/info/key)"

# /opt/tarantella/bin/jre/bin/keytool -certreq \
-keystore /opt/tarantella/var/info/certs/sslkeystore \
-storepass "$(cat /opt/tarantella/var/info/key)" \
-alias alias \
-keypass "$(cat /opt/tarantella/var/info/key)" \
-file CSR-path

# /opt/tarantella/bin/jre/bin/keytool -importcert \
-file certificate-path 
-keystore /opt/tarantella/var/info/certs/sslkeystore \
-storepass "$(cat /opt/tarantella/var/info/key)" \
-alias alias \
-keypass "$(cat /opt/tarantella/var/info/key)"
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3. SGD サーバーを再起動します。

ク ラ イアン ト証明書を有効にするには、 SGD サーバーを再起動する必要があ り
ます。

SGD のインス トール
この節では、 SGD インス トールに含まれているファ イルについて説明します。
SGD インス トールのバッ クアップと復元についても説明します。

この節の内容は、次のとおりです。

■ 437 ページの 「 SGD のインス トールについて 」

■ 440 ページの 「 SGD インス トールのバッ クアップと復元 」

SGD のインス トールについて

SGD の標準のインス トールディ レク ト リは、 /opt/tarantella です。

SGD のインス トール中に別のインス トールディレク ト リ を指定するこ と もできます。

インス トールディ レク ト リ をコマンド行から調べるこ とができます。次の手順を実行
します。

■ Solaris™ オペレーティ ングシステム  (Solaris OS) プラ ッ ト フォームの場合 - 次の
コマンドを使用します。

■ Linux プラ ッ ト フォームの場合 - 次のコマンドを使用します。

SGD のインス トールディ レク ト リには、次のサブディ レク ト リが含まれています。

■ bin

■ etc

■ lib

■ var

■ webserver

以降の節では、 これらの各サブディ レク ト リに含まれている内容と 、それらの使用目
的について説明します。

$ pkgparam `pkginfo 'tta.*' | cut -d' ' -f2` INSTDIR

$ rpm -qi tta | grep Relocations
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440 ページの 「 SGD インス トールのバッ クアップと復元 」 も参照して ください。

bin ディ レク ト リ

bin ディ レク ト リには、 SGD を実行するのに必要なスク リプ ト 、バイナリ 、サーバ
ー側 Java‘ テク ノ ロジが格納されています。

etc ディ レク ト リ

etc ディ レク ト リには、 SGD の動作や SGD を使って表示したアプ リ ケーシ ョ ンの
動作を制御する構成ファ イルが格納されています。次の表に示すサブディ レク ト リが
含まれています。

サブディ レク ト リ 目次

etc/data 構成ファ イルは下記のとおりです。

• 文字型アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の設定ファ イル :
• 属性マップ (attrmap.txt)
• カラーマップ (colormap.txt)
• 印刷設定ファ イル :
• ホス ト名マップ (hostnamemap.txt)
• プ リ ンタ ド ラ イバマップ (default.printerinfo.txt)
• プ リ ンタ ド ラ イバからプ リ ンタタ イプへのマッピング 

(printertypes.txt)

• プ リ ンタからユーザーフレンド リ な名前へのマッピング  
(printernamemap.txt)

• RGB カラー名 (rgb.txt)
• タ イムゾーン設定ファ イル

• サポート されている  CA 証明書 (cacerts.txt)

etc/data/keymaps キーボードマップファ イル。

etc/fonts X Window System フォン ト と  SGD にインス トールされる追加フォ
ン ト 。

etc/pkg インス トールされている  SGD パッケージに関する情報 ( バージ ョ ン
の互換性や依存関係など ) 。

etc/templates etc/data ディ レク ト リ と  var/serverresources ディ レク ト リ
にインス トールされた標準ファ イルの完全なコピー。
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lib ディ レク ト リ

lib ディ レク ト リには、 SGD サーバーで使用される共有ライブラ リ と 、 SGD Client 
を特定のプラ ッ ト フォームにインス トールする際に必要となる共有ライブラ リが含ま
れています。

var ディ レク ト リ

var ディ レク ト リには、 Web サーバーによって使用されるファ イルと 、 SGD サー
バーによって他のアレイ メ ンバーにコピーされるファ イルがあ り ます。 var ディ レ
ク ト リには数多くのサブディ レク ト リがあ り ますが、そのう ち主要なものを次の表に
示します。

webserver ディ レク ト リ

webserver ディ レク ト リには、 SGD Web サーバー、 Web サービス 、および 
Webtop の実行に必要なスク リプ ト 、バイナリ 、およびサーバー側 Java テク ノ ロジ
が格納されています。重要なサブディ レク ト リ を次の表に示します。

サブディ レク ト リ 目次

var/docroot SGD Web サーバーで使用する  HTML ページ。

var/tsp サーバーの SSL 証明書、キー、および CA 証明書。

var/ens 組織階層内のオブジェク ト を含むローカルリ ポジト リ 。

var/log SGD サーバーのログファ イル。

var/print 印刷待ち行列と先入れ先出し  (FIFO) 。

var/serverresources/expect SGD ログインスク リプ ト 。

var/spool 印刷待ち行列に送信される途中のファ イル。

サブディ レク ト リ 目次

apache SGD Web サーバーの設定と実行に必要なすべてのファ イル。

tomcat Tomcat JSP テク ノ ロジおよび Java™ Servlet 拡張サーブレッ ト
コンテナの設定と実行に必要となるすべてのファ イル。

tomcat//webapps/axis SGD Web サービスの実行に必要なファ イル。 Webtop は、
Web サービスを使用します。

tomcat//webapps/sgd SGD Client など 、 Webtop の実行に必要なファ イル。

tomcat//shared/lib

tomcat//shared/classes
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SGD インス トールのバッ クアップと復元

この節では、 SGD インス トールをバッ クアップして 、 SGD のコンポーネン ト また
はインス トール全体が損傷した場合に修復する方法について説明します。

このページの手順を実行する前に、 SGD インス トールのレイアウ トについて把握し
ておく と役立ちます。 437 ページの 「 SGD のインス トールについて 」 を参照して く
ださい。

この節の内容は、次のとおりです。

■ 440 ページの 「 SGD インス トールのフルバッ クアップを作成する方法 」

■ 441 ページの 「 損傷した SGD コンポーネン ト を復元する方法 」

■ 444 ページの 「 SGD インス トールを完全に復元する方法 」

▼ SGD イ ンスト ールのフルバッ ク アッ プを作成する方法

SGD インス トールを復元した り 、一部の SGD コンポーネン ト を個別に修復した りす
るには、 フルバッ クアップが必要にな り ます。

バッ クアップを作成している と きに、 コマンド行ツールを実行した り 、
Administration Console を使用した り しないでください。バッ クアップを作成してい
る と きは、 SGD サーバーをシャ ッ ト ダウンするこ とをお勧めします。シャ ッ ト ダウ
ンできない場合は、サーバーの負荷が少ないときにバッ クアップを実行してください。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログオンします。

2. SGD ログファ イルをバッ クアップします。

3. アレイ内の各 SGD サーバーで、 SGD インス トールディ レク ト リ全体をバッ クア
ップします。

SGD インス トールディ レク ト リの詳細は、 437 ページの 「 SGD のインス トール
について 」  を参照して ください。

SGD では、次の構成ファ イルも使用されます。 これらのファ イルについては、使
用しているファ イルの うち 、変更を加えたものだけをバッ クアップするだけでか
まいません。

■ /etc/ttaprinter.conf ファ イル - lpr のデフォル トが含まれています

■ /etc/sdace.txt および /var/ace/data ファ イル - RSA SecurID 設定が含
まれています

■ Web サーバーのパスワードファ イル - SGD Web サーバーで使用するためにこ
れらのファ イルを作成し 、 SGD インス トールディ レク ト リの外部に保存してい
る場合

# tarantella archive
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損傷した  SGD コンポーネント を復元する方法

損傷したインス トールを復元するために、 SGD を次のコンポーネン トに分けるこ と
ができます。

■ バイナリ ファ イル、 スク リプ ト ファ イル、およびテンプレート ファ イル

■ ログインスク リプ ト

■ サーバー設定

■ グローバル設定

■ ローカルリ ポジ ト リ

■ 自動ログアーカイブ

■ SGD 印刷

■ SGD Web サーバー、 Web サービス 、および Webtop

続く節では、 これらの各コンポーネン ト をバッ クアップする方法について説明します。

バイナリ ファ イル、 スク リプ ト ファ イル、およびテンプレート ファ
イル

バイナリ ファ イル、 スク リプ ト ファ イル、およびテンプレート ファ イルが変更される
のは、 インス トール、パッチ、 またはカスタマイズ作業のと きだけです。 これらのフ
ァ イルが変更されるこ とはあま り あ り ません。

これらのファ イルは、バッ クアップまたは再インス トールによって次のよ うに復元で
きます。

■ バイナリ ファ イルは、 /opt/tarantella/bin/bin ディ レク ト リにあ り ます

■ スク リプ ト ファ イルは、 /opt/tarantella/bin/scripts ディ レク ト リにあ り
ます

■ テンプレート ファ イルは、 /opt/tarantella/etc/templates ディ レク ト リに
あ り ます

ログインスク リプ ト

ログインスク リプ トは、 SGD とアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの間の対話 ( たとえば、
ユーザーのログイン ) を制御するファ イルです。

ログインスク リプ トの復元方法は、カスタマイズしたログインスク リプ ト を使用して
いるかど うかに応じて異な り ます。

カスタマイズしたログインスク リプ ト を使用していない場合は、再インス トール、バ
ッ クアップ、 または /opt/tarantella/etc/templates ディ レク ト リから復元で
きます。
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カスタマイズしたログインスク リプ ト を使用している場合は、バッ クアップを使用し
て復元する必要があ り ます。

ログインスク リプ トは、 /opt/tarantella/var/serverresources/expect デ
ィ レク ト リにあ り ます。

サーバー設定

サーバー設定とは、サーバー DNS 名やサーバー調整など 、 SGD サーバーのプロパ
ティーの う ち 、アレイのほかの SGD サーバーと共有されないすべてのプロパティー
のこ とです。

この設定は特定の SGD ホス トに固有なので、そのホス トから作成したバッ クアップ
から復元する必要があ り ます。

サーバー固有の設定は、 /opt/tarantella/var/serverconfig/local ディ レク
ト リにあ り ます。

SGD セキュ リ テ ィーサービスを使用している場合は、次の内容も復元する必要があ
り ます。

■ /opt/tarantella/var/tsp

■ /opt/tarantella/var/info/certs

■ /opt/tarantella/var/info/key

グローバル設定

グローバル設定とは、他のアレイ メ ンバーの名前など 、アレイ内のすべての SGD サ
ーバーに共通のプロパティーすべてのこ とです。

SGD サーバーのグローバル設定を復元するには、プラ イマ リ  SGD サーバーのバッ ク
アップから復元する必要があ り ます。

グローバル設定は、 /opt/tarantella/var/serverconfig/global ディ レク ト
リにあ り ます。

ローカルリポジ ト リ

ローカルリポジ ト リ  (旧 称 ENS (Enterprise Naming Scheme)) は、アレイ内のすべて
の SGD サーバーで共有されます。 ローカルリポジ ト リは、ユーザー、アプ リ ケーシ
ョ ン 、およびアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに関するすべての情報を含む組織階層になり
ます。 これらの情報は、非常に頻繁に変更されます。

ローカルリポジ ト リは、プラ イマ リ  SGD サーバーのバッ クアップから復元します。
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ローカルリポジ ト リは、 /opt/tarantella/var/ens ディ レク ト リにあ り ます。

自動ログアーカイブ

デフォル トでは、毎週日曜日の午前 4 時に cron ジ ョブを使用して、 ログファ イルの
アーカイブが作成されます。

root ユーザーの crontab が破壊した り 、アーカイブが実行されなかった り した場合
は、 tarantella setup コマンドを使用してデフォルト設定を復元するか、アーカ
イブの実行日時を変更します。

ログファ イルのアーカイブは、 /opt/tarantella/var/log ディ レク ト リに作成
されます。

SGD 印刷

SGD をインス トールする と 、 SGD プリ ンタキューが設定されます。

プ リ ンタキューが存在しない場合、次のいずれかの方法で復元できます。

■ SGD プ リ ンタキューのインス トールスク リプ ト  prtinstall.en.sh を使用しま
す。 245 ページの 「 SGD プ リ ンタキューインス トールスク リプ ト 」 を参照して く
ださい。

■ tarantella setup コマンドを使用します。

プ リ ンタキューは、 /opt/tarantella/var/print ディ レク ト リにあ り ます。

SGD Web サーバー、 Web サービス 、および Webtop

SGD Web サーバー、 SGD Web サービス 、および Webtop の設定は、特定の SGD 
ホス トに固有なので、そのホス トから作成したバッ クアップから復元する必要があ り
ます。

SGD Web サーバーの設定は、 /opt/tarantella/webserver/apache/ ディ レク
ト リにあ り ます。 Web サーバーのパスワードファ イルがある場合は、他の場所に格
納されているこ とがあ り ます。

SGD Web サービスの設定は、 /opt/tarantella/webserver/tomcat/ ディ レク
ト リにあ り ます。

Webtop で使用するファ イルは、 /opt/tarantella/webserver/tomcat//
webapps/sgd ディ レク ト リにあ り ます。
第 7 章  SGD サーバー、アレイ 、および負荷分散 443



▼ SGD イ ンスト ールを完全に復元する方法

損傷した SGD コンポーネン ト を復元できない場合、 またはシステムがどの程度損傷
しているかわからない場合は、 SGD インス トールを完全に復元する必要があり ます。

完全な復元を実行するには、 フルバッ クアップが必要です。 SGD インス トールのバ
ッ クアップ方法の詳細については、 440 ページの 「 SGD インス トールのフルバッ ク
アップを作成する方法 」  を参照して ください。

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と と 、中断しているアプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ンも含め、 SGD サーバー上で実行されているアプ リ ケーシ ョ ンセ
ッシ ョ ンがないこ とを確認します。

1. SGD ホス トにスーパーユーザー (root) と してログオンします。

2. SGD サーバーを停止します。

3. SGD をアンインス トールします。

注 - これに失敗した場合、手動で SGD パッケージを削除しなければならないかもし
れません。 Linux プラ ッ ト フォームでは rpm -e tta コマンド 、 Solaris OS プラ ッ
ト フォームでは pkgrm tta コマンドで削除して ください。

4. SGD インス トールディ レク ト リ を削除します。  

5. SGD とパッチ ( 適用されていた場合 ) を再インス トールします。

これによ り 、プ リ ンタキュー、 rc スク リプ ト 、およびパッケージデータベースが
インス トールされます。

6. SGD サーバーを停止します。

7. SGD インス トールディ レク ト リ を削除します。

8. バッ クアップから  SGD インス トールを復元します。

注 - 必ずサーバーのバッ クアップから復元して ください。 また、ホス トの DNS 名が
変更されていないこ とを確認して ください。

9. SGD サーバーを再起動します。

# tarantella uninstall --purge

# rm -rf /opt/tarantella

# rm -rf /opt/tarantella
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アレイ と負荷分散の ト ラブルシューティ
ング
この節では、 SGD サーバーの使用時に発生する一般的な問題、およびその解決方法
について説明します。

こ こで説明する ト ラブルシューティングの ト ピッ クは次のとおりです。

■ 445 ページの 「 アレイ回復に関する ト ラブルシューティング 」

■ 447 ページの 「 時刻同期の問題に関する ト ラブルシューティング 」

■ 448 ページの 「 Advanced Load Management に関する ト ラブルシューティ ング 」

■ 453 ページの 「 SGD が大量のネッ ト ワーク帯域幅を使いすぎる 」

■ 454 ページの 「 ファ イアウォール越えモード時にユーザーが SGD サーバーに接続
できない 」

■ 455 ページの 「 ユーザーが自分のセッシ ョ ンを再配置できない 」

アレイ回復に関する ト ラブルシューティ ング

アレイ回復使用時に発生した問題の診断や修正を行いやすくするために、次のこ とを
行えます。

■ SGD アレイの状態情報を表示する

■ アレイ回復のロギングを有効にする

SGD アレイの状態情報の表示

ある  SGD サーバー上で tarantella status コマンドを使用する と 、そのサーバ
ーの状態情報が表示されます。

この節では、アレイ内のプライマ リサーバーが停止したと きに tarantella 
status を使用して SGD アレイの状態情報を表示する例をいくつか示します。 363 
ページの 「 プラ イマ リサーバーの停止 」  に、 このアレイ回復のシナリオの詳しい説
明があ り ます。

この例で使用されている元のネッ ト ワーク構成は、次のよ うに、 ド メ イン  
example.com にある  SGD サーバーの 3 つのノードのアレイです。

■ プライマ リサーバー – boston

■ セカンダ リサーバー – newyork 、 detroit
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プライマ リサーバー boston が停止したと きに、 newyork で tarantella 
status を実行する と 、次のよ うに、 SGD アレイに接続の問題があるこ とが示され
ます。

アレイ内の各 SGD サーバーから報告されるアレイ メ ンバーシップが一致しない場合
には、 tarantella status で、アレイ内のすべての SGD サーバーから見たアレ
イ構成が表示されます。たとえば、 フェイルオーバー段階で newyork で 
tarantella status を実行する と 、次の情報が表示される可能性があ り ます。

tarantella status コマンドは、アレイが修復済みの状態にあるかど うかを示し
ます。たとえば、 フェイルオーバー段階の完了後、 detroit から  tarantella 
status を実行する と 、次の情報が表示される可能性があ り ます。

$ tarantella status
Array members (3):
 - newyork.example.com (secondary): Accepting standard connections.
 - boston.example.com (primary): NOT ACCEPTING CONNECTIONS.
 - detroit.example.com (secondary): Accepting standard connections.
...

$ tarantella status
Inconsistent array: the servers report different array membership.

...
boston.example.com reports an error:
 - Host is unavailable

newyork.example.com reports 3 members as:
 - newyork.example.com
 - boston.example.com
 - detroit.example.com

detroit.example.com reports 1 member as:
- detroit.example.com

$ tarantella status
Array members (2):
 - newyork.example.com (primary)
 - detroit.example.com (secondary)
...
This node is in a repaired array. Any alterations to array state will prevent 
recovery of the original array.
Use the tarantella status --originalstate command to see the original array 
state.
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--originalstate オプシ ョ ンを使用する と 、修復前のアレイのメンバーが一覧表
示されます。たとえば、アレイ内の任意のサーバーで --originalstate オプシ ョ
ンを使用する と 、次のよ うに、元のアレイ メンバーが示されます。

復 旧 段階後、 tarantella status コマンドを使用して、元のアレイ配列が再作成
されたこ とを検証できます。たとえば、 newyork で tarantella status を実行
する と 、次の情報が表示される可能性があ り ます。

アレイ回復のロギングの有効化

アレイ回復のロギングを有効にするには、 Administration Console の 「 グローバル
設定 」 → 「 監視 」 タブの 「 ログフ ィルタ 」 フ ィールドに、次のログフ ィルタを追加
します。

SGD ログフ ィルタの設定および使用の詳細については、 415 ページの 「 ログフ ィル
タを使用した SGD サーバーの ト ラブルシューティ ング 」 を参照して ください。

時刻同期の問題に関する ト ラブルシューティング

アレイ内の SGD サーバーの時刻が同期していない場合は、問題が発生する可能性が
あ り ます。可能な場合は、 NTP ソフ ト ウェアまたは rdate コマンドを使用して、
すべての SGD ホス トの時刻を確実に同期させて ください。

$ tarantella status --originalstate
Original array members (3):
 - boston.example.com (primary)
 - newyork.example.com (secondary)
 - detroit.example.com (secondary)
...

$ tarantella status
Array members (3):
 - newyork.example.com (secondary): Accepting standard connections.
 - boston.example.com (primary): Accepting standard connections.
 - detroit.example.com (secondary): Accepting standard connections.
...

server/failover/*:failover%%PID%%.log
server/failover/*:failover%%PID%%.jsl
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アレイの時刻同期の問題を示すには、プラ イマ リ  SGD サーバー上で tarantella 
status コマンドを実行します。次の例は、セカンダ リサーバー 
newyork.example.com の時刻の同期がずれいてるこ とを示しています。

時刻の同期がずれている場合は、 Administration Console の 「 Secure Global 
Desktop サーバー 」 タブで警告メ ッセージも表示されます。

アレイ内の各 SGD サーバーの時刻設定を表示するには、次のよ うに、tarantella 
status の --byserver オプシ ョ ンを使用します。

Advanced Load Management に関する ト ラブルシ
ューティング

アプリ ケーシ ョ ンの負荷分散を 「 小 CPU 使用量 」 方式および 「 大空き メモ リー
」 方式で行う と きに問題が発生する場合には、問題の理解に役立つ情報を次の場所か
ら入手できます。

$ tarantella status
Array members (3):
 - boston.example.com (primary): Accepting standard connections.
 - newyork.example.com (secondary): Accepting standard connections.
 - detroit.example.com (secondary): Accepting standard connections.

WARNING: The clocks on the array nodes are not synchronized.
The following array members disagree with the primary:
- newyork.example.com

$ tarantella status --byserver

boston.example.com:
 - Array member (primary): Accepting standard connections.
...

 - Current time reported: Wed Apr 28 09:36:16 BST 2010

newyork.example.com:
 - Array member (secondary): Accepting standard connections.
...

 - Current time reported: Wed Apr 28 09:38:02 BST 2010

detroit.example.com:
 - Array member (secondary): Accepting standard connections.
...

 - Current time reported: Wed Apr 28 09:36:16 BST 2010

WARNING: The clocks on the array nodes are not synchronized.
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■ SGD サーバーのログファ イル

Administration Console の 「 グローバル設定 」  → 「 監視 」 タブで、 「 ログフ ィル
タ 」 フ ィールドに次のフ ィルタを追加します。

アプ リ ケーシ ョ ンを実行するアプ リ ケーシ ョ ンサーバーがどのよ うに決定された
か、およびそのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーから送信されるデータに関する詳細な
情報を入手できます。

SGD ログフ ィルタの設定および使用の詳細については、 415 ページの 「 ログフ ィ
ルタを使用した SGD サーバーの ト ラブルシューティ ング 」 を参照して ください。

■ SGD 拡張モジュールのログ

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの場合、 これ
らは /opt/tta_tem/var/log/tier3loadprobePID_error.log  ファ イルに
あ り ます。  

Windows アプリケーシ ョ ンサーバーの場合は、 イベン ト  ビューアに表示されます。

■ 負荷分散サービス接続 CGI (Common Gateway Interface) プログラム

http://applicationserver:3579?get&ttalbinfo という  URL にアクセスします。

これらの情報を使用して、次の一般的な問題を ト ラブルシューティングできます。

■ 449 ページの 「 負荷分散サービスが動作しない 」

■ 450 ページの 「 SGD がアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散プロパティーファ イ
ルを無視する 」

■ 451 ページの 「 あるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが 1 度も選択されない 」

■ 451 ページの 「 あるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが常に選択される 」

■ 452 ページの 「 同一のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが 2 つ存在するが、一方が実行す
るアプ リ ケーシ ョ ンの数が他方よ り も多い 」

■ 452 ページの 「 SGD サーバーのログファ イルに ID が不明の更新が着信したこ とが
表示される 」

負荷分散サービスが動作しない

負荷分散サービスが動作していないと考えられる場合は、次の点を確認してください。

SGD 拡張モジュールがインス トールされていて、動作していますか。

Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの場合は、 「 コン ト ロール パネル 」  
→ 「 管理ツール 」  → 「 サービス 」 を使用して、 「 Tarantella Load Balancing 
Service 」 が表示され開始されているこ とを確認します。

server/tier3loadbalancing/*:t3loadbal%%PID%%.log
server/tier3loadbalancing/*:t3loadbal%%PID%%.jsl
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UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの場合は、次のコ
マンドをスーパーユーザー (root) と して実行して、負荷分散プロセスが稼働している
こ とを確認します。

プラ イマ リ  SGD サーバーは動作していますか。  

アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上の負荷分散サービスは、負荷情報をプライマ リ  SGD サ
ーバーに送信します。プラ イマ リ を使用できない場合は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー
の負荷分散方式と して 「 少アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン数 」 が使用されます。

ファ イアウォールが負荷分散サービスをブロ ッ ク していませんか。

負荷分散サービスが機能するには、 ファ イアウォールで次の接続を許可する必要があ
り ます。

■ SGD サーバーとアプ リ ケーシ ョ ンサーバー間の TCP 接続 ( ポート  3579) 。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD サーバー間の UDP 接続 ( ポート  3579) 。

注 - これらの接続では、認証は必要あ り ません。

ログファ イルにはどのよ う なログが記録されていますか。

ログファ イルで詳細情報を確認します。詳細については、 448 ページの 「 Advanced 
Load Management に関する ト ラブルシューティ ング 」  を参照して ください。

SGD がアプリ ケーショ ンサーバーの負荷分散プロパティ
ーファ イルを無視する

アプリ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散プロパティーファ イルを作成したあとで、プラ
イマ リ  SGD サーバーをウォーム リ スター トする必要があ り ます。次のコマンドをス
ーパーユーザー (root) と して実行して ください。

SGD サーバーにログインしているユーザーがいないこ と 、および中断されているア
プ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンも含め、 SGD サーバー上で実行されているアプ リ ケーシ
ョ ンセッシ ョ ンがないこ とを確認して ください。

# /opt/tta_tem/bin/tem status

# tarantella restart sgd --warm
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あるアプリ ケーショ ンサーバーが 1 度も 選択さ れない

アプリ ケーシ ョ ンを実行するサーバーと して 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの 1 つが一
度も選択されない場合は、次の点を確認して ください。

そのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーで負荷分散サービスが実行されていますか。

449 ページの 「 負荷分散サービスが動作しない 」 を参照して ください。

そのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを使用してアプ リ ケーシ ョ ンを実行できますか。

Administration Console でアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を確認します。
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの 「 一般 」 タブの 「 アプ リ ケーシ ョ ン起動 」
チェ ッ クボッ クスが選択されているこ とを確認します。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが稼働しているこ とを確認します。

ログファ イルにはどのよ う なログが記録されていますか。

ログファ イルで詳細情報を確認します。詳細については、 448 ページの 「 Advanced 
Load Management に関する ト ラブルシューティ ング 」 を参照して ください。

あるアプリ ケーショ ンサーバーが常に選択さ れる

アプリ ケーシ ョ ンを実行するサーバーと して 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの 1 つが負
荷に関係なく常に選択される場合は、次の点を確認して ください。

アプ リ ケーシ ョ ンを実行するために複数のアプリ ケーシ ョ ンサーバーが設定されてい
ますか。

アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブ
を確認します。

ほかのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーをアプ リ ケーシ ョ ンの実行に使用できますか。

Administration Console でアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を確認します。 「
一般 」 タブの 「 アプ リ ケーシ ョ ン起動 」 チェ ッ クボッ クスが選択されているこ とを確
認します。

すべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが稼働しているこ とを確認します。

適切な負荷分散方式が選択されていますか。
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Administration Console で、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 パフォーマンス 」 タ
ブか、 「 グローバル設定 」  → 「 パフォーマンス 」 タブで、負荷分散方式と して 「
大空き メモ リー 」 または 「 小 CPU 使用量 」 のいずれかが選択されているこ とを確
認します。

サーバーアフ ィニティーを使用していますか。  

サーバーアフ ィニティーとは、ユーザーが 後に起動したアプ リ ケーシ ョ ン と同じア
プ リ ケーシ ョ ンサーバー上で、アプ リ ケーシ ョ ンを起動しよ う とする こ とです。サー
バーアフ ィニティーは、デフォル トで有効になっています。 390 ページの 「 サーバー
アフ ィニティー 」  を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで負荷分散サービスが動作していますか。

449 ページの 「 負荷分散サービスが動作しない 」 を参照して ください。

ログファ イルにはどのよ う なログが記録されていますか。

ログファ イルで詳細情報を確認します。詳細については、 448 ページの 「 Advanced 
Load Management に関する ト ラブルシューティ ング 」 を参照して ください。

同一のアプリ ケーショ ンサーバーが 2 つ存在するが、 一
方が実行するアプリ ケーショ ンの数が他方より も 多い

サーバー負荷係数値がどちらのサーバーも同じであるこ とを確認します。 396 ページ
の 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの相対的な処理能力 」 を参照して ください。

SGD サーバーのログファ イルに ID が不明の更新が着信
したこ と が表示さ れる

SGD サーバーのログファ イルに、次のテキス ト を含む情報メ ッセージが表示される
こ とがあ り ます。

このメ ッセージは無視してもかまいません。 このメ ッセージは、プラ イマ リ  SGD サ
ーバーが再起動する と きにのみ生成されます。

Got an update for unknown id from machine applicationserver
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SGD が大量のネッ ト ワーク帯域幅を使いすぎる

SGD が大量のネッ ト ワーク帯域幅を使用している場合は、ユーザープロファ イルの
「 帯域幅の制限 」 属性を変更して、ユーザーが使用可能な 大帯域幅を減らします。

注 - 使用できる帯域幅を減らすと 、アプ リ ケーシ ョ ンの使い勝手に影響する場合があ
り ます。

Administration Console で、 「 ユーザープロファ イル 」 タブに移動し 、設定するユー
ザープロファ イルオブジェク ト を選択します。 「 パフォーマンス 」 タブに移動し 、 「
帯域幅の制限 」 リ ス ト から値を選択します。

または、次のコマンドを実行します。

使用可能な帯域幅は次のとおりです。

$ tarantella object edit --name obj --bandwidth bandwidth

Administration Console コマンド行

2400 bps 2400

4800 bps 4800

9600 bps 9600

14.4 Kbps 14400

19.2 Kbps 19200

28.8 Kbps 28800

33.6 Kbps 33600

38.8 Kbps 38800

57.6 Kbps 57600

64 Kbps 64000

128 Kbps 128000

256 Kbps 256000

512 Kbps 512000

768 Kbps 768000

1 Mbps 1000000

1.5 Mbps 1500000

10 Mbps 10000000

なし 0
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注 - デフォルトは 「 None 」 です。 これは、帯域幅の使用に制限がないこ とを意味し
ます。

フ ァ イアウォール越えモード時にユーザーが SGD 
サーバーに接続できない

ファ イアウォール越えモード時にユーザーが SGD サーバーに接続できない場合は、
通常、 SGD サーバーが SGD Web サーバーよ り 「 前に 」 起動したこ とが原因です。

ファ イアウォール越えモードの場合、 SGD サーバーはポート  443 で待機して、すべ
ての Web 接続を  localhost ポート  443 (127.0.0.1:443) 上で待機するよ う設定
されている  SGD Web サーバーに転送します。  

SGD サーバーが SGD Web サーバーよ り前に起動した場合、 SGD サーバーは使用可
能なすべてのインタフェースへのバインドを実行します。 このため、 SGD サーバー
はすべての Web 接続を自分自身に転送して無限ループに陥り ます。

1 つの解決策は、 SGD Web サーバーを常に SGD サーバーよ り前に起動するこ とで
す。 tarantella start コマンドを使用する場合、 SGD サーバーと  Web サーバ
ーは常に正しい順序で起動されます。

別の解決策は、 localhost インタフェースへのバインドを実行しないよ うに SGD 
を設定するこ とです。 これを実行するには、次のコマンドを使用します。

注 - 一部のシェルでは、二重引用符を使用できません。 これは、  "!127.0.0.1" と
した場合の !127 が置き換えられる場合があるためです。代わりに一重引用符 
'!127.0.0.1' を使用して ください。

SGD がバインドするインタフェースを正確に指定する場合にも 、 このコマンドを使
用できます。 この場合は、 DNS 名または IP アドレスのコンマ区切りの リ ス ト を入
力します。

ファ イアウォール越えモードでの SGD の実行に関する詳細については、
25 ページの 「 ファ イアウォール越え 」 を参照して ください。

 $ tarantella config edit \
--tarantella-config-server-bindaddresses-external "!127.0.0.1"
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ユーザーが自分のセッシ ョ ンを再配置できない

ユーザーが SGD サーバーからログアウ トせずに別の SGD サーバーにログインする
場合、通常、ユーザーのセッシ ョ ンが新規サーバーに再配置されます。 これは、 「 セ
ッシ ョ ンの移動 」 または 「 セッシ ョ ンの乗っ取り 」 と呼ばれるこ とがあ り ます。

アレイ内のすべての SGD サーバーの時刻が同期されていない場合、ユーザーセッシ
ョ ンの再配置が成功しないこ とがあ り ます。

SGD は、ユーザーセッシ ョ ン上のタイムスタンプを使って、どれが新しいかを判断しま
す。新しい方のユーザーセッシ ョ ンが現在の Webtop セッシ ョ ンと見なされます。時刻
が同期されていないと 、 タイムスタンプは、誤った情報を与える場合があり ます。

時刻の同期は重要であるため、 Network Time Protocol (NTP) ソフ ト ウェアを使って
時刻を同期します。 または、 rdate コマンドを実行します。

SGD のユーザーセッシ ョ ンの詳細については、 411 ページの 「 ユーザーセッシ ョ ン
とアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」  を参照して ください。
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付録 A

グローバル設定とキャ ッシュ

Oracle Secure Global Desktop (SGD) 全体に適用される設定には、 「 グローバル設定
」 タブを使用します。 「 グローバル設定 」 タブに変更を加える と 、アレイ内のすべて
の SGD サーバーが影響を受けます。

パスワードキャ ッシュ内およびトークンキャ ッシュ内のエン ト リの表示と管理には、
「 キャ ッシュ 」 タブを使用します。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 458 ページの 「 「 Secure Global Desktop 認証 」 タブ 」

■ 472 ページの 「 「 Service Objects 」 タブ 」

■ 477 ページの 「 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 タブ 」

■ 484 ページの 「 「 通信 」 タブ 」

■ 489 ページの 「 「 パフォーマンス 」 タブ 」

■ 492 ページの 「 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブ 」

■ 501 ページの 「 「 印刷 」 タブ 」

■ 506 ページの 「 「 セキュ リ テ ィー 」 タブ 」

■ 509 ページの 「 「 監視 」 タブ 」

■ 511 ページの 「 「 Resilience 」 タブ 」

■ 516 ページの 「 「 キャ ッシュ 」 タブ 」

■ 516 ページの 「 「 パスワード 」 タブ 」

■ 519 ページの 「 「 トークン 」 タブ 」
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「 Secure Global Desktop 認証 」 タブ
「 Secure Global Desktop 認証 」 タブを使用して、ユーザーが SGD にログインする
方法を制御します。設定は、アレイ内のすべての SGD サーバーに適用されます。設
定に対する変更は、すぐに反映されます。

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。  

ユーザー認証は、外部の認証機構 ( サードパーティーの認証 ) を使って実行できます。
また、指定した リポジ ト リ を使って認証を実行するこ と もできます ( システム認証 ) 。

「 Sun Secure Global Desktop 認証 」 タブには、次のセクシ ョ ンが含まれます。

■ 「 トークン とキャ ッシュ 」 。 このセクシ ョ ンには、次の属性が含まれます。

■ トークン生成

■ パスワードキャ ッシュ

■ 「 Secure Global Desktop の有効なシーケンス 」 。 このセクシ ョ ンには、現在の 
SGD 認証設定の概要が表示されます。 「 ユーザー認証の変更 」 ボタンをク リ ッ ク
する と 、認証ウ ィザードが起動します。 このウ ィザードを使って、 SGD の認証を
設定できます。認証ウ ィザードを参照して ください。

認証ウ ィザード

認証ウ ィザードを使用する と 、 SGD ユーザー用の認証設定処理を簡単に実行できま
す。認証ウ ィザードに表示される手順の数は、 ウ ィザード実行時の選択内容に応じて
異な り ます。

認証ウ ィザードで実行可能な手順は、次のとおりです。

■ 「 概要 」 。ユーザーが SGD への認証を実行する方法に関する背景情報を含みます。

■ 「 サードパーティー / システム認証 」 。  サードパーティーの認証とシステム認証の
どちらを使用するか、 または両方を使用するかど うかを選択します。

この手順には、次の属性が含まれます。

■ サードパーティーの認証

■ システム認証

■ 「 サードパーティーの認証 - ユーザー識別情報とユーザープロファ イル 」 。サード
パーティーの認証専用。認証されたユーザーのユーザー識別情報とユーザープロ
ファ イルの検索で使用する検索方式を選択します。

この手順には、次の属性が含まれます。
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■ ローカルリポジ ト リの検索

■ LDAP リ ポジ ト リ を検索

■ デフォルトのサードパーティー識別情報を使用

■ デフォルトの LDAP プロファ イルを使用

■ もっ と も近い LDAP プロファ イルを使用

■ 「 システム認証 - リ ポジ ト リ 」 。 システム認証専用。 1 つ以上のチェッ クボッ クス
を選択して、 SGD がユーザー情報の検出に使用する リポジ ト リ を有効にします。
リ ポジ ト リは、試行される順序に従って リ ス ト表示されます。 1 つのリポジ ト リ
がユーザーを認証する と 、それ以降のリポジ ト リは試されません。

この手順には、次の属性が含まれます。

■ LDAP / Active Directory

■ Unix

■ 認証トークン

■ Windows ド メ インコン ト ローラ

■ SecurID

■ 匿名

■ 「 Unix 認証 - ユーザープロファ イル 」 。 システム認証専用。 UNIX 認証を選択す
る と 、 この画面が表示されます。 1 つ以上のチェッ クボッ クスを選択して、
UNIX® システムユーザーの認証に使用するユーザープロファ イルの検索方法を指
定します。認証方式は、試行される順序に従って リ ス ト表示されます。ある検索
方式で一致するユーザープロファ イルが検索される と 、それ以降の方式は試され
ません。

この手順には、次の属性が含まれます。

■ ローカルリポジ ト リで Unix ユーザー ID を検索

■ ローカルリポジ ト リで Unix グループ ID を検索

■ デフォルトのユーザープロファ イルを使用する

■ 「 Window ド メ イン認証 - ド メ インコン ト ローラ 」 。システム認証専用。
Windows ド メ インコン ト ローラのシステム認証リポジ ト リ を選択する と 、 この画
面が表示されます。 こ こでは、 ド メ インコン ト ローラの名前を指定します。  

この手順には、 「 Windows ド メ イン 」 属性が含まれます。

■ 「 LDAP リ ポジ ト リの詳細 」 。サードパーティーの認証またはシステム認証用。
LDAP または Active Directory システム認証リポジ ト リ を選択した場合、 または
サードパーティーの認証に 「 LDAP リ ポジ ト リ を検索 」 オプシ ョ ンを選択した場
合に、 この画面が表示されます。 こ こでは、使用する  LDAP リ ポジ ト リの詳細を
指定します。

この手順には、次の属性が含まれます。

■ Active Directory

■ LDAP
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■ URL

■ ユーザー名とパスワード

■ 接続のセキュ リ テ ィー

■ Active Directory ベース ド メ イン

■ Active Directory デフォルト ド メ イン

「 LDAP リ ポジ ト リの詳細 」 の手順では、 generated とい うサービスオブジェ
ク ト を作成および管理できます。複数のサービスオブジェク トが設定されている
場合は、 「 Service Object 」 タブを使用してそれらの詳細を設定します。 472 ペー
ジの 「 「 Service Objects 」 タブ 」 を参照して ください。

■ 「 選択項目の確認 」 。 ウ ィザードで選択した項目の概要が表示されます。変更を
確定する前に、認証設定の内容を確認できます。

トークン生成

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

認証トークンを作成してユーザーに提供し 、ユーザーが SGD に自動的にログインで
きるよ うにするかど うかを設定します。

認証トークンが第三者に盗聴、使用されないよ う 、セキュア HTTPS (Hypertext 
Transfer Protocol over Secure Socket Layer) Web サーバーを使い、  セキュ リ テ ィー
サービスを有効にします。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-autotoken 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、ユーザー用の認証トークンの生成を有効にします。

パスワードキャ ッシュ

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

--login-autotoken 0
460 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



説明

ユーザーが SGD にログインするために入力したユーザー名とパスワードを 、パスワ
ードキャ ッシュに保存するかど うかを指定します。

SecurID 認証を使用する場合は、 SecurID パスワードが再 利 用されないよ うに、ユ
ーザー名とパスワードを保存しないでください。

SGD- では、サードパーティー認証で認証されたユーザーのユーザー名とパスワード
を格納するこ とはできません。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --launch-savettapassword 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、ユーザーログインの詳細をパスワードキャ ッシュに保存します。

サードパーティーの認証

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

サードパーティーの認証を有効にする場合は、チェ ッ クボッ クスを選択します。

この属性を使用する と 、 Web サーバー認証などのサードパーティーの機構から認証
されているユーザーに SGD へのアクセスを許可できます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-thirdparty 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、サードパーティーの認証を無効にします。

--launch-savettapassword 1

--login-thirdparty 0
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システム認証

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

ユーザー認証が SGD サーバーによ り実行されるこ とを指定します。 このオプシ ョ ン
を選択する と 、 ウ ィザードの画面でシステム認証の設定が可能にな り ます。

コマンド 行

この属性に相当するコマンド行はあ り ません。

ローカルリポジ ト リの検索

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

この属性は、サードパーティーの認証機構で認証されたユーザー識別情報とユーザー
プロファ イルを判定するために SGD が使用する検索方式を指定します。

この検索方式は、ユーザー識別情報をローカルリポジ ト リ内で検索して、一致するプ
ロファ イルを使用します。

追加の検索方式を選択した場合、表示された順番に検索方式が使用されます。ただし 、
サードパーティーの認証は曖昧なユーザーをサポート していないため、 初に一致し
たものが使用されます。

検索して一致するものが見つからなかった場合は、標準のログインページが表示され
ます。 このと きユーザーは、通常の方法で SGD にログインする必要があ り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-thirdparty-ens 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。
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次の例では、 ローカルリポジ ト リ内での一致するユーザープロファ イルの検索が無効
にな り ます。

LDAP リ ポジ ト リ を検索

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

LDAP リ ポジ ト リに対して 、サードパーティーの認証機構で認証されたユーザーのユ
ーザー識別情報を検索するこ とを指定します。

使用する検索方式は、 「 デフォル トの LDAP プロファ イルを使用 」 または 「 もっ と
も近い LDAP プロファ イルを使用 」 属性で定義されます。

コマンド 行

この属性に相当するコマンド行はあ り ません。

デフォル トのサードパーティー識別情報を使用

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

この属性は、サードパーティーの認証機構で認証されたユーザー識別情報とユーザー
プロファ イルを判定するために SGD が使用する検索方式を指定します。

この検索方式では、  検索は実行されません。ユーザー識別情報は、サードパーティ
ーのユーザー名です。サードパーティーのユーザープロファ イル (System 
Objects/Third Party Profile) が使用されます。

追加の検索方式を選択した場合、表示された順番に検索方式が使用されます。ただし
、サードパーティーの認証は曖昧なユーザーをサポート していないため、 初に一致
したものが使用されます。

検索して一致するものが見つからなかった場合は、標準のログインページが表示され
ます。 このと きユーザーは、通常の方法で SGD にログインする必要があ り ます。

--login-thirdparty-ens 0
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-thirdparty-nonens 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、デフォルトのユーザープロファ イルの使用が無効にな り ます。

デフォル トの LDAP プロファ イルを使用

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

説明

この属性は、サードパーティーの認証機構で認証されたユーザー識別情報とユーザー
プロファ イルを判定するために SGD が使用する検索方式を指定します。

この検索方式は、ユーザー識別情報を  LDAP リ ポジ ト リ内で検索してから 、デフォ
ル ト  LDAP ユーザープロファ イル (System Objects/LDAP Profile) を使用し
ます。

追加の検索方式を選択した場合、表示された順番に検索方式が使用されます。ただし 、
サードパーティーの認証は曖昧なユーザーをサポート していないため、 初に一致し
たものが使用されます。

検索して一致するものが見つからなかった場合は、標準のログインページが表示され
ます。 このと きユーザーは、通常の方法で SGD にログインする必要があ り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-ldap-thirdparty-profile 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 LDAP の検索とデフォルトの LDAP プロファ イルの使用が無効にな り
ます。

--login-thirdparty-nonens 0

--login-ldap-thirdparty-profile 0
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もっ と も近い LDAP プロファ イルを使用

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

説明

この属性は、サードパーティーの認証機構で認証されたユーザー識別情報とユーザー
プロファ イルを判定するために SGD が使用する検索方式を指定します。

この検索方式は、 LDAP と  SGD の命名体系の違いを考慮して、ユーザー識別情報を  
LDAP リ ポジ ト リ内で検索してから 、 ローカルリポジ ト リ内のもっと も近いユーザー
プロファ イルを使用します。

SGD は、一致するものが見つかるまで次の検索を行います。

■ LDAP 人物オブジェク ト と同じ名前を持つユーザープロファ イル。

たとえば、 LDAP 人物オブジェク トが cn=Emma Rald,cn=Sales,dc=
example,dc=com である場合、 SGD はローカルリポジ ト リで dc=com/dc=
example/cn=Sales/cn=Emma Rald を検索します。

■ LDAP 人物オブジェク ト と同じ組織単位に含まれるが、 cn=LDAP Profile とい
う名前を持つユーザープロファ イル。

たとえば、 dc=com/dc=example/cn=Sales/cn=LDAP Profile です。

■ いずれかの親の組織単位に含まれ、 cn=LDAP Profile とい う名前を持つユーザ
ープロファ イル。

たとえば、 dc=com/dc=example/cn=LDAP Profile です。

■ 一致するものが見つからない場合は、プロファ イルオブジェク ト  System 
Objects/LDAP Profile がユーザープロファ イルと して使用されます。

追加の検索方式を選択した場合、表示された順番に検索方式が使用されます。ただし 、
サードパーティーの認証は曖昧なユーザーをサポート していないため、 初に一致し
たものが使用されます。

検索して一致するものが見つからなかった場合は、標準のログインページが表示され
ます。 このと きユーザーは、通常の方法で SGD にログインする必要があ り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-ldap-thirdparty-ens 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。
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次の例では、 LDAP の検索と もっ と も近い LDAP プロファ イルの使用が無効にな り
ます。

LDAP / Active Directory
使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

LDAP ディ レク ト リサーバーまたは Active Directory サーバーを認証に使用するこ と
を指定します。

このオプシ ョ ンを選択する と 、 ウ ィザードの画面で、 LDAP ディ レク ト リサーバー
または Active Directory サーバーの詳細を入力できます。

コマンド 行

この属性に相当するコマンド行はあ り ません。

Unix
使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

UNIX の認証を有効にします。

このオプシ ョ ンを選択する と 、 ウ ィザードの画面で UNIX の認証を設定できます。

コマンド 行

この属性に相当するコマンド行はあ り ません。

--login-ldap-thirdparty-ens 0
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認証トークン

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

認証トークンを使用した認証を有効にします。

認証トークンを使用した認証を使用できるのは、 SGD ク ラ イアン トが統合モードで
動作している場合だけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-atla 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、認証トークンを使用した認証が無効にな り ます。

Windows ド メ インコン ト ローラ

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

Windows ド メ インコン ト ローラに対する認証を有効にします。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-nt 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 Windows ド メ インコン ト ローラの認証が無効にな り ます。

--login-atla 0

--login-nt 0
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SecurID
使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

RSA SecurID トークンを持つユーザーに、 SGD へのログインを許可します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-securid 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 SecurID 認証が無効にな り ます。

匿名

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

ユーザーがユーザー名とパスワードを入力せずに SGD にログインできるよ うにし
ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-anon 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、匿名のユーザー認証が無効にな り ます。

--login-securid 0

--login-anon 0
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ローカルリポジ ト リで Unix ユーザー ID を検索

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

認証された UNIX システムユーザーのユーザープロファ イルを検索する方式を指定
します。 ローカルリポジ ト リ内でユーザー識別情報を検索して、一致するユーザープ
ロファ イルを使用する場合に、 この属性を選択します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-ens 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 ローカルリポジ ト リ内での UNIX ユーザー ID の検索が有効になり ます。

ローカルリポジ ト リで Unix グループ ID を検索

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

認証された UNIX システムユーザーのユーザープロファ イルを検索する方式を指定
します。 UNIX ユーザー識別情報を使用し 、 ローカルリポジ ト リで、ユーザーの 
UNIX グループ ID に適合するユーザープロファ イルを検索する場合に、 この属性を
選択します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-unix-group 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 ローカルリポジ ト リ内での UNIX グループ ID の検索が有効になり ます。

--login-ens 1

--login-unix-group 1
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デフォルトのユーザープロファ イルを使用する

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

認証された UNIX システムユーザーのユーザープロファ イルを検索する方式を指定
します。認証されたユーザーのデフォル トの UNIX ユーザープロファ イル (System 
Objects/UNIX User Profile) を使用する場合に、 この属性を選択します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-unix-user 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、デフォルトの UNIX ユーザープロファ イル (System Objects/UNIX 
User Profile) の使用が有効にな り ます。

Windows ド メ イン

使用法 : Windows ド メ イン名をフ ィールドに入力します。

説明

Windows ド メ イン認証で使用する ド メ インコン ト ローラの名前。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-nt-domain dom

使用法 : こ こで、 dom は、ユーザーの認証に使用する  Windows ド メ インコン ト ロー
ラの名前です。

次の例では、ユーザーの認証に Windows ド メ インコン ト ローラ  
sales.indigo-insurance.com が使用されます。

--login-unix-user 1

--login-nt-domain sales.indigo-insurance.com
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Active Directory
使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

説明

Active Directory 認証を有効にします。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-ad 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 Active Directory 認証が有効にな り ます。

LDAP
使用法 : LDAP オプシ ョ ンを選択します。

説明

LDAP 認証を有効にします。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login-ldap 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 LDAP 認証が有効にな り ます。

--login-ad 1

--login-ldap 1
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「 Service Objects 」 タブ
「 Service Objects 」 タブでは、サービスオブジェク ト を表示、作成、編集、および
管理できます。サービスオブジェク トは、次の SGD 認証機構で使用される設定のグ
ループです。

■ Active Directory 認証。 54 ページの 「 Active Directory 認証 」 を参照してください
。

■ LDAP 認証。 66 ページの 「 LDAP 認証 」 を参照して ください。

■ LDAP リ ポジ ト リ検索を使用するサードパーティー認証。 76 ページの 「 サードパ
ーティーの認証 」 を参照して ください。

SGD アレイのサービスオブジェク ト を管理するには、 「 Service Objects List 」 テー
ブルのボタンを使用します。

LDAP または Active Directory 認証のいずれかを有効にするには、 「 リ ポジ ト リ タ イ
プ 」 オプシ ョ ンを使用します。 「 リ ポジ ト リ タ イプ 」 オプシ ョ ンは、 LDAP サービ
スオブジェク ト と  Active Directory サービスオブジェク トの両方が作成されている場
合にのみ使用できます。

サービスオブジェク ト を作成、削除、編集、および一覧表示するには、 コマンド行か
ら  tarantella service コマンドを使用します。 853 ページの 「 tarantella 
service コマンド 」 を参照して ください。

サービスオブジェク トについては、 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」
を参照して ください。

「 Service Objects List 」 テーブル

「 Service Objects List 」 テーブルには、 SGD アレイに対して設定されたサービスオ
ブジェク トが表示されます。

Secure Global Desktop 認証ウ ィザードを使用して、 LDAP 認証または Active 
Directory 認証を有効にする と 、 generated とい うサービスオブジェク トが自動的
に作成され、 「 Service Objects List 」 テーブルが表示されます。

「 Service Objects List 」 テーブルには、サービスオブジェク ト ご とに次の情報が表
示されます。

■ 位置。テーブル内のサービスオブジェク トの位置。 高の位置は 1 です。
SGD では、表示されている順に有効なサービスオブジェク トが使用されます。

■ 名前。サービスオブジェク トの名前。

■ 有効 / 無効。サービスオブジェク トが有効であるか無効であるかを指定します。
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■ タイプ。サービスオブジェク トのタイプ。 LDAP または Active Directory のいず
れか。

■ URL。LDAP サーバーまたは Active Directory フォレス トの URL.。複数の LDAP 
サーバーが指定されていて、複数の URL が表示される場所を指定します。

新しいサービスオブジェク ト を作成するには、 「 新規作成 」 ボタンを使用します。新
しいサービスオブジェク トは、 「 Service Objects List 」 テーブルの 後に追加され
ます。

選択したサービスオブジェク ト を編集するには、 「 編集 」 ボタンを使用します。

選択したサービスオブジェク ト を削除するには、 「 削除 」 ボタンを使用します。

選択したサービスオブジェク トのコピーを作成するには、 「 複製 」 ボタンを使用し
ます。

「 有効 」 ボタン と 「 無効 」 ボタンを使用する と 、選択したサービスオブジェク トの有
効な状態が切り替わり ます。

選択したサービスオブジェク トのテーブル内の位置を変更するには、 「 上に移動 」 ボ
タン と 「 下に移動 」 ボタンを使用します。

「 再読み込み 」 ボタンをク リ ッ クする こ とによ り 、 「 Service Objects List 」 テーブ
ルを更新できます。

サービスオブジェク ト を作成、複製、 または編集する と 、新しいウ ィ ンド ウが表示さ
れ、サービスオブジェク ト を設定できます。 このウ ィ ンド ウでは、次のよ う な 、一般
的に使用されるサービスオブジェク トの設定のみを行う こ とができます。

■ 名前

■ タイプ

■ 有効

■ URL

■ ユーザー名とパスワード

■ 接続のセキュ リ テ ィー

■ Active Directory ベース ド メ イン

■ Active Directory デフォル ト ド メ イン

tarantella service new または tarantella service edit コマンドが含ま
れるコマンド行からのみ設定可能な、詳細なサービスオブジェク ト設定もあ り ます。
詳細は、 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」 を参照して ください。

名前

使用法 : サービスオブジェク トの名前をフ ィールドに入力します。
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サービスオブジェク トの名前。

一度作成したサービスオブジェク トの名前は変更できません。サービスオブジェク ト
のコピーを別名で作成するには、 「 Service Objects List 」 テーブルの 「 複製 」 ボタ
ンを使用します。

名前で使用できるのは、小文字、数字、 または 「 _ 」 および 「 - 」 の文字のみです。

タ イプ

使用法 : LDAP オプシ ョ ンまたは Active Directory オプシ ョ ンのいずれかを選択し
ます。

タイプの設定は、サービスオブジェク ト を使用できる  SGD 認証機構を制御します。

LDAP 認証で Microsoft Active Directory サーバーを使用している場合でも 、 LDAP 
オプシ ョ ンを選択して ください。

Active Directory サービスオブジェク トは、 Active Directory 機構でのみ使用され
ます。

一度作成したサービスオブジェク トのタイプは変更できません。

有効

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。  

サービスオブジェク ト を有効にするかど うかを指定します。サービスオブジェク トは、
SGD で使用される前に有効にする必要があ り ます。

URL
使用法 : 1 つ以上の URL (Uniform Resource Locator) をフ ィールドに入力します。
各 URL はセ ミ コロンで区切り ます。  

LDAP サービスオブジェク トの場合は、 LDAP ディ レク ト リの URL を  1 つ以上入力
します。 URL は、 リ ス ト に指定した順番で使用されます。 リ ス ト内の 初の LDAP 
ディ レク ト リサーバーが使用不可能な場合、 リ ス ト内の次の LDAP ディ レク ト リサ
ーバーが SGD によ り試みられます。あるいは、 URL ごとに別々のサービスオブジ
ェク ト を作成するこ と もできます。 SGD では、位置の順に各サービスオブジェク ト
が使用されます。各 LDAP URL は、 ldap://server:port/searchroot の形式にな り
ます。 これらの各属性は、次のよ うに定義されます。

■ 「 サーバー 」 。 LDAP ディレク ト リサーバーの DNS (ド メ インネームシステム ) 名。
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■ 「 ポー ト 」 。 LDAP ディ レク ト リサーバーが接続を待機する  TCP (Transmission 
Control Protocol) ポート 。デフォルトのポート を使用する場合は、ポートの設定
と前に付けるコロン (:) を省略するこ とができます。

■ 「 Searchroot 」 。検索ベース と して使用する識別名 (Distinguished Name 、 DN) 。
たとえば、 dc=example,dc=com などです。 これによ り 、ユーザー識別情報の検
索に使用する  LDAP ディ レク ト リの一部が指定されます。

LDAP ディ レク ト リサーバーが SSL (Secure Sockets Layer) 接続を使用する場合は、
ldaps:// 形式の URL を使用します。 SSL 接続では、 さ らに設定が必要な場合があ
り ます。 68 ページの 「 LDAP 認証のネッ ト ワーク要件 」 を参照して ください。

LDAP サービスオブジェク トに対して設定する  URL は、 ldap:// または 
ldaps:// のいずれかの、すべて同じタイプである必要があ り ます。 ldap:// の 
URL と  ldaps:// の URL を組み合わせて使用するこ とはできません。

Active Directory サービスオブジェク トの場合は、 Active Directory フォレス トの 
URL を入力します。たとえば、 ad://example.com のよ うに入力します。 URL は、
ad:// で始まる必要があり ます。入力できる  URL は 1 つだけです。

URL への接続をテス トするには、 「 テス ト 」 ボタンを使用します。

ユーザー名とパスワード

使用法 : ユーザー名とパスワードをフ ィールドに入力します。

ディ レク ト リサーバーを検索する権限のあるユーザーのユーザー名とパスワード 。

セキュ リ テ ィー上の理由から 、パスワードは、設定済みでもディ スプレイに表示され
ません。

LDAP サービスオブジェク トの場合は、ユーザーの DN を入力します。たとえば、
cn=sgd-user,cn=Users,dc=example,dc=com のよ うに入力します。 これは管理
者バインド  DN です。詳細は 69 ページの 「 LDAP のバインド  DN とパスワードの変
更 」 を参照してください。入力できるユーザー名とパスワードは 1 組だけであるため、
このユーザーが 「 URL 」 フ ィールドに記載されたすべての LDAP ディ レク ト リサー
バーを検索できる必要があ り ます。別のユーザー名とパスワードを使用する必要があ
る場合は、別のサービスオブジェク ト を作成します。ディ レク ト リサーバーで匿名バ
インドがサポート される場合、ユーザー名とパスワードは省略できます。匿名バイン
ドを使用するには、ユーザーデータに対して LDAP クエ リーを実行できる必要があ
り ます。

Active Directory サービスオブジェク トの場合、ユーザー名は user@example.com 
の形式になり ます。ユーザー名から ド メ イン名を省略した場合、 SGD は、 「 URL 」 、
「 Base Domain 」 、および 「 Default Domain 」 フ ィールドを使用してド メ インを取
得します。ユーザーは、 Active Directory でユーザー情報を検索する権限が必要です。
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コマンド行でディ レク ト リサーバーのユーザー名とパスワードを設定するには、
tarantella passcache コマンドを使用します。詳細については、 798 ページの
「 tarantella passcache コマンド 」 を参照して ください。

接続のセキュ リ テ ィー

使用法 : 必要なオプシ ョ ンを選択します。 SSL オプシ ョ ンを選択した場合は、 ク ラ イ
アン ト証明書を使用するオプシ ョ ンが使用可能にな り ます。

Active Directory サーバーへの接続をセキュ リティー保護するために使用される機構。

■ セキュ リ テ ィー保護された接続のために Kerberos プロ ト コルのみを使用するには 
– 「 接続のセキュ リ テ ィー 」 の Kerberos オプシ ョ ンを選択し 、 「 User Name 」
および 「 Password 」 フ ィールドにユーザー名とパスワードを入力します。 このオ
プシ ョ ンは、デフォルト で選択されています。

■ セキュ リ テ ィー保護された接続のために Kerberos および SSL を使用するには – 
「 接続のセキュ リ テ ィー 」 の SSL オプシ ョ ンを選択し 、 「 User Name 」 および
「 Password 」 フ ィールドにユーザー名とパスワードを入力します。  

■ セキュ リ テ ィー保護された接続に Kerberos 、 SSL 、およびク ラ イアン ト証明書を
使用するには – 「 接続のセキュ リ テ ィー 」 の SSL オプシ ョ ンを選択し 、 「 証明書
を使用する 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

SSL 接続を使用するために必要な追加の設定の詳細は、 58 ページの 「 Active 
Directory への SSL 接続 」 を参照して ください。

Active Directory ベース ド メ イン

使用法 : ド メ イン名をフ ィールドに入力します。

ユーザーがログイン時にド メ インの一部だけを入力した場合に、 SGD が Active 
Directory 認証に使用する ド メ イン 。  

たとえば、ベース ド メ インが example.com に設定されている と きに、ユーザーが 
rouge@west とい うユーザー名でログインした場合、 SGD はユーザーを  
rouge@west.example.com と して認証します。

Active Directory デフォルト ド メ イン

使用法 : ド メ イン名をフ ィールドに入力します。

ユーザーがログイン時にド メ インを指定しなかった場合に、 SGD が Active 
Directory 認証に使用する ド メ イン 。
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たとえば、デフォルト ド メ インが east.example.com に設定されている と きに、
ユーザーが rouge とい うユーザー名でログインした場合、 SGD はユーザーを  
rouge@east.example.com と して認証します。

「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 タブ
「 アプリ ケーシ ョ ン認証 」 タブの設定は、アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に、ユーザーに
表示される内容を制御します。

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

属性に対する変更は、すぐに反映されます。

このタブには、次のセクシ ョ ンが含まれます。

■ 認証

このセクシ ョ ンには、次の属性が含まれます。

■ パスワードキャ ッシュの使用

■ パスワードの期限が切れたと きのアクシ ョ ン

■ スマート カード認証

■ 認証ダイアログ

このセクシ ョ ンには、次の属性が含まれます。

■ ダイアログ表示

■ 「 パスワードを保存 」 ボッ クス

■ 「 常にスマート カードを使う 」 ボッ クス

■ 起動ダイアログ

このセクシ ョ ンには、次の属性が含まれます。

■ 表示の遅延

■ 「 起動の詳細 」 区画

パスワードキャ ッシュの使用

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。
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説明

SGD サーバー用にユーザーが入力したパスワードがパスワードキャ ッシュに格納さ
れている場合、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー用のパスワード と して試すかど うかを指定
します。

SGD ホス ト上で実行するよ うに設定されているアプ リ ケーシ ョ ンがある場合、 また
は 「 パスワードキャ ッシュ 」 が選択されている場合、 SGD サーバーのパスワードを
キャ ッシュに格納できます。

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの 「 パスワードキャ ッシュの使
用 」 属性によ り無効にされるこ とがあ り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --launch-trycachedpassword 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの認証時に、パスワードキャ ッシュに格納
された SGD パスワードが使用されます。

パスワードの期限が切れたと きのアクシ ョ ン

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

説明

アプリ ケーシ ョ ンサーバー上でユーザーのパスワードの有効期限が切れた場合に行わ
れるアクシ ョ ン 。

--launch-trycachedpassword 1
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次の表に、 コマンド行オプシ ョ ンおよび対応する  Administration Console のオプシ
ョ ンを示します。

Windows applications では、 ターミナルサーバーによって認証プロセスが処理され
ます。認証が成功したか失敗したかを示す情報は、 SGD に返されません。 これは、
SGD がいったん Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワードを
キャ ッシュに書き込むと 、ユーザーが Shift キーを押しながらアプ リ ケーシ ョ ンの リ
ンクをク リ ッ クするか、あるいは管理者がユーザーのエン ト リ をパスワードキャ ッシ
ュから削除しないかぎ り 、 SGD の認証ダイアログが二度と表示されないこ とを意味
します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --launch-expiredpassword manual | dialog | none

使用法 : オプシ ョ ンを指定します。

次の例では、ユーザーはターミナルウ ィンド ウを使ってパスワードを変更できます。

スマート カード認証

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

ユーザーがスマート カードを使用して Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーにログインできるよ うにします。

Administration Console コマンド行 説明

認証ダイアログ dialog SGD の認証ダイアログを表示します。

期限経過パスワードハン
ド ラ

manual ターミナルウ ィ ン ド ウを表示します。ユーザー
は、 このウ ィ ン ド ウを使ってパスワードを変更
できます。

起動失敗 none アクシ ョ ンをそれ以上実行しません。起動失敗
と して処理します。

--launch-expiredpassword manual
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --launch-allowsmartcard 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、ユーザーがスマート カードを使ってログインできるよ うにします。

ダイアログ表示

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

アプリ ケーシ ョ ンサーバーの認証ダイアログを表示するタイ ミ ングを制御します。チ
ェ ッ クボッ クスは相互に関連しており 、 3 つの考えられるオプシ ョ ンの中から選択で
きます。

次の表に、 コマンド行オプシ ョ ンおよび対応する  Administration Console のオプシ
ョ ンを示します。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンでは、 ターミナルサーバーによって認証プロセスが処理
されます。認証が成功したか失敗したかを示す情報は、 SGD に返されません。 これ
は、 SGD がいったん Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワー
ドをキャ ッシュに書き込むと 、ユーザーが Shift キーを押しながらアプ リ ケーシ ョ ン

--launch-allowsmartcard 1

Administration Console コマンド行 説明

Shift キーを押しながら ク リ ッ ク し
たと き  ( 選択 )
パスワードに問題がある と き  
( 選択 )

user ユーザーが Shift キーを押しながら
アプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクをク リ ッ ク
した場合、 またはパスワードに問題が
ある場合に、認証ダイアログを表示し
ます。

Shift キーを押しながら ク リ ッ ク し
たと き  ( 選択解除 )
パスワードに問題がある と き  
( 選択 )

system パスワードに問題がある場合にのみ、
認証ダイアログを表示します。

Shift キーを押しながら ク リ ッ ク し
たと き  ( 選択解除 )
パスワードに問題がある と き  
( 選択解除 )

none 認証ダイアログを一切表示しません。
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の リ ンクをク リ ッ クするか、あるいは管理者がユーザーのエン ト リ をパスワードキャ
ッシュから削除しないかぎ り 、 SGD の認証ダイアログが二度と表示されないこ とを
意味します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --launch-showauthdialog user | system | none

使用法 : オプシ ョ ンを指定します。

次の例では、 Shift キーを押しながら リ ンクをク リ ッ ク してアプ リ ケーシ ョ ンを起動
した場合、 またはパスワードに問題がある場合に、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの認証
ダイアログが表示されます。

「 パスワードを保存 」 ボッ クス

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

アプリ ケーシ ョ ンサーバーの認証ダイアログにある 「 パスワードを保存 」 チェ ッ クボ
ッ クスの初期状態と 、ユーザーがその状態を変更できるかど うかを制御する  2 つの
属性。

ユーザーがこの設定を変更できない場合、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキ
ャ ッシュにパスワードを保存できるかど うかは、 「 初期チェ ッ ク済み 」 属性によって
決ま り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --launch-savepassword-initial checked | 
unchecked

コマンドオプシ ョ ン : --launch-savepassword-state enabled | disabled

使用法 : 有効なオプシ ョ ンを指定します。

--launch-showauthdialog user
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次の例では、 「 パスワードを保存 」 チェ ッ クボッ クスの初期状態が選択されます。ユ
ーザーは、 この設定を変更できます。

「 常にスマート カードを使う 」 ボッ クス

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

アプリ ケーシ ョ ンサーバーの認証ダイアログにある 「 常にスマート カードを使う 」 チ
ェ ッ クボッ クスの初期状態と 、ユーザーがその状態を変更できるかど うかを制御する  
2 つの属性。

ユーザーがこの設定を変更できない場合、常にスマート カード認証を使用する という
ユーザーの決定がキャ ッシュ されるかど うかは、 「 初期チェ ッ ク済み 」 属性によって
決ま り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --launch-alwayssmartcard-initial 
checked|unchecked

コマンドオプシ ョ ン : --launch-alwayssmartcard-state enabled|disabled

使用法 : 有効なオプシ ョ ンを指定します。

次の例では、 「 常にスマート カードを使う 」 チェ ッ クボッ クスの初期状態が選択され
ます。ユーザーは、 この設定に変更できます。

表示の遅延

使用法 : 時間を秒単位でフ ィールドに入力します。

--launch-savepassword-initial checked
--launch-savepassword-state enabled

--launch-alwayssmartcard-initial checked
--launch-alwayssmartcard-state enabled
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説明

「 アプリ ケーシ ョ ンの起動 」 ダイアログをユーザーに表示するまでの遅延時間 
( 単位は秒 ) 。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --launch-showdialogafter secs

使用法 : こ こで、 secs は遅延時間 ( 単位は秒 ) です。

次の例では、 「 アプ リ ケーシ ョ ンの起動 」 ダイアログを  2 秒後に表示します。

「 起動の詳細 」 区画

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

「 アプ リ ケーシ ョ ンの起動 」 ダイアログの 「 起動の詳細 」 領域の初期表示状態、ユー
ザーがその状態を変更できるかど うか、およびアプ リ ケーシ ョ ンの起動に失敗した場
合に 「 起動の詳細 」 領域を表示するかど うかを制御する属性。

ユーザーがこの設定を変更できない場合、アプ リ ケーシ ョ ンの起動の詳細が表示され
るかど うかは、 「 デフォル トで表示 」 属性によって決ま り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --launch-details-initial hidden | shown

コマンドオプシ ョ ン : --launch-details-state enabled | disabled

Command option: --launch-details-showonerror 1 | 0

使用法 : 有効なオプシ ョ ンを指定します。

--launch-showdialogafter 2
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次の例では、 「 起動の詳細 」 領域の初期状態は非表示です。ユーザーは、 この設定を
変更できます。アプ リ ケーシ ョ ンの起動に失敗した場合、 「 起動の詳細 」 領域が表示
されます。  

「 通信 」 タブ
「 通信 」 タブの設定は、 ク ラ イアン トデバイス 、 SGD サーバー、およびアプ リ ケー
シ ョ ンサーバー間の接続を制御します。 また、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの再開機
能の動作も制御します。

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

このタブには、次のセクシ ョ ンが含まれます。

■ ポート

このセクシ ョ ンには、次の属性が含まれます。

■ 暗号化されていない接続ポート

■ 暗号化されている接続ポート

■ アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン

このセクシ ョ ンには、次の属性が含まれます。

■ AIP Keepalive の頻度

■ ユーザーセッシ ョ ン再開機能のタイムアウ ト

■ 全般的な再開機能のタイムアウ ト

■ 同期

この節には、 「 リ ソース同期サービス 」 属性が含まれます。

■ ユーザーセッシ ョ ン

この節には、 「 ユーザーセッシ ョ ンのアイ ドルタイムアウ ト 」 属性が含まれます。

暗号化されていない接続ポート

使用法 : ポート番号をフ ィールドに入力します。

--launch-details-initial hidden
--launch-details-state enabled
--launch-details-showonerror 1
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説明

ク ライアン トデバイス と  SGD サーバー間の 「 暗号化しない 」 接続で使用する  TCP ポ
ート番号。

標準接続のユーザーからの接続を可能にするには、 ファ イアウォールでこのポート を
開きます。標準接続は、 SSL を使用しない接続です。

この属性に対する変更を反映するには、アレイ内のすべての SGD サーバーを再起動
して ください。

デフォル トの TCP ポートは 3144 です。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-port-unencrypted tcp-port

使用法 : こ こで、 tcp-port は、暗号化しない接続で使用するポート番号です。

次の例では、暗号化しない接続に TCP ポート  3144 が使用されます。

暗号化されている接続ポート

使用法 : ポート番号をフ ィールドに入力します。

説明

ク ライアン トデバイス と  SGD サーバー間の 「 暗号化する 」 接続で使用する  TCP ポー
ト番号。

セキュア (SSL ベースの ) 接続のユーザーから  SGD への接続を可能にするには、 ファ
イアウォールでこのポート を開きます。

この属性に対する変更を反映するには、アレイ内のすべての SGD サーバーを再起動
して ください。

デフォル トの TCP ポートは 5307 です。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-port-encrypted tcp-port

--array-port-unencrypted 3144
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使用法 : こ こで、 tcp-port は、暗号化する接続で使用するポート番号です。

次の例では、暗号化する接続に TCP ポート  5307 が使用されます。

AIP Keepalive の頻度

使用法 : 時間を秒単位でフ ィールドに入力します。

説明

アプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが動作している間に、 keepalive メ ッセージをク ラ イア
ン トデバイスに送信する頻度を決定します。デフォル トの値は 100 秒です。

一部の HTTP (Hypertext Transfer Protocol) プロキシサーバーでは、サーバー上でア
クテ ィ ビテ ィーがない場合に、接続が閉じます。 keepalive を使用すれば、接続を開
いたままにするこ とができます。

keepalive メ ッセージを無効にする場合は、 この値を  0 に設定します。

この属性は、 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピングのために SGD ク ラ イアン ト と  SGD 
サーバー間の接続を開いたままにする場合にも使用します。

この属性に対する変更を反映するには、アレイ内のすべての SGD サーバーを再起動
して ください。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --sessions-aipkeepalive secs

使用法 : こ こで、 secs は、 keepalive の時間 ( 単位は秒 ) です。

次の例は、 100 秒ごとに keepalive メ ッセージがク ラ イアン トデバイスに送信され
ます。

ユーザーセッシ ョ ン再開機能のタイムアウ ト

使用法 : タイムアウ ト値を分単位でフ ィールドに入力します。

--array-port-encrypted 5307

--sessions-aipkeepalive 100
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説明

ユーザーセッシ ョ ンの動作中に再開できるよ うに設定されているアプリケーシ ョ ンで、
SGD への接続が失われた場合に、中断したアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの再開が保
証される時間 ( 分 ) 。ユーザーがログアウ ト した場合、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
は終了します。 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 」 属性を参照して ください。

この時間が経過する と 、 SGD サーバーはセッシ ョ ンを終了します。

アプ リ ケーシ ョ ンの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 : タイムアウ ト 」 属性を使って、
この設定を変更できます。

注 - SGD ク ラ イアン トが突然終了したためにアプ リ ケーシ ョ ンが中止される場合、
タイムアウ ト時間は 20 分延長されます。

この属性に対する変更は、すぐに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --sessions-timeout-session mins

使用法 : こ こで、 mins はタイムアウ ト値 ( 単位は分 ) です。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンは 1440 分間 (24 時間 ) 再開可能です。

全般的な再開機能のタイムアウ ト

使用法 : タイムアウ ト値を分単位でフ ィールドに入力します。

説明

一般的に再開可能である と設定されているアプ リ ケーシ ョ ンで、ユーザーがログアウ
トするか、 SGD への接続が失われた場合に、中断したアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
の再開が保証される時間 ( 単位は分 ) 。 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 」 属性を参照
して ください。

この時間が経過する と 、 SGD サーバーはセッシ ョ ンを終了します。

アプ リ ケーシ ョ ンの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 : タイムアウ ト 」 属性を使って、
この設定を変更できます。

--sessions-timeout-session 1440
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注 - SGD ク ラ イアン トが突然終了したためにアプ リ ケーシ ョ ンが中止される場合、
タイムアウ ト時間は 20 分延長されます。

この属性に対する変更は、すぐに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --sessions-timeout-always mins

使用法 : こ こで、 mins はタイムアウ ト値 ( 単位は分 ) です。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンは 11500 分間再開可能です。

リ ソース同期サービス

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

アレイの リ ソース複製を有効にするかど うかを設定します。

有効にした場合、アレイ内の各 SGD サーバーの 「 毎日のリ ソース同期時刻 」 によっ
て決められた時刻に、同期が開始されます。

リ ソースの同期はデフォル トで有効に設定されています。

この属性に対する変更は、すぐに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-resourcesync 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、アレイの リ ソース同期を無効にします。

--sessions-timeout-always 11500

--array-resourcesync 0
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ユーザーセッシ ョ ンのアイ ドルタイムアウ ト

使用法 : タイムアウ ト値を秒単位でフ ィールドに入力します。

説明

アプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンや Webtop のアクティ ビティーのない状態が指定の期間
だけ続く と 、ユーザーセッシ ョ ンは自動的に終了します。 タイムアウ トは、アレイ内
のすべての SGD サーバーに適用されます。  

ユーザーセッシ ョ ンのアイ ドルタイムアウ トは、デフォルトでは無効になっています。
0 に設定する と 、 この機能はオフにな り ます。  

注意 - 300 秒 (5 分 ) 未満のアイ ドルタイムアウ トは設定しないでください。

次のデバイスでのアクティビティーはアイ ドルタイムアウ ト時間に影響を与えません。

■ シ リ アルポート

■ スマート カード

■ オーディオ

この属性に対する変更を反映するには、アレイ内のすべての SGD サーバーを再起動
して ください。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --webtop-session-idle-timeout secs

使用法 : こ こで、 secs は、 タイムアウ ト値 ( 単位は秒 ) です。

次の例では、 1800 秒 (30 分 ) 間アクティブでない状態が続く と 、ユーザーセッシ ョ
ンは自動的に終了します。

「 パフォーマンス 」 タブ
「 パフォーマンス 」 タブの属性は、次の負荷分散設定に使用します。

■ アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンのホス トに使用する  SGD サーバーを選択する方法

--webtop-session-idle-timeout 1800
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■ アプ リ ケーシ ョ ンのホス トに使用するアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを選択する方法

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

属性に対する変更は、すぐに反映されます。

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの負荷分散

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

説明

アプリ ケーシ ョ ンの起動時に、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをホス トするアレイ内の 
SGD サーバーの選択に使用されるアルゴ リ ズム 。言い換える と 、ユーザーがアプ リ
ケーシ ョ ンを起動したと きに、プロ ト コルエンジンの実行場所の選択に使用する方法。

ユーザーセッシ ョ ンをホス トするアレイ内の SGD サーバーを選択する場合は、
「 ユーザーセッシ ョ ンをホス トするサーバー 」 を選択します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --sessions-loadbalancing-algorithm algorithm

使用法 : こ こで、 algorithm は、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンで使用する負荷分散ア
ルゴ リ ズムです。

次に示すアルゴ リ ズムを使用できます。

■  ユーザーセッシ ョ ンをホス トするサーバー – 
.../_beans/com.sco.tta.server.loadbalancing.tier2.LocalLoadBal
ancingPolicy

■  小 CPU 使用量 – 
.../_beans/com.sco.tta.server.loadbalancing.tier2.CpuLoadBalan
cingPolicy

■  少アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン数 – 
.../_beans/com.sco.tta.server.loadbalancing.tier2.SessionLoadB
alancingPolicy
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次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンのホス トに使用するユーザーセッシ ョ ンを
ホス トする  SGD サーバーを指定します。

アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

説明

アプリ ケーシ ョ ンの実行にもっと も適したアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを選択するため
に、 SGD が使用するデフォル ト アルゴ リ ズム 。アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、アプ
リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブで
定義されたサーバーから選択されます。

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散 」 属性
の値が 「 グローバル設定の上書き 」 に設定されていない場合にのみ使用されます。

次のいずれかの設定を選択します。

■ 「 大空き メモ リー 」 。 もっ と も空き メモ リーが大きいアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーを選択します。

■ 「 小 CPU 使用量 」 。 CPU ( 中央演算処理装置 ) のアイ ドル時間がもっと も長い
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを選択します。

■ 「 少アプ リ ケーシ ョ ン数 」 。 SGD を通じて実行されるアプ リ ケーシ ョ ンセッシ
ョ ンがもっ と も少ないアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを選択します。 これは、デフォ
ル ト設定です。

注 -  「 大空き メモ リー 」 および 「 小 CPU 使用量 」 のアルゴ リ ズムを使用するに
は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに SGD 拡張モジュールをインス トールする必要があ
り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --launch-loadbalancing-algorithm cpu | memory | 
sessions

使用法 : 有効なオプシ ョ ンを指定します。

--sessions-loadbalancing-algorithm \
.../_beans/com.sco.tta.server.loadbalancing.tier2.LocalLoadBalancingPolicy
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次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンがもっと も少ないアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーが、アプ リ ケーシ ョ ンの実行に使用されます。

「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブ
「 ク ライアン トデバイス 」 タブに表示される属性は、ユーザーのク ラ イアン トデバイ
スの設定です。 このタブは、 SGD を介して表示されるアプ リ ケーシ ョ ンのク ラ イア
ン トデバイス機能の使用を制御します。

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

このタブには、次のセクシ ョ ンが含まれます。

■ ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング

このセクシ ョ ンには、次の属性が含まれます。

■ Windows ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング

■ Unix ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング

■ 動的なド ラ イブマッピング

■ オーディオ

このセクシ ョ ンには、次の属性が含まれます。

■ Windows オーディオ

■ Unix オーディオ

■ その他の機能

このセクシ ョ ンには、次の属性が含まれます。

■ スマート カード

■ シ リ アルポート マッピング

■ コピー＆ペース ト

■ ク ラ イアン トの Clipboard Security Level

■ タイムゾーンマップファ イル

■ プロファ イルの編集

この節には、 「 編集 」 属性が含まれます。

--launch-loadbalancing-algorithm sessions
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Windows ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで実行されているアプ リ ケーシ ョ ンのク ラ イア
ン ト ド ラ イブマッピング (CDM) を有効にするかど うかを指定します。

この属性に対する変更が反映されるのは、新規ユーザーセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-windowscdm 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、アレイの Windows CDM を有効にします。

Unix ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーで実行されている  
CDM アプ リ ケーシ ョ ンを有効にするかど うかを指定します。

UNIX プラ ッ ト フォーム CDM を使用するには、 Oracle Secure Global Desktop 拡張
モジュール (SGD 拡張モジュール ) がアプリケーシ ョ ンサーバーにインス トールされ、
稼働している必要があ り ます。

UNIX プラ ッ ト フォーム CDM を有効にしても 、アレイのすべての SGD サーバーを
再起動しないと 、 CDM サービスを 利 用できるよ うにな り ません。アレイを再起動
せずに、手動で CDM サービスを開始するには、アレイ内のすべての SGD サーバー
で tarantella start cdm  コマンドを実行します。

--array-windowscdm 1
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UNIX プラ ッ ト フォーム CDM を無効にしても 、アレイ内のすべての SGD サーバー
を再起動しないと 、 CDM プロセスは停止しません。アレイを再起動せずに、手動で 
CDM サービスを停止するには、アレイ内のすべての SGD サーバーで tarantella 
stop cdm  コマンドを実行します。

この属性に対する変更が反映されるのは、新規ユーザーセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-unixcdm 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、アレイの UNIX プラ ッ ト フォーム CDM を有効にします。

動的なド ラ イブマッピング

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

アレイの動的なド ラ イブマッピングを有効にするかど うかを指定します。 この機能に
よ り 、 USB (Universal Serial Bus) ド ラ イブなどの取り外し可能ス ト レージデバイス
の 「 ホッ ト プラグ 」 が有効にな り ます。

デフォル トでは、 SGD アレイの動的なド ラ イブマッピングは有効になっています。  

動的なド ラ イブマッピングを使用するには、アレイで CDM が有効になっている必要
があ り ます。つま り 、 「 Windows ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 または 「
Unix ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 属性を有効にする必要があ り ます。

UNIX および Linux プラ ッ ト フォームのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの動的なド ラ イブ
マッピングを使用するには、 Oracle Secure Global Desktop 拡張モジュール (SGD 拡
張モジュール ) がアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにインス トールされ、稼働している必要
があ り ます。

この属性に対する変更は、アレイ内のすべての SGD サーバーを再起動して初めて反
映されます。

--array-unixcdm 1
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-dyndevice 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、アレイの動的なド ラ イブマッピングを無効にします。

Windows オーディオ

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

アレイの Windows オーディオサービスを使用可能にするかど うかを設定します。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンのオーディオを再生するには、 Windows ターミナルサ
ーバーでオーディオの リ ダイレクシ ョ ンを有効にする必要があ り ます。

この属性に対する変更が反映されるのは、新規ユーザーセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-audio 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、アレイの Windows オーディオサービスを無効にします。

Windows オーディオの音質

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

説明

オーディオデータのサンプ リ ングレート 。

--array-dyndevice 0

--array-audio 0
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オーディオの音質を調整する と 、送信されるオーディオデータ量が増加または減少し
ます。

デフォル トでは、 「 中音質オーディオ 」 が使用されます。  

次のサンプ リ ングレートがあ り ます。

■ 「 低音質オーディオ 」  - 8 kHz 。

■ 「 中音質オーディオ 」  - 22.05 kHz 。

■ 「 高音質オーディオ 」  - 「 中音質オーディオ 」 と同じ 。 これは、 ターミナルサービ
スの制限です。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-audio-quality low | medium | high

使用法 : オーディオの音質を指定します。

次の例では、 Windows オーディオサービスに中音質オーディオを指定します。

Unix オーディオ

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

アレイの UNIX プラ ッ ト フォームオーディオサービスを使用可能にするかど うかを
設定します。

UNIX プラ ッ ト フォームオーディオは X アプ リ ケーシ ョ ンでのみ使用できます。
SGD 拡張モジュールのオーディオモジュールがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにイン ト
ールされ、稼働している必要があ り ます。

この属性に対する変更が反映されるのは、新規ユーザーセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-unixaudio 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

--array-audio-quality medium
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次の例では、アレイの UNIX プラ ッ ト フォームオーディオサービスを無効にします。

Unix オーディオの音質

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

説明

オーディオデータのサンプ リ ングレート 。

オーディオの音質を調整する と 、送信されるオーディオデータ量が増加または減少し
ます。

デフォル トでは、 「 中音質オーディオ 」 が使用されます。  

次のサンプ リ ングレートがあ り ます。

■ 「 低音質オーディオ 」  - 8 kHz

■ 「 中音質オーディオ 」  - 22.05 kHz

■ 「 高音質オーディオ 」  - 44.1 kHz

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-unixaudio-quality low | medium | high

使用法 : オーディオの音質を指定します。

次の例では、 UNIX プラ ッ ト フォームオーディオサービスに中音質オーディオを指定
します。

スマート カード

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

--array-unixaudio 0

--array-unixaudio-quality medium
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説明

アレイのスマート カードサービスを使用可能にするかど うかを設定します。

スマート カードを使用するには、 Windows ターミナルサーバーでスマート カードデ
バイスの リ ダイレクシ ョ ンを有効にする必要があ り ます。

この属性に対する変更が反映されるのは、新規ユーザーセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-scard 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例は、アレイのスマート カードサービスを有効にします。

シ リ アルポート マッピング

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

アレイのシ リ アルポートにアクセス可能にするかど うかを設定します。

デフォル トでは、シ リ アルポートへのアクセスは有効です。

シ リ アルポートへのアクセスをユーザーごとに設定する場合は、組織、組織単位、 ま
たはユーザープロファ イルオブジェク トの 「 シ リ アルポート マッピング 」 属性を使用
します。

この属性に対する変更が反映されるのは、新規ユーザーセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-serialport 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

--array-scard 1
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次の例は、アレイのシ リ アルポートへのアクセスを有効にします。

コピー＆ペース ト

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

Windows および X アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンのコピー＆ペース ト操作を 、アレイ
で使用可能にするかど うかを設定します。

デフォル トでは、 コピー＆ペース トは使用可能になっています。

コピー＆ペース ト操作をユーザーごとに設定する場合は、組織、組織単位、 またはユ
ーザープロファ イルオブジェク トの 「 コピー＆ペース ト 」 属性を使用します。

この属性に対する変更が反映されるのは、新規アプリケーシ ョ ンセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-clipboard-enabled 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 Windows および X アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンでコピー＆ペース ト を
有効にします。

ク ラ イアン トの Clipboard Security Level
使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

説明

SGD ク ラ イアン トのセキュ リ テ ィーレベル。

Windows または X アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンおよびク ラ イアン ト ド ラ イブ上で実
行中のアプリ ケーシ ョ ン間で、 コピー＆ペース ト操作の制御に使用します。

--array-serialport 1

--array-clipboard-enabled 1
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セキュ リティーレベルには、任意の正の整数を指定できます。数値が大き くなるほど、
セキュ リティーレベルも高くなり ます。デフォルトのセキュ リティーレベルは 3 です。

この属性に対する変更が反映されるのは、新規アプリケーシ ョ ンセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-clipboard-clientlevel num

使用法 : こ こで、 num は、セキュ リ テ ィーレベルを指定する正の整数です。

次の例では、 クライアン トのク リ ップボードセキュ リティーレベルに 3 を指定します。

タ イムゾーンマップファ イル

使用法 : ファ イル名をフ ィールドに入力します。

説明

UNIX プラ ッ ト フォームク ラ イアン トデバイス と  Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーのタイムゾーン名との間のマッピングを含むファ イル。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --xpe-tzmapfile filename

使用法 : こ こで、 filename は、 タイムゾーンマップファ イルのパスです。

次の例では、 タイムゾーンマップファ イルが指定されます。

編集

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

--array-clipboard-clientlevel 3

--xpe-tzmapfile "%%INSTALLDIR%%/etc/data/timezonemap.txt"
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説明

SGD ク ラ イアン トで使う独自のプロファ イルの編集を 、ユーザーに許可するかど う
かを設定します。

デフォル トでは、プロファ イル編集は有効になっています。

プロファ イルの編集を禁止する と 、それは SGD 管理者を含む全ユーザーについて禁
止したこ とにな り ます。その場合でも 、 SGD 管理者は Profile Editor アプ リ ケーシ
ョ ンを使用してプロファ イルを作成および編集できます。

プロファ イル編集をユーザーごとに設定する場合は、組織、組織単位、 またはユーザ
ープロファ イルオブジェク トの 「 ク ラ イアン トプロファ イルの編集 」 属性を使用し
ます。

この属性に対する変更が反映されるのは、新規ユーザーセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-editprofile 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例は、アレイのユーザープロファ イル編集を有効にします。

「 印刷 」 タブ
「 印刷 」 タブに表示される属性は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンからの印刷を制御し
ます。  

このタブの設定はデフォル トの設定であ り 、次の属性で上書きできます。

■ 組織、組織単位、 またはユーザープロファ イルオブジェク トの 「 ク ラ イアン ト印
刷 : 上書き  (--userprintingconfig) 属性。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 ク ラ イアン ト印刷 : 上書き  
(--appprintingconfig) 属性。 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を設
定する と 、組織オブジェク ト 、組織単位オブジェク ト 、 またはユーザープロファ
イルオブジェク トの印刷設定よ り も優先されます。  

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

--array-editprofile 1
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ク ラ イアン ト印刷

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

説明

ユーザーが Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷できる ク ラ イアン トプ リ ンタを制御
します。

デフォル トでは、すべてのク ラ イアン トプ リ ンタに出力できます。

「 プ リ ンタなし 」 オプシ ョ ンを選択した場合でも 、 SGD PDF (Portable Document 
Format) プ リ ンタは使用できます。

この属性に対する変更は、新しいユーザーセッシ ョ ンに反映されます。

印刷をク ラ イアン トのデフォル トプ リ ンタのみで実行するよ うに SGD が設定されて
いる場合に、別のプリ ンタで印刷したいと きは、 SGD からログアウ ト します。次に、
デフォル トのプ リ ンタを変更して、 SGD に再度ログインします。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --printing-mapprinters 2 | 1 | 0

使用法 : 次のオプシ ョ ンのいずれかを指定します。

■ 2 - すべてのク ラ イアン トプ リ ンタへの印刷をユーザーに許可します。

■ 1 - ク ラ イアン トのデフォル トプ リ ンタへの印刷をユーザーに許可します。

■ 0 - 使用可能なク ラ イアン トプ リ ンタは存在しません。

次の例は、ユーザーが Windows アプ リ ケーシ ョ ンからすべてのク ラ イアン トプ リ ン
タに印刷できるよ うにします。

Universal PDF プ リ ンタ

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

--printing-mapprinters 2
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説明

ユーザーが SGD Universal PDF プリ ンタを使用して Windows アプ リ ケーシ ョ ンか
ら印刷するこ とを可能にします。

ユーザーが Universal PDF プリ ンタに印刷する場合、印刷ジ ョブが PDF ファ イルに
変換され、ユーザーのク ラ イアン トデバイス上で印刷されます。

デフォル トでは、 この機能は使用可能になっています。

この属性に対する変更は、新しいユーザーセッシ ョ ンに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --printing-pdfenabled 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンから  SGD Universal PDF プリ ンタへの印
刷を可能にします。

Universal PDF プ リ ンタをデフォル トにする

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷する場合に、 SGD Universal PDF プリ ンタをク
ラ イアン トのデフォルトプ リ ンタ と して設定します。

ユーザーが Universal PDF プリ ンタに印刷する場合、印刷ジ ョブが PDF ファ イルに
変換され、ユーザーのク ラ イアン トデバイス上で印刷されます。

この属性は、 Universal PDF プ リ ンタが有効な場合にのみ使用できます。  

Universal PDF プリ ンタはデフォル トプ リ ンタではあ り ません。

この属性に対する変更は、新しいユーザーセッシ ョ ンに反映されます。

--printing-pdfenabled 1
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --printing-pdfisdefault 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 SGD Universal PDF プ リ ンタがク ラ イアン トのデフォルトプ リ ンタに
設定されます。

Universal PDF ビューア

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

ユーザーが SGD Universal PDF ビューアプ リ ンタを使用して Windows アプ リ ケー
シ ョ ンから印刷するこ とを可能にします。

ユーザーが Universal PDF ビューアプ リ ンタに印刷する場合、印刷ジ ョブが PDF フ
ァ イルに変換されて、ユーザーのク ラ イアン トデバイス上で表示、保存、 または印刷
を実行できます。

デフォル トでは、 この属性は有効になっています。

この属性に対する変更は、新しいユーザーセッシ ョ ンに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --printing-pdfviewerenabled 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンから  SGD Universal PDF ビューアプ リ ン
タへの印刷を可能にします。

Universal PDF ビューアをデフォル トにする

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

--printing-pdfisdefault 1

--printing-pdfviewerenabled 1
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説明

Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷する場合に、 SGD Universal PDF ビューアプ リ
ンタをク ラ イアン トのデフォル トプ リ ンタ と して設定します。

ユーザーが Universal PDF ビューアプ リ ンタに印刷する場合、印刷ジ ョブが PDF フ
ァ イルに変換されて、ユーザーのク ラ イアン トデバイス上で表示、保存、 または印刷
を実行できます。

この属性は、 Universal PDF ビューアが有効な場合にのみ使用できます。  

Universal PDF ビューアプ リ ンタはデフォル トプ リ ンタではあ り ません。

この属性に対する変更は、新しいユーザーセッシ ョ ンに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --printing-pdfviewerisdefault 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 SGD Universal PDF ビューアプ リ ンタがク ラ イアン トのデフォル トプ
リ ンタに設定されます。

Postscript プ リ ンタ ド ラ イバ

使用法 : プ リ ンタ ド ラ イバ名をフ ィールドに入力します。

説明

SGD の PDF 印刷に使用するプ リ ンタ ド ラ イバの名前。 このプ リ ンタ ド ラ イバは、
SGD で使用するすべての Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにインス トールされ
ている必要があ り ます。  

PostScript™ プ リ ンタ ド ラ イバを指定して ください。デフォル トは、 HP Color 
LaserJet 2800 Series PS です。

プ リ ンタ ド ラ イバの名前は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにインス トールさ
れているプ リ ンタ ド ラ イバと正確に一致している必要があ り ます。特に、大文字と空
白文字に注意して ください。

--printing-pdfviewerisdefault 0
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/opt/tarantella/etc/data/default.printerinfo.txt ファ イルには、製造
元別に並べられた一般的なプ リ ンタ ド ラ イバ名の リ ス トが含まれています。エラーを
防ぐために、 このファ イルから ド ラ イバ名をコピー＆ペース ト して ください。

この属性に対する変更は、新しいユーザーセッシ ョ ンに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --printing-pdfdriver driver_name

使用法 : こ こで、 driver_name は PDF プリ ンタのド ラ イバ名です。

次の例では、 HP Laserjet 4000 ド ラ イバが PDF 印刷に使用されます。

「 セキュ リ テ ィー 」 タブ
「 セキュ リ テ ィー 」 タブ内の属性は、アレイ内のすべての SGD サーバーに適用され
るグローバルセキュ リ テ ィー属性です。  

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

新規パスワード暗号化鍵

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

パスワードキャ ッシュ用の新規暗号化鍵 を 、 SGD サーバーの再起動時に生成するか
ど うかを設定します。

新しい暗号化鍵が生成された場合、既存のパスワードキャ ッシュはその新しいキーを
使用して暗号化され、キャ ッシュにそのまま残り ます。

--printing-pdfdriver "HP Laserjet 4000 Series PS"
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --security-newkeyonrestart 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、パスワードキャ ッシュ用の新規暗号化鍵は、 SGD サーバーの再起動時
に生成されません。

印刷ネームマッピングのタイムアウ ト

使用法 : タイムアウ ト値を秒単位でフ ィールドに入力します。

説明

印刷ネームマッピングテーブルのエン ト リ を保持する期間。 このテーブルを使って、
ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンで印刷してから 、印刷ジ ョブを失う こ とな く アプ リ ケー
シ ョ ンを終了できるよ うにします。

アプリケーシ ョ ンサーバー上の 後のアプリケーシ ョ ンをユーザーが閉じた時点から 、
タイマーの計時が始ま り ます。

タイムアウ ト値には、アプ リ ケーシ ョ ンでプ リ ンタを選択してからプ リ ンタが応答す
るまでの 大遅延時間よ り も長い値を設定します。

この値を変更した場合、既存の終了タイムアウ トはすべて リセッ ト されます。 この属
性に対する変更は、すぐに反映されます。

テーブルをフラ ッシュするには、 0 を入力して、 「 適用 」 をク リ ッ ク します。次に、
タイムアウ ト を必要な値に設定できます。

テーブルを表示するには、 tarantella print status --namemapping コマン
ドを使用します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --security-printmappings-timeout seconds

使用法 : こ こで、 seconds はタイムアウ ト値 ( 単位は秒 ) です。

次の例では、印刷ネームマッピングテーブルは 1800 秒間 (30 分間 ) 保持されます。

--security-newkeyonrestart 0

--security-printmappings-timeout 1800
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接続定義

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

SGD へのユーザーのログイン時に、 「 接続 」属性を考慮するかど うかを設定します。

ユーザープロファ イル、組織単位、 または組織オブジェク トの 「 接続 」 属性を使用す
る場合、 このボッ クスを選択します。 コマンド行オプシ ョ ンの場合は 1 を設定します。

SGD セキュ リ テ ィーサービスが有効でない場合、 このチェ ッ クボッ クスの選択を解
除します。

SGD セキュ リ テ ィーサービスが有効な場合には、 このチェ ッ クボッ クスが選択され
ていて、かつほかの接続が定義されていないかぎ り 、セキュ リ テ ィー保護された接続
が使用されます。

このチェッ クボッ クスの選択を解除すると 、ユーザーはよ り迅速にログインできます。

この属性に対する変更は、すぐに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --security-applyconnections 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 SGD ログイン時の接続チェ ッ クを無効にします。

X ディ スプレイの X 認証

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

X 認証を使用してすべての SGD X ディ スプレイのセキュ リ テ ィーを向上させるかど
うかを指定します。 この属性を設定する と 、承認されていないユーザーが X ディ ス
プレイにアクセスするこ とを防ぐこ とができます。

デフォル トでは、 X 認証が有効になっています。

--security-applyconnections 0
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X 認証を使用するには、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに xauth がインス トールされて
いる必要があ り ます。

X 認証が有効になっている場合は、 SGD の標準の場所で xauth バイナリが検査され
ます。バイナリが標準以外の場所にある場合は、追加の設定が必要になるこ とがあ り
ます。

この属性に対する変更は、すぐに反映されます。

注 -  この属性によ りセキュ リ テ ィーが向上するのは、 SGD サーバーとアプ リ ケーシ
ョ ンサーバーの間にある  X ディ スプレイだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --security-xsecurity 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 X 認証を有効にします。

「 監視 」 タブ
「 監視 」 タブの設定は、システム メ ッセージログフ ィルタの設定や、課金サービスの
有効化で使用されます。

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

ログフ ィルタ

使用法 : フ ィルタ定義をフ ィールドに入力します。新規エン ト リ を追加するには、
リ ターンキーを押します。

--security-xsecurity 1
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説明

この属性は、 ログに記録する診断メ ッセージ、およびログメ ッセージの出力先のファ
イルまたはハンド ラを指定します。

この属性には複数の値を指定できます。各ログフ ィルタの形式は

複数のコンポーネン ト 、サブコンポーネン ト 、および重要度に一致させるには、 ワイ
ルドカード 「 * 」 を使用します。  

有効な出力先は、 ファ イル名またはプラグインログハンド ラの名前です。

ファ イル名に、プレースホルダ %%PID%% を使用できます。 %%PID%% には、プロ
セス  ID が代入されます。

この属性に対する変更は、すぐに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-logfilter filter...

使用法 : こ こで、 filter... は、 ログフ ィルタ定義のリ ス ト です。各フ ィルタ定義は、空
白文字で区切り ます。 フ ィルタにワイルドカード 「 * 」  を使用する場合は、シェル
によって展開されないよ う 、 フ ィルタを引用符で囲みます。

次の例では、 SGD サーバーの警告とエラーメ ッセージをすべて .log ファ イルに格
納するログフ ィルタを指定します。

課金サービス

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

アレイで請求処理サービスを使用可能にするかど うかを設定します。

このサービスは、アレイ内の SGD サーバーのディ スク容量を大量に使用する場合が
あ り ます。

component/subcomponent/severity:destination

--array-logfilter */*/*error:jserver%%PID%%_error.log
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使用可能にした場合、 tarantella query billing  コマンドを使って、請求処理
のログを分析できます。

課金サービスを開始するには、 SGD サーバーを再起動する必要があ り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-billingservices 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、アレイの課金サービスを無効にします。

「 Resilience 」 タブ
「 Resilience 」 タブの属性は、アレイ回復の設定に使用されますアレイ回復は、アレ
イのプライマ リ  SGD サーバーが使用不可能になった場合に使用されます。

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

アレイフェイルオーバー

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

アレイのアレイフェイルオーバーを有効にするかど うかを設定します。デフォルト で
は、アレイフェイルオーバーは無効になっています。

この属性に対する変更は、すぐに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-failoverenabled 1 | 0

--array-billingservices 0
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使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 SGD アレイのアレイフェイルオーバーを有効にします。

監視の間隔

使用法 : 時間を秒単位でフ ィールドに入力します。

説明

アレイの監視に使用される操作間の時間の長さ  ( 秒 ) 。デフォルトの値は 60 秒です。

この属性は、アレイフェイルオーバーが開始されるまでの期間を決定するために、 「
監視の試行回数 」 属性と組み合わせて使用されます。

この属性に対する変更は、すぐに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-monitortime secs

使用法 : こ こで、 secs は、アレイ監視間隔 ( 単位は秒 ) です。

次の例では、アレイ監視間隔を  30 秒に設定します。

監視の試行回数

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

説明

アレイフェイルオーバーが開始されるまでにアレイ監視操作が連続で何回失敗する必
要があるかを指定します。デフォル ト値は 10 です。

この属性は、アレイフェイルオーバーが開始されるまでの期間を決定するために、
「 監視の間隔 」 属性と組み合わせて使用されます。

--array-failoverenabled 1

--array-monitortime 30
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この属性に対する変更は、すぐに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-maxmonitors num

使用法 : こ こで、 num は、アレイ監視の 大試行回数です。

次の例は、アレイ監視の 大試行回数を  5 に設定します。

プラ イマ リ検索の間隔

使用法 : 時間を秒単位でフ ィールドに入力します。

説明

アレイフェイルオーバーが開始される と 、バッ クアッププライマ リ リ ス トから新しい
プライマ リサーバーが選択されます。 この属性は、新しいプライマ リサーバーへの接
続を試みる間隔 ( 秒数 ) を設定します。デフォル トの値は 60 秒です。

この属性は、 「 プラ イマ リ検索の試行回数 」 属性と組み合わせて使用され、新しいプ
ライマ リサーバーに接続するタイムアウ ト期間を決定します。 このタイムアウ ト期間
後に接続操作が失敗した場合は、バッ クアッププ リマ リ リ ス ト の次のサーバーが使用
されます。

この属性に対する変更は、すぐに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-resubmitfindprimarywait secs

使用法 : こ こで、 secs は、プラ イマ リ検索間隔 ( 単位は秒 ) です。

次の例では、プラ イマ リ検索間隔を  30 秒に設定します。

--array-maxmonitors 5

--array-resubmitfindprimarywait 30
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プライマ リ検索の試行回数

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

説明

アレイフェイルオーバーが開始される と 、バッ クアッププライマ リ リ ス トから新しい
プライマ リサーバーが選択されます。 この属性は、新しいプライマ リサーバーへの接
続を試みる 大回数を設定します。デフォル ト値は 3 です。

この属性は、 「 プラ イマ リ検索の間隔 」 属性と組み合わせて使用され、新しいプライ
マ リサーバーに接続するタイムアウ ト期間を決定します。 このタイムアウ ト期間後に
接続操作が失敗した場合は、バッ クアッププ リマ リ リ ス ト の次のサーバーが使用され
ます。

この属性に対する変更は、すぐに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-resubmitfindprimarymax num

使用法 : こ こで、 num は、アレイ検索の 大試行回数です。

次の例では、プラ イマ リ検索の 大試行回数を 5 に設定します。

フェイルオーバー終了時のアクシ ョ ン

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

説明

アレイフェイルーオーバー後に元のプライマ リサーバーが使用できるよ うになったと
きにど うするかを決定します。  

オプシ ョ ンは次のとおりです。

■ Restore original primary – 元のプライマ リサーバーおよび接続されているすべて
のセカンダ リサーバーが、アレイに再連結されます。元のアレイ配列が自動的に
復元されます。 これは、デフォル ト設定です。

--array-resubmitfindprimarymax 5
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■ Do not restore original array – 元のプライマ リサーバーおよび接続されているす
べてのセカンダ リサーバーが、アレイに再連結されません。元のプライマ リサー
バーおよび接続されているすべてのセカンダ リサーバーが、 フェイルオーバー段
階中に形成されたアレイのままにな り ます。

■ Restore array with a new primary – 元のプライマ リサーバーおよび接続されてい
るすべてのセカンダ リサーバーが、セカンダ リサーバーと してアレイに再連結さ
れます。 このオプシ ョ ンを使用するには、 フェイルオーバー後にすべてのセカン
ダ リが同じアレイ内にある必要があ り ます。同じアレイ内にない場合、復元操作
が失敗し 、アレイは復元されません。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --array-primaryreturnaction accept | ignore | 
acceptsecondary

使用法 : プライマ リの復元操作の設定を指定します。

次の例では、アレイフェイルオーバー後、元のプライマ リサーバーも接続されている
どのセカンダ リサーバーも 、アレイに再連結されないよ うに指定します。

バッ クアッププラ イマ リ

使用法 : 「 Backup Primaries 」 テーブルを使用してバッ クアッププライマ リ リ ス ト
を管理します。 「 新規作成 」 ボタン と 「 削除 」 ボタンを使用して、 「 Backup 
Primaries 」 テーブルに対してサーバーを追加した り削除した り します。 「 上に移動
」 および 「 下に移動 」 ボタンを使って、サーバーの順序を変更します。テーブルを更
新するには、 「 再読み込み 」 ボタンを使用します。

説明

バッ クアッププライマ リ リ ス トは、アレイフェイルオーバー中にプライマ リサーバー
に昇格可能なセカンダ リサーバーのリ ス ト です。アレイを構築する と 、バッ クアップ
プライマ リ リ ス トが自動的に作成されます。セカンダ リサーバーをアレイに追加する
と 、 リ ス トの末尾にエン ト リが追加されます。あるセカンダ リサーバーをアレイから
削除する と 、そのサーバーのエン ト リが リ ス トから削除されます。

バッ クアッププライマ リ リ ス ト内のエン ト リが優先順位に基づいていて、優先順位が
もっと も高いセカンダ リサーバーがリ ス トの一番上にあるこ とを確認して ください。

--array-primaryreturnaction ignore
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「 新規作成 」 ボタンをク リ ッ クする と 、バッ クアッププライマ リ リ ス トにないアレイ
内のセカンダ リサーバーのリ ス トである 、 「 Available Secondaries 」 テーブルが表
示されます。 「 Available Secondaries 」 テーブル内のセカンダ リサーバーをバッ ク
アッププライマ リ リ ス ト に追加するには、サーバーを選択し 、 「 追加 」 をク リ ッ ク し
ます。  

コマンド 行

コマンド行では、 tarantella array コマンドを使用してバッ クアッププライマ リ
を管理します。 709 ページの 「 tarantella array コマンド 」 を参照してください
。

「 キャ ッシュ 」 タブ
「 キャ ッシュ 」 タブでは、 SGD で認証に使用されるキャ ッシュの表示、編集、
および管理を行う こ とができます。

「 キャ ッシュ 」 タブには次のタブがあ り ます。

■ 516 ページの 「 「 パスワード 」 タブ 」

■ 519 ページの 「 「 トークン 」 タブ 」

「 パスワード 」 タブ
使用法 : パスワードキャ ッシュ内のエン ト リ を管理する場合に、 「 パスワードキャ ッ
シュ 」 テーブルを使用します。

説明

「 パスワード 」 タブには、 SGD アレイのパスワードキャ ッシュエン ト リがすべて表
示されます。

「 新規 」 ボタンを使用する と 、 「 新規パスワードキャ ッシュエン ト リの作成 」 ページ
を使用してパスワードキャ ッシュエン ト リ を追加できます。  

パスワードキャ ッシュ内のエン ト リ を編集するには 「 編集 」 ボタン 、パスワードキャ
ッシュからエン ト リ を削除するには 「 削除 」 ボタンを使用します。
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「 パスワードキャ ッシュ 」 テーブルを更新するには、 「 再読み込み 」 ボタンを使用し
ます。

「 パスワードキャ ッシュ 」 テーブル内のエン ト リ を検索する場合は、 「 検索 」 フ ィー
ルドを使用します。検索文字列にワイルドカード 「 * 」 を使用できます。 「 name 」
とい う検索文字列の入力は、 「 *name* 」 の検索に相当し 、検索文字列と一致するも
のがすべて返されます。デフォル トでは、検索によって返される結果の数は 150 個に
制限されます。

パスワード キャッ シュへのエント リ の追加

新しいパスワードキャ ッシュエン ト リ を作成する際、 「 新規パスワードキャ ッシュエ
ン ト リの作成 」 ページの 「 ユーザー識別情報 」 フ ィールド または 「 サーバー 」 フ ィー
ルドには、有効な名前を入力するこ とが重要です。 Administration Console では、
次に示すいくつかの方法で、 「 ユーザー識別情報 」 フ ィールドまたは 「 サーバー 」 フ
ィールドに名前を入力できます。

■ 「 参照 」 ボタン 。 「 ユーザー識別情報タイプ 」 オプシ ョ ンと して 「 ローカル 」 ま
たは 「 LDAP/Active Directory 」 が選択されている場合は、 「 ユーザー識別情報
」 フ ィールドまたは 「 サーバー 」 フ ィールドの横にある 「 参照 」 ボタンを使って
オブジェク ト名を参照できます。 このよ うに 「 参照 」 ボタンを使用する と 、オブ
ジェ ク ト名の入力誤り を防ぐこ とができます。

■ 完全な名前。 「 完全な名前 」 をフ ィールドに入力します。たとえば、 ローカルリ
ポジ ト リにあるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの完全修飾名は、次のよ うに入力でき
ます。

■ 部分的な名前。ネームスペース接頭辞を除いた 「 部分的な名前 」 をフ ィールドに
入力します。パスワードキャ ッシュエン ト リが保存される と きに、選択されてい
る 「 ユーザー識別情報タイプ 」 オプシ ョ ンに応じて適切なネームスペース接頭辞
が Administration Console によって付加されます。  

たとえば、 「 ユーザー識別情報タイプ 」 と して 「 UNIX ( ユーザー / グループ ) 」
を選択し 、 フ ィールドに o=organization/cn=Indigo Jones と入力する と 、
Administration Console は .../_user/o=organization/cn=Indigo Jones 
とい う名前を使用してパスワードキャ ッシュエン ト リ を作成します。

パスワードキャ ッシュエン ト リが保存される と きに、 .../_user とい うネームス
ペース接頭辞が Administration Console によって付加されます。

.../_ens/o=appservers/cn=boston
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次の表に、選択されている 「 ユーザー識別情報タイプ 」 オプシ ョ ンに応じて付加
されるネームスペース接頭辞を示します。

「 サーバー 」 フ ィールドに部分的な名前を指定した場合は、パスワードキャ ッシ
ュエン ト リが保存される と きに、 .../_ens/o=appservers とい うネームスペ
ース接頭辞が Administration Console によって付加されます。

LDAP 名は、 SGD の名前形式を使って入力する必要があ り ます。たとえば、 LDAP 
リ ポジ ト リにあるユーザー識別情報の部分的な名前は次のよ うにな り ます。

この名前は、パスワードキャ ッシュエン ト リが保存される と きに正しい LDAP 形式
に変換され、次のよ うにな り ます。

コマンド行

コマンド行では、 tarantella passcache コマンドを使用して、パスワードキャ
ッシュエン ト リの一覧表示、追加、および削除を行う こ とができます。 798 ページの
「 tarantella passcache コマンド 」 を参照して ください。

ユーザー識別情報タイプ ネームスペース接頭辞

ローカル .../_ens

UNIX ( ユーザー / グループ
)

.../_user

Windows ド メ インコン ト ロ
ーラ

.../_wns

LDAP / Active Directory .../service/sco/tta/ldapcache

SecurID .../service/sco/tta/securid

匿名 なし

サードパーティー .../service/sco/tta/thirdparty

dc=com/dc=example/cn=indigo-jones

.../_service/sco/tta/ldapcache/cn=indigo-jones,dc=example,dc=com
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「 トークン 」 タブ
使用法 : トークンキャ ッシュ内のエン ト リ を管理する場合に、 「 トークンキャ ッシュ
」 テーブルを使用します。

説明

「 トークン 」 タブは、認証トークンの認証機構に使われる トークンの管理に使用しま
す。 この認証機構は、 SGD ク ラ イアン トが統合モードで動作している場合に使用さ
れます。

「 トークン 」 タブには、 SGD アレイの トークンキャ ッシュエン ト リがすべて表示さ
れます。

トークンキャ ッシュから トークンを削除するには、 「 削除 」 ボタンを使用します。

「 トークンキャ ッシュ 」 テーブルを更新するには、 「 再読み込み 」 ボタンを使用し
ます。  

「 トークンキャ ッシュ 」 テーブル内のエン ト リ を検索する場合は、 「 検索 」 フ ィール
ドを使用します。検索文字列にワイルドカード 「 * 」 を使用できます。 「 name 」 と
い う検索文字列の入力は、 「 *name* 」 の検索に相当し 、検索文字列と一致するもの
がすべて返されます。デフォル トでは、検索によって返される結果の数は 150 個に制
限されます。

コマンド行

コマンド行では、 tarantella tokencache コマンドを使用して、
トークンキャ ッシュエン ト リの一覧表示および削除を行う こ とができます。
876 ページの 「 tarantella tokencache コマンド 」 を参照して ください。
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付録 B

Secure Global Desktop サーバー設定

Secure Global Desktop サーバーとは、 Oracle Secure Global Desktop (SGD) ソフ ト
ウェアを実行するマシンを指します。 1 台以上のほかのサーバーを追加する と 、アレ
イを作成できます。アレイでは、サーバー間で負荷を分散させるこ とによ り 、信頼性
を高めるこ とができます。アレイには、設定データの複製を行う  1 台の 「 プラ イマ リ
サーバー 」 があ り ます。アレイ内のほかのサーバーは、 「 セカンダ リサーバー 」 と呼
ばれます。

「 Secure Global Desktop サーバー設定 」 タブを使用して、 SGD サーバーアレイを
設定した り 、特定の SGD サーバーを設定した り します。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 522 ページの 「 「 Secure Global Desktop サーバー 」  タブ 」

■ 523 ページの 「 「 一般 」 タブ 」

■ 526 ページの 「 「 セキュ リ テ ィー 」 タブ 」

■ 528 ページの 「 「 パフォーマンス 」 タブ 」

■ 532 ページの 「 「 プロ ト コルエンジン 」 タブ 」

■ 533 ページの 「 「 文字型プロ ト コルエンジン 」 タブ 」

■ 535 ページの 「 「 X プロ ト コルエンジン 」 タブ 」

■ 541 ページの 「 「 実行プロ ト コルエンジン 」 タブ 」

■ 543 ページの 「 「 チャネルプロ ト コルエンジン 」 タブ 」

■ 545 ページの 「 「 印刷プロ ト コルエンジン 」 タブ 」

■ 547 ページの 「 「 オーディオプロ ト コルエンジン 」 タブ 」

■ 548 ページの 「 「 IO Protocol Engine 」 タブ 」

■ 549 ページの 「 「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブ 」

■ 550 ページの 「 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブ 」
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「 Secure Global Desktop サーバー 」
タブ
「 Secure Global Desktop サーバー 」 タブには、各サーバーがホス ト しているユーザ
ーセッシ ョ ンやアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの数を含む、アレイ内の各 SGD サーバ
ーの現在のステータスの概要が表示されます。

SGD サーバーの情報は、 「 Secure Global Desktop サーバーのリ ス ト 」 テーブルに表
示されます。

「 Secure Global Desktop サーバーのリ ス ト 」 テーブル内のサーバーの名前をク リ ッ
クする と 、一連のタブが表示されます。 これらのタブは、サーバーの設定を表示した
り変更した りするために使用されます。  

次のタブが表示されます。

■ 「 一般 」 タブ

■ 「 セキュ リ テ ィー 」 タブ

■ 「 パフォーマンス 」 タブ

■ 「 プロ ト コルエンジン 」 タブ

■ 「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブ

■ 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブ

「 Secure Global Desktop サーバーのリ ス ト 」 テ
ーブル

このテーブルの 上部に、アレイ内の SGD サーバーの数が括弧で囲まれて表示され
ます。

「 サーバーの追加 」 ボタンは、アレイに SGD サーバーを追加します。 この SGD サ
ーバーは、セカンダ リサーバーと して追加されます。

このテーブルでセカンダ リサーバーを選択し 、 「 プラ イマ リ化 」 ボタンをク リ ッ クす
る と 、選択したサーバーが SGD アレイ内のプライマ リサーバーにな り ます。

「 サーバーの削除 」 ボタンは、選択された SGD サーバーをアレイから削除します。
選択された SGD サーバーは、セカンダ リサーバーである必要があ り ます。

「 再読み込み 」 ボタンをク リ ッ クする と 、 「 Secure Global Desktop サーバーのリ ス
ト 」 テーブルが更新されます。
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「 Secure Global Desktop サーバーのリ ス ト 」 テーブルには、アレイ内の各 SGD サ
ーバーに関する次の情報が含まれています。

■ 「 サーバー 」 。 SGD サーバーのド メ インネームシステム  (DNS) 名。

■ 「 タ イプ 」 。サーバーがプライマ リサーバーまたはセカンダ リサーバーのどちら
であるかを示します。

■ 「 ステータス 」 。サーバーのステータス 。たとえば、サーバーが実行中かど うか
を示します。

■ 「 起動時刻 」 。サーバーが 後に起動された時刻。

■ 「 接続を受けいれる 」 。サーバーが標準接続、セキュ リ テ ィー保護された接続、
または両方のタイプの接続を受け入れるかど うかを示します。セキュ リ テ ィー保
護された接続では、 SSL (Secure Sockets Layer) を使用してデータを暗号化します。
標準接続では、データは暗号化されません。

■ 「 ユーザーセッシ ョ ン 」 。 このサーバー上のユーザーセッシ ョ ンの現在の数。標
準接続およびセキュ リ テ ィー保護された接続を使用しているユーザーセッシ ョ ン
の数が表示されます。

■ 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 。 このサーバー上のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ
ン ( 現在中断しているものも含める ) の現在の数。グラフ ィカルアプ リ ケーシ ョ ン
セッシ ョ ンおよび端末ベースのアプリケーシ ョ ンセッシ ョ ンの数が表示されます。

コマンド 行

コマンド行で tarantella array コマンドを使用して、 SGD アレイにサーバーを
追加した り 、 SGD アレイからサーバーを削除した り 、セカンダ リサーバーをプライ
マ リサーバーにした り 、 SGD アレイに関する情報を表示した り します。
709 ページの 「 tarantella array コマンド 」 を参照して ください。

「 一般 」 タブ
「 一般 」 タブに表示される属性は、特定の SGD サーバー用の一般的な属性です。

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

属性に対する変更は、すぐに反映されます。
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外部 DNS 名
使用法 : フ ィールドにこのサーバーの外部 DNS 名を入力します。それぞれの名前定
義のあとで、 リ ターンキーを押します。  

説明

このサーバーの外部 DNS 名。  

この属性を使用する と 、 ク ラ イアン トの IP (Internet Protocol) アドレスに応じて、
複数の異なる名前を使用できます。

ファ イアウォールの内側と外側など 、 このサーバーがネッ ト ワーク上で複数の異なる
名前を使って認識されている場合にだけ、 この設定を変更して ください。

各名前の形式は次のとおりです。

IP-pattern は、 ク ラ イアン ト  IP アドレスに合致する正規表現 ( サブネッ ト マスク ) で
す。たとえば、 「 192.168.10.* 」 または 「 192.168.10.0/24 」 のよ うに指定し
ます。

このサーバーの名前が 1 つだけの場合は、すべてのク ラ イアン トに一致する行を  1 行
だけ使用します。たとえば、 「 *:www.indigo-insurance.com 」 のよ うに指定し
ます。

名前の順番は重要です。 初に一致する  IP パターンの DNS 名が使用されます。  

注 - この設定への変更を有効にするには、 SGD サーバーを再起動する必要があ り
ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --server-dns-external IP-pattern:dns-name

使用法 : こ こで、 IP-pattern はク ラ イアン ト  IP アドレスの正規表現です。 dns-name 
は、サーバーの外部 DNS 名です。複数の DNS 名を区切るにはコンマを使用します。

IP-pattern:DNS name
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次の例では、 IP アドレスが 192.168.10.* の範囲にあるク ラ イアン ト では 
boston.indigo-insurance.com の DNS 名が使用されます。ほかのク ラ イアン トはすべ
て www.indigo-insurance.com の DNS 名を使用します。

ユーザーログイン

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

この SGD サーバーへのログインをユーザーに許可するかど うかを設定します。

SGD サーバーを 「 運用停止 」 するには、チェ ッ クボッ クスを選択解除します。ユー
ザーはログインできな くな り 、新しいアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを開始できな くな
り ます。 このサーバーに現在ログインしているユーザー、 またはこのサーバー上で実
行中のアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを使用しているユーザーに影響はあ り ません。ユ
ーザーはアレイ内の別の SGD サーバーにログインし 、 このサーバー上で実行中のア
プ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを再開できます。

ユーザーは 「 リ ダイレク ト  URL 」 属性で定義した Web ページに リ ダイレク ト され
ます。一般に、管理者はリ ダイレク ト先と してアレイ内の別の SGD サーバーを設定
します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --server-login enabled | disabled

使用法 : enabled または disabled を指定します。

次の例では、 SGD ホス トのユーザーログインを無効にしています。

リ ダイレク ト  URL
使用法 : フ ィールドに URL (Uniform Resource Locator) を入力します。

--server-dns-external "192.168.10.*:boston.indigo-insurance.com, \
*:www.indigo-insurance.com"

--server-login disabled
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説明

SGD サーバーでユーザーのログインが許可されていない場合、 ク ラ イアン トデバイ
スはこの URL に リ ダイレク ト されます。

この属性が設定されていない場合、 ク ラ イアン トデバイスは、ユーザーにログインで
きないこ とを通知するページに リ ダイレク ト されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --server-redirectionurl url

使用法 : こ こで、 url はリ ダイレク ト先の Web ページのアドレスです。

次の例は、 www.indigo-insurance.com ÇÃÉäÉ_ÉCÉåÉNÉg URL を指定します。

「 セキュ リ テ ィー 」 タブ
「 セキュ リ テ ィー 」 タブに表示される属性は、アレイ内の特定の SGD サーバー用の
セキュ リ テ ィー属性です。

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

これらの設定に対する変更は、すぐに反映されます。

接続タイプ

使用法 : ユーザーが使用できるよ うにする各接続タイプのチェッ クボッ クスを選択し
ます。

説明

ユーザーが使用できる接続タイプ。

セキュ リ テ ィー保護された接続では、 SSL を使用して送信を暗号化します。

--server-redirectionurl "www.indigo-insurance.com"
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標準接続では、送信は暗号化されません。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --security-connectiontypes types

使用法 : 使用する接続タイプを指定します。

有効な設定は、 std ( 標準接続専用 ) 、 ssl ( セキュ リティー保護された接続専用 ) 、
または std,ssl ( 標準接続とセキュ リ テ ィー保護された接続の両方 ) です。

次の例は、標準接続のみを指定します。

SSL アクセラレータのサポート

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

説明

外部 SSL アクセラレータのサポート を有効にする と きに、チェ ッ クボッ クスを選択
します。

このチェ ッ クボッ クスを選択する と 、 SGD SSL デーモンはプレーンテキス ト ト ラフ
ィ ッ クを受け入れて、暗号解除済みの SSL ト ラフ ィ ッ ク と して SGD サーバーに渡す
こ とができます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --security-acceptplaintext 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例は、 SSL アクセラレータのサポート を有効にします。

フ ァ イアウォール転送 URL
使用法 : フ ィールドに URL を入力します。

--security-connectiontypes std

--security-acceptplaintext 1
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説明

SGD に関連しないすべての Web サーバート ラフ ィ ッ クを転送する絶対 URL 。

Web サーバーと同じポートで SGD を稼働させる場合、 この機能を使用してファ イア
ウォール内で追加のポート を開かないよ うにします。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --security-firewallurl server-url

使用法 : こ こで、 server-url はファ イアウォール転送 URL です。

次の例は、 SGD に関連しないすべての Web ト ラフ ィ ッ クの転送先の URL を指定し
ます。

「 パフォーマンス 」 タブ
「 パフォーマンス 」 タブに表示される属性を使用して、 SGD サーバーを調整します。

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

同時要求の 大数

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

説明

サーバーが同時に処理する要求の 大数。

大まかな目安と して 、 CPU (Central Processing Unit) の数を  4 倍した値を設定し
ます。

この設定を高く しすぎる と 、パフォーマンスが低下します。

この属性に対する変更は、すぐに反映されます。

--security-firewallurl https://127.0.0.1:443
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --tuning-maxrequests num

使用法 : こ こで、 num は同時要求の 大数です。

次の例は、同時要求の 大数を  7 に設定します。

同時ユーザーセッシ ョ ンの 大数

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

説明

同時ユーザーセッシ ョ ンの 大数。ユーザーセッシ ョ ンは、 SGD ク ラ イアン ト と  
SGD サーバーの間の接続と して定義されます。

上限値に達する と 、新たな接続は拒否されます。

この設定を高く しすぎる と 、パフォーマンスが低下します。

この属性に対する変更は、すぐに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --tuning-maxconnections num

使用法 : こ こで、 num は同時ユーザーセッシ ョ ンの 大数です。

次の例は、同時ユーザーセッシ ョ ンの 大数を  1000 に設定します。

フ ァ イル記述子の 大数

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

--tuning-maxrequests 7

--tuning-maxconnections 1000
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説明

許容できる  open ファ イル記述子の 大数。

この値を増やすと 、処理できる同時接続の数が増えます。

この値は、すべての SGD サーバーコンポーネン トに影響を与えます。

この設定を高く しすぎる と 、パフォーマンスが低下します。

この属性に対する変更は、サーバーを再起動した時点で反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --tuning-maxfiledescriptors num

使用法 : こ こで、 num は open ファ イル記述子の 大数です。

次の例は、 open ファ イル記述子の 大数を  4096 に設定します。

JVM サイズ

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

説明

これらの属性は、 SGD サーバーの Java™ Runtime Environment (JRE™) に割り当て
る メモ リーのサイズと拡張率を制御します。次の属性を使用できます。

■ SGD サーバーの Java Virtual Machine (JVM™) に初期状態で割り当てる メモ リー
の容量 (MB) 。 この値は、ホス ト上のランダムアクセス メモ リー (RAM) の容量未
満に設定します。

■ 拡張係数 (%) 。必要なと きに JVM ソフ ト ウェアのメモ リーを動的に増やすのに使
用されます。

■ サーバーの JVM の 大サイズの絶対値 (MB) 。 この値を超えるこ とは決してあ り
ません。

この設定を高く しすぎる と 、パフォーマンスが低下します。

この属性に対する変更は、サーバーまたは JVM ソフ ト ウェアを再起動した時点で反
映されます。

--tuning-maxfiledescriptors 4096
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --tuning-jvm-initial MB

使用法 : こ こで、 MB は、 JVM ソフ ト ウェアへの初期メモ リー割り当て (M バイ ト ) 
です。

コマンドオプシ ョ ン : --tuning-jvm-scale percent

使用法 : こ こで、 percentage は動的な拡張係数 (%) です。

コマンドオプシ ョ ン : --tuning-jvm-max MB

使用法 : こ こで、 MB は、 JVM ソフ ト ウェアへの 大メモ リー割り当て (M バイ ト ) 
です。

次の例は、 JVM ソフ ト ウェアの初期サイズを  58M バイ トに設定します。 JVM ソフ
ト ウェアのメモ リーの容量は、必要に応じて 150% まで拡張できます。 JVM ソフ ト
ウェアの 大サイズは、 512M バイ トに設定されます。

毎日の リ ソース同期時刻

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

説明

アレイで使用可能にした場合、毎日リ ソースの同期を開始する時刻。

サーバーのローカルタイムゾーンを使用します。

24 時間形式で時刻を指定します。たとえば、午後 4 時には 16:00 を使用します。

この属性に対する変更は、すぐに反映されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --tuning-resourcesync-time hh:mm

使用法 : こ こで、 hh:mm は 24 時間形式の時刻です。

--tuning-jvm-initial 58
--tuning-jvm-scale 150
--tuning-jvm-max 512
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次の例は、 リ ソース同期の時刻を  4:00 ( 午前 4 時 ) に設定します。

負荷分散グループ

使用法 : フ ィールドにこの SGD サーバーの負荷分散グループを入力します。

説明

この属性は、アレイ内の SGD サーバーの負荷分散グループを識別する文字列です。
この情報は、アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散に使用できます。

この属性は、帯域幅の使用状況を 適化するために使用されます。可能な場合は、ア
プリケーシ ョ ンサーバーと同じ負荷分散グループから  SGD サーバーが選択されます。

アレイが広域ネッ ト ワーク  (WAN) に拡がっているか、低速リ ンクを含んでいる場合
で、負荷分散を使用している場合を除いて、 この属性を空のままにしておきます。

複数の文字列を設定するこ とができますが、アプ リ ケーシ ョ ンの起動に時間がかかり
ます。

使用する場合は、アレイ内のすべての SGD サーバーで、組織階層内のすべてのアプ
リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トに対してこの属性を設定します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --server-location location

使用法 : こ こで、 location は、アレイ内の SGD サーバーの負荷分散グループを識別す
る文字列です。

次の例は、 boston の場所を指定します。

「 プロ ト コルエンジン 」 タブ
「 プロ ト コルエンジン 」 タブには、 SGD サーバーで実行されているプロ ト コルエン
ジンの設定を変更できるいくつかのタブが含まれています。

--tuning-resourcesync-time 4:00

--server-location boston
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プロ ト コルエンジンは、 SGD サーバー上で実行される  SGD ソフ ト ウェアコンポー
ネン トです。プロ ト コルエンジンは、 X11 や Microsoft リ モー トデスク ト ッププロ ト
コル (RDP) などのネイティブプロ ト コルをエ ミ ュレート し 、アプ リ ケーシ ョ ンサー
バーと通信します。プロ ト コルエンジンはまた、 Adaptive Internet Protocol (AIP) 
を使用して、 ク ラ イアン トデバイスに表示データを送信します。

次のプロ ト コルエンジンの設定を変更できます。

■ 文字型

■ X

■ 実行

■ チャネル

■ 印刷

■ オーディオ

■ スマート カード

「 文字型プロ ト コルエンジン 」 タブ
「 文字型プロ ト コルエンジン 」 タブに表示される属性を使用して、端末エ ミ ュレータ
処理を調整します。

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

属性に対する変更が反映されるのは、新規のプロ ト コルエンジンに限られます。既存
のプロ ト コルエンジンに影響はあ り ません。

セッシ ョ ンの 大数

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

説明

各文字型プロ ト コルエンジンが処理するアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの 大数。

需要を満たすために、 さ らに多くの文字型プロ ト コルエンジンが起動されます。
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --cpe-maxsessions num

使用法 : こ こで、 num はアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの 大数です。

次の例は、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの 大数を 、文字型プロ ト コルエンジンあた
り  20 に設定します。

終了タイムアウ ト

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

説明

アクティブな接続がない状態で、文字型プロ ト コルエンジンプロセスが稼働し続ける
期間 ( 秒 ) 。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --cpe-exitafter secs

使用法 : こ こで、 num は期間 ( 秒 ) です。

次の例では、アクティブな接続がない場合、プロ ト コルエンジンは 60 秒後に終了し
ます。

コマンド行引数

使用法 : フ ィールドにコマンド行引数を入力します。

説明

プロ ト コルエンジンに対する任意の引数。たとえば、 ログファ イルの名前を指定し
ます。

--cpe-maxsessions 20

--cpe-exitafter 60
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この設定は、テクニカルサポートから依頼された場合にのみ変更して ください。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --cpe-args args

使用法 : こ こで、 args は、プロ ト コルエンジンに渡す引数です。

次の例は、プロ ト コルエンジンのエラーログファ イルを指定します。

「 X プロ ト コルエンジン 」 タブ
「 X プロ ト コルエンジン 」 タブに表示される属性を使用して、グラフ ィカルエ ミ ュ
レータプロセスを調整します。

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

属性に対する変更が反映されるのは、新規のプロ ト コルエンジンに限られます。既存
のプロ ト コルエンジンに影響はあ り ません。

モニターの解像度

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

説明

想定するデフォル トのモニター解像度 (dpi) 。

アプ リ ケーシ ョ ンの 「 モニターの解像度 」 属性を使って、 この値を変更するこ とがで
きます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --xpe-monitorresolution dpi

--cpe-args cpeerror.log
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使用法 : こ こで、 dpi はモニターの解像度 (dpi) です。

次の例は、 96 dpi のモニター解像度を指定します。

フォン トパス

使用法 : フ ィールドにフォン トディ レク ト リのパス名を入力します。

説明

X プロ ト コルエンジンで使う フォン ト を格納した SGD ホス ト上のディ レク ト リ 。

フォン トパスは検索順に記載されています。

%%INSTALLDIR%% を使って、 SGD のインス トール先ディ レク ト リ を表します。

フォン トサーバーを記述できます。たとえば、 tcp/boston:7000 。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --xpe-fontpath fontpath

使用法 : こ こで、 fontpath はフォン トディ レク ト リの リ ス ト です。 フォン トパスの各
ディ レク ト リ をコンマ (,) で区切り ます。

次の例は、 X プロ ト コルエンジンで使用されるフォン トディ レク ト リの リ ス ト を指
定します。

RGB データベース

使用法 : フ ィールドに RGB データベースファ イルのパス名を入力します。

説明

X プロ ト コルエンジンで色の名前を  RGB 値に変換するのに使う  RGB データベースの 
SGD ホス ト上のフルパス名。

--xpe-monitorresolution 96

--xpe-fontpath %%INSTALLDIR%%/etc/fonts/misc,\ 
%%INSTALLDIR%%/etc/fonts/TTF,%%INSTALLDIR%%/etc/fonts/Type1
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%%INSTALLDIR%% を使って、 SGD のインス トール先ディ レク ト リ を表します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --xpe-rgbdatabase file

使用法 : こ こで、 file は RGB データベースファ イルのフルパス名です。

次の例は、 X プロ ト コルエンジンで使用される  RGB データベースを指定します。

キーボードマップ

使用法 : 必要なキーボードマップのオプシ ョ ンを選択します。カスタムキーボードマ
ップの場合は、 フ ィールドにファ イル名を入力します。

説明

グラフ ィカルアプ リ ケーシ ョ ンで使用するデフォルトのキーボードマップ。

ロケールに基づくキーボードマップを指定するには、次のいずれかを実行します。

■ SGD サーバーのロケールを使用するには、 「 LANG 変数 」 を選択します。

■ ク ラ イアン トデバイスのロケールを使用するには、 「 ク ラ イアン トの入力ロケー
ル 」 を選択します。

使用される実際のキーボードマップは、
/opt/tarantella/etc/data/keymaps/xlocales.txt ファ イルを使って決定さ
れます。

注 -  * および ? ワイルドカードを  xlocales.txt ファ イルで使用すれば、 さまざま
な入力ロケールをサポートできます。詳細については、 xlocales.txt ファ イルを
参照して ください。

ファ イル名を入力して、常に特定のキーボードマップを使用するこ と もできます。

各ユーザーのユーザープロファ イルオブジェク トの 「 キーボードマップ 」 属性を使う
と 、 この設定を無効にするこ とができます。

--xpe-rgbdatabase %%INSTALLDIR%%/etc/data/rgb.txt
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --xpe-keymap lang | client-locale | file

使用法 : 有効な値を指定します。カスタムキーボードマップの場合は、 file をキーボ
ードマップファ イルのフルパス名に置き換えます。

次の例では、 ク ラ イアン トデバイスのロケールに基づくキーボードマップが使用され
ます。

ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウのサイズ

使用法 : フ ィールドに水平および垂直のディ スプレイのサイズ ( ピクセル数 ) を入力
します。

説明

このサーバーに接続するク ラ イアン トデバイス用と して受け付ける水平ディ スプレイ
解像度の 大値と垂直ディ スプレイ解像度の 大値。

これらの属性を使用して、 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」 属性の 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管
理 」 の値を調整します。

これらの属性は、 「 ウ ィ ン ド ウタイプ 」 が 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理 」 に設定さ
れているアプ リ ケーシ ョ ンにのみ適用されます。 これらの属性はク リ ップ問題を避け
るために使用します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --xpe-cwm-maxwidth pixels

コマンドオプシ ョ ン : --xpe-cwm-maxheight pixels

使用法 : こ こで、 pixels は 大表示幅または 大表示高の値です。

次の例は、ディ スプレイの 大サイズを  1280 x 960 ピクセルに設定します。  

--xpe-keymap client-locale

--xpe-cwm-maxwidth 1280
--xpe-cwm-maxheight 960
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セッシ ョ ン開始タイムアウ ト

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

説明

X アプ リ ケーシ ョ ンが接続するまで X プロ ト コルエンジンが待機する期間 ( 秒 ) 。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --xpe-sessionstarttimeout seconds

使用法 : こ こで、 seconds はタイムアウ ト値 ( 秒 ) です。

次の例は、 X セッシ ョ ンを開始する と きの 60 秒のタイムアウ ト値を指定します。  

セッシ ョ ンの 大数

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

説明

各 X プロ ト コルエンジンが処理するエ ミ ュレータセッシ ョ ンの 大数。

需要を満たすために、 さ らに多くの X プロ ト コルエンジンが起動されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --xpe-maxsessions num

使用法 : こ こで、 num はアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの 大数です。

次の例は、セッシ ョ ンの 大数を 、 X プロ ト コルエンジンあた り  20 に設定します。

--xpe-sessionstarttimeout 60

--xpe-maxsessions 20
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終了タイムアウ ト

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

説明

アクティブな接続がない状態で、 X プロ ト コルエンジンプロセスが稼働し続ける期
間 ( 秒 ) 。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --xpe-exitafter secs

使用法 : こ こで、 num は期間 ( 秒 ) です。

次の例では、アクティブな接続がない場合、プロ ト コルエンジンは 60 秒後に終了し
ます。

コマンド行引数

使用法 : フ ィールドにコマンド行引数を入力します。

説明

プロ ト コルエンジンに対する任意の引数。たとえば、 ログファ イルの名前を指定し
ます。

この設定は、テクニカルサポートから依頼された場合にのみ変更して ください。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --xpe-args args

使用法 : こ こで、 args は、プロ ト コルエンジンに渡す引数です。

次の例は、プロ ト コルエンジンのエラーログファ イルを指定します。

--xpe-exitafter 60

--xpe-args xpeerror.log
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「 実行プロ ト コルエンジン 」 タブ
「 実行プロ ト コルエンジン 」 タブに表示される属性を使用して、アプ リ ケーシ ョ ン起
動処理を調整します。

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

属性に対する変更が反映されるのは、新規のプロ ト コルエンジンに限られます。既存
のプロ ト コルエンジンに影響はあ り ません。

セッシ ョ ンの 大数

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

説明

各実行プロ ト コルエンジンが処理するアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの 大数。

需要を満たすために、 さ らに多くの実行プロ ト コルエンジンが起動されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --execpe-maxsessions num

使用法 : こ こで、 num はアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの 大数です。

次の例は、セッシ ョ ンの 大数を、実行プロ ト コルエンジンあたり  10 に設定します。

終了タイムアウ ト

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

--execpe-maxsessions 10
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説明

アクティブな接続がない状態で、実行プロ ト コルエンジンプロセスが稼働し続ける期
間 ( 秒 ) 。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --execpe-exitafter secs

使用法 : こ こで、 secs は期間 ( 秒 ) です。

次の例では、アクティブな接続がない場合、プロ ト コルエンジンは 60 秒後に終了し
ます。

ログインスク リプ トディ レク ト リ

使用法 : フ ィールドにディ レク ト リパスの名前を入力します。

説明

ログインスク リプ ト を格納する  SGD ホス ト上のディ レク ト リ 。

%%INSTALLDIR%% を使って、 SGD のインス トール先ディ レク ト リ を表します。

アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 ログインスク リプ ト 」 属性で相対パス名 ( たとえ
ば unix.exp) を使用する場合、 このディ レク ト リ を前提にします。

この設定は、テクニカルサポートから依頼された場合にのみ変更して ください。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --execpe-scriptdir dir

使用法 : こ こで、 dir はログインスク リプ トディ レク ト リのパス名です。

次の例では、デフォルトの SGD インス トール用のログインスク リプ トディ レク ト リ
は /opt/tarantella/var/serverresources/expect です。

--execpe-exitafter 60

--execpe-scriptdir %%INSTALLDIR%%/var/serverresources/expect
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コマンド行引数

使用法 : フ ィールドにコマンド行引数を入力します。

説明

プロト コルエンジンに対する任意の引数。 たと えば、 ログファイルの名前を指定します。

この設定は、テクニカルサポートから依頼された場合にのみ変更して ください。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --execpe-args args

使用法 : こ こで、 args は、プロ ト コルエンジンに渡す引数です。

次の例は、プロ ト コルエンジンのエラーログファ イルを指定します。

「 チャネルプロ ト コルエンジン 」 タブ
「 チャネルプロ ト コルエンジン 」 タブに表示される属性を使用して、 SGD チャネル
処理を調整します。 SGD チャネルは、 ク ラ イアン トに関する情報を検出するために
使用されます。たとえば、 クライアン ト ド ライブやオーディオデバイスを検出します。

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

属性に対する変更が反映されるのは、新規のプロ ト コルエンジンに限られます。既存
のプロ ト コルエンジンに影響はあ り ません。

パケッ ト圧縮

使用法 : 圧縮設定のオプシ ョ ンを選択します。

--execpe-args execpeerror.log
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説明

チャネルプロ ト コルエンジンが、 ク ラ イアン ト接続でデータ圧縮を使用するかど うか
を指定します。

接続速度が遅い場合にチャネルプロ ト コルエンジンのデータ圧縮を有効にするには、
「 接続速度が低いと き 」 を選択します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --chpe-compression auto | always | never

使用法 : 有効な圧縮設定を指定します。

次の例は、 ク ラ イアン ト接続が低速な場合にのみデータ圧縮を有効にします。

パケッ ト圧縮しきい値

使用法 : フ ィールドに圧縮しきい値 ( バイ ト単位 ) を入力します。

説明

チャネルプロ ト コルエンジンが圧縮できるネッ ト ワークパケッ トの 小サイズ。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --chpe-compressionthreshold  bytes

使用法 : こ こで、 bytes は圧縮しきい値の設定 ( バイ ト単位 ) です。

次の例では、 256 バイ トの 小パケッ トサイズが指定されています。 この値よ り小さ
いネッ ト ワークパケッ トは圧縮されません。

終了タイムアウ ト

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

--chpe-compression auto

--chpe-compressionthreshold 256
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説明

アクティブな接続がない状態で、チャネルプロ ト コルエンジンプロセスが稼働し続け
る期間 ( 秒 ) 。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --chpe-exitafter secs

使用法 : こ こで、 secs は期間 ( 秒 ) です。

次の例では、アクティブな接続がない場合、プロ ト コルエンジンは 60 秒後に終了し
ます。

「 印刷プロ ト コルエンジン 」 タブ
「 印刷プロ ト コルエンジン 」 タブに表示される属性を使用して、 SGD 印刷処理を調
整します。

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

属性に対する変更が反映されるのは、新規のプロ ト コルエンジンに限られます。既存
のプロ ト コルエンジンに影響はあ り ません。

パケッ ト圧縮

使用法 : 圧縮設定のオプシ ョ ンを選択します。

説明

印刷プロ ト コルエンジンが、 ク ラ イアン ト接続でデータ圧縮を使用するかど うかを指
定します。

接続速度が遅い場合に印刷プロ ト コルエンジンのデータ圧縮を有効にするには、 「 接
続速度が低いと き 」 を選択します。

--chpe-exitafter 60
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --ppe-compression auto | always | never

使用法 : 有効な圧縮設定を指定します。

次の例は、 ク ラ イアン ト接続が低速な場合にデータ圧縮を有効にします。

パケッ ト圧縮しきい値

使用法 : フ ィールドに圧縮しきい値 ( バイ ト単位 ) を入力します。

説明

印刷プロ ト コルエンジンが圧縮できるファ イルの 小サイズ。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --ppe-compressionthreshold  bytes

使用法 : こ こで、 bytes は圧縮しきい値の設定 ( バイ ト単位 ) です。

次の例では、 4096 バイ トの 小ファ イルサイズが指定されています。 この値よ り小
さいプ リ ン ト ファ イルは圧縮されません。

終了タイムアウ ト

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

説明

アクティブな接続がない状態で、印刷プロ ト コルエンジンプロセスが稼働し続ける期
間 ( 秒 ) 。

--ppe-compression auto

--ppe-compression 4096
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --ppe-exitafter secs

使用法 : こ こで、 secs は期間 ( 秒 ) です。

次の例では、アクティブな接続がない場合、プロ ト コルエンジンは 240 秒後に終了し
ます。

「 オーディオプロ ト コルエンジン 」 タブ
「 オーディオプロ ト コルエンジン 」 タブに表示される属性を使用して、 SGD オーデ
ィオ処理を調整します。

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

属性に対する変更が反映されるのは、新規のプロ ト コルエンジンに限られます。既存
のプロ ト コルエンジンに影響はあ り ません。

パケッ ト圧縮

使用法 : 圧縮設定のオプシ ョ ンを選択します。

説明

オーディオプロ ト コルエンジンが、 ク ラ イアン ト接続でデータ圧縮を使用するかど う
かを指定します。

デフォル トでは、圧縮は無効になっています。 これは、すでに圧縮されているオーデ
ィオデータが不必要に圧縮されないよ うにするためです。

接続速度が遅い場合にオーディオプロ ト コルエンジンのデータ圧縮を有効にするには、
「 接続速度が低いと き 」 を選択します。

--ppe-exitafter 240
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --audiope-compression auto | always | never

使用法 : 有効な圧縮設定を指定します。

次の例は、 ク ラ イアン ト接続が低速な場合にのみデータ圧縮を有効にします。

「 IO Protocol Engine 」 タブ
SGD スマート カード 、シ リ アルポート 、および Windows ク ラ イアン ト ド ラ イブマ
ッピング (CDM) のプロセスを調整するには、 「 IO Protocol Engine 」 タブの属性を
使用します。  

これらの設定の一覧を表示するには、 コマンド行で tarantella config list コ
マンドを使用します。 これらの設定を編集するには、 tarantella config edit 
コマンドを使用します。

属性に対する変更が反映されるのは、新規のプロ ト コルエンジンに限られます。既存
のプロ ト コルエンジンに影響はあ り ません。

パケッ ト圧縮

使用法 : 圧縮設定のオプシ ョ ンを選択します。

説明

IO プロ ト コルエンジンが、 ク ラ イアン ト接続でデータ圧縮を使用するかど うかを指
定します。

接続速度が遅い場合に IO プロ ト コルエンジンのデータ圧縮を有効にするには、 「 接
続速度が低いと き 」 を選択します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --iope-compression auto | always | never

使用法 : 有効な圧縮設定を指定します。

--audiope-compression auto
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次の例は、 ク ラ イアン ト接続が低速な場合にデータ圧縮を有効にします。

「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブ
「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブを使用する と 、 SGD サーバーのユーザーセッシ ョ ンを
表示した り管理した りできます。ユーザーセッシ ョ ンは、 SGD サーバーに接続され
ているユーザーを表します。

ユーザーセッシ ョ ンの情報は、 「 ユーザーセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブルに表示され
ます。

「 ユーザーセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブル

「 ユーザーセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブルには、 SGD サーバーのユーザーセッシ ョ ン
の詳細が表示されます。

このテーブルの 上部に、ユーザーセッシ ョ ンの数が括弧で囲まれて表示されます。

「 ユーザーセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブルには、各ユーザーセッシ ョ ンに関する次の情
報が含まれています。

■ ユーザー識別情報。ユーザーの一意の識別子。  

■ ユーザープロファ イル。ユーザーが使用できる設定とアプ リ ケーシ ョ ンを定義す
るプロファ イル。

■ Secure Global Desktop サーバー。ユーザーセッシ ョ ンをホス ト している  SGD サ
ーバーの名前。

■ ログイン時間。ユーザーが SGD サーバーにログインした時刻。

「 ユーザーセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブルを検索する場合は、 「 検索 」 オプシ ョ ンを使
用します。デフォルトでは、検索によって返される結果の数は 150 個に制限されます。
ユーザー識別情報やユーザープロファ イルを検索する と きは、検索文字列にワイルド
カード 「 * 」 を使用できます。 「 name 」 とい う検索文字列の入力は、 「 *name* 」 の
検索に相当し 、検索文字列と一致するものがすべて返されます。 「 開始時刻 」 検索オ
プシ ョ ンを使用する と 、指定した時刻の範囲に開始されたユーザーセッシ ョ ンを検索
できます。指定する各時刻の形式は yyyy/mm/dd hh:mm:ss です。次の形式のいず
れかを使用して範囲を指定します。

■ 開始時刻 - 終了時刻

たとえば、 2010/05/11 08:00:00 - 2010/05/11 17:00:00 のよ うに指定
します。

--iope-compression auto
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指定した時刻の間に開始されたユーザーセッシ ョ ンを検索します。

■ 開始時刻 -

たとえば、 20010/05/11 08:00:00- のよ うに指定します。

指定した時刻以後に開始されたユーザーセッシ ョ ンを検索します。

■ - 終了時刻

たとえば、 -2010/05/11 08:00:33 のよ うに指定します。

指定した時刻よ り も前に開始されたユーザーセッシ ョ ンを検索します。

ユーザーセッシ ョ ンに関するさ らに詳細な情報を表示するには、 「 ユーザーセッシ ョ
ン リ ス ト 」 テーブル内のユーザーセッシ ョ ンのチェ ッ クボッ クスを選択し 、 「 詳細の
表示 」 ボタンをク リ ッ ク します。

ユーザーセッシ ョ ンを終了するには、 「 ユーザーセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブル内のユ
ーザーセッシ ョ ンのチェ ッ クボッ クスを選択し 、 「 終了 」 ボタンをク リ ッ ク します。

すべてのユーザーセッシ ョ ンを終了するには、 「 現在表示されている項目を選択 」 ア
イコンをク リ ッ ク してすべてのユーザーセッシ ョ ンを選択し 、 「 終了 」 ボタンをク リ
ッ ク します。

「 再読み込み 」 ボタンをク リ ッ クする こ とによ り 、 「 ユーザーセッシ ョ ン リ ス ト 」 テ
ーブルを更新できます。

コマンド 行

ユーザーセッシ ョ ンの詳細を表示したり 、ユーザーセッシ ョ ンを終了したりするには、
コマンド行で tarantella webtopsession コマンドを使用します。
889 ページの 「 tarantella webtopsession コマンド 」 を参照して ください。

「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブ
「 アプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブを使用する と 、 SGD サーバーのアプリ ケーシ
ョ ンセッシ ョ ンを表示した り管理した りできます。  

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの情報は、 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン リ ス ト 」 テー
ブルに表示されます。
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「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブル

「 アプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブルには、 SGD サーバーのアプリ ケー
シ ョ ンセッシ ョ ンの詳細が表示されます。

このテーブルの 上部に、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの数が括弧で囲まれて表示さ
れます。

「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブルには、各アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ
ンに関する次の情報が含まれています。

■ ユーザー識別情報。ユーザーの一意の識別子。

■ ユーザープロファ イル。ユーザーが使用できる設定とアプ リ ケーシ ョ ンを定義す
るプロファ イル。

■ Secure Global Desktop サーバー。アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをホス ト してい
る  SGD サーバーの名前。  

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバー。アプ リ ケーシ ョ ンをホス ト しているアプ リ ケーシ ョ
ンサーバーの名前。

■ アプ リ ケーシ ョ ン 。アプ リ ケーシ ョ ンの名前。

■ 起動時刻。アプ リ ケーシ ョ ンが起動された時刻。

■ ステータス 。アプ リ ケーシ ョ ンの現在のステータス 。たとえば、アプ リ ケーシ ョ
ンが実行中か、中断中かを示します。

「 検索 」 オプシ ョ ンを使用する と 、 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブル
を検索できます。デフォル トでは、検索によって返される結果の数は 150 個に制限さ
れます。ユーザー識別情報、ユーザープロファ イル、 またはアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーを検索する と きは、検索文字列にワイルドカード 「 * 」 を使用できます。 「 name
」 とい う検索文字列の入力は、 「 *name* 」 の検索に相当し 、検索文字列と一致する
ものがすべて返されます。 「 開始時刻 」 検索オプシ ョ ンを使用する と 、指定した時刻
の範囲に開始されたアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを検索できます。指定する各時刻の
形式は yyyy/mm/dd hh:mm:ss です。次の形式のいずれかを使用して範囲を指定し
ます。

■ 開始時刻 - 終了時刻

たとえば、 2010/05/11 08:00:00 - 2010/05/11 17:00:00 のよ うに指定
します。

指定した時刻の間に開始されたアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを検索します。

■ 開始時刻 -

たとえば、 20010/05/11 08:00:00- のよ うに指定します。

指定した時刻以後に開始されたアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを検索します。

■ - 終了時刻

たとえば、 -2010/05/11 08:00:33 のよ うに指定します。
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指定した時刻よ り も前に開始されたアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを検索します。

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンに関するさ らに詳細な情報を表示するには、 「 アプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブル内のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンのチェ ッ クボ
ッ クスを選択し 、 「 詳細の表示 」 ボタンをク リ ッ ク します。

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了するには、 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン リ ス ト
」 テーブル内のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンのチェ ッ クボッ クスを選択し 、 「 終了 」
ボタンをク リ ッ ク します。

すべてのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了するには、 「 現在表示されている項目を
選択 」 アイコンをク リ ッ ク してすべてのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを選択し 、 「 終
了 」 ボタンをク リ ッ ク します。

「 再読み込み 」 ボタンをク リ ッ クする こ とによ り 、 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン リ
ス ト 」 テーブルを更新できます。

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをシャ ド ウイングする と 、管理者とユーザーがアプ リ ケ
ーシ ョ ンを同時に使って対話できるよ うにな り ます。アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを
シャ ド ウイングするには、 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブル内のアプ
リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンのチェ ッ クボッ クスを選択し 、 「 シャ ド ウイング 」 ボタンを
ク リ ッ ク します。  

注 -  一部の国では、ユーザーに通知せずにシャ ド ウイングするこ とが法律で禁じら
れています。その法律に従う義務があ り ます。

文字型アプリ ケーシ ョ ンや中断しているアプ リ ケーシ ョ ンでは、シャ ド ウイングはサ
ポート されていません。 これらのアプリケーシ ョ ンをシャ ドウイングしよ う とする と 、
警告メ ッセージが表示されます。

コマンド 行

アプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの詳細を表示した り 、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをシ
ャ ド ウイングした り 、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了した りするには、 コマンド
行で tarantella emulatorsession コマンドを使用します。 727 ページの 「
tarantella emulatorsession コマンド 」 を参照して ください。
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付録 C

ユーザープロファ イル、アプ リ ケー
シ ョ ン 、およびアプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバー

Oracle Secure Global Desktop (SGD) では、ユーザー、 リ ソース 、および組織の構造
は、ディ レク ト リ内の 「 オブジェ ク ト 」 で表現されます。オブジェク トのタイプが異
なれば、属性と して知られている設定内容も異なる 。

この章では、 SGD およびその属性で使用されるオブジェク ト タ イプについて説明し
ます。 この章の内容は、次のとおりです。

■ 553 ページの 「 SGD オブジェク ト 」

■ 574 ページの 「 属性の参照 」

SGD オブジェク ト
SGD でサポート されるオブジェク ト タ イプは、次のとおりです。

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト

■ ディ レク ト リ : 組織オブジェク ト

■ ディ レク ト リ : 組織単位オブジェク ト

■ ディ レク ト リ  ( 軽量 ): Active Directory コンテナオブジェク ト

■ ディ レク ト リ  ( 軽量 ): ド メ インコンポーネン トオブジェク ト

■ ドキュ メ ン ト オブジェ ク ト

■ 動的アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト
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■ 動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト

■ グループオブジェク ト

■ ユーザープロファ イルオブジェク ト

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト

■ X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト

3270 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト

3270 アプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに提供する場合は、 3270 アプ リ ケーシ ョ ンオブジ
ェク ト を使用します。

SGD では、 3270 アプ リ ケーシ ョ ンのために他社製の Unix 用 TeemTalk エ ミ ュレー
タが使用されます。詳細については、 SGD 付属の 『 TeemTalk for Unix User's 
Guide 』 を参照して ください。

3270 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成するには、 Administration Console また
は tarantella object new_3270app コマンドを使用します。

Administration Console では、 3270 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定内容がい
くつかのタブに分けられています。

「 一般 」 タブには、ユーザーのリ ンクの作成時に使用される名前とアイコンを制御す
る属性が含まれます。 「 一般 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ 名前

■ コ メ ン ト

■ アイコン

■ ヒ ン ト

「 起動 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンの起動方法、およびアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ
ンの中断 / 再開を可能にするかど うかを制御する属性が含まれます。 「 起動 」 タブの
属性は、次のとおりです。

■ コマンドの引数

■ 接続方法

■ 接続方法 : SSH 引数

■ ログインスク リプ ト

■ 環境変数

■ セッシ ョ ン数

■ アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能

■ アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 : タイムアウ ト

■ 起動接続をオープンしたまま保持
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■ セッシ ョ ン終了

■ ウ ィ ン ド ウを閉じるアクシ ョ ン

「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブには、ユーザーへのアプ リ ケーシ ョ ンの表示方法を制御
する属性が含まれます。 「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ ウ ィ ン ド ウタイプ

■ ウ ィ ン ド ウマネージャー

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : ク ラ イアン トの 大サイズ

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : ウ ィ ンド ウに合わせて拡大縮小する

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : 幅

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : 高さ

■ ウ ィ ン ド ウの色

■ ウ ィ ン ド ウの色 : カスタム色

「 パフォーマンス 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスを 適化するため
の属性が含まれます。 「 パフォーマンス 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ コマンドの圧縮

■ コマンドの実行

■ 遅延更新

■ グラフ ィ ッ クアクセラレーシ ョ ン

■ インターレースイ メージ

■ 類似セッシ ョ ン間で リ ソースを共有

「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブには、ユーザーのク ラ イアン トデバイスがアプ リ ケー
シ ョ ン とやり と りする方法を制御する属性が含まれます。 「 ク ラ イアン トデバイス 」
タブの属性は、次のとおりです。

■ キーボードマップ : ロ ッ ク

■ ユーロ文字

■ コピー＆ペース ト

■ コピー＆ペース ト : アプ リ ケーシ ョ ンの Clipboard Security Level

■ マウスの中ボタンのタイムアウ ト

■ モニターの解像度

「 サードパーティーエ ミ ュレータ 」 タブには、他社製の Unix 用 TeemTalk エ ミ ュレ
ータの属性が含まれます。 「 サードパーティーエ ミ ュレータ 」 タブの属性は、次のと
おりです。

■ サーバーアドレス

■ サーバーポート

■ 接続終了アクシ ョ ン
付録 C ユーザープロファイル、アプリケーシ ョ ン 、およびアプリケーシ ョ ンサーバー 555



■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : 大化

■ メニューバー

■ 「 ファ イル 」 メニューと 「 設定 」 メニュー

■ 表示されるソフ ト ボタン

■ 前景色

■ 背景色

■ キーボード タイプ

「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンを実行可能な
ユーザープロファ イルオブジェク トが一覧表示されます。 「 割り当て済みのユーザー
プロファ イル 」 タブを参照して ください。

「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンの実行中および中断中
のアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが一覧表示されます。 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
」 タブを参照して ください。

5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト

5250 アプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに提供する場合は、 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジ
ェク ト を使用します。

SGD では、 5250 アプ リ ケーシ ョ ンのために他社製の Unix 用 TeemTalk エ ミ ュレー
タが使用されます。詳細については、 SGD 付属の 『 TeemTalk for Unix User's 
Guide 』 を参照して ください。

5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成するには、 Administration Console また
は tarantella object new_5250app コマンドを使用します。

Administration Console では、 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定内容がい
くつかのタブに分けられています。

「 一般 」 タブには、ユーザーのリ ンクの作成時に使用される名前とアイコンを制御す
る設定が含まれます。 「 一般 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ 名前

■ コ メ ン ト

■ アイコン

■ ヒ ン ト

「 起動 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンの起動方法、およびアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ
ンの中断 / 再開を可能にするかど うかを制御する属性が含まれます。 「 起動 」 タブの
属性は、次のとおりです。

■ コマンドの引数

■ 接続方法
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■ 接続方法 : SSH 引数

■ ログインスク リプ ト

■ 環境変数

■ セッシ ョ ン数

■ アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能

■ アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 : タイムアウ ト

■ 起動接続をオープンしたまま保持

■ セッシ ョ ン終了

■ ウ ィ ン ド ウを閉じるアクシ ョ ン

「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブには、ユーザーへのアプ リ ケーシ ョ ンの表示方法を制御
する属性が含まれます。 「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ ウ ィ ン ド ウタイプ

■ ウ ィ ン ド ウマネージャー

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : ク ラ イアン トの 大サイズ

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : ウ ィ ンド ウに合わせて拡大縮小する

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : 幅

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : 高さ

■ ウ ィ ン ド ウの色

■ ウ ィ ン ド ウの色 : カスタム色

「 パフォーマンス 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスを 適化するため
の属性が含まれます。 「 パフォーマンス 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ コマンドの圧縮

■ コマンドの実行

■ 遅延更新

■ グラフ ィ ッ クアクセラレーシ ョ ン

■ インターレースイ メージ

■ 類似セッシ ョ ン間で リ ソースを共有

「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブには、ユーザーのク ラ イアン トデバイスがアプ リ ケー
シ ョ ン とやり と りする方法を制御する属性が含まれます。 「 ク ラ イアン トデバイス 」
タブの属性は、次のとおりです。

■ キーボードマップ : ロ ッ ク

■ ユーロ文字

■ コピー＆ペース ト

■ コピー＆ペース ト : アプ リ ケーシ ョ ンの Clipboard Security Level

■ マウスの中ボタンのタイムアウ ト
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■ モニターの解像度

「 サードパーティーエ ミ ュレータ 」 タブには、他社製の Unix 用 TeemTalk エ ミ ュレ
ータの属性が含まれます。 「 サードパーティーエ ミ ュレータ 」 タブの属性は、次のと
おりです。

■ サーバーアドレス

■ サーバーポート

■ 接続終了アクシ ョ ン

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : 大化

■ メニューバー

■ 「 ファ イル 」 メニューと 「 設定 」 メニュー

■ 表示されるソフ ト ボタン

■ 前景色

■ 背景色

■ キーボード タイプ

「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンを実行可能な
ユーザープロファ イルオブジェク トが一覧表示されます。 「 割り当て済みのユーザー
プロファ イル 」 タブを参照して ください。

「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンの実行中および中断中
のアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが一覧表示されます。 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
」 タブを参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト

SGD を介してアプ リ ケーシ ョ ンを実行するためのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを表現
する場合は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を使用します。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トは、アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散に使用され
ます。 2 つ以上のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を  1 つのアプ リ ケーシ ョ ン
オブジェク トに割り当てる場合、 SGD では、すべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに
おける負荷に基づいて、使用するアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが選択されます。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を作成するには、 Administration Console 
または tarantella object new_host コマンドを使用します。

Administration Console では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの設定内容が
いくつかのタブに分けられています。

「 一般 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの指定およびアプ リ ケーシ ョ ン認証を
制御する属性が含まれます。 「 一般 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ 名前
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■ コ メ ン ト

■ アドレス

■ アプ リ ケーシ ョ ン起動

■ ユーザー割り当て

■ 大数

■ ド メ イン名

■ パスワードキャ ッシュの使用

■ プロンプ トのロケール

「 パフォーマンス 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスを 適化するため
の属性が含まれます。負荷分散グループを参照して ください。

「 ホス ト されているアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上でホ
ス ト されているアプ リ ケーシ ョ ンの リ ス トが表示されます。 「 ホス ト されているアプ
リ ケーシ ョ ン 」 タブを参照して ください。

「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの実行中およ
び中断中のアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが一覧表示されます。 「 アプ リ ケーシ ョ ンセ
ッシ ョ ン 」 タブを参照して ください。

「 パスワード 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュエン ト
リの リ ス トが表示されます。 「 パスワード 」 タブを参照して ください。

文字型アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト

VT420 、 Wyse 60 、 または SCO コンソールの文字型アプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに
提供する場合は、文字型アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を使用します。

文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トは、 VT420 、 Wyse 60 、 または SCO コンソ
ールの文字型アプリ ケーシ ョ ンをサポート します。 「 エ ミ ュレーシ ョ ンタイプ 」 属性
によってアプ リ ケーシ ョ ンのタイプが決ま り ます。

文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成するには、 Administration Console ま
たは tarantella object new_charapp コマンドを使用します。

Administration Console では、文字型アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定内容がい
くつかのタブに分けられています。

「 一般 」 タブには、ユーザーのリ ンクの作成時に使用される名前とアイコンを制御す
る設定が含まれます。 「 一般 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ 名前

■ コ メ ン ト

■ アイコン
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■ ヒ ン ト

「 起動 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンの起動方法、およびアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ
ンの中断 / 再開を可能にするかど うかを制御する属性が含まれます。 「 起動 」 タブの
属性は、次のとおりです。

■ アプ リ ケーシ ョ ンコマンド

■ コマンドの引数

■ 接続方法

■ 接続方法 : SSH 引数

■ ログインスク リプ ト

■ 環境変数

■ 応答メ ッセージ

■ セッシ ョ ン数

■ アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能

■ アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 : タイムアウ ト

■ ウ ィ ン ド ウを閉じるアクシ ョ ン

「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブには、ユーザーへのアプ リ ケーシ ョ ンの表示方法を制御
する属性が含まれます。 「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ ウ ィ ン ド ウタイプ

■ エ ミ ュレーシ ョ ンタイプ

■ 端末タイプ

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : ク ラ イアン トの 大サイズ

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : 幅

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : 高さ

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : カラム

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : 行

■ フォン ト ファ ミ リ

■ フォン トサイズ : 固定フォン トサイズ

■ フォン トサイズ

■ 枠線のスタイル

■ カーソル

■ 属性マップ

■ カラーマップ

■ スク ロールスタイル

■ ステータス行

■ 行の折り返し
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「 パフォーマンス 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスを 適化するため
の属性が含まれます。 「 パフォーマンス 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散

■ コマンドの圧縮

「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブには、ユーザーのク ラ イアン トデバイスがアプ リ ケー
シ ョ ン とやり と りする方法を制御する属性が含まれます。 「 ク ラ イアン トデバイス 」
タブの属性は、次のとおりです。

■ キーボードマップ

■ キーボード コードの変更

■ 数字パッ ド コードの変更

■ カーソルキーコードの変更

■ エスケープシーケンス

■ コードページ

「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンをホス ト
するよ うに設定されているアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが一覧表示されます。 「 ホス ト
しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブを参照して ください。

「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンを実行可能な
ユーザープロファ イルオブジェク トが一覧表示されます。 「 割り当て済みのユーザー
プロファ イル 」 タブを参照して ください。

「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンの実行中または中断中
のアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが一覧表示されます。 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
」 タブを参照して ください。

ディ レク ト リ : 組織オブジェク ト

組織全体に適用する設定には、組織オブジェク ト を使用します。

組織オブジェク トは常に、組織階層の ト ップレベルにあ り ます。

組織オブジェク トには、組織単位 (OU) オブジェク ト またはユーザープロファ イルオ
ブジェク ト を含めるこ とができます。

組織オブジェク ト を作成するには、 Administration Console または tarantella 
object new_org コマンドを使用します。

Administration Console では、組織オブジェク トの設定内容がいくつかのタブに分け
られています。

「一般 」 タブには、組織の名前を制御する属性が含まれます。 「一般 」 タブの属性は、
次のとおりです。
付録 C ユーザープロファイル、アプリケーシ ョ ン 、およびアプリケーシ ョ ンサーバー 561



■ 名前

■ コ メ ン ト

「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブには、ユーザーのク ラ イアン トデバイスがアプ リ ケー
シ ョ ン とやり と りする方法を制御する属性が含まれます。 「 ク ラ イアン トデバイス 」
タブの属性は、次のとおりです。

■ ク ラ イアン トプロファ イルの編集

■ コピー＆ペース ト

■ シ リ アルポート マッピング

■ ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング

「 印刷 」 タブには、ユーザーが Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷するための属性
が含まれます。 「 印刷 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ ク ラ イアン ト印刷 : 上書き

■ ク ラ イアン ト印刷

■ Universal PDF プリ ンタ

■ Universal PDF プリ ンタをデフォル トにする

■ Universal PDF ビューア

■ Universal PDF ビューアをデフォル トにする

■ Postscript プ リ ンタ ド ラ イバ

「 セキュ リ テ ィー 」 タブには、 ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバー間で許可され
る接続を定義する属性が含まれます。接続を参照して ください。

「 割り当て済みのアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブには、組織内のユーザーが使用可能なアプ
リ ケーシ ョ ンの リ ス ト が表示されます。 「 割り当て済みのアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブを
参照して ください。

ディ レク ト リ : 組織単位オブジェク ト

組織内の部門、サイ ト 、 またはチームを識別するには、組織単位 (OU) オブジェク ト
を使用します。

OU は、組織オブジェク ト またはド メ インコンポーネン トオブジェク トに含めるこ と
ができます。

OU オブジェク ト を作成するには、 Administration Console または tarantella 
object new_orgunit コマンドを使用します。

Administration Console では、 OU オブジェク トの設定内容がいくつかのタブに分け
られています。
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「 一般 」 タブには、 OU の名前を制御する属性が含まれます。 「一般 」 タブの属性は、
次のとおりです。

■ 名前

■ コ メ ン ト

「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブには、ユーザーのク ラ イアン トデバイスがアプ リ ケー
シ ョ ン とやり と りする方法を制御する属性が含まれます。 「 ク ラ イアン トデバイス 」
タブの属性は、次のとおりです。

■ ク ラ イアン トプロファ イルの編集

■ コピー＆ペース ト

■ シ リ アルポート マッピング

■ ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング

「 印刷 」 タブには、ユーザーが Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷するための属性
が含まれます。 「 印刷 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ ク ラ イアン ト印刷 : 上書き

■ ク ラ イアン ト印刷

■ Universal PDF プリ ンタ

■ Universal PDF プリ ンタをデフォル トにする

■ Universal PDF ビューア

■ Universal PDF ビューアをデフォル トにする

■ Postscript プ リ ンタ ド ラ イバ

「 セキュ リ テ ィー 」 タブには、 ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバー間で許可され
る接続を定義する属性が含まれます。接続を参照して ください。

「 割り当て済みのアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブには、組織単位内のユーザーが使用可能な
アプ リ ケーシ ョ ンの リ ス ト が表示されます。 「 割り当て済みのアプ リ ケーシ ョ ン 」 タ
ブを参照して ください。

ディ レク ト リ  ( 軽量 ): Active Directory コンテナ
オブジェク ト

Microsoft Active Directory 構造を  SGD 組織階層内に複製するには、 Active 
Directory コンテナオブジェク ト を使用します。

Active Directory コンテナオブジェク トは組織単位オブジェク トに似ていますが、追
加の SGD 固有属性が含まれていないか、ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを割り当てる
こ とができません。 これが、ディレク ト リ  ( 軽量 ) オブジェク ト と呼ばれる理由です。
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Active Directory コンテナオブジェク トは、組織オブジェク ト 、組織単位オブジェ
ク ト 、 またはド メ インコンポーネン トオブジェク トに含めるこ とができます。

Active Directory コンテナオブジェク ト を作成するには、 Administration Console 
または tarantella object new_container コマンドを使用します。

Administration Console では、 Active Directory コンテナオブジェク トの設定内容が
いくつかのタブに分けられています。

「 一般 」 タブには、 Active Directory コンテナの名前を制御する属性が含まれます。
名前を参照して ください。

ディ レク ト リ  ( 軽量 ): ド メ インコンポーネン トオ
ブジェク ト

ディ レク ト リ構造 ( 通常は Microsoft Active Directory 構造 ) を SGD 組織階層内に複
製するには、 ド メ インコンポーネン トオブジェク ト を使用します。

ド メ インコンポーネン ト オブジェ ク トは組織オブジェク トに似ていますが、追加の 
SGD 固有属性が含まれていないか、ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを割り当てるこ と
ができません。 これが、ディ レク ト リ  ( 軽量 ) オブジェク ト と呼ばれる理由です。

ド メ インコンポーネン ト オブジェ ク トが表示されるのは、組織階層の ト ップレベルか
、別のド メ インコンポーネン トオブジェク ト内に限られます。

ド メ インコンポーネン ト オブジェ ク トには、組織単位オブジェク ト 、 ド メ インコンポ
ーネン トオブジェク ト 、 Active Directory コンテナオブジェク ト 、 またはユーザープ
ロファ イルオブジェク ト を含めるこ とができます。

ド メ インコンポーネン ト オブジェ ク ト を作成するには、 Administration Console ま
たは tarantella object new_dc コマンドを使用します。

Administration Console では、 ド メ インコンポーネン トオブジェ ク トの設定内容がい
くつかのタブに分けられています。

「 一般 」 タブには、 ド メ インコンポーネン トの名前を制御する属性が含まれます。
名前を参照して ください。

ドキュ メ ン ト オブジェ ク ト

ドキュ メン ト をユーザーに提供する場合は、 ドキュ メン トオブジェク ト を使用します。
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ドキュ メ ン ト オブジェ ク トは、任意の URL (Uniform Resource Locator) を参照でき
ます。 Oracle Open Office ソフ ト ウェア文書や Adobe® Acrobat ソフ ト ウェアファ
イルなど 、 Web 上のどのよ う なドキュ メ ン ト でも参照できます。 ドキュ メ ン トから  
Web アプ リ ケーシ ョ ンを参照するこ と もできます。

実際に URL を取得するのはユーザーの 「 ク ラ イアン トデバイス 」 であるため、 ファ
イアウォールなどのセキュ リ テ ィー機能によってユーザーが URL にアクセスできな
い場合があ り ます。

ドキュ メ ン ト オブジェ ク ト を作成するには、 Administration Console または 
tarantella object new_doc コマンドを使用します。

Administration Console では、 ドキュ メ ン ト オブジェク トの設定内容がいくつかのタ
ブに分けられています。

「 一般 」 タブには、ユーザーのリ ンクの作成時に使用される名前とアイコンを制御す
る設定が含まれます。 「 一般 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ 名前

■ コ メ ン ト

■ アイコン

■ ヒ ン ト

「 起動 」 タブには、ユーザーが ドキュ メ ン トの リ ンクをク リ ッ クする と表示される  
URL が含まれます。 URL を参照して ください。

「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブには、ユーザーへのドキュ メン トの表示方法を制御する
属性が含まれます。 ウ ィ ンド ウタイプ : 新規ブラウザウ ィ ンド ウを参照してください
。

「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブには、 ドキュ メ ン トにアクセス可能な
ユーザーオブジェク トが一覧表示されます。 「 割り当て済みのユーザープロファ イル
」 タブを参照して ください。

グループオブジェク ト

アプリ ケーシ ョ ンのグループをユーザープロファ イル、組織単位、 または組織に関連
付けた り 、アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散のために類似したアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
を関連付けた りする場合は、グループオブジェク ト を使用します。

グループオブジェク トは組織単位と同じではあ り ません。アプ リ ケーシ ョ ンやアプ リ
ケーシ ョ ンサーバーが所属できる組織単位は 1 つだけですが、多数のグループのメン
バーになるこ とができます。  

グループへの所属に影響を与えずに、グループのメンバーを移動するこ とや、 メ ンバ
ーの名前を変更するこ とができます。
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グループオブジェク トは、オブジェ ク トの次のタブに追加できます。  

■ 「 割り当て済みのアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブ。アプ リ ケーシ ョ ンのグループをユー
ザープロファ イルオブジェク ト 、組織単位オブジェク ト 、 または組織オブジェク
トに割り当てる場合に、 このタブを使用します。グループのメンバーが再帰的に
表示されますが、グループ自体は表示されません。 「 割り当て済みのアプ リ ケー
シ ョ ン 」 タブを参照して ください。

■ 「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブ。アプ リ ケーシ ョ ンサーバー
のグループをアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トに割り当てる場合に、 このタブを使
用します。グループのメンバーが、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散に再帰
的に使用されます。 「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブを参照し
て ください。

グループオブジェク ト を作成するには、 Administration Console または 
tarantella object new_group コマンドを使用します。

Administration Console では、グループオブジェク トの設定内容がいくつかのタブに
分けられています。

「 一般 」 タブには、グループの名前を制御する属性が含まれます。 「 一般 」 タブの属
性は、次のとおりです。

■ 名前

■ コ メ ン ト

「 メ ンバー 」 タブは、グループオブジェク トのメンバーの表示および編集に使用され
ます。 「 メ ンバー 」 タブを参照して ください。

「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブには、グループ内のアプ リ ケーシ ョ ン
を実行可能なユーザープロファ イルオブジェク トが一覧表示されます。
「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブを参照して ください。

「 ホス ト されているアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブには、グループ内のアプリ ケーシ ョ ンサ
ーバー上でホス ト されているアプ リ ケーシ ョ ンの リ ス ト が表示されます。
「 ホス ト されているアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブを参照して ください。

ユーザープロファ イルオブジェク ト

組織内のユーザーを表現し 、そのユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンにアクセスできるよ う
にするには、ユーザープロファ イルオブジェク ト を使用します。

使用される認証機構によって、ユーザープロファ イルオブジェク ト を持っていないユ
ーザーでも  SGD にログインできる場合があ り ます。

継承を使用するには、ユーザープロファイルオブジェク ト を組織単位内に作成します。
これによ り 、容易かつ効率的に管理できるよ うにな り ます ( 「 割り当て済みアプリ ケ
ーシ ョ ンを親から継承する 」 を参照 ) 。
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ユーザープロファ イルオブジェク ト を作成するには、 Administration Console また
は tarantella object new_person コマンドを使用します。

Administration Console では、ユーザープロファ イルオブジェク トの設定内容がいく
つかのタブに分けられています。

「 一般 」 タブには、ユーザーの指定および認証用のユーザー命名属性が含まれます。
「 一般 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ 名前

■ コ メ ン ト

■ 姓

■ ログイン

■ ログイン : 複数

■ ログイン名

■ 電子メールアドレス

■ ド メ イン名

「 パフォーマンス 」 タブには、ユーザーの帯域幅制限を制御する属性が含まれます。
帯域幅の制限を参照して ください。

「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブには、ユーザーのク ラ イアン トデバイスがアプ リ ケー
シ ョ ン とやり と りする方法を制御する属性が含まれます。 「 ク ラ イアン トデバイス 」
タブの属性は、次のとおりです。

■ ク ラ イアン トプロファ イルの編集

■ コピー＆ペース ト

■ キーボードマップ

■ シ リ アルポート マッピング

■ ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング

「 印刷 」 タブには、ユーザーが Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷するための属性
が含まれます。 「 印刷 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ ク ラ イアン ト印刷 : 上書き

■ ク ラ イアン ト印刷

■ Universal PDF プリ ンタ

■ Universal PDF プリ ンタをデフォル トにする

■ Universal PDF ビューア

■ Universal PDF ビューアをデフォル トにする

■ Postscript プ リ ンタ ド ラ イバ

「 セキュ リ テ ィー 」 タブには、 ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバー間で許可され
る接続を定義する属性が含まれます。接続を参照して ください。
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「 割り当て済みのアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブには、ユーザーが使用可能なアプ リ ケーシ
ョ ンの リ ス トが表示されます。 「 割り当て済みのアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブを参照して
ください。

「 パスワード 」 タブには、ユーザーのパスワードキャ ッシュエン ト リの リ ス ト が表示
されます。 「 パスワード 」 タブを参照して ください。

「 トークン 」 タブには、ユーザーの認証トークンの リ ス トが表示されます。 「 トーク
ン 」 タブを参照して ください。

「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブには、ユーザーのアクティブなユーザーセッシ ョ ンの リ
ス ト が表示されます。 「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブを参照して ください。

「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブには、ユーザーの実行中および中断中のアプ リ
ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが一覧表示されます。 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブを
参照して ください。

動的アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト

実行するアプ リ ケーシ ョ ンをユーザーが選択できるよ うにするには、動的な起動で動
的アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を使用します。

動的アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成するには、 Administration Console また
は tarantella object new_dynamicapp コマンドを使用します。

Administration Console では、動的アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定内容がいく
つかのタブに分けられています。

「 一般 」 タブには、動的アプ リ ケーシ ョ ンの名前を制御する属性が含まれます。
「 一般 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ 名前

■ コ メ ン ト

■ アイコン

「 Mappings 」 タブには、動的アプ リ ケーシ ョ ンのマッピングが一覧表示されます。
このタブには、入力フ ィールド とアプ リ ケーシ ョ ンの間のマッピングが含まれます。
「 Mappings 」 タブを参照して ください。

「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンを実行可能な
ユーザープロファ イルオブジェク トが一覧表示されます。 「 割り当て済みのユーザー
プロファ イル 」 タブを参照して ください。
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動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト

アプリ ケーシ ョ ンを実行するアプ リ ケーシ ョ ンサーバーをユーザーが選択できるよ う
にするには、動的な起動で動的アプリケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を使用します。  

動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を作成するには、 Administration 
Console または tarantella object new_host コマンドを使用します。

Administration Console では、動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの設定内
容がいくつかのタブに分けられています。

「 一般 」 タブには、動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの指定およびアプ リ ケーシ ョ ン認
証を制御する属性が含まれます。ブローカ設定の属性も含まれます。 「 一般 」 タブの
属性は、次のとおりです。

■ 名前

■ コ メ ン ト

■ パスワードキャ ッシュの使用

■ 仮想サーバーブローカク ラス

■ 仮想サーバーブローカパラ メータ

「 ホス ト されているアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブには、動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに
割り当てられているアプ リ ケーシ ョ ンが一覧表示されます。 「 ホス ト されているアプ
リ ケーシ ョ ン 」 タブを参照して ください。

「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブには、動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの実行中
および中断中のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが一覧表示されます。 「 アプ リ ケーシ ョ
ンセッシ ョ ン 」 タブを参照して ください。

「 パスワード 」 タブには、動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュエ
ン ト リが一覧表示されます。 「 パスワード 」 タブを参照して ください。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト

Microsoft Windows のグラフ ィカルアプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに提供する場合は、
Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を使用します。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成するには、 Administration Console 
または tarantella object new_windowsapp コマンドを使用します。

Administration Console では、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定内容
がいくつかのタブに分けられています。

「 一般 」 タブには、ユーザーのリ ンクの作成時に使用される名前とアイコンを制御す
る設定が含まれます。 「 一般 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ 名前
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■ コ メ ン ト

■ アイコン

■ ヒ ン ト

「 起動 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンの起動方法、およびアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ
ンの中断 / 再開を可能にするかど うかを制御する属性が含まれます。 「 起動 」 タブの
属性は、次のとおりです。

■ アプ リ ケーシ ョ ンコマンド

■ コマンドの引数

■ 作業用ディ レク ト リ

■ ローカルク ラ イアン ト起動

■ SGD Remote Desktop Client

■ コンソールモード

■ Arguments

■ ド メ イン名

■ ログインスク リプ ト

■ セッシ ョ ン数

■ アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能

■ アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 : タイムアウ ト

■ ウ ィ ン ド ウを閉じるアクシ ョ ン

「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブには、ユーザーへのアプ リ ケーシ ョ ンの表示方法を制御
する属性が含まれます。 「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ ウ ィ ン ド ウタイプ

■ SWM ローカルウ ィンド ウ階層

■ キオスクモードのエスケープ

■ ウ ィ ン ド ウマネージャー

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : ク ラ イアン トの 大サイズ

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : ウ ィ ンド ウに合わせて拡大縮小する

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : 幅

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : 高さ

■ 発色数

■ Cursor Shadow

■ Full Window Drag

■ メニューのアニメーシ ョ ン

■ Theming

■ Cursor Shadow
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■ Cursor Settings

■ Font Smoothing

「 パフォーマンス 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスを 適化するため
の属性が含まれます。 「 パフォーマンス 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散

■ コマンドの圧縮

■ コマンドの実行

■ 遅延更新

■ グラフ ィ ッ クアクセラレーシ ョ ン

■ インターレースイ メージ

「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブには、ユーザーのク ラ イアン トデバイスがアプ リ ケー
シ ョ ン とやり と りする方法を制御する属性が含まれます。 「 ク ラ イアン トデバイス 」
タブの属性は、次のとおりです。

■ キーボードマップ : ロ ッ ク

■ ウ ィ ン ド ウ管理キー

■ ユーロ文字

■ コピー＆ペース ト : アプ リ ケーシ ョ ンの Clipboard Security Level

■ マウスの中ボタンのタイムアウ ト

■ モニターの解像度

■ リモートオーディオ

■ ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング

「 印刷 」 タブには、ユーザーが Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷するための属性
が含まれます。 「 印刷 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ プ リ ンタ設定のキャ ッシュ

■ ク ラ イアン ト印刷 : 上書き

■ ク ラ イアン ト印刷

■ Universal PDF プリ ンタ

■ Universal PDF プリ ンタをデフォル トにする

■ Universal PDF ビューア

■ Universal PDF ビューアをデフォル トにする

■ Postscript プ リ ンタ ド ラ イバ

「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンをホス ト
しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが一覧表示されます。 「 ホス ト しているアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバー 」 タブを参照して ください。
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「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンを実行可能な
ユーザープロファ イルオブジェク トが一覧表示されます。 「 割り当て済みのユーザー
プロファ イル 」 タブを参照して ください。

「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンの実行中および中断中
のアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが一覧表示されます。 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
」 タブを参照して ください。

X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト

X11 のグラフ ィカルアプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに提供する場合は、 X アプ リ ケーシ
ョ ンオブジェク ト を使用します。

X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成するには、 Administration Console または 
tarantella object new_xapp コマンドを使用します。

Administration Console では、 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの設定内容がいく
つかのタブに分けられています。

「 一般 」 タブには、ユーザーのリ ンクの作成時に使用される名前とアイコンを制御す
る設定が含まれます。 「 一般 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ 名前

■ コ メ ン ト

■ アイコン

■ ヒ ン ト

「 起動 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンの起動方法、およびアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ
ンの中断 / 再開を可能にするかど うかを制御する属性が含まれます。 「 起動 」 タブの
属性は、次のとおりです。

■ アプ リ ケーシ ョ ンコマンド

■ コマンドの引数

■ 接続方法

■ 接続方法 : SSH 引数

■ SSH のダウングレードを許可

■ X セキュ リ テ ィー拡張機能

■ ログインスク リプ ト

■ 環境変数

■ セッシ ョ ン数

■ アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能

■ アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 : タイムアウ ト

■ 起動接続をオープンしたまま保持
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■ セッシ ョ ン終了

■ ウ ィ ン ド ウを閉じるアクシ ョ ン

「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブには、ユーザーへのアプ リ ケーシ ョ ンの表示方法を制御
する属性が含まれます。 「 プレゼンテーシ ョ ン 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ ウ ィ ン ド ウタイプ

■ キオスクモードのエスケープ

■ ウ ィ ン ド ウマネージャー

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : ク ラ イアン トの 大サイズ

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : ウ ィ ンド ウに合わせて拡大縮小する

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : 幅

■ ウ ィ ン ド ウのサイズ : 高さ

■ ウ ィ ン ド ウの色

■ ウ ィ ン ド ウの色 : カスタム色

■ 発色数

「 パフォーマンス 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスを 適化するため
の属性が含まれます。 「 パフォーマンス 」 タブの属性は、次のとおりです。

■ アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散

■ コマンドの圧縮

■ コマンドの実行

■ 遅延更新

■ グラフ ィ ッ クアクセラレーシ ョ ン

■ インターレースイ メージ

■ カラー品質

■ 類似セッシ ョ ン間で リ ソースを共有

「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブには、ユーザーのク ラ イアン トデバイスがアプ リ ケー
シ ョ ン とやり と りする方法を制御する属性が含まれます。 「 ク ラ イアン トデバイス 」
タブの属性は、次のとおりです。

■ キーボードマップ : ロ ッ ク

■ ウ ィ ン ド ウ管理キー

■ ユーロ文字

■ コピー＆ペース ト : アプ リ ケーシ ョ ンの Clipboard Security Level

■ オーディオ リ ダイレク ト ラ イブラ リ

■ マウス

■ マウスの中ボタンのタイムアウ ト

■ モニターの解像度
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「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンをホス ト
しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが一覧表示されます。 「 ホス ト しているアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバー 」 タブを参照して ください。

「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンを実行可能な
ユーザープロファ イルオブジェク トが一覧表示されます。 「 割り当て済みのユーザー
プロファ イル 」 タブを参照して ください。

「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンの実行中および中断中
のアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが一覧表示されます。 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
」 タブを参照して ください。

属性の参照
この節では、 SGD オブジェク トで使用可能な属性について説明します。  

属性ごとに、 Administration Console での使用方法を示します。対応するコマンド
行が存在する場合は、その情報についても提供します。

ア ド レス

使用法 : DNS (Domain Name System) 名または IP (Internet Protocol) アドレスをフ
ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トです。

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのネッ ト ワークアド レスを指定します。

DNS 名を使用するのが 良の方法です。

新しいアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を作成する と き 、 「 アド レス 」 フ ィー
ルドには 「 名前 」 の設定が自動的に入力されます。

「 テス ト 」 ボタンを使用する と 、 DNS 名または IP アドレスが有効なネッ ト ワーク
アド レスかど うかを検証できます。 「 テス ト 」 ボタンを使用可能にするには、 まず、
「 一般 」 タブに加えた変更を保存する必要があ り ます。
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --address address

使用法 : こ こで、 address は DNS 名 ( 推奨 ) または IP アド レスです。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのアドレスを  
naples.indigo-insurance.com と指定します。

SSH のダウングレードを許可

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

SSH が接続方法と して使用され、 X11 転送が設定されていないか機能していないと
きに、 SGD が標準の X11 接続を使用して X アプ リ ケーシ ョ ンを表示できるかど うか
を定義します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --allowsshdowngrade true|false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、 X11 転送が使用できない場合や機能していない場合に、 SGD が X11 接
続の使用を試みるこ とができるよ うに指定します。

応答メ ッセージ

使用法 : テキス ト文字列をフ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

--address naples.indigo-insurance.com

--allowsshdowngrade true
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説明

アプリ ケーシ ョ ンサーバーからエ ミ ュレータに照会が送られた場合に返すメ ッセージ
を定義します。

この属性が適用されるのは、 VT420 文字型アプ リ ケーシ ョ ン と  Wyse 60 文字型アプ
リ ケーシ ョ ンに限られます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --answermsg message

使用法 : こ こで、 message は、使用するテキス ト文字列です。

次の例では、テキス ト  "My message" をアプ リ ケーシ ョ ンサーバーからの照会に対す
る応答と して返します。

アプ リ ケーシ ョ ンコマンド

使用法 : アプ リ ケーシ ョ ンのフルパス名をフ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、ユーザーが Webtop 上、あるいはデスク ト ップの 「 スター ト 」 または 「
起動 」 メニューでアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクをク リ ッ ク したと きに起動されるアプ リ
ケーシ ョ ンを指定します。

このパス名は、アプ リ ケーシ ョ ンを実行できるすべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上
で同一でなければなり ません。

コマンド行引数には、 「 コマンドの引数 」 属性を使用します。

X アプ リ ケーシ ョ ンの場合、 「 ウ ィ ン ド ウマネージャー 」 属性を使って、アプ リ ケー
シ ョ ン用のウ ィ ンド ウマネージャーを起動します。

--answermsg "My message"
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Windows アプ リ ケーシ ョ ンの場合、サブディ レク ト リ間のセパレータ と して 、バッ
クスラ ッシュ  (\) またはスラ ッシュ  (/) を使用できます。 コマンド行でバッ クスラ ッ
シュを指定する場合、エスケープシーケンス  (\) を使用する必要があ り ます。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンの場合、 このフ ィールドを空白のままにする と 、特定の
アプ リ ケーシ ョ ンの代わりに完全な Microsoft Windows セッシ ョ ンが起動します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --app pathname

使用法 : こ こで、 pathname は、アプ リ ケーシ ョ ンのフルパス名です。パス名に空白
文字が含まれている場合は、引用符 (") か (') で囲む必要があ り ます。

次の例では、 UNIX® プラ ッ ト フォームの X アプ リ ケーシ ョ ンを指定しています。

次の例では、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンを指定しています。

アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散

使用法 : 「 グローバル設定の上書き 」 チェ ッ クボッ クスを選択してから 、オプシ ョ ン
を選択します。 「 グローバル設定」 タブで定義されたグローバル設定を使用するには、
「 グローバル設定の上書き 」 ボッ クスの選択を解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この設定によ り 、アプ リ ケーシ ョ ンを起動する際、アプ リ ケーシ ョ ンを実行するアプ
リ ケーシ ョ ンサーバーを選択するために、 SGD が使用するアルゴ リ ズムが決ま り ま
す。アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 ホス ト してい
るアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブ で定義されたサーバーから選択されます。

--app /usr/local/bin/xfinance

--app "c:/Program Files/Indigo Insurance/cash.exe"
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この属性のデフォルト設定では、 「 グローバル設定 」  → 「 パフォーマンス 」 タブで
定義された設定が使用されます。 「 グローバル設定の上書き 」 チェ ッ クボッ クスを選
択してから 、オプシ ョ ンを選択するこ とで、 これを上書きできます。

次の表に、 Administration Console のオプシ ョ ン と対応するコマンド行オプシ ョ ン
を示します。

注 -  「 小 CPU 使用量 」 および 「 大空き メモ リー 」 のアルゴ リ ズムを使用するに
は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに SGD 拡張モジュールをインス トールする必要があ
り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --loadbal default | cpu | memory | sessions

使用法 : 設定値を指定します。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ン実行用の空き メモ リーがもっ と も多いアプ リ ケーシ ョ
ンサーバーを使用します。

アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

Administration Console コマンド行 説明

グローバル設定の上書き
( 選択解除 )

default 「 グローバル設定 」  → 「 パフォーマンス 」
タブで定義されたデフォル トのアルゴ リ ズム
を使用します。

大空き メモ リー memory もっ と も空き メモ リーが大きいアプ リ ケーシ
ョ ンサーバーを選択します。

小 CPU 使用量 cpu CPU ( 中央演算処理装置 ) のアイ ドル時間が
もっ と も長いアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを選
択します。

少アプ リ ケーシ ョ ン数 sessions SGD を通じて実行されるアプ リ ケーシ ョ ン
セッシ ョ ンがもっ と も少ないアプ リ ケーシ ョ
ンサーバーを選択します。

--loadbal memory
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■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを再開できる時間を決定します。

「 ローカル X サーバー 」 が 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」 に設定されている  X アプ リ ケーシ
ョ ンは、 「 アプリケーシ ョ ンの再開機能」属性の値に関係なく 、再開できません。

ク ラ イアン トデバイスで実行するよ うに設定されている  Windows アプ リ ケーシ ョ ン  
( ローカルク ラ イアン ト起動を参照 ) は、 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 」 属性の値
に関係なく 、再開できません。

アプ リ ケーシ ョ ンが再開可能かど うか調べるには、 Webtop 上のリ ンクにマウスポイ
ンタを移動して、表示されるポップアップウ ィ ンド ウを確認します。

Webtop には、個々のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを中断、再開するためのコン ト ロ
ールがあ り ます。 SGD ク ラ イアン ト を統合モードで使用している場合、再開機能が
「 一般 」 に設定されているアプ リ ケーシ ョ ンは、 ログアウ トする と自動的に中断しま
す。再びログインする と 、自動的に再開します。

Administration Console コマンド行 説明

使用しない never アプ リ ケーシ ョ ンを再開するこ とはできません。

ユーザーによる終了機構がないアプリ ケーショ ンで使用します。 たと えば、
時計のアプ リ ケーシ ョ ンなどです。

ユーザーセッシ ョ ン
中

session アプ リ ケーシ ョ ンは稼働し続け、ユーザーが SGD からログアウ トするま
で再開可能です。

たとえば、 Web ブラウザを閉じた場合やログアウ トする こ とな く  SGD ク
ラ イアン ト を停止した場合など 、ユーザーが SGD から明示的にログアウ
ト しなかった場合、ユーザーセッシ ョ ンが再開可能に設定されているアプ
リ ケーシ ョ ンは、一定の時間稼働し続けます。アプ リ ケーシ ョ ンの再開機
能 : タ イムアウ ト を参照して ください。

これは、デフォル ト設定です。

一般 always アプ リ ケーシ ョ ンは、ユーザーが SGD からログアウ ト したあと も 、一定
時間稼働し続け ( 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 : タイムアウ ト 」 を参照 )
、次回にログインしたと きに再開するこ とができます。

制御された方法で終了する必要があるアプ リ ケーシ ョ ンで使用します。た
とえば、終了する前にロ ッ クファ イルを削除する必要がある電子メールア
プ リ ケーシ ョ ンなどです。
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --resumable never | session | always

使用法 : 再開機能のいずれかの有効な設定値を指定します。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンは決して再開されません。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンは、ユーザーが SGD からログアウ トするまで再開可
能です。

アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 : タイムアウ ト

使用法 : アプ リ ケーシ ョ ンを再開可能にする時間を 、分単位でフ ィールドに入力し
ます。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

--resumable never

--resumable session
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説明

この属性を使う と 、 SGD サーバー上のリ ソースをできる限り効率的に使用するこ と
ができます。 この属性は 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 」 属性と一緒に使用され、中
断中のアプリケーシ ョ ンセッシ ョ ンを SGD サーバーが終了できる時点を定義します。

この属性を空白のままにしておく と 、 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 」 属性のデフォ
ルトのタイムアウ トが使用されます。 Administration Console の 「 グローバル設定 」  
→ 「 通信 」 タブで、デフォルトのタイムアウ ト を設定できます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --resumetimeout mins

使用法 : こ こで、 mins は、アプ リ ケーシ ョ ンを再開可能にする時間 ( 分単位 ) です。

次の例では、アプリケーシ ョ ンの再開できる時間を少なく と も  30 分間に設定します。
このタイムアウ ト時間は、 「 ユーザーセッシ ョ ン中 」 に再開できるよ う設定されてい
るアプ リ ケーシ ョ ンに適しています。

アプリケーシ ョ ンの再開機能の設定 再開機能の動作

使用しない 無視されます。

ユーザーセッシ ョ ン中 SGD ク ラ イアン ト接続が失われた場合は、 タイマーの計時
が始ま り ます。 タ イマーがこのタイムアウ トの値に達する
と 、 SGD サーバーはアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了し
ます。ユーザーが SGD からログアウ ト した場合、アプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ンは終了します。

SGD ク ラ イアン トが突然終了したためにアプ リ ケーシ ョ ン
が中止される場合、 タイムアウト 時間は 20 分延長されます。

一般 ログアウ ト を含め、ユーザーが何らかの方法で SGD サーバ
ーとの接続を解除した時点、 または SGD ク ラ イアン ト接続
が失われた時点で、 タイマーの計時が始ま り ます。 タイマ
ーがこのタイムアウ トの値に達する と 、 SGD サーバーはア
プ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了します。

SGD ク ラ イアン トが突然終了したためにアプ リ ケーシ ョ ン
が中止される場合、 タイムアウト 時間は 20 分延長されます。

--resumetimeout 30
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「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブ

使用法 : 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン 」 タブ内のボタンを使用して、アプ リ ケーシ
ョ ンセッシ ョ ンを表示した り管理した り します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

■ ユーザープロファ イル

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバー

■ 動的アプリ ケーシ ョ ン

説明

このタブには、選択したオブジェク トの実行中および中断中のアプリ ケーシ ョ ンセッ
シ ョ ンのリ ス トが表示されます。ユーザーにとって、アプリケーシ ョ ンセッシ ョ ンは、
アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で実行中のアプ リ ケーシ ョ ンを意味します。

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンに関するさ らに詳細な情報を表示するには、 「 アプ リ ケ
ーシ ョ ンセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブル内のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンのチェ ッ クボ
ッ クスを選択し 、 「 詳細の表示 」 ボタンをク リ ッ ク します。

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了するには、 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン リ ス ト
」 テーブル内のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンのチェ ッ クボッ クスを選択し 、 「 終了 」
ボタンをク リ ッ ク します。

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをシャ ド ウイングするには、 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ
ョ ン リ ス ト 」 テーブル内のアプリケーシ ョ ンセッシ ョ ンのチェッ クボッ クスを選択し 、
「 シャ ド ウイング 」 ボタンをク リ ッ ク します。中断しているアプ リ ケーシ ョ ンや文字
型アプリ ケーシ ョ ンをシャ ド ウイングするこ とはできません。

注 -  一部の国では、ユーザーに通知せずにシャ ド ウイングするこ とが法律で禁じら
れています。その法律に従う義務があ り ます。

「 再読み込み 」 ボタンをク リ ッ クする と 、 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン リ ス ト 」 テ
ーブルが更新されます。  

「 検索 」 オプシ ョ ンを使用する と 、 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブル
を検索できます。デフォル トでは、検索によって返される結果の数は 150 個に制限さ
れます。ユーザー識別情報、ユーザープロファ イル、 Secure Global Desktop サーバ
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ー、 またはアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを検索する と きは、検索文字列にワイルドカー
ド 「 * 」 を使用できます。 「 name 」 とい う検索文字列の入力は、 「 *name* 」 の検索
に相当し 、検索文字列と一致するものがすべて返されます。 「 開始時刻 」 検索オプシ
ョ ンを使用する と 、指定した時刻の範囲に開始されたアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを
検索できます。指定する各時刻の形式は yyyy/mm/dd hh:mm:ss です。次の形式の
いずれかを使用して範囲を指定します。

■ 開始時刻 - 終了時刻

たとえば、 2010/05/11 08:00:00 - 2010/05/11 17:00:00 のよ うに指定
します。

指定した時刻の間に開始されたアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを検索します。

■ 開始時刻 -

たとえば、 20010/05/11 08:00:00- のよ うに指定します。

指定した時刻以後に開始されたアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを検索します。

■ - 終了時刻

たとえば、 -2010/05/11 08:00:33 のよ うに指定します。

指定した時刻よ り も前に開始されたアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを検索します。

コマンド 行

アプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを一覧表示、終了、 またはシャ ド ウイングするには、 コ
マンド行で tarantella emulatorsession コマンドを使用します。 727 ページの
「 tarantella emulatorsession コマンド 」 を参照して ください。

コマンドオプシ ョ ン : tarantella emulatorsession list --person pobj

使用法 : こ こで、 pobj は、ユーザーのユーザー識別情報です。

 次の例では、ユーザープロファ イルオブジェク ト  Indigo Jones のアプ リ ケーシ ョ
ンセッシ ョ ンを一覧表示します。

アプ リ ケーシ ョ ン起動

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トです。

tarantella emulatorsession list --person \
"o=Indigo Insurance/ou=IT/cn=Indigo Jones"
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説明

この属性は、 このアプ リ ケーシ ョ ンサーバーでアプ リ ケーシ ョ ンを実行できるかど う
かを指定します。

チェ ッ クボッ クスを選択した場合に、アプ リ ケーシ ョ ンを実行できます。デフォル ト
では、チェ ッ クボッ クスは選択されています。アプ リ ケーシ ョ ンがアプ リ ケーシ ョ ン
サーバーで起動するには、次の条件を両方と も満たす必要があ り ます。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トが、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「
ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブ に表示されているこ と 。  

■ アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散アルゴ リ ズムでこのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが選
択されているこ と 。

チェ ッ クボッ クスの選択を解除する と 、 このアプ リ ケーシ ョ ンサーバーで新しいアプ
リ ケーシ ョ ンを起動できな くな り ます。アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを使用できない状
態にしても 、すでに動作しているアプ リ ケーシ ョ ンに影響はあ り ません。アプ リ ケー
シ ョ ンセッシ ョ ンがアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で中断されていて、そのアプ リ ケー
シ ョ ンが常に再開できるよ うに設定されている場合には、それらのセッシ ョ ンを再開
できます。

この属性を使用して、たとえば、保守作業を行なっている間はアプ リ ケーシ ョ ンサー
バーを一時的に使用できない状態にするこ とができます。特定のアプ リ ケーシ ョ ンが
そのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーだけで実行するよ うに設定されている場合、ユーザー
はそのアプ リ ケーシ ョ ンを使用できな くな り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --available true | false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トでアプ リ ケーシ ョ ンを実行可能
にします。

Arguments
使用法 : Remote Desktop Client のコマンド行引数をフ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

--available true
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説明

この属性は、 SGD Remote Desktop Client (ttatsc) で使用するコマンド行引数を指
定します。

サポート されているコマンド行引数については、 159 ページの 「 SGD Remote 
Desktop Client 」 を参照して ください。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --protoargs args

使用法 : こ こで、 args は、 RDP プロ ト コル用のコマンド行引数です。

次の例では、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンに高いオーディオ品質を設定します。

コマンドの引数

使用法 : アプ リ ケーシ ョ ン用のコマンド行引数を 、 フ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に使う コマンド行引数を指定します。実行す
るアプ リ ケーシ ョ ンは、 「 アプ リ ケーシ ョ ンコマンド 」 属性に引数を付けずに指定し
ます。

X アプ リ ケーシ ョ ンの場合は、 -display 引数を指定しないでください。ディ スプ
レイは、ユーザーごとに自動的に設定されます。

--protoargs "-audioquality high"
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --args args

使用法 : こ こで、 args は、アプ リ ケーシ ョ ン用のコマンド行引数です。引数は引用符 
(") か (') で囲む必要があ り ます。

次の例では、 コマンド行引数を使って背景の色を  plum4 に設定して、アプ リ ケーシ
ョ ンを起動します。

「 割り当て済みのアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブ

使用法 : アプリケーシ ョ ンをユーザープロファイルオブジェク ト 、組織オブジェク ト 、
または組織単位オブジェク トに割り当てるには、 「 編集可能な割り当て 」 テーブルの
「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。

ユーザープロファ イルオブジェク ト 、組織オブジェク ト 、 または組織単位オブジェク
ト用のアプリケーシ ョ ンを削除するには、 「編集可能な割り当て 」 テーブルの 「削除 」
ボタンをク リ ッ ク します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 組織

■ 組織単位

■ ユーザープロファ イル

説明

「 割り当て済みのアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブには、選択したユーザープロファ イル、組
織単位、または組織に割り当てられているアプリケーシ ョ ンのリ ス トが表示されます。

この属性は、ユーザーが使用できる一連のアプ リ ケーシ ョ ン リ ンクを定義します。各
リ ンクは、 「 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トへの参照 」 と して格納されるため、同じ
アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を多数のユーザーに割り当てるこ とができます。あと
で、オブジェク トが移動された場合、 またはオブジェク ト名が変更された場合、その
オブジェク トに対するすべての参照は、自動的に更新されます。

アプ リ ケーシ ョ ンのグループを 「 割り当て済みのアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブに追加した
場合、グループ自体ではな く 、そのグループのメンバーが割り当てられます。

--args "-bg plum4"
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ユーザープロファ イルオブジェク ト と組織単位オブジェク トは、組織階層内の親から
アプ リ ケーシ ョ ンを継承できます。割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンを親から継承する
を参照して ください。親オブジェク トに割り当てられているアプ リ ケーシ ョ ンを継承
するには、 「 編集可能な割り当て 」 領域の 「 割り当て済みアプリ ケーシ ョ ンを親から
継承する 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。

「 割り当て済みのアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブの次のセクシ ョ ンが、アプ リ ケーシ ョ ンの
表示、選択、および割り当てに使用されます。

■ 「 有効なアプ リ ケーシ ョ ン 」 テーブル

■ 「 編集可能な割り当て 」 テーブル

「 有効なアプ リ ケーシ ョ ン 」 テーブル

「 有効なアプ リ ケーシ ョ ン 」 テーブルには、選択したオブジェク トに割り当てられて
いるアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トがすべて表示されます。 このテーブルの 「 ローカ
ル割り当て 」 セクシ ョ ンには、 ローカルリポジ ト リから選択されたアプ リ ケーシ ョ ン
が一覧表示されます。

「 割り当てタイプ 」 列には、次のいずれかが表示されます。

■ 「 直接的 」 。 この割り当ては、 「 編集可能な割り当て 」 テーブルを使用して行わ
れたものです。

■ 「 間接的 」 。 この割り当ては、グループのメンバーシップや別のオブジェク トか
らの継承など 、別の関係の結果です。

■ 「 複数 」 。 この割り当てには、複数のソース  ( 「 直接的 」 と 「 間接的 」 の両方 ) が
あ り ます。

割り当てタイプが 「 直接的 」 または 「 間接的 」 である場合、 「 詳細を参照して くだ
さい 」  リ ンクをク リ ッ クする と 、 リ ンクの発生元を ト レースできる情報が表示され
ます。

「 編集可能な割り当て 」 テーブル

「 編集可能な割り当て 」 テーブルを使用する と 、 ローカルリポジ ト リからアプ リ ケー
シ ョ ンを選択できます。

「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。 「 アプ リ ケー
シ ョ ン割り当ての追加 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

「 アプリケーシ ョ ン割り当ての追加 」 ウ ィンドウでアプリケーシ ョ ンを選択するには、
次のどちらかを実行します。

■ ナビゲーシ ョ ンツ リーを参照します。 ツ リーを参照する際、 コンテンツ領域がア
プ リ ケーシ ョ ンに合わせて更新されます。  
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■ 「 アプ リ ケーシ ョ ンの検索 」 フ ィールドを使用します。 このフ ィールドを使用し
てアプ リ ケーシ ョ ンを検索します。アプ リ ケーシ ョ ンの名前をフ ィールドに入力
します。検索文字列にワイルドカード 「 * 」 を使用できます。 「 name 」 とい う
検索文字列の入力は、 「 *name* 」 の検索に相当し 、検索文字列と一致するものが
すべて返されます。検索結果は、 コンテンツ領域の 「 検索結果 」 テーブルに表示
されます。デフォルト では、検索によって返される結果の数は 150 個に制限され
ます。

コンテンツ領域に表示されたアプ リ ケーシ ョ ンの中から 、必要なものを選択します。
アプ リ ケーシ ョ ンの選択が終了したら 、 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。  

「 割り当て済みのアプリケーシ ョ ン 」 タブの 「有効なアプリケーシ ョ ン 」 テーブルに、
選択したアプ リ ケーシ ョ ンが表示されます。

「 割り当て済みのアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブからアプ リ ケーシ ョ ンを削除するには、
「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 削除 」 ボタンを使用します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --links object

使用法 : こ こで、 object は、オブジェク トの完全名です 次に例を示します。
"o=applications/ou=Finance/cn=XClaim"オブジェク ト名に空白文字が含まれ
ている場合は、引用符 (") か (') で囲む必要があ り ます。

次の例では、 Pers-o-dat と  Slide-o-win を リ ンク と して Webtop に追加します。

「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブ

使用法 : ユーザープロファ イルをアプ リ ケーシ ョ ンに割り当てるには、 「 編集可能な
割り当て 」 テーブルの 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。 LDAP (Lightweight 
Directory Access Protocol) ディ レク ト リで SGD を使用している場合は、 「 割り当て
済みのユーザープロファ イル 」 タブの 「 LDAP 検索 」 領域を使って LDAP ディ レク
ト リサーバー内のユーザーを検索するこ と もできます。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ ドキュ メ ン ト

■ グループ

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

--links "o=applications/cn=Pers-o-dat" \
        "o=applications/cn=Slide-o-win"
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■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 動的アプリ ケーシ ョ ン

説明

アプリ ケーシ ョ ンまたはアプ リ ケーシ ョ ンのグループを実行可能なユーザープロファ
イルオブジェク ト を定義する場合に、 このタブを使用します。アプ リ ケーシ ョ ンまた
はアプ リ ケーシ ョ ンのグループは、 「 割り当て済みのアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブ内のユ
ーザープロファ イル用に定義済みのアプリ ケーシ ョ ンに追加されます。

ユーザープロファ イルオブジェク トは、 ローカルリポジ ト リから選択できます。
LDAP ディ レク ト リ を使用している場合は、次のものを選択できます。

■ LDAP ディ レク ト リ内のユーザー

■ LDAP ディ レク ト リ内のユーザーのグループ

■ LDAP 検索条件に一致する  LDAP ディ レク ト リ内のユーザー

「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブの次のセクシ ョ ンが、ユーザープロフ
ァ イルオブジェク トの表示、選択、および割り当てに使用されます。

■ 「 有効なユーザープロファ イル 」 テーブル

■ 「 編集可能な割り当て 」 テーブル

■ 「 LDAP 検索 」 セクシ ョ ン  

「 有効なユーザープロファ イル 」 テーブル

「 有効なユーザープロファ イル 」 テーブルには、アプ リ ケーシ ョ ンに割り当てられて
いるユーザープロファ イルオブジェク トがすべて表示されます。

このテーブルの 「 ローカル割り当て 」 セクシ ョ ンには、 ローカルリ ポジ ト リから選択
されたユーザープロファ イルが一覧表示されます。

このテーブルの 「 LDAP 割り当て 」 セクシ ョ ンには、 LDAP ディ レク ト リから選択
されたユーザーとグループが一覧表示されます。 このセクシ ョ ンが表示されるのは、
「 ユーザープロファイル 」 タブの 「 リポジ ト リ 」 フ ィールドで 「 ローカル + LDAP 」
設定が選択されている場合だけです。テーブルのこの領域を更新するには、 「 LDAP 
割り当てのロード 」 リ ンクをク リ ッ ク します。

「 割り当てタイプ 」 列には、次のいずれかが表示されます。

■ 「 直接的 」 。 この割り当ては、 「 編集可能な割り当て 」 テーブルを使用して行わ
れたものです。

■ 「 間接的 」 。 この割り当ては、 LDAP 検索、グループのメンバーシップ、別のオ
ブジェク トからの継承など 、別の関係の結果です。
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■ 「 複数 」 。 この割り当てには、複数のソース  ( 「 直接的 」 と 「 間接的 」 の両方 ) が
あ り ます。

割り当てタイプが 「 直接的 」 または 「 間接的 」 である場合、 「 詳細を参照して くだ
さい 」  リ ンクをク リ ッ クする と 、 リ ンクの発生元を ト レースできる情報が表示され
ます。

「 編集可能な割り当て 」 テーブル

「 編集可能な割り当て 」 テーブルを使って、 ローカルリポジ ト リからユーザープロフ
ァ イルオブジェク ト を選択できます。 LDAP 認証を使用している場合は、 LDAP デ
ィ レク ト リ内のユーザーやグループも選択できます。

「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。 「 ユーザー割
り当ての追加 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

「 ユーザー割り当ての追加 」 ウ ィ ン ド ウで選択可能なものを 、次に示します。

■ ローカルリポジ ト リ内のユーザープロファ イル

■ LDAP ディ レク ト リ内のユーザー

■ LDAP ディ レク ト リ内のグループ

ローカルリポジ ト リ を使用するには、 「 リ ポジ ト リ 」 リ ス ト内で 「 ローカル 」 オプシ
ョ ンを選択します。  

ローカルリポジ ト リおよび LDAP ディ レク ト リサーバーを使用するには、 「 リ ポジ
ト リ 」 リ ス ト内で 「 ローカル + LDAP 」 オプシ ョ ンを選択します。  

「 ユーザー割り当ての追加 」 ウ ィ ン ド ウでユーザープロファ イルを選択するには、次
のどちらかを実行します。

■ ナビゲーシ ョ ンツ リーを参照します。 ツ リーを参照する際、 コンテンツ領域がユ
ーザープロファ イルに合わせて更新されます。  

■ 「 ユーザープロファ イルの検索 」 フ ィールドを使用します。選択した リポジ ト リ
内部のユーザープロファ イルを検索する場合に、 このフ ィールドを使用します。
LDAP ディ レク ト リ内のユーザーとグループの名前を入力できます。検索文字列
にワイルドカード 「 * 」 を使用できます。 「 name 」 とい う検索文字列の入力は、
「 *name* 」 の検索に相当し 、検索文字列と一致するものがすべて返されます。検
索結果は、 コンテンツ領域の 「 検索結果 」 テーブルに表示されます。デフォルト
では、検索によって返される結果の数は 150 個に制限されます。 「 検索結果 」 テ
ーブルの 「 一致した属性 」 フ ィールドには、検索で一致した LDAP 属性が表示さ
れます。

コンテンツ領域に表示されたユーザープロファ イルの中から 、必要なものを選択しま
す。ユーザープロファ イルの選択が終了したら 、 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。  

「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブの 「 有効なユーザープロファ イル 」 テ
ーブルに、選択したユーザープロファ イルが表示されます。
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「 割り当て済みのユーザープロファ イル 」 タブに追加したアプ リ ケーシ ョ ンを削除す
るには、 「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 削除 」 ボタンを使用します。

「 LDAP 検索 」 領域

「 LDAP 検索 」 領域は、 LDAP ディ レク ト リ内のユーザーを検索する際の、検索条
件の定義に使用されます。 この機能を使って、検索条件に一致する  LDAP ディ レク
ト リ内のすべてのユーザーに、アプ リ ケーシ ョ ンまたはアプ リ ケーシ ョ ングループを
割り当てるこ とができます。

検索条件には、次のいずれかを使用できます。

■ RFC2254 に準拠する  LDAP 検索フ ィルタ

■ RFC1959 に準拠する  LDAP URL

RFC2254 検索フ ィルタを使用する場合は、各検索条件を二重引用符 (") と括弧で囲み
ます。

LDAP URL を使用する場合は、 ldap:///search-criteria の書式を使用します。 URL 
に指定したホス ト 、ポート 、および戻り値の属性は、無視されます。 これは、 SGD 
認証の一環と して設定された LDAP ディ レク ト リサーバーが使用されるからです。

「 LDAP 検索 」 領域には、次の 2 つのオプシ ョ ンが含まれます。

■ 「 簡易検索 」 。 ウ ィ ン ド ウコン ト ロールを使用して、簡単な LDAP 検索フ ィルタ
を 「 作成 」 できます。 「 フ ィルタコンポーネン ト 」 テーブルで、一致させる属性
を選択し 、その検索条件を定義します。  

■ 「 詳細検索 」 。表示されるフ ィールドに、 LDAP URL または検索フ ィルタを入力
できます。
 

「 簡易検索 」 オプシ ョ ンは、 cn や uid などの属性に基づいている  LDAP 検索フ ィ
ルタを作成するためのものです。 「 詳細検索 」 オプシ ョ ンを使用する と 、 さ らに複雑
な LDAP 検索フ ィルタを作成できます。  

簡易検索を作成する と 、 「 詳細検索 」 領域の LDAP フ ィルタの文字列は灰色のテキ
ス トで表示されます。 「 詳細検索 」 オプシ ョ ンを選択すれば、 LDAP フ ィルタの文
字列を編集できるよ うにな り ます。 このため、 初に簡易検索を行い、次に手動で検
索文字列を編集して詳細検索を指定するこ とができます。

「 詳細検索 」 と 「 簡易検索 」 は機能面で互換性がないため、 「 詳細検索 」 を指定した
あとで 「 簡易検索 」 に戻るこ とはできません。詳細検索をいったん削除してから 、
簡易検索を入力し直す必要があ り ます。

LDAP ディ レク ト リ内の検索開始位置を指定するには、 「 検索ルート 」 フ ィールドの
横にある 「 参照 」 ボタンをク リ ッ ク します。 「 LDAP 検索のルートの選択 」 ウ ィ ン
ド ウを使用して、 LDAP ディ レク ト リ内の位置を参照または検索できます。新しい
「 検索ルート 」 を選択する と 、新しい LDAP URL が読み込まれます。新しい URL 
は、 「 参照 」 ボタンの横と 「 詳細検索 」 ボッ クスに表示されます。
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検索で一致させる属性を指定するには、 「 検索フ ィルタ 」 オプシ ョ ンを選択します。
すべての属性に一致させる  ( 「 すべてに一致 」 ) 、いずれかの属性に一致させる  
( 「 いずれかに一致 」 ) 、 どの属性にも一致させない ( 「 どれにも一致しない 」 ) 、の
いずれかを選択できます。

注 - Administration Console では、 RFC2254 で指定されている特殊文字が自動的に
エスケープされるこ とはあ り ません。 Administration Console で特殊文字を使用す
るには、エスケープシーケンスを手動で入力する必要があ り ます。たとえば、 「
John Doe (123456) 」 とい う共通名を持つユーザーを検索するには、検索フ ィールド
に cn=John Doe\0x28123456\0x29 と入力します。 コマンド行では特殊文字のエ
スケープは行われます。

SGD では、 RFC2254 で指定されている拡張可能な一致検索フィ ルタを使用できます。
これを使えば、オブジェク トの識別名 (DN) を構成するコンポーネン トに基づいて情
報を検索できます。たとえば、 managers とい う任意の OU (ou=managers) に含ま
れているユーザーにアプ リ ケーシ ョ ンを割り当てる場合は、 (&(ou:dn:=
managers)) とい う検索フ ィルタを使用できます。

LDAP 検索を設定する と きは、 「 プレビュー 」 ボタンを使用して、検索によって期待
した結果が返されるこ とを確認します。

LDAP 検索定義を保存するには、 「 保存 」 ボタンをク リ ッ ク します。

「 有効なユーザープロファ イル 」 タブの 「 LDAP 割り当てのロード 」 リ ンクをク リ
ッ ク します。 LDAP 検索から返されたユーザープロファ イルが、 「 有効なユーザー
プロファ イル 」 テーブルの 「 LDAP 割り当て 」 セクシ ョ ンに表示されます。

コマンド 行

コマンド行では、オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、引用符 (") か (') 
で囲む必要があ り ます。

LDAP ユーザー

コマンドオプシ ョ ン : --ldapusers user_dn

使用法 : LDAP ディ レク ト リ内のユーザーの DN を 1 つ以上入力します。  

次の例では、 UID が 「 violet 」 の Sales 部門のユーザーと  UID が 「 emmarald 」 の 
Marketing 部門のユーザーにアプ リ ケーシ ョ ンまたはアプ リ ケーシ ョ ングループを割
り当てます。

--ldapusers uid=violet,ou=Sales,dc=indigo-insurance,dc=com \
uid=emmarald,ou=Marketing,dc=indigo-insurance,dc=com
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LDAP グループ

コマンドオプシ ョ ン : --ldapgroups group_dn

使用法 : LDAP ディ レク ト リ内のグループの DN を 1 つ以上入力します。  

入れ子のグループ ( サブグループ ) が組織で使用されている場合は、グループ検索の
階層範囲の変更が必要になる場合があ り ます。

次の例では、 Sales 部門と  Marketing 部門の É}ÉlÅ[ÉWÉÉÅ[ グループにアプ リ ケー
シ ョ ンまたはアプ リ ケーシ ョ ングループを割り当てます。

LDAP 検索

コマンドオプシ ョ ン : --ldapsearch search_string

使用法 : 1 つ以上の LDAP 検索文字列を入力します。

次の例では、 Sales 部門のマネージャーおよび Violet Carson をマネージャーとする
すべての社員にアプ リ ケーシ ョ ンまたはアプ リ ケーシ ョ ングループを割り当てます。

次の例では、 indigo-insurance.com の Sales 部門のマネージャーにアプ リ ケーシ ョ ン
またはアプ リ ケーシ ョ ングループを割り当てます。

属性マップ

使用法 : 属性マップのフルパス名をフ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンで使用する属性マップを指定します。 これは、太字や
下線などの文字属性を 、色にマッピングします。

デフォル トの属性マップを使用するには、 この属性を空のままにしておきます。

--ldapgroups cn=managers,ou=Sales,dc=indigo-insurance,dc=com cn=
managers,ou=Marketing,dc=indigo-insurance,dc=com

--ldapsearch "(&(job=manager)(dept=Sales))" \
"(manager=Violet Carson)"

--ldapsearch "ldap:///ou=Sales,dc=indigo-insurance,dc=com??sub?job=manager"
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属性マップのサンプル /opt/tarantella/etc/data/attrmap.txt がインス トー
ルされています。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --attributemap attrmap

使用法 : こ こで、 attrmap は、使用する属性マップのフルパス名です。

次の例では、指定した属性マップを使用します。

オーディオ リ ダイレク ト ラ イブラ リ

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンが SGD のオーディオ リ ダイレク ト ラ イブラ リ を有効
にするかど うかを指定します。

一部の X アプ リ ケーシ ョ ンは、オーディオ出力に /dev/audio または /dev/dsp デ
バイスを使用するよ うにハード コード されています。オーディオ リ ダイレク ト ラ イブ
ラ リ を有効にする と 、アプ リ ケーシ ョ ンが、 SGDAUDIODEV 環境変数で指定されたデ
バイスを代わりに使用するよ うにな り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --unixaudiopreload true | false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、アプリケーシ ョ ンのオーディオリダイレク ト ライブラ リ を有効にします。

--attributemap /opt/tarantella/etc/data/myattrmap.txt

--unixaudiopreload true
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背景色

使用法 : 有効なカラーリ ソース  (yellow など ) をフ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

アプリ ケーシ ョ ンのテキス ト ウ ィ ン ド ウの背景色を指定します。

色の名前は、 X プロ ト コルエンジンの 「 RGB データベース 」 属性で指定したファ イ
ルを使って、 RGB 値に変換されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --3270bg color

コマンドオプシ ョ ン : --bg color

使用法 : こ こで、 color は、有効なカラーリ ソース  (yellow など ) です。

次の例では、 3270 アプ リ ケーシ ョ ンのテキス ト ウ ィ ン ド ウの背景色が plum4 に設定
されます。

次の例では、 5250 アプ リ ケーシ ョ ンのテキス ト ウ ィ ン ド ウの背景色が plum4 に設定
されます。

帯域幅の制限

使用法 : リ ス ト から 大帯域幅を選択します。

この属性を持つオブジェク トは、ユーザープロファ イルオブジェク ト です。

--3270bg plum4

--bg plum4
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説明

この属性は、ユーザーがク ラ イアン トデバイス と 、 X アプ リ ケーシ ョ ン用および 
Windows アプ リ ケーシ ョ ン用の SGD サーバーの間で使用できる 大帯域幅を指定
します。

制限を指定しない場合は、 「 なし 」 を選択します。 この場合、ユーザーは、使用可能
な範囲で、できるかぎ りの帯域幅を使用できます。 この設定はネッ ト ワーク接続の速
度についてアプ リ ケーシ ョ ンの操作性を 高にします。

特定の帯域幅の制限が存在しないかぎ り 、 この属性を変更する必要はあ り ません。通
常の使用では、 「 なし 」 を選択して ください。

次の表に、 Administration Console の帯域幅の設定、およびコマンド行で使用する
対応する値を示します。

Administration Console コマンド行

2400 bps 2400

4800 bps 4800

9600 bps 9600

14.4 Kbps 14400

19.2 Kbps 19200

28.8 Kbps 28800

33.6 Kbps 33600

38.8 Kbps 38800

57.6 Kbps 57600

64 Kbps 64000

128 Kbps 128000

256 Kbps 256000

512 Kbps 512000

768 Kbps 768000

1 Mbps 1000000

1.5 Mbps 1500000

10 Mbps 10000000

なし 0
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --bandwidth bandwidth

使用法 : こ こで、 bandwidth は、 ビッ ト毎秒の 大帯域幅です。

次の例では、ユーザーに対して 大帯域幅を 512 kbps に制限します。

次の例では、ユーザーに対し 、使用可能な範囲で、できるかぎ りの帯域幅を使用する
こ とを許可します。

枠線のスタイル

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、端末ウ ィ ンド ウを浮き上がらせて表示するか、へこませて表示するか、
「 平ら 」 に表示する  ( 通常 ) かを指定します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --border normal | indented | raised

使用法 : 使用する枠線のスタイルを指定します。

次の例では、端末ウ ィ ンド ウを浮き上がらせて表示します。

ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング

使用法 : 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 テーブルを使用して、 ク ラ イアン ト ド
ラ イブマッピング (CDM) 指定を作成します。 CDM 指定の作成、編集、および削除
には、 「 追加 」 、 「 編集 」 、および 「 削除 」 ボタンを使用します。 「 上に移動 」 およ

--bandwidth 512000

--bandwidth 0

--border raised
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び 「 下に移動 」 ボタンを使って、指定の順序を変更します。作成した CDM 指定のリ
ス トは、 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 テーブルの 「 直接定義されたマッピン
グ 」 セクシ ョ ンに表示されます。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 組織

■ 組織単位

■ ユーザープロファ イル

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性では、 Microsoft Windows 、 UNIX 、および Linux プラ ッ ト フォームのア
プ リ ケーシ ョ ンサーバー上で動作するアプ リ ケーシ ョ ンからユーザーがアクセスでき
る 、 ク ラ イアン トデバイス上のド ラ イブを定義します。

この属性を使用して、ユーザープロファ イルオブジェク ト 、組織単位オブジェク ト 、
および組織オブジェク トのためにユーザーにアクセスを許可するク ラ イアン ト ド ラ イ
ブを設定します。 CDM では、継承が使用されます。 ク ラ イアン ト ド ラ イブへのアク
セスは、組織レベルで定義します。 これは組織単位レベルまたはユーザープロファ イ
ルレベルで変更できます。デフォル トでは、ユーザーにはすべてのド ラ イブに対する
読み取り / 書き込みアクセス権が付与されます。

Windows アプ リ ケーシ ョ ンの場合は、 この属性を使用してアプ リ ケーシ ョ ン固有の
ク ラ イアン ト ド ラ イブアクセスを設定できます。  

Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トのこの設定は、組織、組織単位、 またはユ
ーザープロファ イルオブジェク トの CDM 設定よ り も優先されます。印刷設定の優先
順位は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン  ♦ ユーザープロファ イル ♦ 組織単位 ♦ 組
織とな り ます。

「 Client Drive Mapping 」 属性は、 ド ラ イブマッピング指定の順番に並べられた リ
ス ト です。各指定の内容は、次のとおりです。

■ ク ラ イアン ト ド ラ イブ文字またはタイプ

■ ク ラ イアン ト ド ラ イブに対して許可するアクセス権

注 - リ ス ト内で 初に一致したエン ト リが使用されるので、 ド ラ イブ A や B などの
固有の設定が、たとえば 「 すべてのド ラ イブ 」 など一般性の高い設定よ り も前に表示
されるよ うにします。

次の表は、 ド ラ イブマッピング指定の各部分について、使用可能なオプシ ョ ンと 、そ
れに対応するコマンド行の値を示しています。
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指定可能な 「 ク ラ イアン トデバイス ド ラ イブ 」 のオプシ ョ ンは、次のとおりです。

注 - A: などのド ラ イブ文字を指定する 「 ク ラ イアン トデバイス ド ラ イブ 」 オプシ ョ
ンは、 Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイスでのみサポート されています。

指定可能な 「 アクセス権 」 のオプシ ョ ンは、次のとおりです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --cdm drive_spec

使用法 : こ こで、 drive_spec は、 clientdrive:access 形式のド ラ イブマッピング指定
です。たとえば、 a:rw のよ うに指定します。各 drive_spec はパイプ文字 (|) で区切
り ます。

ユーザープロファ イルオブジェク トの場合、次の例では、ユーザーは、 ク ラ イアン ト
デバイスのド ラ イブ A に対する読み取り / 書き込みアクセス権が付与され、 ク ラ イ
アン トデバイスで定義されたすべてのネッ ト ワーク ド ラ イブに対する読み取り / 書き
込みアクセス権も付与されます。同じ ド ラ イブ文字がク ラ イアン トデバイスで使用さ
れます。

Administration Console コマンド行

すべてのド ラ イブ alldrives

固定ド ラ イブ fixeddrives

R/W リ ムーバブル rw

R/O リ ムーバブル ro

ネッ ト ワーク ド ラ イ
ブ

networkdrives

リ ムーバブルデバイ
ス

removable

A:, B: ... Z: a, b ... z

Administration Console コマンド行

読み取り専用 ro

読み取り / 書き込み rw

なし none

--cdm 'a:rw|networkdrives:rw'
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ユーザーは、そのユーザープロファ イルオブジェク トの組織階層内における先祖の 「
ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 属性や、特定の Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブ
ジェク ト で設定された任意の 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 」 属性によって、固
定ド ラ イブ C などのほかのド ラ イブにもアクセスできる可能性があ り ます。

ク ラ イアン ト印刷

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 組織

■ 組織単位

■ ユーザープロファ イル

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

説明

ユーザーが Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷できる ク ラ イアン トプ リ ンタを制御
します。

オブジェク トの 「 ク ラ イアン ト印刷 : 上書き 」 が有効な場合にのみ、 Administration 
Console を使ってこの属性を編集できます。

この属性の設定は、次のものよ り も優先されます。

■ 組織階層内の親オブジェク トの設定。

■ 親オブジェク トの設定が存在しない場合は、 Administration Console の 「 グロー
バル設定 」 → 「 印刷 」 タブで設定されたデフォル ト設定。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トのこの設定は、組織、組織単位、 または
ユーザープロファ イルオブジェク トの印刷設定よ り も優先されます。印刷設定の
優先順位は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン  → ユーザープロファ イル → 組織単位 
→ 組織とな り ます。

組織、組織単位、およびユーザープロファ イルオブジェク トの場合、 この属性に対す
る変更が反映されるのは、新しいユーザーセッシ ョ ンだけです。

「 プ リ ンタなし 」 を選択した場合でも 、 SGD PDF (Portable Document Format) プ リ
ンタは使用できます。  
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次の表に、 Administration Console のオプシ ョ ン と対応するコマンド行オプシ ョ ン
を示します。

デフォル トプ リ ンタだけに印刷できるユーザーが別のプ リ ンタに印刷する場合は、
SGD からログアウ ト してデフォルトプ リ ンタを変更してから 、 も う一度ログインす
る必要があ り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --mapprinters 2|1|0

使用法 : 2|1|0 を指定します。

次の例では、ユーザーのデフォル ト ク ラ イアン トプ リ ンタだけに印刷できるよ うにし
ます。

ク ラ イアン ト印刷 : 上書き

使用法 : ユーザープロファ イルオブジェク ト または組織単位オブジェク トの場合は、
「 親の設定を上書き 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。親オブジェク ト用に定義さ
れた設定を使用する場合は、 「 親の設定を上書き 」 チェ ッ クボッ クスの選択を解除し
ます。

「 組織 」 または 「 Windows アプ リ ケーシ ョ ン 」 オブジェ ク トの場合は、 「 グローバ
ル設定の上書き 」 チェ ッ クボッ クスを選択します。 「 グローバル設定 」  → 「 ク ラ イ
アン トデバイス 」 タブで定義されたデフォル ト設定を使用するには、 「 グローバル設
定の上書き 」 チェ ッ クボッ クスの選択を解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 組織

■ 組織単位

■ ユーザープロファ イル

Administration Console コマンド行 説明

すべてのプ リ ンタ 2 すべてのク ラ イアン トプ リ ンタへの印刷
をユーザーに許可します

デフォル トプ リ ンタ 1 ク ラ イアン トのデフォル トプ リ ンタへの
印刷をユーザーに許可します

プ リ ンタなし 0 使用可能なク ラ イアン トプ リ ンタはあ り
ません

--mapprinters 1
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■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

説明

「 ユーザー固有 」 または 「 アプ リ ケーシ ョ ン固有 」 の印刷設定を有効にします。 この
設定は、 Windows からの印刷時に使用されます。

ユーザー固有の印刷設定の場合、 「 ユーザープロファ イル 」 、 「 組織単位 」 、 または
「 組織 」 オブジェク トのク ラ イアン ト印刷上書きが有効にな り ます。 この場合、その
オブジェク トの印刷設定が次のものよ り も優先されます。

■ 組織階層内の親オブジェク トの印刷設定

■ 親オブジェク トの印刷設定が存在しない場合は、 Administration Console の 「 グ
ローバル設定 」  → 「 印刷 」 タブで設定されたデフォル トの印刷設定

アプリ ケーシ ョ ン固有の印刷設定の場合、 「 Windows アプ リ ケーシ ョ ン 」 オブジェ
ク トのク ラ イアン ト印刷上書きが有効にな り ます。 この場合、そのオブジェク トの印
刷設定が次のものよ り も優先されます。

■ 組織、組織単位、 またはユーザープロファ イルオブジェク トの印刷設定。印刷設
定の優先順位は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン  → ユーザープロファ イル → 組織単
位 → 組織とな り ます。

■ Administration Console の 「 グローバル設定 」 → 「 印刷 」 タブで設定されたデフ
ォル トの印刷設定。

組織、組織単位、およびユーザープロファ イルオブジェク トの場合、 この属性に対す
る変更が反映されるのは、新しいユーザーセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --userprintingconfig 1|0

コマンドオプシ ョ ン : --appprintingconfig 1|0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、ユーザー固有の印刷設定を有効にします。

次の例では、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト でのアプ リ ケーシ ョ ン固有の
印刷設定を有効にしています。

--userprintingconfig 1

--appprintingconfig 1
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ク ラ イアン トプロファ イルの編集

使用法 : ユーザープロファ イルオブジェク ト または組織単位オブジェク トの場合は、
「 親の設定を上書き 」 チェ ッ クボッ クスを選択してから 、 「 有効 」 オプシ ョ ンを選択
または選択解除します。親オブジェク ト用に定義された設定を使用する場合は、 「 親
の設定を上書き 」 チェ ッ クボッ クスの選択を解除します。

組織オブジェク トの場合は、 「 グローバル設定の上書き 」 チェ ッ クボッ クスを選択し
てから 、 「 有効 」 オプシ ョ ンを選択または選択解除します。 「 グローバル設定 」 タブ
で定義されたデフォルト設定を使用するには、 「 グローバル設定の上書き 」 チェ ッ ク
ボッ クスの選択を解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 組織

■ 組織単位

■ ユーザープロファ イル

説明

この属性は、 SGD ク ラ イアン トで使用するプロファ イルをユーザーが作成または編
集できるかど うかを制御します。

注 - Administration Console の 「 グローバル設定 」  → 「 ク ラ イアン トデバイス 」
タブでも 、プロファ イル編集を有効にする必要があ り ます。

次の表に、 Administration Console のオプシ ョ ン と対応するコマンド行オプシ ョ ン
を示します。

Administration Console コマンド行 説明

親の設定を上書き  ( 選択解除 ) 2 ユーザープロファ イルまたは組織単
位オブジェク ト 。親オブジェク ト か
ら継承した設定を使用します。

これは、デフォル ト設定です。

グローバル設定の上書き  ( 選択解除 ) 2 組織オブジェク ト 。 グローバル設定
を使用します。

これは、デフォル ト設定です。

有効 ( 選択 ) 1 ク ラ イアン トのプロファ イル編集を
有効にします。

有効 ( 選択解除 ) 0 ク ラ イアン トのプロファ イル編集を
無効にします。
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ユーザープロファ イルオブジェク ト または組織単位オブジェク トの場合は、 「 親の設
定を上書き 」 チェ ッ クボッ クスの選択を解除して、組織階層内の親オブジェク トの設
定を継承します。 これは、各ユーザープロファ イルオブジェク ト を編集せずに、多数
のユーザーのプロファ イル編集を有効 / 無効にする場合に使用します。

組織オブジェク トの場合は、 Administration Console の 「 グローバル設定 」 → 「 ク
ラ イアン トデバイス 」 タブで設定されたデフォルト設定を使用するには、 「 グローバ
ル設定の上書き 」 チェ ッ クボッ クスの選択を解除します。

SGD は、そのユーザーのユーザープロファ イルオブジェク ト を検査してから 、組織
階層の上位にあるすべての親オブジェク ト を検査して、プロファ イル編集が有効にな
っているか無効になっているかを確認します。選択したすべてのオブジェク トが親の
設定を使用するよ うに構成されている場合は、デフォル ト設定が使用されます。

システムオブジェク ト組織内で、ユーザープロファ イルオブジェク トのプロファ イル
編集が無効になっている場合は ( 例 : o=Tarantella System Objects/cn=UNIX 
User Profile) 、 このプロファ イルに割り当てられているすべてのユーザーがこの
影響を受けます。

デフォル トでは、プロファ イル編集は有効になっています。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --editprofile 2|1|0

使用法 : 2|1|0 を指定します。

次の例では、プロファ イルの編集を無効にします。

コードページ

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

--editprofile 0
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説明

この属性によ り 、エ ミ ュレータで使う コードページを指定します。文字型アプ リ ケー
シ ョ ンのタイプ別に、異なるコードページを指定できます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --codepage 437 | 850 | 852 | 860 | 863 | 865 | 
8859-1 | 8859-2 | Multinational | Mazovia | CP852

使用法 : 文字型アプリ ケーシ ョ ンのタイプに合った有効な設定値を指定します。

次の例では、 ISO 8859-1 コードページを 、該当する  VT420 アプ リ ケーシ ョ ンで使用
します。

発色数

使用法 : リ ス ト から設定値を選択します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

アプリケーシ ョ ンのタイプ 指定可能なコードページ

SCO コンソール • 437 - 国際語

• 850 - マルチリ ンガル

• 852 - 中央ヨーロ ッパ

• 860 - ポル ト ガル語

• 863 - カナダ系フランス語

• 865 - 北欧語

VT420 • 8859-1 - ISO ラテン  1
• 8859-2 - ISO ラテン  2

Wyse 60 • Multinational - 多国語

• Mazovia - ポーランド語

• CP852

--codepage 8859-1
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説明

アプリ ケーシ ョ ンの発色数。色の数が増えるにつれて、 SGD サーバーおよびク ラ イ
アン トデバイスで必要なメモ リーが増え、それら  2 つの間のネッ ト ワーク帯域幅が増
えます。

X アプ リ ケーシ ョ ン

16/8 ビッ ト 、 24/8 ビッ ト 、 8/16 ビッ ト 、および 8/24 ビッ ト設定を 利 用できるの
で、複数の発色数を使用する  X アプ リ ケーシ ョ ンをサポートできます。たとえば、
共通デスク ト ップ環境 (CDE) デスク ト ップなどの 16 ビッ ト または 24 ビッ ト  High 
Color の X アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンで 8 ビッ ト アプ リ ケーシ ョ ンを実行する必要
がある場合は、 16/8 ビッ ト または 24/8 ビッ ト設定を使用します。

これらの設定を変更すると 、システムのパフォーマンスが次のよ うな影響を受けます。

■ 1 つの発色数だけを使用するアプ リ ケーシ ョ ンに比べて、 SGD サーバーのメモ リ
ー使用量が増えます。

各設定で使用される追加のメモ リー使用量は、次のとおりです。

■ 8/16 設定では、 メモ リー使用量が 200% 増えます。

■ 8/24 設定では、 メモ リー使用量が 400% 増えます。

■ 16/8 設定では、 メモ リー使用量が 50% 増えます。

■ 24/8 設定では、 メモ リー使用量が 25% 増えます。

■ 使用される帯域幅が増えます。

■ 低帯域幅の接続でパフォーマンスが低下します。

X アプ リ ケーシ ョ ンの発色数を高く してネッ ト ワーク帯域幅を減らすには、
「 カラー品質 」 の設定値を変更します。  

Windows アプ リ ケーシ ョ ン

SGD は、 Windows ターミナルサーバーのセッシ ョ ンで 16- ビッ ト 、 24- ビッ ト 、
および 32- ビッ トの発色数をサポート します。 32- ビッ トの発色数は、 Windows 
Server 2008 (Windows Vista を含む ) 以降のバージ ョ ンでサポート されます。  

アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト で設定された発色数よ り も低い発色数を使用するよ う
にアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが設定されていた場合、 SGD は自動的にそのサーバー
設定に一致するよ うに発色数を調整します。

24/32 ビッ ト設定は、 32 ビッ ト カラーをサポートするプラ ッ ト フォームで発色数が
32 ビッ ト である こ とを意味します。他のプラ ッ ト フォームの場合、アプ リ ケーシ ョ
ンは 24 ビッ ト カラーを使用して表示されます。  
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --depth 8 | 16 | 24 | 16/8 | 24/8 | 8/16 | 8/24 
| 24/32

使用法 : 有効な値を指定します。

16/8 ビッ ト 、 24/8 ビッ ト 、 8/16 ビッ ト 、および 8/24 ビッ ト設定は、 X アプ リ ケ
ーシ ョ ンにのみ適用されます。

24/32 ビッ ト設定は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンにのみ適用されます。

次の例では、アプリケーシ ョ ンの発色数を 16 ビッ ト カラー ( 数千色 ) に設定します。

カラーマップ

使用法 : カラーマップのフルパス名をフ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンで使う カラーマップを指定します。カラーマップは、
Color_1 、 Color_2 などの論理色を 、表示する色にマッピングします。

デフォル トのカラーマップ /opt/tarantella/etc/data/colormap.txt を使用
するには、 この属性を空のままにしておきます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --colormap colormap

使用法 : こ こで、 colormap は、使用するカラーマップのフルパス名です。

次の例では、指定したカラーマップを使用します。

カラー品質

使用法 : リ ス ト から設定値を選択します。

--depth 16

--colormap /usr/local/maps/mycolormap.txt
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この属性を持つオブジェク トは、 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

ク ライアン トデバイスで表示される実効発色数。カラー品質を下げる と帯域幅の使用
量は減少しますが、同時に、表示できる色の数が限定されるよ うにな り ます。

注 - 「 発色数 」 が 8- ビッ トに設定されている場合は、 この属性を 利用できません。
発色数が 16 ビッ トに設定されている場合、 利 用できる設定値は 16 ビッ ト 、 15 ビッ
ト 、 12 ビッ ト 、 9 ビッ ト 、および 6 ビッ トだけです。

デフォル ト設定 「 アプ リ ケーシ ョ ン開始時の 適値 」 を使用する と 、ユーザーがアプ
リ ケーシ ョ ンを起動したと きのネッ ト ワークの状態に合った 適な発色数に固定され
ます。発色数は、セッシ ョ ンの実行中には変更されません。

「 動的に調整 」 を指定する と 、ネッ ト ワークの状態に合わせてカラー品質のレベルを
セッシ ョ ン中の好きなと きに変更できます。 この設定は、次の範囲で機能します。

■ 24 ビッ ト画像 - 12 ～ 24 ビッ ト カラー

■ 16 ビッ ト画像 - 12 ～ 16 ビッ ト カラー

次の表に、数値の品質設定を使用する と きのカラー品質の効果を示します。

ク ラ イアン トデバイスの物理的なカラー品質に、 X セッシ ョ ンのカラー品質が強制
的に適用されるこ とはあ り ません。たとえば、 24 ビッ ト カラーセッシ ョ ンが 8 ビッ
ト ク ラ イアン トデバイスに表示される と きは、そのセッシ ョ ンが適切に表示されるよ
うに、画像がク ラ イアン ト上でディザリ ングされます。

カラー品質設定

16 ビッ ト アプリケーシ ョ ンの

カラー品質 ( 概算 )
24 ビッ トアプリケーシ ョ ン

のカラー品質 ( 概算 )

24 - 100%

21 - 88%

18 - 75%

16 100% 67%

15 94% 63%

12 75% 50%

9 56% 38%

6 38% 25%
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --quality automatic|best|24|21|18|16|15|12|9|6

使用法 : 有効な値を指定します。

次の例では、カラー品質を  12 ビッ ト カラーに設定します。発色数を 24 ビッ トに設定
した場合は、 ク ラ イアン トデバイスでのカラー品質が約 50% まで下がり ます。

コマンドの圧縮

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、 Adaptive Internet Protocol (AIP) が送信時にコマンドを圧縮するかど
うかを指定します。

「 動的に調整 」 を選択する と 、ネッ ト ワークの状態に従って、 どの段階でも圧縮のオ
ンとオフを切り替えるこ とができます。

一部のアプ リ ケーシ ョ ンでは、 コマンドを圧縮しないで送信するよ り も 、大きなオ
ーバーヘッ ドが発生します。 このよ う なアプ リ ケーシ ョ ンでは圧縮をオフにして くだ
さい。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --compression automatic|on|off

使用法 : 有効なオプシ ョ ンを指定します。

--quality 12
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次の例では、 AIP によるコマンド圧縮を無効にします。

コマンドの実行

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、 AIP プロ ト コルがコマンドを常に指定順に実行するか、パフォーマン
スを 高にするために 適化するかを指定します。

ネッ ト ワークの状況によって、設定を決定できるよ うにするには、 「 動的に調整 」 を
選択します。

たとえばアニメーシ ョ ンなど 、一部のアプ リ ケーシ ョ ンではコマンドを実行する順番
が重要です。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --execution automatic|inorder|optimized

使用法 : 有効なオプシ ョ ンを指定します。 コマンド行でオブジェク ト属性を一覧表示
する と 、次の内容が適用されます。

■ 「 inorder 」 属性値は、 on と して表示さ れます。

■ 「 optimized 」 属性値は、 off と して表示されます。

次の例では、 コマンドをその発生順に実行します。

--compression off

--execution inorder
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コ メ ン ト

使用法 : オブジェク トの説明をフ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ ドキュ メ ン ト

■ グループ

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバー

■ 組織

■ 組織単位

■ ユーザープロファ イル

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 動的アプリ ケーシ ョ ン

■ 動的アプリ ケーシ ョ ンサーバー

説明

この属性は、オブジェク トの説明です。管理者の注釈を付けるために、 これをオプシ
ョ ンののコ メン ト フ ィールド と して使用します。

説明には任意の文字を使用できます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --description text

使用法 : こ こで、 text はオブジェク トの説明です。説明に空白文字が含まれている場
合は、引用符 (") または (') で囲む必要があ り ます。

次の例では、オブジェク トの説明を入力します。たとえば、 この説明をドキュ メ ン ト
オブジェク ト で使用するこ とができます。

--description "The intranet for Indigo Insurance"
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接続終了アクシ ョ ン

使用法 : telnet を閉じる際のオプシ ョ ンを選択します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

アプリ ケーシ ョ ンサーバーへの telnet 接続が閉じる と きに Unix 用 TeemTalk エ ミ ュ
レータで実行する処理を指定します。  

次の表に、 Administration Console のオプシ ョ ン と対応するコマンド行オプシ ョ ン
を示します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --3270tn 0|1|2|3

コマンドオプシ ョ ン : --tn 0|1|2|3

使用法 : telnet を閉じる際の有効なオプシ ョ ンのいずれかを指定します。

次の例では、 3270 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの telnet 接続を閉じる と きにエ ミ ュ
レータを終了します。

Administration Console コマンド行 説明

ユーザーにアクシ ョ ン
を要求

0 ユーザーに、再接続する 、接続を閉じる 、エ ミ ュ
レータを終了する 、のいずれかを選択するよ うに
求めます。

再接続 2 3270 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの再接続を試み
ます。

接続を閉じる 3 接続を閉じます。

エ ミ ュレータを終了 1 Unix 用 TeemTalk エ ミ ュレータを終了します。
SGD アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが終了します。

--3270tn 1
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次の例では、 5250 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの telnet 接続を閉じる と きにエ ミ ュ
レータを終了します。

接続方法

使用法 : 接続方法のオプシ ョ ンを選択します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、 SGD サーバーがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにアクセスして 、アプ リ ケ
ーシ ョ ンを起動するのに使う機構を指定します。

デフォル トの接続方法は telnet です。

文字型アプリ ケーシ ョ ンの場合、使用可能な接続方法は telnet および ssh に限ら
れます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --method rexec | telnet | ssh

使用法 : 有効な接続方法の 1 つを指定します。すべての接続方法が、すべてのタイプ
のアプ リ ケーシ ョ ンで使用可能なわけではあ り ません。

次の例では、接続方法 telnet を使ってアプリケーシ ョ ンサーバーにログインします。  

--tn 1

--method telnet
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接続

使用法 : 必要な数だけ接続タイプの指定を 、 「 接続定義 」 テーブルを使って作成しま
す。接続の作成、変更、および削除には、 「 追加 」 、 「 編集 」 、および 「 削除 」 ボタ
ンを使用します。 「 上に移動 」 および 「 下に移動 」 ボタンを使って、接続の順序を変
更します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 組織

■ 組織単位

■ ユーザープロファ イル

説明

この属性は、 DNS 名または IP アドレスの範囲について、 ク ラ イアン トデバイス と  
SGD サーバーの間で許可する接続を定義します。

ユーザーが SGD サーバーにログインする と 、 ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバ
ーの DNS 名と  IP アドレスを使って、接続のタイプが決定されます。 まず、ユーザ
ープロファ イルオブジェク トの 「 接続 」 属性が選択されます。一致するエン ト リがな
い場合、親の組織単位の 「 接続 」 属性が選択され、 さ らに組織階層の上方向へ、組織
オブジェク トに達するまで選択されます。

一致する組織オブジェク ト用のエン ト リがない場合は、使用可能なもっと も良い接続
が使用されます。

接続タイプの処理は、デフォル トではオフになっており 、ユーザーはよ り高速にログ
インできます。 Administration Console の 「 グローバル設定 」  → 「 セキュ リティー 」
タブで、接続タイプの処理を有効にできます。

「 接続 」 属性は、接続タイプの指定を順番に並べた リ ス ト です。各指定の内容は、
次のとおりです。

■ ク ラ イアン トデバイスの DNS 名または IP アドレス 。 ワイルドカード  ? と  * を使
って、複数のク ラ イアン トデバイスに一致させるこ とができます。

■ SGD サーバーの DNS 名または IP アドレス 。 ワイルドカード  ? と  * を使って、
複数の SGD サーバーに一致させるこ とができます。

■ 接続タイプ

どの場合でも 、 DNS 名または IP アドレスは、 「 SGD サーバーの観点から 」 処理さ
れます。 これらは、 ピア DNS 名および IP アドレスです。ネッ ト ワークがファ イア
ウォールの両側で異なる名前を使う よ う設定されている場合、 SGD サーバーの側の
名前をこの属性に使用する必要があ り ます。
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使用可能な接続タイプは次のとおりです。

注 - SGD サーバー上でセキュ リ テ ィーサービスが有効に設定されている場合、すべ
ての接続は、ユーザーがログインするまではセキュ リ テ ィー保護されています。ユー
ザーが識別される と 、接続がダウングレード される場合があ り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --conntype type_spec

使用法 : こ こで、 type_spec には、接続タイプの client:server:type 形式で指定します。
たとえば、 192.168.5.*:*:STD と指定します。

各 type_spec は 「 パイプ 」 文字 (|) で区切り ます。

次の例では、ユーザープロファ イルオブジェク トの場合、 ク ラ イアン トデバイスの 
IP アドレスが 192.168.5 で始まっている と 、ユーザーはすべての SGD サーバーに対
してセキュ リ テ ィー保護された接続を使用します。 ク ラ イアン トデバイスの IP アド
レスが 192.168.5 で始まっていないと 、ユーザーは SGD サーバーに対して標準接続
を使用します。

上記の属性を組織単位オブジェク ト または組織オブジェク トに設定した場合、 これら
の接続タイプの指定が使用されるのは、ユーザープロファイルオブジェク トの 「接続 」
属性に、 ク ラ イアン トデバイスおよび SGD サーバー用の一致するエン ト リがない場
合に限られます。

Administration Console コマンド行 注

標準 STD 常に使用可能です。

セキュア SSL ユーザーに、 ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバ
ーの間のセキュ リ テ ィー保護された接続を提供しま
す。 この接続は SSL (Secure Sockets Layer) を使用
します。

SGD セキュ リ テ ィーサービスが有効な場合にだけ
使用できます。それ以外の場合、セキュ リ テ ィー保
護された接続を使用するよ う設定されているユーザ
ーにも 、標準接続が代わりに提供されます。

--conntype '192.168.5.*:*:SSL|*:*:STD'
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接続方法 : SSH 引数

使用法 : 「 ssh の接続方法 」 オプシ ョ ンを選択して、 ssh のコマンド行引数をフ ィー
ルドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性を使用する と 、アプ リ ケーシ ョ ンの 「 接続方法 」 が ssh の場合に、 ssh ク
ラ イアン トのコマンド行引数を指定できます。

SGD での ssh の使用方法については、 190 ページの 「 SSH の使用 」 を参照して くだ
さい。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --ssharguments args

使用法 : こ こで、 args は、 ssh コマンド行引数です。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンを使用する と きに -X コマンド行オプシ ョ ンを使用す
るよ うに、 ssh ク ラ イアン ト を設定します。 これによ り 、 X11 転送が有効にな り ま
す。

コンソールモード

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性を有効にする と 、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンがコンソールモードで起動し
ます。

--ssharguments "-X"
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Windows 2003 バージ ョ ンの場合、アプ リ ケーシ ョ ンは Windows アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーのユーザーコンソールセッシ ョ ンに接続します。 これは、 /console option 
of the mtsc.exe (Microsoft Terminal Services Client) プログラムの /console オプ
シ ョ ンを使用するのと同じです。

Windows 2008 以降のバージ ョ ンの場合、アプ リ ケーシ ョ ンは Windows アプ リ ケー
シ ョ ンサーバーの管理者モード コンソールセッシ ョ ンに接続します。 これは、
mtsc.exe プログラムの /admin オプシ ョ ンを使用するのと同じです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --console 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 コンソールモードを有効にします。

コピー＆ペース ト

使用法 : ユーザープロファ イルオブジェク ト または組織単位オブジェク トの場合は、
「 親の設定を上書き 」 チェ ッ クボッ クスを選択してから 、 「 有効 」 オプシ ョ ンを選択
または選択解除します。親オブジェク ト用に定義された設定を使用する場合は、 「 親
の設定を上書き 」 チェ ッ クボッ クスの選択を解除します。

組織オブジェク トの場合は、 「 グローバル設定の上書き 」 チェ ッ クボッ クスを選択し
てから 、 「 有効 」 オプシ ョ ンを選択または選択解除します。 「 グローバル設定 」  → 
「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブで定義されたデフォルト設定を使用するには、 「 グロ
ーバル設定の上書き 」 チェ ッ クボッ クスの選択を解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 組織

■ 組織単位

■ ユーザープロファ イル

説明

この属性は、 Windows または X アプ リ ケーシ ョ ンのセッシ ョ ンでユーザーがコピー
＆ペース ト を使用できるかど うかを制御します。

--console 1
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ユーザープロファ イルオブジェク ト または組織単位オブジェク トの場合は、 「 親の設
定を上書き 」 チェ ッ クボッ クスの選択を解除して、組織階層内の親オブジェク トの設
定を継承します。 これは、各ユーザープロファ イルオブジェク ト を編集せずに、多数
のユーザーのコピー＆ペース ト を有効 / 無効にする場合に使用します。

組織オブジェク トの場合は、 Administration Console の 「 グローバル設定 」  → 
「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブで設定されたデフォル ト設定を使用するには、
「 グローバル設定の上書き 」 チェ ッ クボッ クスの選択を解除します。

ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを起動する と 、 SGD はそのユーザーのユーザープロフ
ァ イルオブジェク ト を検査してから 、組織階層の上位にあるすべての親オブジェク ト
を検査して、 コピー＆ペース トが有効になっているか無効になっているかを確認しま
す。選択したすべてのオブジェク トが親の設定を使用するよ うに構成されている場合
は、デフォル ト設定が使用されます。

デフォル トでは、 コピー＆ペース トは有効に設定されています。

次の表に、 Administration Console のオプシ ョ ン と対応するコマンド行オプシ ョ ン
を示します。

この属性に対する変更が反映されるのは、新規アプリケーシ ョ ンセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --clipboard 2|1|0

使用法 : 2|1|0 を指定します。

次の例では、ユーザーの Windows または X アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンでコピー＆
ペース ト を無効にします。

Administration Console コマンド行 説明

親の設定を上書き  ( 選択解除 ) 2 ユーザープロファ イルまたは組織単
位オブジェク ト 。親オブジェク ト か
ら継承した設定を使用します。

これは、デフォル ト設定です。

グローバル設定の上書き  ( 選択解除 ) 2 組織オブジェク ト 。 グローバル設定
を使用します。

これは、デフォル ト設定です。

有効 ( 選択 ) 1 コピー＆ペース ト を有効にします。

有効 ( 選択解除 ) 0 コピー＆ペース ト を無効にします。

--clipboard 0
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コピー＆ペース ト : アプ リ ケーシ ョ ンの Clipboard 
Security Level
使用法 : 「 有効 」 チェ ッ クボッ クスを選択し 、 フ ィールドに数値を入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性を使用して、 Windows または X アプ リ ケーシ ョ ンのセッシ ョ ンにおけるユ
ーザーのコピー＆ペース ト操作を制御します。

セキュ リ テ ィーレベルを指定する場合に、 この属性を使用します。セキュ リ テ ィーレ
ベルには、任意の正の整数を指定できます。数値が大き くなるほど 、セキュ リ テ ィー
レベルも高くな り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンのセキュ リ テ ィーレベルがソースアプ リ ケーシ ョ ン と同等以上であ
る場合のみ、そのアプ リ ケーシ ョ ンにデータをコピー＆ペース トできます。 ソースア
プ リ ケーシ ョ ン とは、データのコピー元アプリ ケーシ ョ ンのこ とです。

SGD ク ラ イアン ト も 、セキュ リ テ ィーレベルを保持します。 ク ラ イアン トがソース
アプ リ ケーシ ョ ン と同等以上のセキュ リ テ ィーレベルを保持している場合のみ、その
ク ラ イアン トデバイス上で稼働しているアプ リ ケーシ ョ ンにデータをコピー＆ペース
トできます。 499 ページの 「 ク ラ イアン トの Clipboard Security Level 」 を参照して
ください。

デフォル トのセキュ リ テ ィーレベルは 3 です。

この属性に対する変更が反映されるのは、新規アプリケーシ ョ ンセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --clipboardlevel level

使用法 : こ こで、 level は、セキュ リ テ ィーレベルです。アプ リ ケーシ ョ ンオブジェ
ク トのコピー＆ペース ト操作を無効にするには、 -1 を指定します。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンのセキュ リ テ ィーレベルを  5 に設定します。 ソースア
プ リ ケーシ ョ ンまたは SGD ク ラ イアン トのセキュ リ テ ィーレベルが 5 以下の場合の
み、 このアプ リ ケーシ ョ ンに対してデータをコピー＆ペース トできます。

--clipboardlevel 5
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カーソル

使用法 : カーソルスタイルのオプシ ョ ンを選択します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ン内にカーソルを表示する方法を指定します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --cursor off | block | underline

使用法 : 使用するカーソルスタイルを指定します。

次の例では、カーソルと して下線を使用します。

カーソルキーコードの変更

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、カーソルキーの動作を指定します。 この属性によ り 、 カーソル移動コー
ドを常に生成するか、カーソルキーが生成したコードをアプ リ ケーシ ョ ンで変更する
かが決ま り ます。

この属性が適用されるのは、 VT420 文字型アプ リ ケーシ ョ ンに限られます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --cursorkeys application | cursor

使用法 : 必要なカーソルキーの動作を指定します。

--cursor underline
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次の例では、カーソルキーにカーソル起動コードを常に生成させます。

Cursor Settings
使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンに対してマウスポインタの配色とカスタマ
イズを有効にするかど うかを指定します。 これらの機能を無効にする と 、パフォーマ
ンスが向上する可能性があ り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --disablecursorsettings 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、マウスポインタの配色とカスタマイズを無効にします。

Cursor Shadow
使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンでマウスポインタのシャ ド ウを表示するか
ど うかを指定します。マウスポインタのシャ ド ウを無効にする と 、パフォーマンスが
向上する可能性があ り ます。

--cursorkeys cursor

--disablecursorsettings 1
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --disablecursorshadow 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、マウスポインタのシャ ド ウを無効にします。

遅延更新

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、表示の遅延更新を有効にするかど うかを指定します。許可する と変更を
蓄積するこ とで、パフォーマンスを向上させます。

アプ リ ケーシ ョ ンの表示が常に正確でなければならない場合は、 このチェ ッ クボッ ク
スの選択を解除します。パフォーマンスを向上させるには、アニメーシ ョ ンの遅延更
新をオフにします。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --delayed true|false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンの表示の遅延更新を有効にします。

--disablecursorshadow 1

--delayed true
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Cursor Shadow
使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、 Windows デスク ト ップセッシ ョ ンなどの Windows アプ リ ケーシ ョ ン
に対して、壁紙を有効にするか無効にするかを指定します。壁紙を無効にする と 、画
面上の項目を移動する と きに更新されるデータ量を減らすこ とによって 、パフォーマ
ンスが向上する可能性があ り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --disablewallpaper 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、壁紙を無効にします。

表示される ソフ ト ボタン

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

ソフ ト ボタンのレベルをいくつ表示するかを指定します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --3270bl 0|1|2|3|4

コマンドオプシ ョ ン : --bl 0|1|2|3|4

--disablewallpaper 1
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使用法 : 0 から  4 までのレベルを指定します。

次の例では、 3270 アプ リ ケーシ ョ ンの 「 ソフ ト ボタン 」 のレベル数を  2 に設定し
ます。

次の例では、 5250 アプ リ ケーシ ョ ンの 「 ソフ ト ボタン 」 のレベル数を  2 に設定し
ます。

ド メ イン名

使用法 : アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの認証に使用する ド メ インをフ ィールドに入力し
ます。

この属性を持つオブジェク トは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トです。

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの認証プロセスに使用する ド メ インを指定し
ます。

注 - この属性は、 SGD ログインには影響しません。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --ntdomain dom

使用法 : こ こで、 dom は、アプリケーシ ョ ンサーバーの認証に使用するド メ インです。

次の例では、 ド メ イン  indigo を使って認証します。

電子メールアドレス

使用法 : ユーザーの電子メールアドレスをフ ィールドに入力します。

--3270bl 2

--bl 2

--ntdomain indigo
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この属性を持つオブジェク トは、ユーザープロファ イルオブジェク ト です。

説明

この属性は、ユーザーの電子メールアドレスを 、 name@domain 形式で指定します。

ユーザーの認証時に、 SGD はこの属性を使ってユーザーを識別できます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --email email

使用法 : こ こで、 email は、ユーザーの電子メールアドレスです。

次の例では、ユーザーの電子メールアドレスを  indigo@indigo-insurance.com 
と定義します。

エ ミ ュレーシ ョ ンタイプ

使用法 : エ ミ ュレーシ ョ ンタイプのオプシ ョ ンを選択します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンに必要なエ ミ ュレーシ ョ ンのタイプを識別します。設
定可能な値は SCO コンソール、 VT420 、 または Wyse 60 です。選択したエ ミ ュレ
ーシ ョ ンタイプに適した 「 端末タイプ 」 を設定して ください。

すべての文字型アプ リ ケーシ ョ ン属性をすべてのエ ミ ュレーシ ョ ンタイプに適用でき
るわけではあ り ません。 Administration Console では、エ ミ ュレーシ ョ ンタイプの
オプシ ョ ンを選択する と 、オブジェ ク トのほかの属性が有効または無効にな り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --emulator scoconsole | vt420 | wyse60

使用法 : 適切なエ ミ ュレーシ ョ ンタイプを指定します。

--email indigo@indigo-insurance.com
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次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンに Wyse 60 端末エミ ュレーシ ョ ンを使用します。

環境変数

使用法 : フ ィールドに、環境変数を 1 行に 1 つずつ入力します。新規エン ト リ を追加
するには、 リ ターンキーを押します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンを実行するのに必要なすべての環境変数を指定します
。たとえば、共用ライブラ リにアクセスするには、環境変数 LD_LIBRARY_PATH を
設定する必要があ り ます。

環境変数の値に空白文字が含まれている場合、引用符 (") か (') で囲んでください。

DISPLAY 変数を設定しないでください。ディ スプレイは、 SGD によってユーザーご
とに自動的に設定されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --env setting

使用法 : こ こで、 setting は、 VARIABLE=value 形式の環境変数設定です。複数の変
数を設定する と きは、複数の --env 引数を使用します。

次の例では、環境変数を  2 つ設定して、アプ リ ケーシ ョ ンを実行します。

エスケープシーケンス

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

--emulator wyse60

--env LD_LIBRARY_PATH=/usr/lib "MY_VARIABLE=603 1769"
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この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、エ ミ ュレータからアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにエスケープシーケンスを
送信する方法を指定します。エスケープシーケンスは 7 ビッ ト または 8 ビッ トの制御
コード と して送信できます。

この属性が適用されるのは、 VT420 文字型アプ リ ケーシ ョ ンに限られます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --escape 7-bit | 8-bit

使用法 : 有効な値を指定します。

次の例では、エスケープシーケンスを  8 ビッ トの制御コードを使って送信します。

ユーロ文字

使用法 : リ ス ト から設定値を選択します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、ユーロ文字をサポートするアプ リ ケーシ ョ ンに必要なキーコードマッピ
ングを指定します。現在、ユーロ文字に対応している大部分のアプリ ケーシ ョ ンは 
iso8859-15 を使用しています。疑問がある場合は、使用している  X アプ リ ケーシ ョ ン
のマニュアルを調べて、使用する方法を確認して ください。

SGD でユーロ文字を使用するには、 ク ラ イアン トデバイスにユーロ文字の入力機能
がなければな り ません。

--escape 8-bit
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ユーロ文字を表示するには、 iso8859-15 フォン ト を使用するよ うにアプ リ ケーシ ョ
ンを設定する必要があ り ます。 「 コマンドの引数 」 属性に、以下のいずれかの値を追
加します。

設定する と 、アプリ ケーシ ョ ンは SGD で提供する  iso8859-15 フォン ト を使用します。
必要に応じて、ユーザー独自のフォン ト を使用できます。ただし 、ユーロ文字を表示
するには、 iso8859-15 との互換性がなければな り ません。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーも 、ユーロ文字をサポートする必要があ り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --euro unicode|iso8859-15

使用法 : 有効なオプシ ョ ンを指定します。

次の例では、キーコードマッピング iso8859-15 を有効にします。

「 フ ァ イル 」 メニューと 「 設定 」 メニュー

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

-fn 5x7euro
-fn 6x10euro
-fn 6x13euro
-fn 6x13boldeuro
-fn 7x13euro
-fn 7x13boldeuro
-fn 7x14euro
-fn 7x14boldeuro
-fn 8x13euro
-fn 8x13boldeuro
-fn 8x16euro
-fn 9x15euro
-fn 9x15boldeuro
-fn 10x20euro
-fn 12x24euro

--euro iso8859-15
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説明

「 ファイル 」 メニューと 「設定 」 メニューの項目を有効にするかど うかを指定します。
無効にした場合は、 ウ ィ ンド ウのサイズを変更するボタンだけがメニューバーに表示
されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --3270si true|false

コマンドオプシ ョ ン : --si true|false

使用法 : true または false を指定します。

次の例は、 3270 アプ リ ケーシ ョ ンの 「 ファ イル 」 メニューと 「 設定 」 メニューの項
目を有効にします。

次の例は、 5250 アプ リ ケーシ ョ ンの 「 ファ イル 」 メニューと 「 設定 」 メニューの項
目を有効にします。

フォン ト ファ ミ リ

使用法 : リ ス ト からフォン ト ファ ミ リ を選択します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ン用の端末ウ ィ ンド ウで使用するフォン ト ファ ミ リ を決
定します。

使用可能なフォン ト ファ ミ リは、 Courier 、 Helvetica 、 または Times Roman だけ
です。 これ以外のフォン ト ファ ミ リ を使用するこ とはできません。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --font courier | helvetica | timesroman

--3270si true

--si true
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使用法 : 有効なフォン ト ファ ミ リ を指定します。

次の例は、アプ リ ケーシ ョ ンの端末ウ ィンド ウで Times Roman フォン ト を使用し
ます。

フォン トサイズ

使用法 : フ ィールドにフォン トサイズ ( ポイン ト ) を入力します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は端末ウ ィ ンド ウのフォン トサイズを  2-20 ポイン トの範囲で定義します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --fontsize points

使用法 : こ こで、 points は、 フォン トサイズ ( ポイン ト ) です。

次の例では、端末ウ ィ ンド ウのフォン ト を  16 ポイン トに指定します。

フォン トサイズ : 固定フォン トサイズ

使用法 : 「 固定フォン トサイズ 」 チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性が選択されていない場合、エ ミ ュレータは、アプ リ ケーシ ョ ンの 「 ウ ィ ン ド
ウのサイズ : 幅 」 と 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 高さ 」 に定義されている 「 ウ ィ ン ド ウの
サイズ : カラム 」 と 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 行 」 に合わせて、 フォン トサイズを選択
します。アプ リ ケーシ ョ ンの 「 フォン トサイズ 」 の設定が、 小値と して使用され
ます。

--font timesroman

--fontsize 16
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この属性が選択されている場合、定義されている 「 フォン トサイズ 」 が使用され、
必要に応じてスク ロールバーが表示されます。

注 - この属性を選択した場合、 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : ク ラ イアン トの 大サイズ 」
属性は無視されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --fixedfont true|false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、 「 フォン トサイズ 」 で指定されたフォン トサイズを端末ウ ィ ンド ウに使
用します。

Font Smoothing
使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンでテキス トのフォン ト スムージングを有効
にするかど うかを指定します。 フォン ト スムージングを有効にする と 、テキス トが読
みやすくな り ますが、パフォーマンスに影響する可能性があ り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --enablefontsmoothing 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンのフォン ト スムージングを有効にします。

--fixedfont true

--enablefontsmoothing 1
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前景色

使用法 : 有効なカラーリ ソース  (yellow など ) をフ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

アプリ ケーシ ョ ンのテキス ト ウ ィ ン ド ウ内テキス トの色を指定します。

色の名前は、 X プロ ト コルエンジンの 「 RGB データベース 」 属性で指定したファ イ
ルを使って、 RGB 値に変換されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --3270fg color

コマンドオプシ ョ ン : --fg color

使用法 : こ こで、 color は、有効なカラーリ ソース  (yellow など ) です。

次の例では、 3270 アプ リ ケーシ ョ ンのテキス ト ウ ィ ン ド ウ内のテキス トの色が 
plum4 に設定されます。

次の例では、 5250 アプ リ ケーシ ョ ンのテキス ト ウ ィ ン ド ウ内のテキス トの色が 
plum4 に設定されます。

Full Window Drag
使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

--3270fg plum4

--fg plum4
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説明

この属性は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンでウ ィ ンド ウが移動される と きにその内容
を表示するかど うかを指定します。 この機能を無効にする と 、パフォーマンスが向上
する可能性があ り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --disablefullwindowdrag 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 ウ ィ ンド ウが移動される と きにその内容を表示するオプシ ョ ンを無効に
します。

グラフ ィ ッ クアクセラレーシ ョ ン

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、グラフ ィ ッ クスの高速化を有効にするかど うかを指定します。高速化は、
グラフ ィ ッ クスの描画方法を 適化し 、パフォーマンスを向上させますが、 スムーズ
さ と正確さを引き換えにします。たとえば、常に正確な色ではな くな り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンの表示が常に正確でなければならない場合は、 このチェ ッ クボッ ク
スの選択を解除します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --accel true | false

使用法 : true または false を指定します。

--disablefullwindowdrag 1
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次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンの表示のグラフ ィ ッ クアクセラレーシ ョ ンを有効にし
ます。

ヒ ン ト

使用法 : ヒ ン ト をフ ィールドに入力します。各ヒン トはセミ コロン (;) で区切り ます。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ ドキュ メ ン ト

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性を使用する と 、 Webtop でオブジェク トの公開と表示を制御するための 1 つ
以上の文字列を定義できます。

使用できる文字列の数には制限はな く 、文字列の内容はどのよ う なものでもかまいま
せん。各ヒ ン トはセ ミ コロン (;) で区切り ます。 Webtop ヒ ン ト には、名前 = 値とい
う規則で名前を付けます。

この属性は、デフォルト では空白です。

この属性は、 SGD Web サービスを使用して独自の Webtop を開発する開発者のため
に用意されています。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --hints hint...

使用法 : こ こで、 hint は、 Webtop ヒ ン ト です。各ヒ ン トはセ ミ コロン  (;) で区切り
ます。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンの Webtop アイコンのサイズを指定する際に使用でき
る ヒ ン ト を設定します。

--accel true

--hints "preferredsize=16;"
634 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



「 ホス ト されているアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブ

使用法 : アプ リ ケーシ ョ ンをアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トに割り当てるに
は、 「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トのアプ リ ケーシ ョ ンを削除するには、 「 編集
可能な割り当て 」 テーブルの 「 削除 」 ボタンを使用します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバー

■ 動的アプリ ケーシ ョ ンサーバー

説明

「 ホス ト されているアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブには、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーによっ
てホス ト されているアプ リ ケーシ ョ ンの リ ス トが表示されます。

「 ホス ト されているアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブの次のセクシ ョ ンが、アプ リ ケーシ ョ ン
の表示、選択、および割り当てに使用されます。

■ 「 有効なアプ リ ケーシ ョ ン 」 テーブル

■ 「 編集可能な割り当て 」 テーブル

「 有効なアプ リ ケーシ ョ ン 」 テーブル

「 有効なアプ リ ケーシ ョ ン 」 テーブルには、選択したオブジェク トに割り当てられて
いるアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トがすべて表示されます。 このテーブルの 「 ローカ
ル割り当て 」 セクシ ョ ンには、 ローカルリポジ ト リから選択されたアプ リ ケーシ ョ ン
が一覧表示されます。

「 割り当てタイプ 」 列には、次のいずれかが表示されます。

■ 「 直接的 」 。 この割り当ては、 「 編集可能な割り当て 」 テーブルを使用して行わ
れたものです。

■ 「 間接的 」 。 この割り当ては、グループのメンバーシップや別のオブジェク トか
らの継承など 、別の関係の結果です。

■ 「 複数 」 。 この割り当てには、複数のソース  ( 「 直接的 」 と 「 間接的 」 の両方 ) が
あ り ます。

割り当てタイプが 「 直接的 」 または 「 間接的 」 である場合、 「 詳細を参照して くだ
さい 」  リ ンクをク リ ッ クする と 、 リ ンクの発生元を ト レースできる情報が表示され
ます。
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「 編集可能な割り当て 」 テーブル

「 編集可能な割り当て 」 テーブルを使用する と 、 ローカルリポジ ト リからアプ リ ケー
シ ョ ンを選択できます。

「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。 「 アプ リ ケー
シ ョ ン割り当ての追加 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

「 アプリケーシ ョ ン割り当ての追加 」 ウ ィンドウでアプリケーシ ョ ンを選択するには、
次のどちらかを実行します。

■ ナビゲーシ ョ ンツ リーを参照します。 ツ リーを参照する際、 コンテンツ領域がア
プ リ ケーシ ョ ンに合わせて更新されます。  

■ 「 アプ リ ケーシ ョ ンの検索 」 フ ィールドを使用します。 このフ ィールドを使用し
てアプ リ ケーシ ョ ンを検索します。アプ リ ケーシ ョ ンの名前をフ ィールドに入力
します。検索文字列にワイルドカード 「 * 」 を使用できます。 「 name 」 とい う検
索文字列の入力は、 「 *name* 」 の検索に相当し 、検索文字列と一致するものがす
べて返されます。検索結果は、 コンテンツ領域の 「 検索結果 」 テーブルに表示さ
れます。デフォル トでは、検索によって返される結果の数は 150 個に制限されま
す。

コンテンツ領域に表示されたアプ リ ケーシ ョ ンの中から 、必要なものを選択します。
アプ リ ケーシ ョ ンの選択が終了したら 、 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。  

「 ホス ト されているアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブの 「 有効なアプ リ ケーシ ョ ン 」 テーブル
に、選択したアプ リ ケーシ ョ ンが表示されます。

「 ホス ト されているアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブからアプ リ ケーシ ョ ンを削除するには、
「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 削除 」 ボタンを使用します。

コマンド 行

この属性に相当するコマンド行はあ り ません。

「 ホスト しているアプリ ケーショ ンサーバー」 タブ

使用法 : アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト 、
Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト 、 または X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト
に割り当てるには、 「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク し
ます。
文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト 、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト 、
または X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを削除するに
は、 「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 削除 」 ボタンを使用します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。
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■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、アプリケーシ ョ ンを実行できるアプリケーシ ョ ンサーバーを定義します。
SGD サーバーは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散機能を使って、使用するア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーを決定します。各アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、オブジェク
トに対する参照と して格納されるので、特定のオブジェク トが多くの 「 ホス ト してい
るアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブに表示されるこ とがあ り ます。あとで、オブジェ
ク トが移動された場合、 またはオブジェク ト名が変更された場合、そのオブジェク ト
に対するすべての参照は、自動的に更新されます。

グループを 「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブに追加した場合、グル
ープ自体ではなく 、そのグループのメンバーがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散
に使用されます。

アプ リ ケーシ ョ ンを実行するアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを指定しない場合、アプ リ ケ
ーシ ョ ンは、そのタイプのアプ リ ケーシ ョ ンをサポート しているアレイ内のすべての 
SGD サーバー上で実行できます。

「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブの次のセクシ ョ ンが、アプ リ ケー
シ ョ ンの表示、選択、および割り当てに使用されます。

■ 「 有効なアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 テーブル

■ 「 編集可能な割り当て 」 テーブル

「 有効なアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 テーブル

「 有効なアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 テーブルには、選択したオブジェク トに割り当
てられているアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トがすべて表示されます。 このテ
ーブルの 「 ローカル割り当て 」 セクシ ョ ンには、 ローカルリポジ ト リから選択された
アプ リ ケーシ ョ ンが一覧表示されます。

「 割り当てタイプ 」 列には、次のいずれかが表示されます。

■ 「 直接的 」 。 この割り当ては、 「 編集可能な割り当て 」 テーブルを使用して行わ
れたものです。

■ 「 間接的 」 。 この割り当ては、グループのメンバーシップや別のオブジェク トか
らの継承など 、別の関係の結果です。

■ 「 複数 」 。 この割り当てには、複数のソース  ( 「 直接的 」 と 「 間接的 」 の両方 ) 
があ り ます。
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割り当てタイプが 「 直接的 」 または 「 間接的 」 である場合、 「 詳細を参照して くだ
さい 」  リ ンクをク リ ッ クする と 、 リ ンクの発生元を ト レースできる情報が表示され
ます。

「 編集可能な割り当て 」 テーブル

「 編集可能な割り当て 」 テーブルを使用する と 、 ローカルリポジ ト リからアプ リ ケー
シ ョ ンサーバーを選択できます。

「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。 「 アプ リ ケー
シ ョ ンサーバー割り当ての追加 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー割り当ての追加 」 ウ ィ ン ド ウでアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーを選択するには、次のどちらかを実行します。

■ ナビゲーシ ョ ンツ リーを参照します。 ツ リーを参照する際、 コンテンツ領域がア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーに合わせて更新されます。  

■ 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの検索 」 フ ィールドを使用します。 このフ ィールド
を使用してアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを検索します。アプ リ ケーシ ョ ンサーバー
の名前をフ ィールドに入力します。検索文字列にワイルドカード 「 * 」 を使用で
きます。 「 name 」 とい う検索文字列の入力は、 「 *name* 」 の検索に相当し 、検
索文字列と一致するものがすべて返されます。検索結果は、 コンテンツ領域の 「
検索結果 」 テーブルに表示されます。デフォルト では、検索によって返される結
果の数は 150 個に制限されます。

コンテンツ領域に表示されたアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの中から 、必要なものを選択
します。アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの選択が終了したら 、 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク
します。  

「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブの 「 有効なアプ リ ケーシ ョ ンサー
バー 」 テーブルに、選択したアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが表示されます。

「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブからアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを
削除するには、 「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 削除 」 ボタンを使用します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --appserv object

使用法 : こ こで、 object は、オブジェク トの完全名です ( 例 : "o=appservers/ou=
IT/cn=london") 。オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、引用符 (") か 
(') で囲む必要があ り ます。
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次の例では、 geneva と  prague をアプ リ ケーシ ョ ン用のアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーと して追加します。

アイ コン

使用法 : 「 編集 」 ボタンをク リ ッ ク して 、 「 アプ リ ケーシ ョ ンアイコンの選択 」 リ ス
ト でアイコンのオプシ ョ ンを選択します。 「 了解 」 をク リ ッ ク して 、設定を保存し
ます。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ ドキュ メ ン ト

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 動的アプリ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、ユーザーの Webtop 、 あるいはデスク ト ップの 「 スター ト 」 または
「 起動 」 メニューに表示されるアイコンを指定します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --icon icon_name

使用法 : こ こで、 icon_name は、拡張子を含むファ イル名です
( 例 : spreadsheet.gif) 。  

次の例では、 clock.gif アイコンを使用します。

--appserv "o=appservers/ou=IT/cn=geneva" \
        "o=appservers/cn=prague"

--icon clock.gif
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割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンを親から継承する

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除して、 「 保存 」 ボタンをク リ ッ ク し
ます。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 組織単位

■ ユーザープロファ イル

説明

この属性は、オブジェク トの割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンに、組織階層内のオブジ
ェク トの親の割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンも含めるかど うかを決定します。

親オブジェク トのこの属性の設定によって、割り当て済みアプリケーシ ョ ンの集合は、
後に組織オブジェク トに達するまで階層を遡り続けるこ とが可能です。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --inherit true | false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、オブジェク トは、親オブジェク トから割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンを
継承します。

インターレースイ メージ

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

--inherit true
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説明

この属性は、 イ メージを一続きのインターレースパスで送って表示するか、上から下
まで 1 回のパスで送って表示するかを決定します。

「 動的に調整 」 を選択する と 、ネッ ト ワークの状態に従って、 どの段階でも インター
レースのオンとオフを切り替えるこ とができます。

多量のグラフ ィ ッ クスを必要とするアプ リ ケーシ ョ ンを 、特に低帯域幅の接続で使用
する場合に、 インターレースを使用します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --interlaced automatic|on|off

使用法 : 有効な値を指定します。

次の例では、 インターレースイ メージの送信を有効にします。

起動接続をオープンしたまま保持

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、アプリケーシ ョ ンの起動に使用した接続をオープンしたまま保持するか、
接続をクローズするかを指定します。

通常は、チェ ッ クボッ クスの選択を解除します。

次のいずれかの現象が発生した場合は、チェ ッ クボッ クスを選択します。

■ アプ リ ケーシ ョ ンが起動した直後に、終了するよ うに思われる

■ アプ リ ケーシ ョ ンのシャ ッ ト ダウンで問題が発生した。 この場合、
「 セッシ ョ ン終了 」 属性を 「 ログインスク リプ トの終了 」 にも設定します

--interlaced on
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --keepopen true | false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンの起動に使用した接続を閉じます。

キーボード コードの変更

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンがキーボード上のキーによって生成されたコードを変
更できるかど うかを決定します。

この属性が適用されるのは、 Wyse 60 文字型アプ リ ケーシ ョ ンに限られます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --appkeymode true|false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンのキーコード変更を無効にします。

キーボードマップ

使用法 : ユーザープロファ イルオブジェク トの場合は、オプシ ョ ンを選択します。
「 カスタム値 」 オプシ ョ ンの場合は、 フ ィールドにキーボードマップファ イルのパス
名を入力します。文字型アプ リ ケーシ ョ ンの場合は、 フ ィールドにキーボードマップ
ファ イルのパス名を入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ ユーザープロファ イル

--keepopen false

--appkeymode false
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■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、キーボードマップファ イルのパス名を指定します。 フルパス名または相
対パス名を使用できます。相対パス名は、
/opt/tarantella/etc/data/keymaps ディ レク ト リに対する相対パスです。

ユーザープロファ イルオブジェク ト

指定したキーボードマップファ イルは、 このユーザーが起動するすべてのグラフ ィカ
ルアプ リ ケーシ ョ ンで使用されます。  

ク ラ イアン トデバイスのロケールに基づくキーボードマップを使用する と きは、 「 ク
ラ イアン トの入力ロケール 」 を選択します。実際に使用されるキーマップは、
/opt/tarantella/etc/data/keymaps/xlocales.txt ファ イルを使って決定さ
れます。

注 -  * または ? ワイルドカードを  xlocales.txt ファ イルで使用すれば、複数の入
力ロケールをサポート できます。詳細については、 xlocales.txt ファ イルを参照
して ください。

SGD サーバー用に定義された X プロ ト コルエンジンの設定を使用してキーボードマ
ップを決定する場合は、 「 X プロ ト コルエンジンの値 」 オプシ ョ ンを選択します。

このユーザーのために特定のキーボードマップを常に使用する場合は、 ファ イル名を
入力します。

文字型アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト

指定したキーボードマップファ イルは、 このアプ リ ケーシ ョ ンで使用されます。

アプ リ ケーシ ョ ンのタイプのデフォル ト キーボードマップを使用するには、 この属性
を空のままにしておきます。デフォル ト キーボードマップはエ ミ ュレータに組み込ま
れていますが、 ファ イル ansikey.txt 、 vt420key.txt 、および w60key.txt 
に記載されているキーボードマップに相当します。 これらのファ イルは、
/opt/tarantella/etc/data/keymaps ディ レク ト リに格納されています。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --keymap keymap
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使用法 : ユーザープロファ イルオブジェク トの場合は、 default または 
client-locale を使用するか、 keymap をキーボードマップファ イルのパス名に置
き換えます。文字型アプ リ ケーシ ョ ンの場合は、 keymap をキーボードマップファ イ
ルのパス名に置き換えます。

次の例では、指定したキーマップを使用します。 このキーマップは、
/opt/tarantella/etc/data/keymaps ディ レク ト リに格納されています。

キーボードマップ : ロ ッ ク

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、 X アプ リ ケーシ ョ ンがデフォル トのキーボードマッピングを変更する
のを防止するかど うかを指定します。キーボードマッピングを変更できないよ うにす
る場合に、 このチェ ッ クボッ クスを選択します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --lockkeymap true | false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンがキーボードマッピングを変更するのを防ぎます。

キーボード タイプ

使用法 : キーボード タイプのオプシ ョ ンを選択します。

--keymap mykeymap.txt

--lockkeymap true
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この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

エミ ュレートする端末にキーボードをマッピングするために使用するレイアウ ト を指
定します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --3270kt pc|sun4|sun5|hp

コマンドオプシ ョ ン : --kt pc|sun4|sun5|hp

使用法 : 有効なキーボード タイプを  1 つ指定します。

次の例では、 3270 アプ リ ケーシ ョ ンのキーボード タイプが pc に設定されます。

次の例では、 5250 アプ リ ケーシ ョ ンのキーボード タイプが pc に設定されます。

キオスクモードのエスケープ

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

説明

アプリ ケーシ ョ ンのプルダウンヘッダーを使用可能にします。ヘッダーには、アプ リ
ケーシ ョ ンウ ィ ンド ウを 小化した り閉じた りするためのアイコンがあ り ます。 この
属性が有効なのは、 「 ウ ィ ン ド ウタイプ 」 が 「 キオスク 」 モードに設定されているア
プ リ ケーシ ョ ンだけです。

--3270kt pc

--kt pc
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この属性が有効になっている場合にプルダウンヘッダーを表示するには、アプ リ ケー
シ ョ ンウ ィ ンド ウの上にマウスを移動します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --allowkioskescape true | false

使用法 : true または false を指定します。デフォル ト設定は true です。

次の例は、プルダウンヘッダーを無効にします。

行の折り返し

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、ユーザーが端末ウ ィン ド ウの右端を越えて文字を入力した場合の動作を
決定します。

右端よ り後ろにある文字を次の行に折り返すには、チェ ッ クボッ クスを選択します。

右端よ り後ろにある文字を表示しない場合は、チェ ッ クボッ クスの選択を解除します
。文字はキーボードバッファーに格納されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --autowrap true|false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、端末ウ ィ ンド ウの右端よ り後ろにある文字を次の行に折り返します。

--allowkioskescape false

--autowrap true
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負荷分散グループ

使用法 : アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの 1 つ以上の負荷分散グループを 、 フ ィールドに
入力します。負荷分散グループを入力するたびに、 リ ターンキーを押します。

この属性を持つオブジェク トは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トです。

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分散に使用される負荷分散グループを指定し
ます。  

任意の文字を使用できます ( たとえば、 "Scandinavia" や "US-East") 。 アプ リ ケーシ
ョ ンの負荷分散は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD サーバーを同じロケーシ ョ ン
で選択して、両者の間の 「 ネッ ト ワークの距離 」 を 短にし 、パフォーマンスを 大
にしよ う と します。ユーザーのク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバーの間の接続に
は、ネッ ト ワークの状況に適応した AIP プロ ト コルを使用します。

アレイが広域ネッ ト ワーク  (WAN) に拡がっているか、低速リ ンクを含んでいる場合
で、 インテ リ ジェン ト アレイルーティングの負荷分散グループ機能を使用している場
合を除いて、 この属性は空のままにしておきます。複数の文字列を設定するこ とがで
きますが、アプ リ ケーシ ョ ンの起動に時間がかかり ます。

この属性を使用する場合は、該当するすべてのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク
ト 、およびアレイ内のすべての SGD サーバーで、 この属性を設定して ください。
Administration Console の 「 サーバー設定 」  → 「 一般 」 タブを使用します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --location location

使用法 : こ こで、 location は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのロケーシ ョ ンです。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのロケーシ ョ ンを  Paris と設定します。

ローカルク ラ イアン ト起動

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

--location Paris
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説明

この属性は、ユーザーのク ラ イアン トデバイス上でアプ リ ケーシ ョ ンの起動を試みる
かど うかを指定します。

この属性が選択され、 ク ラ イアン トデバイスにアプ リ ケーシ ョ ンがインス トールされ
ていない場合、 SGD はアプリ ケーシ ョ ンサーバー上でアプ リ ケーシ ョ ンの起動を試
みます。  

この属性が選択されている場合、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを使用していても 、アプ
リ ケーシ ョ ンを再開できません。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --trylocal true | false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、 ク ラ イアン トデバイス上でアプ リ ケーシ ョ ンの起動を試みます。

ログイン

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、ユーザープロファ イルオブジェク ト です。

説明

この属性は、 このユーザープロファ イルオブジェク ト を使って、誰かがログインでき
るかど うかを指定します。

ユーザーの SGD へのアクセスを拒否する場合に、 このチェ ッ クボッ クスの選択を解
除します。

この属性は、システムオブジェク ト組織内のプロファ イルオブジェク ト で、常に選択
されます。ユーザーは、適切な認証機構が使用可能であるかぎ り 、常にプロファ イル
オブジェク ト を使ってログインできます。認証機構は、 Administration Console の
「 グローバル設定 」  → 「 Secure Global Desktop 認証 」 タブに設定されています。

特定の認証機構を使用するすべてのユーザーのアクセスを拒否するには、
Administration Console の 「 グローバル設定 」  → 「 Secure Global Desktop 認証 」
タブで認証ウ ィザードを使用して、該当する認証リポジ ト リの選択を解除します。

--trylocal true
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すべてのユーザーの特定の SGD サーバーに対するログインを停止するには、
Administration Console の 「 サーバー設定 」  ユーザーログイン→ 「 一般 」 タブで、
サーバーの 「 」 の選択を解除します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --enabled true|false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、ユーザープロファ イルオブジェク トの SGD へのログインを有効にし
ます。

ログイン : 複数

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、ユーザープロファ イルオブジェク ト です。

説明

この属性は、ユーザープロファ イルを  1 人のユーザーが使用するか、 guest アカウン
ト を使って複数のユーザーで共有できるかを指定します。

次の表は、ユーザープロファ イルオブジェク トのこの属性を選択した場合と選択を解
除した場合の、類似点と相違点を示します。

--enabled true

アカウン ト を共有しない場合 アカウン ト を共有する場合

必ず 1 人のユーザーが使用します。 複数のユーザーが使用できます。

各ユーザーにユーザー固有のアプ リ ケーシ ョ
ンセッシ ョ ンがあ り ます。

各ユーザーにユーザー固有のアプ リ ケーシ ョ
ンセッシ ョ ンがあ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンは、ユーザーセ
ッシ ョ ン間で継続できます。

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンは、ユーザーが
ログアウ ト した時点で終了します。
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --shared true | false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、ユーザープロファ イルオブジェク ト を  guest アカウン ト を使って複数の
ユーザーで共有可能にします。

ログイン名

使用法 : ユーザーのログイン名をフ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、ユーザープロファ イルオブジェク ト です。

説明

この属性は、ユーザーのログイン名を指定します。通常は、 UNIX システムユーザー
名です。

この属性は、認証リポジ ト リによってユーザーの識別や認証に使用されるこ とがあ り
ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --user username

使用法 : こ こで、 username は、ユーザーのログイン名です。

1 セッ トのパスワードキャ ッシュエン ト リが
あ り ます。

1 セッ トのパスワードキャ ッシュエン ト リが
あ り 、すべてのユーザー間で共有されます。

ユーザーは、エン ト リ をパスワードキャ ッシ
ュに保存できます。

ユーザーは、エン ト リ をパスワードキャ ッシ
ュに保存できません。

ユーザーがすでにログインしている場合、別
のク ラ イアン トデバイスから も う一度ログイ
ンする と 、ユーザーセッシ ョ ンが再配置され
ます。古いユーザーセッシ ョ ンは終了します
。

も う一度ログインする と 、新規のユーザーセ
ッシ ョ ンが作成されます。既存のユーザーセ
ッシ ョ ンに影響はあ り ません。

--shared true

アカウン ト を共有しない場合 アカウン ト を共有する場合
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次の例では、 ログイン名を  indigo と定義します。

ログインスク リプ ト

使用法 : ログインスク リプ トのファ イル名をフ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンを起動するために実行するログインスク リプ ト を指定
します。 この属性を変更するのは、アプ リ ケーシ ョ ンの起動で問題が発生した場合の
みにして ください。

SGD にログインスク リプ ト を自動的に選択させるには、 この属性を空のままにして
おきます。

フルパス名または相対パス名を使用できます。相対パス名は、実行プロ ト コルエンジ
ンの 「 ログインスク リプ トディ レク ト リ 」 属性の値に対する相対パスと見なされます
。

ログインスク リプ トの現在の作業ディ レク ト リは、 ス ク リプ トが格納されているディ
レク ト リ です。 スク リプ トが、相対パス名を使っている別のスク リプ ト をソース と し
ている場合、そのパス名はこのディ レク ト リからの相対パス と見なされます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --login script

使用法 : こ こで、 script は、使用するログインスク リプ トのファ イル名です。

次の例では、カスタムログインスク リプ ト  my_login.exp を使ってアプ リ ケーシ ョ
ンを起動します。

--user indigo

--login my_login.exp
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Universal PDF プ リ ンタをデフォル トにする

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 組織

■ 組織単位

■ ユーザープロファ イル

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

説明

Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷する場合のク ラ イアン トのデフォル トプ リ ンタ
と して SGD の 「 Universal PDF 」 プ リ ンタを設定します。

この属性は、 「 Universal PDF プ リ ンタ 」 が有効な場合にのみ使用できます。

オブジェク トの 「 ク ラ イアン ト印刷 : 上書き 」 が有効な場合にのみ、 Administration 
Console を使ってこの属性を編集できます。

Universal PDF プリ ンタはデフォル トプ リ ンタではあ り ません。 コマンド行での設定
は false です。

この属性の設定は、次のものよ り も優先されます。

■ 組織階層内の親オブジェク トの設定。

■ 親オブジェク トの設定が存在しない場合は、 Administration Console の 「 グロー
バル設定 」 → 「 印刷 」 タブで設定されたデフォル ト設定。

■  Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トのこの設定は、組織、組織単位、 または
ユーザープロファ イルオブジェク トの印刷設定よ り も優先されます。印刷設定の
優先順位は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン  → ユーザープロファ イル → 組織単位 
→ 組織とな り ます。

組織、組織単位、およびユーザープロファ イルオブジェク トの場合、 この属性に対す
る変更が反映されるのは、新しいユーザーセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --pdfisdefault 1|0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。
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次の例では、 「 Universal PDF 」 プ リ ンタを 、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷
する と きのデフォルトプ リ ンタに設定します。

Universal PDF ビューアをデフォル トにする

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 組織

■ 組織単位

■ ユーザープロファ イル

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

説明

Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷する際のク ラ イアン トのデフォル トプ リ ンタ と
して SGD の 「 Universal PDF Viewer 」 プ リ ンタを設定します。

Universal PDF ビューアプ リ ンタはデフォル トプ リ ンタではあ り ません。 コマンド行
での設定は false です。  

この属性は、 「 Universal PDF ビューア 」 が有効な場合にのみ使用できます。

オブジェク トの 「 ク ラ イアン ト印刷 : 上書き 」 が有効な場合にのみ、 Administration 
Console を使ってこの属性を編集できます。

この属性の設定は、次のものよ り も優先されます。

■ 組織階層内の親オブジェク トの設定

■ 親オブジェク トの設定が存在しない場合は、 Administration Console の 「 グロー
バル設定 」  → 「 印刷 」 タブで設定されたデフォル ト設定

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トのこの設定は、組織、組織単位、 または
ユーザープロファ イルオブジェク トの印刷設定よ り も優先されます。印刷設定の
優先順位は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン  → ユーザープロファ イル → 組織単位 
→ 組織とな り ます。

組織、組織単位、およびユーザープロファ イルオブジェク トの場合、 この属性に対す
る変更が反映されるのは、新しいユーザーセッシ ョ ンだけです。

--pdfisdefault true
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --pdfviewerisdefault 1|0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 「 Universal PDF ビューア 」 プ リ ンタを 、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン
から印刷する と きのデフォル トプ リ ンタに設定します。

「 Mappings 」 タブ

使用法 : 動的アプ リ ケーシ ョ ンの新しいマッピングを作成するには、 「 Editable 
Mappings 」 テーブルの 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。

動的アプ リ ケーシ ョ ンのマッピングを削除するには、 「 Editable Mappings 」 テーブ
ルの 「 削除 」 ボタンをク リ ッ ク します。

この属性を持つオブジェク トは、動的アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

「 Mappings 」 タブには、動的アプ リ ケーシ ョ ンのマッピングが一覧表示されます。

type 文字列とアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの名前の間のマッピングを作成および
管理するには、 このタブを使用します。実行するアプ リ ケーシ ョ ンをユーザーが選択
する と 、 type 文字列が表示されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --mapping mappings

使用法 : こ こで、 mappings は、 1 つ以上のタイプとアプ リ ケーシ ョ ンのマッピング
です。

次の例では、 タイプ linux と  gnome_desktop アプ リ ケーシ ョ ンの間のマッピング
を指定します。

--pdfviewerisdefault true

--mapping linux="o=applications/cn=gnome_desktop"
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大数

使用法 : フ ィールドに数値を入力します。

この属性を持つオブジェク トは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トです。

説明

この属性は、 SGD を使用してアプ リ ケーシ ョ ンサーバーで同時に実行できるアプ リ
ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの 大数を指定します。

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの 大数に達する と 、 SGD は、アプ リ ケーシ ョ ンサー
バーでホス ト されているアプ リ ケーシ ョ ンをそれ以上ユーザーが起動できないよ うに
します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --maxcount count

使用法 : こ こで、 count は、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの 大数です。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの 大数を  
64 に設定します。

「 メ ンバー 」 タブ

使用法 : グループメンバーをグループオブジェク トに追加するには、 「 編集可能な割
り当て 」 テーブルの 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。

グループオブジェク トからグループメンバーを削除するには、 「 編集可能な割り当て
」 テーブルの 「 削除 」 ボタンを使用します。

この属性を持つオブジェク トは、グループオブジェク トです。

説明

「 メンバー 」 タブには、選択したグループオブジェク トのメ ンバーが表示されます。
作成できるのは、アプ リ ケーシ ョ ンのグループまたはアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのグ
ループだけです。

--maxcount 64
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グループには多数のメンバーを所属させるこ とができ 、他のグループを所属させるこ
と もできます。各メンバーは、オブジェク トに対する参照と して格納されるので、特
定のオブジェク トが多数のグループのメンバーになってもかまいません。あとで、オ
ブジェク トが移動された場合、 またはオブジェク ト名が変更された場合、そのオブジ
ェク トに対するすべての参照は、自動的に更新されます。

「 メ ンバー 」 タブの次のセクシ ョ ンが、グループメンバーの表示、選択、および割り
当てに使用されます。

■ 「 有効なメンバー 」 テーブル

■ 「 編集可能なメンバー 」 テーブル

「 有効なメンバー 」 テーブル

「 有効なメンバー 」 テーブルには、選択したグループオブジェク トに割り当てられて
いるオブジェク トがすべて表示されます。  

「 割り当てタイプ 」 列には、次のいずれかが表示されます。

■ 「 直接的 」 。 この割り当ては、 「 編集可能な割り当て 」 テーブルを使用して行わ
れたものです。

■ 「 間接的 」 。 この割り当ては、グループのメンバーシップや別のオブジェク トか
らの継承など 、別の関係の結果です。

■ 「 複数 」 。 この割り当てには、複数のソース  ( 「 直接的 」 と 「 間接的 」 の両方 ) が
あ り ます。

割り当てタイプが 「 直接的 」 または 「 間接的 」 である場合、 「 詳細を参照して くだ
さい 」  リ ンクをク リ ッ クする と 、 リ ンクの発生元を ト レースできる情報が表示され
ます。

「 編集可能なメンバー 」 テーブル

「 編集可能なメンバー 」 テーブルを使用する と 、 ローカルリポジ ト リからグループメ
ンバーを選択できます。

「 編集可能な割り当て 」 テーブルの 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。アプ リ ケーシ
ョ ンのグループを編集しているか、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのグループを編集して
いるかに応じて、 「 アプ リ ケーシ ョ ン メ ンバーの追加 」 ウ ィ ン ド ウまたは 「 アプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーメンバーの追加 」 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

「 アプ リ ケーシ ョ ン割り当ての追加 」 または 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーメンバーの
追加 」 ウ ィ ン ド ウでグループメンバーを選択するには、次のどちらかを実行します。

■ ナビゲーシ ョ ンツ リーを参照します。 ツ リーを参照する際、 コンテンツ領域がア
プ リ ケーシ ョ ンに合わせて更新されます。  
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■ 「 アプ リ ケーシ ョ ンの検索 」 または 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの検索 」 フ ィー
ルドを使用します。アプ リ ケーシ ョ ンのグループを編集しているか、アプ リ ケー
シ ョ ンサーバーのグループを編集しているかに応じて、 このフ ィールドの名前が
変わり ます。 このフ ィールドを使用してグループメンバーを検索します。アプ リ
ケーシ ョ ンまたはアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの名前をフ ィールドに入力します。
検索文字列にワイルドカード 「 * 」 を使用できます。 「 name 」 とい う検索文字列
の入力は、 「 *name* 」 の検索に相当し 、検索文字列と一致するものがすべて返さ
れます。検索結果は、 コンテンツ領域の 「 検索結果 」 テーブルに表示されます。
デフォル トでは、検索によって返される結果の数は 150 個に制限されます。

コンテンツ領域に表示されたグループメンバーの中から 、必要なものを選択します。
メ ンバーの選択が終了したら 、 「 追加 」 ボタンをク リ ッ ク します。  

「 メ ンバー 」 タブの 「 有効なメンバー 」 テーブルに、選択したグループメンバーが表
示されます。

「 メ ンバー 」 タブから メンバーを削除するには、 「 編集可能なメンバー 」 テーブルの
「 削除 」 ボタンを使用します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --member object

使用法 : こ こで、 object は、オブジェク トの完全名です ( 例 : "o=Indigo 
Insurance/ou=Finance/cn=XClaim") 。オブジェ ク ト名に空白文字が含まれてい
る場合は、引用符 (") か (') で囲む必要があ り ます。

次の例では、 Indigo Jones と  Emma Rald を メンバーと して指定します。

メニューのアニメーシ ョ ン

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンでメニューとツールヒン トの切り替え効果
を表示するかど うかを指定します。 メニューのアニメーシ ョ ン効果を無効にする と 、
パフォーマンスが向上する可能性があ り ます。

--member "o=Indigo Insurance/cn=Indigo Jones" \
         "o=Indigo Insurance/ou=Marketing/cn=Emma Rald"
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --disablemenuanimations 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 メニューのアニメーシ ョ ン効果を無効にします。

メ ニューバー

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

アプリ ケーシ ョ ンのメニューバーを表示するかど うかを指定します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --3270mb true|false

コマンドオプシ ョ ン : --mb true|false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、 3270 アプ リ ケーシ ョ ンのメニューバーが有効にな り ます。

次の例では、 5250 アプ リ ケーシ ョ ンのメニューバーが有効にな り ます。

マウスの中ボタンのタイムアウ ト

使用法 : フ ィールドに、 タ イムアウ ト時間を ミ リ秒で入力します。

--disablemenuanimations 1

--3270mb true

--mb true
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この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性を使う と 、 2 つボタンのマウスで、マウスの左右のボタンを同時にク リ ッ ク
してマウスの中ボタンをエ ミ ュレートする こ とができます。

この属性は、マウスの左ボタンと右ボタンを押す間に時間が経過しても 、そのアクシ
ョ ンをマウスの中ボタンの操作とみなす時間の 大値です。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --middlemouse ms

使用法 : こ こで、 ms は、 タイムアウ ト時間 ( ミ リ秒 ) です。

次の例では、マウスの左ボタンと右ボタン押す操作を 、マウスの中ボタンの操作と見
なすには、 0.3 秒以内に押す必要があ り ます。

モニターの解像度

使用法 : フ ィールドに、解像度を  1 インチあた りのド ッ ト数 (dpi) で入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

--middlemouse 300
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説明

この属性は、要求元の X アプ リ ケーシ ョ ンに SGD がレポートするモニターの解像度
を  1 インチあたりのド ッ ト数で指定します。使用するフォン トサイズを決めるために、
一部の X アプ リ ケーシ ョ ンでは、 この値が必要とな り ます。

この属性を空のままにしておく と 、 X プロ ト コルエンジンの 「 モニターの解像度 」
属性に指定されている値がレポート されます。

デフォル トの解像度では、 X アプ リ ケーシ ョ ンが通常使用するフォン ト よ り もサイ
ズの大きいフォン ト を選択する傾向があ り ます。大きいサイズのフォン トが選択され
る と 、 よ り広い画面領域を  X アプ リ ケーシ ョ ンが必要とするため、 ク リ ップ問題の
発生原因とな り ます。 この現象が生じた場合には、小さい値 ( たとえば、 75) を入力
して、解像度を下げてください。

また、 X プロ ト コルエンジンの 「 フォン トパス 」 属性がコンソールまたは X 端末と
は違う順番で設定されている場合、 X アプ リ ケーシ ョ ンが極端に大きいサイズのフ
ォン ト を使用する可能性もあ り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --dpi dpi

使用法 : こ こで、 dpi は解像度 (dpi) です。

次の例では、 75 dpi の解像度を 、 この情報を必要と している  X アプ リ ケーシ ョ ンに
レポート します。

マウス

使用法 : 「 3 ボタンマウスのみサポート 」 チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除し
ます。

この属性を持つオブジェク トは、 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性では、 X アプ リ ケーシ ョ ンがサポートするマウスを  3 ボタンマウスだけに
するかど うかを指定します。

3 ボタンマウスだけをサポートする場合は、チェ ッ クボッ クスを選択します。デフォ
ル トでは、チェ ッ クボッ クスは選択解除されています。

--dpi 75
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --force3button true|false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンは 3 ボタンマウスだけをサポート します。

名前

使用法 : オブジェク トに使用する名前を入力します ( 例 : Indigo Jones) 。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ Active Directory コンテナ

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ ドキュ メ ン ト

■ ド メ インコンポーネン ト

■ グループ

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバー

■ ユーザープロファ イル

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 組織

■ 組織単位

■ 動的アプリ ケーシ ョ ン

■ 動的アプリ ケーシ ョ ンサーバー

説明

この属性は、 ローカルリポジ ト リ内のオブジェク トの名前を指定します。

SGD オブジェク トには、次の命名規則が使用されます。

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

--force3button true
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■ Active Directory コンテナオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

■ 動的アプリケーシ ョ ンサーバーオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

■ ドキュ メ ン ト オブジェ ク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

■ ド メ インコンポーネン ト オブジェク トには、 「 dc= 」 名前属性を指定します。

■ グループオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

■ 組織オブジェク トには、 「 o= 」 名前属性を指定します。

■ 組織単位オブジェク トには、 「 ou= 」 名前属性を指定します。

■ ユーザープロファ イルオブジェク トには、 「 cn= (共通名) 」 、 「 uid= (ユーザー識
別情報 ) 」 、 または 「 mail= ( 電子メールアドレス ) 」 名前属性を指定できます。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

■ X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

■ 動的アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トには、 「 cn= 」 名前属性を指定します。

Administration Console では、バッ クスラ ッシュ  (\) およびプラス記号 (+) 以外の任
意の文字を名前に使用できます。

新しいアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を作成する と き 、 「 アド レス 」 フ ィー
ルドには 「 名前 」 の設定が自動的に入力されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --name name

使用法 : こ こで、 name は、オブジェク トの完全名です。次に例を示します。  
"o=applications/ou=Finance/cn=XClaim"

名前に空白文字が含まれている場合は、引用符 (") か (') で囲む必要があ り ます。

オブジェク ト名の中でスラ ッシュ  (/) を使用する と きは、バッ クスラ ッシュでエスケ
ープ処理を行う必要があ り ます。たとえば、
o=organisation の下位に相対名 cn=a/b でオブジェク ト を作成する と きは、
cn=a\/b と入力します。  

この結果、 o=organisation/"cn=a/b" とい うオブジェ ク トが作成されます。

次の例では、組織オブジェク トの名前を  Indigo Insurance と定義します。

--name "o=Indigo Insurance"
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次の例では、組織単位オブジェク トの名前を Finance と定義します。 このオブジェ
ク トは、 Indigo Insurance とい うディ レク ト リ オブジェ ク トに属します。ディ レ
ク ト リ オブジェク トは、既に存在していなければなり ません。

次の例では、ユーザープロファ イルオブジェク トの共通名を  Indigo Jones と定義
します。 このオブジェク トは組織オブジェク ト  Indigo Insurance に属しています。

次の例では、 ド メ インコンポーネン トオブジェク トの名前を  indigo-insurance と
定義します。

セッシ ョ ン数

使用法 : 「 制限付き 」 チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。 「 制限付き 」
チェ ッ クボッ クスを選択する場合は、 「 ユーザーごとの 大数 」 フ ィールドに数値を
入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、ユーザーが同時に実行できるアプ リ ケーシ ョ ンインスタンスの 大数を
設定します。デフォルト値は 3 です。  

Webtop 上のアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクは、ユーザーが実行できるアプ リ ケーシ ョ ン
インスタンスの数を示しています。 Webtop には、各アプ リ ケーシ ョ ンインスタンス
を中断、再開、 または編集するツールも用意されています。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --maxinstances 0| instances

--name "o=Indigo Insurance/ou=Finance"

--name "o=Indigo Insurance/cn=Indigo Jones"

--name "dc=com/dc=indigo-insurance"
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使用法 : 0 を指定するか、 instances をインスタンスの数に置き換えます。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンインスタンスの 大数を無制限に設定します。

数字パッ ド コードの変更

使用法 : リ ス ト から数字パッ ドの動作オプシ ョ ンを選択します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、テンキーパッ ドの動作を指定します。常に数値を生成するか、キーパッ
ドで生成するコードをアプ リ ケーシ ョ ンで変更する必要があるかを指定します。

この属性が適用されるのは、 VT420 文字型アプ リ ケーシ ョ ンに限られます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --keypad numeric | application

使用法 : 必要なキーパッ ドの動作を指定します。

次の例では、キーパッ ドは常に数字を生成します。

「 パスワード 」 タブ

使用法 : パスワードキャ ッシュ内のエン ト リ を管理する場合に、 「 パスワードキャ ッ
シュ 」 テーブルを使用します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバー

■ 動的アプリ ケーシ ョ ンサーバー

■ ユーザープロファ イル

--maxinstances 0

--keypad numeric
664 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



説明

「 パスワード 」 タブには、選択したユーザープロファ イルオブジェク ト またはアプ
リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トのパスワードキャ ッシュエン ト リが一覧表示され
ます。

「 新規 」 ボタンを使用する と 、 「 新規パスワードキャ ッシュエン ト リの作成 」 ページ
を使用してパスワードキャ ッシュエン ト リ を追加できます。  

パスワードキャ ッシュ内のエン ト リ を編集するには 「 編集 」 ボタン 、パスワードキャ
ッシュからエン ト リ を削除するには 「 削除 」 ボタンを使用します。

「 パスワードキャ ッシュ 」 テーブルを更新するには、 「 再読み込み 」 ボタンを使用し
ます。

「 パスワードキャ ッシュ 」 テーブル内のエン ト リ を検索する場合は、 「 検索 」 フ ィー
ルドを使用します。検索文字列にワイルドカード 「 * 」 を使用できます。 「 name 」
とい う検索文字列の入力は、 「 *name* 」 の検索に相当し 、検索文字列と一致するも
のがすべて返されます。デフォル トでは、検索によって返される結果の数は 150 個に
制限されます。

コマンド 行

コマンド行で tarantella passcache コマンドを使用して、パスワードキャ ッシ
ュ内のエン ト リ を削除および検査します。 798 ページの 「 tarantella 
passcache コマンド 」 を参照して ください。

パスワードキャ ッシュの使用

使用法 : 「 グローバル設定の上書き 」 チェ ッ クボッ クスを選択してから 、 「 Secure 
Global Desktop パスワードの試行 」 オプシ ョ ンを選択または選択解除します。 「 グ
ローバル設定 」  → 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 タブで定義されたデフォル ト設定を使
用するには、 「 グローバル設定の上書き 」 チェ ッ クボッ クスの選択を解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ アプ リ ケーシ ョ ンサーバー

■ 動的アプリ ケーシ ョ ンサーバー

説明

この属性は、そのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー用にキャ ッシュ されているパスワードが
ない場合に、そのサーバー上でのユーザー認証に使用するポ リ シーを指定します。
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次の表に、 Administration Console のオプシ ョ ン と対応するコマンド行オプシ ョ ン
を示します。

ユーザーが SGD へのログインに使用するパスワードは、 SGD サーバーがアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバーも兼ねている場合、 または 「 Secure Global Desktop 認証 」 タブの
「 パスワードキャ ッシュ 」 が選択されている場合に、パスワードキャ ッシュに保存で
きます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --auth trytta|nevertrytta|default

使用法 : いずれかの有効な設定値を指定します。

次の例では、ユーザーが SGD へのログイン時に入力したパスワードがキャ ッシュ さ
れている場合、そのパスワードを使ってログインを試みます。

Postscript プ リ ンタ ド ラ イバ

使用法 : PDF 印刷に使用するプ リ ンタ ド ラ イバの名前を 、 フ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

Administration Console コマンド行 説明

Secure Global Desktop パスワー
ドの試行 ( 選択 )

--auth trytta ユーザーが SGD へのログインに使うパスワードが
キャ ッシュ されている場合、同じパスワードを使っ
てアプ リ ケーシ ョ ンサーバーへのログインが試みら
れます。 ログインに失敗した場合、ユーザーはパス
ワードの入力を要求されます。

コマンド行でオブジェク ト属性を一覧表示する と 、
この属性値は true と して表示されます。

Secure Global Desktop パスワー
ドの試行 ( 選択解除 )

--auth nevertrytta ユーザーが SGD へのログインに 利 用するパスワー
ドは、使用しません。ユーザーは、アプ リ ケーシ ョ
ンサーバー用にユーザー名とパスワードを入力する
よ う要求されます。

コマンド行でオブジェク ト属性を一覧表示する と 、
この属性値は false と して表示されます。

グローバル設定の上書き  
( 選択解除 )

--auth default 「 パスワードキャ ッシュの使用 」 属性によって 、ユ
ーザーのパスワードを試すかど うかが決ま り ます。

コマンド行でオブジェク ト属性を一覧表示する と 、
この属性値は default と して表示されます。

--auth trytta
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■ 組織

■ 組織単位

■ ユーザープロファ イル

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

説明

Windows アプ リ ケーシ ョ ンからの印刷時に PDF 印刷で使用するプ リ ンタ ド ラ イバの
名前。

このプ リ ンタ ド ラ イバは、 SGD で使用するすべての Windows アプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバーにインス トールされている必要があ り ます。  

PostScript™ プ リ ンタ ド ラ イバを指定して ください。デフォル トは、 HP Color 
LaserJet 2800 Series PS です。

入力するプ リ ンタ ド ラ イバの名前は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーにインス
トールされているプ リ ンタ ド ラ イバの名前と正確に一致している必要があ り ます。
特に、大文字と空白文字に注意して ください。
/opt/tarantella/etc/data/default.printerinfo.txt ファ イルには、製造
元別に並べられた一般的なプ リ ンタ ド ラ イバ名の リ ス トが含まれています。エラーを
防ぐために、 このファ イルから ド ラ イバ名をコピー＆ペース ト して ください。

この属性は、 「 Universal PDF プ リ ンタ 」 が有効な場合にのみ使用できます。

オブジェク トの 「 ク ラ イアン ト印刷 : 上書き 」 が有効な場合にのみ、 Administration 
Console を使ってこの属性を編集できます。

この属性の設定は、次のものよ り も優先されます。

■ 組織階層内の親オブジェク トの設定。

■ 親オブジェク トの設定が存在しない場合は、 Administration Console の 「 グロー
バル設定 」 → 「 印刷 」 タブで設定されたデフォル ト設定。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トのこの設定は、組織、組織単位、 または
ユーザープロファ イルオブジェク トの印刷設定よ り も優先されます。印刷設定の
優先順位は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン  → ユーザープロファ イル → 組織単位 
→ 組織とな り ます。

組織、組織単位、およびユーザープロファ イルオブジェク トの場合、 この属性に対す
る変更が反映されるのは、新しいユーザーセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --pdfdriver driver_name
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使用法 : こ こで、 driver_name は、 PDF 印刷に使用するプ リ ンタ ド ラ イバの名前
です。 コマンド行で、名前に空白文字が含まれている場合は引用符を使用します。

次の例では、 HP LaserJet 8000 Series PS プリ ンタ ド ラ イバを  PDF 印刷に使用する ド
ラ イバと して設定します。

プ リ ンタ設定のキャ ッシュ

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンに対して、印刷方向や用紙サイズなどのプ
リ ンタ設定のキャ ッシュを無効にします。  

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --noprintprefs 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、プ リ ンタ設定のキャ ッシュを無効にします。

プロンプ トのロケール

使用法 : ロケールをフ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トです。

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーからのログインデータがパターン照合された
と きに、 ログインスク リプ トで使用される言語を制御します。

--pdfdriver "HP LaserJet 8000 Series PS"

--noprintprefs 1
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SGD に用意されているログインスク リプ ト を使用する と きは、システムプロンプ ト
を照合するための変数を  vars.exp スク リプ トに定義します。デフォル トでは、英
語のシステムプロンプ トがサポート されています。 このスク リプ ト をカスタマイズす
るこ とで、ほかのロケールのユーザーをサポートできます。

ロケールは、下線で区切られた言語 (language) とオプシ ョ ンの地域 (territory) とい う  
2 つの部分で構成されています。

ロケールの言語部分は、 ISO 639 言語コードを使って指定されます。たとえば、英語
は en 、日本語は ja です。

ロケールの地域部分は、 ISO 3166 地域コードを使って使用されます。たとえば、ア
メ リ カ合衆国は us 、日本は jp です。

デフォル トのロケールは en_us です。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --hostlocale ll_tt

使用法 : こ こで、 ll_tt はロケールです。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トのデフォル ト言語をフランス語
に設定します。 フランス語のプロンプ トは、 このアプ リ ケーシ ョ ンサーバーで使用す
るログインスク リプ トに設定する必要があ り ます。

リ モー トオーディオ

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーから ク ラ イアン トデバイスにオー
ディオを送信するかど うかを設定します。 「 リ モート オーディオ 」 が有効になってい
る と 、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーでオーディオが再生されます。

この属性を有効にする と 、 Microsoft Windows リ モー トデスク ト ップ接続の 「 リモ
ート  コンピュータで再生する 」 サウンド設定と同じ効果があ り ます。

デフォル トでは、 この属性は無効になっています。

--locale fr
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --remoteaudio 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 リモート オーディオを  Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで再生し
ます。

ス ク ロールスタイル

使用法 : ク ロールスタイルのオプシ ョ ンを選択します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、端末ウ ィ ンド ウのスク ロール方法を指定します。使用できるオプシ ョ ン
は、 「 1 行ずつ 」 、 「 数行ずつ 」 、 「 滑らかにゆっ く り 」 です。

コマンド行でオブジェク ト属性を一覧表示する と 、次の内容が適用されます。

■ 「 line 」 属性値は、 normal と して表示さ れる

■ 「 multiple 」 属性値は、 jump と して表示される

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --scrollstyle line | multiple | smooth

使用法 : 使用するスク ロールスタイルを指定します。

次の例では、端末ウ ィ ンド ウを滑らかにスク ロールします。

--remoteaudio 1

--scrollstyle smooth
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シ リ アルポート マッピング

使用法 : ユーザープロファ イルオブジェク ト または組織単位オブジェク トの場合は、
「 親の設定を上書き 」 チェ ッ クボッ クスを選択してから 、 「 有効 」 オプシ ョ ンを選択
または選択解除します。親オブジェク ト用に定義された設定を使用する場合は、 「 親
の設定を上書き 」 チェ ッ クボッ クスの選択を解除します。

組織オブジェク トの場合は、 「 グローバル設定の上書き 」 チェ ッ クボッ クスを選択し
てから 、 「 有効 」 オプシ ョ ンを選択または選択解除します。 「 グローバル設定 」 タブ
で定義された設定を使用するには、 「 グローバル設定の上書き 」 チェ ッ クボッ クスの
選択を解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 組織

■ 組織単位

■ ユーザープロファ イル

説明

この属性は、ユーザーがク ラ イアン トデバイス上のシ リ アルポートに Windows ター
ミナルサービスセッシ ョ ンからアクセスできるかど うかを制御します。

デフォルトでは、ユーザープロファイルオブジェク ト または組織単位オブジェク トは、
組織階層内の親オブジェク トの設定を継承します。 これは、各ユーザープロファ イル
オブジェク ト を編集せずに、多数のユーザーのシ リ アルポートへのアクセスを有効 /
無効にする場合に使用します。 これを上書きするには、 「 親の設定を上書き 」 チェ ッ
クボッ クスを選択してから 、設定を変更します。

デフォルトでは、組織オブジェク トは Administration Console の 「 グローバル設定 」  
→ 「 ク ラ イアン トデバイス 」 タブで設定されたグローバル設定を使用します。 これ
を上書きするには、 「 グローバル設定の上書き 」 チェ ッ クボッ クスを選択してから 、
設定を変更します。
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次の表に、 Administration Console のオプシ ョ ン と対応するコマンド行オプシ ョ ン
を示します。

ユーザーが Windows アプ リ ケーシ ョ ンを起動する と 、 SGD はそのユーザーのユー
ザープロファ イルオブジェク ト を検査してから 、組織階層の上位にあるすべての親オ
ブジェク ト を検査して、シ リ アルポートへのアクセスが有効になっているか無効にな
っているかを確認します。選択したすべてのオブジェク トが親の設定を使用するよ う
に構成されている場合は、デフォル ト設定が使用されます。

デフォル トでは、シ リ アルポートへのアクセスは有効です。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --serialport 2|1|0

使用法 : 2|1|0 を指定します。

次の例では、シ リ アルポートへのアクセスを無効にします。

サーバーアドレス

使用法 : アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの DNS 名または IP アドレスをフ ィールドに入力
します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

Administration Console コマンド行 説明

親の設定を上書き  ( 選択解除 ) 2 ユーザープロファ イルまたは組織単
位オブジェク ト 。親オブジェク ト か
ら継承した設定を使用します。

これは、デフォルト設定です。

グローバル設定の上書き  ( 選択解除 ) 2 組織オブジェク ト 。 グローバル設定
を使用します。

これは、デフォルト設定です。

有効 ( 選択 ) 1 シ リ アルポートへのアクセスを有効
にします。

有効 ( 選択解除 ) 0 シ リ アルポートへのアクセスを無効
にします。

--serialport 0
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■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性には、アプ リ ケーシ ョ ンを実行する  3270 ( メ インフレーム ) または AS/400 
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを指定します。

DNS 名がわかっている場合は、 IP アドレスではな く  DNS 名を使用します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --hostname host

使用法 : こ こで、 host は、 3270 ( メ インフレーム ) または AS/400 アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーの DNS 名か IP アドレスです。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー warsaw.indigo-insurance.com 上のアプ リ ケ
ーシ ョ ンを実行します。

サーバーポート

使用法 : アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続に使用する  TCP (Transmission Control 
Protocol) ポート番号を 、 フ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、エ ミ ュレータが 3270 ( メ インフレーム ) アプ リ ケーシ ョ ンサーバーまた
は AS/400 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーとデータを交換する と きに使用する  TCP ポー
ト を指定します。

デフォル トでは、 TCP ポート  23 が使用されます。

--hostname warsaw.indigo-insurance.com
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --portnumber tcp

使用法 : こ こで、 tcp は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続に使用する  TCP ポート
番号です。

次の例では、 TCP ポート  4567 上でアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに接続します。

セッシ ョ ン終了

使用法 : リ ス ト から設定値を選択します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが終了する時点を決定します。

次の表に、 Administration Console のオプシ ョ ン と対応するコマンド行オプシ ョ ン
を示します。

--portnumber 4567

Administration Console コマンド行 説明

後のク ラ イアン トの終了 lastclient SGD サーバーは、セッシ ョ ン内で稼働している  X 
ク ラ イアン トの数を追跡し 、 X ク ラ イアン ト数が
ゼロ  (0) になった時点でセッ ショ ンを終了します。

ウ ィ ン ド ウマネージャーの終了 windowmanager SGD サーバーは、 ウ ィ ン ド ウマネージャーが終了
した時点で、稼働している  X ク ラ イアン トの数に
関係な く 、セッシ ョ ンを終了します。

ウ ィ ン ド ウマネージャーのみ残
っている

windowmanageralone SGD サーバーは残っている  X ク ラ イアン トがウ
ィ ン ド ウマネージャーだけになった時点でセッシ
ョ ンを終了します。一部のウ ィ ンド ウマネージャ
ー (OpenLook など ) は、 X ク ラ イアン ト をバッ
クグラウンドで実行するので、 この条件は決して
満たされる こ とがあ り ません。 この問題が発生し
た場合は、 「 表示中のウ ィ ン ド ウがない 」 を使用
して ください。
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --endswhen lastclient | windowmanager | 
windowmanageralone | loginscript | nowindows | 
loginscriptnowindows

使用法 : 有効な値を指定します。

次の例では、表示しているウ ィ ン ド ウがな くなった時点でアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ
ンを終了します。

SGD Remote Desktop Client
使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

ログインスク リプ トの終了 loginscript SGD サーバーは、  ログインス ク リプ トが完了し
た時点で、セッシ ョ ンを終了します。アプ リ ケー
ショ ンのシャッ ト ダウンで問題が発生した場合は、
この設定を 「 起動接続をオープンしたまま保持 」
と と もに使用して ください。

表示中のウ ィ ン ド ウがない nowindows SGD サーバーは表示しているウ ィ ン ド ウがな くな
った時点でセッシ ョ ンを終了します。 これは、 X 
ク ラ イアン ト をバッ クグラウンドで実行するウ ィ
ン ド ウマネージャー (OpenLook など ) に役立ち
ます。

「 ログインスク リプ トの終了 」
または 「 表示中のウ ィ ン ド ウが
ない 」

loginscriptnowindows SGD サーバーは、  ログインスク リ プト の完了時、
または表示しているウ ィ ン ド ウがな くなった時点
で、セッシ ョ ンを終了します。 この設定は、一般
的な 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 」 が設定され
ていて、かつ X ク ラ イアン ト を使用するアプ リ ケ
ーシ ョ ンに使用します。理由は、アプ リ ケーシ ョ
ンサーバーが再起動する場合、 またはネッ ト ワー
クから切断された場合に、セッシ ョ ンが強制的に
終了されるためです。アプ リ ケーシ ョ ンのシャ ッ
ト ダウンで問題が発生した場合は、 この設定を 「
起動接続をオープンしたまま保持 」 と と もに使用
して ください。

--endswhen nowindows

Administration Console コマンド行 説明
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説明

この属性は、 Microsoft RDP プロ ト コルを使用して Microsoft Windows サーバーか
らアプ リ ケーシ ョ ンを実行するために、 SGD Remote Desktop Client (ttatsc) を使
用するかど うかを指定します。

このチェ ッ クボッ クスの選択を解除する と 、 「 ローカルク ラ イアン ト起動 」 チェ ッ ク
ボッ クスが自動的に選択されます。 このチェ ッ クボッ クスの選択を解除するのは、 ク
ラ イアン トデバイス上で Windows アプ リ ケーシ ョ ンを実行する場合のみです。

Remote Desktop Client のコマンド行オプシ ョ ンを指定するには、 「 Arguments 」
属性を使用します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --winproto wts | none

使用法 : 有効な値を指定します。

次の例では、 Microsoft RDP プロ ト コルを使用して Microsoft Windows サーバーに
接続します。

類似セッシ ョ ン間で リ ソースを共有

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理 」 の 「 ウ ィ ン ド ウタイプ 」 で設定されて
いるアプ リ ケーシ ョ ンのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンで、 リ ソースの共有を試みるか
ど うかを指定します。セッシ ョ ンを共用する と 、 SGD サーバーと ク ラ イアン トデバ
イスの両方のメモ リーのオーバヘッ ドが減り ます。

リ ソースは、次の属性に同じ値が設定されているアプリケーシ ョ ン間で共有されます。

■ ウ ィ ン ド ウの色 : カスタム色

--winproto wts
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■ ウ ィ ン ド ウの色

■ インターレースイ メージ

■ グラフ ィ ッ クアクセラレーシ ョ ン

■ 遅延更新

■ マウスの中ボタンのタイムアウ ト

■ モニターの解像度

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --share true | false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、類似セッシ ョ ンでの リ ソース共有を有効にします。

ステータス行

使用法 : リ ス ト からステータス行のタイプを選択します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンに表示するステータス行のタイプを指定します。

コマンド行でオブジェク ト属性を一覧表示する と 、属性値 hostmessages は host 
writable と して表示されます。

--share true

アプリケーシ ョ ンのタイプ 使用可能なステータス行のタイプ

VT420 • なし

• カーソル位置と印刷モード

• ホス トからのメ ッセージ

Wyse 60 • なし

• 標準

• 拡張

SCO コンソール • 使用不能
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --statusline none | indicator | hostmessages | 
standard | extended

使用法 : 必要なステータス行のタイプを指定します。すべての設定がすべてのタイプ
の文字型アプリ ケーシ ョ ンで有効なわけではあ り ません。

次の例では、 ステータス行を表示しません。

姓

使用法 : ユーザーの姓をフ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、ユーザープロファ イルオブジェク ト です。

説明

この属性は、ユーザーの姓 ( 名字 ) を指定します。

名前には任意の文字を使用できます。  

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --surname name

使用法 : こ こで、 name は、ユーザーの姓です。名前に空白文字が含まれている場合
は、引用符 (") か (') で囲む必要があ り ます。

次の例では、ユーザーの姓を  Jones と定義します。

SWM ローカルウ ィ ンド ウ階層

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

--statusline none

--surname Jones
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説明

この属性が有効なのは、 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」 が 「 シームレスウ ィ ンド ウ 」 モードに
設定されているアプ リ ケーシ ョ ンだけです。

この属性は、一部の Borland アプ リ ケーシ ョ ン との互換性を確保するために必要とな
り ます。アプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ン ド ウのタスクバーへの 小化やタスクバーからの
大化に関する問題が発生している場合に、 この属性を有効にします。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --swmopts 1|0 

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。デフォル ト設定は 0 です。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンの SWM ローカルウ ィン ド ウ階層を有効にします。

端末タイプ

使用法 : 端末タイプのオプシ ョ ンを選択するか、 「 カスタム 」 オプシ ョ ンを選択して
フ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンに必要な端末タイプを指定します。 この属性は、
「 エ ミ ュレーシ ョ ンタイプ 」 に合わせて設定する必要があ り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --termtype type

使用法 : こ こで、 type は、端末タイプです ( 例 : ansi) 。

次の例では、端末タイプ ansi を使用します。

--swmopts 1

--termtype ansi
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次の例では、端末タイプ wyse60 を使用します。

Theming
使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、 Windows デスク ト ップセッシ ョ ンなどの Windows アプ リ ケーシ ョ ン
に対して、テーマを有効にするか無効にするかを指定します。テーマを無効にすると 、
パフォーマンスが向上する可能性があ り ます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --disabletheming 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、テーマを無効にします。

「 トークン 」 タブ

使用法 : トークンキャ ッシュ内のエン ト リ を管理する場合に、 「 トークンキャ ッシュ
」 テーブルを使用します。

この属性を持つオブジェク トは、ユーザープロファ イルオブジェク ト です。

説明

「 トークン 」 タブは、認証トークンの認証機構に使われる トークンの管理に使用しま
す。 この認証機構は、 SGD ク ラ イアン トが統合モードで動作している場合に使用さ
れます。

--termtype wyse60

--disabletheming 1
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「 トークン 」 タブには、選択したユーザープロファ イルオブジェク トの トークンキャ
ッシュエン ト リが表示されます。

トークンキャ ッシュから トークンを削除するには、 「 削除 」 ボタンを使用します。

「 トークンキャ ッシュ 」 テーブルを更新するには、 「 再読み込み 」 ボタンを使用し
ます。  

「 トークンキャ ッシュ 」 テーブル内のエン ト リ を検索する場合は、 「 検索 」 フ ィール
ドを使用します。検索文字列にワイルドカード 「 * 」 を使用できます。 「 name 」 と
い う検索文字列の入力は、 「 *name* 」 の検索に相当し 、検索文字列と一致するもの
がすべて返されます。デフォル トでは、検索によって返される結果の数は 150 個に制
限されます。

コマンド 行

コマンド行で tarantella tokencache コマンドを使用して、 トークンキャ ッシュ
内のエン ト リ を削除および検査します。 876 ページの 「 tarantella tokencache 
コマンド 」 を参照して ください。

トークンキャ ッシュ内のエン ト リ を表示する場合は、 tarantella tokencache 
list コマンドを使用します。

コマンドオプシ ョ ン : tarantella tokencache list

 次の例では、 トークンキャ ッシュに格納されているすべてのエン ト リ を一覧表示し
ます。

tarantella tokencache list

Universal PDF プ リ ンタ

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 組織

■ 組織単位

■ ユーザープロファ イル

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン
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説明

この属性は、ユーザーが SGD の 「 Universal PDF 」 プ リ ンタを使用して Windows 
アプ リ ケーシ ョ ンから印刷できるよ うにします。

オブジェク トの 「 ク ラ イアン ト印刷 : 上書き 」 が有効な場合にのみ、 Administration 
Console を使ってこの属性を編集できます。

この属性の設定は、次のものよ り も優先されます。

■ 組織階層内の親オブジェク トの設定。

■ 親オブジェク トの設定が存在しない場合は、 Administration Console の 「 グロー
バル設定 」 → 「 印刷 」 タブで設定されたデフォル ト設定。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トのこの設定は、組織、組織単位、 または
ユーザープロファ イルオブジェク トの印刷設定よ り も優先されます。印刷設定の
優先順位は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン  → ユーザープロファ イル → 組織単位 
→ 組織とな り ます。

組織、組織単位、およびユーザープロファ イルオブジェク トの場合、 この属性に対す
る変更が反映されるのは、新しいユーザーセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --pdfenabled 1|0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 「 Universal PDF 」 プ リ ンタを使用して印刷するこ とをユーザーに許可
します。

Universal PDF ビューア

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 組織

■ 組織単位

■ ユーザープロファ イル

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

--pdfenabled 1
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説明

この属性は、ユーザーが SGD の 「 Universal PDF ビューア 」 プ リ ンタを使用して 
Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷できるよ うにします。

オブジェク トの 「 ク ラ イアン ト印刷 : 上書き 」 が有効な場合にのみ、 Administration 
Console を使ってこの属性を編集できます。

この属性の設定は、次のものよ り も優先されます。

■ 組織階層内の親オブジェク トの設定。

■ 親オブジェク トの設定が存在しない場合は、 Administration Console の 「 グロー
バル設定 」 → 「 印刷 」 タブで設定されたデフォル ト設定。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トのこの設定は、組織、組織単位、 または
ユーザープロファ イルオブジェク トの印刷設定よ り も優先されます。印刷設定の
優先順位は、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン  → ユーザープロファ イル → 組織単位 
→ 組織とな り ます。  

組織、組織単位、およびユーザープロファ イルオブジェク トの場合、 この属性に対す
る変更が反映されるのは、新しいユーザーセッシ ョ ンだけです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --pdfviewerenabled 1|0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。

次の例では、 「 Universal PDF ビューア 」 プ リ ンタを使用して印刷するこ とをユーザ
ーに許可します。

URL
使用法 : フ ィールドに URL を入力します。

この属性を持つオブジェク トは、 ドキュ メ ン ト オブジェ ク ト です。

説明

オブジェク トに関連付けられている  URL です。 この URL は、ユーザーの Webtop 、
あるいはデスク ト ップの 「 スター ト 」 または 「 起動 」 メニュー上の リ ンクをク リ ッ ク
する と表示されます。

--pdfviewerenabled true
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絶対 URL または相対 URL を指定できます。相対 URL は SGD のドキュ メン トルー
トからの相対 URL と見なされます。通常、 これは 
/opt/tarantella/var/docroot です。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --url url

使用法 : こ こで、 url は URL です。値に空白文字やシェルで解釈される特殊文字が含
まれている場合は、引用符 (") か (') で囲む必要があ り ます。

次の例では、オブジェク トがク リ ッ ク された時に Indigo Insurance のホームページ
を表示します。

次の例では、 SGD ドキュ メ ン トルートからの相対パスで指定した URL を表示し
ます。

ユーザー割り当て

使用法 : 1 つ以上の検索仕様をフ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トです。

説明

アプリ ケーシ ョ ンサーバー上でアプリ ケーシ ョ ンを実行できるユーザーを指定するに
は、 この属性を使用します。  

検索仕様は、ユーザーのユーザー識別情報 ( 完全指定ユーザー名 ) に基づいてアプ リ
ケーシ ョ ンサーバーをフ ィルタします。検索フ ィルタには、次のいずれかを使用でき
ます。

■ RFC2254 に準拠する  LDAP 検索フ ィルタ

■ RFC1959 に準拠する  LDAP URL

■ scottasessionowner= フ ィルタ

注 - ユーザー識別情報が LDAP 識別情報ではない場合でも 、 LDAP ベースの検索フ
ィルタが適用されます。

--url http://www.indigo-insurance.com

--url ../my_docs/index.html
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RFC2254 検索フ ィルタを使用する場合は、各フ ィルタを二重引用符 (") と括弧で囲み
ます。

LDAP URL を使用する場合は、 ldap:///search-criteria の書式を使用します。 URL 
に指定したホス ト 、ポート 、および戻り値の属性は、無視されます。 これは、 SGD 
認証の一環と して設定された LDAP ディ レク ト リサーバーが使用されるからです。

注 - Administration Console では、 RFC2254 で指定されている特殊文字が自動的
にエスケープされるこ とはあ り ません。 Administration Console で特殊文字を使用
するには、エスケープシーケンスを手動で入力する必要があ り ます。たとえば、
「 John Doe (123456) 」 とい う共通名を持つユーザーを検索するには、検索フ ィール
ドに cn=John Doe\0x28123456\0x29 と入力します。 コマンド行では特殊文字の
エスケープは行われます。

SGD では、 RFC2254 で指定されている拡張可能な一致検索フィルタを使用できます。
これを使えば、オブジェク トの識別名 (DN) を構成するコンポーネン トに基づいて情
報を検索できます。たとえば、 managers とい う任意の OU (ou=managers) に含ま
れているユーザーにアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを割り当てる場合は、 (&(ou:dn:=
managers)) とい う検索フ ィルタを使用できます。

scottasessionowner= フ ィルタは、アスタ リ ス ク  (*) ワイルドカードのみを使用
する単純な検索です。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --userassign spec

使用法 : こ こで、 spec は、検索仕様です。

次の例では、 Sales 部門のマネージャーおよび Violet Carson をマネージャーとする
すべての社員にアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを割り当てます。

次の例では、 example.com の Sales 部門のマネージャーにアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーを割り当てます。

次の例では、 UID が 「 violet 」 の Sales 部門のユーザーと  UID が 「 emmarald 」 の 
Marketing 部門のユーザーにアプリ ケーシ ョ ンサーバーを割り当てます。

--userassign "(&(job=manager)(dept=Sales))" \
"(manager=Violet Carson)"

--userassign "ldap:///ou=Sales,dc=example,dc=com??sub?job=manager"

--userassign uid=violet,ou=Sales,dc=example,dc=com \
uid=emmarald,ou=Marketing,dc=example,dc=com
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次の例では、 ローカルリポジ ト リの Sales OU のすべてのユーザーにアプ リ ケーシ ョ
ンサーバーを割り当てます。

次の例では、 ローカルリポジ ト リの Sales OU の Elizabeth Blue にアプ リ ケーシ ョ ン
サーバーを割り当てます。

「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブ

使用法 : 「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブ内のボタンを使用して、ユーザーセッシ ョ ンを
表示した り管理した り します。

この属性を持つオブジェク トは、ユーザープロファ イルオブジェク ト です。

説明

このタブには、選択したユーザープロファ イルオブジェク トのアクテ ィブなユーザー
セッシ ョ ンが一覧表示されます。ユーザーセッシ ョ ンは、 SGD サーバーに接続され
ているユーザーを表します。

選択したユーザーセッシ ョ ンの詳細を表示するには、 「 ユーザーセッシ ョ ン リ ス ト 」
テーブル内の 「 詳細の表示 」 ボタンを使用します。選択したユーザーセッシ ョ ンを終
了するには、 「 終了 」 ボタンを使用します。 「 再読み込み 」 ボタンをク リ ッ クする と
、 「 ユーザーセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブルが更新されます。

「 ユーザーセッシ ョ ン リ ス ト 」 テーブルを検索する場合は、 「 検索 」 オプシ ョ ンを使
用します。ユーザー識別情報や Secure Global Desktop サーバーを検索する と きは、
検索文字列にワイルドカード 「 * 」 を使用できます。 「 name 」 とい う検索文字列
の入力は、 「 *name* 」 の検索に相当し 、検索文字列と一致するものがすべて返され
ます。

「 ログイン時間 」 を検索するには、 yyyy/mm/dd hh:mm:ss とい う書式の検索文字
列を使用します。

デフォル トでは、検索によって返される結果の数は 150 個に制限されます。

--userassign "scottasessionowner=dc=com/dc=example/ou=Sales/*"

--userassign "scottasessionowner=dc=com/dc=example/ou=Sales/cn=Elizabeth Blue"
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コマンド 行

ユーザーセッシ ョ ンを一覧表示した り終了した りするには、 コマンド行で 
tarantella webtopsession コマンドを使用します。 889 ページの 「
tarantella webtopsession コマンド 」 を参照して ください。

指定したユーザープロファ イルオブジェク トに関するユーザーセッシ ョ ンの詳細を表
示するには、 tarantella webtopsession list コマンドを使用します。

コマンドオプシ ョ ン : tarantella webtopsession list --person pobj

使用法 : こ こで、 pobj は、ユーザープロファ イルオブジェク トの完全名です。

 次の例では、ユーザープロファ イルオブジェク ト  Indigo Jones のユーザーセッシ
ョ ンを一覧表示します。

仮想サーバーブローカク ラス

使用法 : リ ス ト からブローカを選択するか、 リ ス ト から 「 Other 」 を選択してフ ィー
ルドに完全指定ク ラス名を入力します。

この属性を持つオブジェク トは、動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト です。

説明

動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーを使用する仮想サーバーブローカ (VSB) インタフェー
スク ラス 。  

SGD には次の表に示す VSB が用意されています。

この属性は、 SGD Web サービスを使用してアプ リ ケーシ ョ ンを開発する開発者によ
って使用されます。

tarantella webtopsession list \
"o=Indigo Insurance/ou=IT/cn=Indigo Jones"

ブローカ 完全指定クラス名

SGD com.tarantella.tta.webservices.vsbim.SGD

ユーザー定義の 
SGD

com.tarantella.tta.webservices.vsbim.UserDefinedSGD

VDI com.sun.sgd.vsbim.SunVDIVirtualServerBroker
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --vsbclass class-name

使用法 : こ こで、 class-name は、 VSB の完全指定ク ラス名です。

次の例では、 VDI ブローカを使用します。

仮想サーバーブローカパラ メータ

使用法 : 仮想サーバーブローカ (VSB) のパラ メータをフ ィールドに入力します。  

この属性を持つオブジェク トは、動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト です。

説明

この属性は、 VSB に渡すパラ メータ文字列を指定します。  

この属性は、デフォルト では空白です。

この属性は、 SGD Web サービスを使用してアプ リ ケーシ ョ ンを開発する開発者によ
って使用されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --vsbparams string

使用法 : こ こで、 string は、 VSB に渡すパラ メータの文字列です。

ウ ィ ン ド ウを閉じるアクシ ョ ン

使用法 : リ ス ト から設定値を選択します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

--vsbclass com.sun.sgd.vsbim.SunVDIVirtualServerBroker
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説明

この属性は、ユーザーがウ ィ ンド ウマネージャーの装飾を使用してメ インアプ リ ケー
シ ョ ンウ ィ ンド ウを閉じた場合の処理を決定します。 この属性を適用できるのは、
「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理 」 または 「 独立ウ ィ ンド ウ 」 の 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」
で設定されているアプ リ ケーシ ョ ンに限られます。

次の表に、 Administration Console のオプシ ョ ン と対応するコマンド行オプシ ョ ン
を示します。

Administration Console コマンド行 説明

アプ リ ケーシ ョ ンに通知 notifyapp 閉じるアクシ ョ ンをアプ リ ケーシ ョ ンに通常の方法で通知し
ます。アプ リ ケーシ ョ ンが要求を無視した場合、 SGD はア
プ リ ケーシ ョ ンを強制終了 (kill) します。

コマンド行でオブジェク ト属性を一覧表示する と 、 この属性
値は notifyclient と して表示されます。

この設定を適用できるのは、 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理
」 の 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」 で設定されている  X アプ リ ケーシ
ョ ンに限られます。
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注 - アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンには、複数のアプ リ ケーシ ョ ンを実行している  
CDE セッシ ョ ンなど 、 メ インのアプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ンド ウを複数含めるこ とがで
きます。 この属性が 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを中断 」 または 「 アプ リ ケーシ ョ
ンセッシ ョ ンを終了 」 に設定されている場合、いずれかのアプ リ ケーシ ョ ンを閉じる
と 、セッシ ョ ン全体が中断または終了します。

アプ リ ケーシ ョ ンを強制終了 killapp SGD はアプ リ ケーシ ョ ンを強制終了 (kill) します。 これは、
プログラム  xkill を使ってアプ リ ケーシ ョ ンを終了するの
に似ています。 この設定を使用するのは、ユーザーがアプ リ
ケーシ ョ ンを閉じる際に障害が発生した場合に限定します。

コマンド行でオブジェク ト属性を一覧表示する と 、 この属性
値は killclient と して表示されます。

この設定を適用できるのは、 「 ク ライアント ウィ ンド ウ管理」
の 「 ウ ィ ン ド ウタイプ 」 で設定されている  X アプ リ ケーシ ョ
ンに限られます。

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
を中断

suspendsession アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト が再開可能な場合、アプ リ ケ
ーシ ョ ンのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを中断します。アプ
リ ケーシ ョ ンオブジェク ト が再開不能な場合、アプ リ ケーシ
ョ ンセッシ ョ ンは終了します。 この設定を使用するのは、ア
プ リ ケーシ ョ ンにユーザーを終了させる独自の機構がある場
合に限定します。アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 も参照して く
ださい。

SGD ク ラ イアン ト を統合モードで使用している場合、中断し
ているアプ リ ケーシ ョ ンを再開するためのコン ト ロールはあ
り ません。アプ リ ケーシ ョ ンを再開するためには、いったん
ログアウ ト してからログインし直すか、 Webtop を表示する
必要があ り ます。

「 ウ ィ ン ド ウタイプ 」 が 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理 」 に
設定されたアプ リ ケーシ ョ ンでは、ユーザーがウ ィ ン ド ウ装
飾を使ってアプ リ ケーシ ョ ンを閉じる と確認プロンプ トが表
示されます。

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
を終了

endsession SGD はアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了します。

これは、 「 独立ウ ィ ン ド ウ 」 の 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」 で設定
されている  Windows アプ リ ケーシ ョ ンや文字型アプ リ ケー
シ ョ ンのデフォル ト設定です。

「 ウ ィ ン ド ウタイプ 」 が 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理 」 に
設定されたアプ リ ケーシ ョ ンでは、ユーザーがウ ィ ン ド ウ装
飾を使ってアプ リ ケーシ ョ ンを閉じる と確認プロンプ トが表
示されます。

Administration Console コマンド行 説明
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --windowclose notifyapp | killapp | 
suspendsession | endsession

使用法 : 有効な値を指定します。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンのメ インウ ィ ンド ウを閉じる と 、アプ リ ケーシ ョ ンオ
ブジェク トが再開可能なかぎ り 、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが中断されます。

ウ ィ ン ド ウの色

使用法 : オプシ ョ ンを選択します。 「 カスタム色 」 オプシ ョ ンの場合は、色をフ ィー
ルドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、ルート ウ ィ ンド ウの外観を決定します。

標準 X の 「 ルートの波 」 模様を表示するには、 「 デフォル トの色 」 を選択します。
ユーザー独自の色を使用するには、 「 カスタム色 」 を選択して、 「 ウ ィ ン ド ウの色 : 
カスタム色 」 属性を指定します。

コマンド行でオブジェク ト属性を一覧表示する と 、属性値 custom が color と して
表示されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --roottype default|custom

使用法 : 有効な値を指定します。

次の例では、ルート ウ ィ ン ド ウに --rootcolor を使って指定したカスタム色を使用
します。

--windowclose suspendsession

--roottype custom
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ウ ィ ン ド ウの色 : カスタム色

使用法 : 「 ウ ィ ン ド ウの色 」 属性で 「 カスタム色 」 オプシ ョ ンが選択されている場合
に使用されます。有効なカラーリ ソース  (yellow など ) をフ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、ルート ウ ィ ンド ウの色を決定します。

色の名前は、 X プロ ト コルエンジンの 「 RGB データベース 」 属性で指定したファ イ
ルを使って、 RGB 値に変換されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --rootcolor color

使用法 : こ こで、 color は、有効なカラーリ ソース  (yellow など ) です。

次の例では、ルート ウ ィ ン ド ウの色に plum4 を使用します。

ウ ィ ン ド ウ管理キー

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

説明

ウ ィンド ウ管理を処理するキーボードシ ョー ト カッ トは、 リモート セッシ ョ ンに送信
するこ と も 、 ローカルで実行するこ と もできます。 この属性が有効なのは、 「 ウ ィ ン
ド ウタイプ 」 が 「 キオスク 」 モードに設定されているアプ リ ケーシ ョ ンだけです。

--rootcolor plum4
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この属性が有効になっている と きに 「 キオスク 」 モードを終了するには、キーシーケ
ンス  Alt + Ctrl + Shift + スペースを使用します。 これによ り 、 ローカルデスク ト ップ
上でキオスクセッシ ョ ンがアイコン化されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --remotewindowkeys 1 | 0

使用法 : 1 (true) または 0 (false) を指定します。デフォル ト設定は 0 です。

次の例では、 ウ ィ ンド ウ管理キーを リモー ト セッシ ョ ンに送り ます。

ウ ィ ン ド ウマネージャー

使用法 : ウ ィ ンド ウマネージャーのフルパス名をフ ィールドに入力します。新規エン
ト リ を追加するには、 リ ターンキーを押します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンで使用するウ ィ ンド ウマネージャーを指定します。 ま
た、 この名前を他のアプ リ ケーシ ョ ンで使用して、 メ インアプ リ ケーシ ョ ン と一緒に
実行するこ と もできます。

必要な数だけウ ィ ンド ウマネージャーアプ リ ケーシ ョ ンを指定できます。

ウ ィ ン ド ウマネージャーは、 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」 が 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理
」 に設定された X アプ リ ケーシ ョ ンでは必要あ り ません。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --winmgr command

使用法 : こ こで、 command は、フルパス名です。各パス名は空白文字で区切り ます。

--remotewindowkeys 1
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次の例では、 twm ウ ィンド ウマネージャーを使ってアプリケーシ ョ ンを起動します。

ウ ィ ン ド ウのサイズ : ク ラ イアン トの 大サイズ

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンの初期サイズに影響します。

アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に、ユーザーの画面全体に表示されるよ うにするには、チ
ェ ッ クボッ クスを選択します。

アプ リ ケーシ ョ ンはウ ィ ンド ウ装飾付きで表示されます。アプ リ ケーシ ョ ンを 、 ウ ィ
ン ド ウ装飾なしで完全に画面全体に表示するには、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの
「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」 属性を 「 キオスク 」 と設定します。

オブジェク トの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 幅 」 属性と 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 高さ 」 属
性に従って、アプ リ ケーシ ョ ンのサイズを決定するには、チェ ッ クボッ クスの選択を
解除します。

「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : ウ ィ ンド ウに合わせて拡大縮小する 」 が選択されていない限
り 、アプ リ ケーシ ョ ンサイズは、アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが存続している間は変
わり ません。ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンをある ク ラ イアン トデバイス上で起動し 、
同じアプ リ ケーシ ョ ンを画面の解像度が異なるク ラ イアン トデバイス上で再開した場
合、アプ リ ケーシ ョ ンは画面に合わせてサイズを変更しません。

注 - この属性が選択されていて、かつアプ リ ケーシ ョ ンが文字型アプ リ ケーシ ョ ンで
ある場合は、 「 フォン トサイズ : 固定フォン トサイズ 」 属性の選択が解除されている
必要があ り ます。

--winmgr /usr/local/bin/twm
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --maximize true | false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、 ク ラ イアン トデバイス上で、アプ リ ケーシ ョ ンを 大サイズで表示し
ます。

ウ ィ ン ド ウのサイズ : カラム

使用法 : フィールドに、アプリケーシ ョ ンの端末ウ ィンドウのカラム数を入力します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、端末ウ ィ ンド ウのカラム数を 5 ～ 132 の範囲で定義します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --cols cols

使用法 : こ こで、 cols は、端末ウ ィ ンド ウ内のカラム数です。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ン用のウ ィンド ウを  80 カラムに設定します。

ウ ィ ン ド ウのサイズ : 高さ

使用法 : フ ィールドに、アプ リ ケーシ ョ ンの高さをピクセルで入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

--maximize true

--cols 80
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■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンの高さをピクセルで定義します。高さの 小値は 10 
ピクセルで、 大値は 65535 ピクセルです。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --height pixels

使用法 : こ こで、 pixels は、アプ リ ケーシ ョ ンの高さ  ( ピクセル単位 ) です。 この属
性が必要ない場合でも高さを指定する必要があ り ます。たとえば、アプ リ ケーシ ョ ン
が 「 ク ライアン ト ウ ィンドウ管理 」 の 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」 で設定されている場合や、
アプ リ ケーシ ョ ンが 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : ク ラ イアン トの 大サイズ 」 で表示する
よ うに設定されている場合でも 、高さを指定する必要があ り ます。

次の例では、高さが 600 ピクセルのウ ィンド ウを使用して、アプ リ ケーシ ョ ンを表示
します。

ウ ィ ン ド ウのサイズ : 行
使用法 : フ ィールドに、アプ リ ケーシ ョ ンの端末ウ ィンド ウの行数を入力します。

この属性を持つオブジェク トは、文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、端末ウ ィ ンド ウの行数を  50 ～ 100 の範囲で定義します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : -lines lines

使用法 : こ こで、 lines は、端末ウ ィンド ウ内の行数です。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンのウ ィ ンド ウを  25 行に設定します。

--height 600

--lines 25
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ウ ィ ン ド ウのサイズ : 大化

使用法 : 「 大化 」 チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

エミ ュレータウ ィ ンド ウを 大化するかど うかを指定します。

これらのコマンドを使用する と 、 Unix 用 TeemTalk エ ミ ュレータが読み込まれる と
きに 大限のサイズでウ ィ ンド ウが表示されます。 このと き 、デフォル トの行数とカ
ラム数は変更されません。 タイ トルバーやソフ ト ボタンなどのウ ィンド ウ要素が有効
になっている場合は、それらの状態もすべて維持されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --3270ma true|false

コマンドオプシ ョ ン : --ma true|false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、 3270 アプ リ ケーシ ョ ンのエ ミ ュレータウ ィ ンド ウが 大化されます。

次の例では、 5250 アプ リ ケーシ ョ ンのエ ミ ュレータウ ィ ンド ウが 大化されます。

ウ ィ ン ド ウのサイズ : ウ ィ ン ド ウに合わせて拡大
縮小する

使用法 : 「 ウ ィ ン ド ウに合わせて拡大縮小する 」 チェ ッ クボッ クスを選択または選択
解除します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

--3270ma true

--ma true
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■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンの表示をウ ィ ンド ウに合わせて拡大縮小するこ とを指
定します。

この属性を適用できるのは、 「 独立ウ ィンド ウ 」 または 「 キオスク 」 の 「 ウ ィ ン ド ウ
タイプ 」 が設定されている場合だけです。

この属性が選択されている場合、アプ リ ケーシ ョ ンは表示されるウ ィ ンド ウに合わせ
て常に拡大縮小されます。 ウ ィ ン ド ウのサイズを変更する と 、新しいウ ィ ンド ウのサ
イズに合わせて再度アプ リ ケーシ ョ ンが拡大縮小されます。 このと き 、 ス ク ロールバ
ーは表示されません。

拡大縮小されたアプ リ ケーシ ョ ン と拡大縮小されていないアプ リ ケーシ ョ ンの表示を
切り替える と きは、 Scroll Lock キーを押します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --scalable true | false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、 ウ ィ ンド ウに合わせてアプ リ ケーシ ョ ンが拡大縮小されます。

ウ ィ ン ド ウのサイズ : 幅
使用法 : フ ィールドに、アプ リ ケーシ ョ ンの幅をピクセルで入力します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

--scalable true
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説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンの幅をピクセルで定義します。幅の 小値は 10 ピク
セルで、 大値は 65535 ピクセルです。  

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --width pixels

使用法 : こ こで、 pixels は、アプ リ ケーシ ョ ンの幅 ( ピクセル単位 ) です。 この属性
が必要ない場合でも幅を指定する必要があ り ます。たとえば、アプ リ ケーシ ョ ンが 「
ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理 」 の 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」 で設定されている場合や、ア
プ リ ケーシ ョ ンが 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : ク ラ イアン トの 大サイズ 」 で表示するよ
うに設定されている場合でも 、幅を指定する必要があ り ます。

次の例では、幅が 300 ピクセルのウ ィンド ウを使用して、アプ リ ケーシ ョ ンを表示し
ます。

ウ ィ ン ド ウタイプ

使用法 : リ ス ト から設定値を選択します。

この属性を持つオブジェク トは、次のとおりです。

■ 文字型アプリ ケーシ ョ ン

■ Windows アプ リ ケーシ ョ ン

■ X アプ リ ケーシ ョ ン

■ 3270 アプ リ ケーシ ョ ン

■ 5250 アプ リ ケーシ ョ ン

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに表示する方法を決定します。  

いくつかの設定値は他の属性に影響を与えます。たとえば、 Administration Console 
で 「 ク ラ イアン ト ウ ィ ン ド ウ管理 」 を選択する と 、アプ リ ケーシ ョ ンのサイズを設定
する属性が無効にな り ます。 これらの属性をコマンド行で指定できますが、効果はあ
り ません。

--width 300
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次の表に、 Administration Console のオプシ ョ ン と対応するコマンド行オプシ ョ ン
を示します。

Administration Console コマンド行 適用先 説明

ク ラ イアン ト ウ ィ ン
ド ウ管理

clientwm X アプ リ ケーシ ョ ン アプ リ ケーシ ョ ンのウ ィ ン ド ウは、 ク ラ イアン ト
デバイス上でアプ リ ケーシ ョ ンを実行している場
合と同じ方法で動作します。たとえば、 ウ ィ ン ド
ウのサイズ変更、移動、 小化、 大化は、 ク ラ
イアン トの通常のウ ィ ンド ウ管理コン ト ロールを
使って実行できます。

オブジェ ク トの 「 ウ ィ ン ド ウを閉じるアクシ ョ ン
」 属性は、ユーザーが 後のウ ィ ンド ウまたはメ
インウ ィ ン ド ウを閉じたと きに行なわれる処理を
決定します。

コマンド 行でオブジェク ト 属性を一覧表示すると 、
この属性値は multiplewindows と して表示さ
れます。

ト ップレベルの、サイズ変更可能なウ ィ ン ド ウが
多数あるアプ リ ケーシ ョ ンで使用します。

独立ウ ィ ン ド ウ independent すべてのアプ リ ケー
シ ョ ンタイプ

アプ リ ケーシ ョ ンは Web ブラウザのツールバー
やメニューのない、新規ウ ィ ンド ウに表示され
ます。

このウ ィ ン ド ウは、サイズを変更できますが、ア
プ リ ケーシ ョ ンのサイズは変更されません。 ウ ィ
ン ド ウにスク ロールバーが表示されます。オブジ
ェク ト の 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 幅 」 属性と 「 ウ
ィ ン ド ウのサイズ : 高さ 」 属性が、アプ リ ケーシ
ョ ンのサイズを決定します。

ウ ィ ン ド ウを閉じる と 、オブジェ ク トの 「 ウ ィ ン
ド ウを閉じるアクシ ョ ン 」 属性に従って、アプ リ
ケーショ ンセッショ ンが終了または中断されます。
ウ ィ ン ド ウが閉じる と 、アプ リ ケーシ ョ ンの終了
を確認するよう 求めるダイアログが表示されます。

コマンド 行でオブジェク ト 属性を一覧表示すると 、
この属性値は awtwindow と して表示されます。
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --displayusing clientwm | independent | kiosk | 
localx | seamless

使用法 : いずれかの有効な設定値を指定します。すべての設定値をすべてのタイプの
アプ リ ケーシ ョ ンに適用できるわけではあ り ません。

キオスク kiosk すべてのアプ リ ケー
シ ョ ンタイプ

アプ リ ケーシ ョ ンは、 ウ ィ ン ド ウ装飾なしで、 フ
ルスク リーン表示されます。

このウ ィ ン ド ウをサイズ変更するこ とや、移動す
るこ とはできません。

プルダウンヘッダーを使えば、 ウ ィ ン ド ウを 小
化した り閉じた りできます。

フルスク リーンのデスク ト ップセッシ ョ ンで使用
します。

ローカル X サーバー localx X アプ リ ケーシ ョ ン
と  Windows アプ リ
ケーシ ョ ン

アプ リ ケーシ ョ ンは、 ク ラ イアン トデバイス上に
インス トールされている  X サーバーが使用可能な
場合は、 X サーバーを使って表示されます。 X 
サーバーが使用できない場合は、独立ウ ィ ン ド ウ
に表示されます。

この設定のアプ リ ケーシ ョ ンは、独立ウ ィ ン ド ウ
を使う場合でも再開できません。

ク ラ イアン トデバイス上の X サーバーのホス ト ア
クセス制御が、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに対す
るアクセスを許可している必要があ り ます。ホス
ト アクセス制御については、使用している  X サー
バーのマニュアルを参照して ください。

シームレスウ ィ ン
ド ウ

seamless Windows アプ リ ケ
ーシ ョ ン

アプ リ ケーシ ョ ンのウ ィ ン ド ウは、 Windows ア
プ リ ケーシ ョ ンサーバー上で動作しているアプ リ
ケーシ ョ ンのよ うに動作します。

シームレスウ ィ ン ド ウで起動されているアプ リ ケ
ーシ ョ ンの表示は、 Scroll Lock キーを押してシ
ームレスウ ィ ン ド ウ と独立ウ ィ ン ド ウを切り替え
る こ とができます。 これは SGD Client が統合モ
ードのと きは機能しません。

コマンド 行でオブジェク ト 属性を一覧表示すると 、
この属性値は seamlesswindows と して表示さ
れます。

フルスク リーンのデスク ト ップセッシ ョ ンでは使
用しないでください。代わりに、キオスクウ ィ ン
ド ウまたは独立ウ ィ ン ド ウを使用して ください。

Administration Console コマンド行 適用先 説明
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次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンをフルスク リーンのデスク ト ップセッシ ョ ン と して表
示します。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンを独立ウ ィンド ウに表示します。

ウ ィ ン ド ウタイプ : 新規ブラウザウ ィ ンド ウ

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 ドキュ メ ン ト オブジェ ク ト です。

説明

ブラウザを使って SGD にログインするユーザーの場合、 この属性を選択する と 、オ
ブジェク ト用に指定した URL が新しいブラウザウ ィ ンド ウに表示されます。 この属
性を選択しないと 、 URL は Webtop 上に表示されます。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --newbrowser true | false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、新しいブラウザウ ィ ン ド ウにドキュ メ ン ト を表示します。

作業用ディ レク ト リ

使用法 : ディ レク ト リのフルパス名をフ ィールドに入力します。

この属性を持つオブジェク トは、 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

この属性は、アプ リ ケーシ ョ ンで使用される作業用ディ レク ト リ を指定します。

--displayusing kiosk

--displayusing independent

--newbrowser true
702 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



サブディ レク ト リ間のセパレータ と して 、バッ クスラ ッシュ  (\) またはスラ ッシュ  
(/) を使用できます。 コマンド行でバッ クスラ ッシュを指定する場合、エスケープシ
ーケンス  (\) を使用する必要があ り ます。たとえば、 \\ と指定します。

コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --workingdir dirname

使用法 : こ こで、 dirname は、作業用ディ レク ト リのフルパス名です。

次の例では、作業用ディ レク ト リ を指定します。

X セキュ リ テ ィー拡張機能

使用法 : チェ ッ クボッ クスを選択または選択解除します。

この属性を持つオブジェク トは、 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト です。

説明

アプリケーシ ョ ンの X セキュ リティー拡張機能を有効にするかど うかを設定します。

X セキュ リ テ ィー拡張機能は、 X ク ラ イアン ト  ( ホス ト と も呼ばれる ) を信頼される
ク ラ イアン ト と信頼されないク ラ イアン トに分類します。信頼されないク ラ イアン ト
は、信頼されるク ラ イアン トの所有するウ ィ ンド ウやリ ソース と対話するこ とができ
ません。

安全でない可能性のあるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーから  X アプ リ ケーシ ョ ンを実行
する必要がある場合は、 X セキュ リ テ ィー拡張機能を有効にして、アプ リ ケーシ ョ
ンを信頼されないモードで実行して ください。 これによ り 、X アプ リ ケーシ ョ ンが X 
サーバー内で実行可能な操作が制限され、表示が保護されます。

アプ リ ケーシ ョ ンを信頼されないモードで実行するには、次の手順を実行します。

1. 「 接続方法 」 に ssh を使用するよ うに、 X アプ リ ケーシ ョ ンを設定します。

2. X11 転送を許可するよ うに ssh を設定します。

X セキュ リ テ ィー拡張機能は、 -Y オプシ ョ ンをサポートする  ssh のバージ ョ ンでの
み動作します。

--workingdir "C:/Program Files/Indigo Insurance/data"
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コマンド 行

コマンドオプシ ョ ン : --securityextension true | false

使用法 : true または false を指定します。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンの X セキュ リ テ ィー拡張機能を有効にします。

--securityextension true
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付録 D

コマンド

Oracle Secure Global Desktop (SGD) には、 SGD を制御および設定するための一連
の組み込みコマンドが含まれています。 この章では使用可能な SGD コマンドについ
て説明し 、 コマンドごとに使用例を示します。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 706 ページの 「 tarantella コマンド 」

■ 709 ページの 「 tarantella archive コマンド 」

■ 709 ページの 「 tarantella array コマンド 」

■ 720 ページの 「 tarantella cache コマンド 」

■ 722 ページの 「 tarantella config コマンド 」

■ 727 ページの 「 tarantella emulatorsession コマンド 」

■ 735 ページの 「 tarantella help コマンド 」

■ 736 ページの 「 tarantella object コマンド 」

■ 798 ページの 「 tarantella passcache コマンド 」

■ 807 ページの 「 tarantella print コマンド 」

■ 817 ページの 「 tarantella query コマンド 」

■ 824 ページの 「 tarantella restart コマンド 」

■ 828 ページの 「 The tarantella role コマンド 」

■ 836 ページの 「 tarantella security コマンド 」

■ 853 ページの 「 tarantella service コマンド 」

■ 865 ページの 「 tarantella setup コマンド 」

■ 866 ページの 「 tarantella start コマンド 」

■ 869 ページの 「 tarantella status コマンド 」

■ 871 ページの 「 tarantella stop コマンド 」

■ 876 ページの 「 tarantella tokencache コマンド 」

■ 878 ページの 「 tarantella tscal コマンド 」
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■ 883 ページの 「 tarantella uninstall コマンド 」

■ 884 ページの 「 tarantella version コマンド 」

■ 885 ページの 「 tarantella webserver コマンド 」

■ 889 ページの 「 tarantella webtopsession コマンド 」

tarantella コマンド
/opt/tarantella/bin/tarantella コマンドを使用する と 、 コマンド行から  
SGD を制御できます。

形式

説明

バイナリ を直接実行した り 、 kill コマンドを使用した りする こ とで、 SGD サーバ
ーを制御しよ う と しないでください。 tarantella コマンドを使う方法が、 SGD サ
ーバーを制御するための、サポート されている唯一の方法です。

このコマンドのオプシ ョ ンを使う と 、 SGD サーバーを異なる方法で制御した り 、
SGD サーバーに関する情報を生成した りできます。 tarantella コマンドはユーザ
ーが独自に作成したシェルスク リプ ト内で使用できるので、 SGD の管理作業を自動
化するのに役立ちます。

SGD サーバーが実行中である場合、 root または ttaserv グループ内の任意のユー
ザーは、ほとんどの tarantella オプシ ョ ンを実行できます。 ttaserv グループ
は、ユーザーのプライマ リ グループまたは実効グループでな くてもかまいません。 こ
のコマンドのオプシ ョ ンを使用可能なユーザーの詳細については、次の表を参照して
ください。

SGD サーバーが停止している場合に tarantella コマンドを使用できるのは、
root だけです。

tarantella option [ option-specific-arguments ]
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次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

オプシ ョ ン 説明 実行可能なユーザー 詳細情報

archive SGD サーバーのログファ イルを
アーカイブします。

root 709 ページの 「 tarantella 
archive コマンド 」

array SGD サーバーのアレイを作成お
よび管理します。

SGD 管理者 709 ページの 「 tarantella 
array コマンド 」

cache LDAP (Lightweight Directory 
Access Protocol) データのキャ ッ
シュを管理します。

SGD 管理者 720 ページの 「 tarantella 
cache コマンド 」

config グローバル設定とサーバー固有
の設定を編集します。

root または ttaserv 
グループ

722 ページの 「 tarantella 
config コマンド 」

emulatorsession アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを
表示および制御します。

root または ttaserv 
グループ

727 ページの 「 tarantella 
emulatorsession コマンド 」

help SGD コマンドの一覧を表示し
ます。

root または ttaserv 
グループ

735 ページの 「 tarantella 
help コマンド 」

object 組織階層内のオブジェ ク ト を操
作します。

root または ttaserv 
グループ

736 ページの 「 tarantella 
object コマンド 」

passcache パスワードキャ ッシュを操作し
ます。

root または ttaserv 
グループ

798 ページの 「 tarantella 
passcache コマンド 」

print SGD 印刷サービスを制御します
。

root または ttaserv 
グループ

807 ページの 「 tarantella 
print コマンド 」

query SGD サーバーのログファ イルを
検査します。

root 817 ページの 「 tarantella 
query コマンド 」

restart SGD サービスを再起動します。 root 824 ページの 「 tarantella 
restart コマンド 」

role ユーザーに指定のロールを割り
当て、そのロール固有のアプ リ
ケーシ ョ ンを割り当てます。

root または ttaserv 
グループ

828 ページの 「 The 
tarantella role コマンド 」

security セキュ リ テ ィーサービスを制御
し 、証明書を管理します。

root 836 ページの 「 tarantella 
security コマンド 」

service LDAP および Active Directory 
認証のサービスオブジェク ト を
管理します。

root または ttaserv 
グループ

853 ページの 「 tarantella 
service コマンド 」

setup Setup プログラムのオプシ ョ ン
を変更し 、オ リ ジナルのオブジ
ェク ト を復元します。

root 865 ページの 「 tarantella 
setup コマンド 」

start SGD サービスを起動します。 root 866 ページの 「 tarantella 
start コマンド 」
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注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関するヘ
ルプを表示するには、 tarantella command --help コマンドを使用します。

使用例

次の例では、何も メ ッセージを表示せずに、 SGD サーバーを停止してから再起動し
ます。

次の例では、 「 Global Administrators 」 ロールのメンバーの割り当て済みアプ リ ケ
ーシ ョ ンに、 Write-o-Win アプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを追加します。

status アレイの SGD サーバーの現在の
ステータスを表示します。

root または ttaserv 
グループ

869 ページの 「 tarantella 
status コマンド 」

stop SGD サービスを停止します。 root 871 ページの 「 tarantella 
stop コマンド 」

tokencache トークンキャ ッシュを操作し
ます。

root または ttaserv 
グループ

876 ページの 「 tarantella 
tokencache コマンド 」

tscal Windows 以外のク ラ イアン トの 
Microsoft Windows ターミナル
サービス  CAL (Client Access 
License) を管理します。

root または ttaserv 
グループ

878 ページの 「 tarantella 
tscal コマンド 」

uninstall SGD をアンインスト ールします。 root 883 ページの 「 tarantella 
uninstall コマンド 」

version インス トールされている  SGD の
パッケージのバージ ョ ンを表示
します。

root または ttaserv 
グループ

884 ページの 「 tarantella 
version コマンド 」

webserver サードパーティー認証機構で信
頼できるユーザーを設定します。

root 885 ページの 「 tarantella 
webserver コマンド 」

webtopsession ユーザーセッシ ョ ンを表示およ
び制御します。

root または ttaserv 
グループ

889 ページの 「 tarantella 
webtopsession コマンド 」

# tarantella restart sgd --quiet

$ tarantella role add_link --role global \
--link "o=applications/cn=Write-o-Win"

オプシ ョ ン 説明 実行可能なユーザー 詳細情報
708 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



tarantella archive コマンド
SGD サーバーのログファ イルをアーカイブします。

形式

説明

ログのアーカイブ作成は、 ファ イルを圧縮して、 /opt/tarantella/var/log デ
ィ レク ト リの下の番号付きのサブディ レク ト リに移動します。 このディ レク ト リのフ
ァ イル summary.txt には、アーカイブの作成時の tarantella query コマンドの
実行結果が格納されています。

使用例

次の例では、 SGD サーバーのログファ イルをアーカイブします。

tarantella array コマンド
このコマンドを使う と 、 SGD 管理者は、 SGD サーバーのアレイを設定および設定
解除するこ とができます。

このコマンドはアレイのどの SGD サーバー上でも実行できます。

tarantella archive

# tarantella archive
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関する
ヘルプを表示するには、 tarantella array command --help コマンドを使用し
ます。

tarantella array add_backup_primary | clean | detach |
edit_backup_primary | join | list | list_backup_primaries |
make_primary | remove_backup_primaries

サブコマンド 説明 詳細情報

add_backup_primary アレイのバッ クアッププライマ リ リ ス
ト にセカンダリ サーバーを追加します。

711 ページの 「 tarantella array 
add_backup_primary 」

clean SGD サーバーを事前構成されたアレイ
状態に戻します。

712 ページの 「 tarantella array 
clean 」

detach アレイからセカンダ リサーバーを削除
します。

713 ページの 「 tarantella array 
detach 」

edit_backup_primary アレイのバッ クアッププライマ リ リ ス
ト内でのセカンダ リサーバーの位置を
設定します。

714 ページの 「 tarantella array 
edit_backup_primary 」

join アレイにサーバーを追加します。 715 ページの 「 tarantella array 
join 」

list アレイのメンバーの一覧を表示し 、プ
ラ イマ リサーバーを特定します。

717 ページの 「 tarantella array 
list 」

list_backup_primaries アレイのバッ クアッププライマ リ リ ス
ト を表示します。

717 ページの 「 tarantella array 
list_backup_primaries 」

make_primary セカンダ リサーバーを 、現在所属して
いるアレイのプライマ リサーバーに変
更します。

718 ページの 「 tarantella array 
make_primary 」

remove_backup_primary アレイのバッ クアッププライマ リ リ ス
ト から  1 つまたはすべてのセカンダ リ
サーバーを削除します。

719 ページの 「 tarantella array 
remove_backup_primary 」
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使用例

次の例では、サーバー boston を 、プラ イマ リサーバー newyork のアレイに追加し
ます。

次の例では、セカンダ リサーバー boston をアレイのプライマ リサーバーに変更し
ます。以前のプライマ リサーバーは、セカンダ リサーバーにな り ます。

tarantella array add_backup_primary

SGD アレイのバッ クアッププライマ リのリ ス トにセカンダ リサーバーを追加します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

$ tarantella array join --primary newyork.example.com \
--secondary boston.example.com

$ tarantella array make_primary \
--secondary boston.example.com

tarantella array add_backup_primary 
--secondary serv

  --position [ first | last | position ]

オプシ ョ ン 説明

--secondary バッ クアッププラ イマ リ リ ス ト に追加するセカンダ リサーバーのピアド メ
インネームシステム  (DNS) 名を指定します。サーバー名はセカンダ リサー
バーでなければならず、そのアレイに属していなければな り ません。

一度に 1 つのサーバーだけを追加できます。

--position バッ クアッププラ イマ リ リ ス ト内でのセカンダ リサーバーの位置。 
position で数値を入力するこ と も 、 first または last キーワードを使っ
て リ ス トの 初または 後の位置を指定するこ と もできます。数値 0 は、
リ ス ト の 初の位置を意味します。
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使用例

次の例では、アレイのバッ クアッププライマ リ リ ス ト にセカンダ リサーバー boston 
を追加します。サーバーはリ ス トの 後の位置に追加されます。

tarantella array clean

アレイ情報を削除し 、 SGD サーバーを事前構成されたアレイ状態に戻します。デフ
ォル トでは、確認を求める メ ッセージが表示されます。

注 - このコマンドの影響を受けるのは、 コマンドが実行された SGD サーバーだけ
です。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

$ tarantella array add_backup_primary \
--secondary boston.example.com --position last

tarantella array clean [ --standalone | --contactmembers ]
[ --quiet ]

オプシ ョ ン 説明

--standalone すべてのアレイ情報を削除し 、 SGD サーバーをスタンドアロン状態
に戻します。 スタンドアロン状態のサーバーは、アレイのメ ンバー
ではあ り ません。 これがデフォルトのオプシ ョ ンです。

注意 - SGD アレイのプライマ リサーバーでこのコマンドの実行が完
了する と 、セカンダ リサーバーからプラ イマ リサーバーに連絡を取
れな くな り ます。

--contactmembers この SGD サーバーは、連絡可能で同じアレイ メ ンバーシップを報告
するすべてのサーバーと と もに、アレイ内に残り ます。通信不可能
なサーバーや現在のアレイメ ンバーシッ プに同意しないサーバーは、
アレイに含められません。

--quiet ク リーンを行う前に確認プロンプ ト を表示しません。
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注 - このコマンドを実行したら 、 SGD サーバー上で tarantella status コマン
ドを実行してサーバーの状態を確認するこ とをお勧めします。

使用例

次の例では、アレイ設定を削除し 、 コマンドが実行された SGD サーバーをスタンド
アロン状態に戻します。確認プロンプ トは表示されません。

tarantella array detach

所属している  SGD サーバーのアレイから 、セカンダ リサーバーを削除します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

アレイからプラ イマ リサーバーを削除するには、 まず、 tarantella array 
make_primaryを使用して、別のサーバーをプライマ リサーバーに変更し 、次に、以
前のプライマ リサーバーをアレイから切り離します。

このコマンドを使用する と 、 SGD アレイのバッ クアッププライマ リ リ ス ト からその
セカンダ リサーバーが削除されます。

アレイからサーバーを削除する と 、サーバーはそのライセンスキーを失います。

$ tarantella array clean --quiet

tarantella array detach --secondary serv

オプシ ョ ン 説明

--secondary 削除するセカンダ リサーバーのピア DNS 名を指定します。サーバー名は
セカンダ リサーバーでなければならず、同じアレイに属していなければな
り ません。

一度に 1 つのサーバーだけを削除できます。
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注 - このコマンドを実行したあとは、 SGD によるアレイのすべての SGD サーバー
への変更のコピーが終了するまで、ほかの tarantella array コマンドは実行させ
ずに、 しばら くお待ち ください。プラ イマ リ  SGD サーバーで tarantella status 
コマンドを実行して、アレイの状態を確認して ください。

アレイ内のセキュア通信を使用している場合は、セカンダ リサーバーが切り離される
と きに、そのサーバー専用の認証局 (CA) 証明書とサーバーピア SSL (Secure Sockets 
Layer) 証明書が生成されます。

使用例

次の例では、アレイからセカンダ リサーバー boston を削除します。

tarantella array edit_backup_primary

SGD アレイのバッ クアッププライマ リの リ ス ト内でのセカンダ リサーバーの位置を
設定します。

$ tarantella array detach --secondary boston.example.com
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、アレイのバッ クアッププライマ リ リ ス ト内のセカンダ リサーバー 
boston の位置を設定します。サーバーはリ ス トの 後の位置に移動されます。

tarantella array join

SGD サーバーのアレイに、プラ イマ リサーバーまたはセカンダ リサーバーと してサ
ーバーを追加します。

tarantella array edit_backup_primary 
--secondary serv 
--position [ first | last | position ]

オプシ ョ ン 説明

--secondary バッ クアッププラ イマ リ リ ス ト内のセカンダ リサーバーのピア DNS 名を
指定します。サーバー名はセカンダ リサーバーでなければならず、そのア
レイに属していなければな り ません。

一度に 1 つのサーバーの位置しか変更できません。

--position バッ クアッププラ イマ リ リ ス ト内でのセカンダ リサーバーの位置。 
position で数値を入力するこ と も 、 first または last キーワードを使っ
て リ ス トの 初または 後の位置を指定するこ と もできます。数値 0 は、
リ ス ト の 初の位置を意味します。

$ tarantella array edit_backup_primary \
--secondary boston.example.com --position last
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形式

説明

アレイに連結するサーバーの時刻がそのアレイ内の他のサーバーの時刻と同期してい
る必要があ り ます。時間差が 1 分を超えている場合、 このコマンドは失敗します。

このコマンドを実行したあとは、 SGD によるアレイのすべての SGD サーバーへの
変更のコピーが終了するまで、ほかの tarantella array コマンドは実行させずに、
しばら くお待ち ください。プラ イマ リ  SGD サーバーで tarantella status コマ
ンドを実行して、アレイの状態を確認して ください。

アレイに追加するサーバーを指定する と きは、完全指定 DNS 名を使用するこ とをお
勧めします。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

このコマンドを使用する と 、 SGD アレイのバッ クアッププライマ リ リ ス トの末尾に、
そのセカンダ リサーバーが追加されます。

Advanced Load Management を使用する負荷分散アプリ ケーシ ョ ンサーバーを追加
する場合は、アレイを追加したあとに tarantella restart sgd --warm コマン
ドを使用してウォーム リ スタート を実行して ください。新しいサーバーを追加したア
レイで Advanced Load Management が使用されている場合は、サーバーを追加した
あとにそのアレイ全体のウォーム リ スター ト を実行して ください。

アレイ内のセキュア通信を使用している場合は、 コマンドを実行した場所に応じて、
プラ イマ リサーバーまたはセカンダ リサーバーの CA 証明書を受け入れるこ とが要求
されます。

tarantella array join [ --primary pserv ]
                      [ --secondary sserv ]

オプシ ョ ン 説明

--primary アレイ内のプラ イマ リサーバーのピア DNS 名を指定します。デフォル ト
は、 このコマンドを実行するサーバーです。

--secondary 追加するサーバーのピア DNS 名を指定します。セカンダ リサーバーは、
アレイ内の唯一のメンバーでなければな り ません。デフォル トは、 この
コマンドを実行するサーバーです。

一回に追加できるセカンダ リサーバーは 1 つだけです。
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使用例

次の例では、サーバー boston を 、プラ イマ リサーバーが newyork のアレイに追加し
ます。

次の例では、 コマンドを実行したサーバーを 、プラ イマ リサーバーが newyork のア
レイに追加します。

tarantella array list

SGD サーバーのアレイの各メンバーを 、プラ イマ リサーバーが見分けられるよ うに
表示します。

形式

使用例

次の例では、アレイのすべての SGD サーバーを表示します。

tarantella array list_backup_primaries

SGD アレイのバッ クアッププライマ リ リ ス ト の内容を表示します。

$ tarantella array join \
--primary newyork.example.com \
--secondary boston.example.com

$ tarantella array join \
--primary newyork.example.com

tarantella array list

$ tarantella array list
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形式

説明

オプシ ョ ンが指定されなかった場合、 このコマンドは、バッ クアッププライマ リ リ ス
ト内のすべてのエン ト リ を表示します。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、 SGD アレイのバッ クアッププライマ リ リ ス ト内のすべてのエン ト リ を
表示します。

tarantella array make_primary

セカンダリサーバーを、現在所属しているアレイのプライマリサーバーに変更します。
以前のプライマ リサーバーは、セカンダ リサーバーにな り ます。

tarantella array list_backup_primaries [ --first | --last | --all ]

オプシ ョ ン 説明

--first バッ クアッププラ イマ リ リ ス ト内の 初のエン ト リ を表示します。

--last バッ クアッププラ イマ リ リ ス ト内の 後のエン ト リ を表示します。

--all バッ クアッププラ イマ リ リ ス ト内のすべてのエン ト リ を表示します。 これがデフ
ォルトのオプシ ョ ンです。

$ tarantella array list_backup_primaries
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - このコマンドを実行したあとは、 SGD によるアレイのすべての SGD サーバー
への変更のコピーが終了するまで、ほかの tarantella array コマンドは実行させ
ずに、 しばら くお待ち ください。プラ イマ リ  SGD サーバーで tarantella status 
コマンドを実行して、アレイの状態を確認して ください。

アレイ内のセキュア通信を使用している場合は、新しいプライマ リがアレイの認証局
にな り 、アレイのすべての SGD サーバーに新しいサーバーピア SSL 証明書を発行し
ます。

使用例

次の例では、セカンダ リサーバー boston をアレイのプライマ リサーバーに変更し
ます。

tarantella array remove_backup_primary

SGD アレイのバッ クアッププライマ リの リ ス ト から 、 1 つまたはすべてのセカンダ
リサーバーを削除します。

tarantella array make_primary --secondary serv

サブコマンド 説明

--secondary プライマ リサーバーに変更するセカンダ リサーバーのピア DNS 名を指定
します。

$ tarantella array make_primary \
--secondary boston.example.com
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、アレイのバッ クアッププライマ リ リ ス ト からセカンダ リサーバー 
boston を削除します。  

tarantella cache コマンド
ディ レク ト リサービスデータのキャ ッシュを変更します。

tarantella array remove_backup_primary [ --secondary serv | --all ]

オプシ ョ ン 説明

--secondary バッ クアッププラ イマ リ リ ス ト から削除するセカンダ リサーバーのピア 
DNS 名を指定します。サーバー名はセカンダ リサーバーでなければならず
、そのアレイに属していなければな り ません。

このオプシ ョ ンでは、一度に 1 つのサーバーだけを リ ス ト から削除できま
す。

--all バッ クアッププラ イマ リ リ ス ト からすべてのセカンダ リサーバーを削除し
ます。

$ tarantella array remove_backup_primary \
--secondary boston.example.com
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形式

説明

このコマンドは、次で使用されるディ レク ト リサービスデータのキャ ッシュを変更し
ます。

■ Active Directory 認証

■ LDAP 認証

■ サードパーティー認証 (LDAP 検索方法が有効になっている場合 )

■ LDAP 割り当て (Directory Services Integration と も呼ばれる )

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

次の表に、 コマンドオプシ ョ ンで使用可能な設定を示します。

tarantella cache
[ --flush ldapgroups|ldapconn|ldapconn-lookups|krb5config|all ]
[ --refresh ldapgroups ]
[ --populate ldapgroups ]

オプシ ョ ン 説明

--flush キャ ッシュをフラ ッシュします。

--refresh キャ ッシュのデータを更新します。

--populate キャ ッシュにデータを追加します。

設定内容 説明

ldapgroups LDAP グループデータ 。

LDAP 割り当てで使用されます。

ldapconn LDAP 接続。

すべての LDAP 接続を リセッ トするための使用されます。

ldapconn-lookups LDAP 検索データ 。  
LDAP 割り当てで使用されます。

krb5config Kerberos の設定。  
SGD サーバーを再起動せずに Kerberos の設定を更新するために使
用されます。

Active Directory 認証でのみ使用されます。

all すべての LDAP データをフラ ッシュします。
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--populate オプシ ョ ンは、 LDAP グループおよび LDAP グループメンバーシップ
情報をキャ ッシュに追加します。 SGD は LDAP グループが割り当てられているオブ
ジェク トのローカルリポジ ト リ を検索し 、その LDAP グループをキャ ッシュに追加
します。その後、 SGD は各 LDAP グループのメンバーシップのディ レク ト リ をクエ
リーし 、ユーザーのリ ス ト をキャ ッシュに追加します。

--refresh オプシ ョ ンは、 LDAP グループの現在のメンバーシップでキャ ッシュを
更新します。 SGD は、 LDAP グループのキャ ッシュを検索します。その後、 SGD 
は各 LDAP グループのメンバーシップのディ レク ト リ をクエ リーし 、ユーザーのリ
ス ト をキャ ッシュに追加します。

使用例

次の例では、すべての LDAP データのキャ ッシュをフラ ッシュします。

tarantella config コマンド
tarantella config コマンドは、グローバル設定を表示し 、設定します。  また、
アレイ内の任意の SGD サーバーのサーバー固有の設定も表示し 、設定します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

$ tarantella cache --flush all

tarantella config list | edit

サブコマンド 説明 詳細情報

list グローバル属性とサーバー固有の属性、およびそ
れぞれの現在の値の一覧を表示します。

725 ページの 「 tarantella config list 」

edit グローバル属性とサーバー固有の属性を編集し
ます。

723 ページの 「 tarantella config edit 」
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注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関するヘ
ルプを表示するには、 tarantella config subcommand --help コマンドを使用
します。

使用例

次の例では、サーバー newyork.indigo-insurance.com のサーバー固有の属性を表示
します。

次の例では、 コマンドを実行するサーバーの 「 cpe-maxsessions 」  属性を  10 と
設定します。

tarantella config edit

グローバル属性とサーバー固有の属性を編集します。

$ tarantella config list --server newyork.indigo-insurance.com

$ tarantella config edit --cpe-maxsessions 10
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

--array オプシ ョ ンも 、 --server オブシ ョ ンも指定しない場合、 このコマンドは、
コマンドを実行する  SGD サーバーのサーバー固有の属性を設定します。

変更できる  setting の一覧を確認するには、 tarantella config list を使用し
ます。

グローバル属性の詳細については、付録 A を参照して ください。

サーバー固有の属性の詳細については、付録 B を参照して ください。

いくつかの属性設定が一覧表示されます。 コマンド行で リ ス ト を編集する と きは、 リ
ス ト の各項目を引用符で囲み、 スペースで区切るこ とをお勧めします。次に例を示し
ます。

あるいは、 リ ス トの項目ごとに行を分けます。次に例を示します。

tarantella config edit { { --setting value... }...
                         [ --array | --server serv... ]
                       } | --file file

オプシ ョ ン 説明

--setting value... 編集する  1 つの属性と 、その新しい値を指定します。  

--array サーバー固有の属性を設定する際に、アレイ内のすべての SGD サーバー
に、変更内容を適用します。

--server サーバー固有の属性を変更する際に、アレイ内の serv で指定した各メンバ
ーに、変更内容を適用します。各サーバーは、 ピア DNS 名または IP アド
レスを使って指定します。

--file 属性を編集する一式のコマンドを格納したバッチファ イルを指定します。

$ tarantella config edit --tarantella-config-tpeconfig-logfilter \
"tpe/*/*" "pem/*/*"

$ tarantella config edit --tarantella-config-tpeconfig-logfilter \
"tpe/*/*" \
"tpe/*/*"
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引用符を省略する場合は、バッ クスラ ッシュ  (\) を使用してアスタ リ ス ク  (*) などの
文字をエスケープし 、シェルによってそれらの文字が展開されないよ うにする必要が
あ り ます。

コマンド行では、 リ ス ト になっている属性設定を表示したと きに、その設定がコンマ
区切りの リ ス ト と して示されます。次に例を示します。

使用例

次の例では、 SGD サーバー newyork.indigo-insurance.com and 
boston.indigo-insurance.com の 「 cpe-exitafter 」 属性を  50 と設定します。

次の例では、 コマンドを実行するサーバーの 「 cpe-maxsessions 」  属性を  10 と
設定します。

tarantella config list

グローバル属性とサーバー固有の属性、およびそれぞれの現在の値の一覧を表示し
ます。

$ tarantella config list --tarantella-config-tpeconfig-logfilter
tarantella-config-tpeconfig-logfilter: tpe/*/*,pem/*/*

$ tarantella config edit --cpe-exitafter 50 \
--server newyork.indigo-insurance.com boston.indigo-insurance.com

$ tarantella config edit --cpe-maxsessions 10
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

グローバル属性の詳細については、付録 A を参照して ください。

サーバー固有の属性の詳細については、付録 B を参照して ください。

使用例

次の例では、サーバー newyork.indigo-insurance.com のグローバル属性とサーバー
固有の属性の一覧を表示します。

次の例では、 「 array-port-unencrypted 」 属性の値の一覧を表示します。

tarantella config list { [ --setting... ]
                         [ --server serv ]
                       } | --file file

オプシ ョ ン 説明

--setting 値を表示する属性を指定します。 --setting オプシ ョ ンを指定しない場合、
すべてのグローバル属性とサーバー固有の属性の一覧が表示されます。

--server アレイ内で指定した SGD サーバーのサーバー固有の属性を一覧表示します。
ピア DNS 名または IP アドレスを使って指定します。省略した場合、 コマンド
を実行した SGD サーバーのサーバー固有の属性の一覧を表示します。

--file 属性を表示する一式のコマンドを格納したバッチファ イルを指定します。

$ tarantella config list --server newyork.indigo-insurance.com

$ tarantella config list --array-port-unencrypted
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tarantella emulatorsession 
コマンド
このコマンドを使う と 、 SGD 管理者はアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを表示および操
作できます。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関するヘ
ルプを表示するには、 tarantella emulatorsession subcommand --help コマ
ンドを使用します。

tarantella emulatorsession list | info | shadow | suspend | end

サブコマンド 説明 詳細情報

list アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを表示します。 728 ページの 「 tarantella 
emulatorsession list 」

info アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンに関する詳細情
報を表示します。

730 ページの 「 tarantella 
emulatorsession info 」

shadow アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをシャ ド ウイン
グします。

732 ページの 「 tarantella 
emulatorsession shadow 」

suspend アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを中断します。 733 ページの 「 tarantella 
emulatorsession suspend 」

end アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了します。 734 ページの 「 tarantella 
emulatorsession end 」
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使用例

次の例では、 Emma Rald のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを表示します。

次の例では、指定したセッシ ョ ン  ID のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをシャ ド ウイン
グします。

tarantella emulatorsession list

指定した条件に一致するアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを表示します。表示される情報
には、セッシ ョ ン ID が含まれています。セッシ ョ ン  ID は、他の tarantella 
emulatorsession コマンドで使用します。

セッシ ョ ン  ID の例を次に示します。
paris.indigo-insurance.com:965127448604:
...%2f_ens%2fo=Indigo Insurance%2fcn=Emma Rald 

セッシ ョ ン ID に空白文字を使用できますが、引用符 (") か (') で囲む必要があり ます。

$ tarantella emulatorsession list \
--person "o=Indigo Insurance/cn=Emma Rald"

$ tarantella emulatorsession shadow \
"paris.indigo-insurance.com:965127448604:...%2f_ens%2fo=Indigo 
Insurance%2fcn=Emma Rald"
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

--person 、 --application 、 --appserver 、および --server をすべて省略し
た場合、すべてのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが表示されます。

tarantella emulatorsession list [ --person pobj ]
[ --application appobj ]
[ --appserver hobj ]
[ --server serv ]
[ --format text|count|xml ]

オプシ ョ ン 説明

--person 指定した人物の名前に一致するアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを表示し
ます。

その人物のユーザー識別情報を使用します。

--application 指定したアプ リ ケーシ ョ ンの名前に一致するアプ リ ケーシ ョ ンセッシ
ョ ンを表示します。

ローカルリポジ ト リ内のアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの名前を使用
します。

--appserver 指定したアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの名前に一致するアプ リ ケーシ ョ
ンセッシ ョ ンを表示します。  
ローカルリポジ ト リ内のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの名
前を使用します。

--server 指定した SGD サーバーがホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
を表示します。  
ローカルリポジ ト リ内のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの名
前 (SGD サーバーにアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トがある場
合 ) またはそのサーバーのピア DNS を使用します。

--full ク ラ イアン トの現在の IP アドレスおよびアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン
のステータスを出力に追加します。 この情報の表示には、通常よ り時
間がかかり ます。

--format 出力形式を指定します。デフォル ト設定は text です。一致するセッ
シ ョ ンの数だけを表示する場合は、 count を使用します。
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使用例

次の例では、 Emma Rald のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを表示します。

次の例では、 SGD サーバー boston.indigo-insurance.com 上で稼働しているすべての
アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを表示します。 boston は、プロ ト コルエンジンが動作
しているサーバーです。

tarantella emulatorsession info

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンに関する詳細情報を表示します。

$ tarantella emulatorsession list \
--person "o=Indigo Insurance/cn=Emma Rald"

$ tarantella emulatorsession list \
--server boston.indigo-insurance.com
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

終了コードは、指定したセッシ ョ ン  ID と  プロセス  ID の中で、存在しないものの番
号を示します。

使用例

次の例では、 コマンドを実行するアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上のプロ ト コルエンジン
のプロセス  ID 「 3456 」 と 「 4567 」 に一致するアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの詳細
情報を表示します。

tarantella emulatorsession info [ --sessid sessid... ]
[ --peid peid... ]
[ --format text|xml|quiet ]

オプシ ョ ン 説明

--sessid 指定したセッシ ョ ン  ID に一致するアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの詳細情報を
表示します。セッシ ョ ン  ID を調べるには、 tarantella 
emulatorsession list コマンドを使用します。

--peid 指定したプロ ト コルエンジンのプロセス  ID に一致するアプ リ ケーシ ョ ンセッ
シ ョ ンの詳細情報を表示します。有効なプロセス  ID は次のとおりです。

• コマン ドを実行するアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上のプロセス  ID を表す数値
。たとえば、 3456 。

• ピア DNS 名とプロセス  ID の組み合わせ。たとえば、
boston.indigo-insurance.com:3456 は、指定した SGD サーバー上
のプロセス  ID を表します。

--format 出力形式を指定します。デフォル ト設定は text です。 --format quiet を
使う と 、 メ ッセージは表示されません。

$ tarantella emulatorsession info --peid 3456 4567
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tarantella emulatorsession shadow

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをシャ ド ウイングし 、管理者とユーザーがアプ リ ケーシ
ョ ンを同時に使って対話できるよ うにします。アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをシャ ド
ウイングできるのは、 SGD 管理者に限られます。シャ ド ウイングできるのは、
Windows アプ リ ケーシ ョ ンと  X アプ リ ケーシ ョ ンだけです。中断しているアプ リ ケ
ーシ ョ ンをシャ ド ウイングするこ とはできません。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

tarantella emulatorsession shadow sessid
 [ --read-only ]
 [ --silent ]
[ --format text|quiet ]

オプシ ョ ン 説明

sessid 指定したセッシ ョ ン ID のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをシャ ド ウイングし
ます。セッシ ョ ン ID を調べるには、 tarantella emulatorsession 
list コマンドを使用します。

--read-only 管理者がアプ リ ケーシ ョ ン と対話せずにセッシ ョ ンをシャ ド ウイングする
こ とを許可します。

--silent 管理者がアプ リ ケーシ ョ ン と対話しながらセッシ ョ ンをシャ ド ウイングす
るこ とを許可します。管理者がユーザーのセッシ ョ ンをシャ ド ウイングし
よ う と している こ とが通知されないので、ユーザーはシャ ド ウイングを拒
否するこ とができません。

このオプシ ョ ンを  --read-only と一緒に使用した場合には、ユーザーは
シャ ド ウイングされる こ とを通知されず、管理者はアプ リ ケーシ ョ ン と対
話するこ とができません。

注 - 一部の国では、ユーザーに通知せずにシャ ド ウイングする こ とが法律
で禁じられています。その法律に従う義務があ り ます。

--format 出力形式を指定します。デフォル ト設定は text です。 --format quiet 
を使う と 、 メ ッセージは表示されません。
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注 -  また、 Administration Console の 「 グローバル設定 → 「 アプ リ ケーシ ョ ンセッ
シ ョ ン 」 タブからセッシ ョ ンをシャ ド ウイングするこ と もできます。ユーザープロフ
ァ イルオブジェク ト またはアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トからセッシ ョ ンを選択しま
す。ただし 、 Administration Console では、読み取り専用モードおよびサイレン ト
モードでセッシ ョ ンをシャ ド ウイングするこ とはできません。

--silent を使用しない場合、管理者がユーザーのセッシ ョ ンをシャ ド ウイングしよ
う と してる こ とがそのユーザーに通知されます。ユーザーは、シャ ド ウイングを拒否
するこ とができます。シャ ドウイングが終了する ときにも 、ユーザーに通知されます。

終了コード  0 は、正常終了を示します。終了コード  1 は、セッシ ョ ンが存在しないこ
とを示します。終了コード  2 は、セッシ ョ ンをシャ ド ウイングできないこ とを示しま
す。終了コード  3 は、セッシ ョ ンが中断中であるこ とを示します。

使用例

次の例では、指定したセッシ ョ ン  ID のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをシャ ド ウイン
グします。

次の例では、指定したセッシ ョ ン  ID のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをユーザーに通
知せずにシャ ド ウイングします。管理者はアプリ ケーシ ョ ンと対話するこ とができま
せん。

tarantella emulatorsession suspend

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを中断します。

$ tarantella emulatorsession shadow \
"paris.indigo-insurance.com:965127448604:...%2f_ens%2fo=Indigo 
Insurance%2fcn=Emma Rald"

$ tarantella emulatorsession shadow \
"paris.indigo-insurance.com:965127448604:...%2f_ens%2fo=Indigo 
Insurance%2fcn=Emma Rald" \
--read-only --silent
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

終了コード  0 は、正常終了を示します。終了コード  1 は、セッシ ョ ンが存在しないこ
とを示します。終了コード  2 は、中断中のセッシ ョ ンがいくつかあるこ とを示します。
終了コード  3 は、存在しないセッシ ョ ン と中断中のセッシ ョ ンが混在しているこ とを
示します。

使用例

次の例では、指定したセッシ ョ ン  ID のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを中断します。

tarantella emulatorsession end

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了します。アプ リ ケーシ ョ ンはただちに終了される
ので、ユーザーのデータが失われるこ とがあ り ます。

tarantella emulatorsession suspend sessid...
[ --format text|quiet ]

オプシ ョ ン 説明

sessid... 指定したセッシ ョ ン  ID のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを中断します。セッシ
ョ ン  ID を調べるには、 tarantella emulatorsession list コマンドを
使用します。

--format 出力形式を指定します。デフォル ト設定は text です。 --format quiet を
使う と 、 メ ッセージは表示されません。

$ tarantella emulatorsession suspend \
"paris.indigo-insurance.com:965127448604:...%2f_ens%2fo=Indigo 
Insurance%2fcn=Emma Rald"
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

このコマンドの終了コード  0 は、すべてのセッシ ョ ンが正常終了したこ とを示します。
終了コード  1 は、存在しないセッシ ョ ン  ID がいくつかあるこ とを示します。

使用例

次の例では、指定したアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了します。

tarantella help コマンド
SGD コマンドの一覧を表示します。

tarantella emulatorsession end sessid...
 [ --format text|quiet ]

オプシ ョ ン 説明

sessid... 終了するアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンのセッシ ョ ン  ID を指定します。セッシ
ョ ン  ID を調べるには、 tarantella emulatorsession list コマンドを
使用します。

--format 出力形式を指定します。デフォル ト設定は text です。 --format quiet を
使う と 、 メ ッセージは表示されません。

$ tarantella emulatorsession end \
"paris.indigo-insurance.com:965127448604:...%2f_ens%2fo=Indigo 
Insurance%2fcn=Emma Rald"
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形式

説明

SGD コマンドの一覧を表示します。

特定のコマンドに関するヘルプを表示するには、 tarantella command --help コ
マンドを使用します。

使用例

次の例では、 SGD コマンドの一覧を表示します。

tarantella object コマンド
tarantella object コマンドを使う と 、組織階層内のオブジェク ト を作成、表示、
編集、および削除するこ とができます。 また、割り当て済みのアプ リ ケーシ ョ ンの リ
ンクを追加および削除するこ と 、各アプ リ ケーシ ョ ン用のアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
の負荷分散を設定するこ と 、および、グループのメンバーを追加および削除するこ と
ができます。

tarantella help

$ tarantella help
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

tarantella object add_host | add_link | add_mapping | add_member | 
delete | edit | list_attributes | list_contents | new_3270app |
new_5250app | new_charapp | new_container | new_dc | new_doc |
new_dynamicapp | new_group | new_host | new_org | new_orgunit |
new_person | new_windowsapp | new_xapp | remove_host | 
remove_link | remove_mapping | remove_member | rename | script

サブコマンド 説明 詳細情報

add_host アプリ ケーショ ンを実行できるホスト のリ スト に、
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを追加します。

739 ページの 「 tarantella object 
add_host 」

add_link 割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを追加し
ます。

740 ページの 「 tarantella object 
add_link 」

add_mapping 動的アプリ ケーショ ンにマッ ピングを追加します。 741 ページの 「 tarantella object 
add_mapping 」

add_member グループにメンバーを追加します。 743 ページの 「 tarantella object 
add_member 」

delete 組織階層からオブジェ ク ト を永久に削除します。 744 ページの 「 tarantella object 
delete 」

edit オブジェク トの属性を編集します。 745 ページの 「 tarantella object 
edit 」

list_attributes オブジェク トの属性を表示します。 746 ページの 「 tarantella object 
list_attributes 」

list_contents 組織単位または組織のコンテンツを表示します。 747 ページの 「 tarantella object 
list_contents 」

new_3270app 3270 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成し
ます。

748 ページの 「 tarantella object 
new_3270app 」

new_5250app 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成し
ます。

753 ページの 「 tarantella object 
new_5250app 」

new_charapp 文字型アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成し
ます。

758 ページの 「 tarantella object 
new_charapp 」

new_container Active Directory コンテナオブジェク ト を作成し
ます。

763 ページの 「 tarantella object 
new_container 」
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注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関するヘ
ルプを表示するには、 tarantella object subcommand --help コマンドを使用
します。

new_dc ド メ インコンポーネン トオブジェク ト を作成し
ます。

763 ページの 「 tarantella object 
new_dc 」

new_doc ドキュ メ ン ト オブジェ ク ト を作成します。 764 ページの 「 tarantella object 
new_doc 」

new_dynamicapp 動的アプリ ケーショ ンオブジェク ト を作成します。 766 ページの 「 tarantella object 
new_dynamicapp 」

new_group グループオブジェ ク ト を作成します。 768 ページの 「 tarantella object 
new_group 」

new_host アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を作成し
ます。

769 ページの 「 tarantella object 
new_host 」

new_org 組織オブジェク ト を作成します。 772 ページの 「 tarantella object 
new_org 」

new_orgunit 組織単位オブジェ ク ト を作成します。 774 ページの 「 tarantella object 
new_orgunit 」

new_person ユーザープロファイルオブジェク ト を作成します。 777 ページの 「 tarantella object 
new_person 」

new_windowsapp Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成
します。

780 ページの 「 tarantella object 
new_windowsapp 」

new_xapp X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。 786 ページの 「 tarantella object 
new_xapp 」

remove_host アプ リ ケーシ ョ ンを実行できるアプ リ ケーシ ョ ン
サーバーから 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを削除
します。

791 ページの 「 tarantella object 
remove_host 」

remove_link 割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを削除し
ます。

792 ページの 「 tarantella object 
remove_link 」

remove_mapping 動的アプリ ケーショ ンのマッ ピングを削除します。 793 ページの 「 tarantella object 
remove_mapping 」

remove_member グループから メ ンバーを削除します。 795 ページの 「 tarantella object 
remove_member 」

rename オブジェク ト の名前を変更するか、オブジェ ク ト
を移動します。

796 ページの 「 tarantella object 
rename 」

script オブジェク ト コマンドのバッチスク リプ ト を実行
します。

797 ページの 「 tarantella object 
script 」

サブコマンド 説明 詳細情報
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使用例

次の例では、組織単位 Sales に属するオブジェク ト をすべて表示します。

tarantella object add_host

アプ リ ケーシ ョ ンを実行できるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのリ ス トに、アプ リ ケーシ
ョ ンサーバーの負荷分散用のアプリ ケーシ ョ ンサーバーを追加します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

$ tarantella object list_contents \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Sales"

tarantella object add_host { --name obj...
 --host hobj...

} | --file file

オプシ ョ ン 説明

--name 負荷分散のために設定するアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の名前。

--host 負荷分散プールに追加するアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの名前。

--file アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散を設定する一式のコマンドを格納したバッチファ イル。
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使用例

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー rome をアプ リ ケーシ ョ ン  Slide-o-Win 用の
負荷分散プールに追加します。

次の例では、グループ WinHosts をアプ リ ケーシ ョ ン  Write-o-Win および 
Slide-o-Win 用の負荷分散プールに追加します。負荷分散は、 WinHosts 内のすべて
のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーで実行されます。

tarantella object add_link

オブジェク トの割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを追加します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

$ tarantella object add_host \
--name "o=applications/cn=Slide-o-Win" \
--host "o=appservers/ou=Sales/cn=rome"

$ tarantella object add_host \
--name "o=applications/cn=Write-o-Win" \
"o=applications/cn=Slide-o-Win" \
--host "o=appservers/cn=WinHosts"

tarantella object add_link { --name obj...
                          --link lobj...
                        } | --file file

オプシ ョ ン 説明

--name 割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを追加するオブジェク ト の名前。

--link 追加する割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクの名前。

--file 割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを追加する一式のコマンドを格納したバッチファ イル。
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注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ン  Write-o-Win を  Violet Carson の割り当て済みアプリ
ケーシ ョ ンに追加します。

次の例では、グループ Applications を組織単位 Sales および Marketing の割り当て
済みアプリ ケーシ ョ ンに追加します。 これらの OU の一方から割り当て済みアプリ ケ
ーシ ョ ンを継承しているすべてのユーザー ( たとえば、 OU に所属していて、ユーザ
ープロファ イルオブジェク トの 「 割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンを親から継承する 」
を選択しているユーザー ) の割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンに、 このグループ内のア
プ リ ケーシ ョ ンがすべて表示されます。

tarantella object add_mapping

動的アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トのマッピングを追加します。
568 ページの 「 動的アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト 」 を参照して ください。

$ tarantella object add_link \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Sales/cn=Violet Carson" \
--link "o=applications/cn=Write-o-Win"

$ tarantella object add_link \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Sales" \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Marketing" \
--link "o=applications/cn=Applications"
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

マッピングを追加する と きは、マッピングされるアプ リ ケーシ ョ ンがすでに存在して
いる必要があ り ます。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

次の例では、 windows タイプマッピングを  winApp 動的アプ リ ケーシ ョ ンオブジェ
ク トに追加します。

次の例では、 solaris タイプマッピングを  desktopApp 動的アプリ ケーシ ョ ンオ
ブジェク トに追加します。

tarantella object add_mapping { --name obj
--mapping [type=application]

} | --file file

オプシ ョ ン 説明 詳細情報

--name 動的アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの名前。 661 ページの 「 名前 」

--mapping type 文字列とアプ リ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの名前の間
のマッピング 。

654 ページの 「 「 Mappings
」 タブ 」

--file マッピングを追加する一式のコマンドを格納したバッチ
ファ イル。

$ tarantella object add_mapping \
--name "o=applications/cn=winApp" \
--mapping windows="o=applications/cn=windows_desktop" 

$ tarantella object add_mapping \
--name "o=applications/cn=desktopApp" \
--mapping solaris="o=applications/cn=solaris_desktop"
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tarantella object add_member

オブジェク ト をグループに追加します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

次の例では、アプリケーシ ョ ン Write-o-Win をグループ Applications に追加します。

tarantella object add_member { --name obj...
                              --member mobj...
 } | --file file

オプシ ョ ン 説明

--name メ ンバーを追加するグループオブジェク ト の名前を指定します。

--member グループに追加するオブジェ ク トの名前を指定します。

--file グループのメンバーを追加する一式のコマンドを格納したバッチファ イルを指定します。

$ tarantella object add_member \
--name "o=applications/cn=Applications" \
--member "o=applications/cn=Write-o-Win"
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次の例では、 3 つのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト  rome 、 brussels 、およ
び berlin を 、グループ WinHosts に追加します。 このグループをアプ リ ケーシ ョ ン
の 「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブに追加するこ とによ り 、アプ リ
ケーシ ョ ンサーバー間の負荷分散を実行できます。 コマンド行で tarantella 
object add_host を実行します。

tarantella object delete

組織階層からオブジェク ト を永久に削除します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

$ tarantella object add_member \
--name "o=appservers/cn=WinHosts" \
--member "o=appservers/ou=Sales/cn=rome" \
--member "o=appservers/cn=brussels" \
--member "o=appservers/ou=Marketing/cn=berlin"

tarantella object delete { --name obj [ --children ] } | --file file

オプシ ョ ン 説明

--name 削除するオブジェク ト の名前を指定します。

--children 組織単位を削除する場合、 Active Directory コンテナまたはド メ インコンポーネン トは、オ
ブジェク ト とそのオブジェク ト に属するすべてのオブジェク ト を再帰的に削除していいか確
認を要求します。安全策と して 、組織単位、 Active Directory コンテナ、 またはド メ インコ
ンポーネン トは、 --children を指定しないと削除できません。

--file オブジェ ク ト を削除する一式のコマンドを格納したバッチファ イルを指定します。
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使用例

次の例では、 Violet Carson 用のユーザープロファ イルオブジェク ト を削除します。

次の例では、組織単位 Sales を削除します。

tarantella object edit

組織階層のオブジェク トの属性を編集します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

$ tarantella object delete \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Sales/cn=Violet Carson"

$ tarantella object delete \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Sales" \
--children

tarantella object edit { --name obj 
{ --attribute [value] }...
} | --file file

オプシ ョ ン 説明

--name 属性を編集するオブジェク トの名前を指定します。

{--attribute [value]}... 編集する属性名とその新しい値を指定します。有効な attribute は、オブジェ
ク トのタイプによって変わり ます。対応する リ ス ト については、
tarantella object new_object_type のドキュ メ ン ト を参照して ください
。たとえば、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の属性を編集する と きは
、 --displayusing を指定して 、 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」 属性を編集できます
。属性の value を省略した場合は、オブジェク トから削除されます。

--file 属性を編集する一式のコマンドを格納したバッチファ イルを指定します。
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注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

次の例では、組織単位 Sales の 「 割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンを親から継承する 」
属性を変更します。

tarantella object list_attributes

組織階層内のオブジェク トの属性を表示します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

$ tarantella object edit \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Sales" \
--inherit false

tarantella object list_attributes { --name obj
[ --attribute... ]

} | --file file

オプシ ョ ン 説明

--name 属性を表示するオブジェク トの名前を指定します。

{--attribute [value]}... 表示する属性名を指定します。有効な attribute は、オブジェク ト のタイプに
よって変わり ます。対応する リ ス トについては、 tarantella object 
new_object_type のドキュ メ ン ト を参照して ください。たとえば、アプ リ ケー
ショ ンオブジェク ト の属性を表示すると きは、 --displayusing を指定して、
「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」 属性を編集できます。  

--file 属性を表示する一式のコマンドを格納したバッチファ イルを指定します。
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注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

次の例では、 Sales 組織単位の属性をすべて表示します。

次の例では、 Rusty Spanner 用のユーザープロファ イルオブジェク トの 「 電子メール
アドレス 」 属性と 「 ログイン 」 属性を表示します。

tarantella object list_contents

組織階層内の特定のオブジェク トの所属するオブジェク ト を表示します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

$ tarantella object list_attributes \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Sales"

$ tarantella object list_attributes \
--name "o=Indigo Insurance/ou=IT/cn=Rusty Spanner" \
--email --enabled

tarantella object list_contents { --name obj }| --file file

オプシ ョ ン 説明

--name コンテンツを表示するオブジェ ク トの名前を指定します。

--file オブジェ ク トのコンテンツを表示する一式のコマンドを格納したバッチファ イルを指定します。
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使用例

次の例では、組織単位 Sales 内にあるオブジェク ト をすべて表示します。

tarantella object new_3270app

1 つ以上の 3270 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。 554 ページの 「 3270 
アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト 」 を参照して ください。

$ tarantella object list_contents \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Sales"
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形式

tarantella object new_3270app {
--name obj
--width pixels
--height pixels 

[ --description text ]
[ --args args ]
[ --method rexec|telnet|ssh ]
[ --resumable never|session|always ]
[ --endswhen lastclient|windowmanager|windowmanageralone|
nowindows|loginscript|loginscriptnowindows ]
[ --maxinstances 0|instances ]
[ --displayusing clientwm|independent|kiosk|localx ]
[ --maximize true|false ]
[ --scalable true|false ]
[ --icon icon_name ]
[ --hints hint...]
[ --hostname host ]
[ --portnumber tcp ]
[ --3270tnclose 0|1|2|3 ]
[ --3270kt pc|sun4|sun5|hp ]
[ --3270bl 0|1|2|3|4 ]
[ --3270ma true|false ]
[ --3270mb true|false ]
[ --3270si true|false ]
[ --3270fg color ]
[ --3270bg color ]
[ --roottype default|custom ]
[ --rootcolor color ]
[ --compression automatic|on|off ]
[ --execution automatic|inorder|optimized ]
[ --interlaced automatic|on|off ]
[ --accel true|false ]
[ --delayed true|false ]
[ --ldapusers user_dn... ]
[ --ldapgroups group_dn... ]
[ --ldapsearch search_string... ]
[ --env setting... ]
[ --login script ]
[ --winmgr command... ]
[ --resumetimeout mins ]
[ --middlemouse ms
[ --windowclose notifyapp|killapp|suspendsession|endsession ]
[ --euro unicode|iso8859-15 ]
[ --dpi monitordpi ]
[ --keepopen true|false ]
[ --lockkeymap true|false ]
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説明

SGD では、 3270 アプ リ ケーシ ョ ンのために他社製の Unix 用 TeemTalk エ ミ ュレー
タが使用されます。詳細については、 SGD 付属の 『 TeemTalk for Unix User's 
Guide 』 を参照して ください。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

[ --ssharguments args ]
[ --share true|false ]
} | --file file

オプシ ョ ン 説明 詳細情報

--name SGD データス ト ア内のオブジェク トの共通
名。

661 ページの 「 名前 」

--width アプ リ ケーシ ョ ンの幅 ( ピクセル単位 ) 。  698 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 幅
」

--height アプ リ ケーシ ョ ンの高さ  ( ピクセル単位 ) 。  695 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 高
さ 」

--description オブジェク トのテキス トによる説明。 611 ページの 「 コ メ ン ト 」

--args アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に使う コマンド行
引数。

585 ページの 「 コマンドの引数 」

--method SGD サーバーがアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
にアクセスして 、アプ リ ケーシ ョ ンを起動す
るのに使う機構。

613 ページの 「 接続方法 」

--resumable アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能動作。 578 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開
機能 」

--endswhen アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了するタイ
ミ ング 。

674 ページの 「 セッシ ョ ン終了 」

--maxinstances ユーザーが同時に実行できるアプ リ ケーシ ョ
ンインスタンスの 大数。

663 ページの 「 セッシ ョ ン数 」

--displayusing アプリ ケーショ ンをユーザーに表示する方法。 699 ページの 「 ウ ィ ン ド ウタイプ 」

--maximize アプ リ ケーシ ョ ンの初期サイズ。 694 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : ク
ラ イアン トの 大サイズ 」

--scalable アプ リ ケーシ ョ ンの表示をウ ィ ン ド ウに合わ
せて拡大縮小します。

697 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : ウ
ィ ン ド ウに合わせて拡大縮小する 」

--icon アプ リ ケーシ ョ ンの Webtop アイコン 。 639 ページの 「 アイコン 」

--hints アプ リ ケーシ ョ ンに対する追加の 「 名前 - 値
」 データを含む文字列。

634 ページの 「 ヒ ン ト 」
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--hostname アプ リ ケーシ ョ ンを実行する  3270 ホス ト 。 672 ページの 「 サーバーアドレス 」

--portnumber 3270 ホスト に接続するために使用する  TCP 
(Transmission Control Protocol) ポート 番号。

673 ページの 「 サーバーポート 」

--3270tnclose 3270 ホス トへの telnet 接続が閉じる と きの
動作。

612 ページの 「 接続終了アクシ ョ ン 」

--3270kt エ ミ ュレートする端末にキーボードをマッピ
ングするために使用するレイアウ ト 。

644 ページの 「 キーボード タイプ 」

--3270bl 表示する 「 ソフ ト ボタン 」 レベル数。 623 ページの 「 表示される ソフ ト ボタン
」

--3270ma エ ミ ュレータウ ィ ン ド ウを 大化します。 697 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 
大化 」

--3270mb アプ リ ケーシ ョ ンのメニューバーを有効にし
ます。

658 ページの 「 メニューバー 」

--3270si 「 フ ァ イル 」 メニューと 「 設定 」 メニューの
項目を有効にします。

628 ページの 「 「 ファ イル 」 メニューと
「 設定 」 メニュー 」

--3270fg アプ リ ケーシ ョ ンのテキス ト ウ ィ ン ド ウ内の
テキス トの色。

632 ページの 「 前景色 」

--3270bg アプ リ ケーシ ョ ンのテキス ト ウ ィ ン ド ウの背
景色。

595 ページの 「 背景色 」

--roottype ルート ウ ィ ン ド ウの外観。 691 ページの 「 ウ ィ ン ド ウの色 」

--rootcolor ルート ウ ィ ン ド ウの色。 692 ページの 「 ウ ィ ン ド ウの色 : カスタ
ム色 」

--compression AIP (Adaptive Internet Protocol) プロ ト コル
が送信時にコマンドを圧縮するかど うかを指
定します。

609 ページの 「 コマンドの圧縮 」

--execution AIP プロ ト コルがコマンドを常に指定順に実
行するか、パフォーマンスを 高にするため
に 適化するかを指定します。

610 ページの 「 コマンドの実行 」

--interlaced インターレースイメ ージ伝送を有効にします。 640 ページの 「 インターレースイ メージ
」

--accel アプ リ ケーシ ョ ンの表示のグラフ ィ ッ クアク
セラレーシ ョ ンを有効にします。

633 ページの 「 グラフ ィ ッ クアクセラレ
ーシ ョ ン 」

--delayed アプ リ ケーシ ョ ンの表示の遅延更新を有効に
します。

622 ページの 「 遅延更新 」

--ldapusers 指定した LDAP ユーザーにアプ リ ケーシ ョ
ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユーザ
ープロファ イル 」 タブ 」

--ldapgroups 指定した LDAP グループにアプ リ ケーシ ョ
ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユーザ
ープロファ イル 」 タブ 」

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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複数のオブジェク ト を一括で作成するには、 --file オプシ ョ ンを使用します。他の
オプシ ョ ンは、 1 つのオブジェク ト を作成する場合に使用します。

--ldapsearch LDAP 検索条件に一致するユーザーにアプ
リ ケーシ ョ ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユーザ
ープロファ イル 」 タブ 」

--env アプ リ ケーシ ョ ンを実行するのに必要な環境
変数の設定。

626 ページの 「 環境変数 」

--login アプ リ ケーシ ョ ンを起動するために使用する
ログインスク リプ ト 。

651 ページの 「 ログインスク リプ ト 」

--winmgr アプ リ ケーシ ョ ンで使用するウ ィ ン ド ウマネ
ージャー。

693 ページの 「 ウ ィ ン ド ウマネージャー
」

--resumetimeout アプ リ ケーシ ョ ンを再開可能にする時間
( 分 ) 。

580 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開
機能 : タイムアウ ト 」

--middlemouse マウスの 2 つのボタンを使用してマウスの
中ボタンのク リ ッ クをエ ミ ュレー トする と き
のタイムアウ ト 。

658 ページの 「 マウスの中ボタンのタイ
ムアウ ト 」

--windowclose メ インのアプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ン ド ウを閉じ
たと きのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンへの
影響。

688 ページの 「 ウ ィ ン ド ウを閉じるアク
シ ョ ン 」

--euro ユーロ文字をサポートするのに、アプ リ ケー
シ ョ ンが必要とするキーコードマッピング 。

627 ページの 「 ユーロ文字 」

--dpi SGD が X アプ リ ケーシ ョ ンにレポートする
モニターの解像度。

659 ページの 「 モニターの解像度 」

--keepopen アプ リ ケーシ ョ ンを起動する と きに使用する
接続を開いた状態にします。

641 ページの 「 起動接続をオープンした
まま保持 」

--lockkeymap アプ リ ケーシ ョ ンがキーボードマッピングを
変更するのを防止します。

644 ページの 「 キーボードマップ : ロ ッ
ク 」

--share 類似アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンでの リ ソー
ス共有を有効にします。

676 ページの 「 類似セッシ ョ ン間で リ ソ
ースを共有 」

--ssharguments ssh ク ラ イアン トのコマンド行引数。 616 ページの 「 接続方法 : SSH 引数 」

--file 組織階層内に複数のオブジェク ト を作成する
のに使うバッチファ イル。

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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使用例

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ン  3270cat の新しい 3270 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク
ト を作成します。エ ミ ュレータは 3270 ホス ト  warsaw.indigo-insurance.com に接続
します。

tarantella object new_5250app

1 つ以上の 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。
556 ページの 「 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト 」 を参照して ください。

$ tarantella object new_3270app \
--name "o=applications/ou=Finance/cn=3270cat" \
--width 1000 --height 800 \ 
--app /3270cat \
--hostname warsaw.indigo-insurance.com
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形式

tarantella object new_5250app {
--name obj
--width pixels
--height pixels 

[ --description text ]
[ --args args ]
[ --method telnet|ssh ]
[ --resumable never|session|always ]
[ --endswhen lastclient|windowmanager|windowmanageralone|
nowindows|loginscript|loginscriptnowindows ]
[ --maxinstances 0|instances ]
[ --displayusing clientwm|independent|kiosk|localx ]
[ --maximize true|false ]
[ --scalable true|false ]
[ --icon icon_name ]
[ --hints hint...]
[ --hostname host ]
[ --portnumber tcp ]
[ --tnclose 0|1|2|3 ]
[ --kt pc|sun4|sun5|hp ]
[ --bl 0|1|2|3|4 ]
[ --ma true|false ]
[ --mb true|false ]
[ --si true|false ]
[ --fg color ]
[ --bg color ]
[ --roottype default|custom ]
[ --rootcolor color ]
[ --compression automatic|on|off ]
[ --execution automatic|inorder|optimized ]
[ --interlaced automatic|on|off ]
[ --accel true|false ]
[ --delayed true|false ]
[ --ldapusers user_dn... ]
[ --ldapgroups group_dn... ]
[ --ldapsearch search_string... ]
[ --env setting... ]
[ --login script ]
[ --winmgr command... ]
[ --resumetimeout mins ]
[ --middlemouse ms ]
[ --windowclose notifyapp|killapp|suspendsession|endsession ]
[ --euro unicode|iso8859-15 ]
[ --dpi monitordpi ]
[ --keepopen true|false ]
[ --lockkeymap true|false ]
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説明

SGD では、 5250 アプ リ ケーシ ョ ンのために他社製の Unix 用 TeemTalk エ ミ ュレー
タが使用されます。詳細については、 SGD 付属の 『 TeemTalk for Unix User's 
Guide 』 を参照して ください。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

[ --share true|false ]
[ --ssharguments args ]
} | --file file

オプシ ョ ン 説明 詳細情報

--name SGD データス ト ア内のオブジェ ク トの共通
名。

661 ページの 「 名前 」

--width アプ リ ケーシ ョ ンの幅 ( ピクセル単位 ) 。  698 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 幅
」

--height アプ リ ケーシ ョ ンの高さ  ( ピクセル単位 ) 。  695 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 高
さ 」

--description オブジェク トのテキス トによる説明。 611 ページの 「 コ メ ン ト 」

--args アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に使う コマンド行
引数。

585 ページの 「 コマンドの引数 」

--method SGD サーバーがアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
にアクセスして 、アプ リ ケーシ ョ ンを起動す
るのに使う機構。

613 ページの 「 接続方法 」

--resumable アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能動作。 578 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開
機能 」

--endswhen アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了するタイ
ミ ング 。

674 ページの 「 セッシ ョ ン終了 」

--maxinstances ユーザーが同時に実行できるアプ リ ケーシ ョ
ンインスタンスの 大数。

663 ページの 「 セッシ ョ ン数 」

--displayusing アプリ ケーショ ンをユーザーに表示する方法。 699 ページの 「 ウ ィ ン ド ウタイプ 」

--maximize アプ リ ケーシ ョ ンの初期サイズ。 694 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : ク
ラ イアン トの 大サイズ 」

--scalable アプ リ ケーシ ョ ンの表示をウ ィ ン ド ウに合わ
せて拡大縮小します。

697 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : ウ
ィ ン ド ウに合わせて拡大縮小する 」

--icon アプ リ ケーシ ョ ンの Webtop アイコン 。 639 ページの 「 アイコン 」

--hints アプ リ ケーシ ョ ンに対する追加の 「 名前 - 値
」 データを含む文字列。

634 ページの 「 ヒ ン ト 」
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--hostname アプリ ケーショ ンを実行する  AS/400 ホスト 。 672 ページの 「 サーバーアドレス 」

--portnumber AS/400 ホス トに接続するために使用する  
TCP ポート番号。

673 ページの 「 サーバーポート 」

--tnclose AS/400 ホス トへの telnet 接続が閉じる と き
の動作。

612 ページの 「 接続終了アクシ ョ ン 」

--kt エ ミ ュレートする端末にキーボードをマッピ
ングするために使用するレイアウ ト 。

644 ページの 「 キーボード タイプ 」

--bl 表示する 「 ソフ ト ボタン 」 レベル数。 623 ページの 「 表示される ソフ ト ボタン
」

--ma エ ミ ュレータウ ィ ン ド ウを 大化します。 697 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 
大化 」

--mb アプ リ ケーシ ョ ンのメニューバーを有効にし
ます。

658 ページの 「 メニューバー 」

--si 「 フ ァ イル 」 メニューと 「 設定 」 メニューの
項目を有効にします。

628 ページの 「 「 ファ イル 」 メニューと
「 設定 」 メニュー 」

--fg アプ リ ケーシ ョ ンのテキス ト ウ ィ ン ド ウ内の
テキス トの色。

632 ページの 「 前景色 」

--bg アプ リ ケーシ ョ ンのテキス ト ウ ィ ン ド ウの背
景色。

595 ページの 「 背景色 」

--roottype ルート ウ ィ ン ド ウの外観。 691 ページの 「 ウ ィ ン ド ウの色 」

--rootcolor ルート ウ ィ ン ド ウの色。 692 ページの 「 ウ ィ ン ド ウの色 : カスタ
ム色 」

--compression AIP プロ ト コルが送信時にコマンドを圧縮す
るかど うかを指定します。

609 ページの 「 コマンドの圧縮 」

--execution AIP がコマンドを常に指定順に実行するか、
パフォーマンスを 高にするために 適化す
るかを指定します。

610 ページの 「 コマンドの実行 」

--interlaced インターレースイ メージ伝送を有効にします
。

640 ページの 「 インターレースイ メージ
」

--accel アプ リ ケーシ ョ ンの表示のグラフ ィ ッ クアク
セラレーシ ョ ンを有効にします。

633 ページの 「 グラフ ィ ッ クアクセラレ
ーシ ョ ン 」

--delayed アプ リ ケーシ ョ ンの表示の遅延更新を有効に
します。

622 ページの 「 遅延更新 」

--ldapusers 指定した LDAP ユーザーにアプ リ ケーシ ョ
ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユーザ
ープロファ イル 」 タブ 」

--ldapgroups 指定した LDAP グループにアプ リ ケーシ ョ
ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユーザ
ープロファ イル 」 タブ 」

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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複数のオブジェク ト を一括で作成するには、 --file オプシ ョ ンを使用します。他の
オプシ ョ ンは、 1 つのオブジェク ト を作成する場合に使用します。

--ldapsearch LDAP 検索条件に一致するユーザーにアプ
リ ケーシ ョ ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユーザ
ープロファ イル 」 タブ 」

--env アプ リ ケーシ ョ ンを実行するのに必要な環境
変数の設定。

626 ページの 「 環境変数 」

--login アプ リ ケーシ ョ ンを起動するために使用する
ログインスク リプ ト 。

651 ページの 「 ログインスク リプ ト 」

--winmgr アプ リ ケーシ ョ ンで使用するウ ィ ン ド ウマネ
ージャー。

693 ページの 「 ウ ィ ン ド ウマネージャー
」

--resumetimeout アプ リ ケーシ ョ ンを再開可能にする時間 
( 分 ) 。

580 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開
機能 : タイムアウ ト 」

--middlemouse マウスの 2 つのボタンを使用してマウスの
中ボタンのク リ ッ クをエ ミ ュレー トする と き
のタイムアウ ト 。

658 ページの 「 マウスの中ボタンのタイ
ムアウ ト 」

--windowclose メ インのアプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ン ド ウを閉
じたと きのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンへの
影響。

688 ページの 「 ウ ィ ン ド ウを閉じるアク
シ ョ ン 」

--euro ユーロ文字をサポートするのに、アプ リ ケー
シ ョ ンが必要とするキーコードマッピング 。

627 ページの 「 ユーロ文字 」

--dpi SGD が X アプ リ ケーシ ョ ンにレポートする
モニターの解像度。

659 ページの 「 モニターの解像度 」

--keepopen アプ リ ケーシ ョ ンを起動する と きに使用する
接続を開いた状態にします。

641 ページの 「 起動接続をオープンした
まま保持 」

--lockkeymap アプ リ ケーシ ョ ンがキーボードマッピングを
変更するのを防止します。

644 ページの 「 キーボードマップ : ロ ッ
ク 」

--share 類似アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンでの リ ソー
ス共有を有効にします。

676 ページの 「 類似セッシ ョ ン間で リ ソ
ースを共有 」

--ssharguments ssh ク ラ イアン トのコマンド行引数。 616 ページの 「 接続方法 : SSH 引数 」

--file 組織階層内に複数のオブジェク ト を作成する
のに使うバッチファ イル。

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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使用例

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ン  5250cat の新しい 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク
ト を作成します。エ ミ ュレータはアプ リ ケーシ ョ ンサーバー prague 上で動作し 、
AS/400 ホス ト  warsaw.indigo-insurance.com に接続されます。

tarantella object new_charapp

1 つ以上の文字型アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。
559 ページの 「 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト 」 を参照して ください。

$ tarantella object new_5250app \
--name "o=applications/ou=Finance/cn=5250cat" \
--width 400 --height 300 \
--app /5250cat \
--appserv "o=appservers/cn=prague" \
--hostname warsaw.indigo-insurance.com
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形式

tarantella object new_charapp {
 --name obj
 --emulator scocon|vt420|wyse60
 --termtype type
 --width pixels
 --height pixels

 [ --description text ]
 [ --app pathname ]
 [ --args args ]
 [ --appserv obj... ]
 [ --method telnet|ssh ]
 [ --resumable never|session|always ]
 [ --maxinstances 0|instances ]
 [ --displayusing independent|kiosk ]
 [ --maximize true|false ]
 [ --cols cols ]
 [ --lines lines ]
 [ --icon icon_name ]
[ --hints hint...]

 [ --font courier|helvetica|timesroman ]
 [ --fontsize points ]
 [ --fixedfont true|false ]
 [ --autowrap true|false ]
 [ --cursor off|block|underline ]
 [ --statusline none|indicator|hostmessages|standard|extended ]
 [ --scrollstyle line|multiple|smooth ]
 [ --border normal|indented|raised ]
 [ --answermsg message ]
[ --appkeymode true|false ]
[ --keypad numeric|application ]
 [ --cursorkeys application|cursor ]
 [ --escape 7-bit|8-bit ]
 [ --codepage 437|850|852|860|863|865|8859-1|8859-2|
Multinational|Mazovia|CP852 ]
 [ --ldapusers user_dn... ]
 [ --ldapgroups group_dn... ]
 [ --ldapsearch search_string... ]
 [ --loadbal default|cpu|memory|sessions ]
 [ --compression automatic|on|off ]
 [ --env setting... ]
 [ --login script ]
 [ --keymap keymap ]
 [ --attributemap attrmap ]
 [ --colormap colormap ]
[ --resumetimeout mins ]
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説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

 [ --windowclose suspendsession|endsession ]
[ --ssharguments args ]

 } | --file file

オプシ ョ ン 説明 詳細情報

--name SGD データス ト ア内のオブジェク トの共
通名。

661 ページの 「 名前 」

--emulator アプ リ ケーシ ョ ンに必要なエ ミ ュレーシ ョ
ンのタイプ。

625 ページの 「 エ ミ ュレーシ ョ ンタイプ 」

--termtype アプ リ ケーシ ョ ンに必要な端末タイプ。 679 ページの 「 端末タイプ 」

--width アプ リ ケーシ ョ ンの幅 ( ピクセル単位 ) 。 698 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 幅 」

--height アプリ ケーショ ンの高さ  ( ピクセル単位 ) 。 695 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 高さ
」

--description オブジェク トのテキス トによる説明。 611 ページの 「 コ メ ン ト 」

--app アプ リ ケーシ ョ ンのフルパス名。 576 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンコマン ド
」

--args アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に使う コマンド
行引数。

585 ページの 「 コマンドの引数 」

--appserv アプ リ ケーシ ョ ンを実行できるアプ リ ケー
シ ョ ンサーバー。

636 ページの 「 「 ホス ト しているアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバー 」 タブ 」

--method SGD サーバーがアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーにアクセスして 、アプ リ ケーシ ョ ンを起
動するのに使う機構。

613 ページの 「 接続方法 」

--resumable アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能動作。 578 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機
能 」

--maxinstances ユーザーが同時に実行できるアプ リ ケーシ
ョ ンインスタンスの 大数。

663 ページの 「 セッシ ョ ン数 」

--displayusing アプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに表示する方
法。

699 ページの 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」

--maximize アプ リ ケーシ ョ ンの初期サイズ。 694 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : ク ラ
イアン トの 大サイズ 」

--cols 端末ウ ィ ンド ウ内のカラム数。 695 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : カラ
ム 」

--çsêî 端末ウ ィ ンド ウ内の行数。 696 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 行 」
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--icon アプ リ ケーシ ョ ンの Webtop アイコン 。 639 ページの 「 アイコン 」

--hints アプ リ ケーシ ョ ンに対する追加の 「 名前 -
値 」 データを含む文字列。

634 ページの 「 ヒ ン ト 」

--font アプ リ ケーシ ョ ン用の端末ウ ィ ンド ウで使
用するフォン ト ファ ミ リ を決定します。

629 ページの 「 フォン ト ファ ミ リ 」

--fontsize 端末ウ ィ ンド ウ内のフォン トサイズを定義
します。

630 ページの 「 フォン トサイズ 」

--fixedfont 端末ウ ィ ンド ウに対して --fontsize で
指定されたフォン トサイズを使用します。

630 ページの 「 フォン トサイズ : 固定フォ
ン トサイズ 」

--autowrap ユーザーが端末ウ ィ ン ド ウの右端を超えて
文字を入力した場合の動作を決定します。

646 ページの 「 行の折り返し 」

--cursor アプ リ ケーシ ョ ンで使用するカーソルスタ
イル。

620 ページの 「 カーソル 」

--statusLine ステータス行のタイプを指定します。 677 ページの 「 ステータス行 」

--scrollstyle 端末ウ ィ ンド ウでのスク ロール動作。 670 ページの 「 ス ク ロールスタイル 」

--border 端末ウ ィ ンド ウで使う枠線のスタイル。 597 ページの 「 枠線のスタイル 」

--answermsg アプ リ ケーシ ョ ンサーバーからエ ミ ュレー
タに照会が送られた場合に返すメ ッセージ
を定義します。

575 ページの 「 応答メ ッセージ 」

--appkeymode アプ リ ケーシ ョ ンがキーボード上のキーに
よって生成されたコードを変更するかど う
かを決定します。

642 ページの 「 キーボード コードの変更 」

--keypad カーソルキーの動作を指定します。 664 ページの 「 数字パッ ド コードの変更 」

--cursorkeys カーソルキーの動作を指定します。 620 ページの 「 カーソルキーコードの変更
」

--escape エ ミ ュレータからアプ リ ケーシ ョ ンサーバ
ーにエスケープシーケンスを送信する方法
を指定します。

626 ページの 「 エスケープシーケンス 」

--codepage エ ミ ュレータで使う コードページ。 604 ページの 「 コードページ 」

--ldapusers 指定した LDAP ユーザーにアプ リ ケーシ ョ
ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユーザー
プロファ イル 」 タブ 」

--ldapgroups 指定した LDAP グループにアプ リ ケーシ ョ
ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユーザー
プロファ イル 」 タブ 」

--ldapsearch LDAP 検索条件に一致するユーザーにアプ
リ ケーシ ョ ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユーザー
プロファ イル 」 タブ 」

--loadbal 使用する負荷分散アルゴ リ ズム 。 577 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの負荷分
散 」

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
付録 D コマンド 761



複数のオブジェク ト を一括で作成するには、 --file オプシ ョ ンを使用します。
他のオプシ ョ ンは、 1 つのオブジェク ト を作成する場合に使用します。

使用例

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ン  Pers-o-dat 用の文字型アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト
を作成します。 このアプ リ ケーシ ョ ンはアプ リ ケーシ ョ ンサーバー prague と  
london で実行できます。 どちらのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを使用するかは、アプ
リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散機能によって決定されます。

--compression AIP プロ ト コルが送信時にコマンドを圧縮
するかど うかを指定します。

609 ページの 「 コマンドの圧縮 」

--env アプ リ ケーシ ョ ンを実行するのに必要な環
境変数の設定。

626 ページの 「 環境変数 」

--login アプ リ ケーシ ョ ンを起動するために使用す
るログインスク リプ ト 。

651 ページの 「 ログインスク リプ ト 」

--keymap キーボードマップファ イルのパス名。 642 ページの 「 キーボードマップ 」

--attributemap アプ リ ケーシ ョ ンで使う属性マップ。 593 ページの 「 属性マップ 」

--colormap アプ リ ケーシ ョ ンで使う カラーマップ。 607 ページの 「 カラーマップ 」

--resumetimeout アプ リ ケーシ ョ ンを再開可能にする時間 (
分 ) 。

580 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機
能 : タイムアウ ト 」

--windowclose メ インのアプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ン ド ウを閉
じたと きのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンへ
の影響。

688 ページの 「 ウ ィ ン ド ウを閉じるアクシ
ョ ン 」

--ssharguments ssh ク ラ イアン トのコマンド行引数。 616 ページの 「 接続方法 : SSH 引数 」

--file 組織階層内に複数のオブジェク ト を作成す
るのに使うバッチファ イル。

$ tarantella object new_charapp \
--name "o=applications/cn=Pers-o-dat" \
--emulator vt420 --termtype vt220 \
--width 400 --height 300 \ 
--app /bin/persodat \
--appserv "o=appservers/cn=prague" \
"o=appservers/ou=IT/cn=london"

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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tarantella object new_container

1 つ以上の Active Directory コンテナオブジェク ト を作成します。 563 ページの 「 デ
ィ レク ト リ  ( 軽量 ): Active Directory コンテナオブジェク ト 」 を参照して ください。

形式

説明

複数のオブジェク ト を一括で作成するには、 --file オプシ ョ ンを使用します。他の
オプシ ョ ンは、 1 つのオブジェク ト を作成する場合に使用します。

使用例

次の例では、新規の Active Directory コンテナオブジェク ト を Users という名前で、
indigo-insurance.com ド メ インコンポーネン ト内に作成します。

次の例では、 「 here-document 」 と して定義したバッチスク リプ ト を使って、 2 つ
の Active Directory コンテナオブジェク ト を作成します。あるいは、バッチスク リ
プ ト をファ イルに保存して、それを  --file filename を使用して参照するこ と もでき
ます。

tarantella object new_dc

1 つ以上のド メ インコンポーネン トオブジェク ト を作成します。 564 ページの 「 ディ
レク ト リ  ( 軽量 ): ド メ インコンポーネン トオブジェク ト 」 を参照して ください。

tarantella object new_container { --name obj } | --file file

$ tarantella object new_container \
--name "dc=com/dc=indigo-insurance/cn=Users"

$ tarantella object new_container --file - <<EOF
--name "dc=com/dc=indigo-insurance/cn=Users"
--name "dc=com/dc=indigo-insurance/cn=Applications"
EOF
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形式

説明

複数のオブジェク ト を一括で作成するには、 --file オプシ ョ ンを使用します。
他のオプシ ョ ンは、 1 つのオブジェク ト を作成する場合に使用します。

使用例

次の例では、新規ド メ インコンポーネン トオブジェ ク ト を  com とい う名前で、
組織階層の ト ップレベルに作成します。

次の例では、 「 here-document 」 と して定義したバッチスク リプ ト を使って、 2 つ
のド メ インコンポーネン トオブジェク ト を作成します。あるいは、バッチスク リプ ト
をファイルに保存して、それを --file filename を使用して参照するこ と もできます。

tarantella object new_doc

1 つ以上のドキュ メン ト オブジェ ク ト を作成します。 564 ページの 「 ドキュ メ ン ト オ
ブジェ ク ト 」 を参照して ください。

tarantella object new_dc { --name obj } | --file file

$ tarantella object new_dc --name "dc=com"

$ tarantella object new_dc --file - <<EOF
--name "dc=com"
--name "dc=com/dc=indigo-insurance"
EOF
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

複数のオブジェク ト を一括で作成するには、 --file オプシ ョ ンを使用します。
他のオプシ ョ ンは、 1 つのオブジェク ト を作成する場合に使用します。

tarantella object new_doc {
--name obj
--url url

[ --description text ]
[ --newbrowser true|false ]
[ --icon icon_name ]
[ --hints hint...]
[ --ldapusers user_dn... ]
[ --ldapgroups group_dn... ]
[ --ldapsearch search_string... ]
} | --file file

オプシ ョ ン 説明 詳細情報

--name ドキュ メ ン ト オブジェク ト の名前。 661 ページの 「 名前 」

--url ドキュ メ ン ト オブジェク ト の リ ンクをク リ ッ ク
したと きに表示される  URL (Uniform Resource 
Locator) 。

683 ページの 「 URL 」

--description オブジェ ク トのテキス トによる説明。 611 ページの 「 コ メ ン ト 」

--newbrowser 新しいブラウザウ ィ ン ド ウにドキュ メン ト を表
示します。

702 ページの 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ : 新規ブ
ラウザウ ィ ン ド ウ 」

--icon アプ リ ケーシ ョ ンの Webtop アイコン 。 639 ページの 「 アイコン 」

--hints アプ リ ケーシ ョ ンに対する追加の 「 名前 - 値 」
データを含む文字列。

634 ページの 「 ヒ ン ト 」

--ldapusers 指定した LDAP ユーザーにアプ リ ケーシ ョ ンを
割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユーザー
プロファ イル 」 タブ 」

--ldapgroups 指定した LDAP グループにアプ リ ケーシ ョ ンを
割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユーザー
プロファ イル 」 タブ 」

--ldapsearch LDAP 検索条件に一致するユーザーにアプ リ ケ
ーシ ョ ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユーザー
プロファ イル 」 タブ 」

--file アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散を設定す
る一式のコマンドを格納したバッチファ イル。
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使用例

次の例では、 PhoneList とい う名前の新しいドキュ メン トオブジェ ク ト を作成し
ます。

次の例では、 「 here-document 」 と して定義したバッチスク リプ ト を使って、 2 つ
のドキュ メン トオブジェ ク ト を作成します。あるいは、バッチスク リプ ト をファ イル
に保存して、それを  --file filename を使用して参照するこ と もできます。

tarantella object new_dynamicapp

1 つ以上の動的アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。 568 ページの 「 動的ア
プ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト 」 を参照して ください。

$ tarantella object new_doc \
--name "o=applications/ou=Finance/ou=Administration/cn=Phone List" \
--url http://newyork.indigo-insurance.com \
--newbrowser false

$ tarantella object new_doc --file - <<EOF
--name "o=applications/ou=Finance/ou=Administration/cn=Phone List"
--url http://newyork.indigo-insurance.com
--newbrowser false
--name "o=applications/cn=Indigo Insurance web site"
--url http://www.indigo-insurance.com
--newbrowser true
EOF
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

次の例では、 windows タイプのマッピングが設定された、 desktopApp とい う名前
の新しい動的アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。

tarantella object new_dynamicapp {
--name obj
--mapping [type=application]

[ --description text ]
[ --icon icon ]
} | --file file

オプシ ョ ン 説明 詳細情報

--name 動的アプ リ ケーシ ョ ンの名前。 661 ページの 「 名前 」

--mapping type 文字列とアプ リ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの名前の間
のマッピング 。

654 ページの 「 「 Mappings
」 タブ 」

--description オブジェク トのテキス トによる説明。 611 ページの 「 コ メ ン ト 」

--icon アプ リ ケーシ ョ ンの Webtop アイコン 。 639 ページの 「 アイコン 」

--file 動的アプ リ ケーシ ョ ンオブジェ ク ト を作成する一式のコ
マンドを格納したバッチファ イル。

$ tarantella object new_dynamicapp \
--name "o=applications/cn=desktopApp" \
--mapping windows="o=applications/cn=windows_desktop"
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tarantella object new_group

1 つ以上のグループオブジェク ト を作成します。 565 ページの 「 グループオブジェク
ト 」 を参照して ください。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

複数のオブジェク ト を一括で作成するには、 --file オプシ ョ ンを使用します。
他のオプシ ョ ンは、 1 つのオブジェク ト を作成する場合に使用します。

tarantella object new_group {
--name obj

[ --description text ]
[ --member obj... ]
[ --ldapusers user_dn... ]
[ --ldapgroups group_dn... ]
[ --ldapsearch search_string... ]
} | --file file

オプシ ョ ン 説明 詳細情報

--name グループオブジェク トの名前。 661 ページの 「 名前 」

--description オブジェ ク トのテキス トによる説明。 611 ページの 「 コ メ ン ト 」

--member グループオブジェク トのメ ンバー。 655 ページの 「 「 メ ンバー 」 タブ 」

--ldapusers 指定した LDAP ユーザーにアプ リ ケーシ ョ ン
を割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユーザー
プロファ イル 」 タブ 」

--ldapgroups 指定した LDAP グループにアプ リ ケーシ ョ ン
を割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユーザー
プロファ イル 」 タブ 」

--ldapsearch LDAP 検索条件に一致するユーザーにアプ リ
ケーシ ョ ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユーザー
プロファ イル 」 タブ 」

--file アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散を設
定する一式のコマンドを格納したバッチファ
イル。
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使用例

次の例では、新規グループオブジェク ト を 、共通名を  WinHosts と して作成し 、組
織単位 appservers に所属させます。 このグループのメンバーは、 3 つのアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバー rome 、 brussels 、および berlin のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブ
ジェク トにな り ます。

次の例では、 「 here-document 」 と して定義したバッチスク リプ ト を使って、 3 つ
のグループオブジェク ト を作成します。作成したグループに、 メ ンバーはいません。
あとで、 コマンド行で tarantella object add_member コマンドを使って、 メ
ンバーを追加できます。あるいは、バッチスク リプ ト をファ イルに保存して、それを  
--file filename を使用して参照するこ と もできます。

tarantella object new_host

1 つ以上のアプリ ケーシ ョ ンサーバーまたは動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジ
ェク ト を作成します。 558 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト 」  お
よび 569 ページの 「 動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト 」  を参照して くだ
さい。

形式

アプリ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの場合は、次の形式を使用します。

$ tarantella object new_group \
--name "o=appservers/cn=WinHosts" \
--member "o=appservers/ou=Sales/cn=rome" \
--member "o=appservers/cn=brussels" \
--member "o=appservers/ou=Marketing/cn=berlin" 

$ tarantella object new_group --file - <<EOF
--name "o=appservers/cn=WinHosts"
--name "o=appservers/cn=UNIXHosts"
--name "o=applications/cn=Applications"
EOF

tarantella object new_host {
--name obj

[ --address address ]
[ --description text ]
[ --ntdomain dom ]
[ --available true|false ]
[ --auth trytta|nevertrytta|default ]
[ --location location ]
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動的アプリ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの場合は、次の形式を使用します。

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

[ --hostlocale ll_tt ]
[ --maxcount count ]
[ --userassign spec ]
} | --file file

tarantella object new_host {
--name obj

 --dynamic 
[ --description text ]
[ --auth trytta|nevertrytta|default ]
[ --vsbclass classname ]
[ --vsbparams params ]
} | --file file

オプシ ョ ン 説明 詳細情報

--name 割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを追
加するオブジェク ト の名前。

661 ページの 「 名前 」

--ÉAÉhÉåÉX アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのネッ ト ワークア
ド レス 。

574 ページの 「 アド レス 」

--dynamic 動的アプリ ケーショ ンサーバーを作成します。  569 ページの 「 動的アプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバーオブジェク ト 」

--description オブジェク トのテキス トによる説明。 611 ページの 「 コ メ ン ト 」

--ntdomain アプ リ ケーシ ョ ンサーバー認証に使用される  
Windows ド メ イン 。

624 ページの 「 ド メ イン名 」

--available このアプ リ ケーシ ョ ンサーバーでアプ リ ケー
シ ョ ンを実行できるかど うかを指定します。

583 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ン起動 」

--auth そのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー用にキャ ッシ
ュ されているパスワードがない場合に、その
サーバー上でのユーザー認証に使用するポ リ
シーを指定します。

665 ページの 「 パスワードキャ ッシュの
使用 」

--èÍèä アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのロケーシ ョ ンを
記述する文字列。負荷分散に使用されます。

647 ページの 「 負荷分散グループ 」

--hostlocale アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのデフォル ト言語
設定。

668 ページの 「 プロンプ トのロケール 」
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注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

次の例では、新規アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を 、共通名を  paris と し
て作成し 、組織単位オブジェク ト  Finance に所属させます。所属先は既存のオブジ
ェク トでなければな り ません。

次の例では、ユーザー定義の SGD ブローカを使用する 、新しい動的アプ リ ケーシ ョ
ンサーバーオブジェク ト 、 MyBroker を作成します。

--vsbclass 仮想サーバーブローカ (VSB) の完全指定ク ラ
ス名。  
動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのみ。  

687 ページの 「 仮想サーバーブローカク
ラス 」

--vsbparams VSB に渡されるパラ メータ 。

動的アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのみ。  
688 ページの 「 仮想サーバーブローカパ
ラ メータ 」

--maxcount アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで同時に実行でき
るアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの 大数。

655 ページの 「 大数 」

--userassign アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上でアプ リ ケーシ
ョ ンを実行できるユーザーを指定します。

684 ページの 「 ユーザー割り当て 」

--file 割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを追
加する一式のコマンドを格納したバッチファ
イル。

$ tarantella object new_host \
--name "o=appservers/ou=Finance/cn=paris" \
--address paris.indigo-insurance.com \
--auth default \
--location Europe-north

$ tarantella object new_host --dynamic \
--name "o=appservers/cn=MyBroker" \
--vsbclass com.sun.sgd.vsbim.UserDefinedSGDBroker 

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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次の例では、 「 here-document 」 と して定義したバッチスク リプ ト を使って、 3 つ
のアプリ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト を作成します。あるいは、バッチスク リ
プ ト をファ イルに保存して、それを  --file filename を使用して参照するこ と もでき
ます。

tarantella object new_org

形式

1 つ以上の組織オブジェク ト を作成します。 561 ページの 「 ディ レク ト リ : 組織オブ
ジェク ト 」 を参照して ください。

$ tarantella object new_host --file - <<EOF
--name "o=appservers/ou=Finance/cn=paris"
--address paris.indigo-insurance.com
--name "o=appservers/cn=brussels"
--address brussels.indigo-insurance.com
--name "o=appservers/ou=IT/cn=london"
--address london.indigo-insurance.com
EOF

tarantella object new_org {
--name obj 

[ --description text ]
 [ --conntype type_spec... ]

 [ --cdm drive_spec... ]
 [ --userprintingconfig true|false ]

 [ --mapprinters 2|1|0 ]
[ --pdfenabled 1|0 ]
[ --pdfviewerenabled 1|0 ]
[ --pdfdriver driver_name ]
 [ --pdfisdefault 1|0 ]
 [ --pdfviewerisdefault 1|0 ]
 [ --links obj... ]
[ --editprofile 2|1|0 ]
 [ --clipboard 2|1|0 ]
 [ --serialport 2|1|0 ]
 } | --file file
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説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

オプシ ョ ン 説明 詳細情報

--name SGD データス ト ア内の組織オブジェク ト
の名前。

661 ページの 「 名前 」

--description オブジェク トのテキス トによる説明。 611 ページの 「 コ メ ン ト 」

--conntype ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバー間
で許可される接続。

614 ページの 「 接続 」

--cdm アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で動作して
いるアプ リ ケーシ ョ ンからアクセスでき
る  Microsoft Windows ク ラ イアン トデバ
イス上のド ラ イブ。

597 ページの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イブマ
ッピング 」

--userprintingconfig ユーザー固有の印刷設定を有効にします。 601 ページの 「 ク ラ イアン ト印刷 : 上書
き 」

--mapprinters ユーザーが Windows アプ リ ケーシ ョ ン
から印刷できる ク ラ イアン トプ リ ンタ 。

600 ページの 「 ク ラ イアン ト印刷 」

--pdfenabled ユーザーが SGD の 「 Universal PDF 
Printer 」 プ リ ンタを使用して Windows 
アプ リ ケーシ ョ ンから印刷できるよ うに
します。

681 ページの 「 Universal PDF プ リ ンタ
」

--pdfviewerenabled ユーザーが SGD の 「 Universal PDF 
Viewer 」 プ リ ンタを使用して Windows 
アプ リ ケーシ ョ ンから印刷できるよ うに
します。

682 ページの 「 Universal PDF ビューア
」

--pdfdriver Windows アプ リ ケーシ ョ ンからの印刷時
に SGD PDF (Portable Document Format) 
印刷で使用するプ リ ンタ ド ラ イバ。

666 ページの 「 Postscript プ リ ンタ ド ラ
イバ 」

--pdfisdefault Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷する
際のク ラ イアン トのデフォル トプ リ ンタ
と して SGD の 「 Universal PDF Printer
」 プ リ ンタを設定します。

652 ページの 「 Universal PDF プ リ ンタ
をデフォル トにする 」

--pdfviewerisdefault Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷する
場合のク ラ イアン トのデフォル トプ リ ン
タ と して SGD の 「 Universal PDF 
Viewer 」 プ リ ンタを設定します。

653 ページの 「 Universal PDF ビューア
をデフォル トにする 」

--links 割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンク
を定義します。  

586 ページの 「 「 割り当て済みのアプ リ
ケーシ ョ ン 」 タブ 」

--editprofile SGD ク ラ イアン トで使用するプロファ イ
ルをユーザーが作成および編集できるか
ど うかを指定します。

603 ページの 「 ク ラ イアン トプロファ イ
ルの編集 」
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複数のオブジェク ト を一括で作成するには、 --file オプシ ョ ンを使用します。他の
オプシ ョ ンは、 1 つのオブジェク ト を作成する場合に使用します。

使用例

次の例では、新規組織オブジェク ト を Indigo Insurance という名前で作成します。
組織内のすべてのユーザーは、 OU またはユーザープロファ イルオブジェク トに別の
接続タイプが設定されていないかぎ り 、セキュア (SSL ベース ) 接続を使用します。

次の例では、 「 here-document 」 と して定義したバッチスク リプ ト を使って、 2 つ
の組織オブジェク ト を作成します。あるいは、バッチスク リプ ト をファ イルに保存し
て、それを  --file filename を使用して参照するこ と もできます。

tarantella object new_orgunit

1 つ以上の組織単位 (OU) オブジェク ト を作成します。 562 ページの 「 ディ レク ト リ : 
組織単位オブジェク ト 」 を参照して ください。

--clipboard Windows または X アプ リ ケーシ ョ ンセ
ッシ ョ ンでユーザーがコピー＆ペース ト
を使用できるかど うかを指定します。

617 ページの 「 コピー＆ペース ト 」

--serialport ユーザーがク ラ イアン トデバイス上のシ
リ アルポートに Windows アプ リ ケーシ
ョ ンからアクセスできるかど うか。

671 ページの 「 シ リ アルポート マッピン
グ 」

--file 組織階層内に複数のオブジェ ク ト を作成
するのに使うバッチファ イル。

$ tarantella object new_org \
--name "o=Indigo Insurance" \
--conntype '*:*:SSL'

$ tarantella object new_org --file - <<EOF
--name "o=Indigo Insurance"
--name "o=Indigo Insurance Services"
EOF

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

tarantella object new_orgunit {
--name obj

[ --description text ]
 [ --inherit true|false ]
 [ --conntype type_spec... ]
[ --cdm drive_spec... ]

 [ --userprintingconfig 1|0 ]
 [ --mapprinters 2|1|0 ]
 [ --pdfenabled 1|0 ]
 [ --pdfviewerenabled 1|0 ]
 [ --pdfdriver driver_name ]
 [ --pdfisdefault 1|0 ]
 [ --pdfviewerisdefault 1|0 ]
 [ --links obj... ]
 [ --editprofile 2|1|0 ]
[ --clipboard 2|1|0 ]
[ --serialport 2|1|0 ]
 } | --file file

オプシ ョ ン 説明 詳細情報

--name SGD データス ト ア内の組織単位オブジェク
トの名前。

661 ページの 「 名前 」

--description オブジェク トのテキス トによる説明。 611 ページの 「 コ メ ン ト 」

--inherit オブジェク ト の割り当て済みアプ リ ケーシ
ョ ンに、オブジェク ト の親の割り当て済み
アプ リ ケーシ ョ ンも含めるかど うかを指定
します。

640 ページの 「 割り当て済みア
プ リ ケーシ ョ ンを親から継承す
る 」

--conntype ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバー間で
許可される接続。

614 ページの 「 接続 」

--cdm アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で動作してい
るアプ リ ケーシ ョ ンからアクセスできる  
Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイス
上のド ラ イブ。

597 ページの 「 ク ラ イアン ト ド
ラ イブマッピング 」

--userprintingconfig ユーザー固有の印刷設定を有効にします。 601 ページの 「 ク ラ イアン ト印
刷 : 上書き 」

--mapprinters ユーザーが Windows アプ リ ケーシ ョ ンから
印刷できる ク ラ イアン トプ リ ンタ 。

600 ページの 「 ク ラ イアン ト印
刷 」
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複数のオブジェク ト を一括で作成するには、 --file オプシ ョ ンを使用します。
他のオプシ ョ ンは、 1 つのオブジェク ト を作成する場合に使用します。

使用例

次の例では、新規 OU オブジェク ト を  IT とい う名前で作成し 、組織オブジェク ト  
Indigo Insurance に所属させます。所属先は既存のオブジェク トでなければな り
ません。 この OU は、親である組織オブジェク トから割り当て済みアプリ ケーシ ョ ン

--pdfenabled ユーザーが SGD の 「 Universal PDF Printer
」 プ リ ンタを使用して Windows アプ リ ケー
シ ョ ンから印刷できるよ うにします。

681 ページの 「 Universal PDF 
プ リ ンタ 」

--pdfviewerenabled ユーザーが SGD の 「 Universal PDF 
Viewer 」 プ リ ンタを使用して Windows ア
プ リ ケーシ ョ ンから印刷できるよ うにし
ます。

682 ページの 「 Universal PDF 
ビューア 」

--pdfdriver Windows アプ リ ケーシ ョ ンからの印刷時に 
SGD PDF 印刷で使用するプリ ンタド ライバ。

666 ページの 「 Postscript プ リ
ンタ ド ラ イバ 」

--pdfisdefault Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷する際
のク ラ イアン トのデフォル トプ リ ンタ と し
て SGD の 「 Universal PDF Printer 」 プ リ
ンタを設定します。

652 ページの 「 Universal PDF 
プ リ ンタをデフォル トにする 」

--pdfviewerisdefault Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷する場
合のク ラ イアン トのデフォル トプ リ ンタ と
して SGD の 「 Universal PDF Viewer 」 プ
リ ンタを設定します。

653 ページの 「 Universal PDF 
ビューアをデフォル トにする 」

--links オブジェク ト の割り当て済みアプリ ケーシ
ョ ンを定義します。  

586 ページの 「 「 割り当て済み
のアプ リ ケーシ ョ ン 」 タブ 」

--editprofile SGD ク ラ イアン ト で使用するプロファ イル
をユーザーが作成および編集できるかど う
かを指定します。

603 ページの 「 ク ラ イアン トプ
ロファ イルの編集 」

--clipboard Windows または X アプ リ ケーシ ョ ンセッシ
ョ ンでユーザーがコピー＆ペース ト を使用
できるかど うかを指定します。

617 ページの 「 コピー＆ペース
ト 」

--serialport ユーザーがク ラ イアン トデバイス上のシ リ
アルポートに Windows アプ リ ケーシ ョ ンか
らアクセスできるかど うか。

671 ページの 「 シ リ アルポート
マッピング 」

--file 組織階層内に複数のオブジェ ク ト を作成す
るのに使うバッチファ イル。

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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を継承します。 OU 内のすべてのユーザーは、ユーザープロファ イルオブジェク ト
に別の接続タイプが設定されていないかぎ り 、セキュア (SSL ベース ) 接続を使用し
ます。

次の例では、 「 here-document 」 と して定義したバッチスク リプ ト を使って、 3 つ
の OU オブジェク ト を作成します。 OU Administarion は、作成したばかりの OU 
Finance に属します。あるいは、バッチスク リプ ト をファ イルに保存して、それを  
--file filename を使用して参照するこ と もできます。

tarantella object new_person

1 つ以上のユーザープロファ イルオブジェク ト を作成します。 566 ページの 「 ユーザ
ープロファ イルオブジェク ト 」 を参照して ください。

$ tarantella object new_orgunit \
--name "o=Indigo Insurance/ou=IT" \
--inherit true --conntype '*:*:SSL'

$ tarantella object new_orgunit --file - <<EOF
--name "o=Indigo Insurance/ou=IT"
--name "o=Indigo Insurance/ou=Finance"
--name "o=Indigo Insurance/ou=Finance/ou=Administration"
EOF
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

tarantella object new_person {
--name obj
--surname surname

[ --description text ]
 [ --user user ]

 [ --email name@domain ]
[ --ntdomain dom ]
[ --inherit true|false ]
 [ --shared true|false ]
[ --enabled true|false ]
 [ --conntype type_spec... ]
[ --cdm drive_spec... ]
[ --keymap keymap ]
[ --bandwidth limit ]
 [ --links obj... ]
[ --userprintingconfig 1|0 ]
 [ --mapprinters 2|1|0 ]
 [ --pdfenabled 1|0 ]
 [ --pdfviewerenabled 1|0 ]
 [ --pdfdriver driver_name ]
 [ --pdfisdefault 1|0 ]
 [ --pdfviewerisdefault 1|0 ]
 [ --editprofile 2|1|0 ]
 [ --clipboard 2|1|0 ]
 [ --serialport 2|1|0 ]
 } | --file file

オプシ ョ ン 説明 詳細情報

--name SGD データスト ア内のオブジェク ト の共通名。 661 ページの 「 名前 」

--surname ユーザープロファ イルに使用する姓 ( 名字 ) 。 678 ページの 「 姓 」

--description オブジェク トのテキス トによる説明。 611 ページの 「 コ メ ン ト 」

--user ユーザープロファ イルの名前を使用します。
通常は、 UNIX® システムユーザー名です。

650 ページの 「 ログイン名 」

--email ユーザープロファ イルの電子メールアドレス 。 624 ページの 「 電子メールアドレ
ス 」

--ntdomain アプ リ ケーシ ョ ンサーバー認証に使用される  
Windows ド メ イン 。

624 ページの 「 ド メ イン名 」
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--inherit オブジェク トの割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ン
に、オブジェク ト の親の割り当て済みアプ リ ケ
ーシ ョ ンも含めるかど うかを指定します。

640 ページの 「 割り当て済みアプ
リ ケーシ ョ ンを親から継承する 」

--shared ユーザープロファ イルオブジェク ト を  1 人の
ユーザーが使用するか、 「 guest 」 アカウン ト
を使って複数のユーザーで共有するかを指定し
ます。

649 ページの 「 ログイン : 複数 」

--enabled このユーザープロファ イルオブジェク ト を使っ
て、他のユーザーがログインできるかど うかを
指定します。

648 ページの 「 ログイン 」

--conntype ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバー間で許
可される接続を定義します。

614 ページの 「 接続 」

--cdm ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンからアクセスでき
る  Microsoft Windows ク ラ イアン トデバイス
上のド ラ イブ。

597 ページの 「 ク ラ イアン ト ド ラ
イブマッピング 」

--keymap キーボードマップファ イルのパス名。  642 ページの 「 キーボードマップ
」

--bandwidth この人物がアプ リ ケーシ ョ ンで使用できる 大
帯域幅。

595 ページの 「 帯域幅の制限 」

--links オブジェク トの割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ン
を定義します。

586 ページの 「 「 割り当て済みの
アプ リ ケーシ ョ ン 」 タブ 」

--userprintingconfig ユーザー固有の印刷設定を有効にします。 601 ページの 「 ク ラ イアン ト印刷 : 
上書き 」

--mapprinters ユーザーが Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印
刷できる ク ラ イアン トプ リ ンタ 。

600 ページの 「 ク ラ イアン ト印刷
」

--pdfenabled ユーザーが SGD の 「 Universal PDF Printer 」
プ リ ンタを使用して Windows アプ リ ケーシ ョ
ンから印刷できるよ うにします。

681 ページの 「 Universal PDF プ
リ ンタ 」

--pdfviewerenabled ユーザーが SGD の 「 Universal PDF Viewer 」
プ リ ンタを使用して Windows アプ リ ケーシ ョ
ンから印刷できるよ うにします。

682 ページの 「 Universal PDF ビ
ューア 」

--pdfdriver Windows アプ リ ケーシ ョ ンからの印刷時に 
SGD PDF 印刷で使用するプ リ ンタ ド ラ イバ。

666 ページの 「 Postscript プ リ ン
タ ド ラ イバ 」

--pdfisdefault Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷する際の
ク ラ イアン トのデフォル トプ リ ンタ と して 
SGD の 「 Universal PDF Printer 」 プ リ ンタを
設定します。

652 ページの 「 Universal PDF プ
リ ンタをデフォル トにする 」

--pdfviewerisdefault Windows アプ リ ケーシ ョ ンから印刷する際の
ク ラ イアン トのデフォル トプ リ ンタ と して 
SGD の 「 Universal PDF Viewer 」 プ リ ンタを
設定します。

653 ページの 「 Universal PDF ビ
ューアをデフォル トにする 」

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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複数のオブジェク ト を一括で作成するには、 --file オプシ ョ ンを使用します。他の
オプシ ョ ンは、 1 つのオブジェク ト を作成する場合に使用します。

使用例

次の例では、新規組織オブジェク ト を  Indigo Insurance とい う名前で作成します。
Indigo は、組織オブジェク トから割り当て済みアプリ ケーシ ョ ンを継承します。

次の例では、 「 here-document 」 と して定義したバッチスク リプ ト を使って、 3 つ
のユーザープロファ イルオブジェク ト を作成します。あるいは、バッチスク リプ ト を
ファ イルに保存して、それを  --file filename を使用して参照するこ と もできます。

tarantella object new_windowsapp

1 つ以上の Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。
569 ページの 「 Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト 」 を参照して ください。

--editprofile SGD ク ラ イアン トで使用するプロファ イルを
ユーザーが作成および編集できるかど うかを指
定します。

603 ページの 「 ク ラ イアン トプロ
ファ イルの編集 」

--clipboard X または Windows アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ
ンでユーザーがコピー＆ペース ト を使用できる
かど うかを指定します。

617 ページの 「 コピー＆ペース ト
」

--serialport ユーザーがク ラ イアン トデバイス上のシ リ アル
ポートに Windows アプ リ ケーシ ョ ンからアク
セスできるかど うか。

671 ページの 「 シ リ アルポート マ
ッピング 」

--file 組織階層内に複数のオブジェ ク ト を作成するの
に使うバッチファ イル。

$ tarantella object new_person \
--name "o=Indigo Insurance/cn=Indigo Jones" \
--surname Jones --user indigo \
--email indigo@indigo-insurance.com --inherit true

$ tarantella object new_person --file - <<EOF
--name "o=Indigo Insurance/cn=Indigo Jones" --surname Jones
--name "o=Indigo Insurance/ou=IT/cn=Bill Orange" --surname Orange
--name "o=Indigo Insurance/ou=Finance/cn=Mulan Rouge" --surname Rouge
EOF

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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形式

tarantella object new_windowsapp {
--name obj
--width pixels
--height pixels 

[ --description text ]
[ --winproto wts|none ]
[ --trylocal true|false ]
[ --ntdomain dom ]
 [ --app pathname ]
 [ --args args ]
 [ --appserv obj... ]
 [ --workingdir dir ]
 [ --resumable never|session|always ]
 [ --displayusing independent|kiosk|seamless ]
 [ --maxinstances 0|instances ]
 [ --maximize true|false ]
 [ --scalable true|false ]
 [ --depth 8|16|24/32 ]
 [ --icon icon_name ]
[ --hints hint...]
[ --compression automatic|on|off ]
 [ --execution automatic|inorder|optimized ]
 [ --interlaced automatic|on|off ]
 [ --accel true|false ]
 [ --delayed true|false ]
 [ --winmgr command... ]
 [ --login script ]
[ --protoargs args ]
 [ --resumetimeout mins ]
 [ --middlemouse ms ]
 [ --euro unicode|iso8859-15 ]
 [ --dpi monitordpi ]
[ --lockkeymap true|false ]
 [ --loadbal default|cpu|memory|sessions ]
 [ --ldapusers user_dn... ]
 [ --ldapgroups group_dn... ]
[ --ldapsearch search_string... ]
 [ --clipboardlevel level ]
 [ --windowclose suspendsession|endsession ]
[ --cdm drive_spec... ]

 [ --appprintingconfig 1|0 ]
 [ --mapprinters 2|1|0 ]
 [ --pdfenabled 1|0 ]
 [ --pdfviewerenabled 1|0 ]
 [ --pdfdriver driver_name ]
 [ --pdfisdefault 1|0 ]
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説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

 [ --pdfviewerisdefault 1|0 ]
[ --allowkioskescape true|false ]
[ --swmopts true|false ]
[ --console 1|0 ]
[ --remotewindowkeys true|false ]
 [ --disablewallpaper 1|0 ]
 [ --disablefullwindowdrag 1|0 ]
 [ --disablemenuanimations 1|0 ]
 [ --disabletheming 1|0 ]
 [ --disablecursorshadow 1|0 ]
 [ --disablecursorsettings 1|0 ]
 [ --enablefontsmoothing 1|0 ]
 [ --noprintprefs 1|0 ]
 [ --remoteaudio 1|0 ]
 } | --file file

オプシ ョ ン 説明 詳細情報

--name SGD データス ト ア内のオブジェク ト の共
通名。

661 ページの 「 名前 」

--width アプリ ケーショ ンの幅 ( ピクセル単位 ) 。  698 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 
幅 」

--height アプ リ ケーシ ョ ンの高さ  
( ピクセル単位 ) 。  

695 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 
高さ 」

--description オブジェ ク トのテキス トによる説明。 611 ページの 「 コ メ ン ト 」

--winproto リ モー トデスク ト ッププロ ト コルを使用
してアプ リ ケーシ ョ ンサーバーから  
Windows アプ リ ケーシ ョ ンを実行する
かど うかを指定します。

675 ページの 「 SGD Remote 
Desktop Client 」

--trylocal ユーザーのク ラ イアン トデバイス上でア
プ リ ケーシ ョ ンの起動を試みるかど うか
を指定します。

647 ページの 「 ローカルク ラ イアン
ト起動 」

--ntdomain アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの認証プロセ
スに使用する  Windows ド メ イン 。

624 ページの 「 ド メ イン名 」

--app アプ リ ケーシ ョ ンのフルパス名。 576 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンコ
マンド 」

--args アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に使う コマン
ド行引数。

585 ページの 「 コマンドの引数 」
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--appserv アプ リ ケーシ ョ ンを実行できるアプ リ ケ
ーシ ョ ンサーバー。

636 ページの 「 「 ホス ト しているア
プ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブ 」

--workingdir アプ リ ケーシ ョ ンによって使用される作
業用ディ レク ト リ 。

702 ページの 「 作業用ディ レク ト リ
」

--resumable アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能動作。 578 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの
再開機能 」

--displayusing アプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに表示する
方法。

699 ページの 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」

--maxinstances ユーザーが同時に実行できるアプ リ ケー
シ ョ ンインスタンスの 大数。

663 ページの 「 セッシ ョ ン数 」

--maximize アプ リ ケーシ ョ ンの初期サイズ。 694 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 
ク ラ イアン トの 大サイズ 」

--scalable アプ リ ケーシ ョ ンの表示をウ ィ ン ド ウに
合わせて拡大縮小します。

697 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 
ウ ィ ン ド ウに合わせて拡大縮小する
」

--depth アプ リ ケーシ ョ ンの発色数。 605 ページの 「 発色数 」

--icon アプ リ ケーシ ョ ンの Webtop アイコン 。 639 ページの 「 アイコン 」

--hints アプ リ ケーシ ョ ンに対する追加の 「 名前
- 値 」 データを含む文字列。

634 ページの 「 ヒ ン ト 」

--compression AIP プロ ト コルが送信時にコマンドを圧
縮するかど うかを指定します。

609 ページの 「 コマンドの圧縮 」

--execution AIP プロ ト コルがコマンドを常に指定順
に実行するか、パフォーマンスを 高に
するために 適化するかを指定します。

610 ページの 「 コマンドの実行 」

--interlaced インターレースイ メージ伝送を有効にし
ます。

640 ページの 「 インターレースイ メ
ージ 」

--accel アプ リ ケーシ ョ ンの表示のグラフ ィ ッ ク
アクセラレーシ ョ ンを有効にします。

633 ページの 「 グラフ ィ ッ クアクセ
ラレーシ ョ ン 」

--delayed アプ リ ケーシ ョ ンの表示の遅延更新を有
効にします。

622 ページの 「 遅延更新 」

--winmgr アプ リ ケーシ ョ ンで使用するウ ィ ン ド ウ
マネージャー。

693 ページの 「 ウ ィ ン ド ウマネージ
ャー 」

--login アプ リ ケーシ ョ ンを起動するために使用
するログインスク リプ ト 。

651 ページの 「 ログインスク リプ ト
」

--protoargs SGD Remote Desktop Client で使用する
コマンド行引数。

584 ページの 「 Arguments 」

--resumetimeout アプ リ ケーシ ョ ンを再開可能にする時間 
( 分 ) 。

580 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの
再開機能 : タイムアウ ト 」

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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--middlemouse マウスの 2 つのボタンを使用してマウス
の中ボタンのク リ ッ クをエ ミ ュレー トす
る と きのタイムアウ ト 。

658 ページの 「 マウスの中ボタンの
タイムアウ ト 」

--euro ユーロ文字をサポートするのに、アプ リ
ケーシ ョ ンが必要とするキーコードマッ
ピング 。

627 ページの 「 ユーロ文字 」

--dpi SGD が X アプ リ ケーシ ョ ンにレポート
するモニターの解像度。

659 ページの 「 モニターの解像度 」

--lockkeymap アプ リ ケーシ ョ ンがキーボードマッピン
グを変更するのを防止します。

644 ページの 「 キーボードマップ : ロ
ッ ク 」

--loadbal 使用する負荷分散アルゴ リ ズム 。 577 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの
負荷分散 」

--ldapusers 指定した LDAP ユーザーにアプ リ ケーシ
ョ ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユ
ーザープロファ イル 」 タブ 」

--ldapgroups 指定した LDAP グループにアプ リ ケーシ
ョ ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユ
ーザープロファ イル 」 タブ 」

--ldapsearch LDAP 検索条件に一致するユーザーにア
プ リ ケーシ ョ ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユ
ーザープロファ イル 」 タブ 」

--clipboardlevel アプ リ ケーシ ョ ンのク リ ップボードセキ
ュ リ テ ィーレベル。

619 ページの 「 コピー＆ペース ト : ア
プ リ ケーシ ョ ンの Clipboard Security 
Level 」

--windowclose メ インのアプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ン ド ウを
閉じたと きのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ
ンへの影響。

688 ページの 「 ウ ィ ン ド ウを閉じる
アクシ ョ ン 」

--cdm アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で動作して
いるアプ リ ケーシ ョ ンからアクセスでき
る  Microsoft Windows ク ラ イアン トデ
バイス上のド ラ イブ。

597 ページの 「 ク ラ イアン ト ド ラ イ
ブマッピング 」

--appprintingconfig アプ リ ケーシ ョ ン固有の印刷設定を有効
にします。

601 ページの 「 ク ラ イアン ト印刷 : 上
書き 」

--mapprinters ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンから印刷で
きる ク ラ イアン トプ リ ンタ 。

600 ページの 「 ク ラ イアン ト印刷 」

--pdfenabled ユーザーが SGD の 「 Universal PDF 
Printer 」 プ リ ンタを使用してアプ リ ケー
シ ョ ンから印刷できるよ うにします。

681 ページの 「 Universal PDF プ リ
ンタ 」

--pdfviewerenabled ユーザーが SGD の 「 Universal PDF 
Viewer 」 プ リ ンタを使用してアプ リ ケ
ーシ ョ ンから印刷できるよ うにします。

682 ページの 「 Universal PDF ビュ
ーア 」

--pdfdriver アプ リ ケーシ ョ ンからの印刷時に SGD 
PDF 印刷で使用するプ リ ンタ ド ラ イバ。

666 ページの 「 Postscript プ リ ンタ ド
ラ イバ 」

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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--pdfisdefault アプ リ ケーシ ョ ンから印刷する際のク ラ
イアン トのデフォル トプ リ ンタ と して 
SGD の 「 Universal PDF Printer 」 プ リ
ンタを設定します。

652 ページの 「 Universal PDF プ リ
ンタをデフォル トにする 」

--pdfviewerisdefault アプ リ ケーシ ョ ンから印刷する際のク ラ
イアン トのデフォル トプ リ ンタ と して 
SGD の 「 Universal PDF Viewer 」 プ リ
ンタを設定します。

653 ページの 「 Universal PDF ビュ
ーアをデフォル トにする 」

--allowkioskescape キオスクモードのアプ リ ケーシ ョ ンのプ
ルダウンヘッダーを使用可能にします。

645 ページの 「 キオスクモードのエ
スケープ 」

--swmopts シームレスウ ィ ン ド ウモードで表示され
るアプ リ ケーシ ョ ンのローカルウ ィ ン ド
ウ階層を有効にします。一部の Borland 
アプ リ ケーシ ョ ン との互換性を確保する
ために必要とな り ます。

678 ページの 「 SWM ローカルウ ィ
ン ド ウ階層 」

--console アプ リ ケーシ ョ ンをコンソールモード  
( リ モー ト管理モード と も呼ばれる ) 
で起動します。

616 ページの 「 コンソールモード 」

--remotewindowkeys ウ ィ ン ド ウ管理キース ト ロークを リモー
ト セッシ ョ ンに送り ます。

692 ページの 「 ウ ィ ン ド ウ管理キー
」

--disablewallpaper 背景の壁紙を無効にします。 これによ り
、パフォーマンスが向上する可能性があ
り ます。

623 ページの 「 Cursor Shadow 」

--disablefullwindowdrag ウ ィ ン ド ウが移動される と きにその内容
を表示するオプシ ョ ンを無効にします。
これによ り 、パフォーマンスが向上する
可能性があ り ます。

632 ページの 「 Full Window Drag 」

--disablemenuanimations メニューと ヒ ン ト の切り替え効果を無効
にしますこれによ り 、パフォーマンスが
向上する可能性があ り ます。

657 ページの 「 メニューのアニメー
シ ョ ン 」

--disabletheming アプ リ ケーシ ョ ンのテーマを無効にしま
す。 これによ り 、パフォーマンスが向上
する可能性があ り ます。

680 ページの 「 Theming 」

--disablecursorshadow マウスポインタのシャ ド ウを無効にしま
す。 これによ り 、パフォーマンスが向上
する可能性があ り ます。

621 ページの 「 Cursor Shadow 」

--disablecursorsettings マウスポインタの配色とカスタマイズを
無効にします。 これによ り 、パフォーマ
ンスが向上する可能性があ り ます。

621 ページの 「 Cursor Settings 」

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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複数のオブジェク ト を一括で作成するには、 --file オプシ ョ ンを使用します。
他のオプシ ョ ンは、 1 つのオブジェク ト を作成する場合に使用します。

使用例

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ン  Write-o-Win 用の新しい Windows アプ リ ケーシ ョ ン
オブジェク ト を作成します。 このアプ リ ケーシ ョ ンは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー 
rome 上で実行されます。

tarantella object new_xapp

1 つ以上の X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。
572 ページの 「 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト 」 を参照して ください。

--enablefontsmoothing アプ リ ケーシ ョ ンのテキス トのフォン ト
スムージングを有効にします。 これによ
り 、テキス トが読みやすくなる可能性が
あ り ますが、パフォーマンスに影響する
可能性もあ り ます。

631 ページの 「 Font Smoothing 」

--noprintprefs 用紙サイズや印刷方向など 、プ リ ンタ設
定のキャ ッシュを無効にします。

668 ページの 「 プ リ ンタ設定のキャ
ッシュ 」

--remoteaudio オーディオを リモート アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーで再生します。

669 ページの 「 リモー トオーディオ
」

--file 組織階層内に複数のオブジェク ト を作成
するのに使うバッチファ イル。

$ tarantella object new_windowsapp \
--name "o=applications/cn=Write-o-Win" \
--width 1000  --height 800 \
--app c:\\programs\\apps\\write.exe \
--appserv "o=appservers/ou=Sales/cn=rome"

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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形式

tarantella object new_xapp {
--name obj
--width pixels
--height pixels 

[ --description text ]
 [ --app pathname ]
 [ --args args ]
 [ --appserv obj... ]
 [ --method rexec|telnet|ssh ]
 [ --resumable never|session|always ]
 [ --endswhen lastclient|windowmanager|windowmanageralone|
nowindows|loginscript|loginscriptnowindows ]
 [ --maxinstances 0|instances ]
 [ --displayusing clientwm|independent|kiosk|localx ]
 [ --maximize true|false ]
 [ --scalable true|false ]
 [ --depth 8|16|24|16/8|24/8|8/16|8/24 ]
 [ --icon icon_name ]
[ --hints hint...]

 [ --clipboardlevel level ]
 [ --roottype default|custom ]
 [ --rootcolor color ]
 [ --compression automatic|on|off ]
 [ --execution automatic|inorder|optimized ]
 [ --quality automatic|best|24|21|18|16|15|12|9|6 ]
 [ --interlaced automatic|on|off ]
[ --accel true|false ]
 [ --delayed true|false ]
 [ --ldapusers user_dn... ]
 [ --ldapgroups group_dn... ]
 [ --ldapsearch search_string... ]
 [ --loadbal default|cpu|memory|sessions ]
 [ --env setting... ]
 [ --login script ]
 [ --winmgr command... ]
[ --resumetimeout mins ]
 [ --middlemouse ms ]
 [ --force3button true|false ]
 [ --windowclose notifyapp|killapp|suspendsession|endsession ]
 [ --euro unicode|iso8859-15 ]
 [ --dpi monitordpi ]
 [ --keepopen true|false ]
 [ --lockkeymap true|false ]
 [ --share true|false ]
 [ --securityextension true|false ]
 [ --ssharguments args ]
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説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

 [ --unixaudiopreload true|false ]
[ --remotewindowkeys true|false ]
[ --allowkioskescape true|false ]
[ --allowsshdowngrade true|false ]
 } | --file file

オプシ ョ ン 説明 詳細情報

--name SGD データス ト ア内のオブジェク ト の共
通名。

661 ページの 「 名前 」

--width アプ リ ケーシ ョ ンの幅 ( ピクセル単位 ) 。  698 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 
幅 」

--height アプ リ ケーシ ョ ンの高さ  ( ピクセル単位 ) 。  695 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 
高さ 」

--description オブジェ ク トのテキス トによる説明。 611 ページの 「 コ メ ン ト 」

--app アプ リ ケーシ ョ ンのフルパス名。 576 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンコマ
ンド 」

--args アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に使う コマン ド行
引数。

585 ページの 「 コマンドの引数 」

--appserv アプ リ ケーシ ョ ンを実行できるアプ リ ケーシ
ョ ンサーバー。

636 ページの 「 「 ホス ト しているアプ
リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブ 」

--method SGD サーバーがアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
にアクセスして 、アプ リ ケーシ ョ ンを起動す
るのに使う機構。

613 ページの 「 接続方法 」

--resumable アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能動作。 578 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再
開機能 」

--endswhen アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを終了するタイ
ミ ング 。

674 ページの 「 セッシ ョ ン終了 」

--maxinstances ユーザーが同時に実行できるアプ リ ケーシ ョ
ンインスタンスの 大数。

663 ページの 「 セッシ ョ ン数 」

--displayusing アプ リ ケーシ ョ ンをユーザーに表示する
方法。

699 ページの 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」

--maximize アプ リ ケーシ ョ ンの初期サイズ。 694 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 
ク ラ イアン トの 大サイズ 」

--scalable アプ リ ケーシ ョ ンの表示をウ ィ ン ド ウに合わ
せて拡大縮小します。

697 ページの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 
ウ ィ ン ド ウに合わせて拡大縮小する 」
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--depth アプ リ ケーシ ョ ンの発色数。 605 ページの 「 発色数 」

--icon アプ リ ケーシ ョ ンの Webtop アイコン 。 639 ページの 「 アイコン 」

--hints アプ リ ケーシ ョ ンに対する追加の 「 名前 - 値
」 データを含む文字列。

634 ページの 「 ヒ ン ト 」

--clipboardlevel アプ リ ケーシ ョ ンのク リ ップボードセキュ リ
テ ィーレベル。

619 ページの 「 コピー＆ペース ト : ア
プ リ ケーシ ョ ンの Clipboard Security 
Level 」

--roottype ルート ウ ィ ン ド ウの外観。 691 ページの 「 ウ ィ ン ド ウの色 」

--rootcolor ルート ウ ィ ン ド ウの色。 692 ページの 「 ウ ィ ン ド ウの色 : カス
タム色 」

--compression AIP プロ ト コルが送信時にコマンドを圧縮す
るかど うかを指定します。

609 ページの 「 コマンドの圧縮 」

--execution AIP プロ ト コルがコマンドを常に指定順に実
行するか、パフォーマンスを 高にするため
に 適化するかを指定します。

610 ページの 「 コマンドの実行 」

--quality ク ラ イアン トデバイスで表示される実効発
色数。

607 ページの 「 カラー品質 」

--interlaced インターレースイメ ージ伝送を有効にします。 640 ページの 「 インターレースイ メー
ジ 」

--accel アプ リ ケーシ ョ ンの表示のグラフ ィ ッ クアク
セラレーシ ョ ンを有効にします。

633 ページの 「 グラフ ィ ッ クアクセラ
レーシ ョ ン 」

--delayed アプ リ ケーシ ョ ンの表示の遅延更新を有効に
します。

622 ページの 「 遅延更新 」

--ldapusers 指定した LDAP ユーザーにアプ リ ケーシ ョ
ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユー
ザープロファ イル 」 タブ 」

--ldapgroups 指定した LDAP グループにアプ リ ケーシ ョ
ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユー
ザープロファ イル 」 タブ 」

--ldapsearch LDAP 検索条件に一致するユーザーにアプ リ
ケーシ ョ ンを割り当てます。

588 ページの 「 「 割り当て済みのユー
ザープロファ イル 」 タブ 」

--loadbal 使用する負荷分散アルゴ リ ズム 。 577 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの負
荷分散 」

--env アプ リ ケーシ ョ ンを実行するのに必要な環境
変数の設定。

626 ページの 「 環境変数 」

--login アプ リ ケーシ ョ ンを起動するために使用する
ログインス ク リプ ト 。

651 ページの 「 ログインスク リプ ト 」

--winmgr アプ リ ケーシ ョ ンで使用するウ ィ ン ド ウマネ
ージャー。

693 ページの 「 ウ ィ ン ド ウマネージャ
ー 」

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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複数のオブジェク ト を一括で作成するには、 --file オプシ ョ ンを使用します。
他のオプシ ョ ンは、 1 つのオブジェク ト を作成する場合に使用します。

--resumetimeout アプ リ ケーシ ョ ンを再開可能にする時間 
( 分 ) 。

580 ページの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再
開機能 : タイムアウ ト 」

--middlemouse マウスの 2 つのボタンを使用してマウスの中
ボタンのク リ ッ クをエ ミ ュレートする と きの
タイムアウ ト 。

658 ページの 「 マウスの中ボタンのタ
イムアウ ト 」

--force3button アプ リ ケーシ ョ ンが 3 ボタンマウスだけをサ
ポートする こ とを指定します。

660 ページの 「 マウス 」

--windowclose メ インのアプ リ ケーシ ョ ンウ ィ ン ド ウを閉
じたと きのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンへの
影響。

688 ページの 「 ウ ィ ン ド ウを閉じるア
クシ ョ ン 」

--euro ユーロ文字をサポートするのに、アプ リ ケー
シ ョ ンが必要とするキーコードマッピング 。

627 ページの 「 ユーロ文字 」

--dpi SGD が X アプ リ ケーシ ョ ンにレポートする
モニターの解像度。

659 ページの 「 モニターの解像度 」

--keepopen アプ リ ケーシ ョ ンを起動する と きに使用する
接続を開いた状態にします。

641 ページの 「 起動接続をオープンし
たまま保持 」

--lockkeymap アプ リ ケーシ ョ ンがキーボードマッピングを
変更するのを防止します。

644 ページの 「 キーボードマップ : ロ
ッ ク 」

--share 類似アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンでの リ ソー
ス共有を有効にします。

676 ページの 「 類似セッシ ョ ン間で リ
ソースを共有 」

--securityextension アプ リ ケーシ ョ ンの X セキュ リ テ ィー拡張
機能を有効にします。

703 ページの 「 X セキュ リ テ ィー拡張
機能 」

--ssharguments ssh ク ラ イアン トのコマンド行引数。 616 ページの 「 接続方法 : SSH 引数 」

--unixaudiopreload SGD オーディオ リ ダイレク ト ラ イブラ リ を
有効にします。

594 ページの 「 オーディオ リ ダイレク
ト ラ イブラ リ 」

--remotewindowkeys ウ ィ ン ド ウ管理キース ト ロークを リモー ト セ
ッシ ョ ンに送り ます。

692 ページの 「 ウ ィ ン ド ウ管理キー 」

--allowkioskescape キオスクモードのアプ リ ケーシ ョ ンのプルダ
ウンヘッダーを使用可能にします。

645 ページの 「 キオスクモードのエス
ケープ 」

--allowsshdowngrade X11 転送が設定されていないか機能しないと
きに、 SGD が SSH の代わりに X11 接続を
試行できるよ うにします。

575 ページの 「 SSH のダウングレード
を許可 」

--file 組織階層内に複数のオブジェク ト を作成する
のに使うバッチファ イル。

オプシ ョ ン 説明 詳細情報
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使用例

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ン  XFinance 用の新規 X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト
を作成します。 このアプ リ ケーシ ョ ンはアプ リ ケーシ ョ ンサーバー paris 、 bonn 、
または lisbon で実行できます。 どのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを使用するかは、ア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散機能によって決定されます。

tarantella object remove_host

アプ リ ケーシ ョ ンを実行する と きにアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散に 利 用
できるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのリ ス トから 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーを削除し
ます。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

$ tarantella object new_xapp \
--name "o=applications/ou=Finance/cn=XFinance" \
--width 1000  --height 800 \
--app /usr/local/bin/xfinance \
--appserv "o=appservers/ou=Finance/cn=paris" \
"o=appservers/ou=Finance/cn=bonn" "o=appservers/cn=lisbon"

tarantella object remove_host { --name obj...
                                --host hobj...

} | --file file

オプシ ョ ン 説明

--name 負荷分散のために設定するアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の名前を指定します。

--host 負荷分散プールから削除するアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト の名前を指定します。

--file アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散を設定する一式のコマンドを格納したバッチファ イルを指
定します。
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使用例

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー rome をアプ リ ケーシ ョ ン  Slide-o-Win 用の
負荷分散プールから削除します。

次の例では、グループ WinHosts をアプ リ ケーシ ョ ン  Write-o-Win および 
Slide-o-Win 用の負荷分散プールから削除します。 WinHosts に含まれるすべてのア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーに対して、負荷分散が実行されな くな り ます。

tarantella object remove_link

オブジェク トの割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを削除します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

$ tarantella object remove_host \
--name "o=applications/cn=Slide-o-Win" \
--host "o=appservers/ou=Sales/cn=rome"

$ tarantella object remove_host \
--name "o=applications/cn=Write-o-Win" \
"o=applications/cn=Slide-o-Win" \
--host "o=appservers/cn=WinHosts"

tarantella object remove_link { --name obj...
                                --link lobj...

} | --file file

オプシ ョ ン 説明

--name リ ンクを削除するオブジェク ト の名前を指定します。

--link リ ンクを削除するオブジェク ト の名前を指定します。

--file リ ンクを削除する一式のコマンドを格納したバッチファ イルを指定します。
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注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

次の例では、 Violet Carson の割り当て済みアプリ ケーシ ョ ンから  Write-o-Win アプ
リ ケーシ ョ ンを削除します。

次の例では、グループ Applications を組織単位 Sales および Marketing の割り当て
済みアプリ ケーシ ョ ンから削除します。 これらの OU の一方から割り当て済みアプ リ
ケーシ ョ ンを継承しているすべてのユーザーの割り当て済みアプリ ケーシ ョ ンに、す
べてのアプ リ ケーシ ョ ンは表示されな くな り ます。たとえば、ユーザーがその OU に
所属していて、ユーザープロファ イルオブジェク トの 「 割り当て済みアプ リ ケーシ ョ
ンを親から継承する 」 が選択されている場合です。ただし 、別のと ころから継承して
いるアプ リ ケーシ ョ ンは表示されます。

tarantella object remove_mapping

動的アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トのタイプとアプ リ ケーシ ョ ンのマッピングを削除
します。 568 ページの 「 動的アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト 」 を参照して ください。

$ tarantella object remove_link \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Sales/cn=Violet Carson" \
--link "o=applications/cn=Write-o-Win"

$ tarantella object remove_link \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Sales" \
"o=Indigo Insurance/ou=Marketing" \
--link "o=applications/cn=Applications"
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

次の例では、共通名が winApp の動的アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トから 、
windows タイプのマッピングを削除します。

次の例では、 desktopApp とい う名前の動的アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トから 、
solaris タイプのマッピングを削除します。

tarantella object remove_mapping {
--name obj
--mappingtype [type]

} | --file file

オプシ ョ ン 説明 詳細情報

--name 動的アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの名前。 661 ページの 「 名前 」

--mappingtype 削除するマッピングのタイプ。 654 ページの 「 「 Mappings
」 タブ 」

--file マッピングを削除する一式のコマンドを格納したバッチ
ファ イル。

$ tarantella object remove_mapping \
--name "o=applications/cn=winApp" \
--mappingtype windows

$ tarantella object remove_mapping \
--name "o=applications/cn=desktopApp" \
--mappingtype solaris 
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tarantella object remove_member

グループからオブジェク ト を削除します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

アプリ ケーシ ョ ン Write-o-Win をグループ Applications から削除します。

次の例では、 3 つのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト  rome 、 brussels 、およ
び berlin を 、グループ WinHosts から削除します。

tarantella object remove_member { --name obj...
                                  --member mobj...
                                } | --file file

オプシ ョ ン 説明

--name メ ンバーを削除するグループオブジェク トの名前を指定します。

--member グループから削除するオブジェク ト の名前を指定します。

--file グループのメンバーを削除する一式のコマンドを格納したバッチファ イルを指定します。

$ tarantella object remove_member \
--name "o=applications/cn=Applications" \
--member "o=applications/cn=Write-o-Win"

$ tarantella object remove_member \
--name "o=appservers/cn=WinHosts" \
--member "o=appservers/ou=Sales/cn=rome" \
"o=appservers/cn=brussels" \
"o=appservers/ou=Marketing/cn=berlin"
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tarantella object rename

組織階層内のオブジェク トの名前を変更します。 またはオブジェク ト を移動します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

次の例では、ユーザープロファ イルオブジェク ト  Elizabeth Blue の名前を  Liz Blue 
に変更します。

次の例では、 Ginger Butcher を  組織単位 IT から  Sales に移動します。

tarantella object rename { --name obj...
--newname newobj...

} | --file file

オプシ ョ ン 説明

--name 名前を変更する 、 または移動するオブジェ ク ト の名前を指定します。

--newname オブジェク トの新しい名前を指定します。

--file オブジェク ト を移動する 、 またはオブジェ ク ト名を変更する一式のコマンドを格納したバッ
チファ イルを指定します。

$ tarantella object rename \
--name "o=Indigo Insurance/ou=Sales/cn=Elizabeth Blue" \
--newname "o=Indigo Insurance/ou=Sales/cn=Liz Blue"

$ tarantella object rename \
--name "o=Indigo Insurance/ou=IT/cn=Ginger Butcher" \
--newname "o=Indigo Insurance/ou=Sales/cn=Ginger Butcher"
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tarantella object script

tarantella object コマンドのバッチスク リプ ト を実行します。 または、 コマン
ドを対話形式で実行できるよ うにします。

形式

説明

バッチスク リプ トは、標準の tarantella object コマンドを  1 行に 1 コマンドず
つ、  tarantella object プ リ フ ィ ッ ク スを付けない形式で、格納しています。た
とえば、 tarantella object edit ではな く  edit を使用します。

バッチスク リプ トでは、 コマンドを複数行に分けて指定する場合、バッ クスラ ッシュ  
(\) を使って行を区切るこ とができます。シャープ記号 (#) で始まる行はコ メン ト と
見なされ、無視されます。

コマンドの値に二重引用符 (") またはバッ クスラ ッシュ  (\) 文字を含める必要がある
場合は、バッ クスラ ッシュでそれらを保護する必要があ り ます。たとえば、 --args 
オプシ ョ ンの値に 「 c:\ Program Files 」 を指定する場合は、次のよ うに入力する必
要があ り ます。
--args "\"c:\\Program Files\""

このコマンドは標準入力から読み取り ます。たとえば、 「 here-document 」 を使っ
て次のバッチスク リプ ト を実行できます。

標準入力が空の場合、 tarantella object コマンドを対話形式で実行できます。

使用例

次の例では、グループ Applications を組織単位 Sales および Marketing に追加し 、
Sales OU の 「 割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンを親から継承する 」 属性を  false に設定
します。

tarantella object script

$ tarantella object script <<EOF
commands
EOF

$ tarantella object script <<EOF
add_link
--name "o=Indigo Insurance/ou=Sales"
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tarantella passcache コマンド
このコマンドは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュを操作します。
SGD 管理者は、エン ト リ を作成、変更、削除、および検査できます。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関するヘ
ルプを表示するには、 tarantella passcache command --help コマンドを使
用します。

"o=Indigo Insurance/ou=Marketing"
--link "o=Indigo Insurance/cn=Applications"
edit
--name "o=Indigo Insurance/ou=Sales" --inherit false
EOF

tarantella passcache new | edit | list | delete

サブコマンド 説明 詳細情報

new パスワードキャ ッシュにエン ト リ を作成
します。

805 ページの 「 tarantella passcache new 」

edit パスワードキャ ッシュに格納されている
既存のエン ト リ を変更します。

801 ページの 「 tarantella passcache edit 」

list パスワードキャ ッシュの内容一覧を表示
します。

803 ページの 「 tarantella passcache list 」

delete パスワードキャ ッシュからエン ト リ を削
除します。

799 ページの 「 tarantella passcache delete 」
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使用例

次の例では、 SGD ユーザー Indigo Jones 用のパスワードキャ ッシュエン ト リ を 、ア
プ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト  prague で表したアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上
に作成します。

次の例では、 SGD ユーザー Indigo Jones 用のパスワードキャ ッシュに格納されてい
るエン ト リ を表示します。

tarantella passcache delete

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュに格納されているエン ト リ を削除
します。

注 - このコマンドを使用して、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上での認証のために常にス
マート カードを使用する とい う設定を削除するこ と もできます。

$ tarantella passcache new \
--person "o=Indigo Insurance/cn=Indigo Jones" \
--resource "o=appservers/cn=prague" \
--resuser indigo --respass rainbow

$ tarantella passcache list \
--person "o=Indigo Insurance/cn=Indigo Jones" 
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

--person 、 --anon 、 または --ldap のいずれも指定しない場合、指定した リ ソー
ス用のすべてのパスワードキャ ッシュエン ト リが削除されます。

--resource を指定しない場合、人物または匿名ユーザー用のすべてのパスワード
キャ ッシュエン ト リが削除されます。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

tarantella passcache delete { [--person pobj | --anon | --ldap ]
 [ --resource resource ]
} | --file file

オプシ ョ ン 説明

--person パスワードキャ ッシュエン ト リ を削除するユーザープロファ イルオブジェ
ク ト の名前を指定します。

--anon すべての匿名ユーザー用のパスワードキャ ッシュエン ト リ を削除します。

--ldap サービスオブジェ ク トのパスワードキャ ッシュエン ト リ を削除します。

--resource パスワードキャ ッシュエン ト リが適用されるアプ リ ケーシ ョ ンサーバー、
Microsoft Windows ド メ イン 、 またはサービスオブジェク ト の名前を指定
します。  
名前には、次のいずれかを指定できます。

• アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト  ( 例 : "o=appservers/cn=
paris") 。

• DNS 名 ( 例 : ".../_dns/paris.indigo-insurance.com") 。

• Windows ド メ イン  ( 例 :".../_wns/indigo.dom") 。

• アレイを意味する  ".../_array" これは、 SGD へのログインに使用す
るパスワードをキャ ッシュする場合に使用します。 665 ページの 「 パス
ワードキャ ッシュの使用 」 を参照して ください。

• サービスオブジェ ク ト名。 95 ページの 「 サービスオブジェ ク トの使用
法 」 を参照して ください。

--file 削除するパスワードキャ ッシュエン ト リ を格納したファ イルを指定します
。
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使用例

次の例では、ユーザー Indigo Jones 用のパスワードキャ ッシュエン ト リ をすべて削
除します。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー prague.indigo-insurance.com 上の匿名ユー
ザー用のパスワードキャ ッシュエン ト リ をすべて削除します。

次の例では、 east サービスオブジェク トのパスワードキャ ッシュエン ト リ を削除し
ます。

tarantella passcache edit

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュに格納されているエン ト リ を編集
します。

$ tarantella passcache delete \
--person "o=Indigo Insurance/cn=Indigo Jones"

$ tarantella passcache delete \
--anon --resource .../_dns/prague.indigo-insurance.com

$ tarantella passcache delete \
--ldap --resource east
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

tarantella passcache edit {
{ --person pobj | --anon | --ldap }

--resource resource
--resuser resuser

[ --respass respass ]
} | --file file

オプシ ョ ン 説明

--person パスワードキャ ッシュエン ト リ を編集するユーザープロファ イルオブジェ
ク ト の名前を指定します。

--anon 匿名ユーザー用のパスワードキャ ッシュエン ト リ を編集します。

--ldap サービスオブジェ ク トのパスワードキャ ッシュエン ト リ を編集します。

--resource パスワードキャ ッシュエン ト リが適用されるアプ リ ケーシ ョ ンサーバー、
Microsoft Windows ド メ イン 、 またはサービスオブジェク ト の名前を指定
します。  
名前には、次のいずれかを指定できます。

• アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト  ( 例 : "o=appservers/cn=
paris") 。

• DNS 名 ( 例 : ".../_dns/paris.indigo-insurance.com") 。

• Windows ド メ イン  ( 例 :".../_wns/indigo.dom") 。

• アレイを意味する  ".../_array" これは、 SGD へのログインに使用す
るパスワードをキャ ッシュする場合に使用します。
665 ページの 「 パスワードキャ ッシュの使用 」 を参照して ください。

• サービスオブジェ ク ト名。 95 ページの 「 サービスオブジェ ク トの使用
法 」 を参照して ください。

--resuser リ ソースのユーザー名を指定します。

--respass --resuser に関連させるパスワードを指定します。

このオプシ ョ ンを省略した場合、パスワードの入力を要求されます。

--file 編集するパスワード キャッ シュエント リ を格納したファ イルを指定します。
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使用例

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト  prague で表したアプ リ ケーシ
ョ ンサーバー上のユーザー Indigo Jones 用のパスワードキャ ッシュエン ト リ を編集
します。

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー paris.indigo-insurance.com 上の匿名ユーザ
ー用のパスワードキャ ッシュエン ト リ を編集します。

次の例では、 LDAP サービスオブジェク ト である 、 mainldap サービスオブジェク
ト のパスワードキャ ッシュエン ト リ を作成します。

次の例では、 Active Directory サービスオブジェク ト である 、 east サービスオブジ
ェク トのパスワードキャ ッシュエン ト リ を編集します。

tarantella passcache list

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュに格納されているエン ト リ を表示
します。

$ tarantella passcache edit \
--person "o=Indigo Insurance/cn=Indigo Jones" \
--resource "o=appservers/cn=prague" \
--resuser indigo --respass rainbow

$ tarantella passcache edit \
--anon --resource .../_dns/paris.indigo-insurance.com

$ tarantella passcache edit \
--ldap --resource mainldap \
--resuser cn=sgd-user,cn=Users,dc=example,dc=com \
--respass rainbow

$ tarantella passcache edit \
--ldap --resource east \
--resuser admin@east.example.com --respass rainbow
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

すべての引数を省略した場合、 または --format だけを指定した場合、パスワード
キャ ッシュに格納されているすべてのエン ト リが表示されます。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

tarantella passcache list { [ --person pobj | --anon | --ldap ]
                            [ --resource resource ]
                            [ --resuser resuser ]
                            [ --format text | xml ]
                          } | --file file

オプシ ョ ン 説明

--person パスワードキャ ッシュエン ト リ を表示するユーザープロファ イルオブジェ
ク ト の名前を指定します。

--anon 匿名ユーザー用のパスワードキャ ッシュエン ト リ を表示します。

--ldap サービスオブジェ ク トのパスワードキャ ッシュエン ト リ を表示します。

--resource 表示するアプ リ ケーシ ョ ンサーバー、 Microsoft Windows ド メ イン 、
またはサービスオブジェク トの名前を指定します。  
名前には、次のいずれかを指定できます。

• アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト  ( 例 : o=appservers/cn=paris)
。

• DNS 名 ( 例 : .../_dns/paris.indigo-insurance.com) 。

• Windows ド メ イン  ( 例 : .../_wns/indigo.dom) 。

• アレイを意味する 「 .../_array 」 。 これは、 SGD へのログインに使用す
るパスワードをキャ ッシュする場合に使用します。 665 ページの 「 パス
ワードキャ ッシュの使用 」 を参照して ください。

• サービスオブジェ ク ト名。 95 ページの 「 サービスオブジェ ク トの使用
法 」 を参照して ください。

--resuser 特定のユーザー名のパスワードキャ ッシュエン ト リ を表示します。

--format 出力形式を指定します。デフォル ト設定は text です。

--file 表示するパスワード キャッ シュエント リ を格納したファ イルを指定します。
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使用例

次の例では、 SGD ユーザー Indigo Jones 用のパスワードキャ ッシュに格納されてい
るエン ト リ を表示します。

次の例では、パスワードキャッシュに格納されているすべてのエン ト リ を表示します。

次の例では、 east サービスオブジェク トのパスワードキャ ッシュエン ト リ を表示し
ます。

tarantella passcache new

形式

説明

アプリ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュにエン ト リ を追加します。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

$ tarantella passcache list \
--person "o=Indigo Insurance/cn=Indigo Jones"

$ tarantella passcache list

$ tarantella passcache list \
--ldap --resource east

tarantella passcache new {
{ --person pobj | --anon | --ldap }
 --resource resource 
--resuser resuser 

[ --respass respass ]
} | --file file

オプシ ョ ン 説明

--person パスワードキャ ッシュエン ト リ を作成するユーザープロファ イルオブジェ
ク ト の名前を指定します。

--anon 匿名ユーザー用のパスワードキャ ッシュエン ト リ を作成します。

--ldap サービスオブジェ ク トのパスワードキャ ッシュエン ト リ を作成します。
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注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

次の例では、 SGD ユーザー Indigo Jones 用のパスワードキャ ッシュエン ト リ を 、
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト  prague で表したアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
上に作成します。

次の例では、パスワードの入力を要求するアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 
paris.indigo-insurance.com の匿名ユーザー用のパスワードキャ ッシュエン ト リ を作
成します。

--resource パスワードキャ ッシュエン ト リが適用されるアプ リ ケーシ ョ ンサーバー、
Microsoft Windows ド メ イン 、 またはサービスオブジェク ト の名前を指定
します。  
名前には、次のいずれかを指定できます。

• アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク ト  ( 例 : "o=appservers/cn=
paris") 。

• DNS 名 ( 例 : ".../_dns/paris.indigo-insurance.com") 。

• Windows ド メ イン  ( 例 :".../_wns/indigo.dom") 。

• アレイを意味する  ".../_array" これは、 SGD へのログインに使用す
るパスワードをキャ ッシュする場合に使用します。 665 ページの 「 パス
ワードキャ ッシュの使用 」 を参照して ください。

• サービスオブジェ ク ト名。 95 ページの 「 サービスオブジェ ク トの使用
法 」 を参照して ください。

--resuser リ ソースのユーザー名を指定します。

--respass --resuser に関連させるパスワードを指定します。

このオプシ ョ ンを省略した場合、パスワードの入力を要求されます。

--file パスワードキャ ッシュに追加するエン ト リ を格納したファ イルを指定し
ます。

$ tarantella passcache new \
--person "o=Indigo Insurance/cn=Indigo Jones" \
--resource "o=appservers/cn=prague" \
--resuser indigo --respass rainbow

$ tarantella passcache new --anon --resuser \
--resource .../_dns/paris.indigo-insurance.com

オプシ ョ ン 説明
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次の例では、 LDAP サービスオブジェク ト である 、 mainldap サービスオブジェク
ト のパスワードキャ ッシュエン ト リ を作成します。

次の例では、 Active Directory サービスオブジェク ト である 、 east サービスオブジ
ェク トのパスワードキャ ッシュエン ト リ を作成します。

tarantella print コマンド
このコマンドを使う と 、アレイ全体の SGD 印刷サービスを管理できます。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

$ tarantella passcache new \
--ldap --resource mainldap \
--resuser cn=sgd-user,cn=Users,dc=example,dc=com \
--respass rainbow

$ tarantella passcache new \
--ldap --resource east \
--resuser admin@example.com --respass rainbow

tarantella print start | stop | status | pause | resume | list | 
cancel | move

サブコマンド 説明 詳細情報

cancel 印刷ジ ョブをキャンセルします。 808 ページの 「 tarantella print cancel 」

list 印刷ジ ョブを表示します。 809 ページの 「 tarantella print list 」

move ある  SGD サーバーのキューにある印刷ジ ョ
ブを 、別の SGD サーバーに移動します。

811 ページの 「 tarantella print move 」

pause 印刷を一時停止します。 812 ページの 「 tarantella print pause 」

resume 印刷を再開します。 813 ページの 「 tarantella print resume 」
付録 D コマンド 807



注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関する
ヘルプを表示するには、 tarantella print command --help コマンドを使用し
ます。

使用例

次の例では、アレイの SGD 印刷サービスを開始します。

次の例では、 Bill Orange の印刷ジ ョブをすべて表示します。

tarantella print cancel

現在スプールされている  SGD の印刷ジ ョブをキャンセルします。

このコマンドはアレイのどの SGD サーバーでも実行できます。

start アレイの印刷サービスを開始します。 814 ページの 「 tarantella print start 」

status 印刷サービスに関する情報を表示します。 815 ページの 「 tarantella print status 」

stop アレイの印刷サービスを停止します。 816 ページの 「 tarantella print stop 」

$ tarantella print start

$ tarantella print list \
--person "o=Indigo Insurance/ou=IT/cn=Bill Orange"

サブコマンド 説明 詳細情報
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、 Bill Orange の印刷ジ ョブをキャンセルします。

次の例では、 SGD サーバー detroit 上の印刷ジ ョブをすべてキャンセルします。

tarantella print list

現在スプールされている印刷ジ ョブを表示します。  

このコマンドはアレイのどの SGD サーバーでも実行できます。

tarantella print cancel { 
--all | --person pobj... [--server serv]

| --server serv }

オプシ ョ ン 説明

--all アレイ全体のスプールされている印刷ジ ョブをすべてキャンセルします。

--jobid 指定したジ ョブ ID のジ ョブをキャンセルします。

--person 指定した各ユーザープロファ イルに所属するジ ョブをキャンセルします。  
ユーザープロファ イルは名前で指定する必要があ り ます。

--server を指定しないでこのオプシ ョ ンを使用する と 、指定した各ユー
ザープロファ イルのすべての印刷ジ ョブがキャンセルされます。

--server 指定した各 SGD サーバー上のジ ョブをキャンセルします。各サーバーは、
ピア DNS 名を使って指定します。

--person と と もにこのオプシ ョ ンを使用する と 、指定した各サーバー上
の指定した各ユーザープロファ イルの印刷ジ ョブがキャンセルされます。

$ tarantella print cancel \
--person "o=Indigo Insurance/ou=IT/cn=Bill Orange"

$ tarantella print cancel --server "detroit.indigo-insurance.com"
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

--jobid 、 --person 、 または --server を省略した場合、アレイ全体のすべての
印刷ジ ョブが表示されます。

使用例

次の例では、 Bill Orange の印刷ジ ョブをすべて 「 text 」 形式で表示します。

次の例では、 SGD サーバー detroit および chicago 上の Bill Orange と  Rusty 
Spanner の印刷ジ ョブを 「 text 」 形式で表示します。

tarantella print list 
{ --jobid id... | [ --person pobj... ] [ --server serv... ] }
[ --format text|brief ]

オプシ ョ ン 説明

--jobid 指定したジ ョブ ID のジ ョブを表示します。

--person 指定した各人物に所属するジ ョブを表示します。人物は名前で指定する必要
があ り ます。

--server 指定した SGD サーバーのジ ョブを表示します。各サーバーは、 ピア DNS 名
を使って指定します。

--person オプシ ョ ン と と もにこのオプシ ョ ンを使用する と 、そのサーバー
上で指定されたユーザープロファ イルのスプールされている印刷ジ ョブだけ
が表示されます。

--format 出力形式を指定します。

"text" 形式は、印刷ジ ョブ別に、ジ ョブ ID 、ジ ョブの所有者など印刷ジ ョブ
の各属性を  1 行に 1 つずつ格納したテキス ト を表示します。ジ ョブとジ ョブ
の間には、空行が 1 行入っています。 これはデフォルト値です。

"brief" 形式は、印刷ジ ョブの属性を  1 行で表示します。

$ tarantella print list \
--person "o=Indigo Insurance/ou=IT/cn=Bill Orange"

$ tarantella print list \
--person "o=Indigo Insurance/ou=IT/cn=Bill Orange" \
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tarantella print move

ある  SGD サーバーのキューにある印刷ジ ョブを 、別の SGD サーバーに移動します。

一時的に使用できない SGD サーバー上で 「 印刷されないままになっている 」 印刷ジ
ョブは、 このコマンドを使用して移動できます。

注 -  このコマンドで移動できるのは、 SGD の印刷待ち行列に現在入っている印刷ジ
ョブだけです。 SGD 印刷キューは /opt/tarantella/var/print/queue にあ り
ます。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

"o=Indigo Insurance/ou=IT/cn=Rusty Spanner" \
--server "detroit.indigo-insurance.com" \
"chicago.indigo-insurance.com"

tarantella print move --server serv [ --printer printer_name ]
[ --cups { y | n |auto } ]
[ --preserve ]

オプシ ョ ン 説明

--cups 印刷ジ ョブの移動元の SGD サーバーが CUPS (Common UNIX Printing 
System) を使用している こ とを指定します。

このオプシ ョ ンを使用しない場合は、デフォル ト値の auto が指定されてい
る と見なされ、 SGD は CUPS が使用されているかど うかを検出しよ う と し
ます。 CUPS が正し く検出されない場合は、 このオプシ ョ ンを使用して、
CUPS が使用されているこ と  (y) または使用されていないこ と  (n) を指定し
ます。
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使用例

次の例では、 コマンドを実行した SGD サーバー上の印刷ジ ョブを  SGD サーバー 
boston.indigo-insurance.com 上の tta_boston とい う名前のプリ ンタに移動します。

tarantella print pause

このコマンドはアレイのどの SGD サーバーでも実行できます。

SGD 印刷サービスを一時停止します。新規印刷ジ ョブのスプールは続行されますが、
tarantella print resume コマンドを使用して印刷サービスが再開されるまで印
刷されません。  

--server を使用しない場合は、アレイ全体の印刷サービスが一時停止します。

注 -  アレイの SGD サーバー上の印刷サービスを個別に一時停止する と 、ユーザーに
とっての問題が発生するこ とがあ り ます。印刷サービスを一時停止する場合は、常に
アレイ全体のサービスを一時停止して ください。

--preserve 印刷ジ ョブを指定した SGD サーバーに移動するのではな く 、 コピーします
。元の印刷ジ ョブは SGD 印刷キューに残り ます。

注 - 元の SGD サーバーで SGD 印刷サービスを再起動したと きに、それらの
印刷ジ ョブが削除されていなければ、印刷が実行されます。

--printer 印刷ジ ョブの移動先となる  SGD サーバー上のプ リ ンタ名。 この引数を空白
のままにしておく と 、デフォル トの tta_printer が使用されます。

--server 印刷ジ ョブの移動先となる  SGD サーバーのピア DNS の完全修飾名。

$ tarantella print move \
--server boston.indigo-insurance.com --printer tta_boston

オプシ ョ ン 説明
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、アレイ全体の印刷サービスを一時停止します。

次の例では、 SGD サーバー detroit および chicago 上の印刷サービスを一時停止し
ます。

tarantella print resume

tarantella print pause コマンドを使って中断されている  SGD 印刷サービスを
再開します。 スプールされているジ ョブの印刷が開始されます。

--server を使用しない場合は、アレイ全体の印刷サービスが再開します。

このコマンドはアレイのどの SGD サーバーでも実行できます。

注 -  アレイの SGD サーバー上の印刷サービスを個別に再開する と 、ユーザーに対し
問題が発生するこ とがあ り ます。印刷サービスを再開する場合は、常にアレイ全体の
サービスを再開して ください。

tarantella print pause [ --server serv... ]

オプシ ョ ン 説明

--server 指定した各 SGD サーバー上の印刷サービスが一時停止します。各サーバーは
、 ピア DNS 名を使って指定します。

$ tarantella print pause

$ tarantella print pause \
--server "detroit.indigo-insurance.com" \
"chicago.indigo-insurance.com"
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、アレイ全体の印刷サービスを再開します。

次の例では、 SGD サーバー detroit および chicago 上の印刷サービスを再開します。

tarantella print start

SGD 印刷サービスを開始します。 --server を使用しない場合は、アレイ全体の印
刷サービスが開始します。

このコマンドはアレイのどの SGD サーバーでも実行できます。

注 -  アレイの SGD サーバー上の印刷サービスを個別に開始する と 、ユーザーに対し
問題が発生するこ とがあ り ます。印刷サービスを開始する場合は、常にアレイ全体の
サービスを開始して ください。

tarantella print resume [ --server serv... ]

オプシ ョ ン 説明

--server 指定した各 SGD サーバー上の印刷サービスが再開します。各サーバーは、
ピア DNS 名を使って指定します。

$ tarantella print resume

$ tarantella print resume \
--server "detroit.indigo-insurance.com" \
"chicago.indigo-insurance.com"
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、アレイ全体の印刷サービスを開始します。

次の例では、 SGD サーバー detroit 上の印刷ジ ョブを開始します。

tarantella print status

SGD 印刷サービスに関する次の情報を表示します。

■ 印刷サービスが使用可能か、使用不能か、 または一時停止されているか

■ スプールされている印刷ジ ョブの数

このコマンドはアレイのどの SGD サーバーでも実行できます。

tarantella print start [ --server serv... ]

オプシ ョ ン 説明

--server 指定した各 SGD サーバー上の印刷サービスを開始します。各サーバーは、 ピ
ア DNS 名を使って指定します。

$ tarantella print start

$ tarantella print start --server "detroit.indigo-insurance.com"
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、アレイの SGD 印刷サービスに関する情報を表示します。

tarantella print stop

SGD 印刷サービスを停止します。印刷ジ ョブは受け付けられず、 スプールされませ
ん。  

--server を使用しない場合は、アレイ全体の印刷サービスが停止します。

このコマンドはアレイのどの SGD サーバーでも実行できます。

tarantella print status [ --summary |
--server serv | 
--namemapping ]

オプシ ョ ン 説明

--summary アレイの情報を表示します。

--server 指定した SGD サーバーの情報を表示します。サーバーは、 ピア DNS 名
を使って指定します。

--namemapping 印刷に使用される現在のネームマッピングをすべて表示します。印刷ネ
ームマッピングテーブルを使用する と 、ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンで
印刷してから 、印刷ジ ョブを失う こ とな くアプ リ ケーシ ョ ンを終了でき
ます。

このネームマッピングは、時間がたつと期限切れにな り ます。期限切れ
タイムアウ トは、 Administration Console の 「 グローバル設定 」  → 
「 セキュ リ テ ィー 」 タブで設定できます。

$ tarantella print status --summary
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注 -  アレイの SGD サーバー上の印刷サービスを個別に停止する と 、ユーザーに対し
問題が発生するこ とがあ り ます。印刷サービスを停止する場合は、常にアレイ全体の
サービスを停止して ください。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、保留中の印刷ジ ョブをすべて削除して、アレイ全体の印刷サービスを停
止します。

次の例では、 SGD サーバー detroit 上の印刷ジ ョブを停止します。

tarantella query コマンド
SGD サーバーのログファ イルを検査します。

tarantella print stop  [ --server serv... ][ --purge ]

オプシ ョ ン 説明

--purge 保留されている印刷ジ ョブをすべて削除します。省略した場合、 スプールに
現在格納されている印刷ジ ョブは印刷されます。

--server 指定した各 SGD サーバー上の印刷サービスが停止します。各サーバーは、 ピ
ア DNS 名を使って指定します。

$ tarantella print stop --purge

$ tarantella print stop --server "detroit.indigo-insurance.com"
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関する
ヘルプを表示するには、 tarantella query command --help コマンドを使用し
ます。

使用例

次の例では、すべてのエラーログを表示します。

次の例では、 SGD サーバー newyork.indigo-insurance.com の稼働時間を表示し
ます。

tarantella query audit

条件に一致するすべてのログエン ト リ を表示します。

tarantella query audit | billing | errlog | uptime

サブコマンド 説明 詳細情報

audit 条件に一致するログエン ト リ を表示します
。

818 ページの 「 tarantella query audit 」

billing 請求処理ログファ イルを照会します。 821 ページの 「 tarantella query billing 」

errlog SGD のコンポーネン トのエラーログを表示
します。

823 ページの 「 tarantella query errlog 」

uptime SGD サーバーの稼働時間を表示します。 824 ページの 「 tarantella query uptime 」

# tarantella query errlog

# tarantella query uptime --server newyork.indigo-insurance.com
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - 表示される出力内容は、アレイ用の 「 ログフ ィルタ 」 の設定によって変わり ます。
このコマンドで処理するログエン ト リ を生成するには、 Administration Console の
「 グローバル設定 」  → 「 監視 」 タブの 「 ログフ ィルタ 」 属性に、 .jsl ファ イルに
出力するフ ィルタが 1 つ以上入力されているこ とを確認します。

tarantella query audit
{ --app app | --person person | --host host | --filter filter }
[ --server arrayhost ]
[ --format text|csv|xml ]

オプシ ョ ン 説明

--app 特定のアプ リ ケーシ ョ ンに関するログエン ト リ を表示します。アプ リ ケーシ
ョ ンのオブジェク ト名を使用します。

--person 特定の人物に関するログエン ト リ を表示します。人物のオブジェク ト名を使
用します。

--host 特定の SGD サーバーに関するログエン ト リ を表示します。サーバーのオブジ
ェ ク ト名か、 ピア DNS 名を使用します。

--filter 一致するエン ト リ を検索して表示するための LDAP 検索フ ィルタで、
RFC2254 に準拠しています。 フ ィルタは引用符で囲んでください。 フ ィルタ
に使用できる照合ルールは、 “ = ” 、 “ ~= ” 、 “ <= ” 、および “ >= ”  で
す。

--server 指定した SGD サーバーのログエン ト リだけを表示します。 ピア DNS 名を使
って指定します。 このオプシ ョ ンを省略した場合、アレイ全体のログエン ト
リが表示されます。

--format 出力形式を指定します。デフォル ト設定は text です。テキス ト形式を選択
した場合、 SGD は画面上で読みやすい形式のログを出力しますが、 これには
記録されたすべての詳細情報は表示されません。 CSV 形式を使用する と 、記
録された詳細情報はすべて表示されますが、 これはファ イルに出力する場合
のみに適しています。
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フ ィルタを使用する

フ ィルタに使用する属性は、 .jsl ログファ イルで使用されているログフ ィールド
です。次の表に、一般的に使用されている属性を示します。

注 - すべてのログフ ィールドの リ ス トは、 /opt/tarantella/var/
serverresources/schema/log.at.conf スキーマファ イルで参照できます。

使用例

次の例では、 SGD サーバー boston.indigo-insurance.com にログ出力された UNIX 
システムユーザー indigo のログエン ト リ をすべて表示します。

フ ィールド名 説明

log-category ログフ ィルタで使用するログコンポーネン ト / サブコンポーネン ト
/ 重要度。たとえば、 server/printing/* ログフ ィルタのエン ト リ
を検索する と きは、 "(log-category=*printing*)" フ ィルタ
を使用できます。

log-date イベン ト発生時のシステム日時。形式は yyyy/MM/dd 
HH:mm:ss.SSS です。

log-ip-address イベン トに関連付けられている ク ラ イアン ト またはサーバーの IP 
アドレス 。

log-keyword 監査可能なイベン トのキーワード 。

log-localhost イベン トが発生した SGD サーバーのピア DNS 名。

log-pid イベン トのプロセス  ID 。

log-security-type 接続に使用されているセキュリ ティ ーのタイプ (std または ssl) 。

log-systime イベン ト発生時のシステム時刻を表す UTC (Coordinated 
Universal Time) 時間 ( ミ リ秒単位 ) 。

log-tfn-name イベン トに関連付けられているオブジェク ト の名前。たとえば、ア
プ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを起動する と 、ユーザー、アプ リ ケーシ
ョ ン 、および SGD サーバーの名前が記録されます。

# tarantella query audit \
--person .../_user/indigo --server boston.indigo-insurance.com
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次の例では、 Write-o-Win アプ リ ケーシ ョ ンに関するすべてのログエン ト リ を  CSV 
(comma-separated values) 形式で出力します。

次の例では、 Write-o-Win アプ リ ケーシ ョ ンに関して 2003 年 10 月 23 日以降に発生
したすべてのログエラーを人間が判読できるテキス ト形式で出力します。

tarantella query billing

アレイ 、 またはアレイのサブセッ トの一定期間内の課金処理情報を出力します。
情報は CSV 形式で区切られた値の形式で出力されます。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

# tarantella query audit \
--app "o=applications/cn=Write-o-win" --format csv

# tarantella query audit \
--filter "(&(log-category=*error*)(log-tfn-name=o=applications/
cn=Write-o-win) (log-date>=2003/10/23 00:00:00.0))"\
--format text

tarantella query billing { --full | --sessions | --summary }
--start date
--days days
--end date

[ --servers arrayhost... ]

オプシ ョ ン 説明

--full すべてのユーザーセッシ ョ ン とアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンに関する詳細情
報を表示します。

--sessions すべてのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンに関する情報を表示します。

--summary 課金処理情報のサマリ ーと 、 アプリ ケーショ ンセッショ ンの概要を表示します。

--start 表示する課金情報の開始日を指定します。形式は YYYY/MM/DD です 
( 例 : 2000/05/01) 。
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課金処理ファ イルは、毎日現地時間の午前 0 時に書き込まれます。

このコマンドはアレイのプライマ リサーバー上で実行する必要があ り ます。

注 - データのログ出力を開始する前に、課金処理サービスを使用可能 ( 「 510 ページ
の 「 課金サービス 」 」 を参照 ) にして、アレイのすべての SGD サーバーを再起動す
る必要があ り ます。

使用例

次の例では、 2000 年 5 月 1 日から  30 日間のアレイ全体の請求情報を表示します。

次の例では、 2000 年 1 月 1 日から  30 日間のサーバー prague と  paris の請求情報の
サマ リーを表示します。

次の例では、 2001 年 1 月 19 日から  2001 年 1 月 22 日までのアレイ全体のすべての
アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの請求情報を表示し 、結果を  Sessions.csv とい う フ
ァ イルに出力します。

--days 課金情報を表示するために --start で指定した開始日からの日数を指定し
ます。

--end 表示する課金情報の終了日を指定します。形式は YYYY/MM/DD です ( 例 : 
2000/05/02) 。終了日は排他的です。 これは、たとえば --start 2001/
01/19 --end 2001/01/23 は --start 2001/01/19 --days 4 と同じ
です。両方と も  19 日、 20 日、 21 日、 22 日のデータを照会する とい う意味
です。

--servers 指定した SGD サーバーの課金情報だけをレポート します。 ピア DNS 名を使
って指定します。 --servers を省略した場合、アレイ全体の課金情報がレ
ポート されます。

# tarantella query billing --full \
 --start "2000/05/01" --days 30

# tarantella query billing --summary \
 --start "2000/01/01" --days 30 \
-- servers prague.indigo-insurance.com paris.indigo-insurance.com

# tarantella query billing --sessions \
 --start "2000/01/19" --end "2000/01/23" > sessions.csv

オプシ ョ ン 説明
822 Oracle Secure Global Desktop 4.6 管理者ガイド • 2011 年 3 月



tarantella query errlog

SGD のコンポーネン トのエラーログを表示します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - JServer コンポーネン トのエラーログ情報を表示するには、 Administration 
Console の 「 グローバル設定 」  → 「 監視 」 タブの 「 ログフ ィルタ 」 属性に、
error.log ファ イルに出力するフ ィルタが 1 つ以上入力されているこ とを確認し
ます。 この属性には、デフォル トでこのよ うに指定されています。

使用例

次の例では、すべてのエラーログを表示します。

tarantella query errlog
[ all|xpe|tpe|print|jserver|pemanager|proxy|wm ]
[ --server arrayhost ]

オプシ ョ ン 説明

all | xpe | tpe | 

print | jserver | 
pemanager | proxy | 
wm

表示するコンポーネン トのエラーログを指定します。デフォル
ト値の 「 all 」 を使う と 、すべてのエラーログが表示されます。

--server 指定した SGD サーバーのエラーログを表示します。 ピア DNS 
名を使って指定します。

このオプシ ョ ンを省略した場合、アレイのすべての SGD サーバ
ーのエラーログが表示されます。

$ tarantella query errlog
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次の例では、 SGD サーバー newyork.indigo-insurance.com 上の X プロ ト コルエン
ジンのエラーログを表示します。

tarantella query uptime

SGD サーバーの稼働時間を表示します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、アレイのすべての SGD サーバーの稼働時間を表示します。

tarantella restart コマンド
 サーバー上の SGD サービスを停止してから 、再起動します。現在接続しているユー
ザーがいる場合は、確認を要求します。

$ tarantella query errlog xpe \
--server newyork.indigo-insurance.com

tarantella query uptime [ --server arrayhost ]

オプシ ョ ン 説明

--server 指定した SGD サーバーに関する情報を表示します。 ピア DNS 名を使って指
定します。 このオプシ ョ ンを省略した場合、アレイのすべての SGD サーバ
ーの情報が表示されます。

$ tarantella query uptime
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形式

説明

サブコマンドを指定しない場合は、 SGD サーバーと  SGD Web サーバーの両方が再
起動します。

注意 - SGD サービスを停止させるのに、 UNIX プラ ッ ト フォームの kill コマンド
を使用しないでください。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

tarantella restart [ --warm | --force | --kill ] [ --quiet ]
[ --http | --https ] [ --servlet ]

tarantella restart sgd [ --warm | --force | --kill ] [ --quiet ]

tarantella restart webserver [ --http | --https ] [ --servlet ]

オプシ ョ ン 説明

--force SGD サービスの停止を強制的に試みます。

--kill SGD サービスが使用しているプロセス  ID を強制終了します。

このオプシ ョ ンを使用するのは、他の方法で SGD サーバーを停止させる こ と
が困難な場合に限定します。  

--quiet 確認を要求しません。接続しているユーザーがいる場合でも 、 SGD サービス
を停止します。

--warm SGD サーバーの 「 ウォーム リ スター ト 」 を試みます。 ウォーム リ スター トは
、ほかのコンポーネン トに影響を与える こ とな く 、 JServer コンポーネン ト を
再起動します。  
これは、ユーザーセッシ ョ ンやアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンには効果があ り
ません。

このオプシ ョ ンを使用するのは、 SGD にユーザーが 1 人もログインできない
場合か、アプ リ ケーシ ョ ンを起動できない場合で、特に理由が見つからない
場合に限定して ください。

--http HTTP (Hypertext Transport Protocol) サービス  (Apache) を再起動します。

--https HTTPS (HTTP over SSL) サービス  (Apache) を再起動します。 SGD Web サー
バーの有効な SSL 証明書が必要です。  

--servlet Java™ サーブレッ ト拡張および JavaServer Pages™ (JSP™) テク ノ ロジサービ
ス  (Tomcat) を再起動します。
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SGD サーバーを停止する と 、中断中のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンも含め、すべて
のユーザーセッシ ョ ンとアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが終了します。

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関するヘ
ルプを表示するには、 tarantella restart subcommand --help コマンドを使
用します。

使用例

次の例では、 SGD サーバーと  SGD Web サーバーの両方を  HTTP モードで再起動し
ます。現在接続しているユーザーがいる場合でも 、確認メ ッセージは表示されません。

tarantella restart sgd

SGD サーバーだけを停止して再起動します。

形式

説明

SGD サーバーを停止して再起動します。

サブコマンド 説明 詳細情報

sgd SGD サーバーだけを再起動します。 826 ページの 「 tarantella restart sgd 」

webserver SGD Web サーバーだけを再起動します。 827 ページの 「 tarantella restart webserver 」

# tarantella restart --quiet --http

tarantella restart sgd [ --warm | --force | --kill ] [ --quiet ]
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次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、現在接続しているユーザーがいる場合でも確認メ ッセージを表示せずに、
SGD サーバーを再起動します。

tarantella restart webserver

SGD Web サーバーだけを停止して再起動します。

形式

説明

コマンドオプシ ョ ンを指定しない場合は、 SGD Web サーバー (Apache) と 、
Java サーブレッ トおよび JSP テク ノ ロジサービス  (Tomcat) の両方が再起動します。

オプシ ョ ン 説明

--force SGD サービスの停止を強制的に試みます。

--kill SGD サービスが使用しているプロセス  ID を強制終了します。

このオプシ ョ ンを使用するのは、他の方法で SGD サーバーを停止させるこ とが
困難な場合に限定します。  

--quiet 確認を要求しません。接続しているユーザーがいる場合でも 、 SGD サービスを
停止します。

--warm SGD サーバーの 「 ウォーム リ スター ト 」 を試みます。 ウォーム リ スタートは、
ほかのコンポーネン トに影響を与える こ とな く 、 JServer コンポーネン ト を再起
動します。  
これは、ユーザーセッシ ョ ンやアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンには効果があ り ま
せん。

このオプシ ョ ンを使用するのは、 SGD にユーザーが 1 人もログインできない場
合か、アプ リ ケーシ ョ ンを起動できない場合で、特に理由が見つからない場合に
限定して ください。

# tarantella restart sgd --quiet

tarantella restart webserver [ --http | --https ] [ --servlet ]
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次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - 個別のコマンドを順に使用して Apache と  Tomcat の両方を再起動する場合には、
Tomcat を先に再起動する必要があ り ます。

使用例

次の例では、 Apache と  Tomcat を再起動します。

The tarantella role コマンド
このコマンドは、ユーザーに指定のロールを割り当て、そのロールに適用される割り
当て済みアプリ ケーシ ョ ンを指定する場合に使用します。

オプシ ョ ン 説明

--http HTTP サービス  (Apache) を再起動します。

--https HTTPS サービス  (Apache) を再起動します。 SGD Web サーバーの有効な 
SSL 証明書が必要です。  

--servlet Java サーブレッ ト 拡張および JSP テクノ ロジサービス  (Tomcat) を再起動します。

# tarantella restart webserver
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関するヘ
ルプを表示するには、 tarantella role subcommand --help コマンドを使用し
ます。

使用例

選択可能なすべてのロールの一覧とその説明を表示します。

tarantella role add_link | add_member | list | list_links | list |
list_members | remove_link | remove_member

サブコマンド 説明 詳細情報

add_link 特定のロールに所属している メ ンバーの割り当て済
みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを追加します。

830 ページの 「 tarantella role 
add_link 」

add_member 特定のロールに所属メンバーを追加します。 831 ページの 「 tarantella role 
add_member 」

list 選択可能なすべてのロールの一覧とその説明を表示
します。

832 ページの 「 tarantella role 
list 」

list_links 特定のロールに所属している メ ンバーの割り当て済
みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを一覧表示します。

832 ページの 「 tarantella role 
list_links 」

list_members 特定のロールに所属しているメ ンバーを表示します。 833 ページの 「 tarantella role 
list_members 」

remove_link 特定のロールに所属しているユーザーの割り当て済
みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを削除します。

834 ページの 「 tarantella role 
remove_link 」

remove_member 特定のロールから 、所属している メ ンバーを削除し
ます。

835 ページの 「 tarantella role 
remove_member 」

$ tarantella role list
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次の例では、アプ リ ケーシ ョ ン  Indigo Time 用のリ ンクを 、 「 Global 
Administrators 」 ロールに所属しているユーザーの割り当て済みアプリ ケーシ ョ ンに
追加します。

tarantella role add_link

特定のロールに所属しているユーザーの割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを追
加します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

$ tarantella role add_link \
--role global \
--link "o=applications/cn=Indigo Time"

tarantella role add_link { --role rolename
--link lobj...

                         } | --file file

オプシ ョ ン 説明

--role ロールの名前を指定します ( 例 : global) 。使用可能なロールを調べるには、
tarantella role list コマンドを使用します。

--link ロールに所属しているユーザーの割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンに追加するオ
ブジェク ト の名前を指定します ( 例 : o=applications/cn=Indigo Time) 。

--file 特定のロールに所属しているユーザーの割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ン
クを追加する一式のコマンドを格納したバッチファ イルを指定します。
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使用例

次の例では、アプ リ ケーシ ョ ン  Indigo Time 用のリ ンクを 、 「 Global 
Administrators 」 ロールに所属しているユーザーの割り当て済みアプリ ケーシ ョ ンに
追加します。

tarantella role add_member

特定のロールに所属メンバーを追加します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

$ tarantella role add_link \
--role global \
--link "o=applications/cn=Indigo Time"

tarantella role add_member { --role rolename
--member mobj...

} | --file file

オプシ ョ ン 説明

--role ロールの名前を指定します ( 例 : global) 。使用可能なロールを調べるには、
tarantella role list コマンドを使用します。

--member ロールに所属させるユーザーのユーザープロファ イルオブジェク ト またはプロ
ファ イルオブジェク ト の名前を指定します。

--file 特定のロールに所属メンバーを追加する一式のコマンドを格納したバッチファ
イルを指定します。
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使用例

次の例では、 Sid Cerise を 「 Global Administrators 」 ロールに追加します。

tarantella role list

使用可能なロールをすべて表示し 、各ロールに適用可能なロールオブジェク トの名前
を含む説明を表示します。

形式

説明

他の tarantella role コマンドでは、短縮名 ( たとえば、 "global") を使用します。

使用例

選択可能なすべてのロールの一覧とその説明を表示します。

tarantella role list_links

特定のロールに所属している メンバーの割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを一
覧表示します。各リ ンクの名前が表示されます。

$ tarantella role add_member \
--role global \
--member "o=Indigo Insurance/ou=Finance/cn=Sid Cerise"

tarantella role list

$ tarantella role list
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

「 Global Administrators 」 ロールに所属しているすべてのメンバーの割り当て済み
アプリ ケーシ ョ ンを表示します。

tarantella role list_members

特定のロールに所属している メンバーを表示します。各メ ンバーの名前が表示され
ます。

tarantella role list_links --role rolename | --file file

オプシ ョ ン 説明

--role ロールの名前を指定します ( 例 : global) 。使用可能なロールを調べるには、
tarantella role list コマンドを使用します。

--file ロールに所属している メ ンバーの割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを表
示する一式のコマンドを格納したバッチファ イルを指定します。

$ tarantella role list_links --role global
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

「 Global Administrators 」 ロールに所属しているすべてのメンバーの名前を表示し
ます。

tarantella role remove_link

特定のロールに所属しているユーザーの割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクを削
除します。

tarantella role list_members --role rolename | --file file

オプシ ョ ン 説明

--role ロールの名前を指定します ( 例 : global) 。使用可能なロールを調べるには、
tarantella role list コマンドを使用します。

--file 特定のロールに所属している メ ンバーを表示する一式のコマンドを格納したバ
ッチファ イルを指定します。

$ tarantella role list_members --role global
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

次の例では、 「 Global Administrators 」 ロールのメンバーの割り当て済みアプ リ ケ
ーシ ョ ンから  Write-o-Win アプ リ ケーシ ョ ンを削除します。

tarantella role remove_member

特定のロールから 、所属している メンバーを削除します。

tarantella role remove_link { --role rolename
--link lobj...

} | --file file

オプシ ョ ン 説明

--role ロールの名前を指定します ( 例 : global) 。使用可能なロールを調べるには、
tarantella role list コマンドを使用します。

--link ロールに所属しているユーザーの割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクから
、削除するものの名前を指定します。
たとえば、 o=applications/cn=Indigo Time と指定します。

--file 特定のロールに所属しているユーザーの割り当て済みアプ リ ケーシ ョ ンの リ ン
クを削除する一式のコマンドを格納したバッチファ イルを指定します。

$ tarantella role remove_link \
--role global \
--link "o=applications/cn=Write-o-Win"
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

次の例では、 Sid Cerise を 「 Global Administrators 」 ロールから削除します。

tarantella security コマンド
SGD セキュ リ テ ィーサービスを制御し 、サーバー証明書を管理します。

tarantella role remove_member { --role rolename
--member mobj...

} | --file file

オプシ ョ ン 説明

--role ロールの名前を指定します ( 例 : global) 。使用可能なロールを調べるには、
tarantella role list コマンドを使用します。

--member ロールに所属するこ とを望まないユーザーのオジェ ク ト名を指定します。

--file 特定のロールから所属メンバーを削除する一式のコマンドを格納したバッチフ
ァ イルを指定します。

$ tarantella role remove_member \
--role global \
--member "o=Indigo Insurance/ou=Finance/cn=Sid Cerise"
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

tarantella security certinfo | certrequest | certuse | customca |
decryptkey | disable | enable | fingerprint | peerca | selfsign |
start | stop

サブコマンド 説明 詳細情報

certinfo インス トールされている  SSL 証明書に関する情報
または証明書発行要求 (CSR) に関する情報を表示
し 、オプシ ョ ンで、指定した非公開キーが特定の 
SSL 証明書に含まれている公開キーと一致してい
るか検査します。

838 ページの 「 tarantella security 
certinfo 」

certrequest SGD セキュ リ テ ィーサービスで使用する  SSL 証明
書を取得するための CSR と対応するキーペアを作
成します。

840 ページの 「 tarantella security 
certrequest 」

certuse SGD セキュ リ テ ィーサービスで使用する  SSL 証明
書をインス トールします。 または、事前に証明書
をインス トールしてある場合は、 インス トール先
を指定します。

842 ページの 「 tarantella security 
certuse 」

customca SGD セキュ リ テ ィーサービスで使用するカスタム  
CA のルート証明書をインス トールします。

844 ページの 「 tarantella security 
customca 」

decryptkey 暗号化されている非公開鍵を復号化して、 SGD で
使用できるよ うにします。

845 ページの 「 tarantella security 
decryptkey 」

disable SGD サーバーが tarantella security 
enable コマンドによってセキュ リ テ ィー保護され
ている場合は、セキュ リ テ ィー設定を以前の状態
に戻します。

846 ページの 「 tarantella security 
disable 」

enable SGD サーバーをセキュ リ テ ィー保護します。 847 ページの 「 tarantella security 
enable 」

fingerprint SGD サーバーにインス トール済みの CA 証明書の
フ ィンガプ リ ン ト を表示します。

849 ページの 「 tarantella security 
fingerprint 」

peerca アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信に使用
するプライマ リサーバーの CA 証明書を表示、 イ
ンポート 、 またはエクスポート します。

850 ページの 「 tarantella security 
peerca 」
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注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関するヘ
ルプを表示するには、 tarantella security subcommand --help コマンドを使
用します。

使用例

次の例では、 /tmp/boston.csr に格納されている  CSR に関する情報を表示しま
す。

次の例では、 DER (Definite Encoding Rules) 形式で保存されている鍵 /opt/keys/
key1 を復号化して、復号化した鍵を  /opt/keys/key2 に格納します。

tarantella security certinfo

インス トールされている  SSL 証明書 (--certfile) に関する情報、 または証明書発
行要求 (--csrfile) に関する情報を表示します。

selfsign 自己 署 名付きのサーバー SSL 証明書を生成してイ
ンス トールします。

851 ページの 「 tarantella security 
selfsign 」

start SSL ベースのセキュ リ テ ィー保護された接続を使
用可能にします。セキュ リ テ ィー保護された接続
を必要とするユーザーにセキュ リ テ ィー保護され
た接続を提供します。

851 ページの 「 tarantella security 
start 」

stop SSL ベースのセキュ リ テ ィー保護された接続を使
用不能にします。セキュ リ テ ィー保護された接続
を必要とするユーザーには、代わりに標準接続を
提供します。

852 ページの 「 tarantella security 
stop 」

# tarantella security certinfo --csrfile /tmp/boston.csr

# tarantella security decryptkey \
--enckey /opt/keys/key1 \
--deckey /opt/keys/key2 \
--format DER

サブコマンド 説明 詳細情報
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形式

説明

このコマンドでは、指定した非公開鍵が特定の SSL 証明書に含まれている公開鍵と
一致しているかど うかを検査するこ と もできます。つま り 、公開鍵は、非公開鍵を使
って暗号化されたテキス ト を 、復号化するこ とができます。

certfile と  keyfile を指定しないで 1 番目の形式を使用する と 、 tarantella 
security certuse コマンドを使ってインス トールされたキーと  SSL 証明書を検査
します。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

tarantella security certinfo
[ --certfile certfile [ --keyfile keyfile ] ]
[ --full ]

tarantella security certinfo --csrfile csrfile [ --full ]

オプシ ョ ン 説明

--certfile サーバー SSL 証明書を格納したファ イルの格納場所を指定します。 このコ
マンドは、 この証明書に関する次の情報を表示します。

• サーバーと組織に関する情報。

• サーバーの代替 DNS 名。

• サーバー SSL 証明書を承認した CA の資格。

• SSL 証明書が有効な期間 ( 日付 ) 。

--certfile が省略された場合、 このコマンドは、 /opt/tarantella/
var/tsp ディ レク ト リにインス トールされている  SSL 証明書と鍵の情報
を表示します。  
SSL 証明書ファ イルのフルパスを指定する必要があ り ます。

--keyfile 非公開鍵の格納場所を指定します。 このコマンドは、非公開鍵が SSL 証明
書に含まれている公開鍵と一致しているか検査します。

鍵ファ イルのフルパスを指定する必要があ り ます。

--csrfile CSR を格納したファ イルの格納場所を指定します。 このコマンドは、
この CSR に関する次の情報を表示します。

• CSR が対応するサーバーの DNS 名 ( または選択した共通名 ) 。

• サーバーの代替 DNS 名。

• 組織の名前と所在地。

CSR ファ イルのフルパスを指定する必要があ り ます。

--full 指定した SSL 証明書または CSR に関するよ り詳細な情報 ( 証明書に含まれ
ている公開キーの内容など ) を表示します。
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使用例

次の例では、 /opt/certs/newyork.cert ファ イルに格納されている  SSL 証明書
に関する詳細情報を表示します。

次の例では、 /opt/certs/boston.cert に格納されている  SSL 証明書に関する情
報を表示し 、非公開キー /opt/keys/boston.key がその SSL 証明書に含まれてい
る公開キーと一致しているか検査します。

次の例では、 /tmp/boston.csr に格納されている  CSR に関する情報を表示します。

tarantella security certrequest

CSR および公開鍵と非公開鍵のペアを生成します。

形式

説明

生成した CSR を 、サポート している  CA に送信し 、 SGD セキュ リ テ ィーサービスで
使用する  SSL 証明書を取得します。

次の点に注意して ください。

# tarantella security certinfo \
--certfile /opt/certs/newyork.cert \
--full

# tarantella security certinfo \
--certfile /opt/certs/boston.cert \
--keyfile /opt/keys/boston.key

# tarantella security certinfo \
--csrfile /tmp/boston.csr

tarantella security certrequest --country country
--state state
--orgname org

[ --ouname ou ] 
[ --email email ] 
[ --locality locality ] 
[ --keylength length ]
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■ CA が SSL 証明書に格納されているホス ト名の変更を許可している場合、 SSL 証
明書に完全修飾 DNS 名が記載されているこ とを確認します。たとえば、 boston 
ではな く 、 boston.indigo-insurance.com です。

■ SGD サーバーに複数の DNS 名が含まれる場合 ( ファ イアウォールの内側と外側で
異なる名前を使って認識されている場合など ) 、 SSL 証明書の 「 代替の件名 」 と
して追加の DNS 名を指定できます。 これによ り 、複数の DNS 名を  SSL 証明書に
関連付けるこ とができます。

■ このコマンドで生成した非公開鍵と  CSR のコピーを作成し 、安全な場所に保管し
て ください。鍵の情報は、 /opt/tarantella/var/tsp ディ レク ト リに格納さ
れています。非公開キーを紛失した場合や、非公開キーが損傷した場合、 CSR を
使って取得したすべての SSL 証明書が使用できな くな り ます。

■ このコマンドは、実行するたびに新規の CSR と鍵のペアを生成します。 このコ
マンドを使って新しい CSR を生成する と 、以前の CSR は上書きされ、新しい非
公開鍵が /opt/tarantella/var/tsp/key.pending.pem ファ イルに格納され
ます。

tarantella security certinfo コマンドを使う と 、 SSL 証明書と  CSR に関す
る情報を表示できます。

--ouname 、 --email 、 または --locality を指定しない場合、 SGD は CSR から
のこれらの情報を省略します。デフォル ト値はあ り ません。

このコマンドで指定可能なオプシ ョ ンは次のとおりです。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

オプシ ョ ン 説明

--country 組織が存在する国を指定します。 ISO 3166 国コードを使用します。たと
えば、ア メ リ カは US 、 ド イツは DE です。

--state 組織が存在する州または地域を指定します。 こ こでは、短縮形は使用し
ないでください。たとえば、 Mass. または MA. ではな く 、
Massachusetts と指定します。

--orgname 組織の正式な登記されている名前を指定します。

--ouname 組織内の組織単位 (OU) の名前を必要に応じて指定します。

組織単位 (OU) を指定する必要がない場合、 この設定を使って組織名の略
称を指定できます。

--email 業務用の電子メールアドレスを指定します。 このアドレスは、 CSR の送
信先の CA との通信に使用されます。

--locality 組織が存在する都市を必要に応じて指定します。

--keylength 鍵ペアの長さを指定します。デフォル ト値は 1024 です。
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使用例

次の例では、マサチューセッツ州の Indigo Insurance 用で、連絡先が Bill Orange の 
CSR を生成します。

tarantella security certuse

SGD セキュ リティーサービスで使用するサーバー SSL 証明書をインス トールします。
または、事前に SSL 証明書をインス トールしてある場合は、 インス トール先を指定
します。

形式

説明

SSL 証明書は、 Base 64 でエンコード された PEM (Privacy Enhanced Mail) 形式のフ
ァ イルで、 OpenSSL で使用する場合と同様にヘッダー行に ÅuBEGIN 
CERTIFICATEÅv が含まれていなければなり ません。

引数を指定しない場合、 このコマンドは標準入力から  SSL 認証を読み込んで、
/opt/tarantella/var/tsp にインス トールします。

SSL 証明書をインス トールしたあと 、 tarantella restart コマンドを使って 
SGD を再起動する必要があ り ます。

# tarantella security certrequest \
--country US \
--state MA \
--orgname "Indigo Insurance" \
--email "orange@indigo-insurance.com"

tarantella security certuse

tarantella security certuse --certfile cfile [ --keyfile kfile ]
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次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次のコマンドは、一時ファ イル /tmp/cert に保存されている  SSL 証明書をインス ト
ールし 、 tarantella security certrequest コマンドで CSR を作成した際に
生成された非公開鍵を使用します。

次のコマンドは、 /opt/certs/cert に格納されている  SSL 証明書と 、 /opt/
keys/key4 に格納されている非公開鍵をインス トールします。 CSR の生成に 
tarantella security certrequest コマンドは使用しませんでした。

オプシ ョ ン 説明

--certfile SSL 証明書を格納したファ イルの格納場所を指定します。 --keyfile 引
数を指定しない場合、 SGD は非公開鍵が tarantella security 
certrequest コマンドによって生成されたと見なします。

このオプシ ョ ンは次のよ うに使用できます。

• すでに Web サーバーなど 、別の製品用にインス トールされている  SSL 
証明書について SGD に通知します。 この場合、 SGD は、証明書ファ イ
ル ( 指定されている場合は、 さ らに鍵ファ イル ) のコピーではな く 、シ
ンボ リ ッ ク リ ンクを作成します。

• tarantella security certrequest コマンドを使って CSR を生成
したあとで、 CA から受信した SSL 証明書をインス トールします。 この
場合、 SGD は SSL 証明書を SGD セキュ リティーサービスで使うために、
/opt/tarantella/var/tsp にインス トールします。

SSL 証明書ファ イルのフルパスを指定する必要があ り ます。

--keyfile --certfile の SSL 証明書用の非公開鍵を格納したファ イルの格納場所を
指定します。

このオプシ ョ ンを使って、既に持っている非公開鍵に関する情報を  SGD 
に通知します。 tarantella security certrequest コマンドを使っ
て CSR を生成して SSL 証明書を取得した場合、 このオプシ ョ ンを使う必
要はあ り ません。

鍵ファ イルのフルパスを指定する必要があ り ます。

# tarantella security certuse < /tmp/cert

# tarantella security certuse \
--certfile /opt/certs/cert \
--keyfile /opt/keys/key
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tarantella security customca

SGD セキュ リ テ ィーサービスで使用するカスタム  CA のルート証明書をインス トー
ルまたは削除します。

形式

説明

CA 証明書は、 Base 64 でエンコード された PEM 形式のファ イルで、 OpenSSL で使
用する場合と同様にヘッダー行に ÅuBEGIN CERTIFICATEÅv が含まれていなければ
な り ません。

引数を指定しない場合、 このコマンドは標準入力からルート証明書を読み取り ます。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

このコマンドは、 CA 証明書を  SGD サーバーの CA 証明書ト ラス ト ス ト アにも イン
ポート します。 これは /opt/tarantella/bin/jre/lib/security/cacerts フ
ァ イルです。

使用例

次の例では、 CA のルート証明書をファ イル /tmp/rootcert からインス トールし
ます。 インス トールが完了したら 、 このファ イルは削除できます。

tarantella security customca

tarantella security customca --rootfile carootfile | --remove

オプシ ョ ン 説明

--rootfile CA のルート証明書を格納したファ イルの格納場所を指定します。 SGD は
証明書を  SGD セキュ リ テ ィーサービスで使う ために、 /opt/
tarantella/var/tsp にインス トールします。

ルート証明書ファ イルのフルパスを指定する必要があ り ます。

--remove SGD セキュ リ テ ィーサービスで使うために現在インス トールされているす
べてのカスタム  CA のルート証明書を削除します。

# tarantella security customca --rootfile /tmp/rootcert
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tarantella security decryptkey

暗号化されている非公開鍵を復号化して、 SGD で使用できるよ うにします。 このコ
マンドを使う と 、 SGD で排他的に使用する別の SSL 証明書を取得する代わりに、
Web サーバーなどの別の製品で使用している  SSL 証明書を使用するこ とができます。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - 暗号化を解除できるのは、元々 SSLeay 証明書ライブラ リ または OpenSSL 証明
書ライブラ リ を使用する製品によって暗号化された非公開鍵に限られます。

この方法によるサーバー SSL 証明書の共有方法については、 「 tarantella 
security certuse コマンド 」 を参照して ください。

tarantella security decryptkey --enckey enckeyfile
--deckey deckeyfile

[ --format PEM|DER ]

オプシ ョ ン 説明

--enckey 復号化する暗号化された非公開鍵の格納場所を指定します。復号化できる非
公開鍵は、 SSLeay 証明書ライブラ リ または OpenSSL 証明書ライブラ リ を使
った製品で暗号化された非公開鍵に限られます。

暗号化された非公開鍵ファ イルのフルパスを指定する必要があ り ます。

--deckey 復号化した鍵を保存するファ イルを指定します。

注 - セキュ リ テ ィー上の理由で、暗号解除された形式で保存されている場合
は特に、非公開鍵に対するアクセスを制限するこ とが非常に重要です。承認
されていないユーザーが非公開鍵にアクセスした結果と して 、セキュ リ テ ィ
ーが著し く侵害される こ とがあ り ます。非公開鍵はこのよ う な危険性を考慮
して保管して ください。

復号化された鍵ファ イルのフルパスを指定する必要があ り ます。

--format 暗号化された鍵が保存されている形式を指定します。デフォル ト値は PEM 形
式です。
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使用例

次の例では、 DER 形式で保存されている鍵 /opt/keys/key1 を復号化して、復号
化した鍵を  /opt/keys/key2 に格納します。

tarantella security disable

SGD サーバーが tarantella security enable コマンドによってセキュ リ テ ィ
ー保護されている場合、 このコマンドはセキュ リティー設定を以前の状態に戻します。

形式

説明

このコマンドは、 SGD サーバーのセキュ リ テ ィーサービスを無効にする場合に使用
します。

このコマンドには次の制限事項が適用されます。

■ 自動セキュ リ テ ィー設定のみ。  このコマンドは、 tarantella security 
enable コマンドを使用して SGD ホス トのセキュ リ テ ィーを自動的に有効にした
場合にのみ使用して ください。詳細については、 847 ページの 「 tarantella 
security enable 」 を参照して ください。

■ スタン ドアロンサーバーのみ。 SGD サーバーは、アレイ内のほかの SGD サー
バーと結合されていてはいけません。 SGD サーバーがアレイのメンバーである場
合は、 このコマンドを使用する前に、 SGD サーバーをアレイから切り離して くだ
さい。

このコマンドは、 SGD サーバーのセキュ リ テ ィー設定を 、以前の保護されていない
状態に戻します。サーバー SSL 証明書や CA 証明書は削除されません。

# tarantella security decryptkey \
--enckey /opt/keys/key1 \
--deckey /opt/keys/key2 \
--format DER

tarantella security disable
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使用例

次の例では、 SGD サーバーのセキュ リ テ ィーサービスを無効にします。

tarantella security enable

SGD サーバーをセキュ リ テ ィー保護します。

形式

説明

このコマンドは、 SGD サーバーをセキュ リ テ ィー保護する場合に使用します。

このコマンドには次の制限事項が適用されます。

■ 新規インス トールのみ。 SGD のインス トールが新規インス トールであるこ と と 、
SGD セキュ リ テ ィーサービスの設定が一度も実行されていないこ とが必要です。

■ スタン ドアロンサーバーのみ。 SGD サーバーは、アレイ内のほかの SGD サー
バーと結合されていてはいけません。 SGD サーバーがアレイのメンバーである場
合は、 このコマンドを使用する前に、 SGD サーバーをアレイから切り離して くだ
さい。

インス トールするサーバー SSL 証明書を指定する場合は、 --certfile オプシ ョ ン
を使用します。証明書は、 Base 64 で符号化された PEM 形式のファ イルで、
OpenSSL で使用する場合と同様にヘッダー行に ÅuBEGIN CERTIFICATEÅv が含ま
れていなければなり ません。

--certfile オプシ ョ ンを省略した場合は、自己 署 名付きのサーバー SSL 証明書が
生成され、 インス トールされます。自己 署 名付きのサーバー SSL 証明書はテス トの
ためだけに使用して ください。

--certfile オプシ ョ ン と  --keyfile オプシ ョ ンを一緒に使用する と 、指定された 
SSL 証明書と鍵ファイルへの 「 シンボリ ッ ク リ ンク 」 が SGD によって作成されます。

# tarantella security disable

tarantella security enable

tarantella security enable --certfile cfile
[ --keyfile kfile ]
[ --rootfile carootfile ]
[ --firewalltraversal on|off ]
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--rootfile  オプシ ョ ンは、サポート されていない CA によって SSL 証明書が 署
名されている場合に CA 証明書をインス トールするために使用します。 このオプシ ョ
ンは、 CA 証明書を  SGD サーバーの CA 証明書ト ラス ト ス ト アにも インポート しま
す。 これは /opt/tarantella/bin/jre/lib/security/cacerts ファイルです。

SGD サーバーのファ イアウォール越えを有効または無効にするには、  
--firewalltraversal オプシ ョ ンを使用します。 ファ イアウォール越えに対応す
るよ うに設定されている  SGD サーバーを  SGD Gateway で使用するこ とはできませ
ん。

以前にセキュ リ テ ィーの設定を試みたこ とがある場合、 tarantella security 
enable コマンドには何の効果もあ り ません。 コマンドは、セキュ リ テ ィー設定がす
でに変更されているこ とを示すエラーメ ッセージで終了します。

このコマンドを使用する前に、 SGD サーバーが稼働しているこ とを確認して くださ
い。 SGD サーバーの現在の状態を示すには、 tarantella status コマンドを使
用します。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

このコマンドを使用して SGD サーバーをセキュ リ テ ィー保護した場合は、
tarantella security disable コマンドを使用してセキュ リ テ ィー設定を以前
の状態に戻すこ とができます。

オプシ ョ ン 説明

--certfile SSL 証明書を格納したファ イルの格納場所を指定します。

SSL 証明書ファ イルのフルパスを指定する必要があ り ます。

--keyfile --certfile の SSL 証明書用の非公開鍵を格納したファ イルの
格納場所を指定します。

このオプシ ョ ンを使って、既に持っている非公開鍵に関する情報
を  SGD に通知します。 tarantella security 
certrequest コマンドを使って CSR を生成して SSL 証明書を
取得した場合、 このオプシ ョ ンを使う必要はあ り ません。

鍵ファ イルのフルパスを指定する必要があ り ます。

--rootfile CA のルート証明書を格納したファイルの格納場所を指定します。
SGD は証明書を  SGD セキュ リ テ ィーサービスで使う ために、 /
opt/tarantella/var/tsp にインス トールします。

CA ルート証明書ファイルのフルパスを指定する必要があり ます。

--firewalltraversal ファ イアウォール越えに対応するよ うに SGD サーバーを設定し
ます。

このオプシ ョ ンを指定しなかった場合、 ファ イアウォール越えが
デフォルト で有効にな り ます。
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使用例

次の例では、 SGD サーバーをセキュ リ テ ィー保護し 、指定された SSL 証明書をイン
ス トールし 、 tarantella security certrequest コマンドで CSR を作成した
際に生成された非公開鍵を使用します。

次の例では、 SGD サーバーをセキュ リ テ ィー保護し 、指定された SSL 証明書と非公
開鍵をインス トールします。 CA ルート証明書も インス トールされます。 CSR の生
成に tarantella security certrequest コマンドは使用しませんでした。

次の例では、 SGD サーバーをセキュ リ テ ィー保護し 、自己 署 名付きの SSL 証明書
をインス トールします。 この SGD サーバーではファ イアウォール越えは有効化され
ません。

tarantella security fingerprint

SGD サーバーにインス トール済みの CA 証明書のフ ィンガプ リ ン ト を表示します。

形式

説明

このコマンドは、 tarantella security customca コマンドを使用してインス
トールされた CA 証明書のフ ィ ンガプ リ ン ト を表示します。  

SGD サーバーの SSL 証明書が、サポート されている  CA によって 署 名されている場
合は、 CA 証明書をインス トールする必要はあ り ません。

# tarantella security enable \
--certfile /opt/certs/cert

# tarantella security enable \
--certfile /opt/certs/cert \
--keyfile /opt/keys/key \
--rootfile /tmp/rootcert

# tarantella security enable \
--firewalltraversal off

tarantella security fingerprint
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SGD サーバーにサーバー SSL 証明書がインス トールされていない場合、 このコマン
ドは組み込みの SGD CA 証明書のフ ィ ンガプ リ ン ト を表示します。

使用例

次の例では、 SGD サーバーにインス トール済みの CA 証明書のフ ィ ンガプ リ ン ト を
表示します。

tarantella security peerca

アレイ内のセキュ リ テ ィー保護された通信に使用するプライマ リサーバーの CA 証明
書を表示、 インポート 、 またはエクスポート します。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、アレイのプライマ リサーバーの CA 証明書を表示します。

# tarantella security fingerprint

tarantella security peerca [ --show | --import hostname | --export ]

オプシ ョ ン 説明

--show アレイのプライマ リサーバーの CA 証明書を表示します。

--import 指定したサーバーから  CA 証明書をインポート します。

--export このサーバーから  CA 証明書をエクスポート します。

# tarantella security peerca --show
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tarantella security selfsign

自己 署 名付きのサーバー SSL 証明書を生成してインス トールします。

形式

説明

自己 署 名付きのサーバー SSL 証明書を生成してインス トールします。 このコマンド
を使用する前に、 tarantella security certrequest コマンドを実行する必要
があ り ます。

自己 署 名付きサーバー SSL 証明書は、正確にはセキュ リ テ ィー保護されていないた
め、テス ト環境でのみ使用して ください。自己 署 名付きサーバー SSL 証明書はユー
ザーにセキュ リ テ ィー保護された接続を提供するために使用できますが、ユーザーが
接続しているサーバーが本物である とい う保証はあ り ません。自己 署 名付き証明書
は 365 日間有効です。

使用例

次の例では、自己 署 名付きのサーバー SSL 証明書を生成してインス トールします。

tarantella security start

このコマンドが実行された SGD サーバー上でセキュ リティーサービスを起動します。
SSL ベースのセキュ リ テ ィー保護された接続は、セキュ リ テ ィー保護された接続を必
要とするユーザーに提供されます。

tarantella security selfsign

# tarantella security selfsign
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形式

説明

特定の SGD サーバーに対するセキュア接続を可能にするには、事前にそのサーバー
用の SSL 証明書をインス トールしておく必要があ り ます。

セキュ リ テ ィー保護された接続は、 このコマンドが実行された SGD サーバー上で使
用可能にな り ます。

このコマンドを使用する前に、 SGD サーバーが稼働しているこ とを確認して くださ
い。 SGD サーバーの現在の状態を示すには、 tarantella status コマンドを使
用します。

使用例

次の例では、 このコマンドが実行された SGD サーバーのセキュ リ テ ィー保護された
接続を使用可能にします。

tarantella security stop

このコマンドが実行された SGD サーバー上でセキュ リティーサービスを停止します。
SSL ベースのセキュ リ テ ィー保護された接続を必要とするユーザーには、可能な場合
は代わりに標準接続を提供します。

tarantella security start

# tarantella security start
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

オプシ ョ ンを指定せずにコマンドを実行する と 、 このコマンドが実行された SGD サ
ーバーのセキュ リ テ ィー保護された接続が使用不可になり ます。

使用例

次の例では、 このコマンドが実行された SGD サーバーのセキュ リ テ ィーサービスを
使用不可にしますが、既存のセキュ リティー保護された接続がある場合は保持します。

tarantella service コマンド
このコマンドを使用して、次の SGD 認証機構で使用されるサービスオブジェク ト を
管理します。

■ Active Directory 認証

■ LDAP 認証

■ サードパーティー認証 (LDAP 検索オプシ ョ ンが有効になっている場合 )

サービスオブジェク トについては、 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」
を参照して ください。

tarantella security stop [ --keep ]

オプシ ョ

ン 説明

--keep 既存のセキュ リ テ ィー保護された接続がある場合は保持するよ う指定します。
省略した場合、すべてのセキュ リ テ ィー保護された接続をク ローズします。

# tarantella security stop --keep
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関するヘ
ルプを表示するには、 tarantella service subcommand --help コマンドを使
用します。

使用例

次の例では、使用可能なサービスオブジェク ト とその属性値をすべて一覧表示します。

次の例では、 mainldap サービスオブジェク ト を削除します。

tarantella service delete

サービスオブジェク ト を削除します。

サービスオブジェク トについては、 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」
を参照して ください。

tarantella service delete | edit | list | new 

サブコマンド 説明 詳細情報

delete サービスオブジェ ク ト を削除します 854 ページの 「 tarantella service delete 」

edit サービスオブジェ ク ト を編集します 855 ページの 「 tarantella service edit 」

list サービスオブジェ ク ト とその属性を一覧
表示します

859 ページの 「 tarantella service list 」

new 新規サービスオブジェ ク ト を作成します 859 ページの 「 tarantella service list 」

$ tarantella service list

$ tarantella service delete --name mainldap
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、 east サービスオブジェク ト を削除します。

tarantella service edit

サービスオブジェク トの 1 つ以上の属性を編集します。

サービスオブジェク トについては、 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」
を参照して ください。

tarantella service delete { --name obj...
} | --file file

オプシ ョ ン 説明

--name 削除するサービスオブジェク ト の名前を指定します。 これはスペース区切りの
名前リ ス ト です。

--file サービスオブジェ ク ト を削除する一式のコマンドを格納したバッチファ イルを
指定します。

$ tarantella service delete --name east
付録 D コマンド 855



形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

tarantella service edit {
 --name obj
[ --url url... ]
[ --position pos ]
[ --enabled 0|1 ]
[ --operation-timeout timeout ]
[ --base-domain domain ]
[ --default-domain domain ]
[ --black-list list ]
[ --white-list list ]
[ --security-mode ""|clientcerts]
[ --auth-mode kerberos|ssl ]
[ --site-aware 0|1 ]
[ --site-name name ]
[ --check-pwd-policy 0|1 ]
[ --pwd-expiry-warn-threshold threshold ]
[ --pwd-expiry-fail-threshold threshold ]
[ --domain-list domains ]
[ --password-update-mode ldapuser|ldapadmin]
[ --lookupcache-timeout timeout ]
[ --ad-alwaysusegc 0|1 ]
[ --suffix-mappings mappings ]
} | --file file

オプシ ョ ン 説明

--name 編集するサービスオブジェ ク トの名前。

詳細については、 473 ページの 「 名前 」 を参照して ください。

--url LDAP ディ レク ト リの URL または Active Directory フォレス トの URL. 。

URL は一意である必要があ り ます。異なるサービスオブジェ ク ト で同じ  
URL を使用するこ とはできません。

詳細については、 474 ページの 「 URL 」 を参照して ください。

--position サービスオブジェク ト の リ ス ト内のサービスオブジェ ク トの位置を指定す
る数値。数値 1 は、 リ ス ト の 初の位置を意味します。

--enabled サービスオブジェク ト が認証で使用できるよ うになっているかど うかを指
定します。

詳細については、 474 ページの 「 有効 」 を参照して ください。
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--operation-timeout ディ レク ト リサーバーが LDAP 操作に応答するのを待機する期間 ( 秒 ) 。

詳細については、 105 ページの 「 LDAP 操作のタイムアウ ト 」 を参照して
ください。

--base-domain ユーザーがログイン時にド メ インの一部だけを入力した場合に、 SGD が 
Active Directory 認証に使用する ド メ イン 。

詳細については、 476 ページの 「 Active Directory ベース ド メ イン 」 を参
照して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--default-domain ユーザーがログイン時にド メ インを指定しなかった場合に、 SGD が 
Active Directory 認証に使用する ド メ イン 。

詳細については、 476 ページの 「 Active Directory デフォルト ド メ イン 」
を参照して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--black-list LDAP クエ リーで使用されない Active Directory サーバーの リ ス ト 。

詳細については、 103 ページの 「 ブラ ッ ク リ ス ト 」 を参照して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--white-list LDAP クエ リーで常に使用される  Active Directory サーバーのリ ス ト 。
リ ス トに含まれないサーバーは使用できません。

詳細については、 102 ページの 「 ホワイ ト リ ス ト 」 を参照して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--security-mode ク ラ イアン ト証明書を使用して Active Directory サーバーへの SSL 接続を
認証するかど うかを指定します。 このオプシ ョ ンは、 --auth-mode が 
SSL である場合にのみ使用されます。

詳細については、 58 ページの 「 Active Directory への SSL 接続 」 を参照
して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--auth-mode Active Directory サーバーへの接続のセキュ リ テ ィーを保護するために使
用される機構で、 Kerberos または SSL. のいずれかです。 デフォルト では、
Kerberos が使用されます。

詳細については、 58 ページの 「 Active Directory への SSL 接続 」 を参照
して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--site-aware サービスオブジェク トのサイ ト認識を有効にします。 --site-name が設
定されていない場合、 SGD は、グローバルカタログと通信するこ とによ
って 、自動的にサイ ト情報の検出を試みます。

詳細については、 101 ページの 「 サイ ト 」 を参照して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--site-name サービスオブジェク ト のサイ ト名。 このオプシ ョ ンは、 --site-aware が
有効になっている場合にのみ使用されます。

詳細については、 101 ページの 「 サイ ト 」 を参照して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

オプシ ョ ン 説明
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--check-pwd-policy 認証時にユーザーのパスワードポ リ シーが確認されるかど うかを指定しま
す。 このオプシ ョ ンは、 LDAP パスワードの有効期限機能を有効にするた
めに使用されます。

詳細については、 100 ページの 「 パスワードの有効期限 」 を参照して くだ
さい。

--pwd-expiry-warn-threshold パスワードの有効期限が切れる前に、 Webtop に警告メ ッセージが表示さ
れる期間 ( 秒 ) 。

詳細については、 100 ページの 「 パスワードの有効期限 」 を参照して くだ
さい。

--pwd-expiry-fail-threshold パスワードの有効期限が切れる前に、ユーザーの認証が拒否され、パスワ
ードを更新するよ うに強制される期間 ( 秒 ) 。

詳細については、 100 ページの 「 パスワードの有効期限 」 を参照して くだ
さい。

--domain-list SGD の起動時に通信する ド メ インの リ ス ト を定義します。

詳細については、 104 ページの 「 ド メ イン リ ス ト 」 を参照して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--password-update-mode 期限経過パスワードを処理する方法を決定します。  
デフォル トの設定は ldapuser で、認証されたユーザーの資格情報を使用
してパスワードが更新される こ とを意味します。 この結果、パスワードが
変更されます。

ldapadmin の設定は、サービスオブジェク ト の資格情報を使用してパス
ワードが更新される こ とを意味します。

詳細については、 101 ページの 「 LDAP のパスワード更新モード 」 を参照
して ください。

LDAP サービスオブジェク ト にのみ適用されます。

--lookupcache-timeout SGD サーバー上の LDAP ルッ クアップキャ ッシュエン ト リが保持される
検索する期間 ( 秒 ) 。

詳細については、 105 ページの 「 ルッ クアップキャ ッシュのタイムアウ ト
」 を参照して ください。

オプシ ョ ン 説明
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使用例

次の例では、 testldap サービスオブジェク ト を無効にします。

次の例では、 mainldap サービスオブジェク トの位置をサービスオブジェク トの リ
ス ト の 3 番目に変更します。

tarantella service list

使用可能なサービスオブジェク ト とその属性を一覧表示します。

サービスオブジェク トについては、 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」
を参照して ください。

--ad-alwaysusegc ルッ クアップでグローバルカタログが常に使用されるかど うかを指定しま
す。 このオプシ ョ ンを有効にする と 、 LDAP 検索の時間を短縮できる可能
性があ り ます。

詳細については、 103 ページの 「 グローバルカタログのみの検索 」 を参照
して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--suffix-mappings Kerberos 認証で使用される 、 ド メ イン名間のマッピングの リ ス ト 。  
各エン ト リの形式は、 suffix=domain です。たとえば、
test.east.example.com=east.example.com のよ うに指定します。

詳細については、 104 ページの 「 接頭辞マッピング 」 を参照してく ださい
。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。

--file サービスオブジェク ト属性を編集する一式のコマンドを格納したバッチフ
ァ イルを指定します。

$ tarantella service edit --name testldap --enabled 0 

$ tarantella service edit --name mainldap --position 3 

オプシ ョ ン 説明
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、すべてのサービスオブジェク ト  ( 位置の順に ) とそれらの属性値を一覧
表示します。

次の例では、 mainldap サービスオブジェク トの 「 URL 」 および 「 有効 」 属性の値
を一覧表示します。

次の例では、 mainldap サービスオブジェク トのすべての属性値を一覧表示します。

tarantella service new

新規サービスオブジェク ト を作成します。  

tarantella service list { [ --name obj ]
[ --setting... ]

} | --file file

オプシ ョ

ン 説明

--name 一覧表示するサービスオブジェク ト の名前を指定します。 --name が指定されて
いない場合は、すべてのサービスオブジェ ク ト とそれらの属性値が一覧表示され
ます。

--setting 値を一覧表示するサービスオブジェク ト属性を指定します。 --setting が指定され
ていない場合、そのサービスオブジェク トのすべての属性が一覧表示されます。

--file サービスオブジェ ク ト とその属性設定を一覧表示する一式のコマンドを格納した
バッチファ イルを指定します。

$ tarantella service list

$ tarantella service list --name mainldap --url --enabled

$ tarantella service list --name mainldap
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デフォル トでは、新規サービスオブジェク トは有効になっており 、サービスオブジェ
ク トの リ ス トの 後の位置に追加されます。

サービスオブジェク トについては、 95 ページの 「 サービスオブジェク トの使用法 」
を参照して ください。
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

tarantella service new { 
--name obj 
--type ldap|ad 
--url url... 

[ --position pos ]
[ --enabled 0|1 ]
[ --operation-timeout timeout ]
[ --base-domain domain ]
[ --default-domain domain ]
[ --black-list list ]
[ --white-list list ]
[ --security-mode ""|clientcerts]
[ --auth-mode kerberos|ssl ]
[ --site-aware 0|1 ]
[ --site-name name ]
[ --check-pwd-policy 0|1 ]
[ --pwd-expiry-warn-threshold threshold ]
[ --pwd-expiry-fail-threshold threshold ]
[ --domain-list domains ]
[ --password-update-mode ldapuser|ldapadmin]
[ --lookupcache-timeout timeout ]
[ --ad-alwaysusegc 0|1 ]
[ --suffix-mappings mappings ]
} | --file file

オプシ ョ ン 説明

--name 作成するサービスオブジェ ク トの名前。

詳細については、 473 ページの 「 名前 」 を参照して ください。

--type サービスオブジェク トのタイプ。 LDAP または Active Directory のいず
れか。

詳細については、 474 ページの 「 タイプ 」 を参照して ください。

--url LDAP ディ レク ト リの URL または Active Directory フォレス トの URL. 。

URL は一意である必要があ り ます。異なるサービスオブジェ ク ト で同じ  
URL を使用するこ とはできません。

詳細については、 474 ページの 「 URL 」 を参照して ください。

--position サービスオブジェク ト の リ ス ト内のサービスオブジェ ク トの位置を指定す
る数値。数値 1 は、 リ ス ト の 初の位置を意味します。
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--enabled サービスオブジェク ト が使用できるよ うになっているかど うかを指定し
ます。

詳細については、 474 ページの 「 有効 」 を参照して ください。

--operation-timeout ディ レク ト リサーバーが LDAP 操作に応答するのを待機する期間 ( 秒 ) 。

詳細については、 105 ページの 「 LDAP 操作のタイムアウ ト 」 を参照して
ください。

--base-domain ユーザーがログイン時にド メ インの一部だけを入力した場合に、 SGD が 
Active Directory 認証に使用する ド メ イン 。

詳細については、 476 ページの 「 Active Directory ベース ド メ イン 」 を参
照して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--default-domain ユーザーがログイン時にド メ インを指定しなかった場合に、 SGD が 
Active Directory 認証に使用する ド メ イン 。

詳細については、 476 ページの 「 Active Directory デフォルト ド メ イン 」
を参照して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--black-list LDAP クエ リーで使用されない Active Directory サーバーの リ ス ト 。

詳細については、 103 ページの 「 ブラ ッ ク リ ス ト 」 を参照して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--white-list LDAP クエ リーで常に使用される  Active Directory サーバーのリ ス ト 。 リ
ス トに含まれないサーバーは使用できません。

詳細については、 102 ページの 「 ホワイ ト リ ス ト 」 を参照して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--security-mode ク ラ イアン ト証明書を使用して Active Directory サーバーへの SSL 接続を
認証するかど うかを指定します。 このオプシ ョ ンは、 --auth-mode が 
SSL である場合にのみ使用されます。

詳細については、 58 ページの 「 Active Directory への SSL 接続 」 を参照
して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--auth-mode Active Directory サーバーへの接続のセキュ リ テ ィーを保護するために使
用される機構で、 Kerberos または SSL. のいずれかです。デフォル トでは
、 Kerberos が使用されます。

詳細については、 58 ページの 「 Active Directory への SSL 接続 」 を参照
して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--site-aware サービスオブジェク トのサイ ト認識を有効にします。 --site-name が設
定されていない場合、 SGD は、グローバルカタログと通信するこ とによ
って 、自動的にサイ ト情報の検出を試みます。

詳細については、 101 ページの 「 サイ ト 」 を参照して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

オプシ ョ ン 説明
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--site-name サービスオブジェク ト のサイ ト名。 このオプシ ョ ンは、 --site-aware が
有効になっている場合にのみ使用されます。

詳細については、 101 ページの 「 サイ ト 」 を参照して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--check-pwd-policy 認証時にユーザーのパスワードポ リ シーが確認されるかど うかを指定しま
す。 このオプシ ョ ンは、 LDAP パスワードの有効期限機能を有効にするた
めに使用されます。

詳細については、 100 ページの 「 パスワードの有効期限 」 を参照して くだ
さい。

--pwd-expiry-warn-threshold パスワードの有効期限が切れる前に、 Webtop に警告メ ッセージが表示さ
れる期間 ( 秒 ) 。

詳細については、 100 ページの 「 パスワードの有効期限 」 を参照して くだ
さい。

--pwd-expiry-fail-threshold パスワードの有効期限が切れる前に、ユーザーの認証が拒否され、パスワ
ードを更新するよ うに強制される期間 ( 秒 ) 。

詳細については、 100 ページの 「 パスワードの有効期限 」 を参照して くだ
さい。

--domain-list SGD の起動時に通信する ド メ インの リ ス ト を定義します。

詳細については、 104 ページの 「 ド メ イン リ ス ト 」 を参照して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--password-update-mode 期限経過パスワードを処理する方法を決定します。  
デフォル トの設定は ldapuser で、認証されたユーザーの資格情報を使用
してパスワードが更新される こ とを意味します。 この結果、パスワードが
変更されます。

ldapadmin の設定は、サービスオブジェク ト の資格情報を使用してパス
ワードが更新される こ とを意味します。 この結果、パスワードが リセッ ト
されます。

詳細については、 101 ページの 「 LDAP のパスワード更新モード 」 を参照
して ください。

LDAP サービスオブジェク ト にのみ適用されます。

--lookupcache-timeout SGD サーバー上の LDAP ルッ クアップキャ ッシュエン ト リが保持される
検索する期間 ( 秒 ) 。

詳細については、 105 ページの 「 ルッ クアップキャ ッシュのタイムアウ ト
」 を参照して ください。

オプシ ョ ン 説明
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使用例

次の例では、 mainldap とい う名前の LDAP サービスオブジェク ト を作成します。
このサービスオブジェク トは、サービスオブジェク トの リ ス ト の 3 番目の位置に設定
され、デフォル トで有効になっています。

次の例では、 east とい う名前の Active Directory サービスオブジェク ト を作成し
ます。 このサービスオブジェク トは、デフォル トではサービスオブジェク トの リ ス ト
の 後の位置に設定され、無効に設定されています。

tarantella setup コマンド
このコマンドを使う と 、設定のオプシ ョ ンを変更するこ とができます。画面に表示さ
れる指示に従って ください。

--ad-alwaysusegc ルッ クアップでグローバルカタログが常に使用されるかど うかを指定し
ます。 このオプシ ョ ンを有効にする と 、 LDAP 検索の時間を短縮できる可
能性があ り ます。

詳細については、 103 ページの 「 グローバルカタログのみの検索 」 を参照
して ください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。  

--suffix-mappings Kerberos 認証で使用される 、 ド メ イン名間のマッピングの リ ス ト 。  
各エン ト リの形式は、 suffix=domain です。たとえば、
test.east.example.com=east.example.com のよ うに指定します。

詳細については、 104 ページの 「 接頭辞マッピング 」 を参照してください。

Active Directory サービスオブジェク ト にのみ適用されます。

--file サービスオブジェク ト属性を編集する一式のコマンドを格納したバッチフ
ァ イルを指定します。

$ tarantella service new \
--name mainldap --type ldap \ 
--url "ldap://main1.example.com;ldap://main2.example.com" \ 
--position 3 

$ tarantella service new \
--name east --type ad \
--url "ad://east.example.com" \
--enabled 0

オプシ ョ ン 説明
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形式

説明

週単位のアーカイブ処理のオンとオフを切り換えるこ とができます。アーカイブ処理
をオンにした場合、 ログを作成する時刻のスケジュールを設定できます。

また、 インス トール時に作成されたデフォル トのオブジェク ト と 、割り当て済みアプ
リ ケーシ ョ ンの リ ンクを再作成するこ と もできます。管理者が独自に作成したオブジ
ェク トがこの操作によって削除されるこ とはあ り ませんが、オ リ ジナルと同じ名前の
オブジェク トは置き換えられます。

使用例

次の例では、設定のオプシ ョ ンの変更を可能にします。

tarantella start コマンド
ホス ト上の SGD サービスを開始します。

形式

説明

サブコマンドを指定しない場合は、 SGD サーバーと  SGD Web サーバーの両方が起
動します。

tarantella setup

# tarantella setup

tarantella start [ --http | --https ] [ --servlet ]

tarantella start cdm | sgd | webserver [ --http | --https ] 
[ --servlet ]
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次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関するヘ
ルプを表示するには、 tarantella start subcommand --help コマンドを使用
します。

使用例

次の例では、 SGD サーバーと  SGD Web サーバー上の HTTPS サービスの両方を起
動します。

tarantella start cdm

SGD サーバー上の UNIX プラ ッ ト フォームのク ラ イアン ト ド ラ イブマッピング 
(CDM) サービスだけを開始します。

オプシ ョ ン 説明

--http HTTP サービス  (Apache) を開始します。

--https HTTPS サービス  (Apache) を開始します。 SGD Web サーバーの有効な SSL 
証明書が必要です。  

--servlet Java サーブレッ ト 拡張および JSP テク ノ ロジサービス  (Tomcat) を起動します。

サブコマンド 説明 詳細情報

cdm SGD サーバー上の UNIX プラ ッ ト フォーム
のク ラ イアン ト ド ラ イブマッピングサービ
スだけを開始します。

867 ページの 「 tarantella start cdm 」

sgd SGD サーバーだけを起動します。 868 ページの 「 tarantella start sgd 」

webserver SGD Web サーバーだけを起動します。 869 ページの 「 tarantella start webserver 」

# tarantella start --https
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形式

説明

このコマンドが実行された SGD サーバー上で UNIX プラ ッ ト フォームの CDM サー
ビスを開始します。

使用例

次の例では、 SGD サーバー上の UNIX プラ ッ ト フォームの CDM サービスを開始し
ます。

tarantella start sgd

SGD サーバーだけを起動します。

形式

説明

SGD サーバーを起動します。

使用例

次の例では、 SGD サーバーを起動します。

tarantella start cdm

# tarantella start cdm

tarantella start sgd

# tarantella start sgd
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tarantella start webserver

SGD Web サーバーだけを起動します。

形式

説明

コマンドオプシ ョ ンを指定しない場合、有効な SSL 証明書がホス ト上に存在してい
れば、 SGD Web サーバーは HTTP モード と  HTTPS モードの両方で起動します。
有効な SSL 証明書が存在しない場合、 SGD Web サーバーは HTTP モードのみで起
動します。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - 個別のコマンドを順に使用して Apache と  Tomcat の両方を再起動する場合には、
Tomcat を先に再起動する必要があ り ます。

使用例

次の例では、 Apache と  Tomcat を起動します。

tarantella status コマンド
SGD サーバー情報をレポート します。

tarantella start webserver [ --http | --https ] [ --servlet ]

オプシ ョ ン 説明

--http HTTP サービス  (Apache) を開始します。

--https HTTPS サービス  (Apache) を開始します。 SGD Web サーバーの有効な SSL 
証明書が必要です。  

--servlet Java サーブレッ ト拡張および JSP テク ノ ロジサービス  (Tomcat) を起動します。

# tarantella start webserver
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形式

説明

SGD サーバーの情報をレポート します。アレイの詳細情報、アレイ全体で稼働中ま
たはサスペンド中のユーザーセッシ ョ ン とアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの数、および
セッシ ョ ンの分散方法をレポート します。

このコマンドは、アレイに時刻同期の問題があるこ とを示します。 --byserver オ
プシ ョ ンを使用する と 、アレイ内の各サーバーの時刻設定が示されます。

このコマンドは、アレイが修復済みの状態にあるかど うかを示します。  
--originalstate オプシ ョ ンを使用する と 、修復前のアレイのメンバーが一覧表
示されます。

アレイに問題がある場合、 このコマンドは次の情報を表示します。

■ サーバー間でアレイのメンバーシップに関する不一致が発生している場合は、ア
レイ内の各 SGD サーバーで認識されているアレイ設定が出力に表示されます。

■ SKID (Secret Key Identification) エラーなどのほかのエラーがある場合、 このコマ
ンドは、問題のあるサーバーから受け取ったエラーを報告します。  

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

tarantella status
[ --summary | --byserver | --server serv | --ping [serv]
--originalstate ]

[ --format text | xml ]
[ --verbose ]

オプシ ョ ン 説明

--summary アレイのグローバルな情報のサマ リーを表示します。 これは、デフォ
ル ト設定です。

--byserver アレイ内の各サーバーの詳細情報を表示します。  

--server 指定したサーバーの詳細情報を表示します。 ピア  DNS 名で入力します。

--format 出力形式を指定します。デフォル ト設定は text です。
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使用例

次の例では、アレイ全体のセッシ ョ ンに関する情報の概要を表示します。

次の例では、 SGD サーバー boston.indigo-insurance.com の詳細なステータス情報を
レポート します。

次の例では、修復された SGD アレイの元の状態を報告します。

tarantella stop コマンド
SGD ホス ト上の SGD サービスを停止します。現在接続しているユーザーがいる場合
は、確認を要求します。  

--ping 迅速な健全性検査を実行します。実行対象は、アレイのすべての 
SGD サーバーまたは指定した単一の SGD サーバーにな り ます。

--originalstate このサーバーが修復されたアレイ内に存在している場合にこのオプシ
ョ ンを指定する と 、アレイが修復される前の元のアレイ メ ンバーが表
示されます。

--verbose コマン ド出力を表示する前に、サーバーの健全性検査を表示し 、通信
中のサーバーの一覧を表示します。

$ tarantella status

$ tarantella status --server boston.indigo-insurance.com

$ tarantella status --originalstate

オプシ ョ ン 説明
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形式

説明

サブコマンドを指定しない場合は、 SGD サーバーと  SGD Web サーバーの両方が停
止します。

注意 - SGD サービスを停止させるのに、 UNIX プラ ッ ト フォームの kill コマンド
を使用しないでください。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

SGD サーバーを停止する と 、中断中のアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンも含め、すべて
のユーザーセッシ ョ ンとアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンが終了します。

tarantella stop [ --force | --kill ] [ --quiet ]
[ --http | --https ] [ --servlet ]

tarantella stop cdm

tarantella stop sgd [ --force | --kill ] [ --quiet ]

tarantella stop webserver [ --http | --https ] [ --servlet ]

オプシ ョ ン 説明

--force SGD サービスの停止を強制的に試みます。

--kill SGD サービスが使用しているプロセス  ID を強制終了します。 このオプシ ョ
ンを使用するのは、他の方法で SGD サーバーを停止させる こ とが困難な場合
に限定します。

--quiet 確認を要求しません。接続しているユーザーがいる場合でも 、 SGD サービス
を停止します。

--http HTTP サービス  (Apache) を停止します。

--https HTTPS サービス  (Apache) を停止します。 SGD Web サーバーの有効な SSL 
証明書が必要です。  

--servlet Java サーブレッ ト 拡張および JSP テク ノ ロジサービス  (Tomcat) を停止します。
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次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関するヘ
ルプを表示するには、 tarantella stop subcommand --help コマンドを使用し
ます。

使用例

次の例では、現在接続しているユーザーがいる場合でも確認メ ッセージを表示せずに、
SGD サーバーと  SGD Web サーバーの両方を停止します。

tarantella stop cdm

SGD サーバー上の UNIX プラ ッ ト フォームの CDM サービスだけを停止します。

形式

説明

このコマンドが実行された SGD サーバー上で UNIX プラ ッ ト フォームの CDM サー
ビスを停止します。

サブコマンド 説明 詳細情報

cdm SGD サーバー上の UNIX プラ ッ ト フォー
ムのク ラ イアン ト ド ラ イブマッピングサ
ービスだけを停止します。

873 ページの 「 tarantella stop cdm 」

sgd SGD サーバーだけを停止します。 874 ページの 「 tarantella stop sgd 」

webserver SGD Web サーバーだけを停止します。 875 ページの 「 tarantella stop webserver 」

# tarantella stop --quiet

tarantella stop cdm
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使用例

次の例では、 SGD サーバー上の UNIX プラ ッ ト フォームの CDM サービスを停止し
ます。

tarantella stop sgd

SGD サーバー上の SGD サービスを停止します。

形式

説明

SGD サーバーだけを停止します。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、 SGD サーバーを停止します。

# tarantella stop cdm

tarantella stop sgd [ --force | --kill ] [ --quiet ]

オプシ ョ ン 説明

--force SGD サービスの停止を強制的に試みます。

--kill SGD サービスが使用しているプロセス  ID を強制終了します。 このオプシ ョ ンを
使用するのは、他の方法で SGD サーバーを停止させるこ とが困難な場合に限定
します。

--quiet 確認を要求しません。接続しているユーザーがいる場合でも 、 SGD サービスを
停止します。

# tarantella stop sgd
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tarantella stop webserver

SGD Web サーバーだけを停止します。

形式

説明

コマンドオプシ ョ ンを指定しない場合は、 SGD Web サーバーと 、 SGD ホス ト上の 
Tomcat サービスの両方が停止します。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

注 - 個別のコマンドを順に使用して Apache と  Tomcat の両方を再起動する場合には、
Tomcat を先に再起動する必要があ り ます。

使用例

次の例では、 Apache と  Tomcat を停止します。

tarantella stop webserver [ --http | --https ] [ --servlet ]

オプシ ョ ン 説明

--http HTTP サービス  (Apache) を停止します。

--https HTTPS サービス  (Apache) を停止します。 SGD Web サーバーの有効な SSL 
証明書が必要です。  

--servlet Java サーブレッ ト拡張および JSP テク ノ ロジサービス  (Tomcat) を停止します
。

# tarantella stop webserver
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tarantella tokencache コマンド
このコマンドは、認証トークンを使ってログインする際に使用される トークンキャ ッ
シュを処理します。 SGD 管理者はトークンキャ ッシュに格納されているすべてのエ
ン ト リ を表示および削除できます。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関するヘ
ルプを表示するには、 tarantella tokencache command --help コマンドを使
用します。

使用例

次の例では、パスワードキャッシュに格納されているすべてのエン ト リ を削除します。

次の例では、 トークンキャ ッシュ内のすべてのエン ト リおよびトークンの作成日時を
一覧表示します。

tarantella tokencache delete | list

サブコマンド 説明 詳細情報

delete トークンキャ ッシュからエン ト リ を削
除します。

877 ページの 「 tarantella tokencache delete 」

list トークンキャ ッシュの内容一覧を表示
します。

877 ページの 「 tarantella tokencache list 」

$ tarantella tokencache delete --all

$ tarantella tokencache list --creationtime
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tarantella tokencache delete

トークンキャ ッシュ内のエン ト リ を削除します。 トークンキャ ッシュは、認証トーク
ンを使ってログインする際に使用されます。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、パスワードキャッシュに格納されているすべてのエン ト リ を削除します。

tarantella tokencache list

トークンキャ ッシュの内容一覧を表示します。 トークンキャ ッシュは、認証トークン
を使ってログインする際に使用されます。

tarantella tokencache delete {
[ --username username | --all ]
[ --format text | xml ] }
| --file file

オプシ ョ ン 説明

--username 削除するエン ト リの名前を指定します。

--all キャ ッシュに格納されているすべてのエン ト リ を削除します。

--format 出力形式。デフォル ト設定は text です。

--file 処理するバッチファ イルを指定します。 このファ イルには、上記のオプシ
ョ ンを使用して各設定を  1 つの行に記述します。

stdin から読み取る と きは、 --file - を使用します。

$ tarantella tokencache delete --all
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、 トークンキャ ッシュ内のすべてのエン ト リおよびトークンの作成日時を
一覧表示します。

tarantella tscal コマンド
Windows 以外のク ラ イアン トの Microsoft Windows ターミナルサービスの CAL を
管理する と きは、 tarantella tscal コマンドを使用します。

tarantella tokencache list [ --creationtime ]
 [ --format text | xml ]

オプシ ョ ン 説明

--creationtime キャ ッシュ内の各トークンの作成日時を一覧表示します。

--format 出力形式を指定します。デフォル ト設定は text です。

$ tarantella tokencache list --creationtime
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関するヘ
ルプを表示するには、 tarantella tscal subcommand --help コマンドを使用
します。

使用例

次の例では、 Windows 以外のク ラ イアン トに現在予約されているターミナルサービ
ス  CAL の一覧を表示します。

tarantella tscal free

Windows 以外のク ラ イアン トが使用できるよ うに Microsoft Windows ターミナルサ
ービス  CAL を解放する と きは、 tarantella tscal free コマンドを使用します。

tarantella tscal free | list | return

サブコマンド 説明 詳細情報

free 別の Windows 以外のク ラ イアン トで使用す
るために、 ターミナルサービス  CAL を解放し
ます。

879 ページの 「 tarantella tscal free 」

list Windows 以外のク ラ イアン トに現在予約され
ているターミナルサービス  CAL の一覧を表示
します。

881 ページの 「 tarantella tscal list 」

return ターミナルサービス  CAL を  Windows ラ イセ
ンスサーバーに戻します。

882 ページの 「 tarantella tscal return 」

$ tarantella tscal list
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形式

説明

CAL を解放できるのは、 Windows ターミナルサービスを使用するアプ リ ケーシ ョ
ンセッシ ョ ンがない場合だけです。

注 - 解放された CAL は Windows のライセンスサーバーには戻り ません。

通常、 後の Windows アプ リ ケーシ ョ ンが終了したと きに CAL が自動的に解放さ
れるよ うに設定されている場合は、 このコマンドを実行する必要はあ り ません。ただ
し 、 SGD サーバーをアレイから削除した り 、アレイ との接続が失われた り している
のに、 CAL がまだ使用されている状態になっているこ とがあ り ます。 このよ う な場
合、 このコマンドを実行して CAL を解放できます。

引数を使用しない場合は、 Windows ターミナルサービスを使用するアプ リ ケーシ ョ
ンセッシ ョ ンが存在しない CAL がすべて解放されます。

プラ イマ リサーバーが 利 用できないと きに、 このコマンドを  SGD アレイ内のセカン
ダ リサーバー上で実行した場合は、 CAL 情報が不正確になるこ とがあ り ます。 これ
は、 CAL 情報に変更がある場合には、プラ イマ リサーバーがアレイのすべての SGD 
サーバーの更新を行う ためです。プラ イマ リサーバーが 利 用できない状態でコマン
ドを実行した場合は、警告が表示されます。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

tarantella tscal free [ --inuseby user | --calid id ]

オプシ ョ ン 説明

--inuseby 次のいずれかのユーザーの場合、そのユーザーの CAL だけを解放します。

• 特定のユーザー名。

• ワイルドカードフ ィルタ 。

* 文字は、 ワイルドカードフ ィルタでのみ使用できる文字です。任意の文字
を含む任意の長さの文字列を表します。
たとえば、 --inuseby "*green*" 引数を指定した場合は、名前に文字列
「 green 」 を含むユーザーの CAL のう ち 、使用されていない CAL のみを
解放します。

--calid 解放する  CAL の ID 。解放する  CAL の ID を取得するには、 tarantella 
tscal list コマンドを使用します。
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使用例

次の例では、 Elizabeth Blue の CAL を解放します。

tarantella tscal list

Windows 以外のク ラ イアン トに現在予約されている  Microsoft Windows ターミナル
サービス  CAL の一覧を表示する と きは、 tarantella tscal list コマンドを使
用します。

形式

説明

引数を使用しない場合は、すべての CAL の一覧と 、それらが使用中かど うかが表示
されます。

プラ イマ リサーバーが使用できないと きに、 このコマンドを  SGD アレイ内のセカン
ダ リサーバー上で実行した場合は、一覧が不正確になるこ とがあ り ます。 これは、
CAL 情報に変更がある場合には、プラ イマ リサーバーがアレイのすべての SGD サー
バーの更新を行う ためです。プラ イマ リサーバーが 利 用できない状態でコマンドを
実行した場合は、警告が表示されます。

$ tarantella tscal free \
--inuseby "o=Indigo Insurance/ou=Sales/cn=Elizabeth Blue"

tarantella tscal list [ --inuseby user | --inuse | --free ] 
[ --type name ]

 [ --format text|xml ]
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次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、 Windows 以外のク ラ イアン トの CAL のうち 、現在使用されていない 
CAL を表示します。

tarantella tscal return

解放されているすべての Microsoft Windows ターミナルサービス  CAL を  Windows 
ラ イセンスサーバーに戻すと きは、 tarantella tscal return コマンドを使用
します。

オプシ ョ ン 説明

--inuseby 次のいずれかのユーザーの場合、そのユーザーが使用している  CAL だけを
表示します。

• 特定のユーザー名。

• ワイルドカードフ ィルタ 。

ユーザーの名前については、 tarantella emulatorsession list  コ
マン ドを使用して調べるこ とができます。

* 文字は、 ワイルドカードフ ィルタでのみ使用できる文字です。任意の文字
を含む任意の長さの文字列を表します。
たとえば、 --inuseby "*green*" 引数を指定した場合は、名前に文字列
「 green 」 を含むユーザーの CAL のみを表示します。

--inuse 現在使用されている  CAL だけを表示します。

--free 現在使用されていない CAL だけを表示します。

--type 特定の種類のターミナルサービスサーバーに接続できる  CAL だけを表示し
ます。 WinNT4-TS-CAL または Win200x-TS-CAL を指定できます。

注 -  この名前の大文字と小文字は区別されません。

--format 出力形式を指定します。デフォル ト設定は text です。

$ tarantella tscal list --free
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形式

説明

注 - Windows ラ イセンスサーバーは、 後に使用された日から約 90 日が経過する
までは、戻された CAL の再発行を許可しない場合があ り ます。

CAL を戻せる状態にするには、 tarantella tscal free コマンドを使用して 
CAL を解放します。

通常、 CAL が 90 日間使用されなかったと きに、自動的に戻るよ うに設定されてい
る場合は、 このコマンドを実行する必要はあ り ません。ただし 、 SGD サーバーがア
レイから削除されている場合は、 このコマンドを使用して CAL を手動で戻すこ とが
できます。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では、解放されているすべての CAL を  Windows ラ イセンスサーバーに戻し
ます。

tarantella uninstall コマンド
SGD または指定した SGD のパッケージをアンインス トールします。

tarantella tscal return --free

オプシ ョ

ン 説明

--free 解放されているすべての CAL を  Windows ラ イセンスサーバーに戻します。

$ tarantella tscal return --free
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形式

説明

SGD またはその一部をシステムから削除します。 または、 インス トールされている  
SGD のパッケージの一覧を表示します。

SGD サーバーがアレイのメンバーである場合は、 tarantella uninstall を実行
する前に、アレイから  SGD サーバーを削除します。それを行うには、tarantella 
array コマンドを使用します。

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

使用例

次の例では SGD を完全にアンインス トールして、すべての設定情報を削除します。

tarantella version コマンド
インス トールされている  SGD のコンポーネン トのバージ ョ ン番号をレポート します。

tarantella uninstall { [ package... ] [ --purge ] | --list  }

オプシ ョ ン 説明

package... アンインス トールする個別のパッケージを指定します。パッケージを省略した
場合、 このコマンドは SGD のパッケージをすべてアンインス トールします。
現在、 SGD は単一パッケージと してインス トールできます。

--purge SGD のパッケージをすべて削除した場合、組織に関連するすべての設定情報
も削除されます。 --purge を省略した場合、設定情報はそのまま残り ます。

--list 現在インス トールされている  SGD のパッケージをすべて表示します。

# tarantella uninstall --purge
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形式

説明

SGD サーバー上にインス トールされている  SGD のコンポーネン トのバージ ョ ン番
号を 、 SGD サーバーに関する情報を一緒に表示します。

インス トールされている  SGD のコンポーネン トに関する情報は、 Webtop 上でも入
手できます。 Webtop の左下隅にある 「 ? 」 ボタンをク リ ッ ク します。

使用例

次の例では、 インス トールされている  SGD のコンポーネン トのバージ ョ ン番号を表
示します。

tarantella webserver コマンド
tarantella webserver コマンドは、サードパーティー認証機構で信頼できるユ
ーザーを設定する場合に使用します。

tarantella version

$ tarantella version
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関するヘ
ルプを表示するには、 tarantella webserver subcommand --help コマンドを
使用します。

使用例

次の例では、信頼できるユーザーの一覧を表示します。

tarantella webserver add_trusted_user

サードパーティーの認証を使用するユーザーのユーザー名およびパスワードを追加し
ます。

tarantella webserver add_trusted_user | delete_trusted_user |
list_trusted_users

サブコマンド 説明 詳細情報

add_trusted_user サードパーティーの認証機構を使用す
るユーザーのユーザー名およびパスワー
ドを追加します。

886 ページの 「 tarantella 
webserver add_trusted_user 」

delete_trusted_user サードパーティーの認証機構を使用す
るユーザーのユーザー名およびパスワー
ドを削除します。

887 ページの 「 tarantella 
webserver delete_trusted_user 」

list_trusted_users サードパーティーの認証機構を使用す
るユーザーのユーザー名の一覧を表示し
ます。

888 ページの 「 tarantella 
webserver list_trusted_users 」

# tarantella webserver list_trusted_users
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形式

説明

username を入力する と 、 SGD によってパスワードの入力が要求されます。パスワー
ドは、 6 文字以上でなければいけません。

この新規ユーザーを有効にするには、 tarantella restart webserver を使用
して SGD Web サーバーを再起動する必要があ り ます。

このコマンドを使用して、信頼できるユーザーのパスワードを変更するこ とはできま
せん。 tarantella webserver delete_trusted_user コマンドを使用して、
信頼できるユーザーを 初に削除する必要があ り ます。

このコマンドを実行する と 、 /opt/tarantella/webserver/tomcat//conf/
tomcat-users.xml にある  Tomcat ユーザーの 「 データベース 」 にユーザー名が追
加され、パスワードの SHA ダイジェス トが作成されます。 また、 このユーザーには
「 SGDExternalAuth 」 ロールが割り当てられます。 このロールは、 SGD 外部認証 

Web サービスにアクセスする と きに必要にな り ます。

使用例

次の例では、 L3nNy_G0db3r を信頼できるユーザーと して追加します。

tarantella webserver 
delete_trusted_user

サードパーティーの認証を使用するユーザーのユーザー名およびパスワードを削除し
ます。

tarantella webserver add_trusted_user username

# tarantella webserver add_trusted_user L3nNy_G0db3r
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形式

説明

このユーザーを無効にするには、 tarantella restart webserver を使用して 
SGD Web サーバーを再起動する必要があ り ます。

このコマンドを実行する と 、 /opt/tarantella/webserver/tomcat//conf/
tomcat-users.xml にある  Tomcat ユーザーの 「 データベース 」 から 、指定したユ
ーザー名が削除されます。

使用例

次の例では、信頼できるユーザーと して L3nNy_G0db3r を削除します。

tarantella webserver 
list_trusted_users

サードパーティーの認証を使用するユーザーのユーザー名の一覧を表示します。

形式

説明

各ユーザー名は、 コンマで区切って表示されます。 このコマンドでは、サードパーテ
ィーの認証が現在有効になっているかど うかも表示されます。

このコマンドを実行する と 、 /opt/tarantella/webserver/tomcat//conf/
tomcat-users.xml にある  Tomcat ユーザーの 「 データベース 」 内のユーザー名が
表示されます。

tarantella webserver delete_trusted_user username

# tarantella webserver delete_trusted_user L3nNy_G0db3r

tarantella webserver list_trusted_users
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使用例

次の例では、信頼できるユーザーの一覧を表示します。

tarantella webtopsession コマンド
このコマンドを使う と 、 SGD 管理者はユーザーセッシ ョ ンを表示および終了でき
ます。

形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なサブコマンドを示しています。

注 - すべてのコマンドに --help オプシ ョ ンがあ り ます。特定のコマンドに関するヘ
ルプを表示するには、 tarantella webtopsession subcommand --help コマン
ドを使用します。

# tarantella webserver list_trusted_users

tarantella webtopsession list | logout

サブコマンド 説明 詳細情報

list 指定した人物またはサーバーに一致するユーザーセ
ッシ ョ ンを表示します。

890 ページの 「 tarantella 
webtopsession list 」

logout SGD からユーザーをログアウ ト させます。 891 ページの 「 tarantella 
webtopsession logout 」
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使用例

次の例では、 SGD サーバー detroit が保持しているすべてのユーザーセッシ ョ ンの詳
細を表示します。

次の例では、 Emma Rald を SGD からログアウ ト させます。

tarantella webtopsession list

指定した人物またはサーバーに一致するユーザーセッシ ョ ンを表示します。  

形式

説明

セッシ ョ ンごとに、次の詳細が表示されます。

■ 印刷状態。ユーザーが印刷を一時停止しているかど うかを示します。

■ ク ラ イアン ト . ク ラ イアン トの IP アドレス 。

■ ログイン時間。ユーザーがログインしたと きのタイムスタンプ。

■ ユーザー . 特定のユーザー名。

■ ログイン先。ユーザーセッシ ョ ンを運用している  SGD サーバー。

■ 接続タイプ . 接続に標準接続またはセキュ リ テ ィー保護された接続のどちらが使用
されているかを指定します。

Administration Console の次のタブを使用して、ユーザーセッシ ョ ンの詳細を表示で
きます。

■ 「 セッシ ョ ン 」 タブ

■ 「 Secure Global Desktop サーバー 」  → 「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブ

■ ユーザープロファ イルオブジェク ト用の 「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブ 

$ tarantella webtopsession list \
--server "o=Indigo Insurance/cn=detroit"

$ tarantella webtopsession logout \
--person "o=Indigo Insurance/ou=Marketing/cn=Emma Rald"

tarantella webtopsession list [ --person pobj | --server serv ]
 [ --format text|count|xml ]
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次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

人物もサーバーも指定しない場合、 このコマンドはアレイ全体のすべてのユーザーセ
ッシ ョ ンを表示します。

共用ユーザー (guest) と匿名ユーザーは、 「 システムオブジェク ト 」 組織にある同じ
プロファ イルを共用できる場合でも 、一意の名前を持ちます。共用ユーザー (guest) 
と匿名ユーザーには、プロファ イルオブジェク トの名前ではな く一意の名前を付け
ます 
( 例 : .../_dns/newyork.indigo-insurance.com/_anon/1) 。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

次の例では、 SGD サーバー detroit が保持しているすべてのユーザーセッシ ョ ンの詳
細を表示します。

次の例では、アレイ全体のセッシ ョ ンのすべてのユーザーセッシ ョ ンを表示します。

tarantella webtopsession logout

指定した各人物のユーザーセッシ ョ ンを終了します。 このコマンドは、人物を  SGD 
からログアウ ト させる効果があ り ます。

オプシ ョ ン 説明

--person 指定した人物に一致するユーザーセッシ ョ ンの詳細を表示します。  
その人物のユーザー識別情報を使用します。

--server 指定した SGD サーバーに一致するユーザーセッシ ョ ンの詳細を表示します。  
ローカルリポジ ト リ内のアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トの名前 (SGD 
サーバーにアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トがある場合 ) またはその
サーバーのピア DNS を使用します。

--format 出力形式を指定します。デフォル ト設定は text です。  
一致するセッシ ョ ンの数だけを表示する場合は、 count を使用します。

$ tarantella webtopsession list \
--server "o=Indigo Insurance/cn=detroit"

$ tarantella webtopsession list
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形式

説明

次の表は、 このコマンドで使用可能なオプシ ョ ンを示しています。

Administration Console の次のタブを使用して、 ユーザーセッショ ンを終了できます。

■ 「 セッシ ョ ン 」 タブ

■ 「 Secure Global Desktop サーバー 」  → 「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブ

■ ユーザープロファ イルオブジェク ト用の 「 ユーザーセッシ ョ ン 」 タブ

共用ユーザー (guest) と匿名ユーザーは、 「 システムオブジェク ト 」 組織にある同じ
プロファ イルを共用できる場合でも 、一意の名前を持ちます。ゲス トユーザーまたは
匿名ユーザーに、プロファイルオブジェク トの名前ではなく 、一意の名前を付けます。
たとえば、 .../_dns/newyork.indigo-insurance.com/_anon/1 。

注 - オブジェク ト名に空白文字が含まれている場合は、二重引用符 (") か一重引用符 
(') で囲む必要があ り ます ( 例 : "o=Indigo Insurance") 。

使用例

次の例では、 Emma Rald を SGD からログアウ ト させます。

次の例では、匿名ユーザーのユーザーセッシ ョ ンを終了します。

tarantella webtopsession logout --person pobj...
[ --format text|quiet ]

オプシ ョ ン 説明

--person 指定した人物のユーザーセッシ ョ ンを終了します。  
その人物のユーザー識別情報を使用します。

--format 出力形式を指定します。デフォル ト設定は text です。  
--format quiet を使う と 、 メ ッセージは表示されず、終了コードがログア
ウ ト したセッシ ョ ンの数を示します。

$ tarantella webtopsession logout \
--person "o=Indigo Insurance/ou=Marketing/cn=Emma Rald"

$ tarantella webtopsession logout \
--person .../_dns/newyork.indigo-insurance.com/_anon/1
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付録 E

ログインスク リプ ト

この付録には、 Oracle Secure Global Desktop (SGD) ログインスク リプ トに関する参
照情報が記載されています。 この情報を使用して、標準の SGD ログインスク リプ ト
をカスタマイズした り 、ユーザー独自のログインスク リプ ト を作成した りできます。

この付録の内容は、次のとおりです。

■ 893 ページの 「 SGD で提供するログインスク リプ ト 」

■ 897 ページの 「 ログインスク リプ トの Tcl コマンドおよびプロシージャー 」

■ 907 ページの 「 ログインスク リプ トの変数 」

■ 915 ページの 「 ログインスク リプ トのタイムアウ ト時間 」

■ 920 ページの 「 ログインスク リプ トのエラーメ ッセージ 」

SGD で提供するログインスク リプ ト
SGD で提供するログインスク リプ トはすべて 
/opt/tarantella/var/serverresources/expect ディ レク ト リに格納されて
います。

SGD のログインスク リプ トは、 Tcl (version 8.4) と  Expect (version 5.43) で作成され
ています。 Expect は Tcl を拡張し 、プログラムと対話するための追加のコマンドを
提供します。

Tcl の詳細については、 「 Tcl Developer Exchange (http://www.tcl.tk) 」
を参照して ください。

Expect の詳細については、 「 The Expect Home 
Page (http://expect.nist.gov/) 」 を参照して ください。
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ログインスク リプ トは、アプ リ ケーシ ョ ンの設定時に使用できるスク リプ ト と 、共通
のコードを含むスク リプ トに分類できます。使用可能なスク リプ トについては、次の
節を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ンの設定時に使用されるログイン
スク リプ ト

アプリ ケーシ ョ ンに使用されるログインスク リプ トは、次のよ うに設定します。

■ Administration Console で、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 起動 」 タブにあ
る 「 ログインスク リプ ト 」 属性を使用します。

■ コマンド行で、 tarantella object コマンドに --login script コマンドオプ
シ ョ ンを使用します。

次の表に、 SGD で提供されるものの中でアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 ログイ
ンスク リプ ト 」 属性と して設定できるログインスク リプ ト と 、それらの使用目的を示
します。

スクリプ ト名 説明

unix.exp 文字型アプ リ ケーシ ョ ン と  X アプ リ ケーシ ョ ン用の標準ログインスク リ
プ ト 。

「 ログインスク リプ ト 」 属性が空白の場合は、 このスク リプ トがデフォ
ル トで使用されます。

すべてのアプ リ ケーシ ョ ンの接続方法で使用できます。

securid.exp アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの認証用 SecurID を使っている場合、
unix.exp をこれで置き換えます。  
202 ページの 「 RSA SecurID を使用したアプ リ ケーシ ョ ン認証 」 を参照
して ください。

windows.exp Windows アプ リ ケーシ ョ ン用の標準ログインスク リプ ト 。

「 ログインスク リプ ト 」 属性が空白の場合は、 このスク リプ トがデフォ
ル トで使用されます。

3270.exp 3270 アプ リ ケーシ ョ ン用の標準ログインスク リプ ト 。

「 ログインスク リプ ト 」 属性が空白の場合は、 このスク リプ トがデフォ
ル トで使用されます。

すべてのアプ リ ケーシ ョ ンの接続方法で使用できます。

このスク リプ トは、 UNIX プラ ッ ト フォーム用の TeemTalk 端末エミ ュ
レーシ ョ ンソフ ト ウェアを実行するコマンドを構築します。
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5250.exp 5250 アプ リ ケーシ ョ ン用の標準ログインスク リプ ト 。

「 ログインスク リプ ト 」 属性が空白の場合は、 このスク リプ トがデフォ
ル トで使用されます。

すべてのアプ リ ケーシ ョ ンの接続方法で使用できます。

このスク リプ トは、 UNIX プラ ッ ト フォーム用の TeemTalk 端末エミ ュ
レーシ ョ ンソフ ト ウェアを実行するコマンドを構築します。

vms.exp 仮想メモ リーシステム  (VMS) アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で実行されて
いる  X アプ リ ケーシ ョ ンまたは文字型アプ リ ケーシ ョ ンで使用されます
。

rexec を除くすべてのアプ リ ケーシ ョ ンの接続方法で使用できます。

215 ページの 「 VMS アプ リ ケーシ ョ ンの設定 」 を参照して ください。

vmsrexec.exp VMS アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で実行されている  X アプ リ ケーシ ョ
ンまたは文字型アプリ ケーシ ョ ンで使用されます。

アプ リ ケーシ ョ ン接続方法が rexec の場合にのみ使用できます。

215 ページの 「 VMS アプ リ ケーシ ョ ンの設定 」 を参照して ください。

unixclass.exp シャ ド ウ ィ ング可能な UNIX® プラ ッ ト フォームセッシ ョ ンの作成に使
用されるスク リプ ト 。仮想教室の状況で使用されます。

210 ページの 「 仮想教室の作成 」 を参照して ください。

winclass.exp シャ ド ウ ィ ング可能な Windows セッシ ョ ンの作成に使用されるスク リ
プ ト 。仮想教室の状況で使用されます。

210 ページの 「 仮想教室の作成 」 を参照して ください。

pupil.exp 仮想教室の状況で講師をシャ ド ウ ィ ングする際に受講者によって使用さ
れるスク リプ ト 。

210 ページの 「 仮想教室の作成 」 を参照して ください。

スクリプ ト名 説明
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共通のコードを含むログインスク リプ ト

次の表に、 SGD で提供されるものの中で共通のコード を含むログインスク リ プト と 、
それらの使用目的を示します。 これらのスク リプ トは、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク
トの 「 ログインスク リプ ト 」 属性と しては設定できません。

スクリプ ト名 説明

runsubscript.exp ほかのすべての SGD ログインス ク リプ ト を呼び出すために使用され
る標準のラ ッパーログインスク リプ ト 。

ログインスク リプ トに使用を許可する環境変数を設定します。

procs.exp ほかのスク リプ トから呼び出されます。

共通の Tcl プロシージャーを定義します。

vars.exp ほかのスク リプ トから呼び出されます。

ほかのログインスク リプ トで使用される変数、 メ ッセージ、および
タイムアウ ト時間を定義します。

securid-vars.exp securid.exp から呼び出されます。

SecurID 認証に必要な追加の変数と メ ッセージを定義します。

xauth.exp procs.exp と  classroom.exp から呼び出されます。

X 認証プロセス  ( シャ ド ウ ィ ングのための X 認証権限を含む ) を処
理するために使用されます。

classroom.exp unixclass.exp 、 winclass.exp 、および pupil.exp から呼び
出されます。

シャ ド ウ ィ ング対象の X ディ スプレイを取得するための共通の手続
きを定義します。
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ログインスク リプ トの Tcl コマンドおよ
びプロシージャー
SGD に付属しているログインスク リプ トは、いくつかの Tcl コマンドおよびプロシ
ージャーを使用してアプ リ ケーシ ョ ンサーバーとの通信を行います。

「 Tcl コマンド 」 は、 SGD の実行プロ ト コルエンジンコンポーネン トで定義される
コマンドです。 これらのコマンドは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続や SGD ア
プ リ ケーシ ョ ン認証ダイアログおよび進行状況ダイアログの表示を制御するために、
ユーザー独自のログインスク リプ トで使用できます。

「 TCL プロシージャー 」 は、 ログインスク リプ トのみで定義されます。 これらのプ
ロシージャーは、 SGD アプ リ ケーシ ョ ン認証ダイアログをよ り細かく制御するため
に使用できます。

unixwin.exp Citrix Independent Computing Architecture (ICA) プロ ト コルを使
用するよ うに設定された Windows アプ リ ケーシ ョ ンに対して使用
します。

このスク リプ トは、ユーザーの PATH に、 Merge または ICA UNIX 
ク ラ イアン ト ソフ ト ウェアのインス トール先ディ レク ト リが含まれ
ているこ とを前提にしています。

SCO Merge または Citrix ICA プロ ト コルは SGD ではサポート され
な くな り ましたが、従来の Winndows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェ ク
トはこれらのプロ ト コルを引き続き使用できます。

wcpwts.exp Microsoft リ モートデスク ト ッププロ ト コル (RDP) プロ ト コルを使
用するよ う設定された Windows アプ リ ケーシ ョ ン用に、
windows.exp によって呼び出されます。

wincenter.exp WinCenter または Citrix UNIX Integration Service プロ ト コルを
使用するよ うに設定された Windows アプ リ ケーシ ョ ン用に使用し
ます。

WinCenter と  Citrix UNIX Integration Services プロ ト コルは SGD 
ではサポート されな くな り ましたが、従来の Windows アプ リ ケー
シ ョ ンオブジェ ク トはこれらのプロ ト コルを引き続き使用できま
す。

スクリプ ト名 説明
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SGD アプ リ ケーシ ョ ン認証ダイアログの制御

次の Tcl コマンドおよびプロシージャーは、アプ リ ケーシ ョ ンが起動されたと きの 
SGD アプ リ ケーシ ョ ン認証ダイアログの表示を制御するために使用されます。

■ 898 ページの 「 authrequest 」

■ 899 ページの 「 authenticate 」

■ 899 ページの 「 authenticate2 」

■ 900 ページの 「 customauthenticate 」

■ 900 ページの 「 userauthenticate 」

authrequest

この Tcl コマンドは、ユーザー名またはパスワードに関する問題を示すダイアログボ
ッ クスを表示します。

一般に、 authrequest コマンドをログインスク リプ トから直接呼び出すこ とはあ り
ません。代わりに、定義済みの Tcl プロシージャーを使用して、 このコマンドを必要
な引数と と もに呼び出します。

このコマンドには次の引数があ り ます。

authrequest
[ -normal | -changed ]

-showuser 0|1
-title title
-message message
-customuserlabel 0|1
-userlabel label
-custompasswdlabel 0|1
-passwdlabel label
-showpasscache 0|1
-showsmartcard 0|1
-isuserdialog 0|1|2

引数 説明

-normal パスワードが正し くないこ とを指定します。

-changed パスワードの有効期限が切れているこ とを指定します。

-showuser ユーザー名フ ィールドを表示するこ とを指定します。

-showpasswd パスワードが正し くないこ とを指定します。

-title 認証ダイアログに使用されるタイ トルを指定します。
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次の例では、パスワードが正し くないこ とを示すダイアログボッ クスを表示します。

authenticate

ユーザー名とパスワードに関する問題点を示すダイアログボッ クスを表示します。

この Tcl プロシージャーは、次のオプシ ョ ンを使用して authrequest コマンドを呼
び出します。

authenticate2

ユーザー名とパスワードに関する問題点を示すダイアログボッ クスを表示します。ダ
イアログにユーザー独自のタイ トルを使用した り 、ユーザー独自のメ ッセージを表示
した りできます。 また 、ユーザー名およびパスワードフ ィールドを表示するかど うか
を制御するこ と もできます。

-message 認証ダイアログに表示される メ ッセージを指定します。

-customuserlabel ユーザー名フ ィールドにカスタマイズされたラベルを使用する
かど うかを指定します。

-userlabel ユーザー名フ ィールドに使用するカスタマイズされたラベルを
指定します。

-custompasswdlabel パスワードフ ィールドにカスタマイズされたラベルを使用する
かど うかを指定します。

-passwdlabel パスワードフ ィールドに使用するカスタマイズされたラベルを
指定します。

-showpasscache 「 このパスワードを保存する 」 チェ ッ クボッ クスを表示するか
ど うかを指定します。

-showsmartcard スマート カードオプシ ョ ンを表示するかど うかを指定します。

-isuserdialog 0|1|2 カスタマイズされた認証ダイアログを使用するかど うかを指定
します。

次のいずれかを指定します。

• 0 - ユーザー名が変更されたかど うかを確認しません

• 1 - ユーザー名が変更されたかど うかを確認し 、必要に応じて
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに再接続します

• 2 - ユーザー名が変更された場合に SGD のデフォル トの動作
を使用します

authrequest -normal

authenticate [ -normal | -changed ]

引数 説明
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この Tcl プロシージャーは、次の引数を使用して authrequest コマンドを呼び出し
ます。

customauthenticate

ユーザー名とパスワードに関する問題点を示すダイアログボッ クスを表示します。認
証ダイアログを完全にカスタマイズできます。

このプロシージャーでは、実行プロ ト コルエンジンはユーザーがユーザー名フ ィール
ドに入力したテキス ト を確認しません。アプ リ ケーシ ョ ンの接続方法と して Secure 
Shell (SSH) が使用されており 、ユーザーがユーザー名を変更した場合、実行プロ ト
コルエンジンは接続を中断しないで、新しいユーザー名と して再接続します。 これに
よ り 、アプ リ ケーシ ョ ンの起動が失敗する場合があ り ます。 SSH を使用しており 、
ユーザーがユーザー名を変更できるよ うにする場合は、代わりに 
userauthenticate プロシージャーを使用して ください。

この Tcl プロシージャーは、次の引数を使用して authrequest コマンドを呼び出し
ます。

userauthenticate

ユーザー名とパスワードに関する問題点を示すダイアログボッ クスを表示します。
認証ダイアログを完全にカスタマイズできます。

authenticate2
[ -normal | -changed ]

-showuser 0|1
-showpasswd 0|
-title title
-message message

customauthenticate
[ -normal | -changed ]

-showuser 0|1
-title title
-message message
-customuserlabel 0|1
-userlabel label
-custompasswdlabel 0|1
-passwdlabel label
-showpasscache 0|1
-showsmartcard 0|1
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このプロシージャーは、ユーザーによってユーザー名が変更されたかど うかを確認す
る点を除き 、 customauthenticate と同じです。ユーザー名が変更されている場
合、実行プロ ト コルエンジンはアプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続を中断し 、変更さ
れたユーザーと して再接続します。

この Tcl プロシージャーは、次の引数を使用して authrequest コマンドを呼び出し
ます。

SGD 進行状況ダイアログの制御

次の Tcl コマンドは、アプ リ ケーシ ョ ンが起動されたと きの SGD 進行状況ダイアロ
グの表示を制御するために使用されます。

■ 901 ページの 「 loaderror 」

■ 902 ページの 「 clienttimer 」

■ 902 ページの 「 canceltimer 」

■ 902 ページの 「 progress 」

loaderror

この Tcl コマンドを使用する と 、 ログインスク リプ トから返されたエラーメ ッセージ
を上書きできます。 この関数を使用する と 、たとえば、 ログインスク リプ トの標準の
エラーメ ッセージをユーザー独自のメ ッセージに置き換えるこ とができます。アプ リ
ケーシ ョ ンの起動に失敗した場合、エラーは進行状況ダイアログと ログファ イルに表
示されます。 920 ページの 「 ログインスク リプ トのエラーメ ッセージ 」 を参照して く
ださい。  

userauthenticate
[ -normal | -changed ]

-showuser 0|1
-showpasswd 0|1
-title title
-message message
-customuserlabel 0|1
-userlabel label
-custompasswdlabel 0|1
-passwdlabel label
-showpasscache 0|1
-showsmartcard 0|1

loaderror error
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clienttimer

この Tcl コマンドは、指定された time の間、 message を進行状況ダイアログボッ クス
に表示します。進行状況バーには、合計の timers セクシ ョ ンがあ り ます。例を次に示
します。

canceltimer

この Tcl コマンドは、 clienttimer コマンドをキャンセルします。 このコマンドに
は引数があ り ません。

progress

この Tcl コマンドは、 message を進行状況ダイアログボッ クスに表示します。例を次
に示します。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続の制御

次の Tcl コマンドは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続を制御するために使用され
ます。

■ 903 ページの 「 setbuffer 」

■ 904 ページの 「 locallaunch 」

■ 906 ページの 「 tarantella 」

■ 906 ページの 「 sgdconnect 」

clienttimer [ time ] [ message ] [ timers ]

clienttimer 10 "Launching the application" 4

canceltimer

progress [ message ]

progress "Initializing..."
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setbuffer

この Tcl コマンド は、 アプリ ケーショ ンサーバーから読み込むバイト 数を定義します。

例を次に示します。

setbuffer [ -buffer num ] [ -output 0|1 ]

引数 説明

-buffer num バイ ト数を指定します。デフォル ト値は 1 
です。

-output 0|1 出力をオン (1) またはオフ  (0) にします。デ
フォル ト値は 1 です。

setbuffer -buffer 1000
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locallaunch

この Tcl コマンドは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが SGD サーバーも兼ねている場合
に、アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。 これは 「 適化起動 」 と呼ばれます。

locallaunch [ -start ] [ -abort ] [ -user launchspec -root launchspec ]

引数 説明

-start 適化起動で起動します。
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例を次に示します。

-abort 適化起動を停止し 、標準の接続方法に戻り ます。

-user launchspec ユーザーが UNIX または Linux プラ ッ ト フォームの root ユーザーでな
い場合に、 SGD サーバー上でアプ リ ケーシ ョ ンを起動するのに使う接
続方法を定義します。

起動がデタ ッチされているアプ リ ケーシ ョ ン  ( バッ クグラウン ドアプ リ
ケーシ ョ ン ) と起動がデタ ッチされていないアプ リ ケーシ ョ ン  ( フォア
グラウンドアプ リ ケーシ ョ ン ) に、別の動作を指定できます。

launchspec には、次のいずれかを指定できます。

• 0 - すべてのアプ リ ケーシ ョ ンを 、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト に
定義されている接続方法を使って起動します。

• 1 - バッ クグラウンドアプ リ ケーシ ョ ンは /bin/su を使用します。 フ
ォアグラウンドアプ リ ケーシ ョ ンは、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト
の接続方法を使用します。

• 2 - バッ クグラウンドアプ リ ケーシ ョ ンは、アプ リ ケーシ ョ ンオブジ
ェク ト の接続方法を使用します。 フォアグラウンドアプ リ ケーシ ョ ン
は /bin/su を使用します。

• 3 - すべてのアプ リ ケーシ ョ ンを  /bin/su を使って起動します。

デフォル ト値は 1 です。

-root launchspec ユーザーが UNIX または Linux プラ ッ ト フォームの root ユーザーであ
る場合に、 SGD サーバー上でアプ リ ケーシ ョ ンを起動するのに使う接
続方法を定義します。

起動がデタ ッチされているアプ リ ケーシ ョ ン  ( バッ クグラウン ドアプ リ
ケーシ ョ ン ) と起動がデタ ッチされていないアプ リ ケーシ ョ ン  ( フォア
グラウンドアプ リ ケーシ ョ ン ) に、別の動作を指定できます。

launchspec には、次のいずれかを指定できます。

• 0 - すべてのアプ リ ケーシ ョ ンを 、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト に
定義されている接続方法を使って起動します。

• 1 - バッ クグラウンドアプ リ ケーシ ョ ンは /bin/su を使用します。 フ
ォアグラウンドアプ リ ケーシ ョ ンは、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト
の接続方法を使用します。

• 2 - バッ クグラウンドアプ リ ケーシ ョ ンは、アプ リ ケーシ ョ ンオブジ
ェク ト の接続方法を使用します。 フォアグラウンドアプ リ ケーシ ョ ン
は /bin/su を使用します。

• 3 - すべてのアプ リ ケーシ ョ ンを  /bin/su を使って起動します。

• 4 - すべてのアプ リ ケーシ ョ ンを 、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト に
定義されている接続方法を使って起動します。

デフォル ト値は 3 です。

locallaunch -abort

引数 説明
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tarantella

この Tcl コマンドは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続を設定するために使用され
ます。 sgdconnect コマンドを使用する前に、接続を設定する必要があ り ます。

次の例は、 TCP ポート  5999 上でアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに接続します。

sgdconnect

実行プロ ト コルエンジンに、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに接続するよ う指示します。
このコマンドには引数があ り ません。

ほとんどの SGD ログインスク リプ トは、 sgdconnect を使用して接続を確立します。
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続を自分で処理する場合は、 スク リプ トでこのコマ
ンドが使用されないよ うにする必要があ り ます。

wcpwts.exp 標準ログインスク リプ トは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続にこ
のコマンドを使用しないログインスク リプ トの例です。

tarantella -nosocket -portnumber num -thirdtiershell shell

引数 説明

-nosocket アプ リ ケーシ ョ ンの起動に他の方法を使用するこ とを指定しま
す。起動方法の実装は、 スク リプ ト作成者が行う必要があ り ま
す。たとえば、 Expect の spawn コマン ドを使用します。 これ
を行なえるのは、 X アプ リ ケーシ ョ ンなど 、永続的な接続を必
要と しないアプ リ ケーシ ョ ンの場合だけです。 このコマンドが
役立つのは、特殊なアプ リ ケーシ ョ ンサーバーを扱う場合や、
既存のアプ リ ケーシ ョ ン起動メカニズムと統合化する必要があ
る場合です。

-portnumber num アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続に使用されるポート を上書
きします。 このオプシ ョ ンを使用する場合は、 sgdconnect コ
マンド の前に tarantella コマンド を実行する必要があり ます。
そ う しないと 、ポー ト番号が無視されます。

-thirdtiershell shell アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで使用するシェルを指定します 
( たとえば、 /bin/sh) 。

tarantella -portnumber 5999

sgdconnect
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ログインスク リプ トの変数
SGD のログインスク リプ トは、多くの変数を使用します。変数は、常に使用可能な
保証されている変数と 、値を持つ場合にのみ使用可能なオプシ ョ ン変数に分類でき
ます。

ログインスク リプ トで変数を使用するには、その変数が runsubscript.exp ログイ
ンスク リプ トで定義されている必要があ り ます。

次の節では、保証されている変数とオプシ ョ ン変数、およびそれらの使用目的につい
て説明します。

ログインスク リプ トの保証されている変数

保証されている変数は、実行するコマンドの名前、 ログイン先のアプ リ ケーシ ョ ンサ
ーバー、および使用する接続方法を格納します。

すべてのログインスク リプ トは、少な く と もいくつかの保証されている変数を使用し
ます。

保証されている変数は常に存在しますが、 NULL 値を持つ場合があ り ます。

変数 説明

ALTDISPLAY ユーザーのク ラ イアン トデバイスの完全修飾 DNS ( ド メ インネームシステム ) 
名と 、使用するディ スプレイ番号。

DISPLAY ユーザーのク ラ イアン トデバイスの IP (Internet Protocol) アドレス と 、使用す
るディ スプレイ番号。

TTA_AGEDPASSWORD 古くなったパスワードを手動で処理するか、ダイアログで処理するかを指定し
ます。

TTA_ALLOWTHIRDTIERDIALOG ユーザーのパスワード が古い場合、 存在しない場合、 または正しく ない場合に、
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのダイアログボッ クスを表示するかど うかを指定し
ます。 この変数に指定できる値は次のとおりです。

• user - ユーザーが Shift キーを押しながらアプ リ ケーシ ョ ンの リ ンクをク リ
ッ ク した場合、 またはパスワードに問題がある場合

• system - パスワードに問題がある場合のみ

• none - ダイアログボッ クスを表示しない

TTA_AUXCOMMANDS アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で実行する予備コマンド 。 この変数は、アプ リ ケ
ーシ ョ ンオブジェク ト の 「 ウ ィ ン ド ウマネージャー 」 属性に対応します。

TTA_CLIENT_IPADDR ユーザーのク ラ イアン トデバイスの IP アド レス 。 これは SGD Client によって
取得された IP アド レスです。
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TTA_COMMAND アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で実行するコマンド 。 この変数は、アプ リ ケーシ
ョ ンオブジェク ト の 「 アプ リ ケーシ ョ ンコマンド 」 属性に対応します。

TTA_CONNECTIONSERVICE アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続に使う ト ランスポート 。 この変数は、アプ
リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 接続方法 」 属性に対応します。

TTA_ENVIRONMENT アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で必要なすべての環境変数の設定。 この変数は、
アプ リ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 環境変数 」 属性に対応します。

TTA_HOSTNAME ログインスク リプ トの接続先のアプ リ ケーシ ョ ンサーバー。 この変数は、アプ
リ ケーシ ョ ンの負荷分散機能によ り 、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 ホス
ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー 」 タブに表示されている中から選択され
ます。

TTA_HOSTPROBE ttahostprobe バイナリへのパス 。アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが使用可能か
ど うかを確認するために使用されます。

TTA_IPADDRESS アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの IP アドレス 。

TTA_LOGFILE エラーメ ッセージと診断メ ッセージが記録されるログファ イルの名前。  
デフォル トでは、 scriptID.log とい う形式です。 こ こで、 script はログインス
ク リプ トの名前であ り 、 ID は SGD サーバーのプロセス  ID です。

NULL を設定した場合、 メ ッセージは保存されません。

メ ッセージをこのログファ イルに記録するには、作成するログインスク リプ ト
に次のコードを記載します。

log_file $env(TTA_LOGFILE)

TTA_PORT アプ リ ケーシ ョ ンオブジェ ク トに対して設定された接続方法でアプ リ ケーシ ョ
ンサーバーに接続する と きに使用するポート 。

TTA_PRIMARY_DNSNAME プラ イマ リ  SGD サーバーの完全修飾 DNS 名。  
この変数を使う と 、 ログインス ク リプ トがデフォル トプ リ ンタの値を設定する
際に、正しい SGD プ リ ンタを選択できます。 この変数は、
/etc/ttaprinter.conf ファ イル内の複数のエン ト リ を区別するために使用
されます。

TTA_SCRIPT runsubscript.exp のあとに実行される  Expect スク リプ ト  ( たとえば、
unix.exp) 。

TTA_SECOND_TIER_DNSNAME アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをホス ト している  SGD サーバーの完全修飾
DNS 名。

TTA_THIRD_TIER_DNSNAME で、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD サーバー
が同じかど うかを判定し 、同じ場合は 適化された起動プロセスを使用するた
めに使用されます。

TTA_THIRD_TIER_DNSNAME アプ リ ケーシ ョ ンをホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの完全修飾 
DNS 名。

TTA_SECOND_TIER_DNSNAME で、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと  SGD サーバ
ーが同じかど うかを判定し 、同じ場合は 適化された起動プロセスを使用する
ために使用されます。

TTA_THIRD_TIER_VARS アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上の環境に対してエクスポートする変数の リ ス ト 。

変数 説明
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次に示す保証されている変数も 、 runsubscript.exp で定義されます。 これらの変
数は、アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に SGD サーバーで使用されます。

■ LANG

■ LANGUAGE

■ LC_ALL

■ LC_CTYPE

■ LC_NUMERIC

■ LC_TIME

■ LC_COLLATE

■ LC_MONETARY

■ LC_MESSAGES

■ LC_PAPER

■ LC_NAME

■ LC_ADDRESS

■ LC_TELEPHONE

■ LC_MEASUREMENT

■ LC_IDENTIFICATION

■ PATH

■ TTA_PreferredLocale

■ TTABASEDATADIR

■ TTADATADIR

■ TTADIR

ログインスク リプ トのオプシ ョ ン変数

オプシ ョ ン変数は、アプ リ ケーシ ョ ン 、ユーザー、およびユーザーのセッシ ョ ンに関
する追加情報を格納します。

TTA_STDERR 一時エラーファ イル。

TTA_WILLDISCONNECT コマン ドを一度実行したあとに、接続を切るかど うかを指定します。

TTA_XLAUNCH アプ リ ケーシ ョ ンが X アプ リ ケーシ ョ ンかど うかを指定します。 この変数の値
は 0 または 1 です。

変数 説明
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オプシ ョ ン変数は一般に、条件をテス ト し 、テス ト結果に基づいてログインスク リプ
トの動作を変更します。オプシ ョ ン変数は、値を持っている場合にのみ存在します。
たとえば、 TTA_ResumeTimeOut 変数は、アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 アプ
リ ケーシ ョ ンの再開機能 」 属性が値を持っている場合にのみ存在します。

ほとんどのオプシ ョ ン変数は、オブジェク ト属性の値を格納します。起動するアプ リ
ケーシ ョ ンには、オプシ ョ ン変数と して使用可能になっているアプ リ ケーシ ョ ンオブ
ジェク トの属性があ り ます。同様に、ユーザープロファ イルの属性も同じ方法で使用
可能にな り ます。ほかのオプシ ョ ン変数は、ユーザーのセッシ ョ ンに関する追加情報
を格納します。

変数 説明

TTA_AdminMode Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 コンソールモード 」 属性
に対応します。

TTA_Appearance 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 枠線のスタイル 」 属性に対応
します。

TTA_AppletHeight アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 高さ 」 属性に
対応します。

TTA_AppletWidth アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 幅 」 属性に対
応します。

TTA_ApplicationName アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の完全修飾名。

TTA_ApplicationPlacement アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 ウ ィ ン ド ウタ イプ 」 属性に対応し
ます。  
この変数に指定できる値は、 multiplewindows ( ク ラ イアン ト ウ ィ ン
ド ウ管理 ) 、 awtwindow ( 独立ウ ィ ンド ウ ) 、 kiosk ( キオスク ) 、
localx ( ローカル X サーバー ) 、および seamlesswindows ( シーム
レスウ ィ ン ド ウ ) です。

TTA_Arguments アプリ ケーショ ンオブジェク ト の「 コマンド の引数」 属性に対応します。

TTA_AudioQuality Administration Console の 「 グローバル設定 」  → 「 ク ラ イアン トデバ
イス 」 タブにある 「 Windows オーディオ品質 」 属性に対応します。

この変数に指定できる値は、 low 、 medium 、および high です。

TTA_Autowrap 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 行の折り返し 」 属性に対応し
ます。

TTA_BackgroundColor 3270 または 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 背景色 」 属性に対
応します。

TTA_ButtonLevels 3270 または 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 表示されるソフ ト
ボタン 」 属性に対応します。

この変数に指定できる値は、 0 ( ボタンなし ) 、 1 (2 行 ) 、 2 (4 行 ) 、
3 (6 行 ) 、および 4 (8 行 ) です。
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TTA_CachePassword ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー名とパスワードの入力
したと きに 「 このパスワードを保存しますか ? 」 ボッ クスを選択したか
ど うかを指定します。

TTA_CodePage 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 コードページ 」 属性に対応し
ます。

この変数に指定できる値は、 437 、 850 、 852 、 860 、 863 、 865 、
8859-1 、 8859-2 、 Multinational 、 Mazovia 、 または CP852 で
す。

TTA_ColorMap 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 カラーマップ 」 属性に対応し
ます。

TTA_Columns 文字型アプリ ケーショ ンオブジェク ト の「 ウィ ンド ウのサイズ : カラム」
属性に対応します。

TTA_Compression アプリ ケーショ ンオブジェク ト の「 コマンド の圧縮」 属性に対応します。  
この変数に指定できる値は、 automatic 、 on 、 または off です。

TTA_ContinuousMode アプリ ケーショ ンオブジェク ト の「 コマンド の実行」 属性に対応します。  
この変数に指定できる値は、 automatic 、 on 、 または off です。

TTA_ControlCode 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 エスケープシーケンス 」 属性
に対応します。  
この変数に指定できる値は、 7-bit または 8-bit です。

TTA_Cursor 文字型アプリ ケーショ ンオブジェク ト の「 カーソル」 属性に対応します。  
この変数に指定できる値は、 off 、 block 、 または underline です。

TTA_CursorKeyMode 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 カーソルキーコードの変更 」
属性に対応します。  
この変数に指定できる値は、 application または cursor です。

TTA_DelayedUpdate アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 遅延更新 」 属性に対応します。

TTA_DisableCursorSettings Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 カーソル設定 」 属性に対
応します。

TTA_DisableCursorShadow Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 カーソルのシャ ド ウ 」 属
性に対応します。

TTA_DisableFullWindowDrag Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 ド ラ ッグ中にウ ィ ン ド ウ
の内容を表示する 」 属性に対応します。

TTA_DisableMenuAnimations Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 メニューアニメーシ ョ ン
」 属性に対応します。

TTA_DisableTheming Windows アプリ ケーショ ンオブジェク ト の「 テーマ」 属性に対応します。

TTA_DisableWallpaper Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 デスク ト ップの壁紙 」 属
性に対応します。

変数 説明
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TTA_DisplayEnginePage アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 エ ミ ュレータアプレッ トページ 」 属
性に対応します。

注 - この属性は使用されな くな り ました 。

TTA_DisplayName ユーザープロファ イルの 「 名前 」 属性に対応します。

TTA_Domain アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 ド メ イン名 」 属性に対応します。

TTA_EnableFontSmoothing Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 フォン ト平滑化 」 属性に
対応します。

TTA_EuroMapping アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 ユーロ文字 」 属性に対応します。  
この変数に指定できる値は、 iso8859-15 または unicode です。

TTA_FilePath アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 アプ リ ケーシ ョ ンコマンド 」 属性に
対応します。

TTA_FixedFontSize 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 フォン トサイズ : 固定 」 属性
に対応します。

TTA_FontFamily 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 フォン ト ファ ミ リ 」 属性に対
応します。  
この変数に指定できる値は、 courier 、 helvetica 、 または 
timesroman です。

TTA_FontSize 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 フォン トサイズ 」 属性に対応
します。

TTA_ForegroundColor 3270 または 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 前景色 」 属性に対
応します。

TTA_GraphicsAcceleration アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 グラフ ィ ッ クアクセラレーシ ョ ン 」
属性に対応します。

TTA_Height アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 高さ 」 属性に
対応します。

この変数は、 TTA_AppletHeight 変数と同じ情報を提供します。

TTA_HostLocale アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェ ク トの 「 プロンプ トのロケール 」 属
性に対応します。

TTA_HostName ログインス ク リプ トの接続先のアプ リ ケーシ ョ ンサーバー。  
この変数は、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの負荷分散機能によ り 、アプ リ
ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 ホス ト しているアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
」 タブに表示されている中から選択されます。

TTA_IBMHostName 3270 または 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 サーバーアドレス
」 属性に対応します。

TTA_Icon アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 アイコン 」 属性に対応します。

TTA_InstanceName アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ン  ID 。

変数 説明
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TTA_InterlacedImages アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 インターレースイ メージ 」 属性に対
応します。  
この変数に指定できる値は、 automatic 、 on 、 または off です。

TTA_KeyboardType 3270 または 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 キーボード タイプ
」 属性に対応します。

この変数に指定できる値は、 pc 、 sun4 、 sun5 、および hp です。

TTA_KeymapLock アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 キーボードマップ 」 属性に対応し
ます。

TTA_KeypadMode 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 数字パッ ド コードの変更 」 属
性に対応します。

この変数に指定できる値は、 application または numeric です。

TTA_Lines 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 行 」 属
性に対応します。

TTA_LocalAddr SGD ホス トの IP アドレス 。

TTA_LoginScript アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 ログインスク リプ ト 」 属性に対応し
ます。

TTA_Maximise 3270 または 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 ウ ィ ン ド ウのサイ
ズ 」 属性に対応します。

TTA_MiddleMouseTimeout アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 マウスの中ボタンのタイムアウ ト 」
属性に対応します。

TTA_NoPrintPrefs Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 プ リ ンタ設定のキャ ッシ
ュ 」 属性に対応します。

TTA_ParentName アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の完全修飾名。

この変数は、 TTA_ApplicationName 変数と同じ情報を提供します。

TTA_PortNumber 3270 または 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 サーバーポート 」
属性に対応します。

TTA_ProtocolArguments Windows アプリ ケーショ ンオブジェク ト の「 引数」 属性に対応します。

TTA_RemoteAddr アプ リ ケーシ ョ ンの実行に使用されるアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの IP 
アドレス 。

TTA_RemoteAudio Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 リ モー トオーディオ 」 属
性に対応します。

TTA_RequiresDisplayEngine アプリ ケーショ ンにディ スプレイエンジンが必要かどう かを指定します。

TTA_ResumeTimeOut アプ リ ケーシ ョ ンオブジク トの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 : タイム
アウ ト 」 属性に対応します。

TTA_RootColor アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 ウ ィ ン ド ウの色 : カスタム色 」 属性
に対応します。

TTA_RootType アプリ ケーショ ンオブジェク ト の「 ウィ ンド ウの色」 属性に対応します。

この変数に指定できる値は、 default または color です。

変数 説明
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TTA_ScrollStyle 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 ス ク ロールスタイル 」 属性に
対応します。  
この変数に指定できる値は、 normal 、 jump 、 または smooth です。

TTA_SecureConnection ユーザープロファ イルの 「 セキュ リ テ ィー 」 タブに対応します。

TTA_SessionExit アプリ ケーショ ンオブジェク ト の「 セッ ショ ン終了」 属性に対応します。

この変数に指定できる値は、 lastclient ( 後のクライアント の終了 ) 、
windowmanager ( ウ ィ ン ド ウマネージャーの終了 ) 、
windowmanageralone ( ウ ィ ン ド ウマネージャーのみ残っている ) 、
loginscript ( ログインスク リプ トの終了 ) 、 nowindows ( 表示中の
ウ ィ ン ド ウがない ) 、および loginscriptnowindows ( 「 ログインス
ク リプ トの終了 」 または 「 表示中のウ ィ ン ド ウがない 」 ) です。

TTA_SettingsItem 3270 または 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 ファ イル 」 メニュ
ーと 「 設定 」 メニュー 」 属性に対応します。

TTA_StatusLine 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 ステータス行 」 属性に対応し
ます。  
この変数に指定できる値は、 none 、 indicator 、および host 
writable 、 standard 、 または extended です。

TTA_Suspend アプ リ ケーシ ョ ンオブジク トの 「 アプ リ ケーシ ョ ンの再開機能 」 属性に
対応します。

この変数に指定できる値は、 never 、 session ( ユーザーセッショ ン ) 、
および forever ( 常に ) です。

TTA_TerminalClass 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 エ ミ ュレーシ ョ ンタイプ 」 属
性に対応します。  
この変数に指定できる値は、 scoconsole 、 vt420 、 または wyse60 
です。

TTA_TerminalType 文字型アプリ ケーシ ョ ンオブジェ ク トの 「 端末タイプ 」 属性に対応し
ます。

TTA_TNClose 3270 または 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 接続終了アクシ ョ
ン 」 属性に対応します。

この変数に指定できる値は、 0 ( ユーザーにアクシ ョ ンを要求 ) 、 1 ( エ
ミ ュレータを終了 ) 、 2 ( 再接続 ) 、および 3 ( 接続を閉じる ) です。

TTA_TopMenuBar 3270 または 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 メニューバー 」 属
性に対応します。

TTA_Transport アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 接続方法 」 属性に対応します。

この変数に指定できる値は、 rexec 、 telnet 、 または ssh です。

保証されている変数 TTA_CONNECTIONSERVICE も 、 この情報を提供し
ます。

TTA_UserName このアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを使うユーザーの完全修飾名。

TTA_UserSecurityEquivalent ユーザープロファ イルの 「 ユーザー名 」 属性に対応します。

変数 説明
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ログインスク リプ トのタイムアウ ト時間
SGD では、アプ リ ケーシ ョ ンの起動時にいくつかのタイムアウ ト時間が使用され
ます。次のタイムアウ ト時間が用意されています。

■ 916 ページの 「 Expect のタイムアウ ト時間 」

■ 917 ページの 「 ク ラ イアン ト タ イマー 」

■ 919 ページの 「 その他のタイムアウ ト時間 」

TTA_UNIXAUDIO_QUALITY Administration Console の 「 グローバル設定 」  → 「 ク ラ イアン トデバ
イス 」 タブにある 「 UNIX オーディオ品質 」 属性に対応します。

この変数に指定できる値は、 low 、 medium 、および high です。

TTA_UNIXAUDIOPRELOAD X アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの 「 オーディオ リ ダイレク ト ラ イブラ
リ 」 属性に対応します。

TTA_ViewHostReply アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 起動接続をオープンしたまま保持 」
属性に対応します。

TTA_WebTop 「 Webtop テーマ 」 属性に対応します。

注 - この属性は使用されな くな り ました 。

TTA_Width アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 幅 」 属性に対
応します。

この変数は、 TTA_AppletWidth 変数と同じ情報を提供します。

TTA_WinCursor アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 Windows カーソルを使用 」 属性に
対応します。

注 - この属性は使用されな くな り ました 。

TTA_WindowsApplicationServer Windows アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに接続するために使用されるプロ
ト コル。  
この変数に指定できる値は、 wincenter 、 wincentermf (Citrix 
UNIX Integration Services) 、 merge (SCO Merge) 、 winframe (Citrix 
ICA) 、 wts (Microsoft RDP) 、 または none です。 Microsoft RDP のみ
がサポート されています。その他のプロ ト コルは、従来の SGD 
Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト でのみ使用可能です。

TTA_WindowsApplicationSupport Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 ローカルク ラ イアン ト起
動 」 属性に対応します。

TTA_WorkingDir Windows アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 作業ディ レク ト リ 」 属性
に対応します。

変数 説明
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注 - Microsoft Windows アプ リ ケーシ ョ ンを起動したと きに、実行プロ ト コルエン
ジンを除くすべてのタイムアウ ト を適用しません。

Expect のタイムアウ ト時間

Expect のタイムアウ ト時間は vars.exp ログインスク リプ トで定義されます。次の
表に、使用可能な Expect のタイムアウ ト時間とそのデフォルト値を示します。

Expect スク リプ トのタイムアウ ト時間を超過する と 、 ス ク リプ トはプロンプ トの推
測を試みてアプ リ ケーシ ョ ンの起動処理を継続します。

timeouts(hostprobe)

timeouts(hostprobe) タイムアウ トは、 unix.exp ログインスク リプ トから呼び
出されます。 これは ttahostprobe バイナリからの応答を待つ時間です。
ttahostprobe バイナリは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーが使用可能かど うかを確認
するために使用されます。

ttahostprobe バイナリ は応答を標準出力 (stdout) に出力し、 成功の場合は y を、
失敗の場合は n を返します。

timeouts(prelogin)

ログインフェーズで、必要な文字列の照合のため、各 Expect コマンドに対して許可
される時間。

たとえば、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーとの接続の確立後、 スク リプ トがログインプロ
ンプ トの照合に使用できる時間は、デフォル トで 40 秒です。 これが経過する と タイ
ムアウ ト とな り ます。照合が成功するたびに、 タイマーはリセッ ト されます。 ログイ
ン中、 タイムアウ ト時間は通常、 ログインプロンプ ト 、パスワードプロンプ ト 、およ
びシェルプロンプ トの処理ごとに リセッ ト されます。

タイムアウト デフォルト値

timeouts(hostprobe) 30 秒

timeouts(prelogin) 40 秒

timeouts(loggedin) 20 秒
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このタイムアウ ト時間を増やすと 、 ログインの各フェーズに許可される時間も増えま
す。 このタイムアウ ト時間は、 ログインの 長のフェーズを完了できるよ うに、十分
に大きな値に設定する必要があ り ます。

このタイムアウ ト時間を超過する と 、 スク リプ トは 「 ログイン状態にあ り 、シェルプ
ロンプ トの照合に失敗した 」 と判断し 、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに "echo SYNC" 
を送信してプロンプ ト文字列を推測します。 タイマー時間を超過したと きにユーザー
がログインしていないと 、アプリケーシ ョ ンの起動に失敗します。そうでない場合は、
"echo SYNC" の直後にアプ リ ケーシ ョ ンサーバーが送信した値がシェルプロンプ ト
に設定され、起動処理が引き続き実行されます。

注 - "echo SYNC" が表示され、シェルプロンプ トが $ 、 % 、 # 、 または > で正常
に終了する場合は、 timeouts(prelogin) 値が短すぎます。

timeouts(loggedin)

ユーザーのログイン後、必要な文字列の照合のため、各 Expect コマンドに対して許
可される時間。

タイムアウ ト時間を超過する と 、 ス ク リプ トは次のコマンドに移行します。それが原
因で、プロンプ トが返される前にコマンドが送信される場合があ り ます。

このタイムアウ トがよ く発生するのは、 スク リプ ト でのシェルプロンプ トの設定が間
違っている場合です。そのよ う な場合、デフォルト では各コマンドは 20 秒待ってか
ら次のコマンドに移行し 、 ク ラ イアン ト タ イマーのいずれか 1 つを ト リ ガーするこ と
ができます。

ク ラ イアン ト タ イマー

ク ライアン ト タ イマーは、 clienttimerTcl コマンドを使って設定します (902 ペー
ジの 「 clienttimer 」 を参照 ) 。 ク ラ イアン ト タ イマーの時間を超過する と 、致命
的な ErrApplicationServerTimeout エラーでアプ リ ケーシ ョ ン起動が取り消さ
れます。

ク ラ イアン ト タ イマーは vars.exp ログインスク リプ トで定義されます。
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次の表に、使用可能なク ラ イアン ト タ イマーとそのデフォル ト値を示します。

timers(login)

ログインフェーズが完了するまで ( 接続の確立から 初のシェルプロンプ トの受信ま
で ) の総時間。

この timers(login) タイマーは、すべてのログインフェーズをカバーできるだけ
の十分な長さでなければな り ません。 ログインの各フェーズ ( ログインプロンプ ト 、
パスワードプロンプ ト 、シェルプロンプ ト ) は、 大で、 timeouts(prelogin) タ
イムアウ トに対して定義された秒数だけ継続する可能性があ り ます。 このタイマーの
値は、常に Expect のタイムアウ ト時間 timeouts(prelogin) よ り大き くなければ
な り ません。

Expect のタイムアウ ト時間 timeouts(prelogin) を増やす場合は、
timers(login) タイマーも増やして、 その差を  10 以上に保つよう にしてく ださい。

timers(env)

初のシェルプロンプ ト を受信してからアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの環境変数がすべ
てエクスポート されるまでの総時間。

timers(runmain)

後の環境変数が設定されてから メ インアプリケーシ ョ ンが起動されるまでの総時間。

timers(build)

実行対象のコマンド行の作成にかかる総時間。 このタイマーは、 SCO Merge プロ ト
コルを使用している  Windows アプリケーシ ョ ンを起動する場合にのみ使用されます。

タイマー デフォルト値

timers(login) timeouts(prelogin) + 10 秒

timers(env) 40 秒

timers(runmain) 40 秒

timers(build) 25 秒

timers(total) 5 秒
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注 - SCO Merge プロ ト コルのサポートは終了しており 、従来の SGD Windows アプ
リ ケーシ ョ ンオブジェク トでのみ使用できます。

timers(total)

ク ラ イアン ト タ イマーの総数。 この設定は、 ク ラ イアン ト タイマーを追加または削除
する場合に変更します。

その他のタイムアウ ト時間

 procs.exp ログインスク リプ トには、 コマンドの発行時の 3 秒のタイムアウ ト時
間が含まれています。 これは proc wait_for_prompt プロシージャーで定義され
ます。

実行プロ ト コルエンジンのデフォル トのタイムアウ ト時間は 180 秒 (3 分 ) です。 こ
のタイムアウ ト時間は、アプ リ ケーシ ョ ンの起動要求を受信したと きに起動され、ア
プ リ ケーシ ョ ンの起動処理が正常終了する と削除されます。 このタイムアウ ト時間を
超過する と 、アプ リ ケーシ ョ ンの起動処理が取り消されます。 このタイムアウ ト時間
は、各 SGD サーバーに固有の値です。  

このタイムアウ ト時間を変更するには、次のコマンドを使用します。

注 - このタイムアウ ト時間をアレイ内のすべての SGD サーバーについて変更するに
は、 このコマンドで --array オプシ ョ ンを使用します。

$ tarantella config edit \
--tarantella-config-execpeconfig-maxlaunchtime secs
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ログインスク リプ トのエラーメ ッセージ
次の表で、 ログインスク リプ トで発生する可能性のあるエラーコード とエラーメ ッセ
ージ、およびそれに対する処置について説明します。 これらの情報を使用して、 ログ
インスク リプ トが失敗する原因を診断して ください。

コード エラーメ ッセージと説明

0 ErrOK

ログインス ク リプ トがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに正常に接続し 、アプ リ ケーシ ョ ンを起動しました。

1 ErrApplicationServerResourceFailure

ログインス ク リプ トが、アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上のシステム リ ソース不足が原因で失敗しました。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーがアプ リ ケーシ ョ ンを確実に実行できるよ うにして ください。

2 ErrApplicationServerNoLicenseAvailable

アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で使用可能なライセンスがあ り ません。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーの予想接続数を満たすだけのライセンスを確保して ください。

3 ErrFaultInExecutionScript

ログインス ク リプ トに構文エラーがあ り ます。

ログインス ク リプ ト を確認して ください。

4 ErrApplicationServerLoginFailed

ログインス ク リプ トが、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへのログインに失敗しました。

221 ページの 「 ErrApplicationServerLoginFailed エラーの ト ラブルシューティング 」  を参照し
て ください。

5 ErrApplicationServerLoginIncorrect

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに入力したユーザー名とパスワードが受け付けられませんでした 。

ユーザー名とパスワードが、そのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で有効なものか確認して ください。

6 ErrApplicationServerPasswordAged

アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上でユーザーのパスワードの有効期限が切れています。

ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で有効なパスワードを持っているか確認して ください。  
このエラーが表示されないよ うにするには、期限経過パスワードを処理するよ うに SGD を設定します。
これは、 Administration Console の 「 グローバル設定 」  → 「 アプ リ ケーシ ョ ン認証 」 タブで設定し
ます。

7 ErrCommandExecutionFailed

ログインス ク リプ トは、正常にアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにログインしましたが、アプ リ ケーシ ョ ンを
実行できませんでした。

アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 アプ リ ケーシ ョ ンコマンド 」 属性に有効なコマンドが含まれている
こ とを確認して ください。

ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンサーバー上の /tmp ディ レク ト リに対する書き込み権を持っている こ とを
確認して ください。
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8 ErrApplicationServerConnectionFailed

ログインス ク リプ トが、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへのログインに失敗しました。

手動でアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにログインできるか確認して ください。

9 ErrApplicationServerEndOfFileOnConnection

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続時に、 ログインスク リプ ト で EOF (End of File) エラーが発生しまし
た。

EOF エラーが返された原因を調査して ください。

10 ErrApplicationServerTimeout

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続時にログインスク リプ トがタイムアウ トにな り ました 。

220 ページの 「 ErrApplicationServerTimeout エラーの ト ラブルシューティング 」 を参照して くだ
さい。

12 ErrInvalidDesktopSize

Windows アプ リ ケーシ ョ ンに定義されている幅と高さが有効ではあ り ません。

アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 幅 」 および 「 ウ ィ ン ド ウのサイズ : 高さ 」 属性
を確認して ください。

14 ErrCouldNotPipe

ログインス ク リプ トが、実行プロ ト コルエンジンで、親プロセス と子プロセス との間にパイプを作成で
きませんでした 。

このエラーは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのメモ リーが不足しているこ とを示している可能性があ り ま
す。サーバー上で実行されているほかのアプ リ ケーシ ョ ンの数を確認し 、必要に応じてメモ リーのサイ
ズを大き く して ください。

15 ErrCouldNotFork

ログインスク リプ トが、実行プロ ト コルエンジンで子プロセスをフォークできませんでした 。

このエラーは、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのメモ リーが不足しているこ とを示している可能性があ り ま
す。サーバー上で実行されているほかのアプ リ ケーシ ョ ンの数を確認し 、必要に応じてメモ リーの容量
を大き く して ください。

16 ErrScriptRead

実行プロ ト コルエンジンでスク リプ トプロセスから情報を読み取ろ う と したと きに、 ログインスク リプ
トからエラーが生成されました。

アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡し
て ください。

17 ErrScriptWrite

実行プロ ト コルエンジンでスク リプ トプロセスに情報を書き込も う と したと きに、 ログインスク リプ ト
からエラーが生成されました。

アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡し
て ください。

18 ErrThirdTierWrite

実行プロ ト コルエンジンでアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに情報を書き込も う と したと きに、 ログインスク
リプ トからエラーが生成されました。

このエラーは通常、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続が失われたこ とを意味します。アプ リ ケーシ ョ
ンサーバーが使用可能かど うかを確認してから 、アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。

コード エラーメ ッセージと説明
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19 ErrThirdTierRead

実行プロ ト コルエンジンでアプ リ ケーシ ョ ンサーバーから情報を読み取ろ う と したと きに、 ログインス
ク リプ トからエラーが生成されました 。

このエラーは通常、アプ リ ケーシ ョ ンサーバーへの接続が失われたこ とを意味します。アプ リ ケーシ ョ
ンサーバーが使用可能かど うかを確認してから 、アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。

21 ErrTransportNotAvailable

ログインス ク リプ トが、要求された接続方法を使ってアプ リ ケーシ ョ ンサーバーに接続できません
でした。

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーがその接続方法をサポート しているか確認して ください。アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーが使用可能かど うか確認して ください。

22 ErrLogFileError

これはアプ リ ケーシ ョ ン起動エラーではあ り ません。 SGD がプロ ト コルエンジンマネージャー用のログ
ファ イルを作成できませんでした。

問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡して ください。

27 ErrThirdTierFailure

アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで問題が発生しました。

サーバーが使用可能であるか、およびアプ リ ケーシ ョ ンを手動で実行できるかを確認して ください。

30 ErrLoginPasswordNotAvailable

ログインス ク リプ トがアプ リ ケーシ ョ ンサーバーにパスワードを提供できませんでした。

このエラーは通常、実行プロ ト コルエンジンのタイムアウ トが ト リ ガーされたこ とを意味します。実行
プロ ト コルエンジンのタイムアウ ト時間を増やす方法の詳細については、 919 ページの 「 その他のタイ
ムアウ ト時間 」  を参照して ください。

31 ErrRequestNotSupported

ログインス ク リプ トが要求された予備コマンドを実行できません。

アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト の 「 コマンドの引数 」 属性が正し く設定されており 、追加のコマンドが
アプ リ ケーシ ョ ンサーバー上で機能するこ とを確認して ください。

32 ErrRequestNotImplemented

要求された操作が実装されていないため、 ログインスク リプ トがその操作を実行できません。

問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡して ください。

33 ErrUnknown

実行プロ ト コルエンジンでエラーが発生しました。

ログファ イルを確認し 、アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。

34 ErrInternalError

プロ ト コルエンジンマネージャーでエラーが発生しました 。

ログファ イルを確認し 、アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。

37 ErrProtocolEngineDied

プロ ト コルエンジンのプロセスで障害が発生しました。

ログファ イルでプロ ト コルエンジンのプロセス  ID を確認し 、アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて くだ
さい。問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡して ください。
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43 ErrExpectInitialisationFailed

SGD が Expect インタプ リ タを初期化できなかったため、 スク リプ トが実行されませんでした。

アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡し
て ください。

44 ErrEvalFileFailed

ログインス ク リプ ト ファ イルが存在しません。 または、 Expect インタプ リ タの失敗の原因となる構文エ
ラーがこのファ イルに含まれています。

ログインス ク リプ トが指定されたディ レク ト リ内に存在しているか確認して ください。 SGD で提供する
ログインスク リプ トはすべて /opt/tarantella/var/serverresources/expect ディ レク ト リに格
納されています。実行プロ ト コルエンジンのエラーログファ イルで、 このスク リプ トのエラー詳細を確
認して ください。

45 ErrCreateInterpreterFailed

SGD が Tcl インタプ リ タを初期化できなかったため、 スク リプ トが実行されませんでした。

アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡し
て ください。

46 ErrChdirFailed

ログインス ク リプ トが、 ス ク リプ トが格納されているディ レク ト リへの移動に失敗しました 。

スク リプ トへのパスを確認して ください。

47 ErrReadError

実行プロ ト コルエンジンで親プロセス と子プロセス との間のプロ ト コル接続から情報を読み取ろ う と し
たと きに、 ログインスク リプ トからエラーが生成されました。

アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡し
て ください。

49 ErrEndOfFile

ログインス ク リプ トが、接続時に予想外の EOF を読み取り ました 。

アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡し
て ください。

51 ErrBadMessage

ログインス ク リプ トが無効なメ ッセージを受け取り ました 。データパケッ トの破損が原因と考えられま
す。

アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡し
て ください。

52 ErrStaleCookie

ク ラ イアン トがアプ リ ケーシ ョ ンに接続しましたが、アプ リ ケーシ ョ ンの起動に必要な Cookie の期限が
切れています。

アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。  
これで問題が解決しない場合は、 Cookie の有効期間を長く して ください。 これを実行するには、次のコ
マンドを使用します。

$ tarantella config edit --tarantella-config-applaunch-reconnecttimeout seconds

デフォル ト値は、 60 (60 秒 ) です。問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡して ください。

コード エラーメ ッセージと説明
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53 ErrEatenCookie

ク ラ イアン トがアプ リ ケーシ ョ ンに接続しましたが、アプ リ ケーシ ョ ンの起動に必要な Cookie がすでに
使用されています。使用者はおそら く 、複数のセッシ ョ ンを実行しているユーザーです。

アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡し
て ください。

54 ErrDifferentCookie

ク ラ イアン トがアプ リ ケーシ ョ ンに接続しましたが、提供された Cookie がアプ リ ケーシ ョ ンの起動に必
要なものと一致しません。

アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡し
て ください。

55 ErrLaunchPolicyNotFound

SGD がアプ リ ケーシ ョ ンの実行に必要な詳細情報を検出できませんでした。

これは発生する可能性のないエラーです。アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。 これで問題
が解決しない場合は、 SGD サーバーを停止して起動し直し 、その後アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行して く
ださい。問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡して ください。

56 ErrBadLength

ログインス ク リプ トが受け取ったメ ッセージの長さが正し く あ り ません。データパケッ トの破損が原因
と考えられます。

アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡し
て ください。

57 ErrInvalidConfigObject

SGD から提供された設定データに、必要な情報が一部含まれていませんでした 。

これは発生する可能性のないエラーです。アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。 これで問題
が解決しない場合は、 SGD サーバーを停止して起動し直し 、その後アプ リ ケーシ ョ ンを実行して くださ
い。問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡して ください。

58 ErrSessionCircuitNotFound

プロ ト コルエンジンとプロ ト コルエンジンマネージャーとの間の接続が失われました。

アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。 これで問題が解決しない場合は、 SGD サーバーを停止
して起動し直し 、その後アプ リ ケーシ ョ ンを実行して ください。問題が解決しない場合は、 Oracle のサ
ポートに連絡して ください。

59 ErrExecutionCircuitNotFound

プロ ト コルエンジンマネージャーと実行プロ ト コルエンジンとの間の接続が失われました 。

アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。 これで問題が解決しない場合は、 SGD サーバーを停止
して起動し直し 、その後アプ リ ケーシ ョ ンを実行して ください。問題が解決しない場合は、 Oracle のサ
ポートに連絡して ください。

61 ErrCircuitNotFound

プロ ト コルエンジンマネージャーが回線 ( 接続 ) を検出できません。

アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。 これで問題が解決しない場合は、 SGD サーバーを停止
して起動し直し 、その後アプ リ ケーシ ョ ンを実行して ください。問題が解決しない場合は、 Oracle のサ
ポートに連絡して ください。
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62 ErrCreateFailed

プロ ト コルエンジンに対する作成要求が失敗し 、 SGD がアプ リ ケーシ ョ ンを実行できませんでした。

アプ リ ケーシ ョ ンの定義にいくつかの属性が含まれていません。不足している属性の詳細をログファ イ
ルで確認し 、それらのエラーを修正してから 、アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。

63 ErrComplete

これはエラーではあ り ません。 これは実行プロ ト コルエンジンからプロ ト コルエンジンマネージャーへ
のメ ッセージであ り 、起動プロセスが完了したこ とを示します。

65 ErrNonZeroConnectresult

SGD Client がプロ ト コルエンジンに接続したと きに、エラーが発生しました。

可能な場合は、 ログアウ ト して ください。それ以外の場合は、ブラウザを閉じ 、 ク ラ イアン トデバイス
上の SGD Client プロセスを終了して ください。アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。

66 ErrUserAbort

これはエラーではあ り ません。ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンの起動を取り消しました 。

67 ErrClientEndOfFileOnConnection

SGD Client への接続が失われました 。

可能な場合は、 ログアウ ト して ください。それ以外の場合は、ブラウザを閉じ 、 ク ラ イアン トデバイス
上の SGD Client プロセスを終了して ください。アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。

68 ErrNothingToDo

これはエラーではあ り ません。

このメ ッセージは、プロ ト コルエンジンマネージャーに送信された起動要求が、 どのプロ ト コルエンジ
ンも必要と しないこ とを示します。

71 ErrIoError

ログインス ク リプ トが stderr に書き込めませんでした。

アプ リ ケーシ ョ ンを再度実行してみて ください。問題が解決しない場合は、 Oracle のサポートに連絡し
て ください。

73 ErrTscLicenseError

Windows ターミナルサービスの使用可能なライセンスが不足しているため、アプ リ ケーシ ョ ンを実行で
きません。

Windows ターミナルサービスのラ イセンスの数を増やして ください。
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付録 F

サードパーティーのご 利 用条件

この付録では、 サード パーティ ーのソフト ウェアのご 利用条件について説明します。
次のライセンスについて説明します。

928 ページの 「 Apache License, Version 2.0 」

934 ページの 「 Cryptix 」

934 ページの 「 JACL/TCL 」

936 ページの 「 OpenMotif 」

941 ページの 「 OpenSSL 」

944 ページの 「 TeemTalk 」

944 ページの 「 Unicode Character Database 」

952 ページの 「 X Window System (X11R6.8.2) 」

952 ページの 「 XML Parser 」

953 ページの 「 zlib 」
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Apache License, Version 2.0
Apache HTTP Server
Copyright 2009 The Apache Software Foundation.

This product includes software developed at The Apache Software Foundation 
(http://www.apache.org/).
Portions of this software were developed at the National Center for 
Supercomputing Applications (NCSA) at the University of Illinois at Urbana-
Champaign.
This software contains code derived from the RSA Data Security Inc. MD5 Message-
Digest Algorithm, including various modifications by Spyglass Inc., Carnegie 
Mellon University, and Bell Communications Research, Inc (Bellcore).
Regular expression support is provided by the PCRE library package, which is open 
source software, written by Philip Hazel, and copyright by the University of 
Cambridge, England. The original software is available from
ftp://ftp.csx.cam.ac.uk/pub/software/programming/pcre/

Apache Tomcat
Copyright 1999-2010 The Apache Software Foundation

This product includes software developed by The Apache Software Foundation 
(http://www.apache.org/).
The Windows Installer is built with the Nullsoft Scriptable Install Sysem (NSIS), 
which is open source software.  The original software and related information is 
available at http://nsis.sourceforge.net.
Java compilation software for JSP pages is provided by Eclipse, which is open 
source software. The orginal software and related information is available at 
http://www.eclipse.org.

=========================================================================
  ==  NOTICE file corresponding to section 4(d) of the Apache License, ==
  ==  Version 2.0, in this case for the Apache Axis distribution.      ==
=========================================================================

This product includes software developed by The Apache Software Foundation 
(http://www.apache.org/).

The following applies to all products licensed under the Apache 2.0 License:
You may not use the identified files except in compliance with the Apache 
License, Version 2.0 (the "License.")
 You may obtain a copy of the License at http://www.apache.org/licenses/LICENSE-
2.0. A copy of the license is also reproduced below.
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Unless required by applicable law or agreed to in writing, software distributed 
under the License is distributed on an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR 
CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied.
See the License for the specific language governing permissions and limitations 
under the License.
License: Appache 2.0, 2004; http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0

Apache License
Version 2.0, January 2004
http://www.apache.org/licenses/

   TERMS AND CONDITIONS FOR USE, REPRODUCTION, AND DISTRIBUTION

   1. Definitions.

      "License" shall mean the terms and conditions for use, reproduction,
      and distribution as defined by Sections 1 through 9 of this document.

      "Licensor" shall mean the copyright owner or entity authorized by
      the copyright owner that is granting the License.

      "Legal Entity" shall mean the union of the acting entity and all
      other entities that control, are controlled by, or are under common
      control with that entity. For the purposes of this definition,
      "control" means (i) the power, direct or indirect, to cause the
      direction or management of such entity, whether by contract or
      otherwise, or (ii) ownership of fifty percent (50%) or more of the
      outstanding shares, or (iii) beneficial ownership of such entity.

      "You" (or "Your") shall mean an individual or Legal Entity
      exercising permissions granted by this License.

      "Source" form shall mean the preferred form for making modifications,
      including but not limited to software source code, documentation
      source, and configuration files.

      "Object" form shall mean any form resulting from mechanical
      transformation or translation of a Source form, including but
      not limited to compiled object code, generated documentation,
      and conversions to other media types.

      "Work" shall mean the work of authorship, whether in Source or
      Object form, made available under the License, as indicated by a
      copyright notice that is included in or attached to the work
      (an example is provided in the Appendix below).

      "Derivative Works" shall mean any work, whether in Source or Object
      form, that is based on (or derived from) the Work and for which the
      editorial revisions, annotations, elaborations, or other modifications
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      represent, as a whole, an original work of authorship. For the purposes
      of this License, Derivative Works shall not include works that remain
      separable from, or merely link (or bind by name) to the interfaces of,
      the Work and Derivative Works thereof.

      "Contribution" shall mean any work of authorship, including
      the original version of the Work and any modifications or additions
      to that Work or Derivative Works thereof, that is intentionally
      submitted to Licensor for inclusion in the Work by the copyright owner
      or by an individual or Legal Entity authorized to submit on behalf of
      the copyright owner. For the purposes of this definition, "submitted"
      means any form of electronic, verbal, or written communication sent
      to the Licensor or its representatives, including but not limited to
      communication on electronic mailing lists, source code control systems,
      and issue tracking systems that are managed by, or on behalf of, the
      Licensor for the purpose of discussing and improving the Work, but
      excluding communication that is conspicuously marked or otherwise
      designated in writing by the copyright owner as "Not a Contribution."

      "Contributor" shall mean Licensor and any individual or Legal Entity
      on behalf of whom a Contribution has been received by Licensor and
      subsequently incorporated within the Work.

   2. Grant of Copyright License. Subject to the terms and conditions of
      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual,
      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable
      copyright license to reproduce, prepare Derivative Works of,
      publicly display, publicly perform, sublicense, and distribute the
      Work and such Derivative Works in Source or Object form.

   3. Grant of Patent License. Subject to the terms and conditions of
      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual,
      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable
      (except as stated in this section) patent license to make, have made,
      use, offer to sell, sell, import, and otherwise transfer the Work,
      where such license applies only to those patent claims licensable
      by such Contributor that are necessarily infringed by their
      Contribution(s) alone or by combination of their Contribution(s)
      with the Work to which such Contribution(s) was submitted. If You
      institute patent litigation against any entity (including a
      cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Work
      or a Contribution incorporated within the Work constitutes direct
      or contributory patent infringement, then any patent licenses
      granted to You under this License for that Work shall terminate
      as of the date such litigation is filed.

   4. Redistribution. You may reproduce and distribute copies of the
      Work or Derivative Works thereof in any medium, with or without
      modifications, and in Source or Object form, provided that You
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      meet the following conditions:

      (a) You must give any other recipients of the Work or
          Derivative Works a copy of this License; and

      (b) You must cause any modified files to carry prominent notices
          stating that You changed the files; and

      (c) You must retain, in the Source form of any Derivative Works
          that You distribute, all copyright, patent, trademark, and
          attribution notices from the Source form of the Work,
          excluding those notices that do not pertain to any part of
          the Derivative Works; and

      (d) If the Work includes a "NOTICE" text file as part of its
          distribution, then any Derivative Works that You distribute must
          include a readable copy of the attribution notices contained
          within such NOTICE file, excluding those notices that do not
          pertain to any part of the Derivative Works, in at least one
          of the following places: within a NOTICE text file distributed
          as part of the Derivative Works; within the Source form or
          documentation, if provided along with the Derivative Works; or,
          within a display generated by the Derivative Works, if and
          wherever such third-party notices normally appear. The contents
          of the NOTICE file are for informational purposes only and
          do not modify the License. You may add Your own attribution
          notices within Derivative Works that You distribute, alongside
          or as an addendum to the NOTICE text from the Work, provided
          that such additional attribution notices cannot be construed
          as modifying the License.

      You may add Your own copyright statement to Your modifications and
      may provide additional or different license terms and conditions
      for use, reproduction, or distribution of Your modifications, or
      for any such Derivative Works as a whole, provided Your use,
      reproduction, and distribution of the Work otherwise complies with
      the conditions stated in this License.

   5. Submission of Contributions. Unless You explicitly state otherwise,
      any Contribution intentionally submitted for inclusion in the Work
      by You to the Licensor shall be under the terms and conditions of
      this License, without any additional terms or conditions.
      Notwithstanding the above, nothing herein shall supersede or modify
      the terms of any separate license agreement you may have executed
      with Licensor regarding such Contributions.

   6. Trademarks. This License does not grant permission to use the trade
      names, trademarks, service marks, or product names of the Licensor,
      except as required for reasonable and customary use in describing the
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      origin of the Work and reproducing the content of the NOTICE file.

   7. Disclaimer of Warranty. Unless required by applicable law or
      agreed to in writing, Licensor provides the Work (and each
      Contributor provides its Contributions) on an "AS IS" BASIS,
      WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or
      implied, including, without limitation, any warranties or conditions
      of TITLE, NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY, or FITNESS FOR A
      PARTICULAR PURPOSE. You are solely responsible for determining the
      appropriateness of using or redistributing the Work and assume any
      risks associated with Your exercise of permissions under this License.

   8. Limitation of Liability. In no event and under no legal theory,
      whether in tort (including negligence), contract, or otherwise,
      unless required by applicable law (such as deliberate and grossly
      negligent acts) or agreed to in writing, shall any Contributor be
      liable to You for damages, including any direct, indirect, special,
      incidental, or consequential damages of any character arising as a
      result of this License or out of the use or inability to use the
      Work (including but not limited to damages for loss of goodwill,
      work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all
      other commercial damages or losses), even if such Contributor
      has been advised of the possibility of such damages.

   9. Accepting Warranty or Additional Liability. While redistributing
      the Work or Derivative Works thereof, You may choose to offer,
      and charge a fee for, acceptance of support, warranty, indemnity,
      or other liability obligations and/or rights consistent with this
      License. However, in accepting such obligations, You may act only
      on Your own behalf and on Your sole responsibility, not on behalf
      of any other Contributor, and only if You agree to indemnify,
      defend, and hold each Contributor harmless for any liability
      incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason
      of your accepting any such warranty or additional liability.

   END OF TERMS AND CONDITIONS

   APPENDIX: How to apply the Apache License to your work.

      To apply the Apache License to your work, attach the following
      boilerplate notice, with the fields enclosed by brackets "[]"
      replaced with your own identifying information. (Don’t include
      the brackets!)  The text should be enclosed in the appropriate
      comment syntax for the file format. We also recommend that a
      file or class name and description of purpose be included on the
      same "printed page" as the copyright notice for easier
      identification within third-party archives.

   Copyright [yyyy] [name of copyright owner]
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   Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License");
   you may not use this file except in compliance with the License.
   You may obtain a copy of the License at

       http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0

   Unless required by applicable law or agreed to in writing, software
   distributed under the License is distributed on an "AS IS" BASIS,
 WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied.
   See the License for the specific language governing permissions and
   limitations under the License.
   Apache Projects

Copyright © 2010 The Apache Software Foundation, Licensed under the Apache 
License, Version 2.0. 

 Apache and the Apache feather logo are trademarks of The Apache Software 
Foundation. 
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Cryptix

JACL/TCL

Cryptix General License

Copyright (c) 1995-2005 The Cryptix Foundation Limited.
All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are
met:

  1. Redistributions of source code must retain the copyright notice,
     this list of conditions and the following disclaimer.
  2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
     notice, this list of conditions and the following disclaimer in
     the documentation and/or other materials provided with the
     distribution.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE CRYPTIX FOUNDATION LIMITED AND
CONTRIBUTORS ‘‘AS IS’’ AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES,
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.
IN NO EVENT SHALL THE CRYPTIX FOUNDATION LIMITED OR CONTRIBUTORS BE
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY,
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE
OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN
IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

The following terms apply to all versions of the core Tcl/Tk releases, the
Tcl/Tk browser plug-in version 2.0, and TclBlend and Jacl version 1.0. Please
note that the TclPro tools are under a different license agreement. This
agreement is part of the standard Tcl/Tk distribution as the file named
"license.terms".

TCL/TK LICENSE TERMS
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This software is copyrighted by the Regents of the University of California, Sun
Microsystems, Inc., Scriptics Corporation, and other parties. The following
terms apply to all files associated with the software unless explicitly
disclaimed in individual files.

The authors hereby grant permission to use, copy, modify, distribute, and
license this software and its documentation for any purpose, provided that
existing copyright notices are retained in all copies and that this notice is
included verbatim in any distributions. No written agreement, license, or
royalty fee is required for any of the authorized uses. Modifications to this
software may be copyrighted by their authors and need not follow the licensing
terms described here, provided that the new terms are clearly indicated on the
first page of each file where they apply.

IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR DISTRIBUTORS BE LIABLE TO ANY PARTY FOR DIRECT,
INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE
OF THIS SOFTWARE, ITS DOCUMENTATION, OR ANY DERIVATIVES THEREOF, EVEN IF THE
AUTHORS HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

THE AUTHORS AND DISTRIBUTORS SPECIFICALLY DISCLAIM ANY WARRANTIES, INCLUDING,
BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A
PARTICULAR PURPOSE, AND NON-INFRINGEMENT. THIS SOFTWARE IS PROVIDED ON AN "AS
IS" BASIS, AND THE AUTHORS AND DISTRIBUTORS HAVE NO OBLIGATION TO PROVIDE
MAINTENANCE, SUPPORT, UPDATES, ENHANCEMENTS, OR MODIFICATIONS.

GOVERNMENT USE: If you are acquiring this software on behalf of the U.S.
government, the Government shall have only "Restricted Rights" in the software
and related documentation as defined in the Federal Acquisition Regulations
(FARs) in Clause 52.227.19 (c) (2). If you are acquiring the software on behalf
of the Department of Defense, the software shall be classified as "Commercial
Computer Software" and the Government shall have only "Restricted Rights" as
defined in Clause 252.227-7013 (c) (1) of DFARs. Notwithstanding the foregoing,
the authors grant the U.S. Government and others acting in its behalf permission
to use and distribute the software in accordance with the terms specified in
this license.
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OpenMotif
THE OPEN GROUP PUBLIC LICENSE

MOTIF GRAPHICAL USER INTERFACE SOFTWARE

THE ACCOMPANYING PROGRAM IS PROVIDED UNDER THE TERMS OF THIS THE OPEN GROUP
PUBLIC LICENSE ("AGREEMENT"). ANY USE, REPRODUCTION OR DISTRIBUTION OF THE
PROGRAM CONSTITUTES RECIPIENT’S ACCEPTANCE OF THIS AGREEMENT.

1. DEFINITIONS

"Contribution" means:

1. in the case of The Open Group, L.L.C. ("The Open Group"), the
Original Program, and

2. in the case of each Contributor,

i.       changes to the Program, and
ii.      additions to the Program;

where such changes and/or additions to the Program originate from and are
distributed by that particular Contributor. A Contribution ’originates’ from a
Contributor if it was added to the Program by such Contributor itself or anyone
acting on such Contributor’s behalf. Contributions do not include additions to
the Program which:
i. are separate modules of software distributed in conjunction with the
Program under their own license agreement, even if the separate modules
are linked in binary form to the Program, and

ii. are not derivative works of the Program.

"Contributor" means The Open Group and any other entity that distributes the
Program.

"Licensed Patents" mean patent claims licensable by a Contributor which are
necessarily infringed by the use or sale of its Contribution alone or when
combined with the Program.

"Open Source" programs mean software for which the source code is available
without confidential or trade secret restrictions and for which the source code
and object code are available for distribution without license charges.

"Original Program" means the original version of the software accompanying this
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Agreement as released by The Open Group, including source code, object code and
documentation, if any.
"Program" means the Original Program and Contributions.
"Recipient" means anyone who receives the Program under this Agreement,
including all Contributors.

2. GRANT OF RIGHTS

The rights granted under this license are limited solely to distribution and
sublicensing of the Contribution(s) on, with, or for operating systems which are
themselves Open Source programs. Contact The Open Group for a license allowing
distribution and sublicensing of the Original Program on, with, or for operating
systems which are not Open Source programs.

1. Subject to the terms of this Agreement and the limitations of this
Section 2, each Contributor hereby grants Recipient a non-exclusive, worldwide,
royalty-free copyright license to reproduce, prepare derivative works of,
publicly display, publicly perform, distribute and sublicense the Contribution
of such Contributor, if any, and such derivative works, in source code and
object code form.

Section 2, each Contributor hereby grants Recipient a non-exclusive, worldwide,
royalty-free patent license under Licensed Patents to make, use, sell, offer to
sell, import and otherwise transfer the Contribution of such Contributor, if
any, in source code and object code form. This patent license shall apply to the
combination of the Contribution and the Program if, at the time the Contribution
is added by the Contributor, such addition of the Contribution causes such
combination to be covered by the Licensed Patents. The patent license shall not
apply to any other combinations which include the Contribution. No hardware per
se is licensed hereunder.

3. Recipient understands that although each Contributor grants the
licenses to its Contributions set forth herein, no assurances are provided by
any Contributor that the Program does not infringe the patent or other
intellectual property rights of any other entity. Each Contributor disclaims any
liability to Recipient for claims brought by any other entity based on
infringement of intellectual property rights or otherwise. As a condition to
exercising the rights and licenses granted hereunder, each Recipient hereby
assumes sole responsibility to secure any other intellectual property rights
needed, if any. For example, if a third party patent license is required to
allow Recipient to distribute the Program, it is Recipient’s responsibility to
acquire that license before distributing the Program.

4. Each Contributor represents that to its knowledge it has sufficient
copyright rights in its Contribution, if any, to grant the copyright license set
forth in this Agreement.

3. REQUIREMENTS
A Contributor may choose to distribute the Program in object code form under its
付録 F サード パーティ ーのご 利 用条件 937



own license agreement, provided that:

a. it complies with the terms and conditions of this Agreement; and

b. its license agreement:

fitness for a particular purpose;non-infringement, and implied warranties or 
conditions of merchantability and conditions, express and implied, including 
warranties or conditions of title and i. effectively disclaims on behalf of all 
Contributors all warranties and 
lost profits;including direct, indirect, special, incidental and consequential 
damages, such as ii. effectively excludes on behalf of all Contributors all 
liability for damages, 
that Contributor alone and not by any other party; andiii. states that any 
provisions which differ from this Agreement are offered by 
code form:customarily used for software exchange. When the Program is made 
available in source informs licensees how to obtain it in a reasonable manner on 
or through a medium iv. states that source code for the Program is available from 
such Contributor, and 
a. it must be made available under this Agreement; and
b. a copy of this Agreement must be included with each copy of the Program.

Each Contributor must include the following in a conspicuous location in the
Program:

Copyright (c) {date here}, The Open Group Ltd. and others. All Rights Reserved.

In addition, each Contributor must identify itself as the originator of its
Contribution, if any, in a manner that reasonably allows subsequent Recipients
to identify the originator of the Contribution.

4. COMMERCIAL DISTRIBUTION

Commercial distributors of software may accept certain responsibilities with
respect to end users, business partners and the like. While this license is
intended to facilitate the commercial use of the Program, subject to the
limitations provided in Section 2, the Contributor who includes the Program in a
commercial product offering should do so in a manner which does not create
potential liability for other Contributors. Therefore, if a Contributor includes
the Program in a commercial product offering, such Contributor ("Commercial
Contributor") hereby agrees to defend and indemnify every other Contributor
("Indemnified Contributor") against any losses, damages and costs (collectively
"Losses") arising from claims, lawsuits and other legal actions brought by a
third party against the Indemnified Contributor to the extent caused by the acts
or omissions of such Commercial Contributor in connection with its distribution
of the Program in a commercial product offering. The obligations in this section
do not apply to any claims or Losses relating to any actual or alleged
intellectual property infringement. In order to qualify, an Indemnified
Contributor must:
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a. promptly notify the Commercial Contributor in writing of such claim, and
b. allow the Commercial Contributor to control, and cooperate with the

Commercial Contributor in, the defence and any related settlement negotiations.

The Indemnified Contributor may participate in any such claim at its own expense.

For example, a Contributor might include the Program in a commercial product
offering, Product X. That Contributor is then a Commercial Contributor. If that
Commercial Contributor then makes performance claims, or offers warranties
related to Product X, those performance claims and warranties are such
Commercial Contributor’s responsibility alone. Under this section, the
Commercial Contributor would have to defend claims against the other
Contributors related to those performance claims and warranties, and if a court
requires any other Contributor to pay any damages as a result, the Commercial
Contributor must pay those damages.

5. NO WARRANTY

EXCEPT AS EXPRESSLY SET FORTH IN THIS AGREEMENT, THE PROGRAM IS PROVIDED ON AN
"AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, EITHER EXPRESS OR
IMPLIED INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, ANY WARRANTIES OR CONDITIONS OF TITLE,
NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. Each
Recipient is solely responsible for determining the appropriateness of using and
distributing the Program and assumes all risks associated with its exercise of
rights under this Agreement, including but not limited to the risks and costs of
program errors, compliance with applicable laws, damage to or loss of data,
programs or equipment, and unavailability or interruption of operations.

6. DISCLAIMER OF LIABILITY

EXCEPT AS EXPRESSLY SET FORTH IN THIS AGREEMENT, NEITHER RECIPIENT NOR ANY
CONTRIBUTORS SHALL HAVE ANY LIABILITY FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL,
SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING WITHOUT LIMITATION LOST
PROFITS), HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT,
STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY
OUT OF THE USE OR DISTRIBUTION OF THE PROGRAM OR THE EXERCISE OF ANY RIGHTS
GRANTED HEREUNDER, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.

7. GENERAL

If any provision of this Agreement is invalid or unenforceable under applicable
law, it shall not affect the validity or enforceability of the remainder of the
terms of this Agreement, and without further action by the parties hereto, such
provision shall be reformed to the minimum extent necessary to make such
provision valid and enforceable.

If Recipient institutes patent litigation or other similar official proceedings
to enforce patent rights against a Contributor with respect to a patent
applicable to software (including a cross-claim or counterclaim in a lawsuit),
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then any patent licenses granted by that Contributor to such Recipient under
this Agreement shall terminate as of the date such litigation is filed. In
addition, If Recipient institutes patent litigation against any entity
(including a cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Program
itself (excluding combinations of the Program with other software or hardware)
infringes such Recipient’s patent(s), then such Recipient’s rights granted under
Section 2(b) shall terminate as of the date such litigation is filed.

All Recipient’s rights under this Agreement shall terminate if it fails to
comply with any of the material terms or conditions of this Agreement and does
not cure such failure in a reasonable period of time after becoming aware of
such non-compliance. If all Recipient’s rights under this Agreement terminate,
Recipient agrees to cease use and distribution of the Program as soon as
reasonably practicable. However, Recipient’s obligations under this Agreement
and any licenses granted by Recipient relating to the Program shall continue and
survive.

The Open Group may publish new versions (including revisions) of this Agreement
from time to time. Each new version of the Agreement will be given a
distinguishing version number. The Program (including Contributions) may always
be distributed subject to the version of the Agreement under which it was
received. In addition, after a new version of the Agreement is published,
Contributor may elect to distribute the Program (including its Contributions)
under the new version. No one other than The Open Group has the right to modify
this Agreement. Except as expressly stated in Sections 2(a) and 2(b) above,
Recipient receives no rights or licenses to the intellectual property of any
Contributor under this Agreement, whether expressly, by implication, estoppel or
otherwise. All rights in the Program not expressly granted under this Agreement
are reserved.

No party to this Agreement will bring a legal action under this Agreement more
than one year after the cause of action arose. Each party waives its rights to a
jury trial in any resulting litigation.
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OpenSSL

License
This is a copy of the current LICENSE file inside the CVS repository.

  LICENSE ISSUES
  ==============

  The OpenSSL toolkit stays under a dual license, i.e. both the conditions of
  the OpenSSL License and the original SSLeay license apply to the toolkit.
  See below for the actual license texts. Actually both licenses are BSD-style
  Open Source licenses. In case of any license issues related to OpenSSL
  please contact openssl-core@openssl.org.

  OpenSSL License
  ---------------

/* ====================================================================
 * Copyright (c) 1998-2008 The OpenSSL Project.  All rights reserved.
 *
 * Redistribution and use in source and binary forms, with or without
 * modification, are permitted provided that the following conditions
 * are met:
 *
 * 1. Redistributions of source code must retain the above copyright
 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer.
 *
 * 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer in
 *    the documentation and/or other materials provided with the
 *    distribution.
 *
 * 3. All advertising materials mentioning features or use of this
 *    software must display the following acknowledgment:
 *    "This product includes software developed by the OpenSSL Project
 *    for use in the OpenSSL Toolkit. (http://www.openssl.org/)"
 *
 * 4. The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to
 *    endorse or promote products derived from this software without
 *    prior written permission. For written permission, please contact
 *    openssl-core@openssl.org.
 *
 * 5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL"
 *    nor may "OpenSSL" appear in their names without prior written
 *    permission of the OpenSSL Project.
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 *
 * 6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following
 *    acknowledgment:
 *    "This product includes software developed by the OpenSSL Project
 *    for use in the OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org/)"
 *
 * THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT ‘‘AS IS’’ AND ANY
 * EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE
 * IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR
 * PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR
 * ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL,
 * SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT
 * NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;
 * LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)
 * HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT,
 * STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE)
 * ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED
 * OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
 * ====================================================================
 *
 * This product includes cryptographic software written by Eric Young
 * (eay@cryptsoft.com).  This product includes software written by Tim
 * Hudson (tjh@cryptsoft.com).
 *
 */

 Original SSLeay License
 -----------------------

/* Copyright (C) 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com)
 * All rights reserved.
 *
 * This package is an SSL implementation written
 * by Eric Young (eay@cryptsoft.com).
 * The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL.
 *
 * This library is free for commercial and non-commercial use as long as
 * the following conditions are aheared to.  The following conditions
 * apply to all code found in this distribution, be it the RC4, RSA,
 * lhash, DES, etc., code; not just the SSL code.  The SSL documentation
 * included with this distribution is covered by the same copyright terms
 * except that the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com).
 *
 * Copyright remains Eric Young’s, and as such any Copyright notices in
 * the code are not to be removed.
 * If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution
 * as the author of the parts of the library used.
 * This can be in the form of a textual message at program startup or
 * in documentation (online or textual) provided with the package.
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 *
 * Redistribution and use in source and binary forms, with or without
 * modification, are permitted provided that the following conditions
 * are met:
 * 1. Redistributions of source code must retain the copyright
 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer.
 * 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
 *    documentation and/or other materials provided with the distribution.
 * 3. All advertising materials mentioning features or use of this software
 *    must display the following acknowledgement:
 *    "This product includes cryptographic software written by
 *     Eric Young (eay@cryptsoft.com)"
 *    The word ’cryptographic’ can be left out if the rouines from the library
 *    being used are not cryptographic related :-).
 * 4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from
 *    the apps directory (application code) you must include an acknowledgement:
 *    "This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)"
 *
 * THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG ‘‘AS IS’’ AND
 * ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE
 * IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE
 * ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE
 * FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL
 * DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS
 * OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)
 * HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT
 * LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY
 * OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF
 * SUCH DAMAGE.
 *
 * The licence and distribution terms for any publically available version or
 * derivative of this code cannot be changed.  i.e. this code cannot simply be
 * copied and put under another distribution licence
 * [including the GNU Public Licence.]
 */
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TeemTalk

Unicode Character Database

Some portions of this computer software product are copyright works owned by 
Neoware UK Ltd.

Copyright (c) Neoware UK Ltd. 1990-2005  

Oracle and/or its affiliates is acting as a distributor and not as author or 
developer of this software.

UNICODE 2.1 CHARACTER DATABASE

Copyright (c) 1991-1998 Unicode, Inc.
All Rights reserved.

DISCLAIMER

The Unicode Character Database "UNIDAT21.TXT" is provided as-is by
Unicode, Inc. (The Unicode Consortium). No claims are made as to fitness for any
particular purpose. No warranties of any kind are expressed or implied. The
recipient agrees to determine applicability of information provided. If this
file has been purchased on magnetic or optical media from Unicode, Inc.,
the sole remedy for any claim will be exchange of defective media within
90 days of receipt.

This disclaimer is applicable for all other data files accompanying the
Unicode Character Database, some of which have been compiled by the
Unicode Consortium, and some of which have been supplied by other vendors.

LIMITATIONS ON RIGHTS TO REDISTRIBUTE THIS DATA

Recipient is granted the right to make copies in any form for internal
distribution and to freely use the information supplied in the creation of
products supporting the Unicode (TM) Standard. This file can be redistributed
to third parties or other organizations (whether for profit or not) as long
as this notice and the disclaimer notice are retained.

EXPLANATORY INFORMATION
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The Unicode Character Database defines the default Unicode character
properties, and internal mappings. Particular implementations may choose to
override the properties and mappings that are not normative. If that is done,
it is up to the implementer to establish a protocol to convey that
information. For more information about character properties and mappings,
see "The Unicode Standard, Worldwide Character Encoding, Version 2.0",
published by Addison-Wesley. For information about other data files
accompanying the Unicode Character Database, see the section of the
Unicode Standard they were extracted from, or the explanatory readme
files and/or header sections with those files.

The Unicode Character Database has been updated to reflect Version 2.1
of the Unicode Standard, with two additional characters added to those
published in Version 2.0:

   U+20AC EURO SIGN
   U+FFFC OBJECT REPLACEMENT CHARACTER

A number of corrections have also been made to case mappings or other
errors in the database noted since the publication of Version 2.0. And
a few normative bidirectional properties have been modified to reflect
decisions of the Unicode Technical Committee.

The Unicode Character Database is a plain ASCII text file consisting of lines
containing fields terminated by semicolons. Each line represents the data for
one encoded character in the Unicode Standard, Version 2.1. Every encoded
character has a data entry, with the exception of certain special ranges, as
detailed below.

There are five special ranges of characters that are represented only by
their start and end characters, since the properties in the file are uniform,
except for code values (which are all sequential and assigned). The names of CJK
ideograph characters and Hangul syllable characters are algorithmically
derivable. (See the Unicode Standard for more information). Surrogate
characters and private use characters have no names.

The exact ranges represented by start and end characters are:

   The CJK Ideographs Area (U+4E00 - U+9FFF)
   The Hangul Syllables Area (U+AC00 - U+D7A3)
   The Surrogates Area (U+D800 - U+DFFF)
   The Private Use Area (U+E000 - U+F8FF)
   CJK Compatibility Ideographs (U+F900 - U+FAFF)

The following table describes the format and meaning of each field in a
data entry in the Unicode Character Database. Fields which contain
normative information are so indicated.

Field   Explanation
付録 F サード パーティ ーのご 利 用条件 945



-----   -----------

  0     Code value in 4-digit hexadecimal format.
        This field is normative.

  1     Unicode 2.1 Character Name. These names match exactly the
        names published in Chapter 7 of the Unicode Standard, Version
        2.0, except for the two additional characters.
        This field is normative.

  2     General Category. This is a useful breakdown into various "character
        types" which can be used as a default categorization in implementations.
        Some of the values are normative, and some are informative.
        See below for a brief explanation.

  3     Canonical Combining Classes. The classes used for the
        Canonical Ordering Algorithm in the Unicode Standard. These
        classes are also printed in Chapter 4 of the Unicode Standard.
        This field is normative. See below for a brief explanation.

  4     Bidirectional Category. See the list below for an explanation of the
        abbreviations used in this field. These are the categories required
        by the Bidirectional Behavior Algorithm in the Unicode Standard.
        These categories are summarized in Chapter 4 of the Unicode Standard.
        This field is normative.

  5     Character Decomposition. In the Unicode Standard, not all of
        the decompositions are full decompositions. Recursive
        application of look-up for decompositions will, in all cases, lead to
        a maximal decomposition. The decompositions match exactly the
        decompositions published with the character names in Chapter 7
        of the Unicode Standard. This field is normative.

  6     Decimal digit value. This is a numeric field. If the character
        has the decimal digit property, as specified in Chapter 4 of
        the Unicode Standard, the value of that digit is represented
        with an integer value in this field. This field is normative.

  7     Digit value. This is a numeric field. If the character represents a
        digit, not necessarily a decimal digit, the value is here. This
        covers digits which do not form decimal radix forms, such as the
        compatibility superscript digits. This field is informative.

  8     Numeric value. This is a numeric field. If the character has the
        numeric property, as specified in Chapter 4 of the Unicode
        Standard, the value of that character is represented with an
        integer or rational number in this field. This includes fractions as,
        e.g., "1/5" for U+2155 VULGAR FRACTION ONE FIFTH.
        Also included are numerical values for compatibility characters
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        such as circled numbers. This field is normative.

  9     If the characters has been identified as a "mirrored" character in
        bidirectional text, this field has the value "Y"; otherwise "N".
        The list of mirrored characters is also printed in Chapter 4 of
        the Unicode Standard. This field is normative.

 10     Unicode 1.0 Name. This is the old name as published in Unicode 1.0.
        This name is only provided when it is significantly different from
        the Unicode 2.1 name for the character. This field is informative.

 11     10646 Comment field. This field is informative.

 12     Upper case equivalent mapping. If a character is part of an
        alphabet with case distinctions, and has an upper case equivalent,
        then the upper case equivalent is in this field. See the explanation
        below on case distinctions. These mappings are always one-to-one,
        not one-to-many or many-to-one. This field is informative.

 13     Lower case equivalent mapping. Similar to 12. This field is informative.

 14     Title case equivalent mapping. Similar to 12. This field is informative.

GENERAL CATEGORY

The values in this field are abbreviations for the following. Some of the
values are normative, and some are informative. For more information, see
the Unicode Standard. Note: the standard does not assign information to
control characters (except for TAB in the Bidirectonal Algorithm).
Implementations will generally also assign categories to certain control
characters, notably CR and LF, according to platform conventions.

Normative
    Mn = Mark, Non-Spacing
    Mc = Mark, Spacing Combining
    Me = Mark, Enclosing

    Nd = Number, Decimal Digit
    Nl = Number, Letter
    No = Number, Other

    Zs = Separator, Space
    Zl = Separator, Line
    Zp = Separator, Paragraph

    Cc = Other, Control
    Cf = Other, Format
    Cs = Other, Surrogate
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    Co = Other, Private Use
    Cn = Other, Not Assigned

Informative
    Lu = Letter, Uppercase
    Ll = Letter, Lowercase
    Lt = Letter, Titlecase
    Lm = Letter, Modifier
    Lo = Letter, Other

    Pc = Punctuation, Connector
    Pd = Punctuation, Dash
    Ps = Punctuation, Open
    Pe = Punctuation, Close
    Po = Punctuation, Other

    Sm = Symbol, Math
    Sc = Symbol, Currency
    Sk = Symbol, Modifier
    So = Symbol, Other

BIDIRECTIONAL PROPERTIES

Please refer to the Unicode Standard for an explanation of the algorithm for
Bidirectional Behavior and an explanation of the sigificance of these categories.
These values are normative.

Strong types:
        L       Left-Right; Most alphabetic, syllabic, and logographic
                characters (e.g., CJK ideographs)
        R       Right-Left; Arabic, Hebrew, and
                punctuation specific to those scripts
Weak types:
        EN      European Number
        ES      European Number Separator
        ET      European Number Terminator
        AN      Arabic Number
        CS      Common Number Separator

Separators:
        B       Block Separator
        S       Segment Separator

Neutrals:
        WS      Whitespace
        ON      Other Neutrals ; All other characters: punctuation, symbols

CHARACTER DECOMPOSITION TAGS
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The decomposition is a normative property of a character. The tags supplied
with certain decompositions generally indicate formatting information.
Where no such tag is given, the decomposition is designated as canonical.
Conversely, the presence of a formatting tag also indicates
that the decomposition is a compatibility decomposition and not a canonical
decomposition. In the absence of other formatting information in a
compatibility decomposition, the tag  is used to distinguish it from
canonical decompositions.

In some instances a canonical decomposition or a compatibility decomposition
may consist of a single character. For a canonical decomposition, this
indicates that the character is a canonical equivalent of another single
character. For a compatibility decomposition, this indicates that the
character is a compatibility equivalent of another single character.

The compatibility formatting tags used are:

A font variant (e.g. a blackletter form).
A no-break version of a space or hyphen.
An initial presentation form (Arabic).
A medial presentation form (Arabic).
A final presentation form (Arabic).
An isolated presentation form (Arabic).
An encircled form.
A superscript form.
A subscript form.
A vertical layout presentation form.
A wide (or zenkaku) compatibility character.
A narrow (or hankaku) compatibility character.
A small variant form (CNS compatibility).
A CJK squared font variant.
A vulgar fraction form.
Otherwise unspecified compatibility character.

CANONICAL COMBINING CLASSES

  0: Spacing, enclosing, reordrant, and surrounding
  1: Overlays and interior
  6: Tibetan subjoined Letters
  7: Nuktas
  8: Hiragana/Katakana voiced marks
  9: Viramas
 10: Start of fixed position classes
199: End of fixed position classes
200: Below left attached
202: Below attached
204: Below right attached
208: Left attached (reordrant around single base character)
210: Right attached
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212: Above left attached
214: Above attached
216: Above right attached
218: Below left
220: Below
222: Below right
224: Left (reordrant around single base character)
226: Right
228: Above left
230: Above
232: Above right
234: Double above

Note: some of the combining classes in this list do not currently have
members but are specified here for completeness.

CASE MAPPINGS

In addition to uppercase and lowercase, because of the inclusion of certain
composite characters for compatibility, such as "01F1;LATIN CAPITAL LETTER
DZ", there is a third case, called titlecase, which is used where the first
character of a word is to be capitalized (e.g. UPPERCASE, Titlecase,
lowercase). An example of such a character is "01F2;LATIN CAPITAL LETTER D
WITH SMALL LETTER Z".

The uppercase, titlecase and lowercase fields are only included for characters
that have a single corresponding character of that type. Composite characters
(such as "339D;SQUARE CM") that do not have a single corresponding character
of that type can be cased by decomposition.

The case mapping is an informative, default mapping. Certain languages, such
as Turkish, German, French, or Greek may have small deviations from the
default mappings listed in the Unicode Character Database.

MODIFICATION HISTORY

Modifications made in updating the Unicode Character Database for
the Unicode Standard, Version 2.1 (from Version 2.0) are:
* Added two characters (U+20AC and U+FFFC).
* Amended bidi properties for U+0026, U+002E, U+0040, U+2007.
* Corrected case mappings for U+018E, U+019F, U+01DD, U+0258, U+0275,
        U+03C2, U+1E9B.
* Changed combining order class for U+0F71.
* Corrected canonical decompositions for U+0F73, U+1FBE.
* Changed decomposition for U+FB1F from compatibility to canonical.
* Added compatibility decompositions for U+FBE8, U+FBE9, U+FBF9..U+FBFB.
* Corrected compatibility decompositions for U+2469, U+246A, U+3358.
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Some of the modifications made in updating the Unicode Character Database
for the Unicode Standard, Version 2.0 are:
* Fixed decompositions with TONOS to use correct NSM: 030D.
* Removed old Hangul Syllables; mapping to new characters are in a separate 
table.
* Marked compability decompositions with additional tags.
* Changed old tag names for clarity.
decomposition.* Revision of decompositions to use first-level decomposition, 
instead of maximal 
* Correction of all known errors in decompositions from earlier versions.
* Added control code names (as old Unicode names).
* Added Hangul Jamo decompositions.
* Added Number category to match properties list in book.
* Fixed categories of Koranic Arabic marks.
* Fixed categories of precomposed characters to match decomposition where 
possible.
* Added Hebrew cantillation marks and the Tibetan script.
Area.* Added place holders for ranges such as CJK Ideographic Area and the 
Private Use 
* Added categories Me, Sk, Pc, Nl, Cs, Cf, and rectified a number of mistakes in 
the database.
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X Window System (X11R6.8.2)

XML Parser

http://xorg.freedesktop.org/releases/X11R6.8.2/doc/LICENSE3.html#3
XFree86 License:

XFree86 code without an explicit copyright is covered by the following 
copyright/license:
Copyright (C) 1994-2003 The XFree86 Project, Inc. All Rights Reserved.
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of 
this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in 
the Software without restriction, including without limitation the rights to use, 
copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the 
Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, 
subject to the following conditions:
The above copyright notice and this permission notice shall be included in all 
copies or substantial portions of the Software.
THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 
IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE XFREE86 
PROJECT BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION 
OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE 
SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.
Except as contained in this notice, the name of the XFree86 Project shall not be 
used in advertising or otherwise to promote the sale, use or other dealings in 
this Software without prior written authorization from the XFree86 Project.

Portions also covered by other licenses as noted in the above url.

Copyright (c) 1997, 1998 James Clark

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining
a copy of this software and associated documentation files (the
‘‘Software’’), to deal in the Software without restriction, including
without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish,
distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to
permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to
the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included
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zlib

in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED ‘‘AS IS’’, WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS
OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT.
IN NO EVENT SHALL JAMES CLARK BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR
OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE,
ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR
OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

Except as contained in this notice, the name of James Clark shall
not be used in advertising or otherwise to promote the sale, use or
other dealings in this Software without prior written authorization
from James Clark.

License

/* zlib.h -- interface of the ’zlib’ general purpose compression library
  version 1.2.2, October 3rd, 2004

  Copyright (C) 1995-2004 Jean-loup Gailly and Mark Adler

  This software is provided ’as-is’, without any express or implied
  warranty.  In no event will the authors be held liable for any damages
  arising from the use of this software.

  Permission is granted to anyone to use this software for any purpose,
  including commercial applications, and to alter it and redistribute it
  freely, subject to the following restrictions:

  1. The origin of this software must not be misrepresented; you must not
     claim that you wrote the original software. If you use this software
     in a product, an acknowledgment in the product documentation would be
     appreciated but is not required.
  2. Altered source versions must be plainly marked as such, and must not be
     misrepresented as being the original software.
  3. This notice may not be removed or altered from any source distribution.

  Jean-loup Gailly jloup@gzip.org
  Mark Adler madler@alumni.caltech.edu

*/
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用語集

数字
3270 アプ リ ケーシ ョ ンオ

ブジェク ト

メ インフレームホス トで実行される  3270 プロ ト コルアプ リ ケーシ ョ ンを表す 
SGD オブジェク ト 。 3270 アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トには、 「cn=」 名前
属性を指定します。

5250 アプ リ ケーシ ョ ンオ

ブジェク ト

AS/400 ホス トで実行される  5250 プロ ト コルアプ リ ケーシ ョ ンを表す SGD 
オブジェク ト 。 5250 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トには、 「cn=」 名前属性を
指定します。

A
Active Directory Microsoft による  LDAP ディ レク ト リサービスの実装。 Windows ド メ イン全

体のリ ソース、 サービス、 およびユーザーに関する情報を格納するために使
用します。

Active Directory コンテ

ナオブジェク ト

SGD 組織階層内の Active Directory 構造を表すために使用する  SGD オブ
ジェク ト 。 Active Directory コンテナオブジェク トには、 「cn=」 名前属性を
指定します。

高度な負荷分散 SGD 拡張モジュールから提供される情報を使用して、 アプ リ ケーシ ョ ンサー
バーにかかる正確な負荷を測定する負荷分散アルゴ リ ズム。

AIP Adaptive Internet Protocol。 SGD ソフ ト ウェアコンポーネン トによって使用
される独自仕様のプロ ト コル。 AIP は、 ク ラ イアン トデバイス と  SGD サー
バーの間でアプ リ ケーシ ョ ン表示データ とユーザー入力をもっと も効率よ く
転送する方法を選択するこ とによ り、 ユーザー体験を 大限に向上させます。
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ALSA Advanced Linux Sound Architecture。

あいまいなログイン 認証機構によ り、 ユーザーに対して一致するものが 1 つ以上見つかっている
が、 ユーザーからの詳細な情報なしではそれらを区別できないよ う な状況。

匿名ユーザーの認証 ユーザーがユーザー名またはパスワードを入力しないで SGD にログインで
きる認証機構。 匿名ユーザーの認証は、 デフォル トでは無効になっています。

ANSI American National Standards Institute。

API Application Programming Interface ( アプリ ケーシ ョ ンプログラ ミ ングイン
タフェース )。

アプレッ ト Web ブラウザで実行されるソフ ト ウェアプログラム。

アプ リ ケーシ ョ ン起動ダ
イアログ

ユーザーが Webtop リ ンクをク リ ッ ク してアプ リ ケーシ ョ ンを起動する と き
に表示されるダイアログ。

アプ リ ケーシ ョ ンの負荷
分散

どのアプ リ ケーシ ョ ンサーバーがユーザーのアプ リ ケーシ ョ ンを実行するか
を決める機構。

アプ リ ケーシ ョ ンサー
バー

Windows 2000 サーバーや Linux サーバーなどの、 アプ リ ケーシ ョ ンを実行
するよ うに設定されたネッ ト ワークデバイス。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーは、
SGD データス ト ア内にアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トで表され
ます。

アプ リ ケーシ ョ ンサー
バーオブジェク ト

SGD を介してアプ リ ケーシ ョ ンを実行するためのアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
を表す SGD オブジェク ト 。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トには、
「cn=」 名前属性を指定します。

アプ リ ケーシ ョ ンサー
バーのパスワードキャ ッ

シュ

ユーザー識別情報に関連付けられた、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのユーザー
名とパスワードのセキュ リ テ ィー保護されたス ト ア。 ユーザーにプロンプ ト
を表示しないでアプリ ケーシ ョ ンサーバーの認証を続行できるよ うに維持さ
れます。 「パスワードキャ ッシュ」 と も呼ばれます。

アプ リ ケーシ ョ ンセッ
シ ョ ン

アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンは、 ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを起動した時
点で始ま り、 アプ リ ケーシ ョ ンを終了した時点で終わり ます。 アプ リ ケー
シ ョ ンセッシ ョ ンに関する情報は、 SGD サーバーによってメモ リーに格納さ
れます。 各アプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンは、 プロ ト コルエンジンに関連付け
られます。

アプ リ ケーシ ョ ンセッ
シ ョ ンの負荷分散

アレイ内のどの SGD サーバーがアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを管理し、
ユーザーのアプリ ケーシ ョ ンに対してプロ ト コルエンジンを実行するかを決
める機構。

アレイ 設定情報を共有する  SGD サーバーの集ま り。 アレイ内の SGD サーバーは、
と もに動作して、 ユーザーが同じ  Webtop を表示できるよ うにします。 ま
た、 ユーザーがログインしている  SGD サーバーに関係なく、 ユーザーのア
プリ ケーシ ョ ンを再開できるよ うにします。 SGD サーバーのアレイは、 ス
ケーラビ リ テ ィーと冗長性を備えています。

アレイルート ク ラ イアン トデバイスの IP アドレスに応じて、 SOCKS プロキシサーバーの
使用法を設定します。
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割り当てタイプ オブジェク ト リ ンクの起点を示す Administration Console のフ ィールド。 割
り当てタイプには、 「直接的」、 「間接的」、 または 「複数」 を指定できます。
直接割り当て、 間接割り当て、 複数割り当ても参照して ください。

ATR 文字列 Automatic Terminal Recognition 文字列。 スマート カードの識別に使用され
るバイ ト シーケンス。

属性 オブジェク トの名前付きのプロパティー。 属性には、 スキーマの定義に従っ
て、 ゼロ個以上の値を指定できます。

属性マップ 太字や下線などの文字属性が SGD 端末エミ ュレータでどのよ うに表示され
るかを定義するファ イル。

認証トークン 統合モード操作では、 識別データが SGD Client から  SGD サーバーに送信さ
れます。 認証トークンの認証機構によって使用されます。

B
バッチスク リプ ト tarantella コマンドの 1 つのインスタンスで複数の SGD 関連タスクを実

行する機能。

課金サービス SGD サーバーまたは SGD サーバーのアレイのためのユーザーセッシ ョ ンと
アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの情報を記録する  SGD サービス。 

C
CA 認証局を参照して ください。

CA 証明書 ルート証明書を参照して ください。

CAL Client Access License。 Microsoft Windows ターミナルサービスによって使
用されます。

CDE Common Desktop Environment ( 共通デスク ト ップ環境 )。 UNIX デスク
ト ップ用のグラフ ィカルユーザーインタフェース。

CDM ク ラ イアン ト ド ラ イブマッピングを参照して ください。

認証局 SSL 証明書の信頼できる発行者。

証明書発行要求 認証局に提供される情報。 識別情報の検証と  SSL 証明書の生成に使用され
ます。

CGI Common Gateway Interface ( 共通ゲート ウェイインタフェース )。 外部アプ
リ ケーシ ョ ンを  Web サーバーと インタフェースで接続するための仕様。
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文字型アプ リ ケーシ ョ ン
オブジェク ト

VT420、 Wyse 60、 または SCO Console アプ リ ケーシ ョ ンを表す SGD オブ
ジェク ト 。 文字型アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トには、 「cn=」 名前属性を指
定します。

暗号化方式 暗号化技術で、 暗号化と復号化を実行するためのアルゴ リ ズム。

ク ラ イアン トデバイス Windows PC や Linux ワークステーシ ョ ンなどのネッ ト ワークデバイス。
SGD サーバーへのアクセスに使用されます。 

ク ラ イアン ト ド ラ イブ
マッピング

ユーザーが、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーで実行されるアプ リ ケーシ ョ ンから
ク ラ イアン トの一部またはすべてのド ライブにアクセスできるよ うにします。

ク ラ イアン トプロファ イ
ル

SGD Client の設定。 サーバーの URL、 プロキシ設定、 動作モードなどがあ
り ます。 ク ラ イアン トプロファ イルは、 ユーザーが SGD サーバーに接続す
る と、 ク ラ イアン トデバイスにダウンロード されます。

CN 共通名を参照して ください。

カラーマップ SGD 端末エ ミ ュレータでは、 16 色から成るパレッ ト をサポート しています。
カラーマップは、 これらの色の RGB 値を定義するファ イルです。

共通名 LDAP ディ レク ト リのエン ト リ を識別するための名前。 たとえば、 人物の名
前があ り ます。

COM ポート Microsoft Windows 環境におけるシ リ アルポートです。

Configuration Wizard SGD 管理者用のツール。 新しい階層を作成するのではな く、 既存の階層に新
しいオブジェク ト をすばやく追加するのに役立ちます。

Cookie データの短いパケッ ト 。 識別トークンと して使用されます。 一部の Cookie 
は、 偽造防止のために暗号化されます。

CPU Central processing unit ( 中央演算処理装置 )。

CSR 証明書発行要求を参照して ください。

CUPS Common UNIX Printing System。

D
デーモン ユーザーの直接の制御下ではなくバッ クグラウンドで実行される、 UNIX プ

ラ ッ ト フォームのオペレーティングシステムのサービスプロセス。 

データ複製 SGD システムデータが SGD アレイ内のプライマ リサーバーから  SGD アレ
イ内のセカンダ リサーバーにコピーされるプロセス。
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データス ト ア SGD の各種コンポーネン トによって使用されたすべての情報 ( ネッ ト ワーク
上のアプリ ケーシ ョ ンサーバーやユーザーに関する情報、 ユーザーセッシ ョ
ンやアプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの情報、 組織情報など ) の総括。 _ens や 
_dns などの名前空間に分けて構成されます。

DER Definite Encoding Rules。 SSL 証明書の鍵を格納するために使用される暗号
化形式。

DES データ暗号化標準 (Data Encryption Standard)。 暗号化の暗号化方式。

デジタル署名 ユーザーの秘密鍵で暗号化され、 メ ッセージの信頼性を保証するためにメ ッ
セージに追加される情報。 デジタル署名は、 ユーザーの公開鍵を使って検証
できます。 公開鍵暗号方式も参照して ください。

直接割り当て Administration Console で、 「編集可能な割り当て」 テーブルを使って作成し
た 1 対 1 のオブジェク ト リ ンク。 編集可能な割り当ても参照して ください。

ディ レク ト リ  ( 軽量 ) オブ

ジェク ト

組織オブジェク トに似た SGD のコンテナオブジェク ト 。 ただし、 SGD 固有
の属性を含まないか、 ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを割り当てられるよ うに
します。 たとえば、 ド メ インコンポーネン トオブジェク トや Active 
Directory コンテナオブジェク トがあ り ます。

ディ レク ト リサービス ネッ ト ワーク上のリ ソース とユーザーを格納および管理するサービス。 SGD 
では、 オブジェク トの格納および管理にディ レク ト リサービスの原則を使用
します。

Directory Services
Integration

SGD データス ト ア内のユーザープロファ イルオブジェク ト を必要と しないで
ユーザーの Webtop を定義する機能。 代わりに、 ユーザー情報が外部 LDAP 
ディ レク ト リに保管されています。 SGD データス ト ア内のアプ リ ケーシ ョ ン
オブジェク トは、 Webtop に表示できる  LDAP ユーザーを定義します。

あいまい性の排除 あいまいなログインを解決するプロセス。

ディ スプレイエンジン ク ラ イアン トデバイスで実行される  SGD ソフ ト ウェアコンポーネン ト 。
ディ スプレイエンジンは、 ユーザーにアプ リ ケーシ ョ ンを表示し、 ユーザー
の入力を受け入れます。 AIP を使って SGD サーバー上のプロ ト コルエンジ
ンと通信します。

識別名 LDAP ディ レク ト リ内のエン ト リ を一意に識別する名前。

分散印刷 ユーザーの印刷ジ ョブがアレイ全体に分散され、 ボ トルネッ クやシングルポ
イン ト障害を防ぎます。 ユーザーの印刷ジ ョブは、 印刷元のアプ リ ケーシ
ョ ンのアプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンをホス トする  SGD サーバーで処理され
ます。

DN 識別名を参照して ください。

DNS Domain Name System ( ド メ インネームシステム )。

DNS 名 ネッ ト ワーク上のコンピュータの一意の名前。 たとえば、
server.example.com があ り ます。
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ドキュ メン トオブジェク
ト

Web 上のドキュ メ ン ト を表す SGD オブジェク ト 。 ドキュ メン トは、 Sun 
StarSuite ドキュ メ ン ト などの任意の URL でも、 Adobe Acrobat ファ イルで
もかまいません。 ドキュ メ ン トオブジェク トから  Web アプリ ケーシ ョ ンを
参照するこ と もできます。 ドキュ メ ン トオブジェク トには、 「cn=」 名前属性
を指定します。

ド メ インコンポーネン ト
オブジェク ト

ディ レク ト リ構造 ( 通常は SGD 組織階層内の Microsoft Active Directory 構
造 ) の複製に使用される  SGD オブジェク ト 。 ド メ インコンポーネン トオブ
ジェク トには、 「dc=」 名前属性を指定します。

ド メ インコン ト ローラ Windows ド メ インコン ト ローラを参照して ください。

DSI Directory Services Integration を参照して ください。

E
編集可能な割り当て Administration Console で、SGD 管理者が編集できる  1 対 1 のオブジェク ト

リ ンク。 直接割り当ても参照して ください。

有効な割り当て Administration Console で、 現在のオブジェク トに対するオブジェク ト リ ン
クの要約。 有効な割り当てには、 直接割り当てと間接割り当ての両方を指定
できます。

拡張モジュール ク ライアン ト ド ラ イブマッピング、 オーディオ、 高度な負荷分散などの追加
の SGD 機能を提供するためにアプリ ケーシ ョ ンサーバーにインス トールさ
れるオプシ ョ ンの SGD ソフ ト ウェアコンポーネン ト 。

環境変数 実行中のプログラムがアクセスできる  1 組のシステム設定値。

ESD Enlightened Sound Daemon。 UNIX および Linux プラ ッ ト フォーム用のサ
ウンドサーバー。 いくつかのデジタルオーディオス ト リームを ミ キシングす
るこ とで、 1 つのデバイスで再生できるよ うにします。

EsounD ESD を参照して ください。

ExecPE Execution Protocol Engine ( 実行プロ ト コルエンジン )。

Expect Tcl スク リプ ト言語の拡張機能。 通常、 対話型アプ リ ケーシ ョ ンに使用され
ます。 SGD のログインスク リプ トは、 Expect 言語で書かれています。 

外部 DNS 名 SGD サーバーがク ラ イアン トデバイスに認識されるために使用する名前。
SGD サーバーには、 複数の外部 DNS 名を指定できます。
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F
フ ィ ンガプ リ ン ト 公開鍵の認証または検索に使用される短いバイ ト シーケンス。

FIPS Federal Information Processing Standards ( 連邦情報処理標準 )。 非軍事政府
機関や政府関連企業が使用するために米国連邦政府によって開発された標準。

ファ イアウォール越え ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバーの間で 1 つの開いているファ イア
ウォールポート を介して SGD を実行するこ と。 ファ イアウォール転送と し
ても知られています。

フォン トサーバー ホス ト上のフォン ト をネッ ト ワーク上で使用できるよ うにするプログラム。

FQDN 完全修飾ド メ イン名を参照して ください。

完全修飾ド メ イン名 システムの完全な名前であ り、 そのホス ト名と ド メ イン名を含みます。 たと
えば、 boston.example.com などです。 この場合、 boston がサーバーの
ホス ト名、 example.com がド メ イン名にな り ます。

完全修飾名 SGD オブジェク トの指定に使われる明瞭な名前。 たとえば、 .../_ens/o=
organization/ou=marketing/cn=Indigo Jones は SGD 内のユーザー
プロファ イルオブジェク ト を指定します。

G
Global Administrators Tarantella System Objects 組織内のロールオブジェク ト 。 管理者権限

をユーザーに割り当てるために使用されます。

グローバルカタログ Active Directory 内にすべてのオブジェク トの属性が格納されている ド メ イ
ンコン ト ローラ。

グループオブジェク ト アプ リ ケーシ ョ ンまたはアプ リ ケーシ ョ ンサーバーの集ま り を表す SGD オ
ブジェク ト 。 グループ内の各アプ リ ケーシ ョ ンまたはアプリ ケーシ ョ ンサー
バーは、 メ ンバーと呼ばれます。 グループオブジェク トには、 「cn=」 名前属
性を指定します。

H
HTML Hypertext Markup Language ( ハイパーテキス ト マークアップ言語 )。 Web 

ページに使用される ドキュ メ ン ト形式。
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HTTP Hypertext Transfer Protocol ( ハイパーテキス ト転送プロ ト コル )。

HTTPS Hypertext Transfer Protocol over Secure Sockets Layer ( セキュ リ テ ィー保護
されたハイパーテキス ト転送プロ ト コル )。

I
IANA Internet Assigned Numbers Authority。 インターネッ トで使用される  IP アド

レス、 ド メ イン名、 およびポート番号の割り当てと管理を行う組織。

ICA Independent Computing Architecture。 Citrix Presentation Server がク ラ イ
アン トデバイス との通信に使用するプロ ト コル。

IM 入力方式を参照して ください。

IME 入力方式エディ タ。 入力方式を参照して ください。

間接割り当て Administration Console で、 LDAP 検索または別のオブジェク トからの継承
によって作成されたオブジェク ト リ ンク。

継承 Webtop コンテンツを暗黙のうちに定義する機能。 通常、 コンテンツは親オ
ブジェク トから継承されますが、 ほかのオブジェク ト を使用するこ と もでき
ます。

入力方式 ユーザーがキーボードにない文字や記号を入力できるよ うにするプログラム。
Microsoft Windows プラ ッ ト フォームでは、 入力方式は入力方式エディ タ  
(Input Method Editor、 IME) と呼ばれます。

統合モード アプ リ ケーシ ョ ンがデスク ト ップの 「スタート 」 または 「起動」 メニューに
表示される、 SGD の動作モード。

I/O 入力 / 出力。

IP アドレス インターネッ トプロ ト コルアドレス。 ネッ ト ワーク上のコンピュータ用の 32 
ビッ トの一意の数値識別子。

J
JAR Java アーカイブ。

JDK Java Development Kit。

JDS Java Desktop System。 

JRE Java Runtime Environment。
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JSP JavaServer Page。

JSP コンテナ JSP ページの要求を処理する  Web サーバーコンポーネン ト。 SGD では、
Tomcat JSP コンテナを使用します。

JSSE Java Secure Socket Extension。 Java テク ノ ロジを使用した SSL の実装。

JVM Java Virtual Machine (Java 仮想マシン )。

K
KDC Key Distribution Center ( 鍵配布センター )。 Active Directory 認証機構の一

部と して Kerberos 認証によって使用されます。

KDE K Desktop Environment (K デスク ト ップ環境 )。 UNIX および Linux プラ ッ
ト フォーム用のオープンソースのグラフ ィカルユーザーインタフェース。

Kerberos Active Directory 認証に使用される認証システム。

キーボードマップ ユーザーのク ライアン ト キーボードのキーと端末のキーとのマッピング情報
が含まれているファ イル。 SGD 端末エミ ュレータで使用されます。

キース ト ア 暗号化鍵のデータベース。 キース ト アには、 公開鍵と秘密鍵の両方を格納で
きます。

Kiosk モード アプ リ ケーシ ョ ンが全画面表示される  SGD 表示モード。

L
LDAP Lightweight Directory Access Protocol。

LDAP ディ レク ト リ 論理的かつ階層的な方法で編成される  1 組の LDAP オブジェク ト 。

LDAP 検索フ ィルタ RFC2254 準拠の検索フ ィルタ。 LDAP ディ レク ト リ内のオブジェク トの選択
に使用されます。

LDAP URL RFC1959 準拠の URL。 LDAP ディ レク ト リ内のオブジェク トの選択に使用
されます。

LDAPS Lightweight Directory Access Protocol over SSL。LDAP ディ レク ト リへのセ
キュ リ テ ィー保護された接続に使用されます。

負荷分散グループ 可能な場合は、 高速ネッ ト ワークで リ ンク された SGD サーバーとアプ リ
ケーシ ョ ンサーバーを選択するこ とによって、 適なユーザー体験を実現さ
せる機構。
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ロケール ユーザーの言語、 国などの地域特有の設定を定義する  1 組のパラ メータ。

ローカルリポジ ト リ ユーザー、 アプ リ ケーシ ョ ン、 Webtop、 およびアプ リ ケーシ ョ ンサーバー
に関する情報を格納するス ト ア。 プラ イマ リ  SGD サーバーに格納され、 ア
レイ内のほかの SGD サーバーに複製されます。 SGD データス ト ア内の
「_ens」 名前空間に対応しています。 Administration Console または 
tarantella コマンドを使って管理できます。

ログフ ィルタ SGD ログファ イルに記録するエラーを設定するための文字列。

ログインスク リプ ト ユーザーがアプリ ケーシ ョ ンを起動する と きに SGD サーバーで実行される
スク リプ ト 。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバーに接続し、 そのサーバーの認証資格
を提供して、 アプ リ ケーシ ョ ンを起動します。

LPD Line Printer Daemon。 プ リ ン トサーバーの機能を UNIX または Linux プ
ラ ッ ト フォームシステムに提供するために使用される印刷プロ ト コル。
LPR と しても知られています。

LPR Line Printer Remote。 LPD も参照して ください。

M
メ ンバー グループまたはロールの構成要素。 SGD では、 グループオブジェク ト と ロー

ルオブジェク トに 1 つ以上のメンバーオブジェク トが含まれています。 通
常、 これらはアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト 、 ユーザープロファ イルオブ
ジェク ト 、 またはアプ リ ケーシ ョ ンサーバーオブジェク トです。 

複数割り当て Administration Console で、 直接割り当てと間接割り当ての両方のソースを
持つオブジェク ト リ ンク。 割り当てタイプも参照して ください。

MUPP MultiplePlexing Protocol。

My Desktop ユーザーが SGD Webtop を表示せずに、 ログインして全画面デスク ト ップを
表示できるよ うにする  SGD の機能。

N
NetBIOS 名 Microsoft Windows を実行するコンピュータの識別子。 NetBIOS 名は、 コン

ピュータ上で Windows ネッ ト ワークをインス トールまたは設定する と きに
指定できます。

NFS Network File System ( ネッ ト ワークファ イルシステム )。

NIC Network Interface Card ( ネッ ト ワーク インタフェースカード )。
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NTP Network Time Protocol ( 時間情報プロ ト コル )。

O
オブジェク ト 自己完結型エンティティー。 いくつかの属性と値によって定義されます。

SGD オブジェク トには、 X アプリ ケーシ ョ ンや文字型アプリ ケーシ ョ ンなど
のタイプがあ り ます。 各タイプに使用できる属性は、 スキーマによって定義
されます。

組織オブジェク ト 組織階層の 上位を表すための SGD オブジェク ト 。 組織オブジェク トには、
OU またはユーザープロファ イルオブジェク ト を含めるこ とができます。 組
織オブジェク トには、 「o=」 名前属性を指定します。

組織階層 SGD データス ト ア内のオブジェク トの集ま り。 1 つ以上の組織オブジェク ト
またはド メ インコンポーネン ト オブジェク トから降順に並べられています。
組織内の人物、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバー、 およびアプ リ ケーシ ョ ンの集ま
り を表します。

組織単位オブジェク ト 組織階層内のさまざまな部門、 サイ ト 、 またはチームを区別するために使用
する  SGD オブジェク ト 。 組織単位 (OU) オブジェク トは、 組織オブジェク ト
またはド メ インコンポーネン ト オブジェク トに含めるこ とができます。 組織
単位オブジェク トには、 「ou=」 名前属性を指定します。

OSS Open Sound System。 UNIX プラ ッ ト フォームのオペレーティングシステム
でオーディオを録音した り複製した りするための標準インターフェイス。

OU 組織単位オブジェク ト を参照して ください。

P
PAM Pluggable Authentication Modules ( プラグイン可能認証モジュール )。

パスコード SecurID 認証における、 PIN と トークンコードの組み合わせ。

パスワードキャ ッシュ アプ リ ケーシ ョ ンサーバーのパスワードキャ ッシュの短縮形。

PCL Printer Command Language。

PCM Pulse Code Modulation ( パルス符号変調 )。

PC/SC Personal Computer/Smart Card。 PC、 スマート カード リーダー、 およびス
マート カードの相互運用性を確保するための標準。

PDF Portable Document Format。
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PDF 印刷 Adobe Reader ソフ ト ウェアがインス トールされたク ラ イアン トデバイスで
使用可能な SGD 機能。 ユーザーのアプリ ケーシ ョ ンから  PDF プ リ ンタに印
刷できるよ うにします。 これによ り、 ク ラ イアン トデバイスで Adobe 
Reader プログラムを使ってファ イルの表示や印刷が行われます。

ピア DNS 名 SGD サーバーが同じアレイ内のほかの SGD サーバーに認識されるために使
われる名前。

PEM Privacy-Enhanced Mail。 公開鍵暗号方式をベース と したプロ ト コル。

PIN キーパッ ドを使用する  SecurID デバイスに付属のコード。 トークンコード と
組み合わせてパスコードを形成します。

PKCS Public Key Cryptography Standards ( 公開鍵の暗号化標準 )。 公開鍵暗号方式
用に RSA Laboratories が定めた仕様。

PKI Public Key Infrastructure ( 公開鍵インフラス ト ラ クチャー )。 公開鍵暗号方
式をベース と したセキュ リ テ ィーインフラス ト ラ クチャー。

プラ イマ リサーバー グローバル情報の信頼できる ソース と して機能し、 SGD データス ト アの 終
的なコピーを維持する  SGD サーバー。

印刷キュー ディ スクの記憶領域に置かれているいくつかの印刷ジ ョブ。

秘密鍵 公開鍵暗号方式において、 メ ッセージの受信者だけが知っている鍵。 秘密鍵
は、 メ ッセージの復号化およびデジタル署名の作成に使用できます。 

プロ ト コルエンジン SGD サーバーで実行される  SGD ソフ ト ウェアコンポーネン ト 。 プロ ト コル
エンジンは、 X11 や RDP などのネイティブプロ ト コルをエ ミ ュレート し、
アプ リ ケーシ ョ ンサーバーと通信します。 そして、 AIP を使ってク ラ イアン
トデバイス上のディ スプレイエンジンに表示データを送信します。 アプ リ
ケーシ ョ ンセッシ ョ ンも参照して ください。

プロキシサーバー ク ライアン トデバイス と インターネッ トの間の仲介の役目を果たすサーバー。
プロキシサーバーは、 アクセス制御および Web 要求キャ ッシュサービスを
提供できます。

公開鍵 公開鍵暗号方式において、 だれにでも配布できる鍵。 公開鍵は、 メ ッセージ
の暗号化およびデジタル署名の検証に使用できます。

公開鍵暗号方式 公開鍵と秘密鍵という  1 組の鍵を使用する暗号化システム。 公開鍵はメ ッ
セージの暗号化に使用し、 秘密鍵はメ ッセージの復号化に使用します。

R
RAM Random Access Memory ( ランダムアクセス メモ リー )。

RDN 相対識別名を参照して ください。
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リ モートデスク ト ップ
サービス

ク ラ イアン トデバイスがアプ リ ケーシ ョ ンを実行し、 ネッ ト ワークに接続さ
れた Windows サーバー上のデータにアクセスできるよ うにする  Microsoft 
Windows ソフ ト ウェア。 Windows Server 2008 R2 から、 リモートデスク
ト ップサービスの名前がターミナルサービスに変更されています。

RDP Remote Desktop Protocol ( リ モートデスク ト ッププロ ト コル )。 Windows 
ターミナルサービスを実行するコンピュータにユーザーが接続できるよ うに
するプロ ト コル。

RDP 印刷 Windows ターミナルサービスを使用したアプ リ ケーシ ョ ンサーバーからの 
SGD 印刷の別名。

相対識別名 LDAP ディ レク ト リで、 共通した親エン ト リの子エン ト リ を一意に識別する
識別名の一部。

レジス ト リ Microsoft Windows レジス ト リ。 Windows ク ラ イアン トデバイスでは、 オ
ペレーティングシステム設定のデータベース。

リ ポジ ト リ ユーザー情報を格納するス ト ア。 

再開機能 アプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの属性。 アプ リ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンの有効期
間を制御します。 SGD 管理者がアプ リ ケーシ ョ ンごとに、 再開不能、 ユー
ザーセッシ ョ ン中に再開可能、 または常に再開可能のいずれかに定義します。
再開中断も参照して ください。

再開 中断しているアプ リ ケーシ ョ ンを再表示するこ と。 中断も参照して ください。

RGB 値  RGB カラーモデルの色を定義します。 色における赤、 緑、 および青の量は、
0 ～ 255 の数値で示します。

ローミ ングプロファ イル 使用する  Microsoft Windows コンピュータに関係なく、 Microsoft Windows 
ユーザーに同じ作業環境を提供する  SGD の機能。

ロールオブジェク ト SGD の特定のロールに関連付けられたメンバーとアプ リ ケーシ ョ ンを定義す
るオブジェク ト 。現時点で使用できるロールは、 「Global Administrators」 の 1 
つだけです。 このロールは、 SGD 管理者を定義します。

ルート証明書 ルート レベルの認証局によって発行される自己署名付き証明書。

S
Samba UNIX または Linux プラ ッ ト フォームのサーバーが Windows ク ラ イアン ト

デバイスのファ イルサーバーと して動作できるよ うにするソフ ト ウェア。
SMB ファ イル共有プロ ト コルの改良版を使用します。

SCF Solaris Card Framework。
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シームレスウ ィ ン ド ウ Windows アプリ ケーシ ョ ンで使用される  SGD ウ ィ ン ド ウ表示モード。 これ
によ り、 ユーザーのデスク ト ップ環境にかかわらず、 Microsoft Windows ア
プリ ケーシ ョ ンサーバーで実行される場合と同様にアプ リ ケーシ ョ ンのウ ィ
ンド ウが動作します。 SGD 拡張モジュールが必要です。

セカンダ リサーバー プライマ リサーバー以外のアレイのメンバー。 プラ イマ リサーバーは、 セカ
ンダ リサーバーに情報を複製します。

セキュ リ テ ィー保護され
た接続

SSL を使って AIP ト ラフ ィ ッ クを盗聴、 情報の改ざん （タンパー）、 および
偽造から保護する、 ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバーとの接続。
HTTPS ト ラフ ィ ッ ク とは関係あ り ません。

アレイ内のセキュ リ
テ ィー保護された通信

SGD アレイのメンバー間のセキュ リ テ ィー保護および暗号化された通信。
SSL を使用します。

SecurID ネッ ト ワーク資源に対してユーザーを認証するために RSA Security が開発し
た認証機構。

自己署名付き証明書 作成者によって署名された SSL 証明書。

シ リ アルポート 情報が一度に 1 ビッ トずつ転送される、 コンピュータ上の物理インタフェー
ス。

サーバーアフ ィニティー 可能な場合、 SGD はユーザーの前回のアプ リ ケーシ ョ ンの実行に使用したの
と同じアプ リ ケーシ ョ ンサーバーでアプ リ ケーシ ョ ンを実行します。 アプ リ
ケーシ ョ ンの負荷分散も参照して ください。

セッシ ョ ンの乗っ取り ユーザーが SGD サーバーにログインしたが、 別の SGD サーバーに対する
ユーザーセッシ ョ ンがすでにある状況。 ユーザーセッシ ョ ンは新しい SGD 
サーバーに移され、 古いセッシ ョ ンは終了します。

SGD Oracle Secure Global Desktop ソフ ト ウェア。

SGD 管理者 Administration Console または tarantella コマンドを使って SGD の設定
や SGD オブジェク トの作成 / 編集を行うためのアクセス権を持つ SGD ユー
ザー。

SGD Client ク ラ イアン トデバイスにインス トールできる  SGD コンポーネン ト。 SGD 
Client は、 SGD サーバーとの通信を保守し、 アプ リ ケーシ ョ ンを実行するよ
う要求されます。

SGD Client Helper SGD Client をダウンロードする  Java アプレッ ト 。

SGD サーバー 組み合わせて SGD 機能を提供する、 SGD ソフ ト ウェアコンポーネン トの集
ま り。

SGD Web サーバー SGD サーバーと と もにインス トールおよび設定される構築済みの Web サー
バー。 Apache、 HTTPS サポート用の mod_ssl、 および Java Servlet と  JSP 
サポート用の Tomcat が含まれます。

SGD Web サービス 開発者が SGD で動作する開発者独自のアプリ ケーシ ョ ンを構築できるよ う
にする  API の集ま り。 API を使用して、 ユーザーの認証、 アプ リ ケーシ ョ ン
の起動、 および SGD データス ト アの操作を行う こ とができます。
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SHA Secure Hash Algorithm。 暗号方式で、 メ ッセージダイジェス ト と呼ばれる、
メ ッセージの固定長表現を計算するアルゴ リ ズム。

シャ ド ウイング SGD 管理者が、 ユーザーと同時に、 ユーザーのアプ リ ケーシ ョ ンを表示して
操作する場合。

SKID Secret Key Identification。 接続の認証に共有シークレッ トが使用される認証
プロ ト コル。

スマート カード クレジッ ト カードほどの大きさのプラスチッ ク製のカードで、 データ と と も
にロードできるマイ ク ロチップが埋め込まれています。

スマート カード認証 スマート カードに含まれているユーザーデータを使用した、 Windows アプ リ
ケーシ ョ ンサーバーに対する認証。

SMB Server Message Block ( サーバーメ ッセージブロ ッ ク )。

SOAP Simple Object Access Protocol。 HTTP を使用してコンピュータネッ ト ワーク
上に XML メ ッセージを送信するためのプロ ト コル。

SOCKS ファ イアウォール内のク ラ イアン トデバイスから  TCP 接続要求を処理するた
めにプロキシサーバーで使用されるプロ ト コル。 

SSH Secure Shell。 2 つのコンピュータ間でデータ交換を行うためのセキュ リ
テ ィー保護されたネッ ト ワークプロ ト コル。 

SSL Secure Sockets Layer。 セキュ リ テ ィー保護されたインターネッ ト通信用に設
計された暗号化プロ ト コル。

SSL 証明書 Web 上で資格を確立するデジタルパスポート。 SGD では、 ク ラ イアン トデ
バイスが SGD サーバーの識別情報を信頼できるよ うにします。

標準接続 セキュ リ テ ィー保護されていない、 ク ラ イアン トデバイス と  SGD サーバー
との接続。 これは、 SGD 使用時のデフォルトの接続モードです。

サブジェク ト代替名 SSL 証明書に SGD サーバー用に指定された、 ホス ト名以外の代替 DNS 名。

中断 アプリ ケーシ ョ ンセッシ ョ ンを一時停止するこ と。 中断されたアプ リ ケー
シ ョ ンは終了していないため、 再開できます。 再開も参照して ください。

システム認証 Windows ド メ インや LDAP ディ レク ト リ などの外部認証サービスに照合し
てユーザーを認証し、 ユーザーの SGD ユーザー識別情報とユーザープロ
ファ イルを判定する  SGD サーバーのコンポーネン ト。

T
tarantella コマンド コマンド行から使用できる  SGD 管理ツール。 SGD サーバーを制御した り、

設定変更を行った りするために使用します。
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Tarantella System
Objects

SGD データス ト ア内の組織オブジェク ト 。 SGD の円滑な実行と保守に不可
欠なオブジェク トが含まれています。

Tcl Tool Command Language。 John Ousterhout 氏が開発したスク リプ ト言語。
SGD ログインスク リプ トには、 Tcl 機能がいくつか組み込まれています。

TCP Transmission Control Protocol ( 伝送制御プロ ト コル )。

TCP/IP Transmission Control Protocol/Internet Protocol 。

端末エ ミ ュレータ グラフ ィカルユーザーインタフェースで実行され、 「ダム」 ビデオ端末をエ
ミ ュレートするプログラム。 SGD には、 SCO Console 端末、 Wyse 60 端末、
および VT420 端末用の端末エ ミ ュレータがあ り ます。

ターミナルサービス ク ライアン トデバイスがアプリ ケーシ ョ ンを実行し、 ネッ ト ワークに接続さ
れた Windows サーバー上のデータにアクセスできるよ うにする  Microsoft 
Windows ソフ ト ウェア。 Windows Server 2008 R2 から、 ターミナルサービ
スの名前がリモートデスク ト ップサービスに変更されています。

サードパーティーの認証 サードパーティーが提供する認証情報を信頼し、 その情報を使ってユーザー
を SGD ユーザーと して自動的に認証して、 ユーザー識別情報とユーザープ
ロファ イルを割り当てる  SGD サーバーのコンポーネン ト。

トークンキャ ッシュ 認証トークン認証機構によって使用される トークンのス ト ア。

トークンコード SecurID デバイスによって生成される乱数。 PIN と組み合わせてパスコード
を形成します。

ttaserv、 ttasys SGD をインス トールする前にシステム上で設定する必要があるユーザーとグ
ループ (ttaserv)。 インス トール後に、 これらのユーザーとグループは一部の 
SGD ファ イルおよびプロセスを所有します。

U
UCX Ultrix Communications Extensions。

UDP User Datagram Protocol ( ユーザーデータグラムプロ ト コル )。

UNC Universal Naming Convention ( 汎用命名規則 )。

Unicode 汎用文字エンコーディングの標準。 あらゆる言語でのテキス トデータの処理、
保管、 および切り替えのための基準を提供します。

URL Uniform Resource Locator。

ユーザー識別情報 ユーザーがだれであるかとい う  SGD の概念。 ユーザー識別情報は、 いくつ
かの異なる名前空間のう ちの 1 つに属するこ とができます。 ユーザー識別情
報は、 認証機構によって割り当てられます。 場合によっては、 ユーザー識別
情報がユーザープロファ イルと同じ こ とがあ り ます。
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ユーザー主体名 Active Directory における、 ユーザー名に必須の形式。 ユーザー主体名は、
電子メールアドレス形式で表します。 たとえば、
indigojones@indigo.insurance.com のよ うに指定します。

ユーザープロファ イルオ
ブジェク ト

組織内のユーザーを表す SGD オブジェク ト 。 ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ン
にアクセスできるよ うにするために使用できます。 ユーザープロファ イルオ
ブジェク トには、 「cn= ( 共通名 )」、 「uid= ( ユーザー識別情報 )」、 または
「mail= ( 電子メールアドレス )」 名前属性を指定できます。

ユーザーセッシ ョ ン ユーザーが SGD にログインした時点で始ま り、 ユーザーがログアウ ト した
時点で終わり ます。 ユーザーセッシ ョ ンに関する情報は、 SGD サーバーに
よってメモ リーに格納されます。

ユーザーセッシ ョ ンの負
荷分散

ユーザーが Webtop を表示するためにアレイ内のどの SGD サーバーにログ
インするかを決める機構。 

UTC Coordinated Universal Time ( 協定世界時 )。

V
仮想ホスティング 同じコンピュータ上で複数の Web サーバーをホス トするこ と。 各 Web サー

バーには異なる  DNS 名が指定されています。

VMS Virtual Memory System。 DEC 製の VAX および Alpha ファ ミ リのコン
ピュータで使用するために 初に開発されたオペレーティングシステム。

W
WAN Wide Area Network ( 広域ネッ ト ワーク )。

WAR Web Application Archive。 

Webtop ユーザーが SGD を使ってアプ リ ケーシ ョ ンを実行した り、 ドキュ メン ト を
表示した り、 印刷ジ ョブを管理した りできる  Web ページ。 Web ブラウザま
たは SGD Client を使ってアクセスできます。

Webtop コンテンツ ユーザーの Webtop に表示されるアプリ ケーシ ョ ンやドキュ メ ン トの集ま り。

Webtop の継承 Webtop コンテンツを暗黙のうちに定義する機能。 通常、 コンテンツは親オ
ブジェク トから継承されますが、 ほかのオブジェク ト を使用するこ と もでき
ます。

Webtop リ ンク ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンを起動するためにク リ ッ クする  SGD Webtop 
上のハイパーリ ンク。
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Webtop モード ユーザーがブラウザを使って SGD Webtop を表示する、SGD の動作モード。 

Windows アプリ ケーシ ョ

ンオブジェク ト

Microsoft Windows グラフ ィカルアプ リ ケーシ ョ ンを表す SGD オブジェク
ト 。 Windows アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トには、 「cn=」 名前属性を指定
します。

Windows ド メ イン Windows オペレーティングシステムを実行するコンピュータの論理グル
ープ。

Windows ド メ インコン ト

ローラ

Active Directory をホス トする  Windows ド メ イン内のサーバー。 ド メ イン
コン ト ローラは、 ユーザーと管理タスクの認証を処理します。

Windows プロ ト コル SGD で、 Microsoft Windows アプリ ケーシ ョ ンをホス トするアプ リ ケーシ ョ
ンサーバーへの接続に使用されるプロ ト コル。

WINS Windows Internet Name Service (Windows インターネッ ト ネームサービス )。

X
X.509 証明書 SSL 証明書を参照して ください。

X11 転送 リモートで起動した X アプリ ケーシ ョ ンのウ ィ ンド ウをク ラ イアン トデスク
ト ップに転送 ( ト ンネ リ ング ) するプロセス。

X11 プロ ト コル X Window System に使用されるディ スプレイプロ ト コル。 

X アプ リ ケーシ ョ ンオブ

ジェク ト

X11 グラフ ィカルアプ リ ケーシ ョ ンを表す SGD オブジェク ト 。 X アプリ ケー
シ ョ ンオブジェク トには、 「cn= 」 名前属性を指定します。 X11 プロ ト コルも
参照して ください。

X 認証 ク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンが X サーバーに接続できるかど うかを制御す
るアクセス制御機構。

X Window System X11 プロ ト コルに基づいた、 UNIX プラ ッ ト フォームのオペレーティングシ
ステム用の分散ウ ィン ド ウシステム。 「X11」 または 「X Windows」 と も呼ば
れます。

Z
ゾーン 1 つの Solaris OS サーバーに複数の仮想オペレーティングシステムを配備で

きるよ うにする  Solaris 10 OS の機能。
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